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■ 第１３回全国草原サミット・シンポジウム
　 〇 実行委員長（開催地）あいさつ

■ 第１３回全国草原シンポジウム
　 ◆ 基調講演
　　  「草原をとりまく里が教えてくれる、持続可能な社会の未来像」：白川勝信 氏

　 ◆ パネルディスカッション
　　 「細野高原の活用と保全から、ＳＤＧｓを理解する」
　　 コーディネーター ： 白川勝信 氏
　　 パネリスト ： 太田長八 、高橋佳孝 氏 、山田賢一 氏 、石島専吉 氏

　 ◆ 分科会
　　 ・ 東伊豆会場 :「利用・保全・継承」
　　 ・ 阿蘇会場 :「阿蘇草原再生、新たなステージへ
                           　～草原の恵みを守るための仕組みづくり～」
　　 ・ 蒜山会場 :「人と自然の関係性の再生を目指して」

　 ◆ 全体会
　　 ・ 各分科会からの報告

　 ◆ オンライン見学会
　　 ・ オンライン見学会
　　 ・ 視察、オンライン見学会後の感想

■ 第１３回全国草原サミット
　 〇 開催地あいさつ
　 〇 活動報告と問題提起、意見交換
　 　・ 前回全国草原サミットの報告／日髙昭彦 氏（宮崎県川南町長）　
　 　・ シンポジウムからの報告、問題提起／高橋佳孝 氏（全国草原再生ネットワーク代表理事）
　 　・ 各自治体の取組と課題
　 　・ 「未来に残したい草原１００選事業」について
　 〇 第１３回全国草原サミット宣言採択

第１３回全国草原サミット・シンポジウムは、
東伊豆町公式チャンネル（YouTube）でご覧いただけます。
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

○司会　皆さん、おはようございます。

　この後、第13回全国草原サミット・シンポジウムを

開会しますが、その前に、今日と明日の２日間のスケ

ジュールについてご案内します。

　本日は開会の後、９時10分より白川勝信様による

基調講演を行います。基調講演終了後、10時30分よ

り草原の活用と保全からＳＤＧｓを理解するというテー

マでパネルディスカッションを行います。

　その後、昼休みを挟み、午後１時から、東伊豆会場、

阿蘇会場、蒜山会場で分科会を実施します。阿蘇と蒜

山ではウェブ配信を予定しております。

　当初のプログラムで予定されていました生石高原

会場については都合により中止となりましたので、ご

承知ください。

　分科会終了後、午後３時20分から３分科会場の代

表にご参加いただき、全体会を開催します。

　本日の草原シンポジウムの終了は午後５時を予定

しております。

　ちょっと画面のほう変わりませんが、次に、明日、９

月27日の予定ですが、午前10時30分よりオンライン

見学会の実施後、昼休みを挟んで午後１時から午後

３時まで草原サミットを開催いたします。

　以上、２日間のスケジュール案内となります。

　なお、本大会は、農林水産省、環境省、文化庁、静岡

県よりご後援をいただいておりますことをご報告いた

します。

　それでは、時間となりましたので、ただいまより１日

目の草原シンポジウムを始めさせていただきます。

維持活動に携わる一方、携わっただけの対価を受け

取る、あるいは携わった人が対価を実感しているのか

という話がありました。こちらの細野高原は、地元の集

落の方たちが山焼きをされていますので、その方たち

がちゃんと対価を実感されているのか、あるいはそこ

に税金を使っているわけですから、町民の皆さんがそ

れを実感しているのか。そういうことが前回議論に

なったと思います。それからどう変わったのかというの

は後のパネルディスカッションで聞かせていただきた

いなと思っているところです。

　前回のテーマは、忘れられた草原の再発見、その保

全と活用ということで、生物多様性、外来種、シンニュ

ウが間違っていますね、これ。広島ならではの間違い

ですね。外来種侵入……、深入山という山があるんで、

草原の山です。草原のやぶ化、森林化など、草原の質

の問題について共有されていない。草原の生物多様性

はどうなっているんだろう、景色としてはいいけれども、

本当にそこは価値があるというのが認識されているの

かというところの問いかけと、もう一つが草原を守るこ

とによる生態系サービスや経済的恩恵を享受する仕

組みがない。これについても話がありました。その後、

たしか僕が記憶しているのは、都内の電車のつり広告

に草原のことがかけられたりというＰＲをされたりとか、

あるいは入山料を早い段階から取り始めた、草原では

あまりないのかなと思いますけれども、そういう事例を

先立ってされたという記憶があります。今日はそういう

話もまた後で聞かせていただきたいなと思っていると

ころです。

　そして今年、2021年のテーマですが、今回はオンラ

イン開催ということで、ここの東伊豆町、それから阿蘇、

そして蒜山のほうでも分科会が開催されます。大きな

テーマは、未来へつなごう！壮大な海すすきの草原、そ

して、分科会のテーマは、保全・利用・継承、草原の公

益的機能について、それから、茅の利用と草原保全と

の関わりということで、どちらかというと今、草原に話題

になっているのは茅の利用とか、利用ですね、利用と

か草原の機能というところにだんだん目が移ってきた

のかなと思っています。

　先ほど課題として示されていた２つのことですね。２

つ目は、そういう利用とか、草原の価値をどう実感する

かという話だったんですが、もう１個、１個目の草原そ

のものの価値というのが果たして僕らは認識されてい

るのか、希少生物とかですね、生物多様性のほうが認

識されているのかどうかというのは、これはむしろ草原

を研究する研究者が発信できているかどうかというこ

とになるので、ここ地元でも内山さんとかを中心にいろ

んな研究が進められてますし、今から継続的にやって

いって情報を出していかないといけないだろうなとい

うふうに思っています。

　今日こちらに呼んでいただいた縁というのが、僕ら

は草原研究グループというのを組織しています。西日

本草原研究グループというのを組織して、これは蒜山

で調査しているんですね。これだけキキョウがあるとこ

ろも珍しいです。自生のキキョウがたくさん咲いている

んですね。僕たちは大体、10年前ぐらいは月に１回集

まって、あちこちで研究していました。例えば３月は学

会で岩手県に行っていたんですけれども、十和田湖畔

までちょっと車で走っていっていました。何かこんな雪

があるのに、ちょっとでも空いていれば何か探したくな

るのが僕らの常で、このときは、東北のほうに行くとフ

キが大きくなるんですね、フキノトウも大きいのでびっく

りしました。あるいは大阪の吹田というところで、町な

かで調査をしたりしています。こんな住宅地の中なん

ですが、ここの草原は、もうここの土地が売れてしまっ

たら生き物がいなくなる。こんな町なかでも希少種とい

うのはちゃんと残っているんですね。ずっと管理がされ

ていれば、何ていうかな、開けた環境があって、継続的

に管理がされていれば、そこに生き物が残っていると

いうことが分かっています。それをじゃどうするかとい

うのは次の問題なんですね。

　画面共有が止まったんですが、大丈夫ですか。

○スタッフ　一度ちょっと。

○講師（白川勝信）　共有の再開、これですね。すみま

せん。写真を今、見てもらう……、まだ、すみません、声

だけ聞こえていたみたいで申し訳ない。

　吹田の草原はこんな感じです。

　僕たちは草原研究会なんですが、僕自身は高原の

自然館という博物館に勤務しています。学芸員という

仕事をやっていまして、会場の皆さんの手元には、この

高原の自然館のパンフレットが手元にあると思います。

とてもとっても小さな建物なんですが、博物館。博物館

はこの辺には何かあるんですかね、ないですか。静岡

○司会　それでは、ただいまより白川勝信さんによる

基調講演となります。

　白川先生は、生態学をご専門とされ、2003年より広

島県北広島町の芸北高原の自然館に学芸員として勤

務されております。現在は、湿原、半自然草原、里山林

など、地域の人間活動によって維持されている生態系

の保全をテーマに活動を展開されています。子供、事

業者、行政、ボランティアなど様々な主体による自然へ

の関わり方を見直し、新たな仕組みを組み込みながら

地域と自然を将来に残していく道を模索されておりま

す。2017年には、第１回ジャパンアウトドアリーダーズ

アワード大賞を受賞されるなど、草原をはじめとする

様々な分野での活躍をされています。

　それでは、早速でございますが、基調講演のほうをよ

ろしくお願いいたします。

○講師（白川勝信）　こっちはマイク持っていていいん

ですよね。じゃちょっと話させて……、その前に写真を

撮らせてください。何ですかね、向こう側にいる人は多

分、会場の様子が分からないと思うので、ちょっと撮ら

せていただきます。今、配信はもうされているんですか。

ありがとうございます。

　よろしくお願いします。白川です。

　今日、80分くらいお話しさせていただくと思いますん

で、よろしくお願いします。

　こんな感じですね、見えますかね。見えますかねって

いうと、ライブ配信している相手の人から返事がない

んで、分からないんですが、会場にいる人はこんな感

じです。東伊豆町ですね、いろんな人が来ています。

　これは08年の東伊豆のサミットです。全国草原シン

ポジウム08ｉｎ東伊豆ということで、今年の草原サミッ

ト・シンポジウムは１年間延びたんですけれども、本当

は2008年に一度サミットをやる予定だったんですよ

ね。それがあったので、僕としては、ああようやくここの

東伊豆でサミット開催できて、本当にうれしいなと思っ

ています。今回もここに来るのを楽しみにしていまして、

駅前のキンメダイのオブジェをまた見れるかなと思っ

たら、キンメダイのオブジェがなくてですね、それで

実は自分がこうやって回している写真がなかったんで

すよ。だから、今回こそはキンメダイぐるぐるやるぞと

思って、なかったんで、ああと思っていたら、移設されて、

この役場の真向かい側の海の近くにありましたんで、ぐ

るぐる回させてもらいました。ちゃんとヒレも動きました

ので、東伊豆に来たことがない方はぜひお立ち寄りく

ださい。

　役場のすぐ横には朝市があって、前回はこの朝市に

寄らせていただいて、たくさんの海産物が売られていて、

やっぱり海の近くだなというふうに感じました。本当に

懐かしい、懐かしい町で最高でした。

　前回もこうやって細野高原の上に登って、たしかここ

は塩坂さんから教えてもらったフライトをしているとこ

ろですかね、パラグライダーが飛ぶところで、何かこん

なこともできるのかなという、草原っていろんなことが

できるんだなということをそのときに感じました。とにか

く広くて一面ススキで、上から見れば海が見えるという、

すばらしいロケーションだなというふうな記憶があり

ます。

　今日は、僕、一番最初に話させてもらうので、前回い

ろんな写真を撮っていて、どっちかというと食べ物とか、

さっきのキンメダイの写真とか草原の写真とか、花の

写真が多かったんですが、会場で１枚だけ写真を撮っ

ていました。これどなたのスライドか分からないんです

けれども、こういうことが課題の提起というスライドが

あったんですね。山焼きによって、草原という景観を維

持することだけで十分なのかという問いかけと、草原の

造ってくださいと言ったわけじゃないですね。そうやっ

て造っても多分残りません。ここを残すのは、牛を入れ

る。これが残すための策。一つ一つの景色に一つ一つ

のできてきた履歴がある。それをどう読み解いて、それ

をどうつくっていくか、これがフィールドミュージアムの

学芸員の１個の仕事です。

　美人林といって、ブナ林と言えば白神山地のブナ林

も有名ですが、日本の中で有名なブナ林を幾つか上

げていくと、出てくるのがこの新潟県の十日町市にある

美人林のブナ、ここにも博物館があるんですけれども、

その裏山です。このブナ林はブナが細いんですよね。

東北のほうとか、ブナ林って割と広島のほうだととても

珍しい、原生林というイメージなんですけれども、東北

のほうに行くと、森を伐採して何もしないとブナがこう

やって生えてくるそうです。長野県とかも結構こういう若

いブナの林があるんですね。だから、もしこの美人林

のブナ、こんなブナ林を維持しようと思ったら、ある時

期にここを全部伐採すればいいということになるんで

す。そういうふうに人間の働きかけと風景とか自然とい

うのがお互いに行ったり来たりの関係にすると。それ

を一歩ずつ読み解いていかないと、その自然をどう残

すかとか、活用するかという話に行き着かないんです

ね。例えば棚田なんかもそうですね。こういうところに

コンクリートじゃなくて、斜面を造って水路を造ると、生

き物がそこにたくさんくる。

　これは四国中央市、愛媛県の写真ですが、僕はこの

写真がとても好きです。「ウォーリーを探せ！」という絵

本をご存じですか。すごくいろんな絵が描いていて、そ

の中にたくさんの人物が描かれていて、いろんなことを

やっているんですけれども、その中にウォーリーが１人

だけいるという絵本があるんですけれども、この写真を

見ると、何かさっきの例えば棚田だったら田んぼが広

がっているし、干潟だったら水と土が広がっている。こ

の中を探していったら細かいものがたくさんあるんで

すよね。ここは四国中央市の大歩危小歩危とか、祖谷

とか、四国は急な谷が多いんですけれども、山の向こう

のほうを見てみると、隣の集落が山に張りつくように家

が建っているんですね。あそこ人が住んでいるんです。

だから、隣の家に行こうと思ったら、すごく斜面を上り

下りしないといけないし、こちらから見えるあの家まで

も、１回下まで下りて上がっていかないといけない、そ

ういう地域です。こういう傾斜の急なところでは、どうい

う農業をされているかというと、狭い中にいろんな作物

を作っていらっしゃいます。

　これ１軒のお宅でされていると思うんですが、そして

ここで特徴的というか、特産なのがお茶なんですね。

この斜面のところのきれいに植え込まれている、これが

お茶です。

　もう一つ目を引くのが画面真ん中ぐらいに三角の

立っているのがススキですね。すすきの三角の山形の

が見えますかね、これですね、これです。これはコエグ

ロと言うのかな、肥料にするための役割が１つありま

すが、もう一つ大事な役割があって、こういう斜面だと、

何もしないと、土がどんどん剝がれてきちゃうんですね。

だから、こういうススキを置きます。特にお茶畑の下に

もこうやってたくさん続いています。

　先ほど、こうやって人間が関わってつくられたフィー

ルドというのをどうやって守っていくのかなというのが

とても大変なんですが、ものすごく面白いテーマだなと

僕は思っています。どうですか、面白くないですか。草原

もその一つだってなるんですよね。

　お茶畑、静岡県の掛川市というところもとてもお茶が

有名なところで、新幹線からもよく見えるところですが、

ここでも草が使われています。茶畑があって、手前のほ

うに結構、草地がありますよね。ここ、これ見たことあり

ますか。通っていたら見える……、あそうか、ここ静岡

だよね。そうだ、何か静岡、それはそうだ、何を言ってい

るんでしょう。もちろんご存じですよね。あの「茶」という

字の近くは草が植えられていて、そこの草もちゃんと敷

き草に使われているんですよ。そうか、僕、今日、釈迦に

説法みたいな話を今からするかもしれないですね。

　静岡の茶草場農法というのは、世界農業遺産に指

定されています。その中でお茶のパッケージの裏側に

こういう葉っぱがついていて、この葉っぱが３個なら、

認証制度をつくっているんですね。生物多様性貢献制

度というのをつくって、３個だったら貢献度が高いです

よ、２個、１個ということで、そういうお茶の味とか値段

とかという別の価値をお茶につけています。そうするこ

とで、わざわざ草を刈って、そこの草地ができることで

生きる生き物を守っている農業ですよということを知ら

せながら、お茶の生産ができるようにしている、そうい

うところです。

　そうか、静岡でしたね。でも、静岡の茶草場と同じよ

うに、にし阿波の傾斜地農耕、また四国に戻ってきたん

ですが、徳島県でされている傾斜地農耕というのも、こ

れも世界農業遺産に指定されています。こういうところ

ですね、もう斜面です。さっき写真で見ていただいたよ

うな、隣の集落に行くためにものすごく行かないといけ

ないとか、家と家がもう斜面に張りつくようになってい

る。こんな感じですね。これ別にあまり誇張しているわ

けじゃないです。ここに立つと、カメラをどの角度が正

しいのか分からなくなるぐらい傾斜が急なんですけれ

の県立博物館はすばらしい大きな博物館がありますよ

ね。博物館の仕事というのは４つあります。あそうか、伊

豆にもあれがありますね、動物園がありますね。動物園

も博物館の一つですね。

　博物館というのは４つの仕事がありまして、資料を

集めて、資料を保管して、研究して、展示・公開します。

これが博物館の責務で、学芸員の仕事ですね。最近テ

レビでも割と「ブラタモリ」とかですね、学芸員の人が

出て来てしゃべったりとか、あとは何かクジラが打ち上

げられたり、リュウグウノツカイが上がったり、ダイオウ

イカが出てくると、何かよく学芸員の人出てきますよね。

ああいう人に資料をとにかく集めていって保管する、あ

るいは美術館にも学芸員というのがいます。美術品を

集めて保管して、研究して展示・公開する。この４つを

やっているのが博物館の仕事です。美術品を集める美

術館、動物を集める動物園、水族館、あるいははきもの

博物館、鉄道博物館、切っ手の博物館ですね、いろん

な博物館があるわけですが、基本的にはこの４つをや

ります。僕はフィールドミュージアムと言って、フィールド、

つまり外の、どういうんですか、野外を博物館と見立て

ているので、町全体が博物館だという言い方をしてい

るんですね。それどうなるのかというと、野外を建物の

中に集めることはできませんから、地域に関する情報

を集めて、地域を保全して、地域を研究して、地域を展

示・公開している。例えば細野高原という地域、ここに

関するいろんな情報を集めて、そこを保全して、そこを

研究しながら、そこの情報を発信していく、そういうの

が学芸員の仕事になると思います。

　今日はちょっとこの学芸員の視点というのを皆さん

と共有できたら、草原のことについて少しヒントになる

のかな。

　植物を保存するためには、例えば植物園は栽培をし

ますよね。博物館だったら押し花を標本にしたり、ため

るんですが、フィールドミュージアムはどうするかという

と、その草原をどう守るかということを常に考えていま

す。僕も頭を悩ませています。特にその場所をどうやっ

て保全するのかとか、今日のテーマでもありますが、ど

うやって展示・公開、つまりみんなに活用していくのか。

保全したり活用したりというのは、大きなテーマだし、

正解がまだないものですね。

　例えば、ここからは写真をちょっといろいろ見ながら

お話ししたいんですが、この夏、僕は八ヶ岳をちょっと

歩いていたんですけれども、八ヶ岳というフィールド、こ

れを保全しようと思ったら、どうするかな、考えると、もう

ここを例えば保護区にする。それ一つの方法ですよね。

あるいは歩く道筋を１つ決めて、ここからはみ出ないで

くださいね。そうしたら、こういうコマクサとか、チシマ

ギキョウは守られるかもしれない。人間が何も関わら

ないということですね。

　八甲田山も登ってみました。八甲田山って、名前は聞

いていたんですけれども、行ったのはこのときが初めて

でした。こんな雪の中をガイドの人と一緒に歩いたん

ですけれども、これを保全するといっても、人間がどうこ

うするレベルのものじゃない。何もしなくても、この景色

は多分残っていくんだろう、雪の上ですからね。

　こうやってエビの尻尾と呼ばれるような、これをじゃ

博物館に持って帰れるか、これ展示・公開できないで

すね。気温が低いところで風が吹きつけるからこういう

氷の形ができる。だから、人間にはまずつくれないとい

うのは、そういうところは残すといっても、そのままにし

ておくか、温暖化を止めましょうということをするしかな

いんです。片方で、今日のお話のメインは、人間がいな

いとなくなっていくフィールド、こちらのほうが、どういえ

ばいいのかな。関わりを続けるということで、やりやす

い面もあり、やりにくい面もある。本当にさっきの自然の

中というのは、禁止、禁止ってしないといけなくて、いろ

んなことを禁止したり、見守りするのはとても大変なん

ですね。でもむしろ関わり続けるということ、例えば有

明海の干潟ですね。これも自然ですけれども、ここの自

然です。遠くまで遠浅の海があって、潮の満ち引きに

よって、満ちたり引いたりしています。こんな美しいすば

らしい景色があるし、これが潮が引いたらこういう形。

ここで行われている伝統的な漁業、こういうものという

のは、じゃこの景色を、人が入っていけるこの景色をど

う残すかといったら、捕り過ぎないということもそうで

すし、捕るためのルールをつくるという、人間側でこれ

決めていけるんですね。人が関わっているところは、人

間側が関わっていけば何か可能性があるんだろうと。

　段畑って聞いたことありますか、段畑。棚田か。棚田

はよく聞きますよね。段畑っていう景色があって、これ宇

和島の先のほうに行くとこういう景色があるんですけ

れども、傾斜が激しくて、水がたまらなくて、この細い畑

を造っているんですね。これ人がずっと石垣を積んで

造った景色です。こういうものを残していこうといった

ときには、ここの農家さんが儲かれば多分この段畑の

棚田は残っていきますし、こんな関係です。

　阿蘇ですね、これは。阿蘇に行くと、山の斜面に横向

きにずっと筋がついていて、これは誰かがつけたわけ

じゃなくて、牛は草を食べるときは横に横に移動する

ので、横に横に道が勝手につきます。これがつくことで、

段畑じゃないですけれども、ああいう段々ができていく。

この景色すごくいいなと思っても、土木業者さんにこれ

だけが持っている知識があるはずなんですね。

　自然だけだったら、ここは水が勝手に湧いてくるん

です。熊本県阿蘇市の住宅地の中のほうなんですけれ

ども、もうばんばん水が湧いてくる。これは自然の力で

すよね。自然の力で地下水が湧いてくるけれども、その

自然の力を使って人間が働きかけて水田にしていくと。

水が豊かなところで水源を造る、これはいろんなところ

で造られています。

　もっと水があるところ、これは徳島県の河口近くなん

ですが、鳴門市では広いレンコン畑が広がっています。

これは南海地震という地震が起きたときに、低湿地に

なったところを、今はレンコン畑に使っている。自然に

できたものを人間がレンコン畑にして、レンコンを作っ

て。そこには地下水がしっかりありますから、これをくみ

上げて、この機械ですね、右下のほうにあるこの機械。

これは水がぷしゅーといつも出ています。これでレンコ

ンを洗っています。ちょっとなめてみたら、鉄さびと

しょっぱい塩の味がします。

　こうして人間がレンコン畑を作っていくと、水路がで

きます。その水路に、これはわらを束ねて浮かべている

んですね。スサという、建築の方はご存じですかね。僕、

なじみがなかったんです。壁を塗ったり、左官さんが使

うときに混ぜるわらというのは、そのまま混ぜているん

じゃなくて、１回こうやって漬けておいて、乾かして、そ

れを使うそうです。徳島県は、こうやってクリークをたく

さん、低湿地でレンコン作って、クリークを造って、その

クリークをまた使っている、人間が使っているわけです

ね。それで水路をもう完全に乾かしていくんじゃなくて、

もう湿地と一緒に生きていく道を選んだことで、その水

路にはこうやってオニバスが残っていると。オニバス

は、別に植えたわけじゃないんですね。人が湿地を全

部変えるんじゃなくて、湿地の環境を生かして水路とレ

ンコン畑で、そういう生活をしたから、たまたまオニバ

スが残っていた、こういう状況です。

　だから、自然への働きかけを機械的にどんどん変え

ていくとか、大きな開発じゃなくて、そこの自然に合った

生かし方をする、使い方、生き方をすることで、今度、自

然のほうもそれに反応する生態系ができていく。

　今日ずっとこんな話ばっかりしていますけれども、

いっぱいあるんですね、日本の中に。

　これは福島県の三島町というところで、連れてきても

らったのはマタギの集落です。マタギに会ったことあ

りますか。ある人いますか、東だからいるのかな。僕、全

然マタギ、マタギとか本の中の人だろうと思っていたら、

マタギの人がちゃんといたんです。日本の伝統工芸品

に指定されている、こういう編み籠、奥会津編み組細工

という技術をこの人は伝承されていて、それを作ってい

ます。材料は山で取ってきたもので、後ろのほうにはこ

ういうブドウのつるとか、クルミの皮とか、それをいつの

時期に取ったらいいかとか、どんなサイズなら取って

いいけれども、このサイズは残しておいたらまた来年

取れるとか、そういうのを全部知識として持ちながら細

工物を作っています。

　その後ろには、こういう型枠ですね、かごを作るため

の型枠と、こういうものを持っています。カラムシとかキ

ロロとか、ああいうものも使っていらっしゃいました。そ

ういう使い方をすることで、山の中にはちゃんと野ブド

ウも残るし、いろいろな植物が残る。冬には、マタギな

ので熊を撃つらしいんですね。環境がちゃんと残って

生き物が残る。生き物が残るから、それに合った暮らし

というふうに、環境と人が行ったり来たりしながら暮ら

している。だんだん……、もういいですかね、多分。

　あと、これは兵庫県の淡路市です。小山に畑とか作

物を作っているんですけれども、棚田とか段畑とよく似

ていますが、一番上のここ、ここ分かりますか、山の一

番上。これ何だかご存じですか。これは近づくとこんな

感じです。何かあるかというと、特にない、広いんです

けれども、これはお墓なんです。淡路島、淡路の人たち

はお墓を２つ持っていて、埋め墓と詣り墓と言うそうで

す。埋め墓は埋めるところ、詣り墓はお参りするところ。

だから、亡くなったらここに体を運んで、ここに埋める

と。それは同じ場所に地域のいろんな人が埋まるんで

すね。じゃここがお墓なのかというとそうじゃなくて、家

の裏に墓を別で持っておいて、お参りするのはそっち

でお参りする。そういう独特なやり方をしているんです

が、ここを管理されているので、もちろん今はないです

よ、今は火葬になっていますけれども。でも、僕が行っ

たときには、まだ地域にそういうのを知っている人がい

るよという時代でした。ここをやっぱり草刈りするんで

すね。そうすると、そこに淡路島の希少種が残っている。

　利用の仕方が、今回分科会でもカヤの利用とか、細

野高原、観光とか、いろいろ草の利用というのはあるん

ですけれども、別の目的で利用することで、そこが草原

の生き物の生き場所になるということはあります。高知

県のお墓とかも、時々お墓で生けたものを燃やすから

ボヤが起きて山火事になって、草原の生き物が残ると

いうこともあるそうです。

　これは白老村、コタン、アイヌの人たちの家です。

こっちから見ると、全部入り口が見えています。反対か

ら見ると裏口です。ちゃんと川に沿って入り口があるそ

うですね。こうやって草を使って壁まで、屋根だけじゃ

ないですね、壁まで造ることで、断熱材に使っていると。

ども、電柱の立っている方向とか、杭とかを見ていただ

くと、斜めになっているわけじゃないことが分かると思

います。こんな斜面のすごいところで農業をしているん

ですが、やっぱり見えるのがこの真ん中、コエグロで、

近づいてみるとこんな感じです。こんな畑、僕、見たこと

なかったんです。これ畑なんです。見ていただくと、石が

いっぱいありますよね。ここの農業ってすさまじくて、草

がないとできない農業をされています。

　どういうふうに草を使うかというと、草をこうやって

刻むんですね、機械で。後ろにあるこれらの道具を使っ

て、すき込んでいくんです。すき込むときの音は、ジャ

リッジャリッといって、石を砕くような音がするんですね。

大体、草の堆肥を使うときは、１回、草を置いておいて、

それが発酵して、肥料になって分解されたところで畑

に入れるのが普通ですよね。でも、ここでは、この道具、

これも地元で作られた道具ですが、こういう道具を

使ってすき込んでいく。この刃がいっぱいあるのは男

性が使っていて、３本しかないのは奥さんが使ってい

るという話をされていました。

　こんな感じで、土壌が非常に、地力が弱いところで

農業をされています。これ世界遺産になったんですけ

れども、ここでできるものというのは、ジャガイモとかヒ

エとかアワとか、タマネギも植えていますよね。そういう

もので、じゃどう戦ったらいいんだろうということなん

ですね。世界農業遺産に認定されたはいいけれども、

ここに何かの付加価値をつけるとしたら、なかなか難

しいな、そういう話をされていました。それでも、僕は何

かこの景色を見て、すごい景色だなと思います。これ全

部、本当に機械が入らないし、人の手で一つ一つすじ

を耕して作っていって、それがこのコエグロと、それか

ら周りの景色の中にあるというのは、僕は何かの価値

がここにあるんじゃないかなというふうに感じるんで

すね。だけれども、ここにこうしたら残りますよという答

えはなかなか出ない。そう思いながら帰ってきました。

　こういうフィールドのものを残したり、考えたりすると

きに、僕はなんとなくの指針を５つ持っています。これ

は別に館の決まりとか、言われたものじゃなくて、僕自

身が思っていることなんですけれども、何か働きかけて、

そこを残していきたいとか、保全しましょう、活用しま

しょうとかいうときに、１個目が後戻りができるか。これ

やりましょうってやり始めたけれども、途中でやっぱり

やめましょうというところができていないと、１回やり始

めて失敗したのにずっと進めていくというのは、地域も

一緒にやっている人も苦しくなるし、悪い方向にいっ

ちゃう。

　２つ目が暮らしに寄り添っているか。傾斜地農耕を

守るため、世界遺産なんだから、あなたやらなきゃ駄

目ですよというような形では、多分、続いていかないの

で、そういう形で残しても意味がないだろうな。

　３つ目が土地の歴史を大事にしている。傾斜地農耕

をやっていたところを今までのそこの人の暮らしとか、

その人たちが作ってきたものをやっぱり大事にしてい

きたいなというところに。

　４つ目に、野生の生き物にも優しいか。あそこを改良

していって、何らかの別のものが入ってくるとか、何か

が失われるということがないように。

　最後に、これはもう本当に何となくなんですが、美し

いかというところがあって、そこを見たときに美しいか

なと感じるかどうかというのがとても大事なんだろうと。

　これはいろんなところに行っていろんなフィールドを

見るときに、ずっとぼんやり思っていることなんですが、

細野高原に来たときも、やっぱりそこの地域の歴史っ

てどうなんだろうというのが興味がありますし、野生の

生き物がどういうふうかなとか、きれいなところだな。で

も、その表面的なというのは何が美しいんだろうなとい

うのをいつも考える。

　こういう指針なんですが、じゃあこういうもので残し

たいものは何なんだろうなというときに、今日の一つの

言葉です。もう今日は、僕は80分ぐらいかけてこの言

葉１個だけを皆さんと共有したいと思っています。言葉

としては、共創資産というものです、共創資産。多分、検

索してもあまり出てこないと思うんです。これ僕らで話

して生まれてきた言葉です。どんなものかというと、３つ

書いています。今まで僕が話してきたのは、自然と人と

の関わりという話をしましたよね。自然と社会の関わり

によって生まれて、地域に蓄積されてきた知識とか意識

とか技術です。これを共創資産と言います。細野高原で

は、あの広い草原ですけれども、地域にとってみれば、

限られた面積をどう上手に使っていくかということが

ずっと長い間かけて、知恵と、それが大事なものだとい

う意識が育ってきて、そこに火を入れるという技術とい

うのができてきたんだと思います。この知識とか意識と

か技術、これが共創資産です。

　限られた地域の自然資源を保全しながら持続的に

活用していくための共創資産が、多分、今はまだ日本

各地に残っていると思うんですね。これは自然と社会、

どっちかが失われると、共創資産も失われてしまいます。

地域の人がいなくなれば、山焼きのやり方も分からな

いし、この風ならどこから火を入れればいいかも分か

らないし、どのタイミングで入れればというのも、これ

は細野高原だけじゃなくて、僕の住んでいる芸北でも

そうですし、多分、阿蘇の原野とか蒜山でも、地域の人

か生えないので、ちょうど中海の環境が合っていて、中

海で今見られるという、何か珍しいものだそうです。そ

れをばんばん取るんですね。僕も取らせてもらいました。

長い柄のついた、何かこういうすくう道具を使って取っ

ていました。それを岸に運んで上げています。これ誰が

やっているかというと、漁師さんがやっているんですね。

　中海というのは、干拓事業で１回、干拓の事業が始

まって、それをやーめたってやめたところです。干拓の

事業のときに浚渫をしたりとか、堤防を造ったりで水の

流れが全然変わってしまいました。そのために何もし

ないでおくと、このオゴノリがたまってしまって、中でヘ

ドロになるんですね。これがヘドロになってしまうと、海

底に卵を産む魚が卵を産めなくなる。だから、漁師さん

にとっては、これを取らないといけないんですね。海の

掃除をしているわけです。

　これだけだと、何かこう、漁師さんが海の掃除をして

いるのねなんですが、この取り上げられたオゴノリは

集められて、トラックに乗せて運ばれて乾燥されます。

こうやって乾かして、こんな感じで肥料になるんですね。

塩分濃度が高いところの海藻だと、上げるとどんどん

塩が畑に入ってくるんですけれども、汽水域なので塩

分濃度が適度に低いし、これをどのくらいまいたら野

菜が育つかというのをこの地域の農業指導員の方が

すごく研究されていて、畑ごとに見ていきながら、この畑

だったら、こういう感じでまいてくださいというのを一

緒に指導している。これってすごいなと思って、海の草、

オゴノリを取ることで海もよくなるし、今度それが畑に

入っていい野菜を作る。だから、無駄がないですよね。

　草原シンポジウムでした。そろそろ草原の話を始め

ようかなと思います。

　今回のテーマは、未来へつなごう！壮大な海すすき

の草原ということで、海と草原、こんなに近くにあるとこ

ろでは、何か草原のものも使うことでできてきた草原な

ら、今の時代に合った使い方を探していけばつながる

んじゃないかというのが多分今、大分全国で考えられ

ている流れだと思います。それが使って草原がなくなる

んじゃなくて、持続的に使う方法をどうするかというの

が多分議論ですよね。

　今日はタイトル、草原を取り巻く里が教えてくれる、

持続可能な社会の未来像ということで話させてもらい

ます。

　草原を持つ自治体が全国にどれだけあるかという

のをちょっと調べてみました。全国には1,902ぐらいの

自治体があるんですけれども、草原を持っている自治

体は多分220より多い。この以上と書いているのは、ま

だ知らない草原があるので、こう書かせてもらったん

ですが、地図の上にもこんな感じです。どうなんですか

ね。10％というのは、僕は結構少ないのかなと思って

います。何かカヤぶき職人さんが300人、200人くらい、

おなじぐらいの数なんですね。でも、全部が全部カヤ

の草原じゃないので、これは全国草原再生ネットワー

クが持っている資料を基に作った地図なので、まだこ

こから落ちている草原もあるでしょうし、ちょっと性質の

違う、例えば牧草地みたいなものも入っているので、

はっきりした数はちょっと出てこないんですが、そう遠

くない数かなというふうに思います。全国にありますよ

ね。全国にあります。

　この草原の数だけ多分、共創資産というものが残っ

ていて、今日の一つの結論的なところなんですが、今

回の件はどうやって伝えていくかという話の中で、草原

を伝えていくために必要なもの、もう大分見えてきたと

思うんですけれども、１つ目は適切な方法、２つ目は適

切な方法を実行する力、力というのはお金かもしれな

いし、人力かも、ヒト・モノ・カネとよく言われますが、そ

ういうものですね。その実行する力を今度は継続する

ための仕組み、ある１年間だけ山焼きができたね、あ

あよかった、よかったじゃなくて、翌年も翌年も、もっと

言えば10年後も、ここに僕らがいなくなる100年後ぐ

らいもできれば続いてほしいなと思えば、継続する仕

組みを何か考えないといけない。

　それから、方法とか力とか仕組みを可能にする法令

ですね。これはもう行政の仕事です。北広島町では、過

去に野焼き条例というのがありまして、その中で山焼き

ができない書き方になっていたんですね。なので、書き

換えました。草原サミットがあったのを機に条例を見

直して、ちゃんと条例の中で焼けるようにというふうに

見直しました。こういう本当細かいところではあるんで

すが、社会の中で残していくためにはこういうものもと

ても大事です。

　最後の１つが上の全てを共有して伝えるための普

及、あるいは教育というものです。今日この後、具体的

に少しこの部分もお話ししようと思います。

　ちょっと先に条例の話なんですが、北広島町は条例

をつくっています。生物多様性の保全に関する条例と

いうのをつくっていて、それについてはこのパンフレッ

トの中に載っています。一番最初にお話ししたような自

然の保護というと、入らないでくださいとか取らないで

ください、そういうことももちろん規定はできるんですが、

もう一つは、里山のようなところを守る活動を町が応援

しますよということもこの条例の中に書かれています。

そういう形で、役場の職員、僕、役場の職員です。町民

さんとかから役場はなかなか動いてくれんという見方

ちゃんとこういうふうな機能があるからこういうふうに

使っていく中で、でも、片方でそれが自然に働きかけに

なるということです。

　もう１個だけ、ちょっと話をしましょう。

　これは新温泉町、前に草原サミットをやっていた上

山高原ですが、集落が使える草原の自然は限られてい

ます。その中で一家族ごと毎日順番に刈るんですよね、

草を刈る時期は。その順番というのは毎年替わるそう

です。前日まで知らされなくて、次、あんたの番よって言

われたら、急いで準備して、家族総出で下の集落から

この山に上がってくる。１日山で草刈りをして、集落み

んなが公平に草を刈る。これ全部ススキです。そして、

ここの草原が守られてきたそうです。

　そういうふうに共創資産の特性というのは、ちょっと

まとめると、多分、設計図があったわけじゃないんです

ね。いろんなやり方で、けんかが起きたりとか、何か使

い過ぎたりとか失敗したりとかということを繰り返しな

がら、地域の中でそういうルールが多分、決められてき

た。さっきも書いていたんですが、自然と人、どっちが

欠けてもこれは維持できないもので、自然があるから

人が暮らせて、人の活動があるから、その自然が残っ

ているという、その「共に」という文字です。

　それから、生み出されるためには、多分すごく時間が

かかります。１回なくなったらできないですよね。それで、

時間による検証、時間をかけて、いいものだけが多分

今残っているので、今残っている共創資産というのは

信頼性が高いんだろうなと思います。

　ちょっと一息つきますか。大丈夫ですか。

　これ何かずっと１人でしゃべっていると、不安になっ

てくるんですけれども、大丈夫ですかね。

　じゃ、続けますよ、ありがとうございます。何か、うんう

んとかうなずいていただいたりするととてもありがたい

です。何かこう聞いている人の顔も見えないので、なか

なか難しいですね。

　これは与論島です。

　じゃあ共創資産というのは過去のものなのかなとい

う話をしていたんですが、これは与論島の与論民俗村

と言って、昔の暮らしを展示しているところです。この辺

は台風がとてもたくさん来るところなので、家は小さい

部屋の雰囲気ですね。今だと大きな部屋に居間とか食

堂とか、子供部屋とか造りますけれども、何か人が増え

たら小さな建物を１個造るみたいな説明をたしか読ん

だような記憶があります。

　これは就職して間もなく、僕は自転車で旅をしたん

ですけれども、そのときに見て、多分、自分はこういうこ

とに興味があるんだなと気づいたのがこのときだった

のかなと、今思い返すと思います。道路に街路樹として

ヤシが植えられていたんですけれども、ヤシに全部袋

がかかっているんですよ。これは多分、ヤシの実を取っ

て何かにするんだろうと思うんです、これ調べていない

んですけれども。ギンナンが、イチョウ並木ってギンナ

ンが落ちたらみんなが拾いに行きますよね。あれの先

手を打って、ヤシはこういうふうに実がつくんで、もう先

に取っている。多分これがずっと未来になると、こうい

うのが共創資産の生まれるときなのかなというふうに、

今思うと思います。こんな感じですね。ちゃんと実が集

まっているし、後から掃除しなくて済む。ヤシは植えた

ものなので、自然物ではないんですが、こんな感じで

いろんな知恵が時代時代で出てくるんだなと思います。

　今、高知県の大月町では、備長炭が生産されていま

す。もともと四国の南のほうから和歌山にかけて生育

するウバメガシというカシの木を使うのが備長炭で、

その場所じゃないとできないんですけれども、ここの大

月町では、こういうやり方では炭は焼いていなかった

そうです。それを生産者をつくろう、高知県の県の事業

で、高知の中で雇用を増やそうという事業があったん

ですね。その一つで備長炭の作り方を、親方を呼んで

きて、窯の作り方から教えてもらうというやり方を始め

ました。こうして窯をついて、生産者を１人ずつ増やし

ていって、生産をしている。これが窯の外ですね。もの

すごく大きいものです。２週間で木を詰めて、２週間で

焼き上げるという、とても時間のかかるものが備長炭な

んですが、大がかりです。芸北の山の中でやっているよ

うな小さい窯とは全然違いますね。

　こういうところも共創資産が今生まれるところなんだ

ろうなと。なぜかというと、今は、町内にある森全部の

木の量を量ることができますから、計画的にもう窯は

30基までというふうに決めているそうです。それ以上

窯を作っても、木を取り過ぎてしまうから、持続的な生

産ができない。なので、先にもう量を量ってですね。昔

はそういうことできなかったんですけれども、今はそん

な生産とか利用ができる時代になったということかな

と思います。

　事例としては、これ最後になるのかな。いいなと思っ

た事例です。

　これは中海ですね、松江市の。真ん中のほう、何台

か船が出ていて何かやっているんですけれども、こう

やって山盛り、海からすくっています、中海。これはオゴ

ノリという海藻を取っているんですね。オゴノリ、聞いた

ことありますか。多分ないと思うんですよ。オゴノリって、

汽水域にしか生えないそうです。海水と淡水が混ざる

のが汽水域ですよね。しかも、ある一定の塩分濃度し

の予算を聞いて800万円、びっくりした記憶がありまし

た。すごいお金が山に吸い込まれているなというふう

に感じたところです。でも、これは全国で起きていること

ですし、草原に限らず、先ほど見ていただいた里山とか、

いろいろな自然に僕らの税金が吸い取られているわ

けですね。そういう社会資本の喪失がいろんな草原で

起きている。これをどうにか変えていきたいなと考える

わけです。

　今までの草原サミットでも、草原を守るための労働

力をどうしようかとか、資金をどうやって集めようかとい

う話も過去にはありました。僕が初めて草原サミットに

参加したのは、たしか2007年の蒜山の大会のとき

だったんですが、岡山県の蒜山では、その当時、どう

やったらそういう資金が集まるかなという会話をした

覚えがあります。

　ただ、少し変わってきたのは、こういうふうなどう

やって労働力や資金を集めるかという話から、今は放

置された草原をもっと利用しようという議論に変わっ

てきましたよね。今回のメインテーマもそうですし、各会

場での分科会のテーマもそうなんですが、利用という

のがキーワードにもう既になっています。その利用が１

つの利用方法じゃなくて、前半で見ていただいたよう

な生態系との関係でもものすごくたくさんあるんですね。

よそでやっている利用をそのままぽんと持ってくるん

じゃなくて、まずはそこでの利用を考えていくのが大事

なんだろうと考えています。

　芸北では、こんなことを始めています。今までもボラ

ンティアで草刈り、ここにはカヤ刈りと書いていますが、

もともとは草刈りをしていたんです。草原を守るために

火入れ、山焼きができない草原をみんなで草刈りをし

ていたんですね。やぶになっていると刈り払っていたん

ですが、ここ数年は秋にはカヤを刈るようになりました。

そのときには子供たち、ついてきた子たちがこんな感

じで、もうすごく楽しそうに遊んでいます。最近の子はイ

ンスタグラムもやっているので、こういう映え写真を

撮ったりして遊んでいます。このときは子供が撮ったん

じゃないですね、カメラマンが撮ってくれました。

　こうして集めたカヤがどこに行くかというと、すぐに

屋根に行くんじゃなくて、市場に集めるようにしました。

これ名前、茅金市場と言います。カヤがお金になるので、

茅金市場。単純な名前ですね。こういう市場をつくって、

そこに出荷している。これはボランティアの人だけじゃ

なくて、地域の住民の方ならどなたでも、地域住民と

いっても、もう持って来ていただける方からどなたでも、

この日のこの決まった時間に持ってきてくださいという

ことで、１年に１回だけ市場を開けています。この日に

地域の人がみんなでカヤを運んで持ってくるわけです。

　この建物は、もともと小学校の体育館でした。学校の

統廃合によって、ここは閉校になったので、そこの中に

鋼管を組んでカヤを置けるような場所を作りました。こ

れを持っていくとお金がもらえます。だから、地域の人

は持ってきてくれるんですね。

　もらえるお金は日本円じゃないんです。せどやま券と

いう地域通貨なんですね。この地域通貨、名前はせど

やま券です。単位は石、１石が１円なので、この見えて

いる券は千石、1,000円として地域の中で使われます。

有効期限もあります。６か月以内に使わないといけな

い。６か月の間ずっと持ったままだと、これ紙切れに

なっちゃうんですね。だから、みんな使います。しかも、

地域の中で使いますから、地域の商店にお金が入る

わけですね。こんな感じです、使用例ですね。こんな感

じです。地域のみんなで集めたせどやま券でちょっと１

杯やりましょうかというところですね。最初はガソリンと

か農機具とか、農機具屋さんとかいろいろなところで

使えます。アイスクリームを食べたり、温泉にも入ったり

できます。

　集まったカヤは、屋根の修復に使われます。北広島

町内、数は少ないですが、かやぶき屋根の民家と、あと

展示しているカヤぶき建物があるので、そこに使われ

ますね。地元のカヤを使って、地元の屋根が張れる。

　これ広島県には、国の文化財になっている建物もあ

るんですけれども、町外にこうしてカヤが運ばれて使わ

れることもあります。

　ちょっとまとめてみますね。

　草原、ススキの草原からカヤが集められて、そこに

地域通貨を支払うと、地域の中をお金が循環していく。

そして、集まったカヤはかやぶき屋根の現場に出荷さ

れて、そこから収入が入ってきます。その収入の中から

地域通貨の交換としてお金が支払われます。収入のほ

うが買入れのカヤより多い……、仕入れの値段よりも

販売の値段のほうが高くしてあるので、これは茅金市

場のボランティア事業ではなくて、ちゃんと収益を上げ

ている活動になります。具体的には、３束持ってきてく

れたら1,000円、20センチだったかな。規格はこのパ

ンフレットの中の１ページ目に書いています。３ページ

目ですね。藝州茅の規格ということで、こんなカヤを

持ってきてください、こんなカヤを持ってきてくれたら、

今の値段は３束でせどやま券１枚ですね。販売のほう

は基本価格が１束850円です。高いですか……、そん

な感じで流通しています。

　こういう仕組みが回ることで何が起きるかというと、

草原ですね。先ほどから話になっている野生生物、草

もあるかもしれないですが、動く根拠がないと、僕らは

動いちゃうと、税金使ってお仕事しているので、皆さん

のお金を適当に使うわけにはいかないので、なので、

まずは条例をつくってみて、こういうことをしていきます

よというのを考えました。

　そういうものとか、あとはこの画面の真ん中にあるの

が町の全部の生物のデータを調べました。静岡県は博

物館があるんですが、広島県は博物館はないんです

ね。静岡県の博物館に行くと、どこにどの植物があるか

というのが全部データとして調べられています。もちろ

んここの東伊豆町も残っているので、それをもう１回、

町レベルの資料として１回起こしてみることはとても大

事なことかなと思います。北広島町はなかったので、実

際に何年もかけて調査をしました。

　それでもう一つがレッドデータブックです。これは、

レッドデータブックというのは環境省も取りまとめてい

ますし、県も取りまとめていますが、町は町として取りま

とめました。この理由はなぜかというと、国とか県では

一般的な種類であっても、町の中では希少な種という

のはあるんですね。ほかのところではたくさんあるけれ

ども、うちの町にはほとんどいないよ。あるいは逆によ

そには希少かもしれないけれども、うちにはたくさんい

るよ。そういうものをちゃんと見るためには、町レベル

でこういう資料とか、あるいは条例というのをきちんと

整備していくことが大事だろうなと思っています。そう

いうことで作りました。

　じゃその北広島町、どんなところかというと、西日本

ですね。面積は646平方キロメートル、標高が200か

ら1,223メートルなんで、海がありません。人口は１万

7,937人です。東伊豆町と比べてみますと、面積が東

伊豆町77.8平方キロメートル、これはホームページ

で見させてもらいました。標高は、海があるゼロメート

ルから、万三郎岳が一番高いんですか、これ合ってい

ますか、地図で見たんですけれども。1,400メートルあ

るんですね。何かこれを見て、おおってやっぱりちょっ

と興奮しました。噴火と造山運動でぐいっとこんなに海

から近いところで高い山もあるんだな。あと、人口は１

万1,701人です。北広島町はもともと４つの町が合併

してできたんですが、今日お話しする事例は芸北地域

という一部地域のお話です。この高原の自然館がある

のも芸北地域です。

　芸北地域の面積は253.6平方キロメートル、それで

もやっぱりちょっと広いですね。標高は420メートルか

ら、一番高い山があるところです。人口は2,011人、も

のすごく少ないですね。東伊豆町よりも面積としては３

倍ちょっと、3.5倍ぐらいあるのに、人口は５分の１以

下。もう本当に過疎のところです。

　その中で、まずは町同士の植生、植物の様子を見て

みると、北広島、これ実際の大きさの比率を同じにして

います。イメージが湧くかなと思います。でかい町です。

こんなに大きいのに市じゃなくて町ですね。全国平均

と比べてみると、特徴的なのは、まずどちらも森林が多

いですね。自然林は北広島町が多いです。東伊豆町は

どちらかというと植林の比率が北広島町よりも多くなっ

ている。二次草原、これはいろいろなものが混ざってい

るんであれですが、これはどちらの町も全国平均よりも

少し多くなっていて、農耕地が全国平均より少ない。市

街地、このグレーのところが市街地ですが、市街地は

東伊豆町は全国平均に近いような形ですけれども、北

広島町は市街地はあまりないという違いがあります。

海もないんですね。山の中の町です。

　そこで行われている芸北茅プロジェクトというのを

紹介します。これは多分、ちょっといろいろ参考になる

のかなと思って、このプロジェクトがあったので、今日

しゃべりなさいと言われたのかなと思っています。

　芸北にはこういう山があります。ここは山焼きをして

いるところですね。ずっと昔から放牧とか、草を取った

り採草が行われていた山で、雲月山と言います。この山

はササユリというこのユリが咲いて、これは町の花にも

なっています。隣町の花にもなっています。そのぐらいこ

の地域ではササユリが愛されていて、身近な花なんで

すね。

　こういう草原は何であったかというと、ここの草原が

利用されていた時代があって、例えば堆肥とか山菜と

か、飼料、敷き草、屋根材、それからここで遊んだり、薬

草を取ったりという、いろんな恵みを山から受け取っ

ている。だから、毎年地元の人はこの山を焼いていた

わけなんですね。

　ところが、今、山が放置されています。この雲月山も

半分以上が放置されています、一部で山焼きを始めた

んですけれどもね。放置されるとどういうことが起きてく

るかというと、これは一般的な話ですが、まず、生態系

サービスが低下していく。草原から得られていたもの

が得られなくなるし、景観も悪くなるし、絶滅危惧種の

増加、増加という意味は、今までは普通にいたものが

絶滅危惧種になっていくという意味です。

　そこで何とかしないといけないということで、例えば

ボランティアという形で労働力を集めてみて、みんなで

山を何とかしましょうということをしてみたり、あるいは、

そこに行政などから資金を投入して、補助金によってこ

れを解決しようということが各地で行われています。た

しか前回、こちらの東伊豆に来たときに、年間の山焼き

あと、カヤプロ銀行というのもやっていて、３年生の授

業ではバザー活動をするんですが、最初に商品の仕

入れとかにお金が要るので、貸付けをやっているそう

です。それから、豪雨災害の被災地に寄附をしたり、こ

れを子供たちは自分たちが草原の資源を使って稼い

だお金でやっているということですね。

　こんなふうに共創資産というのは、多分、全国各地

でつくられていますし、それをまねしていくことが大事

なんだろうなと思うんです。小さいことですけれども、例

えば阿蘇で使っている火ぼてというのも、これをボラン

ティアの人たちが自分たちで作って、自分たちが使える

ようにならないと、阿蘇の火入れには参加できないん

ですね。野焼き講習がたしか２日間あるんでしたよね。

○会場より　（「今１日」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　今１日ですか。ちゃんと講座を受

けて作って参加していくことで、共創資産が受け継がれ

ている。

　あるいは、上ノ原のほうに行ったときには、茅刈り講

習会というのに参加させてもらいました。大学生とかい

ろんな人が参加していたんですけれども、そこで今度

は御殿場のほうから……

○会場より　（「ここからがこういう感じで、大体うち

のほうじゃ足でやっちゃうもんで。これで１束ですね、う

ちのほうでは。この一番下の目盛りが一番小さい束の

位置で、これで１束。ちょうど……」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　この人、なかなかほどけなくて、

結んでくれなかったんですけれども。こういう形で受け

継がれていたり、地域から地域に共創資産が技術移転

されていますよね。

　あるいは、これはカヤぶき技術の伝習施設、大内宿

というところ、福島県ですね。そこでは、廃校になった

学校の中にこういう屋根ふきの、屋根を小さいのを

作って、こうやってカヤをふく方法を体験したりしてい

ます。地域にはカヤぶき職人がたくさん生まれているそ

うです。こういう景色が残っているところで、観光客が

たくさん来るところですね。それを支えるための倉庫も

きちんと造っていて、下を空気が通るようになっていた

りとか、カヤのサイズに合った高さにしていたりとか、

いろいろな工夫が見られました。

　これは和歌山県の大学生がやっている、生石高原の

人たちがクラウドファンディングで350万集めています。

これでカヤを刈ったりする資金にしたいという活動を

しています、大学のサークル。

　そろそろちょっと事例としては最後になるんですが、

これは諫早市の岩谷口の草原です。この草原、ちょっと

写真があれで見にくいんですが、この煙が出ていると

ころからずっと全部斜面が草原です。ここもすごいです

ね。ここの火入れはすごく珍しくて、ちょっと写真で見て

いただくと、集落の人たちが作っているのは火をつけ

るための道具です。竹の筒に１つの節だけ穴を開けて、

中に油を入れています。そこにわらを刺しているんです

ね。そのわらを刺して、これを軽トラに乗せて持ってい

くと。こんな感じで火をつけています。何か油をぴゅ

ぴゅっと出しながら火をつけています。これが火入れ

の風景ですね。

　でも、ここで注目すべきなのは、この火のつけ方も面

白いなと思ったんですが、こっちの動噴です。軽トラに

乗せられた動力噴霧器。火入れのときには、この動噴

がついていって、ずるずるっと引っ張って、この水槽か

ら水をまくと。つけて、ちょっとでも広がりそうだったら、

すぐ消していくんですね。これが非常に効率的で、ここ

の集落は十六、七人で火入れをしていました。たった

十六、七人であの広さができるのは、こうやって軽トラ

が道路のほう、これは斜面の下部の道路ですが、そっ

ちの道路はもちろん、斜面の上にもこういう軽トラが入

れるところがついていて、山と、ここまで木が出ている

んですよね。炎が上がったら燃えそうになるわけです

けれども、もうすぐばあっとかけて消せる体制にあると。

だから、少人数で山焼きができるわけですね。

　ここには多分、ヒントが詰まっていて、誰でも焼ける

ようにならないのかなといつも僕は考えているわけで

すけれども、秋に防火帯、焼いていない草原は防火帯

焼きを始めてみるかな、これはうちのほうのことです。う

ちのほうは防火帯は焼かずに、当日、草刈りをするだ

けなんですが、これ防火帯焼きも、安全にするために

は大事なことかなとか。あるいは防火帯に車両が入れ

るようにしてみるというのが今のことです。

　もう１個、これは何か昨日、夜に思いついたんです

が、車両が入れる道路は難しいけれども、水が回せる

パイプを通しておいて、山水を引くのに黒いパイプとか、

農業用に売っていますよね。あれを回しておいて、何か

所かに蛇口じゃないですけれども、出るところをつけて

おいて、山焼きの日だけポンプでばあっと水が回るよ

うな仕組みにしておけば、ここはちょっと、細野高原は

広いですけれども、うちのほうにある山ぐらいだったら、

全部回すのにそんなに広くないなとか思ってみたりし

ました。とにかく山焼きをどうするかというのはとても大

事なことだろうなと思っています。

　事例について最後だったんですが、東お多福山の

保全ですごく僕が影響を受けたというかびっくりしたと

ころです。ここは都市の中にある草原なんですけれども、

みんなこれしゃがんで、鎌とかはさみでちょきちょきサ

サを刈っているんですね。この光景を見たときに、僕は

すごいなと思いました。でも、ちゃんと人間の力で刈り

切れました。作業が終わったらこんなきれいになって

いたんですけれども、その一角で何かやっている人が

いたんです。この人が何かしゃがみ込んで、ススキを

ずっと集めていたんですね。このカヤを、たったこの日

はこのぐらいでしたけれども、みんなで持って帰りまし

た、カヤぶきにするんだと言っていました。何年前だっ

たかな、随分前だったと思います。サガラさんという人

なんですけれども。それで、なるほど小っちゃくても、地

域でこうやって使い始めることがまず大事なんだなと

思って、たった数束であるんですが、その数束はきちん

と集めればちゃんと屋根の上で何年も役割を果たす。

そのときに、今のサガラさんの風景もそうなんですが、

もう１個気になったのが……

（保全活動中の太鼓の音）

これだけなんですけれども、何か愉快だなと思って、こ

ういうのっていいなと思いました。でも、これを言葉に

するには、何かうまく言えないし、何かのためということ

でやったわけでもないんだけれども、多分、人間ってこ

ういう浮かび出てくるものがあるし、そういうところが草

原の中に出てきたというのがすごくいいなと思ったとこ

ろです。

　そういう草原がいろんなところにあって、景色だけ見

ても、とてもきれいですよね、曽爾高原、奈良です。今か

ら分科会がある真庭の蒜山、遠くに大山を臨んでいる

広い広い草原ですね。それから、もちろん阿蘇、とても

広くて、阿蘇の中にもいろんな草原があるし、東伊豆町、

懐かしい草原で、僕は明日行くのをとても楽しみにして

います。オンライン参加ですよね。ここには大事な湿地

もある。

　こういう草原が全国にあって、そんな話ができて、ま

たどこかで太鼓の音が聞けるのかなとちょっと楽しみ

にしてるところです。

　まとめます。

　あまり大したまとめじゃないんですけれども、草原で

は地域の自然と人が互いに関わりながら、共創資産が

生み出されてきました。これが今日の話の主なところで

す。これは草原だけじゃなくて、いろんな生態系といろ

んなその地域とが関わりながら、その地域に独特の知

恵や技術がある。

　２番目に、その時代ごとに知識や技術を集めながら

積み重ねていくものが共創資産で、その知識や技術を

交換するのが多分、今日なのだろうなと思っています。

各地で話がありましたし、今日は皆さんに芸北の茅プ

ロをはじめいろんなことを聞いていただきました。

　その最後に見てきたような、人間だからこそ生み出

せる美しさというのが一つ草原を体現してくれている

のかなと思って、大事にして生かしていきたいですよね。

　以上で終わります。

　最後に、いろんな方に今日のスライドを作るにあ

たって協力いただいています。特に今回の大会を開い

ていただいた東伊豆町と、それから日本の各地の草

原の方に感謝します。どうもありがとうございました。

（拍手）

○司会　白川先生、どうもありがとうございました。

　学芸員のお仕事の視点での全国の事例のご紹介で

すとか、あとは自然と人間、自然と社会の関わりから生

まれる、今日初めて聞きましたが、共創資産というお言

葉ですとか、中学生の取組ですとかいろいろ興味深い

お話をしていただきました。

　ちょっと時間があまりありませんが、お一人でもお二

人でも、もし今日お話しいただいたことでご質問等あり

ましたらいかがでしょうか。

　この後もですね、この次のパネルディスカッションの

ほうも、白川先生にコーディネートをしていただきます。

お手元には質問の用紙もお配りしてありますので、今

の基調講演のことも含めてで構いませんので、そうしま

したら、次のパネルディスカッションで質問等をしてい

ただければというふうに思います。

　先生、ありがとうございました。

　改めまして、感謝の拍手をお願いいたします。（拍手）

○講師（白川勝信）　どうもありがとうございました。

○司会　それでは、続きまして、休憩を取りまして、10

時35分からパネルディスカッションのほうを始めたい

と思います。準備の関係もございますので、35分まで休

憩とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

原の生物の保護とか草原の景観の保全とか、獣害抑

止といったような多面的機能が山で発掘される。お店

にそのお金が行きますので、地域経済が少しでも活性

化する。そして、文化の面で言えば、カヤぶき建築がそ

れぞれ保存されたり、技術が伝承されたり、村落の景

観が保全されるという文化の伝承があります。

　どのくらいのこれ金額回っているかというのを見て

みると、そんなに大勢ではないですよね。2015年から

始まって、最初は持ってきてくれる人が５人で、集まった

カヤも100束でした。２年目は６人になって200束に

なりました。すごい増えましたね。３年目は９人で234

束、８人、10人、14人と増えていって、持ってきてくれる

人がどんどん増えている。2,000人、約1,000戸の集

落ですから、10戸で１％なんですよね。1.4％の人が

持ってきてくれるということになります。それで集まった

カヤを販売して、売上げが下のほうに書いてあります。

この売上げの金額は、ばらばらなんですけれども、実

は最初の年はカヤの束をすごく大きくしていたんです

ね。それで、すごく束数が少ないけれども、金額が大きく

なっています。

　この下に１行ちょっと付け足しますね。

　現在の学年と書かれています。これ何かというと、茅

金市場は中学校の活動としてやっています。中学校２

年生が茅金市場を運営しているんですね。今、その子

たちが学年で何年生になっているかというと、一番最

初に茅金市場を実行した子は今、大学２年生になって

います。この時間間隔って結構大事だと思うんですよ

ね。子供はずっと子供じゃなくて、これを知った子が今

何歳か。

　ちょっと茅プロを通じた中学生の学びを見ていただ

きたいと思います。

　茅プロ、事業としては最初こんな感じです。これ中学

生ですね、もう大人みたいですけれども。カヤを刈りま

す。みんなで束ねます。最初は下手くそですけれども、だ

んだん上手になります。途中でカヤぶき職人さんから

指導を受けて、こんな曲がったのは駄目だとか、ちょっ

と細過ぎるとか、先がそろっていないとか、束ね方を

ちゃんと指導を受けるんですね。それを運びます。実際

に自分たちでも刈るんですが、大事なのは受入れのほ

うなんですね。茅金市場での運営は、中学生がやって

いますと言いました。中学生が地域の人にチラシを

配ったり、声をかけたりして、家の近くにあるカヤ持っ

て来てくださいねというふうに言うんですね。そうした

ら軽トラに積んで持って来てくれるので受け入れます。

みんなで運びます。規格に合っているかどうかをちゃん

と調べながら受け入れています。曲がったカヤは使え

ませんから、これは駄目ですよっていうのはちゃんと言

わないといけないんですね。これ結構ハードルが高い

んですが、先生に手伝ってもらったりしながら、こうい

うのは駄目ですよということをちゃんと言う、これも学

習です。こうして何束あるかというのをちゃんと数えて

いる役割の子もいて、それぞれの子がそれぞれ役割分

担しています。車の誘導をする子もいます。

　こうして受け入れたカヤをどんどん並べていくわけ

ですが、もう当日は先生たちも総出で、総出じゃないか、

先生たちもやってきて、なかなかあまりない光景かなと

思います。

　せどやま券の発券も中学生がやりますね。ちゃんと

数を間違えないように数えて、券の枚数をカウントして

いきます。これ中学生の側が券を支払うほうですね。こ

れを渡していくと。地域の人に渡っていく。何かほっこ

りしますよね。地域の人が持って来て。

　実際に子供たちがお金を触ることで、先ほどのこの

全体像にもう一つ、教育の側面が加わるんですね。地

域資源への気づきとか、カヤってお金になるんだな。

あんなどこでも生えている草なのに、草原ってそんなに

価値があるものなのとか、あるいはお金をちゃんと

使って、商品とお金をやり取りする、あるいはカヤを販

売するとかっていう話を通じて、ちゃんと経済に関わる

んですね。これが大きな学びになります。これが次世代

の担い手育成につながる。

　今、大学２年生の年齢になっていますから、これから

どうなるかというのがちょっと楽しみなところです。

　実際の成果としては、昨年は14人から591束受け

入れて19万7,000円を、約20万円分発券しました。授

業やＰＴＡ活動で自分たちで250束を収穫したので、

71万円余りで販売したいなと思っているところです。ま

だこれは販売中ですね。その差額の50万円ぐらいは

自分たちの収益になって、教育活動に使うと。刈った

カヤは文化財建築の補修なんかに使われて、結果とし

て草原も守られる。僕がやりたかったのは草原の保全

なわけですが、仕組みをつくることで、その草原が守ら

れるという、そういう形になっています。

　ちなみにお金、何に使っているかなんですけれども、

まずは中学校に冷水機を設置したりとか、最近暑いで

すからね。ウォーターサーバーを自分たちで買ったり、

修学旅行に資金助成として、これはＰＴＡのほうから保

護者に対して１万円ずつだったかな、去年は。お金が

支払われます。修学旅行で校長から給与が支給されま

す。これはちょっと内緒にしておいてください。サプライ

ズでバスの中で給料袋が配られるんですね。自分たち

が働いて稼いだお金が自分たちのところに戻ってくる。

第１３回 全国草原サミット・シンポジウム in 東伊豆
開会式
第１３回 全国草原サミット・シンポジウム in 東伊豆
開会式



�

原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

○司会　それでは、まず初めに、本大会の実行委員長

である東伊豆町長、太田長八より挨拶を申し上げます。

○町長（太田長八）　皆さん、おはようございます。

　第13回全国草原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大

会実行委員長、また、本大会の開催地であります静岡

県東伊豆町の太田と申します。実行委員会及び開催地

を代表いたしまして、一言ご挨拶申し上げます。

　まず、この大会に向けましてご尽力いただきました一

般社団法人全国草原再生ネットワーク様をはじめ各

種団体の皆様には本当にお世話になりました。この場

を借りて厚く御礼申し上げたいと思います。

　また、本来でありますれば、皆様方にこの東伊豆町

にお越しいただきまして、この細野高原をはじめとし、

東伊豆町の自然を、また温泉などを満喫していただく

予定でございましたが、この新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため、今大会はオンライン配信を活用し

た開催となったことから、ご理解をお願いいたしたいと

思います。

　この大会には、皆様方には草原の持つ公益化、また

価値について広く国民にアピールいたしまして、全国各

地で取り組まれております草原保全活動の現状と課題

に関しまして議論を深めながら、草原全体の全国各地

で開催されてきました。また平成28年から全国草原の

里市町村連絡協議会を設立いたしまして、この草原保

全に関し、全国の自治体と問題を共有することで保全

を保っていきたいと考えております。

　この東伊豆町細野高原は、全体で125ヘクタール、

東京ドーム26個分の広さを有しまして、草原の先には

太平洋がございまして、そこからは伊豆七島の一部で

あります伊豆大島をはじめといたしまして、大変雄大な

スケールの眺望があります。この壮大な草原、これを未

来につなげるため、山焼きなどの保全活動を進めてお

ります。また、山菜やススキなどの利活用、そして何より

もどのようにこの資源をいかに未来につなげていくか

を議論すること、これをテーマといたしまして、未来へ

つなごう！壮大な海すすきの草原とされました。うちの

町は細野高原からススキが見えますもんで、一応、スス

キのことを海すすきと言いまして、各地にＰＲしていると

ころでございます。この海すすきという言葉をひとつ皆

様に覚えていただければと考えております。

　この全国の草原に関わりを持つ皆様の課題、そして

取組を共有いたしまして、将来に向け、草原の持つ価

値、またつなげていけるよう有意義な大会にしていき

たいと思いますので、またよろしくお願いいたしたいと

思います。

　結びに当たりまして、本大会の成功に向けまして、ぜ

ひ皆様方のご協力をいただきたいと考えております。２

日間、どうかよろしくお願いいたします。（拍手）

○司会　それでは、早速、草原シンポジウムのほうを

始めさせていただきたいと思います。

　この後、白川勝信様による基調講演が始まりますが、

準備の関係でしばらくお待ちください。

維持活動に携わる一方、携わっただけの対価を受け

取る、あるいは携わった人が対価を実感しているのか

という話がありました。こちらの細野高原は、地元の集

落の方たちが山焼きをされていますので、その方たち

がちゃんと対価を実感されているのか、あるいはそこ

に税金を使っているわけですから、町民の皆さんがそ

れを実感しているのか。そういうことが前回議論に

なったと思います。それからどう変わったのかというの

は後のパネルディスカッションで聞かせていただきた

いなと思っているところです。

　前回のテーマは、忘れられた草原の再発見、その保

全と活用ということで、生物多様性、外来種、シンニュ

ウが間違っていますね、これ。広島ならではの間違い

ですね。外来種侵入……、深入山という山があるんで、

草原の山です。草原のやぶ化、森林化など、草原の質

の問題について共有されていない。草原の生物多様性

はどうなっているんだろう、景色としてはいいけれども、

本当にそこは価値があるというのが認識されているの

かというところの問いかけと、もう一つが草原を守るこ

とによる生態系サービスや経済的恩恵を享受する仕

組みがない。これについても話がありました。その後、

たしか僕が記憶しているのは、都内の電車のつり広告

に草原のことがかけられたりというＰＲをされたりとか、

あるいは入山料を早い段階から取り始めた、草原では

あまりないのかなと思いますけれども、そういう事例を

先立ってされたという記憶があります。今日はそういう

話もまた後で聞かせていただきたいなと思っていると

ころです。

　そして今年、2021年のテーマですが、今回はオンラ

イン開催ということで、ここの東伊豆町、それから阿蘇、

そして蒜山のほうでも分科会が開催されます。大きな

テーマは、未来へつなごう！壮大な海すすきの草原、そ

して、分科会のテーマは、保全・利用・継承、草原の公

益的機能について、それから、茅の利用と草原保全と

の関わりということで、どちらかというと今、草原に話題

になっているのは茅の利用とか、利用ですね、利用と

か草原の機能というところにだんだん目が移ってきた

のかなと思っています。

　先ほど課題として示されていた２つのことですね。２

つ目は、そういう利用とか、草原の価値をどう実感する

かという話だったんですが、もう１個、１個目の草原そ

のものの価値というのが果たして僕らは認識されてい

るのか、希少生物とかですね、生物多様性のほうが認

識されているのかどうかというのは、これはむしろ草原

を研究する研究者が発信できているかどうかというこ

とになるので、ここ地元でも内山さんとかを中心にいろ

んな研究が進められてますし、今から継続的にやって

いって情報を出していかないといけないだろうなとい

うふうに思っています。

　今日こちらに呼んでいただいた縁というのが、僕ら

は草原研究グループというのを組織しています。西日

本草原研究グループというのを組織して、これは蒜山

で調査しているんですね。これだけキキョウがあるとこ

ろも珍しいです。自生のキキョウがたくさん咲いている

んですね。僕たちは大体、10年前ぐらいは月に１回集

まって、あちこちで研究していました。例えば３月は学

会で岩手県に行っていたんですけれども、十和田湖畔

までちょっと車で走っていっていました。何かこんな雪

があるのに、ちょっとでも空いていれば何か探したくな

るのが僕らの常で、このときは、東北のほうに行くとフ

キが大きくなるんですね、フキノトウも大きいのでびっく

りしました。あるいは大阪の吹田というところで、町な

かで調査をしたりしています。こんな住宅地の中なん

ですが、ここの草原は、もうここの土地が売れてしまっ

たら生き物がいなくなる。こんな町なかでも希少種とい

うのはちゃんと残っているんですね。ずっと管理がされ

ていれば、何ていうかな、開けた環境があって、継続的

に管理がされていれば、そこに生き物が残っていると

いうことが分かっています。それをじゃどうするかとい

うのは次の問題なんですね。

　画面共有が止まったんですが、大丈夫ですか。

○スタッフ　一度ちょっと。

○講師（白川勝信）　共有の再開、これですね。すみま

せん。写真を今、見てもらう……、まだ、すみません、声

だけ聞こえていたみたいで申し訳ない。

　吹田の草原はこんな感じです。

　僕たちは草原研究会なんですが、僕自身は高原の

自然館という博物館に勤務しています。学芸員という

仕事をやっていまして、会場の皆さんの手元には、この

高原の自然館のパンフレットが手元にあると思います。

とてもとっても小さな建物なんですが、博物館。博物館

はこの辺には何かあるんですかね、ないですか。静岡

○司会　それでは、ただいまより白川勝信さんによる

基調講演となります。

　白川先生は、生態学をご専門とされ、2003年より広

島県北広島町の芸北高原の自然館に学芸員として勤

務されております。現在は、湿原、半自然草原、里山林

など、地域の人間活動によって維持されている生態系

の保全をテーマに活動を展開されています。子供、事

業者、行政、ボランティアなど様々な主体による自然へ

の関わり方を見直し、新たな仕組みを組み込みながら

地域と自然を将来に残していく道を模索されておりま

す。2017年には、第１回ジャパンアウトドアリーダーズ

アワード大賞を受賞されるなど、草原をはじめとする

様々な分野での活躍をされています。

　それでは、早速でございますが、基調講演のほうをよ

ろしくお願いいたします。

○講師（白川勝信）　こっちはマイク持っていていいん

ですよね。じゃちょっと話させて……、その前に写真を

撮らせてください。何ですかね、向こう側にいる人は多

分、会場の様子が分からないと思うので、ちょっと撮ら

せていただきます。今、配信はもうされているんですか。

ありがとうございます。

　よろしくお願いします。白川です。

　今日、80分くらいお話しさせていただくと思いますん

で、よろしくお願いします。

　こんな感じですね、見えますかね。見えますかねって

いうと、ライブ配信している相手の人から返事がない

んで、分からないんですが、会場にいる人はこんな感

じです。東伊豆町ですね、いろんな人が来ています。

　これは08年の東伊豆のサミットです。全国草原シン

ポジウム08ｉｎ東伊豆ということで、今年の草原サミッ

ト・シンポジウムは１年間延びたんですけれども、本当

は2008年に一度サミットをやる予定だったんですよ

ね。それがあったので、僕としては、ああようやくここの

東伊豆でサミット開催できて、本当にうれしいなと思っ

ています。今回もここに来るのを楽しみにしていまして、

駅前のキンメダイのオブジェをまた見れるかなと思っ

たら、キンメダイのオブジェがなくてですね、それで

実は自分がこうやって回している写真がなかったんで

すよ。だから、今回こそはキンメダイぐるぐるやるぞと

思って、なかったんで、ああと思っていたら、移設されて、

この役場の真向かい側の海の近くにありましたんで、ぐ

るぐる回させてもらいました。ちゃんとヒレも動きました

ので、東伊豆に来たことがない方はぜひお立ち寄りく

ださい。

　役場のすぐ横には朝市があって、前回はこの朝市に

寄らせていただいて、たくさんの海産物が売られていて、

やっぱり海の近くだなというふうに感じました。本当に

懐かしい、懐かしい町で最高でした。

　前回もこうやって細野高原の上に登って、たしかここ

は塩坂さんから教えてもらったフライトをしているとこ

ろですかね、パラグライダーが飛ぶところで、何かこん

なこともできるのかなという、草原っていろんなことが

できるんだなということをそのときに感じました。とにか

く広くて一面ススキで、上から見れば海が見えるという、

すばらしいロケーションだなというふうな記憶があり

ます。

　今日は、僕、一番最初に話させてもらうので、前回い

ろんな写真を撮っていて、どっちかというと食べ物とか、

さっきのキンメダイの写真とか草原の写真とか、花の

写真が多かったんですが、会場で１枚だけ写真を撮っ

ていました。これどなたのスライドか分からないんです

けれども、こういうことが課題の提起というスライドが

あったんですね。山焼きによって、草原という景観を維

持することだけで十分なのかという問いかけと、草原の

造ってくださいと言ったわけじゃないですね。そうやっ

て造っても多分残りません。ここを残すのは、牛を入れ

る。これが残すための策。一つ一つの景色に一つ一つ

のできてきた履歴がある。それをどう読み解いて、それ

をどうつくっていくか、これがフィールドミュージアムの

学芸員の１個の仕事です。

　美人林といって、ブナ林と言えば白神山地のブナ林

も有名ですが、日本の中で有名なブナ林を幾つか上

げていくと、出てくるのがこの新潟県の十日町市にある

美人林のブナ、ここにも博物館があるんですけれども、

その裏山です。このブナ林はブナが細いんですよね。

東北のほうとか、ブナ林って割と広島のほうだととても

珍しい、原生林というイメージなんですけれども、東北

のほうに行くと、森を伐採して何もしないとブナがこう

やって生えてくるそうです。長野県とかも結構こういう若

いブナの林があるんですね。だから、もしこの美人林

のブナ、こんなブナ林を維持しようと思ったら、ある時

期にここを全部伐採すればいいということになるんで

す。そういうふうに人間の働きかけと風景とか自然とい

うのがお互いに行ったり来たりの関係にすると。それ

を一歩ずつ読み解いていかないと、その自然をどう残

すかとか、活用するかという話に行き着かないんです

ね。例えば棚田なんかもそうですね。こういうところに

コンクリートじゃなくて、斜面を造って水路を造ると、生

き物がそこにたくさんくる。

　これは四国中央市、愛媛県の写真ですが、僕はこの

写真がとても好きです。「ウォーリーを探せ！」という絵

本をご存じですか。すごくいろんな絵が描いていて、そ

の中にたくさんの人物が描かれていて、いろんなことを

やっているんですけれども、その中にウォーリーが１人

だけいるという絵本があるんですけれども、この写真を

見ると、何かさっきの例えば棚田だったら田んぼが広

がっているし、干潟だったら水と土が広がっている。こ

の中を探していったら細かいものがたくさんあるんで

すよね。ここは四国中央市の大歩危小歩危とか、祖谷

とか、四国は急な谷が多いんですけれども、山の向こう

のほうを見てみると、隣の集落が山に張りつくように家

が建っているんですね。あそこ人が住んでいるんです。

だから、隣の家に行こうと思ったら、すごく斜面を上り

下りしないといけないし、こちらから見えるあの家まで

も、１回下まで下りて上がっていかないといけない、そ

ういう地域です。こういう傾斜の急なところでは、どうい

う農業をされているかというと、狭い中にいろんな作物

を作っていらっしゃいます。

　これ１軒のお宅でされていると思うんですが、そして

ここで特徴的というか、特産なのがお茶なんですね。

この斜面のところのきれいに植え込まれている、これが

お茶です。

　もう一つ目を引くのが画面真ん中ぐらいに三角の

立っているのがススキですね。すすきの三角の山形の

が見えますかね、これですね、これです。これはコエグ

ロと言うのかな、肥料にするための役割が１つありま

すが、もう一つ大事な役割があって、こういう斜面だと、

何もしないと、土がどんどん剝がれてきちゃうんですね。

だから、こういうススキを置きます。特にお茶畑の下に

もこうやってたくさん続いています。

　先ほど、こうやって人間が関わってつくられたフィー

ルドというのをどうやって守っていくのかなというのが

とても大変なんですが、ものすごく面白いテーマだなと

僕は思っています。どうですか、面白くないですか。草原

もその一つだってなるんですよね。

　お茶畑、静岡県の掛川市というところもとてもお茶が

有名なところで、新幹線からもよく見えるところですが、

ここでも草が使われています。茶畑があって、手前のほ

うに結構、草地がありますよね。ここ、これ見たことあり

ますか。通っていたら見える……、あそうか、ここ静岡

だよね。そうだ、何か静岡、それはそうだ、何を言ってい

るんでしょう。もちろんご存じですよね。あの「茶」という

字の近くは草が植えられていて、そこの草もちゃんと敷

き草に使われているんですよ。そうか、僕、今日、釈迦に

説法みたいな話を今からするかもしれないですね。

　静岡の茶草場農法というのは、世界農業遺産に指

定されています。その中でお茶のパッケージの裏側に

こういう葉っぱがついていて、この葉っぱが３個なら、

認証制度をつくっているんですね。生物多様性貢献制

度というのをつくって、３個だったら貢献度が高いです

よ、２個、１個ということで、そういうお茶の味とか値段

とかという別の価値をお茶につけています。そうするこ

とで、わざわざ草を刈って、そこの草地ができることで

生きる生き物を守っている農業ですよということを知ら

せながら、お茶の生産ができるようにしている、そうい

うところです。

　そうか、静岡でしたね。でも、静岡の茶草場と同じよ

うに、にし阿波の傾斜地農耕、また四国に戻ってきたん

ですが、徳島県でされている傾斜地農耕というのも、こ

れも世界農業遺産に指定されています。こういうところ

ですね、もう斜面です。さっき写真で見ていただいたよ

うな、隣の集落に行くためにものすごく行かないといけ

ないとか、家と家がもう斜面に張りつくようになってい

る。こんな感じですね。これ別にあまり誇張しているわ

けじゃないです。ここに立つと、カメラをどの角度が正

しいのか分からなくなるぐらい傾斜が急なんですけれ

の県立博物館はすばらしい大きな博物館がありますよ

ね。博物館の仕事というのは４つあります。あそうか、伊

豆にもあれがありますね、動物園がありますね。動物園

も博物館の一つですね。

　博物館というのは４つの仕事がありまして、資料を

集めて、資料を保管して、研究して、展示・公開します。

これが博物館の責務で、学芸員の仕事ですね。最近テ

レビでも割と「ブラタモリ」とかですね、学芸員の人が

出て来てしゃべったりとか、あとは何かクジラが打ち上

げられたり、リュウグウノツカイが上がったり、ダイオウ

イカが出てくると、何かよく学芸員の人出てきますよね。

ああいう人に資料をとにかく集めていって保管する、あ

るいは美術館にも学芸員というのがいます。美術品を

集めて保管して、研究して展示・公開する。この４つを

やっているのが博物館の仕事です。美術品を集める美

術館、動物を集める動物園、水族館、あるいははきもの

博物館、鉄道博物館、切っ手の博物館ですね、いろん

な博物館があるわけですが、基本的にはこの４つをや

ります。僕はフィールドミュージアムと言って、フィールド、

つまり外の、どういうんですか、野外を博物館と見立て

ているので、町全体が博物館だという言い方をしてい

るんですね。それどうなるのかというと、野外を建物の

中に集めることはできませんから、地域に関する情報

を集めて、地域を保全して、地域を研究して、地域を展

示・公開している。例えば細野高原という地域、ここに

関するいろんな情報を集めて、そこを保全して、そこを

研究しながら、そこの情報を発信していく、そういうの

が学芸員の仕事になると思います。

　今日はちょっとこの学芸員の視点というのを皆さん

と共有できたら、草原のことについて少しヒントになる

のかな。

　植物を保存するためには、例えば植物園は栽培をし

ますよね。博物館だったら押し花を標本にしたり、ため

るんですが、フィールドミュージアムはどうするかという

と、その草原をどう守るかということを常に考えていま

す。僕も頭を悩ませています。特にその場所をどうやっ

て保全するのかとか、今日のテーマでもありますが、ど

うやって展示・公開、つまりみんなに活用していくのか。

保全したり活用したりというのは、大きなテーマだし、

正解がまだないものですね。

　例えば、ここからは写真をちょっといろいろ見ながら

お話ししたいんですが、この夏、僕は八ヶ岳をちょっと

歩いていたんですけれども、八ヶ岳というフィールド、こ

れを保全しようと思ったら、どうするかな、考えると、もう

ここを例えば保護区にする。それ一つの方法ですよね。

あるいは歩く道筋を１つ決めて、ここからはみ出ないで

くださいね。そうしたら、こういうコマクサとか、チシマ

ギキョウは守られるかもしれない。人間が何も関わら

ないということですね。

　八甲田山も登ってみました。八甲田山って、名前は聞

いていたんですけれども、行ったのはこのときが初めて

でした。こんな雪の中をガイドの人と一緒に歩いたん

ですけれども、これを保全するといっても、人間がどうこ

うするレベルのものじゃない。何もしなくても、この景色

は多分残っていくんだろう、雪の上ですからね。

　こうやってエビの尻尾と呼ばれるような、これをじゃ

博物館に持って帰れるか、これ展示・公開できないで

すね。気温が低いところで風が吹きつけるからこういう

氷の形ができる。だから、人間にはまずつくれないとい

うのは、そういうところは残すといっても、そのままにし

ておくか、温暖化を止めましょうということをするしかな

いんです。片方で、今日のお話のメインは、人間がいな

いとなくなっていくフィールド、こちらのほうが、どういえ

ばいいのかな。関わりを続けるということで、やりやす

い面もあり、やりにくい面もある。本当にさっきの自然の

中というのは、禁止、禁止ってしないといけなくて、いろ

んなことを禁止したり、見守りするのはとても大変なん

ですね。でもむしろ関わり続けるということ、例えば有

明海の干潟ですね。これも自然ですけれども、ここの自

然です。遠くまで遠浅の海があって、潮の満ち引きに

よって、満ちたり引いたりしています。こんな美しいすば

らしい景色があるし、これが潮が引いたらこういう形。

ここで行われている伝統的な漁業、こういうものという

のは、じゃこの景色を、人が入っていけるこの景色をど

う残すかといったら、捕り過ぎないということもそうで

すし、捕るためのルールをつくるという、人間側でこれ

決めていけるんですね。人が関わっているところは、人

間側が関わっていけば何か可能性があるんだろうと。

　段畑って聞いたことありますか、段畑。棚田か。棚田

はよく聞きますよね。段畑っていう景色があって、これ宇

和島の先のほうに行くとこういう景色があるんですけ

れども、傾斜が激しくて、水がたまらなくて、この細い畑

を造っているんですね。これ人がずっと石垣を積んで

造った景色です。こういうものを残していこうといった

ときには、ここの農家さんが儲かれば多分この段畑の

棚田は残っていきますし、こんな関係です。

　阿蘇ですね、これは。阿蘇に行くと、山の斜面に横向

きにずっと筋がついていて、これは誰かがつけたわけ

じゃなくて、牛は草を食べるときは横に横に移動する

ので、横に横に道が勝手につきます。これがつくことで、

段畑じゃないですけれども、ああいう段々ができていく。

この景色すごくいいなと思っても、土木業者さんにこれ

だけが持っている知識があるはずなんですね。

　自然だけだったら、ここは水が勝手に湧いてくるん

です。熊本県阿蘇市の住宅地の中のほうなんですけれ

ども、もうばんばん水が湧いてくる。これは自然の力で

すよね。自然の力で地下水が湧いてくるけれども、その

自然の力を使って人間が働きかけて水田にしていくと。

水が豊かなところで水源を造る、これはいろんなところ

で造られています。

　もっと水があるところ、これは徳島県の河口近くなん

ですが、鳴門市では広いレンコン畑が広がっています。

これは南海地震という地震が起きたときに、低湿地に

なったところを、今はレンコン畑に使っている。自然に

できたものを人間がレンコン畑にして、レンコンを作っ

て。そこには地下水がしっかりありますから、これをくみ

上げて、この機械ですね、右下のほうにあるこの機械。

これは水がぷしゅーといつも出ています。これでレンコ

ンを洗っています。ちょっとなめてみたら、鉄さびと

しょっぱい塩の味がします。

　こうして人間がレンコン畑を作っていくと、水路がで

きます。その水路に、これはわらを束ねて浮かべている

んですね。スサという、建築の方はご存じですかね。僕、

なじみがなかったんです。壁を塗ったり、左官さんが使

うときに混ぜるわらというのは、そのまま混ぜているん

じゃなくて、１回こうやって漬けておいて、乾かして、そ

れを使うそうです。徳島県は、こうやってクリークをたく

さん、低湿地でレンコン作って、クリークを造って、その

クリークをまた使っている、人間が使っているわけです

ね。それで水路をもう完全に乾かしていくんじゃなくて、

もう湿地と一緒に生きていく道を選んだことで、その水

路にはこうやってオニバスが残っていると。オニバス

は、別に植えたわけじゃないんですね。人が湿地を全

部変えるんじゃなくて、湿地の環境を生かして水路とレ

ンコン畑で、そういう生活をしたから、たまたまオニバ

スが残っていた、こういう状況です。

　だから、自然への働きかけを機械的にどんどん変え

ていくとか、大きな開発じゃなくて、そこの自然に合った

生かし方をする、使い方、生き方をすることで、今度、自

然のほうもそれに反応する生態系ができていく。

　今日ずっとこんな話ばっかりしていますけれども、

いっぱいあるんですね、日本の中に。

　これは福島県の三島町というところで、連れてきても

らったのはマタギの集落です。マタギに会ったことあ

りますか。ある人いますか、東だからいるのかな。僕、全

然マタギ、マタギとか本の中の人だろうと思っていたら、

マタギの人がちゃんといたんです。日本の伝統工芸品

に指定されている、こういう編み籠、奥会津編み組細工

という技術をこの人は伝承されていて、それを作ってい

ます。材料は山で取ってきたもので、後ろのほうにはこ

ういうブドウのつるとか、クルミの皮とか、それをいつの

時期に取ったらいいかとか、どんなサイズなら取って

いいけれども、このサイズは残しておいたらまた来年

取れるとか、そういうのを全部知識として持ちながら細

工物を作っています。

　その後ろには、こういう型枠ですね、かごを作るため

の型枠と、こういうものを持っています。カラムシとかキ

ロロとか、ああいうものも使っていらっしゃいました。そ

ういう使い方をすることで、山の中にはちゃんと野ブド

ウも残るし、いろいろな植物が残る。冬には、マタギな

ので熊を撃つらしいんですね。環境がちゃんと残って

生き物が残る。生き物が残るから、それに合った暮らし

というふうに、環境と人が行ったり来たりしながら暮ら

している。だんだん……、もういいですかね、多分。

　あと、これは兵庫県の淡路市です。小山に畑とか作

物を作っているんですけれども、棚田とか段畑とよく似

ていますが、一番上のここ、ここ分かりますか、山の一

番上。これ何だかご存じですか。これは近づくとこんな

感じです。何かあるかというと、特にない、広いんです

けれども、これはお墓なんです。淡路島、淡路の人たち

はお墓を２つ持っていて、埋め墓と詣り墓と言うそうで

す。埋め墓は埋めるところ、詣り墓はお参りするところ。

だから、亡くなったらここに体を運んで、ここに埋める

と。それは同じ場所に地域のいろんな人が埋まるんで

すね。じゃここがお墓なのかというとそうじゃなくて、家

の裏に墓を別で持っておいて、お参りするのはそっち

でお参りする。そういう独特なやり方をしているんです

が、ここを管理されているので、もちろん今はないです

よ、今は火葬になっていますけれども。でも、僕が行っ

たときには、まだ地域にそういうのを知っている人がい

るよという時代でした。ここをやっぱり草刈りするんで

すね。そうすると、そこに淡路島の希少種が残っている。

　利用の仕方が、今回分科会でもカヤの利用とか、細

野高原、観光とか、いろいろ草の利用というのはあるん

ですけれども、別の目的で利用することで、そこが草原

の生き物の生き場所になるということはあります。高知

県のお墓とかも、時々お墓で生けたものを燃やすから

ボヤが起きて山火事になって、草原の生き物が残ると

いうこともあるそうです。

　これは白老村、コタン、アイヌの人たちの家です。

こっちから見ると、全部入り口が見えています。反対か

ら見ると裏口です。ちゃんと川に沿って入り口があるそ

うですね。こうやって草を使って壁まで、屋根だけじゃ

ないですね、壁まで造ることで、断熱材に使っていると。

ども、電柱の立っている方向とか、杭とかを見ていただ

くと、斜めになっているわけじゃないことが分かると思

います。こんな斜面のすごいところで農業をしているん

ですが、やっぱり見えるのがこの真ん中、コエグロで、

近づいてみるとこんな感じです。こんな畑、僕、見たこと

なかったんです。これ畑なんです。見ていただくと、石が

いっぱいありますよね。ここの農業ってすさまじくて、草

がないとできない農業をされています。

　どういうふうに草を使うかというと、草をこうやって

刻むんですね、機械で。後ろにあるこれらの道具を使っ

て、すき込んでいくんです。すき込むときの音は、ジャ

リッジャリッといって、石を砕くような音がするんですね。

大体、草の堆肥を使うときは、１回、草を置いておいて、

それが発酵して、肥料になって分解されたところで畑

に入れるのが普通ですよね。でも、ここでは、この道具、

これも地元で作られた道具ですが、こういう道具を

使ってすき込んでいく。この刃がいっぱいあるのは男

性が使っていて、３本しかないのは奥さんが使ってい

るという話をされていました。

　こんな感じで、土壌が非常に、地力が弱いところで

農業をされています。これ世界遺産になったんですけ

れども、ここでできるものというのは、ジャガイモとかヒ

エとかアワとか、タマネギも植えていますよね。そういう

もので、じゃどう戦ったらいいんだろうということなん

ですね。世界農業遺産に認定されたはいいけれども、

ここに何かの付加価値をつけるとしたら、なかなか難

しいな、そういう話をされていました。それでも、僕は何

かこの景色を見て、すごい景色だなと思います。これ全

部、本当に機械が入らないし、人の手で一つ一つすじ

を耕して作っていって、それがこのコエグロと、それか

ら周りの景色の中にあるというのは、僕は何かの価値

がここにあるんじゃないかなというふうに感じるんで

すね。だけれども、ここにこうしたら残りますよという答

えはなかなか出ない。そう思いながら帰ってきました。

　こういうフィールドのものを残したり、考えたりすると

きに、僕はなんとなくの指針を５つ持っています。これ

は別に館の決まりとか、言われたものじゃなくて、僕自

身が思っていることなんですけれども、何か働きかけて、

そこを残していきたいとか、保全しましょう、活用しま

しょうとかいうときに、１個目が後戻りができるか。これ

やりましょうってやり始めたけれども、途中でやっぱり

やめましょうというところができていないと、１回やり始

めて失敗したのにずっと進めていくというのは、地域も

一緒にやっている人も苦しくなるし、悪い方向にいっ

ちゃう。

　２つ目が暮らしに寄り添っているか。傾斜地農耕を

守るため、世界遺産なんだから、あなたやらなきゃ駄

目ですよというような形では、多分、続いていかないの

で、そういう形で残しても意味がないだろうな。

　３つ目が土地の歴史を大事にしている。傾斜地農耕

をやっていたところを今までのそこの人の暮らしとか、

その人たちが作ってきたものをやっぱり大事にしてい

きたいなというところに。

　４つ目に、野生の生き物にも優しいか。あそこを改良

していって、何らかの別のものが入ってくるとか、何か

が失われるということがないように。

　最後に、これはもう本当に何となくなんですが、美し

いかというところがあって、そこを見たときに美しいか

なと感じるかどうかというのがとても大事なんだろうと。

　これはいろんなところに行っていろんなフィールドを

見るときに、ずっとぼんやり思っていることなんですが、

細野高原に来たときも、やっぱりそこの地域の歴史っ

てどうなんだろうというのが興味がありますし、野生の

生き物がどういうふうかなとか、きれいなところだな。で

も、その表面的なというのは何が美しいんだろうなとい

うのをいつも考える。

　こういう指針なんですが、じゃあこういうもので残し

たいものは何なんだろうなというときに、今日の一つの

言葉です。もう今日は、僕は80分ぐらいかけてこの言

葉１個だけを皆さんと共有したいと思っています。言葉

としては、共創資産というものです、共創資産。多分、検

索してもあまり出てこないと思うんです。これ僕らで話

して生まれてきた言葉です。どんなものかというと、３つ

書いています。今まで僕が話してきたのは、自然と人と

の関わりという話をしましたよね。自然と社会の関わり

によって生まれて、地域に蓄積されてきた知識とか意識

とか技術です。これを共創資産と言います。細野高原で

は、あの広い草原ですけれども、地域にとってみれば、

限られた面積をどう上手に使っていくかということが

ずっと長い間かけて、知恵と、それが大事なものだとい

う意識が育ってきて、そこに火を入れるという技術とい

うのができてきたんだと思います。この知識とか意識と

か技術、これが共創資産です。

　限られた地域の自然資源を保全しながら持続的に

活用していくための共創資産が、多分、今はまだ日本

各地に残っていると思うんですね。これは自然と社会、

どっちかが失われると、共創資産も失われてしまいます。

地域の人がいなくなれば、山焼きのやり方も分からな

いし、この風ならどこから火を入れればいいかも分か

らないし、どのタイミングで入れればというのも、これ

は細野高原だけじゃなくて、僕の住んでいる芸北でも

そうですし、多分、阿蘇の原野とか蒜山でも、地域の人

か生えないので、ちょうど中海の環境が合っていて、中

海で今見られるという、何か珍しいものだそうです。そ

れをばんばん取るんですね。僕も取らせてもらいました。

長い柄のついた、何かこういうすくう道具を使って取っ

ていました。それを岸に運んで上げています。これ誰が

やっているかというと、漁師さんがやっているんですね。

　中海というのは、干拓事業で１回、干拓の事業が始

まって、それをやーめたってやめたところです。干拓の

事業のときに浚渫をしたりとか、堤防を造ったりで水の

流れが全然変わってしまいました。そのために何もし

ないでおくと、このオゴノリがたまってしまって、中でヘ

ドロになるんですね。これがヘドロになってしまうと、海

底に卵を産む魚が卵を産めなくなる。だから、漁師さん

にとっては、これを取らないといけないんですね。海の

掃除をしているわけです。

　これだけだと、何かこう、漁師さんが海の掃除をして

いるのねなんですが、この取り上げられたオゴノリは

集められて、トラックに乗せて運ばれて乾燥されます。

こうやって乾かして、こんな感じで肥料になるんですね。

塩分濃度が高いところの海藻だと、上げるとどんどん

塩が畑に入ってくるんですけれども、汽水域なので塩

分濃度が適度に低いし、これをどのくらいまいたら野

菜が育つかというのをこの地域の農業指導員の方が

すごく研究されていて、畑ごとに見ていきながら、この畑

だったら、こういう感じでまいてくださいというのを一

緒に指導している。これってすごいなと思って、海の草、

オゴノリを取ることで海もよくなるし、今度それが畑に

入っていい野菜を作る。だから、無駄がないですよね。

　草原シンポジウムでした。そろそろ草原の話を始め

ようかなと思います。

　今回のテーマは、未来へつなごう！壮大な海すすき

の草原ということで、海と草原、こんなに近くにあるとこ

ろでは、何か草原のものも使うことでできてきた草原な

ら、今の時代に合った使い方を探していけばつながる

んじゃないかというのが多分今、大分全国で考えられ

ている流れだと思います。それが使って草原がなくなる

んじゃなくて、持続的に使う方法をどうするかというの

が多分議論ですよね。

　今日はタイトル、草原を取り巻く里が教えてくれる、

持続可能な社会の未来像ということで話させてもらい

ます。

　草原を持つ自治体が全国にどれだけあるかという

のをちょっと調べてみました。全国には1,902ぐらいの

自治体があるんですけれども、草原を持っている自治

体は多分220より多い。この以上と書いているのは、ま

だ知らない草原があるので、こう書かせてもらったん

ですが、地図の上にもこんな感じです。どうなんですか

ね。10％というのは、僕は結構少ないのかなと思って

います。何かカヤぶき職人さんが300人、200人くらい、

おなじぐらいの数なんですね。でも、全部が全部カヤ

の草原じゃないので、これは全国草原再生ネットワー

クが持っている資料を基に作った地図なので、まだこ

こから落ちている草原もあるでしょうし、ちょっと性質の

違う、例えば牧草地みたいなものも入っているので、

はっきりした数はちょっと出てこないんですが、そう遠

くない数かなというふうに思います。全国にありますよ

ね。全国にあります。

　この草原の数だけ多分、共創資産というものが残っ

ていて、今日の一つの結論的なところなんですが、今

回の件はどうやって伝えていくかという話の中で、草原

を伝えていくために必要なもの、もう大分見えてきたと

思うんですけれども、１つ目は適切な方法、２つ目は適

切な方法を実行する力、力というのはお金かもしれな

いし、人力かも、ヒト・モノ・カネとよく言われますが、そ

ういうものですね。その実行する力を今度は継続する

ための仕組み、ある１年間だけ山焼きができたね、あ

あよかった、よかったじゃなくて、翌年も翌年も、もっと

言えば10年後も、ここに僕らがいなくなる100年後ぐ

らいもできれば続いてほしいなと思えば、継続する仕

組みを何か考えないといけない。

　それから、方法とか力とか仕組みを可能にする法令

ですね。これはもう行政の仕事です。北広島町では、過

去に野焼き条例というのがありまして、その中で山焼き

ができない書き方になっていたんですね。なので、書き

換えました。草原サミットがあったのを機に条例を見

直して、ちゃんと条例の中で焼けるようにというふうに

見直しました。こういう本当細かいところではあるんで

すが、社会の中で残していくためにはこういうものもと

ても大事です。

　最後の１つが上の全てを共有して伝えるための普

及、あるいは教育というものです。今日この後、具体的

に少しこの部分もお話ししようと思います。

　ちょっと先に条例の話なんですが、北広島町は条例

をつくっています。生物多様性の保全に関する条例と

いうのをつくっていて、それについてはこのパンフレッ

トの中に載っています。一番最初にお話ししたような自

然の保護というと、入らないでくださいとか取らないで

ください、そういうことももちろん規定はできるんですが、

もう一つは、里山のようなところを守る活動を町が応援

しますよということもこの条例の中に書かれています。

そういう形で、役場の職員、僕、役場の職員です。町民

さんとかから役場はなかなか動いてくれんという見方

ちゃんとこういうふうな機能があるからこういうふうに

使っていく中で、でも、片方でそれが自然に働きかけに

なるということです。

　もう１個だけ、ちょっと話をしましょう。

　これは新温泉町、前に草原サミットをやっていた上

山高原ですが、集落が使える草原の自然は限られてい

ます。その中で一家族ごと毎日順番に刈るんですよね、

草を刈る時期は。その順番というのは毎年替わるそう

です。前日まで知らされなくて、次、あんたの番よって言

われたら、急いで準備して、家族総出で下の集落から

この山に上がってくる。１日山で草刈りをして、集落み

んなが公平に草を刈る。これ全部ススキです。そして、

ここの草原が守られてきたそうです。

　そういうふうに共創資産の特性というのは、ちょっと

まとめると、多分、設計図があったわけじゃないんです

ね。いろんなやり方で、けんかが起きたりとか、何か使

い過ぎたりとか失敗したりとかということを繰り返しな

がら、地域の中でそういうルールが多分、決められてき

た。さっきも書いていたんですが、自然と人、どっちが

欠けてもこれは維持できないもので、自然があるから

人が暮らせて、人の活動があるから、その自然が残っ

ているという、その「共に」という文字です。

　それから、生み出されるためには、多分すごく時間が

かかります。１回なくなったらできないですよね。それで、

時間による検証、時間をかけて、いいものだけが多分

今残っているので、今残っている共創資産というのは

信頼性が高いんだろうなと思います。

　ちょっと一息つきますか。大丈夫ですか。

　これ何かずっと１人でしゃべっていると、不安になっ

てくるんですけれども、大丈夫ですかね。

　じゃ、続けますよ、ありがとうございます。何か、うんう

んとかうなずいていただいたりするととてもありがたい

です。何かこう聞いている人の顔も見えないので、なか

なか難しいですね。

　これは与論島です。

　じゃあ共創資産というのは過去のものなのかなとい

う話をしていたんですが、これは与論島の与論民俗村

と言って、昔の暮らしを展示しているところです。この辺

は台風がとてもたくさん来るところなので、家は小さい

部屋の雰囲気ですね。今だと大きな部屋に居間とか食

堂とか、子供部屋とか造りますけれども、何か人が増え

たら小さな建物を１個造るみたいな説明をたしか読ん

だような記憶があります。

　これは就職して間もなく、僕は自転車で旅をしたん

ですけれども、そのときに見て、多分、自分はこういうこ

とに興味があるんだなと気づいたのがこのときだった

のかなと、今思い返すと思います。道路に街路樹として

ヤシが植えられていたんですけれども、ヤシに全部袋

がかかっているんですよ。これは多分、ヤシの実を取っ

て何かにするんだろうと思うんです、これ調べていない

んですけれども。ギンナンが、イチョウ並木ってギンナ

ンが落ちたらみんなが拾いに行きますよね。あれの先

手を打って、ヤシはこういうふうに実がつくんで、もう先

に取っている。多分これがずっと未来になると、こうい

うのが共創資産の生まれるときなのかなというふうに、

今思うと思います。こんな感じですね。ちゃんと実が集

まっているし、後から掃除しなくて済む。ヤシは植えた

ものなので、自然物ではないんですが、こんな感じで

いろんな知恵が時代時代で出てくるんだなと思います。

　今、高知県の大月町では、備長炭が生産されていま

す。もともと四国の南のほうから和歌山にかけて生育

するウバメガシというカシの木を使うのが備長炭で、

その場所じゃないとできないんですけれども、ここの大

月町では、こういうやり方では炭は焼いていなかった

そうです。それを生産者をつくろう、高知県の県の事業

で、高知の中で雇用を増やそうという事業があったん

ですね。その一つで備長炭の作り方を、親方を呼んで

きて、窯の作り方から教えてもらうというやり方を始め

ました。こうして窯をついて、生産者を１人ずつ増やし

ていって、生産をしている。これが窯の外ですね。もの

すごく大きいものです。２週間で木を詰めて、２週間で

焼き上げるという、とても時間のかかるものが備長炭な

んですが、大がかりです。芸北の山の中でやっているよ

うな小さい窯とは全然違いますね。

　こういうところも共創資産が今生まれるところなんだ

ろうなと。なぜかというと、今は、町内にある森全部の

木の量を量ることができますから、計画的にもう窯は

30基までというふうに決めているそうです。それ以上

窯を作っても、木を取り過ぎてしまうから、持続的な生

産ができない。なので、先にもう量を量ってですね。昔

はそういうことできなかったんですけれども、今はそん

な生産とか利用ができる時代になったということかな

と思います。

　事例としては、これ最後になるのかな。いいなと思っ

た事例です。

　これは中海ですね、松江市の。真ん中のほう、何台

か船が出ていて何かやっているんですけれども、こう

やって山盛り、海からすくっています、中海。これはオゴ

ノリという海藻を取っているんですね。オゴノリ、聞いた

ことありますか。多分ないと思うんですよ。オゴノリって、

汽水域にしか生えないそうです。海水と淡水が混ざる

のが汽水域ですよね。しかも、ある一定の塩分濃度し

の予算を聞いて800万円、びっくりした記憶がありまし

た。すごいお金が山に吸い込まれているなというふう

に感じたところです。でも、これは全国で起きていること

ですし、草原に限らず、先ほど見ていただいた里山とか、

いろいろな自然に僕らの税金が吸い取られているわ

けですね。そういう社会資本の喪失がいろんな草原で

起きている。これをどうにか変えていきたいなと考える

わけです。

　今までの草原サミットでも、草原を守るための労働

力をどうしようかとか、資金をどうやって集めようかとい

う話も過去にはありました。僕が初めて草原サミットに

参加したのは、たしか2007年の蒜山の大会のとき

だったんですが、岡山県の蒜山では、その当時、どう

やったらそういう資金が集まるかなという会話をした

覚えがあります。

　ただ、少し変わってきたのは、こういうふうなどう

やって労働力や資金を集めるかという話から、今は放

置された草原をもっと利用しようという議論に変わっ

てきましたよね。今回のメインテーマもそうですし、各会

場での分科会のテーマもそうなんですが、利用という

のがキーワードにもう既になっています。その利用が１

つの利用方法じゃなくて、前半で見ていただいたよう

な生態系との関係でもものすごくたくさんあるんですね。

よそでやっている利用をそのままぽんと持ってくるん

じゃなくて、まずはそこでの利用を考えていくのが大事

なんだろうと考えています。

　芸北では、こんなことを始めています。今までもボラ

ンティアで草刈り、ここにはカヤ刈りと書いていますが、

もともとは草刈りをしていたんです。草原を守るために

火入れ、山焼きができない草原をみんなで草刈りをし

ていたんですね。やぶになっていると刈り払っていたん

ですが、ここ数年は秋にはカヤを刈るようになりました。

そのときには子供たち、ついてきた子たちがこんな感

じで、もうすごく楽しそうに遊んでいます。最近の子はイ

ンスタグラムもやっているので、こういう映え写真を

撮ったりして遊んでいます。このときは子供が撮ったん

じゃないですね、カメラマンが撮ってくれました。

　こうして集めたカヤがどこに行くかというと、すぐに

屋根に行くんじゃなくて、市場に集めるようにしました。

これ名前、茅金市場と言います。カヤがお金になるので、

茅金市場。単純な名前ですね。こういう市場をつくって、

そこに出荷している。これはボランティアの人だけじゃ

なくて、地域の住民の方ならどなたでも、地域住民と

いっても、もう持って来ていただける方からどなたでも、

この日のこの決まった時間に持ってきてくださいという

ことで、１年に１回だけ市場を開けています。この日に

地域の人がみんなでカヤを運んで持ってくるわけです。

　この建物は、もともと小学校の体育館でした。学校の

統廃合によって、ここは閉校になったので、そこの中に

鋼管を組んでカヤを置けるような場所を作りました。こ

れを持っていくとお金がもらえます。だから、地域の人

は持ってきてくれるんですね。

　もらえるお金は日本円じゃないんです。せどやま券と

いう地域通貨なんですね。この地域通貨、名前はせど

やま券です。単位は石、１石が１円なので、この見えて

いる券は千石、1,000円として地域の中で使われます。

有効期限もあります。６か月以内に使わないといけな

い。６か月の間ずっと持ったままだと、これ紙切れに

なっちゃうんですね。だから、みんな使います。しかも、

地域の中で使いますから、地域の商店にお金が入る

わけですね。こんな感じです、使用例ですね。こんな感

じです。地域のみんなで集めたせどやま券でちょっと１

杯やりましょうかというところですね。最初はガソリンと

か農機具とか、農機具屋さんとかいろいろなところで

使えます。アイスクリームを食べたり、温泉にも入ったり

できます。

　集まったカヤは、屋根の修復に使われます。北広島

町内、数は少ないですが、かやぶき屋根の民家と、あと

展示しているカヤぶき建物があるので、そこに使われ

ますね。地元のカヤを使って、地元の屋根が張れる。

　これ広島県には、国の文化財になっている建物もあ

るんですけれども、町外にこうしてカヤが運ばれて使わ

れることもあります。

　ちょっとまとめてみますね。

　草原、ススキの草原からカヤが集められて、そこに

地域通貨を支払うと、地域の中をお金が循環していく。

そして、集まったカヤはかやぶき屋根の現場に出荷さ

れて、そこから収入が入ってきます。その収入の中から

地域通貨の交換としてお金が支払われます。収入のほ

うが買入れのカヤより多い……、仕入れの値段よりも

販売の値段のほうが高くしてあるので、これは茅金市

場のボランティア事業ではなくて、ちゃんと収益を上げ

ている活動になります。具体的には、３束持ってきてく

れたら1,000円、20センチだったかな。規格はこのパ

ンフレットの中の１ページ目に書いています。３ページ

目ですね。藝州茅の規格ということで、こんなカヤを

持ってきてください、こんなカヤを持ってきてくれたら、

今の値段は３束でせどやま券１枚ですね。販売のほう

は基本価格が１束850円です。高いですか……、そん

な感じで流通しています。

　こういう仕組みが回ることで何が起きるかというと、

草原ですね。先ほどから話になっている野生生物、草

もあるかもしれないですが、動く根拠がないと、僕らは

動いちゃうと、税金使ってお仕事しているので、皆さん

のお金を適当に使うわけにはいかないので、なので、

まずは条例をつくってみて、こういうことをしていきます

よというのを考えました。

　そういうものとか、あとはこの画面の真ん中にあるの

が町の全部の生物のデータを調べました。静岡県は博

物館があるんですが、広島県は博物館はないんです

ね。静岡県の博物館に行くと、どこにどの植物があるか

というのが全部データとして調べられています。もちろ

んここの東伊豆町も残っているので、それをもう１回、

町レベルの資料として１回起こしてみることはとても大

事なことかなと思います。北広島町はなかったので、実

際に何年もかけて調査をしました。

　それでもう一つがレッドデータブックです。これは、

レッドデータブックというのは環境省も取りまとめてい

ますし、県も取りまとめていますが、町は町として取りま

とめました。この理由はなぜかというと、国とか県では

一般的な種類であっても、町の中では希少な種という

のはあるんですね。ほかのところではたくさんあるけれ

ども、うちの町にはほとんどいないよ。あるいは逆によ

そには希少かもしれないけれども、うちにはたくさんい

るよ。そういうものをちゃんと見るためには、町レベル

でこういう資料とか、あるいは条例というのをきちんと

整備していくことが大事だろうなと思っています。そう

いうことで作りました。

　じゃその北広島町、どんなところかというと、西日本

ですね。面積は646平方キロメートル、標高が200か

ら1,223メートルなんで、海がありません。人口は１万

7,937人です。東伊豆町と比べてみますと、面積が東

伊豆町77.8平方キロメートル、これはホームページ

で見させてもらいました。標高は、海があるゼロメート

ルから、万三郎岳が一番高いんですか、これ合ってい

ますか、地図で見たんですけれども。1,400メートルあ

るんですね。何かこれを見て、おおってやっぱりちょっ

と興奮しました。噴火と造山運動でぐいっとこんなに海

から近いところで高い山もあるんだな。あと、人口は１

万1,701人です。北広島町はもともと４つの町が合併

してできたんですが、今日お話しする事例は芸北地域

という一部地域のお話です。この高原の自然館がある

のも芸北地域です。

　芸北地域の面積は253.6平方キロメートル、それで

もやっぱりちょっと広いですね。標高は420メートルか

ら、一番高い山があるところです。人口は2,011人、も

のすごく少ないですね。東伊豆町よりも面積としては３

倍ちょっと、3.5倍ぐらいあるのに、人口は５分の１以

下。もう本当に過疎のところです。

　その中で、まずは町同士の植生、植物の様子を見て

みると、北広島、これ実際の大きさの比率を同じにして

います。イメージが湧くかなと思います。でかい町です。

こんなに大きいのに市じゃなくて町ですね。全国平均

と比べてみると、特徴的なのは、まずどちらも森林が多

いですね。自然林は北広島町が多いです。東伊豆町は

どちらかというと植林の比率が北広島町よりも多くなっ

ている。二次草原、これはいろいろなものが混ざってい

るんであれですが、これはどちらの町も全国平均よりも

少し多くなっていて、農耕地が全国平均より少ない。市

街地、このグレーのところが市街地ですが、市街地は

東伊豆町は全国平均に近いような形ですけれども、北

広島町は市街地はあまりないという違いがあります。

海もないんですね。山の中の町です。

　そこで行われている芸北茅プロジェクトというのを

紹介します。これは多分、ちょっといろいろ参考になる

のかなと思って、このプロジェクトがあったので、今日

しゃべりなさいと言われたのかなと思っています。

　芸北にはこういう山があります。ここは山焼きをして

いるところですね。ずっと昔から放牧とか、草を取った

り採草が行われていた山で、雲月山と言います。この山

はササユリというこのユリが咲いて、これは町の花にも

なっています。隣町の花にもなっています。そのぐらいこ

の地域ではササユリが愛されていて、身近な花なんで

すね。

　こういう草原は何であったかというと、ここの草原が

利用されていた時代があって、例えば堆肥とか山菜と

か、飼料、敷き草、屋根材、それからここで遊んだり、薬

草を取ったりという、いろんな恵みを山から受け取っ

ている。だから、毎年地元の人はこの山を焼いていた

わけなんですね。

　ところが、今、山が放置されています。この雲月山も

半分以上が放置されています、一部で山焼きを始めた

んですけれどもね。放置されるとどういうことが起きてく

るかというと、これは一般的な話ですが、まず、生態系

サービスが低下していく。草原から得られていたもの

が得られなくなるし、景観も悪くなるし、絶滅危惧種の

増加、増加という意味は、今までは普通にいたものが

絶滅危惧種になっていくという意味です。

　そこで何とかしないといけないということで、例えば

ボランティアという形で労働力を集めてみて、みんなで

山を何とかしましょうということをしてみたり、あるいは、

そこに行政などから資金を投入して、補助金によってこ

れを解決しようということが各地で行われています。た

しか前回、こちらの東伊豆に来たときに、年間の山焼き

あと、カヤプロ銀行というのもやっていて、３年生の授

業ではバザー活動をするんですが、最初に商品の仕

入れとかにお金が要るので、貸付けをやっているそう

です。それから、豪雨災害の被災地に寄附をしたり、こ

れを子供たちは自分たちが草原の資源を使って稼い

だお金でやっているということですね。

　こんなふうに共創資産というのは、多分、全国各地

でつくられていますし、それをまねしていくことが大事

なんだろうなと思うんです。小さいことですけれども、例

えば阿蘇で使っている火ぼてというのも、これをボラン

ティアの人たちが自分たちで作って、自分たちが使える

ようにならないと、阿蘇の火入れには参加できないん

ですね。野焼き講習がたしか２日間あるんでしたよね。

○会場より　（「今１日」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　今１日ですか。ちゃんと講座を受

けて作って参加していくことで、共創資産が受け継がれ

ている。

　あるいは、上ノ原のほうに行ったときには、茅刈り講

習会というのに参加させてもらいました。大学生とかい

ろんな人が参加していたんですけれども、そこで今度

は御殿場のほうから……

○会場より　（「ここからがこういう感じで、大体うち

のほうじゃ足でやっちゃうもんで。これで１束ですね、う

ちのほうでは。この一番下の目盛りが一番小さい束の

位置で、これで１束。ちょうど……」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　この人、なかなかほどけなくて、

結んでくれなかったんですけれども。こういう形で受け

継がれていたり、地域から地域に共創資産が技術移転

されていますよね。

　あるいは、これはカヤぶき技術の伝習施設、大内宿

というところ、福島県ですね。そこでは、廃校になった

学校の中にこういう屋根ふきの、屋根を小さいのを

作って、こうやってカヤをふく方法を体験したりしてい

ます。地域にはカヤぶき職人がたくさん生まれているそ

うです。こういう景色が残っているところで、観光客が

たくさん来るところですね。それを支えるための倉庫も

きちんと造っていて、下を空気が通るようになっていた

りとか、カヤのサイズに合った高さにしていたりとか、

いろいろな工夫が見られました。

　これは和歌山県の大学生がやっている、生石高原の

人たちがクラウドファンディングで350万集めています。

これでカヤを刈ったりする資金にしたいという活動を

しています、大学のサークル。

　そろそろちょっと事例としては最後になるんですが、

これは諫早市の岩谷口の草原です。この草原、ちょっと

写真があれで見にくいんですが、この煙が出ていると

ころからずっと全部斜面が草原です。ここもすごいです

ね。ここの火入れはすごく珍しくて、ちょっと写真で見て

いただくと、集落の人たちが作っているのは火をつけ

るための道具です。竹の筒に１つの節だけ穴を開けて、

中に油を入れています。そこにわらを刺しているんです

ね。そのわらを刺して、これを軽トラに乗せて持ってい

くと。こんな感じで火をつけています。何か油をぴゅ

ぴゅっと出しながら火をつけています。これが火入れ

の風景ですね。

　でも、ここで注目すべきなのは、この火のつけ方も面

白いなと思ったんですが、こっちの動噴です。軽トラに

乗せられた動力噴霧器。火入れのときには、この動噴

がついていって、ずるずるっと引っ張って、この水槽か

ら水をまくと。つけて、ちょっとでも広がりそうだったら、

すぐ消していくんですね。これが非常に効率的で、ここ

の集落は十六、七人で火入れをしていました。たった

十六、七人であの広さができるのは、こうやって軽トラ

が道路のほう、これは斜面の下部の道路ですが、そっ

ちの道路はもちろん、斜面の上にもこういう軽トラが入

れるところがついていて、山と、ここまで木が出ている

んですよね。炎が上がったら燃えそうになるわけです

けれども、もうすぐばあっとかけて消せる体制にあると。

だから、少人数で山焼きができるわけですね。

　ここには多分、ヒントが詰まっていて、誰でも焼ける

ようにならないのかなといつも僕は考えているわけで

すけれども、秋に防火帯、焼いていない草原は防火帯

焼きを始めてみるかな、これはうちのほうのことです。う

ちのほうは防火帯は焼かずに、当日、草刈りをするだ

けなんですが、これ防火帯焼きも、安全にするために

は大事なことかなとか。あるいは防火帯に車両が入れ

るようにしてみるというのが今のことです。

　もう１個、これは何か昨日、夜に思いついたんです

が、車両が入れる道路は難しいけれども、水が回せる

パイプを通しておいて、山水を引くのに黒いパイプとか、

農業用に売っていますよね。あれを回しておいて、何か

所かに蛇口じゃないですけれども、出るところをつけて

おいて、山焼きの日だけポンプでばあっと水が回るよ

うな仕組みにしておけば、ここはちょっと、細野高原は

広いですけれども、うちのほうにある山ぐらいだったら、

全部回すのにそんなに広くないなとか思ってみたりし

ました。とにかく山焼きをどうするかというのはとても大

事なことだろうなと思っています。

　事例について最後だったんですが、東お多福山の

保全ですごく僕が影響を受けたというかびっくりしたと

ころです。ここは都市の中にある草原なんですけれども、

みんなこれしゃがんで、鎌とかはさみでちょきちょきサ

サを刈っているんですね。この光景を見たときに、僕は

すごいなと思いました。でも、ちゃんと人間の力で刈り

切れました。作業が終わったらこんなきれいになって

いたんですけれども、その一角で何かやっている人が

いたんです。この人が何かしゃがみ込んで、ススキを

ずっと集めていたんですね。このカヤを、たったこの日

はこのぐらいでしたけれども、みんなで持って帰りまし

た、カヤぶきにするんだと言っていました。何年前だっ

たかな、随分前だったと思います。サガラさんという人

なんですけれども。それで、なるほど小っちゃくても、地

域でこうやって使い始めることがまず大事なんだなと

思って、たった数束であるんですが、その数束はきちん

と集めればちゃんと屋根の上で何年も役割を果たす。

そのときに、今のサガラさんの風景もそうなんですが、

もう１個気になったのが……

（保全活動中の太鼓の音）

これだけなんですけれども、何か愉快だなと思って、こ

ういうのっていいなと思いました。でも、これを言葉に

するには、何かうまく言えないし、何かのためということ

でやったわけでもないんだけれども、多分、人間ってこ

ういう浮かび出てくるものがあるし、そういうところが草

原の中に出てきたというのがすごくいいなと思ったとこ

ろです。

　そういう草原がいろんなところにあって、景色だけ見

ても、とてもきれいですよね、曽爾高原、奈良です。今か

ら分科会がある真庭の蒜山、遠くに大山を臨んでいる

広い広い草原ですね。それから、もちろん阿蘇、とても

広くて、阿蘇の中にもいろんな草原があるし、東伊豆町、

懐かしい草原で、僕は明日行くのをとても楽しみにして

います。オンライン参加ですよね。ここには大事な湿地

もある。

　こういう草原が全国にあって、そんな話ができて、ま

たどこかで太鼓の音が聞けるのかなとちょっと楽しみ

にしてるところです。

　まとめます。

　あまり大したまとめじゃないんですけれども、草原で

は地域の自然と人が互いに関わりながら、共創資産が

生み出されてきました。これが今日の話の主なところで

す。これは草原だけじゃなくて、いろんな生態系といろ

んなその地域とが関わりながら、その地域に独特の知

恵や技術がある。

　２番目に、その時代ごとに知識や技術を集めながら

積み重ねていくものが共創資産で、その知識や技術を

交換するのが多分、今日なのだろうなと思っています。

各地で話がありましたし、今日は皆さんに芸北の茅プ

ロをはじめいろんなことを聞いていただきました。

　その最後に見てきたような、人間だからこそ生み出

せる美しさというのが一つ草原を体現してくれている

のかなと思って、大事にして生かしていきたいですよね。

　以上で終わります。

　最後に、いろんな方に今日のスライドを作るにあ

たって協力いただいています。特に今回の大会を開い

ていただいた東伊豆町と、それから日本の各地の草

原の方に感謝します。どうもありがとうございました。

（拍手）

○司会　白川先生、どうもありがとうございました。

　学芸員のお仕事の視点での全国の事例のご紹介で

すとか、あとは自然と人間、自然と社会の関わりから生

まれる、今日初めて聞きましたが、共創資産というお言

葉ですとか、中学生の取組ですとかいろいろ興味深い

お話をしていただきました。

　ちょっと時間があまりありませんが、お一人でもお二

人でも、もし今日お話しいただいたことでご質問等あり

ましたらいかがでしょうか。

　この後もですね、この次のパネルディスカッションの

ほうも、白川先生にコーディネートをしていただきます。

お手元には質問の用紙もお配りしてありますので、今

の基調講演のことも含めてで構いませんので、そうしま

したら、次のパネルディスカッションで質問等をしてい

ただければというふうに思います。

　先生、ありがとうございました。

　改めまして、感謝の拍手をお願いいたします。（拍手）

○講師（白川勝信）　どうもありがとうございました。

○司会　それでは、続きまして、休憩を取りまして、10

時35分からパネルディスカッションのほうを始めたい

と思います。準備の関係もございますので、35分まで休

憩とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

原の生物の保護とか草原の景観の保全とか、獣害抑

止といったような多面的機能が山で発掘される。お店

にそのお金が行きますので、地域経済が少しでも活性

化する。そして、文化の面で言えば、カヤぶき建築がそ

れぞれ保存されたり、技術が伝承されたり、村落の景

観が保全されるという文化の伝承があります。

　どのくらいのこれ金額回っているかというのを見て

みると、そんなに大勢ではないですよね。2015年から

始まって、最初は持ってきてくれる人が５人で、集まった

カヤも100束でした。２年目は６人になって200束に

なりました。すごい増えましたね。３年目は９人で234

束、８人、10人、14人と増えていって、持ってきてくれる

人がどんどん増えている。2,000人、約1,000戸の集

落ですから、10戸で１％なんですよね。1.4％の人が

持ってきてくれるということになります。それで集まった

カヤを販売して、売上げが下のほうに書いてあります。

この売上げの金額は、ばらばらなんですけれども、実

は最初の年はカヤの束をすごく大きくしていたんです

ね。それで、すごく束数が少ないけれども、金額が大きく

なっています。

　この下に１行ちょっと付け足しますね。

　現在の学年と書かれています。これ何かというと、茅

金市場は中学校の活動としてやっています。中学校２

年生が茅金市場を運営しているんですね。今、その子

たちが学年で何年生になっているかというと、一番最

初に茅金市場を実行した子は今、大学２年生になって

います。この時間間隔って結構大事だと思うんですよ

ね。子供はずっと子供じゃなくて、これを知った子が今

何歳か。

　ちょっと茅プロを通じた中学生の学びを見ていただ

きたいと思います。

　茅プロ、事業としては最初こんな感じです。これ中学

生ですね、もう大人みたいですけれども。カヤを刈りま

す。みんなで束ねます。最初は下手くそですけれども、だ

んだん上手になります。途中でカヤぶき職人さんから

指導を受けて、こんな曲がったのは駄目だとか、ちょっ

と細過ぎるとか、先がそろっていないとか、束ね方を

ちゃんと指導を受けるんですね。それを運びます。実際

に自分たちでも刈るんですが、大事なのは受入れのほ

うなんですね。茅金市場での運営は、中学生がやって

いますと言いました。中学生が地域の人にチラシを

配ったり、声をかけたりして、家の近くにあるカヤ持っ

て来てくださいねというふうに言うんですね。そうした

ら軽トラに積んで持って来てくれるので受け入れます。

みんなで運びます。規格に合っているかどうかをちゃん

と調べながら受け入れています。曲がったカヤは使え

ませんから、これは駄目ですよっていうのはちゃんと言

わないといけないんですね。これ結構ハードルが高い

んですが、先生に手伝ってもらったりしながら、こうい

うのは駄目ですよということをちゃんと言う、これも学

習です。こうして何束あるかというのをちゃんと数えて

いる役割の子もいて、それぞれの子がそれぞれ役割分

担しています。車の誘導をする子もいます。

　こうして受け入れたカヤをどんどん並べていくわけ

ですが、もう当日は先生たちも総出で、総出じゃないか、

先生たちもやってきて、なかなかあまりない光景かなと

思います。

　せどやま券の発券も中学生がやりますね。ちゃんと

数を間違えないように数えて、券の枚数をカウントして

いきます。これ中学生の側が券を支払うほうですね。こ

れを渡していくと。地域の人に渡っていく。何かほっこ

りしますよね。地域の人が持って来て。

　実際に子供たちがお金を触ることで、先ほどのこの

全体像にもう一つ、教育の側面が加わるんですね。地

域資源への気づきとか、カヤってお金になるんだな。

あんなどこでも生えている草なのに、草原ってそんなに

価値があるものなのとか、あるいはお金をちゃんと

使って、商品とお金をやり取りする、あるいはカヤを販

売するとかっていう話を通じて、ちゃんと経済に関わる

んですね。これが大きな学びになります。これが次世代

の担い手育成につながる。

　今、大学２年生の年齢になっていますから、これから

どうなるかというのがちょっと楽しみなところです。

　実際の成果としては、昨年は14人から591束受け

入れて19万7,000円を、約20万円分発券しました。授

業やＰＴＡ活動で自分たちで250束を収穫したので、

71万円余りで販売したいなと思っているところです。ま

だこれは販売中ですね。その差額の50万円ぐらいは

自分たちの収益になって、教育活動に使うと。刈った

カヤは文化財建築の補修なんかに使われて、結果とし

て草原も守られる。僕がやりたかったのは草原の保全

なわけですが、仕組みをつくることで、その草原が守ら

れるという、そういう形になっています。

　ちなみにお金、何に使っているかなんですけれども、

まずは中学校に冷水機を設置したりとか、最近暑いで

すからね。ウォーターサーバーを自分たちで買ったり、

修学旅行に資金助成として、これはＰＴＡのほうから保

護者に対して１万円ずつだったかな、去年は。お金が

支払われます。修学旅行で校長から給与が支給されま

す。これはちょっと内緒にしておいてください。サプライ

ズでバスの中で給料袋が配られるんですね。自分たち

が働いて稼いだお金が自分たちのところに戻ってくる。
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維持活動に携わる一方、携わっただけの対価を受け

取る、あるいは携わった人が対価を実感しているのか

という話がありました。こちらの細野高原は、地元の集

落の方たちが山焼きをされていますので、その方たち

がちゃんと対価を実感されているのか、あるいはそこ

に税金を使っているわけですから、町民の皆さんがそ

れを実感しているのか。そういうことが前回議論に

なったと思います。それからどう変わったのかというの

は後のパネルディスカッションで聞かせていただきた

いなと思っているところです。

　前回のテーマは、忘れられた草原の再発見、その保

全と活用ということで、生物多様性、外来種、シンニュ

ウが間違っていますね、これ。広島ならではの間違い

ですね。外来種侵入……、深入山という山があるんで、

草原の山です。草原のやぶ化、森林化など、草原の質

の問題について共有されていない。草原の生物多様性

はどうなっているんだろう、景色としてはいいけれども、

本当にそこは価値があるというのが認識されているの

かというところの問いかけと、もう一つが草原を守るこ

とによる生態系サービスや経済的恩恵を享受する仕

組みがない。これについても話がありました。その後、

たしか僕が記憶しているのは、都内の電車のつり広告

に草原のことがかけられたりというＰＲをされたりとか、

あるいは入山料を早い段階から取り始めた、草原では

あまりないのかなと思いますけれども、そういう事例を

先立ってされたという記憶があります。今日はそういう

話もまた後で聞かせていただきたいなと思っていると

ころです。

　そして今年、2021年のテーマですが、今回はオンラ

イン開催ということで、ここの東伊豆町、それから阿蘇、

そして蒜山のほうでも分科会が開催されます。大きな

テーマは、未来へつなごう！壮大な海すすきの草原、そ

して、分科会のテーマは、保全・利用・継承、草原の公

益的機能について、それから、茅の利用と草原保全と

の関わりということで、どちらかというと今、草原に話題

になっているのは茅の利用とか、利用ですね、利用と

か草原の機能というところにだんだん目が移ってきた

のかなと思っています。

　先ほど課題として示されていた２つのことですね。２

つ目は、そういう利用とか、草原の価値をどう実感する

かという話だったんですが、もう１個、１個目の草原そ

のものの価値というのが果たして僕らは認識されてい

るのか、希少生物とかですね、生物多様性のほうが認

識されているのかどうかというのは、これはむしろ草原

を研究する研究者が発信できているかどうかというこ

とになるので、ここ地元でも内山さんとかを中心にいろ

んな研究が進められてますし、今から継続的にやって

いって情報を出していかないといけないだろうなとい

うふうに思っています。

　今日こちらに呼んでいただいた縁というのが、僕ら

は草原研究グループというのを組織しています。西日

本草原研究グループというのを組織して、これは蒜山

で調査しているんですね。これだけキキョウがあるとこ

ろも珍しいです。自生のキキョウがたくさん咲いている

んですね。僕たちは大体、10年前ぐらいは月に１回集

まって、あちこちで研究していました。例えば３月は学

会で岩手県に行っていたんですけれども、十和田湖畔

までちょっと車で走っていっていました。何かこんな雪

があるのに、ちょっとでも空いていれば何か探したくな

るのが僕らの常で、このときは、東北のほうに行くとフ

キが大きくなるんですね、フキノトウも大きいのでびっく

りしました。あるいは大阪の吹田というところで、町な

かで調査をしたりしています。こんな住宅地の中なん

ですが、ここの草原は、もうここの土地が売れてしまっ

たら生き物がいなくなる。こんな町なかでも希少種とい

うのはちゃんと残っているんですね。ずっと管理がされ

ていれば、何ていうかな、開けた環境があって、継続的

に管理がされていれば、そこに生き物が残っていると

いうことが分かっています。それをじゃどうするかとい

うのは次の問題なんですね。

　画面共有が止まったんですが、大丈夫ですか。

○スタッフ　一度ちょっと。

○講師（白川勝信）　共有の再開、これですね。すみま

せん。写真を今、見てもらう……、まだ、すみません、声

だけ聞こえていたみたいで申し訳ない。

　吹田の草原はこんな感じです。

　僕たちは草原研究会なんですが、僕自身は高原の

自然館という博物館に勤務しています。学芸員という

仕事をやっていまして、会場の皆さんの手元には、この

高原の自然館のパンフレットが手元にあると思います。

とてもとっても小さな建物なんですが、博物館。博物館

はこの辺には何かあるんですかね、ないですか。静岡

○司会　それでは、ただいまより白川勝信さんによる

基調講演となります。

　白川先生は、生態学をご専門とされ、2003年より広

島県北広島町の芸北高原の自然館に学芸員として勤

務されております。現在は、湿原、半自然草原、里山林

など、地域の人間活動によって維持されている生態系

の保全をテーマに活動を展開されています。子供、事

業者、行政、ボランティアなど様々な主体による自然へ

の関わり方を見直し、新たな仕組みを組み込みながら

地域と自然を将来に残していく道を模索されておりま

す。2017年には、第１回ジャパンアウトドアリーダーズ

アワード大賞を受賞されるなど、草原をはじめとする

様々な分野での活躍をされています。

　それでは、早速でございますが、基調講演のほうをよ

ろしくお願いいたします。

○講師（白川勝信）　こっちはマイク持っていていいん

ですよね。じゃちょっと話させて……、その前に写真を

撮らせてください。何ですかね、向こう側にいる人は多

分、会場の様子が分からないと思うので、ちょっと撮ら

せていただきます。今、配信はもうされているんですか。

ありがとうございます。

　よろしくお願いします。白川です。

　今日、80分くらいお話しさせていただくと思いますん

で、よろしくお願いします。

　こんな感じですね、見えますかね。見えますかねって

いうと、ライブ配信している相手の人から返事がない

んで、分からないんですが、会場にいる人はこんな感

じです。東伊豆町ですね、いろんな人が来ています。

　これは08年の東伊豆のサミットです。全国草原シン

ポジウム08ｉｎ東伊豆ということで、今年の草原サミッ

ト・シンポジウムは１年間延びたんですけれども、本当

は2008年に一度サミットをやる予定だったんですよ

ね。それがあったので、僕としては、ああようやくここの

東伊豆でサミット開催できて、本当にうれしいなと思っ

ています。今回もここに来るのを楽しみにしていまして、

駅前のキンメダイのオブジェをまた見れるかなと思っ

たら、キンメダイのオブジェがなくてですね、それで

実は自分がこうやって回している写真がなかったんで

すよ。だから、今回こそはキンメダイぐるぐるやるぞと

思って、なかったんで、ああと思っていたら、移設されて、

この役場の真向かい側の海の近くにありましたんで、ぐ

るぐる回させてもらいました。ちゃんとヒレも動きました

ので、東伊豆に来たことがない方はぜひお立ち寄りく

ださい。

　役場のすぐ横には朝市があって、前回はこの朝市に

寄らせていただいて、たくさんの海産物が売られていて、

やっぱり海の近くだなというふうに感じました。本当に

懐かしい、懐かしい町で最高でした。

　前回もこうやって細野高原の上に登って、たしかここ

は塩坂さんから教えてもらったフライトをしているとこ

ろですかね、パラグライダーが飛ぶところで、何かこん

なこともできるのかなという、草原っていろんなことが

できるんだなということをそのときに感じました。とにか

く広くて一面ススキで、上から見れば海が見えるという、

すばらしいロケーションだなというふうな記憶があり

ます。

　今日は、僕、一番最初に話させてもらうので、前回い

ろんな写真を撮っていて、どっちかというと食べ物とか、

さっきのキンメダイの写真とか草原の写真とか、花の

写真が多かったんですが、会場で１枚だけ写真を撮っ

ていました。これどなたのスライドか分からないんです

けれども、こういうことが課題の提起というスライドが

あったんですね。山焼きによって、草原という景観を維

持することだけで十分なのかという問いかけと、草原の

造ってくださいと言ったわけじゃないですね。そうやっ

て造っても多分残りません。ここを残すのは、牛を入れ

る。これが残すための策。一つ一つの景色に一つ一つ

のできてきた履歴がある。それをどう読み解いて、それ

をどうつくっていくか、これがフィールドミュージアムの

学芸員の１個の仕事です。

　美人林といって、ブナ林と言えば白神山地のブナ林

も有名ですが、日本の中で有名なブナ林を幾つか上

げていくと、出てくるのがこの新潟県の十日町市にある

美人林のブナ、ここにも博物館があるんですけれども、

その裏山です。このブナ林はブナが細いんですよね。

東北のほうとか、ブナ林って割と広島のほうだととても

珍しい、原生林というイメージなんですけれども、東北

のほうに行くと、森を伐採して何もしないとブナがこう

やって生えてくるそうです。長野県とかも結構こういう若

いブナの林があるんですね。だから、もしこの美人林

のブナ、こんなブナ林を維持しようと思ったら、ある時

期にここを全部伐採すればいいということになるんで

す。そういうふうに人間の働きかけと風景とか自然とい

うのがお互いに行ったり来たりの関係にすると。それ

を一歩ずつ読み解いていかないと、その自然をどう残

すかとか、活用するかという話に行き着かないんです

ね。例えば棚田なんかもそうですね。こういうところに

コンクリートじゃなくて、斜面を造って水路を造ると、生

き物がそこにたくさんくる。

　これは四国中央市、愛媛県の写真ですが、僕はこの

写真がとても好きです。「ウォーリーを探せ！」という絵

本をご存じですか。すごくいろんな絵が描いていて、そ

の中にたくさんの人物が描かれていて、いろんなことを

やっているんですけれども、その中にウォーリーが１人

だけいるという絵本があるんですけれども、この写真を

見ると、何かさっきの例えば棚田だったら田んぼが広

がっているし、干潟だったら水と土が広がっている。こ

の中を探していったら細かいものがたくさんあるんで

すよね。ここは四国中央市の大歩危小歩危とか、祖谷

とか、四国は急な谷が多いんですけれども、山の向こう

のほうを見てみると、隣の集落が山に張りつくように家

が建っているんですね。あそこ人が住んでいるんです。

だから、隣の家に行こうと思ったら、すごく斜面を上り

下りしないといけないし、こちらから見えるあの家まで

も、１回下まで下りて上がっていかないといけない、そ

ういう地域です。こういう傾斜の急なところでは、どうい

う農業をされているかというと、狭い中にいろんな作物

を作っていらっしゃいます。

　これ１軒のお宅でされていると思うんですが、そして

ここで特徴的というか、特産なのがお茶なんですね。

この斜面のところのきれいに植え込まれている、これが

お茶です。

　もう一つ目を引くのが画面真ん中ぐらいに三角の

立っているのがススキですね。すすきの三角の山形の

が見えますかね、これですね、これです。これはコエグ

ロと言うのかな、肥料にするための役割が１つありま

すが、もう一つ大事な役割があって、こういう斜面だと、

何もしないと、土がどんどん剝がれてきちゃうんですね。

だから、こういうススキを置きます。特にお茶畑の下に

もこうやってたくさん続いています。

　先ほど、こうやって人間が関わってつくられたフィー

ルドというのをどうやって守っていくのかなというのが

とても大変なんですが、ものすごく面白いテーマだなと

僕は思っています。どうですか、面白くないですか。草原

もその一つだってなるんですよね。

　お茶畑、静岡県の掛川市というところもとてもお茶が

有名なところで、新幹線からもよく見えるところですが、

ここでも草が使われています。茶畑があって、手前のほ

うに結構、草地がありますよね。ここ、これ見たことあり

ますか。通っていたら見える……、あそうか、ここ静岡

だよね。そうだ、何か静岡、それはそうだ、何を言ってい

るんでしょう。もちろんご存じですよね。あの「茶」という

字の近くは草が植えられていて、そこの草もちゃんと敷

き草に使われているんですよ。そうか、僕、今日、釈迦に

説法みたいな話を今からするかもしれないですね。

　静岡の茶草場農法というのは、世界農業遺産に指

定されています。その中でお茶のパッケージの裏側に

こういう葉っぱがついていて、この葉っぱが３個なら、

認証制度をつくっているんですね。生物多様性貢献制

度というのをつくって、３個だったら貢献度が高いです

よ、２個、１個ということで、そういうお茶の味とか値段

とかという別の価値をお茶につけています。そうするこ

とで、わざわざ草を刈って、そこの草地ができることで

生きる生き物を守っている農業ですよということを知ら

せながら、お茶の生産ができるようにしている、そうい

うところです。

　そうか、静岡でしたね。でも、静岡の茶草場と同じよ

うに、にし阿波の傾斜地農耕、また四国に戻ってきたん

ですが、徳島県でされている傾斜地農耕というのも、こ

れも世界農業遺産に指定されています。こういうところ

ですね、もう斜面です。さっき写真で見ていただいたよ

うな、隣の集落に行くためにものすごく行かないといけ

ないとか、家と家がもう斜面に張りつくようになってい

る。こんな感じですね。これ別にあまり誇張しているわ

けじゃないです。ここに立つと、カメラをどの角度が正

しいのか分からなくなるぐらい傾斜が急なんですけれ

の県立博物館はすばらしい大きな博物館がありますよ

ね。博物館の仕事というのは４つあります。あそうか、伊

豆にもあれがありますね、動物園がありますね。動物園

も博物館の一つですね。

　博物館というのは４つの仕事がありまして、資料を

集めて、資料を保管して、研究して、展示・公開します。

これが博物館の責務で、学芸員の仕事ですね。最近テ

レビでも割と「ブラタモリ」とかですね、学芸員の人が

出て来てしゃべったりとか、あとは何かクジラが打ち上

げられたり、リュウグウノツカイが上がったり、ダイオウ

イカが出てくると、何かよく学芸員の人出てきますよね。

ああいう人に資料をとにかく集めていって保管する、あ

るいは美術館にも学芸員というのがいます。美術品を

集めて保管して、研究して展示・公開する。この４つを

やっているのが博物館の仕事です。美術品を集める美

術館、動物を集める動物園、水族館、あるいははきもの

博物館、鉄道博物館、切っ手の博物館ですね、いろん

な博物館があるわけですが、基本的にはこの４つをや

ります。僕はフィールドミュージアムと言って、フィールド、

つまり外の、どういうんですか、野外を博物館と見立て

ているので、町全体が博物館だという言い方をしてい

るんですね。それどうなるのかというと、野外を建物の

中に集めることはできませんから、地域に関する情報

を集めて、地域を保全して、地域を研究して、地域を展

示・公開している。例えば細野高原という地域、ここに

関するいろんな情報を集めて、そこを保全して、そこを

研究しながら、そこの情報を発信していく、そういうの

が学芸員の仕事になると思います。

　今日はちょっとこの学芸員の視点というのを皆さん

と共有できたら、草原のことについて少しヒントになる

のかな。

　植物を保存するためには、例えば植物園は栽培をし

ますよね。博物館だったら押し花を標本にしたり、ため

るんですが、フィールドミュージアムはどうするかという

と、その草原をどう守るかということを常に考えていま

す。僕も頭を悩ませています。特にその場所をどうやっ

て保全するのかとか、今日のテーマでもありますが、ど

うやって展示・公開、つまりみんなに活用していくのか。

保全したり活用したりというのは、大きなテーマだし、

正解がまだないものですね。

　例えば、ここからは写真をちょっといろいろ見ながら

お話ししたいんですが、この夏、僕は八ヶ岳をちょっと

歩いていたんですけれども、八ヶ岳というフィールド、こ

れを保全しようと思ったら、どうするかな、考えると、もう

ここを例えば保護区にする。それ一つの方法ですよね。

あるいは歩く道筋を１つ決めて、ここからはみ出ないで

くださいね。そうしたら、こういうコマクサとか、チシマ

ギキョウは守られるかもしれない。人間が何も関わら

ないということですね。

　八甲田山も登ってみました。八甲田山って、名前は聞

いていたんですけれども、行ったのはこのときが初めて

でした。こんな雪の中をガイドの人と一緒に歩いたん

ですけれども、これを保全するといっても、人間がどうこ

うするレベルのものじゃない。何もしなくても、この景色

は多分残っていくんだろう、雪の上ですからね。

　こうやってエビの尻尾と呼ばれるような、これをじゃ

博物館に持って帰れるか、これ展示・公開できないで

すね。気温が低いところで風が吹きつけるからこういう

氷の形ができる。だから、人間にはまずつくれないとい

うのは、そういうところは残すといっても、そのままにし

ておくか、温暖化を止めましょうということをするしかな

いんです。片方で、今日のお話のメインは、人間がいな

いとなくなっていくフィールド、こちらのほうが、どういえ

ばいいのかな。関わりを続けるということで、やりやす

い面もあり、やりにくい面もある。本当にさっきの自然の

中というのは、禁止、禁止ってしないといけなくて、いろ

んなことを禁止したり、見守りするのはとても大変なん

ですね。でもむしろ関わり続けるということ、例えば有

明海の干潟ですね。これも自然ですけれども、ここの自

然です。遠くまで遠浅の海があって、潮の満ち引きに

よって、満ちたり引いたりしています。こんな美しいすば

らしい景色があるし、これが潮が引いたらこういう形。

ここで行われている伝統的な漁業、こういうものという

のは、じゃこの景色を、人が入っていけるこの景色をど

う残すかといったら、捕り過ぎないということもそうで

すし、捕るためのルールをつくるという、人間側でこれ

決めていけるんですね。人が関わっているところは、人

間側が関わっていけば何か可能性があるんだろうと。

　段畑って聞いたことありますか、段畑。棚田か。棚田

はよく聞きますよね。段畑っていう景色があって、これ宇

和島の先のほうに行くとこういう景色があるんですけ

れども、傾斜が激しくて、水がたまらなくて、この細い畑

を造っているんですね。これ人がずっと石垣を積んで

造った景色です。こういうものを残していこうといった

ときには、ここの農家さんが儲かれば多分この段畑の

棚田は残っていきますし、こんな関係です。

　阿蘇ですね、これは。阿蘇に行くと、山の斜面に横向

きにずっと筋がついていて、これは誰かがつけたわけ

じゃなくて、牛は草を食べるときは横に横に移動する

ので、横に横に道が勝手につきます。これがつくことで、

段畑じゃないですけれども、ああいう段々ができていく。

この景色すごくいいなと思っても、土木業者さんにこれ

だけが持っている知識があるはずなんですね。

　自然だけだったら、ここは水が勝手に湧いてくるん

です。熊本県阿蘇市の住宅地の中のほうなんですけれ

ども、もうばんばん水が湧いてくる。これは自然の力で

すよね。自然の力で地下水が湧いてくるけれども、その

自然の力を使って人間が働きかけて水田にしていくと。

水が豊かなところで水源を造る、これはいろんなところ

で造られています。

　もっと水があるところ、これは徳島県の河口近くなん

ですが、鳴門市では広いレンコン畑が広がっています。

これは南海地震という地震が起きたときに、低湿地に

なったところを、今はレンコン畑に使っている。自然に

できたものを人間がレンコン畑にして、レンコンを作っ

て。そこには地下水がしっかりありますから、これをくみ

上げて、この機械ですね、右下のほうにあるこの機械。

これは水がぷしゅーといつも出ています。これでレンコ

ンを洗っています。ちょっとなめてみたら、鉄さびと

しょっぱい塩の味がします。

　こうして人間がレンコン畑を作っていくと、水路がで

きます。その水路に、これはわらを束ねて浮かべている

んですね。スサという、建築の方はご存じですかね。僕、

なじみがなかったんです。壁を塗ったり、左官さんが使

うときに混ぜるわらというのは、そのまま混ぜているん

じゃなくて、１回こうやって漬けておいて、乾かして、そ

れを使うそうです。徳島県は、こうやってクリークをたく

さん、低湿地でレンコン作って、クリークを造って、その

クリークをまた使っている、人間が使っているわけです

ね。それで水路をもう完全に乾かしていくんじゃなくて、

もう湿地と一緒に生きていく道を選んだことで、その水

路にはこうやってオニバスが残っていると。オニバス

は、別に植えたわけじゃないんですね。人が湿地を全

部変えるんじゃなくて、湿地の環境を生かして水路とレ

ンコン畑で、そういう生活をしたから、たまたまオニバ

スが残っていた、こういう状況です。

　だから、自然への働きかけを機械的にどんどん変え

ていくとか、大きな開発じゃなくて、そこの自然に合った

生かし方をする、使い方、生き方をすることで、今度、自

然のほうもそれに反応する生態系ができていく。

　今日ずっとこんな話ばっかりしていますけれども、

いっぱいあるんですね、日本の中に。

　これは福島県の三島町というところで、連れてきても

らったのはマタギの集落です。マタギに会ったことあ

りますか。ある人いますか、東だからいるのかな。僕、全

然マタギ、マタギとか本の中の人だろうと思っていたら、

マタギの人がちゃんといたんです。日本の伝統工芸品

に指定されている、こういう編み籠、奥会津編み組細工

という技術をこの人は伝承されていて、それを作ってい

ます。材料は山で取ってきたもので、後ろのほうにはこ

ういうブドウのつるとか、クルミの皮とか、それをいつの

時期に取ったらいいかとか、どんなサイズなら取って

いいけれども、このサイズは残しておいたらまた来年

取れるとか、そういうのを全部知識として持ちながら細

工物を作っています。

　その後ろには、こういう型枠ですね、かごを作るため

の型枠と、こういうものを持っています。カラムシとかキ

ロロとか、ああいうものも使っていらっしゃいました。そ

ういう使い方をすることで、山の中にはちゃんと野ブド

ウも残るし、いろいろな植物が残る。冬には、マタギな

ので熊を撃つらしいんですね。環境がちゃんと残って

生き物が残る。生き物が残るから、それに合った暮らし

というふうに、環境と人が行ったり来たりしながら暮ら

している。だんだん……、もういいですかね、多分。

　あと、これは兵庫県の淡路市です。小山に畑とか作

物を作っているんですけれども、棚田とか段畑とよく似

ていますが、一番上のここ、ここ分かりますか、山の一

番上。これ何だかご存じですか。これは近づくとこんな

感じです。何かあるかというと、特にない、広いんです

けれども、これはお墓なんです。淡路島、淡路の人たち

はお墓を２つ持っていて、埋め墓と詣り墓と言うそうで

す。埋め墓は埋めるところ、詣り墓はお参りするところ。

だから、亡くなったらここに体を運んで、ここに埋める

と。それは同じ場所に地域のいろんな人が埋まるんで

すね。じゃここがお墓なのかというとそうじゃなくて、家

の裏に墓を別で持っておいて、お参りするのはそっち

でお参りする。そういう独特なやり方をしているんです

が、ここを管理されているので、もちろん今はないです

よ、今は火葬になっていますけれども。でも、僕が行っ

たときには、まだ地域にそういうのを知っている人がい

るよという時代でした。ここをやっぱり草刈りするんで

すね。そうすると、そこに淡路島の希少種が残っている。

　利用の仕方が、今回分科会でもカヤの利用とか、細

野高原、観光とか、いろいろ草の利用というのはあるん

ですけれども、別の目的で利用することで、そこが草原

の生き物の生き場所になるということはあります。高知

県のお墓とかも、時々お墓で生けたものを燃やすから

ボヤが起きて山火事になって、草原の生き物が残ると

いうこともあるそうです。

　これは白老村、コタン、アイヌの人たちの家です。

こっちから見ると、全部入り口が見えています。反対か

ら見ると裏口です。ちゃんと川に沿って入り口があるそ

うですね。こうやって草を使って壁まで、屋根だけじゃ

ないですね、壁まで造ることで、断熱材に使っていると。

ども、電柱の立っている方向とか、杭とかを見ていただ

くと、斜めになっているわけじゃないことが分かると思

います。こんな斜面のすごいところで農業をしているん

ですが、やっぱり見えるのがこの真ん中、コエグロで、

近づいてみるとこんな感じです。こんな畑、僕、見たこと

なかったんです。これ畑なんです。見ていただくと、石が

いっぱいありますよね。ここの農業ってすさまじくて、草

がないとできない農業をされています。

　どういうふうに草を使うかというと、草をこうやって

刻むんですね、機械で。後ろにあるこれらの道具を使っ

て、すき込んでいくんです。すき込むときの音は、ジャ

リッジャリッといって、石を砕くような音がするんですね。

大体、草の堆肥を使うときは、１回、草を置いておいて、

それが発酵して、肥料になって分解されたところで畑

に入れるのが普通ですよね。でも、ここでは、この道具、

これも地元で作られた道具ですが、こういう道具を

使ってすき込んでいく。この刃がいっぱいあるのは男

性が使っていて、３本しかないのは奥さんが使ってい

るという話をされていました。

　こんな感じで、土壌が非常に、地力が弱いところで

農業をされています。これ世界遺産になったんですけ

れども、ここでできるものというのは、ジャガイモとかヒ

エとかアワとか、タマネギも植えていますよね。そういう

もので、じゃどう戦ったらいいんだろうということなん

ですね。世界農業遺産に認定されたはいいけれども、

ここに何かの付加価値をつけるとしたら、なかなか難

しいな、そういう話をされていました。それでも、僕は何

かこの景色を見て、すごい景色だなと思います。これ全

部、本当に機械が入らないし、人の手で一つ一つすじ

を耕して作っていって、それがこのコエグロと、それか

ら周りの景色の中にあるというのは、僕は何かの価値

がここにあるんじゃないかなというふうに感じるんで

すね。だけれども、ここにこうしたら残りますよという答

えはなかなか出ない。そう思いながら帰ってきました。

　こういうフィールドのものを残したり、考えたりすると

きに、僕はなんとなくの指針を５つ持っています。これ

は別に館の決まりとか、言われたものじゃなくて、僕自

身が思っていることなんですけれども、何か働きかけて、

そこを残していきたいとか、保全しましょう、活用しま

しょうとかいうときに、１個目が後戻りができるか。これ

やりましょうってやり始めたけれども、途中でやっぱり

やめましょうというところができていないと、１回やり始

めて失敗したのにずっと進めていくというのは、地域も

一緒にやっている人も苦しくなるし、悪い方向にいっ

ちゃう。

　２つ目が暮らしに寄り添っているか。傾斜地農耕を

守るため、世界遺産なんだから、あなたやらなきゃ駄

目ですよというような形では、多分、続いていかないの

で、そういう形で残しても意味がないだろうな。

　３つ目が土地の歴史を大事にしている。傾斜地農耕

をやっていたところを今までのそこの人の暮らしとか、

その人たちが作ってきたものをやっぱり大事にしてい

きたいなというところに。

　４つ目に、野生の生き物にも優しいか。あそこを改良

していって、何らかの別のものが入ってくるとか、何か

が失われるということがないように。

　最後に、これはもう本当に何となくなんですが、美し

いかというところがあって、そこを見たときに美しいか

なと感じるかどうかというのがとても大事なんだろうと。

　これはいろんなところに行っていろんなフィールドを

見るときに、ずっとぼんやり思っていることなんですが、

細野高原に来たときも、やっぱりそこの地域の歴史っ

てどうなんだろうというのが興味がありますし、野生の

生き物がどういうふうかなとか、きれいなところだな。で

も、その表面的なというのは何が美しいんだろうなとい

うのをいつも考える。

　こういう指針なんですが、じゃあこういうもので残し

たいものは何なんだろうなというときに、今日の一つの

言葉です。もう今日は、僕は80分ぐらいかけてこの言

葉１個だけを皆さんと共有したいと思っています。言葉

としては、共創資産というものです、共創資産。多分、検

索してもあまり出てこないと思うんです。これ僕らで話

して生まれてきた言葉です。どんなものかというと、３つ

書いています。今まで僕が話してきたのは、自然と人と

の関わりという話をしましたよね。自然と社会の関わり

によって生まれて、地域に蓄積されてきた知識とか意識

とか技術です。これを共創資産と言います。細野高原で

は、あの広い草原ですけれども、地域にとってみれば、

限られた面積をどう上手に使っていくかということが

ずっと長い間かけて、知恵と、それが大事なものだとい

う意識が育ってきて、そこに火を入れるという技術とい

うのができてきたんだと思います。この知識とか意識と

か技術、これが共創資産です。

　限られた地域の自然資源を保全しながら持続的に

活用していくための共創資産が、多分、今はまだ日本

各地に残っていると思うんですね。これは自然と社会、

どっちかが失われると、共創資産も失われてしまいます。

地域の人がいなくなれば、山焼きのやり方も分からな

いし、この風ならどこから火を入れればいいかも分か

らないし、どのタイミングで入れればというのも、これ

は細野高原だけじゃなくて、僕の住んでいる芸北でも

そうですし、多分、阿蘇の原野とか蒜山でも、地域の人

か生えないので、ちょうど中海の環境が合っていて、中

海で今見られるという、何か珍しいものだそうです。そ

れをばんばん取るんですね。僕も取らせてもらいました。

長い柄のついた、何かこういうすくう道具を使って取っ

ていました。それを岸に運んで上げています。これ誰が

やっているかというと、漁師さんがやっているんですね。

　中海というのは、干拓事業で１回、干拓の事業が始

まって、それをやーめたってやめたところです。干拓の

事業のときに浚渫をしたりとか、堤防を造ったりで水の

流れが全然変わってしまいました。そのために何もし

ないでおくと、このオゴノリがたまってしまって、中でヘ

ドロになるんですね。これがヘドロになってしまうと、海

底に卵を産む魚が卵を産めなくなる。だから、漁師さん

にとっては、これを取らないといけないんですね。海の

掃除をしているわけです。

　これだけだと、何かこう、漁師さんが海の掃除をして

いるのねなんですが、この取り上げられたオゴノリは

集められて、トラックに乗せて運ばれて乾燥されます。

こうやって乾かして、こんな感じで肥料になるんですね。

塩分濃度が高いところの海藻だと、上げるとどんどん

塩が畑に入ってくるんですけれども、汽水域なので塩

分濃度が適度に低いし、これをどのくらいまいたら野

菜が育つかというのをこの地域の農業指導員の方が

すごく研究されていて、畑ごとに見ていきながら、この畑

だったら、こういう感じでまいてくださいというのを一

緒に指導している。これってすごいなと思って、海の草、

オゴノリを取ることで海もよくなるし、今度それが畑に

入っていい野菜を作る。だから、無駄がないですよね。

　草原シンポジウムでした。そろそろ草原の話を始め

ようかなと思います。

　今回のテーマは、未来へつなごう！壮大な海すすき

の草原ということで、海と草原、こんなに近くにあるとこ

ろでは、何か草原のものも使うことでできてきた草原な

ら、今の時代に合った使い方を探していけばつながる

んじゃないかというのが多分今、大分全国で考えられ

ている流れだと思います。それが使って草原がなくなる

んじゃなくて、持続的に使う方法をどうするかというの

が多分議論ですよね。

　今日はタイトル、草原を取り巻く里が教えてくれる、

持続可能な社会の未来像ということで話させてもらい

ます。

　草原を持つ自治体が全国にどれだけあるかという

のをちょっと調べてみました。全国には1,902ぐらいの

自治体があるんですけれども、草原を持っている自治

体は多分220より多い。この以上と書いているのは、ま

だ知らない草原があるので、こう書かせてもらったん

ですが、地図の上にもこんな感じです。どうなんですか

ね。10％というのは、僕は結構少ないのかなと思って

います。何かカヤぶき職人さんが300人、200人くらい、

おなじぐらいの数なんですね。でも、全部が全部カヤ

の草原じゃないので、これは全国草原再生ネットワー

クが持っている資料を基に作った地図なので、まだこ

こから落ちている草原もあるでしょうし、ちょっと性質の

違う、例えば牧草地みたいなものも入っているので、

はっきりした数はちょっと出てこないんですが、そう遠

くない数かなというふうに思います。全国にありますよ

ね。全国にあります。

　この草原の数だけ多分、共創資産というものが残っ

ていて、今日の一つの結論的なところなんですが、今

回の件はどうやって伝えていくかという話の中で、草原

を伝えていくために必要なもの、もう大分見えてきたと

思うんですけれども、１つ目は適切な方法、２つ目は適

切な方法を実行する力、力というのはお金かもしれな

いし、人力かも、ヒト・モノ・カネとよく言われますが、そ

ういうものですね。その実行する力を今度は継続する

ための仕組み、ある１年間だけ山焼きができたね、あ

あよかった、よかったじゃなくて、翌年も翌年も、もっと

言えば10年後も、ここに僕らがいなくなる100年後ぐ

らいもできれば続いてほしいなと思えば、継続する仕

組みを何か考えないといけない。

　それから、方法とか力とか仕組みを可能にする法令

ですね。これはもう行政の仕事です。北広島町では、過

去に野焼き条例というのがありまして、その中で山焼き

ができない書き方になっていたんですね。なので、書き

換えました。草原サミットがあったのを機に条例を見

直して、ちゃんと条例の中で焼けるようにというふうに

見直しました。こういう本当細かいところではあるんで

すが、社会の中で残していくためにはこういうものもと

ても大事です。

　最後の１つが上の全てを共有して伝えるための普

及、あるいは教育というものです。今日この後、具体的

に少しこの部分もお話ししようと思います。

　ちょっと先に条例の話なんですが、北広島町は条例

をつくっています。生物多様性の保全に関する条例と

いうのをつくっていて、それについてはこのパンフレッ

トの中に載っています。一番最初にお話ししたような自

然の保護というと、入らないでくださいとか取らないで

ください、そういうことももちろん規定はできるんですが、

もう一つは、里山のようなところを守る活動を町が応援

しますよということもこの条例の中に書かれています。

そういう形で、役場の職員、僕、役場の職員です。町民

さんとかから役場はなかなか動いてくれんという見方

ちゃんとこういうふうな機能があるからこういうふうに

使っていく中で、でも、片方でそれが自然に働きかけに

なるということです。

　もう１個だけ、ちょっと話をしましょう。

　これは新温泉町、前に草原サミットをやっていた上

山高原ですが、集落が使える草原の自然は限られてい

ます。その中で一家族ごと毎日順番に刈るんですよね、

草を刈る時期は。その順番というのは毎年替わるそう

です。前日まで知らされなくて、次、あんたの番よって言

われたら、急いで準備して、家族総出で下の集落から

この山に上がってくる。１日山で草刈りをして、集落み

んなが公平に草を刈る。これ全部ススキです。そして、

ここの草原が守られてきたそうです。

　そういうふうに共創資産の特性というのは、ちょっと

まとめると、多分、設計図があったわけじゃないんです

ね。いろんなやり方で、けんかが起きたりとか、何か使

い過ぎたりとか失敗したりとかということを繰り返しな

がら、地域の中でそういうルールが多分、決められてき

た。さっきも書いていたんですが、自然と人、どっちが

欠けてもこれは維持できないもので、自然があるから

人が暮らせて、人の活動があるから、その自然が残っ

ているという、その「共に」という文字です。

　それから、生み出されるためには、多分すごく時間が

かかります。１回なくなったらできないですよね。それで、

時間による検証、時間をかけて、いいものだけが多分

今残っているので、今残っている共創資産というのは

信頼性が高いんだろうなと思います。

　ちょっと一息つきますか。大丈夫ですか。

　これ何かずっと１人でしゃべっていると、不安になっ

てくるんですけれども、大丈夫ですかね。

　じゃ、続けますよ、ありがとうございます。何か、うんう

んとかうなずいていただいたりするととてもありがたい

です。何かこう聞いている人の顔も見えないので、なか

なか難しいですね。

　これは与論島です。

　じゃあ共創資産というのは過去のものなのかなとい

う話をしていたんですが、これは与論島の与論民俗村

と言って、昔の暮らしを展示しているところです。この辺

は台風がとてもたくさん来るところなので、家は小さい

部屋の雰囲気ですね。今だと大きな部屋に居間とか食

堂とか、子供部屋とか造りますけれども、何か人が増え

たら小さな建物を１個造るみたいな説明をたしか読ん

だような記憶があります。

　これは就職して間もなく、僕は自転車で旅をしたん

ですけれども、そのときに見て、多分、自分はこういうこ

とに興味があるんだなと気づいたのがこのときだった

のかなと、今思い返すと思います。道路に街路樹として

ヤシが植えられていたんですけれども、ヤシに全部袋

がかかっているんですよ。これは多分、ヤシの実を取っ

て何かにするんだろうと思うんです、これ調べていない

んですけれども。ギンナンが、イチョウ並木ってギンナ

ンが落ちたらみんなが拾いに行きますよね。あれの先

手を打って、ヤシはこういうふうに実がつくんで、もう先

に取っている。多分これがずっと未来になると、こうい

うのが共創資産の生まれるときなのかなというふうに、

今思うと思います。こんな感じですね。ちゃんと実が集

まっているし、後から掃除しなくて済む。ヤシは植えた

ものなので、自然物ではないんですが、こんな感じで

いろんな知恵が時代時代で出てくるんだなと思います。

　今、高知県の大月町では、備長炭が生産されていま

す。もともと四国の南のほうから和歌山にかけて生育

するウバメガシというカシの木を使うのが備長炭で、

その場所じゃないとできないんですけれども、ここの大

月町では、こういうやり方では炭は焼いていなかった

そうです。それを生産者をつくろう、高知県の県の事業

で、高知の中で雇用を増やそうという事業があったん

ですね。その一つで備長炭の作り方を、親方を呼んで

きて、窯の作り方から教えてもらうというやり方を始め

ました。こうして窯をついて、生産者を１人ずつ増やし

ていって、生産をしている。これが窯の外ですね。もの

すごく大きいものです。２週間で木を詰めて、２週間で

焼き上げるという、とても時間のかかるものが備長炭な

んですが、大がかりです。芸北の山の中でやっているよ

うな小さい窯とは全然違いますね。

　こういうところも共創資産が今生まれるところなんだ

ろうなと。なぜかというと、今は、町内にある森全部の

木の量を量ることができますから、計画的にもう窯は

30基までというふうに決めているそうです。それ以上

窯を作っても、木を取り過ぎてしまうから、持続的な生

産ができない。なので、先にもう量を量ってですね。昔

はそういうことできなかったんですけれども、今はそん

な生産とか利用ができる時代になったということかな

と思います。

　事例としては、これ最後になるのかな。いいなと思っ

た事例です。

　これは中海ですね、松江市の。真ん中のほう、何台

か船が出ていて何かやっているんですけれども、こう

やって山盛り、海からすくっています、中海。これはオゴ

ノリという海藻を取っているんですね。オゴノリ、聞いた

ことありますか。多分ないと思うんですよ。オゴノリって、

汽水域にしか生えないそうです。海水と淡水が混ざる

のが汽水域ですよね。しかも、ある一定の塩分濃度し

の予算を聞いて800万円、びっくりした記憶がありまし

た。すごいお金が山に吸い込まれているなというふう

に感じたところです。でも、これは全国で起きていること

ですし、草原に限らず、先ほど見ていただいた里山とか、

いろいろな自然に僕らの税金が吸い取られているわ

けですね。そういう社会資本の喪失がいろんな草原で

起きている。これをどうにか変えていきたいなと考える

わけです。

　今までの草原サミットでも、草原を守るための労働

力をどうしようかとか、資金をどうやって集めようかとい

う話も過去にはありました。僕が初めて草原サミットに

参加したのは、たしか2007年の蒜山の大会のとき

だったんですが、岡山県の蒜山では、その当時、どう

やったらそういう資金が集まるかなという会話をした

覚えがあります。

　ただ、少し変わってきたのは、こういうふうなどう

やって労働力や資金を集めるかという話から、今は放

置された草原をもっと利用しようという議論に変わっ

てきましたよね。今回のメインテーマもそうですし、各会

場での分科会のテーマもそうなんですが、利用という

のがキーワードにもう既になっています。その利用が１

つの利用方法じゃなくて、前半で見ていただいたよう

な生態系との関係でもものすごくたくさんあるんですね。

よそでやっている利用をそのままぽんと持ってくるん

じゃなくて、まずはそこでの利用を考えていくのが大事

なんだろうと考えています。

　芸北では、こんなことを始めています。今までもボラ

ンティアで草刈り、ここにはカヤ刈りと書いていますが、

もともとは草刈りをしていたんです。草原を守るために

火入れ、山焼きができない草原をみんなで草刈りをし

ていたんですね。やぶになっていると刈り払っていたん

ですが、ここ数年は秋にはカヤを刈るようになりました。

そのときには子供たち、ついてきた子たちがこんな感

じで、もうすごく楽しそうに遊んでいます。最近の子はイ

ンスタグラムもやっているので、こういう映え写真を

撮ったりして遊んでいます。このときは子供が撮ったん

じゃないですね、カメラマンが撮ってくれました。

　こうして集めたカヤがどこに行くかというと、すぐに

屋根に行くんじゃなくて、市場に集めるようにしました。

これ名前、茅金市場と言います。カヤがお金になるので、

茅金市場。単純な名前ですね。こういう市場をつくって、

そこに出荷している。これはボランティアの人だけじゃ

なくて、地域の住民の方ならどなたでも、地域住民と

いっても、もう持って来ていただける方からどなたでも、

この日のこの決まった時間に持ってきてくださいという

ことで、１年に１回だけ市場を開けています。この日に

地域の人がみんなでカヤを運んで持ってくるわけです。

　この建物は、もともと小学校の体育館でした。学校の

統廃合によって、ここは閉校になったので、そこの中に

鋼管を組んでカヤを置けるような場所を作りました。こ

れを持っていくとお金がもらえます。だから、地域の人

は持ってきてくれるんですね。

　もらえるお金は日本円じゃないんです。せどやま券と

いう地域通貨なんですね。この地域通貨、名前はせど

やま券です。単位は石、１石が１円なので、この見えて

いる券は千石、1,000円として地域の中で使われます。

有効期限もあります。６か月以内に使わないといけな

い。６か月の間ずっと持ったままだと、これ紙切れに

なっちゃうんですね。だから、みんな使います。しかも、

地域の中で使いますから、地域の商店にお金が入る

わけですね。こんな感じです、使用例ですね。こんな感

じです。地域のみんなで集めたせどやま券でちょっと１

杯やりましょうかというところですね。最初はガソリンと

か農機具とか、農機具屋さんとかいろいろなところで

使えます。アイスクリームを食べたり、温泉にも入ったり

できます。

　集まったカヤは、屋根の修復に使われます。北広島

町内、数は少ないですが、かやぶき屋根の民家と、あと

展示しているカヤぶき建物があるので、そこに使われ

ますね。地元のカヤを使って、地元の屋根が張れる。

　これ広島県には、国の文化財になっている建物もあ

るんですけれども、町外にこうしてカヤが運ばれて使わ

れることもあります。

　ちょっとまとめてみますね。

　草原、ススキの草原からカヤが集められて、そこに

地域通貨を支払うと、地域の中をお金が循環していく。

そして、集まったカヤはかやぶき屋根の現場に出荷さ

れて、そこから収入が入ってきます。その収入の中から

地域通貨の交換としてお金が支払われます。収入のほ

うが買入れのカヤより多い……、仕入れの値段よりも

販売の値段のほうが高くしてあるので、これは茅金市

場のボランティア事業ではなくて、ちゃんと収益を上げ

ている活動になります。具体的には、３束持ってきてく

れたら1,000円、20センチだったかな。規格はこのパ

ンフレットの中の１ページ目に書いています。３ページ

目ですね。藝州茅の規格ということで、こんなカヤを

持ってきてください、こんなカヤを持ってきてくれたら、

今の値段は３束でせどやま券１枚ですね。販売のほう

は基本価格が１束850円です。高いですか……、そん

な感じで流通しています。

　こういう仕組みが回ることで何が起きるかというと、

草原ですね。先ほどから話になっている野生生物、草

もあるかもしれないですが、動く根拠がないと、僕らは

動いちゃうと、税金使ってお仕事しているので、皆さん

のお金を適当に使うわけにはいかないので、なので、

まずは条例をつくってみて、こういうことをしていきます

よというのを考えました。

　そういうものとか、あとはこの画面の真ん中にあるの

が町の全部の生物のデータを調べました。静岡県は博

物館があるんですが、広島県は博物館はないんです

ね。静岡県の博物館に行くと、どこにどの植物があるか

というのが全部データとして調べられています。もちろ

んここの東伊豆町も残っているので、それをもう１回、

町レベルの資料として１回起こしてみることはとても大

事なことかなと思います。北広島町はなかったので、実

際に何年もかけて調査をしました。

　それでもう一つがレッドデータブックです。これは、

レッドデータブックというのは環境省も取りまとめてい

ますし、県も取りまとめていますが、町は町として取りま

とめました。この理由はなぜかというと、国とか県では

一般的な種類であっても、町の中では希少な種という

のはあるんですね。ほかのところではたくさんあるけれ

ども、うちの町にはほとんどいないよ。あるいは逆によ

そには希少かもしれないけれども、うちにはたくさんい

るよ。そういうものをちゃんと見るためには、町レベル

でこういう資料とか、あるいは条例というのをきちんと

整備していくことが大事だろうなと思っています。そう

いうことで作りました。

　じゃその北広島町、どんなところかというと、西日本

ですね。面積は646平方キロメートル、標高が200か

ら1,223メートルなんで、海がありません。人口は１万

7,937人です。東伊豆町と比べてみますと、面積が東

伊豆町77.8平方キロメートル、これはホームページ

で見させてもらいました。標高は、海があるゼロメート

ルから、万三郎岳が一番高いんですか、これ合ってい

ますか、地図で見たんですけれども。1,400メートルあ

るんですね。何かこれを見て、おおってやっぱりちょっ

と興奮しました。噴火と造山運動でぐいっとこんなに海

から近いところで高い山もあるんだな。あと、人口は１

万1,701人です。北広島町はもともと４つの町が合併

してできたんですが、今日お話しする事例は芸北地域

という一部地域のお話です。この高原の自然館がある

のも芸北地域です。

　芸北地域の面積は253.6平方キロメートル、それで

もやっぱりちょっと広いですね。標高は420メートルか

ら、一番高い山があるところです。人口は2,011人、も

のすごく少ないですね。東伊豆町よりも面積としては３

倍ちょっと、3.5倍ぐらいあるのに、人口は５分の１以

下。もう本当に過疎のところです。

　その中で、まずは町同士の植生、植物の様子を見て

みると、北広島、これ実際の大きさの比率を同じにして

います。イメージが湧くかなと思います。でかい町です。

こんなに大きいのに市じゃなくて町ですね。全国平均

と比べてみると、特徴的なのは、まずどちらも森林が多

いですね。自然林は北広島町が多いです。東伊豆町は

どちらかというと植林の比率が北広島町よりも多くなっ

ている。二次草原、これはいろいろなものが混ざってい

るんであれですが、これはどちらの町も全国平均よりも

少し多くなっていて、農耕地が全国平均より少ない。市

街地、このグレーのところが市街地ですが、市街地は

東伊豆町は全国平均に近いような形ですけれども、北

広島町は市街地はあまりないという違いがあります。

海もないんですね。山の中の町です。

　そこで行われている芸北茅プロジェクトというのを

紹介します。これは多分、ちょっといろいろ参考になる

のかなと思って、このプロジェクトがあったので、今日

しゃべりなさいと言われたのかなと思っています。

　芸北にはこういう山があります。ここは山焼きをして

いるところですね。ずっと昔から放牧とか、草を取った

り採草が行われていた山で、雲月山と言います。この山

はササユリというこのユリが咲いて、これは町の花にも

なっています。隣町の花にもなっています。そのぐらいこ

の地域ではササユリが愛されていて、身近な花なんで

すね。

　こういう草原は何であったかというと、ここの草原が

利用されていた時代があって、例えば堆肥とか山菜と

か、飼料、敷き草、屋根材、それからここで遊んだり、薬

草を取ったりという、いろんな恵みを山から受け取っ

ている。だから、毎年地元の人はこの山を焼いていた

わけなんですね。

　ところが、今、山が放置されています。この雲月山も

半分以上が放置されています、一部で山焼きを始めた

んですけれどもね。放置されるとどういうことが起きてく

るかというと、これは一般的な話ですが、まず、生態系

サービスが低下していく。草原から得られていたもの

が得られなくなるし、景観も悪くなるし、絶滅危惧種の

増加、増加という意味は、今までは普通にいたものが

絶滅危惧種になっていくという意味です。

　そこで何とかしないといけないということで、例えば

ボランティアという形で労働力を集めてみて、みんなで

山を何とかしましょうということをしてみたり、あるいは、

そこに行政などから資金を投入して、補助金によってこ

れを解決しようということが各地で行われています。た

しか前回、こちらの東伊豆に来たときに、年間の山焼き

あと、カヤプロ銀行というのもやっていて、３年生の授

業ではバザー活動をするんですが、最初に商品の仕

入れとかにお金が要るので、貸付けをやっているそう

です。それから、豪雨災害の被災地に寄附をしたり、こ

れを子供たちは自分たちが草原の資源を使って稼い

だお金でやっているということですね。

　こんなふうに共創資産というのは、多分、全国各地

でつくられていますし、それをまねしていくことが大事

なんだろうなと思うんです。小さいことですけれども、例

えば阿蘇で使っている火ぼてというのも、これをボラン

ティアの人たちが自分たちで作って、自分たちが使える

ようにならないと、阿蘇の火入れには参加できないん

ですね。野焼き講習がたしか２日間あるんでしたよね。

○会場より　（「今１日」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　今１日ですか。ちゃんと講座を受

けて作って参加していくことで、共創資産が受け継がれ

ている。

　あるいは、上ノ原のほうに行ったときには、茅刈り講

習会というのに参加させてもらいました。大学生とかい

ろんな人が参加していたんですけれども、そこで今度

は御殿場のほうから……

○会場より　（「ここからがこういう感じで、大体うち

のほうじゃ足でやっちゃうもんで。これで１束ですね、う

ちのほうでは。この一番下の目盛りが一番小さい束の

位置で、これで１束。ちょうど……」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　この人、なかなかほどけなくて、

結んでくれなかったんですけれども。こういう形で受け

継がれていたり、地域から地域に共創資産が技術移転

されていますよね。

　あるいは、これはカヤぶき技術の伝習施設、大内宿

というところ、福島県ですね。そこでは、廃校になった

学校の中にこういう屋根ふきの、屋根を小さいのを

作って、こうやってカヤをふく方法を体験したりしてい

ます。地域にはカヤぶき職人がたくさん生まれているそ

うです。こういう景色が残っているところで、観光客が

たくさん来るところですね。それを支えるための倉庫も

きちんと造っていて、下を空気が通るようになっていた

りとか、カヤのサイズに合った高さにしていたりとか、

いろいろな工夫が見られました。

　これは和歌山県の大学生がやっている、生石高原の

人たちがクラウドファンディングで350万集めています。

これでカヤを刈ったりする資金にしたいという活動を

しています、大学のサークル。

　そろそろちょっと事例としては最後になるんですが、

これは諫早市の岩谷口の草原です。この草原、ちょっと

写真があれで見にくいんですが、この煙が出ていると

ころからずっと全部斜面が草原です。ここもすごいです

ね。ここの火入れはすごく珍しくて、ちょっと写真で見て

いただくと、集落の人たちが作っているのは火をつけ

るための道具です。竹の筒に１つの節だけ穴を開けて、

中に油を入れています。そこにわらを刺しているんです

ね。そのわらを刺して、これを軽トラに乗せて持ってい

くと。こんな感じで火をつけています。何か油をぴゅ

ぴゅっと出しながら火をつけています。これが火入れ

の風景ですね。

　でも、ここで注目すべきなのは、この火のつけ方も面

白いなと思ったんですが、こっちの動噴です。軽トラに

乗せられた動力噴霧器。火入れのときには、この動噴

がついていって、ずるずるっと引っ張って、この水槽か

ら水をまくと。つけて、ちょっとでも広がりそうだったら、

すぐ消していくんですね。これが非常に効率的で、ここ

の集落は十六、七人で火入れをしていました。たった

十六、七人であの広さができるのは、こうやって軽トラ

が道路のほう、これは斜面の下部の道路ですが、そっ

ちの道路はもちろん、斜面の上にもこういう軽トラが入

れるところがついていて、山と、ここまで木が出ている

んですよね。炎が上がったら燃えそうになるわけです

けれども、もうすぐばあっとかけて消せる体制にあると。

だから、少人数で山焼きができるわけですね。

　ここには多分、ヒントが詰まっていて、誰でも焼ける

ようにならないのかなといつも僕は考えているわけで

すけれども、秋に防火帯、焼いていない草原は防火帯

焼きを始めてみるかな、これはうちのほうのことです。う

ちのほうは防火帯は焼かずに、当日、草刈りをするだ

けなんですが、これ防火帯焼きも、安全にするために

は大事なことかなとか。あるいは防火帯に車両が入れ

るようにしてみるというのが今のことです。

　もう１個、これは何か昨日、夜に思いついたんです

が、車両が入れる道路は難しいけれども、水が回せる

パイプを通しておいて、山水を引くのに黒いパイプとか、

農業用に売っていますよね。あれを回しておいて、何か

所かに蛇口じゃないですけれども、出るところをつけて

おいて、山焼きの日だけポンプでばあっと水が回るよ

うな仕組みにしておけば、ここはちょっと、細野高原は

広いですけれども、うちのほうにある山ぐらいだったら、

全部回すのにそんなに広くないなとか思ってみたりし

ました。とにかく山焼きをどうするかというのはとても大

事なことだろうなと思っています。

　事例について最後だったんですが、東お多福山の

保全ですごく僕が影響を受けたというかびっくりしたと

ころです。ここは都市の中にある草原なんですけれども、

みんなこれしゃがんで、鎌とかはさみでちょきちょきサ

サを刈っているんですね。この光景を見たときに、僕は

すごいなと思いました。でも、ちゃんと人間の力で刈り

切れました。作業が終わったらこんなきれいになって

いたんですけれども、その一角で何かやっている人が

いたんです。この人が何かしゃがみ込んで、ススキを

ずっと集めていたんですね。このカヤを、たったこの日

はこのぐらいでしたけれども、みんなで持って帰りまし

た、カヤぶきにするんだと言っていました。何年前だっ

たかな、随分前だったと思います。サガラさんという人

なんですけれども。それで、なるほど小っちゃくても、地

域でこうやって使い始めることがまず大事なんだなと

思って、たった数束であるんですが、その数束はきちん

と集めればちゃんと屋根の上で何年も役割を果たす。

そのときに、今のサガラさんの風景もそうなんですが、

もう１個気になったのが……

（保全活動中の太鼓の音）

これだけなんですけれども、何か愉快だなと思って、こ

ういうのっていいなと思いました。でも、これを言葉に

するには、何かうまく言えないし、何かのためということ

でやったわけでもないんだけれども、多分、人間ってこ

ういう浮かび出てくるものがあるし、そういうところが草

原の中に出てきたというのがすごくいいなと思ったとこ

ろです。

　そういう草原がいろんなところにあって、景色だけ見

ても、とてもきれいですよね、曽爾高原、奈良です。今か

ら分科会がある真庭の蒜山、遠くに大山を臨んでいる

広い広い草原ですね。それから、もちろん阿蘇、とても

広くて、阿蘇の中にもいろんな草原があるし、東伊豆町、

懐かしい草原で、僕は明日行くのをとても楽しみにして

います。オンライン参加ですよね。ここには大事な湿地

もある。

　こういう草原が全国にあって、そんな話ができて、ま

たどこかで太鼓の音が聞けるのかなとちょっと楽しみ

にしてるところです。

　まとめます。

　あまり大したまとめじゃないんですけれども、草原で

は地域の自然と人が互いに関わりながら、共創資産が

生み出されてきました。これが今日の話の主なところで

す。これは草原だけじゃなくて、いろんな生態系といろ

んなその地域とが関わりながら、その地域に独特の知

恵や技術がある。

　２番目に、その時代ごとに知識や技術を集めながら

積み重ねていくものが共創資産で、その知識や技術を

交換するのが多分、今日なのだろうなと思っています。

各地で話がありましたし、今日は皆さんに芸北の茅プ

ロをはじめいろんなことを聞いていただきました。

　その最後に見てきたような、人間だからこそ生み出

せる美しさというのが一つ草原を体現してくれている

のかなと思って、大事にして生かしていきたいですよね。

　以上で終わります。

　最後に、いろんな方に今日のスライドを作るにあ

たって協力いただいています。特に今回の大会を開い

ていただいた東伊豆町と、それから日本の各地の草

原の方に感謝します。どうもありがとうございました。

（拍手）

○司会　白川先生、どうもありがとうございました。

　学芸員のお仕事の視点での全国の事例のご紹介で

すとか、あとは自然と人間、自然と社会の関わりから生

まれる、今日初めて聞きましたが、共創資産というお言

葉ですとか、中学生の取組ですとかいろいろ興味深い

お話をしていただきました。

　ちょっと時間があまりありませんが、お一人でもお二

人でも、もし今日お話しいただいたことでご質問等あり

ましたらいかがでしょうか。

　この後もですね、この次のパネルディスカッションの

ほうも、白川先生にコーディネートをしていただきます。

お手元には質問の用紙もお配りしてありますので、今

の基調講演のことも含めてで構いませんので、そうしま

したら、次のパネルディスカッションで質問等をしてい

ただければというふうに思います。

　先生、ありがとうございました。

　改めまして、感謝の拍手をお願いいたします。（拍手）

○講師（白川勝信）　どうもありがとうございました。

○司会　それでは、続きまして、休憩を取りまして、10

時35分からパネルディスカッションのほうを始めたい

と思います。準備の関係もございますので、35分まで休

憩とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

原の生物の保護とか草原の景観の保全とか、獣害抑

止といったような多面的機能が山で発掘される。お店

にそのお金が行きますので、地域経済が少しでも活性

化する。そして、文化の面で言えば、カヤぶき建築がそ

れぞれ保存されたり、技術が伝承されたり、村落の景

観が保全されるという文化の伝承があります。

　どのくらいのこれ金額回っているかというのを見て

みると、そんなに大勢ではないですよね。2015年から

始まって、最初は持ってきてくれる人が５人で、集まった

カヤも100束でした。２年目は６人になって200束に

なりました。すごい増えましたね。３年目は９人で234

束、８人、10人、14人と増えていって、持ってきてくれる

人がどんどん増えている。2,000人、約1,000戸の集

落ですから、10戸で１％なんですよね。1.4％の人が

持ってきてくれるということになります。それで集まった

カヤを販売して、売上げが下のほうに書いてあります。

この売上げの金額は、ばらばらなんですけれども、実

は最初の年はカヤの束をすごく大きくしていたんです

ね。それで、すごく束数が少ないけれども、金額が大きく

なっています。

　この下に１行ちょっと付け足しますね。

　現在の学年と書かれています。これ何かというと、茅

金市場は中学校の活動としてやっています。中学校２

年生が茅金市場を運営しているんですね。今、その子

たちが学年で何年生になっているかというと、一番最

初に茅金市場を実行した子は今、大学２年生になって

います。この時間間隔って結構大事だと思うんですよ

ね。子供はずっと子供じゃなくて、これを知った子が今

何歳か。

　ちょっと茅プロを通じた中学生の学びを見ていただ

きたいと思います。

　茅プロ、事業としては最初こんな感じです。これ中学

生ですね、もう大人みたいですけれども。カヤを刈りま

す。みんなで束ねます。最初は下手くそですけれども、だ

んだん上手になります。途中でカヤぶき職人さんから

指導を受けて、こんな曲がったのは駄目だとか、ちょっ

と細過ぎるとか、先がそろっていないとか、束ね方を

ちゃんと指導を受けるんですね。それを運びます。実際

に自分たちでも刈るんですが、大事なのは受入れのほ

うなんですね。茅金市場での運営は、中学生がやって

いますと言いました。中学生が地域の人にチラシを

配ったり、声をかけたりして、家の近くにあるカヤ持っ

て来てくださいねというふうに言うんですね。そうした

ら軽トラに積んで持って来てくれるので受け入れます。

みんなで運びます。規格に合っているかどうかをちゃん

と調べながら受け入れています。曲がったカヤは使え

ませんから、これは駄目ですよっていうのはちゃんと言

わないといけないんですね。これ結構ハードルが高い

んですが、先生に手伝ってもらったりしながら、こうい

うのは駄目ですよということをちゃんと言う、これも学

習です。こうして何束あるかというのをちゃんと数えて

いる役割の子もいて、それぞれの子がそれぞれ役割分

担しています。車の誘導をする子もいます。

　こうして受け入れたカヤをどんどん並べていくわけ

ですが、もう当日は先生たちも総出で、総出じゃないか、

先生たちもやってきて、なかなかあまりない光景かなと

思います。

　せどやま券の発券も中学生がやりますね。ちゃんと

数を間違えないように数えて、券の枚数をカウントして

いきます。これ中学生の側が券を支払うほうですね。こ

れを渡していくと。地域の人に渡っていく。何かほっこ

りしますよね。地域の人が持って来て。

　実際に子供たちがお金を触ることで、先ほどのこの

全体像にもう一つ、教育の側面が加わるんですね。地

域資源への気づきとか、カヤってお金になるんだな。

あんなどこでも生えている草なのに、草原ってそんなに

価値があるものなのとか、あるいはお金をちゃんと

使って、商品とお金をやり取りする、あるいはカヤを販

売するとかっていう話を通じて、ちゃんと経済に関わる

んですね。これが大きな学びになります。これが次世代

の担い手育成につながる。

　今、大学２年生の年齢になっていますから、これから

どうなるかというのがちょっと楽しみなところです。

　実際の成果としては、昨年は14人から591束受け

入れて19万7,000円を、約20万円分発券しました。授

業やＰＴＡ活動で自分たちで250束を収穫したので、

71万円余りで販売したいなと思っているところです。ま

だこれは販売中ですね。その差額の50万円ぐらいは

自分たちの収益になって、教育活動に使うと。刈った

カヤは文化財建築の補修なんかに使われて、結果とし

て草原も守られる。僕がやりたかったのは草原の保全

なわけですが、仕組みをつくることで、その草原が守ら

れるという、そういう形になっています。

　ちなみにお金、何に使っているかなんですけれども、

まずは中学校に冷水機を設置したりとか、最近暑いで

すからね。ウォーターサーバーを自分たちで買ったり、

修学旅行に資金助成として、これはＰＴＡのほうから保

護者に対して１万円ずつだったかな、去年は。お金が

支払われます。修学旅行で校長から給与が支給されま

す。これはちょっと内緒にしておいてください。サプライ

ズでバスの中で給料袋が配られるんですね。自分たち

が働いて稼いだお金が自分たちのところに戻ってくる。
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維持活動に携わる一方、携わっただけの対価を受け

取る、あるいは携わった人が対価を実感しているのか

という話がありました。こちらの細野高原は、地元の集

落の方たちが山焼きをされていますので、その方たち

がちゃんと対価を実感されているのか、あるいはそこ

に税金を使っているわけですから、町民の皆さんがそ

れを実感しているのか。そういうことが前回議論に

なったと思います。それからどう変わったのかというの

は後のパネルディスカッションで聞かせていただきた

いなと思っているところです。

　前回のテーマは、忘れられた草原の再発見、その保

全と活用ということで、生物多様性、外来種、シンニュ

ウが間違っていますね、これ。広島ならではの間違い

ですね。外来種侵入……、深入山という山があるんで、

草原の山です。草原のやぶ化、森林化など、草原の質

の問題について共有されていない。草原の生物多様性

はどうなっているんだろう、景色としてはいいけれども、

本当にそこは価値があるというのが認識されているの

かというところの問いかけと、もう一つが草原を守るこ

とによる生態系サービスや経済的恩恵を享受する仕

組みがない。これについても話がありました。その後、

たしか僕が記憶しているのは、都内の電車のつり広告

に草原のことがかけられたりというＰＲをされたりとか、

あるいは入山料を早い段階から取り始めた、草原では

あまりないのかなと思いますけれども、そういう事例を

先立ってされたという記憶があります。今日はそういう

話もまた後で聞かせていただきたいなと思っていると

ころです。

　そして今年、2021年のテーマですが、今回はオンラ

イン開催ということで、ここの東伊豆町、それから阿蘇、

そして蒜山のほうでも分科会が開催されます。大きな

テーマは、未来へつなごう！壮大な海すすきの草原、そ

して、分科会のテーマは、保全・利用・継承、草原の公

益的機能について、それから、茅の利用と草原保全と

の関わりということで、どちらかというと今、草原に話題

になっているのは茅の利用とか、利用ですね、利用と

か草原の機能というところにだんだん目が移ってきた

のかなと思っています。

　先ほど課題として示されていた２つのことですね。２

つ目は、そういう利用とか、草原の価値をどう実感する

かという話だったんですが、もう１個、１個目の草原そ

のものの価値というのが果たして僕らは認識されてい

るのか、希少生物とかですね、生物多様性のほうが認

識されているのかどうかというのは、これはむしろ草原

を研究する研究者が発信できているかどうかというこ

とになるので、ここ地元でも内山さんとかを中心にいろ

んな研究が進められてますし、今から継続的にやって

いって情報を出していかないといけないだろうなとい

うふうに思っています。

　今日こちらに呼んでいただいた縁というのが、僕ら

は草原研究グループというのを組織しています。西日

本草原研究グループというのを組織して、これは蒜山

で調査しているんですね。これだけキキョウがあるとこ

ろも珍しいです。自生のキキョウがたくさん咲いている

んですね。僕たちは大体、10年前ぐらいは月に１回集

まって、あちこちで研究していました。例えば３月は学

会で岩手県に行っていたんですけれども、十和田湖畔

までちょっと車で走っていっていました。何かこんな雪

があるのに、ちょっとでも空いていれば何か探したくな

るのが僕らの常で、このときは、東北のほうに行くとフ

キが大きくなるんですね、フキノトウも大きいのでびっく

りしました。あるいは大阪の吹田というところで、町な

かで調査をしたりしています。こんな住宅地の中なん

ですが、ここの草原は、もうここの土地が売れてしまっ

たら生き物がいなくなる。こんな町なかでも希少種とい

うのはちゃんと残っているんですね。ずっと管理がされ

ていれば、何ていうかな、開けた環境があって、継続的

に管理がされていれば、そこに生き物が残っていると

いうことが分かっています。それをじゃどうするかとい

うのは次の問題なんですね。

　画面共有が止まったんですが、大丈夫ですか。

○スタッフ　一度ちょっと。

○講師（白川勝信）　共有の再開、これですね。すみま

せん。写真を今、見てもらう……、まだ、すみません、声

だけ聞こえていたみたいで申し訳ない。

　吹田の草原はこんな感じです。

　僕たちは草原研究会なんですが、僕自身は高原の

自然館という博物館に勤務しています。学芸員という

仕事をやっていまして、会場の皆さんの手元には、この

高原の自然館のパンフレットが手元にあると思います。

とてもとっても小さな建物なんですが、博物館。博物館

はこの辺には何かあるんですかね、ないですか。静岡

○司会　それでは、ただいまより白川勝信さんによる

基調講演となります。

　白川先生は、生態学をご専門とされ、2003年より広

島県北広島町の芸北高原の自然館に学芸員として勤

務されております。現在は、湿原、半自然草原、里山林

など、地域の人間活動によって維持されている生態系

の保全をテーマに活動を展開されています。子供、事

業者、行政、ボランティアなど様々な主体による自然へ

の関わり方を見直し、新たな仕組みを組み込みながら

地域と自然を将来に残していく道を模索されておりま

す。2017年には、第１回ジャパンアウトドアリーダーズ

アワード大賞を受賞されるなど、草原をはじめとする

様々な分野での活躍をされています。

　それでは、早速でございますが、基調講演のほうをよ

ろしくお願いいたします。

○講師（白川勝信）　こっちはマイク持っていていいん

ですよね。じゃちょっと話させて……、その前に写真を

撮らせてください。何ですかね、向こう側にいる人は多

分、会場の様子が分からないと思うので、ちょっと撮ら

せていただきます。今、配信はもうされているんですか。

ありがとうございます。

　よろしくお願いします。白川です。

　今日、80分くらいお話しさせていただくと思いますん

で、よろしくお願いします。

　こんな感じですね、見えますかね。見えますかねって

いうと、ライブ配信している相手の人から返事がない

んで、分からないんですが、会場にいる人はこんな感

じです。東伊豆町ですね、いろんな人が来ています。

　これは08年の東伊豆のサミットです。全国草原シン

ポジウム08ｉｎ東伊豆ということで、今年の草原サミッ

ト・シンポジウムは１年間延びたんですけれども、本当

は2008年に一度サミットをやる予定だったんですよ

ね。それがあったので、僕としては、ああようやくここの

東伊豆でサミット開催できて、本当にうれしいなと思っ

ています。今回もここに来るのを楽しみにしていまして、

駅前のキンメダイのオブジェをまた見れるかなと思っ

たら、キンメダイのオブジェがなくてですね、それで

実は自分がこうやって回している写真がなかったんで

すよ。だから、今回こそはキンメダイぐるぐるやるぞと

思って、なかったんで、ああと思っていたら、移設されて、

この役場の真向かい側の海の近くにありましたんで、ぐ

るぐる回させてもらいました。ちゃんとヒレも動きました

ので、東伊豆に来たことがない方はぜひお立ち寄りく

ださい。

　役場のすぐ横には朝市があって、前回はこの朝市に

寄らせていただいて、たくさんの海産物が売られていて、

やっぱり海の近くだなというふうに感じました。本当に

懐かしい、懐かしい町で最高でした。

　前回もこうやって細野高原の上に登って、たしかここ

は塩坂さんから教えてもらったフライトをしているとこ

ろですかね、パラグライダーが飛ぶところで、何かこん

なこともできるのかなという、草原っていろんなことが

できるんだなということをそのときに感じました。とにか

く広くて一面ススキで、上から見れば海が見えるという、

すばらしいロケーションだなというふうな記憶があり

ます。

　今日は、僕、一番最初に話させてもらうので、前回い

ろんな写真を撮っていて、どっちかというと食べ物とか、

さっきのキンメダイの写真とか草原の写真とか、花の

写真が多かったんですが、会場で１枚だけ写真を撮っ

ていました。これどなたのスライドか分からないんです

けれども、こういうことが課題の提起というスライドが

あったんですね。山焼きによって、草原という景観を維

持することだけで十分なのかという問いかけと、草原の

造ってくださいと言ったわけじゃないですね。そうやっ

て造っても多分残りません。ここを残すのは、牛を入れ

る。これが残すための策。一つ一つの景色に一つ一つ

のできてきた履歴がある。それをどう読み解いて、それ

をどうつくっていくか、これがフィールドミュージアムの

学芸員の１個の仕事です。

　美人林といって、ブナ林と言えば白神山地のブナ林

も有名ですが、日本の中で有名なブナ林を幾つか上

げていくと、出てくるのがこの新潟県の十日町市にある

美人林のブナ、ここにも博物館があるんですけれども、

その裏山です。このブナ林はブナが細いんですよね。

東北のほうとか、ブナ林って割と広島のほうだととても

珍しい、原生林というイメージなんですけれども、東北

のほうに行くと、森を伐採して何もしないとブナがこう

やって生えてくるそうです。長野県とかも結構こういう若

いブナの林があるんですね。だから、もしこの美人林

のブナ、こんなブナ林を維持しようと思ったら、ある時

期にここを全部伐採すればいいということになるんで

す。そういうふうに人間の働きかけと風景とか自然とい

うのがお互いに行ったり来たりの関係にすると。それ

を一歩ずつ読み解いていかないと、その自然をどう残

すかとか、活用するかという話に行き着かないんです

ね。例えば棚田なんかもそうですね。こういうところに

コンクリートじゃなくて、斜面を造って水路を造ると、生

き物がそこにたくさんくる。

　これは四国中央市、愛媛県の写真ですが、僕はこの

写真がとても好きです。「ウォーリーを探せ！」という絵

本をご存じですか。すごくいろんな絵が描いていて、そ

の中にたくさんの人物が描かれていて、いろんなことを

やっているんですけれども、その中にウォーリーが１人

だけいるという絵本があるんですけれども、この写真を

見ると、何かさっきの例えば棚田だったら田んぼが広

がっているし、干潟だったら水と土が広がっている。こ

の中を探していったら細かいものがたくさんあるんで

すよね。ここは四国中央市の大歩危小歩危とか、祖谷

とか、四国は急な谷が多いんですけれども、山の向こう

のほうを見てみると、隣の集落が山に張りつくように家

が建っているんですね。あそこ人が住んでいるんです。

だから、隣の家に行こうと思ったら、すごく斜面を上り

下りしないといけないし、こちらから見えるあの家まで

も、１回下まで下りて上がっていかないといけない、そ

ういう地域です。こういう傾斜の急なところでは、どうい

う農業をされているかというと、狭い中にいろんな作物

を作っていらっしゃいます。

　これ１軒のお宅でされていると思うんですが、そして

ここで特徴的というか、特産なのがお茶なんですね。

この斜面のところのきれいに植え込まれている、これが

お茶です。

　もう一つ目を引くのが画面真ん中ぐらいに三角の

立っているのがススキですね。すすきの三角の山形の

が見えますかね、これですね、これです。これはコエグ

ロと言うのかな、肥料にするための役割が１つありま

すが、もう一つ大事な役割があって、こういう斜面だと、

何もしないと、土がどんどん剝がれてきちゃうんですね。

だから、こういうススキを置きます。特にお茶畑の下に

もこうやってたくさん続いています。

　先ほど、こうやって人間が関わってつくられたフィー

ルドというのをどうやって守っていくのかなというのが

とても大変なんですが、ものすごく面白いテーマだなと

僕は思っています。どうですか、面白くないですか。草原

もその一つだってなるんですよね。

　お茶畑、静岡県の掛川市というところもとてもお茶が

有名なところで、新幹線からもよく見えるところですが、

ここでも草が使われています。茶畑があって、手前のほ

うに結構、草地がありますよね。ここ、これ見たことあり

ますか。通っていたら見える……、あそうか、ここ静岡

だよね。そうだ、何か静岡、それはそうだ、何を言ってい

るんでしょう。もちろんご存じですよね。あの「茶」という

字の近くは草が植えられていて、そこの草もちゃんと敷

き草に使われているんですよ。そうか、僕、今日、釈迦に

説法みたいな話を今からするかもしれないですね。

　静岡の茶草場農法というのは、世界農業遺産に指

定されています。その中でお茶のパッケージの裏側に

こういう葉っぱがついていて、この葉っぱが３個なら、

認証制度をつくっているんですね。生物多様性貢献制

度というのをつくって、３個だったら貢献度が高いです

よ、２個、１個ということで、そういうお茶の味とか値段

とかという別の価値をお茶につけています。そうするこ

とで、わざわざ草を刈って、そこの草地ができることで

生きる生き物を守っている農業ですよということを知ら

せながら、お茶の生産ができるようにしている、そうい

うところです。

　そうか、静岡でしたね。でも、静岡の茶草場と同じよ

うに、にし阿波の傾斜地農耕、また四国に戻ってきたん

ですが、徳島県でされている傾斜地農耕というのも、こ

れも世界農業遺産に指定されています。こういうところ

ですね、もう斜面です。さっき写真で見ていただいたよ

うな、隣の集落に行くためにものすごく行かないといけ

ないとか、家と家がもう斜面に張りつくようになってい

る。こんな感じですね。これ別にあまり誇張しているわ

けじゃないです。ここに立つと、カメラをどの角度が正

しいのか分からなくなるぐらい傾斜が急なんですけれ

の県立博物館はすばらしい大きな博物館がありますよ

ね。博物館の仕事というのは４つあります。あそうか、伊

豆にもあれがありますね、動物園がありますね。動物園

も博物館の一つですね。

　博物館というのは４つの仕事がありまして、資料を

集めて、資料を保管して、研究して、展示・公開します。

これが博物館の責務で、学芸員の仕事ですね。最近テ

レビでも割と「ブラタモリ」とかですね、学芸員の人が

出て来てしゃべったりとか、あとは何かクジラが打ち上

げられたり、リュウグウノツカイが上がったり、ダイオウ

イカが出てくると、何かよく学芸員の人出てきますよね。

ああいう人に資料をとにかく集めていって保管する、あ

るいは美術館にも学芸員というのがいます。美術品を

集めて保管して、研究して展示・公開する。この４つを

やっているのが博物館の仕事です。美術品を集める美

術館、動物を集める動物園、水族館、あるいははきもの

博物館、鉄道博物館、切っ手の博物館ですね、いろん

な博物館があるわけですが、基本的にはこの４つをや

ります。僕はフィールドミュージアムと言って、フィールド、

つまり外の、どういうんですか、野外を博物館と見立て

ているので、町全体が博物館だという言い方をしてい

るんですね。それどうなるのかというと、野外を建物の

中に集めることはできませんから、地域に関する情報

を集めて、地域を保全して、地域を研究して、地域を展

示・公開している。例えば細野高原という地域、ここに

関するいろんな情報を集めて、そこを保全して、そこを

研究しながら、そこの情報を発信していく、そういうの

が学芸員の仕事になると思います。

　今日はちょっとこの学芸員の視点というのを皆さん

と共有できたら、草原のことについて少しヒントになる

のかな。

　植物を保存するためには、例えば植物園は栽培をし

ますよね。博物館だったら押し花を標本にしたり、ため

るんですが、フィールドミュージアムはどうするかという

と、その草原をどう守るかということを常に考えていま

す。僕も頭を悩ませています。特にその場所をどうやっ

て保全するのかとか、今日のテーマでもありますが、ど

うやって展示・公開、つまりみんなに活用していくのか。

保全したり活用したりというのは、大きなテーマだし、

正解がまだないものですね。

　例えば、ここからは写真をちょっといろいろ見ながら

お話ししたいんですが、この夏、僕は八ヶ岳をちょっと

歩いていたんですけれども、八ヶ岳というフィールド、こ

れを保全しようと思ったら、どうするかな、考えると、もう

ここを例えば保護区にする。それ一つの方法ですよね。

あるいは歩く道筋を１つ決めて、ここからはみ出ないで

くださいね。そうしたら、こういうコマクサとか、チシマ

ギキョウは守られるかもしれない。人間が何も関わら

ないということですね。

　八甲田山も登ってみました。八甲田山って、名前は聞

いていたんですけれども、行ったのはこのときが初めて

でした。こんな雪の中をガイドの人と一緒に歩いたん

ですけれども、これを保全するといっても、人間がどうこ

うするレベルのものじゃない。何もしなくても、この景色

は多分残っていくんだろう、雪の上ですからね。

　こうやってエビの尻尾と呼ばれるような、これをじゃ

博物館に持って帰れるか、これ展示・公開できないで

すね。気温が低いところで風が吹きつけるからこういう

氷の形ができる。だから、人間にはまずつくれないとい

うのは、そういうところは残すといっても、そのままにし

ておくか、温暖化を止めましょうということをするしかな

いんです。片方で、今日のお話のメインは、人間がいな

いとなくなっていくフィールド、こちらのほうが、どういえ

ばいいのかな。関わりを続けるということで、やりやす

い面もあり、やりにくい面もある。本当にさっきの自然の

中というのは、禁止、禁止ってしないといけなくて、いろ

んなことを禁止したり、見守りするのはとても大変なん

ですね。でもむしろ関わり続けるということ、例えば有

明海の干潟ですね。これも自然ですけれども、ここの自

然です。遠くまで遠浅の海があって、潮の満ち引きに

よって、満ちたり引いたりしています。こんな美しいすば

らしい景色があるし、これが潮が引いたらこういう形。

ここで行われている伝統的な漁業、こういうものという

のは、じゃこの景色を、人が入っていけるこの景色をど

う残すかといったら、捕り過ぎないということもそうで

すし、捕るためのルールをつくるという、人間側でこれ

決めていけるんですね。人が関わっているところは、人

間側が関わっていけば何か可能性があるんだろうと。

　段畑って聞いたことありますか、段畑。棚田か。棚田

はよく聞きますよね。段畑っていう景色があって、これ宇

和島の先のほうに行くとこういう景色があるんですけ

れども、傾斜が激しくて、水がたまらなくて、この細い畑

を造っているんですね。これ人がずっと石垣を積んで

造った景色です。こういうものを残していこうといった

ときには、ここの農家さんが儲かれば多分この段畑の

棚田は残っていきますし、こんな関係です。

　阿蘇ですね、これは。阿蘇に行くと、山の斜面に横向

きにずっと筋がついていて、これは誰かがつけたわけ

じゃなくて、牛は草を食べるときは横に横に移動する

ので、横に横に道が勝手につきます。これがつくことで、

段畑じゃないですけれども、ああいう段々ができていく。

この景色すごくいいなと思っても、土木業者さんにこれ

だけが持っている知識があるはずなんですね。

　自然だけだったら、ここは水が勝手に湧いてくるん

です。熊本県阿蘇市の住宅地の中のほうなんですけれ

ども、もうばんばん水が湧いてくる。これは自然の力で

すよね。自然の力で地下水が湧いてくるけれども、その

自然の力を使って人間が働きかけて水田にしていくと。

水が豊かなところで水源を造る、これはいろんなところ

で造られています。

　もっと水があるところ、これは徳島県の河口近くなん

ですが、鳴門市では広いレンコン畑が広がっています。

これは南海地震という地震が起きたときに、低湿地に

なったところを、今はレンコン畑に使っている。自然に

できたものを人間がレンコン畑にして、レンコンを作っ

て。そこには地下水がしっかりありますから、これをくみ

上げて、この機械ですね、右下のほうにあるこの機械。

これは水がぷしゅーといつも出ています。これでレンコ

ンを洗っています。ちょっとなめてみたら、鉄さびと

しょっぱい塩の味がします。

　こうして人間がレンコン畑を作っていくと、水路がで

きます。その水路に、これはわらを束ねて浮かべている

んですね。スサという、建築の方はご存じですかね。僕、

なじみがなかったんです。壁を塗ったり、左官さんが使

うときに混ぜるわらというのは、そのまま混ぜているん

じゃなくて、１回こうやって漬けておいて、乾かして、そ

れを使うそうです。徳島県は、こうやってクリークをたく

さん、低湿地でレンコン作って、クリークを造って、その

クリークをまた使っている、人間が使っているわけです

ね。それで水路をもう完全に乾かしていくんじゃなくて、

もう湿地と一緒に生きていく道を選んだことで、その水

路にはこうやってオニバスが残っていると。オニバス

は、別に植えたわけじゃないんですね。人が湿地を全

部変えるんじゃなくて、湿地の環境を生かして水路とレ

ンコン畑で、そういう生活をしたから、たまたまオニバ

スが残っていた、こういう状況です。

　だから、自然への働きかけを機械的にどんどん変え

ていくとか、大きな開発じゃなくて、そこの自然に合った

生かし方をする、使い方、生き方をすることで、今度、自

然のほうもそれに反応する生態系ができていく。

　今日ずっとこんな話ばっかりしていますけれども、

いっぱいあるんですね、日本の中に。

　これは福島県の三島町というところで、連れてきても

らったのはマタギの集落です。マタギに会ったことあ

りますか。ある人いますか、東だからいるのかな。僕、全

然マタギ、マタギとか本の中の人だろうと思っていたら、

マタギの人がちゃんといたんです。日本の伝統工芸品

に指定されている、こういう編み籠、奥会津編み組細工

という技術をこの人は伝承されていて、それを作ってい

ます。材料は山で取ってきたもので、後ろのほうにはこ

ういうブドウのつるとか、クルミの皮とか、それをいつの

時期に取ったらいいかとか、どんなサイズなら取って

いいけれども、このサイズは残しておいたらまた来年

取れるとか、そういうのを全部知識として持ちながら細

工物を作っています。

　その後ろには、こういう型枠ですね、かごを作るため

の型枠と、こういうものを持っています。カラムシとかキ

ロロとか、ああいうものも使っていらっしゃいました。そ

ういう使い方をすることで、山の中にはちゃんと野ブド

ウも残るし、いろいろな植物が残る。冬には、マタギな

ので熊を撃つらしいんですね。環境がちゃんと残って

生き物が残る。生き物が残るから、それに合った暮らし

というふうに、環境と人が行ったり来たりしながら暮ら

している。だんだん……、もういいですかね、多分。

　あと、これは兵庫県の淡路市です。小山に畑とか作

物を作っているんですけれども、棚田とか段畑とよく似

ていますが、一番上のここ、ここ分かりますか、山の一

番上。これ何だかご存じですか。これは近づくとこんな

感じです。何かあるかというと、特にない、広いんです

けれども、これはお墓なんです。淡路島、淡路の人たち

はお墓を２つ持っていて、埋め墓と詣り墓と言うそうで

す。埋め墓は埋めるところ、詣り墓はお参りするところ。

だから、亡くなったらここに体を運んで、ここに埋める

と。それは同じ場所に地域のいろんな人が埋まるんで

すね。じゃここがお墓なのかというとそうじゃなくて、家

の裏に墓を別で持っておいて、お参りするのはそっち

でお参りする。そういう独特なやり方をしているんです

が、ここを管理されているので、もちろん今はないです

よ、今は火葬になっていますけれども。でも、僕が行っ

たときには、まだ地域にそういうのを知っている人がい

るよという時代でした。ここをやっぱり草刈りするんで

すね。そうすると、そこに淡路島の希少種が残っている。

　利用の仕方が、今回分科会でもカヤの利用とか、細

野高原、観光とか、いろいろ草の利用というのはあるん

ですけれども、別の目的で利用することで、そこが草原

の生き物の生き場所になるということはあります。高知

県のお墓とかも、時々お墓で生けたものを燃やすから

ボヤが起きて山火事になって、草原の生き物が残ると

いうこともあるそうです。

　これは白老村、コタン、アイヌの人たちの家です。

こっちから見ると、全部入り口が見えています。反対か

ら見ると裏口です。ちゃんと川に沿って入り口があるそ

うですね。こうやって草を使って壁まで、屋根だけじゃ

ないですね、壁まで造ることで、断熱材に使っていると。

ども、電柱の立っている方向とか、杭とかを見ていただ

くと、斜めになっているわけじゃないことが分かると思

います。こんな斜面のすごいところで農業をしているん

ですが、やっぱり見えるのがこの真ん中、コエグロで、

近づいてみるとこんな感じです。こんな畑、僕、見たこと

なかったんです。これ畑なんです。見ていただくと、石が

いっぱいありますよね。ここの農業ってすさまじくて、草

がないとできない農業をされています。

　どういうふうに草を使うかというと、草をこうやって

刻むんですね、機械で。後ろにあるこれらの道具を使っ

て、すき込んでいくんです。すき込むときの音は、ジャ

リッジャリッといって、石を砕くような音がするんですね。

大体、草の堆肥を使うときは、１回、草を置いておいて、

それが発酵して、肥料になって分解されたところで畑

に入れるのが普通ですよね。でも、ここでは、この道具、

これも地元で作られた道具ですが、こういう道具を

使ってすき込んでいく。この刃がいっぱいあるのは男

性が使っていて、３本しかないのは奥さんが使ってい

るという話をされていました。

　こんな感じで、土壌が非常に、地力が弱いところで

農業をされています。これ世界遺産になったんですけ

れども、ここでできるものというのは、ジャガイモとかヒ

エとかアワとか、タマネギも植えていますよね。そういう

もので、じゃどう戦ったらいいんだろうということなん

ですね。世界農業遺産に認定されたはいいけれども、

ここに何かの付加価値をつけるとしたら、なかなか難

しいな、そういう話をされていました。それでも、僕は何

かこの景色を見て、すごい景色だなと思います。これ全

部、本当に機械が入らないし、人の手で一つ一つすじ

を耕して作っていって、それがこのコエグロと、それか

ら周りの景色の中にあるというのは、僕は何かの価値

がここにあるんじゃないかなというふうに感じるんで

すね。だけれども、ここにこうしたら残りますよという答

えはなかなか出ない。そう思いながら帰ってきました。

　こういうフィールドのものを残したり、考えたりすると

きに、僕はなんとなくの指針を５つ持っています。これ

は別に館の決まりとか、言われたものじゃなくて、僕自

身が思っていることなんですけれども、何か働きかけて、

そこを残していきたいとか、保全しましょう、活用しま

しょうとかいうときに、１個目が後戻りができるか。これ

やりましょうってやり始めたけれども、途中でやっぱり

やめましょうというところができていないと、１回やり始

めて失敗したのにずっと進めていくというのは、地域も

一緒にやっている人も苦しくなるし、悪い方向にいっ

ちゃう。

　２つ目が暮らしに寄り添っているか。傾斜地農耕を

守るため、世界遺産なんだから、あなたやらなきゃ駄

目ですよというような形では、多分、続いていかないの

で、そういう形で残しても意味がないだろうな。

　３つ目が土地の歴史を大事にしている。傾斜地農耕

をやっていたところを今までのそこの人の暮らしとか、

その人たちが作ってきたものをやっぱり大事にしてい

きたいなというところに。

　４つ目に、野生の生き物にも優しいか。あそこを改良

していって、何らかの別のものが入ってくるとか、何か

が失われるということがないように。

　最後に、これはもう本当に何となくなんですが、美し

いかというところがあって、そこを見たときに美しいか

なと感じるかどうかというのがとても大事なんだろうと。

　これはいろんなところに行っていろんなフィールドを

見るときに、ずっとぼんやり思っていることなんですが、

細野高原に来たときも、やっぱりそこの地域の歴史っ

てどうなんだろうというのが興味がありますし、野生の

生き物がどういうふうかなとか、きれいなところだな。で

も、その表面的なというのは何が美しいんだろうなとい

うのをいつも考える。

　こういう指針なんですが、じゃあこういうもので残し

たいものは何なんだろうなというときに、今日の一つの

言葉です。もう今日は、僕は80分ぐらいかけてこの言

葉１個だけを皆さんと共有したいと思っています。言葉

としては、共創資産というものです、共創資産。多分、検

索してもあまり出てこないと思うんです。これ僕らで話

して生まれてきた言葉です。どんなものかというと、３つ

書いています。今まで僕が話してきたのは、自然と人と

の関わりという話をしましたよね。自然と社会の関わり

によって生まれて、地域に蓄積されてきた知識とか意識

とか技術です。これを共創資産と言います。細野高原で

は、あの広い草原ですけれども、地域にとってみれば、

限られた面積をどう上手に使っていくかということが

ずっと長い間かけて、知恵と、それが大事なものだとい

う意識が育ってきて、そこに火を入れるという技術とい

うのができてきたんだと思います。この知識とか意識と

か技術、これが共創資産です。

　限られた地域の自然資源を保全しながら持続的に

活用していくための共創資産が、多分、今はまだ日本

各地に残っていると思うんですね。これは自然と社会、

どっちかが失われると、共創資産も失われてしまいます。

地域の人がいなくなれば、山焼きのやり方も分からな

いし、この風ならどこから火を入れればいいかも分か

らないし、どのタイミングで入れればというのも、これ

は細野高原だけじゃなくて、僕の住んでいる芸北でも

そうですし、多分、阿蘇の原野とか蒜山でも、地域の人

か生えないので、ちょうど中海の環境が合っていて、中

海で今見られるという、何か珍しいものだそうです。そ

れをばんばん取るんですね。僕も取らせてもらいました。

長い柄のついた、何かこういうすくう道具を使って取っ

ていました。それを岸に運んで上げています。これ誰が

やっているかというと、漁師さんがやっているんですね。

　中海というのは、干拓事業で１回、干拓の事業が始

まって、それをやーめたってやめたところです。干拓の

事業のときに浚渫をしたりとか、堤防を造ったりで水の

流れが全然変わってしまいました。そのために何もし

ないでおくと、このオゴノリがたまってしまって、中でヘ

ドロになるんですね。これがヘドロになってしまうと、海

底に卵を産む魚が卵を産めなくなる。だから、漁師さん

にとっては、これを取らないといけないんですね。海の

掃除をしているわけです。

　これだけだと、何かこう、漁師さんが海の掃除をして

いるのねなんですが、この取り上げられたオゴノリは

集められて、トラックに乗せて運ばれて乾燥されます。

こうやって乾かして、こんな感じで肥料になるんですね。

塩分濃度が高いところの海藻だと、上げるとどんどん

塩が畑に入ってくるんですけれども、汽水域なので塩

分濃度が適度に低いし、これをどのくらいまいたら野

菜が育つかというのをこの地域の農業指導員の方が

すごく研究されていて、畑ごとに見ていきながら、この畑

だったら、こういう感じでまいてくださいというのを一

緒に指導している。これってすごいなと思って、海の草、

オゴノリを取ることで海もよくなるし、今度それが畑に

入っていい野菜を作る。だから、無駄がないですよね。

　草原シンポジウムでした。そろそろ草原の話を始め

ようかなと思います。

　今回のテーマは、未来へつなごう！壮大な海すすき

の草原ということで、海と草原、こんなに近くにあるとこ

ろでは、何か草原のものも使うことでできてきた草原な

ら、今の時代に合った使い方を探していけばつながる

んじゃないかというのが多分今、大分全国で考えられ

ている流れだと思います。それが使って草原がなくなる

んじゃなくて、持続的に使う方法をどうするかというの

が多分議論ですよね。

　今日はタイトル、草原を取り巻く里が教えてくれる、

持続可能な社会の未来像ということで話させてもらい

ます。

　草原を持つ自治体が全国にどれだけあるかという

のをちょっと調べてみました。全国には1,902ぐらいの

自治体があるんですけれども、草原を持っている自治

体は多分220より多い。この以上と書いているのは、ま

だ知らない草原があるので、こう書かせてもらったん

ですが、地図の上にもこんな感じです。どうなんですか

ね。10％というのは、僕は結構少ないのかなと思って

います。何かカヤぶき職人さんが300人、200人くらい、

おなじぐらいの数なんですね。でも、全部が全部カヤ

の草原じゃないので、これは全国草原再生ネットワー

クが持っている資料を基に作った地図なので、まだこ

こから落ちている草原もあるでしょうし、ちょっと性質の

違う、例えば牧草地みたいなものも入っているので、

はっきりした数はちょっと出てこないんですが、そう遠

くない数かなというふうに思います。全国にありますよ

ね。全国にあります。

　この草原の数だけ多分、共創資産というものが残っ

ていて、今日の一つの結論的なところなんですが、今

回の件はどうやって伝えていくかという話の中で、草原

を伝えていくために必要なもの、もう大分見えてきたと

思うんですけれども、１つ目は適切な方法、２つ目は適

切な方法を実行する力、力というのはお金かもしれな

いし、人力かも、ヒト・モノ・カネとよく言われますが、そ

ういうものですね。その実行する力を今度は継続する

ための仕組み、ある１年間だけ山焼きができたね、あ

あよかった、よかったじゃなくて、翌年も翌年も、もっと

言えば10年後も、ここに僕らがいなくなる100年後ぐ

らいもできれば続いてほしいなと思えば、継続する仕

組みを何か考えないといけない。

　それから、方法とか力とか仕組みを可能にする法令

ですね。これはもう行政の仕事です。北広島町では、過

去に野焼き条例というのがありまして、その中で山焼き

ができない書き方になっていたんですね。なので、書き

換えました。草原サミットがあったのを機に条例を見

直して、ちゃんと条例の中で焼けるようにというふうに

見直しました。こういう本当細かいところではあるんで

すが、社会の中で残していくためにはこういうものもと

ても大事です。

　最後の１つが上の全てを共有して伝えるための普

及、あるいは教育というものです。今日この後、具体的

に少しこの部分もお話ししようと思います。

　ちょっと先に条例の話なんですが、北広島町は条例

をつくっています。生物多様性の保全に関する条例と

いうのをつくっていて、それについてはこのパンフレッ

トの中に載っています。一番最初にお話ししたような自

然の保護というと、入らないでくださいとか取らないで

ください、そういうことももちろん規定はできるんですが、

もう一つは、里山のようなところを守る活動を町が応援

しますよということもこの条例の中に書かれています。

そういう形で、役場の職員、僕、役場の職員です。町民

さんとかから役場はなかなか動いてくれんという見方

ちゃんとこういうふうな機能があるからこういうふうに

使っていく中で、でも、片方でそれが自然に働きかけに

なるということです。

　もう１個だけ、ちょっと話をしましょう。

　これは新温泉町、前に草原サミットをやっていた上

山高原ですが、集落が使える草原の自然は限られてい

ます。その中で一家族ごと毎日順番に刈るんですよね、

草を刈る時期は。その順番というのは毎年替わるそう

です。前日まで知らされなくて、次、あんたの番よって言

われたら、急いで準備して、家族総出で下の集落から

この山に上がってくる。１日山で草刈りをして、集落み

んなが公平に草を刈る。これ全部ススキです。そして、

ここの草原が守られてきたそうです。

　そういうふうに共創資産の特性というのは、ちょっと

まとめると、多分、設計図があったわけじゃないんです

ね。いろんなやり方で、けんかが起きたりとか、何か使

い過ぎたりとか失敗したりとかということを繰り返しな

がら、地域の中でそういうルールが多分、決められてき

た。さっきも書いていたんですが、自然と人、どっちが

欠けてもこれは維持できないもので、自然があるから

人が暮らせて、人の活動があるから、その自然が残っ

ているという、その「共に」という文字です。

　それから、生み出されるためには、多分すごく時間が

かかります。１回なくなったらできないですよね。それで、

時間による検証、時間をかけて、いいものだけが多分

今残っているので、今残っている共創資産というのは

信頼性が高いんだろうなと思います。

　ちょっと一息つきますか。大丈夫ですか。

　これ何かずっと１人でしゃべっていると、不安になっ

てくるんですけれども、大丈夫ですかね。

　じゃ、続けますよ、ありがとうございます。何か、うんう

んとかうなずいていただいたりするととてもありがたい

です。何かこう聞いている人の顔も見えないので、なか

なか難しいですね。

　これは与論島です。

　じゃあ共創資産というのは過去のものなのかなとい

う話をしていたんですが、これは与論島の与論民俗村

と言って、昔の暮らしを展示しているところです。この辺

は台風がとてもたくさん来るところなので、家は小さい

部屋の雰囲気ですね。今だと大きな部屋に居間とか食

堂とか、子供部屋とか造りますけれども、何か人が増え

たら小さな建物を１個造るみたいな説明をたしか読ん

だような記憶があります。

　これは就職して間もなく、僕は自転車で旅をしたん

ですけれども、そのときに見て、多分、自分はこういうこ

とに興味があるんだなと気づいたのがこのときだった

のかなと、今思い返すと思います。道路に街路樹として

ヤシが植えられていたんですけれども、ヤシに全部袋

がかかっているんですよ。これは多分、ヤシの実を取っ

て何かにするんだろうと思うんです、これ調べていない

んですけれども。ギンナンが、イチョウ並木ってギンナ

ンが落ちたらみんなが拾いに行きますよね。あれの先

手を打って、ヤシはこういうふうに実がつくんで、もう先

に取っている。多分これがずっと未来になると、こうい

うのが共創資産の生まれるときなのかなというふうに、

今思うと思います。こんな感じですね。ちゃんと実が集

まっているし、後から掃除しなくて済む。ヤシは植えた

ものなので、自然物ではないんですが、こんな感じで

いろんな知恵が時代時代で出てくるんだなと思います。

　今、高知県の大月町では、備長炭が生産されていま

す。もともと四国の南のほうから和歌山にかけて生育

するウバメガシというカシの木を使うのが備長炭で、

その場所じゃないとできないんですけれども、ここの大

月町では、こういうやり方では炭は焼いていなかった

そうです。それを生産者をつくろう、高知県の県の事業

で、高知の中で雇用を増やそうという事業があったん

ですね。その一つで備長炭の作り方を、親方を呼んで

きて、窯の作り方から教えてもらうというやり方を始め

ました。こうして窯をついて、生産者を１人ずつ増やし

ていって、生産をしている。これが窯の外ですね。もの

すごく大きいものです。２週間で木を詰めて、２週間で

焼き上げるという、とても時間のかかるものが備長炭な

んですが、大がかりです。芸北の山の中でやっているよ

うな小さい窯とは全然違いますね。

　こういうところも共創資産が今生まれるところなんだ

ろうなと。なぜかというと、今は、町内にある森全部の

木の量を量ることができますから、計画的にもう窯は

30基までというふうに決めているそうです。それ以上

窯を作っても、木を取り過ぎてしまうから、持続的な生

産ができない。なので、先にもう量を量ってですね。昔

はそういうことできなかったんですけれども、今はそん

な生産とか利用ができる時代になったということかな

と思います。

　事例としては、これ最後になるのかな。いいなと思っ

た事例です。

　これは中海ですね、松江市の。真ん中のほう、何台

か船が出ていて何かやっているんですけれども、こう

やって山盛り、海からすくっています、中海。これはオゴ

ノリという海藻を取っているんですね。オゴノリ、聞いた

ことありますか。多分ないと思うんですよ。オゴノリって、

汽水域にしか生えないそうです。海水と淡水が混ざる

のが汽水域ですよね。しかも、ある一定の塩分濃度し

の予算を聞いて800万円、びっくりした記憶がありまし

た。すごいお金が山に吸い込まれているなというふう

に感じたところです。でも、これは全国で起きていること

ですし、草原に限らず、先ほど見ていただいた里山とか、

いろいろな自然に僕らの税金が吸い取られているわ

けですね。そういう社会資本の喪失がいろんな草原で

起きている。これをどうにか変えていきたいなと考える

わけです。

　今までの草原サミットでも、草原を守るための労働

力をどうしようかとか、資金をどうやって集めようかとい

う話も過去にはありました。僕が初めて草原サミットに

参加したのは、たしか2007年の蒜山の大会のとき

だったんですが、岡山県の蒜山では、その当時、どう

やったらそういう資金が集まるかなという会話をした

覚えがあります。

　ただ、少し変わってきたのは、こういうふうなどう

やって労働力や資金を集めるかという話から、今は放

置された草原をもっと利用しようという議論に変わっ

てきましたよね。今回のメインテーマもそうですし、各会

場での分科会のテーマもそうなんですが、利用という

のがキーワードにもう既になっています。その利用が１

つの利用方法じゃなくて、前半で見ていただいたよう

な生態系との関係でもものすごくたくさんあるんですね。

よそでやっている利用をそのままぽんと持ってくるん

じゃなくて、まずはそこでの利用を考えていくのが大事

なんだろうと考えています。

　芸北では、こんなことを始めています。今までもボラ

ンティアで草刈り、ここにはカヤ刈りと書いていますが、

もともとは草刈りをしていたんです。草原を守るために

火入れ、山焼きができない草原をみんなで草刈りをし

ていたんですね。やぶになっていると刈り払っていたん

ですが、ここ数年は秋にはカヤを刈るようになりました。

そのときには子供たち、ついてきた子たちがこんな感

じで、もうすごく楽しそうに遊んでいます。最近の子はイ

ンスタグラムもやっているので、こういう映え写真を

撮ったりして遊んでいます。このときは子供が撮ったん

じゃないですね、カメラマンが撮ってくれました。

　こうして集めたカヤがどこに行くかというと、すぐに

屋根に行くんじゃなくて、市場に集めるようにしました。

これ名前、茅金市場と言います。カヤがお金になるので、

茅金市場。単純な名前ですね。こういう市場をつくって、

そこに出荷している。これはボランティアの人だけじゃ

なくて、地域の住民の方ならどなたでも、地域住民と

いっても、もう持って来ていただける方からどなたでも、

この日のこの決まった時間に持ってきてくださいという

ことで、１年に１回だけ市場を開けています。この日に

地域の人がみんなでカヤを運んで持ってくるわけです。

　この建物は、もともと小学校の体育館でした。学校の

統廃合によって、ここは閉校になったので、そこの中に

鋼管を組んでカヤを置けるような場所を作りました。こ

れを持っていくとお金がもらえます。だから、地域の人

は持ってきてくれるんですね。

　もらえるお金は日本円じゃないんです。せどやま券と

いう地域通貨なんですね。この地域通貨、名前はせど

やま券です。単位は石、１石が１円なので、この見えて

いる券は千石、1,000円として地域の中で使われます。

有効期限もあります。６か月以内に使わないといけな

い。６か月の間ずっと持ったままだと、これ紙切れに

なっちゃうんですね。だから、みんな使います。しかも、

地域の中で使いますから、地域の商店にお金が入る

わけですね。こんな感じです、使用例ですね。こんな感

じです。地域のみんなで集めたせどやま券でちょっと１

杯やりましょうかというところですね。最初はガソリンと

か農機具とか、農機具屋さんとかいろいろなところで

使えます。アイスクリームを食べたり、温泉にも入ったり

できます。

　集まったカヤは、屋根の修復に使われます。北広島

町内、数は少ないですが、かやぶき屋根の民家と、あと

展示しているカヤぶき建物があるので、そこに使われ

ますね。地元のカヤを使って、地元の屋根が張れる。

　これ広島県には、国の文化財になっている建物もあ

るんですけれども、町外にこうしてカヤが運ばれて使わ

れることもあります。

　ちょっとまとめてみますね。

　草原、ススキの草原からカヤが集められて、そこに

地域通貨を支払うと、地域の中をお金が循環していく。

そして、集まったカヤはかやぶき屋根の現場に出荷さ

れて、そこから収入が入ってきます。その収入の中から

地域通貨の交換としてお金が支払われます。収入のほ

うが買入れのカヤより多い……、仕入れの値段よりも

販売の値段のほうが高くしてあるので、これは茅金市

場のボランティア事業ではなくて、ちゃんと収益を上げ

ている活動になります。具体的には、３束持ってきてく

れたら1,000円、20センチだったかな。規格はこのパ

ンフレットの中の１ページ目に書いています。３ページ

目ですね。藝州茅の規格ということで、こんなカヤを

持ってきてください、こんなカヤを持ってきてくれたら、

今の値段は３束でせどやま券１枚ですね。販売のほう

は基本価格が１束850円です。高いですか……、そん

な感じで流通しています。

　こういう仕組みが回ることで何が起きるかというと、

草原ですね。先ほどから話になっている野生生物、草

もあるかもしれないですが、動く根拠がないと、僕らは

動いちゃうと、税金使ってお仕事しているので、皆さん

のお金を適当に使うわけにはいかないので、なので、

まずは条例をつくってみて、こういうことをしていきます

よというのを考えました。

　そういうものとか、あとはこの画面の真ん中にあるの

が町の全部の生物のデータを調べました。静岡県は博

物館があるんですが、広島県は博物館はないんです

ね。静岡県の博物館に行くと、どこにどの植物があるか

というのが全部データとして調べられています。もちろ

んここの東伊豆町も残っているので、それをもう１回、

町レベルの資料として１回起こしてみることはとても大

事なことかなと思います。北広島町はなかったので、実

際に何年もかけて調査をしました。

　それでもう一つがレッドデータブックです。これは、

レッドデータブックというのは環境省も取りまとめてい

ますし、県も取りまとめていますが、町は町として取りま

とめました。この理由はなぜかというと、国とか県では

一般的な種類であっても、町の中では希少な種という

のはあるんですね。ほかのところではたくさんあるけれ

ども、うちの町にはほとんどいないよ。あるいは逆によ

そには希少かもしれないけれども、うちにはたくさんい

るよ。そういうものをちゃんと見るためには、町レベル

でこういう資料とか、あるいは条例というのをきちんと

整備していくことが大事だろうなと思っています。そう

いうことで作りました。

　じゃその北広島町、どんなところかというと、西日本

ですね。面積は646平方キロメートル、標高が200か

ら1,223メートルなんで、海がありません。人口は１万

7,937人です。東伊豆町と比べてみますと、面積が東

伊豆町77.8平方キロメートル、これはホームページ

で見させてもらいました。標高は、海があるゼロメート

ルから、万三郎岳が一番高いんですか、これ合ってい

ますか、地図で見たんですけれども。1,400メートルあ

るんですね。何かこれを見て、おおってやっぱりちょっ

と興奮しました。噴火と造山運動でぐいっとこんなに海

から近いところで高い山もあるんだな。あと、人口は１

万1,701人です。北広島町はもともと４つの町が合併

してできたんですが、今日お話しする事例は芸北地域

という一部地域のお話です。この高原の自然館がある

のも芸北地域です。

　芸北地域の面積は253.6平方キロメートル、それで

もやっぱりちょっと広いですね。標高は420メートルか

ら、一番高い山があるところです。人口は2,011人、も

のすごく少ないですね。東伊豆町よりも面積としては３

倍ちょっと、3.5倍ぐらいあるのに、人口は５分の１以

下。もう本当に過疎のところです。

　その中で、まずは町同士の植生、植物の様子を見て

みると、北広島、これ実際の大きさの比率を同じにして

います。イメージが湧くかなと思います。でかい町です。

こんなに大きいのに市じゃなくて町ですね。全国平均

と比べてみると、特徴的なのは、まずどちらも森林が多

いですね。自然林は北広島町が多いです。東伊豆町は

どちらかというと植林の比率が北広島町よりも多くなっ

ている。二次草原、これはいろいろなものが混ざってい

るんであれですが、これはどちらの町も全国平均よりも

少し多くなっていて、農耕地が全国平均より少ない。市

街地、このグレーのところが市街地ですが、市街地は

東伊豆町は全国平均に近いような形ですけれども、北

広島町は市街地はあまりないという違いがあります。

海もないんですね。山の中の町です。

　そこで行われている芸北茅プロジェクトというのを

紹介します。これは多分、ちょっといろいろ参考になる

のかなと思って、このプロジェクトがあったので、今日

しゃべりなさいと言われたのかなと思っています。

　芸北にはこういう山があります。ここは山焼きをして

いるところですね。ずっと昔から放牧とか、草を取った

り採草が行われていた山で、雲月山と言います。この山

はササユリというこのユリが咲いて、これは町の花にも

なっています。隣町の花にもなっています。そのぐらいこ

の地域ではササユリが愛されていて、身近な花なんで

すね。

　こういう草原は何であったかというと、ここの草原が

利用されていた時代があって、例えば堆肥とか山菜と

か、飼料、敷き草、屋根材、それからここで遊んだり、薬

草を取ったりという、いろんな恵みを山から受け取っ

ている。だから、毎年地元の人はこの山を焼いていた

わけなんですね。

　ところが、今、山が放置されています。この雲月山も

半分以上が放置されています、一部で山焼きを始めた

んですけれどもね。放置されるとどういうことが起きてく

るかというと、これは一般的な話ですが、まず、生態系

サービスが低下していく。草原から得られていたもの

が得られなくなるし、景観も悪くなるし、絶滅危惧種の

増加、増加という意味は、今までは普通にいたものが

絶滅危惧種になっていくという意味です。

　そこで何とかしないといけないということで、例えば

ボランティアという形で労働力を集めてみて、みんなで

山を何とかしましょうということをしてみたり、あるいは、

そこに行政などから資金を投入して、補助金によってこ

れを解決しようということが各地で行われています。た

しか前回、こちらの東伊豆に来たときに、年間の山焼き

あと、カヤプロ銀行というのもやっていて、３年生の授

業ではバザー活動をするんですが、最初に商品の仕

入れとかにお金が要るので、貸付けをやっているそう

です。それから、豪雨災害の被災地に寄附をしたり、こ

れを子供たちは自分たちが草原の資源を使って稼い

だお金でやっているということですね。

　こんなふうに共創資産というのは、多分、全国各地

でつくられていますし、それをまねしていくことが大事

なんだろうなと思うんです。小さいことですけれども、例

えば阿蘇で使っている火ぼてというのも、これをボラン

ティアの人たちが自分たちで作って、自分たちが使える

ようにならないと、阿蘇の火入れには参加できないん

ですね。野焼き講習がたしか２日間あるんでしたよね。

○会場より　（「今１日」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　今１日ですか。ちゃんと講座を受

けて作って参加していくことで、共創資産が受け継がれ

ている。

　あるいは、上ノ原のほうに行ったときには、茅刈り講

習会というのに参加させてもらいました。大学生とかい

ろんな人が参加していたんですけれども、そこで今度

は御殿場のほうから……

○会場より　（「ここからがこういう感じで、大体うち

のほうじゃ足でやっちゃうもんで。これで１束ですね、う

ちのほうでは。この一番下の目盛りが一番小さい束の

位置で、これで１束。ちょうど……」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　この人、なかなかほどけなくて、

結んでくれなかったんですけれども。こういう形で受け

継がれていたり、地域から地域に共創資産が技術移転

されていますよね。

　あるいは、これはカヤぶき技術の伝習施設、大内宿

というところ、福島県ですね。そこでは、廃校になった

学校の中にこういう屋根ふきの、屋根を小さいのを

作って、こうやってカヤをふく方法を体験したりしてい

ます。地域にはカヤぶき職人がたくさん生まれているそ

うです。こういう景色が残っているところで、観光客が

たくさん来るところですね。それを支えるための倉庫も

きちんと造っていて、下を空気が通るようになっていた

りとか、カヤのサイズに合った高さにしていたりとか、

いろいろな工夫が見られました。

　これは和歌山県の大学生がやっている、生石高原の

人たちがクラウドファンディングで350万集めています。

これでカヤを刈ったりする資金にしたいという活動を

しています、大学のサークル。

　そろそろちょっと事例としては最後になるんですが、

これは諫早市の岩谷口の草原です。この草原、ちょっと

写真があれで見にくいんですが、この煙が出ていると

ころからずっと全部斜面が草原です。ここもすごいです

ね。ここの火入れはすごく珍しくて、ちょっと写真で見て

いただくと、集落の人たちが作っているのは火をつけ

るための道具です。竹の筒に１つの節だけ穴を開けて、

中に油を入れています。そこにわらを刺しているんです

ね。そのわらを刺して、これを軽トラに乗せて持ってい

くと。こんな感じで火をつけています。何か油をぴゅ

ぴゅっと出しながら火をつけています。これが火入れ

の風景ですね。

　でも、ここで注目すべきなのは、この火のつけ方も面

白いなと思ったんですが、こっちの動噴です。軽トラに

乗せられた動力噴霧器。火入れのときには、この動噴

がついていって、ずるずるっと引っ張って、この水槽か

ら水をまくと。つけて、ちょっとでも広がりそうだったら、

すぐ消していくんですね。これが非常に効率的で、ここ

の集落は十六、七人で火入れをしていました。たった

十六、七人であの広さができるのは、こうやって軽トラ

が道路のほう、これは斜面の下部の道路ですが、そっ

ちの道路はもちろん、斜面の上にもこういう軽トラが入

れるところがついていて、山と、ここまで木が出ている

んですよね。炎が上がったら燃えそうになるわけです

けれども、もうすぐばあっとかけて消せる体制にあると。

だから、少人数で山焼きができるわけですね。

　ここには多分、ヒントが詰まっていて、誰でも焼ける

ようにならないのかなといつも僕は考えているわけで

すけれども、秋に防火帯、焼いていない草原は防火帯

焼きを始めてみるかな、これはうちのほうのことです。う

ちのほうは防火帯は焼かずに、当日、草刈りをするだ

けなんですが、これ防火帯焼きも、安全にするために

は大事なことかなとか。あるいは防火帯に車両が入れ

るようにしてみるというのが今のことです。

　もう１個、これは何か昨日、夜に思いついたんです

が、車両が入れる道路は難しいけれども、水が回せる

パイプを通しておいて、山水を引くのに黒いパイプとか、

農業用に売っていますよね。あれを回しておいて、何か

所かに蛇口じゃないですけれども、出るところをつけて

おいて、山焼きの日だけポンプでばあっと水が回るよ

うな仕組みにしておけば、ここはちょっと、細野高原は

広いですけれども、うちのほうにある山ぐらいだったら、

全部回すのにそんなに広くないなとか思ってみたりし

ました。とにかく山焼きをどうするかというのはとても大

事なことだろうなと思っています。

　事例について最後だったんですが、東お多福山の

保全ですごく僕が影響を受けたというかびっくりしたと

ころです。ここは都市の中にある草原なんですけれども、

みんなこれしゃがんで、鎌とかはさみでちょきちょきサ

サを刈っているんですね。この光景を見たときに、僕は

すごいなと思いました。でも、ちゃんと人間の力で刈り

切れました。作業が終わったらこんなきれいになって

いたんですけれども、その一角で何かやっている人が

いたんです。この人が何かしゃがみ込んで、ススキを

ずっと集めていたんですね。このカヤを、たったこの日

はこのぐらいでしたけれども、みんなで持って帰りまし

た、カヤぶきにするんだと言っていました。何年前だっ

たかな、随分前だったと思います。サガラさんという人

なんですけれども。それで、なるほど小っちゃくても、地

域でこうやって使い始めることがまず大事なんだなと

思って、たった数束であるんですが、その数束はきちん

と集めればちゃんと屋根の上で何年も役割を果たす。

そのときに、今のサガラさんの風景もそうなんですが、

もう１個気になったのが……

（保全活動中の太鼓の音）

これだけなんですけれども、何か愉快だなと思って、こ

ういうのっていいなと思いました。でも、これを言葉に

するには、何かうまく言えないし、何かのためということ

でやったわけでもないんだけれども、多分、人間ってこ

ういう浮かび出てくるものがあるし、そういうところが草

原の中に出てきたというのがすごくいいなと思ったとこ

ろです。

　そういう草原がいろんなところにあって、景色だけ見

ても、とてもきれいですよね、曽爾高原、奈良です。今か

ら分科会がある真庭の蒜山、遠くに大山を臨んでいる

広い広い草原ですね。それから、もちろん阿蘇、とても

広くて、阿蘇の中にもいろんな草原があるし、東伊豆町、

懐かしい草原で、僕は明日行くのをとても楽しみにして

います。オンライン参加ですよね。ここには大事な湿地

もある。

　こういう草原が全国にあって、そんな話ができて、ま

たどこかで太鼓の音が聞けるのかなとちょっと楽しみ

にしてるところです。

　まとめます。

　あまり大したまとめじゃないんですけれども、草原で

は地域の自然と人が互いに関わりながら、共創資産が

生み出されてきました。これが今日の話の主なところで

す。これは草原だけじゃなくて、いろんな生態系といろ

んなその地域とが関わりながら、その地域に独特の知

恵や技術がある。

　２番目に、その時代ごとに知識や技術を集めながら

積み重ねていくものが共創資産で、その知識や技術を

交換するのが多分、今日なのだろうなと思っています。

各地で話がありましたし、今日は皆さんに芸北の茅プ

ロをはじめいろんなことを聞いていただきました。

　その最後に見てきたような、人間だからこそ生み出

せる美しさというのが一つ草原を体現してくれている

のかなと思って、大事にして生かしていきたいですよね。

　以上で終わります。

　最後に、いろんな方に今日のスライドを作るにあ

たって協力いただいています。特に今回の大会を開い

ていただいた東伊豆町と、それから日本の各地の草

原の方に感謝します。どうもありがとうございました。

（拍手）

○司会　白川先生、どうもありがとうございました。

　学芸員のお仕事の視点での全国の事例のご紹介で

すとか、あとは自然と人間、自然と社会の関わりから生

まれる、今日初めて聞きましたが、共創資産というお言

葉ですとか、中学生の取組ですとかいろいろ興味深い

お話をしていただきました。

　ちょっと時間があまりありませんが、お一人でもお二

人でも、もし今日お話しいただいたことでご質問等あり

ましたらいかがでしょうか。

　この後もですね、この次のパネルディスカッションの

ほうも、白川先生にコーディネートをしていただきます。

お手元には質問の用紙もお配りしてありますので、今

の基調講演のことも含めてで構いませんので、そうしま

したら、次のパネルディスカッションで質問等をしてい

ただければというふうに思います。

　先生、ありがとうございました。

　改めまして、感謝の拍手をお願いいたします。（拍手）

○講師（白川勝信）　どうもありがとうございました。

○司会　それでは、続きまして、休憩を取りまして、10

時35分からパネルディスカッションのほうを始めたい

と思います。準備の関係もございますので、35分まで休

憩とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

原の生物の保護とか草原の景観の保全とか、獣害抑

止といったような多面的機能が山で発掘される。お店

にそのお金が行きますので、地域経済が少しでも活性

化する。そして、文化の面で言えば、カヤぶき建築がそ

れぞれ保存されたり、技術が伝承されたり、村落の景

観が保全されるという文化の伝承があります。

　どのくらいのこれ金額回っているかというのを見て

みると、そんなに大勢ではないですよね。2015年から

始まって、最初は持ってきてくれる人が５人で、集まった

カヤも100束でした。２年目は６人になって200束に

なりました。すごい増えましたね。３年目は９人で234

束、８人、10人、14人と増えていって、持ってきてくれる

人がどんどん増えている。2,000人、約1,000戸の集

落ですから、10戸で１％なんですよね。1.4％の人が

持ってきてくれるということになります。それで集まった

カヤを販売して、売上げが下のほうに書いてあります。

この売上げの金額は、ばらばらなんですけれども、実

は最初の年はカヤの束をすごく大きくしていたんです

ね。それで、すごく束数が少ないけれども、金額が大きく

なっています。

　この下に１行ちょっと付け足しますね。

　現在の学年と書かれています。これ何かというと、茅

金市場は中学校の活動としてやっています。中学校２

年生が茅金市場を運営しているんですね。今、その子

たちが学年で何年生になっているかというと、一番最

初に茅金市場を実行した子は今、大学２年生になって

います。この時間間隔って結構大事だと思うんですよ

ね。子供はずっと子供じゃなくて、これを知った子が今

何歳か。

　ちょっと茅プロを通じた中学生の学びを見ていただ

きたいと思います。

　茅プロ、事業としては最初こんな感じです。これ中学

生ですね、もう大人みたいですけれども。カヤを刈りま

す。みんなで束ねます。最初は下手くそですけれども、だ

んだん上手になります。途中でカヤぶき職人さんから

指導を受けて、こんな曲がったのは駄目だとか、ちょっ

と細過ぎるとか、先がそろっていないとか、束ね方を

ちゃんと指導を受けるんですね。それを運びます。実際

に自分たちでも刈るんですが、大事なのは受入れのほ

うなんですね。茅金市場での運営は、中学生がやって

いますと言いました。中学生が地域の人にチラシを

配ったり、声をかけたりして、家の近くにあるカヤ持っ

て来てくださいねというふうに言うんですね。そうした

ら軽トラに積んで持って来てくれるので受け入れます。

みんなで運びます。規格に合っているかどうかをちゃん

と調べながら受け入れています。曲がったカヤは使え

ませんから、これは駄目ですよっていうのはちゃんと言

わないといけないんですね。これ結構ハードルが高い

んですが、先生に手伝ってもらったりしながら、こうい

うのは駄目ですよということをちゃんと言う、これも学

習です。こうして何束あるかというのをちゃんと数えて

いる役割の子もいて、それぞれの子がそれぞれ役割分

担しています。車の誘導をする子もいます。

　こうして受け入れたカヤをどんどん並べていくわけ

ですが、もう当日は先生たちも総出で、総出じゃないか、

先生たちもやってきて、なかなかあまりない光景かなと

思います。

　せどやま券の発券も中学生がやりますね。ちゃんと

数を間違えないように数えて、券の枚数をカウントして

いきます。これ中学生の側が券を支払うほうですね。こ

れを渡していくと。地域の人に渡っていく。何かほっこ

りしますよね。地域の人が持って来て。

　実際に子供たちがお金を触ることで、先ほどのこの

全体像にもう一つ、教育の側面が加わるんですね。地

域資源への気づきとか、カヤってお金になるんだな。

あんなどこでも生えている草なのに、草原ってそんなに

価値があるものなのとか、あるいはお金をちゃんと

使って、商品とお金をやり取りする、あるいはカヤを販

売するとかっていう話を通じて、ちゃんと経済に関わる

んですね。これが大きな学びになります。これが次世代

の担い手育成につながる。

　今、大学２年生の年齢になっていますから、これから

どうなるかというのがちょっと楽しみなところです。

　実際の成果としては、昨年は14人から591束受け

入れて19万7,000円を、約20万円分発券しました。授

業やＰＴＡ活動で自分たちで250束を収穫したので、

71万円余りで販売したいなと思っているところです。ま

だこれは販売中ですね。その差額の50万円ぐらいは

自分たちの収益になって、教育活動に使うと。刈った

カヤは文化財建築の補修なんかに使われて、結果とし

て草原も守られる。僕がやりたかったのは草原の保全

なわけですが、仕組みをつくることで、その草原が守ら

れるという、そういう形になっています。

　ちなみにお金、何に使っているかなんですけれども、

まずは中学校に冷水機を設置したりとか、最近暑いで

すからね。ウォーターサーバーを自分たちで買ったり、

修学旅行に資金助成として、これはＰＴＡのほうから保

護者に対して１万円ずつだったかな、去年は。お金が

支払われます。修学旅行で校長から給与が支給されま

す。これはちょっと内緒にしておいてください。サプライ

ズでバスの中で給料袋が配られるんですね。自分たち

が働いて稼いだお金が自分たちのところに戻ってくる。
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維持活動に携わる一方、携わっただけの対価を受け

取る、あるいは携わった人が対価を実感しているのか

という話がありました。こちらの細野高原は、地元の集

落の方たちが山焼きをされていますので、その方たち

がちゃんと対価を実感されているのか、あるいはそこ

に税金を使っているわけですから、町民の皆さんがそ

れを実感しているのか。そういうことが前回議論に

なったと思います。それからどう変わったのかというの

は後のパネルディスカッションで聞かせていただきた

いなと思っているところです。

　前回のテーマは、忘れられた草原の再発見、その保

全と活用ということで、生物多様性、外来種、シンニュ

ウが間違っていますね、これ。広島ならではの間違い

ですね。外来種侵入……、深入山という山があるんで、

草原の山です。草原のやぶ化、森林化など、草原の質

の問題について共有されていない。草原の生物多様性

はどうなっているんだろう、景色としてはいいけれども、

本当にそこは価値があるというのが認識されているの

かというところの問いかけと、もう一つが草原を守るこ

とによる生態系サービスや経済的恩恵を享受する仕

組みがない。これについても話がありました。その後、

たしか僕が記憶しているのは、都内の電車のつり広告

に草原のことがかけられたりというＰＲをされたりとか、

あるいは入山料を早い段階から取り始めた、草原では

あまりないのかなと思いますけれども、そういう事例を

先立ってされたという記憶があります。今日はそういう

話もまた後で聞かせていただきたいなと思っていると

ころです。

　そして今年、2021年のテーマですが、今回はオンラ

イン開催ということで、ここの東伊豆町、それから阿蘇、

そして蒜山のほうでも分科会が開催されます。大きな

テーマは、未来へつなごう！壮大な海すすきの草原、そ

して、分科会のテーマは、保全・利用・継承、草原の公

益的機能について、それから、茅の利用と草原保全と

の関わりということで、どちらかというと今、草原に話題

になっているのは茅の利用とか、利用ですね、利用と

か草原の機能というところにだんだん目が移ってきた

のかなと思っています。

　先ほど課題として示されていた２つのことですね。２

つ目は、そういう利用とか、草原の価値をどう実感する

かという話だったんですが、もう１個、１個目の草原そ

のものの価値というのが果たして僕らは認識されてい

るのか、希少生物とかですね、生物多様性のほうが認

識されているのかどうかというのは、これはむしろ草原

を研究する研究者が発信できているかどうかというこ

とになるので、ここ地元でも内山さんとかを中心にいろ

んな研究が進められてますし、今から継続的にやって

いって情報を出していかないといけないだろうなとい

うふうに思っています。

　今日こちらに呼んでいただいた縁というのが、僕ら

は草原研究グループというのを組織しています。西日

本草原研究グループというのを組織して、これは蒜山

で調査しているんですね。これだけキキョウがあるとこ

ろも珍しいです。自生のキキョウがたくさん咲いている

んですね。僕たちは大体、10年前ぐらいは月に１回集

まって、あちこちで研究していました。例えば３月は学

会で岩手県に行っていたんですけれども、十和田湖畔

までちょっと車で走っていっていました。何かこんな雪

があるのに、ちょっとでも空いていれば何か探したくな

るのが僕らの常で、このときは、東北のほうに行くとフ

キが大きくなるんですね、フキノトウも大きいのでびっく

りしました。あるいは大阪の吹田というところで、町な

かで調査をしたりしています。こんな住宅地の中なん

ですが、ここの草原は、もうここの土地が売れてしまっ

たら生き物がいなくなる。こんな町なかでも希少種とい

うのはちゃんと残っているんですね。ずっと管理がされ

ていれば、何ていうかな、開けた環境があって、継続的

に管理がされていれば、そこに生き物が残っていると

いうことが分かっています。それをじゃどうするかとい

うのは次の問題なんですね。

　画面共有が止まったんですが、大丈夫ですか。

○スタッフ　一度ちょっと。

○講師（白川勝信）　共有の再開、これですね。すみま

せん。写真を今、見てもらう……、まだ、すみません、声

だけ聞こえていたみたいで申し訳ない。

　吹田の草原はこんな感じです。

　僕たちは草原研究会なんですが、僕自身は高原の

自然館という博物館に勤務しています。学芸員という

仕事をやっていまして、会場の皆さんの手元には、この

高原の自然館のパンフレットが手元にあると思います。

とてもとっても小さな建物なんですが、博物館。博物館

はこの辺には何かあるんですかね、ないですか。静岡

○司会　それでは、ただいまより白川勝信さんによる

基調講演となります。

　白川先生は、生態学をご専門とされ、2003年より広

島県北広島町の芸北高原の自然館に学芸員として勤

務されております。現在は、湿原、半自然草原、里山林

など、地域の人間活動によって維持されている生態系

の保全をテーマに活動を展開されています。子供、事

業者、行政、ボランティアなど様々な主体による自然へ

の関わり方を見直し、新たな仕組みを組み込みながら

地域と自然を将来に残していく道を模索されておりま

す。2017年には、第１回ジャパンアウトドアリーダーズ

アワード大賞を受賞されるなど、草原をはじめとする

様々な分野での活躍をされています。

　それでは、早速でございますが、基調講演のほうをよ

ろしくお願いいたします。

○講師（白川勝信）　こっちはマイク持っていていいん

ですよね。じゃちょっと話させて……、その前に写真を

撮らせてください。何ですかね、向こう側にいる人は多

分、会場の様子が分からないと思うので、ちょっと撮ら

せていただきます。今、配信はもうされているんですか。

ありがとうございます。

　よろしくお願いします。白川です。

　今日、80分くらいお話しさせていただくと思いますん

で、よろしくお願いします。

　こんな感じですね、見えますかね。見えますかねって

いうと、ライブ配信している相手の人から返事がない

んで、分からないんですが、会場にいる人はこんな感

じです。東伊豆町ですね、いろんな人が来ています。

　これは08年の東伊豆のサミットです。全国草原シン

ポジウム08ｉｎ東伊豆ということで、今年の草原サミッ

ト・シンポジウムは１年間延びたんですけれども、本当

は2008年に一度サミットをやる予定だったんですよ

ね。それがあったので、僕としては、ああようやくここの

東伊豆でサミット開催できて、本当にうれしいなと思っ

ています。今回もここに来るのを楽しみにしていまして、

駅前のキンメダイのオブジェをまた見れるかなと思っ

たら、キンメダイのオブジェがなくてですね、それで

実は自分がこうやって回している写真がなかったんで

すよ。だから、今回こそはキンメダイぐるぐるやるぞと

思って、なかったんで、ああと思っていたら、移設されて、

この役場の真向かい側の海の近くにありましたんで、ぐ

るぐる回させてもらいました。ちゃんとヒレも動きました

ので、東伊豆に来たことがない方はぜひお立ち寄りく

ださい。

　役場のすぐ横には朝市があって、前回はこの朝市に

寄らせていただいて、たくさんの海産物が売られていて、

やっぱり海の近くだなというふうに感じました。本当に

懐かしい、懐かしい町で最高でした。

　前回もこうやって細野高原の上に登って、たしかここ

は塩坂さんから教えてもらったフライトをしているとこ

ろですかね、パラグライダーが飛ぶところで、何かこん

なこともできるのかなという、草原っていろんなことが

できるんだなということをそのときに感じました。とにか

く広くて一面ススキで、上から見れば海が見えるという、

すばらしいロケーションだなというふうな記憶があり

ます。

　今日は、僕、一番最初に話させてもらうので、前回い

ろんな写真を撮っていて、どっちかというと食べ物とか、

さっきのキンメダイの写真とか草原の写真とか、花の

写真が多かったんですが、会場で１枚だけ写真を撮っ

ていました。これどなたのスライドか分からないんです

けれども、こういうことが課題の提起というスライドが

あったんですね。山焼きによって、草原という景観を維

持することだけで十分なのかという問いかけと、草原の

造ってくださいと言ったわけじゃないですね。そうやっ

て造っても多分残りません。ここを残すのは、牛を入れ

る。これが残すための策。一つ一つの景色に一つ一つ

のできてきた履歴がある。それをどう読み解いて、それ

をどうつくっていくか、これがフィールドミュージアムの

学芸員の１個の仕事です。

　美人林といって、ブナ林と言えば白神山地のブナ林

も有名ですが、日本の中で有名なブナ林を幾つか上

げていくと、出てくるのがこの新潟県の十日町市にある

美人林のブナ、ここにも博物館があるんですけれども、

その裏山です。このブナ林はブナが細いんですよね。

東北のほうとか、ブナ林って割と広島のほうだととても

珍しい、原生林というイメージなんですけれども、東北

のほうに行くと、森を伐採して何もしないとブナがこう

やって生えてくるそうです。長野県とかも結構こういう若

いブナの林があるんですね。だから、もしこの美人林

のブナ、こんなブナ林を維持しようと思ったら、ある時

期にここを全部伐採すればいいということになるんで

す。そういうふうに人間の働きかけと風景とか自然とい

うのがお互いに行ったり来たりの関係にすると。それ

を一歩ずつ読み解いていかないと、その自然をどう残

すかとか、活用するかという話に行き着かないんです

ね。例えば棚田なんかもそうですね。こういうところに

コンクリートじゃなくて、斜面を造って水路を造ると、生

き物がそこにたくさんくる。

　これは四国中央市、愛媛県の写真ですが、僕はこの

写真がとても好きです。「ウォーリーを探せ！」という絵

本をご存じですか。すごくいろんな絵が描いていて、そ

の中にたくさんの人物が描かれていて、いろんなことを

やっているんですけれども、その中にウォーリーが１人

だけいるという絵本があるんですけれども、この写真を

見ると、何かさっきの例えば棚田だったら田んぼが広

がっているし、干潟だったら水と土が広がっている。こ

の中を探していったら細かいものがたくさんあるんで

すよね。ここは四国中央市の大歩危小歩危とか、祖谷

とか、四国は急な谷が多いんですけれども、山の向こう

のほうを見てみると、隣の集落が山に張りつくように家

が建っているんですね。あそこ人が住んでいるんです。

だから、隣の家に行こうと思ったら、すごく斜面を上り

下りしないといけないし、こちらから見えるあの家まで

も、１回下まで下りて上がっていかないといけない、そ

ういう地域です。こういう傾斜の急なところでは、どうい

う農業をされているかというと、狭い中にいろんな作物

を作っていらっしゃいます。

　これ１軒のお宅でされていると思うんですが、そして

ここで特徴的というか、特産なのがお茶なんですね。

この斜面のところのきれいに植え込まれている、これが

お茶です。

　もう一つ目を引くのが画面真ん中ぐらいに三角の

立っているのがススキですね。すすきの三角の山形の

が見えますかね、これですね、これです。これはコエグ

ロと言うのかな、肥料にするための役割が１つありま

すが、もう一つ大事な役割があって、こういう斜面だと、

何もしないと、土がどんどん剝がれてきちゃうんですね。

だから、こういうススキを置きます。特にお茶畑の下に

もこうやってたくさん続いています。

　先ほど、こうやって人間が関わってつくられたフィー

ルドというのをどうやって守っていくのかなというのが

とても大変なんですが、ものすごく面白いテーマだなと

僕は思っています。どうですか、面白くないですか。草原

もその一つだってなるんですよね。

　お茶畑、静岡県の掛川市というところもとてもお茶が

有名なところで、新幹線からもよく見えるところですが、

ここでも草が使われています。茶畑があって、手前のほ

うに結構、草地がありますよね。ここ、これ見たことあり

ますか。通っていたら見える……、あそうか、ここ静岡

だよね。そうだ、何か静岡、それはそうだ、何を言ってい

るんでしょう。もちろんご存じですよね。あの「茶」という

字の近くは草が植えられていて、そこの草もちゃんと敷

き草に使われているんですよ。そうか、僕、今日、釈迦に

説法みたいな話を今からするかもしれないですね。

　静岡の茶草場農法というのは、世界農業遺産に指

定されています。その中でお茶のパッケージの裏側に

こういう葉っぱがついていて、この葉っぱが３個なら、

認証制度をつくっているんですね。生物多様性貢献制

度というのをつくって、３個だったら貢献度が高いです

よ、２個、１個ということで、そういうお茶の味とか値段

とかという別の価値をお茶につけています。そうするこ

とで、わざわざ草を刈って、そこの草地ができることで

生きる生き物を守っている農業ですよということを知ら

せながら、お茶の生産ができるようにしている、そうい

うところです。

　そうか、静岡でしたね。でも、静岡の茶草場と同じよ

うに、にし阿波の傾斜地農耕、また四国に戻ってきたん

ですが、徳島県でされている傾斜地農耕というのも、こ

れも世界農業遺産に指定されています。こういうところ

ですね、もう斜面です。さっき写真で見ていただいたよ

うな、隣の集落に行くためにものすごく行かないといけ

ないとか、家と家がもう斜面に張りつくようになってい

る。こんな感じですね。これ別にあまり誇張しているわ

けじゃないです。ここに立つと、カメラをどの角度が正

しいのか分からなくなるぐらい傾斜が急なんですけれ

の県立博物館はすばらしい大きな博物館がありますよ

ね。博物館の仕事というのは４つあります。あそうか、伊

豆にもあれがありますね、動物園がありますね。動物園

も博物館の一つですね。

　博物館というのは４つの仕事がありまして、資料を

集めて、資料を保管して、研究して、展示・公開します。

これが博物館の責務で、学芸員の仕事ですね。最近テ

レビでも割と「ブラタモリ」とかですね、学芸員の人が

出て来てしゃべったりとか、あとは何かクジラが打ち上

げられたり、リュウグウノツカイが上がったり、ダイオウ

イカが出てくると、何かよく学芸員の人出てきますよね。

ああいう人に資料をとにかく集めていって保管する、あ

るいは美術館にも学芸員というのがいます。美術品を

集めて保管して、研究して展示・公開する。この４つを

やっているのが博物館の仕事です。美術品を集める美

術館、動物を集める動物園、水族館、あるいははきもの

博物館、鉄道博物館、切っ手の博物館ですね、いろん

な博物館があるわけですが、基本的にはこの４つをや

ります。僕はフィールドミュージアムと言って、フィールド、

つまり外の、どういうんですか、野外を博物館と見立て

ているので、町全体が博物館だという言い方をしてい

るんですね。それどうなるのかというと、野外を建物の

中に集めることはできませんから、地域に関する情報

を集めて、地域を保全して、地域を研究して、地域を展

示・公開している。例えば細野高原という地域、ここに

関するいろんな情報を集めて、そこを保全して、そこを

研究しながら、そこの情報を発信していく、そういうの

が学芸員の仕事になると思います。

　今日はちょっとこの学芸員の視点というのを皆さん

と共有できたら、草原のことについて少しヒントになる

のかな。

　植物を保存するためには、例えば植物園は栽培をし

ますよね。博物館だったら押し花を標本にしたり、ため

るんですが、フィールドミュージアムはどうするかという

と、その草原をどう守るかということを常に考えていま

す。僕も頭を悩ませています。特にその場所をどうやっ

て保全するのかとか、今日のテーマでもありますが、ど

うやって展示・公開、つまりみんなに活用していくのか。

保全したり活用したりというのは、大きなテーマだし、

正解がまだないものですね。

　例えば、ここからは写真をちょっといろいろ見ながら

お話ししたいんですが、この夏、僕は八ヶ岳をちょっと

歩いていたんですけれども、八ヶ岳というフィールド、こ

れを保全しようと思ったら、どうするかな、考えると、もう

ここを例えば保護区にする。それ一つの方法ですよね。

あるいは歩く道筋を１つ決めて、ここからはみ出ないで

くださいね。そうしたら、こういうコマクサとか、チシマ

ギキョウは守られるかもしれない。人間が何も関わら

ないということですね。

　八甲田山も登ってみました。八甲田山って、名前は聞

いていたんですけれども、行ったのはこのときが初めて

でした。こんな雪の中をガイドの人と一緒に歩いたん

ですけれども、これを保全するといっても、人間がどうこ

うするレベルのものじゃない。何もしなくても、この景色

は多分残っていくんだろう、雪の上ですからね。

　こうやってエビの尻尾と呼ばれるような、これをじゃ

博物館に持って帰れるか、これ展示・公開できないで

すね。気温が低いところで風が吹きつけるからこういう

氷の形ができる。だから、人間にはまずつくれないとい

うのは、そういうところは残すといっても、そのままにし

ておくか、温暖化を止めましょうということをするしかな

いんです。片方で、今日のお話のメインは、人間がいな

いとなくなっていくフィールド、こちらのほうが、どういえ

ばいいのかな。関わりを続けるということで、やりやす

い面もあり、やりにくい面もある。本当にさっきの自然の

中というのは、禁止、禁止ってしないといけなくて、いろ

んなことを禁止したり、見守りするのはとても大変なん

ですね。でもむしろ関わり続けるということ、例えば有

明海の干潟ですね。これも自然ですけれども、ここの自

然です。遠くまで遠浅の海があって、潮の満ち引きに

よって、満ちたり引いたりしています。こんな美しいすば

らしい景色があるし、これが潮が引いたらこういう形。

ここで行われている伝統的な漁業、こういうものという

のは、じゃこの景色を、人が入っていけるこの景色をど

う残すかといったら、捕り過ぎないということもそうで

すし、捕るためのルールをつくるという、人間側でこれ

決めていけるんですね。人が関わっているところは、人

間側が関わっていけば何か可能性があるんだろうと。

　段畑って聞いたことありますか、段畑。棚田か。棚田

はよく聞きますよね。段畑っていう景色があって、これ宇

和島の先のほうに行くとこういう景色があるんですけ

れども、傾斜が激しくて、水がたまらなくて、この細い畑

を造っているんですね。これ人がずっと石垣を積んで

造った景色です。こういうものを残していこうといった

ときには、ここの農家さんが儲かれば多分この段畑の

棚田は残っていきますし、こんな関係です。

　阿蘇ですね、これは。阿蘇に行くと、山の斜面に横向

きにずっと筋がついていて、これは誰かがつけたわけ

じゃなくて、牛は草を食べるときは横に横に移動する

ので、横に横に道が勝手につきます。これがつくことで、

段畑じゃないですけれども、ああいう段々ができていく。

この景色すごくいいなと思っても、土木業者さんにこれ

だけが持っている知識があるはずなんですね。

　自然だけだったら、ここは水が勝手に湧いてくるん

です。熊本県阿蘇市の住宅地の中のほうなんですけれ

ども、もうばんばん水が湧いてくる。これは自然の力で

すよね。自然の力で地下水が湧いてくるけれども、その

自然の力を使って人間が働きかけて水田にしていくと。

水が豊かなところで水源を造る、これはいろんなところ

で造られています。

　もっと水があるところ、これは徳島県の河口近くなん

ですが、鳴門市では広いレンコン畑が広がっています。

これは南海地震という地震が起きたときに、低湿地に

なったところを、今はレンコン畑に使っている。自然に

できたものを人間がレンコン畑にして、レンコンを作っ

て。そこには地下水がしっかりありますから、これをくみ

上げて、この機械ですね、右下のほうにあるこの機械。

これは水がぷしゅーといつも出ています。これでレンコ

ンを洗っています。ちょっとなめてみたら、鉄さびと

しょっぱい塩の味がします。

　こうして人間がレンコン畑を作っていくと、水路がで

きます。その水路に、これはわらを束ねて浮かべている

んですね。スサという、建築の方はご存じですかね。僕、

なじみがなかったんです。壁を塗ったり、左官さんが使

うときに混ぜるわらというのは、そのまま混ぜているん

じゃなくて、１回こうやって漬けておいて、乾かして、そ

れを使うそうです。徳島県は、こうやってクリークをたく

さん、低湿地でレンコン作って、クリークを造って、その

クリークをまた使っている、人間が使っているわけです

ね。それで水路をもう完全に乾かしていくんじゃなくて、

もう湿地と一緒に生きていく道を選んだことで、その水

路にはこうやってオニバスが残っていると。オニバス

は、別に植えたわけじゃないんですね。人が湿地を全

部変えるんじゃなくて、湿地の環境を生かして水路とレ

ンコン畑で、そういう生活をしたから、たまたまオニバ

スが残っていた、こういう状況です。

　だから、自然への働きかけを機械的にどんどん変え

ていくとか、大きな開発じゃなくて、そこの自然に合った

生かし方をする、使い方、生き方をすることで、今度、自

然のほうもそれに反応する生態系ができていく。

　今日ずっとこんな話ばっかりしていますけれども、

いっぱいあるんですね、日本の中に。

　これは福島県の三島町というところで、連れてきても

らったのはマタギの集落です。マタギに会ったことあ

りますか。ある人いますか、東だからいるのかな。僕、全

然マタギ、マタギとか本の中の人だろうと思っていたら、

マタギの人がちゃんといたんです。日本の伝統工芸品

に指定されている、こういう編み籠、奥会津編み組細工

という技術をこの人は伝承されていて、それを作ってい

ます。材料は山で取ってきたもので、後ろのほうにはこ

ういうブドウのつるとか、クルミの皮とか、それをいつの

時期に取ったらいいかとか、どんなサイズなら取って

いいけれども、このサイズは残しておいたらまた来年

取れるとか、そういうのを全部知識として持ちながら細

工物を作っています。

　その後ろには、こういう型枠ですね、かごを作るため

の型枠と、こういうものを持っています。カラムシとかキ

ロロとか、ああいうものも使っていらっしゃいました。そ

ういう使い方をすることで、山の中にはちゃんと野ブド

ウも残るし、いろいろな植物が残る。冬には、マタギな

ので熊を撃つらしいんですね。環境がちゃんと残って

生き物が残る。生き物が残るから、それに合った暮らし

というふうに、環境と人が行ったり来たりしながら暮ら

している。だんだん……、もういいですかね、多分。

　あと、これは兵庫県の淡路市です。小山に畑とか作

物を作っているんですけれども、棚田とか段畑とよく似

ていますが、一番上のここ、ここ分かりますか、山の一

番上。これ何だかご存じですか。これは近づくとこんな

感じです。何かあるかというと、特にない、広いんです

けれども、これはお墓なんです。淡路島、淡路の人たち

はお墓を２つ持っていて、埋め墓と詣り墓と言うそうで

す。埋め墓は埋めるところ、詣り墓はお参りするところ。

だから、亡くなったらここに体を運んで、ここに埋める

と。それは同じ場所に地域のいろんな人が埋まるんで

すね。じゃここがお墓なのかというとそうじゃなくて、家

の裏に墓を別で持っておいて、お参りするのはそっち

でお参りする。そういう独特なやり方をしているんです

が、ここを管理されているので、もちろん今はないです

よ、今は火葬になっていますけれども。でも、僕が行っ

たときには、まだ地域にそういうのを知っている人がい

るよという時代でした。ここをやっぱり草刈りするんで

すね。そうすると、そこに淡路島の希少種が残っている。

　利用の仕方が、今回分科会でもカヤの利用とか、細

野高原、観光とか、いろいろ草の利用というのはあるん

ですけれども、別の目的で利用することで、そこが草原

の生き物の生き場所になるということはあります。高知

県のお墓とかも、時々お墓で生けたものを燃やすから

ボヤが起きて山火事になって、草原の生き物が残ると

いうこともあるそうです。

　これは白老村、コタン、アイヌの人たちの家です。

こっちから見ると、全部入り口が見えています。反対か

ら見ると裏口です。ちゃんと川に沿って入り口があるそ

うですね。こうやって草を使って壁まで、屋根だけじゃ

ないですね、壁まで造ることで、断熱材に使っていると。

ども、電柱の立っている方向とか、杭とかを見ていただ

くと、斜めになっているわけじゃないことが分かると思

います。こんな斜面のすごいところで農業をしているん

ですが、やっぱり見えるのがこの真ん中、コエグロで、

近づいてみるとこんな感じです。こんな畑、僕、見たこと

なかったんです。これ畑なんです。見ていただくと、石が

いっぱいありますよね。ここの農業ってすさまじくて、草

がないとできない農業をされています。

　どういうふうに草を使うかというと、草をこうやって

刻むんですね、機械で。後ろにあるこれらの道具を使っ

て、すき込んでいくんです。すき込むときの音は、ジャ

リッジャリッといって、石を砕くような音がするんですね。

大体、草の堆肥を使うときは、１回、草を置いておいて、

それが発酵して、肥料になって分解されたところで畑

に入れるのが普通ですよね。でも、ここでは、この道具、

これも地元で作られた道具ですが、こういう道具を

使ってすき込んでいく。この刃がいっぱいあるのは男

性が使っていて、３本しかないのは奥さんが使ってい

るという話をされていました。

　こんな感じで、土壌が非常に、地力が弱いところで

農業をされています。これ世界遺産になったんですけ

れども、ここでできるものというのは、ジャガイモとかヒ

エとかアワとか、タマネギも植えていますよね。そういう

もので、じゃどう戦ったらいいんだろうということなん

ですね。世界農業遺産に認定されたはいいけれども、

ここに何かの付加価値をつけるとしたら、なかなか難

しいな、そういう話をされていました。それでも、僕は何

かこの景色を見て、すごい景色だなと思います。これ全

部、本当に機械が入らないし、人の手で一つ一つすじ

を耕して作っていって、それがこのコエグロと、それか

ら周りの景色の中にあるというのは、僕は何かの価値

がここにあるんじゃないかなというふうに感じるんで

すね。だけれども、ここにこうしたら残りますよという答

えはなかなか出ない。そう思いながら帰ってきました。

　こういうフィールドのものを残したり、考えたりすると

きに、僕はなんとなくの指針を５つ持っています。これ

は別に館の決まりとか、言われたものじゃなくて、僕自

身が思っていることなんですけれども、何か働きかけて、

そこを残していきたいとか、保全しましょう、活用しま

しょうとかいうときに、１個目が後戻りができるか。これ

やりましょうってやり始めたけれども、途中でやっぱり

やめましょうというところができていないと、１回やり始

めて失敗したのにずっと進めていくというのは、地域も

一緒にやっている人も苦しくなるし、悪い方向にいっ

ちゃう。

　２つ目が暮らしに寄り添っているか。傾斜地農耕を

守るため、世界遺産なんだから、あなたやらなきゃ駄

目ですよというような形では、多分、続いていかないの

で、そういう形で残しても意味がないだろうな。

　３つ目が土地の歴史を大事にしている。傾斜地農耕

をやっていたところを今までのそこの人の暮らしとか、

その人たちが作ってきたものをやっぱり大事にしてい

きたいなというところに。

　４つ目に、野生の生き物にも優しいか。あそこを改良

していって、何らかの別のものが入ってくるとか、何か

が失われるということがないように。

　最後に、これはもう本当に何となくなんですが、美し

いかというところがあって、そこを見たときに美しいか

なと感じるかどうかというのがとても大事なんだろうと。

　これはいろんなところに行っていろんなフィールドを

見るときに、ずっとぼんやり思っていることなんですが、

細野高原に来たときも、やっぱりそこの地域の歴史っ

てどうなんだろうというのが興味がありますし、野生の

生き物がどういうふうかなとか、きれいなところだな。で

も、その表面的なというのは何が美しいんだろうなとい

うのをいつも考える。

　こういう指針なんですが、じゃあこういうもので残し

たいものは何なんだろうなというときに、今日の一つの

言葉です。もう今日は、僕は80分ぐらいかけてこの言

葉１個だけを皆さんと共有したいと思っています。言葉

としては、共創資産というものです、共創資産。多分、検

索してもあまり出てこないと思うんです。これ僕らで話

して生まれてきた言葉です。どんなものかというと、３つ

書いています。今まで僕が話してきたのは、自然と人と

の関わりという話をしましたよね。自然と社会の関わり

によって生まれて、地域に蓄積されてきた知識とか意識

とか技術です。これを共創資産と言います。細野高原で

は、あの広い草原ですけれども、地域にとってみれば、

限られた面積をどう上手に使っていくかということが

ずっと長い間かけて、知恵と、それが大事なものだとい

う意識が育ってきて、そこに火を入れるという技術とい

うのができてきたんだと思います。この知識とか意識と

か技術、これが共創資産です。

　限られた地域の自然資源を保全しながら持続的に

活用していくための共創資産が、多分、今はまだ日本

各地に残っていると思うんですね。これは自然と社会、

どっちかが失われると、共創資産も失われてしまいます。

地域の人がいなくなれば、山焼きのやり方も分からな

いし、この風ならどこから火を入れればいいかも分か

らないし、どのタイミングで入れればというのも、これ

は細野高原だけじゃなくて、僕の住んでいる芸北でも

そうですし、多分、阿蘇の原野とか蒜山でも、地域の人

か生えないので、ちょうど中海の環境が合っていて、中

海で今見られるという、何か珍しいものだそうです。そ

れをばんばん取るんですね。僕も取らせてもらいました。

長い柄のついた、何かこういうすくう道具を使って取っ

ていました。それを岸に運んで上げています。これ誰が

やっているかというと、漁師さんがやっているんですね。

　中海というのは、干拓事業で１回、干拓の事業が始

まって、それをやーめたってやめたところです。干拓の

事業のときに浚渫をしたりとか、堤防を造ったりで水の

流れが全然変わってしまいました。そのために何もし

ないでおくと、このオゴノリがたまってしまって、中でヘ

ドロになるんですね。これがヘドロになってしまうと、海

底に卵を産む魚が卵を産めなくなる。だから、漁師さん

にとっては、これを取らないといけないんですね。海の

掃除をしているわけです。

　これだけだと、何かこう、漁師さんが海の掃除をして

いるのねなんですが、この取り上げられたオゴノリは

集められて、トラックに乗せて運ばれて乾燥されます。

こうやって乾かして、こんな感じで肥料になるんですね。

塩分濃度が高いところの海藻だと、上げるとどんどん

塩が畑に入ってくるんですけれども、汽水域なので塩

分濃度が適度に低いし、これをどのくらいまいたら野

菜が育つかというのをこの地域の農業指導員の方が

すごく研究されていて、畑ごとに見ていきながら、この畑

だったら、こういう感じでまいてくださいというのを一

緒に指導している。これってすごいなと思って、海の草、

オゴノリを取ることで海もよくなるし、今度それが畑に

入っていい野菜を作る。だから、無駄がないですよね。

　草原シンポジウムでした。そろそろ草原の話を始め

ようかなと思います。

　今回のテーマは、未来へつなごう！壮大な海すすき

の草原ということで、海と草原、こんなに近くにあるとこ

ろでは、何か草原のものも使うことでできてきた草原な

ら、今の時代に合った使い方を探していけばつながる

んじゃないかというのが多分今、大分全国で考えられ

ている流れだと思います。それが使って草原がなくなる

んじゃなくて、持続的に使う方法をどうするかというの

が多分議論ですよね。

　今日はタイトル、草原を取り巻く里が教えてくれる、

持続可能な社会の未来像ということで話させてもらい

ます。

　草原を持つ自治体が全国にどれだけあるかという

のをちょっと調べてみました。全国には1,902ぐらいの

自治体があるんですけれども、草原を持っている自治

体は多分220より多い。この以上と書いているのは、ま

だ知らない草原があるので、こう書かせてもらったん

ですが、地図の上にもこんな感じです。どうなんですか

ね。10％というのは、僕は結構少ないのかなと思って

います。何かカヤぶき職人さんが300人、200人くらい、

おなじぐらいの数なんですね。でも、全部が全部カヤ

の草原じゃないので、これは全国草原再生ネットワー

クが持っている資料を基に作った地図なので、まだこ

こから落ちている草原もあるでしょうし、ちょっと性質の

違う、例えば牧草地みたいなものも入っているので、

はっきりした数はちょっと出てこないんですが、そう遠

くない数かなというふうに思います。全国にありますよ

ね。全国にあります。

　この草原の数だけ多分、共創資産というものが残っ

ていて、今日の一つの結論的なところなんですが、今

回の件はどうやって伝えていくかという話の中で、草原

を伝えていくために必要なもの、もう大分見えてきたと

思うんですけれども、１つ目は適切な方法、２つ目は適

切な方法を実行する力、力というのはお金かもしれな

いし、人力かも、ヒト・モノ・カネとよく言われますが、そ

ういうものですね。その実行する力を今度は継続する

ための仕組み、ある１年間だけ山焼きができたね、あ

あよかった、よかったじゃなくて、翌年も翌年も、もっと

言えば10年後も、ここに僕らがいなくなる100年後ぐ

らいもできれば続いてほしいなと思えば、継続する仕

組みを何か考えないといけない。

　それから、方法とか力とか仕組みを可能にする法令

ですね。これはもう行政の仕事です。北広島町では、過

去に野焼き条例というのがありまして、その中で山焼き

ができない書き方になっていたんですね。なので、書き

換えました。草原サミットがあったのを機に条例を見

直して、ちゃんと条例の中で焼けるようにというふうに

見直しました。こういう本当細かいところではあるんで

すが、社会の中で残していくためにはこういうものもと

ても大事です。

　最後の１つが上の全てを共有して伝えるための普

及、あるいは教育というものです。今日この後、具体的

に少しこの部分もお話ししようと思います。

　ちょっと先に条例の話なんですが、北広島町は条例

をつくっています。生物多様性の保全に関する条例と

いうのをつくっていて、それについてはこのパンフレッ

トの中に載っています。一番最初にお話ししたような自

然の保護というと、入らないでくださいとか取らないで

ください、そういうことももちろん規定はできるんですが、

もう一つは、里山のようなところを守る活動を町が応援

しますよということもこの条例の中に書かれています。

そういう形で、役場の職員、僕、役場の職員です。町民

さんとかから役場はなかなか動いてくれんという見方

ちゃんとこういうふうな機能があるからこういうふうに

使っていく中で、でも、片方でそれが自然に働きかけに

なるということです。

　もう１個だけ、ちょっと話をしましょう。

　これは新温泉町、前に草原サミットをやっていた上

山高原ですが、集落が使える草原の自然は限られてい

ます。その中で一家族ごと毎日順番に刈るんですよね、

草を刈る時期は。その順番というのは毎年替わるそう

です。前日まで知らされなくて、次、あんたの番よって言

われたら、急いで準備して、家族総出で下の集落から

この山に上がってくる。１日山で草刈りをして、集落み

んなが公平に草を刈る。これ全部ススキです。そして、

ここの草原が守られてきたそうです。

　そういうふうに共創資産の特性というのは、ちょっと

まとめると、多分、設計図があったわけじゃないんです

ね。いろんなやり方で、けんかが起きたりとか、何か使

い過ぎたりとか失敗したりとかということを繰り返しな

がら、地域の中でそういうルールが多分、決められてき

た。さっきも書いていたんですが、自然と人、どっちが

欠けてもこれは維持できないもので、自然があるから

人が暮らせて、人の活動があるから、その自然が残っ

ているという、その「共に」という文字です。

　それから、生み出されるためには、多分すごく時間が

かかります。１回なくなったらできないですよね。それで、

時間による検証、時間をかけて、いいものだけが多分

今残っているので、今残っている共創資産というのは

信頼性が高いんだろうなと思います。

　ちょっと一息つきますか。大丈夫ですか。

　これ何かずっと１人でしゃべっていると、不安になっ

てくるんですけれども、大丈夫ですかね。

　じゃ、続けますよ、ありがとうございます。何か、うんう

んとかうなずいていただいたりするととてもありがたい

です。何かこう聞いている人の顔も見えないので、なか

なか難しいですね。

　これは与論島です。

　じゃあ共創資産というのは過去のものなのかなとい

う話をしていたんですが、これは与論島の与論民俗村

と言って、昔の暮らしを展示しているところです。この辺

は台風がとてもたくさん来るところなので、家は小さい

部屋の雰囲気ですね。今だと大きな部屋に居間とか食

堂とか、子供部屋とか造りますけれども、何か人が増え

たら小さな建物を１個造るみたいな説明をたしか読ん

だような記憶があります。

　これは就職して間もなく、僕は自転車で旅をしたん

ですけれども、そのときに見て、多分、自分はこういうこ

とに興味があるんだなと気づいたのがこのときだった

のかなと、今思い返すと思います。道路に街路樹として

ヤシが植えられていたんですけれども、ヤシに全部袋

がかかっているんですよ。これは多分、ヤシの実を取っ

て何かにするんだろうと思うんです、これ調べていない

んですけれども。ギンナンが、イチョウ並木ってギンナ

ンが落ちたらみんなが拾いに行きますよね。あれの先

手を打って、ヤシはこういうふうに実がつくんで、もう先

に取っている。多分これがずっと未来になると、こうい

うのが共創資産の生まれるときなのかなというふうに、

今思うと思います。こんな感じですね。ちゃんと実が集

まっているし、後から掃除しなくて済む。ヤシは植えた

ものなので、自然物ではないんですが、こんな感じで

いろんな知恵が時代時代で出てくるんだなと思います。

　今、高知県の大月町では、備長炭が生産されていま

す。もともと四国の南のほうから和歌山にかけて生育

するウバメガシというカシの木を使うのが備長炭で、

その場所じゃないとできないんですけれども、ここの大

月町では、こういうやり方では炭は焼いていなかった

そうです。それを生産者をつくろう、高知県の県の事業

で、高知の中で雇用を増やそうという事業があったん

ですね。その一つで備長炭の作り方を、親方を呼んで

きて、窯の作り方から教えてもらうというやり方を始め

ました。こうして窯をついて、生産者を１人ずつ増やし

ていって、生産をしている。これが窯の外ですね。もの

すごく大きいものです。２週間で木を詰めて、２週間で

焼き上げるという、とても時間のかかるものが備長炭な

んですが、大がかりです。芸北の山の中でやっているよ

うな小さい窯とは全然違いますね。

　こういうところも共創資産が今生まれるところなんだ

ろうなと。なぜかというと、今は、町内にある森全部の

木の量を量ることができますから、計画的にもう窯は

30基までというふうに決めているそうです。それ以上

窯を作っても、木を取り過ぎてしまうから、持続的な生

産ができない。なので、先にもう量を量ってですね。昔

はそういうことできなかったんですけれども、今はそん

な生産とか利用ができる時代になったということかな

と思います。

　事例としては、これ最後になるのかな。いいなと思っ

た事例です。

　これは中海ですね、松江市の。真ん中のほう、何台

か船が出ていて何かやっているんですけれども、こう

やって山盛り、海からすくっています、中海。これはオゴ

ノリという海藻を取っているんですね。オゴノリ、聞いた

ことありますか。多分ないと思うんですよ。オゴノリって、

汽水域にしか生えないそうです。海水と淡水が混ざる

のが汽水域ですよね。しかも、ある一定の塩分濃度し

の予算を聞いて800万円、びっくりした記憶がありまし

た。すごいお金が山に吸い込まれているなというふう

に感じたところです。でも、これは全国で起きていること

ですし、草原に限らず、先ほど見ていただいた里山とか、

いろいろな自然に僕らの税金が吸い取られているわ

けですね。そういう社会資本の喪失がいろんな草原で

起きている。これをどうにか変えていきたいなと考える

わけです。

　今までの草原サミットでも、草原を守るための労働

力をどうしようかとか、資金をどうやって集めようかとい

う話も過去にはありました。僕が初めて草原サミットに

参加したのは、たしか2007年の蒜山の大会のとき

だったんですが、岡山県の蒜山では、その当時、どう

やったらそういう資金が集まるかなという会話をした

覚えがあります。

　ただ、少し変わってきたのは、こういうふうなどう

やって労働力や資金を集めるかという話から、今は放

置された草原をもっと利用しようという議論に変わっ

てきましたよね。今回のメインテーマもそうですし、各会

場での分科会のテーマもそうなんですが、利用という

のがキーワードにもう既になっています。その利用が１

つの利用方法じゃなくて、前半で見ていただいたよう

な生態系との関係でもものすごくたくさんあるんですね。

よそでやっている利用をそのままぽんと持ってくるん

じゃなくて、まずはそこでの利用を考えていくのが大事

なんだろうと考えています。

　芸北では、こんなことを始めています。今までもボラ

ンティアで草刈り、ここにはカヤ刈りと書いていますが、

もともとは草刈りをしていたんです。草原を守るために

火入れ、山焼きができない草原をみんなで草刈りをし

ていたんですね。やぶになっていると刈り払っていたん

ですが、ここ数年は秋にはカヤを刈るようになりました。

そのときには子供たち、ついてきた子たちがこんな感

じで、もうすごく楽しそうに遊んでいます。最近の子はイ

ンスタグラムもやっているので、こういう映え写真を

撮ったりして遊んでいます。このときは子供が撮ったん

じゃないですね、カメラマンが撮ってくれました。

　こうして集めたカヤがどこに行くかというと、すぐに

屋根に行くんじゃなくて、市場に集めるようにしました。

これ名前、茅金市場と言います。カヤがお金になるので、

茅金市場。単純な名前ですね。こういう市場をつくって、

そこに出荷している。これはボランティアの人だけじゃ

なくて、地域の住民の方ならどなたでも、地域住民と

いっても、もう持って来ていただける方からどなたでも、

この日のこの決まった時間に持ってきてくださいという

ことで、１年に１回だけ市場を開けています。この日に

地域の人がみんなでカヤを運んで持ってくるわけです。

　この建物は、もともと小学校の体育館でした。学校の

統廃合によって、ここは閉校になったので、そこの中に

鋼管を組んでカヤを置けるような場所を作りました。こ

れを持っていくとお金がもらえます。だから、地域の人

は持ってきてくれるんですね。

　もらえるお金は日本円じゃないんです。せどやま券と

いう地域通貨なんですね。この地域通貨、名前はせど

やま券です。単位は石、１石が１円なので、この見えて

いる券は千石、1,000円として地域の中で使われます。

有効期限もあります。６か月以内に使わないといけな

い。６か月の間ずっと持ったままだと、これ紙切れに

なっちゃうんですね。だから、みんな使います。しかも、

地域の中で使いますから、地域の商店にお金が入る

わけですね。こんな感じです、使用例ですね。こんな感

じです。地域のみんなで集めたせどやま券でちょっと１

杯やりましょうかというところですね。最初はガソリンと

か農機具とか、農機具屋さんとかいろいろなところで

使えます。アイスクリームを食べたり、温泉にも入ったり

できます。

　集まったカヤは、屋根の修復に使われます。北広島

町内、数は少ないですが、かやぶき屋根の民家と、あと

展示しているカヤぶき建物があるので、そこに使われ

ますね。地元のカヤを使って、地元の屋根が張れる。

　これ広島県には、国の文化財になっている建物もあ

るんですけれども、町外にこうしてカヤが運ばれて使わ

れることもあります。

　ちょっとまとめてみますね。

　草原、ススキの草原からカヤが集められて、そこに

地域通貨を支払うと、地域の中をお金が循環していく。

そして、集まったカヤはかやぶき屋根の現場に出荷さ

れて、そこから収入が入ってきます。その収入の中から

地域通貨の交換としてお金が支払われます。収入のほ

うが買入れのカヤより多い……、仕入れの値段よりも

販売の値段のほうが高くしてあるので、これは茅金市

場のボランティア事業ではなくて、ちゃんと収益を上げ

ている活動になります。具体的には、３束持ってきてく

れたら1,000円、20センチだったかな。規格はこのパ

ンフレットの中の１ページ目に書いています。３ページ

目ですね。藝州茅の規格ということで、こんなカヤを

持ってきてください、こんなカヤを持ってきてくれたら、

今の値段は３束でせどやま券１枚ですね。販売のほう

は基本価格が１束850円です。高いですか……、そん

な感じで流通しています。

　こういう仕組みが回ることで何が起きるかというと、

草原ですね。先ほどから話になっている野生生物、草

もあるかもしれないですが、動く根拠がないと、僕らは

動いちゃうと、税金使ってお仕事しているので、皆さん

のお金を適当に使うわけにはいかないので、なので、

まずは条例をつくってみて、こういうことをしていきます

よというのを考えました。

　そういうものとか、あとはこの画面の真ん中にあるの

が町の全部の生物のデータを調べました。静岡県は博

物館があるんですが、広島県は博物館はないんです

ね。静岡県の博物館に行くと、どこにどの植物があるか

というのが全部データとして調べられています。もちろ

んここの東伊豆町も残っているので、それをもう１回、

町レベルの資料として１回起こしてみることはとても大

事なことかなと思います。北広島町はなかったので、実

際に何年もかけて調査をしました。

　それでもう一つがレッドデータブックです。これは、

レッドデータブックというのは環境省も取りまとめてい

ますし、県も取りまとめていますが、町は町として取りま

とめました。この理由はなぜかというと、国とか県では

一般的な種類であっても、町の中では希少な種という

のはあるんですね。ほかのところではたくさんあるけれ

ども、うちの町にはほとんどいないよ。あるいは逆によ

そには希少かもしれないけれども、うちにはたくさんい

るよ。そういうものをちゃんと見るためには、町レベル

でこういう資料とか、あるいは条例というのをきちんと

整備していくことが大事だろうなと思っています。そう

いうことで作りました。

　じゃその北広島町、どんなところかというと、西日本

ですね。面積は646平方キロメートル、標高が200か

ら1,223メートルなんで、海がありません。人口は１万

7,937人です。東伊豆町と比べてみますと、面積が東

伊豆町77.8平方キロメートル、これはホームページ

で見させてもらいました。標高は、海があるゼロメート

ルから、万三郎岳が一番高いんですか、これ合ってい

ますか、地図で見たんですけれども。1,400メートルあ

るんですね。何かこれを見て、おおってやっぱりちょっ

と興奮しました。噴火と造山運動でぐいっとこんなに海

から近いところで高い山もあるんだな。あと、人口は１

万1,701人です。北広島町はもともと４つの町が合併

してできたんですが、今日お話しする事例は芸北地域

という一部地域のお話です。この高原の自然館がある

のも芸北地域です。

　芸北地域の面積は253.6平方キロメートル、それで

もやっぱりちょっと広いですね。標高は420メートルか

ら、一番高い山があるところです。人口は2,011人、も

のすごく少ないですね。東伊豆町よりも面積としては３

倍ちょっと、3.5倍ぐらいあるのに、人口は５分の１以

下。もう本当に過疎のところです。

　その中で、まずは町同士の植生、植物の様子を見て

みると、北広島、これ実際の大きさの比率を同じにして

います。イメージが湧くかなと思います。でかい町です。

こんなに大きいのに市じゃなくて町ですね。全国平均

と比べてみると、特徴的なのは、まずどちらも森林が多

いですね。自然林は北広島町が多いです。東伊豆町は

どちらかというと植林の比率が北広島町よりも多くなっ

ている。二次草原、これはいろいろなものが混ざってい

るんであれですが、これはどちらの町も全国平均よりも

少し多くなっていて、農耕地が全国平均より少ない。市

街地、このグレーのところが市街地ですが、市街地は

東伊豆町は全国平均に近いような形ですけれども、北

広島町は市街地はあまりないという違いがあります。

海もないんですね。山の中の町です。

　そこで行われている芸北茅プロジェクトというのを

紹介します。これは多分、ちょっといろいろ参考になる

のかなと思って、このプロジェクトがあったので、今日

しゃべりなさいと言われたのかなと思っています。

　芸北にはこういう山があります。ここは山焼きをして

いるところですね。ずっと昔から放牧とか、草を取った

り採草が行われていた山で、雲月山と言います。この山

はササユリというこのユリが咲いて、これは町の花にも

なっています。隣町の花にもなっています。そのぐらいこ

の地域ではササユリが愛されていて、身近な花なんで

すね。

　こういう草原は何であったかというと、ここの草原が

利用されていた時代があって、例えば堆肥とか山菜と

か、飼料、敷き草、屋根材、それからここで遊んだり、薬

草を取ったりという、いろんな恵みを山から受け取っ

ている。だから、毎年地元の人はこの山を焼いていた

わけなんですね。

　ところが、今、山が放置されています。この雲月山も

半分以上が放置されています、一部で山焼きを始めた

んですけれどもね。放置されるとどういうことが起きてく

るかというと、これは一般的な話ですが、まず、生態系

サービスが低下していく。草原から得られていたもの

が得られなくなるし、景観も悪くなるし、絶滅危惧種の

増加、増加という意味は、今までは普通にいたものが

絶滅危惧種になっていくという意味です。

　そこで何とかしないといけないということで、例えば

ボランティアという形で労働力を集めてみて、みんなで

山を何とかしましょうということをしてみたり、あるいは、

そこに行政などから資金を投入して、補助金によってこ

れを解決しようということが各地で行われています。た

しか前回、こちらの東伊豆に来たときに、年間の山焼き

あと、カヤプロ銀行というのもやっていて、３年生の授

業ではバザー活動をするんですが、最初に商品の仕

入れとかにお金が要るので、貸付けをやっているそう

です。それから、豪雨災害の被災地に寄附をしたり、こ

れを子供たちは自分たちが草原の資源を使って稼い

だお金でやっているということですね。

　こんなふうに共創資産というのは、多分、全国各地

でつくられていますし、それをまねしていくことが大事

なんだろうなと思うんです。小さいことですけれども、例

えば阿蘇で使っている火ぼてというのも、これをボラン

ティアの人たちが自分たちで作って、自分たちが使える

ようにならないと、阿蘇の火入れには参加できないん

ですね。野焼き講習がたしか２日間あるんでしたよね。

○会場より　（「今１日」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　今１日ですか。ちゃんと講座を受

けて作って参加していくことで、共創資産が受け継がれ

ている。

　あるいは、上ノ原のほうに行ったときには、茅刈り講

習会というのに参加させてもらいました。大学生とかい

ろんな人が参加していたんですけれども、そこで今度

は御殿場のほうから……

○会場より　（「ここからがこういう感じで、大体うち

のほうじゃ足でやっちゃうもんで。これで１束ですね、う

ちのほうでは。この一番下の目盛りが一番小さい束の

位置で、これで１束。ちょうど……」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　この人、なかなかほどけなくて、

結んでくれなかったんですけれども。こういう形で受け

継がれていたり、地域から地域に共創資産が技術移転

されていますよね。

　あるいは、これはカヤぶき技術の伝習施設、大内宿

というところ、福島県ですね。そこでは、廃校になった

学校の中にこういう屋根ふきの、屋根を小さいのを

作って、こうやってカヤをふく方法を体験したりしてい

ます。地域にはカヤぶき職人がたくさん生まれているそ

うです。こういう景色が残っているところで、観光客が

たくさん来るところですね。それを支えるための倉庫も

きちんと造っていて、下を空気が通るようになっていた

りとか、カヤのサイズに合った高さにしていたりとか、

いろいろな工夫が見られました。

　これは和歌山県の大学生がやっている、生石高原の

人たちがクラウドファンディングで350万集めています。

これでカヤを刈ったりする資金にしたいという活動を

しています、大学のサークル。

　そろそろちょっと事例としては最後になるんですが、

これは諫早市の岩谷口の草原です。この草原、ちょっと

写真があれで見にくいんですが、この煙が出ていると

ころからずっと全部斜面が草原です。ここもすごいです

ね。ここの火入れはすごく珍しくて、ちょっと写真で見て

いただくと、集落の人たちが作っているのは火をつけ

るための道具です。竹の筒に１つの節だけ穴を開けて、

中に油を入れています。そこにわらを刺しているんです

ね。そのわらを刺して、これを軽トラに乗せて持ってい

くと。こんな感じで火をつけています。何か油をぴゅ

ぴゅっと出しながら火をつけています。これが火入れ

の風景ですね。

　でも、ここで注目すべきなのは、この火のつけ方も面

白いなと思ったんですが、こっちの動噴です。軽トラに

乗せられた動力噴霧器。火入れのときには、この動噴

がついていって、ずるずるっと引っ張って、この水槽か

ら水をまくと。つけて、ちょっとでも広がりそうだったら、

すぐ消していくんですね。これが非常に効率的で、ここ

の集落は十六、七人で火入れをしていました。たった

十六、七人であの広さができるのは、こうやって軽トラ

が道路のほう、これは斜面の下部の道路ですが、そっ

ちの道路はもちろん、斜面の上にもこういう軽トラが入

れるところがついていて、山と、ここまで木が出ている

んですよね。炎が上がったら燃えそうになるわけです

けれども、もうすぐばあっとかけて消せる体制にあると。

だから、少人数で山焼きができるわけですね。

　ここには多分、ヒントが詰まっていて、誰でも焼ける

ようにならないのかなといつも僕は考えているわけで

すけれども、秋に防火帯、焼いていない草原は防火帯

焼きを始めてみるかな、これはうちのほうのことです。う

ちのほうは防火帯は焼かずに、当日、草刈りをするだ

けなんですが、これ防火帯焼きも、安全にするために

は大事なことかなとか。あるいは防火帯に車両が入れ

るようにしてみるというのが今のことです。

　もう１個、これは何か昨日、夜に思いついたんです

が、車両が入れる道路は難しいけれども、水が回せる

パイプを通しておいて、山水を引くのに黒いパイプとか、

農業用に売っていますよね。あれを回しておいて、何か

所かに蛇口じゃないですけれども、出るところをつけて

おいて、山焼きの日だけポンプでばあっと水が回るよ

うな仕組みにしておけば、ここはちょっと、細野高原は

広いですけれども、うちのほうにある山ぐらいだったら、

全部回すのにそんなに広くないなとか思ってみたりし

ました。とにかく山焼きをどうするかというのはとても大

事なことだろうなと思っています。

　事例について最後だったんですが、東お多福山の

保全ですごく僕が影響を受けたというかびっくりしたと

ころです。ここは都市の中にある草原なんですけれども、

みんなこれしゃがんで、鎌とかはさみでちょきちょきサ

サを刈っているんですね。この光景を見たときに、僕は

すごいなと思いました。でも、ちゃんと人間の力で刈り

切れました。作業が終わったらこんなきれいになって

いたんですけれども、その一角で何かやっている人が

いたんです。この人が何かしゃがみ込んで、ススキを

ずっと集めていたんですね。このカヤを、たったこの日

はこのぐらいでしたけれども、みんなで持って帰りまし

た、カヤぶきにするんだと言っていました。何年前だっ

たかな、随分前だったと思います。サガラさんという人

なんですけれども。それで、なるほど小っちゃくても、地

域でこうやって使い始めることがまず大事なんだなと

思って、たった数束であるんですが、その数束はきちん

と集めればちゃんと屋根の上で何年も役割を果たす。

そのときに、今のサガラさんの風景もそうなんですが、

もう１個気になったのが……

（保全活動中の太鼓の音）

これだけなんですけれども、何か愉快だなと思って、こ

ういうのっていいなと思いました。でも、これを言葉に

するには、何かうまく言えないし、何かのためということ

でやったわけでもないんだけれども、多分、人間ってこ

ういう浮かび出てくるものがあるし、そういうところが草

原の中に出てきたというのがすごくいいなと思ったとこ

ろです。

　そういう草原がいろんなところにあって、景色だけ見

ても、とてもきれいですよね、曽爾高原、奈良です。今か

ら分科会がある真庭の蒜山、遠くに大山を臨んでいる

広い広い草原ですね。それから、もちろん阿蘇、とても

広くて、阿蘇の中にもいろんな草原があるし、東伊豆町、

懐かしい草原で、僕は明日行くのをとても楽しみにして

います。オンライン参加ですよね。ここには大事な湿地

もある。

　こういう草原が全国にあって、そんな話ができて、ま

たどこかで太鼓の音が聞けるのかなとちょっと楽しみ

にしてるところです。

　まとめます。

　あまり大したまとめじゃないんですけれども、草原で

は地域の自然と人が互いに関わりながら、共創資産が

生み出されてきました。これが今日の話の主なところで

す。これは草原だけじゃなくて、いろんな生態系といろ

んなその地域とが関わりながら、その地域に独特の知

恵や技術がある。

　２番目に、その時代ごとに知識や技術を集めながら

積み重ねていくものが共創資産で、その知識や技術を

交換するのが多分、今日なのだろうなと思っています。

各地で話がありましたし、今日は皆さんに芸北の茅プ

ロをはじめいろんなことを聞いていただきました。

　その最後に見てきたような、人間だからこそ生み出

せる美しさというのが一つ草原を体現してくれている

のかなと思って、大事にして生かしていきたいですよね。

　以上で終わります。

　最後に、いろんな方に今日のスライドを作るにあ

たって協力いただいています。特に今回の大会を開い

ていただいた東伊豆町と、それから日本の各地の草

原の方に感謝します。どうもありがとうございました。

（拍手）

○司会　白川先生、どうもありがとうございました。

　学芸員のお仕事の視点での全国の事例のご紹介で

すとか、あとは自然と人間、自然と社会の関わりから生

まれる、今日初めて聞きましたが、共創資産というお言

葉ですとか、中学生の取組ですとかいろいろ興味深い

お話をしていただきました。

　ちょっと時間があまりありませんが、お一人でもお二

人でも、もし今日お話しいただいたことでご質問等あり

ましたらいかがでしょうか。

　この後もですね、この次のパネルディスカッションの

ほうも、白川先生にコーディネートをしていただきます。

お手元には質問の用紙もお配りしてありますので、今

の基調講演のことも含めてで構いませんので、そうしま

したら、次のパネルディスカッションで質問等をしてい

ただければというふうに思います。

　先生、ありがとうございました。

　改めまして、感謝の拍手をお願いいたします。（拍手）

○講師（白川勝信）　どうもありがとうございました。

○司会　それでは、続きまして、休憩を取りまして、10

時35分からパネルディスカッションのほうを始めたい

と思います。準備の関係もございますので、35分まで休

憩とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

原の生物の保護とか草原の景観の保全とか、獣害抑

止といったような多面的機能が山で発掘される。お店

にそのお金が行きますので、地域経済が少しでも活性

化する。そして、文化の面で言えば、カヤぶき建築がそ

れぞれ保存されたり、技術が伝承されたり、村落の景

観が保全されるという文化の伝承があります。

　どのくらいのこれ金額回っているかというのを見て

みると、そんなに大勢ではないですよね。2015年から

始まって、最初は持ってきてくれる人が５人で、集まった

カヤも100束でした。２年目は６人になって200束に

なりました。すごい増えましたね。３年目は９人で234

束、８人、10人、14人と増えていって、持ってきてくれる

人がどんどん増えている。2,000人、約1,000戸の集

落ですから、10戸で１％なんですよね。1.4％の人が

持ってきてくれるということになります。それで集まった

カヤを販売して、売上げが下のほうに書いてあります。

この売上げの金額は、ばらばらなんですけれども、実

は最初の年はカヤの束をすごく大きくしていたんです

ね。それで、すごく束数が少ないけれども、金額が大きく

なっています。

　この下に１行ちょっと付け足しますね。

　現在の学年と書かれています。これ何かというと、茅

金市場は中学校の活動としてやっています。中学校２

年生が茅金市場を運営しているんですね。今、その子

たちが学年で何年生になっているかというと、一番最

初に茅金市場を実行した子は今、大学２年生になって

います。この時間間隔って結構大事だと思うんですよ

ね。子供はずっと子供じゃなくて、これを知った子が今

何歳か。

　ちょっと茅プロを通じた中学生の学びを見ていただ

きたいと思います。

　茅プロ、事業としては最初こんな感じです。これ中学

生ですね、もう大人みたいですけれども。カヤを刈りま

す。みんなで束ねます。最初は下手くそですけれども、だ

んだん上手になります。途中でカヤぶき職人さんから

指導を受けて、こんな曲がったのは駄目だとか、ちょっ

と細過ぎるとか、先がそろっていないとか、束ね方を

ちゃんと指導を受けるんですね。それを運びます。実際

に自分たちでも刈るんですが、大事なのは受入れのほ

うなんですね。茅金市場での運営は、中学生がやって

いますと言いました。中学生が地域の人にチラシを

配ったり、声をかけたりして、家の近くにあるカヤ持っ

て来てくださいねというふうに言うんですね。そうした

ら軽トラに積んで持って来てくれるので受け入れます。

みんなで運びます。規格に合っているかどうかをちゃん

と調べながら受け入れています。曲がったカヤは使え

ませんから、これは駄目ですよっていうのはちゃんと言

わないといけないんですね。これ結構ハードルが高い

んですが、先生に手伝ってもらったりしながら、こうい

うのは駄目ですよということをちゃんと言う、これも学

習です。こうして何束あるかというのをちゃんと数えて

いる役割の子もいて、それぞれの子がそれぞれ役割分

担しています。車の誘導をする子もいます。

　こうして受け入れたカヤをどんどん並べていくわけ

ですが、もう当日は先生たちも総出で、総出じゃないか、

先生たちもやってきて、なかなかあまりない光景かなと

思います。

　せどやま券の発券も中学生がやりますね。ちゃんと

数を間違えないように数えて、券の枚数をカウントして

いきます。これ中学生の側が券を支払うほうですね。こ

れを渡していくと。地域の人に渡っていく。何かほっこ

りしますよね。地域の人が持って来て。

　実際に子供たちがお金を触ることで、先ほどのこの

全体像にもう一つ、教育の側面が加わるんですね。地

域資源への気づきとか、カヤってお金になるんだな。

あんなどこでも生えている草なのに、草原ってそんなに

価値があるものなのとか、あるいはお金をちゃんと

使って、商品とお金をやり取りする、あるいはカヤを販

売するとかっていう話を通じて、ちゃんと経済に関わる

んですね。これが大きな学びになります。これが次世代

の担い手育成につながる。

　今、大学２年生の年齢になっていますから、これから

どうなるかというのがちょっと楽しみなところです。

　実際の成果としては、昨年は14人から591束受け

入れて19万7,000円を、約20万円分発券しました。授

業やＰＴＡ活動で自分たちで250束を収穫したので、

71万円余りで販売したいなと思っているところです。ま

だこれは販売中ですね。その差額の50万円ぐらいは

自分たちの収益になって、教育活動に使うと。刈った

カヤは文化財建築の補修なんかに使われて、結果とし

て草原も守られる。僕がやりたかったのは草原の保全

なわけですが、仕組みをつくることで、その草原が守ら

れるという、そういう形になっています。

　ちなみにお金、何に使っているかなんですけれども、

まずは中学校に冷水機を設置したりとか、最近暑いで

すからね。ウォーターサーバーを自分たちで買ったり、

修学旅行に資金助成として、これはＰＴＡのほうから保

護者に対して１万円ずつだったかな、去年は。お金が

支払われます。修学旅行で校長から給与が支給されま

す。これはちょっと内緒にしておいてください。サプライ

ズでバスの中で給料袋が配られるんですね。自分たち

が働いて稼いだお金が自分たちのところに戻ってくる。
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維持活動に携わる一方、携わっただけの対価を受け

取る、あるいは携わった人が対価を実感しているのか

という話がありました。こちらの細野高原は、地元の集

落の方たちが山焼きをされていますので、その方たち

がちゃんと対価を実感されているのか、あるいはそこ

に税金を使っているわけですから、町民の皆さんがそ

れを実感しているのか。そういうことが前回議論に

なったと思います。それからどう変わったのかというの

は後のパネルディスカッションで聞かせていただきた

いなと思っているところです。

　前回のテーマは、忘れられた草原の再発見、その保

全と活用ということで、生物多様性、外来種、シンニュ

ウが間違っていますね、これ。広島ならではの間違い

ですね。外来種侵入……、深入山という山があるんで、

草原の山です。草原のやぶ化、森林化など、草原の質

の問題について共有されていない。草原の生物多様性

はどうなっているんだろう、景色としてはいいけれども、

本当にそこは価値があるというのが認識されているの

かというところの問いかけと、もう一つが草原を守るこ

とによる生態系サービスや経済的恩恵を享受する仕

組みがない。これについても話がありました。その後、

たしか僕が記憶しているのは、都内の電車のつり広告

に草原のことがかけられたりというＰＲをされたりとか、

あるいは入山料を早い段階から取り始めた、草原では

あまりないのかなと思いますけれども、そういう事例を

先立ってされたという記憶があります。今日はそういう

話もまた後で聞かせていただきたいなと思っていると

ころです。

　そして今年、2021年のテーマですが、今回はオンラ

イン開催ということで、ここの東伊豆町、それから阿蘇、

そして蒜山のほうでも分科会が開催されます。大きな

テーマは、未来へつなごう！壮大な海すすきの草原、そ

して、分科会のテーマは、保全・利用・継承、草原の公

益的機能について、それから、茅の利用と草原保全と

の関わりということで、どちらかというと今、草原に話題

になっているのは茅の利用とか、利用ですね、利用と

か草原の機能というところにだんだん目が移ってきた

のかなと思っています。

　先ほど課題として示されていた２つのことですね。２

つ目は、そういう利用とか、草原の価値をどう実感する

かという話だったんですが、もう１個、１個目の草原そ

のものの価値というのが果たして僕らは認識されてい

るのか、希少生物とかですね、生物多様性のほうが認

識されているのかどうかというのは、これはむしろ草原

を研究する研究者が発信できているかどうかというこ

とになるので、ここ地元でも内山さんとかを中心にいろ

んな研究が進められてますし、今から継続的にやって

いって情報を出していかないといけないだろうなとい

うふうに思っています。

　今日こちらに呼んでいただいた縁というのが、僕ら

は草原研究グループというのを組織しています。西日

本草原研究グループというのを組織して、これは蒜山

で調査しているんですね。これだけキキョウがあるとこ

ろも珍しいです。自生のキキョウがたくさん咲いている

んですね。僕たちは大体、10年前ぐらいは月に１回集

まって、あちこちで研究していました。例えば３月は学

会で岩手県に行っていたんですけれども、十和田湖畔

までちょっと車で走っていっていました。何かこんな雪

があるのに、ちょっとでも空いていれば何か探したくな

るのが僕らの常で、このときは、東北のほうに行くとフ

キが大きくなるんですね、フキノトウも大きいのでびっく

りしました。あるいは大阪の吹田というところで、町な

かで調査をしたりしています。こんな住宅地の中なん

ですが、ここの草原は、もうここの土地が売れてしまっ

たら生き物がいなくなる。こんな町なかでも希少種とい

うのはちゃんと残っているんですね。ずっと管理がされ

ていれば、何ていうかな、開けた環境があって、継続的

に管理がされていれば、そこに生き物が残っていると

いうことが分かっています。それをじゃどうするかとい

うのは次の問題なんですね。

　画面共有が止まったんですが、大丈夫ですか。

○スタッフ　一度ちょっと。

○講師（白川勝信）　共有の再開、これですね。すみま

せん。写真を今、見てもらう……、まだ、すみません、声

だけ聞こえていたみたいで申し訳ない。

　吹田の草原はこんな感じです。

　僕たちは草原研究会なんですが、僕自身は高原の

自然館という博物館に勤務しています。学芸員という

仕事をやっていまして、会場の皆さんの手元には、この

高原の自然館のパンフレットが手元にあると思います。

とてもとっても小さな建物なんですが、博物館。博物館

はこの辺には何かあるんですかね、ないですか。静岡

○司会　それでは、ただいまより白川勝信さんによる

基調講演となります。

　白川先生は、生態学をご専門とされ、2003年より広

島県北広島町の芸北高原の自然館に学芸員として勤

務されております。現在は、湿原、半自然草原、里山林

など、地域の人間活動によって維持されている生態系

の保全をテーマに活動を展開されています。子供、事

業者、行政、ボランティアなど様々な主体による自然へ

の関わり方を見直し、新たな仕組みを組み込みながら

地域と自然を将来に残していく道を模索されておりま

す。2017年には、第１回ジャパンアウトドアリーダーズ

アワード大賞を受賞されるなど、草原をはじめとする

様々な分野での活躍をされています。

　それでは、早速でございますが、基調講演のほうをよ

ろしくお願いいたします。

○講師（白川勝信）　こっちはマイク持っていていいん

ですよね。じゃちょっと話させて……、その前に写真を

撮らせてください。何ですかね、向こう側にいる人は多

分、会場の様子が分からないと思うので、ちょっと撮ら

せていただきます。今、配信はもうされているんですか。

ありがとうございます。

　よろしくお願いします。白川です。

　今日、80分くらいお話しさせていただくと思いますん

で、よろしくお願いします。

　こんな感じですね、見えますかね。見えますかねって

いうと、ライブ配信している相手の人から返事がない

んで、分からないんですが、会場にいる人はこんな感

じです。東伊豆町ですね、いろんな人が来ています。

　これは08年の東伊豆のサミットです。全国草原シン

ポジウム08ｉｎ東伊豆ということで、今年の草原サミッ

ト・シンポジウムは１年間延びたんですけれども、本当

は2008年に一度サミットをやる予定だったんですよ

ね。それがあったので、僕としては、ああようやくここの

東伊豆でサミット開催できて、本当にうれしいなと思っ

ています。今回もここに来るのを楽しみにしていまして、

駅前のキンメダイのオブジェをまた見れるかなと思っ

たら、キンメダイのオブジェがなくてですね、それで

実は自分がこうやって回している写真がなかったんで

すよ。だから、今回こそはキンメダイぐるぐるやるぞと

思って、なかったんで、ああと思っていたら、移設されて、

この役場の真向かい側の海の近くにありましたんで、ぐ

るぐる回させてもらいました。ちゃんとヒレも動きました

ので、東伊豆に来たことがない方はぜひお立ち寄りく

ださい。

　役場のすぐ横には朝市があって、前回はこの朝市に

寄らせていただいて、たくさんの海産物が売られていて、

やっぱり海の近くだなというふうに感じました。本当に

懐かしい、懐かしい町で最高でした。

　前回もこうやって細野高原の上に登って、たしかここ

は塩坂さんから教えてもらったフライトをしているとこ

ろですかね、パラグライダーが飛ぶところで、何かこん

なこともできるのかなという、草原っていろんなことが

できるんだなということをそのときに感じました。とにか

く広くて一面ススキで、上から見れば海が見えるという、

すばらしいロケーションだなというふうな記憶があり

ます。

　今日は、僕、一番最初に話させてもらうので、前回い

ろんな写真を撮っていて、どっちかというと食べ物とか、

さっきのキンメダイの写真とか草原の写真とか、花の

写真が多かったんですが、会場で１枚だけ写真を撮っ

ていました。これどなたのスライドか分からないんです

けれども、こういうことが課題の提起というスライドが

あったんですね。山焼きによって、草原という景観を維

持することだけで十分なのかという問いかけと、草原の

造ってくださいと言ったわけじゃないですね。そうやっ

て造っても多分残りません。ここを残すのは、牛を入れ

る。これが残すための策。一つ一つの景色に一つ一つ

のできてきた履歴がある。それをどう読み解いて、それ

をどうつくっていくか、これがフィールドミュージアムの

学芸員の１個の仕事です。

　美人林といって、ブナ林と言えば白神山地のブナ林

も有名ですが、日本の中で有名なブナ林を幾つか上

げていくと、出てくるのがこの新潟県の十日町市にある

美人林のブナ、ここにも博物館があるんですけれども、

その裏山です。このブナ林はブナが細いんですよね。

東北のほうとか、ブナ林って割と広島のほうだととても

珍しい、原生林というイメージなんですけれども、東北

のほうに行くと、森を伐採して何もしないとブナがこう

やって生えてくるそうです。長野県とかも結構こういう若

いブナの林があるんですね。だから、もしこの美人林

のブナ、こんなブナ林を維持しようと思ったら、ある時

期にここを全部伐採すればいいということになるんで

す。そういうふうに人間の働きかけと風景とか自然とい

うのがお互いに行ったり来たりの関係にすると。それ

を一歩ずつ読み解いていかないと、その自然をどう残

すかとか、活用するかという話に行き着かないんです

ね。例えば棚田なんかもそうですね。こういうところに

コンクリートじゃなくて、斜面を造って水路を造ると、生

き物がそこにたくさんくる。

　これは四国中央市、愛媛県の写真ですが、僕はこの

写真がとても好きです。「ウォーリーを探せ！」という絵

本をご存じですか。すごくいろんな絵が描いていて、そ

の中にたくさんの人物が描かれていて、いろんなことを

やっているんですけれども、その中にウォーリーが１人

だけいるという絵本があるんですけれども、この写真を

見ると、何かさっきの例えば棚田だったら田んぼが広

がっているし、干潟だったら水と土が広がっている。こ

の中を探していったら細かいものがたくさんあるんで

すよね。ここは四国中央市の大歩危小歩危とか、祖谷

とか、四国は急な谷が多いんですけれども、山の向こう

のほうを見てみると、隣の集落が山に張りつくように家

が建っているんですね。あそこ人が住んでいるんです。

だから、隣の家に行こうと思ったら、すごく斜面を上り

下りしないといけないし、こちらから見えるあの家まで

も、１回下まで下りて上がっていかないといけない、そ

ういう地域です。こういう傾斜の急なところでは、どうい

う農業をされているかというと、狭い中にいろんな作物

を作っていらっしゃいます。

　これ１軒のお宅でされていると思うんですが、そして

ここで特徴的というか、特産なのがお茶なんですね。

この斜面のところのきれいに植え込まれている、これが

お茶です。

　もう一つ目を引くのが画面真ん中ぐらいに三角の

立っているのがススキですね。すすきの三角の山形の

が見えますかね、これですね、これです。これはコエグ

ロと言うのかな、肥料にするための役割が１つありま

すが、もう一つ大事な役割があって、こういう斜面だと、

何もしないと、土がどんどん剝がれてきちゃうんですね。

だから、こういうススキを置きます。特にお茶畑の下に

もこうやってたくさん続いています。

　先ほど、こうやって人間が関わってつくられたフィー

ルドというのをどうやって守っていくのかなというのが

とても大変なんですが、ものすごく面白いテーマだなと

僕は思っています。どうですか、面白くないですか。草原

もその一つだってなるんですよね。

　お茶畑、静岡県の掛川市というところもとてもお茶が

有名なところで、新幹線からもよく見えるところですが、

ここでも草が使われています。茶畑があって、手前のほ

うに結構、草地がありますよね。ここ、これ見たことあり

ますか。通っていたら見える……、あそうか、ここ静岡

だよね。そうだ、何か静岡、それはそうだ、何を言ってい

るんでしょう。もちろんご存じですよね。あの「茶」という

字の近くは草が植えられていて、そこの草もちゃんと敷

き草に使われているんですよ。そうか、僕、今日、釈迦に

説法みたいな話を今からするかもしれないですね。

　静岡の茶草場農法というのは、世界農業遺産に指

定されています。その中でお茶のパッケージの裏側に

こういう葉っぱがついていて、この葉っぱが３個なら、

認証制度をつくっているんですね。生物多様性貢献制

度というのをつくって、３個だったら貢献度が高いです

よ、２個、１個ということで、そういうお茶の味とか値段

とかという別の価値をお茶につけています。そうするこ

とで、わざわざ草を刈って、そこの草地ができることで

生きる生き物を守っている農業ですよということを知ら

せながら、お茶の生産ができるようにしている、そうい

うところです。

　そうか、静岡でしたね。でも、静岡の茶草場と同じよ

うに、にし阿波の傾斜地農耕、また四国に戻ってきたん

ですが、徳島県でされている傾斜地農耕というのも、こ

れも世界農業遺産に指定されています。こういうところ

ですね、もう斜面です。さっき写真で見ていただいたよ

うな、隣の集落に行くためにものすごく行かないといけ

ないとか、家と家がもう斜面に張りつくようになってい

る。こんな感じですね。これ別にあまり誇張しているわ

けじゃないです。ここに立つと、カメラをどの角度が正

しいのか分からなくなるぐらい傾斜が急なんですけれ

の県立博物館はすばらしい大きな博物館がありますよ

ね。博物館の仕事というのは４つあります。あそうか、伊

豆にもあれがありますね、動物園がありますね。動物園

も博物館の一つですね。

　博物館というのは４つの仕事がありまして、資料を

集めて、資料を保管して、研究して、展示・公開します。

これが博物館の責務で、学芸員の仕事ですね。最近テ

レビでも割と「ブラタモリ」とかですね、学芸員の人が

出て来てしゃべったりとか、あとは何かクジラが打ち上

げられたり、リュウグウノツカイが上がったり、ダイオウ

イカが出てくると、何かよく学芸員の人出てきますよね。

ああいう人に資料をとにかく集めていって保管する、あ

るいは美術館にも学芸員というのがいます。美術品を

集めて保管して、研究して展示・公開する。この４つを

やっているのが博物館の仕事です。美術品を集める美

術館、動物を集める動物園、水族館、あるいははきもの

博物館、鉄道博物館、切っ手の博物館ですね、いろん

な博物館があるわけですが、基本的にはこの４つをや

ります。僕はフィールドミュージアムと言って、フィールド、

つまり外の、どういうんですか、野外を博物館と見立て

ているので、町全体が博物館だという言い方をしてい

るんですね。それどうなるのかというと、野外を建物の

中に集めることはできませんから、地域に関する情報

を集めて、地域を保全して、地域を研究して、地域を展

示・公開している。例えば細野高原という地域、ここに

関するいろんな情報を集めて、そこを保全して、そこを

研究しながら、そこの情報を発信していく、そういうの

が学芸員の仕事になると思います。

　今日はちょっとこの学芸員の視点というのを皆さん

と共有できたら、草原のことについて少しヒントになる

のかな。

　植物を保存するためには、例えば植物園は栽培をし

ますよね。博物館だったら押し花を標本にしたり、ため

るんですが、フィールドミュージアムはどうするかという

と、その草原をどう守るかということを常に考えていま

す。僕も頭を悩ませています。特にその場所をどうやっ

て保全するのかとか、今日のテーマでもありますが、ど

うやって展示・公開、つまりみんなに活用していくのか。

保全したり活用したりというのは、大きなテーマだし、

正解がまだないものですね。

　例えば、ここからは写真をちょっといろいろ見ながら

お話ししたいんですが、この夏、僕は八ヶ岳をちょっと

歩いていたんですけれども、八ヶ岳というフィールド、こ

れを保全しようと思ったら、どうするかな、考えると、もう

ここを例えば保護区にする。それ一つの方法ですよね。

あるいは歩く道筋を１つ決めて、ここからはみ出ないで

くださいね。そうしたら、こういうコマクサとか、チシマ

ギキョウは守られるかもしれない。人間が何も関わら

ないということですね。

　八甲田山も登ってみました。八甲田山って、名前は聞

いていたんですけれども、行ったのはこのときが初めて

でした。こんな雪の中をガイドの人と一緒に歩いたん

ですけれども、これを保全するといっても、人間がどうこ

うするレベルのものじゃない。何もしなくても、この景色

は多分残っていくんだろう、雪の上ですからね。

　こうやってエビの尻尾と呼ばれるような、これをじゃ

博物館に持って帰れるか、これ展示・公開できないで

すね。気温が低いところで風が吹きつけるからこういう

氷の形ができる。だから、人間にはまずつくれないとい

うのは、そういうところは残すといっても、そのままにし

ておくか、温暖化を止めましょうということをするしかな

いんです。片方で、今日のお話のメインは、人間がいな

いとなくなっていくフィールド、こちらのほうが、どういえ

ばいいのかな。関わりを続けるということで、やりやす

い面もあり、やりにくい面もある。本当にさっきの自然の

中というのは、禁止、禁止ってしないといけなくて、いろ

んなことを禁止したり、見守りするのはとても大変なん

ですね。でもむしろ関わり続けるということ、例えば有

明海の干潟ですね。これも自然ですけれども、ここの自

然です。遠くまで遠浅の海があって、潮の満ち引きに

よって、満ちたり引いたりしています。こんな美しいすば

らしい景色があるし、これが潮が引いたらこういう形。

ここで行われている伝統的な漁業、こういうものという

のは、じゃこの景色を、人が入っていけるこの景色をど

う残すかといったら、捕り過ぎないということもそうで

すし、捕るためのルールをつくるという、人間側でこれ

決めていけるんですね。人が関わっているところは、人

間側が関わっていけば何か可能性があるんだろうと。

　段畑って聞いたことありますか、段畑。棚田か。棚田

はよく聞きますよね。段畑っていう景色があって、これ宇

和島の先のほうに行くとこういう景色があるんですけ

れども、傾斜が激しくて、水がたまらなくて、この細い畑

を造っているんですね。これ人がずっと石垣を積んで

造った景色です。こういうものを残していこうといった

ときには、ここの農家さんが儲かれば多分この段畑の

棚田は残っていきますし、こんな関係です。

　阿蘇ですね、これは。阿蘇に行くと、山の斜面に横向

きにずっと筋がついていて、これは誰かがつけたわけ

じゃなくて、牛は草を食べるときは横に横に移動する

ので、横に横に道が勝手につきます。これがつくことで、

段畑じゃないですけれども、ああいう段々ができていく。

この景色すごくいいなと思っても、土木業者さんにこれ

だけが持っている知識があるはずなんですね。

　自然だけだったら、ここは水が勝手に湧いてくるん

です。熊本県阿蘇市の住宅地の中のほうなんですけれ

ども、もうばんばん水が湧いてくる。これは自然の力で

すよね。自然の力で地下水が湧いてくるけれども、その

自然の力を使って人間が働きかけて水田にしていくと。

水が豊かなところで水源を造る、これはいろんなところ

で造られています。

　もっと水があるところ、これは徳島県の河口近くなん

ですが、鳴門市では広いレンコン畑が広がっています。

これは南海地震という地震が起きたときに、低湿地に

なったところを、今はレンコン畑に使っている。自然に

できたものを人間がレンコン畑にして、レンコンを作っ

て。そこには地下水がしっかりありますから、これをくみ

上げて、この機械ですね、右下のほうにあるこの機械。

これは水がぷしゅーといつも出ています。これでレンコ

ンを洗っています。ちょっとなめてみたら、鉄さびと

しょっぱい塩の味がします。

　こうして人間がレンコン畑を作っていくと、水路がで

きます。その水路に、これはわらを束ねて浮かべている

んですね。スサという、建築の方はご存じですかね。僕、

なじみがなかったんです。壁を塗ったり、左官さんが使

うときに混ぜるわらというのは、そのまま混ぜているん

じゃなくて、１回こうやって漬けておいて、乾かして、そ

れを使うそうです。徳島県は、こうやってクリークをたく

さん、低湿地でレンコン作って、クリークを造って、その

クリークをまた使っている、人間が使っているわけです

ね。それで水路をもう完全に乾かしていくんじゃなくて、

もう湿地と一緒に生きていく道を選んだことで、その水

路にはこうやってオニバスが残っていると。オニバス

は、別に植えたわけじゃないんですね。人が湿地を全

部変えるんじゃなくて、湿地の環境を生かして水路とレ

ンコン畑で、そういう生活をしたから、たまたまオニバ

スが残っていた、こういう状況です。

　だから、自然への働きかけを機械的にどんどん変え

ていくとか、大きな開発じゃなくて、そこの自然に合った

生かし方をする、使い方、生き方をすることで、今度、自

然のほうもそれに反応する生態系ができていく。

　今日ずっとこんな話ばっかりしていますけれども、

いっぱいあるんですね、日本の中に。

　これは福島県の三島町というところで、連れてきても

らったのはマタギの集落です。マタギに会ったことあ

りますか。ある人いますか、東だからいるのかな。僕、全

然マタギ、マタギとか本の中の人だろうと思っていたら、

マタギの人がちゃんといたんです。日本の伝統工芸品

に指定されている、こういう編み籠、奥会津編み組細工

という技術をこの人は伝承されていて、それを作ってい

ます。材料は山で取ってきたもので、後ろのほうにはこ

ういうブドウのつるとか、クルミの皮とか、それをいつの

時期に取ったらいいかとか、どんなサイズなら取って

いいけれども、このサイズは残しておいたらまた来年

取れるとか、そういうのを全部知識として持ちながら細

工物を作っています。

　その後ろには、こういう型枠ですね、かごを作るため

の型枠と、こういうものを持っています。カラムシとかキ

ロロとか、ああいうものも使っていらっしゃいました。そ

ういう使い方をすることで、山の中にはちゃんと野ブド

ウも残るし、いろいろな植物が残る。冬には、マタギな

ので熊を撃つらしいんですね。環境がちゃんと残って

生き物が残る。生き物が残るから、それに合った暮らし

というふうに、環境と人が行ったり来たりしながら暮ら

している。だんだん……、もういいですかね、多分。

　あと、これは兵庫県の淡路市です。小山に畑とか作

物を作っているんですけれども、棚田とか段畑とよく似

ていますが、一番上のここ、ここ分かりますか、山の一

番上。これ何だかご存じですか。これは近づくとこんな

感じです。何かあるかというと、特にない、広いんです

けれども、これはお墓なんです。淡路島、淡路の人たち

はお墓を２つ持っていて、埋め墓と詣り墓と言うそうで

す。埋め墓は埋めるところ、詣り墓はお参りするところ。

だから、亡くなったらここに体を運んで、ここに埋める

と。それは同じ場所に地域のいろんな人が埋まるんで

すね。じゃここがお墓なのかというとそうじゃなくて、家

の裏に墓を別で持っておいて、お参りするのはそっち

でお参りする。そういう独特なやり方をしているんです

が、ここを管理されているので、もちろん今はないです

よ、今は火葬になっていますけれども。でも、僕が行っ

たときには、まだ地域にそういうのを知っている人がい

るよという時代でした。ここをやっぱり草刈りするんで

すね。そうすると、そこに淡路島の希少種が残っている。

　利用の仕方が、今回分科会でもカヤの利用とか、細

野高原、観光とか、いろいろ草の利用というのはあるん

ですけれども、別の目的で利用することで、そこが草原

の生き物の生き場所になるということはあります。高知

県のお墓とかも、時々お墓で生けたものを燃やすから

ボヤが起きて山火事になって、草原の生き物が残ると

いうこともあるそうです。

　これは白老村、コタン、アイヌの人たちの家です。

こっちから見ると、全部入り口が見えています。反対か

ら見ると裏口です。ちゃんと川に沿って入り口があるそ

うですね。こうやって草を使って壁まで、屋根だけじゃ

ないですね、壁まで造ることで、断熱材に使っていると。

ども、電柱の立っている方向とか、杭とかを見ていただ

くと、斜めになっているわけじゃないことが分かると思

います。こんな斜面のすごいところで農業をしているん

ですが、やっぱり見えるのがこの真ん中、コエグロで、

近づいてみるとこんな感じです。こんな畑、僕、見たこと

なかったんです。これ畑なんです。見ていただくと、石が

いっぱいありますよね。ここの農業ってすさまじくて、草

がないとできない農業をされています。

　どういうふうに草を使うかというと、草をこうやって

刻むんですね、機械で。後ろにあるこれらの道具を使っ

て、すき込んでいくんです。すき込むときの音は、ジャ

リッジャリッといって、石を砕くような音がするんですね。

大体、草の堆肥を使うときは、１回、草を置いておいて、

それが発酵して、肥料になって分解されたところで畑

に入れるのが普通ですよね。でも、ここでは、この道具、

これも地元で作られた道具ですが、こういう道具を

使ってすき込んでいく。この刃がいっぱいあるのは男

性が使っていて、３本しかないのは奥さんが使ってい

るという話をされていました。

　こんな感じで、土壌が非常に、地力が弱いところで

農業をされています。これ世界遺産になったんですけ

れども、ここでできるものというのは、ジャガイモとかヒ

エとかアワとか、タマネギも植えていますよね。そういう

もので、じゃどう戦ったらいいんだろうということなん

ですね。世界農業遺産に認定されたはいいけれども、

ここに何かの付加価値をつけるとしたら、なかなか難

しいな、そういう話をされていました。それでも、僕は何

かこの景色を見て、すごい景色だなと思います。これ全

部、本当に機械が入らないし、人の手で一つ一つすじ

を耕して作っていって、それがこのコエグロと、それか

ら周りの景色の中にあるというのは、僕は何かの価値

がここにあるんじゃないかなというふうに感じるんで

すね。だけれども、ここにこうしたら残りますよという答

えはなかなか出ない。そう思いながら帰ってきました。

　こういうフィールドのものを残したり、考えたりすると

きに、僕はなんとなくの指針を５つ持っています。これ

は別に館の決まりとか、言われたものじゃなくて、僕自

身が思っていることなんですけれども、何か働きかけて、

そこを残していきたいとか、保全しましょう、活用しま

しょうとかいうときに、１個目が後戻りができるか。これ

やりましょうってやり始めたけれども、途中でやっぱり

やめましょうというところができていないと、１回やり始

めて失敗したのにずっと進めていくというのは、地域も

一緒にやっている人も苦しくなるし、悪い方向にいっ

ちゃう。

　２つ目が暮らしに寄り添っているか。傾斜地農耕を

守るため、世界遺産なんだから、あなたやらなきゃ駄

目ですよというような形では、多分、続いていかないの

で、そういう形で残しても意味がないだろうな。

　３つ目が土地の歴史を大事にしている。傾斜地農耕

をやっていたところを今までのそこの人の暮らしとか、

その人たちが作ってきたものをやっぱり大事にしてい

きたいなというところに。

　４つ目に、野生の生き物にも優しいか。あそこを改良

していって、何らかの別のものが入ってくるとか、何か

が失われるということがないように。

　最後に、これはもう本当に何となくなんですが、美し

いかというところがあって、そこを見たときに美しいか

なと感じるかどうかというのがとても大事なんだろうと。

　これはいろんなところに行っていろんなフィールドを

見るときに、ずっとぼんやり思っていることなんですが、

細野高原に来たときも、やっぱりそこの地域の歴史っ

てどうなんだろうというのが興味がありますし、野生の

生き物がどういうふうかなとか、きれいなところだな。で

も、その表面的なというのは何が美しいんだろうなとい

うのをいつも考える。

　こういう指針なんですが、じゃあこういうもので残し

たいものは何なんだろうなというときに、今日の一つの

言葉です。もう今日は、僕は80分ぐらいかけてこの言

葉１個だけを皆さんと共有したいと思っています。言葉

としては、共創資産というものです、共創資産。多分、検

索してもあまり出てこないと思うんです。これ僕らで話

して生まれてきた言葉です。どんなものかというと、３つ

書いています。今まで僕が話してきたのは、自然と人と

の関わりという話をしましたよね。自然と社会の関わり

によって生まれて、地域に蓄積されてきた知識とか意識

とか技術です。これを共創資産と言います。細野高原で

は、あの広い草原ですけれども、地域にとってみれば、

限られた面積をどう上手に使っていくかということが

ずっと長い間かけて、知恵と、それが大事なものだとい

う意識が育ってきて、そこに火を入れるという技術とい

うのができてきたんだと思います。この知識とか意識と

か技術、これが共創資産です。

　限られた地域の自然資源を保全しながら持続的に

活用していくための共創資産が、多分、今はまだ日本

各地に残っていると思うんですね。これは自然と社会、

どっちかが失われると、共創資産も失われてしまいます。

地域の人がいなくなれば、山焼きのやり方も分からな

いし、この風ならどこから火を入れればいいかも分か

らないし、どのタイミングで入れればというのも、これ

は細野高原だけじゃなくて、僕の住んでいる芸北でも

そうですし、多分、阿蘇の原野とか蒜山でも、地域の人

か生えないので、ちょうど中海の環境が合っていて、中

海で今見られるという、何か珍しいものだそうです。そ

れをばんばん取るんですね。僕も取らせてもらいました。

長い柄のついた、何かこういうすくう道具を使って取っ

ていました。それを岸に運んで上げています。これ誰が

やっているかというと、漁師さんがやっているんですね。

　中海というのは、干拓事業で１回、干拓の事業が始

まって、それをやーめたってやめたところです。干拓の

事業のときに浚渫をしたりとか、堤防を造ったりで水の

流れが全然変わってしまいました。そのために何もし

ないでおくと、このオゴノリがたまってしまって、中でヘ

ドロになるんですね。これがヘドロになってしまうと、海

底に卵を産む魚が卵を産めなくなる。だから、漁師さん

にとっては、これを取らないといけないんですね。海の

掃除をしているわけです。

　これだけだと、何かこう、漁師さんが海の掃除をして

いるのねなんですが、この取り上げられたオゴノリは

集められて、トラックに乗せて運ばれて乾燥されます。

こうやって乾かして、こんな感じで肥料になるんですね。

塩分濃度が高いところの海藻だと、上げるとどんどん

塩が畑に入ってくるんですけれども、汽水域なので塩

分濃度が適度に低いし、これをどのくらいまいたら野

菜が育つかというのをこの地域の農業指導員の方が

すごく研究されていて、畑ごとに見ていきながら、この畑

だったら、こういう感じでまいてくださいというのを一

緒に指導している。これってすごいなと思って、海の草、

オゴノリを取ることで海もよくなるし、今度それが畑に

入っていい野菜を作る。だから、無駄がないですよね。

　草原シンポジウムでした。そろそろ草原の話を始め

ようかなと思います。

　今回のテーマは、未来へつなごう！壮大な海すすき

の草原ということで、海と草原、こんなに近くにあるとこ

ろでは、何か草原のものも使うことでできてきた草原な

ら、今の時代に合った使い方を探していけばつながる

んじゃないかというのが多分今、大分全国で考えられ

ている流れだと思います。それが使って草原がなくなる

んじゃなくて、持続的に使う方法をどうするかというの

が多分議論ですよね。

　今日はタイトル、草原を取り巻く里が教えてくれる、

持続可能な社会の未来像ということで話させてもらい

ます。

　草原を持つ自治体が全国にどれだけあるかという

のをちょっと調べてみました。全国には1,902ぐらいの

自治体があるんですけれども、草原を持っている自治

体は多分220より多い。この以上と書いているのは、ま

だ知らない草原があるので、こう書かせてもらったん

ですが、地図の上にもこんな感じです。どうなんですか

ね。10％というのは、僕は結構少ないのかなと思って

います。何かカヤぶき職人さんが300人、200人くらい、

おなじぐらいの数なんですね。でも、全部が全部カヤ

の草原じゃないので、これは全国草原再生ネットワー

クが持っている資料を基に作った地図なので、まだこ

こから落ちている草原もあるでしょうし、ちょっと性質の

違う、例えば牧草地みたいなものも入っているので、

はっきりした数はちょっと出てこないんですが、そう遠

くない数かなというふうに思います。全国にありますよ

ね。全国にあります。

　この草原の数だけ多分、共創資産というものが残っ

ていて、今日の一つの結論的なところなんですが、今

回の件はどうやって伝えていくかという話の中で、草原

を伝えていくために必要なもの、もう大分見えてきたと

思うんですけれども、１つ目は適切な方法、２つ目は適

切な方法を実行する力、力というのはお金かもしれな

いし、人力かも、ヒト・モノ・カネとよく言われますが、そ

ういうものですね。その実行する力を今度は継続する

ための仕組み、ある１年間だけ山焼きができたね、あ

あよかった、よかったじゃなくて、翌年も翌年も、もっと

言えば10年後も、ここに僕らがいなくなる100年後ぐ

らいもできれば続いてほしいなと思えば、継続する仕

組みを何か考えないといけない。

　それから、方法とか力とか仕組みを可能にする法令

ですね。これはもう行政の仕事です。北広島町では、過

去に野焼き条例というのがありまして、その中で山焼き

ができない書き方になっていたんですね。なので、書き

換えました。草原サミットがあったのを機に条例を見

直して、ちゃんと条例の中で焼けるようにというふうに

見直しました。こういう本当細かいところではあるんで

すが、社会の中で残していくためにはこういうものもと

ても大事です。

　最後の１つが上の全てを共有して伝えるための普

及、あるいは教育というものです。今日この後、具体的

に少しこの部分もお話ししようと思います。

　ちょっと先に条例の話なんですが、北広島町は条例

をつくっています。生物多様性の保全に関する条例と

いうのをつくっていて、それについてはこのパンフレッ

トの中に載っています。一番最初にお話ししたような自

然の保護というと、入らないでくださいとか取らないで

ください、そういうことももちろん規定はできるんですが、

もう一つは、里山のようなところを守る活動を町が応援

しますよということもこの条例の中に書かれています。

そういう形で、役場の職員、僕、役場の職員です。町民

さんとかから役場はなかなか動いてくれんという見方

ちゃんとこういうふうな機能があるからこういうふうに

使っていく中で、でも、片方でそれが自然に働きかけに

なるということです。

　もう１個だけ、ちょっと話をしましょう。

　これは新温泉町、前に草原サミットをやっていた上

山高原ですが、集落が使える草原の自然は限られてい

ます。その中で一家族ごと毎日順番に刈るんですよね、

草を刈る時期は。その順番というのは毎年替わるそう

です。前日まで知らされなくて、次、あんたの番よって言

われたら、急いで準備して、家族総出で下の集落から

この山に上がってくる。１日山で草刈りをして、集落み

んなが公平に草を刈る。これ全部ススキです。そして、

ここの草原が守られてきたそうです。

　そういうふうに共創資産の特性というのは、ちょっと

まとめると、多分、設計図があったわけじゃないんです

ね。いろんなやり方で、けんかが起きたりとか、何か使

い過ぎたりとか失敗したりとかということを繰り返しな

がら、地域の中でそういうルールが多分、決められてき

た。さっきも書いていたんですが、自然と人、どっちが

欠けてもこれは維持できないもので、自然があるから

人が暮らせて、人の活動があるから、その自然が残っ

ているという、その「共に」という文字です。

　それから、生み出されるためには、多分すごく時間が

かかります。１回なくなったらできないですよね。それで、

時間による検証、時間をかけて、いいものだけが多分

今残っているので、今残っている共創資産というのは

信頼性が高いんだろうなと思います。

　ちょっと一息つきますか。大丈夫ですか。

　これ何かずっと１人でしゃべっていると、不安になっ

てくるんですけれども、大丈夫ですかね。

　じゃ、続けますよ、ありがとうございます。何か、うんう

んとかうなずいていただいたりするととてもありがたい

です。何かこう聞いている人の顔も見えないので、なか

なか難しいですね。

　これは与論島です。

　じゃあ共創資産というのは過去のものなのかなとい

う話をしていたんですが、これは与論島の与論民俗村

と言って、昔の暮らしを展示しているところです。この辺

は台風がとてもたくさん来るところなので、家は小さい

部屋の雰囲気ですね。今だと大きな部屋に居間とか食

堂とか、子供部屋とか造りますけれども、何か人が増え

たら小さな建物を１個造るみたいな説明をたしか読ん

だような記憶があります。

　これは就職して間もなく、僕は自転車で旅をしたん

ですけれども、そのときに見て、多分、自分はこういうこ

とに興味があるんだなと気づいたのがこのときだった

のかなと、今思い返すと思います。道路に街路樹として

ヤシが植えられていたんですけれども、ヤシに全部袋

がかかっているんですよ。これは多分、ヤシの実を取っ

て何かにするんだろうと思うんです、これ調べていない

んですけれども。ギンナンが、イチョウ並木ってギンナ

ンが落ちたらみんなが拾いに行きますよね。あれの先

手を打って、ヤシはこういうふうに実がつくんで、もう先

に取っている。多分これがずっと未来になると、こうい

うのが共創資産の生まれるときなのかなというふうに、

今思うと思います。こんな感じですね。ちゃんと実が集

まっているし、後から掃除しなくて済む。ヤシは植えた

ものなので、自然物ではないんですが、こんな感じで

いろんな知恵が時代時代で出てくるんだなと思います。

　今、高知県の大月町では、備長炭が生産されていま

す。もともと四国の南のほうから和歌山にかけて生育

するウバメガシというカシの木を使うのが備長炭で、

その場所じゃないとできないんですけれども、ここの大

月町では、こういうやり方では炭は焼いていなかった

そうです。それを生産者をつくろう、高知県の県の事業

で、高知の中で雇用を増やそうという事業があったん

ですね。その一つで備長炭の作り方を、親方を呼んで

きて、窯の作り方から教えてもらうというやり方を始め

ました。こうして窯をついて、生産者を１人ずつ増やし

ていって、生産をしている。これが窯の外ですね。もの

すごく大きいものです。２週間で木を詰めて、２週間で

焼き上げるという、とても時間のかかるものが備長炭な

んですが、大がかりです。芸北の山の中でやっているよ

うな小さい窯とは全然違いますね。

　こういうところも共創資産が今生まれるところなんだ

ろうなと。なぜかというと、今は、町内にある森全部の

木の量を量ることができますから、計画的にもう窯は

30基までというふうに決めているそうです。それ以上

窯を作っても、木を取り過ぎてしまうから、持続的な生

産ができない。なので、先にもう量を量ってですね。昔

はそういうことできなかったんですけれども、今はそん

な生産とか利用ができる時代になったということかな

と思います。

　事例としては、これ最後になるのかな。いいなと思っ

た事例です。

　これは中海ですね、松江市の。真ん中のほう、何台

か船が出ていて何かやっているんですけれども、こう

やって山盛り、海からすくっています、中海。これはオゴ

ノリという海藻を取っているんですね。オゴノリ、聞いた

ことありますか。多分ないと思うんですよ。オゴノリって、

汽水域にしか生えないそうです。海水と淡水が混ざる

のが汽水域ですよね。しかも、ある一定の塩分濃度し

の予算を聞いて800万円、びっくりした記憶がありまし

た。すごいお金が山に吸い込まれているなというふう

に感じたところです。でも、これは全国で起きていること

ですし、草原に限らず、先ほど見ていただいた里山とか、

いろいろな自然に僕らの税金が吸い取られているわ

けですね。そういう社会資本の喪失がいろんな草原で

起きている。これをどうにか変えていきたいなと考える

わけです。

　今までの草原サミットでも、草原を守るための労働

力をどうしようかとか、資金をどうやって集めようかとい

う話も過去にはありました。僕が初めて草原サミットに

参加したのは、たしか2007年の蒜山の大会のとき

だったんですが、岡山県の蒜山では、その当時、どう

やったらそういう資金が集まるかなという会話をした

覚えがあります。

　ただ、少し変わってきたのは、こういうふうなどう

やって労働力や資金を集めるかという話から、今は放

置された草原をもっと利用しようという議論に変わっ

てきましたよね。今回のメインテーマもそうですし、各会

場での分科会のテーマもそうなんですが、利用という

のがキーワードにもう既になっています。その利用が１

つの利用方法じゃなくて、前半で見ていただいたよう

な生態系との関係でもものすごくたくさんあるんですね。

よそでやっている利用をそのままぽんと持ってくるん

じゃなくて、まずはそこでの利用を考えていくのが大事

なんだろうと考えています。

　芸北では、こんなことを始めています。今までもボラ

ンティアで草刈り、ここにはカヤ刈りと書いていますが、

もともとは草刈りをしていたんです。草原を守るために

火入れ、山焼きができない草原をみんなで草刈りをし

ていたんですね。やぶになっていると刈り払っていたん

ですが、ここ数年は秋にはカヤを刈るようになりました。

そのときには子供たち、ついてきた子たちがこんな感

じで、もうすごく楽しそうに遊んでいます。最近の子はイ

ンスタグラムもやっているので、こういう映え写真を

撮ったりして遊んでいます。このときは子供が撮ったん

じゃないですね、カメラマンが撮ってくれました。

　こうして集めたカヤがどこに行くかというと、すぐに

屋根に行くんじゃなくて、市場に集めるようにしました。

これ名前、茅金市場と言います。カヤがお金になるので、

茅金市場。単純な名前ですね。こういう市場をつくって、

そこに出荷している。これはボランティアの人だけじゃ

なくて、地域の住民の方ならどなたでも、地域住民と

いっても、もう持って来ていただける方からどなたでも、

この日のこの決まった時間に持ってきてくださいという

ことで、１年に１回だけ市場を開けています。この日に

地域の人がみんなでカヤを運んで持ってくるわけです。

　この建物は、もともと小学校の体育館でした。学校の

統廃合によって、ここは閉校になったので、そこの中に

鋼管を組んでカヤを置けるような場所を作りました。こ

れを持っていくとお金がもらえます。だから、地域の人

は持ってきてくれるんですね。

　もらえるお金は日本円じゃないんです。せどやま券と

いう地域通貨なんですね。この地域通貨、名前はせど

やま券です。単位は石、１石が１円なので、この見えて

いる券は千石、1,000円として地域の中で使われます。

有効期限もあります。６か月以内に使わないといけな

い。６か月の間ずっと持ったままだと、これ紙切れに

なっちゃうんですね。だから、みんな使います。しかも、

地域の中で使いますから、地域の商店にお金が入る

わけですね。こんな感じです、使用例ですね。こんな感

じです。地域のみんなで集めたせどやま券でちょっと１

杯やりましょうかというところですね。最初はガソリンと

か農機具とか、農機具屋さんとかいろいろなところで

使えます。アイスクリームを食べたり、温泉にも入ったり

できます。

　集まったカヤは、屋根の修復に使われます。北広島

町内、数は少ないですが、かやぶき屋根の民家と、あと

展示しているカヤぶき建物があるので、そこに使われ

ますね。地元のカヤを使って、地元の屋根が張れる。

　これ広島県には、国の文化財になっている建物もあ

るんですけれども、町外にこうしてカヤが運ばれて使わ

れることもあります。

　ちょっとまとめてみますね。

　草原、ススキの草原からカヤが集められて、そこに

地域通貨を支払うと、地域の中をお金が循環していく。

そして、集まったカヤはかやぶき屋根の現場に出荷さ

れて、そこから収入が入ってきます。その収入の中から

地域通貨の交換としてお金が支払われます。収入のほ

うが買入れのカヤより多い……、仕入れの値段よりも

販売の値段のほうが高くしてあるので、これは茅金市

場のボランティア事業ではなくて、ちゃんと収益を上げ

ている活動になります。具体的には、３束持ってきてく

れたら1,000円、20センチだったかな。規格はこのパ

ンフレットの中の１ページ目に書いています。３ページ

目ですね。藝州茅の規格ということで、こんなカヤを

持ってきてください、こんなカヤを持ってきてくれたら、

今の値段は３束でせどやま券１枚ですね。販売のほう

は基本価格が１束850円です。高いですか……、そん

な感じで流通しています。

　こういう仕組みが回ることで何が起きるかというと、

草原ですね。先ほどから話になっている野生生物、草

もあるかもしれないですが、動く根拠がないと、僕らは

動いちゃうと、税金使ってお仕事しているので、皆さん

のお金を適当に使うわけにはいかないので、なので、

まずは条例をつくってみて、こういうことをしていきます

よというのを考えました。

　そういうものとか、あとはこの画面の真ん中にあるの

が町の全部の生物のデータを調べました。静岡県は博

物館があるんですが、広島県は博物館はないんです

ね。静岡県の博物館に行くと、どこにどの植物があるか

というのが全部データとして調べられています。もちろ

んここの東伊豆町も残っているので、それをもう１回、

町レベルの資料として１回起こしてみることはとても大

事なことかなと思います。北広島町はなかったので、実

際に何年もかけて調査をしました。

　それでもう一つがレッドデータブックです。これは、

レッドデータブックというのは環境省も取りまとめてい

ますし、県も取りまとめていますが、町は町として取りま

とめました。この理由はなぜかというと、国とか県では

一般的な種類であっても、町の中では希少な種という

のはあるんですね。ほかのところではたくさんあるけれ

ども、うちの町にはほとんどいないよ。あるいは逆によ

そには希少かもしれないけれども、うちにはたくさんい

るよ。そういうものをちゃんと見るためには、町レベル

でこういう資料とか、あるいは条例というのをきちんと

整備していくことが大事だろうなと思っています。そう

いうことで作りました。

　じゃその北広島町、どんなところかというと、西日本

ですね。面積は646平方キロメートル、標高が200か

ら1,223メートルなんで、海がありません。人口は１万

7,937人です。東伊豆町と比べてみますと、面積が東

伊豆町77.8平方キロメートル、これはホームページ

で見させてもらいました。標高は、海があるゼロメート

ルから、万三郎岳が一番高いんですか、これ合ってい

ますか、地図で見たんですけれども。1,400メートルあ

るんですね。何かこれを見て、おおってやっぱりちょっ

と興奮しました。噴火と造山運動でぐいっとこんなに海

から近いところで高い山もあるんだな。あと、人口は１

万1,701人です。北広島町はもともと４つの町が合併

してできたんですが、今日お話しする事例は芸北地域

という一部地域のお話です。この高原の自然館がある

のも芸北地域です。

　芸北地域の面積は253.6平方キロメートル、それで

もやっぱりちょっと広いですね。標高は420メートルか

ら、一番高い山があるところです。人口は2,011人、も

のすごく少ないですね。東伊豆町よりも面積としては３

倍ちょっと、3.5倍ぐらいあるのに、人口は５分の１以

下。もう本当に過疎のところです。

　その中で、まずは町同士の植生、植物の様子を見て

みると、北広島、これ実際の大きさの比率を同じにして

います。イメージが湧くかなと思います。でかい町です。

こんなに大きいのに市じゃなくて町ですね。全国平均

と比べてみると、特徴的なのは、まずどちらも森林が多

いですね。自然林は北広島町が多いです。東伊豆町は

どちらかというと植林の比率が北広島町よりも多くなっ

ている。二次草原、これはいろいろなものが混ざってい

るんであれですが、これはどちらの町も全国平均よりも

少し多くなっていて、農耕地が全国平均より少ない。市

街地、このグレーのところが市街地ですが、市街地は

東伊豆町は全国平均に近いような形ですけれども、北

広島町は市街地はあまりないという違いがあります。

海もないんですね。山の中の町です。

　そこで行われている芸北茅プロジェクトというのを

紹介します。これは多分、ちょっといろいろ参考になる

のかなと思って、このプロジェクトがあったので、今日

しゃべりなさいと言われたのかなと思っています。

　芸北にはこういう山があります。ここは山焼きをして

いるところですね。ずっと昔から放牧とか、草を取った

り採草が行われていた山で、雲月山と言います。この山

はササユリというこのユリが咲いて、これは町の花にも

なっています。隣町の花にもなっています。そのぐらいこ

の地域ではササユリが愛されていて、身近な花なんで

すね。

　こういう草原は何であったかというと、ここの草原が

利用されていた時代があって、例えば堆肥とか山菜と

か、飼料、敷き草、屋根材、それからここで遊んだり、薬

草を取ったりという、いろんな恵みを山から受け取っ

ている。だから、毎年地元の人はこの山を焼いていた

わけなんですね。

　ところが、今、山が放置されています。この雲月山も

半分以上が放置されています、一部で山焼きを始めた

んですけれどもね。放置されるとどういうことが起きてく

るかというと、これは一般的な話ですが、まず、生態系

サービスが低下していく。草原から得られていたもの

が得られなくなるし、景観も悪くなるし、絶滅危惧種の

増加、増加という意味は、今までは普通にいたものが

絶滅危惧種になっていくという意味です。

　そこで何とかしないといけないということで、例えば

ボランティアという形で労働力を集めてみて、みんなで

山を何とかしましょうということをしてみたり、あるいは、

そこに行政などから資金を投入して、補助金によってこ

れを解決しようということが各地で行われています。た

しか前回、こちらの東伊豆に来たときに、年間の山焼き

あと、カヤプロ銀行というのもやっていて、３年生の授

業ではバザー活動をするんですが、最初に商品の仕

入れとかにお金が要るので、貸付けをやっているそう

です。それから、豪雨災害の被災地に寄附をしたり、こ

れを子供たちは自分たちが草原の資源を使って稼い

だお金でやっているということですね。

　こんなふうに共創資産というのは、多分、全国各地

でつくられていますし、それをまねしていくことが大事

なんだろうなと思うんです。小さいことですけれども、例

えば阿蘇で使っている火ぼてというのも、これをボラン

ティアの人たちが自分たちで作って、自分たちが使える

ようにならないと、阿蘇の火入れには参加できないん

ですね。野焼き講習がたしか２日間あるんでしたよね。

○会場より　（「今１日」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　今１日ですか。ちゃんと講座を受

けて作って参加していくことで、共創資産が受け継がれ

ている。

　あるいは、上ノ原のほうに行ったときには、茅刈り講

習会というのに参加させてもらいました。大学生とかい

ろんな人が参加していたんですけれども、そこで今度

は御殿場のほうから……

○会場より　（「ここからがこういう感じで、大体うち

のほうじゃ足でやっちゃうもんで。これで１束ですね、う

ちのほうでは。この一番下の目盛りが一番小さい束の

位置で、これで１束。ちょうど……」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　この人、なかなかほどけなくて、

結んでくれなかったんですけれども。こういう形で受け

継がれていたり、地域から地域に共創資産が技術移転

されていますよね。

　あるいは、これはカヤぶき技術の伝習施設、大内宿

というところ、福島県ですね。そこでは、廃校になった

学校の中にこういう屋根ふきの、屋根を小さいのを

作って、こうやってカヤをふく方法を体験したりしてい

ます。地域にはカヤぶき職人がたくさん生まれているそ

うです。こういう景色が残っているところで、観光客が

たくさん来るところですね。それを支えるための倉庫も

きちんと造っていて、下を空気が通るようになっていた

りとか、カヤのサイズに合った高さにしていたりとか、

いろいろな工夫が見られました。

　これは和歌山県の大学生がやっている、生石高原の

人たちがクラウドファンディングで350万集めています。

これでカヤを刈ったりする資金にしたいという活動を

しています、大学のサークル。

　そろそろちょっと事例としては最後になるんですが、

これは諫早市の岩谷口の草原です。この草原、ちょっと

写真があれで見にくいんですが、この煙が出ていると

ころからずっと全部斜面が草原です。ここもすごいです

ね。ここの火入れはすごく珍しくて、ちょっと写真で見て

いただくと、集落の人たちが作っているのは火をつけ

るための道具です。竹の筒に１つの節だけ穴を開けて、

中に油を入れています。そこにわらを刺しているんです

ね。そのわらを刺して、これを軽トラに乗せて持ってい

くと。こんな感じで火をつけています。何か油をぴゅ

ぴゅっと出しながら火をつけています。これが火入れ

の風景ですね。

　でも、ここで注目すべきなのは、この火のつけ方も面

白いなと思ったんですが、こっちの動噴です。軽トラに

乗せられた動力噴霧器。火入れのときには、この動噴

がついていって、ずるずるっと引っ張って、この水槽か

ら水をまくと。つけて、ちょっとでも広がりそうだったら、

すぐ消していくんですね。これが非常に効率的で、ここ

の集落は十六、七人で火入れをしていました。たった

十六、七人であの広さができるのは、こうやって軽トラ

が道路のほう、これは斜面の下部の道路ですが、そっ

ちの道路はもちろん、斜面の上にもこういう軽トラが入

れるところがついていて、山と、ここまで木が出ている

んですよね。炎が上がったら燃えそうになるわけです

けれども、もうすぐばあっとかけて消せる体制にあると。

だから、少人数で山焼きができるわけですね。

　ここには多分、ヒントが詰まっていて、誰でも焼ける

ようにならないのかなといつも僕は考えているわけで

すけれども、秋に防火帯、焼いていない草原は防火帯

焼きを始めてみるかな、これはうちのほうのことです。う

ちのほうは防火帯は焼かずに、当日、草刈りをするだ

けなんですが、これ防火帯焼きも、安全にするために

は大事なことかなとか。あるいは防火帯に車両が入れ

るようにしてみるというのが今のことです。

　もう１個、これは何か昨日、夜に思いついたんです

が、車両が入れる道路は難しいけれども、水が回せる

パイプを通しておいて、山水を引くのに黒いパイプとか、

農業用に売っていますよね。あれを回しておいて、何か

所かに蛇口じゃないですけれども、出るところをつけて

おいて、山焼きの日だけポンプでばあっと水が回るよ

うな仕組みにしておけば、ここはちょっと、細野高原は

広いですけれども、うちのほうにある山ぐらいだったら、

全部回すのにそんなに広くないなとか思ってみたりし

ました。とにかく山焼きをどうするかというのはとても大

事なことだろうなと思っています。

　事例について最後だったんですが、東お多福山の

保全ですごく僕が影響を受けたというかびっくりしたと

ころです。ここは都市の中にある草原なんですけれども、

みんなこれしゃがんで、鎌とかはさみでちょきちょきサ

サを刈っているんですね。この光景を見たときに、僕は

すごいなと思いました。でも、ちゃんと人間の力で刈り

切れました。作業が終わったらこんなきれいになって

いたんですけれども、その一角で何かやっている人が

いたんです。この人が何かしゃがみ込んで、ススキを

ずっと集めていたんですね。このカヤを、たったこの日

はこのぐらいでしたけれども、みんなで持って帰りまし

た、カヤぶきにするんだと言っていました。何年前だっ

たかな、随分前だったと思います。サガラさんという人

なんですけれども。それで、なるほど小っちゃくても、地

域でこうやって使い始めることがまず大事なんだなと

思って、たった数束であるんですが、その数束はきちん

と集めればちゃんと屋根の上で何年も役割を果たす。

そのときに、今のサガラさんの風景もそうなんですが、

もう１個気になったのが……

（保全活動中の太鼓の音）

これだけなんですけれども、何か愉快だなと思って、こ

ういうのっていいなと思いました。でも、これを言葉に

するには、何かうまく言えないし、何かのためということ

でやったわけでもないんだけれども、多分、人間ってこ

ういう浮かび出てくるものがあるし、そういうところが草

原の中に出てきたというのがすごくいいなと思ったとこ

ろです。

　そういう草原がいろんなところにあって、景色だけ見

ても、とてもきれいですよね、曽爾高原、奈良です。今か

ら分科会がある真庭の蒜山、遠くに大山を臨んでいる

広い広い草原ですね。それから、もちろん阿蘇、とても

広くて、阿蘇の中にもいろんな草原があるし、東伊豆町、

懐かしい草原で、僕は明日行くのをとても楽しみにして

います。オンライン参加ですよね。ここには大事な湿地

もある。

　こういう草原が全国にあって、そんな話ができて、ま

たどこかで太鼓の音が聞けるのかなとちょっと楽しみ

にしてるところです。

　まとめます。

　あまり大したまとめじゃないんですけれども、草原で

は地域の自然と人が互いに関わりながら、共創資産が

生み出されてきました。これが今日の話の主なところで

す。これは草原だけじゃなくて、いろんな生態系といろ

んなその地域とが関わりながら、その地域に独特の知

恵や技術がある。

　２番目に、その時代ごとに知識や技術を集めながら

積み重ねていくものが共創資産で、その知識や技術を

交換するのが多分、今日なのだろうなと思っています。

各地で話がありましたし、今日は皆さんに芸北の茅プ

ロをはじめいろんなことを聞いていただきました。

　その最後に見てきたような、人間だからこそ生み出

せる美しさというのが一つ草原を体現してくれている

のかなと思って、大事にして生かしていきたいですよね。

　以上で終わります。

　最後に、いろんな方に今日のスライドを作るにあ

たって協力いただいています。特に今回の大会を開い

ていただいた東伊豆町と、それから日本の各地の草

原の方に感謝します。どうもありがとうございました。

（拍手）

○司会　白川先生、どうもありがとうございました。

　学芸員のお仕事の視点での全国の事例のご紹介で

すとか、あとは自然と人間、自然と社会の関わりから生

まれる、今日初めて聞きましたが、共創資産というお言

葉ですとか、中学生の取組ですとかいろいろ興味深い

お話をしていただきました。

　ちょっと時間があまりありませんが、お一人でもお二

人でも、もし今日お話しいただいたことでご質問等あり

ましたらいかがでしょうか。

　この後もですね、この次のパネルディスカッションの

ほうも、白川先生にコーディネートをしていただきます。

お手元には質問の用紙もお配りしてありますので、今

の基調講演のことも含めてで構いませんので、そうしま

したら、次のパネルディスカッションで質問等をしてい

ただければというふうに思います。

　先生、ありがとうございました。

　改めまして、感謝の拍手をお願いいたします。（拍手）

○講師（白川勝信）　どうもありがとうございました。

○司会　それでは、続きまして、休憩を取りまして、10

時35分からパネルディスカッションのほうを始めたい

と思います。準備の関係もございますので、35分まで休

憩とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

原の生物の保護とか草原の景観の保全とか、獣害抑

止といったような多面的機能が山で発掘される。お店

にそのお金が行きますので、地域経済が少しでも活性

化する。そして、文化の面で言えば、カヤぶき建築がそ

れぞれ保存されたり、技術が伝承されたり、村落の景

観が保全されるという文化の伝承があります。

　どのくらいのこれ金額回っているかというのを見て

みると、そんなに大勢ではないですよね。2015年から

始まって、最初は持ってきてくれる人が５人で、集まった

カヤも100束でした。２年目は６人になって200束に

なりました。すごい増えましたね。３年目は９人で234

束、８人、10人、14人と増えていって、持ってきてくれる

人がどんどん増えている。2,000人、約1,000戸の集

落ですから、10戸で１％なんですよね。1.4％の人が

持ってきてくれるということになります。それで集まった

カヤを販売して、売上げが下のほうに書いてあります。

この売上げの金額は、ばらばらなんですけれども、実

は最初の年はカヤの束をすごく大きくしていたんです

ね。それで、すごく束数が少ないけれども、金額が大きく

なっています。

　この下に１行ちょっと付け足しますね。

　現在の学年と書かれています。これ何かというと、茅

金市場は中学校の活動としてやっています。中学校２

年生が茅金市場を運営しているんですね。今、その子

たちが学年で何年生になっているかというと、一番最

初に茅金市場を実行した子は今、大学２年生になって

います。この時間間隔って結構大事だと思うんですよ

ね。子供はずっと子供じゃなくて、これを知った子が今

何歳か。

　ちょっと茅プロを通じた中学生の学びを見ていただ

きたいと思います。

　茅プロ、事業としては最初こんな感じです。これ中学

生ですね、もう大人みたいですけれども。カヤを刈りま

す。みんなで束ねます。最初は下手くそですけれども、だ

んだん上手になります。途中でカヤぶき職人さんから

指導を受けて、こんな曲がったのは駄目だとか、ちょっ

と細過ぎるとか、先がそろっていないとか、束ね方を

ちゃんと指導を受けるんですね。それを運びます。実際

に自分たちでも刈るんですが、大事なのは受入れのほ

うなんですね。茅金市場での運営は、中学生がやって

いますと言いました。中学生が地域の人にチラシを

配ったり、声をかけたりして、家の近くにあるカヤ持っ

て来てくださいねというふうに言うんですね。そうした

ら軽トラに積んで持って来てくれるので受け入れます。

みんなで運びます。規格に合っているかどうかをちゃん

と調べながら受け入れています。曲がったカヤは使え

ませんから、これは駄目ですよっていうのはちゃんと言

わないといけないんですね。これ結構ハードルが高い

んですが、先生に手伝ってもらったりしながら、こうい

うのは駄目ですよということをちゃんと言う、これも学

習です。こうして何束あるかというのをちゃんと数えて

いる役割の子もいて、それぞれの子がそれぞれ役割分

担しています。車の誘導をする子もいます。

　こうして受け入れたカヤをどんどん並べていくわけ

ですが、もう当日は先生たちも総出で、総出じゃないか、

先生たちもやってきて、なかなかあまりない光景かなと

思います。

　せどやま券の発券も中学生がやりますね。ちゃんと

数を間違えないように数えて、券の枚数をカウントして

いきます。これ中学生の側が券を支払うほうですね。こ

れを渡していくと。地域の人に渡っていく。何かほっこ

りしますよね。地域の人が持って来て。

　実際に子供たちがお金を触ることで、先ほどのこの

全体像にもう一つ、教育の側面が加わるんですね。地

域資源への気づきとか、カヤってお金になるんだな。

あんなどこでも生えている草なのに、草原ってそんなに

価値があるものなのとか、あるいはお金をちゃんと

使って、商品とお金をやり取りする、あるいはカヤを販

売するとかっていう話を通じて、ちゃんと経済に関わる

んですね。これが大きな学びになります。これが次世代

の担い手育成につながる。

　今、大学２年生の年齢になっていますから、これから

どうなるかというのがちょっと楽しみなところです。

　実際の成果としては、昨年は14人から591束受け

入れて19万7,000円を、約20万円分発券しました。授

業やＰＴＡ活動で自分たちで250束を収穫したので、

71万円余りで販売したいなと思っているところです。ま

だこれは販売中ですね。その差額の50万円ぐらいは

自分たちの収益になって、教育活動に使うと。刈った

カヤは文化財建築の補修なんかに使われて、結果とし

て草原も守られる。僕がやりたかったのは草原の保全

なわけですが、仕組みをつくることで、その草原が守ら

れるという、そういう形になっています。

　ちなみにお金、何に使っているかなんですけれども、

まずは中学校に冷水機を設置したりとか、最近暑いで

すからね。ウォーターサーバーを自分たちで買ったり、

修学旅行に資金助成として、これはＰＴＡのほうから保

護者に対して１万円ずつだったかな、去年は。お金が

支払われます。修学旅行で校長から給与が支給されま

す。これはちょっと内緒にしておいてください。サプライ

ズでバスの中で給料袋が配られるんですね。自分たち

が働いて稼いだお金が自分たちのところに戻ってくる。
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維持活動に携わる一方、携わっただけの対価を受け

取る、あるいは携わった人が対価を実感しているのか

という話がありました。こちらの細野高原は、地元の集

落の方たちが山焼きをされていますので、その方たち

がちゃんと対価を実感されているのか、あるいはそこ

に税金を使っているわけですから、町民の皆さんがそ

れを実感しているのか。そういうことが前回議論に

なったと思います。それからどう変わったのかというの

は後のパネルディスカッションで聞かせていただきた

いなと思っているところです。

　前回のテーマは、忘れられた草原の再発見、その保

全と活用ということで、生物多様性、外来種、シンニュ

ウが間違っていますね、これ。広島ならではの間違い

ですね。外来種侵入……、深入山という山があるんで、

草原の山です。草原のやぶ化、森林化など、草原の質

の問題について共有されていない。草原の生物多様性

はどうなっているんだろう、景色としてはいいけれども、

本当にそこは価値があるというのが認識されているの

かというところの問いかけと、もう一つが草原を守るこ

とによる生態系サービスや経済的恩恵を享受する仕

組みがない。これについても話がありました。その後、

たしか僕が記憶しているのは、都内の電車のつり広告

に草原のことがかけられたりというＰＲをされたりとか、

あるいは入山料を早い段階から取り始めた、草原では

あまりないのかなと思いますけれども、そういう事例を

先立ってされたという記憶があります。今日はそういう

話もまた後で聞かせていただきたいなと思っていると

ころです。

　そして今年、2021年のテーマですが、今回はオンラ

イン開催ということで、ここの東伊豆町、それから阿蘇、

そして蒜山のほうでも分科会が開催されます。大きな

テーマは、未来へつなごう！壮大な海すすきの草原、そ

して、分科会のテーマは、保全・利用・継承、草原の公

益的機能について、それから、茅の利用と草原保全と

の関わりということで、どちらかというと今、草原に話題

になっているのは茅の利用とか、利用ですね、利用と

か草原の機能というところにだんだん目が移ってきた

のかなと思っています。

　先ほど課題として示されていた２つのことですね。２

つ目は、そういう利用とか、草原の価値をどう実感する

かという話だったんですが、もう１個、１個目の草原そ

のものの価値というのが果たして僕らは認識されてい

るのか、希少生物とかですね、生物多様性のほうが認

識されているのかどうかというのは、これはむしろ草原

を研究する研究者が発信できているかどうかというこ

とになるので、ここ地元でも内山さんとかを中心にいろ

んな研究が進められてますし、今から継続的にやって

いって情報を出していかないといけないだろうなとい

うふうに思っています。

　今日こちらに呼んでいただいた縁というのが、僕ら

は草原研究グループというのを組織しています。西日

本草原研究グループというのを組織して、これは蒜山

で調査しているんですね。これだけキキョウがあるとこ

ろも珍しいです。自生のキキョウがたくさん咲いている

んですね。僕たちは大体、10年前ぐらいは月に１回集

まって、あちこちで研究していました。例えば３月は学

会で岩手県に行っていたんですけれども、十和田湖畔

までちょっと車で走っていっていました。何かこんな雪

があるのに、ちょっとでも空いていれば何か探したくな

るのが僕らの常で、このときは、東北のほうに行くとフ

キが大きくなるんですね、フキノトウも大きいのでびっく

りしました。あるいは大阪の吹田というところで、町な

かで調査をしたりしています。こんな住宅地の中なん

ですが、ここの草原は、もうここの土地が売れてしまっ

たら生き物がいなくなる。こんな町なかでも希少種とい

うのはちゃんと残っているんですね。ずっと管理がされ

ていれば、何ていうかな、開けた環境があって、継続的

に管理がされていれば、そこに生き物が残っていると

いうことが分かっています。それをじゃどうするかとい

うのは次の問題なんですね。

　画面共有が止まったんですが、大丈夫ですか。

○スタッフ　一度ちょっと。

○講師（白川勝信）　共有の再開、これですね。すみま

せん。写真を今、見てもらう……、まだ、すみません、声

だけ聞こえていたみたいで申し訳ない。

　吹田の草原はこんな感じです。

　僕たちは草原研究会なんですが、僕自身は高原の

自然館という博物館に勤務しています。学芸員という

仕事をやっていまして、会場の皆さんの手元には、この

高原の自然館のパンフレットが手元にあると思います。

とてもとっても小さな建物なんですが、博物館。博物館

はこの辺には何かあるんですかね、ないですか。静岡

○司会　それでは、ただいまより白川勝信さんによる

基調講演となります。

　白川先生は、生態学をご専門とされ、2003年より広

島県北広島町の芸北高原の自然館に学芸員として勤

務されております。現在は、湿原、半自然草原、里山林

など、地域の人間活動によって維持されている生態系

の保全をテーマに活動を展開されています。子供、事

業者、行政、ボランティアなど様々な主体による自然へ

の関わり方を見直し、新たな仕組みを組み込みながら

地域と自然を将来に残していく道を模索されておりま

す。2017年には、第１回ジャパンアウトドアリーダーズ

アワード大賞を受賞されるなど、草原をはじめとする

様々な分野での活躍をされています。

　それでは、早速でございますが、基調講演のほうをよ

ろしくお願いいたします。

○講師（白川勝信）　こっちはマイク持っていていいん

ですよね。じゃちょっと話させて……、その前に写真を

撮らせてください。何ですかね、向こう側にいる人は多

分、会場の様子が分からないと思うので、ちょっと撮ら

せていただきます。今、配信はもうされているんですか。

ありがとうございます。

　よろしくお願いします。白川です。

　今日、80分くらいお話しさせていただくと思いますん

で、よろしくお願いします。

　こんな感じですね、見えますかね。見えますかねって

いうと、ライブ配信している相手の人から返事がない

んで、分からないんですが、会場にいる人はこんな感

じです。東伊豆町ですね、いろんな人が来ています。

　これは08年の東伊豆のサミットです。全国草原シン

ポジウム08ｉｎ東伊豆ということで、今年の草原サミッ

ト・シンポジウムは１年間延びたんですけれども、本当

は2008年に一度サミットをやる予定だったんですよ

ね。それがあったので、僕としては、ああようやくここの

東伊豆でサミット開催できて、本当にうれしいなと思っ

ています。今回もここに来るのを楽しみにしていまして、

駅前のキンメダイのオブジェをまた見れるかなと思っ

たら、キンメダイのオブジェがなくてですね、それで

実は自分がこうやって回している写真がなかったんで

すよ。だから、今回こそはキンメダイぐるぐるやるぞと

思って、なかったんで、ああと思っていたら、移設されて、

この役場の真向かい側の海の近くにありましたんで、ぐ

るぐる回させてもらいました。ちゃんとヒレも動きました

ので、東伊豆に来たことがない方はぜひお立ち寄りく

ださい。

　役場のすぐ横には朝市があって、前回はこの朝市に

寄らせていただいて、たくさんの海産物が売られていて、

やっぱり海の近くだなというふうに感じました。本当に

懐かしい、懐かしい町で最高でした。

　前回もこうやって細野高原の上に登って、たしかここ

は塩坂さんから教えてもらったフライトをしているとこ

ろですかね、パラグライダーが飛ぶところで、何かこん

なこともできるのかなという、草原っていろんなことが

できるんだなということをそのときに感じました。とにか

く広くて一面ススキで、上から見れば海が見えるという、

すばらしいロケーションだなというふうな記憶があり

ます。

　今日は、僕、一番最初に話させてもらうので、前回い

ろんな写真を撮っていて、どっちかというと食べ物とか、

さっきのキンメダイの写真とか草原の写真とか、花の

写真が多かったんですが、会場で１枚だけ写真を撮っ

ていました。これどなたのスライドか分からないんです

けれども、こういうことが課題の提起というスライドが

あったんですね。山焼きによって、草原という景観を維

持することだけで十分なのかという問いかけと、草原の

造ってくださいと言ったわけじゃないですね。そうやっ

て造っても多分残りません。ここを残すのは、牛を入れ

る。これが残すための策。一つ一つの景色に一つ一つ

のできてきた履歴がある。それをどう読み解いて、それ

をどうつくっていくか、これがフィールドミュージアムの

学芸員の１個の仕事です。

　美人林といって、ブナ林と言えば白神山地のブナ林

も有名ですが、日本の中で有名なブナ林を幾つか上

げていくと、出てくるのがこの新潟県の十日町市にある

美人林のブナ、ここにも博物館があるんですけれども、

その裏山です。このブナ林はブナが細いんですよね。

東北のほうとか、ブナ林って割と広島のほうだととても

珍しい、原生林というイメージなんですけれども、東北

のほうに行くと、森を伐採して何もしないとブナがこう

やって生えてくるそうです。長野県とかも結構こういう若

いブナの林があるんですね。だから、もしこの美人林

のブナ、こんなブナ林を維持しようと思ったら、ある時

期にここを全部伐採すればいいということになるんで

す。そういうふうに人間の働きかけと風景とか自然とい

うのがお互いに行ったり来たりの関係にすると。それ

を一歩ずつ読み解いていかないと、その自然をどう残

すかとか、活用するかという話に行き着かないんです

ね。例えば棚田なんかもそうですね。こういうところに

コンクリートじゃなくて、斜面を造って水路を造ると、生

き物がそこにたくさんくる。

　これは四国中央市、愛媛県の写真ですが、僕はこの

写真がとても好きです。「ウォーリーを探せ！」という絵

本をご存じですか。すごくいろんな絵が描いていて、そ

の中にたくさんの人物が描かれていて、いろんなことを

やっているんですけれども、その中にウォーリーが１人

だけいるという絵本があるんですけれども、この写真を

見ると、何かさっきの例えば棚田だったら田んぼが広

がっているし、干潟だったら水と土が広がっている。こ

の中を探していったら細かいものがたくさんあるんで

すよね。ここは四国中央市の大歩危小歩危とか、祖谷

とか、四国は急な谷が多いんですけれども、山の向こう

のほうを見てみると、隣の集落が山に張りつくように家

が建っているんですね。あそこ人が住んでいるんです。

だから、隣の家に行こうと思ったら、すごく斜面を上り

下りしないといけないし、こちらから見えるあの家まで

も、１回下まで下りて上がっていかないといけない、そ

ういう地域です。こういう傾斜の急なところでは、どうい

う農業をされているかというと、狭い中にいろんな作物

を作っていらっしゃいます。

　これ１軒のお宅でされていると思うんですが、そして

ここで特徴的というか、特産なのがお茶なんですね。

この斜面のところのきれいに植え込まれている、これが

お茶です。

　もう一つ目を引くのが画面真ん中ぐらいに三角の

立っているのがススキですね。すすきの三角の山形の

が見えますかね、これですね、これです。これはコエグ

ロと言うのかな、肥料にするための役割が１つありま

すが、もう一つ大事な役割があって、こういう斜面だと、

何もしないと、土がどんどん剝がれてきちゃうんですね。

だから、こういうススキを置きます。特にお茶畑の下に

もこうやってたくさん続いています。

　先ほど、こうやって人間が関わってつくられたフィー

ルドというのをどうやって守っていくのかなというのが

とても大変なんですが、ものすごく面白いテーマだなと

僕は思っています。どうですか、面白くないですか。草原

もその一つだってなるんですよね。

　お茶畑、静岡県の掛川市というところもとてもお茶が

有名なところで、新幹線からもよく見えるところですが、

ここでも草が使われています。茶畑があって、手前のほ

うに結構、草地がありますよね。ここ、これ見たことあり

ますか。通っていたら見える……、あそうか、ここ静岡

だよね。そうだ、何か静岡、それはそうだ、何を言ってい

るんでしょう。もちろんご存じですよね。あの「茶」という

字の近くは草が植えられていて、そこの草もちゃんと敷

き草に使われているんですよ。そうか、僕、今日、釈迦に

説法みたいな話を今からするかもしれないですね。

　静岡の茶草場農法というのは、世界農業遺産に指

定されています。その中でお茶のパッケージの裏側に

こういう葉っぱがついていて、この葉っぱが３個なら、

認証制度をつくっているんですね。生物多様性貢献制

度というのをつくって、３個だったら貢献度が高いです

よ、２個、１個ということで、そういうお茶の味とか値段

とかという別の価値をお茶につけています。そうするこ

とで、わざわざ草を刈って、そこの草地ができることで

生きる生き物を守っている農業ですよということを知ら

せながら、お茶の生産ができるようにしている、そうい

うところです。

　そうか、静岡でしたね。でも、静岡の茶草場と同じよ

うに、にし阿波の傾斜地農耕、また四国に戻ってきたん

ですが、徳島県でされている傾斜地農耕というのも、こ

れも世界農業遺産に指定されています。こういうところ

ですね、もう斜面です。さっき写真で見ていただいたよ

うな、隣の集落に行くためにものすごく行かないといけ

ないとか、家と家がもう斜面に張りつくようになってい

る。こんな感じですね。これ別にあまり誇張しているわ

けじゃないです。ここに立つと、カメラをどの角度が正

しいのか分からなくなるぐらい傾斜が急なんですけれ

の県立博物館はすばらしい大きな博物館がありますよ

ね。博物館の仕事というのは４つあります。あそうか、伊

豆にもあれがありますね、動物園がありますね。動物園

も博物館の一つですね。

　博物館というのは４つの仕事がありまして、資料を

集めて、資料を保管して、研究して、展示・公開します。

これが博物館の責務で、学芸員の仕事ですね。最近テ

レビでも割と「ブラタモリ」とかですね、学芸員の人が

出て来てしゃべったりとか、あとは何かクジラが打ち上

げられたり、リュウグウノツカイが上がったり、ダイオウ

イカが出てくると、何かよく学芸員の人出てきますよね。

ああいう人に資料をとにかく集めていって保管する、あ

るいは美術館にも学芸員というのがいます。美術品を

集めて保管して、研究して展示・公開する。この４つを

やっているのが博物館の仕事です。美術品を集める美

術館、動物を集める動物園、水族館、あるいははきもの

博物館、鉄道博物館、切っ手の博物館ですね、いろん

な博物館があるわけですが、基本的にはこの４つをや

ります。僕はフィールドミュージアムと言って、フィールド、

つまり外の、どういうんですか、野外を博物館と見立て

ているので、町全体が博物館だという言い方をしてい

るんですね。それどうなるのかというと、野外を建物の

中に集めることはできませんから、地域に関する情報

を集めて、地域を保全して、地域を研究して、地域を展

示・公開している。例えば細野高原という地域、ここに

関するいろんな情報を集めて、そこを保全して、そこを

研究しながら、そこの情報を発信していく、そういうの

が学芸員の仕事になると思います。

　今日はちょっとこの学芸員の視点というのを皆さん

と共有できたら、草原のことについて少しヒントになる

のかな。

　植物を保存するためには、例えば植物園は栽培をし

ますよね。博物館だったら押し花を標本にしたり、ため

るんですが、フィールドミュージアムはどうするかという

と、その草原をどう守るかということを常に考えていま

す。僕も頭を悩ませています。特にその場所をどうやっ

て保全するのかとか、今日のテーマでもありますが、ど

うやって展示・公開、つまりみんなに活用していくのか。

保全したり活用したりというのは、大きなテーマだし、

正解がまだないものですね。

　例えば、ここからは写真をちょっといろいろ見ながら

お話ししたいんですが、この夏、僕は八ヶ岳をちょっと

歩いていたんですけれども、八ヶ岳というフィールド、こ

れを保全しようと思ったら、どうするかな、考えると、もう

ここを例えば保護区にする。それ一つの方法ですよね。

あるいは歩く道筋を１つ決めて、ここからはみ出ないで

くださいね。そうしたら、こういうコマクサとか、チシマ

ギキョウは守られるかもしれない。人間が何も関わら

ないということですね。

　八甲田山も登ってみました。八甲田山って、名前は聞

いていたんですけれども、行ったのはこのときが初めて

でした。こんな雪の中をガイドの人と一緒に歩いたん

ですけれども、これを保全するといっても、人間がどうこ

うするレベルのものじゃない。何もしなくても、この景色

は多分残っていくんだろう、雪の上ですからね。

　こうやってエビの尻尾と呼ばれるような、これをじゃ

博物館に持って帰れるか、これ展示・公開できないで

すね。気温が低いところで風が吹きつけるからこういう

氷の形ができる。だから、人間にはまずつくれないとい

うのは、そういうところは残すといっても、そのままにし

ておくか、温暖化を止めましょうということをするしかな

いんです。片方で、今日のお話のメインは、人間がいな

いとなくなっていくフィールド、こちらのほうが、どういえ

ばいいのかな。関わりを続けるということで、やりやす

い面もあり、やりにくい面もある。本当にさっきの自然の

中というのは、禁止、禁止ってしないといけなくて、いろ

んなことを禁止したり、見守りするのはとても大変なん

ですね。でもむしろ関わり続けるということ、例えば有

明海の干潟ですね。これも自然ですけれども、ここの自

然です。遠くまで遠浅の海があって、潮の満ち引きに

よって、満ちたり引いたりしています。こんな美しいすば

らしい景色があるし、これが潮が引いたらこういう形。

ここで行われている伝統的な漁業、こういうものという

のは、じゃこの景色を、人が入っていけるこの景色をど

う残すかといったら、捕り過ぎないということもそうで

すし、捕るためのルールをつくるという、人間側でこれ

決めていけるんですね。人が関わっているところは、人

間側が関わっていけば何か可能性があるんだろうと。

　段畑って聞いたことありますか、段畑。棚田か。棚田

はよく聞きますよね。段畑っていう景色があって、これ宇

和島の先のほうに行くとこういう景色があるんですけ

れども、傾斜が激しくて、水がたまらなくて、この細い畑

を造っているんですね。これ人がずっと石垣を積んで

造った景色です。こういうものを残していこうといった

ときには、ここの農家さんが儲かれば多分この段畑の

棚田は残っていきますし、こんな関係です。

　阿蘇ですね、これは。阿蘇に行くと、山の斜面に横向

きにずっと筋がついていて、これは誰かがつけたわけ

じゃなくて、牛は草を食べるときは横に横に移動する

ので、横に横に道が勝手につきます。これがつくことで、

段畑じゃないですけれども、ああいう段々ができていく。

この景色すごくいいなと思っても、土木業者さんにこれ

だけが持っている知識があるはずなんですね。

　自然だけだったら、ここは水が勝手に湧いてくるん

です。熊本県阿蘇市の住宅地の中のほうなんですけれ

ども、もうばんばん水が湧いてくる。これは自然の力で

すよね。自然の力で地下水が湧いてくるけれども、その

自然の力を使って人間が働きかけて水田にしていくと。

水が豊かなところで水源を造る、これはいろんなところ

で造られています。

　もっと水があるところ、これは徳島県の河口近くなん

ですが、鳴門市では広いレンコン畑が広がっています。

これは南海地震という地震が起きたときに、低湿地に

なったところを、今はレンコン畑に使っている。自然に

できたものを人間がレンコン畑にして、レンコンを作っ

て。そこには地下水がしっかりありますから、これをくみ

上げて、この機械ですね、右下のほうにあるこの機械。

これは水がぷしゅーといつも出ています。これでレンコ

ンを洗っています。ちょっとなめてみたら、鉄さびと

しょっぱい塩の味がします。

　こうして人間がレンコン畑を作っていくと、水路がで

きます。その水路に、これはわらを束ねて浮かべている

んですね。スサという、建築の方はご存じですかね。僕、

なじみがなかったんです。壁を塗ったり、左官さんが使

うときに混ぜるわらというのは、そのまま混ぜているん

じゃなくて、１回こうやって漬けておいて、乾かして、そ

れを使うそうです。徳島県は、こうやってクリークをたく

さん、低湿地でレンコン作って、クリークを造って、その

クリークをまた使っている、人間が使っているわけです

ね。それで水路をもう完全に乾かしていくんじゃなくて、

もう湿地と一緒に生きていく道を選んだことで、その水

路にはこうやってオニバスが残っていると。オニバス

は、別に植えたわけじゃないんですね。人が湿地を全

部変えるんじゃなくて、湿地の環境を生かして水路とレ

ンコン畑で、そういう生活をしたから、たまたまオニバ

スが残っていた、こういう状況です。

　だから、自然への働きかけを機械的にどんどん変え

ていくとか、大きな開発じゃなくて、そこの自然に合った

生かし方をする、使い方、生き方をすることで、今度、自

然のほうもそれに反応する生態系ができていく。

　今日ずっとこんな話ばっかりしていますけれども、

いっぱいあるんですね、日本の中に。

　これは福島県の三島町というところで、連れてきても

らったのはマタギの集落です。マタギに会ったことあ

りますか。ある人いますか、東だからいるのかな。僕、全

然マタギ、マタギとか本の中の人だろうと思っていたら、

マタギの人がちゃんといたんです。日本の伝統工芸品

に指定されている、こういう編み籠、奥会津編み組細工

という技術をこの人は伝承されていて、それを作ってい

ます。材料は山で取ってきたもので、後ろのほうにはこ

ういうブドウのつるとか、クルミの皮とか、それをいつの

時期に取ったらいいかとか、どんなサイズなら取って

いいけれども、このサイズは残しておいたらまた来年

取れるとか、そういうのを全部知識として持ちながら細

工物を作っています。

　その後ろには、こういう型枠ですね、かごを作るため

の型枠と、こういうものを持っています。カラムシとかキ

ロロとか、ああいうものも使っていらっしゃいました。そ

ういう使い方をすることで、山の中にはちゃんと野ブド

ウも残るし、いろいろな植物が残る。冬には、マタギな

ので熊を撃つらしいんですね。環境がちゃんと残って

生き物が残る。生き物が残るから、それに合った暮らし

というふうに、環境と人が行ったり来たりしながら暮ら

している。だんだん……、もういいですかね、多分。

　あと、これは兵庫県の淡路市です。小山に畑とか作

物を作っているんですけれども、棚田とか段畑とよく似

ていますが、一番上のここ、ここ分かりますか、山の一

番上。これ何だかご存じですか。これは近づくとこんな

感じです。何かあるかというと、特にない、広いんです

けれども、これはお墓なんです。淡路島、淡路の人たち

はお墓を２つ持っていて、埋め墓と詣り墓と言うそうで

す。埋め墓は埋めるところ、詣り墓はお参りするところ。

だから、亡くなったらここに体を運んで、ここに埋める

と。それは同じ場所に地域のいろんな人が埋まるんで

すね。じゃここがお墓なのかというとそうじゃなくて、家

の裏に墓を別で持っておいて、お参りするのはそっち

でお参りする。そういう独特なやり方をしているんです

が、ここを管理されているので、もちろん今はないです

よ、今は火葬になっていますけれども。でも、僕が行っ

たときには、まだ地域にそういうのを知っている人がい

るよという時代でした。ここをやっぱり草刈りするんで

すね。そうすると、そこに淡路島の希少種が残っている。

　利用の仕方が、今回分科会でもカヤの利用とか、細

野高原、観光とか、いろいろ草の利用というのはあるん

ですけれども、別の目的で利用することで、そこが草原

の生き物の生き場所になるということはあります。高知

県のお墓とかも、時々お墓で生けたものを燃やすから

ボヤが起きて山火事になって、草原の生き物が残ると

いうこともあるそうです。

　これは白老村、コタン、アイヌの人たちの家です。

こっちから見ると、全部入り口が見えています。反対か

ら見ると裏口です。ちゃんと川に沿って入り口があるそ

うですね。こうやって草を使って壁まで、屋根だけじゃ

ないですね、壁まで造ることで、断熱材に使っていると。

ども、電柱の立っている方向とか、杭とかを見ていただ

くと、斜めになっているわけじゃないことが分かると思

います。こんな斜面のすごいところで農業をしているん

ですが、やっぱり見えるのがこの真ん中、コエグロで、

近づいてみるとこんな感じです。こんな畑、僕、見たこと

なかったんです。これ畑なんです。見ていただくと、石が

いっぱいありますよね。ここの農業ってすさまじくて、草

がないとできない農業をされています。

　どういうふうに草を使うかというと、草をこうやって

刻むんですね、機械で。後ろにあるこれらの道具を使っ

て、すき込んでいくんです。すき込むときの音は、ジャ

リッジャリッといって、石を砕くような音がするんですね。

大体、草の堆肥を使うときは、１回、草を置いておいて、

それが発酵して、肥料になって分解されたところで畑

に入れるのが普通ですよね。でも、ここでは、この道具、

これも地元で作られた道具ですが、こういう道具を

使ってすき込んでいく。この刃がいっぱいあるのは男

性が使っていて、３本しかないのは奥さんが使ってい

るという話をされていました。

　こんな感じで、土壌が非常に、地力が弱いところで

農業をされています。これ世界遺産になったんですけ

れども、ここでできるものというのは、ジャガイモとかヒ

エとかアワとか、タマネギも植えていますよね。そういう

もので、じゃどう戦ったらいいんだろうということなん

ですね。世界農業遺産に認定されたはいいけれども、

ここに何かの付加価値をつけるとしたら、なかなか難

しいな、そういう話をされていました。それでも、僕は何

かこの景色を見て、すごい景色だなと思います。これ全

部、本当に機械が入らないし、人の手で一つ一つすじ

を耕して作っていって、それがこのコエグロと、それか

ら周りの景色の中にあるというのは、僕は何かの価値

がここにあるんじゃないかなというふうに感じるんで

すね。だけれども、ここにこうしたら残りますよという答

えはなかなか出ない。そう思いながら帰ってきました。

　こういうフィールドのものを残したり、考えたりすると

きに、僕はなんとなくの指針を５つ持っています。これ

は別に館の決まりとか、言われたものじゃなくて、僕自

身が思っていることなんですけれども、何か働きかけて、

そこを残していきたいとか、保全しましょう、活用しま

しょうとかいうときに、１個目が後戻りができるか。これ

やりましょうってやり始めたけれども、途中でやっぱり

やめましょうというところができていないと、１回やり始

めて失敗したのにずっと進めていくというのは、地域も

一緒にやっている人も苦しくなるし、悪い方向にいっ

ちゃう。

　２つ目が暮らしに寄り添っているか。傾斜地農耕を

守るため、世界遺産なんだから、あなたやらなきゃ駄

目ですよというような形では、多分、続いていかないの

で、そういう形で残しても意味がないだろうな。

　３つ目が土地の歴史を大事にしている。傾斜地農耕

をやっていたところを今までのそこの人の暮らしとか、

その人たちが作ってきたものをやっぱり大事にしてい

きたいなというところに。

　４つ目に、野生の生き物にも優しいか。あそこを改良

していって、何らかの別のものが入ってくるとか、何か

が失われるということがないように。

　最後に、これはもう本当に何となくなんですが、美し

いかというところがあって、そこを見たときに美しいか

なと感じるかどうかというのがとても大事なんだろうと。

　これはいろんなところに行っていろんなフィールドを

見るときに、ずっとぼんやり思っていることなんですが、

細野高原に来たときも、やっぱりそこの地域の歴史っ

てどうなんだろうというのが興味がありますし、野生の

生き物がどういうふうかなとか、きれいなところだな。で

も、その表面的なというのは何が美しいんだろうなとい

うのをいつも考える。

　こういう指針なんですが、じゃあこういうもので残し

たいものは何なんだろうなというときに、今日の一つの

言葉です。もう今日は、僕は80分ぐらいかけてこの言

葉１個だけを皆さんと共有したいと思っています。言葉

としては、共創資産というものです、共創資産。多分、検

索してもあまり出てこないと思うんです。これ僕らで話

して生まれてきた言葉です。どんなものかというと、３つ

書いています。今まで僕が話してきたのは、自然と人と

の関わりという話をしましたよね。自然と社会の関わり

によって生まれて、地域に蓄積されてきた知識とか意識

とか技術です。これを共創資産と言います。細野高原で

は、あの広い草原ですけれども、地域にとってみれば、

限られた面積をどう上手に使っていくかということが

ずっと長い間かけて、知恵と、それが大事なものだとい

う意識が育ってきて、そこに火を入れるという技術とい

うのができてきたんだと思います。この知識とか意識と

か技術、これが共創資産です。

　限られた地域の自然資源を保全しながら持続的に

活用していくための共創資産が、多分、今はまだ日本

各地に残っていると思うんですね。これは自然と社会、

どっちかが失われると、共創資産も失われてしまいます。

地域の人がいなくなれば、山焼きのやり方も分からな

いし、この風ならどこから火を入れればいいかも分か

らないし、どのタイミングで入れればというのも、これ

は細野高原だけじゃなくて、僕の住んでいる芸北でも

そうですし、多分、阿蘇の原野とか蒜山でも、地域の人

か生えないので、ちょうど中海の環境が合っていて、中

海で今見られるという、何か珍しいものだそうです。そ

れをばんばん取るんですね。僕も取らせてもらいました。

長い柄のついた、何かこういうすくう道具を使って取っ

ていました。それを岸に運んで上げています。これ誰が

やっているかというと、漁師さんがやっているんですね。

　中海というのは、干拓事業で１回、干拓の事業が始

まって、それをやーめたってやめたところです。干拓の

事業のときに浚渫をしたりとか、堤防を造ったりで水の

流れが全然変わってしまいました。そのために何もし

ないでおくと、このオゴノリがたまってしまって、中でヘ

ドロになるんですね。これがヘドロになってしまうと、海

底に卵を産む魚が卵を産めなくなる。だから、漁師さん

にとっては、これを取らないといけないんですね。海の

掃除をしているわけです。

　これだけだと、何かこう、漁師さんが海の掃除をして

いるのねなんですが、この取り上げられたオゴノリは

集められて、トラックに乗せて運ばれて乾燥されます。

こうやって乾かして、こんな感じで肥料になるんですね。

塩分濃度が高いところの海藻だと、上げるとどんどん

塩が畑に入ってくるんですけれども、汽水域なので塩

分濃度が適度に低いし、これをどのくらいまいたら野

菜が育つかというのをこの地域の農業指導員の方が

すごく研究されていて、畑ごとに見ていきながら、この畑

だったら、こういう感じでまいてくださいというのを一

緒に指導している。これってすごいなと思って、海の草、

オゴノリを取ることで海もよくなるし、今度それが畑に

入っていい野菜を作る。だから、無駄がないですよね。

　草原シンポジウムでした。そろそろ草原の話を始め

ようかなと思います。

　今回のテーマは、未来へつなごう！壮大な海すすき

の草原ということで、海と草原、こんなに近くにあるとこ

ろでは、何か草原のものも使うことでできてきた草原な

ら、今の時代に合った使い方を探していけばつながる

んじゃないかというのが多分今、大分全国で考えられ

ている流れだと思います。それが使って草原がなくなる

んじゃなくて、持続的に使う方法をどうするかというの

が多分議論ですよね。

　今日はタイトル、草原を取り巻く里が教えてくれる、

持続可能な社会の未来像ということで話させてもらい

ます。

　草原を持つ自治体が全国にどれだけあるかという

のをちょっと調べてみました。全国には1,902ぐらいの

自治体があるんですけれども、草原を持っている自治

体は多分220より多い。この以上と書いているのは、ま

だ知らない草原があるので、こう書かせてもらったん

ですが、地図の上にもこんな感じです。どうなんですか

ね。10％というのは、僕は結構少ないのかなと思って

います。何かカヤぶき職人さんが300人、200人くらい、

おなじぐらいの数なんですね。でも、全部が全部カヤ

の草原じゃないので、これは全国草原再生ネットワー

クが持っている資料を基に作った地図なので、まだこ

こから落ちている草原もあるでしょうし、ちょっと性質の

違う、例えば牧草地みたいなものも入っているので、

はっきりした数はちょっと出てこないんですが、そう遠

くない数かなというふうに思います。全国にありますよ

ね。全国にあります。

　この草原の数だけ多分、共創資産というものが残っ

ていて、今日の一つの結論的なところなんですが、今

回の件はどうやって伝えていくかという話の中で、草原

を伝えていくために必要なもの、もう大分見えてきたと

思うんですけれども、１つ目は適切な方法、２つ目は適

切な方法を実行する力、力というのはお金かもしれな

いし、人力かも、ヒト・モノ・カネとよく言われますが、そ

ういうものですね。その実行する力を今度は継続する

ための仕組み、ある１年間だけ山焼きができたね、あ

あよかった、よかったじゃなくて、翌年も翌年も、もっと

言えば10年後も、ここに僕らがいなくなる100年後ぐ

らいもできれば続いてほしいなと思えば、継続する仕

組みを何か考えないといけない。

　それから、方法とか力とか仕組みを可能にする法令

ですね。これはもう行政の仕事です。北広島町では、過

去に野焼き条例というのがありまして、その中で山焼き

ができない書き方になっていたんですね。なので、書き

換えました。草原サミットがあったのを機に条例を見

直して、ちゃんと条例の中で焼けるようにというふうに

見直しました。こういう本当細かいところではあるんで

すが、社会の中で残していくためにはこういうものもと

ても大事です。

　最後の１つが上の全てを共有して伝えるための普

及、あるいは教育というものです。今日この後、具体的

に少しこの部分もお話ししようと思います。

　ちょっと先に条例の話なんですが、北広島町は条例

をつくっています。生物多様性の保全に関する条例と

いうのをつくっていて、それについてはこのパンフレッ

トの中に載っています。一番最初にお話ししたような自

然の保護というと、入らないでくださいとか取らないで

ください、そういうことももちろん規定はできるんですが、

もう一つは、里山のようなところを守る活動を町が応援

しますよということもこの条例の中に書かれています。

そういう形で、役場の職員、僕、役場の職員です。町民

さんとかから役場はなかなか動いてくれんという見方

ちゃんとこういうふうな機能があるからこういうふうに

使っていく中で、でも、片方でそれが自然に働きかけに

なるということです。

　もう１個だけ、ちょっと話をしましょう。

　これは新温泉町、前に草原サミットをやっていた上

山高原ですが、集落が使える草原の自然は限られてい

ます。その中で一家族ごと毎日順番に刈るんですよね、

草を刈る時期は。その順番というのは毎年替わるそう

です。前日まで知らされなくて、次、あんたの番よって言

われたら、急いで準備して、家族総出で下の集落から

この山に上がってくる。１日山で草刈りをして、集落み

んなが公平に草を刈る。これ全部ススキです。そして、

ここの草原が守られてきたそうです。

　そういうふうに共創資産の特性というのは、ちょっと

まとめると、多分、設計図があったわけじゃないんです

ね。いろんなやり方で、けんかが起きたりとか、何か使

い過ぎたりとか失敗したりとかということを繰り返しな

がら、地域の中でそういうルールが多分、決められてき

た。さっきも書いていたんですが、自然と人、どっちが

欠けてもこれは維持できないもので、自然があるから

人が暮らせて、人の活動があるから、その自然が残っ

ているという、その「共に」という文字です。

　それから、生み出されるためには、多分すごく時間が

かかります。１回なくなったらできないですよね。それで、

時間による検証、時間をかけて、いいものだけが多分

今残っているので、今残っている共創資産というのは

信頼性が高いんだろうなと思います。

　ちょっと一息つきますか。大丈夫ですか。

　これ何かずっと１人でしゃべっていると、不安になっ

てくるんですけれども、大丈夫ですかね。

　じゃ、続けますよ、ありがとうございます。何か、うんう

んとかうなずいていただいたりするととてもありがたい

です。何かこう聞いている人の顔も見えないので、なか

なか難しいですね。

　これは与論島です。

　じゃあ共創資産というのは過去のものなのかなとい

う話をしていたんですが、これは与論島の与論民俗村

と言って、昔の暮らしを展示しているところです。この辺

は台風がとてもたくさん来るところなので、家は小さい

部屋の雰囲気ですね。今だと大きな部屋に居間とか食

堂とか、子供部屋とか造りますけれども、何か人が増え

たら小さな建物を１個造るみたいな説明をたしか読ん

だような記憶があります。

　これは就職して間もなく、僕は自転車で旅をしたん

ですけれども、そのときに見て、多分、自分はこういうこ

とに興味があるんだなと気づいたのがこのときだった

のかなと、今思い返すと思います。道路に街路樹として

ヤシが植えられていたんですけれども、ヤシに全部袋

がかかっているんですよ。これは多分、ヤシの実を取っ

て何かにするんだろうと思うんです、これ調べていない

んですけれども。ギンナンが、イチョウ並木ってギンナ

ンが落ちたらみんなが拾いに行きますよね。あれの先

手を打って、ヤシはこういうふうに実がつくんで、もう先

に取っている。多分これがずっと未来になると、こうい

うのが共創資産の生まれるときなのかなというふうに、

今思うと思います。こんな感じですね。ちゃんと実が集

まっているし、後から掃除しなくて済む。ヤシは植えた

ものなので、自然物ではないんですが、こんな感じで

いろんな知恵が時代時代で出てくるんだなと思います。

　今、高知県の大月町では、備長炭が生産されていま

す。もともと四国の南のほうから和歌山にかけて生育

するウバメガシというカシの木を使うのが備長炭で、

その場所じゃないとできないんですけれども、ここの大

月町では、こういうやり方では炭は焼いていなかった

そうです。それを生産者をつくろう、高知県の県の事業

で、高知の中で雇用を増やそうという事業があったん

ですね。その一つで備長炭の作り方を、親方を呼んで

きて、窯の作り方から教えてもらうというやり方を始め

ました。こうして窯をついて、生産者を１人ずつ増やし

ていって、生産をしている。これが窯の外ですね。もの

すごく大きいものです。２週間で木を詰めて、２週間で

焼き上げるという、とても時間のかかるものが備長炭な

んですが、大がかりです。芸北の山の中でやっているよ

うな小さい窯とは全然違いますね。

　こういうところも共創資産が今生まれるところなんだ

ろうなと。なぜかというと、今は、町内にある森全部の

木の量を量ることができますから、計画的にもう窯は

30基までというふうに決めているそうです。それ以上

窯を作っても、木を取り過ぎてしまうから、持続的な生

産ができない。なので、先にもう量を量ってですね。昔

はそういうことできなかったんですけれども、今はそん

な生産とか利用ができる時代になったということかな

と思います。

　事例としては、これ最後になるのかな。いいなと思っ

た事例です。

　これは中海ですね、松江市の。真ん中のほう、何台

か船が出ていて何かやっているんですけれども、こう

やって山盛り、海からすくっています、中海。これはオゴ

ノリという海藻を取っているんですね。オゴノリ、聞いた

ことありますか。多分ないと思うんですよ。オゴノリって、

汽水域にしか生えないそうです。海水と淡水が混ざる

のが汽水域ですよね。しかも、ある一定の塩分濃度し

の予算を聞いて800万円、びっくりした記憶がありまし

た。すごいお金が山に吸い込まれているなというふう

に感じたところです。でも、これは全国で起きていること

ですし、草原に限らず、先ほど見ていただいた里山とか、

いろいろな自然に僕らの税金が吸い取られているわ

けですね。そういう社会資本の喪失がいろんな草原で

起きている。これをどうにか変えていきたいなと考える

わけです。

　今までの草原サミットでも、草原を守るための労働

力をどうしようかとか、資金をどうやって集めようかとい

う話も過去にはありました。僕が初めて草原サミットに

参加したのは、たしか2007年の蒜山の大会のとき

だったんですが、岡山県の蒜山では、その当時、どう

やったらそういう資金が集まるかなという会話をした

覚えがあります。

　ただ、少し変わってきたのは、こういうふうなどう

やって労働力や資金を集めるかという話から、今は放

置された草原をもっと利用しようという議論に変わっ

てきましたよね。今回のメインテーマもそうですし、各会

場での分科会のテーマもそうなんですが、利用という

のがキーワードにもう既になっています。その利用が１

つの利用方法じゃなくて、前半で見ていただいたよう

な生態系との関係でもものすごくたくさんあるんですね。

よそでやっている利用をそのままぽんと持ってくるん

じゃなくて、まずはそこでの利用を考えていくのが大事

なんだろうと考えています。

　芸北では、こんなことを始めています。今までもボラ

ンティアで草刈り、ここにはカヤ刈りと書いていますが、

もともとは草刈りをしていたんです。草原を守るために

火入れ、山焼きができない草原をみんなで草刈りをし

ていたんですね。やぶになっていると刈り払っていたん

ですが、ここ数年は秋にはカヤを刈るようになりました。

そのときには子供たち、ついてきた子たちがこんな感

じで、もうすごく楽しそうに遊んでいます。最近の子はイ

ンスタグラムもやっているので、こういう映え写真を

撮ったりして遊んでいます。このときは子供が撮ったん

じゃないですね、カメラマンが撮ってくれました。

　こうして集めたカヤがどこに行くかというと、すぐに

屋根に行くんじゃなくて、市場に集めるようにしました。

これ名前、茅金市場と言います。カヤがお金になるので、

茅金市場。単純な名前ですね。こういう市場をつくって、

そこに出荷している。これはボランティアの人だけじゃ

なくて、地域の住民の方ならどなたでも、地域住民と

いっても、もう持って来ていただける方からどなたでも、

この日のこの決まった時間に持ってきてくださいという

ことで、１年に１回だけ市場を開けています。この日に

地域の人がみんなでカヤを運んで持ってくるわけです。

　この建物は、もともと小学校の体育館でした。学校の

統廃合によって、ここは閉校になったので、そこの中に

鋼管を組んでカヤを置けるような場所を作りました。こ

れを持っていくとお金がもらえます。だから、地域の人

は持ってきてくれるんですね。

　もらえるお金は日本円じゃないんです。せどやま券と

いう地域通貨なんですね。この地域通貨、名前はせど

やま券です。単位は石、１石が１円なので、この見えて

いる券は千石、1,000円として地域の中で使われます。

有効期限もあります。６か月以内に使わないといけな

い。６か月の間ずっと持ったままだと、これ紙切れに

なっちゃうんですね。だから、みんな使います。しかも、

地域の中で使いますから、地域の商店にお金が入る

わけですね。こんな感じです、使用例ですね。こんな感

じです。地域のみんなで集めたせどやま券でちょっと１

杯やりましょうかというところですね。最初はガソリンと

か農機具とか、農機具屋さんとかいろいろなところで

使えます。アイスクリームを食べたり、温泉にも入ったり

できます。

　集まったカヤは、屋根の修復に使われます。北広島

町内、数は少ないですが、かやぶき屋根の民家と、あと

展示しているカヤぶき建物があるので、そこに使われ

ますね。地元のカヤを使って、地元の屋根が張れる。

　これ広島県には、国の文化財になっている建物もあ

るんですけれども、町外にこうしてカヤが運ばれて使わ

れることもあります。

　ちょっとまとめてみますね。

　草原、ススキの草原からカヤが集められて、そこに

地域通貨を支払うと、地域の中をお金が循環していく。

そして、集まったカヤはかやぶき屋根の現場に出荷さ

れて、そこから収入が入ってきます。その収入の中から

地域通貨の交換としてお金が支払われます。収入のほ

うが買入れのカヤより多い……、仕入れの値段よりも

販売の値段のほうが高くしてあるので、これは茅金市

場のボランティア事業ではなくて、ちゃんと収益を上げ

ている活動になります。具体的には、３束持ってきてく

れたら1,000円、20センチだったかな。規格はこのパ

ンフレットの中の１ページ目に書いています。３ページ

目ですね。藝州茅の規格ということで、こんなカヤを

持ってきてください、こんなカヤを持ってきてくれたら、

今の値段は３束でせどやま券１枚ですね。販売のほう

は基本価格が１束850円です。高いですか……、そん

な感じで流通しています。

　こういう仕組みが回ることで何が起きるかというと、

草原ですね。先ほどから話になっている野生生物、草

もあるかもしれないですが、動く根拠がないと、僕らは

動いちゃうと、税金使ってお仕事しているので、皆さん

のお金を適当に使うわけにはいかないので、なので、

まずは条例をつくってみて、こういうことをしていきます

よというのを考えました。

　そういうものとか、あとはこの画面の真ん中にあるの

が町の全部の生物のデータを調べました。静岡県は博

物館があるんですが、広島県は博物館はないんです

ね。静岡県の博物館に行くと、どこにどの植物があるか

というのが全部データとして調べられています。もちろ

んここの東伊豆町も残っているので、それをもう１回、

町レベルの資料として１回起こしてみることはとても大

事なことかなと思います。北広島町はなかったので、実

際に何年もかけて調査をしました。

　それでもう一つがレッドデータブックです。これは、

レッドデータブックというのは環境省も取りまとめてい

ますし、県も取りまとめていますが、町は町として取りま

とめました。この理由はなぜかというと、国とか県では

一般的な種類であっても、町の中では希少な種という

のはあるんですね。ほかのところではたくさんあるけれ

ども、うちの町にはほとんどいないよ。あるいは逆によ

そには希少かもしれないけれども、うちにはたくさんい

るよ。そういうものをちゃんと見るためには、町レベル

でこういう資料とか、あるいは条例というのをきちんと

整備していくことが大事だろうなと思っています。そう

いうことで作りました。

　じゃその北広島町、どんなところかというと、西日本

ですね。面積は646平方キロメートル、標高が200か

ら1,223メートルなんで、海がありません。人口は１万

7,937人です。東伊豆町と比べてみますと、面積が東

伊豆町77.8平方キロメートル、これはホームページ

で見させてもらいました。標高は、海があるゼロメート

ルから、万三郎岳が一番高いんですか、これ合ってい

ますか、地図で見たんですけれども。1,400メートルあ

るんですね。何かこれを見て、おおってやっぱりちょっ

と興奮しました。噴火と造山運動でぐいっとこんなに海

から近いところで高い山もあるんだな。あと、人口は１

万1,701人です。北広島町はもともと４つの町が合併

してできたんですが、今日お話しする事例は芸北地域

という一部地域のお話です。この高原の自然館がある

のも芸北地域です。

　芸北地域の面積は253.6平方キロメートル、それで

もやっぱりちょっと広いですね。標高は420メートルか

ら、一番高い山があるところです。人口は2,011人、も

のすごく少ないですね。東伊豆町よりも面積としては３

倍ちょっと、3.5倍ぐらいあるのに、人口は５分の１以

下。もう本当に過疎のところです。

　その中で、まずは町同士の植生、植物の様子を見て

みると、北広島、これ実際の大きさの比率を同じにして

います。イメージが湧くかなと思います。でかい町です。

こんなに大きいのに市じゃなくて町ですね。全国平均

と比べてみると、特徴的なのは、まずどちらも森林が多

いですね。自然林は北広島町が多いです。東伊豆町は

どちらかというと植林の比率が北広島町よりも多くなっ

ている。二次草原、これはいろいろなものが混ざってい

るんであれですが、これはどちらの町も全国平均よりも

少し多くなっていて、農耕地が全国平均より少ない。市

街地、このグレーのところが市街地ですが、市街地は

東伊豆町は全国平均に近いような形ですけれども、北

広島町は市街地はあまりないという違いがあります。

海もないんですね。山の中の町です。

　そこで行われている芸北茅プロジェクトというのを

紹介します。これは多分、ちょっといろいろ参考になる

のかなと思って、このプロジェクトがあったので、今日

しゃべりなさいと言われたのかなと思っています。

　芸北にはこういう山があります。ここは山焼きをして

いるところですね。ずっと昔から放牧とか、草を取った

り採草が行われていた山で、雲月山と言います。この山

はササユリというこのユリが咲いて、これは町の花にも

なっています。隣町の花にもなっています。そのぐらいこ

の地域ではササユリが愛されていて、身近な花なんで

すね。

　こういう草原は何であったかというと、ここの草原が

利用されていた時代があって、例えば堆肥とか山菜と

か、飼料、敷き草、屋根材、それからここで遊んだり、薬

草を取ったりという、いろんな恵みを山から受け取っ

ている。だから、毎年地元の人はこの山を焼いていた

わけなんですね。

　ところが、今、山が放置されています。この雲月山も

半分以上が放置されています、一部で山焼きを始めた

んですけれどもね。放置されるとどういうことが起きてく

るかというと、これは一般的な話ですが、まず、生態系

サービスが低下していく。草原から得られていたもの

が得られなくなるし、景観も悪くなるし、絶滅危惧種の

増加、増加という意味は、今までは普通にいたものが

絶滅危惧種になっていくという意味です。

　そこで何とかしないといけないということで、例えば

ボランティアという形で労働力を集めてみて、みんなで

山を何とかしましょうということをしてみたり、あるいは、

そこに行政などから資金を投入して、補助金によってこ

れを解決しようということが各地で行われています。た

しか前回、こちらの東伊豆に来たときに、年間の山焼き

あと、カヤプロ銀行というのもやっていて、３年生の授

業ではバザー活動をするんですが、最初に商品の仕

入れとかにお金が要るので、貸付けをやっているそう

です。それから、豪雨災害の被災地に寄附をしたり、こ

れを子供たちは自分たちが草原の資源を使って稼い

だお金でやっているということですね。

　こんなふうに共創資産というのは、多分、全国各地

でつくられていますし、それをまねしていくことが大事

なんだろうなと思うんです。小さいことですけれども、例

えば阿蘇で使っている火ぼてというのも、これをボラン

ティアの人たちが自分たちで作って、自分たちが使える

ようにならないと、阿蘇の火入れには参加できないん

ですね。野焼き講習がたしか２日間あるんでしたよね。

○会場より　（「今１日」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　今１日ですか。ちゃんと講座を受

けて作って参加していくことで、共創資産が受け継がれ

ている。

　あるいは、上ノ原のほうに行ったときには、茅刈り講

習会というのに参加させてもらいました。大学生とかい

ろんな人が参加していたんですけれども、そこで今度

は御殿場のほうから……

○会場より　（「ここからがこういう感じで、大体うち

のほうじゃ足でやっちゃうもんで。これで１束ですね、う

ちのほうでは。この一番下の目盛りが一番小さい束の

位置で、これで１束。ちょうど……」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　この人、なかなかほどけなくて、

結んでくれなかったんですけれども。こういう形で受け

継がれていたり、地域から地域に共創資産が技術移転

されていますよね。

　あるいは、これはカヤぶき技術の伝習施設、大内宿

というところ、福島県ですね。そこでは、廃校になった

学校の中にこういう屋根ふきの、屋根を小さいのを

作って、こうやってカヤをふく方法を体験したりしてい

ます。地域にはカヤぶき職人がたくさん生まれているそ

うです。こういう景色が残っているところで、観光客が

たくさん来るところですね。それを支えるための倉庫も

きちんと造っていて、下を空気が通るようになっていた

りとか、カヤのサイズに合った高さにしていたりとか、

いろいろな工夫が見られました。

　これは和歌山県の大学生がやっている、生石高原の

人たちがクラウドファンディングで350万集めています。

これでカヤを刈ったりする資金にしたいという活動を

しています、大学のサークル。

　そろそろちょっと事例としては最後になるんですが、

これは諫早市の岩谷口の草原です。この草原、ちょっと

写真があれで見にくいんですが、この煙が出ていると

ころからずっと全部斜面が草原です。ここもすごいです

ね。ここの火入れはすごく珍しくて、ちょっと写真で見て

いただくと、集落の人たちが作っているのは火をつけ

るための道具です。竹の筒に１つの節だけ穴を開けて、

中に油を入れています。そこにわらを刺しているんです

ね。そのわらを刺して、これを軽トラに乗せて持ってい

くと。こんな感じで火をつけています。何か油をぴゅ

ぴゅっと出しながら火をつけています。これが火入れ

の風景ですね。

　でも、ここで注目すべきなのは、この火のつけ方も面

白いなと思ったんですが、こっちの動噴です。軽トラに

乗せられた動力噴霧器。火入れのときには、この動噴

がついていって、ずるずるっと引っ張って、この水槽か

ら水をまくと。つけて、ちょっとでも広がりそうだったら、

すぐ消していくんですね。これが非常に効率的で、ここ

の集落は十六、七人で火入れをしていました。たった

十六、七人であの広さができるのは、こうやって軽トラ

が道路のほう、これは斜面の下部の道路ですが、そっ

ちの道路はもちろん、斜面の上にもこういう軽トラが入

れるところがついていて、山と、ここまで木が出ている

んですよね。炎が上がったら燃えそうになるわけです

けれども、もうすぐばあっとかけて消せる体制にあると。

だから、少人数で山焼きができるわけですね。

　ここには多分、ヒントが詰まっていて、誰でも焼ける

ようにならないのかなといつも僕は考えているわけで

すけれども、秋に防火帯、焼いていない草原は防火帯

焼きを始めてみるかな、これはうちのほうのことです。う

ちのほうは防火帯は焼かずに、当日、草刈りをするだ

けなんですが、これ防火帯焼きも、安全にするために

は大事なことかなとか。あるいは防火帯に車両が入れ

るようにしてみるというのが今のことです。

　もう１個、これは何か昨日、夜に思いついたんです

が、車両が入れる道路は難しいけれども、水が回せる

パイプを通しておいて、山水を引くのに黒いパイプとか、

農業用に売っていますよね。あれを回しておいて、何か

所かに蛇口じゃないですけれども、出るところをつけて

おいて、山焼きの日だけポンプでばあっと水が回るよ

うな仕組みにしておけば、ここはちょっと、細野高原は

広いですけれども、うちのほうにある山ぐらいだったら、

全部回すのにそんなに広くないなとか思ってみたりし

ました。とにかく山焼きをどうするかというのはとても大

事なことだろうなと思っています。

　事例について最後だったんですが、東お多福山の

保全ですごく僕が影響を受けたというかびっくりしたと

ころです。ここは都市の中にある草原なんですけれども、

みんなこれしゃがんで、鎌とかはさみでちょきちょきサ

サを刈っているんですね。この光景を見たときに、僕は

すごいなと思いました。でも、ちゃんと人間の力で刈り

切れました。作業が終わったらこんなきれいになって

いたんですけれども、その一角で何かやっている人が

いたんです。この人が何かしゃがみ込んで、ススキを

ずっと集めていたんですね。このカヤを、たったこの日

はこのぐらいでしたけれども、みんなで持って帰りまし

た、カヤぶきにするんだと言っていました。何年前だっ

たかな、随分前だったと思います。サガラさんという人

なんですけれども。それで、なるほど小っちゃくても、地

域でこうやって使い始めることがまず大事なんだなと

思って、たった数束であるんですが、その数束はきちん

と集めればちゃんと屋根の上で何年も役割を果たす。

そのときに、今のサガラさんの風景もそうなんですが、

もう１個気になったのが……

（保全活動中の太鼓の音）

これだけなんですけれども、何か愉快だなと思って、こ

ういうのっていいなと思いました。でも、これを言葉に

するには、何かうまく言えないし、何かのためということ

でやったわけでもないんだけれども、多分、人間ってこ

ういう浮かび出てくるものがあるし、そういうところが草

原の中に出てきたというのがすごくいいなと思ったとこ

ろです。

　そういう草原がいろんなところにあって、景色だけ見

ても、とてもきれいですよね、曽爾高原、奈良です。今か

ら分科会がある真庭の蒜山、遠くに大山を臨んでいる

広い広い草原ですね。それから、もちろん阿蘇、とても

広くて、阿蘇の中にもいろんな草原があるし、東伊豆町、

懐かしい草原で、僕は明日行くのをとても楽しみにして

います。オンライン参加ですよね。ここには大事な湿地

もある。

　こういう草原が全国にあって、そんな話ができて、ま

たどこかで太鼓の音が聞けるのかなとちょっと楽しみ

にしてるところです。

　まとめます。

　あまり大したまとめじゃないんですけれども、草原で

は地域の自然と人が互いに関わりながら、共創資産が

生み出されてきました。これが今日の話の主なところで

す。これは草原だけじゃなくて、いろんな生態系といろ

んなその地域とが関わりながら、その地域に独特の知

恵や技術がある。

　２番目に、その時代ごとに知識や技術を集めながら

積み重ねていくものが共創資産で、その知識や技術を

交換するのが多分、今日なのだろうなと思っています。

各地で話がありましたし、今日は皆さんに芸北の茅プ

ロをはじめいろんなことを聞いていただきました。

　その最後に見てきたような、人間だからこそ生み出

せる美しさというのが一つ草原を体現してくれている

のかなと思って、大事にして生かしていきたいですよね。

　以上で終わります。

　最後に、いろんな方に今日のスライドを作るにあ

たって協力いただいています。特に今回の大会を開い

ていただいた東伊豆町と、それから日本の各地の草

原の方に感謝します。どうもありがとうございました。

（拍手）

○司会　白川先生、どうもありがとうございました。

　学芸員のお仕事の視点での全国の事例のご紹介で

すとか、あとは自然と人間、自然と社会の関わりから生

まれる、今日初めて聞きましたが、共創資産というお言

葉ですとか、中学生の取組ですとかいろいろ興味深い

お話をしていただきました。

　ちょっと時間があまりありませんが、お一人でもお二

人でも、もし今日お話しいただいたことでご質問等あり

ましたらいかがでしょうか。

　この後もですね、この次のパネルディスカッションの

ほうも、白川先生にコーディネートをしていただきます。

お手元には質問の用紙もお配りしてありますので、今

の基調講演のことも含めてで構いませんので、そうしま

したら、次のパネルディスカッションで質問等をしてい

ただければというふうに思います。

　先生、ありがとうございました。

　改めまして、感謝の拍手をお願いいたします。（拍手）

○講師（白川勝信）　どうもありがとうございました。

○司会　それでは、続きまして、休憩を取りまして、10

時35分からパネルディスカッションのほうを始めたい

と思います。準備の関係もございますので、35分まで休

憩とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

原の生物の保護とか草原の景観の保全とか、獣害抑

止といったような多面的機能が山で発掘される。お店

にそのお金が行きますので、地域経済が少しでも活性

化する。そして、文化の面で言えば、カヤぶき建築がそ

れぞれ保存されたり、技術が伝承されたり、村落の景

観が保全されるという文化の伝承があります。

　どのくらいのこれ金額回っているかというのを見て

みると、そんなに大勢ではないですよね。2015年から

始まって、最初は持ってきてくれる人が５人で、集まった

カヤも100束でした。２年目は６人になって200束に

なりました。すごい増えましたね。３年目は９人で234

束、８人、10人、14人と増えていって、持ってきてくれる

人がどんどん増えている。2,000人、約1,000戸の集

落ですから、10戸で１％なんですよね。1.4％の人が

持ってきてくれるということになります。それで集まった

カヤを販売して、売上げが下のほうに書いてあります。

この売上げの金額は、ばらばらなんですけれども、実

は最初の年はカヤの束をすごく大きくしていたんです

ね。それで、すごく束数が少ないけれども、金額が大きく

なっています。

　この下に１行ちょっと付け足しますね。

　現在の学年と書かれています。これ何かというと、茅

金市場は中学校の活動としてやっています。中学校２

年生が茅金市場を運営しているんですね。今、その子

たちが学年で何年生になっているかというと、一番最

初に茅金市場を実行した子は今、大学２年生になって

います。この時間間隔って結構大事だと思うんですよ

ね。子供はずっと子供じゃなくて、これを知った子が今

何歳か。

　ちょっと茅プロを通じた中学生の学びを見ていただ

きたいと思います。

　茅プロ、事業としては最初こんな感じです。これ中学

生ですね、もう大人みたいですけれども。カヤを刈りま

す。みんなで束ねます。最初は下手くそですけれども、だ

んだん上手になります。途中でカヤぶき職人さんから

指導を受けて、こんな曲がったのは駄目だとか、ちょっ

と細過ぎるとか、先がそろっていないとか、束ね方を

ちゃんと指導を受けるんですね。それを運びます。実際

に自分たちでも刈るんですが、大事なのは受入れのほ

うなんですね。茅金市場での運営は、中学生がやって

いますと言いました。中学生が地域の人にチラシを

配ったり、声をかけたりして、家の近くにあるカヤ持っ

て来てくださいねというふうに言うんですね。そうした

ら軽トラに積んで持って来てくれるので受け入れます。

みんなで運びます。規格に合っているかどうかをちゃん

と調べながら受け入れています。曲がったカヤは使え

ませんから、これは駄目ですよっていうのはちゃんと言

わないといけないんですね。これ結構ハードルが高い

んですが、先生に手伝ってもらったりしながら、こうい

うのは駄目ですよということをちゃんと言う、これも学

習です。こうして何束あるかというのをちゃんと数えて

いる役割の子もいて、それぞれの子がそれぞれ役割分

担しています。車の誘導をする子もいます。

　こうして受け入れたカヤをどんどん並べていくわけ

ですが、もう当日は先生たちも総出で、総出じゃないか、

先生たちもやってきて、なかなかあまりない光景かなと

思います。

　せどやま券の発券も中学生がやりますね。ちゃんと

数を間違えないように数えて、券の枚数をカウントして

いきます。これ中学生の側が券を支払うほうですね。こ

れを渡していくと。地域の人に渡っていく。何かほっこ

りしますよね。地域の人が持って来て。

　実際に子供たちがお金を触ることで、先ほどのこの

全体像にもう一つ、教育の側面が加わるんですね。地

域資源への気づきとか、カヤってお金になるんだな。

あんなどこでも生えている草なのに、草原ってそんなに

価値があるものなのとか、あるいはお金をちゃんと

使って、商品とお金をやり取りする、あるいはカヤを販

売するとかっていう話を通じて、ちゃんと経済に関わる

んですね。これが大きな学びになります。これが次世代

の担い手育成につながる。

　今、大学２年生の年齢になっていますから、これから

どうなるかというのがちょっと楽しみなところです。

　実際の成果としては、昨年は14人から591束受け

入れて19万7,000円を、約20万円分発券しました。授

業やＰＴＡ活動で自分たちで250束を収穫したので、

71万円余りで販売したいなと思っているところです。ま

だこれは販売中ですね。その差額の50万円ぐらいは

自分たちの収益になって、教育活動に使うと。刈った

カヤは文化財建築の補修なんかに使われて、結果とし

て草原も守られる。僕がやりたかったのは草原の保全

なわけですが、仕組みをつくることで、その草原が守ら

れるという、そういう形になっています。

　ちなみにお金、何に使っているかなんですけれども、

まずは中学校に冷水機を設置したりとか、最近暑いで

すからね。ウォーターサーバーを自分たちで買ったり、

修学旅行に資金助成として、これはＰＴＡのほうから保

護者に対して１万円ずつだったかな、去年は。お金が

支払われます。修学旅行で校長から給与が支給されま

す。これはちょっと内緒にしておいてください。サプライ

ズでバスの中で給料袋が配られるんですね。自分たち

が働いて稼いだお金が自分たちのところに戻ってくる。
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維持活動に携わる一方、携わっただけの対価を受け

取る、あるいは携わった人が対価を実感しているのか

という話がありました。こちらの細野高原は、地元の集

落の方たちが山焼きをされていますので、その方たち

がちゃんと対価を実感されているのか、あるいはそこ

に税金を使っているわけですから、町民の皆さんがそ

れを実感しているのか。そういうことが前回議論に

なったと思います。それからどう変わったのかというの

は後のパネルディスカッションで聞かせていただきた

いなと思っているところです。

　前回のテーマは、忘れられた草原の再発見、その保

全と活用ということで、生物多様性、外来種、シンニュ

ウが間違っていますね、これ。広島ならではの間違い

ですね。外来種侵入……、深入山という山があるんで、

草原の山です。草原のやぶ化、森林化など、草原の質

の問題について共有されていない。草原の生物多様性

はどうなっているんだろう、景色としてはいいけれども、

本当にそこは価値があるというのが認識されているの

かというところの問いかけと、もう一つが草原を守るこ

とによる生態系サービスや経済的恩恵を享受する仕

組みがない。これについても話がありました。その後、

たしか僕が記憶しているのは、都内の電車のつり広告

に草原のことがかけられたりというＰＲをされたりとか、

あるいは入山料を早い段階から取り始めた、草原では

あまりないのかなと思いますけれども、そういう事例を

先立ってされたという記憶があります。今日はそういう

話もまた後で聞かせていただきたいなと思っていると

ころです。

　そして今年、2021年のテーマですが、今回はオンラ

イン開催ということで、ここの東伊豆町、それから阿蘇、

そして蒜山のほうでも分科会が開催されます。大きな

テーマは、未来へつなごう！壮大な海すすきの草原、そ

して、分科会のテーマは、保全・利用・継承、草原の公

益的機能について、それから、茅の利用と草原保全と

の関わりということで、どちらかというと今、草原に話題

になっているのは茅の利用とか、利用ですね、利用と

か草原の機能というところにだんだん目が移ってきた

のかなと思っています。

　先ほど課題として示されていた２つのことですね。２

つ目は、そういう利用とか、草原の価値をどう実感する

かという話だったんですが、もう１個、１個目の草原そ

のものの価値というのが果たして僕らは認識されてい

るのか、希少生物とかですね、生物多様性のほうが認

識されているのかどうかというのは、これはむしろ草原

を研究する研究者が発信できているかどうかというこ

とになるので、ここ地元でも内山さんとかを中心にいろ

んな研究が進められてますし、今から継続的にやって

いって情報を出していかないといけないだろうなとい

うふうに思っています。

　今日こちらに呼んでいただいた縁というのが、僕ら

は草原研究グループというのを組織しています。西日

本草原研究グループというのを組織して、これは蒜山

で調査しているんですね。これだけキキョウがあるとこ

ろも珍しいです。自生のキキョウがたくさん咲いている

んですね。僕たちは大体、10年前ぐらいは月に１回集

まって、あちこちで研究していました。例えば３月は学

会で岩手県に行っていたんですけれども、十和田湖畔

までちょっと車で走っていっていました。何かこんな雪

があるのに、ちょっとでも空いていれば何か探したくな

るのが僕らの常で、このときは、東北のほうに行くとフ

キが大きくなるんですね、フキノトウも大きいのでびっく

りしました。あるいは大阪の吹田というところで、町な

かで調査をしたりしています。こんな住宅地の中なん

ですが、ここの草原は、もうここの土地が売れてしまっ

たら生き物がいなくなる。こんな町なかでも希少種とい

うのはちゃんと残っているんですね。ずっと管理がされ

ていれば、何ていうかな、開けた環境があって、継続的

に管理がされていれば、そこに生き物が残っていると

いうことが分かっています。それをじゃどうするかとい

うのは次の問題なんですね。

　画面共有が止まったんですが、大丈夫ですか。

○スタッフ　一度ちょっと。

○講師（白川勝信）　共有の再開、これですね。すみま

せん。写真を今、見てもらう……、まだ、すみません、声

だけ聞こえていたみたいで申し訳ない。

　吹田の草原はこんな感じです。

　僕たちは草原研究会なんですが、僕自身は高原の

自然館という博物館に勤務しています。学芸員という

仕事をやっていまして、会場の皆さんの手元には、この

高原の自然館のパンフレットが手元にあると思います。

とてもとっても小さな建物なんですが、博物館。博物館

はこの辺には何かあるんですかね、ないですか。静岡

○司会　それでは、ただいまより白川勝信さんによる

基調講演となります。

　白川先生は、生態学をご専門とされ、2003年より広

島県北広島町の芸北高原の自然館に学芸員として勤

務されております。現在は、湿原、半自然草原、里山林

など、地域の人間活動によって維持されている生態系

の保全をテーマに活動を展開されています。子供、事

業者、行政、ボランティアなど様々な主体による自然へ

の関わり方を見直し、新たな仕組みを組み込みながら

地域と自然を将来に残していく道を模索されておりま

す。2017年には、第１回ジャパンアウトドアリーダーズ

アワード大賞を受賞されるなど、草原をはじめとする

様々な分野での活躍をされています。

　それでは、早速でございますが、基調講演のほうをよ

ろしくお願いいたします。

○講師（白川勝信）　こっちはマイク持っていていいん

ですよね。じゃちょっと話させて……、その前に写真を

撮らせてください。何ですかね、向こう側にいる人は多

分、会場の様子が分からないと思うので、ちょっと撮ら

せていただきます。今、配信はもうされているんですか。

ありがとうございます。

　よろしくお願いします。白川です。

　今日、80分くらいお話しさせていただくと思いますん

で、よろしくお願いします。

　こんな感じですね、見えますかね。見えますかねって

いうと、ライブ配信している相手の人から返事がない

んで、分からないんですが、会場にいる人はこんな感

じです。東伊豆町ですね、いろんな人が来ています。

　これは08年の東伊豆のサミットです。全国草原シン

ポジウム08ｉｎ東伊豆ということで、今年の草原サミッ

ト・シンポジウムは１年間延びたんですけれども、本当

は2008年に一度サミットをやる予定だったんですよ

ね。それがあったので、僕としては、ああようやくここの

東伊豆でサミット開催できて、本当にうれしいなと思っ

ています。今回もここに来るのを楽しみにしていまして、

駅前のキンメダイのオブジェをまた見れるかなと思っ

たら、キンメダイのオブジェがなくてですね、それで

実は自分がこうやって回している写真がなかったんで

すよ。だから、今回こそはキンメダイぐるぐるやるぞと

思って、なかったんで、ああと思っていたら、移設されて、

この役場の真向かい側の海の近くにありましたんで、ぐ

るぐる回させてもらいました。ちゃんとヒレも動きました

ので、東伊豆に来たことがない方はぜひお立ち寄りく

ださい。

　役場のすぐ横には朝市があって、前回はこの朝市に

寄らせていただいて、たくさんの海産物が売られていて、

やっぱり海の近くだなというふうに感じました。本当に

懐かしい、懐かしい町で最高でした。

　前回もこうやって細野高原の上に登って、たしかここ

は塩坂さんから教えてもらったフライトをしているとこ

ろですかね、パラグライダーが飛ぶところで、何かこん

なこともできるのかなという、草原っていろんなことが

できるんだなということをそのときに感じました。とにか

く広くて一面ススキで、上から見れば海が見えるという、

すばらしいロケーションだなというふうな記憶があり

ます。

　今日は、僕、一番最初に話させてもらうので、前回い

ろんな写真を撮っていて、どっちかというと食べ物とか、

さっきのキンメダイの写真とか草原の写真とか、花の

写真が多かったんですが、会場で１枚だけ写真を撮っ

ていました。これどなたのスライドか分からないんです

けれども、こういうことが課題の提起というスライドが

あったんですね。山焼きによって、草原という景観を維

持することだけで十分なのかという問いかけと、草原の

造ってくださいと言ったわけじゃないですね。そうやっ

て造っても多分残りません。ここを残すのは、牛を入れ

る。これが残すための策。一つ一つの景色に一つ一つ

のできてきた履歴がある。それをどう読み解いて、それ

をどうつくっていくか、これがフィールドミュージアムの

学芸員の１個の仕事です。

　美人林といって、ブナ林と言えば白神山地のブナ林

も有名ですが、日本の中で有名なブナ林を幾つか上

げていくと、出てくるのがこの新潟県の十日町市にある

美人林のブナ、ここにも博物館があるんですけれども、

その裏山です。このブナ林はブナが細いんですよね。

東北のほうとか、ブナ林って割と広島のほうだととても

珍しい、原生林というイメージなんですけれども、東北

のほうに行くと、森を伐採して何もしないとブナがこう

やって生えてくるそうです。長野県とかも結構こういう若

いブナの林があるんですね。だから、もしこの美人林

のブナ、こんなブナ林を維持しようと思ったら、ある時

期にここを全部伐採すればいいということになるんで

す。そういうふうに人間の働きかけと風景とか自然とい

うのがお互いに行ったり来たりの関係にすると。それ

を一歩ずつ読み解いていかないと、その自然をどう残

すかとか、活用するかという話に行き着かないんです

ね。例えば棚田なんかもそうですね。こういうところに

コンクリートじゃなくて、斜面を造って水路を造ると、生

き物がそこにたくさんくる。

　これは四国中央市、愛媛県の写真ですが、僕はこの

写真がとても好きです。「ウォーリーを探せ！」という絵

本をご存じですか。すごくいろんな絵が描いていて、そ

の中にたくさんの人物が描かれていて、いろんなことを

やっているんですけれども、その中にウォーリーが１人

だけいるという絵本があるんですけれども、この写真を

見ると、何かさっきの例えば棚田だったら田んぼが広

がっているし、干潟だったら水と土が広がっている。こ

の中を探していったら細かいものがたくさんあるんで

すよね。ここは四国中央市の大歩危小歩危とか、祖谷

とか、四国は急な谷が多いんですけれども、山の向こう

のほうを見てみると、隣の集落が山に張りつくように家

が建っているんですね。あそこ人が住んでいるんです。

だから、隣の家に行こうと思ったら、すごく斜面を上り

下りしないといけないし、こちらから見えるあの家まで

も、１回下まで下りて上がっていかないといけない、そ

ういう地域です。こういう傾斜の急なところでは、どうい

う農業をされているかというと、狭い中にいろんな作物

を作っていらっしゃいます。

　これ１軒のお宅でされていると思うんですが、そして

ここで特徴的というか、特産なのがお茶なんですね。

この斜面のところのきれいに植え込まれている、これが

お茶です。

　もう一つ目を引くのが画面真ん中ぐらいに三角の

立っているのがススキですね。すすきの三角の山形の

が見えますかね、これですね、これです。これはコエグ

ロと言うのかな、肥料にするための役割が１つありま

すが、もう一つ大事な役割があって、こういう斜面だと、

何もしないと、土がどんどん剝がれてきちゃうんですね。

だから、こういうススキを置きます。特にお茶畑の下に

もこうやってたくさん続いています。

　先ほど、こうやって人間が関わってつくられたフィー

ルドというのをどうやって守っていくのかなというのが

とても大変なんですが、ものすごく面白いテーマだなと

僕は思っています。どうですか、面白くないですか。草原

もその一つだってなるんですよね。

　お茶畑、静岡県の掛川市というところもとてもお茶が

有名なところで、新幹線からもよく見えるところですが、

ここでも草が使われています。茶畑があって、手前のほ

うに結構、草地がありますよね。ここ、これ見たことあり

ますか。通っていたら見える……、あそうか、ここ静岡

だよね。そうだ、何か静岡、それはそうだ、何を言ってい

るんでしょう。もちろんご存じですよね。あの「茶」という

字の近くは草が植えられていて、そこの草もちゃんと敷

き草に使われているんですよ。そうか、僕、今日、釈迦に

説法みたいな話を今からするかもしれないですね。

　静岡の茶草場農法というのは、世界農業遺産に指

定されています。その中でお茶のパッケージの裏側に

こういう葉っぱがついていて、この葉っぱが３個なら、

認証制度をつくっているんですね。生物多様性貢献制

度というのをつくって、３個だったら貢献度が高いです

よ、２個、１個ということで、そういうお茶の味とか値段

とかという別の価値をお茶につけています。そうするこ

とで、わざわざ草を刈って、そこの草地ができることで

生きる生き物を守っている農業ですよということを知ら

せながら、お茶の生産ができるようにしている、そうい

うところです。

　そうか、静岡でしたね。でも、静岡の茶草場と同じよ

うに、にし阿波の傾斜地農耕、また四国に戻ってきたん

ですが、徳島県でされている傾斜地農耕というのも、こ

れも世界農業遺産に指定されています。こういうところ

ですね、もう斜面です。さっき写真で見ていただいたよ

うな、隣の集落に行くためにものすごく行かないといけ

ないとか、家と家がもう斜面に張りつくようになってい

る。こんな感じですね。これ別にあまり誇張しているわ

けじゃないです。ここに立つと、カメラをどの角度が正

しいのか分からなくなるぐらい傾斜が急なんですけれ

の県立博物館はすばらしい大きな博物館がありますよ

ね。博物館の仕事というのは４つあります。あそうか、伊

豆にもあれがありますね、動物園がありますね。動物園

も博物館の一つですね。

　博物館というのは４つの仕事がありまして、資料を

集めて、資料を保管して、研究して、展示・公開します。

これが博物館の責務で、学芸員の仕事ですね。最近テ

レビでも割と「ブラタモリ」とかですね、学芸員の人が

出て来てしゃべったりとか、あとは何かクジラが打ち上

げられたり、リュウグウノツカイが上がったり、ダイオウ

イカが出てくると、何かよく学芸員の人出てきますよね。

ああいう人に資料をとにかく集めていって保管する、あ

るいは美術館にも学芸員というのがいます。美術品を

集めて保管して、研究して展示・公開する。この４つを

やっているのが博物館の仕事です。美術品を集める美

術館、動物を集める動物園、水族館、あるいははきもの

博物館、鉄道博物館、切っ手の博物館ですね、いろん

な博物館があるわけですが、基本的にはこの４つをや

ります。僕はフィールドミュージアムと言って、フィールド、

つまり外の、どういうんですか、野外を博物館と見立て

ているので、町全体が博物館だという言い方をしてい

るんですね。それどうなるのかというと、野外を建物の

中に集めることはできませんから、地域に関する情報

を集めて、地域を保全して、地域を研究して、地域を展

示・公開している。例えば細野高原という地域、ここに

関するいろんな情報を集めて、そこを保全して、そこを

研究しながら、そこの情報を発信していく、そういうの

が学芸員の仕事になると思います。

　今日はちょっとこの学芸員の視点というのを皆さん

と共有できたら、草原のことについて少しヒントになる

のかな。

　植物を保存するためには、例えば植物園は栽培をし

ますよね。博物館だったら押し花を標本にしたり、ため

るんですが、フィールドミュージアムはどうするかという

と、その草原をどう守るかということを常に考えていま

す。僕も頭を悩ませています。特にその場所をどうやっ

て保全するのかとか、今日のテーマでもありますが、ど

うやって展示・公開、つまりみんなに活用していくのか。

保全したり活用したりというのは、大きなテーマだし、

正解がまだないものですね。

　例えば、ここからは写真をちょっといろいろ見ながら

お話ししたいんですが、この夏、僕は八ヶ岳をちょっと

歩いていたんですけれども、八ヶ岳というフィールド、こ

れを保全しようと思ったら、どうするかな、考えると、もう

ここを例えば保護区にする。それ一つの方法ですよね。

あるいは歩く道筋を１つ決めて、ここからはみ出ないで

くださいね。そうしたら、こういうコマクサとか、チシマ

ギキョウは守られるかもしれない。人間が何も関わら

ないということですね。

　八甲田山も登ってみました。八甲田山って、名前は聞

いていたんですけれども、行ったのはこのときが初めて

でした。こんな雪の中をガイドの人と一緒に歩いたん

ですけれども、これを保全するといっても、人間がどうこ

うするレベルのものじゃない。何もしなくても、この景色

は多分残っていくんだろう、雪の上ですからね。

　こうやってエビの尻尾と呼ばれるような、これをじゃ

博物館に持って帰れるか、これ展示・公開できないで

すね。気温が低いところで風が吹きつけるからこういう

氷の形ができる。だから、人間にはまずつくれないとい

うのは、そういうところは残すといっても、そのままにし

ておくか、温暖化を止めましょうということをするしかな

いんです。片方で、今日のお話のメインは、人間がいな

いとなくなっていくフィールド、こちらのほうが、どういえ

ばいいのかな。関わりを続けるということで、やりやす

い面もあり、やりにくい面もある。本当にさっきの自然の

中というのは、禁止、禁止ってしないといけなくて、いろ

んなことを禁止したり、見守りするのはとても大変なん

ですね。でもむしろ関わり続けるということ、例えば有

明海の干潟ですね。これも自然ですけれども、ここの自

然です。遠くまで遠浅の海があって、潮の満ち引きに

よって、満ちたり引いたりしています。こんな美しいすば

らしい景色があるし、これが潮が引いたらこういう形。

ここで行われている伝統的な漁業、こういうものという

のは、じゃこの景色を、人が入っていけるこの景色をど

う残すかといったら、捕り過ぎないということもそうで

すし、捕るためのルールをつくるという、人間側でこれ

決めていけるんですね。人が関わっているところは、人

間側が関わっていけば何か可能性があるんだろうと。

　段畑って聞いたことありますか、段畑。棚田か。棚田

はよく聞きますよね。段畑っていう景色があって、これ宇

和島の先のほうに行くとこういう景色があるんですけ

れども、傾斜が激しくて、水がたまらなくて、この細い畑

を造っているんですね。これ人がずっと石垣を積んで

造った景色です。こういうものを残していこうといった

ときには、ここの農家さんが儲かれば多分この段畑の

棚田は残っていきますし、こんな関係です。

　阿蘇ですね、これは。阿蘇に行くと、山の斜面に横向

きにずっと筋がついていて、これは誰かがつけたわけ

じゃなくて、牛は草を食べるときは横に横に移動する

ので、横に横に道が勝手につきます。これがつくことで、

段畑じゃないですけれども、ああいう段々ができていく。

この景色すごくいいなと思っても、土木業者さんにこれ

だけが持っている知識があるはずなんですね。

　自然だけだったら、ここは水が勝手に湧いてくるん

です。熊本県阿蘇市の住宅地の中のほうなんですけれ

ども、もうばんばん水が湧いてくる。これは自然の力で

すよね。自然の力で地下水が湧いてくるけれども、その

自然の力を使って人間が働きかけて水田にしていくと。

水が豊かなところで水源を造る、これはいろんなところ

で造られています。

　もっと水があるところ、これは徳島県の河口近くなん

ですが、鳴門市では広いレンコン畑が広がっています。

これは南海地震という地震が起きたときに、低湿地に

なったところを、今はレンコン畑に使っている。自然に

できたものを人間がレンコン畑にして、レンコンを作っ

て。そこには地下水がしっかりありますから、これをくみ

上げて、この機械ですね、右下のほうにあるこの機械。

これは水がぷしゅーといつも出ています。これでレンコ

ンを洗っています。ちょっとなめてみたら、鉄さびと

しょっぱい塩の味がします。

　こうして人間がレンコン畑を作っていくと、水路がで

きます。その水路に、これはわらを束ねて浮かべている

んですね。スサという、建築の方はご存じですかね。僕、

なじみがなかったんです。壁を塗ったり、左官さんが使

うときに混ぜるわらというのは、そのまま混ぜているん

じゃなくて、１回こうやって漬けておいて、乾かして、そ

れを使うそうです。徳島県は、こうやってクリークをたく

さん、低湿地でレンコン作って、クリークを造って、その

クリークをまた使っている、人間が使っているわけです

ね。それで水路をもう完全に乾かしていくんじゃなくて、

もう湿地と一緒に生きていく道を選んだことで、その水

路にはこうやってオニバスが残っていると。オニバス

は、別に植えたわけじゃないんですね。人が湿地を全

部変えるんじゃなくて、湿地の環境を生かして水路とレ

ンコン畑で、そういう生活をしたから、たまたまオニバ

スが残っていた、こういう状況です。

　だから、自然への働きかけを機械的にどんどん変え

ていくとか、大きな開発じゃなくて、そこの自然に合った

生かし方をする、使い方、生き方をすることで、今度、自

然のほうもそれに反応する生態系ができていく。

　今日ずっとこんな話ばっかりしていますけれども、

いっぱいあるんですね、日本の中に。

　これは福島県の三島町というところで、連れてきても

らったのはマタギの集落です。マタギに会ったことあ

りますか。ある人いますか、東だからいるのかな。僕、全

然マタギ、マタギとか本の中の人だろうと思っていたら、

マタギの人がちゃんといたんです。日本の伝統工芸品

に指定されている、こういう編み籠、奥会津編み組細工

という技術をこの人は伝承されていて、それを作ってい

ます。材料は山で取ってきたもので、後ろのほうにはこ

ういうブドウのつるとか、クルミの皮とか、それをいつの

時期に取ったらいいかとか、どんなサイズなら取って

いいけれども、このサイズは残しておいたらまた来年

取れるとか、そういうのを全部知識として持ちながら細

工物を作っています。

　その後ろには、こういう型枠ですね、かごを作るため

の型枠と、こういうものを持っています。カラムシとかキ

ロロとか、ああいうものも使っていらっしゃいました。そ

ういう使い方をすることで、山の中にはちゃんと野ブド

ウも残るし、いろいろな植物が残る。冬には、マタギな

ので熊を撃つらしいんですね。環境がちゃんと残って

生き物が残る。生き物が残るから、それに合った暮らし

というふうに、環境と人が行ったり来たりしながら暮ら

している。だんだん……、もういいですかね、多分。

　あと、これは兵庫県の淡路市です。小山に畑とか作

物を作っているんですけれども、棚田とか段畑とよく似

ていますが、一番上のここ、ここ分かりますか、山の一

番上。これ何だかご存じですか。これは近づくとこんな

感じです。何かあるかというと、特にない、広いんです

けれども、これはお墓なんです。淡路島、淡路の人たち

はお墓を２つ持っていて、埋め墓と詣り墓と言うそうで

す。埋め墓は埋めるところ、詣り墓はお参りするところ。

だから、亡くなったらここに体を運んで、ここに埋める

と。それは同じ場所に地域のいろんな人が埋まるんで

すね。じゃここがお墓なのかというとそうじゃなくて、家

の裏に墓を別で持っておいて、お参りするのはそっち

でお参りする。そういう独特なやり方をしているんです

が、ここを管理されているので、もちろん今はないです

よ、今は火葬になっていますけれども。でも、僕が行っ

たときには、まだ地域にそういうのを知っている人がい

るよという時代でした。ここをやっぱり草刈りするんで

すね。そうすると、そこに淡路島の希少種が残っている。

　利用の仕方が、今回分科会でもカヤの利用とか、細

野高原、観光とか、いろいろ草の利用というのはあるん

ですけれども、別の目的で利用することで、そこが草原

の生き物の生き場所になるということはあります。高知

県のお墓とかも、時々お墓で生けたものを燃やすから

ボヤが起きて山火事になって、草原の生き物が残ると

いうこともあるそうです。

　これは白老村、コタン、アイヌの人たちの家です。

こっちから見ると、全部入り口が見えています。反対か

ら見ると裏口です。ちゃんと川に沿って入り口があるそ

うですね。こうやって草を使って壁まで、屋根だけじゃ

ないですね、壁まで造ることで、断熱材に使っていると。

ども、電柱の立っている方向とか、杭とかを見ていただ

くと、斜めになっているわけじゃないことが分かると思

います。こんな斜面のすごいところで農業をしているん

ですが、やっぱり見えるのがこの真ん中、コエグロで、

近づいてみるとこんな感じです。こんな畑、僕、見たこと

なかったんです。これ畑なんです。見ていただくと、石が

いっぱいありますよね。ここの農業ってすさまじくて、草

がないとできない農業をされています。

　どういうふうに草を使うかというと、草をこうやって

刻むんですね、機械で。後ろにあるこれらの道具を使っ

て、すき込んでいくんです。すき込むときの音は、ジャ

リッジャリッといって、石を砕くような音がするんですね。

大体、草の堆肥を使うときは、１回、草を置いておいて、

それが発酵して、肥料になって分解されたところで畑

に入れるのが普通ですよね。でも、ここでは、この道具、

これも地元で作られた道具ですが、こういう道具を

使ってすき込んでいく。この刃がいっぱいあるのは男

性が使っていて、３本しかないのは奥さんが使ってい

るという話をされていました。

　こんな感じで、土壌が非常に、地力が弱いところで

農業をされています。これ世界遺産になったんですけ

れども、ここでできるものというのは、ジャガイモとかヒ

エとかアワとか、タマネギも植えていますよね。そういう

もので、じゃどう戦ったらいいんだろうということなん

ですね。世界農業遺産に認定されたはいいけれども、

ここに何かの付加価値をつけるとしたら、なかなか難

しいな、そういう話をされていました。それでも、僕は何

かこの景色を見て、すごい景色だなと思います。これ全

部、本当に機械が入らないし、人の手で一つ一つすじ

を耕して作っていって、それがこのコエグロと、それか

ら周りの景色の中にあるというのは、僕は何かの価値

がここにあるんじゃないかなというふうに感じるんで

すね。だけれども、ここにこうしたら残りますよという答

えはなかなか出ない。そう思いながら帰ってきました。

　こういうフィールドのものを残したり、考えたりすると

きに、僕はなんとなくの指針を５つ持っています。これ

は別に館の決まりとか、言われたものじゃなくて、僕自

身が思っていることなんですけれども、何か働きかけて、

そこを残していきたいとか、保全しましょう、活用しま

しょうとかいうときに、１個目が後戻りができるか。これ

やりましょうってやり始めたけれども、途中でやっぱり

やめましょうというところができていないと、１回やり始

めて失敗したのにずっと進めていくというのは、地域も

一緒にやっている人も苦しくなるし、悪い方向にいっ

ちゃう。

　２つ目が暮らしに寄り添っているか。傾斜地農耕を

守るため、世界遺産なんだから、あなたやらなきゃ駄

目ですよというような形では、多分、続いていかないの

で、そういう形で残しても意味がないだろうな。

　３つ目が土地の歴史を大事にしている。傾斜地農耕

をやっていたところを今までのそこの人の暮らしとか、

その人たちが作ってきたものをやっぱり大事にしてい

きたいなというところに。

　４つ目に、野生の生き物にも優しいか。あそこを改良

していって、何らかの別のものが入ってくるとか、何か

が失われるということがないように。

　最後に、これはもう本当に何となくなんですが、美し

いかというところがあって、そこを見たときに美しいか

なと感じるかどうかというのがとても大事なんだろうと。

　これはいろんなところに行っていろんなフィールドを

見るときに、ずっとぼんやり思っていることなんですが、

細野高原に来たときも、やっぱりそこの地域の歴史っ

てどうなんだろうというのが興味がありますし、野生の

生き物がどういうふうかなとか、きれいなところだな。で

も、その表面的なというのは何が美しいんだろうなとい

うのをいつも考える。

　こういう指針なんですが、じゃあこういうもので残し

たいものは何なんだろうなというときに、今日の一つの

言葉です。もう今日は、僕は80分ぐらいかけてこの言

葉１個だけを皆さんと共有したいと思っています。言葉

としては、共創資産というものです、共創資産。多分、検

索してもあまり出てこないと思うんです。これ僕らで話

して生まれてきた言葉です。どんなものかというと、３つ

書いています。今まで僕が話してきたのは、自然と人と

の関わりという話をしましたよね。自然と社会の関わり

によって生まれて、地域に蓄積されてきた知識とか意識

とか技術です。これを共創資産と言います。細野高原で

は、あの広い草原ですけれども、地域にとってみれば、

限られた面積をどう上手に使っていくかということが

ずっと長い間かけて、知恵と、それが大事なものだとい

う意識が育ってきて、そこに火を入れるという技術とい

うのができてきたんだと思います。この知識とか意識と

か技術、これが共創資産です。

　限られた地域の自然資源を保全しながら持続的に

活用していくための共創資産が、多分、今はまだ日本

各地に残っていると思うんですね。これは自然と社会、

どっちかが失われると、共創資産も失われてしまいます。

地域の人がいなくなれば、山焼きのやり方も分からな

いし、この風ならどこから火を入れればいいかも分か

らないし、どのタイミングで入れればというのも、これ

は細野高原だけじゃなくて、僕の住んでいる芸北でも

そうですし、多分、阿蘇の原野とか蒜山でも、地域の人

か生えないので、ちょうど中海の環境が合っていて、中

海で今見られるという、何か珍しいものだそうです。そ

れをばんばん取るんですね。僕も取らせてもらいました。

長い柄のついた、何かこういうすくう道具を使って取っ

ていました。それを岸に運んで上げています。これ誰が

やっているかというと、漁師さんがやっているんですね。

　中海というのは、干拓事業で１回、干拓の事業が始

まって、それをやーめたってやめたところです。干拓の

事業のときに浚渫をしたりとか、堤防を造ったりで水の

流れが全然変わってしまいました。そのために何もし

ないでおくと、このオゴノリがたまってしまって、中でヘ

ドロになるんですね。これがヘドロになってしまうと、海

底に卵を産む魚が卵を産めなくなる。だから、漁師さん

にとっては、これを取らないといけないんですね。海の

掃除をしているわけです。

　これだけだと、何かこう、漁師さんが海の掃除をして

いるのねなんですが、この取り上げられたオゴノリは

集められて、トラックに乗せて運ばれて乾燥されます。

こうやって乾かして、こんな感じで肥料になるんですね。

塩分濃度が高いところの海藻だと、上げるとどんどん

塩が畑に入ってくるんですけれども、汽水域なので塩

分濃度が適度に低いし、これをどのくらいまいたら野

菜が育つかというのをこの地域の農業指導員の方が

すごく研究されていて、畑ごとに見ていきながら、この畑

だったら、こういう感じでまいてくださいというのを一

緒に指導している。これってすごいなと思って、海の草、

オゴノリを取ることで海もよくなるし、今度それが畑に

入っていい野菜を作る。だから、無駄がないですよね。

　草原シンポジウムでした。そろそろ草原の話を始め

ようかなと思います。

　今回のテーマは、未来へつなごう！壮大な海すすき

の草原ということで、海と草原、こんなに近くにあるとこ

ろでは、何か草原のものも使うことでできてきた草原な

ら、今の時代に合った使い方を探していけばつながる

んじゃないかというのが多分今、大分全国で考えられ

ている流れだと思います。それが使って草原がなくなる

んじゃなくて、持続的に使う方法をどうするかというの

が多分議論ですよね。

　今日はタイトル、草原を取り巻く里が教えてくれる、

持続可能な社会の未来像ということで話させてもらい

ます。

　草原を持つ自治体が全国にどれだけあるかという

のをちょっと調べてみました。全国には1,902ぐらいの

自治体があるんですけれども、草原を持っている自治

体は多分220より多い。この以上と書いているのは、ま

だ知らない草原があるので、こう書かせてもらったん

ですが、地図の上にもこんな感じです。どうなんですか

ね。10％というのは、僕は結構少ないのかなと思って

います。何かカヤぶき職人さんが300人、200人くらい、

おなじぐらいの数なんですね。でも、全部が全部カヤ

の草原じゃないので、これは全国草原再生ネットワー

クが持っている資料を基に作った地図なので、まだこ

こから落ちている草原もあるでしょうし、ちょっと性質の

違う、例えば牧草地みたいなものも入っているので、

はっきりした数はちょっと出てこないんですが、そう遠

くない数かなというふうに思います。全国にありますよ

ね。全国にあります。

　この草原の数だけ多分、共創資産というものが残っ

ていて、今日の一つの結論的なところなんですが、今

回の件はどうやって伝えていくかという話の中で、草原

を伝えていくために必要なもの、もう大分見えてきたと

思うんですけれども、１つ目は適切な方法、２つ目は適

切な方法を実行する力、力というのはお金かもしれな

いし、人力かも、ヒト・モノ・カネとよく言われますが、そ

ういうものですね。その実行する力を今度は継続する

ための仕組み、ある１年間だけ山焼きができたね、あ

あよかった、よかったじゃなくて、翌年も翌年も、もっと

言えば10年後も、ここに僕らがいなくなる100年後ぐ

らいもできれば続いてほしいなと思えば、継続する仕

組みを何か考えないといけない。

　それから、方法とか力とか仕組みを可能にする法令

ですね。これはもう行政の仕事です。北広島町では、過

去に野焼き条例というのがありまして、その中で山焼き

ができない書き方になっていたんですね。なので、書き

換えました。草原サミットがあったのを機に条例を見

直して、ちゃんと条例の中で焼けるようにというふうに

見直しました。こういう本当細かいところではあるんで

すが、社会の中で残していくためにはこういうものもと

ても大事です。

　最後の１つが上の全てを共有して伝えるための普

及、あるいは教育というものです。今日この後、具体的

に少しこの部分もお話ししようと思います。

　ちょっと先に条例の話なんですが、北広島町は条例

をつくっています。生物多様性の保全に関する条例と

いうのをつくっていて、それについてはこのパンフレッ

トの中に載っています。一番最初にお話ししたような自

然の保護というと、入らないでくださいとか取らないで

ください、そういうことももちろん規定はできるんですが、

もう一つは、里山のようなところを守る活動を町が応援

しますよということもこの条例の中に書かれています。

そういう形で、役場の職員、僕、役場の職員です。町民

さんとかから役場はなかなか動いてくれんという見方

ちゃんとこういうふうな機能があるからこういうふうに

使っていく中で、でも、片方でそれが自然に働きかけに

なるということです。

　もう１個だけ、ちょっと話をしましょう。

　これは新温泉町、前に草原サミットをやっていた上

山高原ですが、集落が使える草原の自然は限られてい

ます。その中で一家族ごと毎日順番に刈るんですよね、

草を刈る時期は。その順番というのは毎年替わるそう

です。前日まで知らされなくて、次、あんたの番よって言

われたら、急いで準備して、家族総出で下の集落から

この山に上がってくる。１日山で草刈りをして、集落み

んなが公平に草を刈る。これ全部ススキです。そして、

ここの草原が守られてきたそうです。

　そういうふうに共創資産の特性というのは、ちょっと

まとめると、多分、設計図があったわけじゃないんです

ね。いろんなやり方で、けんかが起きたりとか、何か使

い過ぎたりとか失敗したりとかということを繰り返しな

がら、地域の中でそういうルールが多分、決められてき

た。さっきも書いていたんですが、自然と人、どっちが

欠けてもこれは維持できないもので、自然があるから

人が暮らせて、人の活動があるから、その自然が残っ

ているという、その「共に」という文字です。

　それから、生み出されるためには、多分すごく時間が

かかります。１回なくなったらできないですよね。それで、

時間による検証、時間をかけて、いいものだけが多分

今残っているので、今残っている共創資産というのは

信頼性が高いんだろうなと思います。

　ちょっと一息つきますか。大丈夫ですか。

　これ何かずっと１人でしゃべっていると、不安になっ

てくるんですけれども、大丈夫ですかね。

　じゃ、続けますよ、ありがとうございます。何か、うんう

んとかうなずいていただいたりするととてもありがたい

です。何かこう聞いている人の顔も見えないので、なか

なか難しいですね。

　これは与論島です。

　じゃあ共創資産というのは過去のものなのかなとい

う話をしていたんですが、これは与論島の与論民俗村

と言って、昔の暮らしを展示しているところです。この辺

は台風がとてもたくさん来るところなので、家は小さい

部屋の雰囲気ですね。今だと大きな部屋に居間とか食

堂とか、子供部屋とか造りますけれども、何か人が増え

たら小さな建物を１個造るみたいな説明をたしか読ん

だような記憶があります。

　これは就職して間もなく、僕は自転車で旅をしたん

ですけれども、そのときに見て、多分、自分はこういうこ

とに興味があるんだなと気づいたのがこのときだった

のかなと、今思い返すと思います。道路に街路樹として

ヤシが植えられていたんですけれども、ヤシに全部袋

がかかっているんですよ。これは多分、ヤシの実を取っ

て何かにするんだろうと思うんです、これ調べていない

んですけれども。ギンナンが、イチョウ並木ってギンナ

ンが落ちたらみんなが拾いに行きますよね。あれの先

手を打って、ヤシはこういうふうに実がつくんで、もう先

に取っている。多分これがずっと未来になると、こうい

うのが共創資産の生まれるときなのかなというふうに、

今思うと思います。こんな感じですね。ちゃんと実が集

まっているし、後から掃除しなくて済む。ヤシは植えた

ものなので、自然物ではないんですが、こんな感じで

いろんな知恵が時代時代で出てくるんだなと思います。

　今、高知県の大月町では、備長炭が生産されていま

す。もともと四国の南のほうから和歌山にかけて生育

するウバメガシというカシの木を使うのが備長炭で、

その場所じゃないとできないんですけれども、ここの大

月町では、こういうやり方では炭は焼いていなかった

そうです。それを生産者をつくろう、高知県の県の事業

で、高知の中で雇用を増やそうという事業があったん

ですね。その一つで備長炭の作り方を、親方を呼んで

きて、窯の作り方から教えてもらうというやり方を始め

ました。こうして窯をついて、生産者を１人ずつ増やし

ていって、生産をしている。これが窯の外ですね。もの

すごく大きいものです。２週間で木を詰めて、２週間で

焼き上げるという、とても時間のかかるものが備長炭な

んですが、大がかりです。芸北の山の中でやっているよ

うな小さい窯とは全然違いますね。

　こういうところも共創資産が今生まれるところなんだ

ろうなと。なぜかというと、今は、町内にある森全部の

木の量を量ることができますから、計画的にもう窯は

30基までというふうに決めているそうです。それ以上

窯を作っても、木を取り過ぎてしまうから、持続的な生

産ができない。なので、先にもう量を量ってですね。昔

はそういうことできなかったんですけれども、今はそん

な生産とか利用ができる時代になったということかな

と思います。

　事例としては、これ最後になるのかな。いいなと思っ

た事例です。

　これは中海ですね、松江市の。真ん中のほう、何台

か船が出ていて何かやっているんですけれども、こう

やって山盛り、海からすくっています、中海。これはオゴ

ノリという海藻を取っているんですね。オゴノリ、聞いた

ことありますか。多分ないと思うんですよ。オゴノリって、

汽水域にしか生えないそうです。海水と淡水が混ざる

のが汽水域ですよね。しかも、ある一定の塩分濃度し

の予算を聞いて800万円、びっくりした記憶がありまし

た。すごいお金が山に吸い込まれているなというふう

に感じたところです。でも、これは全国で起きていること

ですし、草原に限らず、先ほど見ていただいた里山とか、

いろいろな自然に僕らの税金が吸い取られているわ

けですね。そういう社会資本の喪失がいろんな草原で

起きている。これをどうにか変えていきたいなと考える

わけです。

　今までの草原サミットでも、草原を守るための労働

力をどうしようかとか、資金をどうやって集めようかとい

う話も過去にはありました。僕が初めて草原サミットに

参加したのは、たしか2007年の蒜山の大会のとき

だったんですが、岡山県の蒜山では、その当時、どう

やったらそういう資金が集まるかなという会話をした

覚えがあります。

　ただ、少し変わってきたのは、こういうふうなどう

やって労働力や資金を集めるかという話から、今は放

置された草原をもっと利用しようという議論に変わっ

てきましたよね。今回のメインテーマもそうですし、各会

場での分科会のテーマもそうなんですが、利用という

のがキーワードにもう既になっています。その利用が１

つの利用方法じゃなくて、前半で見ていただいたよう

な生態系との関係でもものすごくたくさんあるんですね。

よそでやっている利用をそのままぽんと持ってくるん

じゃなくて、まずはそこでの利用を考えていくのが大事

なんだろうと考えています。

　芸北では、こんなことを始めています。今までもボラ

ンティアで草刈り、ここにはカヤ刈りと書いていますが、

もともとは草刈りをしていたんです。草原を守るために

火入れ、山焼きができない草原をみんなで草刈りをし

ていたんですね。やぶになっていると刈り払っていたん

ですが、ここ数年は秋にはカヤを刈るようになりました。

そのときには子供たち、ついてきた子たちがこんな感

じで、もうすごく楽しそうに遊んでいます。最近の子はイ

ンスタグラムもやっているので、こういう映え写真を

撮ったりして遊んでいます。このときは子供が撮ったん

じゃないですね、カメラマンが撮ってくれました。

　こうして集めたカヤがどこに行くかというと、すぐに

屋根に行くんじゃなくて、市場に集めるようにしました。

これ名前、茅金市場と言います。カヤがお金になるので、

茅金市場。単純な名前ですね。こういう市場をつくって、

そこに出荷している。これはボランティアの人だけじゃ

なくて、地域の住民の方ならどなたでも、地域住民と

いっても、もう持って来ていただける方からどなたでも、

この日のこの決まった時間に持ってきてくださいという

ことで、１年に１回だけ市場を開けています。この日に

地域の人がみんなでカヤを運んで持ってくるわけです。

　この建物は、もともと小学校の体育館でした。学校の

統廃合によって、ここは閉校になったので、そこの中に

鋼管を組んでカヤを置けるような場所を作りました。こ

れを持っていくとお金がもらえます。だから、地域の人

は持ってきてくれるんですね。

　もらえるお金は日本円じゃないんです。せどやま券と

いう地域通貨なんですね。この地域通貨、名前はせど

やま券です。単位は石、１石が１円なので、この見えて

いる券は千石、1,000円として地域の中で使われます。

有効期限もあります。６か月以内に使わないといけな

い。６か月の間ずっと持ったままだと、これ紙切れに

なっちゃうんですね。だから、みんな使います。しかも、

地域の中で使いますから、地域の商店にお金が入る

わけですね。こんな感じです、使用例ですね。こんな感

じです。地域のみんなで集めたせどやま券でちょっと１

杯やりましょうかというところですね。最初はガソリンと

か農機具とか、農機具屋さんとかいろいろなところで

使えます。アイスクリームを食べたり、温泉にも入ったり

できます。

　集まったカヤは、屋根の修復に使われます。北広島

町内、数は少ないですが、かやぶき屋根の民家と、あと

展示しているカヤぶき建物があるので、そこに使われ

ますね。地元のカヤを使って、地元の屋根が張れる。

　これ広島県には、国の文化財になっている建物もあ

るんですけれども、町外にこうしてカヤが運ばれて使わ

れることもあります。

　ちょっとまとめてみますね。

　草原、ススキの草原からカヤが集められて、そこに

地域通貨を支払うと、地域の中をお金が循環していく。

そして、集まったカヤはかやぶき屋根の現場に出荷さ

れて、そこから収入が入ってきます。その収入の中から

地域通貨の交換としてお金が支払われます。収入のほ

うが買入れのカヤより多い……、仕入れの値段よりも

販売の値段のほうが高くしてあるので、これは茅金市

場のボランティア事業ではなくて、ちゃんと収益を上げ

ている活動になります。具体的には、３束持ってきてく

れたら1,000円、20センチだったかな。規格はこのパ

ンフレットの中の１ページ目に書いています。３ページ

目ですね。藝州茅の規格ということで、こんなカヤを

持ってきてください、こんなカヤを持ってきてくれたら、

今の値段は３束でせどやま券１枚ですね。販売のほう

は基本価格が１束850円です。高いですか……、そん

な感じで流通しています。

　こういう仕組みが回ることで何が起きるかというと、

草原ですね。先ほどから話になっている野生生物、草

もあるかもしれないですが、動く根拠がないと、僕らは

動いちゃうと、税金使ってお仕事しているので、皆さん

のお金を適当に使うわけにはいかないので、なので、

まずは条例をつくってみて、こういうことをしていきます

よというのを考えました。

　そういうものとか、あとはこの画面の真ん中にあるの

が町の全部の生物のデータを調べました。静岡県は博

物館があるんですが、広島県は博物館はないんです

ね。静岡県の博物館に行くと、どこにどの植物があるか

というのが全部データとして調べられています。もちろ

んここの東伊豆町も残っているので、それをもう１回、

町レベルの資料として１回起こしてみることはとても大

事なことかなと思います。北広島町はなかったので、実

際に何年もかけて調査をしました。

　それでもう一つがレッドデータブックです。これは、

レッドデータブックというのは環境省も取りまとめてい

ますし、県も取りまとめていますが、町は町として取りま

とめました。この理由はなぜかというと、国とか県では

一般的な種類であっても、町の中では希少な種という

のはあるんですね。ほかのところではたくさんあるけれ

ども、うちの町にはほとんどいないよ。あるいは逆によ

そには希少かもしれないけれども、うちにはたくさんい

るよ。そういうものをちゃんと見るためには、町レベル

でこういう資料とか、あるいは条例というのをきちんと

整備していくことが大事だろうなと思っています。そう

いうことで作りました。

　じゃその北広島町、どんなところかというと、西日本

ですね。面積は646平方キロメートル、標高が200か

ら1,223メートルなんで、海がありません。人口は１万

7,937人です。東伊豆町と比べてみますと、面積が東

伊豆町77.8平方キロメートル、これはホームページ

で見させてもらいました。標高は、海があるゼロメート

ルから、万三郎岳が一番高いんですか、これ合ってい

ますか、地図で見たんですけれども。1,400メートルあ

るんですね。何かこれを見て、おおってやっぱりちょっ

と興奮しました。噴火と造山運動でぐいっとこんなに海

から近いところで高い山もあるんだな。あと、人口は１

万1,701人です。北広島町はもともと４つの町が合併

してできたんですが、今日お話しする事例は芸北地域

という一部地域のお話です。この高原の自然館がある

のも芸北地域です。

　芸北地域の面積は253.6平方キロメートル、それで

もやっぱりちょっと広いですね。標高は420メートルか

ら、一番高い山があるところです。人口は2,011人、も

のすごく少ないですね。東伊豆町よりも面積としては３

倍ちょっと、3.5倍ぐらいあるのに、人口は５分の１以

下。もう本当に過疎のところです。

　その中で、まずは町同士の植生、植物の様子を見て

みると、北広島、これ実際の大きさの比率を同じにして

います。イメージが湧くかなと思います。でかい町です。

こんなに大きいのに市じゃなくて町ですね。全国平均

と比べてみると、特徴的なのは、まずどちらも森林が多

いですね。自然林は北広島町が多いです。東伊豆町は

どちらかというと植林の比率が北広島町よりも多くなっ

ている。二次草原、これはいろいろなものが混ざってい

るんであれですが、これはどちらの町も全国平均よりも

少し多くなっていて、農耕地が全国平均より少ない。市

街地、このグレーのところが市街地ですが、市街地は

東伊豆町は全国平均に近いような形ですけれども、北

広島町は市街地はあまりないという違いがあります。

海もないんですね。山の中の町です。

　そこで行われている芸北茅プロジェクトというのを

紹介します。これは多分、ちょっといろいろ参考になる

のかなと思って、このプロジェクトがあったので、今日

しゃべりなさいと言われたのかなと思っています。

　芸北にはこういう山があります。ここは山焼きをして

いるところですね。ずっと昔から放牧とか、草を取った

り採草が行われていた山で、雲月山と言います。この山

はササユリというこのユリが咲いて、これは町の花にも

なっています。隣町の花にもなっています。そのぐらいこ

の地域ではササユリが愛されていて、身近な花なんで

すね。

　こういう草原は何であったかというと、ここの草原が

利用されていた時代があって、例えば堆肥とか山菜と

か、飼料、敷き草、屋根材、それからここで遊んだり、薬

草を取ったりという、いろんな恵みを山から受け取っ

ている。だから、毎年地元の人はこの山を焼いていた

わけなんですね。

　ところが、今、山が放置されています。この雲月山も

半分以上が放置されています、一部で山焼きを始めた

んですけれどもね。放置されるとどういうことが起きてく

るかというと、これは一般的な話ですが、まず、生態系

サービスが低下していく。草原から得られていたもの

が得られなくなるし、景観も悪くなるし、絶滅危惧種の

増加、増加という意味は、今までは普通にいたものが

絶滅危惧種になっていくという意味です。

　そこで何とかしないといけないということで、例えば

ボランティアという形で労働力を集めてみて、みんなで

山を何とかしましょうということをしてみたり、あるいは、

そこに行政などから資金を投入して、補助金によってこ

れを解決しようということが各地で行われています。た

しか前回、こちらの東伊豆に来たときに、年間の山焼き

あと、カヤプロ銀行というのもやっていて、３年生の授

業ではバザー活動をするんですが、最初に商品の仕

入れとかにお金が要るので、貸付けをやっているそう

です。それから、豪雨災害の被災地に寄附をしたり、こ

れを子供たちは自分たちが草原の資源を使って稼い

だお金でやっているということですね。

　こんなふうに共創資産というのは、多分、全国各地

でつくられていますし、それをまねしていくことが大事

なんだろうなと思うんです。小さいことですけれども、例

えば阿蘇で使っている火ぼてというのも、これをボラン

ティアの人たちが自分たちで作って、自分たちが使える

ようにならないと、阿蘇の火入れには参加できないん

ですね。野焼き講習がたしか２日間あるんでしたよね。

○会場より　（「今１日」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　今１日ですか。ちゃんと講座を受

けて作って参加していくことで、共創資産が受け継がれ

ている。

　あるいは、上ノ原のほうに行ったときには、茅刈り講

習会というのに参加させてもらいました。大学生とかい

ろんな人が参加していたんですけれども、そこで今度

は御殿場のほうから……

○会場より　（「ここからがこういう感じで、大体うち

のほうじゃ足でやっちゃうもんで。これで１束ですね、う

ちのほうでは。この一番下の目盛りが一番小さい束の

位置で、これで１束。ちょうど……」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　この人、なかなかほどけなくて、

結んでくれなかったんですけれども。こういう形で受け

継がれていたり、地域から地域に共創資産が技術移転

されていますよね。

　あるいは、これはカヤぶき技術の伝習施設、大内宿

というところ、福島県ですね。そこでは、廃校になった

学校の中にこういう屋根ふきの、屋根を小さいのを

作って、こうやってカヤをふく方法を体験したりしてい

ます。地域にはカヤぶき職人がたくさん生まれているそ

うです。こういう景色が残っているところで、観光客が

たくさん来るところですね。それを支えるための倉庫も

きちんと造っていて、下を空気が通るようになっていた

りとか、カヤのサイズに合った高さにしていたりとか、

いろいろな工夫が見られました。

　これは和歌山県の大学生がやっている、生石高原の

人たちがクラウドファンディングで350万集めています。

これでカヤを刈ったりする資金にしたいという活動を

しています、大学のサークル。

　そろそろちょっと事例としては最後になるんですが、

これは諫早市の岩谷口の草原です。この草原、ちょっと

写真があれで見にくいんですが、この煙が出ていると

ころからずっと全部斜面が草原です。ここもすごいです

ね。ここの火入れはすごく珍しくて、ちょっと写真で見て

いただくと、集落の人たちが作っているのは火をつけ

るための道具です。竹の筒に１つの節だけ穴を開けて、

中に油を入れています。そこにわらを刺しているんです

ね。そのわらを刺して、これを軽トラに乗せて持ってい

くと。こんな感じで火をつけています。何か油をぴゅ

ぴゅっと出しながら火をつけています。これが火入れ

の風景ですね。

　でも、ここで注目すべきなのは、この火のつけ方も面

白いなと思ったんですが、こっちの動噴です。軽トラに

乗せられた動力噴霧器。火入れのときには、この動噴

がついていって、ずるずるっと引っ張って、この水槽か

ら水をまくと。つけて、ちょっとでも広がりそうだったら、

すぐ消していくんですね。これが非常に効率的で、ここ

の集落は十六、七人で火入れをしていました。たった

十六、七人であの広さができるのは、こうやって軽トラ

が道路のほう、これは斜面の下部の道路ですが、そっ

ちの道路はもちろん、斜面の上にもこういう軽トラが入

れるところがついていて、山と、ここまで木が出ている

んですよね。炎が上がったら燃えそうになるわけです

けれども、もうすぐばあっとかけて消せる体制にあると。

だから、少人数で山焼きができるわけですね。

　ここには多分、ヒントが詰まっていて、誰でも焼ける

ようにならないのかなといつも僕は考えているわけで

すけれども、秋に防火帯、焼いていない草原は防火帯

焼きを始めてみるかな、これはうちのほうのことです。う

ちのほうは防火帯は焼かずに、当日、草刈りをするだ

けなんですが、これ防火帯焼きも、安全にするために

は大事なことかなとか。あるいは防火帯に車両が入れ

るようにしてみるというのが今のことです。

　もう１個、これは何か昨日、夜に思いついたんです

が、車両が入れる道路は難しいけれども、水が回せる

パイプを通しておいて、山水を引くのに黒いパイプとか、

農業用に売っていますよね。あれを回しておいて、何か

所かに蛇口じゃないですけれども、出るところをつけて

おいて、山焼きの日だけポンプでばあっと水が回るよ

うな仕組みにしておけば、ここはちょっと、細野高原は

広いですけれども、うちのほうにある山ぐらいだったら、

全部回すのにそんなに広くないなとか思ってみたりし

ました。とにかく山焼きをどうするかというのはとても大

事なことだろうなと思っています。

　事例について最後だったんですが、東お多福山の

保全ですごく僕が影響を受けたというかびっくりしたと

ころです。ここは都市の中にある草原なんですけれども、

みんなこれしゃがんで、鎌とかはさみでちょきちょきサ

サを刈っているんですね。この光景を見たときに、僕は

すごいなと思いました。でも、ちゃんと人間の力で刈り

切れました。作業が終わったらこんなきれいになって

いたんですけれども、その一角で何かやっている人が

いたんです。この人が何かしゃがみ込んで、ススキを

ずっと集めていたんですね。このカヤを、たったこの日

はこのぐらいでしたけれども、みんなで持って帰りまし

た、カヤぶきにするんだと言っていました。何年前だっ

たかな、随分前だったと思います。サガラさんという人

なんですけれども。それで、なるほど小っちゃくても、地

域でこうやって使い始めることがまず大事なんだなと

思って、たった数束であるんですが、その数束はきちん

と集めればちゃんと屋根の上で何年も役割を果たす。

そのときに、今のサガラさんの風景もそうなんですが、

もう１個気になったのが……

（保全活動中の太鼓の音）

これだけなんですけれども、何か愉快だなと思って、こ

ういうのっていいなと思いました。でも、これを言葉に

するには、何かうまく言えないし、何かのためということ

でやったわけでもないんだけれども、多分、人間ってこ

ういう浮かび出てくるものがあるし、そういうところが草

原の中に出てきたというのがすごくいいなと思ったとこ

ろです。

　そういう草原がいろんなところにあって、景色だけ見

ても、とてもきれいですよね、曽爾高原、奈良です。今か

ら分科会がある真庭の蒜山、遠くに大山を臨んでいる

広い広い草原ですね。それから、もちろん阿蘇、とても

広くて、阿蘇の中にもいろんな草原があるし、東伊豆町、

懐かしい草原で、僕は明日行くのをとても楽しみにして

います。オンライン参加ですよね。ここには大事な湿地

もある。

　こういう草原が全国にあって、そんな話ができて、ま

たどこかで太鼓の音が聞けるのかなとちょっと楽しみ

にしてるところです。

　まとめます。

　あまり大したまとめじゃないんですけれども、草原で

は地域の自然と人が互いに関わりながら、共創資産が

生み出されてきました。これが今日の話の主なところで

す。これは草原だけじゃなくて、いろんな生態系といろ

んなその地域とが関わりながら、その地域に独特の知

恵や技術がある。

　２番目に、その時代ごとに知識や技術を集めながら

積み重ねていくものが共創資産で、その知識や技術を

交換するのが多分、今日なのだろうなと思っています。

各地で話がありましたし、今日は皆さんに芸北の茅プ

ロをはじめいろんなことを聞いていただきました。

　その最後に見てきたような、人間だからこそ生み出

せる美しさというのが一つ草原を体現してくれている

のかなと思って、大事にして生かしていきたいですよね。

　以上で終わります。

　最後に、いろんな方に今日のスライドを作るにあ

たって協力いただいています。特に今回の大会を開い

ていただいた東伊豆町と、それから日本の各地の草

原の方に感謝します。どうもありがとうございました。

（拍手）

○司会　白川先生、どうもありがとうございました。

　学芸員のお仕事の視点での全国の事例のご紹介で

すとか、あとは自然と人間、自然と社会の関わりから生

まれる、今日初めて聞きましたが、共創資産というお言

葉ですとか、中学生の取組ですとかいろいろ興味深い

お話をしていただきました。

　ちょっと時間があまりありませんが、お一人でもお二

人でも、もし今日お話しいただいたことでご質問等あり

ましたらいかがでしょうか。

　この後もですね、この次のパネルディスカッションの

ほうも、白川先生にコーディネートをしていただきます。

お手元には質問の用紙もお配りしてありますので、今

の基調講演のことも含めてで構いませんので、そうしま

したら、次のパネルディスカッションで質問等をしてい

ただければというふうに思います。

　先生、ありがとうございました。

　改めまして、感謝の拍手をお願いいたします。（拍手）

○講師（白川勝信）　どうもありがとうございました。

○司会　それでは、続きまして、休憩を取りまして、10

時35分からパネルディスカッションのほうを始めたい

と思います。準備の関係もございますので、35分まで休

憩とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

原の生物の保護とか草原の景観の保全とか、獣害抑

止といったような多面的機能が山で発掘される。お店

にそのお金が行きますので、地域経済が少しでも活性

化する。そして、文化の面で言えば、カヤぶき建築がそ

れぞれ保存されたり、技術が伝承されたり、村落の景

観が保全されるという文化の伝承があります。

　どのくらいのこれ金額回っているかというのを見て

みると、そんなに大勢ではないですよね。2015年から

始まって、最初は持ってきてくれる人が５人で、集まった

カヤも100束でした。２年目は６人になって200束に

なりました。すごい増えましたね。３年目は９人で234

束、８人、10人、14人と増えていって、持ってきてくれる

人がどんどん増えている。2,000人、約1,000戸の集

落ですから、10戸で１％なんですよね。1.4％の人が

持ってきてくれるということになります。それで集まった

カヤを販売して、売上げが下のほうに書いてあります。

この売上げの金額は、ばらばらなんですけれども、実

は最初の年はカヤの束をすごく大きくしていたんです

ね。それで、すごく束数が少ないけれども、金額が大きく

なっています。

　この下に１行ちょっと付け足しますね。

　現在の学年と書かれています。これ何かというと、茅

金市場は中学校の活動としてやっています。中学校２

年生が茅金市場を運営しているんですね。今、その子

たちが学年で何年生になっているかというと、一番最

初に茅金市場を実行した子は今、大学２年生になって

います。この時間間隔って結構大事だと思うんですよ

ね。子供はずっと子供じゃなくて、これを知った子が今

何歳か。

　ちょっと茅プロを通じた中学生の学びを見ていただ

きたいと思います。

　茅プロ、事業としては最初こんな感じです。これ中学

生ですね、もう大人みたいですけれども。カヤを刈りま

す。みんなで束ねます。最初は下手くそですけれども、だ

んだん上手になります。途中でカヤぶき職人さんから

指導を受けて、こんな曲がったのは駄目だとか、ちょっ

と細過ぎるとか、先がそろっていないとか、束ね方を

ちゃんと指導を受けるんですね。それを運びます。実際

に自分たちでも刈るんですが、大事なのは受入れのほ

うなんですね。茅金市場での運営は、中学生がやって

いますと言いました。中学生が地域の人にチラシを

配ったり、声をかけたりして、家の近くにあるカヤ持っ

て来てくださいねというふうに言うんですね。そうした

ら軽トラに積んで持って来てくれるので受け入れます。

みんなで運びます。規格に合っているかどうかをちゃん

と調べながら受け入れています。曲がったカヤは使え

ませんから、これは駄目ですよっていうのはちゃんと言

わないといけないんですね。これ結構ハードルが高い

んですが、先生に手伝ってもらったりしながら、こうい

うのは駄目ですよということをちゃんと言う、これも学

習です。こうして何束あるかというのをちゃんと数えて

いる役割の子もいて、それぞれの子がそれぞれ役割分

担しています。車の誘導をする子もいます。

　こうして受け入れたカヤをどんどん並べていくわけ

ですが、もう当日は先生たちも総出で、総出じゃないか、

先生たちもやってきて、なかなかあまりない光景かなと

思います。

　せどやま券の発券も中学生がやりますね。ちゃんと

数を間違えないように数えて、券の枚数をカウントして

いきます。これ中学生の側が券を支払うほうですね。こ

れを渡していくと。地域の人に渡っていく。何かほっこ

りしますよね。地域の人が持って来て。

　実際に子供たちがお金を触ることで、先ほどのこの

全体像にもう一つ、教育の側面が加わるんですね。地

域資源への気づきとか、カヤってお金になるんだな。

あんなどこでも生えている草なのに、草原ってそんなに

価値があるものなのとか、あるいはお金をちゃんと

使って、商品とお金をやり取りする、あるいはカヤを販

売するとかっていう話を通じて、ちゃんと経済に関わる

んですね。これが大きな学びになります。これが次世代

の担い手育成につながる。

　今、大学２年生の年齢になっていますから、これから

どうなるかというのがちょっと楽しみなところです。

　実際の成果としては、昨年は14人から591束受け

入れて19万7,000円を、約20万円分発券しました。授

業やＰＴＡ活動で自分たちで250束を収穫したので、

71万円余りで販売したいなと思っているところです。ま

だこれは販売中ですね。その差額の50万円ぐらいは

自分たちの収益になって、教育活動に使うと。刈った

カヤは文化財建築の補修なんかに使われて、結果とし

て草原も守られる。僕がやりたかったのは草原の保全

なわけですが、仕組みをつくることで、その草原が守ら

れるという、そういう形になっています。

　ちなみにお金、何に使っているかなんですけれども、

まずは中学校に冷水機を設置したりとか、最近暑いで

すからね。ウォーターサーバーを自分たちで買ったり、

修学旅行に資金助成として、これはＰＴＡのほうから保

護者に対して１万円ずつだったかな、去年は。お金が

支払われます。修学旅行で校長から給与が支給されま

す。これはちょっと内緒にしておいてください。サプライ

ズでバスの中で給料袋が配られるんですね。自分たち

が働いて稼いだお金が自分たちのところに戻ってくる。
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維持活動に携わる一方、携わっただけの対価を受け

取る、あるいは携わった人が対価を実感しているのか

という話がありました。こちらの細野高原は、地元の集

落の方たちが山焼きをされていますので、その方たち

がちゃんと対価を実感されているのか、あるいはそこ

に税金を使っているわけですから、町民の皆さんがそ

れを実感しているのか。そういうことが前回議論に

なったと思います。それからどう変わったのかというの

は後のパネルディスカッションで聞かせていただきた

いなと思っているところです。

　前回のテーマは、忘れられた草原の再発見、その保

全と活用ということで、生物多様性、外来種、シンニュ

ウが間違っていますね、これ。広島ならではの間違い

ですね。外来種侵入……、深入山という山があるんで、

草原の山です。草原のやぶ化、森林化など、草原の質

の問題について共有されていない。草原の生物多様性

はどうなっているんだろう、景色としてはいいけれども、

本当にそこは価値があるというのが認識されているの

かというところの問いかけと、もう一つが草原を守るこ

とによる生態系サービスや経済的恩恵を享受する仕

組みがない。これについても話がありました。その後、

たしか僕が記憶しているのは、都内の電車のつり広告

に草原のことがかけられたりというＰＲをされたりとか、

あるいは入山料を早い段階から取り始めた、草原では

あまりないのかなと思いますけれども、そういう事例を

先立ってされたという記憶があります。今日はそういう

話もまた後で聞かせていただきたいなと思っていると

ころです。

　そして今年、2021年のテーマですが、今回はオンラ

イン開催ということで、ここの東伊豆町、それから阿蘇、

そして蒜山のほうでも分科会が開催されます。大きな

テーマは、未来へつなごう！壮大な海すすきの草原、そ

して、分科会のテーマは、保全・利用・継承、草原の公

益的機能について、それから、茅の利用と草原保全と

の関わりということで、どちらかというと今、草原に話題

になっているのは茅の利用とか、利用ですね、利用と

か草原の機能というところにだんだん目が移ってきた

のかなと思っています。

　先ほど課題として示されていた２つのことですね。２

つ目は、そういう利用とか、草原の価値をどう実感する

かという話だったんですが、もう１個、１個目の草原そ

のものの価値というのが果たして僕らは認識されてい

るのか、希少生物とかですね、生物多様性のほうが認

識されているのかどうかというのは、これはむしろ草原

を研究する研究者が発信できているかどうかというこ

とになるので、ここ地元でも内山さんとかを中心にいろ

んな研究が進められてますし、今から継続的にやって

いって情報を出していかないといけないだろうなとい

うふうに思っています。

　今日こちらに呼んでいただいた縁というのが、僕ら

は草原研究グループというのを組織しています。西日

本草原研究グループというのを組織して、これは蒜山

で調査しているんですね。これだけキキョウがあるとこ

ろも珍しいです。自生のキキョウがたくさん咲いている

んですね。僕たちは大体、10年前ぐらいは月に１回集

まって、あちこちで研究していました。例えば３月は学

会で岩手県に行っていたんですけれども、十和田湖畔

までちょっと車で走っていっていました。何かこんな雪

があるのに、ちょっとでも空いていれば何か探したくな

るのが僕らの常で、このときは、東北のほうに行くとフ

キが大きくなるんですね、フキノトウも大きいのでびっく

りしました。あるいは大阪の吹田というところで、町な

かで調査をしたりしています。こんな住宅地の中なん

ですが、ここの草原は、もうここの土地が売れてしまっ

たら生き物がいなくなる。こんな町なかでも希少種とい

うのはちゃんと残っているんですね。ずっと管理がされ

ていれば、何ていうかな、開けた環境があって、継続的

に管理がされていれば、そこに生き物が残っていると

いうことが分かっています。それをじゃどうするかとい

うのは次の問題なんですね。

　画面共有が止まったんですが、大丈夫ですか。

○スタッフ　一度ちょっと。

○講師（白川勝信）　共有の再開、これですね。すみま

せん。写真を今、見てもらう……、まだ、すみません、声

だけ聞こえていたみたいで申し訳ない。

　吹田の草原はこんな感じです。

　僕たちは草原研究会なんですが、僕自身は高原の

自然館という博物館に勤務しています。学芸員という

仕事をやっていまして、会場の皆さんの手元には、この

高原の自然館のパンフレットが手元にあると思います。

とてもとっても小さな建物なんですが、博物館。博物館

はこの辺には何かあるんですかね、ないですか。静岡

○司会　それでは、ただいまより白川勝信さんによる

基調講演となります。

　白川先生は、生態学をご専門とされ、2003年より広

島県北広島町の芸北高原の自然館に学芸員として勤

務されております。現在は、湿原、半自然草原、里山林

など、地域の人間活動によって維持されている生態系

の保全をテーマに活動を展開されています。子供、事

業者、行政、ボランティアなど様々な主体による自然へ

の関わり方を見直し、新たな仕組みを組み込みながら

地域と自然を将来に残していく道を模索されておりま

す。2017年には、第１回ジャパンアウトドアリーダーズ

アワード大賞を受賞されるなど、草原をはじめとする

様々な分野での活躍をされています。

　それでは、早速でございますが、基調講演のほうをよ

ろしくお願いいたします。

○講師（白川勝信）　こっちはマイク持っていていいん

ですよね。じゃちょっと話させて……、その前に写真を

撮らせてください。何ですかね、向こう側にいる人は多

分、会場の様子が分からないと思うので、ちょっと撮ら

せていただきます。今、配信はもうされているんですか。

ありがとうございます。

　よろしくお願いします。白川です。

　今日、80分くらいお話しさせていただくと思いますん

で、よろしくお願いします。

　こんな感じですね、見えますかね。見えますかねって

いうと、ライブ配信している相手の人から返事がない

んで、分からないんですが、会場にいる人はこんな感

じです。東伊豆町ですね、いろんな人が来ています。

　これは08年の東伊豆のサミットです。全国草原シン

ポジウム08ｉｎ東伊豆ということで、今年の草原サミッ

ト・シンポジウムは１年間延びたんですけれども、本当

は2008年に一度サミットをやる予定だったんですよ

ね。それがあったので、僕としては、ああようやくここの

東伊豆でサミット開催できて、本当にうれしいなと思っ

ています。今回もここに来るのを楽しみにしていまして、

駅前のキンメダイのオブジェをまた見れるかなと思っ

たら、キンメダイのオブジェがなくてですね、それで

実は自分がこうやって回している写真がなかったんで

すよ。だから、今回こそはキンメダイぐるぐるやるぞと

思って、なかったんで、ああと思っていたら、移設されて、

この役場の真向かい側の海の近くにありましたんで、ぐ

るぐる回させてもらいました。ちゃんとヒレも動きました

ので、東伊豆に来たことがない方はぜひお立ち寄りく

ださい。

　役場のすぐ横には朝市があって、前回はこの朝市に

寄らせていただいて、たくさんの海産物が売られていて、

やっぱり海の近くだなというふうに感じました。本当に

懐かしい、懐かしい町で最高でした。

　前回もこうやって細野高原の上に登って、たしかここ

は塩坂さんから教えてもらったフライトをしているとこ

ろですかね、パラグライダーが飛ぶところで、何かこん

なこともできるのかなという、草原っていろんなことが

できるんだなということをそのときに感じました。とにか

く広くて一面ススキで、上から見れば海が見えるという、

すばらしいロケーションだなというふうな記憶があり

ます。

　今日は、僕、一番最初に話させてもらうので、前回い

ろんな写真を撮っていて、どっちかというと食べ物とか、

さっきのキンメダイの写真とか草原の写真とか、花の

写真が多かったんですが、会場で１枚だけ写真を撮っ

ていました。これどなたのスライドか分からないんです

けれども、こういうことが課題の提起というスライドが

あったんですね。山焼きによって、草原という景観を維

持することだけで十分なのかという問いかけと、草原の

造ってくださいと言ったわけじゃないですね。そうやっ

て造っても多分残りません。ここを残すのは、牛を入れ

る。これが残すための策。一つ一つの景色に一つ一つ

のできてきた履歴がある。それをどう読み解いて、それ

をどうつくっていくか、これがフィールドミュージアムの

学芸員の１個の仕事です。

　美人林といって、ブナ林と言えば白神山地のブナ林

も有名ですが、日本の中で有名なブナ林を幾つか上

げていくと、出てくるのがこの新潟県の十日町市にある

美人林のブナ、ここにも博物館があるんですけれども、

その裏山です。このブナ林はブナが細いんですよね。

東北のほうとか、ブナ林って割と広島のほうだととても

珍しい、原生林というイメージなんですけれども、東北

のほうに行くと、森を伐採して何もしないとブナがこう

やって生えてくるそうです。長野県とかも結構こういう若

いブナの林があるんですね。だから、もしこの美人林

のブナ、こんなブナ林を維持しようと思ったら、ある時

期にここを全部伐採すればいいということになるんで

す。そういうふうに人間の働きかけと風景とか自然とい

うのがお互いに行ったり来たりの関係にすると。それ

を一歩ずつ読み解いていかないと、その自然をどう残

すかとか、活用するかという話に行き着かないんです

ね。例えば棚田なんかもそうですね。こういうところに

コンクリートじゃなくて、斜面を造って水路を造ると、生

き物がそこにたくさんくる。

　これは四国中央市、愛媛県の写真ですが、僕はこの

写真がとても好きです。「ウォーリーを探せ！」という絵

本をご存じですか。すごくいろんな絵が描いていて、そ

の中にたくさんの人物が描かれていて、いろんなことを

やっているんですけれども、その中にウォーリーが１人

だけいるという絵本があるんですけれども、この写真を

見ると、何かさっきの例えば棚田だったら田んぼが広

がっているし、干潟だったら水と土が広がっている。こ

の中を探していったら細かいものがたくさんあるんで

すよね。ここは四国中央市の大歩危小歩危とか、祖谷

とか、四国は急な谷が多いんですけれども、山の向こう

のほうを見てみると、隣の集落が山に張りつくように家

が建っているんですね。あそこ人が住んでいるんです。

だから、隣の家に行こうと思ったら、すごく斜面を上り

下りしないといけないし、こちらから見えるあの家まで

も、１回下まで下りて上がっていかないといけない、そ

ういう地域です。こういう傾斜の急なところでは、どうい

う農業をされているかというと、狭い中にいろんな作物

を作っていらっしゃいます。

　これ１軒のお宅でされていると思うんですが、そして

ここで特徴的というか、特産なのがお茶なんですね。

この斜面のところのきれいに植え込まれている、これが

お茶です。

　もう一つ目を引くのが画面真ん中ぐらいに三角の

立っているのがススキですね。すすきの三角の山形の

が見えますかね、これですね、これです。これはコエグ

ロと言うのかな、肥料にするための役割が１つありま

すが、もう一つ大事な役割があって、こういう斜面だと、

何もしないと、土がどんどん剝がれてきちゃうんですね。

だから、こういうススキを置きます。特にお茶畑の下に

もこうやってたくさん続いています。

　先ほど、こうやって人間が関わってつくられたフィー

ルドというのをどうやって守っていくのかなというのが

とても大変なんですが、ものすごく面白いテーマだなと

僕は思っています。どうですか、面白くないですか。草原

もその一つだってなるんですよね。

　お茶畑、静岡県の掛川市というところもとてもお茶が

有名なところで、新幹線からもよく見えるところですが、

ここでも草が使われています。茶畑があって、手前のほ

うに結構、草地がありますよね。ここ、これ見たことあり

ますか。通っていたら見える……、あそうか、ここ静岡

だよね。そうだ、何か静岡、それはそうだ、何を言ってい

るんでしょう。もちろんご存じですよね。あの「茶」という

字の近くは草が植えられていて、そこの草もちゃんと敷

き草に使われているんですよ。そうか、僕、今日、釈迦に

説法みたいな話を今からするかもしれないですね。

　静岡の茶草場農法というのは、世界農業遺産に指

定されています。その中でお茶のパッケージの裏側に

こういう葉っぱがついていて、この葉っぱが３個なら、

認証制度をつくっているんですね。生物多様性貢献制

度というのをつくって、３個だったら貢献度が高いです

よ、２個、１個ということで、そういうお茶の味とか値段

とかという別の価値をお茶につけています。そうするこ

とで、わざわざ草を刈って、そこの草地ができることで

生きる生き物を守っている農業ですよということを知ら

せながら、お茶の生産ができるようにしている、そうい

うところです。

　そうか、静岡でしたね。でも、静岡の茶草場と同じよ

うに、にし阿波の傾斜地農耕、また四国に戻ってきたん

ですが、徳島県でされている傾斜地農耕というのも、こ

れも世界農業遺産に指定されています。こういうところ

ですね、もう斜面です。さっき写真で見ていただいたよ

うな、隣の集落に行くためにものすごく行かないといけ

ないとか、家と家がもう斜面に張りつくようになってい

る。こんな感じですね。これ別にあまり誇張しているわ

けじゃないです。ここに立つと、カメラをどの角度が正

しいのか分からなくなるぐらい傾斜が急なんですけれ

の県立博物館はすばらしい大きな博物館がありますよ

ね。博物館の仕事というのは４つあります。あそうか、伊

豆にもあれがありますね、動物園がありますね。動物園

も博物館の一つですね。

　博物館というのは４つの仕事がありまして、資料を

集めて、資料を保管して、研究して、展示・公開します。

これが博物館の責務で、学芸員の仕事ですね。最近テ

レビでも割と「ブラタモリ」とかですね、学芸員の人が

出て来てしゃべったりとか、あとは何かクジラが打ち上

げられたり、リュウグウノツカイが上がったり、ダイオウ

イカが出てくると、何かよく学芸員の人出てきますよね。

ああいう人に資料をとにかく集めていって保管する、あ

るいは美術館にも学芸員というのがいます。美術品を

集めて保管して、研究して展示・公開する。この４つを

やっているのが博物館の仕事です。美術品を集める美

術館、動物を集める動物園、水族館、あるいははきもの

博物館、鉄道博物館、切っ手の博物館ですね、いろん

な博物館があるわけですが、基本的にはこの４つをや

ります。僕はフィールドミュージアムと言って、フィールド、

つまり外の、どういうんですか、野外を博物館と見立て

ているので、町全体が博物館だという言い方をしてい

るんですね。それどうなるのかというと、野外を建物の

中に集めることはできませんから、地域に関する情報

を集めて、地域を保全して、地域を研究して、地域を展

示・公開している。例えば細野高原という地域、ここに

関するいろんな情報を集めて、そこを保全して、そこを

研究しながら、そこの情報を発信していく、そういうの

が学芸員の仕事になると思います。

　今日はちょっとこの学芸員の視点というのを皆さん

と共有できたら、草原のことについて少しヒントになる

のかな。

　植物を保存するためには、例えば植物園は栽培をし

ますよね。博物館だったら押し花を標本にしたり、ため

るんですが、フィールドミュージアムはどうするかという

と、その草原をどう守るかということを常に考えていま

す。僕も頭を悩ませています。特にその場所をどうやっ

て保全するのかとか、今日のテーマでもありますが、ど

うやって展示・公開、つまりみんなに活用していくのか。

保全したり活用したりというのは、大きなテーマだし、

正解がまだないものですね。

　例えば、ここからは写真をちょっといろいろ見ながら

お話ししたいんですが、この夏、僕は八ヶ岳をちょっと

歩いていたんですけれども、八ヶ岳というフィールド、こ

れを保全しようと思ったら、どうするかな、考えると、もう

ここを例えば保護区にする。それ一つの方法ですよね。

あるいは歩く道筋を１つ決めて、ここからはみ出ないで

くださいね。そうしたら、こういうコマクサとか、チシマ

ギキョウは守られるかもしれない。人間が何も関わら

ないということですね。

　八甲田山も登ってみました。八甲田山って、名前は聞

いていたんですけれども、行ったのはこのときが初めて

でした。こんな雪の中をガイドの人と一緒に歩いたん

ですけれども、これを保全するといっても、人間がどうこ

うするレベルのものじゃない。何もしなくても、この景色

は多分残っていくんだろう、雪の上ですからね。

　こうやってエビの尻尾と呼ばれるような、これをじゃ

博物館に持って帰れるか、これ展示・公開できないで

すね。気温が低いところで風が吹きつけるからこういう

氷の形ができる。だから、人間にはまずつくれないとい

うのは、そういうところは残すといっても、そのままにし

ておくか、温暖化を止めましょうということをするしかな

いんです。片方で、今日のお話のメインは、人間がいな

いとなくなっていくフィールド、こちらのほうが、どういえ

ばいいのかな。関わりを続けるということで、やりやす

い面もあり、やりにくい面もある。本当にさっきの自然の

中というのは、禁止、禁止ってしないといけなくて、いろ

んなことを禁止したり、見守りするのはとても大変なん

ですね。でもむしろ関わり続けるということ、例えば有

明海の干潟ですね。これも自然ですけれども、ここの自

然です。遠くまで遠浅の海があって、潮の満ち引きに

よって、満ちたり引いたりしています。こんな美しいすば

らしい景色があるし、これが潮が引いたらこういう形。

ここで行われている伝統的な漁業、こういうものという

のは、じゃこの景色を、人が入っていけるこの景色をど

う残すかといったら、捕り過ぎないということもそうで

すし、捕るためのルールをつくるという、人間側でこれ

決めていけるんですね。人が関わっているところは、人

間側が関わっていけば何か可能性があるんだろうと。

　段畑って聞いたことありますか、段畑。棚田か。棚田

はよく聞きますよね。段畑っていう景色があって、これ宇

和島の先のほうに行くとこういう景色があるんですけ

れども、傾斜が激しくて、水がたまらなくて、この細い畑

を造っているんですね。これ人がずっと石垣を積んで

造った景色です。こういうものを残していこうといった

ときには、ここの農家さんが儲かれば多分この段畑の

棚田は残っていきますし、こんな関係です。

　阿蘇ですね、これは。阿蘇に行くと、山の斜面に横向

きにずっと筋がついていて、これは誰かがつけたわけ

じゃなくて、牛は草を食べるときは横に横に移動する

ので、横に横に道が勝手につきます。これがつくことで、

段畑じゃないですけれども、ああいう段々ができていく。

この景色すごくいいなと思っても、土木業者さんにこれ

だけが持っている知識があるはずなんですね。

　自然だけだったら、ここは水が勝手に湧いてくるん

です。熊本県阿蘇市の住宅地の中のほうなんですけれ

ども、もうばんばん水が湧いてくる。これは自然の力で

すよね。自然の力で地下水が湧いてくるけれども、その

自然の力を使って人間が働きかけて水田にしていくと。

水が豊かなところで水源を造る、これはいろんなところ

で造られています。

　もっと水があるところ、これは徳島県の河口近くなん

ですが、鳴門市では広いレンコン畑が広がっています。

これは南海地震という地震が起きたときに、低湿地に

なったところを、今はレンコン畑に使っている。自然に

できたものを人間がレンコン畑にして、レンコンを作っ

て。そこには地下水がしっかりありますから、これをくみ

上げて、この機械ですね、右下のほうにあるこの機械。

これは水がぷしゅーといつも出ています。これでレンコ

ンを洗っています。ちょっとなめてみたら、鉄さびと

しょっぱい塩の味がします。

　こうして人間がレンコン畑を作っていくと、水路がで

きます。その水路に、これはわらを束ねて浮かべている

んですね。スサという、建築の方はご存じですかね。僕、

なじみがなかったんです。壁を塗ったり、左官さんが使

うときに混ぜるわらというのは、そのまま混ぜているん

じゃなくて、１回こうやって漬けておいて、乾かして、そ

れを使うそうです。徳島県は、こうやってクリークをたく

さん、低湿地でレンコン作って、クリークを造って、その

クリークをまた使っている、人間が使っているわけです

ね。それで水路をもう完全に乾かしていくんじゃなくて、

もう湿地と一緒に生きていく道を選んだことで、その水

路にはこうやってオニバスが残っていると。オニバス

は、別に植えたわけじゃないんですね。人が湿地を全

部変えるんじゃなくて、湿地の環境を生かして水路とレ

ンコン畑で、そういう生活をしたから、たまたまオニバ

スが残っていた、こういう状況です。

　だから、自然への働きかけを機械的にどんどん変え

ていくとか、大きな開発じゃなくて、そこの自然に合った

生かし方をする、使い方、生き方をすることで、今度、自

然のほうもそれに反応する生態系ができていく。

　今日ずっとこんな話ばっかりしていますけれども、

いっぱいあるんですね、日本の中に。

　これは福島県の三島町というところで、連れてきても

らったのはマタギの集落です。マタギに会ったことあ

りますか。ある人いますか、東だからいるのかな。僕、全

然マタギ、マタギとか本の中の人だろうと思っていたら、

マタギの人がちゃんといたんです。日本の伝統工芸品

に指定されている、こういう編み籠、奥会津編み組細工

という技術をこの人は伝承されていて、それを作ってい

ます。材料は山で取ってきたもので、後ろのほうにはこ

ういうブドウのつるとか、クルミの皮とか、それをいつの

時期に取ったらいいかとか、どんなサイズなら取って

いいけれども、このサイズは残しておいたらまた来年

取れるとか、そういうのを全部知識として持ちながら細

工物を作っています。

　その後ろには、こういう型枠ですね、かごを作るため

の型枠と、こういうものを持っています。カラムシとかキ

ロロとか、ああいうものも使っていらっしゃいました。そ

ういう使い方をすることで、山の中にはちゃんと野ブド

ウも残るし、いろいろな植物が残る。冬には、マタギな

ので熊を撃つらしいんですね。環境がちゃんと残って

生き物が残る。生き物が残るから、それに合った暮らし

というふうに、環境と人が行ったり来たりしながら暮ら

している。だんだん……、もういいですかね、多分。

　あと、これは兵庫県の淡路市です。小山に畑とか作

物を作っているんですけれども、棚田とか段畑とよく似

ていますが、一番上のここ、ここ分かりますか、山の一

番上。これ何だかご存じですか。これは近づくとこんな

感じです。何かあるかというと、特にない、広いんです

けれども、これはお墓なんです。淡路島、淡路の人たち

はお墓を２つ持っていて、埋め墓と詣り墓と言うそうで

す。埋め墓は埋めるところ、詣り墓はお参りするところ。

だから、亡くなったらここに体を運んで、ここに埋める

と。それは同じ場所に地域のいろんな人が埋まるんで

すね。じゃここがお墓なのかというとそうじゃなくて、家

の裏に墓を別で持っておいて、お参りするのはそっち

でお参りする。そういう独特なやり方をしているんです

が、ここを管理されているので、もちろん今はないです

よ、今は火葬になっていますけれども。でも、僕が行っ

たときには、まだ地域にそういうのを知っている人がい

るよという時代でした。ここをやっぱり草刈りするんで

すね。そうすると、そこに淡路島の希少種が残っている。

　利用の仕方が、今回分科会でもカヤの利用とか、細

野高原、観光とか、いろいろ草の利用というのはあるん

ですけれども、別の目的で利用することで、そこが草原

の生き物の生き場所になるということはあります。高知

県のお墓とかも、時々お墓で生けたものを燃やすから

ボヤが起きて山火事になって、草原の生き物が残ると

いうこともあるそうです。

　これは白老村、コタン、アイヌの人たちの家です。

こっちから見ると、全部入り口が見えています。反対か

ら見ると裏口です。ちゃんと川に沿って入り口があるそ

うですね。こうやって草を使って壁まで、屋根だけじゃ

ないですね、壁まで造ることで、断熱材に使っていると。

ども、電柱の立っている方向とか、杭とかを見ていただ

くと、斜めになっているわけじゃないことが分かると思

います。こんな斜面のすごいところで農業をしているん

ですが、やっぱり見えるのがこの真ん中、コエグロで、

近づいてみるとこんな感じです。こんな畑、僕、見たこと

なかったんです。これ畑なんです。見ていただくと、石が

いっぱいありますよね。ここの農業ってすさまじくて、草

がないとできない農業をされています。

　どういうふうに草を使うかというと、草をこうやって

刻むんですね、機械で。後ろにあるこれらの道具を使っ

て、すき込んでいくんです。すき込むときの音は、ジャ

リッジャリッといって、石を砕くような音がするんですね。

大体、草の堆肥を使うときは、１回、草を置いておいて、

それが発酵して、肥料になって分解されたところで畑

に入れるのが普通ですよね。でも、ここでは、この道具、

これも地元で作られた道具ですが、こういう道具を

使ってすき込んでいく。この刃がいっぱいあるのは男

性が使っていて、３本しかないのは奥さんが使ってい

るという話をされていました。

　こんな感じで、土壌が非常に、地力が弱いところで

農業をされています。これ世界遺産になったんですけ

れども、ここでできるものというのは、ジャガイモとかヒ

エとかアワとか、タマネギも植えていますよね。そういう

もので、じゃどう戦ったらいいんだろうということなん

ですね。世界農業遺産に認定されたはいいけれども、

ここに何かの付加価値をつけるとしたら、なかなか難

しいな、そういう話をされていました。それでも、僕は何

かこの景色を見て、すごい景色だなと思います。これ全

部、本当に機械が入らないし、人の手で一つ一つすじ

を耕して作っていって、それがこのコエグロと、それか

ら周りの景色の中にあるというのは、僕は何かの価値

がここにあるんじゃないかなというふうに感じるんで

すね。だけれども、ここにこうしたら残りますよという答

えはなかなか出ない。そう思いながら帰ってきました。

　こういうフィールドのものを残したり、考えたりすると

きに、僕はなんとなくの指針を５つ持っています。これ

は別に館の決まりとか、言われたものじゃなくて、僕自

身が思っていることなんですけれども、何か働きかけて、

そこを残していきたいとか、保全しましょう、活用しま

しょうとかいうときに、１個目が後戻りができるか。これ

やりましょうってやり始めたけれども、途中でやっぱり

やめましょうというところができていないと、１回やり始

めて失敗したのにずっと進めていくというのは、地域も

一緒にやっている人も苦しくなるし、悪い方向にいっ

ちゃう。

　２つ目が暮らしに寄り添っているか。傾斜地農耕を

守るため、世界遺産なんだから、あなたやらなきゃ駄

目ですよというような形では、多分、続いていかないの

で、そういう形で残しても意味がないだろうな。

　３つ目が土地の歴史を大事にしている。傾斜地農耕

をやっていたところを今までのそこの人の暮らしとか、

その人たちが作ってきたものをやっぱり大事にしてい

きたいなというところに。

　４つ目に、野生の生き物にも優しいか。あそこを改良

していって、何らかの別のものが入ってくるとか、何か

が失われるということがないように。

　最後に、これはもう本当に何となくなんですが、美し

いかというところがあって、そこを見たときに美しいか

なと感じるかどうかというのがとても大事なんだろうと。

　これはいろんなところに行っていろんなフィールドを

見るときに、ずっとぼんやり思っていることなんですが、

細野高原に来たときも、やっぱりそこの地域の歴史っ

てどうなんだろうというのが興味がありますし、野生の

生き物がどういうふうかなとか、きれいなところだな。で

も、その表面的なというのは何が美しいんだろうなとい

うのをいつも考える。

　こういう指針なんですが、じゃあこういうもので残し

たいものは何なんだろうなというときに、今日の一つの

言葉です。もう今日は、僕は80分ぐらいかけてこの言

葉１個だけを皆さんと共有したいと思っています。言葉

としては、共創資産というものです、共創資産。多分、検

索してもあまり出てこないと思うんです。これ僕らで話

して生まれてきた言葉です。どんなものかというと、３つ

書いています。今まで僕が話してきたのは、自然と人と

の関わりという話をしましたよね。自然と社会の関わり

によって生まれて、地域に蓄積されてきた知識とか意識

とか技術です。これを共創資産と言います。細野高原で

は、あの広い草原ですけれども、地域にとってみれば、

限られた面積をどう上手に使っていくかということが

ずっと長い間かけて、知恵と、それが大事なものだとい

う意識が育ってきて、そこに火を入れるという技術とい

うのができてきたんだと思います。この知識とか意識と

か技術、これが共創資産です。

　限られた地域の自然資源を保全しながら持続的に

活用していくための共創資産が、多分、今はまだ日本

各地に残っていると思うんですね。これは自然と社会、

どっちかが失われると、共創資産も失われてしまいます。

地域の人がいなくなれば、山焼きのやり方も分からな

いし、この風ならどこから火を入れればいいかも分か

らないし、どのタイミングで入れればというのも、これ

は細野高原だけじゃなくて、僕の住んでいる芸北でも

そうですし、多分、阿蘇の原野とか蒜山でも、地域の人

か生えないので、ちょうど中海の環境が合っていて、中

海で今見られるという、何か珍しいものだそうです。そ

れをばんばん取るんですね。僕も取らせてもらいました。

長い柄のついた、何かこういうすくう道具を使って取っ

ていました。それを岸に運んで上げています。これ誰が

やっているかというと、漁師さんがやっているんですね。

　中海というのは、干拓事業で１回、干拓の事業が始

まって、それをやーめたってやめたところです。干拓の

事業のときに浚渫をしたりとか、堤防を造ったりで水の

流れが全然変わってしまいました。そのために何もし

ないでおくと、このオゴノリがたまってしまって、中でヘ

ドロになるんですね。これがヘドロになってしまうと、海

底に卵を産む魚が卵を産めなくなる。だから、漁師さん

にとっては、これを取らないといけないんですね。海の

掃除をしているわけです。

　これだけだと、何かこう、漁師さんが海の掃除をして

いるのねなんですが、この取り上げられたオゴノリは

集められて、トラックに乗せて運ばれて乾燥されます。

こうやって乾かして、こんな感じで肥料になるんですね。

塩分濃度が高いところの海藻だと、上げるとどんどん

塩が畑に入ってくるんですけれども、汽水域なので塩

分濃度が適度に低いし、これをどのくらいまいたら野

菜が育つかというのをこの地域の農業指導員の方が

すごく研究されていて、畑ごとに見ていきながら、この畑

だったら、こういう感じでまいてくださいというのを一

緒に指導している。これってすごいなと思って、海の草、

オゴノリを取ることで海もよくなるし、今度それが畑に

入っていい野菜を作る。だから、無駄がないですよね。

　草原シンポジウムでした。そろそろ草原の話を始め

ようかなと思います。

　今回のテーマは、未来へつなごう！壮大な海すすき

の草原ということで、海と草原、こんなに近くにあるとこ

ろでは、何か草原のものも使うことでできてきた草原な

ら、今の時代に合った使い方を探していけばつながる

んじゃないかというのが多分今、大分全国で考えられ

ている流れだと思います。それが使って草原がなくなる

んじゃなくて、持続的に使う方法をどうするかというの

が多分議論ですよね。

　今日はタイトル、草原を取り巻く里が教えてくれる、

持続可能な社会の未来像ということで話させてもらい

ます。

　草原を持つ自治体が全国にどれだけあるかという

のをちょっと調べてみました。全国には1,902ぐらいの

自治体があるんですけれども、草原を持っている自治

体は多分220より多い。この以上と書いているのは、ま

だ知らない草原があるので、こう書かせてもらったん

ですが、地図の上にもこんな感じです。どうなんですか

ね。10％というのは、僕は結構少ないのかなと思って

います。何かカヤぶき職人さんが300人、200人くらい、

おなじぐらいの数なんですね。でも、全部が全部カヤ

の草原じゃないので、これは全国草原再生ネットワー

クが持っている資料を基に作った地図なので、まだこ

こから落ちている草原もあるでしょうし、ちょっと性質の

違う、例えば牧草地みたいなものも入っているので、

はっきりした数はちょっと出てこないんですが、そう遠

くない数かなというふうに思います。全国にありますよ

ね。全国にあります。

　この草原の数だけ多分、共創資産というものが残っ

ていて、今日の一つの結論的なところなんですが、今

回の件はどうやって伝えていくかという話の中で、草原

を伝えていくために必要なもの、もう大分見えてきたと

思うんですけれども、１つ目は適切な方法、２つ目は適

切な方法を実行する力、力というのはお金かもしれな

いし、人力かも、ヒト・モノ・カネとよく言われますが、そ

ういうものですね。その実行する力を今度は継続する

ための仕組み、ある１年間だけ山焼きができたね、あ

あよかった、よかったじゃなくて、翌年も翌年も、もっと

言えば10年後も、ここに僕らがいなくなる100年後ぐ

らいもできれば続いてほしいなと思えば、継続する仕

組みを何か考えないといけない。

　それから、方法とか力とか仕組みを可能にする法令

ですね。これはもう行政の仕事です。北広島町では、過

去に野焼き条例というのがありまして、その中で山焼き

ができない書き方になっていたんですね。なので、書き

換えました。草原サミットがあったのを機に条例を見

直して、ちゃんと条例の中で焼けるようにというふうに

見直しました。こういう本当細かいところではあるんで

すが、社会の中で残していくためにはこういうものもと

ても大事です。

　最後の１つが上の全てを共有して伝えるための普

及、あるいは教育というものです。今日この後、具体的

に少しこの部分もお話ししようと思います。

　ちょっと先に条例の話なんですが、北広島町は条例

をつくっています。生物多様性の保全に関する条例と

いうのをつくっていて、それについてはこのパンフレッ

トの中に載っています。一番最初にお話ししたような自

然の保護というと、入らないでくださいとか取らないで

ください、そういうことももちろん規定はできるんですが、

もう一つは、里山のようなところを守る活動を町が応援

しますよということもこの条例の中に書かれています。

そういう形で、役場の職員、僕、役場の職員です。町民

さんとかから役場はなかなか動いてくれんという見方

ちゃんとこういうふうな機能があるからこういうふうに

使っていく中で、でも、片方でそれが自然に働きかけに

なるということです。

　もう１個だけ、ちょっと話をしましょう。

　これは新温泉町、前に草原サミットをやっていた上

山高原ですが、集落が使える草原の自然は限られてい

ます。その中で一家族ごと毎日順番に刈るんですよね、

草を刈る時期は。その順番というのは毎年替わるそう

です。前日まで知らされなくて、次、あんたの番よって言

われたら、急いで準備して、家族総出で下の集落から

この山に上がってくる。１日山で草刈りをして、集落み

んなが公平に草を刈る。これ全部ススキです。そして、

ここの草原が守られてきたそうです。

　そういうふうに共創資産の特性というのは、ちょっと

まとめると、多分、設計図があったわけじゃないんです

ね。いろんなやり方で、けんかが起きたりとか、何か使

い過ぎたりとか失敗したりとかということを繰り返しな

がら、地域の中でそういうルールが多分、決められてき

た。さっきも書いていたんですが、自然と人、どっちが

欠けてもこれは維持できないもので、自然があるから

人が暮らせて、人の活動があるから、その自然が残っ

ているという、その「共に」という文字です。

　それから、生み出されるためには、多分すごく時間が

かかります。１回なくなったらできないですよね。それで、

時間による検証、時間をかけて、いいものだけが多分

今残っているので、今残っている共創資産というのは

信頼性が高いんだろうなと思います。

　ちょっと一息つきますか。大丈夫ですか。

　これ何かずっと１人でしゃべっていると、不安になっ

てくるんですけれども、大丈夫ですかね。

　じゃ、続けますよ、ありがとうございます。何か、うんう

んとかうなずいていただいたりするととてもありがたい

です。何かこう聞いている人の顔も見えないので、なか

なか難しいですね。

　これは与論島です。

　じゃあ共創資産というのは過去のものなのかなとい

う話をしていたんですが、これは与論島の与論民俗村

と言って、昔の暮らしを展示しているところです。この辺

は台風がとてもたくさん来るところなので、家は小さい

部屋の雰囲気ですね。今だと大きな部屋に居間とか食

堂とか、子供部屋とか造りますけれども、何か人が増え

たら小さな建物を１個造るみたいな説明をたしか読ん

だような記憶があります。

　これは就職して間もなく、僕は自転車で旅をしたん

ですけれども、そのときに見て、多分、自分はこういうこ

とに興味があるんだなと気づいたのがこのときだった

のかなと、今思い返すと思います。道路に街路樹として

ヤシが植えられていたんですけれども、ヤシに全部袋

がかかっているんですよ。これは多分、ヤシの実を取っ

て何かにするんだろうと思うんです、これ調べていない

んですけれども。ギンナンが、イチョウ並木ってギンナ

ンが落ちたらみんなが拾いに行きますよね。あれの先

手を打って、ヤシはこういうふうに実がつくんで、もう先

に取っている。多分これがずっと未来になると、こうい

うのが共創資産の生まれるときなのかなというふうに、

今思うと思います。こんな感じですね。ちゃんと実が集

まっているし、後から掃除しなくて済む。ヤシは植えた

ものなので、自然物ではないんですが、こんな感じで

いろんな知恵が時代時代で出てくるんだなと思います。

　今、高知県の大月町では、備長炭が生産されていま

す。もともと四国の南のほうから和歌山にかけて生育

するウバメガシというカシの木を使うのが備長炭で、

その場所じゃないとできないんですけれども、ここの大

月町では、こういうやり方では炭は焼いていなかった

そうです。それを生産者をつくろう、高知県の県の事業

で、高知の中で雇用を増やそうという事業があったん

ですね。その一つで備長炭の作り方を、親方を呼んで

きて、窯の作り方から教えてもらうというやり方を始め

ました。こうして窯をついて、生産者を１人ずつ増やし

ていって、生産をしている。これが窯の外ですね。もの

すごく大きいものです。２週間で木を詰めて、２週間で

焼き上げるという、とても時間のかかるものが備長炭な

んですが、大がかりです。芸北の山の中でやっているよ

うな小さい窯とは全然違いますね。

　こういうところも共創資産が今生まれるところなんだ

ろうなと。なぜかというと、今は、町内にある森全部の

木の量を量ることができますから、計画的にもう窯は

30基までというふうに決めているそうです。それ以上

窯を作っても、木を取り過ぎてしまうから、持続的な生

産ができない。なので、先にもう量を量ってですね。昔

はそういうことできなかったんですけれども、今はそん

な生産とか利用ができる時代になったということかな

と思います。

　事例としては、これ最後になるのかな。いいなと思っ

た事例です。

　これは中海ですね、松江市の。真ん中のほう、何台

か船が出ていて何かやっているんですけれども、こう

やって山盛り、海からすくっています、中海。これはオゴ

ノリという海藻を取っているんですね。オゴノリ、聞いた

ことありますか。多分ないと思うんですよ。オゴノリって、

汽水域にしか生えないそうです。海水と淡水が混ざる

のが汽水域ですよね。しかも、ある一定の塩分濃度し

の予算を聞いて800万円、びっくりした記憶がありまし

た。すごいお金が山に吸い込まれているなというふう

に感じたところです。でも、これは全国で起きていること

ですし、草原に限らず、先ほど見ていただいた里山とか、

いろいろな自然に僕らの税金が吸い取られているわ

けですね。そういう社会資本の喪失がいろんな草原で

起きている。これをどうにか変えていきたいなと考える

わけです。

　今までの草原サミットでも、草原を守るための労働

力をどうしようかとか、資金をどうやって集めようかとい

う話も過去にはありました。僕が初めて草原サミットに

参加したのは、たしか2007年の蒜山の大会のとき

だったんですが、岡山県の蒜山では、その当時、どう

やったらそういう資金が集まるかなという会話をした

覚えがあります。

　ただ、少し変わってきたのは、こういうふうなどう

やって労働力や資金を集めるかという話から、今は放

置された草原をもっと利用しようという議論に変わっ

てきましたよね。今回のメインテーマもそうですし、各会

場での分科会のテーマもそうなんですが、利用という

のがキーワードにもう既になっています。その利用が１

つの利用方法じゃなくて、前半で見ていただいたよう

な生態系との関係でもものすごくたくさんあるんですね。

よそでやっている利用をそのままぽんと持ってくるん

じゃなくて、まずはそこでの利用を考えていくのが大事

なんだろうと考えています。

　芸北では、こんなことを始めています。今までもボラ

ンティアで草刈り、ここにはカヤ刈りと書いていますが、

もともとは草刈りをしていたんです。草原を守るために

火入れ、山焼きができない草原をみんなで草刈りをし

ていたんですね。やぶになっていると刈り払っていたん

ですが、ここ数年は秋にはカヤを刈るようになりました。

そのときには子供たち、ついてきた子たちがこんな感

じで、もうすごく楽しそうに遊んでいます。最近の子はイ

ンスタグラムもやっているので、こういう映え写真を

撮ったりして遊んでいます。このときは子供が撮ったん

じゃないですね、カメラマンが撮ってくれました。

　こうして集めたカヤがどこに行くかというと、すぐに

屋根に行くんじゃなくて、市場に集めるようにしました。

これ名前、茅金市場と言います。カヤがお金になるので、

茅金市場。単純な名前ですね。こういう市場をつくって、

そこに出荷している。これはボランティアの人だけじゃ

なくて、地域の住民の方ならどなたでも、地域住民と

いっても、もう持って来ていただける方からどなたでも、

この日のこの決まった時間に持ってきてくださいという

ことで、１年に１回だけ市場を開けています。この日に

地域の人がみんなでカヤを運んで持ってくるわけです。

　この建物は、もともと小学校の体育館でした。学校の

統廃合によって、ここは閉校になったので、そこの中に

鋼管を組んでカヤを置けるような場所を作りました。こ

れを持っていくとお金がもらえます。だから、地域の人

は持ってきてくれるんですね。

　もらえるお金は日本円じゃないんです。せどやま券と

いう地域通貨なんですね。この地域通貨、名前はせど

やま券です。単位は石、１石が１円なので、この見えて

いる券は千石、1,000円として地域の中で使われます。

有効期限もあります。６か月以内に使わないといけな

い。６か月の間ずっと持ったままだと、これ紙切れに

なっちゃうんですね。だから、みんな使います。しかも、

地域の中で使いますから、地域の商店にお金が入る

わけですね。こんな感じです、使用例ですね。こんな感

じです。地域のみんなで集めたせどやま券でちょっと１

杯やりましょうかというところですね。最初はガソリンと

か農機具とか、農機具屋さんとかいろいろなところで

使えます。アイスクリームを食べたり、温泉にも入ったり

できます。

　集まったカヤは、屋根の修復に使われます。北広島

町内、数は少ないですが、かやぶき屋根の民家と、あと

展示しているカヤぶき建物があるので、そこに使われ

ますね。地元のカヤを使って、地元の屋根が張れる。

　これ広島県には、国の文化財になっている建物もあ

るんですけれども、町外にこうしてカヤが運ばれて使わ

れることもあります。

　ちょっとまとめてみますね。

　草原、ススキの草原からカヤが集められて、そこに

地域通貨を支払うと、地域の中をお金が循環していく。

そして、集まったカヤはかやぶき屋根の現場に出荷さ

れて、そこから収入が入ってきます。その収入の中から

地域通貨の交換としてお金が支払われます。収入のほ

うが買入れのカヤより多い……、仕入れの値段よりも

販売の値段のほうが高くしてあるので、これは茅金市

場のボランティア事業ではなくて、ちゃんと収益を上げ

ている活動になります。具体的には、３束持ってきてく

れたら1,000円、20センチだったかな。規格はこのパ

ンフレットの中の１ページ目に書いています。３ページ

目ですね。藝州茅の規格ということで、こんなカヤを

持ってきてください、こんなカヤを持ってきてくれたら、

今の値段は３束でせどやま券１枚ですね。販売のほう

は基本価格が１束850円です。高いですか……、そん

な感じで流通しています。

　こういう仕組みが回ることで何が起きるかというと、

草原ですね。先ほどから話になっている野生生物、草

もあるかもしれないですが、動く根拠がないと、僕らは

動いちゃうと、税金使ってお仕事しているので、皆さん

のお金を適当に使うわけにはいかないので、なので、

まずは条例をつくってみて、こういうことをしていきます

よというのを考えました。

　そういうものとか、あとはこの画面の真ん中にあるの

が町の全部の生物のデータを調べました。静岡県は博

物館があるんですが、広島県は博物館はないんです

ね。静岡県の博物館に行くと、どこにどの植物があるか

というのが全部データとして調べられています。もちろ

んここの東伊豆町も残っているので、それをもう１回、

町レベルの資料として１回起こしてみることはとても大

事なことかなと思います。北広島町はなかったので、実

際に何年もかけて調査をしました。

　それでもう一つがレッドデータブックです。これは、

レッドデータブックというのは環境省も取りまとめてい

ますし、県も取りまとめていますが、町は町として取りま

とめました。この理由はなぜかというと、国とか県では

一般的な種類であっても、町の中では希少な種という

のはあるんですね。ほかのところではたくさんあるけれ

ども、うちの町にはほとんどいないよ。あるいは逆によ

そには希少かもしれないけれども、うちにはたくさんい

るよ。そういうものをちゃんと見るためには、町レベル

でこういう資料とか、あるいは条例というのをきちんと

整備していくことが大事だろうなと思っています。そう

いうことで作りました。

　じゃその北広島町、どんなところかというと、西日本

ですね。面積は646平方キロメートル、標高が200か

ら1,223メートルなんで、海がありません。人口は１万

7,937人です。東伊豆町と比べてみますと、面積が東

伊豆町77.8平方キロメートル、これはホームページ

で見させてもらいました。標高は、海があるゼロメート

ルから、万三郎岳が一番高いんですか、これ合ってい

ますか、地図で見たんですけれども。1,400メートルあ

るんですね。何かこれを見て、おおってやっぱりちょっ

と興奮しました。噴火と造山運動でぐいっとこんなに海

から近いところで高い山もあるんだな。あと、人口は１

万1,701人です。北広島町はもともと４つの町が合併

してできたんですが、今日お話しする事例は芸北地域

という一部地域のお話です。この高原の自然館がある

のも芸北地域です。

　芸北地域の面積は253.6平方キロメートル、それで

もやっぱりちょっと広いですね。標高は420メートルか

ら、一番高い山があるところです。人口は2,011人、も

のすごく少ないですね。東伊豆町よりも面積としては３

倍ちょっと、3.5倍ぐらいあるのに、人口は５分の１以

下。もう本当に過疎のところです。

　その中で、まずは町同士の植生、植物の様子を見て

みると、北広島、これ実際の大きさの比率を同じにして

います。イメージが湧くかなと思います。でかい町です。

こんなに大きいのに市じゃなくて町ですね。全国平均

と比べてみると、特徴的なのは、まずどちらも森林が多

いですね。自然林は北広島町が多いです。東伊豆町は

どちらかというと植林の比率が北広島町よりも多くなっ

ている。二次草原、これはいろいろなものが混ざってい

るんであれですが、これはどちらの町も全国平均よりも

少し多くなっていて、農耕地が全国平均より少ない。市

街地、このグレーのところが市街地ですが、市街地は

東伊豆町は全国平均に近いような形ですけれども、北

広島町は市街地はあまりないという違いがあります。

海もないんですね。山の中の町です。

　そこで行われている芸北茅プロジェクトというのを

紹介します。これは多分、ちょっといろいろ参考になる

のかなと思って、このプロジェクトがあったので、今日

しゃべりなさいと言われたのかなと思っています。

　芸北にはこういう山があります。ここは山焼きをして

いるところですね。ずっと昔から放牧とか、草を取った

り採草が行われていた山で、雲月山と言います。この山

はササユリというこのユリが咲いて、これは町の花にも

なっています。隣町の花にもなっています。そのぐらいこ

の地域ではササユリが愛されていて、身近な花なんで

すね。

　こういう草原は何であったかというと、ここの草原が

利用されていた時代があって、例えば堆肥とか山菜と

か、飼料、敷き草、屋根材、それからここで遊んだり、薬

草を取ったりという、いろんな恵みを山から受け取っ

ている。だから、毎年地元の人はこの山を焼いていた

わけなんですね。

　ところが、今、山が放置されています。この雲月山も

半分以上が放置されています、一部で山焼きを始めた

んですけれどもね。放置されるとどういうことが起きてく

るかというと、これは一般的な話ですが、まず、生態系

サービスが低下していく。草原から得られていたもの

が得られなくなるし、景観も悪くなるし、絶滅危惧種の

増加、増加という意味は、今までは普通にいたものが

絶滅危惧種になっていくという意味です。

　そこで何とかしないといけないということで、例えば

ボランティアという形で労働力を集めてみて、みんなで

山を何とかしましょうということをしてみたり、あるいは、

そこに行政などから資金を投入して、補助金によってこ

れを解決しようということが各地で行われています。た

しか前回、こちらの東伊豆に来たときに、年間の山焼き

あと、カヤプロ銀行というのもやっていて、３年生の授

業ではバザー活動をするんですが、最初に商品の仕

入れとかにお金が要るので、貸付けをやっているそう

です。それから、豪雨災害の被災地に寄附をしたり、こ

れを子供たちは自分たちが草原の資源を使って稼い

だお金でやっているということですね。

　こんなふうに共創資産というのは、多分、全国各地

でつくられていますし、それをまねしていくことが大事

なんだろうなと思うんです。小さいことですけれども、例

えば阿蘇で使っている火ぼてというのも、これをボラン

ティアの人たちが自分たちで作って、自分たちが使える

ようにならないと、阿蘇の火入れには参加できないん

ですね。野焼き講習がたしか２日間あるんでしたよね。

○会場より　（「今１日」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　今１日ですか。ちゃんと講座を受

けて作って参加していくことで、共創資産が受け継がれ

ている。

　あるいは、上ノ原のほうに行ったときには、茅刈り講

習会というのに参加させてもらいました。大学生とかい

ろんな人が参加していたんですけれども、そこで今度

は御殿場のほうから……

○会場より　（「ここからがこういう感じで、大体うち

のほうじゃ足でやっちゃうもんで。これで１束ですね、う

ちのほうでは。この一番下の目盛りが一番小さい束の

位置で、これで１束。ちょうど……」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　この人、なかなかほどけなくて、

結んでくれなかったんですけれども。こういう形で受け

継がれていたり、地域から地域に共創資産が技術移転

されていますよね。

　あるいは、これはカヤぶき技術の伝習施設、大内宿

というところ、福島県ですね。そこでは、廃校になった

学校の中にこういう屋根ふきの、屋根を小さいのを

作って、こうやってカヤをふく方法を体験したりしてい

ます。地域にはカヤぶき職人がたくさん生まれているそ

うです。こういう景色が残っているところで、観光客が

たくさん来るところですね。それを支えるための倉庫も

きちんと造っていて、下を空気が通るようになっていた

りとか、カヤのサイズに合った高さにしていたりとか、

いろいろな工夫が見られました。

　これは和歌山県の大学生がやっている、生石高原の

人たちがクラウドファンディングで350万集めています。

これでカヤを刈ったりする資金にしたいという活動を

しています、大学のサークル。

　そろそろちょっと事例としては最後になるんですが、

これは諫早市の岩谷口の草原です。この草原、ちょっと

写真があれで見にくいんですが、この煙が出ていると

ころからずっと全部斜面が草原です。ここもすごいです

ね。ここの火入れはすごく珍しくて、ちょっと写真で見て

いただくと、集落の人たちが作っているのは火をつけ

るための道具です。竹の筒に１つの節だけ穴を開けて、

中に油を入れています。そこにわらを刺しているんです

ね。そのわらを刺して、これを軽トラに乗せて持ってい

くと。こんな感じで火をつけています。何か油をぴゅ

ぴゅっと出しながら火をつけています。これが火入れ

の風景ですね。

　でも、ここで注目すべきなのは、この火のつけ方も面

白いなと思ったんですが、こっちの動噴です。軽トラに

乗せられた動力噴霧器。火入れのときには、この動噴

がついていって、ずるずるっと引っ張って、この水槽か

ら水をまくと。つけて、ちょっとでも広がりそうだったら、

すぐ消していくんですね。これが非常に効率的で、ここ

の集落は十六、七人で火入れをしていました。たった

十六、七人であの広さができるのは、こうやって軽トラ

が道路のほう、これは斜面の下部の道路ですが、そっ

ちの道路はもちろん、斜面の上にもこういう軽トラが入

れるところがついていて、山と、ここまで木が出ている

んですよね。炎が上がったら燃えそうになるわけです

けれども、もうすぐばあっとかけて消せる体制にあると。

だから、少人数で山焼きができるわけですね。

　ここには多分、ヒントが詰まっていて、誰でも焼ける

ようにならないのかなといつも僕は考えているわけで

すけれども、秋に防火帯、焼いていない草原は防火帯

焼きを始めてみるかな、これはうちのほうのことです。う

ちのほうは防火帯は焼かずに、当日、草刈りをするだ

けなんですが、これ防火帯焼きも、安全にするために

は大事なことかなとか。あるいは防火帯に車両が入れ

るようにしてみるというのが今のことです。

　もう１個、これは何か昨日、夜に思いついたんです

が、車両が入れる道路は難しいけれども、水が回せる

パイプを通しておいて、山水を引くのに黒いパイプとか、

農業用に売っていますよね。あれを回しておいて、何か

所かに蛇口じゃないですけれども、出るところをつけて

おいて、山焼きの日だけポンプでばあっと水が回るよ

うな仕組みにしておけば、ここはちょっと、細野高原は

広いですけれども、うちのほうにある山ぐらいだったら、

全部回すのにそんなに広くないなとか思ってみたりし

ました。とにかく山焼きをどうするかというのはとても大

事なことだろうなと思っています。

　事例について最後だったんですが、東お多福山の

保全ですごく僕が影響を受けたというかびっくりしたと

ころです。ここは都市の中にある草原なんですけれども、

みんなこれしゃがんで、鎌とかはさみでちょきちょきサ

サを刈っているんですね。この光景を見たときに、僕は

すごいなと思いました。でも、ちゃんと人間の力で刈り

切れました。作業が終わったらこんなきれいになって

いたんですけれども、その一角で何かやっている人が

いたんです。この人が何かしゃがみ込んで、ススキを

ずっと集めていたんですね。このカヤを、たったこの日

はこのぐらいでしたけれども、みんなで持って帰りまし

た、カヤぶきにするんだと言っていました。何年前だっ

たかな、随分前だったと思います。サガラさんという人

なんですけれども。それで、なるほど小っちゃくても、地

域でこうやって使い始めることがまず大事なんだなと

思って、たった数束であるんですが、その数束はきちん

と集めればちゃんと屋根の上で何年も役割を果たす。

そのときに、今のサガラさんの風景もそうなんですが、

もう１個気になったのが……

（保全活動中の太鼓の音）

これだけなんですけれども、何か愉快だなと思って、こ

ういうのっていいなと思いました。でも、これを言葉に

するには、何かうまく言えないし、何かのためということ

でやったわけでもないんだけれども、多分、人間ってこ

ういう浮かび出てくるものがあるし、そういうところが草

原の中に出てきたというのがすごくいいなと思ったとこ

ろです。

　そういう草原がいろんなところにあって、景色だけ見

ても、とてもきれいですよね、曽爾高原、奈良です。今か

ら分科会がある真庭の蒜山、遠くに大山を臨んでいる

広い広い草原ですね。それから、もちろん阿蘇、とても

広くて、阿蘇の中にもいろんな草原があるし、東伊豆町、

懐かしい草原で、僕は明日行くのをとても楽しみにして

います。オンライン参加ですよね。ここには大事な湿地

もある。

　こういう草原が全国にあって、そんな話ができて、ま

たどこかで太鼓の音が聞けるのかなとちょっと楽しみ

にしてるところです。

　まとめます。

　あまり大したまとめじゃないんですけれども、草原で

は地域の自然と人が互いに関わりながら、共創資産が

生み出されてきました。これが今日の話の主なところで

す。これは草原だけじゃなくて、いろんな生態系といろ

んなその地域とが関わりながら、その地域に独特の知

恵や技術がある。

　２番目に、その時代ごとに知識や技術を集めながら

積み重ねていくものが共創資産で、その知識や技術を

交換するのが多分、今日なのだろうなと思っています。

各地で話がありましたし、今日は皆さんに芸北の茅プ

ロをはじめいろんなことを聞いていただきました。

　その最後に見てきたような、人間だからこそ生み出

せる美しさというのが一つ草原を体現してくれている

のかなと思って、大事にして生かしていきたいですよね。

　以上で終わります。

　最後に、いろんな方に今日のスライドを作るにあ

たって協力いただいています。特に今回の大会を開い

ていただいた東伊豆町と、それから日本の各地の草

原の方に感謝します。どうもありがとうございました。

（拍手）

○司会　白川先生、どうもありがとうございました。

　学芸員のお仕事の視点での全国の事例のご紹介で

すとか、あとは自然と人間、自然と社会の関わりから生

まれる、今日初めて聞きましたが、共創資産というお言

葉ですとか、中学生の取組ですとかいろいろ興味深い

お話をしていただきました。

　ちょっと時間があまりありませんが、お一人でもお二

人でも、もし今日お話しいただいたことでご質問等あり

ましたらいかがでしょうか。

　この後もですね、この次のパネルディスカッションの

ほうも、白川先生にコーディネートをしていただきます。

お手元には質問の用紙もお配りしてありますので、今

の基調講演のことも含めてで構いませんので、そうしま

したら、次のパネルディスカッションで質問等をしてい

ただければというふうに思います。

　先生、ありがとうございました。

　改めまして、感謝の拍手をお願いいたします。（拍手）

○講師（白川勝信）　どうもありがとうございました。

○司会　それでは、続きまして、休憩を取りまして、10

時35分からパネルディスカッションのほうを始めたい

と思います。準備の関係もございますので、35分まで休

憩とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

原の生物の保護とか草原の景観の保全とか、獣害抑

止といったような多面的機能が山で発掘される。お店

にそのお金が行きますので、地域経済が少しでも活性

化する。そして、文化の面で言えば、カヤぶき建築がそ

れぞれ保存されたり、技術が伝承されたり、村落の景

観が保全されるという文化の伝承があります。

　どのくらいのこれ金額回っているかというのを見て

みると、そんなに大勢ではないですよね。2015年から

始まって、最初は持ってきてくれる人が５人で、集まった

カヤも100束でした。２年目は６人になって200束に

なりました。すごい増えましたね。３年目は９人で234

束、８人、10人、14人と増えていって、持ってきてくれる

人がどんどん増えている。2,000人、約1,000戸の集

落ですから、10戸で１％なんですよね。1.4％の人が

持ってきてくれるということになります。それで集まった

カヤを販売して、売上げが下のほうに書いてあります。

この売上げの金額は、ばらばらなんですけれども、実

は最初の年はカヤの束をすごく大きくしていたんです

ね。それで、すごく束数が少ないけれども、金額が大きく

なっています。

　この下に１行ちょっと付け足しますね。

　現在の学年と書かれています。これ何かというと、茅

金市場は中学校の活動としてやっています。中学校２

年生が茅金市場を運営しているんですね。今、その子

たちが学年で何年生になっているかというと、一番最

初に茅金市場を実行した子は今、大学２年生になって

います。この時間間隔って結構大事だと思うんですよ

ね。子供はずっと子供じゃなくて、これを知った子が今

何歳か。

　ちょっと茅プロを通じた中学生の学びを見ていただ

きたいと思います。

　茅プロ、事業としては最初こんな感じです。これ中学

生ですね、もう大人みたいですけれども。カヤを刈りま

す。みんなで束ねます。最初は下手くそですけれども、だ

んだん上手になります。途中でカヤぶき職人さんから

指導を受けて、こんな曲がったのは駄目だとか、ちょっ

と細過ぎるとか、先がそろっていないとか、束ね方を

ちゃんと指導を受けるんですね。それを運びます。実際

に自分たちでも刈るんですが、大事なのは受入れのほ

うなんですね。茅金市場での運営は、中学生がやって

いますと言いました。中学生が地域の人にチラシを

配ったり、声をかけたりして、家の近くにあるカヤ持っ

て来てくださいねというふうに言うんですね。そうした

ら軽トラに積んで持って来てくれるので受け入れます。

みんなで運びます。規格に合っているかどうかをちゃん

と調べながら受け入れています。曲がったカヤは使え

ませんから、これは駄目ですよっていうのはちゃんと言

わないといけないんですね。これ結構ハードルが高い

んですが、先生に手伝ってもらったりしながら、こうい

うのは駄目ですよということをちゃんと言う、これも学

習です。こうして何束あるかというのをちゃんと数えて

いる役割の子もいて、それぞれの子がそれぞれ役割分

担しています。車の誘導をする子もいます。

　こうして受け入れたカヤをどんどん並べていくわけ

ですが、もう当日は先生たちも総出で、総出じゃないか、

先生たちもやってきて、なかなかあまりない光景かなと

思います。

　せどやま券の発券も中学生がやりますね。ちゃんと

数を間違えないように数えて、券の枚数をカウントして

いきます。これ中学生の側が券を支払うほうですね。こ

れを渡していくと。地域の人に渡っていく。何かほっこ

りしますよね。地域の人が持って来て。

　実際に子供たちがお金を触ることで、先ほどのこの

全体像にもう一つ、教育の側面が加わるんですね。地

域資源への気づきとか、カヤってお金になるんだな。

あんなどこでも生えている草なのに、草原ってそんなに

価値があるものなのとか、あるいはお金をちゃんと

使って、商品とお金をやり取りする、あるいはカヤを販

売するとかっていう話を通じて、ちゃんと経済に関わる

んですね。これが大きな学びになります。これが次世代

の担い手育成につながる。

　今、大学２年生の年齢になっていますから、これから

どうなるかというのがちょっと楽しみなところです。

　実際の成果としては、昨年は14人から591束受け

入れて19万7,000円を、約20万円分発券しました。授

業やＰＴＡ活動で自分たちで250束を収穫したので、

71万円余りで販売したいなと思っているところです。ま

だこれは販売中ですね。その差額の50万円ぐらいは

自分たちの収益になって、教育活動に使うと。刈った

カヤは文化財建築の補修なんかに使われて、結果とし

て草原も守られる。僕がやりたかったのは草原の保全

なわけですが、仕組みをつくることで、その草原が守ら

れるという、そういう形になっています。

　ちなみにお金、何に使っているかなんですけれども、

まずは中学校に冷水機を設置したりとか、最近暑いで

すからね。ウォーターサーバーを自分たちで買ったり、

修学旅行に資金助成として、これはＰＴＡのほうから保

護者に対して１万円ずつだったかな、去年は。お金が

支払われます。修学旅行で校長から給与が支給されま

す。これはちょっと内緒にしておいてください。サプライ

ズでバスの中で給料袋が配られるんですね。自分たち

が働いて稼いだお金が自分たちのところに戻ってくる。



��

原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

維持活動に携わる一方、携わっただけの対価を受け

取る、あるいは携わった人が対価を実感しているのか

という話がありました。こちらの細野高原は、地元の集

落の方たちが山焼きをされていますので、その方たち

がちゃんと対価を実感されているのか、あるいはそこ

に税金を使っているわけですから、町民の皆さんがそ

れを実感しているのか。そういうことが前回議論に

なったと思います。それからどう変わったのかというの

は後のパネルディスカッションで聞かせていただきた

いなと思っているところです。

　前回のテーマは、忘れられた草原の再発見、その保

全と活用ということで、生物多様性、外来種、シンニュ

ウが間違っていますね、これ。広島ならではの間違い

ですね。外来種侵入……、深入山という山があるんで、

草原の山です。草原のやぶ化、森林化など、草原の質

の問題について共有されていない。草原の生物多様性

はどうなっているんだろう、景色としてはいいけれども、

本当にそこは価値があるというのが認識されているの

かというところの問いかけと、もう一つが草原を守るこ

とによる生態系サービスや経済的恩恵を享受する仕

組みがない。これについても話がありました。その後、

たしか僕が記憶しているのは、都内の電車のつり広告

に草原のことがかけられたりというＰＲをされたりとか、

あるいは入山料を早い段階から取り始めた、草原では

あまりないのかなと思いますけれども、そういう事例を

先立ってされたという記憶があります。今日はそういう

話もまた後で聞かせていただきたいなと思っていると

ころです。

　そして今年、2021年のテーマですが、今回はオンラ

イン開催ということで、ここの東伊豆町、それから阿蘇、

そして蒜山のほうでも分科会が開催されます。大きな

テーマは、未来へつなごう！壮大な海すすきの草原、そ

して、分科会のテーマは、保全・利用・継承、草原の公

益的機能について、それから、茅の利用と草原保全と

の関わりということで、どちらかというと今、草原に話題

になっているのは茅の利用とか、利用ですね、利用と

か草原の機能というところにだんだん目が移ってきた

のかなと思っています。

　先ほど課題として示されていた２つのことですね。２

つ目は、そういう利用とか、草原の価値をどう実感する

かという話だったんですが、もう１個、１個目の草原そ

のものの価値というのが果たして僕らは認識されてい

るのか、希少生物とかですね、生物多様性のほうが認

識されているのかどうかというのは、これはむしろ草原

を研究する研究者が発信できているかどうかというこ

とになるので、ここ地元でも内山さんとかを中心にいろ

んな研究が進められてますし、今から継続的にやって

いって情報を出していかないといけないだろうなとい

うふうに思っています。

　今日こちらに呼んでいただいた縁というのが、僕ら

は草原研究グループというのを組織しています。西日

本草原研究グループというのを組織して、これは蒜山

で調査しているんですね。これだけキキョウがあるとこ

ろも珍しいです。自生のキキョウがたくさん咲いている

んですね。僕たちは大体、10年前ぐらいは月に１回集

まって、あちこちで研究していました。例えば３月は学

会で岩手県に行っていたんですけれども、十和田湖畔

までちょっと車で走っていっていました。何かこんな雪

があるのに、ちょっとでも空いていれば何か探したくな

るのが僕らの常で、このときは、東北のほうに行くとフ

キが大きくなるんですね、フキノトウも大きいのでびっく

りしました。あるいは大阪の吹田というところで、町な

かで調査をしたりしています。こんな住宅地の中なん

ですが、ここの草原は、もうここの土地が売れてしまっ

たら生き物がいなくなる。こんな町なかでも希少種とい

うのはちゃんと残っているんですね。ずっと管理がされ

ていれば、何ていうかな、開けた環境があって、継続的

に管理がされていれば、そこに生き物が残っていると

いうことが分かっています。それをじゃどうするかとい

うのは次の問題なんですね。

　画面共有が止まったんですが、大丈夫ですか。

○スタッフ　一度ちょっと。

○講師（白川勝信）　共有の再開、これですね。すみま

せん。写真を今、見てもらう……、まだ、すみません、声

だけ聞こえていたみたいで申し訳ない。

　吹田の草原はこんな感じです。

　僕たちは草原研究会なんですが、僕自身は高原の

自然館という博物館に勤務しています。学芸員という

仕事をやっていまして、会場の皆さんの手元には、この

高原の自然館のパンフレットが手元にあると思います。

とてもとっても小さな建物なんですが、博物館。博物館

はこの辺には何かあるんですかね、ないですか。静岡

○司会　それでは、ただいまより白川勝信さんによる

基調講演となります。

　白川先生は、生態学をご専門とされ、2003年より広

島県北広島町の芸北高原の自然館に学芸員として勤

務されております。現在は、湿原、半自然草原、里山林

など、地域の人間活動によって維持されている生態系

の保全をテーマに活動を展開されています。子供、事

業者、行政、ボランティアなど様々な主体による自然へ

の関わり方を見直し、新たな仕組みを組み込みながら

地域と自然を将来に残していく道を模索されておりま

す。2017年には、第１回ジャパンアウトドアリーダーズ

アワード大賞を受賞されるなど、草原をはじめとする

様々な分野での活躍をされています。

　それでは、早速でございますが、基調講演のほうをよ

ろしくお願いいたします。

○講師（白川勝信）　こっちはマイク持っていていいん

ですよね。じゃちょっと話させて……、その前に写真を

撮らせてください。何ですかね、向こう側にいる人は多

分、会場の様子が分からないと思うので、ちょっと撮ら

せていただきます。今、配信はもうされているんですか。

ありがとうございます。

　よろしくお願いします。白川です。

　今日、80分くらいお話しさせていただくと思いますん

で、よろしくお願いします。

　こんな感じですね、見えますかね。見えますかねって

いうと、ライブ配信している相手の人から返事がない

んで、分からないんですが、会場にいる人はこんな感

じです。東伊豆町ですね、いろんな人が来ています。

　これは08年の東伊豆のサミットです。全国草原シン

ポジウム08ｉｎ東伊豆ということで、今年の草原サミッ

ト・シンポジウムは１年間延びたんですけれども、本当

は2008年に一度サミットをやる予定だったんですよ

ね。それがあったので、僕としては、ああようやくここの

東伊豆でサミット開催できて、本当にうれしいなと思っ

ています。今回もここに来るのを楽しみにしていまして、

駅前のキンメダイのオブジェをまた見れるかなと思っ

たら、キンメダイのオブジェがなくてですね、それで

実は自分がこうやって回している写真がなかったんで

すよ。だから、今回こそはキンメダイぐるぐるやるぞと

思って、なかったんで、ああと思っていたら、移設されて、

この役場の真向かい側の海の近くにありましたんで、ぐ

るぐる回させてもらいました。ちゃんとヒレも動きました

ので、東伊豆に来たことがない方はぜひお立ち寄りく

ださい。

　役場のすぐ横には朝市があって、前回はこの朝市に

寄らせていただいて、たくさんの海産物が売られていて、

やっぱり海の近くだなというふうに感じました。本当に

懐かしい、懐かしい町で最高でした。

　前回もこうやって細野高原の上に登って、たしかここ

は塩坂さんから教えてもらったフライトをしているとこ

ろですかね、パラグライダーが飛ぶところで、何かこん

なこともできるのかなという、草原っていろんなことが

できるんだなということをそのときに感じました。とにか

く広くて一面ススキで、上から見れば海が見えるという、

すばらしいロケーションだなというふうな記憶があり

ます。

　今日は、僕、一番最初に話させてもらうので、前回い

ろんな写真を撮っていて、どっちかというと食べ物とか、

さっきのキンメダイの写真とか草原の写真とか、花の

写真が多かったんですが、会場で１枚だけ写真を撮っ

ていました。これどなたのスライドか分からないんです

けれども、こういうことが課題の提起というスライドが

あったんですね。山焼きによって、草原という景観を維

持することだけで十分なのかという問いかけと、草原の

造ってくださいと言ったわけじゃないですね。そうやっ

て造っても多分残りません。ここを残すのは、牛を入れ

る。これが残すための策。一つ一つの景色に一つ一つ

のできてきた履歴がある。それをどう読み解いて、それ

をどうつくっていくか、これがフィールドミュージアムの

学芸員の１個の仕事です。

　美人林といって、ブナ林と言えば白神山地のブナ林

も有名ですが、日本の中で有名なブナ林を幾つか上

げていくと、出てくるのがこの新潟県の十日町市にある

美人林のブナ、ここにも博物館があるんですけれども、

その裏山です。このブナ林はブナが細いんですよね。

東北のほうとか、ブナ林って割と広島のほうだととても

珍しい、原生林というイメージなんですけれども、東北

のほうに行くと、森を伐採して何もしないとブナがこう

やって生えてくるそうです。長野県とかも結構こういう若

いブナの林があるんですね。だから、もしこの美人林

のブナ、こんなブナ林を維持しようと思ったら、ある時

期にここを全部伐採すればいいということになるんで

す。そういうふうに人間の働きかけと風景とか自然とい

うのがお互いに行ったり来たりの関係にすると。それ

を一歩ずつ読み解いていかないと、その自然をどう残

すかとか、活用するかという話に行き着かないんです

ね。例えば棚田なんかもそうですね。こういうところに

コンクリートじゃなくて、斜面を造って水路を造ると、生

き物がそこにたくさんくる。

　これは四国中央市、愛媛県の写真ですが、僕はこの

写真がとても好きです。「ウォーリーを探せ！」という絵

本をご存じですか。すごくいろんな絵が描いていて、そ

の中にたくさんの人物が描かれていて、いろんなことを

やっているんですけれども、その中にウォーリーが１人

だけいるという絵本があるんですけれども、この写真を

見ると、何かさっきの例えば棚田だったら田んぼが広

がっているし、干潟だったら水と土が広がっている。こ

の中を探していったら細かいものがたくさんあるんで

すよね。ここは四国中央市の大歩危小歩危とか、祖谷

とか、四国は急な谷が多いんですけれども、山の向こう

のほうを見てみると、隣の集落が山に張りつくように家

が建っているんですね。あそこ人が住んでいるんです。

だから、隣の家に行こうと思ったら、すごく斜面を上り

下りしないといけないし、こちらから見えるあの家まで

も、１回下まで下りて上がっていかないといけない、そ

ういう地域です。こういう傾斜の急なところでは、どうい

う農業をされているかというと、狭い中にいろんな作物

を作っていらっしゃいます。

　これ１軒のお宅でされていると思うんですが、そして

ここで特徴的というか、特産なのがお茶なんですね。

この斜面のところのきれいに植え込まれている、これが

お茶です。

　もう一つ目を引くのが画面真ん中ぐらいに三角の

立っているのがススキですね。すすきの三角の山形の

が見えますかね、これですね、これです。これはコエグ

ロと言うのかな、肥料にするための役割が１つありま

すが、もう一つ大事な役割があって、こういう斜面だと、

何もしないと、土がどんどん剝がれてきちゃうんですね。

だから、こういうススキを置きます。特にお茶畑の下に

もこうやってたくさん続いています。

　先ほど、こうやって人間が関わってつくられたフィー

ルドというのをどうやって守っていくのかなというのが

とても大変なんですが、ものすごく面白いテーマだなと

僕は思っています。どうですか、面白くないですか。草原

もその一つだってなるんですよね。

　お茶畑、静岡県の掛川市というところもとてもお茶が

有名なところで、新幹線からもよく見えるところですが、

ここでも草が使われています。茶畑があって、手前のほ

うに結構、草地がありますよね。ここ、これ見たことあり

ますか。通っていたら見える……、あそうか、ここ静岡

だよね。そうだ、何か静岡、それはそうだ、何を言ってい

るんでしょう。もちろんご存じですよね。あの「茶」という

字の近くは草が植えられていて、そこの草もちゃんと敷

き草に使われているんですよ。そうか、僕、今日、釈迦に

説法みたいな話を今からするかもしれないですね。

　静岡の茶草場農法というのは、世界農業遺産に指

定されています。その中でお茶のパッケージの裏側に

こういう葉っぱがついていて、この葉っぱが３個なら、

認証制度をつくっているんですね。生物多様性貢献制

度というのをつくって、３個だったら貢献度が高いです

よ、２個、１個ということで、そういうお茶の味とか値段

とかという別の価値をお茶につけています。そうするこ

とで、わざわざ草を刈って、そこの草地ができることで

生きる生き物を守っている農業ですよということを知ら

せながら、お茶の生産ができるようにしている、そうい

うところです。

　そうか、静岡でしたね。でも、静岡の茶草場と同じよ

うに、にし阿波の傾斜地農耕、また四国に戻ってきたん

ですが、徳島県でされている傾斜地農耕というのも、こ

れも世界農業遺産に指定されています。こういうところ

ですね、もう斜面です。さっき写真で見ていただいたよ

うな、隣の集落に行くためにものすごく行かないといけ

ないとか、家と家がもう斜面に張りつくようになってい

る。こんな感じですね。これ別にあまり誇張しているわ

けじゃないです。ここに立つと、カメラをどの角度が正

しいのか分からなくなるぐらい傾斜が急なんですけれ

の県立博物館はすばらしい大きな博物館がありますよ

ね。博物館の仕事というのは４つあります。あそうか、伊

豆にもあれがありますね、動物園がありますね。動物園

も博物館の一つですね。

　博物館というのは４つの仕事がありまして、資料を

集めて、資料を保管して、研究して、展示・公開します。

これが博物館の責務で、学芸員の仕事ですね。最近テ

レビでも割と「ブラタモリ」とかですね、学芸員の人が

出て来てしゃべったりとか、あとは何かクジラが打ち上

げられたり、リュウグウノツカイが上がったり、ダイオウ

イカが出てくると、何かよく学芸員の人出てきますよね。

ああいう人に資料をとにかく集めていって保管する、あ

るいは美術館にも学芸員というのがいます。美術品を

集めて保管して、研究して展示・公開する。この４つを

やっているのが博物館の仕事です。美術品を集める美

術館、動物を集める動物園、水族館、あるいははきもの

博物館、鉄道博物館、切っ手の博物館ですね、いろん

な博物館があるわけですが、基本的にはこの４つをや

ります。僕はフィールドミュージアムと言って、フィールド、

つまり外の、どういうんですか、野外を博物館と見立て

ているので、町全体が博物館だという言い方をしてい

るんですね。それどうなるのかというと、野外を建物の

中に集めることはできませんから、地域に関する情報

を集めて、地域を保全して、地域を研究して、地域を展

示・公開している。例えば細野高原という地域、ここに

関するいろんな情報を集めて、そこを保全して、そこを

研究しながら、そこの情報を発信していく、そういうの

が学芸員の仕事になると思います。

　今日はちょっとこの学芸員の視点というのを皆さん

と共有できたら、草原のことについて少しヒントになる

のかな。

　植物を保存するためには、例えば植物園は栽培をし

ますよね。博物館だったら押し花を標本にしたり、ため

るんですが、フィールドミュージアムはどうするかという

と、その草原をどう守るかということを常に考えていま

す。僕も頭を悩ませています。特にその場所をどうやっ

て保全するのかとか、今日のテーマでもありますが、ど

うやって展示・公開、つまりみんなに活用していくのか。

保全したり活用したりというのは、大きなテーマだし、

正解がまだないものですね。

　例えば、ここからは写真をちょっといろいろ見ながら

お話ししたいんですが、この夏、僕は八ヶ岳をちょっと

歩いていたんですけれども、八ヶ岳というフィールド、こ

れを保全しようと思ったら、どうするかな、考えると、もう

ここを例えば保護区にする。それ一つの方法ですよね。

あるいは歩く道筋を１つ決めて、ここからはみ出ないで

くださいね。そうしたら、こういうコマクサとか、チシマ

ギキョウは守られるかもしれない。人間が何も関わら

ないということですね。

　八甲田山も登ってみました。八甲田山って、名前は聞

いていたんですけれども、行ったのはこのときが初めて

でした。こんな雪の中をガイドの人と一緒に歩いたん

ですけれども、これを保全するといっても、人間がどうこ

うするレベルのものじゃない。何もしなくても、この景色

は多分残っていくんだろう、雪の上ですからね。

　こうやってエビの尻尾と呼ばれるような、これをじゃ

博物館に持って帰れるか、これ展示・公開できないで

すね。気温が低いところで風が吹きつけるからこういう

氷の形ができる。だから、人間にはまずつくれないとい

うのは、そういうところは残すといっても、そのままにし

ておくか、温暖化を止めましょうということをするしかな

いんです。片方で、今日のお話のメインは、人間がいな

いとなくなっていくフィールド、こちらのほうが、どういえ

ばいいのかな。関わりを続けるということで、やりやす

い面もあり、やりにくい面もある。本当にさっきの自然の

中というのは、禁止、禁止ってしないといけなくて、いろ

んなことを禁止したり、見守りするのはとても大変なん

ですね。でもむしろ関わり続けるということ、例えば有

明海の干潟ですね。これも自然ですけれども、ここの自

然です。遠くまで遠浅の海があって、潮の満ち引きに

よって、満ちたり引いたりしています。こんな美しいすば

らしい景色があるし、これが潮が引いたらこういう形。

ここで行われている伝統的な漁業、こういうものという

のは、じゃこの景色を、人が入っていけるこの景色をど

う残すかといったら、捕り過ぎないということもそうで

すし、捕るためのルールをつくるという、人間側でこれ

決めていけるんですね。人が関わっているところは、人

間側が関わっていけば何か可能性があるんだろうと。

　段畑って聞いたことありますか、段畑。棚田か。棚田

はよく聞きますよね。段畑っていう景色があって、これ宇

和島の先のほうに行くとこういう景色があるんですけ

れども、傾斜が激しくて、水がたまらなくて、この細い畑

を造っているんですね。これ人がずっと石垣を積んで

造った景色です。こういうものを残していこうといった

ときには、ここの農家さんが儲かれば多分この段畑の

棚田は残っていきますし、こんな関係です。

　阿蘇ですね、これは。阿蘇に行くと、山の斜面に横向

きにずっと筋がついていて、これは誰かがつけたわけ

じゃなくて、牛は草を食べるときは横に横に移動する

ので、横に横に道が勝手につきます。これがつくことで、

段畑じゃないですけれども、ああいう段々ができていく。

この景色すごくいいなと思っても、土木業者さんにこれ

だけが持っている知識があるはずなんですね。

　自然だけだったら、ここは水が勝手に湧いてくるん

です。熊本県阿蘇市の住宅地の中のほうなんですけれ

ども、もうばんばん水が湧いてくる。これは自然の力で

すよね。自然の力で地下水が湧いてくるけれども、その

自然の力を使って人間が働きかけて水田にしていくと。

水が豊かなところで水源を造る、これはいろんなところ

で造られています。

　もっと水があるところ、これは徳島県の河口近くなん

ですが、鳴門市では広いレンコン畑が広がっています。

これは南海地震という地震が起きたときに、低湿地に

なったところを、今はレンコン畑に使っている。自然に

できたものを人間がレンコン畑にして、レンコンを作っ

て。そこには地下水がしっかりありますから、これをくみ

上げて、この機械ですね、右下のほうにあるこの機械。

これは水がぷしゅーといつも出ています。これでレンコ

ンを洗っています。ちょっとなめてみたら、鉄さびと

しょっぱい塩の味がします。

　こうして人間がレンコン畑を作っていくと、水路がで

きます。その水路に、これはわらを束ねて浮かべている

んですね。スサという、建築の方はご存じですかね。僕、

なじみがなかったんです。壁を塗ったり、左官さんが使

うときに混ぜるわらというのは、そのまま混ぜているん

じゃなくて、１回こうやって漬けておいて、乾かして、そ

れを使うそうです。徳島県は、こうやってクリークをたく

さん、低湿地でレンコン作って、クリークを造って、その

クリークをまた使っている、人間が使っているわけです

ね。それで水路をもう完全に乾かしていくんじゃなくて、

もう湿地と一緒に生きていく道を選んだことで、その水

路にはこうやってオニバスが残っていると。オニバス

は、別に植えたわけじゃないんですね。人が湿地を全

部変えるんじゃなくて、湿地の環境を生かして水路とレ

ンコン畑で、そういう生活をしたから、たまたまオニバ

スが残っていた、こういう状況です。

　だから、自然への働きかけを機械的にどんどん変え

ていくとか、大きな開発じゃなくて、そこの自然に合った

生かし方をする、使い方、生き方をすることで、今度、自

然のほうもそれに反応する生態系ができていく。

　今日ずっとこんな話ばっかりしていますけれども、

いっぱいあるんですね、日本の中に。

　これは福島県の三島町というところで、連れてきても

らったのはマタギの集落です。マタギに会ったことあ

りますか。ある人いますか、東だからいるのかな。僕、全

然マタギ、マタギとか本の中の人だろうと思っていたら、

マタギの人がちゃんといたんです。日本の伝統工芸品

に指定されている、こういう編み籠、奥会津編み組細工

という技術をこの人は伝承されていて、それを作ってい

ます。材料は山で取ってきたもので、後ろのほうにはこ

ういうブドウのつるとか、クルミの皮とか、それをいつの

時期に取ったらいいかとか、どんなサイズなら取って

いいけれども、このサイズは残しておいたらまた来年

取れるとか、そういうのを全部知識として持ちながら細

工物を作っています。

　その後ろには、こういう型枠ですね、かごを作るため

の型枠と、こういうものを持っています。カラムシとかキ

ロロとか、ああいうものも使っていらっしゃいました。そ

ういう使い方をすることで、山の中にはちゃんと野ブド

ウも残るし、いろいろな植物が残る。冬には、マタギな

ので熊を撃つらしいんですね。環境がちゃんと残って

生き物が残る。生き物が残るから、それに合った暮らし

というふうに、環境と人が行ったり来たりしながら暮ら

している。だんだん……、もういいですかね、多分。

　あと、これは兵庫県の淡路市です。小山に畑とか作

物を作っているんですけれども、棚田とか段畑とよく似

ていますが、一番上のここ、ここ分かりますか、山の一

番上。これ何だかご存じですか。これは近づくとこんな

感じです。何かあるかというと、特にない、広いんです

けれども、これはお墓なんです。淡路島、淡路の人たち

はお墓を２つ持っていて、埋め墓と詣り墓と言うそうで

す。埋め墓は埋めるところ、詣り墓はお参りするところ。

だから、亡くなったらここに体を運んで、ここに埋める

と。それは同じ場所に地域のいろんな人が埋まるんで

すね。じゃここがお墓なのかというとそうじゃなくて、家

の裏に墓を別で持っておいて、お参りするのはそっち

でお参りする。そういう独特なやり方をしているんです

が、ここを管理されているので、もちろん今はないです

よ、今は火葬になっていますけれども。でも、僕が行っ

たときには、まだ地域にそういうのを知っている人がい

るよという時代でした。ここをやっぱり草刈りするんで

すね。そうすると、そこに淡路島の希少種が残っている。

　利用の仕方が、今回分科会でもカヤの利用とか、細

野高原、観光とか、いろいろ草の利用というのはあるん

ですけれども、別の目的で利用することで、そこが草原

の生き物の生き場所になるということはあります。高知

県のお墓とかも、時々お墓で生けたものを燃やすから

ボヤが起きて山火事になって、草原の生き物が残ると

いうこともあるそうです。

　これは白老村、コタン、アイヌの人たちの家です。

こっちから見ると、全部入り口が見えています。反対か

ら見ると裏口です。ちゃんと川に沿って入り口があるそ

うですね。こうやって草を使って壁まで、屋根だけじゃ

ないですね、壁まで造ることで、断熱材に使っていると。

ども、電柱の立っている方向とか、杭とかを見ていただ

くと、斜めになっているわけじゃないことが分かると思

います。こんな斜面のすごいところで農業をしているん

ですが、やっぱり見えるのがこの真ん中、コエグロで、

近づいてみるとこんな感じです。こんな畑、僕、見たこと

なかったんです。これ畑なんです。見ていただくと、石が

いっぱいありますよね。ここの農業ってすさまじくて、草

がないとできない農業をされています。

　どういうふうに草を使うかというと、草をこうやって

刻むんですね、機械で。後ろにあるこれらの道具を使っ

て、すき込んでいくんです。すき込むときの音は、ジャ

リッジャリッといって、石を砕くような音がするんですね。

大体、草の堆肥を使うときは、１回、草を置いておいて、

それが発酵して、肥料になって分解されたところで畑

に入れるのが普通ですよね。でも、ここでは、この道具、

これも地元で作られた道具ですが、こういう道具を

使ってすき込んでいく。この刃がいっぱいあるのは男

性が使っていて、３本しかないのは奥さんが使ってい

るという話をされていました。

　こんな感じで、土壌が非常に、地力が弱いところで

農業をされています。これ世界遺産になったんですけ

れども、ここでできるものというのは、ジャガイモとかヒ

エとかアワとか、タマネギも植えていますよね。そういう

もので、じゃどう戦ったらいいんだろうということなん

ですね。世界農業遺産に認定されたはいいけれども、

ここに何かの付加価値をつけるとしたら、なかなか難

しいな、そういう話をされていました。それでも、僕は何

かこの景色を見て、すごい景色だなと思います。これ全

部、本当に機械が入らないし、人の手で一つ一つすじ

を耕して作っていって、それがこのコエグロと、それか

ら周りの景色の中にあるというのは、僕は何かの価値

がここにあるんじゃないかなというふうに感じるんで

すね。だけれども、ここにこうしたら残りますよという答

えはなかなか出ない。そう思いながら帰ってきました。

　こういうフィールドのものを残したり、考えたりすると

きに、僕はなんとなくの指針を５つ持っています。これ

は別に館の決まりとか、言われたものじゃなくて、僕自

身が思っていることなんですけれども、何か働きかけて、

そこを残していきたいとか、保全しましょう、活用しま

しょうとかいうときに、１個目が後戻りができるか。これ

やりましょうってやり始めたけれども、途中でやっぱり

やめましょうというところができていないと、１回やり始

めて失敗したのにずっと進めていくというのは、地域も

一緒にやっている人も苦しくなるし、悪い方向にいっ

ちゃう。

　２つ目が暮らしに寄り添っているか。傾斜地農耕を

守るため、世界遺産なんだから、あなたやらなきゃ駄

目ですよというような形では、多分、続いていかないの

で、そういう形で残しても意味がないだろうな。

　３つ目が土地の歴史を大事にしている。傾斜地農耕

をやっていたところを今までのそこの人の暮らしとか、

その人たちが作ってきたものをやっぱり大事にしてい

きたいなというところに。

　４つ目に、野生の生き物にも優しいか。あそこを改良

していって、何らかの別のものが入ってくるとか、何か

が失われるということがないように。

　最後に、これはもう本当に何となくなんですが、美し

いかというところがあって、そこを見たときに美しいか

なと感じるかどうかというのがとても大事なんだろうと。

　これはいろんなところに行っていろんなフィールドを

見るときに、ずっとぼんやり思っていることなんですが、

細野高原に来たときも、やっぱりそこの地域の歴史っ

てどうなんだろうというのが興味がありますし、野生の

生き物がどういうふうかなとか、きれいなところだな。で

も、その表面的なというのは何が美しいんだろうなとい

うのをいつも考える。

　こういう指針なんですが、じゃあこういうもので残し

たいものは何なんだろうなというときに、今日の一つの

言葉です。もう今日は、僕は80分ぐらいかけてこの言

葉１個だけを皆さんと共有したいと思っています。言葉

としては、共創資産というものです、共創資産。多分、検

索してもあまり出てこないと思うんです。これ僕らで話

して生まれてきた言葉です。どんなものかというと、３つ

書いています。今まで僕が話してきたのは、自然と人と

の関わりという話をしましたよね。自然と社会の関わり

によって生まれて、地域に蓄積されてきた知識とか意識

とか技術です。これを共創資産と言います。細野高原で

は、あの広い草原ですけれども、地域にとってみれば、

限られた面積をどう上手に使っていくかということが

ずっと長い間かけて、知恵と、それが大事なものだとい

う意識が育ってきて、そこに火を入れるという技術とい

うのができてきたんだと思います。この知識とか意識と

か技術、これが共創資産です。

　限られた地域の自然資源を保全しながら持続的に

活用していくための共創資産が、多分、今はまだ日本

各地に残っていると思うんですね。これは自然と社会、

どっちかが失われると、共創資産も失われてしまいます。

地域の人がいなくなれば、山焼きのやり方も分からな

いし、この風ならどこから火を入れればいいかも分か

らないし、どのタイミングで入れればというのも、これ

は細野高原だけじゃなくて、僕の住んでいる芸北でも

そうですし、多分、阿蘇の原野とか蒜山でも、地域の人

か生えないので、ちょうど中海の環境が合っていて、中

海で今見られるという、何か珍しいものだそうです。そ

れをばんばん取るんですね。僕も取らせてもらいました。

長い柄のついた、何かこういうすくう道具を使って取っ

ていました。それを岸に運んで上げています。これ誰が

やっているかというと、漁師さんがやっているんですね。

　中海というのは、干拓事業で１回、干拓の事業が始

まって、それをやーめたってやめたところです。干拓の

事業のときに浚渫をしたりとか、堤防を造ったりで水の

流れが全然変わってしまいました。そのために何もし

ないでおくと、このオゴノリがたまってしまって、中でヘ

ドロになるんですね。これがヘドロになってしまうと、海

底に卵を産む魚が卵を産めなくなる。だから、漁師さん

にとっては、これを取らないといけないんですね。海の

掃除をしているわけです。

　これだけだと、何かこう、漁師さんが海の掃除をして

いるのねなんですが、この取り上げられたオゴノリは

集められて、トラックに乗せて運ばれて乾燥されます。

こうやって乾かして、こんな感じで肥料になるんですね。

塩分濃度が高いところの海藻だと、上げるとどんどん

塩が畑に入ってくるんですけれども、汽水域なので塩

分濃度が適度に低いし、これをどのくらいまいたら野

菜が育つかというのをこの地域の農業指導員の方が

すごく研究されていて、畑ごとに見ていきながら、この畑

だったら、こういう感じでまいてくださいというのを一

緒に指導している。これってすごいなと思って、海の草、

オゴノリを取ることで海もよくなるし、今度それが畑に

入っていい野菜を作る。だから、無駄がないですよね。

　草原シンポジウムでした。そろそろ草原の話を始め

ようかなと思います。

　今回のテーマは、未来へつなごう！壮大な海すすき

の草原ということで、海と草原、こんなに近くにあるとこ

ろでは、何か草原のものも使うことでできてきた草原な

ら、今の時代に合った使い方を探していけばつながる

んじゃないかというのが多分今、大分全国で考えられ

ている流れだと思います。それが使って草原がなくなる

んじゃなくて、持続的に使う方法をどうするかというの

が多分議論ですよね。

　今日はタイトル、草原を取り巻く里が教えてくれる、

持続可能な社会の未来像ということで話させてもらい

ます。

　草原を持つ自治体が全国にどれだけあるかという

のをちょっと調べてみました。全国には1,902ぐらいの

自治体があるんですけれども、草原を持っている自治

体は多分220より多い。この以上と書いているのは、ま

だ知らない草原があるので、こう書かせてもらったん

ですが、地図の上にもこんな感じです。どうなんですか

ね。10％というのは、僕は結構少ないのかなと思って

います。何かカヤぶき職人さんが300人、200人くらい、

おなじぐらいの数なんですね。でも、全部が全部カヤ

の草原じゃないので、これは全国草原再生ネットワー

クが持っている資料を基に作った地図なので、まだこ

こから落ちている草原もあるでしょうし、ちょっと性質の

違う、例えば牧草地みたいなものも入っているので、

はっきりした数はちょっと出てこないんですが、そう遠

くない数かなというふうに思います。全国にありますよ

ね。全国にあります。

　この草原の数だけ多分、共創資産というものが残っ

ていて、今日の一つの結論的なところなんですが、今

回の件はどうやって伝えていくかという話の中で、草原

を伝えていくために必要なもの、もう大分見えてきたと

思うんですけれども、１つ目は適切な方法、２つ目は適

切な方法を実行する力、力というのはお金かもしれな

いし、人力かも、ヒト・モノ・カネとよく言われますが、そ

ういうものですね。その実行する力を今度は継続する

ための仕組み、ある１年間だけ山焼きができたね、あ

あよかった、よかったじゃなくて、翌年も翌年も、もっと

言えば10年後も、ここに僕らがいなくなる100年後ぐ

らいもできれば続いてほしいなと思えば、継続する仕

組みを何か考えないといけない。

　それから、方法とか力とか仕組みを可能にする法令

ですね。これはもう行政の仕事です。北広島町では、過

去に野焼き条例というのがありまして、その中で山焼き

ができない書き方になっていたんですね。なので、書き

換えました。草原サミットがあったのを機に条例を見

直して、ちゃんと条例の中で焼けるようにというふうに

見直しました。こういう本当細かいところではあるんで

すが、社会の中で残していくためにはこういうものもと

ても大事です。

　最後の１つが上の全てを共有して伝えるための普

及、あるいは教育というものです。今日この後、具体的

に少しこの部分もお話ししようと思います。

　ちょっと先に条例の話なんですが、北広島町は条例

をつくっています。生物多様性の保全に関する条例と

いうのをつくっていて、それについてはこのパンフレッ

トの中に載っています。一番最初にお話ししたような自

然の保護というと、入らないでくださいとか取らないで

ください、そういうことももちろん規定はできるんですが、

もう一つは、里山のようなところを守る活動を町が応援

しますよということもこの条例の中に書かれています。

そういう形で、役場の職員、僕、役場の職員です。町民

さんとかから役場はなかなか動いてくれんという見方

ちゃんとこういうふうな機能があるからこういうふうに

使っていく中で、でも、片方でそれが自然に働きかけに

なるということです。

　もう１個だけ、ちょっと話をしましょう。

　これは新温泉町、前に草原サミットをやっていた上

山高原ですが、集落が使える草原の自然は限られてい

ます。その中で一家族ごと毎日順番に刈るんですよね、

草を刈る時期は。その順番というのは毎年替わるそう

です。前日まで知らされなくて、次、あんたの番よって言

われたら、急いで準備して、家族総出で下の集落から

この山に上がってくる。１日山で草刈りをして、集落み

んなが公平に草を刈る。これ全部ススキです。そして、

ここの草原が守られてきたそうです。

　そういうふうに共創資産の特性というのは、ちょっと

まとめると、多分、設計図があったわけじゃないんです

ね。いろんなやり方で、けんかが起きたりとか、何か使

い過ぎたりとか失敗したりとかということを繰り返しな

がら、地域の中でそういうルールが多分、決められてき

た。さっきも書いていたんですが、自然と人、どっちが

欠けてもこれは維持できないもので、自然があるから

人が暮らせて、人の活動があるから、その自然が残っ

ているという、その「共に」という文字です。

　それから、生み出されるためには、多分すごく時間が

かかります。１回なくなったらできないですよね。それで、

時間による検証、時間をかけて、いいものだけが多分

今残っているので、今残っている共創資産というのは

信頼性が高いんだろうなと思います。

　ちょっと一息つきますか。大丈夫ですか。

　これ何かずっと１人でしゃべっていると、不安になっ

てくるんですけれども、大丈夫ですかね。

　じゃ、続けますよ、ありがとうございます。何か、うんう

んとかうなずいていただいたりするととてもありがたい

です。何かこう聞いている人の顔も見えないので、なか

なか難しいですね。

　これは与論島です。

　じゃあ共創資産というのは過去のものなのかなとい

う話をしていたんですが、これは与論島の与論民俗村

と言って、昔の暮らしを展示しているところです。この辺

は台風がとてもたくさん来るところなので、家は小さい

部屋の雰囲気ですね。今だと大きな部屋に居間とか食

堂とか、子供部屋とか造りますけれども、何か人が増え

たら小さな建物を１個造るみたいな説明をたしか読ん

だような記憶があります。

　これは就職して間もなく、僕は自転車で旅をしたん

ですけれども、そのときに見て、多分、自分はこういうこ

とに興味があるんだなと気づいたのがこのときだった

のかなと、今思い返すと思います。道路に街路樹として

ヤシが植えられていたんですけれども、ヤシに全部袋

がかかっているんですよ。これは多分、ヤシの実を取っ

て何かにするんだろうと思うんです、これ調べていない

んですけれども。ギンナンが、イチョウ並木ってギンナ

ンが落ちたらみんなが拾いに行きますよね。あれの先

手を打って、ヤシはこういうふうに実がつくんで、もう先

に取っている。多分これがずっと未来になると、こうい

うのが共創資産の生まれるときなのかなというふうに、

今思うと思います。こんな感じですね。ちゃんと実が集

まっているし、後から掃除しなくて済む。ヤシは植えた

ものなので、自然物ではないんですが、こんな感じで

いろんな知恵が時代時代で出てくるんだなと思います。

　今、高知県の大月町では、備長炭が生産されていま

す。もともと四国の南のほうから和歌山にかけて生育

するウバメガシというカシの木を使うのが備長炭で、

その場所じゃないとできないんですけれども、ここの大

月町では、こういうやり方では炭は焼いていなかった

そうです。それを生産者をつくろう、高知県の県の事業

で、高知の中で雇用を増やそうという事業があったん

ですね。その一つで備長炭の作り方を、親方を呼んで

きて、窯の作り方から教えてもらうというやり方を始め

ました。こうして窯をついて、生産者を１人ずつ増やし

ていって、生産をしている。これが窯の外ですね。もの

すごく大きいものです。２週間で木を詰めて、２週間で

焼き上げるという、とても時間のかかるものが備長炭な

んですが、大がかりです。芸北の山の中でやっているよ

うな小さい窯とは全然違いますね。

　こういうところも共創資産が今生まれるところなんだ

ろうなと。なぜかというと、今は、町内にある森全部の

木の量を量ることができますから、計画的にもう窯は

30基までというふうに決めているそうです。それ以上

窯を作っても、木を取り過ぎてしまうから、持続的な生

産ができない。なので、先にもう量を量ってですね。昔

はそういうことできなかったんですけれども、今はそん

な生産とか利用ができる時代になったということかな

と思います。

　事例としては、これ最後になるのかな。いいなと思っ

た事例です。

　これは中海ですね、松江市の。真ん中のほう、何台

か船が出ていて何かやっているんですけれども、こう

やって山盛り、海からすくっています、中海。これはオゴ

ノリという海藻を取っているんですね。オゴノリ、聞いた

ことありますか。多分ないと思うんですよ。オゴノリって、

汽水域にしか生えないそうです。海水と淡水が混ざる

のが汽水域ですよね。しかも、ある一定の塩分濃度し

の予算を聞いて800万円、びっくりした記憶がありまし

た。すごいお金が山に吸い込まれているなというふう

に感じたところです。でも、これは全国で起きていること

ですし、草原に限らず、先ほど見ていただいた里山とか、

いろいろな自然に僕らの税金が吸い取られているわ

けですね。そういう社会資本の喪失がいろんな草原で

起きている。これをどうにか変えていきたいなと考える

わけです。

　今までの草原サミットでも、草原を守るための労働

力をどうしようかとか、資金をどうやって集めようかとい

う話も過去にはありました。僕が初めて草原サミットに

参加したのは、たしか2007年の蒜山の大会のとき

だったんですが、岡山県の蒜山では、その当時、どう

やったらそういう資金が集まるかなという会話をした

覚えがあります。

　ただ、少し変わってきたのは、こういうふうなどう

やって労働力や資金を集めるかという話から、今は放

置された草原をもっと利用しようという議論に変わっ

てきましたよね。今回のメインテーマもそうですし、各会

場での分科会のテーマもそうなんですが、利用という

のがキーワードにもう既になっています。その利用が１

つの利用方法じゃなくて、前半で見ていただいたよう

な生態系との関係でもものすごくたくさんあるんですね。

よそでやっている利用をそのままぽんと持ってくるん

じゃなくて、まずはそこでの利用を考えていくのが大事

なんだろうと考えています。

　芸北では、こんなことを始めています。今までもボラ

ンティアで草刈り、ここにはカヤ刈りと書いていますが、

もともとは草刈りをしていたんです。草原を守るために

火入れ、山焼きができない草原をみんなで草刈りをし

ていたんですね。やぶになっていると刈り払っていたん

ですが、ここ数年は秋にはカヤを刈るようになりました。

そのときには子供たち、ついてきた子たちがこんな感

じで、もうすごく楽しそうに遊んでいます。最近の子はイ

ンスタグラムもやっているので、こういう映え写真を

撮ったりして遊んでいます。このときは子供が撮ったん

じゃないですね、カメラマンが撮ってくれました。

　こうして集めたカヤがどこに行くかというと、すぐに

屋根に行くんじゃなくて、市場に集めるようにしました。

これ名前、茅金市場と言います。カヤがお金になるので、

茅金市場。単純な名前ですね。こういう市場をつくって、

そこに出荷している。これはボランティアの人だけじゃ

なくて、地域の住民の方ならどなたでも、地域住民と

いっても、もう持って来ていただける方からどなたでも、

この日のこの決まった時間に持ってきてくださいという

ことで、１年に１回だけ市場を開けています。この日に

地域の人がみんなでカヤを運んで持ってくるわけです。

　この建物は、もともと小学校の体育館でした。学校の

統廃合によって、ここは閉校になったので、そこの中に

鋼管を組んでカヤを置けるような場所を作りました。こ

れを持っていくとお金がもらえます。だから、地域の人

は持ってきてくれるんですね。

　もらえるお金は日本円じゃないんです。せどやま券と

いう地域通貨なんですね。この地域通貨、名前はせど

やま券です。単位は石、１石が１円なので、この見えて

いる券は千石、1,000円として地域の中で使われます。

有効期限もあります。６か月以内に使わないといけな

い。６か月の間ずっと持ったままだと、これ紙切れに

なっちゃうんですね。だから、みんな使います。しかも、

地域の中で使いますから、地域の商店にお金が入る

わけですね。こんな感じです、使用例ですね。こんな感

じです。地域のみんなで集めたせどやま券でちょっと１

杯やりましょうかというところですね。最初はガソリンと

か農機具とか、農機具屋さんとかいろいろなところで

使えます。アイスクリームを食べたり、温泉にも入ったり

できます。

　集まったカヤは、屋根の修復に使われます。北広島

町内、数は少ないですが、かやぶき屋根の民家と、あと

展示しているカヤぶき建物があるので、そこに使われ

ますね。地元のカヤを使って、地元の屋根が張れる。

　これ広島県には、国の文化財になっている建物もあ

るんですけれども、町外にこうしてカヤが運ばれて使わ

れることもあります。

　ちょっとまとめてみますね。

　草原、ススキの草原からカヤが集められて、そこに

地域通貨を支払うと、地域の中をお金が循環していく。

そして、集まったカヤはかやぶき屋根の現場に出荷さ

れて、そこから収入が入ってきます。その収入の中から

地域通貨の交換としてお金が支払われます。収入のほ

うが買入れのカヤより多い……、仕入れの値段よりも

販売の値段のほうが高くしてあるので、これは茅金市

場のボランティア事業ではなくて、ちゃんと収益を上げ

ている活動になります。具体的には、３束持ってきてく

れたら1,000円、20センチだったかな。規格はこのパ

ンフレットの中の１ページ目に書いています。３ページ

目ですね。藝州茅の規格ということで、こんなカヤを

持ってきてください、こんなカヤを持ってきてくれたら、

今の値段は３束でせどやま券１枚ですね。販売のほう

は基本価格が１束850円です。高いですか……、そん

な感じで流通しています。

　こういう仕組みが回ることで何が起きるかというと、

草原ですね。先ほどから話になっている野生生物、草

もあるかもしれないですが、動く根拠がないと、僕らは

動いちゃうと、税金使ってお仕事しているので、皆さん

のお金を適当に使うわけにはいかないので、なので、

まずは条例をつくってみて、こういうことをしていきます

よというのを考えました。

　そういうものとか、あとはこの画面の真ん中にあるの

が町の全部の生物のデータを調べました。静岡県は博

物館があるんですが、広島県は博物館はないんです

ね。静岡県の博物館に行くと、どこにどの植物があるか

というのが全部データとして調べられています。もちろ

んここの東伊豆町も残っているので、それをもう１回、

町レベルの資料として１回起こしてみることはとても大

事なことかなと思います。北広島町はなかったので、実

際に何年もかけて調査をしました。

　それでもう一つがレッドデータブックです。これは、

レッドデータブックというのは環境省も取りまとめてい

ますし、県も取りまとめていますが、町は町として取りま

とめました。この理由はなぜかというと、国とか県では

一般的な種類であっても、町の中では希少な種という

のはあるんですね。ほかのところではたくさんあるけれ

ども、うちの町にはほとんどいないよ。あるいは逆によ

そには希少かもしれないけれども、うちにはたくさんい

るよ。そういうものをちゃんと見るためには、町レベル

でこういう資料とか、あるいは条例というのをきちんと

整備していくことが大事だろうなと思っています。そう

いうことで作りました。

　じゃその北広島町、どんなところかというと、西日本

ですね。面積は646平方キロメートル、標高が200か

ら1,223メートルなんで、海がありません。人口は１万

7,937人です。東伊豆町と比べてみますと、面積が東

伊豆町77.8平方キロメートル、これはホームページ

で見させてもらいました。標高は、海があるゼロメート

ルから、万三郎岳が一番高いんですか、これ合ってい

ますか、地図で見たんですけれども。1,400メートルあ

るんですね。何かこれを見て、おおってやっぱりちょっ

と興奮しました。噴火と造山運動でぐいっとこんなに海

から近いところで高い山もあるんだな。あと、人口は１

万1,701人です。北広島町はもともと４つの町が合併

してできたんですが、今日お話しする事例は芸北地域

という一部地域のお話です。この高原の自然館がある

のも芸北地域です。

　芸北地域の面積は253.6平方キロメートル、それで

もやっぱりちょっと広いですね。標高は420メートルか

ら、一番高い山があるところです。人口は2,011人、も

のすごく少ないですね。東伊豆町よりも面積としては３

倍ちょっと、3.5倍ぐらいあるのに、人口は５分の１以

下。もう本当に過疎のところです。

　その中で、まずは町同士の植生、植物の様子を見て

みると、北広島、これ実際の大きさの比率を同じにして

います。イメージが湧くかなと思います。でかい町です。

こんなに大きいのに市じゃなくて町ですね。全国平均

と比べてみると、特徴的なのは、まずどちらも森林が多

いですね。自然林は北広島町が多いです。東伊豆町は

どちらかというと植林の比率が北広島町よりも多くなっ

ている。二次草原、これはいろいろなものが混ざってい

るんであれですが、これはどちらの町も全国平均よりも

少し多くなっていて、農耕地が全国平均より少ない。市

街地、このグレーのところが市街地ですが、市街地は

東伊豆町は全国平均に近いような形ですけれども、北

広島町は市街地はあまりないという違いがあります。

海もないんですね。山の中の町です。

　そこで行われている芸北茅プロジェクトというのを

紹介します。これは多分、ちょっといろいろ参考になる

のかなと思って、このプロジェクトがあったので、今日

しゃべりなさいと言われたのかなと思っています。

　芸北にはこういう山があります。ここは山焼きをして

いるところですね。ずっと昔から放牧とか、草を取った

り採草が行われていた山で、雲月山と言います。この山

はササユリというこのユリが咲いて、これは町の花にも

なっています。隣町の花にもなっています。そのぐらいこ

の地域ではササユリが愛されていて、身近な花なんで

すね。

　こういう草原は何であったかというと、ここの草原が

利用されていた時代があって、例えば堆肥とか山菜と

か、飼料、敷き草、屋根材、それからここで遊んだり、薬

草を取ったりという、いろんな恵みを山から受け取っ

ている。だから、毎年地元の人はこの山を焼いていた

わけなんですね。

　ところが、今、山が放置されています。この雲月山も

半分以上が放置されています、一部で山焼きを始めた

んですけれどもね。放置されるとどういうことが起きてく

るかというと、これは一般的な話ですが、まず、生態系

サービスが低下していく。草原から得られていたもの

が得られなくなるし、景観も悪くなるし、絶滅危惧種の

増加、増加という意味は、今までは普通にいたものが

絶滅危惧種になっていくという意味です。

　そこで何とかしないといけないということで、例えば

ボランティアという形で労働力を集めてみて、みんなで

山を何とかしましょうということをしてみたり、あるいは、

そこに行政などから資金を投入して、補助金によってこ

れを解決しようということが各地で行われています。た

しか前回、こちらの東伊豆に来たときに、年間の山焼き

あと、カヤプロ銀行というのもやっていて、３年生の授

業ではバザー活動をするんですが、最初に商品の仕

入れとかにお金が要るので、貸付けをやっているそう

です。それから、豪雨災害の被災地に寄附をしたり、こ

れを子供たちは自分たちが草原の資源を使って稼い

だお金でやっているということですね。

　こんなふうに共創資産というのは、多分、全国各地

でつくられていますし、それをまねしていくことが大事

なんだろうなと思うんです。小さいことですけれども、例

えば阿蘇で使っている火ぼてというのも、これをボラン

ティアの人たちが自分たちで作って、自分たちが使える

ようにならないと、阿蘇の火入れには参加できないん

ですね。野焼き講習がたしか２日間あるんでしたよね。

○会場より　（「今１日」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　今１日ですか。ちゃんと講座を受

けて作って参加していくことで、共創資産が受け継がれ

ている。

　あるいは、上ノ原のほうに行ったときには、茅刈り講

習会というのに参加させてもらいました。大学生とかい

ろんな人が参加していたんですけれども、そこで今度

は御殿場のほうから……

○会場より　（「ここからがこういう感じで、大体うち

のほうじゃ足でやっちゃうもんで。これで１束ですね、う

ちのほうでは。この一番下の目盛りが一番小さい束の

位置で、これで１束。ちょうど……」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　この人、なかなかほどけなくて、

結んでくれなかったんですけれども。こういう形で受け

継がれていたり、地域から地域に共創資産が技術移転

されていますよね。

　あるいは、これはカヤぶき技術の伝習施設、大内宿

というところ、福島県ですね。そこでは、廃校になった

学校の中にこういう屋根ふきの、屋根を小さいのを

作って、こうやってカヤをふく方法を体験したりしてい

ます。地域にはカヤぶき職人がたくさん生まれているそ

うです。こういう景色が残っているところで、観光客が

たくさん来るところですね。それを支えるための倉庫も

きちんと造っていて、下を空気が通るようになっていた

りとか、カヤのサイズに合った高さにしていたりとか、

いろいろな工夫が見られました。

　これは和歌山県の大学生がやっている、生石高原の

人たちがクラウドファンディングで350万集めています。

これでカヤを刈ったりする資金にしたいという活動を

しています、大学のサークル。

　そろそろちょっと事例としては最後になるんですが、

これは諫早市の岩谷口の草原です。この草原、ちょっと

写真があれで見にくいんですが、この煙が出ていると

ころからずっと全部斜面が草原です。ここもすごいです

ね。ここの火入れはすごく珍しくて、ちょっと写真で見て

いただくと、集落の人たちが作っているのは火をつけ

るための道具です。竹の筒に１つの節だけ穴を開けて、

中に油を入れています。そこにわらを刺しているんです

ね。そのわらを刺して、これを軽トラに乗せて持ってい

くと。こんな感じで火をつけています。何か油をぴゅ

ぴゅっと出しながら火をつけています。これが火入れ

の風景ですね。

　でも、ここで注目すべきなのは、この火のつけ方も面

白いなと思ったんですが、こっちの動噴です。軽トラに

乗せられた動力噴霧器。火入れのときには、この動噴

がついていって、ずるずるっと引っ張って、この水槽か

ら水をまくと。つけて、ちょっとでも広がりそうだったら、

すぐ消していくんですね。これが非常に効率的で、ここ

の集落は十六、七人で火入れをしていました。たった

十六、七人であの広さができるのは、こうやって軽トラ

が道路のほう、これは斜面の下部の道路ですが、そっ

ちの道路はもちろん、斜面の上にもこういう軽トラが入

れるところがついていて、山と、ここまで木が出ている

んですよね。炎が上がったら燃えそうになるわけです

けれども、もうすぐばあっとかけて消せる体制にあると。

だから、少人数で山焼きができるわけですね。

　ここには多分、ヒントが詰まっていて、誰でも焼ける

ようにならないのかなといつも僕は考えているわけで

すけれども、秋に防火帯、焼いていない草原は防火帯

焼きを始めてみるかな、これはうちのほうのことです。う

ちのほうは防火帯は焼かずに、当日、草刈りをするだ

けなんですが、これ防火帯焼きも、安全にするために

は大事なことかなとか。あるいは防火帯に車両が入れ

るようにしてみるというのが今のことです。

　もう１個、これは何か昨日、夜に思いついたんです

が、車両が入れる道路は難しいけれども、水が回せる

パイプを通しておいて、山水を引くのに黒いパイプとか、

農業用に売っていますよね。あれを回しておいて、何か

所かに蛇口じゃないですけれども、出るところをつけて

おいて、山焼きの日だけポンプでばあっと水が回るよ

うな仕組みにしておけば、ここはちょっと、細野高原は

広いですけれども、うちのほうにある山ぐらいだったら、

全部回すのにそんなに広くないなとか思ってみたりし

ました。とにかく山焼きをどうするかというのはとても大

事なことだろうなと思っています。

　事例について最後だったんですが、東お多福山の

保全ですごく僕が影響を受けたというかびっくりしたと

ころです。ここは都市の中にある草原なんですけれども、

みんなこれしゃがんで、鎌とかはさみでちょきちょきサ

サを刈っているんですね。この光景を見たときに、僕は

すごいなと思いました。でも、ちゃんと人間の力で刈り

切れました。作業が終わったらこんなきれいになって

いたんですけれども、その一角で何かやっている人が

いたんです。この人が何かしゃがみ込んで、ススキを

ずっと集めていたんですね。このカヤを、たったこの日

はこのぐらいでしたけれども、みんなで持って帰りまし

た、カヤぶきにするんだと言っていました。何年前だっ

たかな、随分前だったと思います。サガラさんという人

なんですけれども。それで、なるほど小っちゃくても、地

域でこうやって使い始めることがまず大事なんだなと

思って、たった数束であるんですが、その数束はきちん

と集めればちゃんと屋根の上で何年も役割を果たす。

そのときに、今のサガラさんの風景もそうなんですが、

もう１個気になったのが……

（保全活動中の太鼓の音）

これだけなんですけれども、何か愉快だなと思って、こ

ういうのっていいなと思いました。でも、これを言葉に

するには、何かうまく言えないし、何かのためということ

でやったわけでもないんだけれども、多分、人間ってこ

ういう浮かび出てくるものがあるし、そういうところが草

原の中に出てきたというのがすごくいいなと思ったとこ

ろです。

　そういう草原がいろんなところにあって、景色だけ見

ても、とてもきれいですよね、曽爾高原、奈良です。今か

ら分科会がある真庭の蒜山、遠くに大山を臨んでいる

広い広い草原ですね。それから、もちろん阿蘇、とても

広くて、阿蘇の中にもいろんな草原があるし、東伊豆町、

懐かしい草原で、僕は明日行くのをとても楽しみにして

います。オンライン参加ですよね。ここには大事な湿地

もある。

　こういう草原が全国にあって、そんな話ができて、ま

たどこかで太鼓の音が聞けるのかなとちょっと楽しみ

にしてるところです。

　まとめます。

　あまり大したまとめじゃないんですけれども、草原で

は地域の自然と人が互いに関わりながら、共創資産が

生み出されてきました。これが今日の話の主なところで

す。これは草原だけじゃなくて、いろんな生態系といろ

んなその地域とが関わりながら、その地域に独特の知

恵や技術がある。

　２番目に、その時代ごとに知識や技術を集めながら

積み重ねていくものが共創資産で、その知識や技術を

交換するのが多分、今日なのだろうなと思っています。

各地で話がありましたし、今日は皆さんに芸北の茅プ

ロをはじめいろんなことを聞いていただきました。

　その最後に見てきたような、人間だからこそ生み出

せる美しさというのが一つ草原を体現してくれている

のかなと思って、大事にして生かしていきたいですよね。

　以上で終わります。

　最後に、いろんな方に今日のスライドを作るにあ

たって協力いただいています。特に今回の大会を開い

ていただいた東伊豆町と、それから日本の各地の草

原の方に感謝します。どうもありがとうございました。

（拍手）

○司会　白川先生、どうもありがとうございました。

　学芸員のお仕事の視点での全国の事例のご紹介で

すとか、あとは自然と人間、自然と社会の関わりから生

まれる、今日初めて聞きましたが、共創資産というお言

葉ですとか、中学生の取組ですとかいろいろ興味深い

お話をしていただきました。

　ちょっと時間があまりありませんが、お一人でもお二

人でも、もし今日お話しいただいたことでご質問等あり

ましたらいかがでしょうか。

　この後もですね、この次のパネルディスカッションの

ほうも、白川先生にコーディネートをしていただきます。

お手元には質問の用紙もお配りしてありますので、今

の基調講演のことも含めてで構いませんので、そうしま

したら、次のパネルディスカッションで質問等をしてい

ただければというふうに思います。

　先生、ありがとうございました。

　改めまして、感謝の拍手をお願いいたします。（拍手）

○講師（白川勝信）　どうもありがとうございました。

○司会　それでは、続きまして、休憩を取りまして、10

時35分からパネルディスカッションのほうを始めたい

と思います。準備の関係もございますので、35分まで休

憩とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

原の生物の保護とか草原の景観の保全とか、獣害抑

止といったような多面的機能が山で発掘される。お店

にそのお金が行きますので、地域経済が少しでも活性

化する。そして、文化の面で言えば、カヤぶき建築がそ

れぞれ保存されたり、技術が伝承されたり、村落の景

観が保全されるという文化の伝承があります。

　どのくらいのこれ金額回っているかというのを見て

みると、そんなに大勢ではないですよね。2015年から

始まって、最初は持ってきてくれる人が５人で、集まった

カヤも100束でした。２年目は６人になって200束に

なりました。すごい増えましたね。３年目は９人で234

束、８人、10人、14人と増えていって、持ってきてくれる

人がどんどん増えている。2,000人、約1,000戸の集

落ですから、10戸で１％なんですよね。1.4％の人が

持ってきてくれるということになります。それで集まった

カヤを販売して、売上げが下のほうに書いてあります。

この売上げの金額は、ばらばらなんですけれども、実

は最初の年はカヤの束をすごく大きくしていたんです

ね。それで、すごく束数が少ないけれども、金額が大きく

なっています。

　この下に１行ちょっと付け足しますね。

　現在の学年と書かれています。これ何かというと、茅

金市場は中学校の活動としてやっています。中学校２

年生が茅金市場を運営しているんですね。今、その子

たちが学年で何年生になっているかというと、一番最

初に茅金市場を実行した子は今、大学２年生になって

います。この時間間隔って結構大事だと思うんですよ

ね。子供はずっと子供じゃなくて、これを知った子が今

何歳か。

　ちょっと茅プロを通じた中学生の学びを見ていただ

きたいと思います。

　茅プロ、事業としては最初こんな感じです。これ中学

生ですね、もう大人みたいですけれども。カヤを刈りま

す。みんなで束ねます。最初は下手くそですけれども、だ

んだん上手になります。途中でカヤぶき職人さんから

指導を受けて、こんな曲がったのは駄目だとか、ちょっ

と細過ぎるとか、先がそろっていないとか、束ね方を

ちゃんと指導を受けるんですね。それを運びます。実際

に自分たちでも刈るんですが、大事なのは受入れのほ

うなんですね。茅金市場での運営は、中学生がやって

いますと言いました。中学生が地域の人にチラシを

配ったり、声をかけたりして、家の近くにあるカヤ持っ

て来てくださいねというふうに言うんですね。そうした

ら軽トラに積んで持って来てくれるので受け入れます。

みんなで運びます。規格に合っているかどうかをちゃん

と調べながら受け入れています。曲がったカヤは使え

ませんから、これは駄目ですよっていうのはちゃんと言

わないといけないんですね。これ結構ハードルが高い

んですが、先生に手伝ってもらったりしながら、こうい

うのは駄目ですよということをちゃんと言う、これも学

習です。こうして何束あるかというのをちゃんと数えて

いる役割の子もいて、それぞれの子がそれぞれ役割分

担しています。車の誘導をする子もいます。

　こうして受け入れたカヤをどんどん並べていくわけ

ですが、もう当日は先生たちも総出で、総出じゃないか、

先生たちもやってきて、なかなかあまりない光景かなと

思います。

　せどやま券の発券も中学生がやりますね。ちゃんと

数を間違えないように数えて、券の枚数をカウントして

いきます。これ中学生の側が券を支払うほうですね。こ

れを渡していくと。地域の人に渡っていく。何かほっこ

りしますよね。地域の人が持って来て。

　実際に子供たちがお金を触ることで、先ほどのこの

全体像にもう一つ、教育の側面が加わるんですね。地

域資源への気づきとか、カヤってお金になるんだな。

あんなどこでも生えている草なのに、草原ってそんなに

価値があるものなのとか、あるいはお金をちゃんと

使って、商品とお金をやり取りする、あるいはカヤを販

売するとかっていう話を通じて、ちゃんと経済に関わる

んですね。これが大きな学びになります。これが次世代

の担い手育成につながる。

　今、大学２年生の年齢になっていますから、これから

どうなるかというのがちょっと楽しみなところです。

　実際の成果としては、昨年は14人から591束受け

入れて19万7,000円を、約20万円分発券しました。授

業やＰＴＡ活動で自分たちで250束を収穫したので、

71万円余りで販売したいなと思っているところです。ま

だこれは販売中ですね。その差額の50万円ぐらいは

自分たちの収益になって、教育活動に使うと。刈った

カヤは文化財建築の補修なんかに使われて、結果とし

て草原も守られる。僕がやりたかったのは草原の保全

なわけですが、仕組みをつくることで、その草原が守ら

れるという、そういう形になっています。

　ちなみにお金、何に使っているかなんですけれども、

まずは中学校に冷水機を設置したりとか、最近暑いで

すからね。ウォーターサーバーを自分たちで買ったり、

修学旅行に資金助成として、これはＰＴＡのほうから保

護者に対して１万円ずつだったかな、去年は。お金が

支払われます。修学旅行で校長から給与が支給されま

す。これはちょっと内緒にしておいてください。サプライ

ズでバスの中で給料袋が配られるんですね。自分たち

が働いて稼いだお金が自分たちのところに戻ってくる。
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維持活動に携わる一方、携わっただけの対価を受け

取る、あるいは携わった人が対価を実感しているのか

という話がありました。こちらの細野高原は、地元の集

落の方たちが山焼きをされていますので、その方たち

がちゃんと対価を実感されているのか、あるいはそこ

に税金を使っているわけですから、町民の皆さんがそ

れを実感しているのか。そういうことが前回議論に

なったと思います。それからどう変わったのかというの

は後のパネルディスカッションで聞かせていただきた

いなと思っているところです。

　前回のテーマは、忘れられた草原の再発見、その保

全と活用ということで、生物多様性、外来種、シンニュ

ウが間違っていますね、これ。広島ならではの間違い

ですね。外来種侵入……、深入山という山があるんで、

草原の山です。草原のやぶ化、森林化など、草原の質

の問題について共有されていない。草原の生物多様性

はどうなっているんだろう、景色としてはいいけれども、

本当にそこは価値があるというのが認識されているの

かというところの問いかけと、もう一つが草原を守るこ

とによる生態系サービスや経済的恩恵を享受する仕

組みがない。これについても話がありました。その後、

たしか僕が記憶しているのは、都内の電車のつり広告

に草原のことがかけられたりというＰＲをされたりとか、

あるいは入山料を早い段階から取り始めた、草原では

あまりないのかなと思いますけれども、そういう事例を

先立ってされたという記憶があります。今日はそういう

話もまた後で聞かせていただきたいなと思っていると

ころです。

　そして今年、2021年のテーマですが、今回はオンラ

イン開催ということで、ここの東伊豆町、それから阿蘇、

そして蒜山のほうでも分科会が開催されます。大きな

テーマは、未来へつなごう！壮大な海すすきの草原、そ

して、分科会のテーマは、保全・利用・継承、草原の公

益的機能について、それから、茅の利用と草原保全と

の関わりということで、どちらかというと今、草原に話題

になっているのは茅の利用とか、利用ですね、利用と

か草原の機能というところにだんだん目が移ってきた

のかなと思っています。

　先ほど課題として示されていた２つのことですね。２

つ目は、そういう利用とか、草原の価値をどう実感する

かという話だったんですが、もう１個、１個目の草原そ

のものの価値というのが果たして僕らは認識されてい

るのか、希少生物とかですね、生物多様性のほうが認

識されているのかどうかというのは、これはむしろ草原

を研究する研究者が発信できているかどうかというこ

とになるので、ここ地元でも内山さんとかを中心にいろ

んな研究が進められてますし、今から継続的にやって

いって情報を出していかないといけないだろうなとい

うふうに思っています。

　今日こちらに呼んでいただいた縁というのが、僕ら

は草原研究グループというのを組織しています。西日

本草原研究グループというのを組織して、これは蒜山

で調査しているんですね。これだけキキョウがあるとこ

ろも珍しいです。自生のキキョウがたくさん咲いている

んですね。僕たちは大体、10年前ぐらいは月に１回集

まって、あちこちで研究していました。例えば３月は学

会で岩手県に行っていたんですけれども、十和田湖畔

までちょっと車で走っていっていました。何かこんな雪

があるのに、ちょっとでも空いていれば何か探したくな

るのが僕らの常で、このときは、東北のほうに行くとフ

キが大きくなるんですね、フキノトウも大きいのでびっく

りしました。あるいは大阪の吹田というところで、町な

かで調査をしたりしています。こんな住宅地の中なん

ですが、ここの草原は、もうここの土地が売れてしまっ

たら生き物がいなくなる。こんな町なかでも希少種とい

うのはちゃんと残っているんですね。ずっと管理がされ

ていれば、何ていうかな、開けた環境があって、継続的

に管理がされていれば、そこに生き物が残っていると

いうことが分かっています。それをじゃどうするかとい

うのは次の問題なんですね。

　画面共有が止まったんですが、大丈夫ですか。

○スタッフ　一度ちょっと。

○講師（白川勝信）　共有の再開、これですね。すみま

せん。写真を今、見てもらう……、まだ、すみません、声

だけ聞こえていたみたいで申し訳ない。

　吹田の草原はこんな感じです。

　僕たちは草原研究会なんですが、僕自身は高原の

自然館という博物館に勤務しています。学芸員という

仕事をやっていまして、会場の皆さんの手元には、この

高原の自然館のパンフレットが手元にあると思います。

とてもとっても小さな建物なんですが、博物館。博物館

はこの辺には何かあるんですかね、ないですか。静岡

○司会　それでは、ただいまより白川勝信さんによる

基調講演となります。

　白川先生は、生態学をご専門とされ、2003年より広

島県北広島町の芸北高原の自然館に学芸員として勤

務されております。現在は、湿原、半自然草原、里山林

など、地域の人間活動によって維持されている生態系

の保全をテーマに活動を展開されています。子供、事

業者、行政、ボランティアなど様々な主体による自然へ

の関わり方を見直し、新たな仕組みを組み込みながら

地域と自然を将来に残していく道を模索されておりま

す。2017年には、第１回ジャパンアウトドアリーダーズ

アワード大賞を受賞されるなど、草原をはじめとする

様々な分野での活躍をされています。

　それでは、早速でございますが、基調講演のほうをよ

ろしくお願いいたします。

○講師（白川勝信）　こっちはマイク持っていていいん

ですよね。じゃちょっと話させて……、その前に写真を

撮らせてください。何ですかね、向こう側にいる人は多

分、会場の様子が分からないと思うので、ちょっと撮ら

せていただきます。今、配信はもうされているんですか。

ありがとうございます。

　よろしくお願いします。白川です。

　今日、80分くらいお話しさせていただくと思いますん

で、よろしくお願いします。

　こんな感じですね、見えますかね。見えますかねって

いうと、ライブ配信している相手の人から返事がない

んで、分からないんですが、会場にいる人はこんな感

じです。東伊豆町ですね、いろんな人が来ています。

　これは08年の東伊豆のサミットです。全国草原シン

ポジウム08ｉｎ東伊豆ということで、今年の草原サミッ

ト・シンポジウムは１年間延びたんですけれども、本当

は2008年に一度サミットをやる予定だったんですよ

ね。それがあったので、僕としては、ああようやくここの

東伊豆でサミット開催できて、本当にうれしいなと思っ

ています。今回もここに来るのを楽しみにしていまして、

駅前のキンメダイのオブジェをまた見れるかなと思っ

たら、キンメダイのオブジェがなくてですね、それで

実は自分がこうやって回している写真がなかったんで

すよ。だから、今回こそはキンメダイぐるぐるやるぞと

思って、なかったんで、ああと思っていたら、移設されて、

この役場の真向かい側の海の近くにありましたんで、ぐ

るぐる回させてもらいました。ちゃんとヒレも動きました

ので、東伊豆に来たことがない方はぜひお立ち寄りく

ださい。

　役場のすぐ横には朝市があって、前回はこの朝市に

寄らせていただいて、たくさんの海産物が売られていて、

やっぱり海の近くだなというふうに感じました。本当に

懐かしい、懐かしい町で最高でした。

　前回もこうやって細野高原の上に登って、たしかここ

は塩坂さんから教えてもらったフライトをしているとこ

ろですかね、パラグライダーが飛ぶところで、何かこん

なこともできるのかなという、草原っていろんなことが

できるんだなということをそのときに感じました。とにか

く広くて一面ススキで、上から見れば海が見えるという、

すばらしいロケーションだなというふうな記憶があり

ます。

　今日は、僕、一番最初に話させてもらうので、前回い

ろんな写真を撮っていて、どっちかというと食べ物とか、

さっきのキンメダイの写真とか草原の写真とか、花の

写真が多かったんですが、会場で１枚だけ写真を撮っ

ていました。これどなたのスライドか分からないんです

けれども、こういうことが課題の提起というスライドが

あったんですね。山焼きによって、草原という景観を維

持することだけで十分なのかという問いかけと、草原の

造ってくださいと言ったわけじゃないですね。そうやっ

て造っても多分残りません。ここを残すのは、牛を入れ

る。これが残すための策。一つ一つの景色に一つ一つ

のできてきた履歴がある。それをどう読み解いて、それ

をどうつくっていくか、これがフィールドミュージアムの

学芸員の１個の仕事です。

　美人林といって、ブナ林と言えば白神山地のブナ林

も有名ですが、日本の中で有名なブナ林を幾つか上

げていくと、出てくるのがこの新潟県の十日町市にある

美人林のブナ、ここにも博物館があるんですけれども、

その裏山です。このブナ林はブナが細いんですよね。

東北のほうとか、ブナ林って割と広島のほうだととても

珍しい、原生林というイメージなんですけれども、東北

のほうに行くと、森を伐採して何もしないとブナがこう

やって生えてくるそうです。長野県とかも結構こういう若

いブナの林があるんですね。だから、もしこの美人林

のブナ、こんなブナ林を維持しようと思ったら、ある時

期にここを全部伐採すればいいということになるんで

す。そういうふうに人間の働きかけと風景とか自然とい

うのがお互いに行ったり来たりの関係にすると。それ

を一歩ずつ読み解いていかないと、その自然をどう残

すかとか、活用するかという話に行き着かないんです

ね。例えば棚田なんかもそうですね。こういうところに

コンクリートじゃなくて、斜面を造って水路を造ると、生

き物がそこにたくさんくる。

　これは四国中央市、愛媛県の写真ですが、僕はこの

写真がとても好きです。「ウォーリーを探せ！」という絵

本をご存じですか。すごくいろんな絵が描いていて、そ

の中にたくさんの人物が描かれていて、いろんなことを

やっているんですけれども、その中にウォーリーが１人

だけいるという絵本があるんですけれども、この写真を

見ると、何かさっきの例えば棚田だったら田んぼが広

がっているし、干潟だったら水と土が広がっている。こ

の中を探していったら細かいものがたくさんあるんで

すよね。ここは四国中央市の大歩危小歩危とか、祖谷

とか、四国は急な谷が多いんですけれども、山の向こう

のほうを見てみると、隣の集落が山に張りつくように家

が建っているんですね。あそこ人が住んでいるんです。

だから、隣の家に行こうと思ったら、すごく斜面を上り

下りしないといけないし、こちらから見えるあの家まで

も、１回下まで下りて上がっていかないといけない、そ

ういう地域です。こういう傾斜の急なところでは、どうい

う農業をされているかというと、狭い中にいろんな作物

を作っていらっしゃいます。

　これ１軒のお宅でされていると思うんですが、そして

ここで特徴的というか、特産なのがお茶なんですね。

この斜面のところのきれいに植え込まれている、これが

お茶です。

　もう一つ目を引くのが画面真ん中ぐらいに三角の

立っているのがススキですね。すすきの三角の山形の

が見えますかね、これですね、これです。これはコエグ

ロと言うのかな、肥料にするための役割が１つありま

すが、もう一つ大事な役割があって、こういう斜面だと、

何もしないと、土がどんどん剝がれてきちゃうんですね。

だから、こういうススキを置きます。特にお茶畑の下に

もこうやってたくさん続いています。

　先ほど、こうやって人間が関わってつくられたフィー

ルドというのをどうやって守っていくのかなというのが

とても大変なんですが、ものすごく面白いテーマだなと

僕は思っています。どうですか、面白くないですか。草原

もその一つだってなるんですよね。

　お茶畑、静岡県の掛川市というところもとてもお茶が

有名なところで、新幹線からもよく見えるところですが、

ここでも草が使われています。茶畑があって、手前のほ

うに結構、草地がありますよね。ここ、これ見たことあり

ますか。通っていたら見える……、あそうか、ここ静岡

だよね。そうだ、何か静岡、それはそうだ、何を言ってい

るんでしょう。もちろんご存じですよね。あの「茶」という

字の近くは草が植えられていて、そこの草もちゃんと敷

き草に使われているんですよ。そうか、僕、今日、釈迦に

説法みたいな話を今からするかもしれないですね。

　静岡の茶草場農法というのは、世界農業遺産に指

定されています。その中でお茶のパッケージの裏側に

こういう葉っぱがついていて、この葉っぱが３個なら、

認証制度をつくっているんですね。生物多様性貢献制

度というのをつくって、３個だったら貢献度が高いです

よ、２個、１個ということで、そういうお茶の味とか値段

とかという別の価値をお茶につけています。そうするこ

とで、わざわざ草を刈って、そこの草地ができることで

生きる生き物を守っている農業ですよということを知ら

せながら、お茶の生産ができるようにしている、そうい

うところです。

　そうか、静岡でしたね。でも、静岡の茶草場と同じよ

うに、にし阿波の傾斜地農耕、また四国に戻ってきたん

ですが、徳島県でされている傾斜地農耕というのも、こ

れも世界農業遺産に指定されています。こういうところ

ですね、もう斜面です。さっき写真で見ていただいたよ

うな、隣の集落に行くためにものすごく行かないといけ

ないとか、家と家がもう斜面に張りつくようになってい

る。こんな感じですね。これ別にあまり誇張しているわ

けじゃないです。ここに立つと、カメラをどの角度が正

しいのか分からなくなるぐらい傾斜が急なんですけれ

の県立博物館はすばらしい大きな博物館がありますよ

ね。博物館の仕事というのは４つあります。あそうか、伊

豆にもあれがありますね、動物園がありますね。動物園

も博物館の一つですね。

　博物館というのは４つの仕事がありまして、資料を

集めて、資料を保管して、研究して、展示・公開します。

これが博物館の責務で、学芸員の仕事ですね。最近テ

レビでも割と「ブラタモリ」とかですね、学芸員の人が

出て来てしゃべったりとか、あとは何かクジラが打ち上

げられたり、リュウグウノツカイが上がったり、ダイオウ

イカが出てくると、何かよく学芸員の人出てきますよね。

ああいう人に資料をとにかく集めていって保管する、あ

るいは美術館にも学芸員というのがいます。美術品を

集めて保管して、研究して展示・公開する。この４つを

やっているのが博物館の仕事です。美術品を集める美

術館、動物を集める動物園、水族館、あるいははきもの

博物館、鉄道博物館、切っ手の博物館ですね、いろん

な博物館があるわけですが、基本的にはこの４つをや

ります。僕はフィールドミュージアムと言って、フィールド、

つまり外の、どういうんですか、野外を博物館と見立て

ているので、町全体が博物館だという言い方をしてい

るんですね。それどうなるのかというと、野外を建物の

中に集めることはできませんから、地域に関する情報

を集めて、地域を保全して、地域を研究して、地域を展

示・公開している。例えば細野高原という地域、ここに

関するいろんな情報を集めて、そこを保全して、そこを

研究しながら、そこの情報を発信していく、そういうの

が学芸員の仕事になると思います。

　今日はちょっとこの学芸員の視点というのを皆さん

と共有できたら、草原のことについて少しヒントになる

のかな。

　植物を保存するためには、例えば植物園は栽培をし

ますよね。博物館だったら押し花を標本にしたり、ため

るんですが、フィールドミュージアムはどうするかという

と、その草原をどう守るかということを常に考えていま

す。僕も頭を悩ませています。特にその場所をどうやっ

て保全するのかとか、今日のテーマでもありますが、ど

うやって展示・公開、つまりみんなに活用していくのか。

保全したり活用したりというのは、大きなテーマだし、

正解がまだないものですね。

　例えば、ここからは写真をちょっといろいろ見ながら

お話ししたいんですが、この夏、僕は八ヶ岳をちょっと

歩いていたんですけれども、八ヶ岳というフィールド、こ

れを保全しようと思ったら、どうするかな、考えると、もう

ここを例えば保護区にする。それ一つの方法ですよね。

あるいは歩く道筋を１つ決めて、ここからはみ出ないで

くださいね。そうしたら、こういうコマクサとか、チシマ

ギキョウは守られるかもしれない。人間が何も関わら

ないということですね。

　八甲田山も登ってみました。八甲田山って、名前は聞

いていたんですけれども、行ったのはこのときが初めて

でした。こんな雪の中をガイドの人と一緒に歩いたん

ですけれども、これを保全するといっても、人間がどうこ

うするレベルのものじゃない。何もしなくても、この景色

は多分残っていくんだろう、雪の上ですからね。

　こうやってエビの尻尾と呼ばれるような、これをじゃ

博物館に持って帰れるか、これ展示・公開できないで

すね。気温が低いところで風が吹きつけるからこういう

氷の形ができる。だから、人間にはまずつくれないとい

うのは、そういうところは残すといっても、そのままにし

ておくか、温暖化を止めましょうということをするしかな

いんです。片方で、今日のお話のメインは、人間がいな

いとなくなっていくフィールド、こちらのほうが、どういえ

ばいいのかな。関わりを続けるということで、やりやす

い面もあり、やりにくい面もある。本当にさっきの自然の

中というのは、禁止、禁止ってしないといけなくて、いろ

んなことを禁止したり、見守りするのはとても大変なん

ですね。でもむしろ関わり続けるということ、例えば有

明海の干潟ですね。これも自然ですけれども、ここの自

然です。遠くまで遠浅の海があって、潮の満ち引きに

よって、満ちたり引いたりしています。こんな美しいすば

らしい景色があるし、これが潮が引いたらこういう形。

ここで行われている伝統的な漁業、こういうものという

のは、じゃこの景色を、人が入っていけるこの景色をど

う残すかといったら、捕り過ぎないということもそうで

すし、捕るためのルールをつくるという、人間側でこれ

決めていけるんですね。人が関わっているところは、人

間側が関わっていけば何か可能性があるんだろうと。

　段畑って聞いたことありますか、段畑。棚田か。棚田

はよく聞きますよね。段畑っていう景色があって、これ宇

和島の先のほうに行くとこういう景色があるんですけ

れども、傾斜が激しくて、水がたまらなくて、この細い畑

を造っているんですね。これ人がずっと石垣を積んで

造った景色です。こういうものを残していこうといった

ときには、ここの農家さんが儲かれば多分この段畑の

棚田は残っていきますし、こんな関係です。

　阿蘇ですね、これは。阿蘇に行くと、山の斜面に横向

きにずっと筋がついていて、これは誰かがつけたわけ

じゃなくて、牛は草を食べるときは横に横に移動する

ので、横に横に道が勝手につきます。これがつくことで、

段畑じゃないですけれども、ああいう段々ができていく。

この景色すごくいいなと思っても、土木業者さんにこれ

だけが持っている知識があるはずなんですね。

　自然だけだったら、ここは水が勝手に湧いてくるん

です。熊本県阿蘇市の住宅地の中のほうなんですけれ

ども、もうばんばん水が湧いてくる。これは自然の力で

すよね。自然の力で地下水が湧いてくるけれども、その

自然の力を使って人間が働きかけて水田にしていくと。

水が豊かなところで水源を造る、これはいろんなところ

で造られています。

　もっと水があるところ、これは徳島県の河口近くなん

ですが、鳴門市では広いレンコン畑が広がっています。

これは南海地震という地震が起きたときに、低湿地に

なったところを、今はレンコン畑に使っている。自然に

できたものを人間がレンコン畑にして、レンコンを作っ

て。そこには地下水がしっかりありますから、これをくみ

上げて、この機械ですね、右下のほうにあるこの機械。

これは水がぷしゅーといつも出ています。これでレンコ

ンを洗っています。ちょっとなめてみたら、鉄さびと

しょっぱい塩の味がします。

　こうして人間がレンコン畑を作っていくと、水路がで

きます。その水路に、これはわらを束ねて浮かべている

んですね。スサという、建築の方はご存じですかね。僕、

なじみがなかったんです。壁を塗ったり、左官さんが使

うときに混ぜるわらというのは、そのまま混ぜているん

じゃなくて、１回こうやって漬けておいて、乾かして、そ

れを使うそうです。徳島県は、こうやってクリークをたく

さん、低湿地でレンコン作って、クリークを造って、その

クリークをまた使っている、人間が使っているわけです

ね。それで水路をもう完全に乾かしていくんじゃなくて、

もう湿地と一緒に生きていく道を選んだことで、その水

路にはこうやってオニバスが残っていると。オニバス

は、別に植えたわけじゃないんですね。人が湿地を全

部変えるんじゃなくて、湿地の環境を生かして水路とレ

ンコン畑で、そういう生活をしたから、たまたまオニバ

スが残っていた、こういう状況です。

　だから、自然への働きかけを機械的にどんどん変え

ていくとか、大きな開発じゃなくて、そこの自然に合った

生かし方をする、使い方、生き方をすることで、今度、自

然のほうもそれに反応する生態系ができていく。

　今日ずっとこんな話ばっかりしていますけれども、

いっぱいあるんですね、日本の中に。

　これは福島県の三島町というところで、連れてきても

らったのはマタギの集落です。マタギに会ったことあ

りますか。ある人いますか、東だからいるのかな。僕、全

然マタギ、マタギとか本の中の人だろうと思っていたら、

マタギの人がちゃんといたんです。日本の伝統工芸品

に指定されている、こういう編み籠、奥会津編み組細工

という技術をこの人は伝承されていて、それを作ってい

ます。材料は山で取ってきたもので、後ろのほうにはこ

ういうブドウのつるとか、クルミの皮とか、それをいつの

時期に取ったらいいかとか、どんなサイズなら取って

いいけれども、このサイズは残しておいたらまた来年

取れるとか、そういうのを全部知識として持ちながら細

工物を作っています。

　その後ろには、こういう型枠ですね、かごを作るため

の型枠と、こういうものを持っています。カラムシとかキ

ロロとか、ああいうものも使っていらっしゃいました。そ

ういう使い方をすることで、山の中にはちゃんと野ブド

ウも残るし、いろいろな植物が残る。冬には、マタギな

ので熊を撃つらしいんですね。環境がちゃんと残って

生き物が残る。生き物が残るから、それに合った暮らし

というふうに、環境と人が行ったり来たりしながら暮ら

している。だんだん……、もういいですかね、多分。

　あと、これは兵庫県の淡路市です。小山に畑とか作

物を作っているんですけれども、棚田とか段畑とよく似

ていますが、一番上のここ、ここ分かりますか、山の一

番上。これ何だかご存じですか。これは近づくとこんな

感じです。何かあるかというと、特にない、広いんです

けれども、これはお墓なんです。淡路島、淡路の人たち

はお墓を２つ持っていて、埋め墓と詣り墓と言うそうで

す。埋め墓は埋めるところ、詣り墓はお参りするところ。

だから、亡くなったらここに体を運んで、ここに埋める

と。それは同じ場所に地域のいろんな人が埋まるんで

すね。じゃここがお墓なのかというとそうじゃなくて、家

の裏に墓を別で持っておいて、お参りするのはそっち

でお参りする。そういう独特なやり方をしているんです

が、ここを管理されているので、もちろん今はないです

よ、今は火葬になっていますけれども。でも、僕が行っ

たときには、まだ地域にそういうのを知っている人がい

るよという時代でした。ここをやっぱり草刈りするんで

すね。そうすると、そこに淡路島の希少種が残っている。

　利用の仕方が、今回分科会でもカヤの利用とか、細

野高原、観光とか、いろいろ草の利用というのはあるん

ですけれども、別の目的で利用することで、そこが草原

の生き物の生き場所になるということはあります。高知

県のお墓とかも、時々お墓で生けたものを燃やすから

ボヤが起きて山火事になって、草原の生き物が残ると

いうこともあるそうです。

　これは白老村、コタン、アイヌの人たちの家です。

こっちから見ると、全部入り口が見えています。反対か

ら見ると裏口です。ちゃんと川に沿って入り口があるそ

うですね。こうやって草を使って壁まで、屋根だけじゃ

ないですね、壁まで造ることで、断熱材に使っていると。

ども、電柱の立っている方向とか、杭とかを見ていただ

くと、斜めになっているわけじゃないことが分かると思

います。こんな斜面のすごいところで農業をしているん

ですが、やっぱり見えるのがこの真ん中、コエグロで、

近づいてみるとこんな感じです。こんな畑、僕、見たこと

なかったんです。これ畑なんです。見ていただくと、石が

いっぱいありますよね。ここの農業ってすさまじくて、草

がないとできない農業をされています。

　どういうふうに草を使うかというと、草をこうやって

刻むんですね、機械で。後ろにあるこれらの道具を使っ

て、すき込んでいくんです。すき込むときの音は、ジャ

リッジャリッといって、石を砕くような音がするんですね。

大体、草の堆肥を使うときは、１回、草を置いておいて、

それが発酵して、肥料になって分解されたところで畑

に入れるのが普通ですよね。でも、ここでは、この道具、

これも地元で作られた道具ですが、こういう道具を

使ってすき込んでいく。この刃がいっぱいあるのは男

性が使っていて、３本しかないのは奥さんが使ってい

るという話をされていました。

　こんな感じで、土壌が非常に、地力が弱いところで

農業をされています。これ世界遺産になったんですけ

れども、ここでできるものというのは、ジャガイモとかヒ

エとかアワとか、タマネギも植えていますよね。そういう

もので、じゃどう戦ったらいいんだろうということなん

ですね。世界農業遺産に認定されたはいいけれども、

ここに何かの付加価値をつけるとしたら、なかなか難

しいな、そういう話をされていました。それでも、僕は何

かこの景色を見て、すごい景色だなと思います。これ全

部、本当に機械が入らないし、人の手で一つ一つすじ

を耕して作っていって、それがこのコエグロと、それか

ら周りの景色の中にあるというのは、僕は何かの価値

がここにあるんじゃないかなというふうに感じるんで

すね。だけれども、ここにこうしたら残りますよという答

えはなかなか出ない。そう思いながら帰ってきました。

　こういうフィールドのものを残したり、考えたりすると

きに、僕はなんとなくの指針を５つ持っています。これ

は別に館の決まりとか、言われたものじゃなくて、僕自

身が思っていることなんですけれども、何か働きかけて、

そこを残していきたいとか、保全しましょう、活用しま

しょうとかいうときに、１個目が後戻りができるか。これ

やりましょうってやり始めたけれども、途中でやっぱり

やめましょうというところができていないと、１回やり始

めて失敗したのにずっと進めていくというのは、地域も

一緒にやっている人も苦しくなるし、悪い方向にいっ

ちゃう。

　２つ目が暮らしに寄り添っているか。傾斜地農耕を

守るため、世界遺産なんだから、あなたやらなきゃ駄

目ですよというような形では、多分、続いていかないの

で、そういう形で残しても意味がないだろうな。

　３つ目が土地の歴史を大事にしている。傾斜地農耕

をやっていたところを今までのそこの人の暮らしとか、

その人たちが作ってきたものをやっぱり大事にしてい

きたいなというところに。

　４つ目に、野生の生き物にも優しいか。あそこを改良

していって、何らかの別のものが入ってくるとか、何か

が失われるということがないように。

　最後に、これはもう本当に何となくなんですが、美し

いかというところがあって、そこを見たときに美しいか

なと感じるかどうかというのがとても大事なんだろうと。

　これはいろんなところに行っていろんなフィールドを

見るときに、ずっとぼんやり思っていることなんですが、

細野高原に来たときも、やっぱりそこの地域の歴史っ

てどうなんだろうというのが興味がありますし、野生の

生き物がどういうふうかなとか、きれいなところだな。で

も、その表面的なというのは何が美しいんだろうなとい

うのをいつも考える。

　こういう指針なんですが、じゃあこういうもので残し

たいものは何なんだろうなというときに、今日の一つの

言葉です。もう今日は、僕は80分ぐらいかけてこの言

葉１個だけを皆さんと共有したいと思っています。言葉

としては、共創資産というものです、共創資産。多分、検

索してもあまり出てこないと思うんです。これ僕らで話

して生まれてきた言葉です。どんなものかというと、３つ

書いています。今まで僕が話してきたのは、自然と人と

の関わりという話をしましたよね。自然と社会の関わり

によって生まれて、地域に蓄積されてきた知識とか意識

とか技術です。これを共創資産と言います。細野高原で

は、あの広い草原ですけれども、地域にとってみれば、

限られた面積をどう上手に使っていくかということが

ずっと長い間かけて、知恵と、それが大事なものだとい

う意識が育ってきて、そこに火を入れるという技術とい

うのができてきたんだと思います。この知識とか意識と

か技術、これが共創資産です。

　限られた地域の自然資源を保全しながら持続的に

活用していくための共創資産が、多分、今はまだ日本

各地に残っていると思うんですね。これは自然と社会、

どっちかが失われると、共創資産も失われてしまいます。

地域の人がいなくなれば、山焼きのやり方も分からな

いし、この風ならどこから火を入れればいいかも分か

らないし、どのタイミングで入れればというのも、これ

は細野高原だけじゃなくて、僕の住んでいる芸北でも

そうですし、多分、阿蘇の原野とか蒜山でも、地域の人

か生えないので、ちょうど中海の環境が合っていて、中

海で今見られるという、何か珍しいものだそうです。そ

れをばんばん取るんですね。僕も取らせてもらいました。

長い柄のついた、何かこういうすくう道具を使って取っ

ていました。それを岸に運んで上げています。これ誰が

やっているかというと、漁師さんがやっているんですね。

　中海というのは、干拓事業で１回、干拓の事業が始

まって、それをやーめたってやめたところです。干拓の

事業のときに浚渫をしたりとか、堤防を造ったりで水の

流れが全然変わってしまいました。そのために何もし

ないでおくと、このオゴノリがたまってしまって、中でヘ

ドロになるんですね。これがヘドロになってしまうと、海

底に卵を産む魚が卵を産めなくなる。だから、漁師さん

にとっては、これを取らないといけないんですね。海の

掃除をしているわけです。

　これだけだと、何かこう、漁師さんが海の掃除をして

いるのねなんですが、この取り上げられたオゴノリは

集められて、トラックに乗せて運ばれて乾燥されます。

こうやって乾かして、こんな感じで肥料になるんですね。

塩分濃度が高いところの海藻だと、上げるとどんどん

塩が畑に入ってくるんですけれども、汽水域なので塩

分濃度が適度に低いし、これをどのくらいまいたら野

菜が育つかというのをこの地域の農業指導員の方が

すごく研究されていて、畑ごとに見ていきながら、この畑

だったら、こういう感じでまいてくださいというのを一

緒に指導している。これってすごいなと思って、海の草、

オゴノリを取ることで海もよくなるし、今度それが畑に

入っていい野菜を作る。だから、無駄がないですよね。

　草原シンポジウムでした。そろそろ草原の話を始め

ようかなと思います。

　今回のテーマは、未来へつなごう！壮大な海すすき

の草原ということで、海と草原、こんなに近くにあるとこ

ろでは、何か草原のものも使うことでできてきた草原な

ら、今の時代に合った使い方を探していけばつながる

んじゃないかというのが多分今、大分全国で考えられ

ている流れだと思います。それが使って草原がなくなる

んじゃなくて、持続的に使う方法をどうするかというの

が多分議論ですよね。

　今日はタイトル、草原を取り巻く里が教えてくれる、

持続可能な社会の未来像ということで話させてもらい

ます。

　草原を持つ自治体が全国にどれだけあるかという

のをちょっと調べてみました。全国には1,902ぐらいの

自治体があるんですけれども、草原を持っている自治

体は多分220より多い。この以上と書いているのは、ま

だ知らない草原があるので、こう書かせてもらったん

ですが、地図の上にもこんな感じです。どうなんですか

ね。10％というのは、僕は結構少ないのかなと思って

います。何かカヤぶき職人さんが300人、200人くらい、

おなじぐらいの数なんですね。でも、全部が全部カヤ

の草原じゃないので、これは全国草原再生ネットワー

クが持っている資料を基に作った地図なので、まだこ

こから落ちている草原もあるでしょうし、ちょっと性質の

違う、例えば牧草地みたいなものも入っているので、

はっきりした数はちょっと出てこないんですが、そう遠

くない数かなというふうに思います。全国にありますよ

ね。全国にあります。

　この草原の数だけ多分、共創資産というものが残っ

ていて、今日の一つの結論的なところなんですが、今

回の件はどうやって伝えていくかという話の中で、草原

を伝えていくために必要なもの、もう大分見えてきたと

思うんですけれども、１つ目は適切な方法、２つ目は適

切な方法を実行する力、力というのはお金かもしれな

いし、人力かも、ヒト・モノ・カネとよく言われますが、そ

ういうものですね。その実行する力を今度は継続する

ための仕組み、ある１年間だけ山焼きができたね、あ

あよかった、よかったじゃなくて、翌年も翌年も、もっと

言えば10年後も、ここに僕らがいなくなる100年後ぐ

らいもできれば続いてほしいなと思えば、継続する仕

組みを何か考えないといけない。

　それから、方法とか力とか仕組みを可能にする法令

ですね。これはもう行政の仕事です。北広島町では、過

去に野焼き条例というのがありまして、その中で山焼き

ができない書き方になっていたんですね。なので、書き

換えました。草原サミットがあったのを機に条例を見

直して、ちゃんと条例の中で焼けるようにというふうに

見直しました。こういう本当細かいところではあるんで

すが、社会の中で残していくためにはこういうものもと

ても大事です。

　最後の１つが上の全てを共有して伝えるための普

及、あるいは教育というものです。今日この後、具体的

に少しこの部分もお話ししようと思います。

　ちょっと先に条例の話なんですが、北広島町は条例

をつくっています。生物多様性の保全に関する条例と

いうのをつくっていて、それについてはこのパンフレッ

トの中に載っています。一番最初にお話ししたような自

然の保護というと、入らないでくださいとか取らないで

ください、そういうことももちろん規定はできるんですが、

もう一つは、里山のようなところを守る活動を町が応援

しますよということもこの条例の中に書かれています。

そういう形で、役場の職員、僕、役場の職員です。町民

さんとかから役場はなかなか動いてくれんという見方

ちゃんとこういうふうな機能があるからこういうふうに

使っていく中で、でも、片方でそれが自然に働きかけに

なるということです。

　もう１個だけ、ちょっと話をしましょう。

　これは新温泉町、前に草原サミットをやっていた上

山高原ですが、集落が使える草原の自然は限られてい

ます。その中で一家族ごと毎日順番に刈るんですよね、

草を刈る時期は。その順番というのは毎年替わるそう

です。前日まで知らされなくて、次、あんたの番よって言

われたら、急いで準備して、家族総出で下の集落から

この山に上がってくる。１日山で草刈りをして、集落み

んなが公平に草を刈る。これ全部ススキです。そして、

ここの草原が守られてきたそうです。

　そういうふうに共創資産の特性というのは、ちょっと

まとめると、多分、設計図があったわけじゃないんです

ね。いろんなやり方で、けんかが起きたりとか、何か使

い過ぎたりとか失敗したりとかということを繰り返しな

がら、地域の中でそういうルールが多分、決められてき

た。さっきも書いていたんですが、自然と人、どっちが

欠けてもこれは維持できないもので、自然があるから

人が暮らせて、人の活動があるから、その自然が残っ

ているという、その「共に」という文字です。

　それから、生み出されるためには、多分すごく時間が

かかります。１回なくなったらできないですよね。それで、

時間による検証、時間をかけて、いいものだけが多分

今残っているので、今残っている共創資産というのは

信頼性が高いんだろうなと思います。

　ちょっと一息つきますか。大丈夫ですか。

　これ何かずっと１人でしゃべっていると、不安になっ

てくるんですけれども、大丈夫ですかね。

　じゃ、続けますよ、ありがとうございます。何か、うんう

んとかうなずいていただいたりするととてもありがたい

です。何かこう聞いている人の顔も見えないので、なか

なか難しいですね。

　これは与論島です。

　じゃあ共創資産というのは過去のものなのかなとい

う話をしていたんですが、これは与論島の与論民俗村

と言って、昔の暮らしを展示しているところです。この辺

は台風がとてもたくさん来るところなので、家は小さい

部屋の雰囲気ですね。今だと大きな部屋に居間とか食

堂とか、子供部屋とか造りますけれども、何か人が増え

たら小さな建物を１個造るみたいな説明をたしか読ん

だような記憶があります。

　これは就職して間もなく、僕は自転車で旅をしたん

ですけれども、そのときに見て、多分、自分はこういうこ

とに興味があるんだなと気づいたのがこのときだった

のかなと、今思い返すと思います。道路に街路樹として

ヤシが植えられていたんですけれども、ヤシに全部袋

がかかっているんですよ。これは多分、ヤシの実を取っ

て何かにするんだろうと思うんです、これ調べていない

んですけれども。ギンナンが、イチョウ並木ってギンナ

ンが落ちたらみんなが拾いに行きますよね。あれの先

手を打って、ヤシはこういうふうに実がつくんで、もう先

に取っている。多分これがずっと未来になると、こうい

うのが共創資産の生まれるときなのかなというふうに、

今思うと思います。こんな感じですね。ちゃんと実が集

まっているし、後から掃除しなくて済む。ヤシは植えた

ものなので、自然物ではないんですが、こんな感じで

いろんな知恵が時代時代で出てくるんだなと思います。

　今、高知県の大月町では、備長炭が生産されていま

す。もともと四国の南のほうから和歌山にかけて生育

するウバメガシというカシの木を使うのが備長炭で、

その場所じゃないとできないんですけれども、ここの大

月町では、こういうやり方では炭は焼いていなかった

そうです。それを生産者をつくろう、高知県の県の事業

で、高知の中で雇用を増やそうという事業があったん

ですね。その一つで備長炭の作り方を、親方を呼んで

きて、窯の作り方から教えてもらうというやり方を始め

ました。こうして窯をついて、生産者を１人ずつ増やし

ていって、生産をしている。これが窯の外ですね。もの

すごく大きいものです。２週間で木を詰めて、２週間で

焼き上げるという、とても時間のかかるものが備長炭な

んですが、大がかりです。芸北の山の中でやっているよ

うな小さい窯とは全然違いますね。

　こういうところも共創資産が今生まれるところなんだ

ろうなと。なぜかというと、今は、町内にある森全部の

木の量を量ることができますから、計画的にもう窯は

30基までというふうに決めているそうです。それ以上

窯を作っても、木を取り過ぎてしまうから、持続的な生

産ができない。なので、先にもう量を量ってですね。昔

はそういうことできなかったんですけれども、今はそん

な生産とか利用ができる時代になったということかな

と思います。

　事例としては、これ最後になるのかな。いいなと思っ

た事例です。

　これは中海ですね、松江市の。真ん中のほう、何台

か船が出ていて何かやっているんですけれども、こう

やって山盛り、海からすくっています、中海。これはオゴ

ノリという海藻を取っているんですね。オゴノリ、聞いた

ことありますか。多分ないと思うんですよ。オゴノリって、

汽水域にしか生えないそうです。海水と淡水が混ざる

のが汽水域ですよね。しかも、ある一定の塩分濃度し

の予算を聞いて800万円、びっくりした記憶がありまし

た。すごいお金が山に吸い込まれているなというふう

に感じたところです。でも、これは全国で起きていること

ですし、草原に限らず、先ほど見ていただいた里山とか、

いろいろな自然に僕らの税金が吸い取られているわ

けですね。そういう社会資本の喪失がいろんな草原で

起きている。これをどうにか変えていきたいなと考える

わけです。

　今までの草原サミットでも、草原を守るための労働

力をどうしようかとか、資金をどうやって集めようかとい

う話も過去にはありました。僕が初めて草原サミットに

参加したのは、たしか2007年の蒜山の大会のとき

だったんですが、岡山県の蒜山では、その当時、どう

やったらそういう資金が集まるかなという会話をした

覚えがあります。

　ただ、少し変わってきたのは、こういうふうなどう

やって労働力や資金を集めるかという話から、今は放

置された草原をもっと利用しようという議論に変わっ

てきましたよね。今回のメインテーマもそうですし、各会

場での分科会のテーマもそうなんですが、利用という

のがキーワードにもう既になっています。その利用が１

つの利用方法じゃなくて、前半で見ていただいたよう

な生態系との関係でもものすごくたくさんあるんですね。

よそでやっている利用をそのままぽんと持ってくるん

じゃなくて、まずはそこでの利用を考えていくのが大事

なんだろうと考えています。

　芸北では、こんなことを始めています。今までもボラ

ンティアで草刈り、ここにはカヤ刈りと書いていますが、

もともとは草刈りをしていたんです。草原を守るために

火入れ、山焼きができない草原をみんなで草刈りをし

ていたんですね。やぶになっていると刈り払っていたん

ですが、ここ数年は秋にはカヤを刈るようになりました。

そのときには子供たち、ついてきた子たちがこんな感

じで、もうすごく楽しそうに遊んでいます。最近の子はイ

ンスタグラムもやっているので、こういう映え写真を

撮ったりして遊んでいます。このときは子供が撮ったん

じゃないですね、カメラマンが撮ってくれました。

　こうして集めたカヤがどこに行くかというと、すぐに

屋根に行くんじゃなくて、市場に集めるようにしました。

これ名前、茅金市場と言います。カヤがお金になるので、

茅金市場。単純な名前ですね。こういう市場をつくって、

そこに出荷している。これはボランティアの人だけじゃ

なくて、地域の住民の方ならどなたでも、地域住民と

いっても、もう持って来ていただける方からどなたでも、

この日のこの決まった時間に持ってきてくださいという

ことで、１年に１回だけ市場を開けています。この日に

地域の人がみんなでカヤを運んで持ってくるわけです。

　この建物は、もともと小学校の体育館でした。学校の

統廃合によって、ここは閉校になったので、そこの中に

鋼管を組んでカヤを置けるような場所を作りました。こ

れを持っていくとお金がもらえます。だから、地域の人

は持ってきてくれるんですね。

　もらえるお金は日本円じゃないんです。せどやま券と

いう地域通貨なんですね。この地域通貨、名前はせど

やま券です。単位は石、１石が１円なので、この見えて

いる券は千石、1,000円として地域の中で使われます。

有効期限もあります。６か月以内に使わないといけな

い。６か月の間ずっと持ったままだと、これ紙切れに

なっちゃうんですね。だから、みんな使います。しかも、

地域の中で使いますから、地域の商店にお金が入る

わけですね。こんな感じです、使用例ですね。こんな感

じです。地域のみんなで集めたせどやま券でちょっと１

杯やりましょうかというところですね。最初はガソリンと

か農機具とか、農機具屋さんとかいろいろなところで

使えます。アイスクリームを食べたり、温泉にも入ったり

できます。

　集まったカヤは、屋根の修復に使われます。北広島

町内、数は少ないですが、かやぶき屋根の民家と、あと

展示しているカヤぶき建物があるので、そこに使われ

ますね。地元のカヤを使って、地元の屋根が張れる。

　これ広島県には、国の文化財になっている建物もあ

るんですけれども、町外にこうしてカヤが運ばれて使わ

れることもあります。

　ちょっとまとめてみますね。

　草原、ススキの草原からカヤが集められて、そこに

地域通貨を支払うと、地域の中をお金が循環していく。

そして、集まったカヤはかやぶき屋根の現場に出荷さ

れて、そこから収入が入ってきます。その収入の中から

地域通貨の交換としてお金が支払われます。収入のほ

うが買入れのカヤより多い……、仕入れの値段よりも

販売の値段のほうが高くしてあるので、これは茅金市

場のボランティア事業ではなくて、ちゃんと収益を上げ

ている活動になります。具体的には、３束持ってきてく

れたら1,000円、20センチだったかな。規格はこのパ

ンフレットの中の１ページ目に書いています。３ページ

目ですね。藝州茅の規格ということで、こんなカヤを

持ってきてください、こんなカヤを持ってきてくれたら、

今の値段は３束でせどやま券１枚ですね。販売のほう

は基本価格が１束850円です。高いですか……、そん

な感じで流通しています。

　こういう仕組みが回ることで何が起きるかというと、

草原ですね。先ほどから話になっている野生生物、草

もあるかもしれないですが、動く根拠がないと、僕らは

動いちゃうと、税金使ってお仕事しているので、皆さん

のお金を適当に使うわけにはいかないので、なので、

まずは条例をつくってみて、こういうことをしていきます

よというのを考えました。

　そういうものとか、あとはこの画面の真ん中にあるの

が町の全部の生物のデータを調べました。静岡県は博

物館があるんですが、広島県は博物館はないんです

ね。静岡県の博物館に行くと、どこにどの植物があるか

というのが全部データとして調べられています。もちろ

んここの東伊豆町も残っているので、それをもう１回、

町レベルの資料として１回起こしてみることはとても大

事なことかなと思います。北広島町はなかったので、実

際に何年もかけて調査をしました。

　それでもう一つがレッドデータブックです。これは、

レッドデータブックというのは環境省も取りまとめてい

ますし、県も取りまとめていますが、町は町として取りま

とめました。この理由はなぜかというと、国とか県では

一般的な種類であっても、町の中では希少な種という

のはあるんですね。ほかのところではたくさんあるけれ

ども、うちの町にはほとんどいないよ。あるいは逆によ

そには希少かもしれないけれども、うちにはたくさんい

るよ。そういうものをちゃんと見るためには、町レベル

でこういう資料とか、あるいは条例というのをきちんと

整備していくことが大事だろうなと思っています。そう

いうことで作りました。

　じゃその北広島町、どんなところかというと、西日本

ですね。面積は646平方キロメートル、標高が200か

ら1,223メートルなんで、海がありません。人口は１万

7,937人です。東伊豆町と比べてみますと、面積が東

伊豆町77.8平方キロメートル、これはホームページ

で見させてもらいました。標高は、海があるゼロメート

ルから、万三郎岳が一番高いんですか、これ合ってい

ますか、地図で見たんですけれども。1,400メートルあ

るんですね。何かこれを見て、おおってやっぱりちょっ

と興奮しました。噴火と造山運動でぐいっとこんなに海

から近いところで高い山もあるんだな。あと、人口は１

万1,701人です。北広島町はもともと４つの町が合併

してできたんですが、今日お話しする事例は芸北地域

という一部地域のお話です。この高原の自然館がある

のも芸北地域です。

　芸北地域の面積は253.6平方キロメートル、それで

もやっぱりちょっと広いですね。標高は420メートルか

ら、一番高い山があるところです。人口は2,011人、も

のすごく少ないですね。東伊豆町よりも面積としては３

倍ちょっと、3.5倍ぐらいあるのに、人口は５分の１以

下。もう本当に過疎のところです。

　その中で、まずは町同士の植生、植物の様子を見て

みると、北広島、これ実際の大きさの比率を同じにして

います。イメージが湧くかなと思います。でかい町です。

こんなに大きいのに市じゃなくて町ですね。全国平均

と比べてみると、特徴的なのは、まずどちらも森林が多

いですね。自然林は北広島町が多いです。東伊豆町は

どちらかというと植林の比率が北広島町よりも多くなっ

ている。二次草原、これはいろいろなものが混ざってい

るんであれですが、これはどちらの町も全国平均よりも

少し多くなっていて、農耕地が全国平均より少ない。市

街地、このグレーのところが市街地ですが、市街地は

東伊豆町は全国平均に近いような形ですけれども、北

広島町は市街地はあまりないという違いがあります。

海もないんですね。山の中の町です。

　そこで行われている芸北茅プロジェクトというのを

紹介します。これは多分、ちょっといろいろ参考になる

のかなと思って、このプロジェクトがあったので、今日

しゃべりなさいと言われたのかなと思っています。

　芸北にはこういう山があります。ここは山焼きをして

いるところですね。ずっと昔から放牧とか、草を取った

り採草が行われていた山で、雲月山と言います。この山

はササユリというこのユリが咲いて、これは町の花にも

なっています。隣町の花にもなっています。そのぐらいこ

の地域ではササユリが愛されていて、身近な花なんで

すね。

　こういう草原は何であったかというと、ここの草原が

利用されていた時代があって、例えば堆肥とか山菜と

か、飼料、敷き草、屋根材、それからここで遊んだり、薬

草を取ったりという、いろんな恵みを山から受け取っ

ている。だから、毎年地元の人はこの山を焼いていた

わけなんですね。

　ところが、今、山が放置されています。この雲月山も

半分以上が放置されています、一部で山焼きを始めた

んですけれどもね。放置されるとどういうことが起きてく

るかというと、これは一般的な話ですが、まず、生態系

サービスが低下していく。草原から得られていたもの

が得られなくなるし、景観も悪くなるし、絶滅危惧種の

増加、増加という意味は、今までは普通にいたものが

絶滅危惧種になっていくという意味です。

　そこで何とかしないといけないということで、例えば

ボランティアという形で労働力を集めてみて、みんなで

山を何とかしましょうということをしてみたり、あるいは、

そこに行政などから資金を投入して、補助金によってこ

れを解決しようということが各地で行われています。た

しか前回、こちらの東伊豆に来たときに、年間の山焼き

　次をお願いします。

　細野高原を利用した東伊豆町観光協会の取組とい

うことで、私たちにとっての細野高原とは～観光の観点

から～ということで、東伊豆町、ひいては伊豆を代表す

る資源であるというふうに思っております。ですけれども、

いまだ資源であり、目的となる場所ではない、こちらは

財産区長もいるのに失礼なんですけれども、そういう状

況が続いております。

　ですから、また下を見ると、私たちが考える魅力とい

うことで、圧倒的なスケール、これは町長もドーム26個

分、箱根の仙石原が知名度が高いんですけれども、そこ

の７倍になります。ですから、もっともっと本当は来てほ

しいという状況にございます。

　絶景ということで、草原の先には太平洋、そして伊豆

大島がぽっこり浮かんでいるように見えます。そして、伊

豆諸島も見えて、後ろには、私も中学のときに遠足で天

城連山、万二郎、万三郎の遠足というのを８時間かけて

行きまして、それは本当にもうつらくて、忘れられない思

い出となりました。

　そういう状況の中で、三筋山山頂というのが標高

821メートルございます。

　次をお願いします。

　その取組の２番になりますが、先ほども財産区長が

おっしゃったように、春の山菜狩りというのは財産区が

中心になって行われておりまして、私たち観光協会とし

ては、パンフレットとかチラシを作って協力して、そして

少し受付を手伝うという形になっておりますが、秋のス

スキのイベントに関しましては、東伊豆町観光協会が

主催で行っております。ここで、細野高原でしか味わえ

ない景色・体験を売りにしたイベントを企画・運営して

いるということで、こちらの詳細は次ページをお願いし

ます。

　ここで表が出てきたんですけれども、ちょうど白川先

生がいらっしゃった13年前ということで、その後からこ

の細野高原のススキイベントが始まりました。ちょうど平

成23年度から始まりまして、2011年かな。それで、今回

の秋、これから10月８日から予定しておりますが、これ

が第11回になります。ですから、10年ぐらいやってきて

いるんですが、私のイメージとしては、もっと20年以上

やっているような気がしているんですけれども、こんなも

のなんですね、まだ11回目ということで。

　これさっき高橋先生もおっしゃっていたんですが、入

山料を取るようになったのが第３回から。第３回の平成

25年度から500円取るようにしました。そして、第５回

の27年度から600円に上げました。来たお客さんは何

か、何でこんなところでお金取るのよなんていう人も多

いんですけれども、一応そういう保全のために使わせて

いただきますと言うと、やっぱりちゃんと払っていただ

けます。

　それで、第10回、昨年の第10回にはシャトルバスを

やめたんですね。第一駐車場から、400メートルのとこ

ろから山頂の手前の駐車場までのシャトルバスを回し

ていたんですが、それをやめて、それがコロナでやっぱ

りバスの中が密になるということで、町の指導も受けま

したので、それをやめて、昨年からは300円にしました、

シャトルバスなしで。中に入山していただいた後は、自

分たちで頂上に行く方も、さっき言ったように２時間か

けて行く方もいますし、その辺を散策して帰る方もい

らっしゃるということで、そういう形にしておりますので、

今年の予定も一応300円で、シャトルバスなしというこ

とで行おうと思っています。

　このシャトルバスの運営だけで、この期間中、毎年大

体300万ぐらいかかっているんですね。ですから、それ

をやらないことによって、足の不自由な方とかご高齢の

方とか、山頂まで行けなくて残念だったという話もあっ

たんですけれども、意外とこの表を見ていただくように

人数は増えているんですね、去年より。ですから、その辺

で、今年ももう一回そういう形で挑戦しようということで

今考えております。

　その下の資料２は、これはもう財産区の方々がやら

れている山菜狩りの人数でございますので、細かく書い

てありますけれども、大体このぐらいの人数で、大体25

年ぐらい前からこの山菜狩りはやっておるということを

聞いております。

　その次で、細野高原を利用した東伊豆の観光協会の

取組の３でございますね。

　私たちの課題としては、目的となる場所へのブラン

ディグや宣伝、イベントに依存しない観光地としての整

備、特にソフト面、サービス面の企画ということで、やは

りどうしても今までは花火大会などのイベントで、一過

性なんですけれども、その日にがっと集めて、もうお金

をぱっと使って集客するという形だったんですけれども、

常に東伊豆というのは海があって、高原があるというこ

とをもっと売っていきたいということで考えております。

　この二、三年、コロナもそうなんですけれども、この二、

三年、夏がすごい猛暑なんですね。ですから、海水浴に

は暑くて行かないというお客さんが夏は増えてきており

ます。私も海の近くに旅館がありますので、夏になれば

必ずお客さんが来て、海水浴に行くというふうに思って

いたんですけれども、一昨年ぐらいのときというのは、暑

いから行きませんという、海水浴に行ったお客さん、本

当に数件だったですね。目の前は海なんですよ。ちゃ

○司会　それでは、ただいまよりパネルディスカッショ

ンを開催いたします。

　コーディネーターは基調講演に引き続き白川先生に

お願いをいたします。

それぞれのパネリストの方を私のほうからご紹介をさ

せていただきます。

　まず初めに、太田長八東伊豆町長。

○パネリスト（太田長八）　太田です。よろしくお願いし

ます。

○司会　続きまして、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋佳孝様。

○パネリスト（高橋佳孝）　高橋です。よろしくお願いし

ます。

○司会　稲取地区特別財産運営委員会委員長の山田

賢一様。

○パネリスト（山田賢一）　山田です。よろしくお願いし

ます

○司会　東伊豆町観光協会会長の石島専吉様。

○パネリスト（石島専吉）　石島です。よろしくお願いし

ます。

○司会　それでは、白川先生、よろしくお願いいたします。

○コーディネーター（白川勝信）　また白川です。よろ

しくお願いします。

　ここからはパネルディスカッションということで、先ほ

どは僕のほうから一方的にたくさんお話をさせていた

だいたんですが、今日は４人の方に来ていただいてい

るので、僕はここからは進行役で、４人の方それぞれの

話を聞いていきたいと思います。皆さんそれぞれに各

分野で活躍されている人ばかりが集まっていますし、

お一人お一人の話もじっくり聞きたいんですが、多分

ここでお互いに話していただくと、面白いものが何か

生まれていくんだろうなと思って楽しみにしています。

　それでは、最初に少しお一人ずつ、８分くらいかな

とお伝えしていたんですが、自己紹介とか活動とかを

教えていただければいいと思います。特に肩書のほう

なんですけれども、ここの細野高原の場合、東伊豆町

との関わりとか、そういうことも含めてよろしくお願いし

ます。

○パネリスト（太田長八）　そうですね、先ほど挨拶し

た町長の太田と言います。

　ちょっと私のほうから町をちょっと紹介させていただ

きたいと思います。

　まず、面積とかそういう人口、先ほど白川先生からご

紹介いただきました。場所っていうのはね、静岡県の伊

豆半島の東海岸に位置しております。そして、伊東市、

下田市、この中間でございまして、東京からは本当に２

時間ほどで来られますので、このコロナが収まりました

らば、ぜひとも皆さん方、この東伊豆町においでいただ

きまして、このすばらしい細野高原を見ていただけたら

大変ありがたいと思います。

　まず、私たちの町、全国的には珍しいんですけれども、

６温泉郷から成り立っております。東京方面の大川地

区、そして北川地区、熱川地区、片瀬地区、白田地区、こ

れらが熱川地区と言います。熱川地区は一応５地区あ

ります。そして稲取地区。全部で６温泉郷。稲取地区に

おきましては、４つの地区、東区、田町区、西区、入谷区

が存在しています。細野高原の保全に関しましては、こ

の稲取地区に細野高原がありますので、この稲取地区

の４区の皆さん方にこの保全につきましてやっていた

だいております。この場にいますので、本当４区に厚く

御礼申し上げたいと思います。

　この町は気候も温暖で過ごしやすいです。この海と

山に囲まれました、この豊かな自然、今回は皆さん方に

東伊豆町に来ていただきまして、細野高原、そしていろ

あと、カヤプロ銀行というのもやっていて、３年生の授

業ではバザー活動をするんですが、最初に商品の仕

入れとかにお金が要るので、貸付けをやっているそう

です。それから、豪雨災害の被災地に寄附をしたり、こ

れを子供たちは自分たちが草原の資源を使って稼い

だお金でやっているということですね。

　こんなふうに共創資産というのは、多分、全国各地

でつくられていますし、それをまねしていくことが大事

なんだろうなと思うんです。小さいことですけれども、例

えば阿蘇で使っている火ぼてというのも、これをボラン

ティアの人たちが自分たちで作って、自分たちが使える

ようにならないと、阿蘇の火入れには参加できないん

ですね。野焼き講習がたしか２日間あるんでしたよね。

○会場より　（「今１日」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　今１日ですか。ちゃんと講座を受

けて作って参加していくことで、共創資産が受け継がれ

ている。

　あるいは、上ノ原のほうに行ったときには、茅刈り講

習会というのに参加させてもらいました。大学生とかい

ろんな人が参加していたんですけれども、そこで今度

は御殿場のほうから……

○会場より　（「ここからがこういう感じで、大体うち

のほうじゃ足でやっちゃうもんで。これで１束ですね、う

ちのほうでは。この一番下の目盛りが一番小さい束の

位置で、これで１束。ちょうど……」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　この人、なかなかほどけなくて、

結んでくれなかったんですけれども。こういう形で受け

継がれていたり、地域から地域に共創資産が技術移転

されていますよね。

　あるいは、これはカヤぶき技術の伝習施設、大内宿

というところ、福島県ですね。そこでは、廃校になった

学校の中にこういう屋根ふきの、屋根を小さいのを

作って、こうやってカヤをふく方法を体験したりしてい

ます。地域にはカヤぶき職人がたくさん生まれているそ

うです。こういう景色が残っているところで、観光客が

たくさん来るところですね。それを支えるための倉庫も

きちんと造っていて、下を空気が通るようになっていた

りとか、カヤのサイズに合った高さにしていたりとか、

いろいろな工夫が見られました。

　これは和歌山県の大学生がやっている、生石高原の

人たちがクラウドファンディングで350万集めています。

これでカヤを刈ったりする資金にしたいという活動を

しています、大学のサークル。

　そろそろちょっと事例としては最後になるんですが、

これは諫早市の岩谷口の草原です。この草原、ちょっと

写真があれで見にくいんですが、この煙が出ていると

ころからずっと全部斜面が草原です。ここもすごいです

ね。ここの火入れはすごく珍しくて、ちょっと写真で見て

いただくと、集落の人たちが作っているのは火をつけ

るための道具です。竹の筒に１つの節だけ穴を開けて、

中に油を入れています。そこにわらを刺しているんです

ね。そのわらを刺して、これを軽トラに乗せて持ってい

くと。こんな感じで火をつけています。何か油をぴゅ

ぴゅっと出しながら火をつけています。これが火入れ

の風景ですね。

　でも、ここで注目すべきなのは、この火のつけ方も面

白いなと思ったんですが、こっちの動噴です。軽トラに

乗せられた動力噴霧器。火入れのときには、この動噴

がついていって、ずるずるっと引っ張って、この水槽か

ら水をまくと。つけて、ちょっとでも広がりそうだったら、

すぐ消していくんですね。これが非常に効率的で、ここ

の集落は十六、七人で火入れをしていました。たった

十六、七人であの広さができるのは、こうやって軽トラ

が道路のほう、これは斜面の下部の道路ですが、そっ

ちの道路はもちろん、斜面の上にもこういう軽トラが入

れるところがついていて、山と、ここまで木が出ている

んですよね。炎が上がったら燃えそうになるわけです

けれども、もうすぐばあっとかけて消せる体制にあると。

だから、少人数で山焼きができるわけですね。

　ここには多分、ヒントが詰まっていて、誰でも焼ける

ようにならないのかなといつも僕は考えているわけで

すけれども、秋に防火帯、焼いていない草原は防火帯

焼きを始めてみるかな、これはうちのほうのことです。う

ちのほうは防火帯は焼かずに、当日、草刈りをするだ

けなんですが、これ防火帯焼きも、安全にするために

は大事なことかなとか。あるいは防火帯に車両が入れ

るようにしてみるというのが今のことです。

　もう１個、これは何か昨日、夜に思いついたんです

が、車両が入れる道路は難しいけれども、水が回せる

パイプを通しておいて、山水を引くのに黒いパイプとか、

農業用に売っていますよね。あれを回しておいて、何か

所かに蛇口じゃないですけれども、出るところをつけて

おいて、山焼きの日だけポンプでばあっと水が回るよ

うな仕組みにしておけば、ここはちょっと、細野高原は

広いですけれども、うちのほうにある山ぐらいだったら、

全部回すのにそんなに広くないなとか思ってみたりし

ました。とにかく山焼きをどうするかというのはとても大

事なことだろうなと思っています。

　事例について最後だったんですが、東お多福山の

保全ですごく僕が影響を受けたというかびっくりしたと

ころです。ここは都市の中にある草原なんですけれども、

みんなこれしゃがんで、鎌とかはさみでちょきちょきサ

サを刈っているんですね。この光景を見たときに、僕は

すごいなと思いました。でも、ちゃんと人間の力で刈り

切れました。作業が終わったらこんなきれいになって

いたんですけれども、その一角で何かやっている人が

いたんです。この人が何かしゃがみ込んで、ススキを

ずっと集めていたんですね。このカヤを、たったこの日

はこのぐらいでしたけれども、みんなで持って帰りまし

た、カヤぶきにするんだと言っていました。何年前だっ

たかな、随分前だったと思います。サガラさんという人

なんですけれども。それで、なるほど小っちゃくても、地

域でこうやって使い始めることがまず大事なんだなと

思って、たった数束であるんですが、その数束はきちん

と集めればちゃんと屋根の上で何年も役割を果たす。

そのときに、今のサガラさんの風景もそうなんですが、

もう１個気になったのが……

（保全活動中の太鼓の音）

これだけなんですけれども、何か愉快だなと思って、こ

ういうのっていいなと思いました。でも、これを言葉に

するには、何かうまく言えないし、何かのためということ

でやったわけでもないんだけれども、多分、人間ってこ

ういう浮かび出てくるものがあるし、そういうところが草

原の中に出てきたというのがすごくいいなと思ったとこ

ろです。

　そういう草原がいろんなところにあって、景色だけ見

ても、とてもきれいですよね、曽爾高原、奈良です。今か

ら分科会がある真庭の蒜山、遠くに大山を臨んでいる

広い広い草原ですね。それから、もちろん阿蘇、とても

広くて、阿蘇の中にもいろんな草原があるし、東伊豆町、

懐かしい草原で、僕は明日行くのをとても楽しみにして

います。オンライン参加ですよね。ここには大事な湿地

もある。

　こういう草原が全国にあって、そんな話ができて、ま

たどこかで太鼓の音が聞けるのかなとちょっと楽しみ

にしてるところです。

　まとめます。

　あまり大したまとめじゃないんですけれども、草原で

は地域の自然と人が互いに関わりながら、共創資産が

生み出されてきました。これが今日の話の主なところで

す。これは草原だけじゃなくて、いろんな生態系といろ

んなその地域とが関わりながら、その地域に独特の知

恵や技術がある。

　２番目に、その時代ごとに知識や技術を集めながら

積み重ねていくものが共創資産で、その知識や技術を

交換するのが多分、今日なのだろうなと思っています。

各地で話がありましたし、今日は皆さんに芸北の茅プ

ロをはじめいろんなことを聞いていただきました。

　その最後に見てきたような、人間だからこそ生み出

せる美しさというのが一つ草原を体現してくれている

のかなと思って、大事にして生かしていきたいですよね。

　以上で終わります。

　最後に、いろんな方に今日のスライドを作るにあ

たって協力いただいています。特に今回の大会を開い

ていただいた東伊豆町と、それから日本の各地の草

原の方に感謝します。どうもありがとうございました。

（拍手）

○司会　白川先生、どうもありがとうございました。

　学芸員のお仕事の視点での全国の事例のご紹介で

すとか、あとは自然と人間、自然と社会の関わりから生

まれる、今日初めて聞きましたが、共創資産というお言

葉ですとか、中学生の取組ですとかいろいろ興味深い

お話をしていただきました。

　ちょっと時間があまりありませんが、お一人でもお二

人でも、もし今日お話しいただいたことでご質問等あり

ましたらいかがでしょうか。

　この後もですね、この次のパネルディスカッションの

ほうも、白川先生にコーディネートをしていただきます。

お手元には質問の用紙もお配りしてありますので、今

の基調講演のことも含めてで構いませんので、そうしま

したら、次のパネルディスカッションで質問等をしてい

ただければというふうに思います。

　先生、ありがとうございました。

　改めまして、感謝の拍手をお願いいたします。（拍手）

○講師（白川勝信）　どうもありがとうございました。

○司会　それでは、続きまして、休憩を取りまして、10

時35分からパネルディスカッションのほうを始めたい

と思います。準備の関係もございますので、35分まで休

憩とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

原の生物の保護とか草原の景観の保全とか、獣害抑

止といったような多面的機能が山で発掘される。お店

にそのお金が行きますので、地域経済が少しでも活性

化する。そして、文化の面で言えば、カヤぶき建築がそ

れぞれ保存されたり、技術が伝承されたり、村落の景

観が保全されるという文化の伝承があります。

　どのくらいのこれ金額回っているかというのを見て

みると、そんなに大勢ではないですよね。2015年から

始まって、最初は持ってきてくれる人が５人で、集まった

カヤも100束でした。２年目は６人になって200束に

なりました。すごい増えましたね。３年目は９人で234

束、８人、10人、14人と増えていって、持ってきてくれる

人がどんどん増えている。2,000人、約1,000戸の集

落ですから、10戸で１％なんですよね。1.4％の人が

持ってきてくれるということになります。それで集まった

カヤを販売して、売上げが下のほうに書いてあります。

この売上げの金額は、ばらばらなんですけれども、実

は最初の年はカヤの束をすごく大きくしていたんです

ね。それで、すごく束数が少ないけれども、金額が大きく

なっています。

　この下に１行ちょっと付け足しますね。

　現在の学年と書かれています。これ何かというと、茅

金市場は中学校の活動としてやっています。中学校２

年生が茅金市場を運営しているんですね。今、その子

たちが学年で何年生になっているかというと、一番最

初に茅金市場を実行した子は今、大学２年生になって

います。この時間間隔って結構大事だと思うんですよ

ね。子供はずっと子供じゃなくて、これを知った子が今

何歳か。

　ちょっと茅プロを通じた中学生の学びを見ていただ

きたいと思います。

　茅プロ、事業としては最初こんな感じです。これ中学

生ですね、もう大人みたいですけれども。カヤを刈りま

す。みんなで束ねます。最初は下手くそですけれども、だ

んだん上手になります。途中でカヤぶき職人さんから

指導を受けて、こんな曲がったのは駄目だとか、ちょっ

と細過ぎるとか、先がそろっていないとか、束ね方を

ちゃんと指導を受けるんですね。それを運びます。実際

に自分たちでも刈るんですが、大事なのは受入れのほ

うなんですね。茅金市場での運営は、中学生がやって

いますと言いました。中学生が地域の人にチラシを

配ったり、声をかけたりして、家の近くにあるカヤ持っ

て来てくださいねというふうに言うんですね。そうした

ら軽トラに積んで持って来てくれるので受け入れます。

みんなで運びます。規格に合っているかどうかをちゃん

と調べながら受け入れています。曲がったカヤは使え

ませんから、これは駄目ですよっていうのはちゃんと言

わないといけないんですね。これ結構ハードルが高い

んですが、先生に手伝ってもらったりしながら、こうい

うのは駄目ですよということをちゃんと言う、これも学

習です。こうして何束あるかというのをちゃんと数えて

いる役割の子もいて、それぞれの子がそれぞれ役割分

担しています。車の誘導をする子もいます。

　こうして受け入れたカヤをどんどん並べていくわけ

ですが、もう当日は先生たちも総出で、総出じゃないか、

先生たちもやってきて、なかなかあまりない光景かなと

思います。

　せどやま券の発券も中学生がやりますね。ちゃんと

数を間違えないように数えて、券の枚数をカウントして

いきます。これ中学生の側が券を支払うほうですね。こ

れを渡していくと。地域の人に渡っていく。何かほっこ

りしますよね。地域の人が持って来て。

　実際に子供たちがお金を触ることで、先ほどのこの

全体像にもう一つ、教育の側面が加わるんですね。地

域資源への気づきとか、カヤってお金になるんだな。

あんなどこでも生えている草なのに、草原ってそんなに

価値があるものなのとか、あるいはお金をちゃんと

使って、商品とお金をやり取りする、あるいはカヤを販

売するとかっていう話を通じて、ちゃんと経済に関わる

んですね。これが大きな学びになります。これが次世代

の担い手育成につながる。

　今、大学２年生の年齢になっていますから、これから

どうなるかというのがちょっと楽しみなところです。

　実際の成果としては、昨年は14人から591束受け

入れて19万7,000円を、約20万円分発券しました。授

業やＰＴＡ活動で自分たちで250束を収穫したので、

71万円余りで販売したいなと思っているところです。ま

だこれは販売中ですね。その差額の50万円ぐらいは

自分たちの収益になって、教育活動に使うと。刈った

カヤは文化財建築の補修なんかに使われて、結果とし

て草原も守られる。僕がやりたかったのは草原の保全

なわけですが、仕組みをつくることで、その草原が守ら

れるという、そういう形になっています。

　ちなみにお金、何に使っているかなんですけれども、

まずは中学校に冷水機を設置したりとか、最近暑いで

すからね。ウォーターサーバーを自分たちで買ったり、

修学旅行に資金助成として、これはＰＴＡのほうから保

護者に対して１万円ずつだったかな、去年は。お金が

支払われます。修学旅行で校長から給与が支給されま

す。これはちょっと内緒にしておいてください。サプライ

ズでバスの中で給料袋が配られるんですね。自分たち

が働いて稼いだお金が自分たちのところに戻ってくる。

　私と草原の関わりもということなんですが、私は福岡

県の小倉市というところの出身です。当時、山々に行くと、

植林地の防火帯として草原がいくつかあった。あれ面

白いなと思って、むしろ焼けて大変だろうと思うんです

けれども、そこを２年に１回ぐらい、ずっと帯状に何キ

ロも草原があって、そこが私の遊び場だったんですね。

そういう原体験もあったり、あるいは南のほうで平尾台

という有名なカルスト台地。秋吉台と同じように山焼き

をやっている。やっぱり遠足に行ったり、遊びに行った

り。その原体験の下に草原に関わってきたわけですけ

れども、一番のきっかけは、実は私の高校は修学旅行

のない高校でして、いわゆる受験ばかりという、面白く

ない、非常に面白くない高校だったんですけれども。

ちょうど大阪万博の年、私が高校２年のとき、そのとき

だけ万博に修学旅行に行こうやという話が出て、その

ときに山陰地方を何泊かして大阪までバスで移動した

んですね。そのとき２日目に泊まった三瓶山という山が

とてもきれいな草原があって、牛や馬が放牧されている。

これは都会育ちの私にとってはすごい感激して、それ

をきっかけに畜産の道に興味を持ち、大学は農学部を

選んだという経緯があるわけです。

　そうこうしているうち、いろんな方と出会うことがあっ

て、今回13回目を迎える全国草原サミットの第１回目

から担当させていただいているんですよね。そういう関

係もあって、サミットのお手伝いをするような全国草原

再生ネットワークというのを立ち上げたと。

　それと時期を同じくして、さっき最初に白川さんが紹

介していただいた草原研究会、日本草原研究グループ

というのも立ち上げていただき、そのときに白川さんと

あと二、三人の方で相談して、とにかく毎月１回、どこか

草原を調査して、そこでディスカッションして回ってみよ

うや、あるいは調査の手伝いをしようやと。そうやって

中国地方を中心にいろんな草原を若い研究者を募っ

て現場のフィールドを歩きながらぐるぐるぐるぐる回って

いたという、そういうこともいろいろ重ねるうちに、今は

阿蘇に携わって、草原再生協議会、阿蘇は約２万２,000

ヘクタールの牧野があって、山焼きをやっているのが

１万6,000ヘクタールあります。その利用形態、極めて

多様でして、土地所有も多様なんですけれども、利用面

も畜産で利用されたり、カヤに利用されたり、あるいは

草刈りをして堆肥として利用されたりとやっているんで

すが、大きな観光資源にもなっていて、阿蘇の。そういう

意味では東伊豆とも共通したものがあるかもしれませ

んけれども。阿蘇においても、すごく担い手の問題とい

うのも深刻で、これをどうするかということで、年間約

2,300人のボラティアが山焼きや牧野体験に参加して

いるという仕組みづくりもちょっとやっているところです。

　前回、この東伊豆でシンポジウムがあったときに、大

きくそうですね、利用の面では観光利用、あるいはパラ

グライダーの利用というのが当時あって、新しい利用形

態どうするかという模索もさせていただいた。それから、

当時からやはり山焼きの担い手の問題というのはかな

り深刻で、東伊豆町のほうでもボランティア等の関わり

をどうやって考えていくかというようなことも論議したよ

うな記憶があります。

　それから、さっきもお話があったように、教育とか普

及の面で、子供たちをどうやって、昔は遠足で当たり前

に行っていたし、地元の人たちの草原についての実感

もあったし、誇りも多分あった。今はいろんな文化が増

えているし、全体的にも様 と々いうことで、いろんな問題

を抱えているんだというような、そういう記憶をしており

ます。この13年間でどういうふうに変わってきたのかな

というのも今日いろいろお聞きしながら、課題の共有を

できたら、いろいろ協力ができることがあろうかと思い

ますけれども。

　１つ、稲取高原で面白いなと思ったのは、何年か前

からやっている入山料ですね。草原をただで利用する

人たちは、やっぱりちゃんとそれなりの対価を払って、

ボランタリーでいいから払ってくださいという、そういう

ふうに位置づけている。これはこれからの一つの観光

行政の自然を守る形の一つの選択肢として、効果的で

はあるけれども、画期的な出来事だったのかなという

印象を持っております。

　以上です。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　高橋さんは、僕はよくよく知っているんですけれども、

会場の方も知らない方も、それから、インターネットでご

覧になっている方も、知らない方もおられると思うんで

す。先ほどあったように、日本の草原を本当にいろいろ

なところを見ている方です。草原に入って遭難したこと

もあるんでしたよね、たしか。そういう方ですが、町長か

いろな観光地を見ていただければ、町としては本当に

よかったんですけれども、このコロナ禍では本当大変、

自分自身はもう大変残念に感じております。

　そういう中で、町の基幹産業は観光でありまして、以

前は100万人以上の方が当町に来ておりましたけれど

も、今は本当、コロナ禍においてですけれども、減少し

ちゃいまして、今、去年で40万ぐらいですかね。早くこ

のコロナ禍が収まって、何とか経済を活性化していき

たいと思います。

　そういう観光以外には、やっぱりこの海、さっき言っ

たようにゼロメートルから1,400メートル、本当、傾斜

がこういうふうにありますので、本当、海と山、これを全

て満喫できますので、大変すばらしいロケーションでご

ざいます。

　そういう中で、農業、教育も盛んであります。まず、漁

業におきましたはキンメダイ、こちらはもう地域ブラン

ドになりまして、味はもう日本一でございますので、ぜひ

とも皆さん方も稲取のキンメダイ、これを味わっていた

だきたいと思います。さらに伊勢海老も取れますし、結

構豊富でございます。

　さらに農業、これにおきましても、カーネーション、こ

れはもう私も全国で一番ではないかと思います。基本

的には農林水産大臣賞、これはもう過去３回も受賞し

ておりますので、この辺はもう自信を持って、また皆さん

に進めていますし、さらにミカン、かんきつ類には

ニューサマーオレンジがあります。やはりこれも香りも

大変良く、これも東伊豆町の名産でございます。これま

た季節がありますので、町が自慢できるものがあります

ので、四季を通じて、この東伊豆町、楽しめますので、よ

ろしくお願いします。さらにスポーツにおきましてもダイ

ビングとかゴルフ、そしてパラグライダー。このパラグラ

イダー、今言った細野高原でできますので、ぜひとも海・

山・空のスポーツ、年間を通じて楽しめる、本当に四季

を通じて東伊豆町、大変すばらしいところでございます

ので、ぜひともまたご来町願いたいと思います。

　このようなことが東伊豆町ではまちづくりの目標、こ

れを満点の海・山・空は東伊豆と掲げております。この

細野高原につきましても、このまちづくりの目標の一つ

でありますので、このパネルディスカッションにおきまし

て貴重なご意見をいただければ大変ありがたいと感じ

ております。そういう中で、このあと稲取財産区の山田

委員長から保全、さらには観光協会長のほうから、この

利活用につきまして説明があると思いますので、よろし

くお願いいたします。

　私は細野高原の思い出というのは、やっぱり遠足で

ございます。当時小学生のとき、必ず遠足で細野高原に

行きました。そのときはやっぱり全学年で行きましたの

で、６年生が１年生の手を引いて行った思い出があり

ます。そういう意味でもすばらしいなと。まだ子供でした

から、草原はすばらしいなというだけで、それがですね、

やっぱり先代とその山焼きなどの苦労によってこの山

が守られていることを感じましたので、自分としてはこ

の子供たちが細野高原に子供たちが行く機会がないも

のですから、子供たちに細野高原のすばらしさを知っ

てもらった中で、さっき言った芸北の取組、これもまた

後 で 聞 き た い と 思 い ま す 。

　そういう中で、やっぱり私は遠足といった中で、今度、

富永さんとか言っていた、鹿、猪　が増えた中で、

ちょっとダニの問題が出てきました。しかし、ススキのイ

ベントをやっている中で、それに対しては十分対応して

おります。ある程度、受付において案内をして対応して

おりますので。細野高原は安全ですばらしいところです

から、よろしくお願いいたしたいと。

　私の考えはそういうことでございますもんで、またよ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　今のお話の中にもいろいろと何か視点があるんだと

思いました。

　ちょっと１つだけ、町長は地元出身なんですよね、ど

の地区。

○パネリスト（太田長八）　僕は、今は結婚して熱川地

区に住んでいますけれども、幼少期は、小さいときは稲

取地区でございまして、稲取小学校に入りまして、やっ

ぱり春と秋になると何しろその遠足が楽しみで、細野高

原に対する思い出、それが大変強いです。

○コーディネーター（白川勝信）　もう本当に地元なん

ですね。ありがとうございます。

　次に、高橋佳孝さん、自己紹介と、ご自身と草原の関

わりとか、高橋佳孝さんは東伊豆町の方ではないです

が、今日は全国草原再生ネットワークの代表理事とい

うことで参加いただいていますんで、自己紹介からお

願いします。

○パネリスト（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは。高橋

でございます。

　今、白川さんから紹介いただいたように、私は外者、

よそ者で、細野高原とそんなに深い関わりがほとんどな

いのにここに登壇していいんだろうかというね。今日そ

こにいらっしゃる内山さんはまさに稲取のご出身で、草

原に関する研究をされていると、まさにここは内山さん

がいなきゃいけない場所だと思うんです。いろいろと理

由があって、ここに出させてもらっています。

在ではあまり生活に必要と思われていないもので、い

ろんな考え方もあるでしょうけれども、自然を守るという

哲学とか概念だけでは、どうしてもこれから守っていく

のは非常に難しくなるんじゃないかなというのが私の

考えです。だから、保全していくにはどうしたらいいかと

いうと、これから地域や町にどうしても必要な場所に、

この細野高原を認知してもらうことが、認知していくこと

が重要なことじゃないかなと思います。

　その中で、先ほど白川さんのお話の中で、非常に参

考になりました。その一つとしては、あそこは水の水源

地としてもやっていますけれども、もっと水源地を広げ

て、そこにいろんな花木などを植えて、植林して、それを

観光に使ってもいいのかなと。もう一つは、先ほどから

出ている教育の場として、体験学習とか、いろんなそう

いう子供たちの教育の場にも使えたら。もう一つは、観

光資源として、自然利用のイベントとか、そういうものに

積極的に使っていただければと思います。

　財産区としても、そういうことが具体的になってきた

ら、積極的に協力して前へ進めていきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。

　今日はこの機会を利用して、皆さんのほうにも意見

を聞かせていただきまして、参考にしたいと思います。

ありがとうございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　本当に非常に大事な視点というか、たくさんありまし

たよね。植物を管理する人が絶滅危惧種だという話も、

本当にいろんなところでも起こっていることでしょうし、

ただ、管理する人がということが、発言が出ること自体

が、まだ何かよくって、地域によっては、その植物が大事

だということさえもひょっとしたらもう既に忘れられてい

るかもしれない。

　それから、もう一つのことが草原が必需品じゃなく

なったという指摘の中で、守ろうという概念だけじゃ駄

目で、具体的に何かやっていかないといけない。その

中でも、やっぱりイベントとか観光というのが強いところ

なんだから、そこを進めていきたいというお話だった

と思います。

　ありがとうございます。また後から少し詳しくお聞きし

たいと思います。

　その観光とかイベントとかを中心的に担っていらっ

しゃる石島さん、続けてお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　それでは、改めましてこん

にちは。東伊豆町観光協会の石島でございます。

　お手元に、パワーポイントのほうに10ページになる、

このジャンプしている、これは私じゃございませんけれ

ども、もっと若い人なんで、こんなジャンプすると足を痛

めちゃいますので。あと、今年の「澄んだ空気と絶景

を。」という、このポスターにもあります、これがチラシで

すね。あとそのもう一つ、稲取細野高原の冊子、これを

見ながら皆さんお聞きいただければと思います。よろし

くお願いいたします。

　それでは、まず、細野高原と東伊豆町観光協会の取

組についてということでお話しさせていただきたいと思

います。

　次のページで、自己紹介ということで、私、石島専吉

という名前なんですけれども、これは本当に私もずっと

嫌だったんですけれども、やっぱり最近やっと慣れてき

まして、これおじいさんの、祖父の名前をいきなりつけ

られました。子供の頃はすごく嫌で嫌でしようがなかっ

たんですけれども、やっとアラカンになってきて慣れて

きましたけれども、私の父の出身というのが栃木県でご

ざいました。こちらに熱川温泉のほうに修行に出されて、

そこで結婚して私が生まれたということで、今はその旅

館を私も継ぎまして、熱川温泉のほうで「ふたりの湯宿

湯花満開」というところで旅館もやっております。

　私は2018年の東伊豆町観光協会に就任しまして、

ただいま４年目で、２期目でございます。2020年、昨年、

東伊豆町産業団体連絡会の会長に就任させていただ

きまして、現在に至っております。

　この右側の写真は、毎年１回、三筋山まで歩いてい

ますというふうに書いてありますけれども、これは去年

の11月１日にちょうど第一駐車場の標高400メートル

からこの三筋山山頂の821メートルまで、往復で大体

7.5キロ、時間にして約２時間で歩きました。山頂では

妻のお弁当というか、おにぎりを食べて、この小さく前に

いるカップルも、ちゃんとお弁当を２つ持ってきて食べ

ていました。その２人の歩くのが速くて速くて、本当、追

いつくのが大変だったんですけれども、本当、軽装です

んなり歩き切っちゃいますね、若い人というのは。です

から、やっぱりそういうところも一つ面白いんじゃない

かなと思いました。

らも遠足の印象が大きかった、高橋さんは三瓶山の印

象が大きかった、やっぱり子供の頃の体験、大事なん

だなというのをお二人の今の自己紹介の中からも見て

いきますけれども、じゃ次に山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　皆さん、どうもおはようござ

います。

　私は、稲取地区特別財産区運営委員会の委員長を

やらせていただいています山田と申します。

　稲取地区の特別財産区というのは、稲取地区の区長

さんとか区の役員さんの皆さんで構成されており、細野

高原の管理や運営や、そういういろいろの事業を行っ

ております。

　財産区と言うとあれですけれども、昭和34年に、この

東伊豆町というのは城東村と稲取町が合併してできま

した。そのときに稲取地区には230町歩ほどの当時の

町有地があったわけです。その２分の１を今、稲取ゴル

フ場やバイオパークに借地しております。残った部分

はどうしようかということでいろいろ、細野高原を含め

てどうしようかということで話があって、平成３年に自治

法が改正されまして、稲取地区の４区に町から無償譲

渡され、そのときにいろいろ４区で話し合って、いろん

な分配の問題とか、いろいろ話合いが出ましたけれど

も、この際、大同団結して、４区で平等でこの細野高原

の責任を持って管理や運営をしていこうということで現

在に至っております。

　今、２分の１は、バイオパークとか稲取のゴルフ場と

かに貸してありますけれども、そのうち借地料の２分の

１は町に、２分の１を財産区の財源として使わせても

らっています。そのお金で細野高原の維持や管理、また

この各４区ありますので、各区にお金を分配して、各区

の運営をやっていただいております。

　財産区の細野高原の管理としては、防火線があり、そ

してその後、防火線焼き、その後の全体の山焼き、そし

てまた春の山菜狩りは、これは財産区としてやっており

ます。そしてまた、各４か所ばかり湿原がありますけれど

も、湿原の周りの草刈りをやっております。そして、草原

の中の道路が、結構道路がありますけれども、水とか雨

とかで結構痛むもんで、その道路の補修や管理を行っ

ております。

　防火線焼き、山焼き、これは１回につき120名ぐらい

の方に、区民に出ていただいております。この他の事業

も含めて、先ほど白川さんがお話になった800万、13

年前は800万ということで、現在は節約しまして500万

ぐらいのお金で管理と運営をしております。

　そのほか、観光協会の会長もおられますけれども、

観光協会の秋のススキがこれから始まるわけですけれ

ども、ススキ狩りにも協力したりしております。また、各種

団体で、先ほど言ったパラグライダーとかラジコンの会

とかいうように、各種団体にも利用してもらうように貸

出しをしています。

　この頃ですけれども、この前もありましたが、映画や

コマーシャルの撮影等に利用したいという希望がたく

さん多くなってきまして、それにも貸出しをして、一部の

収入にさせていただいております。

　今後の問題としては、防火線刈りもそうですけれども、

焼き、山焼きこの作業員の高齢化というのが先ほど高

橋先生の中にも、当時13年前にもあったと言いますけ

れども、現在はもっと深刻で、私は昭和24年生まれで

すけれども、大体中心になっているのは昭和20年代、

30年代生まれの方が山焼きとか防火線焼きとかの中

心になっていますので、非常に高齢化が進んでいます。

それとまた産業構造の変化で、昔は、前にも言ったよう

に農家の人が中心とかそういうことが主だったんです

けれども、今は農業から観光やいろんなお勤めの方が

増えて、当日の人員確保をするのに非常に苦労してお

ります。

　またもう一つ、一番これも大きなことかもしれません。

先ほど町長のほうからもありました、原野や山に対する

関心が非常に低くなっておりまして、そういうことも含め

て原野を守っていくというのは非常に難しくなっている

のが現実です。

　また、私はよく冗談で言いますけれども、この細野に

は多くの絶滅危惧種があり、このことを、この絶滅危惧

種を守っていくのが本当に大事なことだと思うし、また

それが我々の仕事だと思いますけれども、植物はあるん

ですけれども、その管理をしていく人のほうが絶滅危惧

種の状態になっているというのが現実な問題です。昔

は、原野は農家の資源や、要するに農家の堆肥とか何

とかという資源や生活も今までのような茅葺きの生活

の資材として必要な場所でありました。そのためにみん

な非常に協力的で、いろんなことを一生懸命管理して

いただきましたけれども、正直いって時代の流れで、現

んと海はやっているのに、そういう状況です。

　ですから、私の娘なんかも夏の旅行で昼神温泉の星

を見にいったとか、やっぱりそういう高原を求めるお客

さんが多くて、夏を涼しく過ごしたいというのもあるのか

もしれません。ですから、もっとこう海だけではなくて、こ

の細野高原も売っていきたいということです。

　現在の取組なんですけれども、昨年からちょうど財産

区のほうも細野高原を考える会というのを立ち上げて

あるそうで、私たちも年間活用委員会というのを発足し

ました。これは春と秋のイベントだけじゃなく、年間で細

野高原を利活用する方向性として、ハイキングを掲げ

て整備や企画の立案を実施しています。このハイキング

というのを、やっぱりただ普通に歩いてくれというん

じゃつまらないと思いまして、ハイキングの聖地づくりに

取り組んでいるということで、今年の５月９日にはジオ

ガイドつき、そしてキッチンカーも山頂まで用意して、そ

のプレツアーを実施しました。これは25名参加で、女

性がすごく多かったんですけれども、それをやったりと

か、先週の９月19日にはインフルエンサーを呼んで、

招待してＰＲしていただいたり。今いろんな媒体に出す

とかというよりも、そういうもうやっぱりインフルエン

サーを呼んだほうがすごく効果があるんですね。これは

いろんな広告もそうなんですけれども。ですから、そうい

うことを常にやっておりました。

　あと、今年の10月17日にも、そのハイキングのガイ

ドツアーを今、インターネットのほうで参加を募集して

おりますので、またよろしくお願いしたいと思います。

　そんな形で、この右側にある写真も、これは夜の星空

観賞。これも二、三年前のＪＲのデスティネーションキャ

ンペーンのときに夜の星空観賞のツアーというのを５

月と９月かな、そういうふうにやったときもございまして、

そんなことになります。

　じゃ次の。

　活動とＳＤＧｓということで、ＳＤＧｓって何なのかなと

いうふうに私も思ったんですけれども、今やっているこ

とがそういう保全の一部を担っているんじゃないかと

いうことで、こんな表を作成しました。東伊豆町観光協

会としては、観光客、利用客から、先ほどの入山料を頂

いて、それを財産区のほうに一部、これ本当に少なくて、

微力で申し訳ないんですけれども、大体20万から30万

ぐらいですかね、毎回そんなぐらいで、一応頑張ってや

らせていただいております。

　最後のですね。

　本当に細野高原はこの町の宝でございます。細野高

原を生かしながらの利活用が観光業が主産業である

この東伊豆町にとってとても大事だと考えております。

来年度、先ほど町長もおっしゃっていたような６つの温

泉場が一つの東伊豆町観光協会に統合されるという、

一本化事業というのもございまして、観光協会が一つに

なります。これによって、ここだけの話ということでもな

いんですけれども、稲取の細野高原というよりも、東伊

豆町の細野高原というふうにしていきたいと私は思っ

ておりまして、みんなで、全町そろって細野高原をもっと

頑張って利活用を考えて生きたというふうに思っており

ます。

　最後の資料なんですけれども、これは年間のいろい

ろな、財産区と観光協会のいろんなイベントがここにあ

りますので、参考までご覧いただければと思います。

　本日はよろしくお願いします。

　以上でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　先ほど高橋さんから前回の話題になっていたという

話があった観光、それから担い手のうちの観光につい

て、随分詳しく教えていただきました。ありがとうございま

す。特に金額とかですね、人数とか見させていただいた

ら、やっぱりさすがだなと思うのは、まずきちんとこうい

う数字が出ている上に、コロナ禍でも大きくは減らずに、

むしろしっかりと継続が続いているというところが見え

ているというのがすごいなと思いました。

　高橋さん、さっき今日聞きたいなとおっしゃっていた

ことのうちの観光の話が今報告があったんですけれど

も、聞いてみてどうですか。阿蘇のほうでも観光というの

は大きな柱だとおっしゃっていたんですけれども、いろ

いろ、規模としては随分違うと思うんですけれども、比較

しながら何か感想を教えてもらえればと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　私、観光専門じゃないです

ので、何とも言いかねるんですけれども。阿蘇の場合は

地震の影響がかなりあってですね、それによって幹線

道路が寸断されたりということで大きなダメージを受け

たわけなんです。いまだもって、やはり草原の観光的な

評価というのはすごい高いですね。前もお話ししたこと

があるんです、来訪者に阿蘇の魅力を尋ねたときに一

番魅力に感じたのは、やっぱり広い草原で、多分この

国立公園に指定された頃は火山が一番人気でござい

ましたと思うんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　阿蘇の火山ですね。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。火口が見える

とか、活火山であるとか、雄大さとかあるとは思うんです

けれども、そういうふうにモータリゼーションの関係で

道路や交通機関がかなりこう発達してくると、広い草原

の魅力というのは観光客にすごく大きいんだろうなとい

感想とかもいただきたいと思います。

　もう一つ、すみません、ちょっと先ほど聞いたときに落

としちゃったんですけれども、今、４区の共有地みたい

になっているんですよね。それは何年でしたかね、何年

に話し合って、４区の共有にしようということになったん

でしたっけ。

○パネリスト（山田賢一）　合併自体は昭和34年に合

併したんですけれども、それをそれぞれ城東村が持って

いた土地、稲取町が持っていた土地、稲取町が持って

いた土地をどうするかということも議会の中でもいろい

ろお話しされて……、町長が発言します。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですね。いいで

すか、すみません。

○パネリスト（太田長八）　基本的には今言ったように

町村合併のときに稲取の地区のこの細野高原につい

て話し合いがありました。そのときは、やっぱり町が一

枚かんで、町と４区の共有の土地で、さっき言ったよう

に、ゴルフ場、そしてアニマルキングダム、動物園、これ

に関しては２分の１。今もその分配は変えませんけれど

も、使用に関しましては、私がなって多分すぐくらい、結

構４区からそういう要望があった中で、４区の所有だっ

たのが１０年くらい前かな。そのぐらいですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　10年前ぐらいですか。

○パネリスト（太田長八）　大体ね。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。

　だから、あれですよね。昭和の合併のときにそういう

話合いがまずあって、最近というか、10年前ぐらいにも

う一度、そこの所有を見直すというか、そういう流れが

あったわけですね。

○パネリスト（太田長八）　結構ね、４区のほうから、も

う前々から一応、４区の所有にしてくれといった中で、話

合いがあったんで、役場も巻き込んでそうなったと感じ

ております、あと４区の強い希望ですね。

○コーディネーター（白川勝信）　昭和33年頃といっ

たら、草の利用はどうだったんですかね。柑橘って割と

ずっと何ていうか、堅調な産業だったのかなと想像す

るんですけれども。

○パネリスト（山田賢一）　その合併する日が来てか

ら、しばらくの間は、今も町長の話の中にもありましたが、

ゴルフ場とかバイオパークも含めて、草刈り場、採草地

だったんです。そこを正直いって、今４区と言いますけ

れども、昔はほとんど一つの入谷区と言うんですけれ

ども、そこが全員ほとんど出て、それで全部で言う200

何十町歩を自分ちで管理しておりました、合併した頃、

前後ですね。そういうことでやっていまして、ここの入

谷区というところの人はほとんど全戸出て管理をして、

防火線から山焼きからやっていました。山焼きなんか

は、ひどいこと、今じゃ考えられませんけれども、朝振

れというのがありまして、朝６時頃、班長さんが今日は

山焼きやるから出て来いと言って、それは有無もなく出

なきゃならないような状況でやっていました。今日の

仕事があるとか予定なんていうのは、それはもう無視

されて、そういうことで皆さんで、入谷の皆さんが管理

してきたものです。

○コーディネーター（白川勝信）　その頃の人の意識と

随分今と違うんでしょうね。何かその地域の行事という

か、もうやることが決まっている。もう年中行事みたいな。

○パネリスト（山田賢一）　だから、先ほど言ったよう

に、あまり利用しなくなった、農家でも使っていた人が

あまり利用しなくなったというのがやっぱり一番大きな、

大きな関心がなくなってきたということじゃないかと私

は思います。今でもよく共同で山焼きの管理をしていた

だいていますけれども、この役員以外の方の中には、

何で俺んちが山の管理をしなきゃならないんだ。海岸

線のそれこそ近くとか、町の中の人には、そう言われる

ことも多々あります。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。そういう意

味では、あれですよね。前回の、前回って、13年前のこ

とを言うのもあれなんですけれども、課題だった山の価

値を共有しないと担い手もまた続かないかもねというと

ころは、まだまだ今もちょっと課題としてあるのかもしれ

ないですね。ありがとうございます。

　そんな中で、さっきバイクの、モトクロスの人が増えて

きたという話があったんですけれども、ちょっと質問を

いただいていまして、バイクも問題があると思います。マ

ウンテンバイク、モトクロスの人の利用はどうですかと

いうことで、お聞きしたいことというのは、草原管理の立

場とか観光の立場からメリット、デメリットなんで、観光

の立場のほうからちょっと、石島さん、バイクとかモトク

ロスの人たちの観光の仕方というのはどうなんですか

ね。うちのほうを見てみると、ツーリングでやって来て、

ちょっと休憩して、また次のところにずっと行くような感

じで、何か通り抜ける形の、モトクロスじゃないので、

ツーリングバイクはうちのほうもよく来るんですけれども、

モトクロスというのは林道を走っている感じなんです

か、未整備の。どんな感じで。

○パネリスト（石島専吉）　私もそのあまり詳しくはな

いですけれども、財産委員長が言われたのは、駐車場、

その第一駐車場、第二駐車場ぐらいまで来て、山を見て、

いいところだねって言って休憩して帰るんだったらい

いんですけれどもね、その400メートル以上の上の、細

野高原の山頂近くの三筋山の近くまで林道がずっとあ

うのがあるんですが、阿蘇の場合は160ぐらいある、牧

野という言い方をするんですけれども、草原が160ぐら

いあるというふうに考えてください、細野高原みたいな

草原が。そういう世界の中で、観光についての新しい取

組というのは、阿蘇はまだ畜産が盛んなので、防疫、伝

染病が大きく広がることを一番恐れています。そのため

に牛がいるところに簡単に入れないような仕組みに

なっているんですが、牛がいないときだとか、あるいは

きちんと防疫、薬剤を散布したりあれしたりして、入る人

も人を制限して、ちゃんとガイドつきで入るという仕組み

をどんどん広げています。それで、さっきお話あったよう

にガイドで回った人は、そのうちの何人かを牧野組合

のほうに渡しているという、そういう形で、大きくバスで

歩いて、とにかくいっぱいで動くというような世界ではな

くて、そういった本当の草原のよさを学んで入っていっ

て、そこのいろいろ、さっきからお話があったように、自

然だとか文化だとか、野焼きというのがこれだけ大変な

作業で、こんなにきれいに守られているんですよという

ことも一緒に含めてですね、ガイドさんとの会話の中で

そういう会話をする。

　将来的には、多分、牧野を管理している人の若い人

がガイドになっていく、そんな仕組みづくりもこれから

やっていこうかなというふうに、こういうところです。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　山田さんのさっきのお話を聞くと、随分、観光の分野

と、すごくこう、どういえばいいんですかね、連携がよく取

れているなというふうに感じたんですよ。何か阿蘇のほ

うは、やっぱり牧野ということで、牛を放牧しているんで、

防疫ということで、しっかり消毒しないと、入ってもらっ

て病気を媒介したら困るとかっていうことがあったんで、

その辺では何か、あまり地域の方とかも観光客の人が

たくさん来ることには全然抵抗がないというか、むしろ

来てほしいというような感じなんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　観光客の方が来てほしい

というか、観光地ですから、そういうことは協力はして

いかなければならないと思いますけれども、いろんなこ

とのトラブル……、先ほどちょっと言ったけれども、今年

はね、非常にオートバイの方が細野高原に入ってきて、

物すごい大きな音で何十台って連なってくるもんで、そ

ういうことをこれから少し対策を考えなきゃならないか

ということは考えていますけれども、観光地である以上、

多少はね、イノシシとか鹿しか歩かない道よりも、やっ

ぱり人が歩いてくれたり、人がいることのほうが地元と

してはありがたいもんで、それはいろんな皆さんに注意

をしてもらいながら、多くの方に来てもらうということは、

それはいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　もう一つ、ちょっと山田さん、お尋ねしたいんですけ

れども、利用の中で、観光のイベントとか利用が結構ご

紹介いただいたんですが、何かほかの農業に草を利用

するとか、そういうことは今はどういう状況なんですか。

昔は、さっきあったというふうにおっしゃっていました

けれども。

○パネリスト（山田賢一）　昔はですね、もう今から、私

たちが若い頃は、あの全山がほとんどはげ山になるぐ

らい、皆さんあそこで草を刈って、そして堆肥にしたり、

畑の中へ引き込んだり、いろんな利用をしていました。

ほとんど、だから、水際の下ぐらいからずっと、ほとんど

草を刈り取ってしまいまして、見事なはげ山みたいに

なってしまっていました。昔はそれほどあったんですけ

れども、今は数人の方が草を刈って資源にしているぐら

いで、ほとんど草を刈る人は、非常に少なくなって、昔に

比べればもう激減というか、ちょっと、というのがこちら

の柑橘が主体だったんですけれども、その産業が非常

に衰退しちゃったもんで、そういう意味もあると思います。

○コーディネーター（白川勝信）　柑橘の畑の中に、ミ

カン畑の中に草を入れていたということですね。

○パネリスト（山田賢一）　はい、それがほとんど中心

でやっておりました。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。その数人

の方が今、すごく少ない数でやっているということで、あ

まりこう、使える草はたくさんあるけれども、草を使うこと

は随分減ってしまったということですかね。

○パネリスト（山田賢一）　そうだと思います。昔はそ

れこそ部落中というか、皆さんで、私が若い頃もそうで

すけれども、取りっこというかな、朝の４時頃から草を刈

りにいって、朝明るくなって、何だおまえらそこにいたの

かというぐらいみんなで草を刈っていましたけれども、

今はそういうことはほとんどないですね。草は幾らでも

ありますけれども、持っていく方は非常に少なくなってい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。資源はあ

るけれども、使えていないということですよね。何か

ちょっともったいないなというところなんです……、そう

だ、皆さんの手元に質問用紙というのが用意されてい

ると思います。話を聞きながら、アイデアとか意見があれ

ばぜひ書いていただければと。感想でもあれば。もし書

かれた方は、ちょっと手を挙げていただくと、役場の山

田さんが集めてくださるので、できればちょっと質問を

書いてください。何か僕の聞きたいことばかり聞くのも

もったいないので、ぜひぜひちょっと皆さんのご意見と

るわけですよ、狭い。そこをがんがん走っているらしい

んですよ。ですから、そこからまた転がり落ちちゃったり

とか、いろいろそういう事故にもつながっているみたい

なんで、今ちょっと苦慮されていて、入り口にちょっと

チェーンでもやって、それは取って行けることは行ける

んですけれども、もう少し意識をしっかり持たせたほう

が、何かね、よくないんじゃないかということもあって。そ

ういうことは山田さんからこの間言われて、そうだなと

いうふうに思いました。

○コーディネーター（白川勝信）　確かに事故があっ

たりすると。

○パネリスト（石島専吉）　そうですね。やっぱり私た

ちの考えるハイキングの聖地と、そういうバイクとかっ

ていうのは、ちょっとリンクしないんですね。ハイキング

で歩いているところをばんばんこう上っていっちゃうら

しいんですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

○パネリスト（石島専吉）　ですから、ちょっとその辺

は規制しないとまずいんじゃないかなというふうには

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　その辺を規制する

道、そこは市道なんですかね、町長。そうですか、市道

ですか。どういう形の規制が考えられますかね。

○パネリスト（太田長八）　基本的に町道が抜けてい

るんですよ。その町道に関して遊歩道が続いているの

で、そういう部分に関しましても私道なので、それはすぐ

にできると思いますので。町道に関しましては制限でき

ません。やっぱり一番心配するのがこの細野高原、住宅

地を通ってくるもんで、渋滞とか住民の理解がないと活

用できませんのでね、それなので今、細野高原付近の

住宅の理解を得られるようやっております。それこそ今

度はバイクなど、これ規制できませんもんでね、そういう

なかで細野高原の活用がちょっと中座するのが困るな

というのが現状でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　マウンテンバイクとかで来る人はいるんですか。うち

のほうはスキー場があるんで、スキー場の夏のシーズ

ンにマウンテンバイクでだっと下るとか、林道を下ると

か。自転車ですよね。自転車あまりないですか。

○パネリスト（山田賢一）　ないと思うよ。

○パネリスト（太田長八）　自分が把握したのは、熱川

地区はね、比較的林道があるもんで、熱川地区が結構

マウンテンバイクが来ているのは聞いていますけれども、

細野高原に関しては、ちょっとマウンテンバイク、普通の

オートバイが結構来るんじゃないかと、これは想像です。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ちょっとまた別の質問なんですけれども、そういう意

味で、これまであった自然イベント、自然利用で、何か

細野高原に合っているものというのは山菜狩りとかス

スキ狩り以外でどんなのが、どんなイベントがいいか

なという質問が来ているんですけれども、どういう方向

性が……

○パネリスト（太田長八）　正直いって星空やったん

ですよ。星空のほうも、自分はもう最高でした。やっぱり

行ったときに、もうライトも全て消して、虫の音だけ聞くよ

うな感じで、たまたま虫の声が聞こえて、本当にすばら

しいなと思ったんですよ。しかしながら、やっぱり寒さ、

これが寒いということで、２回やってちょっと断念したん

ですけれども。そうやった中で、星空のこと、これもある

程度やったら本当、都会の人も喜ぶんじゃないかと思

います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ほかに何かアイデアがありますか。山田さんとか石

島さんのほうは。どんなイベントがいいなというのが

あれば。

○パネリスト（山田賢一）　要するに今、私が考えてい

るというか、皆さんにも細野高原を考える会の中に

ちょっと提案させています。要するに細野高原の里山づ

くりという形で、奥山じゃなくて、あそこはまだ里山だよと

いう形で、里山のよさを広げていきたいなと。そういうこ

とで今、細野高原の入り口、これは財産区の土地じゃな

いんですけれども、やっぱり入谷部落の振興会という昔

の団体がありまして、そこの土地が６町歩ぐらいありま

して、ほとんど細野高原に隣接したところですけれども、

そこを今、森林組合の組合の皆さんが今まで植林され

ていたもんで、そこを全部伐採して、そこに今、ヤマザク

ラを全部植えようかなんていうことで、ヤマザクラの里

を今、これは国とか県の補助金をもらって森林組合が

やってくれているんですけれども。それで、地主さんは振

興会というところですけれども、将来的にはそこをヤマ

ザクラの里にしようと。中は当然、材を出すのに林道を

造りましたんで、そこが散策道路になるかなと。そこが、

うちの振興会の山だけが６ヘクタールぐらいならある

んですけれども、その奥に町の山も10町歩近く、10ヘク

タールぐらいあるもんで、今、町長ともお願いしているん

だけれども、そこ全体を全部やって、いろんなことに使

えないかな。そうすれば、振興会のほうもいろんなこと

があるんじゃないか、できるんじゃないかと。

　農協さんもいろいろそこを今、あそこにも農協の施設

もありますから、これはボツになったんですけれども、

一時、あそこで、要するに地ビールの工場を造ってやり

たいという、いいな、地ビール、ビール飲みながらあの

高原でススキ眺めたらいいなというようなことで、それ

を私たちも非常に賛成して協力したんですけれども、

ちょっといろんな事情で、それはボツになりましたけれ

ども。

　そういういろんなことで、あの高原をいろんな方面で

楽しんでもらえるような、これから設備というか、利用し

ている団体とか企業があったらいいな、私は考えてい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　何かいろんなことが、道路がやっぱり中まで通ってい

るというのがいろいろ、シャトルバスが行けるようなとか、

そういう整備ができているなというのがすごいんだろう

なと思います。

　片方でちょっと管理のほうの質問も来ているんです

けれども、担い手の問題というのも先ほどありましたが、

もう一つ、省力化という関係で、これ僕の話の中なんで

しょうね、山焼きの道路の防火帯に沿って軽トラが入れ

るようにするような話が蒜山でも聞いたことがあるけれ

ども、細野高原でも何かそういうことができる部分が

あったらコメントをお願いしますということなんですけ

れども、これどなた……、そういうのが可能そうなところ

というのはあるんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　防火帯、先ほど今、白川先

生の言った、あそこの防火線沿いにパイプを引くかとい

う案も去年出ました。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。やっぱ

り一晩で考えるようなら大体考えているんですね。

○パネリスト（山田賢一）　やって、水道屋さんに見積

りを取らせてやってみてはどうかなと思ったら、距離が

長過ぎてちょっとそのままやるんじゃ難しくないかという

ことで、それはボツになりました。

　もう一つ、今、いろんな林業試験場とかなんとかでお

話を聞いているのは、内山さんが専門ですけれども、あ

の防火線に防火林を植えて、要するに火の広がらない

ような防火林を植えて、それがただの面白くない木じゃ、

何も観光資源になりませんから、将来的に防火林であ

りながら観光資源の一助になれるような、例えばいい

んじゃないかって、内山さんが専門ですけれども、サザ

ンカとかツバキとか、一番強いのはサンゴジュなんて

いうのがあるらしいんですけれども。それらを防火帯に

10メートルぐらい、本当の火が出るところじゃなくて、火

があまりばんと燃えないようなところは防火林で防火帯

みたいなものを設置したらどうかなというようなことも

皆さんとは議論していますけれども、まだ実現はしてい

ません。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

　やっぱり結論というか、ちょっとすぐには出ないんで

しょうね。どこの地域でもいろいろそういう山焼きの省

力化とか安全性というのは出されているんですけれども、

高橋さん、何かその辺で、阿蘇のほうでは物すごいたく

さんの山焼きやっていますし、工夫されている部分もあ

ると思うんですけれども、人数も多いですが。ちょっとど

ういう、事故のほうの部分ですし、省力化の工夫で何か

あれば教えてもらえますか。

○パネリスト（高橋佳孝）　やっぱり事故は、毎年とは

言わないけれども、数年に１回必ず出ているんですね。

事故が起きると、もうやめてしまうという、そういった一

つ大きな問題が２つあって、１つはもう担い手がいない

で、いつやめるかを考えず、ただやめてしまう。責任者が

責任を取るなんて無理。例えば阿蘇の場合では、区長さ

んが火入れの責任者。

○コーディネーター（白川勝信）　火入れ責任者。

○パネリスト（高橋佳孝）　であれば、区長さんという

のは、例えば２年、３年で替わっていきますよね。そうす

ると、もう区長になりたくないという人が出てくるんです

よ。しかも、それ裁判ざたになったりとか、いろいろ面倒

くさいというのがあって、それで、多分この阿蘇の分科

会で相談される南阿蘇の村長さんがいて、南阿蘇村は

地震による被害によって野焼きができなくなったところ

が多いけれども、もともとそういう構造的な問題で、いつ

もどうなるか分からないというから、どんどんやめる、や

める、やめるというのが出てきていたんですね。そこで

少なくとも火入れ責任者は首長がなるということで、実

は安心して野焼きを再開した牧野参加者。ただ、それは

もちろん責任者だけの問題じゃなくて、そこに県や、ある

いはボランティアや市町村の協議会みたいなものをつ

くってみんなで応援してそこを再開するわけです。なぜ

再開するかというのは、これも多分、分科会で論議され

るように、熊本市民にとっては水源の源である草原の水

源涵養力というのは、実は阿蘇のほうは森林よりはる

かに高いんです。もしかしたら東伊豆もそうかもしれな

い。そういう草原の価値をみんなで共有して、それを

守っていくために役所も汗をかくし、お金も出しましょう

ということでやっている例が１つあります。

　もう一つは、牧野ごとに、さっき白川さんがおっしゃっ

たように車が通れる防火帯をやっぱり造りたいという

のが物すごく強いみたいですね。鉄鋼スラグの廃材み

たいなものが簡易的にですね、舗装までいかなくてもか

なり強い道が造れるということがあって、そういうものを

り保全という中で、首都圏から来る人が結構多いので、

500円、それくらいのお金ですけれども、地元の人に

とっては500円高いなと言いますけれども、首都圏から

来れば取りあえずそれが妥当ではないか。しかし、やっ

ぱり行くまでは結構ブーブー、周りを見ますと、現地に行

きますと、やっぱりすばらしい景色を見た中で、それは

当然当たり前の話だということを聞きますのでで、町と

してはそれがいいんじゃないかとは確認しております。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　入山料の話をしたら、先ほ

ど言った、今ススキがあるだけじゃなくて、今年、去年は

コロナのことでやらなかったんですけれども、山菜狩り

でも、私たち財産区で、入り口のところでお金を頂いて

います。あそこの入り口のところで来て、町民の方とよそ

から来た人はちょっと金額を変えて頂いております。

○コーディネーター（白川勝信）　細かい対応をして

いるんですね。

○パネリスト（山田賢一）　そうですね。それはいろん

な観光協会さんのご指導でいろいろやっていまして、町

外の方とか宿泊した方、地元の方ということで、３段階

ぐらいに値段を分けてやって、財産区の役員があそこ

でガードしてやっております。

○コーディネーター（白川勝信）　なかなか結構ね、お

金を頂くというのは勇気の要ることで、お金出したけれ

ども、こんなかってなっちゃう……

○パネリスト（山田賢一）　文句が出ますけれども、こ

れは富士山のあれと一緒だから、この山も管理するお

金ですからということで頂いています。

○コーディネーター（白川勝信）　そういう意味じゃ、

草原の価値を知っていないと、お金下さいとは言えな

いわけですから、それだけ価値を認識しているというこ

とですよね、地域の皆さんが。

○パネリスト（山田賢一）　何回かは、あそこまで来て、

ゲートのところで帰っていく方も結構います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。帰っていく

方もおられるんですね。

　草原の価値という中で、さっきちょっと質問とかを後

に、教育のことについて、町長もおっしゃったし、高橋さ

んもおっしゃっていたんですが、幾つか質問が来てい

るんですけれども、まず、高橋さんに、全体的なことだと

思うんですけれども、草原の価値の教育的効果につい

てのことの質問で、草原で子供たちに何を伝えられる

のかというのと、火入れとか野焼きを体験すること、伝

統的な作業としてそういうことを体験することの意義み

たいなところは、大きな話ですけれども、どういうところ

にあると思いますかという質問なんです。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原、教育者じゃないんで、

偉そうに語ることはできないんですけれども、価値と言

うまでもなく、大きく２つあると。１つは体験、五感で体験

したり、野焼きを体験したり、自然の雰囲気を体験した

り、草花を観察したりということと、それからやっぱり仕

組みづくりを学ぶというところですね、文化も含めてで

すね。体験に関しては、学校の中では語れないし、教え

ることができないことが屋外でできる。

　阿蘇の場合、全部の小学校で草原の学習をすること

が今できています。それで、発展性というか、私たちもそ

のほうがいいなと思ったのは、それを端緒にして、今度

はそれが公民館活動に地域活動にいく。そうすると、地

域の関わってくれる人たち、大人の人たちも増えていく

し、景観も入ってくるし、公民館として地域の草原を守っ

たり、上で寒いんですが、阿蘇の場合、草泊まりという、

草刈りをして、地元の集落と草刈り場の集落まで500

メートル以上の標高差があって、毎日通うの大変だか

ら、家族みんなで山の上に行って、草で作ったテントで

２週間ぐらい泊まって草刈りするという文化があったん

ですけれども、その中で子供たちを泊まらせて体験させ

たりというようなこともできている。

　だから、端緒は学校教育からだったんだけれども、

今は地域教育というか、教育という言い方がいいのか

悪いのか分からないんだけれども、地域の文化や歴史

や、その成り立ちや技術や意識や知識というものです

ね、子供たちに引き継いでいくと同時に、家族やその関

わる人たちにも広がっていくというものがいいですね。

少しずつ何か所かに広がっていく。そこのほうが私は

大事になってくるかなと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ＳＤＧｓの地域版とい

うか、そういうこと……

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。そんな感じに

なるのがいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　先ほど石島さんから

も、最後のスライドでＳＤＧｓという言葉があったんです

けれども、観光コンテンツそのものとしてのＳＤＧｓとか、

そういう学習のニーズというのはあるんですかね。ＳＤ

Ｇｓを学ぼうとか、そういう草原の自然、先ほどでの説明

だと、観光での収入が草原の保全に行くということだっ

たんですけれども、阿蘇ではボランティアの人は年間

2,000人以上来るし、実はうちのほうも木を切ったりと

か草刈りの体験を教育ツアーとして、一応プログラムと

いうのはあるんですけれども、そういうのは、こちらのほ

うではそういうニーズみたいなものというのはあるもん

ですか。

導入することで、野焼きを再開したり、そういう、向こうで

は恒久防火帯という言い方をするんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　恒久、ああずっと使

えるもの。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうです、ずっと使える防火

帯。道路さえあれば何とかなる。そういうものに対しても

県の事業として、導入するところにはそういう必要な経

費を出すというふうなこともでてきています。

　やっぱり今の方向性としては、恒久防火帯ですね。

　もう一つは、以前、草を刈っていて、もう裸になるよう

な状態がありました。阿蘇も秋吉台も全くそういう状態

ですね。その頃はですね、こんなに広く防火帯を切らな

くても安全だったんですよ。草がもう持ち出されている

から、火をつけてもそんなに大きくならない。今は雄大

でもう映像に入るとものすごくいいように見えるかもし

れないけれども、まさに危険な状態にあるわけですね。

25メートルぐらいまで炎が上がったりします。そんなに

危ないんじゃ、もう野焼きができないという話があった

んですが、最近、カヤ刈りとして、冬場の枯れた草をい

ろいろな方が刈っているんですよ。牧野さんにもお願い

をして、そこに入らせていただいて、たくさん刈るように。

牧野さんがそれで一番喜んだのは、野焼きが楽にな

るって。もともとあの草原の価値があって、それを維持し

ようとすることも重要ではあるんですけれども、実は、そ

れを維持するためには草をうまく利用することがそれに

もまた役に立っている。もちろんお金という点もあるかも

しれないし、材として文化財の保全に役立ったりするこ

ともあるかもしれないけれども、利用することで、実は管

理の省略化や安全性にも物すごく貢献できているとい

う、そういう仕組みづくりをみんなで共有していって、

やっぱり何か草を利用する算段と創意工夫によってひ

とつひとつやっていかれたらいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　そもそも利用してい

たから草原なのであってというところに立ち返るという

ことですね。

　ちょっと会場からの草の利用についての質問、多分、

山田さんにお答えいただいたらいいと思うんですけれ

ども、１つはミカン畑に草を使っていたときは何月ぐら

いに使っていたんですかということなんですけれども、

刈る時期というのは、決まった時期に刈っていたんで

すか。

○パネリスト（山田賢一）　刈る時期は、10月から11

月、要するにこれから秋口にかけて、もうカヤが緑がな

くなってきて、要するにそれのほうがもちがいいもんで、

青い草を刈ってやるよりも。だから、皆さん大体、草が枯

れ始めた頃から、10月から11月頃から。それで、して、

少なくとも２月に山焼きをやるもんで、山焼きのときまで

には、刈った草は持ち出してくださいよというようなこと

でやっておりました。

　だから、そうですね、大体今から、10月から11月頃

が一番多いと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　それと、かやぶき屋

根には使っていたんですか。

○パネリスト（山田賢一）　僕の記憶というか、前は

使っていたという話も聞きますけれども、実際、私は見

ていないもんで、何とも言えません。使っていたと思い

ますよ。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。使って

いたとしても、大分昔、古い時期ということですね。なる

ほど。ありがとうございます。

　ちょっと別のユーチューブのほうからの質問、すごい

いっぱい来ています。何か皆さんやっぱり、これはです

ね、シャトルバスのほうなんで、石島さんにお伺いした

いんですけれども、シャトルバスをやめたのに料金を

取っているのはどこで取っているんですか、どういうふ

うに徴収している、徴収方法を教えてくれませんかと書

いているんですけれども、それは何かゲートを設けたり

とか、そういうことですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。下の103台置け

る駐車場の入り口のところに受付がございまして、そこ

で一応、感染症対策でいろいろアルコールをやったり

とか、そういうときに払っていただいてパンフレットを渡

しています。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。コロナ対

策も一緒にできるしということですね。

○パネリスト（石島専吉）　はい。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　そのやり方というのは、割と最初の頃からそういう形

でやっていたんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。その期間だけな

んですけれども、ですから、１日過ぎれば無料で入れ

ちゃうんですね。ですから、最初は私も何でお金取るん

だよってものすごい言われているようなお客が多かっ

たんだけれども、やっぱり最初はそういうふうに、高橋

さんが言っていたように、入山料って何で取るのってい

うのを、無料のイベントというのはよくないという前任の

観光協会長から言われていて、そちらの前任の観光協

会長がそういうふうにして、私たちもそれを引き継いで

います。それを財産区のほうにも使用料として払えると

いう形になっております。

○コーディネーター（白川勝信）　町長、何か。

○パネリスト（太田長八）　入山料に関しては、やっぱ

秋って紅葉するところあるのかいって言われて、昔はも

う強気でしたから、もう団体客ばんばん入ってくるから、

じゃ結構ですよ、もうどこかの箱根とか北関東とか東北

で見てくださいと、紅葉は。伊豆はちょっとないんで結構

ですみたいな感じだったんですけれども、今は反対で

すから。紅葉する木はないんですけれども、やっぱりそ

ういうススキで秋を楽しんでほしいというのが１つです。

　あともう一つだけ、去年のススキのイベントで7,200

人来たわけですけれども、そのうちの350人にアン

ケートを取ったんですね。さっきの話とちょっとつなが

るかもしれないんですけれども、イベントの売りで何が

一番よかったですかというのは、やっぱり「絶景」でした。

これ断トツで絶景。それで、参加したい新企画、これは

多かったのが「１日限りの星降るキャンプ場」、あと、

「大自然をそのままに」という方もありますし、あと、「野

外コンサート」。これは今年はできないんですけれども、

一昨年まではホルンの演奏会だとか、稲取高校の吹奏

楽部の演奏会を土日にやったりとかしておりましたの

で、そういうことです。あと、細野高原に必要な施策とい

うことで、「アクセス道路の拡充」とか「絶景ポイントの

紹介の充実」とか、そういうことを書かれている方が多

かったということですね。

　ですから、伊豆というのは本当に秋も楽しめるんだと

いうことを観光客の皆さんにも知ってほしいということ

でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

秋を楽しんでほしいという、観光客の方へのメッセージ。

　山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　管理していくのがどういう

ことかということを言われてもあれですけれども、私はよ

く親戚とか友達とかなんとか来たときに、細野高原を連

れていくと、必ず言われるのは、何だ伊豆は山が深いん

だな、よく言われます。大体皆さんは海岸だけ走って

帰ってきて、伊豆半島の中のほうへ入るのは、天城道路

ぐらいのところしかないと思いますけれども、各町には

深い山が、山が深いです。だから、そういうことを楽しみ

ながらいろいろ山を楽しんでいただければありがたい

なと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　すみません、ちょっとチャイムが鳴っちゃって、時間が

来ちゃったんですけれども、コンパクトに高橋さんと町

長にもコメントいただいて終わりたいと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原は非常に懐の深い資

源だと思います。それで、将来に向けて決して暗いこと

ばかりじゃなくて、多分21世紀の持続的社会を語る、こ

れほど人と自然との関わりの仕組みが何千年も続いて

いるというのは、すごい懐の深い地域資源なんだろうと

いう。ただ、それを私たちが気づいていないような、これ

は研究者にもしかりだと思うし、行政においても多分し

かりだと思いますけれども、そういう意味では、もう一度、

草や草原の魅力をみんなでいろいろ創意工夫しなが

ら考えていく。新しい社会への土植えも可能になってく

る、そういう明るい展望を持ってみんなでぜひ協力し

合って次の世代にちゃんと続いていくようにしたいなと

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　じゃ最後に町長、お願いします。

○パネリスト（太田長八）　これは本当、ユーチューブ

を見ている全ての方に、これはもう人と地域の問題じゃ

ありません。これは全国の問題でございますので、全国

の方々、草原に対して興味を持っていただくことが私は

一番だと考えています。そういう中でこの草原、将来に

わたって保全なんかもね、やっぱり市町村の自治体で

連携してより多くの自治体に入ってもらった中で、草原

をいかに守っていくか、これをまたやっていきたいと思

います。そういう中ではまたユーチューブを見ている方、

その辺また支援と協力を賜ると大変ありがたいと思い

ますんで、よろしくお願いします。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　最後に非常に力強い、全国の方々、それから全国の

自治体に向けて草原共有を持ってまた加わっていただ

きたいというメッセージをいただきました。

　ちょっと僕の進行が不手際で12時を過ぎてしまいま

したが、これでパネルディスカッションを終わりたいと

思います。

　もう一度、４人のパネリストの方に感謝して拍手をい

ただけたらと思います。（拍手）

　どうもありがとうございました。

　じゃ、配信のほうもこれで終わらせていただきます。ど

うもありがとうございました。

○司会　皆さん、どうもありがとうございました。

　午後ですが、１時から東伊豆、阿蘇、蒜山の３会場で

分科会を開催いたします。午後１時になりましたら、そ

れぞれの会場で分科会を開始してください。よろしくお

願いいたします。

　その後の全体会のウェブ配信については、午後３時

20分からを予定しておりますので、午後も引き続きよろ

しくお願いいたします。

　午前の部につきましては、以上で終了となります。あり

がとうございました。

○パネリスト（石島専吉）　細野高原はまだそういう形

にはなっていないんですけれども、いろいろ摘果のミカ

ンの収穫を手伝うとか、いろいろそういうカーネーショ

ンの花を、そのまま結局時期が過ぎちゃって、全部それ

を捨てちゃうわけですね。そういうのを何か手伝う体験

だとか、そういうことは、農業体験のほうなんですけれ

ども、そういうのは少しずつプログラムに入れているん

です。まだ参加者は少ないんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　そうなんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そういうのは年間を通して

いろいろちょこちょこやっています。

○コーディネーター（白川勝信）　じゃ何か、これだけ

宿泊施設もあり、こういう海と山とっていう、すごく近いと

ころにあるという環境だったら、本当に、うちは体験教

育とかをすごく受け入れているので、何かメニューが

つっこんでいきそうだなと感じました。すみません、

ちょっと僕の興味のほうでちょっと質問をかぶせてし

まったんですが。

　もう一方、これも教育のことなんですけれども、次世代

に伝えていくために教育現場でできること、望むことは

どういうことがありますか。町長のほうから遠足の記憶

がっていう、高橋さんもそうだったんですけれども、遠足

以外でということということですが、教育現場でどういう

ことができるでしょうかね。どなたでもお答えください、

せっかくですから。どなたかありますか。

○パネリスト（太田長八）　まず、自分から言ったのは、

まず細野高原に対しての愛着ね。　子供のときから。そ

れがなければ、細野高原の保全はもう無理だと考えて

おります。そういう中で、まず町民が行った中で、細野高

原のよさが分かった中で、そしてやっていけば続ける方

向で、地域効果やったんです。それによってよさが分

かって、そうすれば、先生が言ったように子供が行けば、

必ず父兄が行きます。そういう中で全体的にやっていき

たい。それとやっぱり子供たちも自分で働いたお金で

いろんなことができる。そういうことができれば、子供た

ちの教育になると考えております。

　そういう長期的に考える中で、やっぱり子供が細野

高原に興味を持たせなければ、自分は細野高原の保

全は絶対無理だと考えておりますので、そういう中で、

そこが一つのいい機会じゃないかというようなことです。

　教育的効果、高橋先生がおっしゃったテントを作っ

てそこに滞在する、そこでキャンプするとかね、やっぱ

りそういうのがあると、教育的な体験になるんじゃない

かと考えています。

　何しろ小さい子が草原に対して興味をいかに持たせ

るか。それだけは私はいろいろと考えております。やっ

ぱり何事も一から小さい時からやっていくというふうに

ありますので、そこからの教育が私は一番大事じゃな

いかと考えておりますので、そういうふうに言わせてい

ただきました。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　ほかにありますか。

　ちょっとそろそろ時間が来ているんですが、いろんな

方の質問、本当にありがとうございます。

　もう１個だけ、僕に質問、これは物的なことなんで、カ

ヤが高いという話が出て、850円で売るのは高いん

じゃないかという……

○会場より　（「いや、違う、どうしたら高くできるかとい

うことを聞きたかった」と呼ぶ者あり）

○コーディネーター（白川勝信）　それはなぜですかと

いうことなんですが、これは、中間業者に販売している

んじゃなくて、カヤの施主さんに直接販売しているので、

一旦集めると安くなりますけれども、カヤぶき職人さんと

かカヤの施主さんとしっかりネットワークをつくるのが

高い価格で販売している一つかなと思います。価格に

ついてはカヤぶき職人さんに相談して決めた価格です

ね。すみません、以上です。

　いろいろお聞きしたんですが、ちょっと最後に皆さん

から一言ずつ、草原に関わる人への誰かを想定して、

子供でもいいですし、観光客の人でもいいですし、また、

ユーチューブで見ていらっしゃる方でもいいですけれ

ども、一言ずつメッセージをいただけたらと思います。

石島さんから、今度は反対にお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　４人目だと思って安心して

いたんですが、私は観光ということからちょっとお話を

させていただければ、何で秋のススキなんだという感じ

なんですよね。これはもう10年ぐらい前から団体の宴

会型のお客さんが激減しています。今まではもう団体で

バスで来て、もう20人、30人で宴会して、朝ばっと８時

頃帰っちゃうんですよね、もう朝食を食べて。ですから、

観光する場所なんていうのは全く必要なかったんです。

秋以外の春には河津桜もこうやってやっておりますし、

夏はやはり海水浴とか、そういうリゾートという感じが

ありますのでよかったんですけれども、それなもんで、秋

が全然オフシーズンになっちゃんたですね、一時期。そ

れで、やっぱり観光協会のほうも、せっかくああいう高

原のいい場所があるんだから、ススキのイベントをや

らせてくださいということで、財産区に頼んで町と協力

してやったような状況がございますので、そのような形

で、やはり春夏秋と楽しめる、そういうコンテンツが欲し

かったということがまず１つですね。

　ですから、秋によくお客さんに言われたのは、伊豆の
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維持活動に携わる一方、携わっただけの対価を受け

取る、あるいは携わった人が対価を実感しているのか

という話がありました。こちらの細野高原は、地元の集

落の方たちが山焼きをされていますので、その方たち

がちゃんと対価を実感されているのか、あるいはそこ

に税金を使っているわけですから、町民の皆さんがそ

れを実感しているのか。そういうことが前回議論に

なったと思います。それからどう変わったのかというの

は後のパネルディスカッションで聞かせていただきた

いなと思っているところです。

　前回のテーマは、忘れられた草原の再発見、その保

全と活用ということで、生物多様性、外来種、シンニュ

ウが間違っていますね、これ。広島ならではの間違い

ですね。外来種侵入……、深入山という山があるんで、

草原の山です。草原のやぶ化、森林化など、草原の質

の問題について共有されていない。草原の生物多様性

はどうなっているんだろう、景色としてはいいけれども、

本当にそこは価値があるというのが認識されているの

かというところの問いかけと、もう一つが草原を守るこ

とによる生態系サービスや経済的恩恵を享受する仕

組みがない。これについても話がありました。その後、

たしか僕が記憶しているのは、都内の電車のつり広告

に草原のことがかけられたりというＰＲをされたりとか、

あるいは入山料を早い段階から取り始めた、草原では

あまりないのかなと思いますけれども、そういう事例を

先立ってされたという記憶があります。今日はそういう

話もまた後で聞かせていただきたいなと思っていると

ころです。

　そして今年、2021年のテーマですが、今回はオンラ

イン開催ということで、ここの東伊豆町、それから阿蘇、

そして蒜山のほうでも分科会が開催されます。大きな

テーマは、未来へつなごう！壮大な海すすきの草原、そ

して、分科会のテーマは、保全・利用・継承、草原の公

益的機能について、それから、茅の利用と草原保全と

の関わりということで、どちらかというと今、草原に話題

になっているのは茅の利用とか、利用ですね、利用と

か草原の機能というところにだんだん目が移ってきた

のかなと思っています。

　先ほど課題として示されていた２つのことですね。２

つ目は、そういう利用とか、草原の価値をどう実感する

かという話だったんですが、もう１個、１個目の草原そ

のものの価値というのが果たして僕らは認識されてい

るのか、希少生物とかですね、生物多様性のほうが認

識されているのかどうかというのは、これはむしろ草原

を研究する研究者が発信できているかどうかというこ

とになるので、ここ地元でも内山さんとかを中心にいろ

んな研究が進められてますし、今から継続的にやって

いって情報を出していかないといけないだろうなとい

うふうに思っています。

　今日こちらに呼んでいただいた縁というのが、僕ら

は草原研究グループというのを組織しています。西日

本草原研究グループというのを組織して、これは蒜山

で調査しているんですね。これだけキキョウがあるとこ

ろも珍しいです。自生のキキョウがたくさん咲いている

んですね。僕たちは大体、10年前ぐらいは月に１回集

まって、あちこちで研究していました。例えば３月は学

会で岩手県に行っていたんですけれども、十和田湖畔

までちょっと車で走っていっていました。何かこんな雪

があるのに、ちょっとでも空いていれば何か探したくな

るのが僕らの常で、このときは、東北のほうに行くとフ

キが大きくなるんですね、フキノトウも大きいのでびっく

りしました。あるいは大阪の吹田というところで、町な

かで調査をしたりしています。こんな住宅地の中なん

ですが、ここの草原は、もうここの土地が売れてしまっ

たら生き物がいなくなる。こんな町なかでも希少種とい

うのはちゃんと残っているんですね。ずっと管理がされ

ていれば、何ていうかな、開けた環境があって、継続的

に管理がされていれば、そこに生き物が残っていると

いうことが分かっています。それをじゃどうするかとい

うのは次の問題なんですね。

　画面共有が止まったんですが、大丈夫ですか。

○スタッフ　一度ちょっと。

○講師（白川勝信）　共有の再開、これですね。すみま

せん。写真を今、見てもらう……、まだ、すみません、声

だけ聞こえていたみたいで申し訳ない。

　吹田の草原はこんな感じです。

　僕たちは草原研究会なんですが、僕自身は高原の

自然館という博物館に勤務しています。学芸員という

仕事をやっていまして、会場の皆さんの手元には、この

高原の自然館のパンフレットが手元にあると思います。

とてもとっても小さな建物なんですが、博物館。博物館

はこの辺には何かあるんですかね、ないですか。静岡

○司会　それでは、ただいまより白川勝信さんによる

基調講演となります。

　白川先生は、生態学をご専門とされ、2003年より広

島県北広島町の芸北高原の自然館に学芸員として勤

務されております。現在は、湿原、半自然草原、里山林

など、地域の人間活動によって維持されている生態系

の保全をテーマに活動を展開されています。子供、事

業者、行政、ボランティアなど様々な主体による自然へ

の関わり方を見直し、新たな仕組みを組み込みながら

地域と自然を将来に残していく道を模索されておりま

す。2017年には、第１回ジャパンアウトドアリーダーズ

アワード大賞を受賞されるなど、草原をはじめとする

様々な分野での活躍をされています。

　それでは、早速でございますが、基調講演のほうをよ

ろしくお願いいたします。

○講師（白川勝信）　こっちはマイク持っていていいん

ですよね。じゃちょっと話させて……、その前に写真を

撮らせてください。何ですかね、向こう側にいる人は多

分、会場の様子が分からないと思うので、ちょっと撮ら

せていただきます。今、配信はもうされているんですか。

ありがとうございます。

　よろしくお願いします。白川です。

　今日、80分くらいお話しさせていただくと思いますん

で、よろしくお願いします。

　こんな感じですね、見えますかね。見えますかねって

いうと、ライブ配信している相手の人から返事がない

んで、分からないんですが、会場にいる人はこんな感

じです。東伊豆町ですね、いろんな人が来ています。

　これは08年の東伊豆のサミットです。全国草原シン

ポジウム08ｉｎ東伊豆ということで、今年の草原サミッ

ト・シンポジウムは１年間延びたんですけれども、本当

は2008年に一度サミットをやる予定だったんですよ

ね。それがあったので、僕としては、ああようやくここの

東伊豆でサミット開催できて、本当にうれしいなと思っ

ています。今回もここに来るのを楽しみにしていまして、

駅前のキンメダイのオブジェをまた見れるかなと思っ

たら、キンメダイのオブジェがなくてですね、それで

実は自分がこうやって回している写真がなかったんで

すよ。だから、今回こそはキンメダイぐるぐるやるぞと

思って、なかったんで、ああと思っていたら、移設されて、

この役場の真向かい側の海の近くにありましたんで、ぐ

るぐる回させてもらいました。ちゃんとヒレも動きました

ので、東伊豆に来たことがない方はぜひお立ち寄りく

ださい。

　役場のすぐ横には朝市があって、前回はこの朝市に

寄らせていただいて、たくさんの海産物が売られていて、

やっぱり海の近くだなというふうに感じました。本当に

懐かしい、懐かしい町で最高でした。

　前回もこうやって細野高原の上に登って、たしかここ

は塩坂さんから教えてもらったフライトをしているとこ

ろですかね、パラグライダーが飛ぶところで、何かこん

なこともできるのかなという、草原っていろんなことが

できるんだなということをそのときに感じました。とにか

く広くて一面ススキで、上から見れば海が見えるという、

すばらしいロケーションだなというふうな記憶があり

ます。

　今日は、僕、一番最初に話させてもらうので、前回い

ろんな写真を撮っていて、どっちかというと食べ物とか、

さっきのキンメダイの写真とか草原の写真とか、花の

写真が多かったんですが、会場で１枚だけ写真を撮っ

ていました。これどなたのスライドか分からないんです

けれども、こういうことが課題の提起というスライドが

あったんですね。山焼きによって、草原という景観を維

持することだけで十分なのかという問いかけと、草原の

造ってくださいと言ったわけじゃないですね。そうやっ

て造っても多分残りません。ここを残すのは、牛を入れ

る。これが残すための策。一つ一つの景色に一つ一つ

のできてきた履歴がある。それをどう読み解いて、それ

をどうつくっていくか、これがフィールドミュージアムの

学芸員の１個の仕事です。

　美人林といって、ブナ林と言えば白神山地のブナ林

も有名ですが、日本の中で有名なブナ林を幾つか上

げていくと、出てくるのがこの新潟県の十日町市にある

美人林のブナ、ここにも博物館があるんですけれども、

その裏山です。このブナ林はブナが細いんですよね。

東北のほうとか、ブナ林って割と広島のほうだととても

珍しい、原生林というイメージなんですけれども、東北

のほうに行くと、森を伐採して何もしないとブナがこう

やって生えてくるそうです。長野県とかも結構こういう若

いブナの林があるんですね。だから、もしこの美人林

のブナ、こんなブナ林を維持しようと思ったら、ある時

期にここを全部伐採すればいいということになるんで

す。そういうふうに人間の働きかけと風景とか自然とい

うのがお互いに行ったり来たりの関係にすると。それ

を一歩ずつ読み解いていかないと、その自然をどう残

すかとか、活用するかという話に行き着かないんです

ね。例えば棚田なんかもそうですね。こういうところに

コンクリートじゃなくて、斜面を造って水路を造ると、生

き物がそこにたくさんくる。

　これは四国中央市、愛媛県の写真ですが、僕はこの

写真がとても好きです。「ウォーリーを探せ！」という絵

本をご存じですか。すごくいろんな絵が描いていて、そ

の中にたくさんの人物が描かれていて、いろんなことを

やっているんですけれども、その中にウォーリーが１人

だけいるという絵本があるんですけれども、この写真を

見ると、何かさっきの例えば棚田だったら田んぼが広

がっているし、干潟だったら水と土が広がっている。こ

の中を探していったら細かいものがたくさんあるんで

すよね。ここは四国中央市の大歩危小歩危とか、祖谷

とか、四国は急な谷が多いんですけれども、山の向こう

のほうを見てみると、隣の集落が山に張りつくように家

が建っているんですね。あそこ人が住んでいるんです。

だから、隣の家に行こうと思ったら、すごく斜面を上り

下りしないといけないし、こちらから見えるあの家まで

も、１回下まで下りて上がっていかないといけない、そ

ういう地域です。こういう傾斜の急なところでは、どうい

う農業をされているかというと、狭い中にいろんな作物

を作っていらっしゃいます。

　これ１軒のお宅でされていると思うんですが、そして

ここで特徴的というか、特産なのがお茶なんですね。

この斜面のところのきれいに植え込まれている、これが

お茶です。

　もう一つ目を引くのが画面真ん中ぐらいに三角の

立っているのがススキですね。すすきの三角の山形の

が見えますかね、これですね、これです。これはコエグ

ロと言うのかな、肥料にするための役割が１つありま

すが、もう一つ大事な役割があって、こういう斜面だと、

何もしないと、土がどんどん剝がれてきちゃうんですね。

だから、こういうススキを置きます。特にお茶畑の下に

もこうやってたくさん続いています。

　先ほど、こうやって人間が関わってつくられたフィー

ルドというのをどうやって守っていくのかなというのが

とても大変なんですが、ものすごく面白いテーマだなと

僕は思っています。どうですか、面白くないですか。草原

もその一つだってなるんですよね。

　お茶畑、静岡県の掛川市というところもとてもお茶が

有名なところで、新幹線からもよく見えるところですが、

ここでも草が使われています。茶畑があって、手前のほ

うに結構、草地がありますよね。ここ、これ見たことあり

ますか。通っていたら見える……、あそうか、ここ静岡

だよね。そうだ、何か静岡、それはそうだ、何を言ってい

るんでしょう。もちろんご存じですよね。あの「茶」という

字の近くは草が植えられていて、そこの草もちゃんと敷

き草に使われているんですよ。そうか、僕、今日、釈迦に

説法みたいな話を今からするかもしれないですね。

　静岡の茶草場農法というのは、世界農業遺産に指

定されています。その中でお茶のパッケージの裏側に

こういう葉っぱがついていて、この葉っぱが３個なら、

認証制度をつくっているんですね。生物多様性貢献制

度というのをつくって、３個だったら貢献度が高いです

よ、２個、１個ということで、そういうお茶の味とか値段

とかという別の価値をお茶につけています。そうするこ

とで、わざわざ草を刈って、そこの草地ができることで

生きる生き物を守っている農業ですよということを知ら

せながら、お茶の生産ができるようにしている、そうい

うところです。

　そうか、静岡でしたね。でも、静岡の茶草場と同じよ

うに、にし阿波の傾斜地農耕、また四国に戻ってきたん

ですが、徳島県でされている傾斜地農耕というのも、こ

れも世界農業遺産に指定されています。こういうところ

ですね、もう斜面です。さっき写真で見ていただいたよ

うな、隣の集落に行くためにものすごく行かないといけ

ないとか、家と家がもう斜面に張りつくようになってい

る。こんな感じですね。これ別にあまり誇張しているわ

けじゃないです。ここに立つと、カメラをどの角度が正

しいのか分からなくなるぐらい傾斜が急なんですけれ

の県立博物館はすばらしい大きな博物館がありますよ

ね。博物館の仕事というのは４つあります。あそうか、伊

豆にもあれがありますね、動物園がありますね。動物園

も博物館の一つですね。

　博物館というのは４つの仕事がありまして、資料を

集めて、資料を保管して、研究して、展示・公開します。

これが博物館の責務で、学芸員の仕事ですね。最近テ

レビでも割と「ブラタモリ」とかですね、学芸員の人が

出て来てしゃべったりとか、あとは何かクジラが打ち上

げられたり、リュウグウノツカイが上がったり、ダイオウ

イカが出てくると、何かよく学芸員の人出てきますよね。

ああいう人に資料をとにかく集めていって保管する、あ

るいは美術館にも学芸員というのがいます。美術品を

集めて保管して、研究して展示・公開する。この４つを

やっているのが博物館の仕事です。美術品を集める美

術館、動物を集める動物園、水族館、あるいははきもの

博物館、鉄道博物館、切っ手の博物館ですね、いろん

な博物館があるわけですが、基本的にはこの４つをや

ります。僕はフィールドミュージアムと言って、フィールド、

つまり外の、どういうんですか、野外を博物館と見立て

ているので、町全体が博物館だという言い方をしてい

るんですね。それどうなるのかというと、野外を建物の

中に集めることはできませんから、地域に関する情報

を集めて、地域を保全して、地域を研究して、地域を展

示・公開している。例えば細野高原という地域、ここに

関するいろんな情報を集めて、そこを保全して、そこを

研究しながら、そこの情報を発信していく、そういうの

が学芸員の仕事になると思います。

　今日はちょっとこの学芸員の視点というのを皆さん

と共有できたら、草原のことについて少しヒントになる

のかな。

　植物を保存するためには、例えば植物園は栽培をし

ますよね。博物館だったら押し花を標本にしたり、ため

るんですが、フィールドミュージアムはどうするかという

と、その草原をどう守るかということを常に考えていま

す。僕も頭を悩ませています。特にその場所をどうやっ

て保全するのかとか、今日のテーマでもありますが、ど

うやって展示・公開、つまりみんなに活用していくのか。

保全したり活用したりというのは、大きなテーマだし、

正解がまだないものですね。

　例えば、ここからは写真をちょっといろいろ見ながら

お話ししたいんですが、この夏、僕は八ヶ岳をちょっと

歩いていたんですけれども、八ヶ岳というフィールド、こ

れを保全しようと思ったら、どうするかな、考えると、もう

ここを例えば保護区にする。それ一つの方法ですよね。

あるいは歩く道筋を１つ決めて、ここからはみ出ないで

くださいね。そうしたら、こういうコマクサとか、チシマ

ギキョウは守られるかもしれない。人間が何も関わら

ないということですね。

　八甲田山も登ってみました。八甲田山って、名前は聞

いていたんですけれども、行ったのはこのときが初めて

でした。こんな雪の中をガイドの人と一緒に歩いたん

ですけれども、これを保全するといっても、人間がどうこ

うするレベルのものじゃない。何もしなくても、この景色

は多分残っていくんだろう、雪の上ですからね。

　こうやってエビの尻尾と呼ばれるような、これをじゃ

博物館に持って帰れるか、これ展示・公開できないで

すね。気温が低いところで風が吹きつけるからこういう

氷の形ができる。だから、人間にはまずつくれないとい

うのは、そういうところは残すといっても、そのままにし

ておくか、温暖化を止めましょうということをするしかな

いんです。片方で、今日のお話のメインは、人間がいな

いとなくなっていくフィールド、こちらのほうが、どういえ

ばいいのかな。関わりを続けるということで、やりやす

い面もあり、やりにくい面もある。本当にさっきの自然の

中というのは、禁止、禁止ってしないといけなくて、いろ

んなことを禁止したり、見守りするのはとても大変なん

ですね。でもむしろ関わり続けるということ、例えば有

明海の干潟ですね。これも自然ですけれども、ここの自

然です。遠くまで遠浅の海があって、潮の満ち引きに

よって、満ちたり引いたりしています。こんな美しいすば

らしい景色があるし、これが潮が引いたらこういう形。

ここで行われている伝統的な漁業、こういうものという

のは、じゃこの景色を、人が入っていけるこの景色をど

う残すかといったら、捕り過ぎないということもそうで

すし、捕るためのルールをつくるという、人間側でこれ

決めていけるんですね。人が関わっているところは、人

間側が関わっていけば何か可能性があるんだろうと。

　段畑って聞いたことありますか、段畑。棚田か。棚田

はよく聞きますよね。段畑っていう景色があって、これ宇

和島の先のほうに行くとこういう景色があるんですけ

れども、傾斜が激しくて、水がたまらなくて、この細い畑

を造っているんですね。これ人がずっと石垣を積んで

造った景色です。こういうものを残していこうといった

ときには、ここの農家さんが儲かれば多分この段畑の

棚田は残っていきますし、こんな関係です。

　阿蘇ですね、これは。阿蘇に行くと、山の斜面に横向

きにずっと筋がついていて、これは誰かがつけたわけ

じゃなくて、牛は草を食べるときは横に横に移動する

ので、横に横に道が勝手につきます。これがつくことで、

段畑じゃないですけれども、ああいう段々ができていく。

この景色すごくいいなと思っても、土木業者さんにこれ

だけが持っている知識があるはずなんですね。

　自然だけだったら、ここは水が勝手に湧いてくるん

です。熊本県阿蘇市の住宅地の中のほうなんですけれ

ども、もうばんばん水が湧いてくる。これは自然の力で

すよね。自然の力で地下水が湧いてくるけれども、その

自然の力を使って人間が働きかけて水田にしていくと。

水が豊かなところで水源を造る、これはいろんなところ

で造られています。

　もっと水があるところ、これは徳島県の河口近くなん

ですが、鳴門市では広いレンコン畑が広がっています。

これは南海地震という地震が起きたときに、低湿地に

なったところを、今はレンコン畑に使っている。自然に

できたものを人間がレンコン畑にして、レンコンを作っ

て。そこには地下水がしっかりありますから、これをくみ

上げて、この機械ですね、右下のほうにあるこの機械。

これは水がぷしゅーといつも出ています。これでレンコ

ンを洗っています。ちょっとなめてみたら、鉄さびと

しょっぱい塩の味がします。

　こうして人間がレンコン畑を作っていくと、水路がで

きます。その水路に、これはわらを束ねて浮かべている

んですね。スサという、建築の方はご存じですかね。僕、

なじみがなかったんです。壁を塗ったり、左官さんが使

うときに混ぜるわらというのは、そのまま混ぜているん

じゃなくて、１回こうやって漬けておいて、乾かして、そ

れを使うそうです。徳島県は、こうやってクリークをたく

さん、低湿地でレンコン作って、クリークを造って、その

クリークをまた使っている、人間が使っているわけです

ね。それで水路をもう完全に乾かしていくんじゃなくて、

もう湿地と一緒に生きていく道を選んだことで、その水

路にはこうやってオニバスが残っていると。オニバス

は、別に植えたわけじゃないんですね。人が湿地を全

部変えるんじゃなくて、湿地の環境を生かして水路とレ

ンコン畑で、そういう生活をしたから、たまたまオニバ

スが残っていた、こういう状況です。

　だから、自然への働きかけを機械的にどんどん変え

ていくとか、大きな開発じゃなくて、そこの自然に合った

生かし方をする、使い方、生き方をすることで、今度、自

然のほうもそれに反応する生態系ができていく。

　今日ずっとこんな話ばっかりしていますけれども、

いっぱいあるんですね、日本の中に。

　これは福島県の三島町というところで、連れてきても

らったのはマタギの集落です。マタギに会ったことあ

りますか。ある人いますか、東だからいるのかな。僕、全

然マタギ、マタギとか本の中の人だろうと思っていたら、

マタギの人がちゃんといたんです。日本の伝統工芸品

に指定されている、こういう編み籠、奥会津編み組細工

という技術をこの人は伝承されていて、それを作ってい

ます。材料は山で取ってきたもので、後ろのほうにはこ

ういうブドウのつるとか、クルミの皮とか、それをいつの

時期に取ったらいいかとか、どんなサイズなら取って

いいけれども、このサイズは残しておいたらまた来年

取れるとか、そういうのを全部知識として持ちながら細

工物を作っています。

　その後ろには、こういう型枠ですね、かごを作るため

の型枠と、こういうものを持っています。カラムシとかキ

ロロとか、ああいうものも使っていらっしゃいました。そ

ういう使い方をすることで、山の中にはちゃんと野ブド

ウも残るし、いろいろな植物が残る。冬には、マタギな

ので熊を撃つらしいんですね。環境がちゃんと残って

生き物が残る。生き物が残るから、それに合った暮らし

というふうに、環境と人が行ったり来たりしながら暮ら

している。だんだん……、もういいですかね、多分。

　あと、これは兵庫県の淡路市です。小山に畑とか作

物を作っているんですけれども、棚田とか段畑とよく似

ていますが、一番上のここ、ここ分かりますか、山の一

番上。これ何だかご存じですか。これは近づくとこんな

感じです。何かあるかというと、特にない、広いんです

けれども、これはお墓なんです。淡路島、淡路の人たち

はお墓を２つ持っていて、埋め墓と詣り墓と言うそうで

す。埋め墓は埋めるところ、詣り墓はお参りするところ。

だから、亡くなったらここに体を運んで、ここに埋める

と。それは同じ場所に地域のいろんな人が埋まるんで

すね。じゃここがお墓なのかというとそうじゃなくて、家

の裏に墓を別で持っておいて、お参りするのはそっち

でお参りする。そういう独特なやり方をしているんです

が、ここを管理されているので、もちろん今はないです

よ、今は火葬になっていますけれども。でも、僕が行っ

たときには、まだ地域にそういうのを知っている人がい

るよという時代でした。ここをやっぱり草刈りするんで

すね。そうすると、そこに淡路島の希少種が残っている。

　利用の仕方が、今回分科会でもカヤの利用とか、細

野高原、観光とか、いろいろ草の利用というのはあるん

ですけれども、別の目的で利用することで、そこが草原

の生き物の生き場所になるということはあります。高知

県のお墓とかも、時々お墓で生けたものを燃やすから

ボヤが起きて山火事になって、草原の生き物が残ると

いうこともあるそうです。

　これは白老村、コタン、アイヌの人たちの家です。

こっちから見ると、全部入り口が見えています。反対か

ら見ると裏口です。ちゃんと川に沿って入り口があるそ

うですね。こうやって草を使って壁まで、屋根だけじゃ

ないですね、壁まで造ることで、断熱材に使っていると。

ども、電柱の立っている方向とか、杭とかを見ていただ

くと、斜めになっているわけじゃないことが分かると思

います。こんな斜面のすごいところで農業をしているん

ですが、やっぱり見えるのがこの真ん中、コエグロで、

近づいてみるとこんな感じです。こんな畑、僕、見たこと

なかったんです。これ畑なんです。見ていただくと、石が

いっぱいありますよね。ここの農業ってすさまじくて、草

がないとできない農業をされています。

　どういうふうに草を使うかというと、草をこうやって

刻むんですね、機械で。後ろにあるこれらの道具を使っ

て、すき込んでいくんです。すき込むときの音は、ジャ

リッジャリッといって、石を砕くような音がするんですね。

大体、草の堆肥を使うときは、１回、草を置いておいて、

それが発酵して、肥料になって分解されたところで畑

に入れるのが普通ですよね。でも、ここでは、この道具、

これも地元で作られた道具ですが、こういう道具を

使ってすき込んでいく。この刃がいっぱいあるのは男

性が使っていて、３本しかないのは奥さんが使ってい

るという話をされていました。

　こんな感じで、土壌が非常に、地力が弱いところで

農業をされています。これ世界遺産になったんですけ

れども、ここでできるものというのは、ジャガイモとかヒ

エとかアワとか、タマネギも植えていますよね。そういう

もので、じゃどう戦ったらいいんだろうということなん

ですね。世界農業遺産に認定されたはいいけれども、

ここに何かの付加価値をつけるとしたら、なかなか難

しいな、そういう話をされていました。それでも、僕は何

かこの景色を見て、すごい景色だなと思います。これ全

部、本当に機械が入らないし、人の手で一つ一つすじ

を耕して作っていって、それがこのコエグロと、それか

ら周りの景色の中にあるというのは、僕は何かの価値

がここにあるんじゃないかなというふうに感じるんで

すね。だけれども、ここにこうしたら残りますよという答

えはなかなか出ない。そう思いながら帰ってきました。

　こういうフィールドのものを残したり、考えたりすると

きに、僕はなんとなくの指針を５つ持っています。これ

は別に館の決まりとか、言われたものじゃなくて、僕自

身が思っていることなんですけれども、何か働きかけて、

そこを残していきたいとか、保全しましょう、活用しま

しょうとかいうときに、１個目が後戻りができるか。これ

やりましょうってやり始めたけれども、途中でやっぱり

やめましょうというところができていないと、１回やり始

めて失敗したのにずっと進めていくというのは、地域も

一緒にやっている人も苦しくなるし、悪い方向にいっ

ちゃう。

　２つ目が暮らしに寄り添っているか。傾斜地農耕を

守るため、世界遺産なんだから、あなたやらなきゃ駄

目ですよというような形では、多分、続いていかないの

で、そういう形で残しても意味がないだろうな。

　３つ目が土地の歴史を大事にしている。傾斜地農耕

をやっていたところを今までのそこの人の暮らしとか、

その人たちが作ってきたものをやっぱり大事にしてい

きたいなというところに。

　４つ目に、野生の生き物にも優しいか。あそこを改良

していって、何らかの別のものが入ってくるとか、何か

が失われるということがないように。

　最後に、これはもう本当に何となくなんですが、美し

いかというところがあって、そこを見たときに美しいか

なと感じるかどうかというのがとても大事なんだろうと。

　これはいろんなところに行っていろんなフィールドを

見るときに、ずっとぼんやり思っていることなんですが、

細野高原に来たときも、やっぱりそこの地域の歴史っ

てどうなんだろうというのが興味がありますし、野生の

生き物がどういうふうかなとか、きれいなところだな。で

も、その表面的なというのは何が美しいんだろうなとい

うのをいつも考える。

　こういう指針なんですが、じゃあこういうもので残し

たいものは何なんだろうなというときに、今日の一つの

言葉です。もう今日は、僕は80分ぐらいかけてこの言

葉１個だけを皆さんと共有したいと思っています。言葉

としては、共創資産というものです、共創資産。多分、検

索してもあまり出てこないと思うんです。これ僕らで話

して生まれてきた言葉です。どんなものかというと、３つ

書いています。今まで僕が話してきたのは、自然と人と

の関わりという話をしましたよね。自然と社会の関わり

によって生まれて、地域に蓄積されてきた知識とか意識

とか技術です。これを共創資産と言います。細野高原で

は、あの広い草原ですけれども、地域にとってみれば、

限られた面積をどう上手に使っていくかということが

ずっと長い間かけて、知恵と、それが大事なものだとい

う意識が育ってきて、そこに火を入れるという技術とい

うのができてきたんだと思います。この知識とか意識と

か技術、これが共創資産です。

　限られた地域の自然資源を保全しながら持続的に

活用していくための共創資産が、多分、今はまだ日本

各地に残っていると思うんですね。これは自然と社会、

どっちかが失われると、共創資産も失われてしまいます。

地域の人がいなくなれば、山焼きのやり方も分からな

いし、この風ならどこから火を入れればいいかも分か

らないし、どのタイミングで入れればというのも、これ

は細野高原だけじゃなくて、僕の住んでいる芸北でも

そうですし、多分、阿蘇の原野とか蒜山でも、地域の人

か生えないので、ちょうど中海の環境が合っていて、中

海で今見られるという、何か珍しいものだそうです。そ

れをばんばん取るんですね。僕も取らせてもらいました。

長い柄のついた、何かこういうすくう道具を使って取っ

ていました。それを岸に運んで上げています。これ誰が

やっているかというと、漁師さんがやっているんですね。

　中海というのは、干拓事業で１回、干拓の事業が始

まって、それをやーめたってやめたところです。干拓の

事業のときに浚渫をしたりとか、堤防を造ったりで水の

流れが全然変わってしまいました。そのために何もし

ないでおくと、このオゴノリがたまってしまって、中でヘ

ドロになるんですね。これがヘドロになってしまうと、海

底に卵を産む魚が卵を産めなくなる。だから、漁師さん

にとっては、これを取らないといけないんですね。海の

掃除をしているわけです。

　これだけだと、何かこう、漁師さんが海の掃除をして

いるのねなんですが、この取り上げられたオゴノリは

集められて、トラックに乗せて運ばれて乾燥されます。

こうやって乾かして、こんな感じで肥料になるんですね。

塩分濃度が高いところの海藻だと、上げるとどんどん

塩が畑に入ってくるんですけれども、汽水域なので塩

分濃度が適度に低いし、これをどのくらいまいたら野

菜が育つかというのをこの地域の農業指導員の方が

すごく研究されていて、畑ごとに見ていきながら、この畑

だったら、こういう感じでまいてくださいというのを一

緒に指導している。これってすごいなと思って、海の草、

オゴノリを取ることで海もよくなるし、今度それが畑に

入っていい野菜を作る。だから、無駄がないですよね。

　草原シンポジウムでした。そろそろ草原の話を始め

ようかなと思います。

　今回のテーマは、未来へつなごう！壮大な海すすき

の草原ということで、海と草原、こんなに近くにあるとこ

ろでは、何か草原のものも使うことでできてきた草原な

ら、今の時代に合った使い方を探していけばつながる

んじゃないかというのが多分今、大分全国で考えられ

ている流れだと思います。それが使って草原がなくなる

んじゃなくて、持続的に使う方法をどうするかというの

が多分議論ですよね。

　今日はタイトル、草原を取り巻く里が教えてくれる、

持続可能な社会の未来像ということで話させてもらい

ます。

　草原を持つ自治体が全国にどれだけあるかという

のをちょっと調べてみました。全国には1,902ぐらいの

自治体があるんですけれども、草原を持っている自治

体は多分220より多い。この以上と書いているのは、ま

だ知らない草原があるので、こう書かせてもらったん

ですが、地図の上にもこんな感じです。どうなんですか

ね。10％というのは、僕は結構少ないのかなと思って

います。何かカヤぶき職人さんが300人、200人くらい、

おなじぐらいの数なんですね。でも、全部が全部カヤ

の草原じゃないので、これは全国草原再生ネットワー

クが持っている資料を基に作った地図なので、まだこ

こから落ちている草原もあるでしょうし、ちょっと性質の

違う、例えば牧草地みたいなものも入っているので、

はっきりした数はちょっと出てこないんですが、そう遠

くない数かなというふうに思います。全国にありますよ

ね。全国にあります。

　この草原の数だけ多分、共創資産というものが残っ

ていて、今日の一つの結論的なところなんですが、今

回の件はどうやって伝えていくかという話の中で、草原

を伝えていくために必要なもの、もう大分見えてきたと

思うんですけれども、１つ目は適切な方法、２つ目は適

切な方法を実行する力、力というのはお金かもしれな

いし、人力かも、ヒト・モノ・カネとよく言われますが、そ

ういうものですね。その実行する力を今度は継続する

ための仕組み、ある１年間だけ山焼きができたね、あ

あよかった、よかったじゃなくて、翌年も翌年も、もっと

言えば10年後も、ここに僕らがいなくなる100年後ぐ

らいもできれば続いてほしいなと思えば、継続する仕

組みを何か考えないといけない。

　それから、方法とか力とか仕組みを可能にする法令

ですね。これはもう行政の仕事です。北広島町では、過

去に野焼き条例というのがありまして、その中で山焼き

ができない書き方になっていたんですね。なので、書き

換えました。草原サミットがあったのを機に条例を見

直して、ちゃんと条例の中で焼けるようにというふうに

見直しました。こういう本当細かいところではあるんで

すが、社会の中で残していくためにはこういうものもと

ても大事です。

　最後の１つが上の全てを共有して伝えるための普

及、あるいは教育というものです。今日この後、具体的

に少しこの部分もお話ししようと思います。

　ちょっと先に条例の話なんですが、北広島町は条例

をつくっています。生物多様性の保全に関する条例と

いうのをつくっていて、それについてはこのパンフレッ

トの中に載っています。一番最初にお話ししたような自

然の保護というと、入らないでくださいとか取らないで

ください、そういうことももちろん規定はできるんですが、

もう一つは、里山のようなところを守る活動を町が応援

しますよということもこの条例の中に書かれています。

そういう形で、役場の職員、僕、役場の職員です。町民

さんとかから役場はなかなか動いてくれんという見方

ちゃんとこういうふうな機能があるからこういうふうに

使っていく中で、でも、片方でそれが自然に働きかけに

なるということです。

　もう１個だけ、ちょっと話をしましょう。

　これは新温泉町、前に草原サミットをやっていた上

山高原ですが、集落が使える草原の自然は限られてい

ます。その中で一家族ごと毎日順番に刈るんですよね、

草を刈る時期は。その順番というのは毎年替わるそう

です。前日まで知らされなくて、次、あんたの番よって言

われたら、急いで準備して、家族総出で下の集落から

この山に上がってくる。１日山で草刈りをして、集落み

んなが公平に草を刈る。これ全部ススキです。そして、

ここの草原が守られてきたそうです。

　そういうふうに共創資産の特性というのは、ちょっと

まとめると、多分、設計図があったわけじゃないんです

ね。いろんなやり方で、けんかが起きたりとか、何か使

い過ぎたりとか失敗したりとかということを繰り返しな

がら、地域の中でそういうルールが多分、決められてき

た。さっきも書いていたんですが、自然と人、どっちが

欠けてもこれは維持できないもので、自然があるから

人が暮らせて、人の活動があるから、その自然が残っ

ているという、その「共に」という文字です。

　それから、生み出されるためには、多分すごく時間が

かかります。１回なくなったらできないですよね。それで、

時間による検証、時間をかけて、いいものだけが多分

今残っているので、今残っている共創資産というのは

信頼性が高いんだろうなと思います。

　ちょっと一息つきますか。大丈夫ですか。

　これ何かずっと１人でしゃべっていると、不安になっ

てくるんですけれども、大丈夫ですかね。

　じゃ、続けますよ、ありがとうございます。何か、うんう

んとかうなずいていただいたりするととてもありがたい

です。何かこう聞いている人の顔も見えないので、なか

なか難しいですね。

　これは与論島です。

　じゃあ共創資産というのは過去のものなのかなとい

う話をしていたんですが、これは与論島の与論民俗村

と言って、昔の暮らしを展示しているところです。この辺

は台風がとてもたくさん来るところなので、家は小さい

部屋の雰囲気ですね。今だと大きな部屋に居間とか食

堂とか、子供部屋とか造りますけれども、何か人が増え

たら小さな建物を１個造るみたいな説明をたしか読ん

だような記憶があります。

　これは就職して間もなく、僕は自転車で旅をしたん

ですけれども、そのときに見て、多分、自分はこういうこ

とに興味があるんだなと気づいたのがこのときだった

のかなと、今思い返すと思います。道路に街路樹として

ヤシが植えられていたんですけれども、ヤシに全部袋

がかかっているんですよ。これは多分、ヤシの実を取っ

て何かにするんだろうと思うんです、これ調べていない

んですけれども。ギンナンが、イチョウ並木ってギンナ

ンが落ちたらみんなが拾いに行きますよね。あれの先

手を打って、ヤシはこういうふうに実がつくんで、もう先

に取っている。多分これがずっと未来になると、こうい

うのが共創資産の生まれるときなのかなというふうに、

今思うと思います。こんな感じですね。ちゃんと実が集

まっているし、後から掃除しなくて済む。ヤシは植えた

ものなので、自然物ではないんですが、こんな感じで

いろんな知恵が時代時代で出てくるんだなと思います。

　今、高知県の大月町では、備長炭が生産されていま

す。もともと四国の南のほうから和歌山にかけて生育

するウバメガシというカシの木を使うのが備長炭で、

その場所じゃないとできないんですけれども、ここの大

月町では、こういうやり方では炭は焼いていなかった

そうです。それを生産者をつくろう、高知県の県の事業

で、高知の中で雇用を増やそうという事業があったん

ですね。その一つで備長炭の作り方を、親方を呼んで

きて、窯の作り方から教えてもらうというやり方を始め

ました。こうして窯をついて、生産者を１人ずつ増やし

ていって、生産をしている。これが窯の外ですね。もの

すごく大きいものです。２週間で木を詰めて、２週間で

焼き上げるという、とても時間のかかるものが備長炭な

んですが、大がかりです。芸北の山の中でやっているよ

うな小さい窯とは全然違いますね。

　こういうところも共創資産が今生まれるところなんだ

ろうなと。なぜかというと、今は、町内にある森全部の

木の量を量ることができますから、計画的にもう窯は

30基までというふうに決めているそうです。それ以上

窯を作っても、木を取り過ぎてしまうから、持続的な生

産ができない。なので、先にもう量を量ってですね。昔

はそういうことできなかったんですけれども、今はそん

な生産とか利用ができる時代になったということかな

と思います。

　事例としては、これ最後になるのかな。いいなと思っ

た事例です。

　これは中海ですね、松江市の。真ん中のほう、何台

か船が出ていて何かやっているんですけれども、こう

やって山盛り、海からすくっています、中海。これはオゴ

ノリという海藻を取っているんですね。オゴノリ、聞いた

ことありますか。多分ないと思うんですよ。オゴノリって、

汽水域にしか生えないそうです。海水と淡水が混ざる

のが汽水域ですよね。しかも、ある一定の塩分濃度し

の予算を聞いて800万円、びっくりした記憶がありまし

た。すごいお金が山に吸い込まれているなというふう

に感じたところです。でも、これは全国で起きていること

ですし、草原に限らず、先ほど見ていただいた里山とか、

いろいろな自然に僕らの税金が吸い取られているわ

けですね。そういう社会資本の喪失がいろんな草原で

起きている。これをどうにか変えていきたいなと考える

わけです。

　今までの草原サミットでも、草原を守るための労働

力をどうしようかとか、資金をどうやって集めようかとい

う話も過去にはありました。僕が初めて草原サミットに

参加したのは、たしか2007年の蒜山の大会のとき

だったんですが、岡山県の蒜山では、その当時、どう

やったらそういう資金が集まるかなという会話をした

覚えがあります。

　ただ、少し変わってきたのは、こういうふうなどう

やって労働力や資金を集めるかという話から、今は放

置された草原をもっと利用しようという議論に変わっ

てきましたよね。今回のメインテーマもそうですし、各会

場での分科会のテーマもそうなんですが、利用という

のがキーワードにもう既になっています。その利用が１

つの利用方法じゃなくて、前半で見ていただいたよう

な生態系との関係でもものすごくたくさんあるんですね。

よそでやっている利用をそのままぽんと持ってくるん

じゃなくて、まずはそこでの利用を考えていくのが大事

なんだろうと考えています。

　芸北では、こんなことを始めています。今までもボラ

ンティアで草刈り、ここにはカヤ刈りと書いていますが、

もともとは草刈りをしていたんです。草原を守るために

火入れ、山焼きができない草原をみんなで草刈りをし

ていたんですね。やぶになっていると刈り払っていたん

ですが、ここ数年は秋にはカヤを刈るようになりました。

そのときには子供たち、ついてきた子たちがこんな感

じで、もうすごく楽しそうに遊んでいます。最近の子はイ

ンスタグラムもやっているので、こういう映え写真を

撮ったりして遊んでいます。このときは子供が撮ったん

じゃないですね、カメラマンが撮ってくれました。

　こうして集めたカヤがどこに行くかというと、すぐに

屋根に行くんじゃなくて、市場に集めるようにしました。

これ名前、茅金市場と言います。カヤがお金になるので、

茅金市場。単純な名前ですね。こういう市場をつくって、

そこに出荷している。これはボランティアの人だけじゃ

なくて、地域の住民の方ならどなたでも、地域住民と

いっても、もう持って来ていただける方からどなたでも、

この日のこの決まった時間に持ってきてくださいという

ことで、１年に１回だけ市場を開けています。この日に

地域の人がみんなでカヤを運んで持ってくるわけです。

　この建物は、もともと小学校の体育館でした。学校の

統廃合によって、ここは閉校になったので、そこの中に

鋼管を組んでカヤを置けるような場所を作りました。こ

れを持っていくとお金がもらえます。だから、地域の人

は持ってきてくれるんですね。

　もらえるお金は日本円じゃないんです。せどやま券と

いう地域通貨なんですね。この地域通貨、名前はせど

やま券です。単位は石、１石が１円なので、この見えて

いる券は千石、1,000円として地域の中で使われます。

有効期限もあります。６か月以内に使わないといけな

い。６か月の間ずっと持ったままだと、これ紙切れに

なっちゃうんですね。だから、みんな使います。しかも、

地域の中で使いますから、地域の商店にお金が入る

わけですね。こんな感じです、使用例ですね。こんな感

じです。地域のみんなで集めたせどやま券でちょっと１

杯やりましょうかというところですね。最初はガソリンと

か農機具とか、農機具屋さんとかいろいろなところで

使えます。アイスクリームを食べたり、温泉にも入ったり

できます。

　集まったカヤは、屋根の修復に使われます。北広島

町内、数は少ないですが、かやぶき屋根の民家と、あと

展示しているカヤぶき建物があるので、そこに使われ

ますね。地元のカヤを使って、地元の屋根が張れる。

　これ広島県には、国の文化財になっている建物もあ

るんですけれども、町外にこうしてカヤが運ばれて使わ

れることもあります。

　ちょっとまとめてみますね。

　草原、ススキの草原からカヤが集められて、そこに

地域通貨を支払うと、地域の中をお金が循環していく。

そして、集まったカヤはかやぶき屋根の現場に出荷さ

れて、そこから収入が入ってきます。その収入の中から

地域通貨の交換としてお金が支払われます。収入のほ

うが買入れのカヤより多い……、仕入れの値段よりも

販売の値段のほうが高くしてあるので、これは茅金市

場のボランティア事業ではなくて、ちゃんと収益を上げ

ている活動になります。具体的には、３束持ってきてく

れたら1,000円、20センチだったかな。規格はこのパ

ンフレットの中の１ページ目に書いています。３ページ

目ですね。藝州茅の規格ということで、こんなカヤを

持ってきてください、こんなカヤを持ってきてくれたら、

今の値段は３束でせどやま券１枚ですね。販売のほう

は基本価格が１束850円です。高いですか……、そん

な感じで流通しています。

　こういう仕組みが回ることで何が起きるかというと、

草原ですね。先ほどから話になっている野生生物、草

もあるかもしれないですが、動く根拠がないと、僕らは

動いちゃうと、税金使ってお仕事しているので、皆さん

のお金を適当に使うわけにはいかないので、なので、

まずは条例をつくってみて、こういうことをしていきます

よというのを考えました。

　そういうものとか、あとはこの画面の真ん中にあるの

が町の全部の生物のデータを調べました。静岡県は博

物館があるんですが、広島県は博物館はないんです

ね。静岡県の博物館に行くと、どこにどの植物があるか

というのが全部データとして調べられています。もちろ

んここの東伊豆町も残っているので、それをもう１回、

町レベルの資料として１回起こしてみることはとても大

事なことかなと思います。北広島町はなかったので、実

際に何年もかけて調査をしました。

　それでもう一つがレッドデータブックです。これは、

レッドデータブックというのは環境省も取りまとめてい

ますし、県も取りまとめていますが、町は町として取りま

とめました。この理由はなぜかというと、国とか県では

一般的な種類であっても、町の中では希少な種という

のはあるんですね。ほかのところではたくさんあるけれ

ども、うちの町にはほとんどいないよ。あるいは逆によ

そには希少かもしれないけれども、うちにはたくさんい

るよ。そういうものをちゃんと見るためには、町レベル

でこういう資料とか、あるいは条例というのをきちんと

整備していくことが大事だろうなと思っています。そう

いうことで作りました。

　じゃその北広島町、どんなところかというと、西日本

ですね。面積は646平方キロメートル、標高が200か

ら1,223メートルなんで、海がありません。人口は１万

7,937人です。東伊豆町と比べてみますと、面積が東

伊豆町77.8平方キロメートル、これはホームページ

で見させてもらいました。標高は、海があるゼロメート

ルから、万三郎岳が一番高いんですか、これ合ってい

ますか、地図で見たんですけれども。1,400メートルあ

るんですね。何かこれを見て、おおってやっぱりちょっ

と興奮しました。噴火と造山運動でぐいっとこんなに海

から近いところで高い山もあるんだな。あと、人口は１

万1,701人です。北広島町はもともと４つの町が合併

してできたんですが、今日お話しする事例は芸北地域

という一部地域のお話です。この高原の自然館がある

のも芸北地域です。

　芸北地域の面積は253.6平方キロメートル、それで

もやっぱりちょっと広いですね。標高は420メートルか

ら、一番高い山があるところです。人口は2,011人、も

のすごく少ないですね。東伊豆町よりも面積としては３

倍ちょっと、3.5倍ぐらいあるのに、人口は５分の１以

下。もう本当に過疎のところです。

　その中で、まずは町同士の植生、植物の様子を見て

みると、北広島、これ実際の大きさの比率を同じにして

います。イメージが湧くかなと思います。でかい町です。

こんなに大きいのに市じゃなくて町ですね。全国平均

と比べてみると、特徴的なのは、まずどちらも森林が多

いですね。自然林は北広島町が多いです。東伊豆町は

どちらかというと植林の比率が北広島町よりも多くなっ

ている。二次草原、これはいろいろなものが混ざってい

るんであれですが、これはどちらの町も全国平均よりも

少し多くなっていて、農耕地が全国平均より少ない。市

街地、このグレーのところが市街地ですが、市街地は

東伊豆町は全国平均に近いような形ですけれども、北

広島町は市街地はあまりないという違いがあります。

海もないんですね。山の中の町です。

　そこで行われている芸北茅プロジェクトというのを

紹介します。これは多分、ちょっといろいろ参考になる

のかなと思って、このプロジェクトがあったので、今日

しゃべりなさいと言われたのかなと思っています。

　芸北にはこういう山があります。ここは山焼きをして

いるところですね。ずっと昔から放牧とか、草を取った

り採草が行われていた山で、雲月山と言います。この山

はササユリというこのユリが咲いて、これは町の花にも

なっています。隣町の花にもなっています。そのぐらいこ

の地域ではササユリが愛されていて、身近な花なんで

すね。

　こういう草原は何であったかというと、ここの草原が

利用されていた時代があって、例えば堆肥とか山菜と

か、飼料、敷き草、屋根材、それからここで遊んだり、薬

草を取ったりという、いろんな恵みを山から受け取っ

ている。だから、毎年地元の人はこの山を焼いていた

わけなんですね。

　ところが、今、山が放置されています。この雲月山も

半分以上が放置されています、一部で山焼きを始めた

んですけれどもね。放置されるとどういうことが起きてく

るかというと、これは一般的な話ですが、まず、生態系

サービスが低下していく。草原から得られていたもの

が得られなくなるし、景観も悪くなるし、絶滅危惧種の

増加、増加という意味は、今までは普通にいたものが

絶滅危惧種になっていくという意味です。

　そこで何とかしないといけないということで、例えば

ボランティアという形で労働力を集めてみて、みんなで

山を何とかしましょうということをしてみたり、あるいは、

そこに行政などから資金を投入して、補助金によってこ

れを解決しようということが各地で行われています。た

しか前回、こちらの東伊豆に来たときに、年間の山焼き

　次をお願いします。

　細野高原を利用した東伊豆町観光協会の取組とい

うことで、私たちにとっての細野高原とは～観光の観点

から～ということで、東伊豆町、ひいては伊豆を代表す

る資源であるというふうに思っております。ですけれども、

いまだ資源であり、目的となる場所ではない、こちらは

財産区長もいるのに失礼なんですけれども、そういう状

況が続いております。

　ですから、また下を見ると、私たちが考える魅力とい

うことで、圧倒的なスケール、これは町長もドーム26個

分、箱根の仙石原が知名度が高いんですけれども、そこ

の７倍になります。ですから、もっともっと本当は来てほ

しいという状況にございます。

　絶景ということで、草原の先には太平洋、そして伊豆

大島がぽっこり浮かんでいるように見えます。そして、伊

豆諸島も見えて、後ろには、私も中学のときに遠足で天

城連山、万二郎、万三郎の遠足というのを８時間かけて

行きまして、それは本当にもうつらくて、忘れられない思

い出となりました。

　そういう状況の中で、三筋山山頂というのが標高

821メートルございます。

　次をお願いします。

　その取組の２番になりますが、先ほども財産区長が

おっしゃったように、春の山菜狩りというのは財産区が

中心になって行われておりまして、私たち観光協会とし

ては、パンフレットとかチラシを作って協力して、そして

少し受付を手伝うという形になっておりますが、秋のス

スキのイベントに関しましては、東伊豆町観光協会が

主催で行っております。ここで、細野高原でしか味わえ

ない景色・体験を売りにしたイベントを企画・運営して

いるということで、こちらの詳細は次ページをお願いし

ます。

　ここで表が出てきたんですけれども、ちょうど白川先

生がいらっしゃった13年前ということで、その後からこ

の細野高原のススキイベントが始まりました。ちょうど平

成23年度から始まりまして、2011年かな。それで、今回

の秋、これから10月８日から予定しておりますが、これ

が第11回になります。ですから、10年ぐらいやってきて

いるんですが、私のイメージとしては、もっと20年以上

やっているような気がしているんですけれども、こんなも

のなんですね、まだ11回目ということで。

　これさっき高橋先生もおっしゃっていたんですが、入

山料を取るようになったのが第３回から。第３回の平成

25年度から500円取るようにしました。そして、第５回

の27年度から600円に上げました。来たお客さんは何

か、何でこんなところでお金取るのよなんていう人も多

いんですけれども、一応そういう保全のために使わせて

いただきますと言うと、やっぱりちゃんと払っていただ

けます。

　それで、第10回、昨年の第10回にはシャトルバスを

やめたんですね。第一駐車場から、400メートルのとこ

ろから山頂の手前の駐車場までのシャトルバスを回し

ていたんですが、それをやめて、それがコロナでやっぱ

りバスの中が密になるということで、町の指導も受けま

したので、それをやめて、昨年からは300円にしました、

シャトルバスなしで。中に入山していただいた後は、自

分たちで頂上に行く方も、さっき言ったように２時間か

けて行く方もいますし、その辺を散策して帰る方もい

らっしゃるということで、そういう形にしておりますので、

今年の予定も一応300円で、シャトルバスなしというこ

とで行おうと思っています。

　このシャトルバスの運営だけで、この期間中、毎年大

体300万ぐらいかかっているんですね。ですから、それ

をやらないことによって、足の不自由な方とかご高齢の

方とか、山頂まで行けなくて残念だったという話もあっ

たんですけれども、意外とこの表を見ていただくように

人数は増えているんですね、去年より。ですから、その辺

で、今年ももう一回そういう形で挑戦しようということで

今考えております。

　その下の資料２は、これはもう財産区の方々がやら

れている山菜狩りの人数でございますので、細かく書い

てありますけれども、大体このぐらいの人数で、大体25

年ぐらい前からこの山菜狩りはやっておるということを

聞いております。

　その次で、細野高原を利用した東伊豆の観光協会の

取組の３でございますね。

　私たちの課題としては、目的となる場所へのブラン

ディグや宣伝、イベントに依存しない観光地としての整

備、特にソフト面、サービス面の企画ということで、やは

りどうしても今までは花火大会などのイベントで、一過

性なんですけれども、その日にがっと集めて、もうお金

をぱっと使って集客するという形だったんですけれども、

常に東伊豆というのは海があって、高原があるというこ

とをもっと売っていきたいということで考えております。

　この二、三年、コロナもそうなんですけれども、この二、

三年、夏がすごい猛暑なんですね。ですから、海水浴に

は暑くて行かないというお客さんが夏は増えてきており

ます。私も海の近くに旅館がありますので、夏になれば

必ずお客さんが来て、海水浴に行くというふうに思って

いたんですけれども、一昨年ぐらいのときというのは、暑

いから行きませんという、海水浴に行ったお客さん、本

当に数件だったですね。目の前は海なんですよ。ちゃ

○司会　それでは、ただいまよりパネルディスカッショ

ンを開催いたします。

　コーディネーターは基調講演に引き続き白川先生に

お願いをいたします。

それぞれのパネリストの方を私のほうからご紹介をさ

せていただきます。

　まず初めに、太田長八東伊豆町長。

○パネリスト（太田長八）　太田です。よろしくお願いし

ます。

○司会　続きまして、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋佳孝様。

○パネリスト（高橋佳孝）　高橋です。よろしくお願いし

ます。

○司会　稲取地区特別財産運営委員会委員長の山田

賢一様。

○パネリスト（山田賢一）　山田です。よろしくお願いし

ます

○司会　東伊豆町観光協会会長の石島専吉様。

○パネリスト（石島専吉）　石島です。よろしくお願いし

ます。

○司会　それでは、白川先生、よろしくお願いいたします。

○コーディネーター（白川勝信）　また白川です。よろ

しくお願いします。

　ここからはパネルディスカッションということで、先ほ

どは僕のほうから一方的にたくさんお話をさせていた

だいたんですが、今日は４人の方に来ていただいてい

るので、僕はここからは進行役で、４人の方それぞれの

話を聞いていきたいと思います。皆さんそれぞれに各

分野で活躍されている人ばかりが集まっていますし、

お一人お一人の話もじっくり聞きたいんですが、多分

ここでお互いに話していただくと、面白いものが何か

生まれていくんだろうなと思って楽しみにしています。

　それでは、最初に少しお一人ずつ、８分くらいかな

とお伝えしていたんですが、自己紹介とか活動とかを

教えていただければいいと思います。特に肩書のほう

なんですけれども、ここの細野高原の場合、東伊豆町

との関わりとか、そういうことも含めてよろしくお願いし

ます。

○パネリスト（太田長八）　そうですね、先ほど挨拶し

た町長の太田と言います。

　ちょっと私のほうから町をちょっと紹介させていただ

きたいと思います。

　まず、面積とかそういう人口、先ほど白川先生からご

紹介いただきました。場所っていうのはね、静岡県の伊

豆半島の東海岸に位置しております。そして、伊東市、

下田市、この中間でございまして、東京からは本当に２

時間ほどで来られますので、このコロナが収まりました

らば、ぜひとも皆さん方、この東伊豆町においでいただ

きまして、このすばらしい細野高原を見ていただけたら

大変ありがたいと思います。

　まず、私たちの町、全国的には珍しいんですけれども、

６温泉郷から成り立っております。東京方面の大川地

区、そして北川地区、熱川地区、片瀬地区、白田地区、こ

れらが熱川地区と言います。熱川地区は一応５地区あ

ります。そして稲取地区。全部で６温泉郷。稲取地区に

おきましては、４つの地区、東区、田町区、西区、入谷区

が存在しています。細野高原の保全に関しましては、こ

の稲取地区に細野高原がありますので、この稲取地区

の４区の皆さん方にこの保全につきましてやっていた

だいております。この場にいますので、本当４区に厚く

御礼申し上げたいと思います。

　この町は気候も温暖で過ごしやすいです。この海と

山に囲まれました、この豊かな自然、今回は皆さん方に

東伊豆町に来ていただきまして、細野高原、そしていろ

あと、カヤプロ銀行というのもやっていて、３年生の授

業ではバザー活動をするんですが、最初に商品の仕

入れとかにお金が要るので、貸付けをやっているそう

です。それから、豪雨災害の被災地に寄附をしたり、こ

れを子供たちは自分たちが草原の資源を使って稼い

だお金でやっているということですね。

　こんなふうに共創資産というのは、多分、全国各地

でつくられていますし、それをまねしていくことが大事

なんだろうなと思うんです。小さいことですけれども、例

えば阿蘇で使っている火ぼてというのも、これをボラン

ティアの人たちが自分たちで作って、自分たちが使える

ようにならないと、阿蘇の火入れには参加できないん

ですね。野焼き講習がたしか２日間あるんでしたよね。

○会場より　（「今１日」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　今１日ですか。ちゃんと講座を受

けて作って参加していくことで、共創資産が受け継がれ

ている。

　あるいは、上ノ原のほうに行ったときには、茅刈り講

習会というのに参加させてもらいました。大学生とかい

ろんな人が参加していたんですけれども、そこで今度

は御殿場のほうから……

○会場より　（「ここからがこういう感じで、大体うち

のほうじゃ足でやっちゃうもんで。これで１束ですね、う

ちのほうでは。この一番下の目盛りが一番小さい束の

位置で、これで１束。ちょうど……」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　この人、なかなかほどけなくて、

結んでくれなかったんですけれども。こういう形で受け

継がれていたり、地域から地域に共創資産が技術移転

されていますよね。

　あるいは、これはカヤぶき技術の伝習施設、大内宿

というところ、福島県ですね。そこでは、廃校になった

学校の中にこういう屋根ふきの、屋根を小さいのを

作って、こうやってカヤをふく方法を体験したりしてい

ます。地域にはカヤぶき職人がたくさん生まれているそ

うです。こういう景色が残っているところで、観光客が

たくさん来るところですね。それを支えるための倉庫も

きちんと造っていて、下を空気が通るようになっていた

りとか、カヤのサイズに合った高さにしていたりとか、

いろいろな工夫が見られました。

　これは和歌山県の大学生がやっている、生石高原の

人たちがクラウドファンディングで350万集めています。

これでカヤを刈ったりする資金にしたいという活動を

しています、大学のサークル。

　そろそろちょっと事例としては最後になるんですが、

これは諫早市の岩谷口の草原です。この草原、ちょっと

写真があれで見にくいんですが、この煙が出ていると

ころからずっと全部斜面が草原です。ここもすごいです

ね。ここの火入れはすごく珍しくて、ちょっと写真で見て

いただくと、集落の人たちが作っているのは火をつけ

るための道具です。竹の筒に１つの節だけ穴を開けて、

中に油を入れています。そこにわらを刺しているんです

ね。そのわらを刺して、これを軽トラに乗せて持ってい

くと。こんな感じで火をつけています。何か油をぴゅ

ぴゅっと出しながら火をつけています。これが火入れ

の風景ですね。

　でも、ここで注目すべきなのは、この火のつけ方も面

白いなと思ったんですが、こっちの動噴です。軽トラに

乗せられた動力噴霧器。火入れのときには、この動噴

がついていって、ずるずるっと引っ張って、この水槽か

ら水をまくと。つけて、ちょっとでも広がりそうだったら、

すぐ消していくんですね。これが非常に効率的で、ここ

の集落は十六、七人で火入れをしていました。たった

十六、七人であの広さができるのは、こうやって軽トラ

が道路のほう、これは斜面の下部の道路ですが、そっ

ちの道路はもちろん、斜面の上にもこういう軽トラが入

れるところがついていて、山と、ここまで木が出ている

んですよね。炎が上がったら燃えそうになるわけです

けれども、もうすぐばあっとかけて消せる体制にあると。

だから、少人数で山焼きができるわけですね。

　ここには多分、ヒントが詰まっていて、誰でも焼ける

ようにならないのかなといつも僕は考えているわけで

すけれども、秋に防火帯、焼いていない草原は防火帯

焼きを始めてみるかな、これはうちのほうのことです。う

ちのほうは防火帯は焼かずに、当日、草刈りをするだ

けなんですが、これ防火帯焼きも、安全にするために

は大事なことかなとか。あるいは防火帯に車両が入れ

るようにしてみるというのが今のことです。

　もう１個、これは何か昨日、夜に思いついたんです

が、車両が入れる道路は難しいけれども、水が回せる

パイプを通しておいて、山水を引くのに黒いパイプとか、

農業用に売っていますよね。あれを回しておいて、何か

所かに蛇口じゃないですけれども、出るところをつけて

おいて、山焼きの日だけポンプでばあっと水が回るよ

うな仕組みにしておけば、ここはちょっと、細野高原は

広いですけれども、うちのほうにある山ぐらいだったら、

全部回すのにそんなに広くないなとか思ってみたりし

ました。とにかく山焼きをどうするかというのはとても大

事なことだろうなと思っています。

　事例について最後だったんですが、東お多福山の

保全ですごく僕が影響を受けたというかびっくりしたと

ころです。ここは都市の中にある草原なんですけれども、

みんなこれしゃがんで、鎌とかはさみでちょきちょきサ

サを刈っているんですね。この光景を見たときに、僕は

すごいなと思いました。でも、ちゃんと人間の力で刈り

切れました。作業が終わったらこんなきれいになって

いたんですけれども、その一角で何かやっている人が

いたんです。この人が何かしゃがみ込んで、ススキを

ずっと集めていたんですね。このカヤを、たったこの日

はこのぐらいでしたけれども、みんなで持って帰りまし

た、カヤぶきにするんだと言っていました。何年前だっ

たかな、随分前だったと思います。サガラさんという人

なんですけれども。それで、なるほど小っちゃくても、地

域でこうやって使い始めることがまず大事なんだなと

思って、たった数束であるんですが、その数束はきちん

と集めればちゃんと屋根の上で何年も役割を果たす。

そのときに、今のサガラさんの風景もそうなんですが、

もう１個気になったのが……

（保全活動中の太鼓の音）

これだけなんですけれども、何か愉快だなと思って、こ

ういうのっていいなと思いました。でも、これを言葉に

するには、何かうまく言えないし、何かのためということ

でやったわけでもないんだけれども、多分、人間ってこ

ういう浮かび出てくるものがあるし、そういうところが草

原の中に出てきたというのがすごくいいなと思ったとこ

ろです。

　そういう草原がいろんなところにあって、景色だけ見

ても、とてもきれいですよね、曽爾高原、奈良です。今か

ら分科会がある真庭の蒜山、遠くに大山を臨んでいる

広い広い草原ですね。それから、もちろん阿蘇、とても

広くて、阿蘇の中にもいろんな草原があるし、東伊豆町、

懐かしい草原で、僕は明日行くのをとても楽しみにして

います。オンライン参加ですよね。ここには大事な湿地

もある。

　こういう草原が全国にあって、そんな話ができて、ま

たどこかで太鼓の音が聞けるのかなとちょっと楽しみ

にしてるところです。

　まとめます。

　あまり大したまとめじゃないんですけれども、草原で

は地域の自然と人が互いに関わりながら、共創資産が

生み出されてきました。これが今日の話の主なところで

す。これは草原だけじゃなくて、いろんな生態系といろ

んなその地域とが関わりながら、その地域に独特の知

恵や技術がある。

　２番目に、その時代ごとに知識や技術を集めながら

積み重ねていくものが共創資産で、その知識や技術を

交換するのが多分、今日なのだろうなと思っています。

各地で話がありましたし、今日は皆さんに芸北の茅プ

ロをはじめいろんなことを聞いていただきました。

　その最後に見てきたような、人間だからこそ生み出

せる美しさというのが一つ草原を体現してくれている

のかなと思って、大事にして生かしていきたいですよね。

　以上で終わります。

　最後に、いろんな方に今日のスライドを作るにあ

たって協力いただいています。特に今回の大会を開い

ていただいた東伊豆町と、それから日本の各地の草

原の方に感謝します。どうもありがとうございました。

（拍手）

○司会　白川先生、どうもありがとうございました。

　学芸員のお仕事の視点での全国の事例のご紹介で

すとか、あとは自然と人間、自然と社会の関わりから生

まれる、今日初めて聞きましたが、共創資産というお言

葉ですとか、中学生の取組ですとかいろいろ興味深い

お話をしていただきました。

　ちょっと時間があまりありませんが、お一人でもお二

人でも、もし今日お話しいただいたことでご質問等あり

ましたらいかがでしょうか。

　この後もですね、この次のパネルディスカッションの

ほうも、白川先生にコーディネートをしていただきます。

お手元には質問の用紙もお配りしてありますので、今

の基調講演のことも含めてで構いませんので、そうしま

したら、次のパネルディスカッションで質問等をしてい

ただければというふうに思います。

　先生、ありがとうございました。

　改めまして、感謝の拍手をお願いいたします。（拍手）

○講師（白川勝信）　どうもありがとうございました。

○司会　それでは、続きまして、休憩を取りまして、10

時35分からパネルディスカッションのほうを始めたい

と思います。準備の関係もございますので、35分まで休

憩とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

原の生物の保護とか草原の景観の保全とか、獣害抑

止といったような多面的機能が山で発掘される。お店

にそのお金が行きますので、地域経済が少しでも活性

化する。そして、文化の面で言えば、カヤぶき建築がそ

れぞれ保存されたり、技術が伝承されたり、村落の景

観が保全されるという文化の伝承があります。

　どのくらいのこれ金額回っているかというのを見て

みると、そんなに大勢ではないですよね。2015年から

始まって、最初は持ってきてくれる人が５人で、集まった

カヤも100束でした。２年目は６人になって200束に

なりました。すごい増えましたね。３年目は９人で234

束、８人、10人、14人と増えていって、持ってきてくれる

人がどんどん増えている。2,000人、約1,000戸の集

落ですから、10戸で１％なんですよね。1.4％の人が

持ってきてくれるということになります。それで集まった

カヤを販売して、売上げが下のほうに書いてあります。

この売上げの金額は、ばらばらなんですけれども、実

は最初の年はカヤの束をすごく大きくしていたんです

ね。それで、すごく束数が少ないけれども、金額が大きく

なっています。

　この下に１行ちょっと付け足しますね。

　現在の学年と書かれています。これ何かというと、茅

金市場は中学校の活動としてやっています。中学校２

年生が茅金市場を運営しているんですね。今、その子

たちが学年で何年生になっているかというと、一番最

初に茅金市場を実行した子は今、大学２年生になって

います。この時間間隔って結構大事だと思うんですよ

ね。子供はずっと子供じゃなくて、これを知った子が今

何歳か。

　ちょっと茅プロを通じた中学生の学びを見ていただ

きたいと思います。

　茅プロ、事業としては最初こんな感じです。これ中学

生ですね、もう大人みたいですけれども。カヤを刈りま

す。みんなで束ねます。最初は下手くそですけれども、だ

んだん上手になります。途中でカヤぶき職人さんから

指導を受けて、こんな曲がったのは駄目だとか、ちょっ

と細過ぎるとか、先がそろっていないとか、束ね方を

ちゃんと指導を受けるんですね。それを運びます。実際

に自分たちでも刈るんですが、大事なのは受入れのほ

うなんですね。茅金市場での運営は、中学生がやって

いますと言いました。中学生が地域の人にチラシを

配ったり、声をかけたりして、家の近くにあるカヤ持っ

て来てくださいねというふうに言うんですね。そうした

ら軽トラに積んで持って来てくれるので受け入れます。

みんなで運びます。規格に合っているかどうかをちゃん

と調べながら受け入れています。曲がったカヤは使え

ませんから、これは駄目ですよっていうのはちゃんと言

わないといけないんですね。これ結構ハードルが高い

んですが、先生に手伝ってもらったりしながら、こうい

うのは駄目ですよということをちゃんと言う、これも学

習です。こうして何束あるかというのをちゃんと数えて

いる役割の子もいて、それぞれの子がそれぞれ役割分

担しています。車の誘導をする子もいます。

　こうして受け入れたカヤをどんどん並べていくわけ

ですが、もう当日は先生たちも総出で、総出じゃないか、

先生たちもやってきて、なかなかあまりない光景かなと

思います。

　せどやま券の発券も中学生がやりますね。ちゃんと

数を間違えないように数えて、券の枚数をカウントして

いきます。これ中学生の側が券を支払うほうですね。こ

れを渡していくと。地域の人に渡っていく。何かほっこ

りしますよね。地域の人が持って来て。

　実際に子供たちがお金を触ることで、先ほどのこの

全体像にもう一つ、教育の側面が加わるんですね。地

域資源への気づきとか、カヤってお金になるんだな。

あんなどこでも生えている草なのに、草原ってそんなに

価値があるものなのとか、あるいはお金をちゃんと

使って、商品とお金をやり取りする、あるいはカヤを販

売するとかっていう話を通じて、ちゃんと経済に関わる

んですね。これが大きな学びになります。これが次世代

の担い手育成につながる。

　今、大学２年生の年齢になっていますから、これから

どうなるかというのがちょっと楽しみなところです。

　実際の成果としては、昨年は14人から591束受け

入れて19万7,000円を、約20万円分発券しました。授

業やＰＴＡ活動で自分たちで250束を収穫したので、

71万円余りで販売したいなと思っているところです。ま

だこれは販売中ですね。その差額の50万円ぐらいは

自分たちの収益になって、教育活動に使うと。刈った

カヤは文化財建築の補修なんかに使われて、結果とし

て草原も守られる。僕がやりたかったのは草原の保全

なわけですが、仕組みをつくることで、その草原が守ら

れるという、そういう形になっています。

　ちなみにお金、何に使っているかなんですけれども、

まずは中学校に冷水機を設置したりとか、最近暑いで

すからね。ウォーターサーバーを自分たちで買ったり、

修学旅行に資金助成として、これはＰＴＡのほうから保

護者に対して１万円ずつだったかな、去年は。お金が

支払われます。修学旅行で校長から給与が支給されま

す。これはちょっと内緒にしておいてください。サプライ

ズでバスの中で給料袋が配られるんですね。自分たち

が働いて稼いだお金が自分たちのところに戻ってくる。

　私と草原の関わりもということなんですが、私は福岡

県の小倉市というところの出身です。当時、山々に行くと、

植林地の防火帯として草原がいくつかあった。あれ面

白いなと思って、むしろ焼けて大変だろうと思うんです

けれども、そこを２年に１回ぐらい、ずっと帯状に何キ

ロも草原があって、そこが私の遊び場だったんですね。

そういう原体験もあったり、あるいは南のほうで平尾台

という有名なカルスト台地。秋吉台と同じように山焼き

をやっている。やっぱり遠足に行ったり、遊びに行った

り。その原体験の下に草原に関わってきたわけですけ

れども、一番のきっかけは、実は私の高校は修学旅行

のない高校でして、いわゆる受験ばかりという、面白く

ない、非常に面白くない高校だったんですけれども。

ちょうど大阪万博の年、私が高校２年のとき、そのとき

だけ万博に修学旅行に行こうやという話が出て、その

ときに山陰地方を何泊かして大阪までバスで移動した

んですね。そのとき２日目に泊まった三瓶山という山が

とてもきれいな草原があって、牛や馬が放牧されている。

これは都会育ちの私にとってはすごい感激して、それ

をきっかけに畜産の道に興味を持ち、大学は農学部を

選んだという経緯があるわけです。

　そうこうしているうち、いろんな方と出会うことがあっ

て、今回13回目を迎える全国草原サミットの第１回目

から担当させていただいているんですよね。そういう関

係もあって、サミットのお手伝いをするような全国草原

再生ネットワークというのを立ち上げたと。

　それと時期を同じくして、さっき最初に白川さんが紹

介していただいた草原研究会、日本草原研究グループ

というのも立ち上げていただき、そのときに白川さんと

あと二、三人の方で相談して、とにかく毎月１回、どこか

草原を調査して、そこでディスカッションして回ってみよ

うや、あるいは調査の手伝いをしようやと。そうやって

中国地方を中心にいろんな草原を若い研究者を募っ

て現場のフィールドを歩きながらぐるぐるぐるぐる回って

いたという、そういうこともいろいろ重ねるうちに、今は

阿蘇に携わって、草原再生協議会、阿蘇は約２万２,000

ヘクタールの牧野があって、山焼きをやっているのが

１万6,000ヘクタールあります。その利用形態、極めて

多様でして、土地所有も多様なんですけれども、利用面

も畜産で利用されたり、カヤに利用されたり、あるいは

草刈りをして堆肥として利用されたりとやっているんで

すが、大きな観光資源にもなっていて、阿蘇の。そういう

意味では東伊豆とも共通したものがあるかもしれませ

んけれども。阿蘇においても、すごく担い手の問題とい

うのも深刻で、これをどうするかということで、年間約

2,300人のボラティアが山焼きや牧野体験に参加して

いるという仕組みづくりもちょっとやっているところです。

　前回、この東伊豆でシンポジウムがあったときに、大

きくそうですね、利用の面では観光利用、あるいはパラ

グライダーの利用というのが当時あって、新しい利用形

態どうするかという模索もさせていただいた。それから、

当時からやはり山焼きの担い手の問題というのはかな

り深刻で、東伊豆町のほうでもボランティア等の関わり

をどうやって考えていくかというようなことも論議したよ

うな記憶があります。

　それから、さっきもお話があったように、教育とか普

及の面で、子供たちをどうやって、昔は遠足で当たり前

に行っていたし、地元の人たちの草原についての実感

もあったし、誇りも多分あった。今はいろんな文化が増

えているし、全体的にも様 と々いうことで、いろんな問題

を抱えているんだというような、そういう記憶をしており

ます。この13年間でどういうふうに変わってきたのかな

というのも今日いろいろお聞きしながら、課題の共有を

できたら、いろいろ協力ができることがあろうかと思い

ますけれども。

　１つ、稲取高原で面白いなと思ったのは、何年か前

からやっている入山料ですね。草原をただで利用する

人たちは、やっぱりちゃんとそれなりの対価を払って、

ボランタリーでいいから払ってくださいという、そういう

ふうに位置づけている。これはこれからの一つの観光

行政の自然を守る形の一つの選択肢として、効果的で

はあるけれども、画期的な出来事だったのかなという

印象を持っております。

　以上です。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　高橋さんは、僕はよくよく知っているんですけれども、

会場の方も知らない方も、それから、インターネットでご

覧になっている方も、知らない方もおられると思うんで

す。先ほどあったように、日本の草原を本当にいろいろ

なところを見ている方です。草原に入って遭難したこと

もあるんでしたよね、たしか。そういう方ですが、町長か

いろな観光地を見ていただければ、町としては本当に

よかったんですけれども、このコロナ禍では本当大変、

自分自身はもう大変残念に感じております。

　そういう中で、町の基幹産業は観光でありまして、以

前は100万人以上の方が当町に来ておりましたけれど

も、今は本当、コロナ禍においてですけれども、減少し

ちゃいまして、今、去年で40万ぐらいですかね。早くこ

のコロナ禍が収まって、何とか経済を活性化していき

たいと思います。

　そういう観光以外には、やっぱりこの海、さっき言っ

たようにゼロメートルから1,400メートル、本当、傾斜

がこういうふうにありますので、本当、海と山、これを全

て満喫できますので、大変すばらしいロケーションでご

ざいます。

　そういう中で、農業、教育も盛んであります。まず、漁

業におきましたはキンメダイ、こちらはもう地域ブラン

ドになりまして、味はもう日本一でございますので、ぜひ

とも皆さん方も稲取のキンメダイ、これを味わっていた

だきたいと思います。さらに伊勢海老も取れますし、結

構豊富でございます。

　さらに農業、これにおきましても、カーネーション、こ

れはもう私も全国で一番ではないかと思います。基本

的には農林水産大臣賞、これはもう過去３回も受賞し

ておりますので、この辺はもう自信を持って、また皆さん

に進めていますし、さらにミカン、かんきつ類には

ニューサマーオレンジがあります。やはりこれも香りも

大変良く、これも東伊豆町の名産でございます。これま

た季節がありますので、町が自慢できるものがあります

ので、四季を通じて、この東伊豆町、楽しめますので、よ

ろしくお願いします。さらにスポーツにおきましてもダイ

ビングとかゴルフ、そしてパラグライダー。このパラグラ

イダー、今言った細野高原でできますので、ぜひとも海・

山・空のスポーツ、年間を通じて楽しめる、本当に四季

を通じて東伊豆町、大変すばらしいところでございます

ので、ぜひともまたご来町願いたいと思います。

　このようなことが東伊豆町ではまちづくりの目標、こ

れを満点の海・山・空は東伊豆と掲げております。この

細野高原につきましても、このまちづくりの目標の一つ

でありますので、このパネルディスカッションにおきまし

て貴重なご意見をいただければ大変ありがたいと感じ

ております。そういう中で、このあと稲取財産区の山田

委員長から保全、さらには観光協会長のほうから、この

利活用につきまして説明があると思いますので、よろし

くお願いいたします。

　私は細野高原の思い出というのは、やっぱり遠足で

ございます。当時小学生のとき、必ず遠足で細野高原に

行きました。そのときはやっぱり全学年で行きましたの

で、６年生が１年生の手を引いて行った思い出があり

ます。そういう意味でもすばらしいなと。まだ子供でした

から、草原はすばらしいなというだけで、それがですね、

やっぱり先代とその山焼きなどの苦労によってこの山

が守られていることを感じましたので、自分としてはこ

の子供たちが細野高原に子供たちが行く機会がないも

のですから、子供たちに細野高原のすばらしさを知っ

てもらった中で、さっき言った芸北の取組、これもまた

後 で 聞 き た い と 思 い ま す 。

　そういう中で、やっぱり私は遠足といった中で、今度、

富永さんとか言っていた、鹿、猪　が増えた中で、

ちょっとダニの問題が出てきました。しかし、ススキのイ

ベントをやっている中で、それに対しては十分対応して

おります。ある程度、受付において案内をして対応して

おりますので。細野高原は安全ですばらしいところです

から、よろしくお願いいたしたいと。

　私の考えはそういうことでございますもんで、またよ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　今のお話の中にもいろいろと何か視点があるんだと

思いました。

　ちょっと１つだけ、町長は地元出身なんですよね、ど

の地区。

○パネリスト（太田長八）　僕は、今は結婚して熱川地

区に住んでいますけれども、幼少期は、小さいときは稲

取地区でございまして、稲取小学校に入りまして、やっ

ぱり春と秋になると何しろその遠足が楽しみで、細野高

原に対する思い出、それが大変強いです。

○コーディネーター（白川勝信）　もう本当に地元なん

ですね。ありがとうございます。

　次に、高橋佳孝さん、自己紹介と、ご自身と草原の関

わりとか、高橋佳孝さんは東伊豆町の方ではないです

が、今日は全国草原再生ネットワークの代表理事とい

うことで参加いただいていますんで、自己紹介からお

願いします。

○パネリスト（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは。高橋

でございます。

　今、白川さんから紹介いただいたように、私は外者、

よそ者で、細野高原とそんなに深い関わりがほとんどな

いのにここに登壇していいんだろうかというね。今日そ

こにいらっしゃる内山さんはまさに稲取のご出身で、草

原に関する研究をされていると、まさにここは内山さん

がいなきゃいけない場所だと思うんです。いろいろと理

由があって、ここに出させてもらっています。

在ではあまり生活に必要と思われていないもので、い

ろんな考え方もあるでしょうけれども、自然を守るという

哲学とか概念だけでは、どうしてもこれから守っていく

のは非常に難しくなるんじゃないかなというのが私の

考えです。だから、保全していくにはどうしたらいいかと

いうと、これから地域や町にどうしても必要な場所に、

この細野高原を認知してもらうことが、認知していくこと

が重要なことじゃないかなと思います。

　その中で、先ほど白川さんのお話の中で、非常に参

考になりました。その一つとしては、あそこは水の水源

地としてもやっていますけれども、もっと水源地を広げ

て、そこにいろんな花木などを植えて、植林して、それを

観光に使ってもいいのかなと。もう一つは、先ほどから

出ている教育の場として、体験学習とか、いろんなそう

いう子供たちの教育の場にも使えたら。もう一つは、観

光資源として、自然利用のイベントとか、そういうものに

積極的に使っていただければと思います。

　財産区としても、そういうことが具体的になってきた

ら、積極的に協力して前へ進めていきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。

　今日はこの機会を利用して、皆さんのほうにも意見

を聞かせていただきまして、参考にしたいと思います。

ありがとうございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　本当に非常に大事な視点というか、たくさんありまし

たよね。植物を管理する人が絶滅危惧種だという話も、

本当にいろんなところでも起こっていることでしょうし、

ただ、管理する人がということが、発言が出ること自体

が、まだ何かよくって、地域によっては、その植物が大事

だということさえもひょっとしたらもう既に忘れられてい

るかもしれない。

　それから、もう一つのことが草原が必需品じゃなく

なったという指摘の中で、守ろうという概念だけじゃ駄

目で、具体的に何かやっていかないといけない。その

中でも、やっぱりイベントとか観光というのが強いところ

なんだから、そこを進めていきたいというお話だった

と思います。

　ありがとうございます。また後から少し詳しくお聞きし

たいと思います。

　その観光とかイベントとかを中心的に担っていらっ

しゃる石島さん、続けてお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　それでは、改めましてこん

にちは。東伊豆町観光協会の石島でございます。

　お手元に、パワーポイントのほうに10ページになる、

このジャンプしている、これは私じゃございませんけれ

ども、もっと若い人なんで、こんなジャンプすると足を痛

めちゃいますので。あと、今年の「澄んだ空気と絶景

を。」という、このポスターにもあります、これがチラシで

すね。あとそのもう一つ、稲取細野高原の冊子、これを

見ながら皆さんお聞きいただければと思います。よろし

くお願いいたします。

　それでは、まず、細野高原と東伊豆町観光協会の取

組についてということでお話しさせていただきたいと思

います。

　次のページで、自己紹介ということで、私、石島専吉

という名前なんですけれども、これは本当に私もずっと

嫌だったんですけれども、やっぱり最近やっと慣れてき

まして、これおじいさんの、祖父の名前をいきなりつけ

られました。子供の頃はすごく嫌で嫌でしようがなかっ

たんですけれども、やっとアラカンになってきて慣れて

きましたけれども、私の父の出身というのが栃木県でご

ざいました。こちらに熱川温泉のほうに修行に出されて、

そこで結婚して私が生まれたということで、今はその旅

館を私も継ぎまして、熱川温泉のほうで「ふたりの湯宿

湯花満開」というところで旅館もやっております。

　私は2018年の東伊豆町観光協会に就任しまして、

ただいま４年目で、２期目でございます。2020年、昨年、

東伊豆町産業団体連絡会の会長に就任させていただ

きまして、現在に至っております。

　この右側の写真は、毎年１回、三筋山まで歩いてい

ますというふうに書いてありますけれども、これは去年

の11月１日にちょうど第一駐車場の標高400メートル

からこの三筋山山頂の821メートルまで、往復で大体

7.5キロ、時間にして約２時間で歩きました。山頂では

妻のお弁当というか、おにぎりを食べて、この小さく前に

いるカップルも、ちゃんとお弁当を２つ持ってきて食べ

ていました。その２人の歩くのが速くて速くて、本当、追

いつくのが大変だったんですけれども、本当、軽装です

んなり歩き切っちゃいますね、若い人というのは。です

から、やっぱりそういうところも一つ面白いんじゃない

かなと思いました。

らも遠足の印象が大きかった、高橋さんは三瓶山の印

象が大きかった、やっぱり子供の頃の体験、大事なん

だなというのをお二人の今の自己紹介の中からも見て

いきますけれども、じゃ次に山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　皆さん、どうもおはようござ

います。

　私は、稲取地区特別財産区運営委員会の委員長を

やらせていただいています山田と申します。

　稲取地区の特別財産区というのは、稲取地区の区長

さんとか区の役員さんの皆さんで構成されており、細野

高原の管理や運営や、そういういろいろの事業を行っ

ております。

　財産区と言うとあれですけれども、昭和34年に、この

東伊豆町というのは城東村と稲取町が合併してできま

した。そのときに稲取地区には230町歩ほどの当時の

町有地があったわけです。その２分の１を今、稲取ゴル

フ場やバイオパークに借地しております。残った部分

はどうしようかということでいろいろ、細野高原を含め

てどうしようかということで話があって、平成３年に自治

法が改正されまして、稲取地区の４区に町から無償譲

渡され、そのときにいろいろ４区で話し合って、いろん

な分配の問題とか、いろいろ話合いが出ましたけれど

も、この際、大同団結して、４区で平等でこの細野高原

の責任を持って管理や運営をしていこうということで現

在に至っております。

　今、２分の１は、バイオパークとか稲取のゴルフ場と

かに貸してありますけれども、そのうち借地料の２分の

１は町に、２分の１を財産区の財源として使わせても

らっています。そのお金で細野高原の維持や管理、また

この各４区ありますので、各区にお金を分配して、各区

の運営をやっていただいております。

　財産区の細野高原の管理としては、防火線があり、そ

してその後、防火線焼き、その後の全体の山焼き、そし

てまた春の山菜狩りは、これは財産区としてやっており

ます。そしてまた、各４か所ばかり湿原がありますけれど

も、湿原の周りの草刈りをやっております。そして、草原

の中の道路が、結構道路がありますけれども、水とか雨

とかで結構痛むもんで、その道路の補修や管理を行っ

ております。

　防火線焼き、山焼き、これは１回につき120名ぐらい

の方に、区民に出ていただいております。この他の事業

も含めて、先ほど白川さんがお話になった800万、13

年前は800万ということで、現在は節約しまして500万

ぐらいのお金で管理と運営をしております。

　そのほか、観光協会の会長もおられますけれども、

観光協会の秋のススキがこれから始まるわけですけれ

ども、ススキ狩りにも協力したりしております。また、各種

団体で、先ほど言ったパラグライダーとかラジコンの会

とかいうように、各種団体にも利用してもらうように貸

出しをしています。

　この頃ですけれども、この前もありましたが、映画や

コマーシャルの撮影等に利用したいという希望がたく

さん多くなってきまして、それにも貸出しをして、一部の

収入にさせていただいております。

　今後の問題としては、防火線刈りもそうですけれども、

焼き、山焼きこの作業員の高齢化というのが先ほど高

橋先生の中にも、当時13年前にもあったと言いますけ

れども、現在はもっと深刻で、私は昭和24年生まれで

すけれども、大体中心になっているのは昭和20年代、

30年代生まれの方が山焼きとか防火線焼きとかの中

心になっていますので、非常に高齢化が進んでいます。

それとまた産業構造の変化で、昔は、前にも言ったよう

に農家の人が中心とかそういうことが主だったんです

けれども、今は農業から観光やいろんなお勤めの方が

増えて、当日の人員確保をするのに非常に苦労してお

ります。

　またもう一つ、一番これも大きなことかもしれません。

先ほど町長のほうからもありました、原野や山に対する

関心が非常に低くなっておりまして、そういうことも含め

て原野を守っていくというのは非常に難しくなっている

のが現実です。

　また、私はよく冗談で言いますけれども、この細野に

は多くの絶滅危惧種があり、このことを、この絶滅危惧

種を守っていくのが本当に大事なことだと思うし、また

それが我々の仕事だと思いますけれども、植物はあるん

ですけれども、その管理をしていく人のほうが絶滅危惧

種の状態になっているというのが現実な問題です。昔

は、原野は農家の資源や、要するに農家の堆肥とか何

とかという資源や生活も今までのような茅葺きの生活

の資材として必要な場所でありました。そのためにみん

な非常に協力的で、いろんなことを一生懸命管理して

いただきましたけれども、正直いって時代の流れで、現

んと海はやっているのに、そういう状況です。

　ですから、私の娘なんかも夏の旅行で昼神温泉の星

を見にいったとか、やっぱりそういう高原を求めるお客

さんが多くて、夏を涼しく過ごしたいというのもあるのか

もしれません。ですから、もっとこう海だけではなくて、こ

の細野高原も売っていきたいということです。

　現在の取組なんですけれども、昨年からちょうど財産

区のほうも細野高原を考える会というのを立ち上げて

あるそうで、私たちも年間活用委員会というのを発足し

ました。これは春と秋のイベントだけじゃなく、年間で細

野高原を利活用する方向性として、ハイキングを掲げ

て整備や企画の立案を実施しています。このハイキング

というのを、やっぱりただ普通に歩いてくれというん

じゃつまらないと思いまして、ハイキングの聖地づくりに

取り組んでいるということで、今年の５月９日にはジオ

ガイドつき、そしてキッチンカーも山頂まで用意して、そ

のプレツアーを実施しました。これは25名参加で、女

性がすごく多かったんですけれども、それをやったりと

か、先週の９月19日にはインフルエンサーを呼んで、

招待してＰＲしていただいたり。今いろんな媒体に出す

とかというよりも、そういうもうやっぱりインフルエン

サーを呼んだほうがすごく効果があるんですね。これは

いろんな広告もそうなんですけれども。ですから、そうい

うことを常にやっておりました。

　あと、今年の10月17日にも、そのハイキングのガイ

ドツアーを今、インターネットのほうで参加を募集して

おりますので、またよろしくお願いしたいと思います。

　そんな形で、この右側にある写真も、これは夜の星空

観賞。これも二、三年前のＪＲのデスティネーションキャ

ンペーンのときに夜の星空観賞のツアーというのを５

月と９月かな、そういうふうにやったときもございまして、

そんなことになります。

　じゃ次の。

　活動とＳＤＧｓということで、ＳＤＧｓって何なのかなと

いうふうに私も思ったんですけれども、今やっているこ

とがそういう保全の一部を担っているんじゃないかと

いうことで、こんな表を作成しました。東伊豆町観光協

会としては、観光客、利用客から、先ほどの入山料を頂

いて、それを財産区のほうに一部、これ本当に少なくて、

微力で申し訳ないんですけれども、大体20万から30万

ぐらいですかね、毎回そんなぐらいで、一応頑張ってや

らせていただいております。

　最後のですね。

　本当に細野高原はこの町の宝でございます。細野高

原を生かしながらの利活用が観光業が主産業である

この東伊豆町にとってとても大事だと考えております。

来年度、先ほど町長もおっしゃっていたような６つの温

泉場が一つの東伊豆町観光協会に統合されるという、

一本化事業というのもございまして、観光協会が一つに

なります。これによって、ここだけの話ということでもな

いんですけれども、稲取の細野高原というよりも、東伊

豆町の細野高原というふうにしていきたいと私は思っ

ておりまして、みんなで、全町そろって細野高原をもっと

頑張って利活用を考えて生きたというふうに思っており

ます。

　最後の資料なんですけれども、これは年間のいろい

ろな、財産区と観光協会のいろんなイベントがここにあ

りますので、参考までご覧いただければと思います。

　本日はよろしくお願いします。

　以上でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　先ほど高橋さんから前回の話題になっていたという

話があった観光、それから担い手のうちの観光につい

て、随分詳しく教えていただきました。ありがとうございま

す。特に金額とかですね、人数とか見させていただいた

ら、やっぱりさすがだなと思うのは、まずきちんとこうい

う数字が出ている上に、コロナ禍でも大きくは減らずに、

むしろしっかりと継続が続いているというところが見え

ているというのがすごいなと思いました。

　高橋さん、さっき今日聞きたいなとおっしゃっていた

ことのうちの観光の話が今報告があったんですけれど

も、聞いてみてどうですか。阿蘇のほうでも観光というの

は大きな柱だとおっしゃっていたんですけれども、いろ

いろ、規模としては随分違うと思うんですけれども、比較

しながら何か感想を教えてもらえればと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　私、観光専門じゃないです

ので、何とも言いかねるんですけれども。阿蘇の場合は

地震の影響がかなりあってですね、それによって幹線

道路が寸断されたりということで大きなダメージを受け

たわけなんです。いまだもって、やはり草原の観光的な

評価というのはすごい高いですね。前もお話ししたこと

があるんです、来訪者に阿蘇の魅力を尋ねたときに一

番魅力に感じたのは、やっぱり広い草原で、多分この

国立公園に指定された頃は火山が一番人気でござい

ましたと思うんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　阿蘇の火山ですね。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。火口が見える

とか、活火山であるとか、雄大さとかあるとは思うんです

けれども、そういうふうにモータリゼーションの関係で

道路や交通機関がかなりこう発達してくると、広い草原

の魅力というのは観光客にすごく大きいんだろうなとい

感想とかもいただきたいと思います。

　もう一つ、すみません、ちょっと先ほど聞いたときに落

としちゃったんですけれども、今、４区の共有地みたい

になっているんですよね。それは何年でしたかね、何年

に話し合って、４区の共有にしようということになったん

でしたっけ。

○パネリスト（山田賢一）　合併自体は昭和34年に合

併したんですけれども、それをそれぞれ城東村が持って

いた土地、稲取町が持っていた土地、稲取町が持って

いた土地をどうするかということも議会の中でもいろい

ろお話しされて……、町長が発言します。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですね。いいで

すか、すみません。

○パネリスト（太田長八）　基本的には今言ったように

町村合併のときに稲取の地区のこの細野高原につい

て話し合いがありました。そのときは、やっぱり町が一

枚かんで、町と４区の共有の土地で、さっき言ったよう

に、ゴルフ場、そしてアニマルキングダム、動物園、これ

に関しては２分の１。今もその分配は変えませんけれど

も、使用に関しましては、私がなって多分すぐくらい、結

構４区からそういう要望があった中で、４区の所有だっ

たのが１０年くらい前かな。そのぐらいですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　10年前ぐらいですか。

○パネリスト（太田長八）　大体ね。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。

　だから、あれですよね。昭和の合併のときにそういう

話合いがまずあって、最近というか、10年前ぐらいにも

う一度、そこの所有を見直すというか、そういう流れが

あったわけですね。

○パネリスト（太田長八）　結構ね、４区のほうから、も

う前々から一応、４区の所有にしてくれといった中で、話

合いがあったんで、役場も巻き込んでそうなったと感じ

ております、あと４区の強い希望ですね。

○コーディネーター（白川勝信）　昭和33年頃といっ

たら、草の利用はどうだったんですかね。柑橘って割と

ずっと何ていうか、堅調な産業だったのかなと想像す

るんですけれども。

○パネリスト（山田賢一）　その合併する日が来てか

ら、しばらくの間は、今も町長の話の中にもありましたが、

ゴルフ場とかバイオパークも含めて、草刈り場、採草地

だったんです。そこを正直いって、今４区と言いますけ

れども、昔はほとんど一つの入谷区と言うんですけれ

ども、そこが全員ほとんど出て、それで全部で言う200

何十町歩を自分ちで管理しておりました、合併した頃、

前後ですね。そういうことでやっていまして、ここの入

谷区というところの人はほとんど全戸出て管理をして、

防火線から山焼きからやっていました。山焼きなんか

は、ひどいこと、今じゃ考えられませんけれども、朝振

れというのがありまして、朝６時頃、班長さんが今日は

山焼きやるから出て来いと言って、それは有無もなく出

なきゃならないような状況でやっていました。今日の

仕事があるとか予定なんていうのは、それはもう無視

されて、そういうことで皆さんで、入谷の皆さんが管理

してきたものです。

○コーディネーター（白川勝信）　その頃の人の意識と

随分今と違うんでしょうね。何かその地域の行事という

か、もうやることが決まっている。もう年中行事みたいな。

○パネリスト（山田賢一）　だから、先ほど言ったよう

に、あまり利用しなくなった、農家でも使っていた人が

あまり利用しなくなったというのがやっぱり一番大きな、

大きな関心がなくなってきたということじゃないかと私

は思います。今でもよく共同で山焼きの管理をしていた

だいていますけれども、この役員以外の方の中には、

何で俺んちが山の管理をしなきゃならないんだ。海岸

線のそれこそ近くとか、町の中の人には、そう言われる

ことも多々あります。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。そういう意

味では、あれですよね。前回の、前回って、13年前のこ

とを言うのもあれなんですけれども、課題だった山の価

値を共有しないと担い手もまた続かないかもねというと

ころは、まだまだ今もちょっと課題としてあるのかもしれ

ないですね。ありがとうございます。

　そんな中で、さっきバイクの、モトクロスの人が増えて

きたという話があったんですけれども、ちょっと質問を

いただいていまして、バイクも問題があると思います。マ

ウンテンバイク、モトクロスの人の利用はどうですかと

いうことで、お聞きしたいことというのは、草原管理の立

場とか観光の立場からメリット、デメリットなんで、観光

の立場のほうからちょっと、石島さん、バイクとかモトク

ロスの人たちの観光の仕方というのはどうなんですか

ね。うちのほうを見てみると、ツーリングでやって来て、

ちょっと休憩して、また次のところにずっと行くような感

じで、何か通り抜ける形の、モトクロスじゃないので、

ツーリングバイクはうちのほうもよく来るんですけれども、

モトクロスというのは林道を走っている感じなんです

か、未整備の。どんな感じで。

○パネリスト（石島専吉）　私もそのあまり詳しくはな

いですけれども、財産委員長が言われたのは、駐車場、

その第一駐車場、第二駐車場ぐらいまで来て、山を見て、

いいところだねって言って休憩して帰るんだったらい

いんですけれどもね、その400メートル以上の上の、細

野高原の山頂近くの三筋山の近くまで林道がずっとあ

うのがあるんですが、阿蘇の場合は160ぐらいある、牧

野という言い方をするんですけれども、草原が160ぐら

いあるというふうに考えてください、細野高原みたいな

草原が。そういう世界の中で、観光についての新しい取

組というのは、阿蘇はまだ畜産が盛んなので、防疫、伝

染病が大きく広がることを一番恐れています。そのため

に牛がいるところに簡単に入れないような仕組みに

なっているんですが、牛がいないときだとか、あるいは

きちんと防疫、薬剤を散布したりあれしたりして、入る人

も人を制限して、ちゃんとガイドつきで入るという仕組み

をどんどん広げています。それで、さっきお話あったよう

にガイドで回った人は、そのうちの何人かを牧野組合

のほうに渡しているという、そういう形で、大きくバスで

歩いて、とにかくいっぱいで動くというような世界ではな

くて、そういった本当の草原のよさを学んで入っていっ

て、そこのいろいろ、さっきからお話があったように、自

然だとか文化だとか、野焼きというのがこれだけ大変な

作業で、こんなにきれいに守られているんですよという

ことも一緒に含めてですね、ガイドさんとの会話の中で

そういう会話をする。

　将来的には、多分、牧野を管理している人の若い人

がガイドになっていく、そんな仕組みづくりもこれから

やっていこうかなというふうに、こういうところです。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　山田さんのさっきのお話を聞くと、随分、観光の分野

と、すごくこう、どういえばいいんですかね、連携がよく取

れているなというふうに感じたんですよ。何か阿蘇のほ

うは、やっぱり牧野ということで、牛を放牧しているんで、

防疫ということで、しっかり消毒しないと、入ってもらっ

て病気を媒介したら困るとかっていうことがあったんで、

その辺では何か、あまり地域の方とかも観光客の人が

たくさん来ることには全然抵抗がないというか、むしろ

来てほしいというような感じなんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　観光客の方が来てほしい

というか、観光地ですから、そういうことは協力はして

いかなければならないと思いますけれども、いろんなこ

とのトラブル……、先ほどちょっと言ったけれども、今年

はね、非常にオートバイの方が細野高原に入ってきて、

物すごい大きな音で何十台って連なってくるもんで、そ

ういうことをこれから少し対策を考えなきゃならないか

ということは考えていますけれども、観光地である以上、

多少はね、イノシシとか鹿しか歩かない道よりも、やっ

ぱり人が歩いてくれたり、人がいることのほうが地元と

してはありがたいもんで、それはいろんな皆さんに注意

をしてもらいながら、多くの方に来てもらうということは、

それはいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　もう一つ、ちょっと山田さん、お尋ねしたいんですけ

れども、利用の中で、観光のイベントとか利用が結構ご

紹介いただいたんですが、何かほかの農業に草を利用

するとか、そういうことは今はどういう状況なんですか。

昔は、さっきあったというふうにおっしゃっていました

けれども。

○パネリスト（山田賢一）　昔はですね、もう今から、私

たちが若い頃は、あの全山がほとんどはげ山になるぐ

らい、皆さんあそこで草を刈って、そして堆肥にしたり、

畑の中へ引き込んだり、いろんな利用をしていました。

ほとんど、だから、水際の下ぐらいからずっと、ほとんど

草を刈り取ってしまいまして、見事なはげ山みたいに

なってしまっていました。昔はそれほどあったんですけ

れども、今は数人の方が草を刈って資源にしているぐら

いで、ほとんど草を刈る人は、非常に少なくなって、昔に

比べればもう激減というか、ちょっと、というのがこちら

の柑橘が主体だったんですけれども、その産業が非常

に衰退しちゃったもんで、そういう意味もあると思います。

○コーディネーター（白川勝信）　柑橘の畑の中に、ミ

カン畑の中に草を入れていたということですね。

○パネリスト（山田賢一）　はい、それがほとんど中心

でやっておりました。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。その数人

の方が今、すごく少ない数でやっているということで、あ

まりこう、使える草はたくさんあるけれども、草を使うこと

は随分減ってしまったということですかね。

○パネリスト（山田賢一）　そうだと思います。昔はそ

れこそ部落中というか、皆さんで、私が若い頃もそうで

すけれども、取りっこというかな、朝の４時頃から草を刈

りにいって、朝明るくなって、何だおまえらそこにいたの

かというぐらいみんなで草を刈っていましたけれども、

今はそういうことはほとんどないですね。草は幾らでも

ありますけれども、持っていく方は非常に少なくなってい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。資源はあ

るけれども、使えていないということですよね。何か

ちょっともったいないなというところなんです……、そう

だ、皆さんの手元に質問用紙というのが用意されてい

ると思います。話を聞きながら、アイデアとか意見があれ

ばぜひ書いていただければと。感想でもあれば。もし書

かれた方は、ちょっと手を挙げていただくと、役場の山

田さんが集めてくださるので、できればちょっと質問を

書いてください。何か僕の聞きたいことばかり聞くのも

もったいないので、ぜひぜひちょっと皆さんのご意見と

るわけですよ、狭い。そこをがんがん走っているらしい

んですよ。ですから、そこからまた転がり落ちちゃったり

とか、いろいろそういう事故にもつながっているみたい

なんで、今ちょっと苦慮されていて、入り口にちょっと

チェーンでもやって、それは取って行けることは行ける

んですけれども、もう少し意識をしっかり持たせたほう

が、何かね、よくないんじゃないかということもあって。そ

ういうことは山田さんからこの間言われて、そうだなと

いうふうに思いました。

○コーディネーター（白川勝信）　確かに事故があっ

たりすると。

○パネリスト（石島専吉）　そうですね。やっぱり私た

ちの考えるハイキングの聖地と、そういうバイクとかっ

ていうのは、ちょっとリンクしないんですね。ハイキング

で歩いているところをばんばんこう上っていっちゃうら

しいんですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

○パネリスト（石島専吉）　ですから、ちょっとその辺

は規制しないとまずいんじゃないかなというふうには

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　その辺を規制する

道、そこは市道なんですかね、町長。そうですか、市道

ですか。どういう形の規制が考えられますかね。

○パネリスト（太田長八）　基本的に町道が抜けてい

るんですよ。その町道に関して遊歩道が続いているの

で、そういう部分に関しましても私道なので、それはすぐ

にできると思いますので。町道に関しましては制限でき

ません。やっぱり一番心配するのがこの細野高原、住宅

地を通ってくるもんで、渋滞とか住民の理解がないと活

用できませんのでね、それなので今、細野高原付近の

住宅の理解を得られるようやっております。それこそ今

度はバイクなど、これ規制できませんもんでね、そういう

なかで細野高原の活用がちょっと中座するのが困るな

というのが現状でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　マウンテンバイクとかで来る人はいるんですか。うち

のほうはスキー場があるんで、スキー場の夏のシーズ

ンにマウンテンバイクでだっと下るとか、林道を下ると

か。自転車ですよね。自転車あまりないですか。

○パネリスト（山田賢一）　ないと思うよ。

○パネリスト（太田長八）　自分が把握したのは、熱川

地区はね、比較的林道があるもんで、熱川地区が結構

マウンテンバイクが来ているのは聞いていますけれども、

細野高原に関しては、ちょっとマウンテンバイク、普通の

オートバイが結構来るんじゃないかと、これは想像です。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ちょっとまた別の質問なんですけれども、そういう意

味で、これまであった自然イベント、自然利用で、何か

細野高原に合っているものというのは山菜狩りとかス

スキ狩り以外でどんなのが、どんなイベントがいいか

なという質問が来ているんですけれども、どういう方向

性が……

○パネリスト（太田長八）　正直いって星空やったん

ですよ。星空のほうも、自分はもう最高でした。やっぱり

行ったときに、もうライトも全て消して、虫の音だけ聞くよ

うな感じで、たまたま虫の声が聞こえて、本当にすばら

しいなと思ったんですよ。しかしながら、やっぱり寒さ、

これが寒いということで、２回やってちょっと断念したん

ですけれども。そうやった中で、星空のこと、これもある

程度やったら本当、都会の人も喜ぶんじゃないかと思

います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ほかに何かアイデアがありますか。山田さんとか石

島さんのほうは。どんなイベントがいいなというのが

あれば。

○パネリスト（山田賢一）　要するに今、私が考えてい

るというか、皆さんにも細野高原を考える会の中に

ちょっと提案させています。要するに細野高原の里山づ

くりという形で、奥山じゃなくて、あそこはまだ里山だよと

いう形で、里山のよさを広げていきたいなと。そういうこ

とで今、細野高原の入り口、これは財産区の土地じゃな

いんですけれども、やっぱり入谷部落の振興会という昔

の団体がありまして、そこの土地が６町歩ぐらいありま

して、ほとんど細野高原に隣接したところですけれども、

そこを今、森林組合の組合の皆さんが今まで植林され

ていたもんで、そこを全部伐採して、そこに今、ヤマザク

ラを全部植えようかなんていうことで、ヤマザクラの里

を今、これは国とか県の補助金をもらって森林組合が

やってくれているんですけれども。それで、地主さんは振

興会というところですけれども、将来的にはそこをヤマ

ザクラの里にしようと。中は当然、材を出すのに林道を

造りましたんで、そこが散策道路になるかなと。そこが、

うちの振興会の山だけが６ヘクタールぐらいならある

んですけれども、その奥に町の山も10町歩近く、10ヘク

タールぐらいあるもんで、今、町長ともお願いしているん

だけれども、そこ全体を全部やって、いろんなことに使

えないかな。そうすれば、振興会のほうもいろんなこと

があるんじゃないか、できるんじゃないかと。

　農協さんもいろいろそこを今、あそこにも農協の施設

もありますから、これはボツになったんですけれども、

一時、あそこで、要するに地ビールの工場を造ってやり

たいという、いいな、地ビール、ビール飲みながらあの

高原でススキ眺めたらいいなというようなことで、それ

を私たちも非常に賛成して協力したんですけれども、

ちょっといろんな事情で、それはボツになりましたけれ

ども。

　そういういろんなことで、あの高原をいろんな方面で

楽しんでもらえるような、これから設備というか、利用し

ている団体とか企業があったらいいな、私は考えてい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　何かいろんなことが、道路がやっぱり中まで通ってい

るというのがいろいろ、シャトルバスが行けるようなとか、

そういう整備ができているなというのがすごいんだろう

なと思います。

　片方でちょっと管理のほうの質問も来ているんです

けれども、担い手の問題というのも先ほどありましたが、

もう一つ、省力化という関係で、これ僕の話の中なんで

しょうね、山焼きの道路の防火帯に沿って軽トラが入れ

るようにするような話が蒜山でも聞いたことがあるけれ

ども、細野高原でも何かそういうことができる部分が

あったらコメントをお願いしますということなんですけ

れども、これどなた……、そういうのが可能そうなところ

というのはあるんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　防火帯、先ほど今、白川先

生の言った、あそこの防火線沿いにパイプを引くかとい

う案も去年出ました。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。やっぱ

り一晩で考えるようなら大体考えているんですね。

○パネリスト（山田賢一）　やって、水道屋さんに見積

りを取らせてやってみてはどうかなと思ったら、距離が

長過ぎてちょっとそのままやるんじゃ難しくないかという

ことで、それはボツになりました。

　もう一つ、今、いろんな林業試験場とかなんとかでお

話を聞いているのは、内山さんが専門ですけれども、あ

の防火線に防火林を植えて、要するに火の広がらない

ような防火林を植えて、それがただの面白くない木じゃ、

何も観光資源になりませんから、将来的に防火林であ

りながら観光資源の一助になれるような、例えばいい

んじゃないかって、内山さんが専門ですけれども、サザ

ンカとかツバキとか、一番強いのはサンゴジュなんて

いうのがあるらしいんですけれども。それらを防火帯に

10メートルぐらい、本当の火が出るところじゃなくて、火

があまりばんと燃えないようなところは防火林で防火帯

みたいなものを設置したらどうかなというようなことも

皆さんとは議論していますけれども、まだ実現はしてい

ません。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

　やっぱり結論というか、ちょっとすぐには出ないんで

しょうね。どこの地域でもいろいろそういう山焼きの省

力化とか安全性というのは出されているんですけれども、

高橋さん、何かその辺で、阿蘇のほうでは物すごいたく

さんの山焼きやっていますし、工夫されている部分もあ

ると思うんですけれども、人数も多いですが。ちょっとど

ういう、事故のほうの部分ですし、省力化の工夫で何か

あれば教えてもらえますか。

○パネリスト（高橋佳孝）　やっぱり事故は、毎年とは

言わないけれども、数年に１回必ず出ているんですね。

事故が起きると、もうやめてしまうという、そういった一

つ大きな問題が２つあって、１つはもう担い手がいない

で、いつやめるかを考えず、ただやめてしまう。責任者が

責任を取るなんて無理。例えば阿蘇の場合では、区長さ

んが火入れの責任者。

○コーディネーター（白川勝信）　火入れ責任者。

○パネリスト（高橋佳孝）　であれば、区長さんという

のは、例えば２年、３年で替わっていきますよね。そうす

ると、もう区長になりたくないという人が出てくるんです

よ。しかも、それ裁判ざたになったりとか、いろいろ面倒

くさいというのがあって、それで、多分この阿蘇の分科

会で相談される南阿蘇の村長さんがいて、南阿蘇村は

地震による被害によって野焼きができなくなったところ

が多いけれども、もともとそういう構造的な問題で、いつ

もどうなるか分からないというから、どんどんやめる、や

める、やめるというのが出てきていたんですね。そこで

少なくとも火入れ責任者は首長がなるということで、実

は安心して野焼きを再開した牧野参加者。ただ、それは

もちろん責任者だけの問題じゃなくて、そこに県や、ある

いはボランティアや市町村の協議会みたいなものをつ

くってみんなで応援してそこを再開するわけです。なぜ

再開するかというのは、これも多分、分科会で論議され

るように、熊本市民にとっては水源の源である草原の水

源涵養力というのは、実は阿蘇のほうは森林よりはる

かに高いんです。もしかしたら東伊豆もそうかもしれな

い。そういう草原の価値をみんなで共有して、それを

守っていくために役所も汗をかくし、お金も出しましょう

ということでやっている例が１つあります。

　もう一つは、牧野ごとに、さっき白川さんがおっしゃっ

たように車が通れる防火帯をやっぱり造りたいという

のが物すごく強いみたいですね。鉄鋼スラグの廃材み

たいなものが簡易的にですね、舗装までいかなくてもか

なり強い道が造れるということがあって、そういうものを

り保全という中で、首都圏から来る人が結構多いので、

500円、それくらいのお金ですけれども、地元の人に

とっては500円高いなと言いますけれども、首都圏から

来れば取りあえずそれが妥当ではないか。しかし、やっ

ぱり行くまでは結構ブーブー、周りを見ますと、現地に行

きますと、やっぱりすばらしい景色を見た中で、それは

当然当たり前の話だということを聞きますのでで、町と

してはそれがいいんじゃないかとは確認しております。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　入山料の話をしたら、先ほ

ど言った、今ススキがあるだけじゃなくて、今年、去年は

コロナのことでやらなかったんですけれども、山菜狩り

でも、私たち財産区で、入り口のところでお金を頂いて

います。あそこの入り口のところで来て、町民の方とよそ

から来た人はちょっと金額を変えて頂いております。

○コーディネーター（白川勝信）　細かい対応をして

いるんですね。

○パネリスト（山田賢一）　そうですね。それはいろん

な観光協会さんのご指導でいろいろやっていまして、町

外の方とか宿泊した方、地元の方ということで、３段階

ぐらいに値段を分けてやって、財産区の役員があそこ

でガードしてやっております。

○コーディネーター（白川勝信）　なかなか結構ね、お

金を頂くというのは勇気の要ることで、お金出したけれ

ども、こんなかってなっちゃう……

○パネリスト（山田賢一）　文句が出ますけれども、こ

れは富士山のあれと一緒だから、この山も管理するお

金ですからということで頂いています。

○コーディネーター（白川勝信）　そういう意味じゃ、

草原の価値を知っていないと、お金下さいとは言えな

いわけですから、それだけ価値を認識しているというこ

とですよね、地域の皆さんが。

○パネリスト（山田賢一）　何回かは、あそこまで来て、

ゲートのところで帰っていく方も結構います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。帰っていく

方もおられるんですね。

　草原の価値という中で、さっきちょっと質問とかを後

に、教育のことについて、町長もおっしゃったし、高橋さ

んもおっしゃっていたんですが、幾つか質問が来てい

るんですけれども、まず、高橋さんに、全体的なことだと

思うんですけれども、草原の価値の教育的効果につい

てのことの質問で、草原で子供たちに何を伝えられる

のかというのと、火入れとか野焼きを体験すること、伝

統的な作業としてそういうことを体験することの意義み

たいなところは、大きな話ですけれども、どういうところ

にあると思いますかという質問なんです。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原、教育者じゃないんで、

偉そうに語ることはできないんですけれども、価値と言

うまでもなく、大きく２つあると。１つは体験、五感で体験

したり、野焼きを体験したり、自然の雰囲気を体験した

り、草花を観察したりということと、それからやっぱり仕

組みづくりを学ぶというところですね、文化も含めてで

すね。体験に関しては、学校の中では語れないし、教え

ることができないことが屋外でできる。

　阿蘇の場合、全部の小学校で草原の学習をすること

が今できています。それで、発展性というか、私たちもそ

のほうがいいなと思ったのは、それを端緒にして、今度

はそれが公民館活動に地域活動にいく。そうすると、地

域の関わってくれる人たち、大人の人たちも増えていく

し、景観も入ってくるし、公民館として地域の草原を守っ

たり、上で寒いんですが、阿蘇の場合、草泊まりという、

草刈りをして、地元の集落と草刈り場の集落まで500

メートル以上の標高差があって、毎日通うの大変だか

ら、家族みんなで山の上に行って、草で作ったテントで

２週間ぐらい泊まって草刈りするという文化があったん

ですけれども、その中で子供たちを泊まらせて体験させ

たりというようなこともできている。

　だから、端緒は学校教育からだったんだけれども、

今は地域教育というか、教育という言い方がいいのか

悪いのか分からないんだけれども、地域の文化や歴史

や、その成り立ちや技術や意識や知識というものです

ね、子供たちに引き継いでいくと同時に、家族やその関

わる人たちにも広がっていくというものがいいですね。

少しずつ何か所かに広がっていく。そこのほうが私は

大事になってくるかなと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ＳＤＧｓの地域版とい

うか、そういうこと……

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。そんな感じに

なるのがいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　先ほど石島さんから

も、最後のスライドでＳＤＧｓという言葉があったんです

けれども、観光コンテンツそのものとしてのＳＤＧｓとか、

そういう学習のニーズというのはあるんですかね。ＳＤ

Ｇｓを学ぼうとか、そういう草原の自然、先ほどでの説明

だと、観光での収入が草原の保全に行くということだっ

たんですけれども、阿蘇ではボランティアの人は年間

2,000人以上来るし、実はうちのほうも木を切ったりと

か草刈りの体験を教育ツアーとして、一応プログラムと

いうのはあるんですけれども、そういうのは、こちらのほ

うではそういうニーズみたいなものというのはあるもん

ですか。

導入することで、野焼きを再開したり、そういう、向こうで

は恒久防火帯という言い方をするんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　恒久、ああずっと使

えるもの。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうです、ずっと使える防火

帯。道路さえあれば何とかなる。そういうものに対しても

県の事業として、導入するところにはそういう必要な経

費を出すというふうなこともでてきています。

　やっぱり今の方向性としては、恒久防火帯ですね。

　もう一つは、以前、草を刈っていて、もう裸になるよう

な状態がありました。阿蘇も秋吉台も全くそういう状態

ですね。その頃はですね、こんなに広く防火帯を切らな

くても安全だったんですよ。草がもう持ち出されている

から、火をつけてもそんなに大きくならない。今は雄大

でもう映像に入るとものすごくいいように見えるかもし

れないけれども、まさに危険な状態にあるわけですね。

25メートルぐらいまで炎が上がったりします。そんなに

危ないんじゃ、もう野焼きができないという話があった

んですが、最近、カヤ刈りとして、冬場の枯れた草をい

ろいろな方が刈っているんですよ。牧野さんにもお願い

をして、そこに入らせていただいて、たくさん刈るように。

牧野さんがそれで一番喜んだのは、野焼きが楽にな

るって。もともとあの草原の価値があって、それを維持し

ようとすることも重要ではあるんですけれども、実は、そ

れを維持するためには草をうまく利用することがそれに

もまた役に立っている。もちろんお金という点もあるかも

しれないし、材として文化財の保全に役立ったりするこ

ともあるかもしれないけれども、利用することで、実は管

理の省略化や安全性にも物すごく貢献できているとい

う、そういう仕組みづくりをみんなで共有していって、

やっぱり何か草を利用する算段と創意工夫によってひ

とつひとつやっていかれたらいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　そもそも利用してい

たから草原なのであってというところに立ち返るという

ことですね。

　ちょっと会場からの草の利用についての質問、多分、

山田さんにお答えいただいたらいいと思うんですけれ

ども、１つはミカン畑に草を使っていたときは何月ぐら

いに使っていたんですかということなんですけれども、

刈る時期というのは、決まった時期に刈っていたんで

すか。

○パネリスト（山田賢一）　刈る時期は、10月から11

月、要するにこれから秋口にかけて、もうカヤが緑がな

くなってきて、要するにそれのほうがもちがいいもんで、

青い草を刈ってやるよりも。だから、皆さん大体、草が枯

れ始めた頃から、10月から11月頃から。それで、して、

少なくとも２月に山焼きをやるもんで、山焼きのときまで

には、刈った草は持ち出してくださいよというようなこと

でやっておりました。

　だから、そうですね、大体今から、10月から11月頃

が一番多いと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　それと、かやぶき屋

根には使っていたんですか。

○パネリスト（山田賢一）　僕の記憶というか、前は

使っていたという話も聞きますけれども、実際、私は見

ていないもんで、何とも言えません。使っていたと思い

ますよ。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。使って

いたとしても、大分昔、古い時期ということですね。なる

ほど。ありがとうございます。

　ちょっと別のユーチューブのほうからの質問、すごい

いっぱい来ています。何か皆さんやっぱり、これはです

ね、シャトルバスのほうなんで、石島さんにお伺いした

いんですけれども、シャトルバスをやめたのに料金を

取っているのはどこで取っているんですか、どういうふ

うに徴収している、徴収方法を教えてくれませんかと書

いているんですけれども、それは何かゲートを設けたり

とか、そういうことですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。下の103台置け

る駐車場の入り口のところに受付がございまして、そこ

で一応、感染症対策でいろいろアルコールをやったり

とか、そういうときに払っていただいてパンフレットを渡

しています。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。コロナ対

策も一緒にできるしということですね。

○パネリスト（石島専吉）　はい。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　そのやり方というのは、割と最初の頃からそういう形

でやっていたんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。その期間だけな

んですけれども、ですから、１日過ぎれば無料で入れ

ちゃうんですね。ですから、最初は私も何でお金取るん

だよってものすごい言われているようなお客が多かっ

たんだけれども、やっぱり最初はそういうふうに、高橋

さんが言っていたように、入山料って何で取るのってい

うのを、無料のイベントというのはよくないという前任の

観光協会長から言われていて、そちらの前任の観光協

会長がそういうふうにして、私たちもそれを引き継いで

います。それを財産区のほうにも使用料として払えると

いう形になっております。

○コーディネーター（白川勝信）　町長、何か。

○パネリスト（太田長八）　入山料に関しては、やっぱ

秋って紅葉するところあるのかいって言われて、昔はも

う強気でしたから、もう団体客ばんばん入ってくるから、

じゃ結構ですよ、もうどこかの箱根とか北関東とか東北

で見てくださいと、紅葉は。伊豆はちょっとないんで結構

ですみたいな感じだったんですけれども、今は反対で

すから。紅葉する木はないんですけれども、やっぱりそ

ういうススキで秋を楽しんでほしいというのが１つです。

　あともう一つだけ、去年のススキのイベントで7,200

人来たわけですけれども、そのうちの350人にアン

ケートを取ったんですね。さっきの話とちょっとつなが

るかもしれないんですけれども、イベントの売りで何が

一番よかったですかというのは、やっぱり「絶景」でした。

これ断トツで絶景。それで、参加したい新企画、これは

多かったのが「１日限りの星降るキャンプ場」、あと、

「大自然をそのままに」という方もありますし、あと、「野

外コンサート」。これは今年はできないんですけれども、

一昨年まではホルンの演奏会だとか、稲取高校の吹奏

楽部の演奏会を土日にやったりとかしておりましたの

で、そういうことです。あと、細野高原に必要な施策とい

うことで、「アクセス道路の拡充」とか「絶景ポイントの

紹介の充実」とか、そういうことを書かれている方が多

かったということですね。

　ですから、伊豆というのは本当に秋も楽しめるんだと

いうことを観光客の皆さんにも知ってほしいということ

でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

秋を楽しんでほしいという、観光客の方へのメッセージ。

　山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　管理していくのがどういう

ことかということを言われてもあれですけれども、私はよ

く親戚とか友達とかなんとか来たときに、細野高原を連

れていくと、必ず言われるのは、何だ伊豆は山が深いん

だな、よく言われます。大体皆さんは海岸だけ走って

帰ってきて、伊豆半島の中のほうへ入るのは、天城道路

ぐらいのところしかないと思いますけれども、各町には

深い山が、山が深いです。だから、そういうことを楽しみ

ながらいろいろ山を楽しんでいただければありがたい

なと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　すみません、ちょっとチャイムが鳴っちゃって、時間が

来ちゃったんですけれども、コンパクトに高橋さんと町

長にもコメントいただいて終わりたいと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原は非常に懐の深い資

源だと思います。それで、将来に向けて決して暗いこと

ばかりじゃなくて、多分21世紀の持続的社会を語る、こ

れほど人と自然との関わりの仕組みが何千年も続いて

いるというのは、すごい懐の深い地域資源なんだろうと

いう。ただ、それを私たちが気づいていないような、これ

は研究者にもしかりだと思うし、行政においても多分し

かりだと思いますけれども、そういう意味では、もう一度、

草や草原の魅力をみんなでいろいろ創意工夫しなが

ら考えていく。新しい社会への土植えも可能になってく

る、そういう明るい展望を持ってみんなでぜひ協力し

合って次の世代にちゃんと続いていくようにしたいなと

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　じゃ最後に町長、お願いします。

○パネリスト（太田長八）　これは本当、ユーチューブ

を見ている全ての方に、これはもう人と地域の問題じゃ

ありません。これは全国の問題でございますので、全国

の方々、草原に対して興味を持っていただくことが私は

一番だと考えています。そういう中でこの草原、将来に

わたって保全なんかもね、やっぱり市町村の自治体で

連携してより多くの自治体に入ってもらった中で、草原

をいかに守っていくか、これをまたやっていきたいと思

います。そういう中ではまたユーチューブを見ている方、

その辺また支援と協力を賜ると大変ありがたいと思い

ますんで、よろしくお願いします。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　最後に非常に力強い、全国の方々、それから全国の

自治体に向けて草原共有を持ってまた加わっていただ

きたいというメッセージをいただきました。

　ちょっと僕の進行が不手際で12時を過ぎてしまいま

したが、これでパネルディスカッションを終わりたいと

思います。

　もう一度、４人のパネリストの方に感謝して拍手をい

ただけたらと思います。（拍手）

　どうもありがとうございました。

　じゃ、配信のほうもこれで終わらせていただきます。ど

うもありがとうございました。

○司会　皆さん、どうもありがとうございました。

　午後ですが、１時から東伊豆、阿蘇、蒜山の３会場で

分科会を開催いたします。午後１時になりましたら、そ

れぞれの会場で分科会を開始してください。よろしくお

願いいたします。

　その後の全体会のウェブ配信については、午後３時

20分からを予定しておりますので、午後も引き続きよろ

しくお願いいたします。

　午前の部につきましては、以上で終了となります。あり

がとうございました。

○パネリスト（石島専吉）　細野高原はまだそういう形

にはなっていないんですけれども、いろいろ摘果のミカ

ンの収穫を手伝うとか、いろいろそういうカーネーショ

ンの花を、そのまま結局時期が過ぎちゃって、全部それ

を捨てちゃうわけですね。そういうのを何か手伝う体験

だとか、そういうことは、農業体験のほうなんですけれ

ども、そういうのは少しずつプログラムに入れているん

です。まだ参加者は少ないんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　そうなんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そういうのは年間を通して

いろいろちょこちょこやっています。

○コーディネーター（白川勝信）　じゃ何か、これだけ

宿泊施設もあり、こういう海と山とっていう、すごく近いと

ころにあるという環境だったら、本当に、うちは体験教

育とかをすごく受け入れているので、何かメニューが

つっこんでいきそうだなと感じました。すみません、

ちょっと僕の興味のほうでちょっと質問をかぶせてし

まったんですが。

　もう一方、これも教育のことなんですけれども、次世代

に伝えていくために教育現場でできること、望むことは

どういうことがありますか。町長のほうから遠足の記憶

がっていう、高橋さんもそうだったんですけれども、遠足

以外でということということですが、教育現場でどういう

ことができるでしょうかね。どなたでもお答えください、

せっかくですから。どなたかありますか。

○パネリスト（太田長八）　まず、自分から言ったのは、

まず細野高原に対しての愛着ね。　子供のときから。そ

れがなければ、細野高原の保全はもう無理だと考えて

おります。そういう中で、まず町民が行った中で、細野高

原のよさが分かった中で、そしてやっていけば続ける方

向で、地域効果やったんです。それによってよさが分

かって、そうすれば、先生が言ったように子供が行けば、

必ず父兄が行きます。そういう中で全体的にやっていき

たい。それとやっぱり子供たちも自分で働いたお金で

いろんなことができる。そういうことができれば、子供た

ちの教育になると考えております。

　そういう長期的に考える中で、やっぱり子供が細野

高原に興味を持たせなければ、自分は細野高原の保

全は絶対無理だと考えておりますので、そういう中で、

そこが一つのいい機会じゃないかというようなことです。

　教育的効果、高橋先生がおっしゃったテントを作っ

てそこに滞在する、そこでキャンプするとかね、やっぱ

りそういうのがあると、教育的な体験になるんじゃない

かと考えています。

　何しろ小さい子が草原に対して興味をいかに持たせ

るか。それだけは私はいろいろと考えております。やっ

ぱり何事も一から小さい時からやっていくというふうに

ありますので、そこからの教育が私は一番大事じゃな

いかと考えておりますので、そういうふうに言わせてい

ただきました。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　ほかにありますか。

　ちょっとそろそろ時間が来ているんですが、いろんな

方の質問、本当にありがとうございます。

　もう１個だけ、僕に質問、これは物的なことなんで、カ

ヤが高いという話が出て、850円で売るのは高いん

じゃないかという……

○会場より　（「いや、違う、どうしたら高くできるかとい

うことを聞きたかった」と呼ぶ者あり）

○コーディネーター（白川勝信）　それはなぜですかと

いうことなんですが、これは、中間業者に販売している

んじゃなくて、カヤの施主さんに直接販売しているので、

一旦集めると安くなりますけれども、カヤぶき職人さんと

かカヤの施主さんとしっかりネットワークをつくるのが

高い価格で販売している一つかなと思います。価格に

ついてはカヤぶき職人さんに相談して決めた価格です

ね。すみません、以上です。

　いろいろお聞きしたんですが、ちょっと最後に皆さん

から一言ずつ、草原に関わる人への誰かを想定して、

子供でもいいですし、観光客の人でもいいですし、また、

ユーチューブで見ていらっしゃる方でもいいですけれ

ども、一言ずつメッセージをいただけたらと思います。

石島さんから、今度は反対にお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　４人目だと思って安心して

いたんですが、私は観光ということからちょっとお話を

させていただければ、何で秋のススキなんだという感じ

なんですよね。これはもう10年ぐらい前から団体の宴

会型のお客さんが激減しています。今まではもう団体で

バスで来て、もう20人、30人で宴会して、朝ばっと８時

頃帰っちゃうんですよね、もう朝食を食べて。ですから、

観光する場所なんていうのは全く必要なかったんです。

秋以外の春には河津桜もこうやってやっておりますし、

夏はやはり海水浴とか、そういうリゾートという感じが

ありますのでよかったんですけれども、それなもんで、秋

が全然オフシーズンになっちゃんたですね、一時期。そ

れで、やっぱり観光協会のほうも、せっかくああいう高

原のいい場所があるんだから、ススキのイベントをや

らせてくださいということで、財産区に頼んで町と協力

してやったような状況がございますので、そのような形

で、やはり春夏秋と楽しめる、そういうコンテンツが欲し

かったということがまず１つですね。

　ですから、秋によくお客さんに言われたのは、伊豆の
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維持活動に携わる一方、携わっただけの対価を受け

取る、あるいは携わった人が対価を実感しているのか

という話がありました。こちらの細野高原は、地元の集

落の方たちが山焼きをされていますので、その方たち

がちゃんと対価を実感されているのか、あるいはそこ

に税金を使っているわけですから、町民の皆さんがそ

れを実感しているのか。そういうことが前回議論に

なったと思います。それからどう変わったのかというの

は後のパネルディスカッションで聞かせていただきた

いなと思っているところです。

　前回のテーマは、忘れられた草原の再発見、その保

全と活用ということで、生物多様性、外来種、シンニュ

ウが間違っていますね、これ。広島ならではの間違い

ですね。外来種侵入……、深入山という山があるんで、

草原の山です。草原のやぶ化、森林化など、草原の質

の問題について共有されていない。草原の生物多様性

はどうなっているんだろう、景色としてはいいけれども、

本当にそこは価値があるというのが認識されているの

かというところの問いかけと、もう一つが草原を守るこ

とによる生態系サービスや経済的恩恵を享受する仕

組みがない。これについても話がありました。その後、

たしか僕が記憶しているのは、都内の電車のつり広告

に草原のことがかけられたりというＰＲをされたりとか、

あるいは入山料を早い段階から取り始めた、草原では

あまりないのかなと思いますけれども、そういう事例を

先立ってされたという記憶があります。今日はそういう

話もまた後で聞かせていただきたいなと思っていると

ころです。

　そして今年、2021年のテーマですが、今回はオンラ

イン開催ということで、ここの東伊豆町、それから阿蘇、

そして蒜山のほうでも分科会が開催されます。大きな

テーマは、未来へつなごう！壮大な海すすきの草原、そ

して、分科会のテーマは、保全・利用・継承、草原の公

益的機能について、それから、茅の利用と草原保全と

の関わりということで、どちらかというと今、草原に話題

になっているのは茅の利用とか、利用ですね、利用と

か草原の機能というところにだんだん目が移ってきた

のかなと思っています。

　先ほど課題として示されていた２つのことですね。２

つ目は、そういう利用とか、草原の価値をどう実感する

かという話だったんですが、もう１個、１個目の草原そ

のものの価値というのが果たして僕らは認識されてい

るのか、希少生物とかですね、生物多様性のほうが認

識されているのかどうかというのは、これはむしろ草原

を研究する研究者が発信できているかどうかというこ

とになるので、ここ地元でも内山さんとかを中心にいろ

んな研究が進められてますし、今から継続的にやって

いって情報を出していかないといけないだろうなとい

うふうに思っています。

　今日こちらに呼んでいただいた縁というのが、僕ら

は草原研究グループというのを組織しています。西日

本草原研究グループというのを組織して、これは蒜山

で調査しているんですね。これだけキキョウがあるとこ

ろも珍しいです。自生のキキョウがたくさん咲いている

んですね。僕たちは大体、10年前ぐらいは月に１回集

まって、あちこちで研究していました。例えば３月は学

会で岩手県に行っていたんですけれども、十和田湖畔

までちょっと車で走っていっていました。何かこんな雪

があるのに、ちょっとでも空いていれば何か探したくな

るのが僕らの常で、このときは、東北のほうに行くとフ

キが大きくなるんですね、フキノトウも大きいのでびっく

りしました。あるいは大阪の吹田というところで、町な

かで調査をしたりしています。こんな住宅地の中なん

ですが、ここの草原は、もうここの土地が売れてしまっ

たら生き物がいなくなる。こんな町なかでも希少種とい

うのはちゃんと残っているんですね。ずっと管理がされ

ていれば、何ていうかな、開けた環境があって、継続的

に管理がされていれば、そこに生き物が残っていると

いうことが分かっています。それをじゃどうするかとい

うのは次の問題なんですね。

　画面共有が止まったんですが、大丈夫ですか。

○スタッフ　一度ちょっと。

○講師（白川勝信）　共有の再開、これですね。すみま

せん。写真を今、見てもらう……、まだ、すみません、声

だけ聞こえていたみたいで申し訳ない。

　吹田の草原はこんな感じです。

　僕たちは草原研究会なんですが、僕自身は高原の

自然館という博物館に勤務しています。学芸員という

仕事をやっていまして、会場の皆さんの手元には、この

高原の自然館のパンフレットが手元にあると思います。

とてもとっても小さな建物なんですが、博物館。博物館

はこの辺には何かあるんですかね、ないですか。静岡

○司会　それでは、ただいまより白川勝信さんによる

基調講演となります。

　白川先生は、生態学をご専門とされ、2003年より広

島県北広島町の芸北高原の自然館に学芸員として勤

務されております。現在は、湿原、半自然草原、里山林

など、地域の人間活動によって維持されている生態系

の保全をテーマに活動を展開されています。子供、事

業者、行政、ボランティアなど様々な主体による自然へ

の関わり方を見直し、新たな仕組みを組み込みながら

地域と自然を将来に残していく道を模索されておりま

す。2017年には、第１回ジャパンアウトドアリーダーズ

アワード大賞を受賞されるなど、草原をはじめとする

様々な分野での活躍をされています。

　それでは、早速でございますが、基調講演のほうをよ

ろしくお願いいたします。

○講師（白川勝信）　こっちはマイク持っていていいん

ですよね。じゃちょっと話させて……、その前に写真を

撮らせてください。何ですかね、向こう側にいる人は多

分、会場の様子が分からないと思うので、ちょっと撮ら

せていただきます。今、配信はもうされているんですか。

ありがとうございます。

　よろしくお願いします。白川です。

　今日、80分くらいお話しさせていただくと思いますん

で、よろしくお願いします。

　こんな感じですね、見えますかね。見えますかねって

いうと、ライブ配信している相手の人から返事がない

んで、分からないんですが、会場にいる人はこんな感

じです。東伊豆町ですね、いろんな人が来ています。

　これは08年の東伊豆のサミットです。全国草原シン

ポジウム08ｉｎ東伊豆ということで、今年の草原サミッ

ト・シンポジウムは１年間延びたんですけれども、本当

は2008年に一度サミットをやる予定だったんですよ

ね。それがあったので、僕としては、ああようやくここの

東伊豆でサミット開催できて、本当にうれしいなと思っ

ています。今回もここに来るのを楽しみにしていまして、

駅前のキンメダイのオブジェをまた見れるかなと思っ

たら、キンメダイのオブジェがなくてですね、それで

実は自分がこうやって回している写真がなかったんで

すよ。だから、今回こそはキンメダイぐるぐるやるぞと

思って、なかったんで、ああと思っていたら、移設されて、

この役場の真向かい側の海の近くにありましたんで、ぐ

るぐる回させてもらいました。ちゃんとヒレも動きました

ので、東伊豆に来たことがない方はぜひお立ち寄りく

ださい。

　役場のすぐ横には朝市があって、前回はこの朝市に

寄らせていただいて、たくさんの海産物が売られていて、

やっぱり海の近くだなというふうに感じました。本当に

懐かしい、懐かしい町で最高でした。

　前回もこうやって細野高原の上に登って、たしかここ

は塩坂さんから教えてもらったフライトをしているとこ

ろですかね、パラグライダーが飛ぶところで、何かこん

なこともできるのかなという、草原っていろんなことが

できるんだなということをそのときに感じました。とにか

く広くて一面ススキで、上から見れば海が見えるという、

すばらしいロケーションだなというふうな記憶があり

ます。

　今日は、僕、一番最初に話させてもらうので、前回い

ろんな写真を撮っていて、どっちかというと食べ物とか、

さっきのキンメダイの写真とか草原の写真とか、花の

写真が多かったんですが、会場で１枚だけ写真を撮っ

ていました。これどなたのスライドか分からないんです

けれども、こういうことが課題の提起というスライドが

あったんですね。山焼きによって、草原という景観を維

持することだけで十分なのかという問いかけと、草原の

造ってくださいと言ったわけじゃないですね。そうやっ

て造っても多分残りません。ここを残すのは、牛を入れ

る。これが残すための策。一つ一つの景色に一つ一つ

のできてきた履歴がある。それをどう読み解いて、それ

をどうつくっていくか、これがフィールドミュージアムの

学芸員の１個の仕事です。

　美人林といって、ブナ林と言えば白神山地のブナ林

も有名ですが、日本の中で有名なブナ林を幾つか上

げていくと、出てくるのがこの新潟県の十日町市にある

美人林のブナ、ここにも博物館があるんですけれども、

その裏山です。このブナ林はブナが細いんですよね。

東北のほうとか、ブナ林って割と広島のほうだととても

珍しい、原生林というイメージなんですけれども、東北

のほうに行くと、森を伐採して何もしないとブナがこう

やって生えてくるそうです。長野県とかも結構こういう若

いブナの林があるんですね。だから、もしこの美人林

のブナ、こんなブナ林を維持しようと思ったら、ある時

期にここを全部伐採すればいいということになるんで

す。そういうふうに人間の働きかけと風景とか自然とい

うのがお互いに行ったり来たりの関係にすると。それ

を一歩ずつ読み解いていかないと、その自然をどう残

すかとか、活用するかという話に行き着かないんです

ね。例えば棚田なんかもそうですね。こういうところに

コンクリートじゃなくて、斜面を造って水路を造ると、生

き物がそこにたくさんくる。

　これは四国中央市、愛媛県の写真ですが、僕はこの

写真がとても好きです。「ウォーリーを探せ！」という絵

本をご存じですか。すごくいろんな絵が描いていて、そ

の中にたくさんの人物が描かれていて、いろんなことを

やっているんですけれども、その中にウォーリーが１人

だけいるという絵本があるんですけれども、この写真を

見ると、何かさっきの例えば棚田だったら田んぼが広

がっているし、干潟だったら水と土が広がっている。こ

の中を探していったら細かいものがたくさんあるんで

すよね。ここは四国中央市の大歩危小歩危とか、祖谷

とか、四国は急な谷が多いんですけれども、山の向こう

のほうを見てみると、隣の集落が山に張りつくように家

が建っているんですね。あそこ人が住んでいるんです。

だから、隣の家に行こうと思ったら、すごく斜面を上り

下りしないといけないし、こちらから見えるあの家まで

も、１回下まで下りて上がっていかないといけない、そ

ういう地域です。こういう傾斜の急なところでは、どうい

う農業をされているかというと、狭い中にいろんな作物

を作っていらっしゃいます。

　これ１軒のお宅でされていると思うんですが、そして

ここで特徴的というか、特産なのがお茶なんですね。

この斜面のところのきれいに植え込まれている、これが

お茶です。

　もう一つ目を引くのが画面真ん中ぐらいに三角の

立っているのがススキですね。すすきの三角の山形の

が見えますかね、これですね、これです。これはコエグ

ロと言うのかな、肥料にするための役割が１つありま

すが、もう一つ大事な役割があって、こういう斜面だと、

何もしないと、土がどんどん剝がれてきちゃうんですね。

だから、こういうススキを置きます。特にお茶畑の下に

もこうやってたくさん続いています。

　先ほど、こうやって人間が関わってつくられたフィー

ルドというのをどうやって守っていくのかなというのが

とても大変なんですが、ものすごく面白いテーマだなと

僕は思っています。どうですか、面白くないですか。草原

もその一つだってなるんですよね。

　お茶畑、静岡県の掛川市というところもとてもお茶が

有名なところで、新幹線からもよく見えるところですが、

ここでも草が使われています。茶畑があって、手前のほ

うに結構、草地がありますよね。ここ、これ見たことあり

ますか。通っていたら見える……、あそうか、ここ静岡

だよね。そうだ、何か静岡、それはそうだ、何を言ってい

るんでしょう。もちろんご存じですよね。あの「茶」という

字の近くは草が植えられていて、そこの草もちゃんと敷

き草に使われているんですよ。そうか、僕、今日、釈迦に

説法みたいな話を今からするかもしれないですね。

　静岡の茶草場農法というのは、世界農業遺産に指

定されています。その中でお茶のパッケージの裏側に

こういう葉っぱがついていて、この葉っぱが３個なら、

認証制度をつくっているんですね。生物多様性貢献制

度というのをつくって、３個だったら貢献度が高いです

よ、２個、１個ということで、そういうお茶の味とか値段

とかという別の価値をお茶につけています。そうするこ

とで、わざわざ草を刈って、そこの草地ができることで

生きる生き物を守っている農業ですよということを知ら

せながら、お茶の生産ができるようにしている、そうい

うところです。

　そうか、静岡でしたね。でも、静岡の茶草場と同じよ

うに、にし阿波の傾斜地農耕、また四国に戻ってきたん

ですが、徳島県でされている傾斜地農耕というのも、こ

れも世界農業遺産に指定されています。こういうところ

ですね、もう斜面です。さっき写真で見ていただいたよ

うな、隣の集落に行くためにものすごく行かないといけ

ないとか、家と家がもう斜面に張りつくようになってい

る。こんな感じですね。これ別にあまり誇張しているわ

けじゃないです。ここに立つと、カメラをどの角度が正

しいのか分からなくなるぐらい傾斜が急なんですけれ

の県立博物館はすばらしい大きな博物館がありますよ

ね。博物館の仕事というのは４つあります。あそうか、伊

豆にもあれがありますね、動物園がありますね。動物園

も博物館の一つですね。

　博物館というのは４つの仕事がありまして、資料を

集めて、資料を保管して、研究して、展示・公開します。

これが博物館の責務で、学芸員の仕事ですね。最近テ

レビでも割と「ブラタモリ」とかですね、学芸員の人が

出て来てしゃべったりとか、あとは何かクジラが打ち上

げられたり、リュウグウノツカイが上がったり、ダイオウ

イカが出てくると、何かよく学芸員の人出てきますよね。

ああいう人に資料をとにかく集めていって保管する、あ

るいは美術館にも学芸員というのがいます。美術品を

集めて保管して、研究して展示・公開する。この４つを

やっているのが博物館の仕事です。美術品を集める美

術館、動物を集める動物園、水族館、あるいははきもの

博物館、鉄道博物館、切っ手の博物館ですね、いろん

な博物館があるわけですが、基本的にはこの４つをや

ります。僕はフィールドミュージアムと言って、フィールド、

つまり外の、どういうんですか、野外を博物館と見立て

ているので、町全体が博物館だという言い方をしてい

るんですね。それどうなるのかというと、野外を建物の

中に集めることはできませんから、地域に関する情報

を集めて、地域を保全して、地域を研究して、地域を展

示・公開している。例えば細野高原という地域、ここに

関するいろんな情報を集めて、そこを保全して、そこを

研究しながら、そこの情報を発信していく、そういうの

が学芸員の仕事になると思います。

　今日はちょっとこの学芸員の視点というのを皆さん

と共有できたら、草原のことについて少しヒントになる

のかな。

　植物を保存するためには、例えば植物園は栽培をし

ますよね。博物館だったら押し花を標本にしたり、ため

るんですが、フィールドミュージアムはどうするかという

と、その草原をどう守るかということを常に考えていま

す。僕も頭を悩ませています。特にその場所をどうやっ

て保全するのかとか、今日のテーマでもありますが、ど

うやって展示・公開、つまりみんなに活用していくのか。

保全したり活用したりというのは、大きなテーマだし、

正解がまだないものですね。

　例えば、ここからは写真をちょっといろいろ見ながら

お話ししたいんですが、この夏、僕は八ヶ岳をちょっと

歩いていたんですけれども、八ヶ岳というフィールド、こ

れを保全しようと思ったら、どうするかな、考えると、もう

ここを例えば保護区にする。それ一つの方法ですよね。

あるいは歩く道筋を１つ決めて、ここからはみ出ないで

くださいね。そうしたら、こういうコマクサとか、チシマ

ギキョウは守られるかもしれない。人間が何も関わら

ないということですね。

　八甲田山も登ってみました。八甲田山って、名前は聞

いていたんですけれども、行ったのはこのときが初めて

でした。こんな雪の中をガイドの人と一緒に歩いたん

ですけれども、これを保全するといっても、人間がどうこ

うするレベルのものじゃない。何もしなくても、この景色

は多分残っていくんだろう、雪の上ですからね。

　こうやってエビの尻尾と呼ばれるような、これをじゃ

博物館に持って帰れるか、これ展示・公開できないで

すね。気温が低いところで風が吹きつけるからこういう

氷の形ができる。だから、人間にはまずつくれないとい

うのは、そういうところは残すといっても、そのままにし

ておくか、温暖化を止めましょうということをするしかな

いんです。片方で、今日のお話のメインは、人間がいな

いとなくなっていくフィールド、こちらのほうが、どういえ

ばいいのかな。関わりを続けるということで、やりやす

い面もあり、やりにくい面もある。本当にさっきの自然の

中というのは、禁止、禁止ってしないといけなくて、いろ

んなことを禁止したり、見守りするのはとても大変なん

ですね。でもむしろ関わり続けるということ、例えば有

明海の干潟ですね。これも自然ですけれども、ここの自

然です。遠くまで遠浅の海があって、潮の満ち引きに

よって、満ちたり引いたりしています。こんな美しいすば

らしい景色があるし、これが潮が引いたらこういう形。

ここで行われている伝統的な漁業、こういうものという

のは、じゃこの景色を、人が入っていけるこの景色をど

う残すかといったら、捕り過ぎないということもそうで

すし、捕るためのルールをつくるという、人間側でこれ

決めていけるんですね。人が関わっているところは、人

間側が関わっていけば何か可能性があるんだろうと。

　段畑って聞いたことありますか、段畑。棚田か。棚田

はよく聞きますよね。段畑っていう景色があって、これ宇

和島の先のほうに行くとこういう景色があるんですけ

れども、傾斜が激しくて、水がたまらなくて、この細い畑

を造っているんですね。これ人がずっと石垣を積んで

造った景色です。こういうものを残していこうといった

ときには、ここの農家さんが儲かれば多分この段畑の

棚田は残っていきますし、こんな関係です。

　阿蘇ですね、これは。阿蘇に行くと、山の斜面に横向

きにずっと筋がついていて、これは誰かがつけたわけ

じゃなくて、牛は草を食べるときは横に横に移動する

ので、横に横に道が勝手につきます。これがつくことで、

段畑じゃないですけれども、ああいう段々ができていく。

この景色すごくいいなと思っても、土木業者さんにこれ

だけが持っている知識があるはずなんですね。

　自然だけだったら、ここは水が勝手に湧いてくるん

です。熊本県阿蘇市の住宅地の中のほうなんですけれ

ども、もうばんばん水が湧いてくる。これは自然の力で

すよね。自然の力で地下水が湧いてくるけれども、その

自然の力を使って人間が働きかけて水田にしていくと。

水が豊かなところで水源を造る、これはいろんなところ

で造られています。

　もっと水があるところ、これは徳島県の河口近くなん

ですが、鳴門市では広いレンコン畑が広がっています。

これは南海地震という地震が起きたときに、低湿地に

なったところを、今はレンコン畑に使っている。自然に

できたものを人間がレンコン畑にして、レンコンを作っ

て。そこには地下水がしっかりありますから、これをくみ

上げて、この機械ですね、右下のほうにあるこの機械。

これは水がぷしゅーといつも出ています。これでレンコ

ンを洗っています。ちょっとなめてみたら、鉄さびと

しょっぱい塩の味がします。

　こうして人間がレンコン畑を作っていくと、水路がで

きます。その水路に、これはわらを束ねて浮かべている

んですね。スサという、建築の方はご存じですかね。僕、

なじみがなかったんです。壁を塗ったり、左官さんが使

うときに混ぜるわらというのは、そのまま混ぜているん

じゃなくて、１回こうやって漬けておいて、乾かして、そ

れを使うそうです。徳島県は、こうやってクリークをたく

さん、低湿地でレンコン作って、クリークを造って、その

クリークをまた使っている、人間が使っているわけです

ね。それで水路をもう完全に乾かしていくんじゃなくて、

もう湿地と一緒に生きていく道を選んだことで、その水

路にはこうやってオニバスが残っていると。オニバス

は、別に植えたわけじゃないんですね。人が湿地を全

部変えるんじゃなくて、湿地の環境を生かして水路とレ

ンコン畑で、そういう生活をしたから、たまたまオニバ

スが残っていた、こういう状況です。

　だから、自然への働きかけを機械的にどんどん変え

ていくとか、大きな開発じゃなくて、そこの自然に合った

生かし方をする、使い方、生き方をすることで、今度、自

然のほうもそれに反応する生態系ができていく。

　今日ずっとこんな話ばっかりしていますけれども、

いっぱいあるんですね、日本の中に。

　これは福島県の三島町というところで、連れてきても

らったのはマタギの集落です。マタギに会ったことあ

りますか。ある人いますか、東だからいるのかな。僕、全

然マタギ、マタギとか本の中の人だろうと思っていたら、

マタギの人がちゃんといたんです。日本の伝統工芸品

に指定されている、こういう編み籠、奥会津編み組細工

という技術をこの人は伝承されていて、それを作ってい

ます。材料は山で取ってきたもので、後ろのほうにはこ

ういうブドウのつるとか、クルミの皮とか、それをいつの

時期に取ったらいいかとか、どんなサイズなら取って

いいけれども、このサイズは残しておいたらまた来年

取れるとか、そういうのを全部知識として持ちながら細

工物を作っています。

　その後ろには、こういう型枠ですね、かごを作るため

の型枠と、こういうものを持っています。カラムシとかキ

ロロとか、ああいうものも使っていらっしゃいました。そ

ういう使い方をすることで、山の中にはちゃんと野ブド

ウも残るし、いろいろな植物が残る。冬には、マタギな

ので熊を撃つらしいんですね。環境がちゃんと残って

生き物が残る。生き物が残るから、それに合った暮らし

というふうに、環境と人が行ったり来たりしながら暮ら

している。だんだん……、もういいですかね、多分。

　あと、これは兵庫県の淡路市です。小山に畑とか作

物を作っているんですけれども、棚田とか段畑とよく似

ていますが、一番上のここ、ここ分かりますか、山の一

番上。これ何だかご存じですか。これは近づくとこんな

感じです。何かあるかというと、特にない、広いんです

けれども、これはお墓なんです。淡路島、淡路の人たち

はお墓を２つ持っていて、埋め墓と詣り墓と言うそうで

す。埋め墓は埋めるところ、詣り墓はお参りするところ。

だから、亡くなったらここに体を運んで、ここに埋める

と。それは同じ場所に地域のいろんな人が埋まるんで

すね。じゃここがお墓なのかというとそうじゃなくて、家

の裏に墓を別で持っておいて、お参りするのはそっち

でお参りする。そういう独特なやり方をしているんです

が、ここを管理されているので、もちろん今はないです

よ、今は火葬になっていますけれども。でも、僕が行っ

たときには、まだ地域にそういうのを知っている人がい

るよという時代でした。ここをやっぱり草刈りするんで

すね。そうすると、そこに淡路島の希少種が残っている。

　利用の仕方が、今回分科会でもカヤの利用とか、細

野高原、観光とか、いろいろ草の利用というのはあるん

ですけれども、別の目的で利用することで、そこが草原

の生き物の生き場所になるということはあります。高知

県のお墓とかも、時々お墓で生けたものを燃やすから

ボヤが起きて山火事になって、草原の生き物が残ると

いうこともあるそうです。

　これは白老村、コタン、アイヌの人たちの家です。

こっちから見ると、全部入り口が見えています。反対か

ら見ると裏口です。ちゃんと川に沿って入り口があるそ

うですね。こうやって草を使って壁まで、屋根だけじゃ

ないですね、壁まで造ることで、断熱材に使っていると。

ども、電柱の立っている方向とか、杭とかを見ていただ

くと、斜めになっているわけじゃないことが分かると思

います。こんな斜面のすごいところで農業をしているん

ですが、やっぱり見えるのがこの真ん中、コエグロで、

近づいてみるとこんな感じです。こんな畑、僕、見たこと

なかったんです。これ畑なんです。見ていただくと、石が

いっぱいありますよね。ここの農業ってすさまじくて、草

がないとできない農業をされています。

　どういうふうに草を使うかというと、草をこうやって

刻むんですね、機械で。後ろにあるこれらの道具を使っ

て、すき込んでいくんです。すき込むときの音は、ジャ

リッジャリッといって、石を砕くような音がするんですね。

大体、草の堆肥を使うときは、１回、草を置いておいて、

それが発酵して、肥料になって分解されたところで畑

に入れるのが普通ですよね。でも、ここでは、この道具、

これも地元で作られた道具ですが、こういう道具を

使ってすき込んでいく。この刃がいっぱいあるのは男

性が使っていて、３本しかないのは奥さんが使ってい

るという話をされていました。

　こんな感じで、土壌が非常に、地力が弱いところで

農業をされています。これ世界遺産になったんですけ

れども、ここでできるものというのは、ジャガイモとかヒ

エとかアワとか、タマネギも植えていますよね。そういう

もので、じゃどう戦ったらいいんだろうということなん

ですね。世界農業遺産に認定されたはいいけれども、

ここに何かの付加価値をつけるとしたら、なかなか難

しいな、そういう話をされていました。それでも、僕は何

かこの景色を見て、すごい景色だなと思います。これ全

部、本当に機械が入らないし、人の手で一つ一つすじ

を耕して作っていって、それがこのコエグロと、それか

ら周りの景色の中にあるというのは、僕は何かの価値

がここにあるんじゃないかなというふうに感じるんで

すね。だけれども、ここにこうしたら残りますよという答

えはなかなか出ない。そう思いながら帰ってきました。

　こういうフィールドのものを残したり、考えたりすると

きに、僕はなんとなくの指針を５つ持っています。これ

は別に館の決まりとか、言われたものじゃなくて、僕自

身が思っていることなんですけれども、何か働きかけて、

そこを残していきたいとか、保全しましょう、活用しま

しょうとかいうときに、１個目が後戻りができるか。これ

やりましょうってやり始めたけれども、途中でやっぱり

やめましょうというところができていないと、１回やり始

めて失敗したのにずっと進めていくというのは、地域も

一緒にやっている人も苦しくなるし、悪い方向にいっ

ちゃう。

　２つ目が暮らしに寄り添っているか。傾斜地農耕を

守るため、世界遺産なんだから、あなたやらなきゃ駄

目ですよというような形では、多分、続いていかないの

で、そういう形で残しても意味がないだろうな。

　３つ目が土地の歴史を大事にしている。傾斜地農耕

をやっていたところを今までのそこの人の暮らしとか、

その人たちが作ってきたものをやっぱり大事にしてい

きたいなというところに。

　４つ目に、野生の生き物にも優しいか。あそこを改良

していって、何らかの別のものが入ってくるとか、何か

が失われるということがないように。

　最後に、これはもう本当に何となくなんですが、美し

いかというところがあって、そこを見たときに美しいか

なと感じるかどうかというのがとても大事なんだろうと。

　これはいろんなところに行っていろんなフィールドを

見るときに、ずっとぼんやり思っていることなんですが、

細野高原に来たときも、やっぱりそこの地域の歴史っ

てどうなんだろうというのが興味がありますし、野生の

生き物がどういうふうかなとか、きれいなところだな。で

も、その表面的なというのは何が美しいんだろうなとい

うのをいつも考える。

　こういう指針なんですが、じゃあこういうもので残し

たいものは何なんだろうなというときに、今日の一つの

言葉です。もう今日は、僕は80分ぐらいかけてこの言

葉１個だけを皆さんと共有したいと思っています。言葉

としては、共創資産というものです、共創資産。多分、検

索してもあまり出てこないと思うんです。これ僕らで話

して生まれてきた言葉です。どんなものかというと、３つ

書いています。今まで僕が話してきたのは、自然と人と

の関わりという話をしましたよね。自然と社会の関わり

によって生まれて、地域に蓄積されてきた知識とか意識

とか技術です。これを共創資産と言います。細野高原で

は、あの広い草原ですけれども、地域にとってみれば、

限られた面積をどう上手に使っていくかということが

ずっと長い間かけて、知恵と、それが大事なものだとい

う意識が育ってきて、そこに火を入れるという技術とい

うのができてきたんだと思います。この知識とか意識と

か技術、これが共創資産です。

　限られた地域の自然資源を保全しながら持続的に

活用していくための共創資産が、多分、今はまだ日本

各地に残っていると思うんですね。これは自然と社会、

どっちかが失われると、共創資産も失われてしまいます。

地域の人がいなくなれば、山焼きのやり方も分からな

いし、この風ならどこから火を入れればいいかも分か

らないし、どのタイミングで入れればというのも、これ

は細野高原だけじゃなくて、僕の住んでいる芸北でも

そうですし、多分、阿蘇の原野とか蒜山でも、地域の人

か生えないので、ちょうど中海の環境が合っていて、中

海で今見られるという、何か珍しいものだそうです。そ

れをばんばん取るんですね。僕も取らせてもらいました。

長い柄のついた、何かこういうすくう道具を使って取っ

ていました。それを岸に運んで上げています。これ誰が

やっているかというと、漁師さんがやっているんですね。

　中海というのは、干拓事業で１回、干拓の事業が始

まって、それをやーめたってやめたところです。干拓の

事業のときに浚渫をしたりとか、堤防を造ったりで水の

流れが全然変わってしまいました。そのために何もし

ないでおくと、このオゴノリがたまってしまって、中でヘ

ドロになるんですね。これがヘドロになってしまうと、海

底に卵を産む魚が卵を産めなくなる。だから、漁師さん

にとっては、これを取らないといけないんですね。海の

掃除をしているわけです。

　これだけだと、何かこう、漁師さんが海の掃除をして

いるのねなんですが、この取り上げられたオゴノリは

集められて、トラックに乗せて運ばれて乾燥されます。

こうやって乾かして、こんな感じで肥料になるんですね。

塩分濃度が高いところの海藻だと、上げるとどんどん

塩が畑に入ってくるんですけれども、汽水域なので塩

分濃度が適度に低いし、これをどのくらいまいたら野

菜が育つかというのをこの地域の農業指導員の方が

すごく研究されていて、畑ごとに見ていきながら、この畑

だったら、こういう感じでまいてくださいというのを一

緒に指導している。これってすごいなと思って、海の草、

オゴノリを取ることで海もよくなるし、今度それが畑に

入っていい野菜を作る。だから、無駄がないですよね。

　草原シンポジウムでした。そろそろ草原の話を始め

ようかなと思います。

　今回のテーマは、未来へつなごう！壮大な海すすき

の草原ということで、海と草原、こんなに近くにあるとこ

ろでは、何か草原のものも使うことでできてきた草原な

ら、今の時代に合った使い方を探していけばつながる

んじゃないかというのが多分今、大分全国で考えられ

ている流れだと思います。それが使って草原がなくなる

んじゃなくて、持続的に使う方法をどうするかというの

が多分議論ですよね。

　今日はタイトル、草原を取り巻く里が教えてくれる、

持続可能な社会の未来像ということで話させてもらい

ます。

　草原を持つ自治体が全国にどれだけあるかという

のをちょっと調べてみました。全国には1,902ぐらいの

自治体があるんですけれども、草原を持っている自治

体は多分220より多い。この以上と書いているのは、ま

だ知らない草原があるので、こう書かせてもらったん

ですが、地図の上にもこんな感じです。どうなんですか

ね。10％というのは、僕は結構少ないのかなと思って

います。何かカヤぶき職人さんが300人、200人くらい、

おなじぐらいの数なんですね。でも、全部が全部カヤ

の草原じゃないので、これは全国草原再生ネットワー

クが持っている資料を基に作った地図なので、まだこ

こから落ちている草原もあるでしょうし、ちょっと性質の

違う、例えば牧草地みたいなものも入っているので、

はっきりした数はちょっと出てこないんですが、そう遠

くない数かなというふうに思います。全国にありますよ

ね。全国にあります。

　この草原の数だけ多分、共創資産というものが残っ

ていて、今日の一つの結論的なところなんですが、今

回の件はどうやって伝えていくかという話の中で、草原

を伝えていくために必要なもの、もう大分見えてきたと

思うんですけれども、１つ目は適切な方法、２つ目は適

切な方法を実行する力、力というのはお金かもしれな

いし、人力かも、ヒト・モノ・カネとよく言われますが、そ

ういうものですね。その実行する力を今度は継続する

ための仕組み、ある１年間だけ山焼きができたね、あ

あよかった、よかったじゃなくて、翌年も翌年も、もっと

言えば10年後も、ここに僕らがいなくなる100年後ぐ

らいもできれば続いてほしいなと思えば、継続する仕

組みを何か考えないといけない。

　それから、方法とか力とか仕組みを可能にする法令

ですね。これはもう行政の仕事です。北広島町では、過

去に野焼き条例というのがありまして、その中で山焼き

ができない書き方になっていたんですね。なので、書き

換えました。草原サミットがあったのを機に条例を見

直して、ちゃんと条例の中で焼けるようにというふうに

見直しました。こういう本当細かいところではあるんで

すが、社会の中で残していくためにはこういうものもと

ても大事です。

　最後の１つが上の全てを共有して伝えるための普

及、あるいは教育というものです。今日この後、具体的

に少しこの部分もお話ししようと思います。

　ちょっと先に条例の話なんですが、北広島町は条例

をつくっています。生物多様性の保全に関する条例と

いうのをつくっていて、それについてはこのパンフレッ

トの中に載っています。一番最初にお話ししたような自

然の保護というと、入らないでくださいとか取らないで

ください、そういうことももちろん規定はできるんですが、

もう一つは、里山のようなところを守る活動を町が応援

しますよということもこの条例の中に書かれています。

そういう形で、役場の職員、僕、役場の職員です。町民

さんとかから役場はなかなか動いてくれんという見方

ちゃんとこういうふうな機能があるからこういうふうに

使っていく中で、でも、片方でそれが自然に働きかけに

なるということです。

　もう１個だけ、ちょっと話をしましょう。

　これは新温泉町、前に草原サミットをやっていた上

山高原ですが、集落が使える草原の自然は限られてい

ます。その中で一家族ごと毎日順番に刈るんですよね、

草を刈る時期は。その順番というのは毎年替わるそう

です。前日まで知らされなくて、次、あんたの番よって言

われたら、急いで準備して、家族総出で下の集落から

この山に上がってくる。１日山で草刈りをして、集落み

んなが公平に草を刈る。これ全部ススキです。そして、

ここの草原が守られてきたそうです。

　そういうふうに共創資産の特性というのは、ちょっと

まとめると、多分、設計図があったわけじゃないんです

ね。いろんなやり方で、けんかが起きたりとか、何か使

い過ぎたりとか失敗したりとかということを繰り返しな

がら、地域の中でそういうルールが多分、決められてき

た。さっきも書いていたんですが、自然と人、どっちが

欠けてもこれは維持できないもので、自然があるから

人が暮らせて、人の活動があるから、その自然が残っ

ているという、その「共に」という文字です。

　それから、生み出されるためには、多分すごく時間が

かかります。１回なくなったらできないですよね。それで、

時間による検証、時間をかけて、いいものだけが多分

今残っているので、今残っている共創資産というのは

信頼性が高いんだろうなと思います。

　ちょっと一息つきますか。大丈夫ですか。

　これ何かずっと１人でしゃべっていると、不安になっ

てくるんですけれども、大丈夫ですかね。

　じゃ、続けますよ、ありがとうございます。何か、うんう

んとかうなずいていただいたりするととてもありがたい

です。何かこう聞いている人の顔も見えないので、なか

なか難しいですね。

　これは与論島です。

　じゃあ共創資産というのは過去のものなのかなとい

う話をしていたんですが、これは与論島の与論民俗村

と言って、昔の暮らしを展示しているところです。この辺

は台風がとてもたくさん来るところなので、家は小さい

部屋の雰囲気ですね。今だと大きな部屋に居間とか食

堂とか、子供部屋とか造りますけれども、何か人が増え

たら小さな建物を１個造るみたいな説明をたしか読ん

だような記憶があります。

　これは就職して間もなく、僕は自転車で旅をしたん

ですけれども、そのときに見て、多分、自分はこういうこ

とに興味があるんだなと気づいたのがこのときだった

のかなと、今思い返すと思います。道路に街路樹として

ヤシが植えられていたんですけれども、ヤシに全部袋

がかかっているんですよ。これは多分、ヤシの実を取っ

て何かにするんだろうと思うんです、これ調べていない

んですけれども。ギンナンが、イチョウ並木ってギンナ

ンが落ちたらみんなが拾いに行きますよね。あれの先

手を打って、ヤシはこういうふうに実がつくんで、もう先

に取っている。多分これがずっと未来になると、こうい

うのが共創資産の生まれるときなのかなというふうに、

今思うと思います。こんな感じですね。ちゃんと実が集

まっているし、後から掃除しなくて済む。ヤシは植えた

ものなので、自然物ではないんですが、こんな感じで

いろんな知恵が時代時代で出てくるんだなと思います。

　今、高知県の大月町では、備長炭が生産されていま

す。もともと四国の南のほうから和歌山にかけて生育

するウバメガシというカシの木を使うのが備長炭で、

その場所じゃないとできないんですけれども、ここの大

月町では、こういうやり方では炭は焼いていなかった

そうです。それを生産者をつくろう、高知県の県の事業

で、高知の中で雇用を増やそうという事業があったん

ですね。その一つで備長炭の作り方を、親方を呼んで

きて、窯の作り方から教えてもらうというやり方を始め

ました。こうして窯をついて、生産者を１人ずつ増やし

ていって、生産をしている。これが窯の外ですね。もの

すごく大きいものです。２週間で木を詰めて、２週間で

焼き上げるという、とても時間のかかるものが備長炭な

んですが、大がかりです。芸北の山の中でやっているよ

うな小さい窯とは全然違いますね。

　こういうところも共創資産が今生まれるところなんだ

ろうなと。なぜかというと、今は、町内にある森全部の

木の量を量ることができますから、計画的にもう窯は

30基までというふうに決めているそうです。それ以上

窯を作っても、木を取り過ぎてしまうから、持続的な生

産ができない。なので、先にもう量を量ってですね。昔

はそういうことできなかったんですけれども、今はそん

な生産とか利用ができる時代になったということかな

と思います。

　事例としては、これ最後になるのかな。いいなと思っ

た事例です。

　これは中海ですね、松江市の。真ん中のほう、何台

か船が出ていて何かやっているんですけれども、こう

やって山盛り、海からすくっています、中海。これはオゴ

ノリという海藻を取っているんですね。オゴノリ、聞いた

ことありますか。多分ないと思うんですよ。オゴノリって、

汽水域にしか生えないそうです。海水と淡水が混ざる

のが汽水域ですよね。しかも、ある一定の塩分濃度し

の予算を聞いて800万円、びっくりした記憶がありまし

た。すごいお金が山に吸い込まれているなというふう

に感じたところです。でも、これは全国で起きていること

ですし、草原に限らず、先ほど見ていただいた里山とか、

いろいろな自然に僕らの税金が吸い取られているわ

けですね。そういう社会資本の喪失がいろんな草原で

起きている。これをどうにか変えていきたいなと考える

わけです。

　今までの草原サミットでも、草原を守るための労働

力をどうしようかとか、資金をどうやって集めようかとい

う話も過去にはありました。僕が初めて草原サミットに

参加したのは、たしか2007年の蒜山の大会のとき

だったんですが、岡山県の蒜山では、その当時、どう

やったらそういう資金が集まるかなという会話をした

覚えがあります。

　ただ、少し変わってきたのは、こういうふうなどう

やって労働力や資金を集めるかという話から、今は放

置された草原をもっと利用しようという議論に変わっ

てきましたよね。今回のメインテーマもそうですし、各会

場での分科会のテーマもそうなんですが、利用という

のがキーワードにもう既になっています。その利用が１

つの利用方法じゃなくて、前半で見ていただいたよう

な生態系との関係でもものすごくたくさんあるんですね。

よそでやっている利用をそのままぽんと持ってくるん

じゃなくて、まずはそこでの利用を考えていくのが大事

なんだろうと考えています。

　芸北では、こんなことを始めています。今までもボラ

ンティアで草刈り、ここにはカヤ刈りと書いていますが、

もともとは草刈りをしていたんです。草原を守るために

火入れ、山焼きができない草原をみんなで草刈りをし

ていたんですね。やぶになっていると刈り払っていたん

ですが、ここ数年は秋にはカヤを刈るようになりました。

そのときには子供たち、ついてきた子たちがこんな感

じで、もうすごく楽しそうに遊んでいます。最近の子はイ

ンスタグラムもやっているので、こういう映え写真を

撮ったりして遊んでいます。このときは子供が撮ったん

じゃないですね、カメラマンが撮ってくれました。

　こうして集めたカヤがどこに行くかというと、すぐに

屋根に行くんじゃなくて、市場に集めるようにしました。

これ名前、茅金市場と言います。カヤがお金になるので、

茅金市場。単純な名前ですね。こういう市場をつくって、

そこに出荷している。これはボランティアの人だけじゃ

なくて、地域の住民の方ならどなたでも、地域住民と

いっても、もう持って来ていただける方からどなたでも、

この日のこの決まった時間に持ってきてくださいという

ことで、１年に１回だけ市場を開けています。この日に

地域の人がみんなでカヤを運んで持ってくるわけです。

　この建物は、もともと小学校の体育館でした。学校の

統廃合によって、ここは閉校になったので、そこの中に

鋼管を組んでカヤを置けるような場所を作りました。こ

れを持っていくとお金がもらえます。だから、地域の人

は持ってきてくれるんですね。

　もらえるお金は日本円じゃないんです。せどやま券と

いう地域通貨なんですね。この地域通貨、名前はせど

やま券です。単位は石、１石が１円なので、この見えて

いる券は千石、1,000円として地域の中で使われます。

有効期限もあります。６か月以内に使わないといけな

い。６か月の間ずっと持ったままだと、これ紙切れに

なっちゃうんですね。だから、みんな使います。しかも、

地域の中で使いますから、地域の商店にお金が入る

わけですね。こんな感じです、使用例ですね。こんな感

じです。地域のみんなで集めたせどやま券でちょっと１

杯やりましょうかというところですね。最初はガソリンと

か農機具とか、農機具屋さんとかいろいろなところで

使えます。アイスクリームを食べたり、温泉にも入ったり

できます。

　集まったカヤは、屋根の修復に使われます。北広島

町内、数は少ないですが、かやぶき屋根の民家と、あと

展示しているカヤぶき建物があるので、そこに使われ

ますね。地元のカヤを使って、地元の屋根が張れる。

　これ広島県には、国の文化財になっている建物もあ

るんですけれども、町外にこうしてカヤが運ばれて使わ

れることもあります。

　ちょっとまとめてみますね。

　草原、ススキの草原からカヤが集められて、そこに

地域通貨を支払うと、地域の中をお金が循環していく。

そして、集まったカヤはかやぶき屋根の現場に出荷さ

れて、そこから収入が入ってきます。その収入の中から

地域通貨の交換としてお金が支払われます。収入のほ

うが買入れのカヤより多い……、仕入れの値段よりも

販売の値段のほうが高くしてあるので、これは茅金市

場のボランティア事業ではなくて、ちゃんと収益を上げ

ている活動になります。具体的には、３束持ってきてく

れたら1,000円、20センチだったかな。規格はこのパ

ンフレットの中の１ページ目に書いています。３ページ

目ですね。藝州茅の規格ということで、こんなカヤを

持ってきてください、こんなカヤを持ってきてくれたら、

今の値段は３束でせどやま券１枚ですね。販売のほう

は基本価格が１束850円です。高いですか……、そん

な感じで流通しています。

　こういう仕組みが回ることで何が起きるかというと、

草原ですね。先ほどから話になっている野生生物、草

もあるかもしれないですが、動く根拠がないと、僕らは

動いちゃうと、税金使ってお仕事しているので、皆さん

のお金を適当に使うわけにはいかないので、なので、

まずは条例をつくってみて、こういうことをしていきます

よというのを考えました。

　そういうものとか、あとはこの画面の真ん中にあるの

が町の全部の生物のデータを調べました。静岡県は博

物館があるんですが、広島県は博物館はないんです

ね。静岡県の博物館に行くと、どこにどの植物があるか

というのが全部データとして調べられています。もちろ

んここの東伊豆町も残っているので、それをもう１回、

町レベルの資料として１回起こしてみることはとても大

事なことかなと思います。北広島町はなかったので、実

際に何年もかけて調査をしました。

　それでもう一つがレッドデータブックです。これは、

レッドデータブックというのは環境省も取りまとめてい

ますし、県も取りまとめていますが、町は町として取りま

とめました。この理由はなぜかというと、国とか県では

一般的な種類であっても、町の中では希少な種という

のはあるんですね。ほかのところではたくさんあるけれ

ども、うちの町にはほとんどいないよ。あるいは逆によ

そには希少かもしれないけれども、うちにはたくさんい

るよ。そういうものをちゃんと見るためには、町レベル

でこういう資料とか、あるいは条例というのをきちんと

整備していくことが大事だろうなと思っています。そう

いうことで作りました。

　じゃその北広島町、どんなところかというと、西日本

ですね。面積は646平方キロメートル、標高が200か

ら1,223メートルなんで、海がありません。人口は１万

7,937人です。東伊豆町と比べてみますと、面積が東

伊豆町77.8平方キロメートル、これはホームページ

で見させてもらいました。標高は、海があるゼロメート

ルから、万三郎岳が一番高いんですか、これ合ってい

ますか、地図で見たんですけれども。1,400メートルあ

るんですね。何かこれを見て、おおってやっぱりちょっ

と興奮しました。噴火と造山運動でぐいっとこんなに海

から近いところで高い山もあるんだな。あと、人口は１

万1,701人です。北広島町はもともと４つの町が合併

してできたんですが、今日お話しする事例は芸北地域

という一部地域のお話です。この高原の自然館がある

のも芸北地域です。

　芸北地域の面積は253.6平方キロメートル、それで

もやっぱりちょっと広いですね。標高は420メートルか

ら、一番高い山があるところです。人口は2,011人、も

のすごく少ないですね。東伊豆町よりも面積としては３

倍ちょっと、3.5倍ぐらいあるのに、人口は５分の１以

下。もう本当に過疎のところです。

　その中で、まずは町同士の植生、植物の様子を見て

みると、北広島、これ実際の大きさの比率を同じにして

います。イメージが湧くかなと思います。でかい町です。

こんなに大きいのに市じゃなくて町ですね。全国平均

と比べてみると、特徴的なのは、まずどちらも森林が多

いですね。自然林は北広島町が多いです。東伊豆町は

どちらかというと植林の比率が北広島町よりも多くなっ

ている。二次草原、これはいろいろなものが混ざってい

るんであれですが、これはどちらの町も全国平均よりも

少し多くなっていて、農耕地が全国平均より少ない。市

街地、このグレーのところが市街地ですが、市街地は

東伊豆町は全国平均に近いような形ですけれども、北

広島町は市街地はあまりないという違いがあります。

海もないんですね。山の中の町です。

　そこで行われている芸北茅プロジェクトというのを

紹介します。これは多分、ちょっといろいろ参考になる

のかなと思って、このプロジェクトがあったので、今日

しゃべりなさいと言われたのかなと思っています。

　芸北にはこういう山があります。ここは山焼きをして

いるところですね。ずっと昔から放牧とか、草を取った

り採草が行われていた山で、雲月山と言います。この山

はササユリというこのユリが咲いて、これは町の花にも

なっています。隣町の花にもなっています。そのぐらいこ

の地域ではササユリが愛されていて、身近な花なんで

すね。

　こういう草原は何であったかというと、ここの草原が

利用されていた時代があって、例えば堆肥とか山菜と

か、飼料、敷き草、屋根材、それからここで遊んだり、薬

草を取ったりという、いろんな恵みを山から受け取っ

ている。だから、毎年地元の人はこの山を焼いていた

わけなんですね。

　ところが、今、山が放置されています。この雲月山も

半分以上が放置されています、一部で山焼きを始めた

んですけれどもね。放置されるとどういうことが起きてく

るかというと、これは一般的な話ですが、まず、生態系

サービスが低下していく。草原から得られていたもの

が得られなくなるし、景観も悪くなるし、絶滅危惧種の

増加、増加という意味は、今までは普通にいたものが

絶滅危惧種になっていくという意味です。

　そこで何とかしないといけないということで、例えば

ボランティアという形で労働力を集めてみて、みんなで

山を何とかしましょうということをしてみたり、あるいは、

そこに行政などから資金を投入して、補助金によってこ

れを解決しようということが各地で行われています。た

しか前回、こちらの東伊豆に来たときに、年間の山焼き

　次をお願いします。

　細野高原を利用した東伊豆町観光協会の取組とい

うことで、私たちにとっての細野高原とは～観光の観点

から～ということで、東伊豆町、ひいては伊豆を代表す

る資源であるというふうに思っております。ですけれども、

いまだ資源であり、目的となる場所ではない、こちらは

財産区長もいるのに失礼なんですけれども、そういう状

況が続いております。

　ですから、また下を見ると、私たちが考える魅力とい

うことで、圧倒的なスケール、これは町長もドーム26個

分、箱根の仙石原が知名度が高いんですけれども、そこ

の７倍になります。ですから、もっともっと本当は来てほ

しいという状況にございます。

　絶景ということで、草原の先には太平洋、そして伊豆

大島がぽっこり浮かんでいるように見えます。そして、伊

豆諸島も見えて、後ろには、私も中学のときに遠足で天

城連山、万二郎、万三郎の遠足というのを８時間かけて

行きまして、それは本当にもうつらくて、忘れられない思

い出となりました。

　そういう状況の中で、三筋山山頂というのが標高

821メートルございます。

　次をお願いします。

　その取組の２番になりますが、先ほども財産区長が

おっしゃったように、春の山菜狩りというのは財産区が

中心になって行われておりまして、私たち観光協会とし

ては、パンフレットとかチラシを作って協力して、そして

少し受付を手伝うという形になっておりますが、秋のス

スキのイベントに関しましては、東伊豆町観光協会が

主催で行っております。ここで、細野高原でしか味わえ

ない景色・体験を売りにしたイベントを企画・運営して

いるということで、こちらの詳細は次ページをお願いし

ます。

　ここで表が出てきたんですけれども、ちょうど白川先

生がいらっしゃった13年前ということで、その後からこ

の細野高原のススキイベントが始まりました。ちょうど平

成23年度から始まりまして、2011年かな。それで、今回

の秋、これから10月８日から予定しておりますが、これ

が第11回になります。ですから、10年ぐらいやってきて

いるんですが、私のイメージとしては、もっと20年以上

やっているような気がしているんですけれども、こんなも

のなんですね、まだ11回目ということで。

　これさっき高橋先生もおっしゃっていたんですが、入

山料を取るようになったのが第３回から。第３回の平成

25年度から500円取るようにしました。そして、第５回

の27年度から600円に上げました。来たお客さんは何

か、何でこんなところでお金取るのよなんていう人も多

いんですけれども、一応そういう保全のために使わせて

いただきますと言うと、やっぱりちゃんと払っていただ

けます。

　それで、第10回、昨年の第10回にはシャトルバスを

やめたんですね。第一駐車場から、400メートルのとこ

ろから山頂の手前の駐車場までのシャトルバスを回し

ていたんですが、それをやめて、それがコロナでやっぱ

りバスの中が密になるということで、町の指導も受けま

したので、それをやめて、昨年からは300円にしました、

シャトルバスなしで。中に入山していただいた後は、自

分たちで頂上に行く方も、さっき言ったように２時間か

けて行く方もいますし、その辺を散策して帰る方もい

らっしゃるということで、そういう形にしておりますので、

今年の予定も一応300円で、シャトルバスなしというこ

とで行おうと思っています。

　このシャトルバスの運営だけで、この期間中、毎年大

体300万ぐらいかかっているんですね。ですから、それ

をやらないことによって、足の不自由な方とかご高齢の

方とか、山頂まで行けなくて残念だったという話もあっ

たんですけれども、意外とこの表を見ていただくように

人数は増えているんですね、去年より。ですから、その辺

で、今年ももう一回そういう形で挑戦しようということで

今考えております。

　その下の資料２は、これはもう財産区の方々がやら

れている山菜狩りの人数でございますので、細かく書い

てありますけれども、大体このぐらいの人数で、大体25

年ぐらい前からこの山菜狩りはやっておるということを

聞いております。

　その次で、細野高原を利用した東伊豆の観光協会の

取組の３でございますね。

　私たちの課題としては、目的となる場所へのブラン

ディグや宣伝、イベントに依存しない観光地としての整

備、特にソフト面、サービス面の企画ということで、やは

りどうしても今までは花火大会などのイベントで、一過

性なんですけれども、その日にがっと集めて、もうお金

をぱっと使って集客するという形だったんですけれども、

常に東伊豆というのは海があって、高原があるというこ

とをもっと売っていきたいということで考えております。

　この二、三年、コロナもそうなんですけれども、この二、

三年、夏がすごい猛暑なんですね。ですから、海水浴に

は暑くて行かないというお客さんが夏は増えてきており

ます。私も海の近くに旅館がありますので、夏になれば

必ずお客さんが来て、海水浴に行くというふうに思って

いたんですけれども、一昨年ぐらいのときというのは、暑

いから行きませんという、海水浴に行ったお客さん、本

当に数件だったですね。目の前は海なんですよ。ちゃ

○司会　それでは、ただいまよりパネルディスカッショ

ンを開催いたします。

　コーディネーターは基調講演に引き続き白川先生に

お願いをいたします。

それぞれのパネリストの方を私のほうからご紹介をさ

せていただきます。

　まず初めに、太田長八東伊豆町長。

○パネリスト（太田長八）　太田です。よろしくお願いし

ます。

○司会　続きまして、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋佳孝様。

○パネリスト（高橋佳孝）　高橋です。よろしくお願いし

ます。

○司会　稲取地区特別財産運営委員会委員長の山田

賢一様。

○パネリスト（山田賢一）　山田です。よろしくお願いし

ます

○司会　東伊豆町観光協会会長の石島専吉様。

○パネリスト（石島専吉）　石島です。よろしくお願いし

ます。

○司会　それでは、白川先生、よろしくお願いいたします。

○コーディネーター（白川勝信）　また白川です。よろ

しくお願いします。

　ここからはパネルディスカッションということで、先ほ

どは僕のほうから一方的にたくさんお話をさせていた

だいたんですが、今日は４人の方に来ていただいてい

るので、僕はここからは進行役で、４人の方それぞれの

話を聞いていきたいと思います。皆さんそれぞれに各

分野で活躍されている人ばかりが集まっていますし、

お一人お一人の話もじっくり聞きたいんですが、多分

ここでお互いに話していただくと、面白いものが何か

生まれていくんだろうなと思って楽しみにしています。

　それでは、最初に少しお一人ずつ、８分くらいかな

とお伝えしていたんですが、自己紹介とか活動とかを

教えていただければいいと思います。特に肩書のほう

なんですけれども、ここの細野高原の場合、東伊豆町

との関わりとか、そういうことも含めてよろしくお願いし

ます。

○パネリスト（太田長八）　そうですね、先ほど挨拶し

た町長の太田と言います。

　ちょっと私のほうから町をちょっと紹介させていただ

きたいと思います。

　まず、面積とかそういう人口、先ほど白川先生からご

紹介いただきました。場所っていうのはね、静岡県の伊

豆半島の東海岸に位置しております。そして、伊東市、

下田市、この中間でございまして、東京からは本当に２

時間ほどで来られますので、このコロナが収まりました

らば、ぜひとも皆さん方、この東伊豆町においでいただ

きまして、このすばらしい細野高原を見ていただけたら

大変ありがたいと思います。

　まず、私たちの町、全国的には珍しいんですけれども、

６温泉郷から成り立っております。東京方面の大川地

区、そして北川地区、熱川地区、片瀬地区、白田地区、こ

れらが熱川地区と言います。熱川地区は一応５地区あ

ります。そして稲取地区。全部で６温泉郷。稲取地区に

おきましては、４つの地区、東区、田町区、西区、入谷区

が存在しています。細野高原の保全に関しましては、こ

の稲取地区に細野高原がありますので、この稲取地区

の４区の皆さん方にこの保全につきましてやっていた

だいております。この場にいますので、本当４区に厚く

御礼申し上げたいと思います。

　この町は気候も温暖で過ごしやすいです。この海と

山に囲まれました、この豊かな自然、今回は皆さん方に

東伊豆町に来ていただきまして、細野高原、そしていろ

あと、カヤプロ銀行というのもやっていて、３年生の授

業ではバザー活動をするんですが、最初に商品の仕

入れとかにお金が要るので、貸付けをやっているそう

です。それから、豪雨災害の被災地に寄附をしたり、こ

れを子供たちは自分たちが草原の資源を使って稼い

だお金でやっているということですね。

　こんなふうに共創資産というのは、多分、全国各地

でつくられていますし、それをまねしていくことが大事

なんだろうなと思うんです。小さいことですけれども、例

えば阿蘇で使っている火ぼてというのも、これをボラン

ティアの人たちが自分たちで作って、自分たちが使える

ようにならないと、阿蘇の火入れには参加できないん

ですね。野焼き講習がたしか２日間あるんでしたよね。

○会場より　（「今１日」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　今１日ですか。ちゃんと講座を受

けて作って参加していくことで、共創資産が受け継がれ

ている。

　あるいは、上ノ原のほうに行ったときには、茅刈り講

習会というのに参加させてもらいました。大学生とかい

ろんな人が参加していたんですけれども、そこで今度

は御殿場のほうから……

○会場より　（「ここからがこういう感じで、大体うち

のほうじゃ足でやっちゃうもんで。これで１束ですね、う

ちのほうでは。この一番下の目盛りが一番小さい束の

位置で、これで１束。ちょうど……」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　この人、なかなかほどけなくて、

結んでくれなかったんですけれども。こういう形で受け

継がれていたり、地域から地域に共創資産が技術移転

されていますよね。

　あるいは、これはカヤぶき技術の伝習施設、大内宿

というところ、福島県ですね。そこでは、廃校になった

学校の中にこういう屋根ふきの、屋根を小さいのを

作って、こうやってカヤをふく方法を体験したりしてい

ます。地域にはカヤぶき職人がたくさん生まれているそ

うです。こういう景色が残っているところで、観光客が

たくさん来るところですね。それを支えるための倉庫も

きちんと造っていて、下を空気が通るようになっていた

りとか、カヤのサイズに合った高さにしていたりとか、

いろいろな工夫が見られました。

　これは和歌山県の大学生がやっている、生石高原の

人たちがクラウドファンディングで350万集めています。

これでカヤを刈ったりする資金にしたいという活動を

しています、大学のサークル。

　そろそろちょっと事例としては最後になるんですが、

これは諫早市の岩谷口の草原です。この草原、ちょっと

写真があれで見にくいんですが、この煙が出ていると

ころからずっと全部斜面が草原です。ここもすごいです

ね。ここの火入れはすごく珍しくて、ちょっと写真で見て

いただくと、集落の人たちが作っているのは火をつけ

るための道具です。竹の筒に１つの節だけ穴を開けて、

中に油を入れています。そこにわらを刺しているんです

ね。そのわらを刺して、これを軽トラに乗せて持ってい

くと。こんな感じで火をつけています。何か油をぴゅ

ぴゅっと出しながら火をつけています。これが火入れ

の風景ですね。

　でも、ここで注目すべきなのは、この火のつけ方も面

白いなと思ったんですが、こっちの動噴です。軽トラに

乗せられた動力噴霧器。火入れのときには、この動噴

がついていって、ずるずるっと引っ張って、この水槽か

ら水をまくと。つけて、ちょっとでも広がりそうだったら、

すぐ消していくんですね。これが非常に効率的で、ここ

の集落は十六、七人で火入れをしていました。たった

十六、七人であの広さができるのは、こうやって軽トラ

が道路のほう、これは斜面の下部の道路ですが、そっ

ちの道路はもちろん、斜面の上にもこういう軽トラが入

れるところがついていて、山と、ここまで木が出ている

んですよね。炎が上がったら燃えそうになるわけです

けれども、もうすぐばあっとかけて消せる体制にあると。

だから、少人数で山焼きができるわけですね。

　ここには多分、ヒントが詰まっていて、誰でも焼ける

ようにならないのかなといつも僕は考えているわけで

すけれども、秋に防火帯、焼いていない草原は防火帯

焼きを始めてみるかな、これはうちのほうのことです。う

ちのほうは防火帯は焼かずに、当日、草刈りをするだ

けなんですが、これ防火帯焼きも、安全にするために

は大事なことかなとか。あるいは防火帯に車両が入れ

るようにしてみるというのが今のことです。

　もう１個、これは何か昨日、夜に思いついたんです

が、車両が入れる道路は難しいけれども、水が回せる

パイプを通しておいて、山水を引くのに黒いパイプとか、

農業用に売っていますよね。あれを回しておいて、何か

所かに蛇口じゃないですけれども、出るところをつけて

おいて、山焼きの日だけポンプでばあっと水が回るよ

うな仕組みにしておけば、ここはちょっと、細野高原は

広いですけれども、うちのほうにある山ぐらいだったら、

全部回すのにそんなに広くないなとか思ってみたりし

ました。とにかく山焼きをどうするかというのはとても大

事なことだろうなと思っています。

　事例について最後だったんですが、東お多福山の

保全ですごく僕が影響を受けたというかびっくりしたと

ころです。ここは都市の中にある草原なんですけれども、

みんなこれしゃがんで、鎌とかはさみでちょきちょきサ

サを刈っているんですね。この光景を見たときに、僕は

すごいなと思いました。でも、ちゃんと人間の力で刈り

切れました。作業が終わったらこんなきれいになって

いたんですけれども、その一角で何かやっている人が

いたんです。この人が何かしゃがみ込んで、ススキを

ずっと集めていたんですね。このカヤを、たったこの日

はこのぐらいでしたけれども、みんなで持って帰りまし

た、カヤぶきにするんだと言っていました。何年前だっ

たかな、随分前だったと思います。サガラさんという人

なんですけれども。それで、なるほど小っちゃくても、地

域でこうやって使い始めることがまず大事なんだなと

思って、たった数束であるんですが、その数束はきちん

と集めればちゃんと屋根の上で何年も役割を果たす。

そのときに、今のサガラさんの風景もそうなんですが、

もう１個気になったのが……

（保全活動中の太鼓の音）

これだけなんですけれども、何か愉快だなと思って、こ

ういうのっていいなと思いました。でも、これを言葉に

するには、何かうまく言えないし、何かのためということ

でやったわけでもないんだけれども、多分、人間ってこ

ういう浮かび出てくるものがあるし、そういうところが草

原の中に出てきたというのがすごくいいなと思ったとこ

ろです。

　そういう草原がいろんなところにあって、景色だけ見

ても、とてもきれいですよね、曽爾高原、奈良です。今か

ら分科会がある真庭の蒜山、遠くに大山を臨んでいる

広い広い草原ですね。それから、もちろん阿蘇、とても

広くて、阿蘇の中にもいろんな草原があるし、東伊豆町、

懐かしい草原で、僕は明日行くのをとても楽しみにして

います。オンライン参加ですよね。ここには大事な湿地

もある。

　こういう草原が全国にあって、そんな話ができて、ま

たどこかで太鼓の音が聞けるのかなとちょっと楽しみ

にしてるところです。

　まとめます。

　あまり大したまとめじゃないんですけれども、草原で

は地域の自然と人が互いに関わりながら、共創資産が

生み出されてきました。これが今日の話の主なところで

す。これは草原だけじゃなくて、いろんな生態系といろ

んなその地域とが関わりながら、その地域に独特の知

恵や技術がある。

　２番目に、その時代ごとに知識や技術を集めながら

積み重ねていくものが共創資産で、その知識や技術を

交換するのが多分、今日なのだろうなと思っています。

各地で話がありましたし、今日は皆さんに芸北の茅プ

ロをはじめいろんなことを聞いていただきました。

　その最後に見てきたような、人間だからこそ生み出

せる美しさというのが一つ草原を体現してくれている

のかなと思って、大事にして生かしていきたいですよね。

　以上で終わります。

　最後に、いろんな方に今日のスライドを作るにあ

たって協力いただいています。特に今回の大会を開い

ていただいた東伊豆町と、それから日本の各地の草

原の方に感謝します。どうもありがとうございました。

（拍手）

○司会　白川先生、どうもありがとうございました。

　学芸員のお仕事の視点での全国の事例のご紹介で

すとか、あとは自然と人間、自然と社会の関わりから生

まれる、今日初めて聞きましたが、共創資産というお言

葉ですとか、中学生の取組ですとかいろいろ興味深い

お話をしていただきました。

　ちょっと時間があまりありませんが、お一人でもお二

人でも、もし今日お話しいただいたことでご質問等あり

ましたらいかがでしょうか。

　この後もですね、この次のパネルディスカッションの

ほうも、白川先生にコーディネートをしていただきます。

お手元には質問の用紙もお配りしてありますので、今

の基調講演のことも含めてで構いませんので、そうしま

したら、次のパネルディスカッションで質問等をしてい

ただければというふうに思います。

　先生、ありがとうございました。

　改めまして、感謝の拍手をお願いいたします。（拍手）

○講師（白川勝信）　どうもありがとうございました。

○司会　それでは、続きまして、休憩を取りまして、10

時35分からパネルディスカッションのほうを始めたい

と思います。準備の関係もございますので、35分まで休

憩とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

原の生物の保護とか草原の景観の保全とか、獣害抑

止といったような多面的機能が山で発掘される。お店

にそのお金が行きますので、地域経済が少しでも活性

化する。そして、文化の面で言えば、カヤぶき建築がそ

れぞれ保存されたり、技術が伝承されたり、村落の景

観が保全されるという文化の伝承があります。

　どのくらいのこれ金額回っているかというのを見て

みると、そんなに大勢ではないですよね。2015年から

始まって、最初は持ってきてくれる人が５人で、集まった

カヤも100束でした。２年目は６人になって200束に

なりました。すごい増えましたね。３年目は９人で234

束、８人、10人、14人と増えていって、持ってきてくれる

人がどんどん増えている。2,000人、約1,000戸の集

落ですから、10戸で１％なんですよね。1.4％の人が

持ってきてくれるということになります。それで集まった

カヤを販売して、売上げが下のほうに書いてあります。

この売上げの金額は、ばらばらなんですけれども、実

は最初の年はカヤの束をすごく大きくしていたんです

ね。それで、すごく束数が少ないけれども、金額が大きく

なっています。

　この下に１行ちょっと付け足しますね。

　現在の学年と書かれています。これ何かというと、茅

金市場は中学校の活動としてやっています。中学校２

年生が茅金市場を運営しているんですね。今、その子

たちが学年で何年生になっているかというと、一番最

初に茅金市場を実行した子は今、大学２年生になって

います。この時間間隔って結構大事だと思うんですよ

ね。子供はずっと子供じゃなくて、これを知った子が今

何歳か。

　ちょっと茅プロを通じた中学生の学びを見ていただ

きたいと思います。

　茅プロ、事業としては最初こんな感じです。これ中学

生ですね、もう大人みたいですけれども。カヤを刈りま

す。みんなで束ねます。最初は下手くそですけれども、だ

んだん上手になります。途中でカヤぶき職人さんから

指導を受けて、こんな曲がったのは駄目だとか、ちょっ

と細過ぎるとか、先がそろっていないとか、束ね方を

ちゃんと指導を受けるんですね。それを運びます。実際

に自分たちでも刈るんですが、大事なのは受入れのほ

うなんですね。茅金市場での運営は、中学生がやって

いますと言いました。中学生が地域の人にチラシを

配ったり、声をかけたりして、家の近くにあるカヤ持っ

て来てくださいねというふうに言うんですね。そうした

ら軽トラに積んで持って来てくれるので受け入れます。

みんなで運びます。規格に合っているかどうかをちゃん

と調べながら受け入れています。曲がったカヤは使え

ませんから、これは駄目ですよっていうのはちゃんと言

わないといけないんですね。これ結構ハードルが高い

んですが、先生に手伝ってもらったりしながら、こうい

うのは駄目ですよということをちゃんと言う、これも学

習です。こうして何束あるかというのをちゃんと数えて

いる役割の子もいて、それぞれの子がそれぞれ役割分

担しています。車の誘導をする子もいます。

　こうして受け入れたカヤをどんどん並べていくわけ

ですが、もう当日は先生たちも総出で、総出じゃないか、

先生たちもやってきて、なかなかあまりない光景かなと

思います。

　せどやま券の発券も中学生がやりますね。ちゃんと

数を間違えないように数えて、券の枚数をカウントして

いきます。これ中学生の側が券を支払うほうですね。こ

れを渡していくと。地域の人に渡っていく。何かほっこ

りしますよね。地域の人が持って来て。

　実際に子供たちがお金を触ることで、先ほどのこの

全体像にもう一つ、教育の側面が加わるんですね。地

域資源への気づきとか、カヤってお金になるんだな。

あんなどこでも生えている草なのに、草原ってそんなに

価値があるものなのとか、あるいはお金をちゃんと

使って、商品とお金をやり取りする、あるいはカヤを販

売するとかっていう話を通じて、ちゃんと経済に関わる

んですね。これが大きな学びになります。これが次世代

の担い手育成につながる。

　今、大学２年生の年齢になっていますから、これから

どうなるかというのがちょっと楽しみなところです。

　実際の成果としては、昨年は14人から591束受け

入れて19万7,000円を、約20万円分発券しました。授

業やＰＴＡ活動で自分たちで250束を収穫したので、

71万円余りで販売したいなと思っているところです。ま

だこれは販売中ですね。その差額の50万円ぐらいは

自分たちの収益になって、教育活動に使うと。刈った

カヤは文化財建築の補修なんかに使われて、結果とし

て草原も守られる。僕がやりたかったのは草原の保全

なわけですが、仕組みをつくることで、その草原が守ら

れるという、そういう形になっています。

　ちなみにお金、何に使っているかなんですけれども、

まずは中学校に冷水機を設置したりとか、最近暑いで

すからね。ウォーターサーバーを自分たちで買ったり、

修学旅行に資金助成として、これはＰＴＡのほうから保

護者に対して１万円ずつだったかな、去年は。お金が

支払われます。修学旅行で校長から給与が支給されま

す。これはちょっと内緒にしておいてください。サプライ

ズでバスの中で給料袋が配られるんですね。自分たち

が働いて稼いだお金が自分たちのところに戻ってくる。

　私と草原の関わりもということなんですが、私は福岡

県の小倉市というところの出身です。当時、山々に行くと、

植林地の防火帯として草原がいくつかあった。あれ面

白いなと思って、むしろ焼けて大変だろうと思うんです

けれども、そこを２年に１回ぐらい、ずっと帯状に何キ

ロも草原があって、そこが私の遊び場だったんですね。

そういう原体験もあったり、あるいは南のほうで平尾台

という有名なカルスト台地。秋吉台と同じように山焼き

をやっている。やっぱり遠足に行ったり、遊びに行った

り。その原体験の下に草原に関わってきたわけですけ

れども、一番のきっかけは、実は私の高校は修学旅行

のない高校でして、いわゆる受験ばかりという、面白く

ない、非常に面白くない高校だったんですけれども。

ちょうど大阪万博の年、私が高校２年のとき、そのとき

だけ万博に修学旅行に行こうやという話が出て、その

ときに山陰地方を何泊かして大阪までバスで移動した

んですね。そのとき２日目に泊まった三瓶山という山が

とてもきれいな草原があって、牛や馬が放牧されている。

これは都会育ちの私にとってはすごい感激して、それ

をきっかけに畜産の道に興味を持ち、大学は農学部を

選んだという経緯があるわけです。

　そうこうしているうち、いろんな方と出会うことがあっ

て、今回13回目を迎える全国草原サミットの第１回目

から担当させていただいているんですよね。そういう関

係もあって、サミットのお手伝いをするような全国草原

再生ネットワークというのを立ち上げたと。

　それと時期を同じくして、さっき最初に白川さんが紹

介していただいた草原研究会、日本草原研究グループ

というのも立ち上げていただき、そのときに白川さんと

あと二、三人の方で相談して、とにかく毎月１回、どこか

草原を調査して、そこでディスカッションして回ってみよ

うや、あるいは調査の手伝いをしようやと。そうやって

中国地方を中心にいろんな草原を若い研究者を募っ

て現場のフィールドを歩きながらぐるぐるぐるぐる回って

いたという、そういうこともいろいろ重ねるうちに、今は

阿蘇に携わって、草原再生協議会、阿蘇は約２万２,000

ヘクタールの牧野があって、山焼きをやっているのが

１万6,000ヘクタールあります。その利用形態、極めて

多様でして、土地所有も多様なんですけれども、利用面

も畜産で利用されたり、カヤに利用されたり、あるいは

草刈りをして堆肥として利用されたりとやっているんで

すが、大きな観光資源にもなっていて、阿蘇の。そういう

意味では東伊豆とも共通したものがあるかもしれませ

んけれども。阿蘇においても、すごく担い手の問題とい

うのも深刻で、これをどうするかということで、年間約

2,300人のボラティアが山焼きや牧野体験に参加して

いるという仕組みづくりもちょっとやっているところです。

　前回、この東伊豆でシンポジウムがあったときに、大

きくそうですね、利用の面では観光利用、あるいはパラ

グライダーの利用というのが当時あって、新しい利用形

態どうするかという模索もさせていただいた。それから、

当時からやはり山焼きの担い手の問題というのはかな

り深刻で、東伊豆町のほうでもボランティア等の関わり

をどうやって考えていくかというようなことも論議したよ

うな記憶があります。

　それから、さっきもお話があったように、教育とか普

及の面で、子供たちをどうやって、昔は遠足で当たり前

に行っていたし、地元の人たちの草原についての実感

もあったし、誇りも多分あった。今はいろんな文化が増

えているし、全体的にも様 と々いうことで、いろんな問題

を抱えているんだというような、そういう記憶をしており

ます。この13年間でどういうふうに変わってきたのかな

というのも今日いろいろお聞きしながら、課題の共有を

できたら、いろいろ協力ができることがあろうかと思い

ますけれども。

　１つ、稲取高原で面白いなと思ったのは、何年か前

からやっている入山料ですね。草原をただで利用する

人たちは、やっぱりちゃんとそれなりの対価を払って、

ボランタリーでいいから払ってくださいという、そういう

ふうに位置づけている。これはこれからの一つの観光

行政の自然を守る形の一つの選択肢として、効果的で

はあるけれども、画期的な出来事だったのかなという

印象を持っております。

　以上です。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　高橋さんは、僕はよくよく知っているんですけれども、

会場の方も知らない方も、それから、インターネットでご

覧になっている方も、知らない方もおられると思うんで

す。先ほどあったように、日本の草原を本当にいろいろ

なところを見ている方です。草原に入って遭難したこと

もあるんでしたよね、たしか。そういう方ですが、町長か

いろな観光地を見ていただければ、町としては本当に

よかったんですけれども、このコロナ禍では本当大変、

自分自身はもう大変残念に感じております。

　そういう中で、町の基幹産業は観光でありまして、以

前は100万人以上の方が当町に来ておりましたけれど

も、今は本当、コロナ禍においてですけれども、減少し

ちゃいまして、今、去年で40万ぐらいですかね。早くこ

のコロナ禍が収まって、何とか経済を活性化していき

たいと思います。

　そういう観光以外には、やっぱりこの海、さっき言っ

たようにゼロメートルから1,400メートル、本当、傾斜

がこういうふうにありますので、本当、海と山、これを全

て満喫できますので、大変すばらしいロケーションでご

ざいます。

　そういう中で、農業、教育も盛んであります。まず、漁

業におきましたはキンメダイ、こちらはもう地域ブラン

ドになりまして、味はもう日本一でございますので、ぜひ

とも皆さん方も稲取のキンメダイ、これを味わっていた

だきたいと思います。さらに伊勢海老も取れますし、結

構豊富でございます。

　さらに農業、これにおきましても、カーネーション、こ

れはもう私も全国で一番ではないかと思います。基本

的には農林水産大臣賞、これはもう過去３回も受賞し

ておりますので、この辺はもう自信を持って、また皆さん

に進めていますし、さらにミカン、かんきつ類には

ニューサマーオレンジがあります。やはりこれも香りも

大変良く、これも東伊豆町の名産でございます。これま

た季節がありますので、町が自慢できるものがあります

ので、四季を通じて、この東伊豆町、楽しめますので、よ

ろしくお願いします。さらにスポーツにおきましてもダイ

ビングとかゴルフ、そしてパラグライダー。このパラグラ

イダー、今言った細野高原でできますので、ぜひとも海・

山・空のスポーツ、年間を通じて楽しめる、本当に四季

を通じて東伊豆町、大変すばらしいところでございます

ので、ぜひともまたご来町願いたいと思います。

　このようなことが東伊豆町ではまちづくりの目標、こ

れを満点の海・山・空は東伊豆と掲げております。この

細野高原につきましても、このまちづくりの目標の一つ

でありますので、このパネルディスカッションにおきまし

て貴重なご意見をいただければ大変ありがたいと感じ

ております。そういう中で、このあと稲取財産区の山田

委員長から保全、さらには観光協会長のほうから、この

利活用につきまして説明があると思いますので、よろし

くお願いいたします。

　私は細野高原の思い出というのは、やっぱり遠足で

ございます。当時小学生のとき、必ず遠足で細野高原に

行きました。そのときはやっぱり全学年で行きましたの

で、６年生が１年生の手を引いて行った思い出があり

ます。そういう意味でもすばらしいなと。まだ子供でした

から、草原はすばらしいなというだけで、それがですね、

やっぱり先代とその山焼きなどの苦労によってこの山

が守られていることを感じましたので、自分としてはこ

の子供たちが細野高原に子供たちが行く機会がないも

のですから、子供たちに細野高原のすばらしさを知っ

てもらった中で、さっき言った芸北の取組、これもまた

後 で 聞 き た い と 思 い ま す 。

　そういう中で、やっぱり私は遠足といった中で、今度、

富永さんとか言っていた、鹿、猪　が増えた中で、

ちょっとダニの問題が出てきました。しかし、ススキのイ

ベントをやっている中で、それに対しては十分対応して

おります。ある程度、受付において案内をして対応して

おりますので。細野高原は安全ですばらしいところです

から、よろしくお願いいたしたいと。

　私の考えはそういうことでございますもんで、またよ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　今のお話の中にもいろいろと何か視点があるんだと

思いました。

　ちょっと１つだけ、町長は地元出身なんですよね、ど

の地区。

○パネリスト（太田長八）　僕は、今は結婚して熱川地

区に住んでいますけれども、幼少期は、小さいときは稲

取地区でございまして、稲取小学校に入りまして、やっ

ぱり春と秋になると何しろその遠足が楽しみで、細野高

原に対する思い出、それが大変強いです。

○コーディネーター（白川勝信）　もう本当に地元なん

ですね。ありがとうございます。

　次に、高橋佳孝さん、自己紹介と、ご自身と草原の関

わりとか、高橋佳孝さんは東伊豆町の方ではないです

が、今日は全国草原再生ネットワークの代表理事とい

うことで参加いただいていますんで、自己紹介からお

願いします。

○パネリスト（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは。高橋

でございます。

　今、白川さんから紹介いただいたように、私は外者、

よそ者で、細野高原とそんなに深い関わりがほとんどな

いのにここに登壇していいんだろうかというね。今日そ

こにいらっしゃる内山さんはまさに稲取のご出身で、草

原に関する研究をされていると、まさにここは内山さん

がいなきゃいけない場所だと思うんです。いろいろと理

由があって、ここに出させてもらっています。

在ではあまり生活に必要と思われていないもので、い

ろんな考え方もあるでしょうけれども、自然を守るという

哲学とか概念だけでは、どうしてもこれから守っていく

のは非常に難しくなるんじゃないかなというのが私の

考えです。だから、保全していくにはどうしたらいいかと

いうと、これから地域や町にどうしても必要な場所に、

この細野高原を認知してもらうことが、認知していくこと

が重要なことじゃないかなと思います。

　その中で、先ほど白川さんのお話の中で、非常に参

考になりました。その一つとしては、あそこは水の水源

地としてもやっていますけれども、もっと水源地を広げ

て、そこにいろんな花木などを植えて、植林して、それを

観光に使ってもいいのかなと。もう一つは、先ほどから

出ている教育の場として、体験学習とか、いろんなそう

いう子供たちの教育の場にも使えたら。もう一つは、観

光資源として、自然利用のイベントとか、そういうものに

積極的に使っていただければと思います。

　財産区としても、そういうことが具体的になってきた

ら、積極的に協力して前へ進めていきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。

　今日はこの機会を利用して、皆さんのほうにも意見

を聞かせていただきまして、参考にしたいと思います。

ありがとうございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　本当に非常に大事な視点というか、たくさんありまし

たよね。植物を管理する人が絶滅危惧種だという話も、

本当にいろんなところでも起こっていることでしょうし、

ただ、管理する人がということが、発言が出ること自体

が、まだ何かよくって、地域によっては、その植物が大事

だということさえもひょっとしたらもう既に忘れられてい

るかもしれない。

　それから、もう一つのことが草原が必需品じゃなく

なったという指摘の中で、守ろうという概念だけじゃ駄

目で、具体的に何かやっていかないといけない。その

中でも、やっぱりイベントとか観光というのが強いところ

なんだから、そこを進めていきたいというお話だった

と思います。

　ありがとうございます。また後から少し詳しくお聞きし

たいと思います。

　その観光とかイベントとかを中心的に担っていらっ

しゃる石島さん、続けてお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　それでは、改めましてこん

にちは。東伊豆町観光協会の石島でございます。

　お手元に、パワーポイントのほうに10ページになる、

このジャンプしている、これは私じゃございませんけれ

ども、もっと若い人なんで、こんなジャンプすると足を痛

めちゃいますので。あと、今年の「澄んだ空気と絶景

を。」という、このポスターにもあります、これがチラシで

すね。あとそのもう一つ、稲取細野高原の冊子、これを

見ながら皆さんお聞きいただければと思います。よろし

くお願いいたします。

　それでは、まず、細野高原と東伊豆町観光協会の取

組についてということでお話しさせていただきたいと思

います。

　次のページで、自己紹介ということで、私、石島専吉

という名前なんですけれども、これは本当に私もずっと

嫌だったんですけれども、やっぱり最近やっと慣れてき

まして、これおじいさんの、祖父の名前をいきなりつけ

られました。子供の頃はすごく嫌で嫌でしようがなかっ

たんですけれども、やっとアラカンになってきて慣れて

きましたけれども、私の父の出身というのが栃木県でご

ざいました。こちらに熱川温泉のほうに修行に出されて、

そこで結婚して私が生まれたということで、今はその旅

館を私も継ぎまして、熱川温泉のほうで「ふたりの湯宿

湯花満開」というところで旅館もやっております。

　私は2018年の東伊豆町観光協会に就任しまして、

ただいま４年目で、２期目でございます。2020年、昨年、

東伊豆町産業団体連絡会の会長に就任させていただ

きまして、現在に至っております。

　この右側の写真は、毎年１回、三筋山まで歩いてい

ますというふうに書いてありますけれども、これは去年

の11月１日にちょうど第一駐車場の標高400メートル

からこの三筋山山頂の821メートルまで、往復で大体

7.5キロ、時間にして約２時間で歩きました。山頂では

妻のお弁当というか、おにぎりを食べて、この小さく前に

いるカップルも、ちゃんとお弁当を２つ持ってきて食べ

ていました。その２人の歩くのが速くて速くて、本当、追

いつくのが大変だったんですけれども、本当、軽装です

んなり歩き切っちゃいますね、若い人というのは。です

から、やっぱりそういうところも一つ面白いんじゃない

かなと思いました。

らも遠足の印象が大きかった、高橋さんは三瓶山の印

象が大きかった、やっぱり子供の頃の体験、大事なん

だなというのをお二人の今の自己紹介の中からも見て

いきますけれども、じゃ次に山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　皆さん、どうもおはようござ

います。

　私は、稲取地区特別財産区運営委員会の委員長を

やらせていただいています山田と申します。

　稲取地区の特別財産区というのは、稲取地区の区長

さんとか区の役員さんの皆さんで構成されており、細野

高原の管理や運営や、そういういろいろの事業を行っ

ております。

　財産区と言うとあれですけれども、昭和34年に、この

東伊豆町というのは城東村と稲取町が合併してできま

した。そのときに稲取地区には230町歩ほどの当時の

町有地があったわけです。その２分の１を今、稲取ゴル

フ場やバイオパークに借地しております。残った部分

はどうしようかということでいろいろ、細野高原を含め

てどうしようかということで話があって、平成３年に自治

法が改正されまして、稲取地区の４区に町から無償譲

渡され、そのときにいろいろ４区で話し合って、いろん

な分配の問題とか、いろいろ話合いが出ましたけれど

も、この際、大同団結して、４区で平等でこの細野高原

の責任を持って管理や運営をしていこうということで現

在に至っております。

　今、２分の１は、バイオパークとか稲取のゴルフ場と

かに貸してありますけれども、そのうち借地料の２分の

１は町に、２分の１を財産区の財源として使わせても

らっています。そのお金で細野高原の維持や管理、また

この各４区ありますので、各区にお金を分配して、各区

の運営をやっていただいております。

　財産区の細野高原の管理としては、防火線があり、そ

してその後、防火線焼き、その後の全体の山焼き、そし

てまた春の山菜狩りは、これは財産区としてやっており

ます。そしてまた、各４か所ばかり湿原がありますけれど

も、湿原の周りの草刈りをやっております。そして、草原

の中の道路が、結構道路がありますけれども、水とか雨

とかで結構痛むもんで、その道路の補修や管理を行っ

ております。

　防火線焼き、山焼き、これは１回につき120名ぐらい

の方に、区民に出ていただいております。この他の事業

も含めて、先ほど白川さんがお話になった800万、13

年前は800万ということで、現在は節約しまして500万

ぐらいのお金で管理と運営をしております。

　そのほか、観光協会の会長もおられますけれども、

観光協会の秋のススキがこれから始まるわけですけれ

ども、ススキ狩りにも協力したりしております。また、各種

団体で、先ほど言ったパラグライダーとかラジコンの会

とかいうように、各種団体にも利用してもらうように貸

出しをしています。

　この頃ですけれども、この前もありましたが、映画や

コマーシャルの撮影等に利用したいという希望がたく

さん多くなってきまして、それにも貸出しをして、一部の

収入にさせていただいております。

　今後の問題としては、防火線刈りもそうですけれども、

焼き、山焼きこの作業員の高齢化というのが先ほど高

橋先生の中にも、当時13年前にもあったと言いますけ

れども、現在はもっと深刻で、私は昭和24年生まれで

すけれども、大体中心になっているのは昭和20年代、

30年代生まれの方が山焼きとか防火線焼きとかの中

心になっていますので、非常に高齢化が進んでいます。

それとまた産業構造の変化で、昔は、前にも言ったよう

に農家の人が中心とかそういうことが主だったんです

けれども、今は農業から観光やいろんなお勤めの方が

増えて、当日の人員確保をするのに非常に苦労してお

ります。

　またもう一つ、一番これも大きなことかもしれません。

先ほど町長のほうからもありました、原野や山に対する

関心が非常に低くなっておりまして、そういうことも含め

て原野を守っていくというのは非常に難しくなっている

のが現実です。

　また、私はよく冗談で言いますけれども、この細野に

は多くの絶滅危惧種があり、このことを、この絶滅危惧

種を守っていくのが本当に大事なことだと思うし、また

それが我々の仕事だと思いますけれども、植物はあるん

ですけれども、その管理をしていく人のほうが絶滅危惧

種の状態になっているというのが現実な問題です。昔

は、原野は農家の資源や、要するに農家の堆肥とか何

とかという資源や生活も今までのような茅葺きの生活

の資材として必要な場所でありました。そのためにみん

な非常に協力的で、いろんなことを一生懸命管理して

いただきましたけれども、正直いって時代の流れで、現

んと海はやっているのに、そういう状況です。

　ですから、私の娘なんかも夏の旅行で昼神温泉の星

を見にいったとか、やっぱりそういう高原を求めるお客

さんが多くて、夏を涼しく過ごしたいというのもあるのか

もしれません。ですから、もっとこう海だけではなくて、こ

の細野高原も売っていきたいということです。

　現在の取組なんですけれども、昨年からちょうど財産

区のほうも細野高原を考える会というのを立ち上げて

あるそうで、私たちも年間活用委員会というのを発足し

ました。これは春と秋のイベントだけじゃなく、年間で細

野高原を利活用する方向性として、ハイキングを掲げ

て整備や企画の立案を実施しています。このハイキング

というのを、やっぱりただ普通に歩いてくれというん

じゃつまらないと思いまして、ハイキングの聖地づくりに

取り組んでいるということで、今年の５月９日にはジオ

ガイドつき、そしてキッチンカーも山頂まで用意して、そ

のプレツアーを実施しました。これは25名参加で、女

性がすごく多かったんですけれども、それをやったりと

か、先週の９月19日にはインフルエンサーを呼んで、

招待してＰＲしていただいたり。今いろんな媒体に出す

とかというよりも、そういうもうやっぱりインフルエン

サーを呼んだほうがすごく効果があるんですね。これは

いろんな広告もそうなんですけれども。ですから、そうい

うことを常にやっておりました。

　あと、今年の10月17日にも、そのハイキングのガイ

ドツアーを今、インターネットのほうで参加を募集して

おりますので、またよろしくお願いしたいと思います。

　そんな形で、この右側にある写真も、これは夜の星空

観賞。これも二、三年前のＪＲのデスティネーションキャ

ンペーンのときに夜の星空観賞のツアーというのを５

月と９月かな、そういうふうにやったときもございまして、

そんなことになります。

　じゃ次の。

　活動とＳＤＧｓということで、ＳＤＧｓって何なのかなと

いうふうに私も思ったんですけれども、今やっているこ

とがそういう保全の一部を担っているんじゃないかと

いうことで、こんな表を作成しました。東伊豆町観光協

会としては、観光客、利用客から、先ほどの入山料を頂

いて、それを財産区のほうに一部、これ本当に少なくて、

微力で申し訳ないんですけれども、大体20万から30万

ぐらいですかね、毎回そんなぐらいで、一応頑張ってや

らせていただいております。

　最後のですね。

　本当に細野高原はこの町の宝でございます。細野高

原を生かしながらの利活用が観光業が主産業である

この東伊豆町にとってとても大事だと考えております。

来年度、先ほど町長もおっしゃっていたような６つの温

泉場が一つの東伊豆町観光協会に統合されるという、

一本化事業というのもございまして、観光協会が一つに

なります。これによって、ここだけの話ということでもな

いんですけれども、稲取の細野高原というよりも、東伊

豆町の細野高原というふうにしていきたいと私は思っ

ておりまして、みんなで、全町そろって細野高原をもっと

頑張って利活用を考えて生きたというふうに思っており

ます。

　最後の資料なんですけれども、これは年間のいろい

ろな、財産区と観光協会のいろんなイベントがここにあ

りますので、参考までご覧いただければと思います。

　本日はよろしくお願いします。

　以上でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　先ほど高橋さんから前回の話題になっていたという

話があった観光、それから担い手のうちの観光につい

て、随分詳しく教えていただきました。ありがとうございま

す。特に金額とかですね、人数とか見させていただいた

ら、やっぱりさすがだなと思うのは、まずきちんとこうい

う数字が出ている上に、コロナ禍でも大きくは減らずに、

むしろしっかりと継続が続いているというところが見え

ているというのがすごいなと思いました。

　高橋さん、さっき今日聞きたいなとおっしゃっていた

ことのうちの観光の話が今報告があったんですけれど

も、聞いてみてどうですか。阿蘇のほうでも観光というの

は大きな柱だとおっしゃっていたんですけれども、いろ

いろ、規模としては随分違うと思うんですけれども、比較

しながら何か感想を教えてもらえればと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　私、観光専門じゃないです

ので、何とも言いかねるんですけれども。阿蘇の場合は

地震の影響がかなりあってですね、それによって幹線

道路が寸断されたりということで大きなダメージを受け

たわけなんです。いまだもって、やはり草原の観光的な

評価というのはすごい高いですね。前もお話ししたこと

があるんです、来訪者に阿蘇の魅力を尋ねたときに一

番魅力に感じたのは、やっぱり広い草原で、多分この

国立公園に指定された頃は火山が一番人気でござい

ましたと思うんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　阿蘇の火山ですね。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。火口が見える

とか、活火山であるとか、雄大さとかあるとは思うんです

けれども、そういうふうにモータリゼーションの関係で

道路や交通機関がかなりこう発達してくると、広い草原

の魅力というのは観光客にすごく大きいんだろうなとい

感想とかもいただきたいと思います。

　もう一つ、すみません、ちょっと先ほど聞いたときに落

としちゃったんですけれども、今、４区の共有地みたい

になっているんですよね。それは何年でしたかね、何年

に話し合って、４区の共有にしようということになったん

でしたっけ。

○パネリスト（山田賢一）　合併自体は昭和34年に合

併したんですけれども、それをそれぞれ城東村が持って

いた土地、稲取町が持っていた土地、稲取町が持って

いた土地をどうするかということも議会の中でもいろい

ろお話しされて……、町長が発言します。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですね。いいで

すか、すみません。

○パネリスト（太田長八）　基本的には今言ったように

町村合併のときに稲取の地区のこの細野高原につい

て話し合いがありました。そのときは、やっぱり町が一

枚かんで、町と４区の共有の土地で、さっき言ったよう

に、ゴルフ場、そしてアニマルキングダム、動物園、これ

に関しては２分の１。今もその分配は変えませんけれど

も、使用に関しましては、私がなって多分すぐくらい、結

構４区からそういう要望があった中で、４区の所有だっ

たのが１０年くらい前かな。そのぐらいですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　10年前ぐらいですか。

○パネリスト（太田長八）　大体ね。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。

　だから、あれですよね。昭和の合併のときにそういう

話合いがまずあって、最近というか、10年前ぐらいにも

う一度、そこの所有を見直すというか、そういう流れが

あったわけですね。

○パネリスト（太田長八）　結構ね、４区のほうから、も

う前々から一応、４区の所有にしてくれといった中で、話

合いがあったんで、役場も巻き込んでそうなったと感じ

ております、あと４区の強い希望ですね。

○コーディネーター（白川勝信）　昭和33年頃といっ

たら、草の利用はどうだったんですかね。柑橘って割と

ずっと何ていうか、堅調な産業だったのかなと想像す

るんですけれども。

○パネリスト（山田賢一）　その合併する日が来てか

ら、しばらくの間は、今も町長の話の中にもありましたが、

ゴルフ場とかバイオパークも含めて、草刈り場、採草地

だったんです。そこを正直いって、今４区と言いますけ

れども、昔はほとんど一つの入谷区と言うんですけれ

ども、そこが全員ほとんど出て、それで全部で言う200

何十町歩を自分ちで管理しておりました、合併した頃、

前後ですね。そういうことでやっていまして、ここの入

谷区というところの人はほとんど全戸出て管理をして、

防火線から山焼きからやっていました。山焼きなんか

は、ひどいこと、今じゃ考えられませんけれども、朝振

れというのがありまして、朝６時頃、班長さんが今日は

山焼きやるから出て来いと言って、それは有無もなく出

なきゃならないような状況でやっていました。今日の

仕事があるとか予定なんていうのは、それはもう無視

されて、そういうことで皆さんで、入谷の皆さんが管理

してきたものです。

○コーディネーター（白川勝信）　その頃の人の意識と

随分今と違うんでしょうね。何かその地域の行事という

か、もうやることが決まっている。もう年中行事みたいな。

○パネリスト（山田賢一）　だから、先ほど言ったよう

に、あまり利用しなくなった、農家でも使っていた人が

あまり利用しなくなったというのがやっぱり一番大きな、

大きな関心がなくなってきたということじゃないかと私

は思います。今でもよく共同で山焼きの管理をしていた

だいていますけれども、この役員以外の方の中には、

何で俺んちが山の管理をしなきゃならないんだ。海岸

線のそれこそ近くとか、町の中の人には、そう言われる

ことも多々あります。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。そういう意

味では、あれですよね。前回の、前回って、13年前のこ

とを言うのもあれなんですけれども、課題だった山の価

値を共有しないと担い手もまた続かないかもねというと

ころは、まだまだ今もちょっと課題としてあるのかもしれ

ないですね。ありがとうございます。

　そんな中で、さっきバイクの、モトクロスの人が増えて

きたという話があったんですけれども、ちょっと質問を

いただいていまして、バイクも問題があると思います。マ

ウンテンバイク、モトクロスの人の利用はどうですかと

いうことで、お聞きしたいことというのは、草原管理の立

場とか観光の立場からメリット、デメリットなんで、観光

の立場のほうからちょっと、石島さん、バイクとかモトク

ロスの人たちの観光の仕方というのはどうなんですか

ね。うちのほうを見てみると、ツーリングでやって来て、

ちょっと休憩して、また次のところにずっと行くような感

じで、何か通り抜ける形の、モトクロスじゃないので、

ツーリングバイクはうちのほうもよく来るんですけれども、

モトクロスというのは林道を走っている感じなんです

か、未整備の。どんな感じで。

○パネリスト（石島専吉）　私もそのあまり詳しくはな

いですけれども、財産委員長が言われたのは、駐車場、

その第一駐車場、第二駐車場ぐらいまで来て、山を見て、

いいところだねって言って休憩して帰るんだったらい

いんですけれどもね、その400メートル以上の上の、細

野高原の山頂近くの三筋山の近くまで林道がずっとあ

うのがあるんですが、阿蘇の場合は160ぐらいある、牧

野という言い方をするんですけれども、草原が160ぐら

いあるというふうに考えてください、細野高原みたいな

草原が。そういう世界の中で、観光についての新しい取

組というのは、阿蘇はまだ畜産が盛んなので、防疫、伝

染病が大きく広がることを一番恐れています。そのため

に牛がいるところに簡単に入れないような仕組みに

なっているんですが、牛がいないときだとか、あるいは

きちんと防疫、薬剤を散布したりあれしたりして、入る人

も人を制限して、ちゃんとガイドつきで入るという仕組み

をどんどん広げています。それで、さっきお話あったよう

にガイドで回った人は、そのうちの何人かを牧野組合

のほうに渡しているという、そういう形で、大きくバスで

歩いて、とにかくいっぱいで動くというような世界ではな

くて、そういった本当の草原のよさを学んで入っていっ

て、そこのいろいろ、さっきからお話があったように、自

然だとか文化だとか、野焼きというのがこれだけ大変な

作業で、こんなにきれいに守られているんですよという

ことも一緒に含めてですね、ガイドさんとの会話の中で

そういう会話をする。

　将来的には、多分、牧野を管理している人の若い人

がガイドになっていく、そんな仕組みづくりもこれから

やっていこうかなというふうに、こういうところです。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　山田さんのさっきのお話を聞くと、随分、観光の分野

と、すごくこう、どういえばいいんですかね、連携がよく取

れているなというふうに感じたんですよ。何か阿蘇のほ

うは、やっぱり牧野ということで、牛を放牧しているんで、

防疫ということで、しっかり消毒しないと、入ってもらっ

て病気を媒介したら困るとかっていうことがあったんで、

その辺では何か、あまり地域の方とかも観光客の人が

たくさん来ることには全然抵抗がないというか、むしろ

来てほしいというような感じなんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　観光客の方が来てほしい

というか、観光地ですから、そういうことは協力はして

いかなければならないと思いますけれども、いろんなこ

とのトラブル……、先ほどちょっと言ったけれども、今年

はね、非常にオートバイの方が細野高原に入ってきて、

物すごい大きな音で何十台って連なってくるもんで、そ

ういうことをこれから少し対策を考えなきゃならないか

ということは考えていますけれども、観光地である以上、

多少はね、イノシシとか鹿しか歩かない道よりも、やっ

ぱり人が歩いてくれたり、人がいることのほうが地元と

してはありがたいもんで、それはいろんな皆さんに注意

をしてもらいながら、多くの方に来てもらうということは、

それはいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　もう一つ、ちょっと山田さん、お尋ねしたいんですけ

れども、利用の中で、観光のイベントとか利用が結構ご

紹介いただいたんですが、何かほかの農業に草を利用

するとか、そういうことは今はどういう状況なんですか。

昔は、さっきあったというふうにおっしゃっていました

けれども。

○パネリスト（山田賢一）　昔はですね、もう今から、私

たちが若い頃は、あの全山がほとんどはげ山になるぐ

らい、皆さんあそこで草を刈って、そして堆肥にしたり、

畑の中へ引き込んだり、いろんな利用をしていました。

ほとんど、だから、水際の下ぐらいからずっと、ほとんど

草を刈り取ってしまいまして、見事なはげ山みたいに

なってしまっていました。昔はそれほどあったんですけ

れども、今は数人の方が草を刈って資源にしているぐら

いで、ほとんど草を刈る人は、非常に少なくなって、昔に

比べればもう激減というか、ちょっと、というのがこちら

の柑橘が主体だったんですけれども、その産業が非常

に衰退しちゃったもんで、そういう意味もあると思います。

○コーディネーター（白川勝信）　柑橘の畑の中に、ミ

カン畑の中に草を入れていたということですね。

○パネリスト（山田賢一）　はい、それがほとんど中心

でやっておりました。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。その数人

の方が今、すごく少ない数でやっているということで、あ

まりこう、使える草はたくさんあるけれども、草を使うこと

は随分減ってしまったということですかね。

○パネリスト（山田賢一）　そうだと思います。昔はそ

れこそ部落中というか、皆さんで、私が若い頃もそうで

すけれども、取りっこというかな、朝の４時頃から草を刈

りにいって、朝明るくなって、何だおまえらそこにいたの

かというぐらいみんなで草を刈っていましたけれども、

今はそういうことはほとんどないですね。草は幾らでも

ありますけれども、持っていく方は非常に少なくなってい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。資源はあ

るけれども、使えていないということですよね。何か

ちょっともったいないなというところなんです……、そう

だ、皆さんの手元に質問用紙というのが用意されてい

ると思います。話を聞きながら、アイデアとか意見があれ

ばぜひ書いていただければと。感想でもあれば。もし書

かれた方は、ちょっと手を挙げていただくと、役場の山

田さんが集めてくださるので、できればちょっと質問を

書いてください。何か僕の聞きたいことばかり聞くのも

もったいないので、ぜひぜひちょっと皆さんのご意見と

るわけですよ、狭い。そこをがんがん走っているらしい

んですよ。ですから、そこからまた転がり落ちちゃったり

とか、いろいろそういう事故にもつながっているみたい

なんで、今ちょっと苦慮されていて、入り口にちょっと

チェーンでもやって、それは取って行けることは行ける

んですけれども、もう少し意識をしっかり持たせたほう

が、何かね、よくないんじゃないかということもあって。そ

ういうことは山田さんからこの間言われて、そうだなと

いうふうに思いました。

○コーディネーター（白川勝信）　確かに事故があっ

たりすると。

○パネリスト（石島専吉）　そうですね。やっぱり私た

ちの考えるハイキングの聖地と、そういうバイクとかっ

ていうのは、ちょっとリンクしないんですね。ハイキング

で歩いているところをばんばんこう上っていっちゃうら

しいんですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

○パネリスト（石島専吉）　ですから、ちょっとその辺

は規制しないとまずいんじゃないかなというふうには

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　その辺を規制する

道、そこは市道なんですかね、町長。そうですか、市道

ですか。どういう形の規制が考えられますかね。

○パネリスト（太田長八）　基本的に町道が抜けてい

るんですよ。その町道に関して遊歩道が続いているの

で、そういう部分に関しましても私道なので、それはすぐ

にできると思いますので。町道に関しましては制限でき

ません。やっぱり一番心配するのがこの細野高原、住宅

地を通ってくるもんで、渋滞とか住民の理解がないと活

用できませんのでね、それなので今、細野高原付近の

住宅の理解を得られるようやっております。それこそ今

度はバイクなど、これ規制できませんもんでね、そういう

なかで細野高原の活用がちょっと中座するのが困るな

というのが現状でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　マウンテンバイクとかで来る人はいるんですか。うち

のほうはスキー場があるんで、スキー場の夏のシーズ

ンにマウンテンバイクでだっと下るとか、林道を下ると

か。自転車ですよね。自転車あまりないですか。

○パネリスト（山田賢一）　ないと思うよ。

○パネリスト（太田長八）　自分が把握したのは、熱川

地区はね、比較的林道があるもんで、熱川地区が結構

マウンテンバイクが来ているのは聞いていますけれども、

細野高原に関しては、ちょっとマウンテンバイク、普通の

オートバイが結構来るんじゃないかと、これは想像です。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ちょっとまた別の質問なんですけれども、そういう意

味で、これまであった自然イベント、自然利用で、何か

細野高原に合っているものというのは山菜狩りとかス

スキ狩り以外でどんなのが、どんなイベントがいいか

なという質問が来ているんですけれども、どういう方向

性が……

○パネリスト（太田長八）　正直いって星空やったん

ですよ。星空のほうも、自分はもう最高でした。やっぱり

行ったときに、もうライトも全て消して、虫の音だけ聞くよ

うな感じで、たまたま虫の声が聞こえて、本当にすばら

しいなと思ったんですよ。しかしながら、やっぱり寒さ、

これが寒いということで、２回やってちょっと断念したん

ですけれども。そうやった中で、星空のこと、これもある

程度やったら本当、都会の人も喜ぶんじゃないかと思

います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ほかに何かアイデアがありますか。山田さんとか石

島さんのほうは。どんなイベントがいいなというのが

あれば。

○パネリスト（山田賢一）　要するに今、私が考えてい

るというか、皆さんにも細野高原を考える会の中に

ちょっと提案させています。要するに細野高原の里山づ

くりという形で、奥山じゃなくて、あそこはまだ里山だよと

いう形で、里山のよさを広げていきたいなと。そういうこ

とで今、細野高原の入り口、これは財産区の土地じゃな

いんですけれども、やっぱり入谷部落の振興会という昔

の団体がありまして、そこの土地が６町歩ぐらいありま

して、ほとんど細野高原に隣接したところですけれども、

そこを今、森林組合の組合の皆さんが今まで植林され

ていたもんで、そこを全部伐採して、そこに今、ヤマザク

ラを全部植えようかなんていうことで、ヤマザクラの里

を今、これは国とか県の補助金をもらって森林組合が

やってくれているんですけれども。それで、地主さんは振

興会というところですけれども、将来的にはそこをヤマ

ザクラの里にしようと。中は当然、材を出すのに林道を

造りましたんで、そこが散策道路になるかなと。そこが、

うちの振興会の山だけが６ヘクタールぐらいならある

んですけれども、その奥に町の山も10町歩近く、10ヘク

タールぐらいあるもんで、今、町長ともお願いしているん

だけれども、そこ全体を全部やって、いろんなことに使

えないかな。そうすれば、振興会のほうもいろんなこと

があるんじゃないか、できるんじゃないかと。

　農協さんもいろいろそこを今、あそこにも農協の施設

もありますから、これはボツになったんですけれども、

一時、あそこで、要するに地ビールの工場を造ってやり

たいという、いいな、地ビール、ビール飲みながらあの

高原でススキ眺めたらいいなというようなことで、それ

を私たちも非常に賛成して協力したんですけれども、

ちょっといろんな事情で、それはボツになりましたけれ

ども。

　そういういろんなことで、あの高原をいろんな方面で

楽しんでもらえるような、これから設備というか、利用し

ている団体とか企業があったらいいな、私は考えてい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　何かいろんなことが、道路がやっぱり中まで通ってい

るというのがいろいろ、シャトルバスが行けるようなとか、

そういう整備ができているなというのがすごいんだろう

なと思います。

　片方でちょっと管理のほうの質問も来ているんです

けれども、担い手の問題というのも先ほどありましたが、

もう一つ、省力化という関係で、これ僕の話の中なんで

しょうね、山焼きの道路の防火帯に沿って軽トラが入れ

るようにするような話が蒜山でも聞いたことがあるけれ

ども、細野高原でも何かそういうことができる部分が

あったらコメントをお願いしますということなんですけ

れども、これどなた……、そういうのが可能そうなところ

というのはあるんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　防火帯、先ほど今、白川先

生の言った、あそこの防火線沿いにパイプを引くかとい

う案も去年出ました。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。やっぱ

り一晩で考えるようなら大体考えているんですね。

○パネリスト（山田賢一）　やって、水道屋さんに見積

りを取らせてやってみてはどうかなと思ったら、距離が

長過ぎてちょっとそのままやるんじゃ難しくないかという

ことで、それはボツになりました。

　もう一つ、今、いろんな林業試験場とかなんとかでお

話を聞いているのは、内山さんが専門ですけれども、あ

の防火線に防火林を植えて、要するに火の広がらない

ような防火林を植えて、それがただの面白くない木じゃ、

何も観光資源になりませんから、将来的に防火林であ

りながら観光資源の一助になれるような、例えばいい

んじゃないかって、内山さんが専門ですけれども、サザ

ンカとかツバキとか、一番強いのはサンゴジュなんて

いうのがあるらしいんですけれども。それらを防火帯に

10メートルぐらい、本当の火が出るところじゃなくて、火

があまりばんと燃えないようなところは防火林で防火帯

みたいなものを設置したらどうかなというようなことも

皆さんとは議論していますけれども、まだ実現はしてい

ません。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

　やっぱり結論というか、ちょっとすぐには出ないんで

しょうね。どこの地域でもいろいろそういう山焼きの省

力化とか安全性というのは出されているんですけれども、

高橋さん、何かその辺で、阿蘇のほうでは物すごいたく

さんの山焼きやっていますし、工夫されている部分もあ

ると思うんですけれども、人数も多いですが。ちょっとど

ういう、事故のほうの部分ですし、省力化の工夫で何か

あれば教えてもらえますか。

○パネリスト（高橋佳孝）　やっぱり事故は、毎年とは

言わないけれども、数年に１回必ず出ているんですね。

事故が起きると、もうやめてしまうという、そういった一

つ大きな問題が２つあって、１つはもう担い手がいない

で、いつやめるかを考えず、ただやめてしまう。責任者が

責任を取るなんて無理。例えば阿蘇の場合では、区長さ

んが火入れの責任者。

○コーディネーター（白川勝信）　火入れ責任者。

○パネリスト（高橋佳孝）　であれば、区長さんという

のは、例えば２年、３年で替わっていきますよね。そうす

ると、もう区長になりたくないという人が出てくるんです

よ。しかも、それ裁判ざたになったりとか、いろいろ面倒

くさいというのがあって、それで、多分この阿蘇の分科

会で相談される南阿蘇の村長さんがいて、南阿蘇村は

地震による被害によって野焼きができなくなったところ

が多いけれども、もともとそういう構造的な問題で、いつ

もどうなるか分からないというから、どんどんやめる、や

める、やめるというのが出てきていたんですね。そこで

少なくとも火入れ責任者は首長がなるということで、実

は安心して野焼きを再開した牧野参加者。ただ、それは

もちろん責任者だけの問題じゃなくて、そこに県や、ある

いはボランティアや市町村の協議会みたいなものをつ

くってみんなで応援してそこを再開するわけです。なぜ

再開するかというのは、これも多分、分科会で論議され

るように、熊本市民にとっては水源の源である草原の水

源涵養力というのは、実は阿蘇のほうは森林よりはる

かに高いんです。もしかしたら東伊豆もそうかもしれな

い。そういう草原の価値をみんなで共有して、それを

守っていくために役所も汗をかくし、お金も出しましょう

ということでやっている例が１つあります。

　もう一つは、牧野ごとに、さっき白川さんがおっしゃっ

たように車が通れる防火帯をやっぱり造りたいという

のが物すごく強いみたいですね。鉄鋼スラグの廃材み

たいなものが簡易的にですね、舗装までいかなくてもか

なり強い道が造れるということがあって、そういうものを

り保全という中で、首都圏から来る人が結構多いので、

500円、それくらいのお金ですけれども、地元の人に

とっては500円高いなと言いますけれども、首都圏から

来れば取りあえずそれが妥当ではないか。しかし、やっ

ぱり行くまでは結構ブーブー、周りを見ますと、現地に行

きますと、やっぱりすばらしい景色を見た中で、それは

当然当たり前の話だということを聞きますのでで、町と

してはそれがいいんじゃないかとは確認しております。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　入山料の話をしたら、先ほ

ど言った、今ススキがあるだけじゃなくて、今年、去年は

コロナのことでやらなかったんですけれども、山菜狩り

でも、私たち財産区で、入り口のところでお金を頂いて

います。あそこの入り口のところで来て、町民の方とよそ

から来た人はちょっと金額を変えて頂いております。

○コーディネーター（白川勝信）　細かい対応をして

いるんですね。

○パネリスト（山田賢一）　そうですね。それはいろん

な観光協会さんのご指導でいろいろやっていまして、町

外の方とか宿泊した方、地元の方ということで、３段階

ぐらいに値段を分けてやって、財産区の役員があそこ

でガードしてやっております。

○コーディネーター（白川勝信）　なかなか結構ね、お

金を頂くというのは勇気の要ることで、お金出したけれ

ども、こんなかってなっちゃう……

○パネリスト（山田賢一）　文句が出ますけれども、こ

れは富士山のあれと一緒だから、この山も管理するお

金ですからということで頂いています。

○コーディネーター（白川勝信）　そういう意味じゃ、

草原の価値を知っていないと、お金下さいとは言えな

いわけですから、それだけ価値を認識しているというこ

とですよね、地域の皆さんが。

○パネリスト（山田賢一）　何回かは、あそこまで来て、

ゲートのところで帰っていく方も結構います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。帰っていく

方もおられるんですね。

　草原の価値という中で、さっきちょっと質問とかを後

に、教育のことについて、町長もおっしゃったし、高橋さ

んもおっしゃっていたんですが、幾つか質問が来てい

るんですけれども、まず、高橋さんに、全体的なことだと

思うんですけれども、草原の価値の教育的効果につい

てのことの質問で、草原で子供たちに何を伝えられる

のかというのと、火入れとか野焼きを体験すること、伝

統的な作業としてそういうことを体験することの意義み

たいなところは、大きな話ですけれども、どういうところ

にあると思いますかという質問なんです。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原、教育者じゃないんで、

偉そうに語ることはできないんですけれども、価値と言

うまでもなく、大きく２つあると。１つは体験、五感で体験

したり、野焼きを体験したり、自然の雰囲気を体験した

り、草花を観察したりということと、それからやっぱり仕

組みづくりを学ぶというところですね、文化も含めてで

すね。体験に関しては、学校の中では語れないし、教え

ることができないことが屋外でできる。

　阿蘇の場合、全部の小学校で草原の学習をすること

が今できています。それで、発展性というか、私たちもそ

のほうがいいなと思ったのは、それを端緒にして、今度

はそれが公民館活動に地域活動にいく。そうすると、地

域の関わってくれる人たち、大人の人たちも増えていく

し、景観も入ってくるし、公民館として地域の草原を守っ

たり、上で寒いんですが、阿蘇の場合、草泊まりという、

草刈りをして、地元の集落と草刈り場の集落まで500

メートル以上の標高差があって、毎日通うの大変だか

ら、家族みんなで山の上に行って、草で作ったテントで

２週間ぐらい泊まって草刈りするという文化があったん

ですけれども、その中で子供たちを泊まらせて体験させ

たりというようなこともできている。

　だから、端緒は学校教育からだったんだけれども、

今は地域教育というか、教育という言い方がいいのか

悪いのか分からないんだけれども、地域の文化や歴史

や、その成り立ちや技術や意識や知識というものです

ね、子供たちに引き継いでいくと同時に、家族やその関

わる人たちにも広がっていくというものがいいですね。

少しずつ何か所かに広がっていく。そこのほうが私は

大事になってくるかなと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ＳＤＧｓの地域版とい

うか、そういうこと……

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。そんな感じに

なるのがいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　先ほど石島さんから

も、最後のスライドでＳＤＧｓという言葉があったんです

けれども、観光コンテンツそのものとしてのＳＤＧｓとか、

そういう学習のニーズというのはあるんですかね。ＳＤ

Ｇｓを学ぼうとか、そういう草原の自然、先ほどでの説明

だと、観光での収入が草原の保全に行くということだっ

たんですけれども、阿蘇ではボランティアの人は年間

2,000人以上来るし、実はうちのほうも木を切ったりと

か草刈りの体験を教育ツアーとして、一応プログラムと

いうのはあるんですけれども、そういうのは、こちらのほ

うではそういうニーズみたいなものというのはあるもん

ですか。

導入することで、野焼きを再開したり、そういう、向こうで

は恒久防火帯という言い方をするんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　恒久、ああずっと使

えるもの。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうです、ずっと使える防火

帯。道路さえあれば何とかなる。そういうものに対しても

県の事業として、導入するところにはそういう必要な経

費を出すというふうなこともでてきています。

　やっぱり今の方向性としては、恒久防火帯ですね。

　もう一つは、以前、草を刈っていて、もう裸になるよう

な状態がありました。阿蘇も秋吉台も全くそういう状態

ですね。その頃はですね、こんなに広く防火帯を切らな

くても安全だったんですよ。草がもう持ち出されている

から、火をつけてもそんなに大きくならない。今は雄大

でもう映像に入るとものすごくいいように見えるかもし

れないけれども、まさに危険な状態にあるわけですね。

25メートルぐらいまで炎が上がったりします。そんなに

危ないんじゃ、もう野焼きができないという話があった

んですが、最近、カヤ刈りとして、冬場の枯れた草をい

ろいろな方が刈っているんですよ。牧野さんにもお願い

をして、そこに入らせていただいて、たくさん刈るように。

牧野さんがそれで一番喜んだのは、野焼きが楽にな

るって。もともとあの草原の価値があって、それを維持し

ようとすることも重要ではあるんですけれども、実は、そ

れを維持するためには草をうまく利用することがそれに

もまた役に立っている。もちろんお金という点もあるかも

しれないし、材として文化財の保全に役立ったりするこ

ともあるかもしれないけれども、利用することで、実は管

理の省略化や安全性にも物すごく貢献できているとい

う、そういう仕組みづくりをみんなで共有していって、

やっぱり何か草を利用する算段と創意工夫によってひ

とつひとつやっていかれたらいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　そもそも利用してい

たから草原なのであってというところに立ち返るという

ことですね。

　ちょっと会場からの草の利用についての質問、多分、

山田さんにお答えいただいたらいいと思うんですけれ

ども、１つはミカン畑に草を使っていたときは何月ぐら

いに使っていたんですかということなんですけれども、

刈る時期というのは、決まった時期に刈っていたんで

すか。

○パネリスト（山田賢一）　刈る時期は、10月から11

月、要するにこれから秋口にかけて、もうカヤが緑がな

くなってきて、要するにそれのほうがもちがいいもんで、

青い草を刈ってやるよりも。だから、皆さん大体、草が枯

れ始めた頃から、10月から11月頃から。それで、して、

少なくとも２月に山焼きをやるもんで、山焼きのときまで

には、刈った草は持ち出してくださいよというようなこと

でやっておりました。

　だから、そうですね、大体今から、10月から11月頃

が一番多いと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　それと、かやぶき屋

根には使っていたんですか。

○パネリスト（山田賢一）　僕の記憶というか、前は

使っていたという話も聞きますけれども、実際、私は見

ていないもんで、何とも言えません。使っていたと思い

ますよ。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。使って

いたとしても、大分昔、古い時期ということですね。なる

ほど。ありがとうございます。

　ちょっと別のユーチューブのほうからの質問、すごい

いっぱい来ています。何か皆さんやっぱり、これはです

ね、シャトルバスのほうなんで、石島さんにお伺いした

いんですけれども、シャトルバスをやめたのに料金を

取っているのはどこで取っているんですか、どういうふ

うに徴収している、徴収方法を教えてくれませんかと書

いているんですけれども、それは何かゲートを設けたり

とか、そういうことですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。下の103台置け

る駐車場の入り口のところに受付がございまして、そこ

で一応、感染症対策でいろいろアルコールをやったり

とか、そういうときに払っていただいてパンフレットを渡

しています。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。コロナ対

策も一緒にできるしということですね。

○パネリスト（石島専吉）　はい。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　そのやり方というのは、割と最初の頃からそういう形

でやっていたんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。その期間だけな

んですけれども、ですから、１日過ぎれば無料で入れ

ちゃうんですね。ですから、最初は私も何でお金取るん

だよってものすごい言われているようなお客が多かっ

たんだけれども、やっぱり最初はそういうふうに、高橋

さんが言っていたように、入山料って何で取るのってい

うのを、無料のイベントというのはよくないという前任の

観光協会長から言われていて、そちらの前任の観光協

会長がそういうふうにして、私たちもそれを引き継いで

います。それを財産区のほうにも使用料として払えると

いう形になっております。

○コーディネーター（白川勝信）　町長、何か。

○パネリスト（太田長八）　入山料に関しては、やっぱ

秋って紅葉するところあるのかいって言われて、昔はも

う強気でしたから、もう団体客ばんばん入ってくるから、

じゃ結構ですよ、もうどこかの箱根とか北関東とか東北

で見てくださいと、紅葉は。伊豆はちょっとないんで結構

ですみたいな感じだったんですけれども、今は反対で

すから。紅葉する木はないんですけれども、やっぱりそ

ういうススキで秋を楽しんでほしいというのが１つです。

　あともう一つだけ、去年のススキのイベントで7,200

人来たわけですけれども、そのうちの350人にアン

ケートを取ったんですね。さっきの話とちょっとつなが

るかもしれないんですけれども、イベントの売りで何が

一番よかったですかというのは、やっぱり「絶景」でした。

これ断トツで絶景。それで、参加したい新企画、これは

多かったのが「１日限りの星降るキャンプ場」、あと、

「大自然をそのままに」という方もありますし、あと、「野

外コンサート」。これは今年はできないんですけれども、

一昨年まではホルンの演奏会だとか、稲取高校の吹奏

楽部の演奏会を土日にやったりとかしておりましたの

で、そういうことです。あと、細野高原に必要な施策とい

うことで、「アクセス道路の拡充」とか「絶景ポイントの

紹介の充実」とか、そういうことを書かれている方が多

かったということですね。

　ですから、伊豆というのは本当に秋も楽しめるんだと

いうことを観光客の皆さんにも知ってほしいということ

でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

秋を楽しんでほしいという、観光客の方へのメッセージ。

　山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　管理していくのがどういう

ことかということを言われてもあれですけれども、私はよ

く親戚とか友達とかなんとか来たときに、細野高原を連

れていくと、必ず言われるのは、何だ伊豆は山が深いん

だな、よく言われます。大体皆さんは海岸だけ走って

帰ってきて、伊豆半島の中のほうへ入るのは、天城道路

ぐらいのところしかないと思いますけれども、各町には

深い山が、山が深いです。だから、そういうことを楽しみ

ながらいろいろ山を楽しんでいただければありがたい

なと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　すみません、ちょっとチャイムが鳴っちゃって、時間が

来ちゃったんですけれども、コンパクトに高橋さんと町

長にもコメントいただいて終わりたいと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原は非常に懐の深い資

源だと思います。それで、将来に向けて決して暗いこと

ばかりじゃなくて、多分21世紀の持続的社会を語る、こ

れほど人と自然との関わりの仕組みが何千年も続いて

いるというのは、すごい懐の深い地域資源なんだろうと

いう。ただ、それを私たちが気づいていないような、これ

は研究者にもしかりだと思うし、行政においても多分し

かりだと思いますけれども、そういう意味では、もう一度、

草や草原の魅力をみんなでいろいろ創意工夫しなが

ら考えていく。新しい社会への土植えも可能になってく

る、そういう明るい展望を持ってみんなでぜひ協力し

合って次の世代にちゃんと続いていくようにしたいなと

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　じゃ最後に町長、お願いします。

○パネリスト（太田長八）　これは本当、ユーチューブ

を見ている全ての方に、これはもう人と地域の問題じゃ

ありません。これは全国の問題でございますので、全国

の方々、草原に対して興味を持っていただくことが私は

一番だと考えています。そういう中でこの草原、将来に

わたって保全なんかもね、やっぱり市町村の自治体で

連携してより多くの自治体に入ってもらった中で、草原

をいかに守っていくか、これをまたやっていきたいと思

います。そういう中ではまたユーチューブを見ている方、

その辺また支援と協力を賜ると大変ありがたいと思い

ますんで、よろしくお願いします。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　最後に非常に力強い、全国の方々、それから全国の

自治体に向けて草原共有を持ってまた加わっていただ

きたいというメッセージをいただきました。

　ちょっと僕の進行が不手際で12時を過ぎてしまいま

したが、これでパネルディスカッションを終わりたいと

思います。

　もう一度、４人のパネリストの方に感謝して拍手をい

ただけたらと思います。（拍手）

　どうもありがとうございました。

　じゃ、配信のほうもこれで終わらせていただきます。ど

うもありがとうございました。

○司会　皆さん、どうもありがとうございました。

　午後ですが、１時から東伊豆、阿蘇、蒜山の３会場で

分科会を開催いたします。午後１時になりましたら、そ

れぞれの会場で分科会を開始してください。よろしくお

願いいたします。

　その後の全体会のウェブ配信については、午後３時

20分からを予定しておりますので、午後も引き続きよろ

しくお願いいたします。

　午前の部につきましては、以上で終了となります。あり

がとうございました。

○パネリスト（石島専吉）　細野高原はまだそういう形

にはなっていないんですけれども、いろいろ摘果のミカ

ンの収穫を手伝うとか、いろいろそういうカーネーショ

ンの花を、そのまま結局時期が過ぎちゃって、全部それ

を捨てちゃうわけですね。そういうのを何か手伝う体験

だとか、そういうことは、農業体験のほうなんですけれ

ども、そういうのは少しずつプログラムに入れているん

です。まだ参加者は少ないんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　そうなんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そういうのは年間を通して

いろいろちょこちょこやっています。

○コーディネーター（白川勝信）　じゃ何か、これだけ

宿泊施設もあり、こういう海と山とっていう、すごく近いと

ころにあるという環境だったら、本当に、うちは体験教

育とかをすごく受け入れているので、何かメニューが

つっこんでいきそうだなと感じました。すみません、

ちょっと僕の興味のほうでちょっと質問をかぶせてし

まったんですが。

　もう一方、これも教育のことなんですけれども、次世代

に伝えていくために教育現場でできること、望むことは

どういうことがありますか。町長のほうから遠足の記憶

がっていう、高橋さんもそうだったんですけれども、遠足

以外でということということですが、教育現場でどういう

ことができるでしょうかね。どなたでもお答えください、

せっかくですから。どなたかありますか。

○パネリスト（太田長八）　まず、自分から言ったのは、

まず細野高原に対しての愛着ね。　子供のときから。そ

れがなければ、細野高原の保全はもう無理だと考えて

おります。そういう中で、まず町民が行った中で、細野高

原のよさが分かった中で、そしてやっていけば続ける方

向で、地域効果やったんです。それによってよさが分

かって、そうすれば、先生が言ったように子供が行けば、

必ず父兄が行きます。そういう中で全体的にやっていき

たい。それとやっぱり子供たちも自分で働いたお金で

いろんなことができる。そういうことができれば、子供た

ちの教育になると考えております。

　そういう長期的に考える中で、やっぱり子供が細野

高原に興味を持たせなければ、自分は細野高原の保

全は絶対無理だと考えておりますので、そういう中で、

そこが一つのいい機会じゃないかというようなことです。

　教育的効果、高橋先生がおっしゃったテントを作っ

てそこに滞在する、そこでキャンプするとかね、やっぱ

りそういうのがあると、教育的な体験になるんじゃない

かと考えています。

　何しろ小さい子が草原に対して興味をいかに持たせ

るか。それだけは私はいろいろと考えております。やっ

ぱり何事も一から小さい時からやっていくというふうに

ありますので、そこからの教育が私は一番大事じゃな

いかと考えておりますので、そういうふうに言わせてい

ただきました。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　ほかにありますか。

　ちょっとそろそろ時間が来ているんですが、いろんな

方の質問、本当にありがとうございます。

　もう１個だけ、僕に質問、これは物的なことなんで、カ

ヤが高いという話が出て、850円で売るのは高いん

じゃないかという……

○会場より　（「いや、違う、どうしたら高くできるかとい

うことを聞きたかった」と呼ぶ者あり）

○コーディネーター（白川勝信）　それはなぜですかと

いうことなんですが、これは、中間業者に販売している

んじゃなくて、カヤの施主さんに直接販売しているので、

一旦集めると安くなりますけれども、カヤぶき職人さんと

かカヤの施主さんとしっかりネットワークをつくるのが

高い価格で販売している一つかなと思います。価格に

ついてはカヤぶき職人さんに相談して決めた価格です

ね。すみません、以上です。

　いろいろお聞きしたんですが、ちょっと最後に皆さん

から一言ずつ、草原に関わる人への誰かを想定して、

子供でもいいですし、観光客の人でもいいですし、また、

ユーチューブで見ていらっしゃる方でもいいですけれ

ども、一言ずつメッセージをいただけたらと思います。

石島さんから、今度は反対にお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　４人目だと思って安心して

いたんですが、私は観光ということからちょっとお話を

させていただければ、何で秋のススキなんだという感じ

なんですよね。これはもう10年ぐらい前から団体の宴

会型のお客さんが激減しています。今まではもう団体で

バスで来て、もう20人、30人で宴会して、朝ばっと８時

頃帰っちゃうんですよね、もう朝食を食べて。ですから、

観光する場所なんていうのは全く必要なかったんです。

秋以外の春には河津桜もこうやってやっておりますし、

夏はやはり海水浴とか、そういうリゾートという感じが

ありますのでよかったんですけれども、それなもんで、秋

が全然オフシーズンになっちゃんたですね、一時期。そ

れで、やっぱり観光協会のほうも、せっかくああいう高

原のいい場所があるんだから、ススキのイベントをや

らせてくださいということで、財産区に頼んで町と協力

してやったような状況がございますので、そのような形

で、やはり春夏秋と楽しめる、そういうコンテンツが欲し

かったということがまず１つですね。

　ですから、秋によくお客さんに言われたのは、伊豆の
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維持活動に携わる一方、携わっただけの対価を受け

取る、あるいは携わった人が対価を実感しているのか

という話がありました。こちらの細野高原は、地元の集

落の方たちが山焼きをされていますので、その方たち

がちゃんと対価を実感されているのか、あるいはそこ

に税金を使っているわけですから、町民の皆さんがそ

れを実感しているのか。そういうことが前回議論に

なったと思います。それからどう変わったのかというの

は後のパネルディスカッションで聞かせていただきた

いなと思っているところです。

　前回のテーマは、忘れられた草原の再発見、その保

全と活用ということで、生物多様性、外来種、シンニュ

ウが間違っていますね、これ。広島ならではの間違い

ですね。外来種侵入……、深入山という山があるんで、

草原の山です。草原のやぶ化、森林化など、草原の質

の問題について共有されていない。草原の生物多様性

はどうなっているんだろう、景色としてはいいけれども、

本当にそこは価値があるというのが認識されているの

かというところの問いかけと、もう一つが草原を守るこ

とによる生態系サービスや経済的恩恵を享受する仕

組みがない。これについても話がありました。その後、

たしか僕が記憶しているのは、都内の電車のつり広告

に草原のことがかけられたりというＰＲをされたりとか、

あるいは入山料を早い段階から取り始めた、草原では

あまりないのかなと思いますけれども、そういう事例を

先立ってされたという記憶があります。今日はそういう

話もまた後で聞かせていただきたいなと思っていると

ころです。

　そして今年、2021年のテーマですが、今回はオンラ

イン開催ということで、ここの東伊豆町、それから阿蘇、

そして蒜山のほうでも分科会が開催されます。大きな

テーマは、未来へつなごう！壮大な海すすきの草原、そ

して、分科会のテーマは、保全・利用・継承、草原の公

益的機能について、それから、茅の利用と草原保全と

の関わりということで、どちらかというと今、草原に話題

になっているのは茅の利用とか、利用ですね、利用と

か草原の機能というところにだんだん目が移ってきた

のかなと思っています。

　先ほど課題として示されていた２つのことですね。２

つ目は、そういう利用とか、草原の価値をどう実感する

かという話だったんですが、もう１個、１個目の草原そ

のものの価値というのが果たして僕らは認識されてい

るのか、希少生物とかですね、生物多様性のほうが認

識されているのかどうかというのは、これはむしろ草原

を研究する研究者が発信できているかどうかというこ

とになるので、ここ地元でも内山さんとかを中心にいろ

んな研究が進められてますし、今から継続的にやって

いって情報を出していかないといけないだろうなとい

うふうに思っています。

　今日こちらに呼んでいただいた縁というのが、僕ら

は草原研究グループというのを組織しています。西日

本草原研究グループというのを組織して、これは蒜山

で調査しているんですね。これだけキキョウがあるとこ

ろも珍しいです。自生のキキョウがたくさん咲いている

んですね。僕たちは大体、10年前ぐらいは月に１回集

まって、あちこちで研究していました。例えば３月は学

会で岩手県に行っていたんですけれども、十和田湖畔

までちょっと車で走っていっていました。何かこんな雪

があるのに、ちょっとでも空いていれば何か探したくな

るのが僕らの常で、このときは、東北のほうに行くとフ

キが大きくなるんですね、フキノトウも大きいのでびっく

りしました。あるいは大阪の吹田というところで、町な

かで調査をしたりしています。こんな住宅地の中なん

ですが、ここの草原は、もうここの土地が売れてしまっ

たら生き物がいなくなる。こんな町なかでも希少種とい

うのはちゃんと残っているんですね。ずっと管理がされ

ていれば、何ていうかな、開けた環境があって、継続的

に管理がされていれば、そこに生き物が残っていると

いうことが分かっています。それをじゃどうするかとい

うのは次の問題なんですね。

　画面共有が止まったんですが、大丈夫ですか。

○スタッフ　一度ちょっと。

○講師（白川勝信）　共有の再開、これですね。すみま

せん。写真を今、見てもらう……、まだ、すみません、声

だけ聞こえていたみたいで申し訳ない。

　吹田の草原はこんな感じです。

　僕たちは草原研究会なんですが、僕自身は高原の

自然館という博物館に勤務しています。学芸員という

仕事をやっていまして、会場の皆さんの手元には、この

高原の自然館のパンフレットが手元にあると思います。

とてもとっても小さな建物なんですが、博物館。博物館

はこの辺には何かあるんですかね、ないですか。静岡

○司会　それでは、ただいまより白川勝信さんによる

基調講演となります。

　白川先生は、生態学をご専門とされ、2003年より広

島県北広島町の芸北高原の自然館に学芸員として勤

務されております。現在は、湿原、半自然草原、里山林

など、地域の人間活動によって維持されている生態系

の保全をテーマに活動を展開されています。子供、事

業者、行政、ボランティアなど様々な主体による自然へ

の関わり方を見直し、新たな仕組みを組み込みながら

地域と自然を将来に残していく道を模索されておりま

す。2017年には、第１回ジャパンアウトドアリーダーズ

アワード大賞を受賞されるなど、草原をはじめとする

様々な分野での活躍をされています。

　それでは、早速でございますが、基調講演のほうをよ

ろしくお願いいたします。

○講師（白川勝信）　こっちはマイク持っていていいん

ですよね。じゃちょっと話させて……、その前に写真を

撮らせてください。何ですかね、向こう側にいる人は多

分、会場の様子が分からないと思うので、ちょっと撮ら

せていただきます。今、配信はもうされているんですか。

ありがとうございます。

　よろしくお願いします。白川です。

　今日、80分くらいお話しさせていただくと思いますん

で、よろしくお願いします。

　こんな感じですね、見えますかね。見えますかねって

いうと、ライブ配信している相手の人から返事がない

んで、分からないんですが、会場にいる人はこんな感

じです。東伊豆町ですね、いろんな人が来ています。

　これは08年の東伊豆のサミットです。全国草原シン

ポジウム08ｉｎ東伊豆ということで、今年の草原サミッ

ト・シンポジウムは１年間延びたんですけれども、本当

は2008年に一度サミットをやる予定だったんですよ

ね。それがあったので、僕としては、ああようやくここの

東伊豆でサミット開催できて、本当にうれしいなと思っ

ています。今回もここに来るのを楽しみにしていまして、

駅前のキンメダイのオブジェをまた見れるかなと思っ

たら、キンメダイのオブジェがなくてですね、それで

実は自分がこうやって回している写真がなかったんで

すよ。だから、今回こそはキンメダイぐるぐるやるぞと

思って、なかったんで、ああと思っていたら、移設されて、

この役場の真向かい側の海の近くにありましたんで、ぐ

るぐる回させてもらいました。ちゃんとヒレも動きました

ので、東伊豆に来たことがない方はぜひお立ち寄りく

ださい。

　役場のすぐ横には朝市があって、前回はこの朝市に

寄らせていただいて、たくさんの海産物が売られていて、

やっぱり海の近くだなというふうに感じました。本当に

懐かしい、懐かしい町で最高でした。

　前回もこうやって細野高原の上に登って、たしかここ

は塩坂さんから教えてもらったフライトをしているとこ

ろですかね、パラグライダーが飛ぶところで、何かこん

なこともできるのかなという、草原っていろんなことが

できるんだなということをそのときに感じました。とにか

く広くて一面ススキで、上から見れば海が見えるという、

すばらしいロケーションだなというふうな記憶があり

ます。

　今日は、僕、一番最初に話させてもらうので、前回い

ろんな写真を撮っていて、どっちかというと食べ物とか、

さっきのキンメダイの写真とか草原の写真とか、花の

写真が多かったんですが、会場で１枚だけ写真を撮っ

ていました。これどなたのスライドか分からないんです

けれども、こういうことが課題の提起というスライドが

あったんですね。山焼きによって、草原という景観を維

持することだけで十分なのかという問いかけと、草原の

造ってくださいと言ったわけじゃないですね。そうやっ

て造っても多分残りません。ここを残すのは、牛を入れ

る。これが残すための策。一つ一つの景色に一つ一つ

のできてきた履歴がある。それをどう読み解いて、それ

をどうつくっていくか、これがフィールドミュージアムの

学芸員の１個の仕事です。

　美人林といって、ブナ林と言えば白神山地のブナ林

も有名ですが、日本の中で有名なブナ林を幾つか上

げていくと、出てくるのがこの新潟県の十日町市にある

美人林のブナ、ここにも博物館があるんですけれども、

その裏山です。このブナ林はブナが細いんですよね。

東北のほうとか、ブナ林って割と広島のほうだととても

珍しい、原生林というイメージなんですけれども、東北

のほうに行くと、森を伐採して何もしないとブナがこう

やって生えてくるそうです。長野県とかも結構こういう若

いブナの林があるんですね。だから、もしこの美人林

のブナ、こんなブナ林を維持しようと思ったら、ある時

期にここを全部伐採すればいいということになるんで

す。そういうふうに人間の働きかけと風景とか自然とい

うのがお互いに行ったり来たりの関係にすると。それ

を一歩ずつ読み解いていかないと、その自然をどう残

すかとか、活用するかという話に行き着かないんです

ね。例えば棚田なんかもそうですね。こういうところに

コンクリートじゃなくて、斜面を造って水路を造ると、生

き物がそこにたくさんくる。

　これは四国中央市、愛媛県の写真ですが、僕はこの

写真がとても好きです。「ウォーリーを探せ！」という絵

本をご存じですか。すごくいろんな絵が描いていて、そ

の中にたくさんの人物が描かれていて、いろんなことを

やっているんですけれども、その中にウォーリーが１人

だけいるという絵本があるんですけれども、この写真を

見ると、何かさっきの例えば棚田だったら田んぼが広

がっているし、干潟だったら水と土が広がっている。こ

の中を探していったら細かいものがたくさんあるんで

すよね。ここは四国中央市の大歩危小歩危とか、祖谷

とか、四国は急な谷が多いんですけれども、山の向こう

のほうを見てみると、隣の集落が山に張りつくように家

が建っているんですね。あそこ人が住んでいるんです。

だから、隣の家に行こうと思ったら、すごく斜面を上り

下りしないといけないし、こちらから見えるあの家まで

も、１回下まで下りて上がっていかないといけない、そ

ういう地域です。こういう傾斜の急なところでは、どうい

う農業をされているかというと、狭い中にいろんな作物

を作っていらっしゃいます。

　これ１軒のお宅でされていると思うんですが、そして

ここで特徴的というか、特産なのがお茶なんですね。

この斜面のところのきれいに植え込まれている、これが

お茶です。

　もう一つ目を引くのが画面真ん中ぐらいに三角の

立っているのがススキですね。すすきの三角の山形の

が見えますかね、これですね、これです。これはコエグ

ロと言うのかな、肥料にするための役割が１つありま

すが、もう一つ大事な役割があって、こういう斜面だと、

何もしないと、土がどんどん剝がれてきちゃうんですね。

だから、こういうススキを置きます。特にお茶畑の下に

もこうやってたくさん続いています。

　先ほど、こうやって人間が関わってつくられたフィー

ルドというのをどうやって守っていくのかなというのが

とても大変なんですが、ものすごく面白いテーマだなと

僕は思っています。どうですか、面白くないですか。草原

もその一つだってなるんですよね。

　お茶畑、静岡県の掛川市というところもとてもお茶が

有名なところで、新幹線からもよく見えるところですが、

ここでも草が使われています。茶畑があって、手前のほ

うに結構、草地がありますよね。ここ、これ見たことあり

ますか。通っていたら見える……、あそうか、ここ静岡

だよね。そうだ、何か静岡、それはそうだ、何を言ってい

るんでしょう。もちろんご存じですよね。あの「茶」という

字の近くは草が植えられていて、そこの草もちゃんと敷

き草に使われているんですよ。そうか、僕、今日、釈迦に

説法みたいな話を今からするかもしれないですね。

　静岡の茶草場農法というのは、世界農業遺産に指

定されています。その中でお茶のパッケージの裏側に

こういう葉っぱがついていて、この葉っぱが３個なら、

認証制度をつくっているんですね。生物多様性貢献制

度というのをつくって、３個だったら貢献度が高いです

よ、２個、１個ということで、そういうお茶の味とか値段

とかという別の価値をお茶につけています。そうするこ

とで、わざわざ草を刈って、そこの草地ができることで

生きる生き物を守っている農業ですよということを知ら

せながら、お茶の生産ができるようにしている、そうい

うところです。

　そうか、静岡でしたね。でも、静岡の茶草場と同じよ

うに、にし阿波の傾斜地農耕、また四国に戻ってきたん

ですが、徳島県でされている傾斜地農耕というのも、こ

れも世界農業遺産に指定されています。こういうところ

ですね、もう斜面です。さっき写真で見ていただいたよ

うな、隣の集落に行くためにものすごく行かないといけ

ないとか、家と家がもう斜面に張りつくようになってい

る。こんな感じですね。これ別にあまり誇張しているわ

けじゃないです。ここに立つと、カメラをどの角度が正

しいのか分からなくなるぐらい傾斜が急なんですけれ

の県立博物館はすばらしい大きな博物館がありますよ

ね。博物館の仕事というのは４つあります。あそうか、伊

豆にもあれがありますね、動物園がありますね。動物園

も博物館の一つですね。

　博物館というのは４つの仕事がありまして、資料を

集めて、資料を保管して、研究して、展示・公開します。

これが博物館の責務で、学芸員の仕事ですね。最近テ

レビでも割と「ブラタモリ」とかですね、学芸員の人が

出て来てしゃべったりとか、あとは何かクジラが打ち上

げられたり、リュウグウノツカイが上がったり、ダイオウ

イカが出てくると、何かよく学芸員の人出てきますよね。

ああいう人に資料をとにかく集めていって保管する、あ

るいは美術館にも学芸員というのがいます。美術品を

集めて保管して、研究して展示・公開する。この４つを

やっているのが博物館の仕事です。美術品を集める美

術館、動物を集める動物園、水族館、あるいははきもの

博物館、鉄道博物館、切っ手の博物館ですね、いろん

な博物館があるわけですが、基本的にはこの４つをや

ります。僕はフィールドミュージアムと言って、フィールド、

つまり外の、どういうんですか、野外を博物館と見立て

ているので、町全体が博物館だという言い方をしてい

るんですね。それどうなるのかというと、野外を建物の

中に集めることはできませんから、地域に関する情報

を集めて、地域を保全して、地域を研究して、地域を展

示・公開している。例えば細野高原という地域、ここに

関するいろんな情報を集めて、そこを保全して、そこを

研究しながら、そこの情報を発信していく、そういうの

が学芸員の仕事になると思います。

　今日はちょっとこの学芸員の視点というのを皆さん

と共有できたら、草原のことについて少しヒントになる

のかな。

　植物を保存するためには、例えば植物園は栽培をし

ますよね。博物館だったら押し花を標本にしたり、ため

るんですが、フィールドミュージアムはどうするかという

と、その草原をどう守るかということを常に考えていま

す。僕も頭を悩ませています。特にその場所をどうやっ

て保全するのかとか、今日のテーマでもありますが、ど

うやって展示・公開、つまりみんなに活用していくのか。

保全したり活用したりというのは、大きなテーマだし、

正解がまだないものですね。

　例えば、ここからは写真をちょっといろいろ見ながら

お話ししたいんですが、この夏、僕は八ヶ岳をちょっと

歩いていたんですけれども、八ヶ岳というフィールド、こ

れを保全しようと思ったら、どうするかな、考えると、もう

ここを例えば保護区にする。それ一つの方法ですよね。

あるいは歩く道筋を１つ決めて、ここからはみ出ないで

くださいね。そうしたら、こういうコマクサとか、チシマ

ギキョウは守られるかもしれない。人間が何も関わら

ないということですね。

　八甲田山も登ってみました。八甲田山って、名前は聞

いていたんですけれども、行ったのはこのときが初めて

でした。こんな雪の中をガイドの人と一緒に歩いたん

ですけれども、これを保全するといっても、人間がどうこ

うするレベルのものじゃない。何もしなくても、この景色

は多分残っていくんだろう、雪の上ですからね。

　こうやってエビの尻尾と呼ばれるような、これをじゃ

博物館に持って帰れるか、これ展示・公開できないで

すね。気温が低いところで風が吹きつけるからこういう

氷の形ができる。だから、人間にはまずつくれないとい

うのは、そういうところは残すといっても、そのままにし

ておくか、温暖化を止めましょうということをするしかな

いんです。片方で、今日のお話のメインは、人間がいな

いとなくなっていくフィールド、こちらのほうが、どういえ

ばいいのかな。関わりを続けるということで、やりやす

い面もあり、やりにくい面もある。本当にさっきの自然の

中というのは、禁止、禁止ってしないといけなくて、いろ

んなことを禁止したり、見守りするのはとても大変なん

ですね。でもむしろ関わり続けるということ、例えば有

明海の干潟ですね。これも自然ですけれども、ここの自

然です。遠くまで遠浅の海があって、潮の満ち引きに

よって、満ちたり引いたりしています。こんな美しいすば

らしい景色があるし、これが潮が引いたらこういう形。

ここで行われている伝統的な漁業、こういうものという

のは、じゃこの景色を、人が入っていけるこの景色をど

う残すかといったら、捕り過ぎないということもそうで

すし、捕るためのルールをつくるという、人間側でこれ

決めていけるんですね。人が関わっているところは、人

間側が関わっていけば何か可能性があるんだろうと。

　段畑って聞いたことありますか、段畑。棚田か。棚田

はよく聞きますよね。段畑っていう景色があって、これ宇

和島の先のほうに行くとこういう景色があるんですけ

れども、傾斜が激しくて、水がたまらなくて、この細い畑

を造っているんですね。これ人がずっと石垣を積んで

造った景色です。こういうものを残していこうといった

ときには、ここの農家さんが儲かれば多分この段畑の

棚田は残っていきますし、こんな関係です。

　阿蘇ですね、これは。阿蘇に行くと、山の斜面に横向

きにずっと筋がついていて、これは誰かがつけたわけ

じゃなくて、牛は草を食べるときは横に横に移動する

ので、横に横に道が勝手につきます。これがつくことで、

段畑じゃないですけれども、ああいう段々ができていく。

この景色すごくいいなと思っても、土木業者さんにこれ

だけが持っている知識があるはずなんですね。

　自然だけだったら、ここは水が勝手に湧いてくるん

です。熊本県阿蘇市の住宅地の中のほうなんですけれ

ども、もうばんばん水が湧いてくる。これは自然の力で

すよね。自然の力で地下水が湧いてくるけれども、その

自然の力を使って人間が働きかけて水田にしていくと。

水が豊かなところで水源を造る、これはいろんなところ

で造られています。

　もっと水があるところ、これは徳島県の河口近くなん

ですが、鳴門市では広いレンコン畑が広がっています。

これは南海地震という地震が起きたときに、低湿地に

なったところを、今はレンコン畑に使っている。自然に

できたものを人間がレンコン畑にして、レンコンを作っ

て。そこには地下水がしっかりありますから、これをくみ

上げて、この機械ですね、右下のほうにあるこの機械。

これは水がぷしゅーといつも出ています。これでレンコ

ンを洗っています。ちょっとなめてみたら、鉄さびと

しょっぱい塩の味がします。

　こうして人間がレンコン畑を作っていくと、水路がで

きます。その水路に、これはわらを束ねて浮かべている

んですね。スサという、建築の方はご存じですかね。僕、

なじみがなかったんです。壁を塗ったり、左官さんが使

うときに混ぜるわらというのは、そのまま混ぜているん

じゃなくて、１回こうやって漬けておいて、乾かして、そ

れを使うそうです。徳島県は、こうやってクリークをたく

さん、低湿地でレンコン作って、クリークを造って、その

クリークをまた使っている、人間が使っているわけです

ね。それで水路をもう完全に乾かしていくんじゃなくて、

もう湿地と一緒に生きていく道を選んだことで、その水

路にはこうやってオニバスが残っていると。オニバス

は、別に植えたわけじゃないんですね。人が湿地を全

部変えるんじゃなくて、湿地の環境を生かして水路とレ

ンコン畑で、そういう生活をしたから、たまたまオニバ

スが残っていた、こういう状況です。

　だから、自然への働きかけを機械的にどんどん変え

ていくとか、大きな開発じゃなくて、そこの自然に合った

生かし方をする、使い方、生き方をすることで、今度、自

然のほうもそれに反応する生態系ができていく。

　今日ずっとこんな話ばっかりしていますけれども、

いっぱいあるんですね、日本の中に。

　これは福島県の三島町というところで、連れてきても

らったのはマタギの集落です。マタギに会ったことあ

りますか。ある人いますか、東だからいるのかな。僕、全

然マタギ、マタギとか本の中の人だろうと思っていたら、

マタギの人がちゃんといたんです。日本の伝統工芸品

に指定されている、こういう編み籠、奥会津編み組細工

という技術をこの人は伝承されていて、それを作ってい

ます。材料は山で取ってきたもので、後ろのほうにはこ

ういうブドウのつるとか、クルミの皮とか、それをいつの

時期に取ったらいいかとか、どんなサイズなら取って

いいけれども、このサイズは残しておいたらまた来年

取れるとか、そういうのを全部知識として持ちながら細

工物を作っています。

　その後ろには、こういう型枠ですね、かごを作るため

の型枠と、こういうものを持っています。カラムシとかキ

ロロとか、ああいうものも使っていらっしゃいました。そ

ういう使い方をすることで、山の中にはちゃんと野ブド

ウも残るし、いろいろな植物が残る。冬には、マタギな

ので熊を撃つらしいんですね。環境がちゃんと残って

生き物が残る。生き物が残るから、それに合った暮らし

というふうに、環境と人が行ったり来たりしながら暮ら

している。だんだん……、もういいですかね、多分。

　あと、これは兵庫県の淡路市です。小山に畑とか作

物を作っているんですけれども、棚田とか段畑とよく似

ていますが、一番上のここ、ここ分かりますか、山の一

番上。これ何だかご存じですか。これは近づくとこんな

感じです。何かあるかというと、特にない、広いんです

けれども、これはお墓なんです。淡路島、淡路の人たち

はお墓を２つ持っていて、埋め墓と詣り墓と言うそうで

す。埋め墓は埋めるところ、詣り墓はお参りするところ。

だから、亡くなったらここに体を運んで、ここに埋める

と。それは同じ場所に地域のいろんな人が埋まるんで

すね。じゃここがお墓なのかというとそうじゃなくて、家

の裏に墓を別で持っておいて、お参りするのはそっち

でお参りする。そういう独特なやり方をしているんです

が、ここを管理されているので、もちろん今はないです

よ、今は火葬になっていますけれども。でも、僕が行っ

たときには、まだ地域にそういうのを知っている人がい

るよという時代でした。ここをやっぱり草刈りするんで

すね。そうすると、そこに淡路島の希少種が残っている。

　利用の仕方が、今回分科会でもカヤの利用とか、細

野高原、観光とか、いろいろ草の利用というのはあるん

ですけれども、別の目的で利用することで、そこが草原

の生き物の生き場所になるということはあります。高知

県のお墓とかも、時々お墓で生けたものを燃やすから

ボヤが起きて山火事になって、草原の生き物が残ると

いうこともあるそうです。

　これは白老村、コタン、アイヌの人たちの家です。

こっちから見ると、全部入り口が見えています。反対か

ら見ると裏口です。ちゃんと川に沿って入り口があるそ

うですね。こうやって草を使って壁まで、屋根だけじゃ

ないですね、壁まで造ることで、断熱材に使っていると。

ども、電柱の立っている方向とか、杭とかを見ていただ

くと、斜めになっているわけじゃないことが分かると思

います。こんな斜面のすごいところで農業をしているん

ですが、やっぱり見えるのがこの真ん中、コエグロで、

近づいてみるとこんな感じです。こんな畑、僕、見たこと

なかったんです。これ畑なんです。見ていただくと、石が

いっぱいありますよね。ここの農業ってすさまじくて、草

がないとできない農業をされています。

　どういうふうに草を使うかというと、草をこうやって

刻むんですね、機械で。後ろにあるこれらの道具を使っ

て、すき込んでいくんです。すき込むときの音は、ジャ

リッジャリッといって、石を砕くような音がするんですね。

大体、草の堆肥を使うときは、１回、草を置いておいて、

それが発酵して、肥料になって分解されたところで畑

に入れるのが普通ですよね。でも、ここでは、この道具、

これも地元で作られた道具ですが、こういう道具を

使ってすき込んでいく。この刃がいっぱいあるのは男

性が使っていて、３本しかないのは奥さんが使ってい

るという話をされていました。

　こんな感じで、土壌が非常に、地力が弱いところで

農業をされています。これ世界遺産になったんですけ

れども、ここでできるものというのは、ジャガイモとかヒ

エとかアワとか、タマネギも植えていますよね。そういう

もので、じゃどう戦ったらいいんだろうということなん

ですね。世界農業遺産に認定されたはいいけれども、

ここに何かの付加価値をつけるとしたら、なかなか難

しいな、そういう話をされていました。それでも、僕は何

かこの景色を見て、すごい景色だなと思います。これ全

部、本当に機械が入らないし、人の手で一つ一つすじ

を耕して作っていって、それがこのコエグロと、それか

ら周りの景色の中にあるというのは、僕は何かの価値

がここにあるんじゃないかなというふうに感じるんで

すね。だけれども、ここにこうしたら残りますよという答

えはなかなか出ない。そう思いながら帰ってきました。

　こういうフィールドのものを残したり、考えたりすると

きに、僕はなんとなくの指針を５つ持っています。これ

は別に館の決まりとか、言われたものじゃなくて、僕自

身が思っていることなんですけれども、何か働きかけて、

そこを残していきたいとか、保全しましょう、活用しま

しょうとかいうときに、１個目が後戻りができるか。これ

やりましょうってやり始めたけれども、途中でやっぱり

やめましょうというところができていないと、１回やり始

めて失敗したのにずっと進めていくというのは、地域も

一緒にやっている人も苦しくなるし、悪い方向にいっ

ちゃう。

　２つ目が暮らしに寄り添っているか。傾斜地農耕を

守るため、世界遺産なんだから、あなたやらなきゃ駄

目ですよというような形では、多分、続いていかないの

で、そういう形で残しても意味がないだろうな。

　３つ目が土地の歴史を大事にしている。傾斜地農耕

をやっていたところを今までのそこの人の暮らしとか、

その人たちが作ってきたものをやっぱり大事にしてい

きたいなというところに。

　４つ目に、野生の生き物にも優しいか。あそこを改良

していって、何らかの別のものが入ってくるとか、何か

が失われるということがないように。

　最後に、これはもう本当に何となくなんですが、美し

いかというところがあって、そこを見たときに美しいか

なと感じるかどうかというのがとても大事なんだろうと。

　これはいろんなところに行っていろんなフィールドを

見るときに、ずっとぼんやり思っていることなんですが、

細野高原に来たときも、やっぱりそこの地域の歴史っ

てどうなんだろうというのが興味がありますし、野生の

生き物がどういうふうかなとか、きれいなところだな。で

も、その表面的なというのは何が美しいんだろうなとい

うのをいつも考える。

　こういう指針なんですが、じゃあこういうもので残し

たいものは何なんだろうなというときに、今日の一つの

言葉です。もう今日は、僕は80分ぐらいかけてこの言

葉１個だけを皆さんと共有したいと思っています。言葉

としては、共創資産というものです、共創資産。多分、検

索してもあまり出てこないと思うんです。これ僕らで話

して生まれてきた言葉です。どんなものかというと、３つ

書いています。今まで僕が話してきたのは、自然と人と

の関わりという話をしましたよね。自然と社会の関わり

によって生まれて、地域に蓄積されてきた知識とか意識

とか技術です。これを共創資産と言います。細野高原で

は、あの広い草原ですけれども、地域にとってみれば、

限られた面積をどう上手に使っていくかということが

ずっと長い間かけて、知恵と、それが大事なものだとい

う意識が育ってきて、そこに火を入れるという技術とい

うのができてきたんだと思います。この知識とか意識と

か技術、これが共創資産です。

　限られた地域の自然資源を保全しながら持続的に

活用していくための共創資産が、多分、今はまだ日本

各地に残っていると思うんですね。これは自然と社会、

どっちかが失われると、共創資産も失われてしまいます。

地域の人がいなくなれば、山焼きのやり方も分からな

いし、この風ならどこから火を入れればいいかも分か

らないし、どのタイミングで入れればというのも、これ

は細野高原だけじゃなくて、僕の住んでいる芸北でも

そうですし、多分、阿蘇の原野とか蒜山でも、地域の人

か生えないので、ちょうど中海の環境が合っていて、中

海で今見られるという、何か珍しいものだそうです。そ

れをばんばん取るんですね。僕も取らせてもらいました。

長い柄のついた、何かこういうすくう道具を使って取っ

ていました。それを岸に運んで上げています。これ誰が

やっているかというと、漁師さんがやっているんですね。

　中海というのは、干拓事業で１回、干拓の事業が始

まって、それをやーめたってやめたところです。干拓の

事業のときに浚渫をしたりとか、堤防を造ったりで水の

流れが全然変わってしまいました。そのために何もし

ないでおくと、このオゴノリがたまってしまって、中でヘ

ドロになるんですね。これがヘドロになってしまうと、海

底に卵を産む魚が卵を産めなくなる。だから、漁師さん

にとっては、これを取らないといけないんですね。海の

掃除をしているわけです。

　これだけだと、何かこう、漁師さんが海の掃除をして

いるのねなんですが、この取り上げられたオゴノリは

集められて、トラックに乗せて運ばれて乾燥されます。

こうやって乾かして、こんな感じで肥料になるんですね。

塩分濃度が高いところの海藻だと、上げるとどんどん

塩が畑に入ってくるんですけれども、汽水域なので塩

分濃度が適度に低いし、これをどのくらいまいたら野

菜が育つかというのをこの地域の農業指導員の方が

すごく研究されていて、畑ごとに見ていきながら、この畑

だったら、こういう感じでまいてくださいというのを一

緒に指導している。これってすごいなと思って、海の草、

オゴノリを取ることで海もよくなるし、今度それが畑に

入っていい野菜を作る。だから、無駄がないですよね。

　草原シンポジウムでした。そろそろ草原の話を始め

ようかなと思います。

　今回のテーマは、未来へつなごう！壮大な海すすき

の草原ということで、海と草原、こんなに近くにあるとこ

ろでは、何か草原のものも使うことでできてきた草原な

ら、今の時代に合った使い方を探していけばつながる

んじゃないかというのが多分今、大分全国で考えられ

ている流れだと思います。それが使って草原がなくなる

んじゃなくて、持続的に使う方法をどうするかというの

が多分議論ですよね。

　今日はタイトル、草原を取り巻く里が教えてくれる、

持続可能な社会の未来像ということで話させてもらい

ます。

　草原を持つ自治体が全国にどれだけあるかという

のをちょっと調べてみました。全国には1,902ぐらいの

自治体があるんですけれども、草原を持っている自治

体は多分220より多い。この以上と書いているのは、ま

だ知らない草原があるので、こう書かせてもらったん

ですが、地図の上にもこんな感じです。どうなんですか

ね。10％というのは、僕は結構少ないのかなと思って

います。何かカヤぶき職人さんが300人、200人くらい、

おなじぐらいの数なんですね。でも、全部が全部カヤ

の草原じゃないので、これは全国草原再生ネットワー

クが持っている資料を基に作った地図なので、まだこ

こから落ちている草原もあるでしょうし、ちょっと性質の

違う、例えば牧草地みたいなものも入っているので、

はっきりした数はちょっと出てこないんですが、そう遠

くない数かなというふうに思います。全国にありますよ

ね。全国にあります。

　この草原の数だけ多分、共創資産というものが残っ

ていて、今日の一つの結論的なところなんですが、今

回の件はどうやって伝えていくかという話の中で、草原

を伝えていくために必要なもの、もう大分見えてきたと

思うんですけれども、１つ目は適切な方法、２つ目は適

切な方法を実行する力、力というのはお金かもしれな

いし、人力かも、ヒト・モノ・カネとよく言われますが、そ

ういうものですね。その実行する力を今度は継続する

ための仕組み、ある１年間だけ山焼きができたね、あ

あよかった、よかったじゃなくて、翌年も翌年も、もっと

言えば10年後も、ここに僕らがいなくなる100年後ぐ

らいもできれば続いてほしいなと思えば、継続する仕

組みを何か考えないといけない。

　それから、方法とか力とか仕組みを可能にする法令

ですね。これはもう行政の仕事です。北広島町では、過

去に野焼き条例というのがありまして、その中で山焼き

ができない書き方になっていたんですね。なので、書き

換えました。草原サミットがあったのを機に条例を見

直して、ちゃんと条例の中で焼けるようにというふうに

見直しました。こういう本当細かいところではあるんで

すが、社会の中で残していくためにはこういうものもと

ても大事です。

　最後の１つが上の全てを共有して伝えるための普

及、あるいは教育というものです。今日この後、具体的

に少しこの部分もお話ししようと思います。

　ちょっと先に条例の話なんですが、北広島町は条例

をつくっています。生物多様性の保全に関する条例と

いうのをつくっていて、それについてはこのパンフレッ

トの中に載っています。一番最初にお話ししたような自

然の保護というと、入らないでくださいとか取らないで

ください、そういうことももちろん規定はできるんですが、

もう一つは、里山のようなところを守る活動を町が応援

しますよということもこの条例の中に書かれています。

そういう形で、役場の職員、僕、役場の職員です。町民

さんとかから役場はなかなか動いてくれんという見方

ちゃんとこういうふうな機能があるからこういうふうに

使っていく中で、でも、片方でそれが自然に働きかけに

なるということです。

　もう１個だけ、ちょっと話をしましょう。

　これは新温泉町、前に草原サミットをやっていた上

山高原ですが、集落が使える草原の自然は限られてい

ます。その中で一家族ごと毎日順番に刈るんですよね、

草を刈る時期は。その順番というのは毎年替わるそう

です。前日まで知らされなくて、次、あんたの番よって言

われたら、急いで準備して、家族総出で下の集落から

この山に上がってくる。１日山で草刈りをして、集落み

んなが公平に草を刈る。これ全部ススキです。そして、

ここの草原が守られてきたそうです。

　そういうふうに共創資産の特性というのは、ちょっと

まとめると、多分、設計図があったわけじゃないんです

ね。いろんなやり方で、けんかが起きたりとか、何か使

い過ぎたりとか失敗したりとかということを繰り返しな

がら、地域の中でそういうルールが多分、決められてき

た。さっきも書いていたんですが、自然と人、どっちが

欠けてもこれは維持できないもので、自然があるから

人が暮らせて、人の活動があるから、その自然が残っ

ているという、その「共に」という文字です。

　それから、生み出されるためには、多分すごく時間が

かかります。１回なくなったらできないですよね。それで、

時間による検証、時間をかけて、いいものだけが多分

今残っているので、今残っている共創資産というのは

信頼性が高いんだろうなと思います。

　ちょっと一息つきますか。大丈夫ですか。

　これ何かずっと１人でしゃべっていると、不安になっ

てくるんですけれども、大丈夫ですかね。

　じゃ、続けますよ、ありがとうございます。何か、うんう

んとかうなずいていただいたりするととてもありがたい

です。何かこう聞いている人の顔も見えないので、なか

なか難しいですね。

　これは与論島です。

　じゃあ共創資産というのは過去のものなのかなとい

う話をしていたんですが、これは与論島の与論民俗村

と言って、昔の暮らしを展示しているところです。この辺

は台風がとてもたくさん来るところなので、家は小さい

部屋の雰囲気ですね。今だと大きな部屋に居間とか食

堂とか、子供部屋とか造りますけれども、何か人が増え

たら小さな建物を１個造るみたいな説明をたしか読ん

だような記憶があります。

　これは就職して間もなく、僕は自転車で旅をしたん

ですけれども、そのときに見て、多分、自分はこういうこ

とに興味があるんだなと気づいたのがこのときだった

のかなと、今思い返すと思います。道路に街路樹として

ヤシが植えられていたんですけれども、ヤシに全部袋

がかかっているんですよ。これは多分、ヤシの実を取っ

て何かにするんだろうと思うんです、これ調べていない

んですけれども。ギンナンが、イチョウ並木ってギンナ

ンが落ちたらみんなが拾いに行きますよね。あれの先

手を打って、ヤシはこういうふうに実がつくんで、もう先

に取っている。多分これがずっと未来になると、こうい

うのが共創資産の生まれるときなのかなというふうに、

今思うと思います。こんな感じですね。ちゃんと実が集

まっているし、後から掃除しなくて済む。ヤシは植えた

ものなので、自然物ではないんですが、こんな感じで

いろんな知恵が時代時代で出てくるんだなと思います。

　今、高知県の大月町では、備長炭が生産されていま

す。もともと四国の南のほうから和歌山にかけて生育

するウバメガシというカシの木を使うのが備長炭で、

その場所じゃないとできないんですけれども、ここの大

月町では、こういうやり方では炭は焼いていなかった

そうです。それを生産者をつくろう、高知県の県の事業

で、高知の中で雇用を増やそうという事業があったん

ですね。その一つで備長炭の作り方を、親方を呼んで

きて、窯の作り方から教えてもらうというやり方を始め

ました。こうして窯をついて、生産者を１人ずつ増やし

ていって、生産をしている。これが窯の外ですね。もの

すごく大きいものです。２週間で木を詰めて、２週間で

焼き上げるという、とても時間のかかるものが備長炭な

んですが、大がかりです。芸北の山の中でやっているよ

うな小さい窯とは全然違いますね。

　こういうところも共創資産が今生まれるところなんだ

ろうなと。なぜかというと、今は、町内にある森全部の

木の量を量ることができますから、計画的にもう窯は

30基までというふうに決めているそうです。それ以上

窯を作っても、木を取り過ぎてしまうから、持続的な生

産ができない。なので、先にもう量を量ってですね。昔

はそういうことできなかったんですけれども、今はそん

な生産とか利用ができる時代になったということかな

と思います。

　事例としては、これ最後になるのかな。いいなと思っ

た事例です。

　これは中海ですね、松江市の。真ん中のほう、何台

か船が出ていて何かやっているんですけれども、こう

やって山盛り、海からすくっています、中海。これはオゴ

ノリという海藻を取っているんですね。オゴノリ、聞いた

ことありますか。多分ないと思うんですよ。オゴノリって、

汽水域にしか生えないそうです。海水と淡水が混ざる

のが汽水域ですよね。しかも、ある一定の塩分濃度し

の予算を聞いて800万円、びっくりした記憶がありまし

た。すごいお金が山に吸い込まれているなというふう

に感じたところです。でも、これは全国で起きていること

ですし、草原に限らず、先ほど見ていただいた里山とか、

いろいろな自然に僕らの税金が吸い取られているわ

けですね。そういう社会資本の喪失がいろんな草原で

起きている。これをどうにか変えていきたいなと考える

わけです。

　今までの草原サミットでも、草原を守るための労働

力をどうしようかとか、資金をどうやって集めようかとい

う話も過去にはありました。僕が初めて草原サミットに

参加したのは、たしか2007年の蒜山の大会のとき

だったんですが、岡山県の蒜山では、その当時、どう

やったらそういう資金が集まるかなという会話をした

覚えがあります。

　ただ、少し変わってきたのは、こういうふうなどう

やって労働力や資金を集めるかという話から、今は放

置された草原をもっと利用しようという議論に変わっ

てきましたよね。今回のメインテーマもそうですし、各会

場での分科会のテーマもそうなんですが、利用という

のがキーワードにもう既になっています。その利用が１

つの利用方法じゃなくて、前半で見ていただいたよう

な生態系との関係でもものすごくたくさんあるんですね。

よそでやっている利用をそのままぽんと持ってくるん

じゃなくて、まずはそこでの利用を考えていくのが大事

なんだろうと考えています。

　芸北では、こんなことを始めています。今までもボラ

ンティアで草刈り、ここにはカヤ刈りと書いていますが、

もともとは草刈りをしていたんです。草原を守るために

火入れ、山焼きができない草原をみんなで草刈りをし

ていたんですね。やぶになっていると刈り払っていたん

ですが、ここ数年は秋にはカヤを刈るようになりました。

そのときには子供たち、ついてきた子たちがこんな感

じで、もうすごく楽しそうに遊んでいます。最近の子はイ

ンスタグラムもやっているので、こういう映え写真を

撮ったりして遊んでいます。このときは子供が撮ったん

じゃないですね、カメラマンが撮ってくれました。

　こうして集めたカヤがどこに行くかというと、すぐに

屋根に行くんじゃなくて、市場に集めるようにしました。

これ名前、茅金市場と言います。カヤがお金になるので、

茅金市場。単純な名前ですね。こういう市場をつくって、

そこに出荷している。これはボランティアの人だけじゃ

なくて、地域の住民の方ならどなたでも、地域住民と

いっても、もう持って来ていただける方からどなたでも、

この日のこの決まった時間に持ってきてくださいという

ことで、１年に１回だけ市場を開けています。この日に

地域の人がみんなでカヤを運んで持ってくるわけです。

　この建物は、もともと小学校の体育館でした。学校の

統廃合によって、ここは閉校になったので、そこの中に

鋼管を組んでカヤを置けるような場所を作りました。こ

れを持っていくとお金がもらえます。だから、地域の人

は持ってきてくれるんですね。

　もらえるお金は日本円じゃないんです。せどやま券と

いう地域通貨なんですね。この地域通貨、名前はせど

やま券です。単位は石、１石が１円なので、この見えて

いる券は千石、1,000円として地域の中で使われます。

有効期限もあります。６か月以内に使わないといけな

い。６か月の間ずっと持ったままだと、これ紙切れに

なっちゃうんですね。だから、みんな使います。しかも、

地域の中で使いますから、地域の商店にお金が入る

わけですね。こんな感じです、使用例ですね。こんな感

じです。地域のみんなで集めたせどやま券でちょっと１

杯やりましょうかというところですね。最初はガソリンと

か農機具とか、農機具屋さんとかいろいろなところで

使えます。アイスクリームを食べたり、温泉にも入ったり

できます。

　集まったカヤは、屋根の修復に使われます。北広島

町内、数は少ないですが、かやぶき屋根の民家と、あと

展示しているカヤぶき建物があるので、そこに使われ

ますね。地元のカヤを使って、地元の屋根が張れる。

　これ広島県には、国の文化財になっている建物もあ

るんですけれども、町外にこうしてカヤが運ばれて使わ

れることもあります。

　ちょっとまとめてみますね。

　草原、ススキの草原からカヤが集められて、そこに

地域通貨を支払うと、地域の中をお金が循環していく。

そして、集まったカヤはかやぶき屋根の現場に出荷さ

れて、そこから収入が入ってきます。その収入の中から

地域通貨の交換としてお金が支払われます。収入のほ

うが買入れのカヤより多い……、仕入れの値段よりも

販売の値段のほうが高くしてあるので、これは茅金市

場のボランティア事業ではなくて、ちゃんと収益を上げ

ている活動になります。具体的には、３束持ってきてく

れたら1,000円、20センチだったかな。規格はこのパ

ンフレットの中の１ページ目に書いています。３ページ

目ですね。藝州茅の規格ということで、こんなカヤを

持ってきてください、こんなカヤを持ってきてくれたら、

今の値段は３束でせどやま券１枚ですね。販売のほう

は基本価格が１束850円です。高いですか……、そん

な感じで流通しています。

　こういう仕組みが回ることで何が起きるかというと、

草原ですね。先ほどから話になっている野生生物、草

もあるかもしれないですが、動く根拠がないと、僕らは

動いちゃうと、税金使ってお仕事しているので、皆さん

のお金を適当に使うわけにはいかないので、なので、

まずは条例をつくってみて、こういうことをしていきます

よというのを考えました。

　そういうものとか、あとはこの画面の真ん中にあるの

が町の全部の生物のデータを調べました。静岡県は博

物館があるんですが、広島県は博物館はないんです

ね。静岡県の博物館に行くと、どこにどの植物があるか

というのが全部データとして調べられています。もちろ

んここの東伊豆町も残っているので、それをもう１回、

町レベルの資料として１回起こしてみることはとても大

事なことかなと思います。北広島町はなかったので、実

際に何年もかけて調査をしました。

　それでもう一つがレッドデータブックです。これは、

レッドデータブックというのは環境省も取りまとめてい

ますし、県も取りまとめていますが、町は町として取りま

とめました。この理由はなぜかというと、国とか県では

一般的な種類であっても、町の中では希少な種という

のはあるんですね。ほかのところではたくさんあるけれ

ども、うちの町にはほとんどいないよ。あるいは逆によ

そには希少かもしれないけれども、うちにはたくさんい

るよ。そういうものをちゃんと見るためには、町レベル

でこういう資料とか、あるいは条例というのをきちんと

整備していくことが大事だろうなと思っています。そう

いうことで作りました。

　じゃその北広島町、どんなところかというと、西日本

ですね。面積は646平方キロメートル、標高が200か

ら1,223メートルなんで、海がありません。人口は１万

7,937人です。東伊豆町と比べてみますと、面積が東

伊豆町77.8平方キロメートル、これはホームページ

で見させてもらいました。標高は、海があるゼロメート

ルから、万三郎岳が一番高いんですか、これ合ってい

ますか、地図で見たんですけれども。1,400メートルあ

るんですね。何かこれを見て、おおってやっぱりちょっ

と興奮しました。噴火と造山運動でぐいっとこんなに海

から近いところで高い山もあるんだな。あと、人口は１

万1,701人です。北広島町はもともと４つの町が合併

してできたんですが、今日お話しする事例は芸北地域

という一部地域のお話です。この高原の自然館がある

のも芸北地域です。

　芸北地域の面積は253.6平方キロメートル、それで

もやっぱりちょっと広いですね。標高は420メートルか

ら、一番高い山があるところです。人口は2,011人、も

のすごく少ないですね。東伊豆町よりも面積としては３

倍ちょっと、3.5倍ぐらいあるのに、人口は５分の１以

下。もう本当に過疎のところです。

　その中で、まずは町同士の植生、植物の様子を見て

みると、北広島、これ実際の大きさの比率を同じにして

います。イメージが湧くかなと思います。でかい町です。

こんなに大きいのに市じゃなくて町ですね。全国平均

と比べてみると、特徴的なのは、まずどちらも森林が多

いですね。自然林は北広島町が多いです。東伊豆町は

どちらかというと植林の比率が北広島町よりも多くなっ

ている。二次草原、これはいろいろなものが混ざってい

るんであれですが、これはどちらの町も全国平均よりも

少し多くなっていて、農耕地が全国平均より少ない。市

街地、このグレーのところが市街地ですが、市街地は

東伊豆町は全国平均に近いような形ですけれども、北

広島町は市街地はあまりないという違いがあります。

海もないんですね。山の中の町です。

　そこで行われている芸北茅プロジェクトというのを

紹介します。これは多分、ちょっといろいろ参考になる

のかなと思って、このプロジェクトがあったので、今日

しゃべりなさいと言われたのかなと思っています。

　芸北にはこういう山があります。ここは山焼きをして

いるところですね。ずっと昔から放牧とか、草を取った

り採草が行われていた山で、雲月山と言います。この山

はササユリというこのユリが咲いて、これは町の花にも

なっています。隣町の花にもなっています。そのぐらいこ

の地域ではササユリが愛されていて、身近な花なんで

すね。

　こういう草原は何であったかというと、ここの草原が

利用されていた時代があって、例えば堆肥とか山菜と

か、飼料、敷き草、屋根材、それからここで遊んだり、薬

草を取ったりという、いろんな恵みを山から受け取っ

ている。だから、毎年地元の人はこの山を焼いていた

わけなんですね。

　ところが、今、山が放置されています。この雲月山も

半分以上が放置されています、一部で山焼きを始めた

んですけれどもね。放置されるとどういうことが起きてく

るかというと、これは一般的な話ですが、まず、生態系

サービスが低下していく。草原から得られていたもの

が得られなくなるし、景観も悪くなるし、絶滅危惧種の

増加、増加という意味は、今までは普通にいたものが

絶滅危惧種になっていくという意味です。

　そこで何とかしないといけないということで、例えば

ボランティアという形で労働力を集めてみて、みんなで

山を何とかしましょうということをしてみたり、あるいは、

そこに行政などから資金を投入して、補助金によってこ

れを解決しようということが各地で行われています。た

しか前回、こちらの東伊豆に来たときに、年間の山焼き

　次をお願いします。

　細野高原を利用した東伊豆町観光協会の取組とい

うことで、私たちにとっての細野高原とは～観光の観点

から～ということで、東伊豆町、ひいては伊豆を代表す

る資源であるというふうに思っております。ですけれども、

いまだ資源であり、目的となる場所ではない、こちらは

財産区長もいるのに失礼なんですけれども、そういう状

況が続いております。

　ですから、また下を見ると、私たちが考える魅力とい

うことで、圧倒的なスケール、これは町長もドーム26個

分、箱根の仙石原が知名度が高いんですけれども、そこ

の７倍になります。ですから、もっともっと本当は来てほ

しいという状況にございます。

　絶景ということで、草原の先には太平洋、そして伊豆

大島がぽっこり浮かんでいるように見えます。そして、伊

豆諸島も見えて、後ろには、私も中学のときに遠足で天

城連山、万二郎、万三郎の遠足というのを８時間かけて

行きまして、それは本当にもうつらくて、忘れられない思

い出となりました。

　そういう状況の中で、三筋山山頂というのが標高

821メートルございます。

　次をお願いします。

　その取組の２番になりますが、先ほども財産区長が

おっしゃったように、春の山菜狩りというのは財産区が

中心になって行われておりまして、私たち観光協会とし

ては、パンフレットとかチラシを作って協力して、そして

少し受付を手伝うという形になっておりますが、秋のス

スキのイベントに関しましては、東伊豆町観光協会が

主催で行っております。ここで、細野高原でしか味わえ

ない景色・体験を売りにしたイベントを企画・運営して

いるということで、こちらの詳細は次ページをお願いし

ます。

　ここで表が出てきたんですけれども、ちょうど白川先

生がいらっしゃった13年前ということで、その後からこ

の細野高原のススキイベントが始まりました。ちょうど平

成23年度から始まりまして、2011年かな。それで、今回

の秋、これから10月８日から予定しておりますが、これ

が第11回になります。ですから、10年ぐらいやってきて

いるんですが、私のイメージとしては、もっと20年以上

やっているような気がしているんですけれども、こんなも

のなんですね、まだ11回目ということで。

　これさっき高橋先生もおっしゃっていたんですが、入

山料を取るようになったのが第３回から。第３回の平成

25年度から500円取るようにしました。そして、第５回

の27年度から600円に上げました。来たお客さんは何

か、何でこんなところでお金取るのよなんていう人も多

いんですけれども、一応そういう保全のために使わせて

いただきますと言うと、やっぱりちゃんと払っていただ

けます。

　それで、第10回、昨年の第10回にはシャトルバスを

やめたんですね。第一駐車場から、400メートルのとこ

ろから山頂の手前の駐車場までのシャトルバスを回し

ていたんですが、それをやめて、それがコロナでやっぱ

りバスの中が密になるということで、町の指導も受けま

したので、それをやめて、昨年からは300円にしました、

シャトルバスなしで。中に入山していただいた後は、自

分たちで頂上に行く方も、さっき言ったように２時間か

けて行く方もいますし、その辺を散策して帰る方もい

らっしゃるということで、そういう形にしておりますので、

今年の予定も一応300円で、シャトルバスなしというこ

とで行おうと思っています。

　このシャトルバスの運営だけで、この期間中、毎年大

体300万ぐらいかかっているんですね。ですから、それ

をやらないことによって、足の不自由な方とかご高齢の

方とか、山頂まで行けなくて残念だったという話もあっ

たんですけれども、意外とこの表を見ていただくように

人数は増えているんですね、去年より。ですから、その辺

で、今年ももう一回そういう形で挑戦しようということで

今考えております。

　その下の資料２は、これはもう財産区の方々がやら

れている山菜狩りの人数でございますので、細かく書い

てありますけれども、大体このぐらいの人数で、大体25

年ぐらい前からこの山菜狩りはやっておるということを

聞いております。

　その次で、細野高原を利用した東伊豆の観光協会の

取組の３でございますね。

　私たちの課題としては、目的となる場所へのブラン

ディグや宣伝、イベントに依存しない観光地としての整

備、特にソフト面、サービス面の企画ということで、やは

りどうしても今までは花火大会などのイベントで、一過

性なんですけれども、その日にがっと集めて、もうお金

をぱっと使って集客するという形だったんですけれども、

常に東伊豆というのは海があって、高原があるというこ

とをもっと売っていきたいということで考えております。

　この二、三年、コロナもそうなんですけれども、この二、

三年、夏がすごい猛暑なんですね。ですから、海水浴に

は暑くて行かないというお客さんが夏は増えてきており

ます。私も海の近くに旅館がありますので、夏になれば

必ずお客さんが来て、海水浴に行くというふうに思って

いたんですけれども、一昨年ぐらいのときというのは、暑

いから行きませんという、海水浴に行ったお客さん、本

当に数件だったですね。目の前は海なんですよ。ちゃ

○司会　それでは、ただいまよりパネルディスカッショ

ンを開催いたします。

　コーディネーターは基調講演に引き続き白川先生に

お願いをいたします。

それぞれのパネリストの方を私のほうからご紹介をさ

せていただきます。

　まず初めに、太田長八東伊豆町長。

○パネリスト（太田長八）　太田です。よろしくお願いし

ます。

○司会　続きまして、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋佳孝様。

○パネリスト（高橋佳孝）　高橋です。よろしくお願いし

ます。

○司会　稲取地区特別財産運営委員会委員長の山田

賢一様。

○パネリスト（山田賢一）　山田です。よろしくお願いし

ます

○司会　東伊豆町観光協会会長の石島専吉様。

○パネリスト（石島専吉）　石島です。よろしくお願いし

ます。

○司会　それでは、白川先生、よろしくお願いいたします。

○コーディネーター（白川勝信）　また白川です。よろ

しくお願いします。

　ここからはパネルディスカッションということで、先ほ

どは僕のほうから一方的にたくさんお話をさせていた

だいたんですが、今日は４人の方に来ていただいてい

るので、僕はここからは進行役で、４人の方それぞれの

話を聞いていきたいと思います。皆さんそれぞれに各

分野で活躍されている人ばかりが集まっていますし、

お一人お一人の話もじっくり聞きたいんですが、多分

ここでお互いに話していただくと、面白いものが何か

生まれていくんだろうなと思って楽しみにしています。

　それでは、最初に少しお一人ずつ、８分くらいかな

とお伝えしていたんですが、自己紹介とか活動とかを

教えていただければいいと思います。特に肩書のほう

なんですけれども、ここの細野高原の場合、東伊豆町

との関わりとか、そういうことも含めてよろしくお願いし

ます。

○パネリスト（太田長八）　そうですね、先ほど挨拶し

た町長の太田と言います。

　ちょっと私のほうから町をちょっと紹介させていただ

きたいと思います。

　まず、面積とかそういう人口、先ほど白川先生からご

紹介いただきました。場所っていうのはね、静岡県の伊

豆半島の東海岸に位置しております。そして、伊東市、

下田市、この中間でございまして、東京からは本当に２

時間ほどで来られますので、このコロナが収まりました

らば、ぜひとも皆さん方、この東伊豆町においでいただ

きまして、このすばらしい細野高原を見ていただけたら

大変ありがたいと思います。

　まず、私たちの町、全国的には珍しいんですけれども、

６温泉郷から成り立っております。東京方面の大川地

区、そして北川地区、熱川地区、片瀬地区、白田地区、こ

れらが熱川地区と言います。熱川地区は一応５地区あ

ります。そして稲取地区。全部で６温泉郷。稲取地区に

おきましては、４つの地区、東区、田町区、西区、入谷区

が存在しています。細野高原の保全に関しましては、こ

の稲取地区に細野高原がありますので、この稲取地区

の４区の皆さん方にこの保全につきましてやっていた

だいております。この場にいますので、本当４区に厚く

御礼申し上げたいと思います。

　この町は気候も温暖で過ごしやすいです。この海と

山に囲まれました、この豊かな自然、今回は皆さん方に

東伊豆町に来ていただきまして、細野高原、そしていろ

あと、カヤプロ銀行というのもやっていて、３年生の授

業ではバザー活動をするんですが、最初に商品の仕

入れとかにお金が要るので、貸付けをやっているそう

です。それから、豪雨災害の被災地に寄附をしたり、こ

れを子供たちは自分たちが草原の資源を使って稼い

だお金でやっているということですね。

　こんなふうに共創資産というのは、多分、全国各地

でつくられていますし、それをまねしていくことが大事

なんだろうなと思うんです。小さいことですけれども、例

えば阿蘇で使っている火ぼてというのも、これをボラン

ティアの人たちが自分たちで作って、自分たちが使える

ようにならないと、阿蘇の火入れには参加できないん

ですね。野焼き講習がたしか２日間あるんでしたよね。

○会場より　（「今１日」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　今１日ですか。ちゃんと講座を受

けて作って参加していくことで、共創資産が受け継がれ

ている。

　あるいは、上ノ原のほうに行ったときには、茅刈り講

習会というのに参加させてもらいました。大学生とかい

ろんな人が参加していたんですけれども、そこで今度

は御殿場のほうから……

○会場より　（「ここからがこういう感じで、大体うち

のほうじゃ足でやっちゃうもんで。これで１束ですね、う

ちのほうでは。この一番下の目盛りが一番小さい束の

位置で、これで１束。ちょうど……」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　この人、なかなかほどけなくて、

結んでくれなかったんですけれども。こういう形で受け

継がれていたり、地域から地域に共創資産が技術移転

されていますよね。

　あるいは、これはカヤぶき技術の伝習施設、大内宿

というところ、福島県ですね。そこでは、廃校になった

学校の中にこういう屋根ふきの、屋根を小さいのを

作って、こうやってカヤをふく方法を体験したりしてい

ます。地域にはカヤぶき職人がたくさん生まれているそ

うです。こういう景色が残っているところで、観光客が

たくさん来るところですね。それを支えるための倉庫も

きちんと造っていて、下を空気が通るようになっていた

りとか、カヤのサイズに合った高さにしていたりとか、

いろいろな工夫が見られました。

　これは和歌山県の大学生がやっている、生石高原の

人たちがクラウドファンディングで350万集めています。

これでカヤを刈ったりする資金にしたいという活動を

しています、大学のサークル。

　そろそろちょっと事例としては最後になるんですが、

これは諫早市の岩谷口の草原です。この草原、ちょっと

写真があれで見にくいんですが、この煙が出ていると

ころからずっと全部斜面が草原です。ここもすごいです

ね。ここの火入れはすごく珍しくて、ちょっと写真で見て

いただくと、集落の人たちが作っているのは火をつけ

るための道具です。竹の筒に１つの節だけ穴を開けて、

中に油を入れています。そこにわらを刺しているんです

ね。そのわらを刺して、これを軽トラに乗せて持ってい

くと。こんな感じで火をつけています。何か油をぴゅ

ぴゅっと出しながら火をつけています。これが火入れ

の風景ですね。

　でも、ここで注目すべきなのは、この火のつけ方も面

白いなと思ったんですが、こっちの動噴です。軽トラに

乗せられた動力噴霧器。火入れのときには、この動噴

がついていって、ずるずるっと引っ張って、この水槽か

ら水をまくと。つけて、ちょっとでも広がりそうだったら、

すぐ消していくんですね。これが非常に効率的で、ここ

の集落は十六、七人で火入れをしていました。たった

十六、七人であの広さができるのは、こうやって軽トラ

が道路のほう、これは斜面の下部の道路ですが、そっ

ちの道路はもちろん、斜面の上にもこういう軽トラが入

れるところがついていて、山と、ここまで木が出ている

んですよね。炎が上がったら燃えそうになるわけです

けれども、もうすぐばあっとかけて消せる体制にあると。

だから、少人数で山焼きができるわけですね。

　ここには多分、ヒントが詰まっていて、誰でも焼ける

ようにならないのかなといつも僕は考えているわけで

すけれども、秋に防火帯、焼いていない草原は防火帯

焼きを始めてみるかな、これはうちのほうのことです。う

ちのほうは防火帯は焼かずに、当日、草刈りをするだ

けなんですが、これ防火帯焼きも、安全にするために

は大事なことかなとか。あるいは防火帯に車両が入れ

るようにしてみるというのが今のことです。

　もう１個、これは何か昨日、夜に思いついたんです

が、車両が入れる道路は難しいけれども、水が回せる

パイプを通しておいて、山水を引くのに黒いパイプとか、

農業用に売っていますよね。あれを回しておいて、何か

所かに蛇口じゃないですけれども、出るところをつけて

おいて、山焼きの日だけポンプでばあっと水が回るよ

うな仕組みにしておけば、ここはちょっと、細野高原は

広いですけれども、うちのほうにある山ぐらいだったら、

全部回すのにそんなに広くないなとか思ってみたりし

ました。とにかく山焼きをどうするかというのはとても大

事なことだろうなと思っています。

　事例について最後だったんですが、東お多福山の

保全ですごく僕が影響を受けたというかびっくりしたと

ころです。ここは都市の中にある草原なんですけれども、

みんなこれしゃがんで、鎌とかはさみでちょきちょきサ

サを刈っているんですね。この光景を見たときに、僕は

すごいなと思いました。でも、ちゃんと人間の力で刈り

切れました。作業が終わったらこんなきれいになって

いたんですけれども、その一角で何かやっている人が

いたんです。この人が何かしゃがみ込んで、ススキを

ずっと集めていたんですね。このカヤを、たったこの日

はこのぐらいでしたけれども、みんなで持って帰りまし

た、カヤぶきにするんだと言っていました。何年前だっ

たかな、随分前だったと思います。サガラさんという人

なんですけれども。それで、なるほど小っちゃくても、地

域でこうやって使い始めることがまず大事なんだなと

思って、たった数束であるんですが、その数束はきちん

と集めればちゃんと屋根の上で何年も役割を果たす。

そのときに、今のサガラさんの風景もそうなんですが、

もう１個気になったのが……

（保全活動中の太鼓の音）

これだけなんですけれども、何か愉快だなと思って、こ

ういうのっていいなと思いました。でも、これを言葉に

するには、何かうまく言えないし、何かのためということ

でやったわけでもないんだけれども、多分、人間ってこ

ういう浮かび出てくるものがあるし、そういうところが草

原の中に出てきたというのがすごくいいなと思ったとこ

ろです。

　そういう草原がいろんなところにあって、景色だけ見

ても、とてもきれいですよね、曽爾高原、奈良です。今か

ら分科会がある真庭の蒜山、遠くに大山を臨んでいる

広い広い草原ですね。それから、もちろん阿蘇、とても

広くて、阿蘇の中にもいろんな草原があるし、東伊豆町、

懐かしい草原で、僕は明日行くのをとても楽しみにして

います。オンライン参加ですよね。ここには大事な湿地

もある。

　こういう草原が全国にあって、そんな話ができて、ま

たどこかで太鼓の音が聞けるのかなとちょっと楽しみ

にしてるところです。

　まとめます。

　あまり大したまとめじゃないんですけれども、草原で

は地域の自然と人が互いに関わりながら、共創資産が

生み出されてきました。これが今日の話の主なところで

す。これは草原だけじゃなくて、いろんな生態系といろ

んなその地域とが関わりながら、その地域に独特の知

恵や技術がある。

　２番目に、その時代ごとに知識や技術を集めながら

積み重ねていくものが共創資産で、その知識や技術を

交換するのが多分、今日なのだろうなと思っています。

各地で話がありましたし、今日は皆さんに芸北の茅プ

ロをはじめいろんなことを聞いていただきました。

　その最後に見てきたような、人間だからこそ生み出

せる美しさというのが一つ草原を体現してくれている

のかなと思って、大事にして生かしていきたいですよね。

　以上で終わります。

　最後に、いろんな方に今日のスライドを作るにあ

たって協力いただいています。特に今回の大会を開い

ていただいた東伊豆町と、それから日本の各地の草

原の方に感謝します。どうもありがとうございました。

（拍手）

○司会　白川先生、どうもありがとうございました。

　学芸員のお仕事の視点での全国の事例のご紹介で

すとか、あとは自然と人間、自然と社会の関わりから生

まれる、今日初めて聞きましたが、共創資産というお言

葉ですとか、中学生の取組ですとかいろいろ興味深い

お話をしていただきました。

　ちょっと時間があまりありませんが、お一人でもお二

人でも、もし今日お話しいただいたことでご質問等あり

ましたらいかがでしょうか。

　この後もですね、この次のパネルディスカッションの

ほうも、白川先生にコーディネートをしていただきます。

お手元には質問の用紙もお配りしてありますので、今

の基調講演のことも含めてで構いませんので、そうしま

したら、次のパネルディスカッションで質問等をしてい

ただければというふうに思います。

　先生、ありがとうございました。

　改めまして、感謝の拍手をお願いいたします。（拍手）

○講師（白川勝信）　どうもありがとうございました。

○司会　それでは、続きまして、休憩を取りまして、10

時35分からパネルディスカッションのほうを始めたい

と思います。準備の関係もございますので、35分まで休

憩とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

原の生物の保護とか草原の景観の保全とか、獣害抑

止といったような多面的機能が山で発掘される。お店

にそのお金が行きますので、地域経済が少しでも活性

化する。そして、文化の面で言えば、カヤぶき建築がそ

れぞれ保存されたり、技術が伝承されたり、村落の景

観が保全されるという文化の伝承があります。

　どのくらいのこれ金額回っているかというのを見て

みると、そんなに大勢ではないですよね。2015年から

始まって、最初は持ってきてくれる人が５人で、集まった

カヤも100束でした。２年目は６人になって200束に

なりました。すごい増えましたね。３年目は９人で234

束、８人、10人、14人と増えていって、持ってきてくれる

人がどんどん増えている。2,000人、約1,000戸の集

落ですから、10戸で１％なんですよね。1.4％の人が

持ってきてくれるということになります。それで集まった

カヤを販売して、売上げが下のほうに書いてあります。

この売上げの金額は、ばらばらなんですけれども、実

は最初の年はカヤの束をすごく大きくしていたんです

ね。それで、すごく束数が少ないけれども、金額が大きく

なっています。

　この下に１行ちょっと付け足しますね。

　現在の学年と書かれています。これ何かというと、茅

金市場は中学校の活動としてやっています。中学校２

年生が茅金市場を運営しているんですね。今、その子

たちが学年で何年生になっているかというと、一番最

初に茅金市場を実行した子は今、大学２年生になって

います。この時間間隔って結構大事だと思うんですよ

ね。子供はずっと子供じゃなくて、これを知った子が今

何歳か。

　ちょっと茅プロを通じた中学生の学びを見ていただ

きたいと思います。

　茅プロ、事業としては最初こんな感じです。これ中学

生ですね、もう大人みたいですけれども。カヤを刈りま

す。みんなで束ねます。最初は下手くそですけれども、だ

んだん上手になります。途中でカヤぶき職人さんから

指導を受けて、こんな曲がったのは駄目だとか、ちょっ

と細過ぎるとか、先がそろっていないとか、束ね方を

ちゃんと指導を受けるんですね。それを運びます。実際

に自分たちでも刈るんですが、大事なのは受入れのほ

うなんですね。茅金市場での運営は、中学生がやって

いますと言いました。中学生が地域の人にチラシを

配ったり、声をかけたりして、家の近くにあるカヤ持っ

て来てくださいねというふうに言うんですね。そうした

ら軽トラに積んで持って来てくれるので受け入れます。

みんなで運びます。規格に合っているかどうかをちゃん

と調べながら受け入れています。曲がったカヤは使え

ませんから、これは駄目ですよっていうのはちゃんと言

わないといけないんですね。これ結構ハードルが高い

んですが、先生に手伝ってもらったりしながら、こうい

うのは駄目ですよということをちゃんと言う、これも学

習です。こうして何束あるかというのをちゃんと数えて

いる役割の子もいて、それぞれの子がそれぞれ役割分

担しています。車の誘導をする子もいます。

　こうして受け入れたカヤをどんどん並べていくわけ

ですが、もう当日は先生たちも総出で、総出じゃないか、

先生たちもやってきて、なかなかあまりない光景かなと

思います。

　せどやま券の発券も中学生がやりますね。ちゃんと

数を間違えないように数えて、券の枚数をカウントして

いきます。これ中学生の側が券を支払うほうですね。こ

れを渡していくと。地域の人に渡っていく。何かほっこ

りしますよね。地域の人が持って来て。

　実際に子供たちがお金を触ることで、先ほどのこの

全体像にもう一つ、教育の側面が加わるんですね。地

域資源への気づきとか、カヤってお金になるんだな。

あんなどこでも生えている草なのに、草原ってそんなに

価値があるものなのとか、あるいはお金をちゃんと

使って、商品とお金をやり取りする、あるいはカヤを販

売するとかっていう話を通じて、ちゃんと経済に関わる

んですね。これが大きな学びになります。これが次世代

の担い手育成につながる。

　今、大学２年生の年齢になっていますから、これから

どうなるかというのがちょっと楽しみなところです。

　実際の成果としては、昨年は14人から591束受け

入れて19万7,000円を、約20万円分発券しました。授

業やＰＴＡ活動で自分たちで250束を収穫したので、

71万円余りで販売したいなと思っているところです。ま

だこれは販売中ですね。その差額の50万円ぐらいは

自分たちの収益になって、教育活動に使うと。刈った

カヤは文化財建築の補修なんかに使われて、結果とし

て草原も守られる。僕がやりたかったのは草原の保全

なわけですが、仕組みをつくることで、その草原が守ら

れるという、そういう形になっています。

　ちなみにお金、何に使っているかなんですけれども、

まずは中学校に冷水機を設置したりとか、最近暑いで

すからね。ウォーターサーバーを自分たちで買ったり、

修学旅行に資金助成として、これはＰＴＡのほうから保

護者に対して１万円ずつだったかな、去年は。お金が

支払われます。修学旅行で校長から給与が支給されま

す。これはちょっと内緒にしておいてください。サプライ

ズでバスの中で給料袋が配られるんですね。自分たち

が働いて稼いだお金が自分たちのところに戻ってくる。

　私と草原の関わりもということなんですが、私は福岡

県の小倉市というところの出身です。当時、山々に行くと、

植林地の防火帯として草原がいくつかあった。あれ面

白いなと思って、むしろ焼けて大変だろうと思うんです

けれども、そこを２年に１回ぐらい、ずっと帯状に何キ

ロも草原があって、そこが私の遊び場だったんですね。

そういう原体験もあったり、あるいは南のほうで平尾台

という有名なカルスト台地。秋吉台と同じように山焼き

をやっている。やっぱり遠足に行ったり、遊びに行った

り。その原体験の下に草原に関わってきたわけですけ

れども、一番のきっかけは、実は私の高校は修学旅行

のない高校でして、いわゆる受験ばかりという、面白く

ない、非常に面白くない高校だったんですけれども。

ちょうど大阪万博の年、私が高校２年のとき、そのとき

だけ万博に修学旅行に行こうやという話が出て、その

ときに山陰地方を何泊かして大阪までバスで移動した

んですね。そのとき２日目に泊まった三瓶山という山が

とてもきれいな草原があって、牛や馬が放牧されている。

これは都会育ちの私にとってはすごい感激して、それ

をきっかけに畜産の道に興味を持ち、大学は農学部を

選んだという経緯があるわけです。

　そうこうしているうち、いろんな方と出会うことがあっ

て、今回13回目を迎える全国草原サミットの第１回目

から担当させていただいているんですよね。そういう関

係もあって、サミットのお手伝いをするような全国草原

再生ネットワークというのを立ち上げたと。

　それと時期を同じくして、さっき最初に白川さんが紹

介していただいた草原研究会、日本草原研究グループ

というのも立ち上げていただき、そのときに白川さんと

あと二、三人の方で相談して、とにかく毎月１回、どこか

草原を調査して、そこでディスカッションして回ってみよ

うや、あるいは調査の手伝いをしようやと。そうやって

中国地方を中心にいろんな草原を若い研究者を募っ

て現場のフィールドを歩きながらぐるぐるぐるぐる回って

いたという、そういうこともいろいろ重ねるうちに、今は

阿蘇に携わって、草原再生協議会、阿蘇は約２万２,000

ヘクタールの牧野があって、山焼きをやっているのが

１万6,000ヘクタールあります。その利用形態、極めて

多様でして、土地所有も多様なんですけれども、利用面

も畜産で利用されたり、カヤに利用されたり、あるいは

草刈りをして堆肥として利用されたりとやっているんで

すが、大きな観光資源にもなっていて、阿蘇の。そういう

意味では東伊豆とも共通したものがあるかもしれませ

んけれども。阿蘇においても、すごく担い手の問題とい

うのも深刻で、これをどうするかということで、年間約

2,300人のボラティアが山焼きや牧野体験に参加して

いるという仕組みづくりもちょっとやっているところです。

　前回、この東伊豆でシンポジウムがあったときに、大

きくそうですね、利用の面では観光利用、あるいはパラ

グライダーの利用というのが当時あって、新しい利用形

態どうするかという模索もさせていただいた。それから、

当時からやはり山焼きの担い手の問題というのはかな

り深刻で、東伊豆町のほうでもボランティア等の関わり

をどうやって考えていくかというようなことも論議したよ

うな記憶があります。

　それから、さっきもお話があったように、教育とか普

及の面で、子供たちをどうやって、昔は遠足で当たり前

に行っていたし、地元の人たちの草原についての実感

もあったし、誇りも多分あった。今はいろんな文化が増

えているし、全体的にも様 と々いうことで、いろんな問題

を抱えているんだというような、そういう記憶をしており

ます。この13年間でどういうふうに変わってきたのかな

というのも今日いろいろお聞きしながら、課題の共有を

できたら、いろいろ協力ができることがあろうかと思い

ますけれども。

　１つ、稲取高原で面白いなと思ったのは、何年か前

からやっている入山料ですね。草原をただで利用する

人たちは、やっぱりちゃんとそれなりの対価を払って、

ボランタリーでいいから払ってくださいという、そういう

ふうに位置づけている。これはこれからの一つの観光

行政の自然を守る形の一つの選択肢として、効果的で

はあるけれども、画期的な出来事だったのかなという

印象を持っております。

　以上です。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　高橋さんは、僕はよくよく知っているんですけれども、

会場の方も知らない方も、それから、インターネットでご

覧になっている方も、知らない方もおられると思うんで

す。先ほどあったように、日本の草原を本当にいろいろ

なところを見ている方です。草原に入って遭難したこと

もあるんでしたよね、たしか。そういう方ですが、町長か

いろな観光地を見ていただければ、町としては本当に

よかったんですけれども、このコロナ禍では本当大変、

自分自身はもう大変残念に感じております。

　そういう中で、町の基幹産業は観光でありまして、以

前は100万人以上の方が当町に来ておりましたけれど

も、今は本当、コロナ禍においてですけれども、減少し

ちゃいまして、今、去年で40万ぐらいですかね。早くこ

のコロナ禍が収まって、何とか経済を活性化していき

たいと思います。

　そういう観光以外には、やっぱりこの海、さっき言っ

たようにゼロメートルから1,400メートル、本当、傾斜

がこういうふうにありますので、本当、海と山、これを全

て満喫できますので、大変すばらしいロケーションでご

ざいます。

　そういう中で、農業、教育も盛んであります。まず、漁

業におきましたはキンメダイ、こちらはもう地域ブラン

ドになりまして、味はもう日本一でございますので、ぜひ

とも皆さん方も稲取のキンメダイ、これを味わっていた

だきたいと思います。さらに伊勢海老も取れますし、結

構豊富でございます。

　さらに農業、これにおきましても、カーネーション、こ

れはもう私も全国で一番ではないかと思います。基本

的には農林水産大臣賞、これはもう過去３回も受賞し

ておりますので、この辺はもう自信を持って、また皆さん

に進めていますし、さらにミカン、かんきつ類には

ニューサマーオレンジがあります。やはりこれも香りも

大変良く、これも東伊豆町の名産でございます。これま

た季節がありますので、町が自慢できるものがあります

ので、四季を通じて、この東伊豆町、楽しめますので、よ

ろしくお願いします。さらにスポーツにおきましてもダイ

ビングとかゴルフ、そしてパラグライダー。このパラグラ

イダー、今言った細野高原でできますので、ぜひとも海・

山・空のスポーツ、年間を通じて楽しめる、本当に四季

を通じて東伊豆町、大変すばらしいところでございます

ので、ぜひともまたご来町願いたいと思います。

　このようなことが東伊豆町ではまちづくりの目標、こ

れを満点の海・山・空は東伊豆と掲げております。この

細野高原につきましても、このまちづくりの目標の一つ

でありますので、このパネルディスカッションにおきまし

て貴重なご意見をいただければ大変ありがたいと感じ

ております。そういう中で、このあと稲取財産区の山田

委員長から保全、さらには観光協会長のほうから、この

利活用につきまして説明があると思いますので、よろし

くお願いいたします。

　私は細野高原の思い出というのは、やっぱり遠足で

ございます。当時小学生のとき、必ず遠足で細野高原に

行きました。そのときはやっぱり全学年で行きましたの

で、６年生が１年生の手を引いて行った思い出があり

ます。そういう意味でもすばらしいなと。まだ子供でした

から、草原はすばらしいなというだけで、それがですね、

やっぱり先代とその山焼きなどの苦労によってこの山

が守られていることを感じましたので、自分としてはこ

の子供たちが細野高原に子供たちが行く機会がないも

のですから、子供たちに細野高原のすばらしさを知っ

てもらった中で、さっき言った芸北の取組、これもまた

後 で 聞 き た い と 思 い ま す 。

　そういう中で、やっぱり私は遠足といった中で、今度、

富永さんとか言っていた、鹿、猪　が増えた中で、

ちょっとダニの問題が出てきました。しかし、ススキのイ

ベントをやっている中で、それに対しては十分対応して

おります。ある程度、受付において案内をして対応して

おりますので。細野高原は安全ですばらしいところです

から、よろしくお願いいたしたいと。

　私の考えはそういうことでございますもんで、またよ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　今のお話の中にもいろいろと何か視点があるんだと

思いました。

　ちょっと１つだけ、町長は地元出身なんですよね、ど

の地区。

○パネリスト（太田長八）　僕は、今は結婚して熱川地

区に住んでいますけれども、幼少期は、小さいときは稲

取地区でございまして、稲取小学校に入りまして、やっ

ぱり春と秋になると何しろその遠足が楽しみで、細野高

原に対する思い出、それが大変強いです。

○コーディネーター（白川勝信）　もう本当に地元なん

ですね。ありがとうございます。

　次に、高橋佳孝さん、自己紹介と、ご自身と草原の関

わりとか、高橋佳孝さんは東伊豆町の方ではないです

が、今日は全国草原再生ネットワークの代表理事とい

うことで参加いただいていますんで、自己紹介からお

願いします。

○パネリスト（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは。高橋

でございます。

　今、白川さんから紹介いただいたように、私は外者、

よそ者で、細野高原とそんなに深い関わりがほとんどな

いのにここに登壇していいんだろうかというね。今日そ

こにいらっしゃる内山さんはまさに稲取のご出身で、草

原に関する研究をされていると、まさにここは内山さん

がいなきゃいけない場所だと思うんです。いろいろと理

由があって、ここに出させてもらっています。

在ではあまり生活に必要と思われていないもので、い

ろんな考え方もあるでしょうけれども、自然を守るという

哲学とか概念だけでは、どうしてもこれから守っていく

のは非常に難しくなるんじゃないかなというのが私の

考えです。だから、保全していくにはどうしたらいいかと

いうと、これから地域や町にどうしても必要な場所に、

この細野高原を認知してもらうことが、認知していくこと

が重要なことじゃないかなと思います。

　その中で、先ほど白川さんのお話の中で、非常に参

考になりました。その一つとしては、あそこは水の水源

地としてもやっていますけれども、もっと水源地を広げ

て、そこにいろんな花木などを植えて、植林して、それを

観光に使ってもいいのかなと。もう一つは、先ほどから

出ている教育の場として、体験学習とか、いろんなそう

いう子供たちの教育の場にも使えたら。もう一つは、観

光資源として、自然利用のイベントとか、そういうものに

積極的に使っていただければと思います。

　財産区としても、そういうことが具体的になってきた

ら、積極的に協力して前へ進めていきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。

　今日はこの機会を利用して、皆さんのほうにも意見

を聞かせていただきまして、参考にしたいと思います。

ありがとうございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　本当に非常に大事な視点というか、たくさんありまし

たよね。植物を管理する人が絶滅危惧種だという話も、

本当にいろんなところでも起こっていることでしょうし、

ただ、管理する人がということが、発言が出ること自体

が、まだ何かよくって、地域によっては、その植物が大事

だということさえもひょっとしたらもう既に忘れられてい

るかもしれない。

　それから、もう一つのことが草原が必需品じゃなく

なったという指摘の中で、守ろうという概念だけじゃ駄

目で、具体的に何かやっていかないといけない。その

中でも、やっぱりイベントとか観光というのが強いところ

なんだから、そこを進めていきたいというお話だった

と思います。

　ありがとうございます。また後から少し詳しくお聞きし

たいと思います。

　その観光とかイベントとかを中心的に担っていらっ

しゃる石島さん、続けてお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　それでは、改めましてこん

にちは。東伊豆町観光協会の石島でございます。

　お手元に、パワーポイントのほうに10ページになる、

このジャンプしている、これは私じゃございませんけれ

ども、もっと若い人なんで、こんなジャンプすると足を痛

めちゃいますので。あと、今年の「澄んだ空気と絶景

を。」という、このポスターにもあります、これがチラシで

すね。あとそのもう一つ、稲取細野高原の冊子、これを

見ながら皆さんお聞きいただければと思います。よろし

くお願いいたします。

　それでは、まず、細野高原と東伊豆町観光協会の取

組についてということでお話しさせていただきたいと思

います。

　次のページで、自己紹介ということで、私、石島専吉

という名前なんですけれども、これは本当に私もずっと

嫌だったんですけれども、やっぱり最近やっと慣れてき

まして、これおじいさんの、祖父の名前をいきなりつけ

られました。子供の頃はすごく嫌で嫌でしようがなかっ

たんですけれども、やっとアラカンになってきて慣れて

きましたけれども、私の父の出身というのが栃木県でご

ざいました。こちらに熱川温泉のほうに修行に出されて、

そこで結婚して私が生まれたということで、今はその旅

館を私も継ぎまして、熱川温泉のほうで「ふたりの湯宿

湯花満開」というところで旅館もやっております。

　私は2018年の東伊豆町観光協会に就任しまして、

ただいま４年目で、２期目でございます。2020年、昨年、

東伊豆町産業団体連絡会の会長に就任させていただ

きまして、現在に至っております。

　この右側の写真は、毎年１回、三筋山まで歩いてい

ますというふうに書いてありますけれども、これは去年

の11月１日にちょうど第一駐車場の標高400メートル

からこの三筋山山頂の821メートルまで、往復で大体

7.5キロ、時間にして約２時間で歩きました。山頂では

妻のお弁当というか、おにぎりを食べて、この小さく前に

いるカップルも、ちゃんとお弁当を２つ持ってきて食べ

ていました。その２人の歩くのが速くて速くて、本当、追

いつくのが大変だったんですけれども、本当、軽装です

んなり歩き切っちゃいますね、若い人というのは。です

から、やっぱりそういうところも一つ面白いんじゃない

かなと思いました。

らも遠足の印象が大きかった、高橋さんは三瓶山の印

象が大きかった、やっぱり子供の頃の体験、大事なん

だなというのをお二人の今の自己紹介の中からも見て

いきますけれども、じゃ次に山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　皆さん、どうもおはようござ

います。

　私は、稲取地区特別財産区運営委員会の委員長を

やらせていただいています山田と申します。

　稲取地区の特別財産区というのは、稲取地区の区長

さんとか区の役員さんの皆さんで構成されており、細野

高原の管理や運営や、そういういろいろの事業を行っ

ております。

　財産区と言うとあれですけれども、昭和34年に、この

東伊豆町というのは城東村と稲取町が合併してできま

した。そのときに稲取地区には230町歩ほどの当時の

町有地があったわけです。その２分の１を今、稲取ゴル

フ場やバイオパークに借地しております。残った部分

はどうしようかということでいろいろ、細野高原を含め

てどうしようかということで話があって、平成３年に自治

法が改正されまして、稲取地区の４区に町から無償譲

渡され、そのときにいろいろ４区で話し合って、いろん

な分配の問題とか、いろいろ話合いが出ましたけれど

も、この際、大同団結して、４区で平等でこの細野高原

の責任を持って管理や運営をしていこうということで現

在に至っております。

　今、２分の１は、バイオパークとか稲取のゴルフ場と

かに貸してありますけれども、そのうち借地料の２分の

１は町に、２分の１を財産区の財源として使わせても

らっています。そのお金で細野高原の維持や管理、また

この各４区ありますので、各区にお金を分配して、各区

の運営をやっていただいております。

　財産区の細野高原の管理としては、防火線があり、そ

してその後、防火線焼き、その後の全体の山焼き、そし

てまた春の山菜狩りは、これは財産区としてやっており

ます。そしてまた、各４か所ばかり湿原がありますけれど

も、湿原の周りの草刈りをやっております。そして、草原

の中の道路が、結構道路がありますけれども、水とか雨

とかで結構痛むもんで、その道路の補修や管理を行っ

ております。

　防火線焼き、山焼き、これは１回につき120名ぐらい

の方に、区民に出ていただいております。この他の事業

も含めて、先ほど白川さんがお話になった800万、13

年前は800万ということで、現在は節約しまして500万

ぐらいのお金で管理と運営をしております。

　そのほか、観光協会の会長もおられますけれども、

観光協会の秋のススキがこれから始まるわけですけれ

ども、ススキ狩りにも協力したりしております。また、各種

団体で、先ほど言ったパラグライダーとかラジコンの会

とかいうように、各種団体にも利用してもらうように貸

出しをしています。

　この頃ですけれども、この前もありましたが、映画や

コマーシャルの撮影等に利用したいという希望がたく

さん多くなってきまして、それにも貸出しをして、一部の

収入にさせていただいております。

　今後の問題としては、防火線刈りもそうですけれども、

焼き、山焼きこの作業員の高齢化というのが先ほど高

橋先生の中にも、当時13年前にもあったと言いますけ

れども、現在はもっと深刻で、私は昭和24年生まれで

すけれども、大体中心になっているのは昭和20年代、

30年代生まれの方が山焼きとか防火線焼きとかの中

心になっていますので、非常に高齢化が進んでいます。

それとまた産業構造の変化で、昔は、前にも言ったよう

に農家の人が中心とかそういうことが主だったんです

けれども、今は農業から観光やいろんなお勤めの方が

増えて、当日の人員確保をするのに非常に苦労してお

ります。

　またもう一つ、一番これも大きなことかもしれません。

先ほど町長のほうからもありました、原野や山に対する

関心が非常に低くなっておりまして、そういうことも含め

て原野を守っていくというのは非常に難しくなっている

のが現実です。

　また、私はよく冗談で言いますけれども、この細野に

は多くの絶滅危惧種があり、このことを、この絶滅危惧

種を守っていくのが本当に大事なことだと思うし、また

それが我々の仕事だと思いますけれども、植物はあるん

ですけれども、その管理をしていく人のほうが絶滅危惧

種の状態になっているというのが現実な問題です。昔

は、原野は農家の資源や、要するに農家の堆肥とか何

とかという資源や生活も今までのような茅葺きの生活

の資材として必要な場所でありました。そのためにみん

な非常に協力的で、いろんなことを一生懸命管理して

いただきましたけれども、正直いって時代の流れで、現

んと海はやっているのに、そういう状況です。

　ですから、私の娘なんかも夏の旅行で昼神温泉の星

を見にいったとか、やっぱりそういう高原を求めるお客

さんが多くて、夏を涼しく過ごしたいというのもあるのか

もしれません。ですから、もっとこう海だけではなくて、こ

の細野高原も売っていきたいということです。

　現在の取組なんですけれども、昨年からちょうど財産

区のほうも細野高原を考える会というのを立ち上げて

あるそうで、私たちも年間活用委員会というのを発足し

ました。これは春と秋のイベントだけじゃなく、年間で細

野高原を利活用する方向性として、ハイキングを掲げ

て整備や企画の立案を実施しています。このハイキング

というのを、やっぱりただ普通に歩いてくれというん

じゃつまらないと思いまして、ハイキングの聖地づくりに

取り組んでいるということで、今年の５月９日にはジオ

ガイドつき、そしてキッチンカーも山頂まで用意して、そ

のプレツアーを実施しました。これは25名参加で、女

性がすごく多かったんですけれども、それをやったりと

か、先週の９月19日にはインフルエンサーを呼んで、

招待してＰＲしていただいたり。今いろんな媒体に出す

とかというよりも、そういうもうやっぱりインフルエン

サーを呼んだほうがすごく効果があるんですね。これは

いろんな広告もそうなんですけれども。ですから、そうい

うことを常にやっておりました。

　あと、今年の10月17日にも、そのハイキングのガイ

ドツアーを今、インターネットのほうで参加を募集して

おりますので、またよろしくお願いしたいと思います。

　そんな形で、この右側にある写真も、これは夜の星空

観賞。これも二、三年前のＪＲのデスティネーションキャ

ンペーンのときに夜の星空観賞のツアーというのを５

月と９月かな、そういうふうにやったときもございまして、

そんなことになります。

　じゃ次の。

　活動とＳＤＧｓということで、ＳＤＧｓって何なのかなと

いうふうに私も思ったんですけれども、今やっているこ

とがそういう保全の一部を担っているんじゃないかと

いうことで、こんな表を作成しました。東伊豆町観光協

会としては、観光客、利用客から、先ほどの入山料を頂

いて、それを財産区のほうに一部、これ本当に少なくて、

微力で申し訳ないんですけれども、大体20万から30万

ぐらいですかね、毎回そんなぐらいで、一応頑張ってや

らせていただいております。

　最後のですね。

　本当に細野高原はこの町の宝でございます。細野高

原を生かしながらの利活用が観光業が主産業である

この東伊豆町にとってとても大事だと考えております。

来年度、先ほど町長もおっしゃっていたような６つの温

泉場が一つの東伊豆町観光協会に統合されるという、

一本化事業というのもございまして、観光協会が一つに

なります。これによって、ここだけの話ということでもな

いんですけれども、稲取の細野高原というよりも、東伊

豆町の細野高原というふうにしていきたいと私は思っ

ておりまして、みんなで、全町そろって細野高原をもっと

頑張って利活用を考えて生きたというふうに思っており

ます。

　最後の資料なんですけれども、これは年間のいろい

ろな、財産区と観光協会のいろんなイベントがここにあ

りますので、参考までご覧いただければと思います。

　本日はよろしくお願いします。

　以上でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　先ほど高橋さんから前回の話題になっていたという

話があった観光、それから担い手のうちの観光につい

て、随分詳しく教えていただきました。ありがとうございま

す。特に金額とかですね、人数とか見させていただいた

ら、やっぱりさすがだなと思うのは、まずきちんとこうい

う数字が出ている上に、コロナ禍でも大きくは減らずに、

むしろしっかりと継続が続いているというところが見え

ているというのがすごいなと思いました。

　高橋さん、さっき今日聞きたいなとおっしゃっていた

ことのうちの観光の話が今報告があったんですけれど

も、聞いてみてどうですか。阿蘇のほうでも観光というの

は大きな柱だとおっしゃっていたんですけれども、いろ

いろ、規模としては随分違うと思うんですけれども、比較

しながら何か感想を教えてもらえればと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　私、観光専門じゃないです

ので、何とも言いかねるんですけれども。阿蘇の場合は

地震の影響がかなりあってですね、それによって幹線

道路が寸断されたりということで大きなダメージを受け

たわけなんです。いまだもって、やはり草原の観光的な

評価というのはすごい高いですね。前もお話ししたこと

があるんです、来訪者に阿蘇の魅力を尋ねたときに一

番魅力に感じたのは、やっぱり広い草原で、多分この

国立公園に指定された頃は火山が一番人気でござい

ましたと思うんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　阿蘇の火山ですね。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。火口が見える

とか、活火山であるとか、雄大さとかあるとは思うんです

けれども、そういうふうにモータリゼーションの関係で

道路や交通機関がかなりこう発達してくると、広い草原

の魅力というのは観光客にすごく大きいんだろうなとい

感想とかもいただきたいと思います。

　もう一つ、すみません、ちょっと先ほど聞いたときに落

としちゃったんですけれども、今、４区の共有地みたい

になっているんですよね。それは何年でしたかね、何年

に話し合って、４区の共有にしようということになったん

でしたっけ。

○パネリスト（山田賢一）　合併自体は昭和34年に合

併したんですけれども、それをそれぞれ城東村が持って

いた土地、稲取町が持っていた土地、稲取町が持って

いた土地をどうするかということも議会の中でもいろい

ろお話しされて……、町長が発言します。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですね。いいで

すか、すみません。

○パネリスト（太田長八）　基本的には今言ったように

町村合併のときに稲取の地区のこの細野高原につい

て話し合いがありました。そのときは、やっぱり町が一

枚かんで、町と４区の共有の土地で、さっき言ったよう

に、ゴルフ場、そしてアニマルキングダム、動物園、これ

に関しては２分の１。今もその分配は変えませんけれど

も、使用に関しましては、私がなって多分すぐくらい、結

構４区からそういう要望があった中で、４区の所有だっ

たのが１０年くらい前かな。そのぐらいですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　10年前ぐらいですか。

○パネリスト（太田長八）　大体ね。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。

　だから、あれですよね。昭和の合併のときにそういう

話合いがまずあって、最近というか、10年前ぐらいにも

う一度、そこの所有を見直すというか、そういう流れが

あったわけですね。

○パネリスト（太田長八）　結構ね、４区のほうから、も

う前々から一応、４区の所有にしてくれといった中で、話

合いがあったんで、役場も巻き込んでそうなったと感じ

ております、あと４区の強い希望ですね。

○コーディネーター（白川勝信）　昭和33年頃といっ

たら、草の利用はどうだったんですかね。柑橘って割と

ずっと何ていうか、堅調な産業だったのかなと想像す

るんですけれども。

○パネリスト（山田賢一）　その合併する日が来てか

ら、しばらくの間は、今も町長の話の中にもありましたが、

ゴルフ場とかバイオパークも含めて、草刈り場、採草地

だったんです。そこを正直いって、今４区と言いますけ

れども、昔はほとんど一つの入谷区と言うんですけれ

ども、そこが全員ほとんど出て、それで全部で言う200

何十町歩を自分ちで管理しておりました、合併した頃、

前後ですね。そういうことでやっていまして、ここの入

谷区というところの人はほとんど全戸出て管理をして、

防火線から山焼きからやっていました。山焼きなんか

は、ひどいこと、今じゃ考えられませんけれども、朝振

れというのがありまして、朝６時頃、班長さんが今日は

山焼きやるから出て来いと言って、それは有無もなく出

なきゃならないような状況でやっていました。今日の

仕事があるとか予定なんていうのは、それはもう無視

されて、そういうことで皆さんで、入谷の皆さんが管理

してきたものです。

○コーディネーター（白川勝信）　その頃の人の意識と

随分今と違うんでしょうね。何かその地域の行事という

か、もうやることが決まっている。もう年中行事みたいな。

○パネリスト（山田賢一）　だから、先ほど言ったよう

に、あまり利用しなくなった、農家でも使っていた人が

あまり利用しなくなったというのがやっぱり一番大きな、

大きな関心がなくなってきたということじゃないかと私

は思います。今でもよく共同で山焼きの管理をしていた

だいていますけれども、この役員以外の方の中には、

何で俺んちが山の管理をしなきゃならないんだ。海岸

線のそれこそ近くとか、町の中の人には、そう言われる

ことも多々あります。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。そういう意

味では、あれですよね。前回の、前回って、13年前のこ

とを言うのもあれなんですけれども、課題だった山の価

値を共有しないと担い手もまた続かないかもねというと

ころは、まだまだ今もちょっと課題としてあるのかもしれ

ないですね。ありがとうございます。

　そんな中で、さっきバイクの、モトクロスの人が増えて

きたという話があったんですけれども、ちょっと質問を

いただいていまして、バイクも問題があると思います。マ

ウンテンバイク、モトクロスの人の利用はどうですかと

いうことで、お聞きしたいことというのは、草原管理の立

場とか観光の立場からメリット、デメリットなんで、観光

の立場のほうからちょっと、石島さん、バイクとかモトク

ロスの人たちの観光の仕方というのはどうなんですか

ね。うちのほうを見てみると、ツーリングでやって来て、

ちょっと休憩して、また次のところにずっと行くような感

じで、何か通り抜ける形の、モトクロスじゃないので、

ツーリングバイクはうちのほうもよく来るんですけれども、

モトクロスというのは林道を走っている感じなんです

か、未整備の。どんな感じで。

○パネリスト（石島専吉）　私もそのあまり詳しくはな

いですけれども、財産委員長が言われたのは、駐車場、

その第一駐車場、第二駐車場ぐらいまで来て、山を見て、

いいところだねって言って休憩して帰るんだったらい

いんですけれどもね、その400メートル以上の上の、細

野高原の山頂近くの三筋山の近くまで林道がずっとあ

うのがあるんですが、阿蘇の場合は160ぐらいある、牧

野という言い方をするんですけれども、草原が160ぐら

いあるというふうに考えてください、細野高原みたいな

草原が。そういう世界の中で、観光についての新しい取

組というのは、阿蘇はまだ畜産が盛んなので、防疫、伝

染病が大きく広がることを一番恐れています。そのため

に牛がいるところに簡単に入れないような仕組みに

なっているんですが、牛がいないときだとか、あるいは

きちんと防疫、薬剤を散布したりあれしたりして、入る人

も人を制限して、ちゃんとガイドつきで入るという仕組み

をどんどん広げています。それで、さっきお話あったよう

にガイドで回った人は、そのうちの何人かを牧野組合

のほうに渡しているという、そういう形で、大きくバスで

歩いて、とにかくいっぱいで動くというような世界ではな

くて、そういった本当の草原のよさを学んで入っていっ

て、そこのいろいろ、さっきからお話があったように、自

然だとか文化だとか、野焼きというのがこれだけ大変な

作業で、こんなにきれいに守られているんですよという

ことも一緒に含めてですね、ガイドさんとの会話の中で

そういう会話をする。

　将来的には、多分、牧野を管理している人の若い人

がガイドになっていく、そんな仕組みづくりもこれから

やっていこうかなというふうに、こういうところです。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　山田さんのさっきのお話を聞くと、随分、観光の分野

と、すごくこう、どういえばいいんですかね、連携がよく取

れているなというふうに感じたんですよ。何か阿蘇のほ

うは、やっぱり牧野ということで、牛を放牧しているんで、

防疫ということで、しっかり消毒しないと、入ってもらっ

て病気を媒介したら困るとかっていうことがあったんで、

その辺では何か、あまり地域の方とかも観光客の人が

たくさん来ることには全然抵抗がないというか、むしろ

来てほしいというような感じなんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　観光客の方が来てほしい

というか、観光地ですから、そういうことは協力はして

いかなければならないと思いますけれども、いろんなこ

とのトラブル……、先ほどちょっと言ったけれども、今年

はね、非常にオートバイの方が細野高原に入ってきて、

物すごい大きな音で何十台って連なってくるもんで、そ

ういうことをこれから少し対策を考えなきゃならないか

ということは考えていますけれども、観光地である以上、

多少はね、イノシシとか鹿しか歩かない道よりも、やっ

ぱり人が歩いてくれたり、人がいることのほうが地元と

してはありがたいもんで、それはいろんな皆さんに注意

をしてもらいながら、多くの方に来てもらうということは、

それはいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　もう一つ、ちょっと山田さん、お尋ねしたいんですけ

れども、利用の中で、観光のイベントとか利用が結構ご

紹介いただいたんですが、何かほかの農業に草を利用

するとか、そういうことは今はどういう状況なんですか。

昔は、さっきあったというふうにおっしゃっていました

けれども。

○パネリスト（山田賢一）　昔はですね、もう今から、私

たちが若い頃は、あの全山がほとんどはげ山になるぐ

らい、皆さんあそこで草を刈って、そして堆肥にしたり、

畑の中へ引き込んだり、いろんな利用をしていました。

ほとんど、だから、水際の下ぐらいからずっと、ほとんど

草を刈り取ってしまいまして、見事なはげ山みたいに

なってしまっていました。昔はそれほどあったんですけ

れども、今は数人の方が草を刈って資源にしているぐら

いで、ほとんど草を刈る人は、非常に少なくなって、昔に

比べればもう激減というか、ちょっと、というのがこちら

の柑橘が主体だったんですけれども、その産業が非常

に衰退しちゃったもんで、そういう意味もあると思います。

○コーディネーター（白川勝信）　柑橘の畑の中に、ミ

カン畑の中に草を入れていたということですね。

○パネリスト（山田賢一）　はい、それがほとんど中心

でやっておりました。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。その数人

の方が今、すごく少ない数でやっているということで、あ

まりこう、使える草はたくさんあるけれども、草を使うこと

は随分減ってしまったということですかね。

○パネリスト（山田賢一）　そうだと思います。昔はそ

れこそ部落中というか、皆さんで、私が若い頃もそうで

すけれども、取りっこというかな、朝の４時頃から草を刈

りにいって、朝明るくなって、何だおまえらそこにいたの

かというぐらいみんなで草を刈っていましたけれども、

今はそういうことはほとんどないですね。草は幾らでも

ありますけれども、持っていく方は非常に少なくなってい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。資源はあ

るけれども、使えていないということですよね。何か

ちょっともったいないなというところなんです……、そう

だ、皆さんの手元に質問用紙というのが用意されてい

ると思います。話を聞きながら、アイデアとか意見があれ

ばぜひ書いていただければと。感想でもあれば。もし書

かれた方は、ちょっと手を挙げていただくと、役場の山

田さんが集めてくださるので、できればちょっと質問を

書いてください。何か僕の聞きたいことばかり聞くのも

もったいないので、ぜひぜひちょっと皆さんのご意見と

るわけですよ、狭い。そこをがんがん走っているらしい

んですよ。ですから、そこからまた転がり落ちちゃったり

とか、いろいろそういう事故にもつながっているみたい

なんで、今ちょっと苦慮されていて、入り口にちょっと

チェーンでもやって、それは取って行けることは行ける

んですけれども、もう少し意識をしっかり持たせたほう

が、何かね、よくないんじゃないかということもあって。そ

ういうことは山田さんからこの間言われて、そうだなと

いうふうに思いました。

○コーディネーター（白川勝信）　確かに事故があっ

たりすると。

○パネリスト（石島専吉）　そうですね。やっぱり私た

ちの考えるハイキングの聖地と、そういうバイクとかっ

ていうのは、ちょっとリンクしないんですね。ハイキング

で歩いているところをばんばんこう上っていっちゃうら

しいんですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

○パネリスト（石島専吉）　ですから、ちょっとその辺

は規制しないとまずいんじゃないかなというふうには

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　その辺を規制する

道、そこは市道なんですかね、町長。そうですか、市道

ですか。どういう形の規制が考えられますかね。

○パネリスト（太田長八）　基本的に町道が抜けてい

るんですよ。その町道に関して遊歩道が続いているの

で、そういう部分に関しましても私道なので、それはすぐ

にできると思いますので。町道に関しましては制限でき

ません。やっぱり一番心配するのがこの細野高原、住宅

地を通ってくるもんで、渋滞とか住民の理解がないと活

用できませんのでね、それなので今、細野高原付近の

住宅の理解を得られるようやっております。それこそ今

度はバイクなど、これ規制できませんもんでね、そういう

なかで細野高原の活用がちょっと中座するのが困るな

というのが現状でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　マウンテンバイクとかで来る人はいるんですか。うち

のほうはスキー場があるんで、スキー場の夏のシーズ

ンにマウンテンバイクでだっと下るとか、林道を下ると

か。自転車ですよね。自転車あまりないですか。

○パネリスト（山田賢一）　ないと思うよ。

○パネリスト（太田長八）　自分が把握したのは、熱川

地区はね、比較的林道があるもんで、熱川地区が結構

マウンテンバイクが来ているのは聞いていますけれども、

細野高原に関しては、ちょっとマウンテンバイク、普通の

オートバイが結構来るんじゃないかと、これは想像です。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ちょっとまた別の質問なんですけれども、そういう意

味で、これまであった自然イベント、自然利用で、何か

細野高原に合っているものというのは山菜狩りとかス

スキ狩り以外でどんなのが、どんなイベントがいいか

なという質問が来ているんですけれども、どういう方向

性が……

○パネリスト（太田長八）　正直いって星空やったん

ですよ。星空のほうも、自分はもう最高でした。やっぱり

行ったときに、もうライトも全て消して、虫の音だけ聞くよ

うな感じで、たまたま虫の声が聞こえて、本当にすばら

しいなと思ったんですよ。しかしながら、やっぱり寒さ、

これが寒いということで、２回やってちょっと断念したん

ですけれども。そうやった中で、星空のこと、これもある

程度やったら本当、都会の人も喜ぶんじゃないかと思

います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ほかに何かアイデアがありますか。山田さんとか石

島さんのほうは。どんなイベントがいいなというのが

あれば。

○パネリスト（山田賢一）　要するに今、私が考えてい

るというか、皆さんにも細野高原を考える会の中に

ちょっと提案させています。要するに細野高原の里山づ

くりという形で、奥山じゃなくて、あそこはまだ里山だよと

いう形で、里山のよさを広げていきたいなと。そういうこ

とで今、細野高原の入り口、これは財産区の土地じゃな

いんですけれども、やっぱり入谷部落の振興会という昔

の団体がありまして、そこの土地が６町歩ぐらいありま

して、ほとんど細野高原に隣接したところですけれども、

そこを今、森林組合の組合の皆さんが今まで植林され

ていたもんで、そこを全部伐採して、そこに今、ヤマザク

ラを全部植えようかなんていうことで、ヤマザクラの里

を今、これは国とか県の補助金をもらって森林組合が

やってくれているんですけれども。それで、地主さんは振

興会というところですけれども、将来的にはそこをヤマ

ザクラの里にしようと。中は当然、材を出すのに林道を

造りましたんで、そこが散策道路になるかなと。そこが、

うちの振興会の山だけが６ヘクタールぐらいならある

んですけれども、その奥に町の山も10町歩近く、10ヘク

タールぐらいあるもんで、今、町長ともお願いしているん

だけれども、そこ全体を全部やって、いろんなことに使

えないかな。そうすれば、振興会のほうもいろんなこと

があるんじゃないか、できるんじゃないかと。

　農協さんもいろいろそこを今、あそこにも農協の施設

もありますから、これはボツになったんですけれども、

一時、あそこで、要するに地ビールの工場を造ってやり

たいという、いいな、地ビール、ビール飲みながらあの

高原でススキ眺めたらいいなというようなことで、それ

を私たちも非常に賛成して協力したんですけれども、

ちょっといろんな事情で、それはボツになりましたけれ

ども。

　そういういろんなことで、あの高原をいろんな方面で

楽しんでもらえるような、これから設備というか、利用し

ている団体とか企業があったらいいな、私は考えてい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　何かいろんなことが、道路がやっぱり中まで通ってい

るというのがいろいろ、シャトルバスが行けるようなとか、

そういう整備ができているなというのがすごいんだろう

なと思います。

　片方でちょっと管理のほうの質問も来ているんです

けれども、担い手の問題というのも先ほどありましたが、

もう一つ、省力化という関係で、これ僕の話の中なんで

しょうね、山焼きの道路の防火帯に沿って軽トラが入れ

るようにするような話が蒜山でも聞いたことがあるけれ

ども、細野高原でも何かそういうことができる部分が

あったらコメントをお願いしますということなんですけ

れども、これどなた……、そういうのが可能そうなところ

というのはあるんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　防火帯、先ほど今、白川先

生の言った、あそこの防火線沿いにパイプを引くかとい

う案も去年出ました。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。やっぱ

り一晩で考えるようなら大体考えているんですね。

○パネリスト（山田賢一）　やって、水道屋さんに見積

りを取らせてやってみてはどうかなと思ったら、距離が

長過ぎてちょっとそのままやるんじゃ難しくないかという

ことで、それはボツになりました。

　もう一つ、今、いろんな林業試験場とかなんとかでお

話を聞いているのは、内山さんが専門ですけれども、あ

の防火線に防火林を植えて、要するに火の広がらない

ような防火林を植えて、それがただの面白くない木じゃ、

何も観光資源になりませんから、将来的に防火林であ

りながら観光資源の一助になれるような、例えばいい

んじゃないかって、内山さんが専門ですけれども、サザ

ンカとかツバキとか、一番強いのはサンゴジュなんて

いうのがあるらしいんですけれども。それらを防火帯に

10メートルぐらい、本当の火が出るところじゃなくて、火

があまりばんと燃えないようなところは防火林で防火帯

みたいなものを設置したらどうかなというようなことも

皆さんとは議論していますけれども、まだ実現はしてい

ません。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

　やっぱり結論というか、ちょっとすぐには出ないんで

しょうね。どこの地域でもいろいろそういう山焼きの省

力化とか安全性というのは出されているんですけれども、

高橋さん、何かその辺で、阿蘇のほうでは物すごいたく

さんの山焼きやっていますし、工夫されている部分もあ

ると思うんですけれども、人数も多いですが。ちょっとど

ういう、事故のほうの部分ですし、省力化の工夫で何か

あれば教えてもらえますか。

○パネリスト（高橋佳孝）　やっぱり事故は、毎年とは

言わないけれども、数年に１回必ず出ているんですね。

事故が起きると、もうやめてしまうという、そういった一

つ大きな問題が２つあって、１つはもう担い手がいない

で、いつやめるかを考えず、ただやめてしまう。責任者が

責任を取るなんて無理。例えば阿蘇の場合では、区長さ

んが火入れの責任者。

○コーディネーター（白川勝信）　火入れ責任者。

○パネリスト（高橋佳孝）　であれば、区長さんという

のは、例えば２年、３年で替わっていきますよね。そうす

ると、もう区長になりたくないという人が出てくるんです

よ。しかも、それ裁判ざたになったりとか、いろいろ面倒

くさいというのがあって、それで、多分この阿蘇の分科

会で相談される南阿蘇の村長さんがいて、南阿蘇村は

地震による被害によって野焼きができなくなったところ

が多いけれども、もともとそういう構造的な問題で、いつ

もどうなるか分からないというから、どんどんやめる、や

める、やめるというのが出てきていたんですね。そこで

少なくとも火入れ責任者は首長がなるということで、実

は安心して野焼きを再開した牧野参加者。ただ、それは

もちろん責任者だけの問題じゃなくて、そこに県や、ある

いはボランティアや市町村の協議会みたいなものをつ

くってみんなで応援してそこを再開するわけです。なぜ

再開するかというのは、これも多分、分科会で論議され

るように、熊本市民にとっては水源の源である草原の水

源涵養力というのは、実は阿蘇のほうは森林よりはる

かに高いんです。もしかしたら東伊豆もそうかもしれな

い。そういう草原の価値をみんなで共有して、それを

守っていくために役所も汗をかくし、お金も出しましょう

ということでやっている例が１つあります。

　もう一つは、牧野ごとに、さっき白川さんがおっしゃっ

たように車が通れる防火帯をやっぱり造りたいという

のが物すごく強いみたいですね。鉄鋼スラグの廃材み

たいなものが簡易的にですね、舗装までいかなくてもか

なり強い道が造れるということがあって、そういうものを

り保全という中で、首都圏から来る人が結構多いので、

500円、それくらいのお金ですけれども、地元の人に

とっては500円高いなと言いますけれども、首都圏から

来れば取りあえずそれが妥当ではないか。しかし、やっ

ぱり行くまでは結構ブーブー、周りを見ますと、現地に行

きますと、やっぱりすばらしい景色を見た中で、それは

当然当たり前の話だということを聞きますのでで、町と

してはそれがいいんじゃないかとは確認しております。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　入山料の話をしたら、先ほ

ど言った、今ススキがあるだけじゃなくて、今年、去年は

コロナのことでやらなかったんですけれども、山菜狩り

でも、私たち財産区で、入り口のところでお金を頂いて

います。あそこの入り口のところで来て、町民の方とよそ

から来た人はちょっと金額を変えて頂いております。

○コーディネーター（白川勝信）　細かい対応をして

いるんですね。

○パネリスト（山田賢一）　そうですね。それはいろん

な観光協会さんのご指導でいろいろやっていまして、町

外の方とか宿泊した方、地元の方ということで、３段階

ぐらいに値段を分けてやって、財産区の役員があそこ

でガードしてやっております。

○コーディネーター（白川勝信）　なかなか結構ね、お

金を頂くというのは勇気の要ることで、お金出したけれ

ども、こんなかってなっちゃう……

○パネリスト（山田賢一）　文句が出ますけれども、こ

れは富士山のあれと一緒だから、この山も管理するお

金ですからということで頂いています。

○コーディネーター（白川勝信）　そういう意味じゃ、

草原の価値を知っていないと、お金下さいとは言えな

いわけですから、それだけ価値を認識しているというこ

とですよね、地域の皆さんが。

○パネリスト（山田賢一）　何回かは、あそこまで来て、

ゲートのところで帰っていく方も結構います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。帰っていく

方もおられるんですね。

　草原の価値という中で、さっきちょっと質問とかを後

に、教育のことについて、町長もおっしゃったし、高橋さ

んもおっしゃっていたんですが、幾つか質問が来てい

るんですけれども、まず、高橋さんに、全体的なことだと

思うんですけれども、草原の価値の教育的効果につい

てのことの質問で、草原で子供たちに何を伝えられる

のかというのと、火入れとか野焼きを体験すること、伝

統的な作業としてそういうことを体験することの意義み

たいなところは、大きな話ですけれども、どういうところ

にあると思いますかという質問なんです。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原、教育者じゃないんで、

偉そうに語ることはできないんですけれども、価値と言

うまでもなく、大きく２つあると。１つは体験、五感で体験

したり、野焼きを体験したり、自然の雰囲気を体験した

り、草花を観察したりということと、それからやっぱり仕

組みづくりを学ぶというところですね、文化も含めてで

すね。体験に関しては、学校の中では語れないし、教え

ることができないことが屋外でできる。

　阿蘇の場合、全部の小学校で草原の学習をすること

が今できています。それで、発展性というか、私たちもそ

のほうがいいなと思ったのは、それを端緒にして、今度

はそれが公民館活動に地域活動にいく。そうすると、地

域の関わってくれる人たち、大人の人たちも増えていく

し、景観も入ってくるし、公民館として地域の草原を守っ

たり、上で寒いんですが、阿蘇の場合、草泊まりという、

草刈りをして、地元の集落と草刈り場の集落まで500

メートル以上の標高差があって、毎日通うの大変だか

ら、家族みんなで山の上に行って、草で作ったテントで

２週間ぐらい泊まって草刈りするという文化があったん

ですけれども、その中で子供たちを泊まらせて体験させ

たりというようなこともできている。

　だから、端緒は学校教育からだったんだけれども、

今は地域教育というか、教育という言い方がいいのか

悪いのか分からないんだけれども、地域の文化や歴史

や、その成り立ちや技術や意識や知識というものです

ね、子供たちに引き継いでいくと同時に、家族やその関

わる人たちにも広がっていくというものがいいですね。

少しずつ何か所かに広がっていく。そこのほうが私は

大事になってくるかなと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ＳＤＧｓの地域版とい

うか、そういうこと……

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。そんな感じに

なるのがいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　先ほど石島さんから

も、最後のスライドでＳＤＧｓという言葉があったんです

けれども、観光コンテンツそのものとしてのＳＤＧｓとか、

そういう学習のニーズというのはあるんですかね。ＳＤ

Ｇｓを学ぼうとか、そういう草原の自然、先ほどでの説明

だと、観光での収入が草原の保全に行くということだっ

たんですけれども、阿蘇ではボランティアの人は年間

2,000人以上来るし、実はうちのほうも木を切ったりと

か草刈りの体験を教育ツアーとして、一応プログラムと

いうのはあるんですけれども、そういうのは、こちらのほ

うではそういうニーズみたいなものというのはあるもん

ですか。

導入することで、野焼きを再開したり、そういう、向こうで

は恒久防火帯という言い方をするんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　恒久、ああずっと使

えるもの。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうです、ずっと使える防火

帯。道路さえあれば何とかなる。そういうものに対しても

県の事業として、導入するところにはそういう必要な経

費を出すというふうなこともでてきています。

　やっぱり今の方向性としては、恒久防火帯ですね。

　もう一つは、以前、草を刈っていて、もう裸になるよう

な状態がありました。阿蘇も秋吉台も全くそういう状態

ですね。その頃はですね、こんなに広く防火帯を切らな

くても安全だったんですよ。草がもう持ち出されている

から、火をつけてもそんなに大きくならない。今は雄大

でもう映像に入るとものすごくいいように見えるかもし

れないけれども、まさに危険な状態にあるわけですね。

25メートルぐらいまで炎が上がったりします。そんなに

危ないんじゃ、もう野焼きができないという話があった

んですが、最近、カヤ刈りとして、冬場の枯れた草をい

ろいろな方が刈っているんですよ。牧野さんにもお願い

をして、そこに入らせていただいて、たくさん刈るように。

牧野さんがそれで一番喜んだのは、野焼きが楽にな

るって。もともとあの草原の価値があって、それを維持し

ようとすることも重要ではあるんですけれども、実は、そ

れを維持するためには草をうまく利用することがそれに

もまた役に立っている。もちろんお金という点もあるかも

しれないし、材として文化財の保全に役立ったりするこ

ともあるかもしれないけれども、利用することで、実は管

理の省略化や安全性にも物すごく貢献できているとい

う、そういう仕組みづくりをみんなで共有していって、

やっぱり何か草を利用する算段と創意工夫によってひ

とつひとつやっていかれたらいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　そもそも利用してい

たから草原なのであってというところに立ち返るという

ことですね。

　ちょっと会場からの草の利用についての質問、多分、

山田さんにお答えいただいたらいいと思うんですけれ

ども、１つはミカン畑に草を使っていたときは何月ぐら

いに使っていたんですかということなんですけれども、

刈る時期というのは、決まった時期に刈っていたんで

すか。

○パネリスト（山田賢一）　刈る時期は、10月から11

月、要するにこれから秋口にかけて、もうカヤが緑がな

くなってきて、要するにそれのほうがもちがいいもんで、

青い草を刈ってやるよりも。だから、皆さん大体、草が枯

れ始めた頃から、10月から11月頃から。それで、して、

少なくとも２月に山焼きをやるもんで、山焼きのときまで

には、刈った草は持ち出してくださいよというようなこと

でやっておりました。

　だから、そうですね、大体今から、10月から11月頃

が一番多いと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　それと、かやぶき屋

根には使っていたんですか。

○パネリスト（山田賢一）　僕の記憶というか、前は

使っていたという話も聞きますけれども、実際、私は見

ていないもんで、何とも言えません。使っていたと思い

ますよ。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。使って

いたとしても、大分昔、古い時期ということですね。なる

ほど。ありがとうございます。

　ちょっと別のユーチューブのほうからの質問、すごい

いっぱい来ています。何か皆さんやっぱり、これはです

ね、シャトルバスのほうなんで、石島さんにお伺いした

いんですけれども、シャトルバスをやめたのに料金を

取っているのはどこで取っているんですか、どういうふ

うに徴収している、徴収方法を教えてくれませんかと書

いているんですけれども、それは何かゲートを設けたり

とか、そういうことですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。下の103台置け

る駐車場の入り口のところに受付がございまして、そこ

で一応、感染症対策でいろいろアルコールをやったり

とか、そういうときに払っていただいてパンフレットを渡

しています。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。コロナ対

策も一緒にできるしということですね。

○パネリスト（石島専吉）　はい。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　そのやり方というのは、割と最初の頃からそういう形

でやっていたんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。その期間だけな

んですけれども、ですから、１日過ぎれば無料で入れ

ちゃうんですね。ですから、最初は私も何でお金取るん

だよってものすごい言われているようなお客が多かっ

たんだけれども、やっぱり最初はそういうふうに、高橋

さんが言っていたように、入山料って何で取るのってい

うのを、無料のイベントというのはよくないという前任の

観光協会長から言われていて、そちらの前任の観光協

会長がそういうふうにして、私たちもそれを引き継いで

います。それを財産区のほうにも使用料として払えると

いう形になっております。

○コーディネーター（白川勝信）　町長、何か。

○パネリスト（太田長八）　入山料に関しては、やっぱ

秋って紅葉するところあるのかいって言われて、昔はも

う強気でしたから、もう団体客ばんばん入ってくるから、

じゃ結構ですよ、もうどこかの箱根とか北関東とか東北

で見てくださいと、紅葉は。伊豆はちょっとないんで結構

ですみたいな感じだったんですけれども、今は反対で

すから。紅葉する木はないんですけれども、やっぱりそ

ういうススキで秋を楽しんでほしいというのが１つです。

　あともう一つだけ、去年のススキのイベントで7,200

人来たわけですけれども、そのうちの350人にアン

ケートを取ったんですね。さっきの話とちょっとつなが

るかもしれないんですけれども、イベントの売りで何が

一番よかったですかというのは、やっぱり「絶景」でした。

これ断トツで絶景。それで、参加したい新企画、これは

多かったのが「１日限りの星降るキャンプ場」、あと、

「大自然をそのままに」という方もありますし、あと、「野

外コンサート」。これは今年はできないんですけれども、

一昨年まではホルンの演奏会だとか、稲取高校の吹奏

楽部の演奏会を土日にやったりとかしておりましたの

で、そういうことです。あと、細野高原に必要な施策とい

うことで、「アクセス道路の拡充」とか「絶景ポイントの

紹介の充実」とか、そういうことを書かれている方が多

かったということですね。

　ですから、伊豆というのは本当に秋も楽しめるんだと

いうことを観光客の皆さんにも知ってほしいということ

でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

秋を楽しんでほしいという、観光客の方へのメッセージ。

　山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　管理していくのがどういう

ことかということを言われてもあれですけれども、私はよ

く親戚とか友達とかなんとか来たときに、細野高原を連

れていくと、必ず言われるのは、何だ伊豆は山が深いん

だな、よく言われます。大体皆さんは海岸だけ走って

帰ってきて、伊豆半島の中のほうへ入るのは、天城道路

ぐらいのところしかないと思いますけれども、各町には

深い山が、山が深いです。だから、そういうことを楽しみ

ながらいろいろ山を楽しんでいただければありがたい

なと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　すみません、ちょっとチャイムが鳴っちゃって、時間が

来ちゃったんですけれども、コンパクトに高橋さんと町

長にもコメントいただいて終わりたいと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原は非常に懐の深い資

源だと思います。それで、将来に向けて決して暗いこと

ばかりじゃなくて、多分21世紀の持続的社会を語る、こ

れほど人と自然との関わりの仕組みが何千年も続いて

いるというのは、すごい懐の深い地域資源なんだろうと

いう。ただ、それを私たちが気づいていないような、これ

は研究者にもしかりだと思うし、行政においても多分し

かりだと思いますけれども、そういう意味では、もう一度、

草や草原の魅力をみんなでいろいろ創意工夫しなが

ら考えていく。新しい社会への土植えも可能になってく

る、そういう明るい展望を持ってみんなでぜひ協力し

合って次の世代にちゃんと続いていくようにしたいなと

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　じゃ最後に町長、お願いします。

○パネリスト（太田長八）　これは本当、ユーチューブ

を見ている全ての方に、これはもう人と地域の問題じゃ

ありません。これは全国の問題でございますので、全国

の方々、草原に対して興味を持っていただくことが私は

一番だと考えています。そういう中でこの草原、将来に

わたって保全なんかもね、やっぱり市町村の自治体で

連携してより多くの自治体に入ってもらった中で、草原

をいかに守っていくか、これをまたやっていきたいと思

います。そういう中ではまたユーチューブを見ている方、

その辺また支援と協力を賜ると大変ありがたいと思い

ますんで、よろしくお願いします。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　最後に非常に力強い、全国の方々、それから全国の

自治体に向けて草原共有を持ってまた加わっていただ

きたいというメッセージをいただきました。

　ちょっと僕の進行が不手際で12時を過ぎてしまいま

したが、これでパネルディスカッションを終わりたいと

思います。

　もう一度、４人のパネリストの方に感謝して拍手をい

ただけたらと思います。（拍手）

　どうもありがとうございました。

　じゃ、配信のほうもこれで終わらせていただきます。ど

うもありがとうございました。

○司会　皆さん、どうもありがとうございました。

　午後ですが、１時から東伊豆、阿蘇、蒜山の３会場で

分科会を開催いたします。午後１時になりましたら、そ

れぞれの会場で分科会を開始してください。よろしくお

願いいたします。

　その後の全体会のウェブ配信については、午後３時

20分からを予定しておりますので、午後も引き続きよろ

しくお願いいたします。

　午前の部につきましては、以上で終了となります。あり

がとうございました。

○パネリスト（石島専吉）　細野高原はまだそういう形

にはなっていないんですけれども、いろいろ摘果のミカ

ンの収穫を手伝うとか、いろいろそういうカーネーショ

ンの花を、そのまま結局時期が過ぎちゃって、全部それ

を捨てちゃうわけですね。そういうのを何か手伝う体験

だとか、そういうことは、農業体験のほうなんですけれ

ども、そういうのは少しずつプログラムに入れているん

です。まだ参加者は少ないんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　そうなんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そういうのは年間を通して

いろいろちょこちょこやっています。

○コーディネーター（白川勝信）　じゃ何か、これだけ

宿泊施設もあり、こういう海と山とっていう、すごく近いと

ころにあるという環境だったら、本当に、うちは体験教

育とかをすごく受け入れているので、何かメニューが

つっこんでいきそうだなと感じました。すみません、

ちょっと僕の興味のほうでちょっと質問をかぶせてし

まったんですが。

　もう一方、これも教育のことなんですけれども、次世代

に伝えていくために教育現場でできること、望むことは

どういうことがありますか。町長のほうから遠足の記憶

がっていう、高橋さんもそうだったんですけれども、遠足

以外でということということですが、教育現場でどういう

ことができるでしょうかね。どなたでもお答えください、

せっかくですから。どなたかありますか。

○パネリスト（太田長八）　まず、自分から言ったのは、

まず細野高原に対しての愛着ね。　子供のときから。そ

れがなければ、細野高原の保全はもう無理だと考えて

おります。そういう中で、まず町民が行った中で、細野高

原のよさが分かった中で、そしてやっていけば続ける方

向で、地域効果やったんです。それによってよさが分

かって、そうすれば、先生が言ったように子供が行けば、

必ず父兄が行きます。そういう中で全体的にやっていき

たい。それとやっぱり子供たちも自分で働いたお金で

いろんなことができる。そういうことができれば、子供た

ちの教育になると考えております。

　そういう長期的に考える中で、やっぱり子供が細野

高原に興味を持たせなければ、自分は細野高原の保

全は絶対無理だと考えておりますので、そういう中で、

そこが一つのいい機会じゃないかというようなことです。

　教育的効果、高橋先生がおっしゃったテントを作っ

てそこに滞在する、そこでキャンプするとかね、やっぱ

りそういうのがあると、教育的な体験になるんじゃない

かと考えています。

　何しろ小さい子が草原に対して興味をいかに持たせ

るか。それだけは私はいろいろと考えております。やっ

ぱり何事も一から小さい時からやっていくというふうに

ありますので、そこからの教育が私は一番大事じゃな

いかと考えておりますので、そういうふうに言わせてい

ただきました。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　ほかにありますか。

　ちょっとそろそろ時間が来ているんですが、いろんな

方の質問、本当にありがとうございます。

　もう１個だけ、僕に質問、これは物的なことなんで、カ

ヤが高いという話が出て、850円で売るのは高いん

じゃないかという……

○会場より　（「いや、違う、どうしたら高くできるかとい

うことを聞きたかった」と呼ぶ者あり）

○コーディネーター（白川勝信）　それはなぜですかと

いうことなんですが、これは、中間業者に販売している

んじゃなくて、カヤの施主さんに直接販売しているので、

一旦集めると安くなりますけれども、カヤぶき職人さんと

かカヤの施主さんとしっかりネットワークをつくるのが

高い価格で販売している一つかなと思います。価格に

ついてはカヤぶき職人さんに相談して決めた価格です

ね。すみません、以上です。

　いろいろお聞きしたんですが、ちょっと最後に皆さん

から一言ずつ、草原に関わる人への誰かを想定して、

子供でもいいですし、観光客の人でもいいですし、また、

ユーチューブで見ていらっしゃる方でもいいですけれ

ども、一言ずつメッセージをいただけたらと思います。

石島さんから、今度は反対にお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　４人目だと思って安心して

いたんですが、私は観光ということからちょっとお話を

させていただければ、何で秋のススキなんだという感じ

なんですよね。これはもう10年ぐらい前から団体の宴

会型のお客さんが激減しています。今まではもう団体で

バスで来て、もう20人、30人で宴会して、朝ばっと８時

頃帰っちゃうんですよね、もう朝食を食べて。ですから、

観光する場所なんていうのは全く必要なかったんです。

秋以外の春には河津桜もこうやってやっておりますし、

夏はやはり海水浴とか、そういうリゾートという感じが

ありますのでよかったんですけれども、それなもんで、秋

が全然オフシーズンになっちゃんたですね、一時期。そ

れで、やっぱり観光協会のほうも、せっかくああいう高

原のいい場所があるんだから、ススキのイベントをや

らせてくださいということで、財産区に頼んで町と協力

してやったような状況がございますので、そのような形

で、やはり春夏秋と楽しめる、そういうコンテンツが欲し

かったということがまず１つですね。

　ですから、秋によくお客さんに言われたのは、伊豆の
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維持活動に携わる一方、携わっただけの対価を受け

取る、あるいは携わった人が対価を実感しているのか

という話がありました。こちらの細野高原は、地元の集

落の方たちが山焼きをされていますので、その方たち

がちゃんと対価を実感されているのか、あるいはそこ

に税金を使っているわけですから、町民の皆さんがそ

れを実感しているのか。そういうことが前回議論に

なったと思います。それからどう変わったのかというの

は後のパネルディスカッションで聞かせていただきた

いなと思っているところです。

　前回のテーマは、忘れられた草原の再発見、その保

全と活用ということで、生物多様性、外来種、シンニュ

ウが間違っていますね、これ。広島ならではの間違い

ですね。外来種侵入……、深入山という山があるんで、

草原の山です。草原のやぶ化、森林化など、草原の質

の問題について共有されていない。草原の生物多様性

はどうなっているんだろう、景色としてはいいけれども、

本当にそこは価値があるというのが認識されているの

かというところの問いかけと、もう一つが草原を守るこ

とによる生態系サービスや経済的恩恵を享受する仕

組みがない。これについても話がありました。その後、

たしか僕が記憶しているのは、都内の電車のつり広告

に草原のことがかけられたりというＰＲをされたりとか、

あるいは入山料を早い段階から取り始めた、草原では

あまりないのかなと思いますけれども、そういう事例を

先立ってされたという記憶があります。今日はそういう

話もまた後で聞かせていただきたいなと思っていると

ころです。

　そして今年、2021年のテーマですが、今回はオンラ

イン開催ということで、ここの東伊豆町、それから阿蘇、

そして蒜山のほうでも分科会が開催されます。大きな

テーマは、未来へつなごう！壮大な海すすきの草原、そ

して、分科会のテーマは、保全・利用・継承、草原の公

益的機能について、それから、茅の利用と草原保全と

の関わりということで、どちらかというと今、草原に話題

になっているのは茅の利用とか、利用ですね、利用と

か草原の機能というところにだんだん目が移ってきた

のかなと思っています。

　先ほど課題として示されていた２つのことですね。２

つ目は、そういう利用とか、草原の価値をどう実感する

かという話だったんですが、もう１個、１個目の草原そ

のものの価値というのが果たして僕らは認識されてい

るのか、希少生物とかですね、生物多様性のほうが認

識されているのかどうかというのは、これはむしろ草原

を研究する研究者が発信できているかどうかというこ

とになるので、ここ地元でも内山さんとかを中心にいろ

んな研究が進められてますし、今から継続的にやって

いって情報を出していかないといけないだろうなとい

うふうに思っています。

　今日こちらに呼んでいただいた縁というのが、僕ら

は草原研究グループというのを組織しています。西日

本草原研究グループというのを組織して、これは蒜山

で調査しているんですね。これだけキキョウがあるとこ

ろも珍しいです。自生のキキョウがたくさん咲いている

んですね。僕たちは大体、10年前ぐらいは月に１回集

まって、あちこちで研究していました。例えば３月は学

会で岩手県に行っていたんですけれども、十和田湖畔

までちょっと車で走っていっていました。何かこんな雪

があるのに、ちょっとでも空いていれば何か探したくな

るのが僕らの常で、このときは、東北のほうに行くとフ

キが大きくなるんですね、フキノトウも大きいのでびっく

りしました。あるいは大阪の吹田というところで、町な

かで調査をしたりしています。こんな住宅地の中なん

ですが、ここの草原は、もうここの土地が売れてしまっ

たら生き物がいなくなる。こんな町なかでも希少種とい

うのはちゃんと残っているんですね。ずっと管理がされ

ていれば、何ていうかな、開けた環境があって、継続的

に管理がされていれば、そこに生き物が残っていると

いうことが分かっています。それをじゃどうするかとい

うのは次の問題なんですね。

　画面共有が止まったんですが、大丈夫ですか。

○スタッフ　一度ちょっと。

○講師（白川勝信）　共有の再開、これですね。すみま

せん。写真を今、見てもらう……、まだ、すみません、声

だけ聞こえていたみたいで申し訳ない。

　吹田の草原はこんな感じです。

　僕たちは草原研究会なんですが、僕自身は高原の

自然館という博物館に勤務しています。学芸員という

仕事をやっていまして、会場の皆さんの手元には、この

高原の自然館のパンフレットが手元にあると思います。

とてもとっても小さな建物なんですが、博物館。博物館

はこの辺には何かあるんですかね、ないですか。静岡

○司会　それでは、ただいまより白川勝信さんによる

基調講演となります。

　白川先生は、生態学をご専門とされ、2003年より広

島県北広島町の芸北高原の自然館に学芸員として勤

務されております。現在は、湿原、半自然草原、里山林

など、地域の人間活動によって維持されている生態系

の保全をテーマに活動を展開されています。子供、事

業者、行政、ボランティアなど様々な主体による自然へ

の関わり方を見直し、新たな仕組みを組み込みながら

地域と自然を将来に残していく道を模索されておりま

す。2017年には、第１回ジャパンアウトドアリーダーズ

アワード大賞を受賞されるなど、草原をはじめとする

様々な分野での活躍をされています。

　それでは、早速でございますが、基調講演のほうをよ

ろしくお願いいたします。

○講師（白川勝信）　こっちはマイク持っていていいん

ですよね。じゃちょっと話させて……、その前に写真を

撮らせてください。何ですかね、向こう側にいる人は多

分、会場の様子が分からないと思うので、ちょっと撮ら

せていただきます。今、配信はもうされているんですか。

ありがとうございます。

　よろしくお願いします。白川です。

　今日、80分くらいお話しさせていただくと思いますん

で、よろしくお願いします。

　こんな感じですね、見えますかね。見えますかねって

いうと、ライブ配信している相手の人から返事がない

んで、分からないんですが、会場にいる人はこんな感

じです。東伊豆町ですね、いろんな人が来ています。

　これは08年の東伊豆のサミットです。全国草原シン

ポジウム08ｉｎ東伊豆ということで、今年の草原サミッ

ト・シンポジウムは１年間延びたんですけれども、本当

は2008年に一度サミットをやる予定だったんですよ

ね。それがあったので、僕としては、ああようやくここの

東伊豆でサミット開催できて、本当にうれしいなと思っ

ています。今回もここに来るのを楽しみにしていまして、

駅前のキンメダイのオブジェをまた見れるかなと思っ

たら、キンメダイのオブジェがなくてですね、それで

実は自分がこうやって回している写真がなかったんで

すよ。だから、今回こそはキンメダイぐるぐるやるぞと

思って、なかったんで、ああと思っていたら、移設されて、

この役場の真向かい側の海の近くにありましたんで、ぐ

るぐる回させてもらいました。ちゃんとヒレも動きました

ので、東伊豆に来たことがない方はぜひお立ち寄りく

ださい。

　役場のすぐ横には朝市があって、前回はこの朝市に

寄らせていただいて、たくさんの海産物が売られていて、

やっぱり海の近くだなというふうに感じました。本当に

懐かしい、懐かしい町で最高でした。

　前回もこうやって細野高原の上に登って、たしかここ

は塩坂さんから教えてもらったフライトをしているとこ

ろですかね、パラグライダーが飛ぶところで、何かこん

なこともできるのかなという、草原っていろんなことが

できるんだなということをそのときに感じました。とにか

く広くて一面ススキで、上から見れば海が見えるという、

すばらしいロケーションだなというふうな記憶があり

ます。

　今日は、僕、一番最初に話させてもらうので、前回い

ろんな写真を撮っていて、どっちかというと食べ物とか、

さっきのキンメダイの写真とか草原の写真とか、花の

写真が多かったんですが、会場で１枚だけ写真を撮っ

ていました。これどなたのスライドか分からないんです

けれども、こういうことが課題の提起というスライドが

あったんですね。山焼きによって、草原という景観を維

持することだけで十分なのかという問いかけと、草原の

造ってくださいと言ったわけじゃないですね。そうやっ

て造っても多分残りません。ここを残すのは、牛を入れ

る。これが残すための策。一つ一つの景色に一つ一つ

のできてきた履歴がある。それをどう読み解いて、それ

をどうつくっていくか、これがフィールドミュージアムの

学芸員の１個の仕事です。

　美人林といって、ブナ林と言えば白神山地のブナ林

も有名ですが、日本の中で有名なブナ林を幾つか上

げていくと、出てくるのがこの新潟県の十日町市にある

美人林のブナ、ここにも博物館があるんですけれども、

その裏山です。このブナ林はブナが細いんですよね。

東北のほうとか、ブナ林って割と広島のほうだととても

珍しい、原生林というイメージなんですけれども、東北

のほうに行くと、森を伐採して何もしないとブナがこう

やって生えてくるそうです。長野県とかも結構こういう若

いブナの林があるんですね。だから、もしこの美人林

のブナ、こんなブナ林を維持しようと思ったら、ある時

期にここを全部伐採すればいいということになるんで

す。そういうふうに人間の働きかけと風景とか自然とい

うのがお互いに行ったり来たりの関係にすると。それ

を一歩ずつ読み解いていかないと、その自然をどう残

すかとか、活用するかという話に行き着かないんです

ね。例えば棚田なんかもそうですね。こういうところに

コンクリートじゃなくて、斜面を造って水路を造ると、生

き物がそこにたくさんくる。

　これは四国中央市、愛媛県の写真ですが、僕はこの

写真がとても好きです。「ウォーリーを探せ！」という絵

本をご存じですか。すごくいろんな絵が描いていて、そ

の中にたくさんの人物が描かれていて、いろんなことを

やっているんですけれども、その中にウォーリーが１人

だけいるという絵本があるんですけれども、この写真を

見ると、何かさっきの例えば棚田だったら田んぼが広

がっているし、干潟だったら水と土が広がっている。こ

の中を探していったら細かいものがたくさんあるんで

すよね。ここは四国中央市の大歩危小歩危とか、祖谷

とか、四国は急な谷が多いんですけれども、山の向こう

のほうを見てみると、隣の集落が山に張りつくように家

が建っているんですね。あそこ人が住んでいるんです。

だから、隣の家に行こうと思ったら、すごく斜面を上り

下りしないといけないし、こちらから見えるあの家まで

も、１回下まで下りて上がっていかないといけない、そ

ういう地域です。こういう傾斜の急なところでは、どうい

う農業をされているかというと、狭い中にいろんな作物

を作っていらっしゃいます。

　これ１軒のお宅でされていると思うんですが、そして

ここで特徴的というか、特産なのがお茶なんですね。

この斜面のところのきれいに植え込まれている、これが

お茶です。

　もう一つ目を引くのが画面真ん中ぐらいに三角の

立っているのがススキですね。すすきの三角の山形の

が見えますかね、これですね、これです。これはコエグ

ロと言うのかな、肥料にするための役割が１つありま

すが、もう一つ大事な役割があって、こういう斜面だと、

何もしないと、土がどんどん剝がれてきちゃうんですね。

だから、こういうススキを置きます。特にお茶畑の下に

もこうやってたくさん続いています。

　先ほど、こうやって人間が関わってつくられたフィー

ルドというのをどうやって守っていくのかなというのが

とても大変なんですが、ものすごく面白いテーマだなと

僕は思っています。どうですか、面白くないですか。草原

もその一つだってなるんですよね。

　お茶畑、静岡県の掛川市というところもとてもお茶が

有名なところで、新幹線からもよく見えるところですが、

ここでも草が使われています。茶畑があって、手前のほ

うに結構、草地がありますよね。ここ、これ見たことあり

ますか。通っていたら見える……、あそうか、ここ静岡

だよね。そうだ、何か静岡、それはそうだ、何を言ってい

るんでしょう。もちろんご存じですよね。あの「茶」という

字の近くは草が植えられていて、そこの草もちゃんと敷

き草に使われているんですよ。そうか、僕、今日、釈迦に

説法みたいな話を今からするかもしれないですね。

　静岡の茶草場農法というのは、世界農業遺産に指

定されています。その中でお茶のパッケージの裏側に

こういう葉っぱがついていて、この葉っぱが３個なら、

認証制度をつくっているんですね。生物多様性貢献制

度というのをつくって、３個だったら貢献度が高いです

よ、２個、１個ということで、そういうお茶の味とか値段

とかという別の価値をお茶につけています。そうするこ

とで、わざわざ草を刈って、そこの草地ができることで

生きる生き物を守っている農業ですよということを知ら

せながら、お茶の生産ができるようにしている、そうい

うところです。

　そうか、静岡でしたね。でも、静岡の茶草場と同じよ

うに、にし阿波の傾斜地農耕、また四国に戻ってきたん

ですが、徳島県でされている傾斜地農耕というのも、こ

れも世界農業遺産に指定されています。こういうところ

ですね、もう斜面です。さっき写真で見ていただいたよ

うな、隣の集落に行くためにものすごく行かないといけ

ないとか、家と家がもう斜面に張りつくようになってい

る。こんな感じですね。これ別にあまり誇張しているわ

けじゃないです。ここに立つと、カメラをどの角度が正

しいのか分からなくなるぐらい傾斜が急なんですけれ

の県立博物館はすばらしい大きな博物館がありますよ

ね。博物館の仕事というのは４つあります。あそうか、伊

豆にもあれがありますね、動物園がありますね。動物園

も博物館の一つですね。

　博物館というのは４つの仕事がありまして、資料を

集めて、資料を保管して、研究して、展示・公開します。

これが博物館の責務で、学芸員の仕事ですね。最近テ

レビでも割と「ブラタモリ」とかですね、学芸員の人が

出て来てしゃべったりとか、あとは何かクジラが打ち上

げられたり、リュウグウノツカイが上がったり、ダイオウ

イカが出てくると、何かよく学芸員の人出てきますよね。

ああいう人に資料をとにかく集めていって保管する、あ

るいは美術館にも学芸員というのがいます。美術品を

集めて保管して、研究して展示・公開する。この４つを

やっているのが博物館の仕事です。美術品を集める美

術館、動物を集める動物園、水族館、あるいははきもの

博物館、鉄道博物館、切っ手の博物館ですね、いろん

な博物館があるわけですが、基本的にはこの４つをや

ります。僕はフィールドミュージアムと言って、フィールド、

つまり外の、どういうんですか、野外を博物館と見立て

ているので、町全体が博物館だという言い方をしてい

るんですね。それどうなるのかというと、野外を建物の

中に集めることはできませんから、地域に関する情報

を集めて、地域を保全して、地域を研究して、地域を展

示・公開している。例えば細野高原という地域、ここに

関するいろんな情報を集めて、そこを保全して、そこを

研究しながら、そこの情報を発信していく、そういうの

が学芸員の仕事になると思います。

　今日はちょっとこの学芸員の視点というのを皆さん

と共有できたら、草原のことについて少しヒントになる

のかな。

　植物を保存するためには、例えば植物園は栽培をし

ますよね。博物館だったら押し花を標本にしたり、ため

るんですが、フィールドミュージアムはどうするかという

と、その草原をどう守るかということを常に考えていま

す。僕も頭を悩ませています。特にその場所をどうやっ

て保全するのかとか、今日のテーマでもありますが、ど

うやって展示・公開、つまりみんなに活用していくのか。

保全したり活用したりというのは、大きなテーマだし、

正解がまだないものですね。

　例えば、ここからは写真をちょっといろいろ見ながら

お話ししたいんですが、この夏、僕は八ヶ岳をちょっと

歩いていたんですけれども、八ヶ岳というフィールド、こ

れを保全しようと思ったら、どうするかな、考えると、もう

ここを例えば保護区にする。それ一つの方法ですよね。

あるいは歩く道筋を１つ決めて、ここからはみ出ないで

くださいね。そうしたら、こういうコマクサとか、チシマ

ギキョウは守られるかもしれない。人間が何も関わら

ないということですね。

　八甲田山も登ってみました。八甲田山って、名前は聞

いていたんですけれども、行ったのはこのときが初めて

でした。こんな雪の中をガイドの人と一緒に歩いたん

ですけれども、これを保全するといっても、人間がどうこ

うするレベルのものじゃない。何もしなくても、この景色

は多分残っていくんだろう、雪の上ですからね。

　こうやってエビの尻尾と呼ばれるような、これをじゃ

博物館に持って帰れるか、これ展示・公開できないで

すね。気温が低いところで風が吹きつけるからこういう

氷の形ができる。だから、人間にはまずつくれないとい

うのは、そういうところは残すといっても、そのままにし

ておくか、温暖化を止めましょうということをするしかな

いんです。片方で、今日のお話のメインは、人間がいな

いとなくなっていくフィールド、こちらのほうが、どういえ

ばいいのかな。関わりを続けるということで、やりやす

い面もあり、やりにくい面もある。本当にさっきの自然の

中というのは、禁止、禁止ってしないといけなくて、いろ

んなことを禁止したり、見守りするのはとても大変なん

ですね。でもむしろ関わり続けるということ、例えば有

明海の干潟ですね。これも自然ですけれども、ここの自

然です。遠くまで遠浅の海があって、潮の満ち引きに

よって、満ちたり引いたりしています。こんな美しいすば

らしい景色があるし、これが潮が引いたらこういう形。

ここで行われている伝統的な漁業、こういうものという

のは、じゃこの景色を、人が入っていけるこの景色をど

う残すかといったら、捕り過ぎないということもそうで

すし、捕るためのルールをつくるという、人間側でこれ

決めていけるんですね。人が関わっているところは、人

間側が関わっていけば何か可能性があるんだろうと。

　段畑って聞いたことありますか、段畑。棚田か。棚田

はよく聞きますよね。段畑っていう景色があって、これ宇

和島の先のほうに行くとこういう景色があるんですけ

れども、傾斜が激しくて、水がたまらなくて、この細い畑

を造っているんですね。これ人がずっと石垣を積んで

造った景色です。こういうものを残していこうといった

ときには、ここの農家さんが儲かれば多分この段畑の

棚田は残っていきますし、こんな関係です。

　阿蘇ですね、これは。阿蘇に行くと、山の斜面に横向

きにずっと筋がついていて、これは誰かがつけたわけ

じゃなくて、牛は草を食べるときは横に横に移動する

ので、横に横に道が勝手につきます。これがつくことで、

段畑じゃないですけれども、ああいう段々ができていく。

この景色すごくいいなと思っても、土木業者さんにこれ

だけが持っている知識があるはずなんですね。

　自然だけだったら、ここは水が勝手に湧いてくるん

です。熊本県阿蘇市の住宅地の中のほうなんですけれ

ども、もうばんばん水が湧いてくる。これは自然の力で

すよね。自然の力で地下水が湧いてくるけれども、その

自然の力を使って人間が働きかけて水田にしていくと。

水が豊かなところで水源を造る、これはいろんなところ

で造られています。

　もっと水があるところ、これは徳島県の河口近くなん

ですが、鳴門市では広いレンコン畑が広がっています。

これは南海地震という地震が起きたときに、低湿地に

なったところを、今はレンコン畑に使っている。自然に

できたものを人間がレンコン畑にして、レンコンを作っ

て。そこには地下水がしっかりありますから、これをくみ

上げて、この機械ですね、右下のほうにあるこの機械。

これは水がぷしゅーといつも出ています。これでレンコ

ンを洗っています。ちょっとなめてみたら、鉄さびと

しょっぱい塩の味がします。

　こうして人間がレンコン畑を作っていくと、水路がで

きます。その水路に、これはわらを束ねて浮かべている

んですね。スサという、建築の方はご存じですかね。僕、

なじみがなかったんです。壁を塗ったり、左官さんが使

うときに混ぜるわらというのは、そのまま混ぜているん

じゃなくて、１回こうやって漬けておいて、乾かして、そ

れを使うそうです。徳島県は、こうやってクリークをたく

さん、低湿地でレンコン作って、クリークを造って、その

クリークをまた使っている、人間が使っているわけです

ね。それで水路をもう完全に乾かしていくんじゃなくて、

もう湿地と一緒に生きていく道を選んだことで、その水

路にはこうやってオニバスが残っていると。オニバス

は、別に植えたわけじゃないんですね。人が湿地を全

部変えるんじゃなくて、湿地の環境を生かして水路とレ

ンコン畑で、そういう生活をしたから、たまたまオニバ

スが残っていた、こういう状況です。

　だから、自然への働きかけを機械的にどんどん変え

ていくとか、大きな開発じゃなくて、そこの自然に合った

生かし方をする、使い方、生き方をすることで、今度、自

然のほうもそれに反応する生態系ができていく。

　今日ずっとこんな話ばっかりしていますけれども、

いっぱいあるんですね、日本の中に。

　これは福島県の三島町というところで、連れてきても

らったのはマタギの集落です。マタギに会ったことあ

りますか。ある人いますか、東だからいるのかな。僕、全

然マタギ、マタギとか本の中の人だろうと思っていたら、

マタギの人がちゃんといたんです。日本の伝統工芸品

に指定されている、こういう編み籠、奥会津編み組細工

という技術をこの人は伝承されていて、それを作ってい

ます。材料は山で取ってきたもので、後ろのほうにはこ

ういうブドウのつるとか、クルミの皮とか、それをいつの

時期に取ったらいいかとか、どんなサイズなら取って

いいけれども、このサイズは残しておいたらまた来年

取れるとか、そういうのを全部知識として持ちながら細

工物を作っています。

　その後ろには、こういう型枠ですね、かごを作るため

の型枠と、こういうものを持っています。カラムシとかキ

ロロとか、ああいうものも使っていらっしゃいました。そ

ういう使い方をすることで、山の中にはちゃんと野ブド

ウも残るし、いろいろな植物が残る。冬には、マタギな

ので熊を撃つらしいんですね。環境がちゃんと残って

生き物が残る。生き物が残るから、それに合った暮らし

というふうに、環境と人が行ったり来たりしながら暮ら

している。だんだん……、もういいですかね、多分。

　あと、これは兵庫県の淡路市です。小山に畑とか作

物を作っているんですけれども、棚田とか段畑とよく似

ていますが、一番上のここ、ここ分かりますか、山の一

番上。これ何だかご存じですか。これは近づくとこんな

感じです。何かあるかというと、特にない、広いんです

けれども、これはお墓なんです。淡路島、淡路の人たち

はお墓を２つ持っていて、埋め墓と詣り墓と言うそうで

す。埋め墓は埋めるところ、詣り墓はお参りするところ。

だから、亡くなったらここに体を運んで、ここに埋める

と。それは同じ場所に地域のいろんな人が埋まるんで

すね。じゃここがお墓なのかというとそうじゃなくて、家

の裏に墓を別で持っておいて、お参りするのはそっち

でお参りする。そういう独特なやり方をしているんです

が、ここを管理されているので、もちろん今はないです

よ、今は火葬になっていますけれども。でも、僕が行っ

たときには、まだ地域にそういうのを知っている人がい

るよという時代でした。ここをやっぱり草刈りするんで

すね。そうすると、そこに淡路島の希少種が残っている。

　利用の仕方が、今回分科会でもカヤの利用とか、細

野高原、観光とか、いろいろ草の利用というのはあるん

ですけれども、別の目的で利用することで、そこが草原

の生き物の生き場所になるということはあります。高知

県のお墓とかも、時々お墓で生けたものを燃やすから

ボヤが起きて山火事になって、草原の生き物が残ると

いうこともあるそうです。

　これは白老村、コタン、アイヌの人たちの家です。

こっちから見ると、全部入り口が見えています。反対か

ら見ると裏口です。ちゃんと川に沿って入り口があるそ

うですね。こうやって草を使って壁まで、屋根だけじゃ

ないですね、壁まで造ることで、断熱材に使っていると。

ども、電柱の立っている方向とか、杭とかを見ていただ

くと、斜めになっているわけじゃないことが分かると思

います。こんな斜面のすごいところで農業をしているん

ですが、やっぱり見えるのがこの真ん中、コエグロで、

近づいてみるとこんな感じです。こんな畑、僕、見たこと

なかったんです。これ畑なんです。見ていただくと、石が

いっぱいありますよね。ここの農業ってすさまじくて、草

がないとできない農業をされています。

　どういうふうに草を使うかというと、草をこうやって

刻むんですね、機械で。後ろにあるこれらの道具を使っ

て、すき込んでいくんです。すき込むときの音は、ジャ

リッジャリッといって、石を砕くような音がするんですね。

大体、草の堆肥を使うときは、１回、草を置いておいて、

それが発酵して、肥料になって分解されたところで畑

に入れるのが普通ですよね。でも、ここでは、この道具、

これも地元で作られた道具ですが、こういう道具を

使ってすき込んでいく。この刃がいっぱいあるのは男

性が使っていて、３本しかないのは奥さんが使ってい

るという話をされていました。

　こんな感じで、土壌が非常に、地力が弱いところで

農業をされています。これ世界遺産になったんですけ

れども、ここでできるものというのは、ジャガイモとかヒ

エとかアワとか、タマネギも植えていますよね。そういう

もので、じゃどう戦ったらいいんだろうということなん

ですね。世界農業遺産に認定されたはいいけれども、

ここに何かの付加価値をつけるとしたら、なかなか難

しいな、そういう話をされていました。それでも、僕は何

かこの景色を見て、すごい景色だなと思います。これ全

部、本当に機械が入らないし、人の手で一つ一つすじ

を耕して作っていって、それがこのコエグロと、それか

ら周りの景色の中にあるというのは、僕は何かの価値

がここにあるんじゃないかなというふうに感じるんで

すね。だけれども、ここにこうしたら残りますよという答

えはなかなか出ない。そう思いながら帰ってきました。

　こういうフィールドのものを残したり、考えたりすると

きに、僕はなんとなくの指針を５つ持っています。これ

は別に館の決まりとか、言われたものじゃなくて、僕自

身が思っていることなんですけれども、何か働きかけて、

そこを残していきたいとか、保全しましょう、活用しま

しょうとかいうときに、１個目が後戻りができるか。これ

やりましょうってやり始めたけれども、途中でやっぱり

やめましょうというところができていないと、１回やり始

めて失敗したのにずっと進めていくというのは、地域も

一緒にやっている人も苦しくなるし、悪い方向にいっ

ちゃう。

　２つ目が暮らしに寄り添っているか。傾斜地農耕を

守るため、世界遺産なんだから、あなたやらなきゃ駄

目ですよというような形では、多分、続いていかないの

で、そういう形で残しても意味がないだろうな。

　３つ目が土地の歴史を大事にしている。傾斜地農耕

をやっていたところを今までのそこの人の暮らしとか、

その人たちが作ってきたものをやっぱり大事にしてい

きたいなというところに。

　４つ目に、野生の生き物にも優しいか。あそこを改良

していって、何らかの別のものが入ってくるとか、何か

が失われるということがないように。

　最後に、これはもう本当に何となくなんですが、美し

いかというところがあって、そこを見たときに美しいか

なと感じるかどうかというのがとても大事なんだろうと。

　これはいろんなところに行っていろんなフィールドを

見るときに、ずっとぼんやり思っていることなんですが、

細野高原に来たときも、やっぱりそこの地域の歴史っ

てどうなんだろうというのが興味がありますし、野生の

生き物がどういうふうかなとか、きれいなところだな。で

も、その表面的なというのは何が美しいんだろうなとい

うのをいつも考える。

　こういう指針なんですが、じゃあこういうもので残し

たいものは何なんだろうなというときに、今日の一つの

言葉です。もう今日は、僕は80分ぐらいかけてこの言

葉１個だけを皆さんと共有したいと思っています。言葉

としては、共創資産というものです、共創資産。多分、検

索してもあまり出てこないと思うんです。これ僕らで話

して生まれてきた言葉です。どんなものかというと、３つ

書いています。今まで僕が話してきたのは、自然と人と

の関わりという話をしましたよね。自然と社会の関わり

によって生まれて、地域に蓄積されてきた知識とか意識

とか技術です。これを共創資産と言います。細野高原で

は、あの広い草原ですけれども、地域にとってみれば、

限られた面積をどう上手に使っていくかということが

ずっと長い間かけて、知恵と、それが大事なものだとい

う意識が育ってきて、そこに火を入れるという技術とい

うのができてきたんだと思います。この知識とか意識と

か技術、これが共創資産です。

　限られた地域の自然資源を保全しながら持続的に

活用していくための共創資産が、多分、今はまだ日本

各地に残っていると思うんですね。これは自然と社会、

どっちかが失われると、共創資産も失われてしまいます。

地域の人がいなくなれば、山焼きのやり方も分からな

いし、この風ならどこから火を入れればいいかも分か

らないし、どのタイミングで入れればというのも、これ

は細野高原だけじゃなくて、僕の住んでいる芸北でも

そうですし、多分、阿蘇の原野とか蒜山でも、地域の人

か生えないので、ちょうど中海の環境が合っていて、中

海で今見られるという、何か珍しいものだそうです。そ

れをばんばん取るんですね。僕も取らせてもらいました。

長い柄のついた、何かこういうすくう道具を使って取っ

ていました。それを岸に運んで上げています。これ誰が

やっているかというと、漁師さんがやっているんですね。

　中海というのは、干拓事業で１回、干拓の事業が始

まって、それをやーめたってやめたところです。干拓の

事業のときに浚渫をしたりとか、堤防を造ったりで水の

流れが全然変わってしまいました。そのために何もし

ないでおくと、このオゴノリがたまってしまって、中でヘ

ドロになるんですね。これがヘドロになってしまうと、海

底に卵を産む魚が卵を産めなくなる。だから、漁師さん

にとっては、これを取らないといけないんですね。海の

掃除をしているわけです。

　これだけだと、何かこう、漁師さんが海の掃除をして

いるのねなんですが、この取り上げられたオゴノリは

集められて、トラックに乗せて運ばれて乾燥されます。

こうやって乾かして、こんな感じで肥料になるんですね。

塩分濃度が高いところの海藻だと、上げるとどんどん

塩が畑に入ってくるんですけれども、汽水域なので塩

分濃度が適度に低いし、これをどのくらいまいたら野

菜が育つかというのをこの地域の農業指導員の方が

すごく研究されていて、畑ごとに見ていきながら、この畑

だったら、こういう感じでまいてくださいというのを一

緒に指導している。これってすごいなと思って、海の草、

オゴノリを取ることで海もよくなるし、今度それが畑に

入っていい野菜を作る。だから、無駄がないですよね。

　草原シンポジウムでした。そろそろ草原の話を始め

ようかなと思います。

　今回のテーマは、未来へつなごう！壮大な海すすき

の草原ということで、海と草原、こんなに近くにあるとこ

ろでは、何か草原のものも使うことでできてきた草原な

ら、今の時代に合った使い方を探していけばつながる

んじゃないかというのが多分今、大分全国で考えられ

ている流れだと思います。それが使って草原がなくなる

んじゃなくて、持続的に使う方法をどうするかというの

が多分議論ですよね。

　今日はタイトル、草原を取り巻く里が教えてくれる、

持続可能な社会の未来像ということで話させてもらい

ます。

　草原を持つ自治体が全国にどれだけあるかという

のをちょっと調べてみました。全国には1,902ぐらいの

自治体があるんですけれども、草原を持っている自治

体は多分220より多い。この以上と書いているのは、ま

だ知らない草原があるので、こう書かせてもらったん

ですが、地図の上にもこんな感じです。どうなんですか

ね。10％というのは、僕は結構少ないのかなと思って

います。何かカヤぶき職人さんが300人、200人くらい、

おなじぐらいの数なんですね。でも、全部が全部カヤ

の草原じゃないので、これは全国草原再生ネットワー

クが持っている資料を基に作った地図なので、まだこ

こから落ちている草原もあるでしょうし、ちょっと性質の

違う、例えば牧草地みたいなものも入っているので、

はっきりした数はちょっと出てこないんですが、そう遠

くない数かなというふうに思います。全国にありますよ

ね。全国にあります。

　この草原の数だけ多分、共創資産というものが残っ

ていて、今日の一つの結論的なところなんですが、今

回の件はどうやって伝えていくかという話の中で、草原

を伝えていくために必要なもの、もう大分見えてきたと

思うんですけれども、１つ目は適切な方法、２つ目は適

切な方法を実行する力、力というのはお金かもしれな

いし、人力かも、ヒト・モノ・カネとよく言われますが、そ

ういうものですね。その実行する力を今度は継続する

ための仕組み、ある１年間だけ山焼きができたね、あ

あよかった、よかったじゃなくて、翌年も翌年も、もっと

言えば10年後も、ここに僕らがいなくなる100年後ぐ

らいもできれば続いてほしいなと思えば、継続する仕

組みを何か考えないといけない。

　それから、方法とか力とか仕組みを可能にする法令

ですね。これはもう行政の仕事です。北広島町では、過

去に野焼き条例というのがありまして、その中で山焼き

ができない書き方になっていたんですね。なので、書き

換えました。草原サミットがあったのを機に条例を見

直して、ちゃんと条例の中で焼けるようにというふうに

見直しました。こういう本当細かいところではあるんで

すが、社会の中で残していくためにはこういうものもと

ても大事です。

　最後の１つが上の全てを共有して伝えるための普

及、あるいは教育というものです。今日この後、具体的

に少しこの部分もお話ししようと思います。

　ちょっと先に条例の話なんですが、北広島町は条例

をつくっています。生物多様性の保全に関する条例と

いうのをつくっていて、それについてはこのパンフレッ

トの中に載っています。一番最初にお話ししたような自

然の保護というと、入らないでくださいとか取らないで

ください、そういうことももちろん規定はできるんですが、

もう一つは、里山のようなところを守る活動を町が応援

しますよということもこの条例の中に書かれています。

そういう形で、役場の職員、僕、役場の職員です。町民

さんとかから役場はなかなか動いてくれんという見方

ちゃんとこういうふうな機能があるからこういうふうに

使っていく中で、でも、片方でそれが自然に働きかけに

なるということです。

　もう１個だけ、ちょっと話をしましょう。

　これは新温泉町、前に草原サミットをやっていた上

山高原ですが、集落が使える草原の自然は限られてい

ます。その中で一家族ごと毎日順番に刈るんですよね、

草を刈る時期は。その順番というのは毎年替わるそう

です。前日まで知らされなくて、次、あんたの番よって言

われたら、急いで準備して、家族総出で下の集落から

この山に上がってくる。１日山で草刈りをして、集落み

んなが公平に草を刈る。これ全部ススキです。そして、

ここの草原が守られてきたそうです。

　そういうふうに共創資産の特性というのは、ちょっと

まとめると、多分、設計図があったわけじゃないんです

ね。いろんなやり方で、けんかが起きたりとか、何か使

い過ぎたりとか失敗したりとかということを繰り返しな

がら、地域の中でそういうルールが多分、決められてき

た。さっきも書いていたんですが、自然と人、どっちが

欠けてもこれは維持できないもので、自然があるから

人が暮らせて、人の活動があるから、その自然が残っ

ているという、その「共に」という文字です。

　それから、生み出されるためには、多分すごく時間が

かかります。１回なくなったらできないですよね。それで、

時間による検証、時間をかけて、いいものだけが多分

今残っているので、今残っている共創資産というのは

信頼性が高いんだろうなと思います。

　ちょっと一息つきますか。大丈夫ですか。

　これ何かずっと１人でしゃべっていると、不安になっ

てくるんですけれども、大丈夫ですかね。

　じゃ、続けますよ、ありがとうございます。何か、うんう

んとかうなずいていただいたりするととてもありがたい

です。何かこう聞いている人の顔も見えないので、なか

なか難しいですね。

　これは与論島です。

　じゃあ共創資産というのは過去のものなのかなとい

う話をしていたんですが、これは与論島の与論民俗村

と言って、昔の暮らしを展示しているところです。この辺

は台風がとてもたくさん来るところなので、家は小さい

部屋の雰囲気ですね。今だと大きな部屋に居間とか食

堂とか、子供部屋とか造りますけれども、何か人が増え

たら小さな建物を１個造るみたいな説明をたしか読ん

だような記憶があります。

　これは就職して間もなく、僕は自転車で旅をしたん

ですけれども、そのときに見て、多分、自分はこういうこ

とに興味があるんだなと気づいたのがこのときだった

のかなと、今思い返すと思います。道路に街路樹として

ヤシが植えられていたんですけれども、ヤシに全部袋

がかかっているんですよ。これは多分、ヤシの実を取っ

て何かにするんだろうと思うんです、これ調べていない

んですけれども。ギンナンが、イチョウ並木ってギンナ

ンが落ちたらみんなが拾いに行きますよね。あれの先

手を打って、ヤシはこういうふうに実がつくんで、もう先

に取っている。多分これがずっと未来になると、こうい

うのが共創資産の生まれるときなのかなというふうに、

今思うと思います。こんな感じですね。ちゃんと実が集

まっているし、後から掃除しなくて済む。ヤシは植えた

ものなので、自然物ではないんですが、こんな感じで

いろんな知恵が時代時代で出てくるんだなと思います。

　今、高知県の大月町では、備長炭が生産されていま

す。もともと四国の南のほうから和歌山にかけて生育

するウバメガシというカシの木を使うのが備長炭で、

その場所じゃないとできないんですけれども、ここの大

月町では、こういうやり方では炭は焼いていなかった

そうです。それを生産者をつくろう、高知県の県の事業

で、高知の中で雇用を増やそうという事業があったん

ですね。その一つで備長炭の作り方を、親方を呼んで

きて、窯の作り方から教えてもらうというやり方を始め

ました。こうして窯をついて、生産者を１人ずつ増やし

ていって、生産をしている。これが窯の外ですね。もの

すごく大きいものです。２週間で木を詰めて、２週間で

焼き上げるという、とても時間のかかるものが備長炭な

んですが、大がかりです。芸北の山の中でやっているよ

うな小さい窯とは全然違いますね。

　こういうところも共創資産が今生まれるところなんだ

ろうなと。なぜかというと、今は、町内にある森全部の

木の量を量ることができますから、計画的にもう窯は

30基までというふうに決めているそうです。それ以上

窯を作っても、木を取り過ぎてしまうから、持続的な生

産ができない。なので、先にもう量を量ってですね。昔

はそういうことできなかったんですけれども、今はそん

な生産とか利用ができる時代になったということかな

と思います。

　事例としては、これ最後になるのかな。いいなと思っ

た事例です。

　これは中海ですね、松江市の。真ん中のほう、何台

か船が出ていて何かやっているんですけれども、こう

やって山盛り、海からすくっています、中海。これはオゴ

ノリという海藻を取っているんですね。オゴノリ、聞いた

ことありますか。多分ないと思うんですよ。オゴノリって、

汽水域にしか生えないそうです。海水と淡水が混ざる

のが汽水域ですよね。しかも、ある一定の塩分濃度し

の予算を聞いて800万円、びっくりした記憶がありまし

た。すごいお金が山に吸い込まれているなというふう

に感じたところです。でも、これは全国で起きていること

ですし、草原に限らず、先ほど見ていただいた里山とか、

いろいろな自然に僕らの税金が吸い取られているわ

けですね。そういう社会資本の喪失がいろんな草原で

起きている。これをどうにか変えていきたいなと考える

わけです。

　今までの草原サミットでも、草原を守るための労働

力をどうしようかとか、資金をどうやって集めようかとい

う話も過去にはありました。僕が初めて草原サミットに

参加したのは、たしか2007年の蒜山の大会のとき

だったんですが、岡山県の蒜山では、その当時、どう

やったらそういう資金が集まるかなという会話をした

覚えがあります。

　ただ、少し変わってきたのは、こういうふうなどう

やって労働力や資金を集めるかという話から、今は放

置された草原をもっと利用しようという議論に変わっ

てきましたよね。今回のメインテーマもそうですし、各会

場での分科会のテーマもそうなんですが、利用という

のがキーワードにもう既になっています。その利用が１

つの利用方法じゃなくて、前半で見ていただいたよう

な生態系との関係でもものすごくたくさんあるんですね。

よそでやっている利用をそのままぽんと持ってくるん

じゃなくて、まずはそこでの利用を考えていくのが大事

なんだろうと考えています。

　芸北では、こんなことを始めています。今までもボラ

ンティアで草刈り、ここにはカヤ刈りと書いていますが、

もともとは草刈りをしていたんです。草原を守るために

火入れ、山焼きができない草原をみんなで草刈りをし

ていたんですね。やぶになっていると刈り払っていたん

ですが、ここ数年は秋にはカヤを刈るようになりました。

そのときには子供たち、ついてきた子たちがこんな感

じで、もうすごく楽しそうに遊んでいます。最近の子はイ

ンスタグラムもやっているので、こういう映え写真を

撮ったりして遊んでいます。このときは子供が撮ったん

じゃないですね、カメラマンが撮ってくれました。

　こうして集めたカヤがどこに行くかというと、すぐに

屋根に行くんじゃなくて、市場に集めるようにしました。

これ名前、茅金市場と言います。カヤがお金になるので、

茅金市場。単純な名前ですね。こういう市場をつくって、

そこに出荷している。これはボランティアの人だけじゃ

なくて、地域の住民の方ならどなたでも、地域住民と

いっても、もう持って来ていただける方からどなたでも、

この日のこの決まった時間に持ってきてくださいという

ことで、１年に１回だけ市場を開けています。この日に

地域の人がみんなでカヤを運んで持ってくるわけです。

　この建物は、もともと小学校の体育館でした。学校の

統廃合によって、ここは閉校になったので、そこの中に

鋼管を組んでカヤを置けるような場所を作りました。こ

れを持っていくとお金がもらえます。だから、地域の人

は持ってきてくれるんですね。

　もらえるお金は日本円じゃないんです。せどやま券と

いう地域通貨なんですね。この地域通貨、名前はせど

やま券です。単位は石、１石が１円なので、この見えて

いる券は千石、1,000円として地域の中で使われます。

有効期限もあります。６か月以内に使わないといけな

い。６か月の間ずっと持ったままだと、これ紙切れに

なっちゃうんですね。だから、みんな使います。しかも、

地域の中で使いますから、地域の商店にお金が入る

わけですね。こんな感じです、使用例ですね。こんな感

じです。地域のみんなで集めたせどやま券でちょっと１

杯やりましょうかというところですね。最初はガソリンと

か農機具とか、農機具屋さんとかいろいろなところで

使えます。アイスクリームを食べたり、温泉にも入ったり

できます。

　集まったカヤは、屋根の修復に使われます。北広島

町内、数は少ないですが、かやぶき屋根の民家と、あと

展示しているカヤぶき建物があるので、そこに使われ

ますね。地元のカヤを使って、地元の屋根が張れる。

　これ広島県には、国の文化財になっている建物もあ

るんですけれども、町外にこうしてカヤが運ばれて使わ

れることもあります。

　ちょっとまとめてみますね。

　草原、ススキの草原からカヤが集められて、そこに

地域通貨を支払うと、地域の中をお金が循環していく。

そして、集まったカヤはかやぶき屋根の現場に出荷さ

れて、そこから収入が入ってきます。その収入の中から

地域通貨の交換としてお金が支払われます。収入のほ

うが買入れのカヤより多い……、仕入れの値段よりも

販売の値段のほうが高くしてあるので、これは茅金市

場のボランティア事業ではなくて、ちゃんと収益を上げ

ている活動になります。具体的には、３束持ってきてく

れたら1,000円、20センチだったかな。規格はこのパ

ンフレットの中の１ページ目に書いています。３ページ

目ですね。藝州茅の規格ということで、こんなカヤを

持ってきてください、こんなカヤを持ってきてくれたら、

今の値段は３束でせどやま券１枚ですね。販売のほう

は基本価格が１束850円です。高いですか……、そん

な感じで流通しています。

　こういう仕組みが回ることで何が起きるかというと、

草原ですね。先ほどから話になっている野生生物、草

もあるかもしれないですが、動く根拠がないと、僕らは

動いちゃうと、税金使ってお仕事しているので、皆さん

のお金を適当に使うわけにはいかないので、なので、

まずは条例をつくってみて、こういうことをしていきます

よというのを考えました。

　そういうものとか、あとはこの画面の真ん中にあるの

が町の全部の生物のデータを調べました。静岡県は博

物館があるんですが、広島県は博物館はないんです

ね。静岡県の博物館に行くと、どこにどの植物があるか

というのが全部データとして調べられています。もちろ

んここの東伊豆町も残っているので、それをもう１回、

町レベルの資料として１回起こしてみることはとても大

事なことかなと思います。北広島町はなかったので、実

際に何年もかけて調査をしました。

　それでもう一つがレッドデータブックです。これは、

レッドデータブックというのは環境省も取りまとめてい

ますし、県も取りまとめていますが、町は町として取りま

とめました。この理由はなぜかというと、国とか県では

一般的な種類であっても、町の中では希少な種という

のはあるんですね。ほかのところではたくさんあるけれ

ども、うちの町にはほとんどいないよ。あるいは逆によ

そには希少かもしれないけれども、うちにはたくさんい

るよ。そういうものをちゃんと見るためには、町レベル

でこういう資料とか、あるいは条例というのをきちんと

整備していくことが大事だろうなと思っています。そう

いうことで作りました。

　じゃその北広島町、どんなところかというと、西日本

ですね。面積は646平方キロメートル、標高が200か

ら1,223メートルなんで、海がありません。人口は１万

7,937人です。東伊豆町と比べてみますと、面積が東

伊豆町77.8平方キロメートル、これはホームページ

で見させてもらいました。標高は、海があるゼロメート

ルから、万三郎岳が一番高いんですか、これ合ってい

ますか、地図で見たんですけれども。1,400メートルあ

るんですね。何かこれを見て、おおってやっぱりちょっ

と興奮しました。噴火と造山運動でぐいっとこんなに海

から近いところで高い山もあるんだな。あと、人口は１

万1,701人です。北広島町はもともと４つの町が合併

してできたんですが、今日お話しする事例は芸北地域

という一部地域のお話です。この高原の自然館がある

のも芸北地域です。

　芸北地域の面積は253.6平方キロメートル、それで

もやっぱりちょっと広いですね。標高は420メートルか

ら、一番高い山があるところです。人口は2,011人、も

のすごく少ないですね。東伊豆町よりも面積としては３

倍ちょっと、3.5倍ぐらいあるのに、人口は５分の１以

下。もう本当に過疎のところです。

　その中で、まずは町同士の植生、植物の様子を見て

みると、北広島、これ実際の大きさの比率を同じにして

います。イメージが湧くかなと思います。でかい町です。

こんなに大きいのに市じゃなくて町ですね。全国平均

と比べてみると、特徴的なのは、まずどちらも森林が多

いですね。自然林は北広島町が多いです。東伊豆町は

どちらかというと植林の比率が北広島町よりも多くなっ

ている。二次草原、これはいろいろなものが混ざってい

るんであれですが、これはどちらの町も全国平均よりも

少し多くなっていて、農耕地が全国平均より少ない。市

街地、このグレーのところが市街地ですが、市街地は

東伊豆町は全国平均に近いような形ですけれども、北

広島町は市街地はあまりないという違いがあります。

海もないんですね。山の中の町です。

　そこで行われている芸北茅プロジェクトというのを

紹介します。これは多分、ちょっといろいろ参考になる

のかなと思って、このプロジェクトがあったので、今日

しゃべりなさいと言われたのかなと思っています。

　芸北にはこういう山があります。ここは山焼きをして

いるところですね。ずっと昔から放牧とか、草を取った

り採草が行われていた山で、雲月山と言います。この山

はササユリというこのユリが咲いて、これは町の花にも

なっています。隣町の花にもなっています。そのぐらいこ

の地域ではササユリが愛されていて、身近な花なんで

すね。

　こういう草原は何であったかというと、ここの草原が

利用されていた時代があって、例えば堆肥とか山菜と

か、飼料、敷き草、屋根材、それからここで遊んだり、薬

草を取ったりという、いろんな恵みを山から受け取っ

ている。だから、毎年地元の人はこの山を焼いていた

わけなんですね。

　ところが、今、山が放置されています。この雲月山も

半分以上が放置されています、一部で山焼きを始めた

んですけれどもね。放置されるとどういうことが起きてく

るかというと、これは一般的な話ですが、まず、生態系

サービスが低下していく。草原から得られていたもの

が得られなくなるし、景観も悪くなるし、絶滅危惧種の

増加、増加という意味は、今までは普通にいたものが

絶滅危惧種になっていくという意味です。

　そこで何とかしないといけないということで、例えば

ボランティアという形で労働力を集めてみて、みんなで

山を何とかしましょうということをしてみたり、あるいは、

そこに行政などから資金を投入して、補助金によってこ

れを解決しようということが各地で行われています。た

しか前回、こちらの東伊豆に来たときに、年間の山焼き

　次をお願いします。

　細野高原を利用した東伊豆町観光協会の取組とい

うことで、私たちにとっての細野高原とは～観光の観点

から～ということで、東伊豆町、ひいては伊豆を代表す

る資源であるというふうに思っております。ですけれども、

いまだ資源であり、目的となる場所ではない、こちらは

財産区長もいるのに失礼なんですけれども、そういう状

況が続いております。

　ですから、また下を見ると、私たちが考える魅力とい

うことで、圧倒的なスケール、これは町長もドーム26個

分、箱根の仙石原が知名度が高いんですけれども、そこ

の７倍になります。ですから、もっともっと本当は来てほ

しいという状況にございます。

　絶景ということで、草原の先には太平洋、そして伊豆

大島がぽっこり浮かんでいるように見えます。そして、伊

豆諸島も見えて、後ろには、私も中学のときに遠足で天

城連山、万二郎、万三郎の遠足というのを８時間かけて

行きまして、それは本当にもうつらくて、忘れられない思

い出となりました。

　そういう状況の中で、三筋山山頂というのが標高

821メートルございます。

　次をお願いします。

　その取組の２番になりますが、先ほども財産区長が

おっしゃったように、春の山菜狩りというのは財産区が

中心になって行われておりまして、私たち観光協会とし

ては、パンフレットとかチラシを作って協力して、そして

少し受付を手伝うという形になっておりますが、秋のス

スキのイベントに関しましては、東伊豆町観光協会が

主催で行っております。ここで、細野高原でしか味わえ

ない景色・体験を売りにしたイベントを企画・運営して

いるということで、こちらの詳細は次ページをお願いし

ます。

　ここで表が出てきたんですけれども、ちょうど白川先

生がいらっしゃった13年前ということで、その後からこ

の細野高原のススキイベントが始まりました。ちょうど平

成23年度から始まりまして、2011年かな。それで、今回

の秋、これから10月８日から予定しておりますが、これ

が第11回になります。ですから、10年ぐらいやってきて

いるんですが、私のイメージとしては、もっと20年以上

やっているような気がしているんですけれども、こんなも

のなんですね、まだ11回目ということで。

　これさっき高橋先生もおっしゃっていたんですが、入

山料を取るようになったのが第３回から。第３回の平成

25年度から500円取るようにしました。そして、第５回

の27年度から600円に上げました。来たお客さんは何

か、何でこんなところでお金取るのよなんていう人も多

いんですけれども、一応そういう保全のために使わせて

いただきますと言うと、やっぱりちゃんと払っていただ

けます。

　それで、第10回、昨年の第10回にはシャトルバスを

やめたんですね。第一駐車場から、400メートルのとこ

ろから山頂の手前の駐車場までのシャトルバスを回し

ていたんですが、それをやめて、それがコロナでやっぱ

りバスの中が密になるということで、町の指導も受けま

したので、それをやめて、昨年からは300円にしました、

シャトルバスなしで。中に入山していただいた後は、自

分たちで頂上に行く方も、さっき言ったように２時間か

けて行く方もいますし、その辺を散策して帰る方もい

らっしゃるということで、そういう形にしておりますので、

今年の予定も一応300円で、シャトルバスなしというこ

とで行おうと思っています。

　このシャトルバスの運営だけで、この期間中、毎年大

体300万ぐらいかかっているんですね。ですから、それ

をやらないことによって、足の不自由な方とかご高齢の

方とか、山頂まで行けなくて残念だったという話もあっ

たんですけれども、意外とこの表を見ていただくように

人数は増えているんですね、去年より。ですから、その辺

で、今年ももう一回そういう形で挑戦しようということで

今考えております。

　その下の資料２は、これはもう財産区の方々がやら

れている山菜狩りの人数でございますので、細かく書い

てありますけれども、大体このぐらいの人数で、大体25

年ぐらい前からこの山菜狩りはやっておるということを

聞いております。

　その次で、細野高原を利用した東伊豆の観光協会の

取組の３でございますね。

　私たちの課題としては、目的となる場所へのブラン

ディグや宣伝、イベントに依存しない観光地としての整

備、特にソフト面、サービス面の企画ということで、やは

りどうしても今までは花火大会などのイベントで、一過

性なんですけれども、その日にがっと集めて、もうお金

をぱっと使って集客するという形だったんですけれども、

常に東伊豆というのは海があって、高原があるというこ

とをもっと売っていきたいということで考えております。

　この二、三年、コロナもそうなんですけれども、この二、

三年、夏がすごい猛暑なんですね。ですから、海水浴に

は暑くて行かないというお客さんが夏は増えてきており

ます。私も海の近くに旅館がありますので、夏になれば

必ずお客さんが来て、海水浴に行くというふうに思って

いたんですけれども、一昨年ぐらいのときというのは、暑

いから行きませんという、海水浴に行ったお客さん、本

当に数件だったですね。目の前は海なんですよ。ちゃ

○司会　それでは、ただいまよりパネルディスカッショ

ンを開催いたします。

　コーディネーターは基調講演に引き続き白川先生に

お願いをいたします。

それぞれのパネリストの方を私のほうからご紹介をさ

せていただきます。

　まず初めに、太田長八東伊豆町長。

○パネリスト（太田長八）　太田です。よろしくお願いし

ます。

○司会　続きまして、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋佳孝様。

○パネリスト（高橋佳孝）　高橋です。よろしくお願いし

ます。

○司会　稲取地区特別財産運営委員会委員長の山田

賢一様。

○パネリスト（山田賢一）　山田です。よろしくお願いし

ます

○司会　東伊豆町観光協会会長の石島専吉様。

○パネリスト（石島専吉）　石島です。よろしくお願いし

ます。

○司会　それでは、白川先生、よろしくお願いいたします。

○コーディネーター（白川勝信）　また白川です。よろ

しくお願いします。

　ここからはパネルディスカッションということで、先ほ

どは僕のほうから一方的にたくさんお話をさせていた

だいたんですが、今日は４人の方に来ていただいてい

るので、僕はここからは進行役で、４人の方それぞれの

話を聞いていきたいと思います。皆さんそれぞれに各

分野で活躍されている人ばかりが集まっていますし、

お一人お一人の話もじっくり聞きたいんですが、多分

ここでお互いに話していただくと、面白いものが何か

生まれていくんだろうなと思って楽しみにしています。

　それでは、最初に少しお一人ずつ、８分くらいかな

とお伝えしていたんですが、自己紹介とか活動とかを

教えていただければいいと思います。特に肩書のほう

なんですけれども、ここの細野高原の場合、東伊豆町

との関わりとか、そういうことも含めてよろしくお願いし

ます。

○パネリスト（太田長八）　そうですね、先ほど挨拶し

た町長の太田と言います。

　ちょっと私のほうから町をちょっと紹介させていただ

きたいと思います。

　まず、面積とかそういう人口、先ほど白川先生からご

紹介いただきました。場所っていうのはね、静岡県の伊

豆半島の東海岸に位置しております。そして、伊東市、

下田市、この中間でございまして、東京からは本当に２

時間ほどで来られますので、このコロナが収まりました

らば、ぜひとも皆さん方、この東伊豆町においでいただ

きまして、このすばらしい細野高原を見ていただけたら

大変ありがたいと思います。

　まず、私たちの町、全国的には珍しいんですけれども、

６温泉郷から成り立っております。東京方面の大川地

区、そして北川地区、熱川地区、片瀬地区、白田地区、こ

れらが熱川地区と言います。熱川地区は一応５地区あ

ります。そして稲取地区。全部で６温泉郷。稲取地区に

おきましては、４つの地区、東区、田町区、西区、入谷区

が存在しています。細野高原の保全に関しましては、こ

の稲取地区に細野高原がありますので、この稲取地区

の４区の皆さん方にこの保全につきましてやっていた

だいております。この場にいますので、本当４区に厚く

御礼申し上げたいと思います。

　この町は気候も温暖で過ごしやすいです。この海と

山に囲まれました、この豊かな自然、今回は皆さん方に

東伊豆町に来ていただきまして、細野高原、そしていろ

あと、カヤプロ銀行というのもやっていて、３年生の授

業ではバザー活動をするんですが、最初に商品の仕

入れとかにお金が要るので、貸付けをやっているそう

です。それから、豪雨災害の被災地に寄附をしたり、こ

れを子供たちは自分たちが草原の資源を使って稼い

だお金でやっているということですね。

　こんなふうに共創資産というのは、多分、全国各地

でつくられていますし、それをまねしていくことが大事

なんだろうなと思うんです。小さいことですけれども、例

えば阿蘇で使っている火ぼてというのも、これをボラン

ティアの人たちが自分たちで作って、自分たちが使える

ようにならないと、阿蘇の火入れには参加できないん

ですね。野焼き講習がたしか２日間あるんでしたよね。

○会場より　（「今１日」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　今１日ですか。ちゃんと講座を受

けて作って参加していくことで、共創資産が受け継がれ

ている。

　あるいは、上ノ原のほうに行ったときには、茅刈り講

習会というのに参加させてもらいました。大学生とかい

ろんな人が参加していたんですけれども、そこで今度

は御殿場のほうから……

○会場より　（「ここからがこういう感じで、大体うち

のほうじゃ足でやっちゃうもんで。これで１束ですね、う

ちのほうでは。この一番下の目盛りが一番小さい束の

位置で、これで１束。ちょうど……」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　この人、なかなかほどけなくて、

結んでくれなかったんですけれども。こういう形で受け

継がれていたり、地域から地域に共創資産が技術移転

されていますよね。

　あるいは、これはカヤぶき技術の伝習施設、大内宿

というところ、福島県ですね。そこでは、廃校になった

学校の中にこういう屋根ふきの、屋根を小さいのを

作って、こうやってカヤをふく方法を体験したりしてい

ます。地域にはカヤぶき職人がたくさん生まれているそ

うです。こういう景色が残っているところで、観光客が

たくさん来るところですね。それを支えるための倉庫も

きちんと造っていて、下を空気が通るようになっていた

りとか、カヤのサイズに合った高さにしていたりとか、

いろいろな工夫が見られました。

　これは和歌山県の大学生がやっている、生石高原の

人たちがクラウドファンディングで350万集めています。

これでカヤを刈ったりする資金にしたいという活動を

しています、大学のサークル。

　そろそろちょっと事例としては最後になるんですが、

これは諫早市の岩谷口の草原です。この草原、ちょっと

写真があれで見にくいんですが、この煙が出ていると

ころからずっと全部斜面が草原です。ここもすごいです

ね。ここの火入れはすごく珍しくて、ちょっと写真で見て

いただくと、集落の人たちが作っているのは火をつけ

るための道具です。竹の筒に１つの節だけ穴を開けて、

中に油を入れています。そこにわらを刺しているんです

ね。そのわらを刺して、これを軽トラに乗せて持ってい

くと。こんな感じで火をつけています。何か油をぴゅ

ぴゅっと出しながら火をつけています。これが火入れ

の風景ですね。

　でも、ここで注目すべきなのは、この火のつけ方も面

白いなと思ったんですが、こっちの動噴です。軽トラに

乗せられた動力噴霧器。火入れのときには、この動噴

がついていって、ずるずるっと引っ張って、この水槽か

ら水をまくと。つけて、ちょっとでも広がりそうだったら、

すぐ消していくんですね。これが非常に効率的で、ここ

の集落は十六、七人で火入れをしていました。たった

十六、七人であの広さができるのは、こうやって軽トラ

が道路のほう、これは斜面の下部の道路ですが、そっ

ちの道路はもちろん、斜面の上にもこういう軽トラが入

れるところがついていて、山と、ここまで木が出ている

んですよね。炎が上がったら燃えそうになるわけです

けれども、もうすぐばあっとかけて消せる体制にあると。

だから、少人数で山焼きができるわけですね。

　ここには多分、ヒントが詰まっていて、誰でも焼ける

ようにならないのかなといつも僕は考えているわけで

すけれども、秋に防火帯、焼いていない草原は防火帯

焼きを始めてみるかな、これはうちのほうのことです。う

ちのほうは防火帯は焼かずに、当日、草刈りをするだ

けなんですが、これ防火帯焼きも、安全にするために

は大事なことかなとか。あるいは防火帯に車両が入れ

るようにしてみるというのが今のことです。

　もう１個、これは何か昨日、夜に思いついたんです

が、車両が入れる道路は難しいけれども、水が回せる

パイプを通しておいて、山水を引くのに黒いパイプとか、

農業用に売っていますよね。あれを回しておいて、何か

所かに蛇口じゃないですけれども、出るところをつけて

おいて、山焼きの日だけポンプでばあっと水が回るよ

うな仕組みにしておけば、ここはちょっと、細野高原は

広いですけれども、うちのほうにある山ぐらいだったら、

全部回すのにそんなに広くないなとか思ってみたりし

ました。とにかく山焼きをどうするかというのはとても大

事なことだろうなと思っています。

　事例について最後だったんですが、東お多福山の

保全ですごく僕が影響を受けたというかびっくりしたと

ころです。ここは都市の中にある草原なんですけれども、

みんなこれしゃがんで、鎌とかはさみでちょきちょきサ

サを刈っているんですね。この光景を見たときに、僕は

すごいなと思いました。でも、ちゃんと人間の力で刈り

切れました。作業が終わったらこんなきれいになって

いたんですけれども、その一角で何かやっている人が

いたんです。この人が何かしゃがみ込んで、ススキを

ずっと集めていたんですね。このカヤを、たったこの日

はこのぐらいでしたけれども、みんなで持って帰りまし

た、カヤぶきにするんだと言っていました。何年前だっ

たかな、随分前だったと思います。サガラさんという人

なんですけれども。それで、なるほど小っちゃくても、地

域でこうやって使い始めることがまず大事なんだなと

思って、たった数束であるんですが、その数束はきちん

と集めればちゃんと屋根の上で何年も役割を果たす。

そのときに、今のサガラさんの風景もそうなんですが、

もう１個気になったのが……

（保全活動中の太鼓の音）

これだけなんですけれども、何か愉快だなと思って、こ

ういうのっていいなと思いました。でも、これを言葉に

するには、何かうまく言えないし、何かのためということ

でやったわけでもないんだけれども、多分、人間ってこ

ういう浮かび出てくるものがあるし、そういうところが草

原の中に出てきたというのがすごくいいなと思ったとこ

ろです。

　そういう草原がいろんなところにあって、景色だけ見

ても、とてもきれいですよね、曽爾高原、奈良です。今か

ら分科会がある真庭の蒜山、遠くに大山を臨んでいる

広い広い草原ですね。それから、もちろん阿蘇、とても

広くて、阿蘇の中にもいろんな草原があるし、東伊豆町、

懐かしい草原で、僕は明日行くのをとても楽しみにして

います。オンライン参加ですよね。ここには大事な湿地

もある。

　こういう草原が全国にあって、そんな話ができて、ま

たどこかで太鼓の音が聞けるのかなとちょっと楽しみ

にしてるところです。

　まとめます。

　あまり大したまとめじゃないんですけれども、草原で

は地域の自然と人が互いに関わりながら、共創資産が

生み出されてきました。これが今日の話の主なところで

す。これは草原だけじゃなくて、いろんな生態系といろ

んなその地域とが関わりながら、その地域に独特の知

恵や技術がある。

　２番目に、その時代ごとに知識や技術を集めながら

積み重ねていくものが共創資産で、その知識や技術を

交換するのが多分、今日なのだろうなと思っています。

各地で話がありましたし、今日は皆さんに芸北の茅プ

ロをはじめいろんなことを聞いていただきました。

　その最後に見てきたような、人間だからこそ生み出

せる美しさというのが一つ草原を体現してくれている

のかなと思って、大事にして生かしていきたいですよね。

　以上で終わります。

　最後に、いろんな方に今日のスライドを作るにあ

たって協力いただいています。特に今回の大会を開い

ていただいた東伊豆町と、それから日本の各地の草

原の方に感謝します。どうもありがとうございました。

（拍手）

○司会　白川先生、どうもありがとうございました。

　学芸員のお仕事の視点での全国の事例のご紹介で

すとか、あとは自然と人間、自然と社会の関わりから生

まれる、今日初めて聞きましたが、共創資産というお言

葉ですとか、中学生の取組ですとかいろいろ興味深い

お話をしていただきました。

　ちょっと時間があまりありませんが、お一人でもお二

人でも、もし今日お話しいただいたことでご質問等あり

ましたらいかがでしょうか。

　この後もですね、この次のパネルディスカッションの

ほうも、白川先生にコーディネートをしていただきます。

お手元には質問の用紙もお配りしてありますので、今

の基調講演のことも含めてで構いませんので、そうしま

したら、次のパネルディスカッションで質問等をしてい

ただければというふうに思います。

　先生、ありがとうございました。

　改めまして、感謝の拍手をお願いいたします。（拍手）

○講師（白川勝信）　どうもありがとうございました。

○司会　それでは、続きまして、休憩を取りまして、10

時35分からパネルディスカッションのほうを始めたい

と思います。準備の関係もございますので、35分まで休

憩とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

原の生物の保護とか草原の景観の保全とか、獣害抑

止といったような多面的機能が山で発掘される。お店

にそのお金が行きますので、地域経済が少しでも活性

化する。そして、文化の面で言えば、カヤぶき建築がそ

れぞれ保存されたり、技術が伝承されたり、村落の景

観が保全されるという文化の伝承があります。

　どのくらいのこれ金額回っているかというのを見て

みると、そんなに大勢ではないですよね。2015年から

始まって、最初は持ってきてくれる人が５人で、集まった

カヤも100束でした。２年目は６人になって200束に

なりました。すごい増えましたね。３年目は９人で234

束、８人、10人、14人と増えていって、持ってきてくれる

人がどんどん増えている。2,000人、約1,000戸の集

落ですから、10戸で１％なんですよね。1.4％の人が

持ってきてくれるということになります。それで集まった

カヤを販売して、売上げが下のほうに書いてあります。

この売上げの金額は、ばらばらなんですけれども、実

は最初の年はカヤの束をすごく大きくしていたんです

ね。それで、すごく束数が少ないけれども、金額が大きく

なっています。

　この下に１行ちょっと付け足しますね。

　現在の学年と書かれています。これ何かというと、茅

金市場は中学校の活動としてやっています。中学校２

年生が茅金市場を運営しているんですね。今、その子

たちが学年で何年生になっているかというと、一番最

初に茅金市場を実行した子は今、大学２年生になって

います。この時間間隔って結構大事だと思うんですよ

ね。子供はずっと子供じゃなくて、これを知った子が今

何歳か。

　ちょっと茅プロを通じた中学生の学びを見ていただ

きたいと思います。

　茅プロ、事業としては最初こんな感じです。これ中学

生ですね、もう大人みたいですけれども。カヤを刈りま

す。みんなで束ねます。最初は下手くそですけれども、だ

んだん上手になります。途中でカヤぶき職人さんから

指導を受けて、こんな曲がったのは駄目だとか、ちょっ

と細過ぎるとか、先がそろっていないとか、束ね方を

ちゃんと指導を受けるんですね。それを運びます。実際

に自分たちでも刈るんですが、大事なのは受入れのほ

うなんですね。茅金市場での運営は、中学生がやって

いますと言いました。中学生が地域の人にチラシを

配ったり、声をかけたりして、家の近くにあるカヤ持っ

て来てくださいねというふうに言うんですね。そうした

ら軽トラに積んで持って来てくれるので受け入れます。

みんなで運びます。規格に合っているかどうかをちゃん

と調べながら受け入れています。曲がったカヤは使え

ませんから、これは駄目ですよっていうのはちゃんと言

わないといけないんですね。これ結構ハードルが高い

んですが、先生に手伝ってもらったりしながら、こうい

うのは駄目ですよということをちゃんと言う、これも学

習です。こうして何束あるかというのをちゃんと数えて

いる役割の子もいて、それぞれの子がそれぞれ役割分

担しています。車の誘導をする子もいます。

　こうして受け入れたカヤをどんどん並べていくわけ

ですが、もう当日は先生たちも総出で、総出じゃないか、

先生たちもやってきて、なかなかあまりない光景かなと

思います。

　せどやま券の発券も中学生がやりますね。ちゃんと

数を間違えないように数えて、券の枚数をカウントして

いきます。これ中学生の側が券を支払うほうですね。こ

れを渡していくと。地域の人に渡っていく。何かほっこ

りしますよね。地域の人が持って来て。

　実際に子供たちがお金を触ることで、先ほどのこの

全体像にもう一つ、教育の側面が加わるんですね。地

域資源への気づきとか、カヤってお金になるんだな。

あんなどこでも生えている草なのに、草原ってそんなに

価値があるものなのとか、あるいはお金をちゃんと

使って、商品とお金をやり取りする、あるいはカヤを販

売するとかっていう話を通じて、ちゃんと経済に関わる

んですね。これが大きな学びになります。これが次世代

の担い手育成につながる。

　今、大学２年生の年齢になっていますから、これから

どうなるかというのがちょっと楽しみなところです。

　実際の成果としては、昨年は14人から591束受け

入れて19万7,000円を、約20万円分発券しました。授

業やＰＴＡ活動で自分たちで250束を収穫したので、

71万円余りで販売したいなと思っているところです。ま

だこれは販売中ですね。その差額の50万円ぐらいは

自分たちの収益になって、教育活動に使うと。刈った

カヤは文化財建築の補修なんかに使われて、結果とし

て草原も守られる。僕がやりたかったのは草原の保全

なわけですが、仕組みをつくることで、その草原が守ら

れるという、そういう形になっています。

　ちなみにお金、何に使っているかなんですけれども、

まずは中学校に冷水機を設置したりとか、最近暑いで

すからね。ウォーターサーバーを自分たちで買ったり、

修学旅行に資金助成として、これはＰＴＡのほうから保

護者に対して１万円ずつだったかな、去年は。お金が

支払われます。修学旅行で校長から給与が支給されま

す。これはちょっと内緒にしておいてください。サプライ

ズでバスの中で給料袋が配られるんですね。自分たち

が働いて稼いだお金が自分たちのところに戻ってくる。

　私と草原の関わりもということなんですが、私は福岡

県の小倉市というところの出身です。当時、山々に行くと、

植林地の防火帯として草原がいくつかあった。あれ面

白いなと思って、むしろ焼けて大変だろうと思うんです

けれども、そこを２年に１回ぐらい、ずっと帯状に何キ

ロも草原があって、そこが私の遊び場だったんですね。

そういう原体験もあったり、あるいは南のほうで平尾台

という有名なカルスト台地。秋吉台と同じように山焼き

をやっている。やっぱり遠足に行ったり、遊びに行った

り。その原体験の下に草原に関わってきたわけですけ

れども、一番のきっかけは、実は私の高校は修学旅行

のない高校でして、いわゆる受験ばかりという、面白く

ない、非常に面白くない高校だったんですけれども。

ちょうど大阪万博の年、私が高校２年のとき、そのとき

だけ万博に修学旅行に行こうやという話が出て、その

ときに山陰地方を何泊かして大阪までバスで移動した

んですね。そのとき２日目に泊まった三瓶山という山が

とてもきれいな草原があって、牛や馬が放牧されている。

これは都会育ちの私にとってはすごい感激して、それ

をきっかけに畜産の道に興味を持ち、大学は農学部を

選んだという経緯があるわけです。

　そうこうしているうち、いろんな方と出会うことがあっ

て、今回13回目を迎える全国草原サミットの第１回目

から担当させていただいているんですよね。そういう関

係もあって、サミットのお手伝いをするような全国草原

再生ネットワークというのを立ち上げたと。

　それと時期を同じくして、さっき最初に白川さんが紹

介していただいた草原研究会、日本草原研究グループ

というのも立ち上げていただき、そのときに白川さんと

あと二、三人の方で相談して、とにかく毎月１回、どこか

草原を調査して、そこでディスカッションして回ってみよ

うや、あるいは調査の手伝いをしようやと。そうやって

中国地方を中心にいろんな草原を若い研究者を募っ

て現場のフィールドを歩きながらぐるぐるぐるぐる回って

いたという、そういうこともいろいろ重ねるうちに、今は

阿蘇に携わって、草原再生協議会、阿蘇は約２万２,000

ヘクタールの牧野があって、山焼きをやっているのが

１万6,000ヘクタールあります。その利用形態、極めて

多様でして、土地所有も多様なんですけれども、利用面

も畜産で利用されたり、カヤに利用されたり、あるいは

草刈りをして堆肥として利用されたりとやっているんで

すが、大きな観光資源にもなっていて、阿蘇の。そういう

意味では東伊豆とも共通したものがあるかもしれませ

んけれども。阿蘇においても、すごく担い手の問題とい

うのも深刻で、これをどうするかということで、年間約

2,300人のボラティアが山焼きや牧野体験に参加して

いるという仕組みづくりもちょっとやっているところです。

　前回、この東伊豆でシンポジウムがあったときに、大

きくそうですね、利用の面では観光利用、あるいはパラ

グライダーの利用というのが当時あって、新しい利用形

態どうするかという模索もさせていただいた。それから、

当時からやはり山焼きの担い手の問題というのはかな

り深刻で、東伊豆町のほうでもボランティア等の関わり

をどうやって考えていくかというようなことも論議したよ

うな記憶があります。

　それから、さっきもお話があったように、教育とか普

及の面で、子供たちをどうやって、昔は遠足で当たり前

に行っていたし、地元の人たちの草原についての実感

もあったし、誇りも多分あった。今はいろんな文化が増

えているし、全体的にも様 と々いうことで、いろんな問題

を抱えているんだというような、そういう記憶をしており

ます。この13年間でどういうふうに変わってきたのかな

というのも今日いろいろお聞きしながら、課題の共有を

できたら、いろいろ協力ができることがあろうかと思い

ますけれども。

　１つ、稲取高原で面白いなと思ったのは、何年か前

からやっている入山料ですね。草原をただで利用する

人たちは、やっぱりちゃんとそれなりの対価を払って、

ボランタリーでいいから払ってくださいという、そういう

ふうに位置づけている。これはこれからの一つの観光

行政の自然を守る形の一つの選択肢として、効果的で

はあるけれども、画期的な出来事だったのかなという

印象を持っております。

　以上です。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　高橋さんは、僕はよくよく知っているんですけれども、

会場の方も知らない方も、それから、インターネットでご

覧になっている方も、知らない方もおられると思うんで

す。先ほどあったように、日本の草原を本当にいろいろ

なところを見ている方です。草原に入って遭難したこと

もあるんでしたよね、たしか。そういう方ですが、町長か

いろな観光地を見ていただければ、町としては本当に

よかったんですけれども、このコロナ禍では本当大変、

自分自身はもう大変残念に感じております。

　そういう中で、町の基幹産業は観光でありまして、以

前は100万人以上の方が当町に来ておりましたけれど

も、今は本当、コロナ禍においてですけれども、減少し

ちゃいまして、今、去年で40万ぐらいですかね。早くこ

のコロナ禍が収まって、何とか経済を活性化していき

たいと思います。

　そういう観光以外には、やっぱりこの海、さっき言っ

たようにゼロメートルから1,400メートル、本当、傾斜

がこういうふうにありますので、本当、海と山、これを全

て満喫できますので、大変すばらしいロケーションでご

ざいます。

　そういう中で、農業、教育も盛んであります。まず、漁

業におきましたはキンメダイ、こちらはもう地域ブラン

ドになりまして、味はもう日本一でございますので、ぜひ

とも皆さん方も稲取のキンメダイ、これを味わっていた

だきたいと思います。さらに伊勢海老も取れますし、結

構豊富でございます。

　さらに農業、これにおきましても、カーネーション、こ

れはもう私も全国で一番ではないかと思います。基本

的には農林水産大臣賞、これはもう過去３回も受賞し

ておりますので、この辺はもう自信を持って、また皆さん

に進めていますし、さらにミカン、かんきつ類には

ニューサマーオレンジがあります。やはりこれも香りも

大変良く、これも東伊豆町の名産でございます。これま

た季節がありますので、町が自慢できるものがあります

ので、四季を通じて、この東伊豆町、楽しめますので、よ

ろしくお願いします。さらにスポーツにおきましてもダイ

ビングとかゴルフ、そしてパラグライダー。このパラグラ

イダー、今言った細野高原でできますので、ぜひとも海・

山・空のスポーツ、年間を通じて楽しめる、本当に四季

を通じて東伊豆町、大変すばらしいところでございます

ので、ぜひともまたご来町願いたいと思います。

　このようなことが東伊豆町ではまちづくりの目標、こ

れを満点の海・山・空は東伊豆と掲げております。この

細野高原につきましても、このまちづくりの目標の一つ

でありますので、このパネルディスカッションにおきまし

て貴重なご意見をいただければ大変ありがたいと感じ

ております。そういう中で、このあと稲取財産区の山田

委員長から保全、さらには観光協会長のほうから、この

利活用につきまして説明があると思いますので、よろし

くお願いいたします。

　私は細野高原の思い出というのは、やっぱり遠足で

ございます。当時小学生のとき、必ず遠足で細野高原に

行きました。そのときはやっぱり全学年で行きましたの

で、６年生が１年生の手を引いて行った思い出があり

ます。そういう意味でもすばらしいなと。まだ子供でした

から、草原はすばらしいなというだけで、それがですね、

やっぱり先代とその山焼きなどの苦労によってこの山

が守られていることを感じましたので、自分としてはこ

の子供たちが細野高原に子供たちが行く機会がないも

のですから、子供たちに細野高原のすばらしさを知っ

てもらった中で、さっき言った芸北の取組、これもまた

後 で 聞 き た い と 思 い ま す 。

　そういう中で、やっぱり私は遠足といった中で、今度、

富永さんとか言っていた、鹿、猪　が増えた中で、

ちょっとダニの問題が出てきました。しかし、ススキのイ

ベントをやっている中で、それに対しては十分対応して

おります。ある程度、受付において案内をして対応して

おりますので。細野高原は安全ですばらしいところです

から、よろしくお願いいたしたいと。

　私の考えはそういうことでございますもんで、またよ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　今のお話の中にもいろいろと何か視点があるんだと

思いました。

　ちょっと１つだけ、町長は地元出身なんですよね、ど

の地区。

○パネリスト（太田長八）　僕は、今は結婚して熱川地

区に住んでいますけれども、幼少期は、小さいときは稲

取地区でございまして、稲取小学校に入りまして、やっ

ぱり春と秋になると何しろその遠足が楽しみで、細野高

原に対する思い出、それが大変強いです。

○コーディネーター（白川勝信）　もう本当に地元なん

ですね。ありがとうございます。

　次に、高橋佳孝さん、自己紹介と、ご自身と草原の関

わりとか、高橋佳孝さんは東伊豆町の方ではないです

が、今日は全国草原再生ネットワークの代表理事とい

うことで参加いただいていますんで、自己紹介からお

願いします。

○パネリスト（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは。高橋

でございます。

　今、白川さんから紹介いただいたように、私は外者、

よそ者で、細野高原とそんなに深い関わりがほとんどな

いのにここに登壇していいんだろうかというね。今日そ

こにいらっしゃる内山さんはまさに稲取のご出身で、草

原に関する研究をされていると、まさにここは内山さん

がいなきゃいけない場所だと思うんです。いろいろと理

由があって、ここに出させてもらっています。

在ではあまり生活に必要と思われていないもので、い

ろんな考え方もあるでしょうけれども、自然を守るという

哲学とか概念だけでは、どうしてもこれから守っていく

のは非常に難しくなるんじゃないかなというのが私の

考えです。だから、保全していくにはどうしたらいいかと

いうと、これから地域や町にどうしても必要な場所に、

この細野高原を認知してもらうことが、認知していくこと

が重要なことじゃないかなと思います。

　その中で、先ほど白川さんのお話の中で、非常に参

考になりました。その一つとしては、あそこは水の水源

地としてもやっていますけれども、もっと水源地を広げ

て、そこにいろんな花木などを植えて、植林して、それを

観光に使ってもいいのかなと。もう一つは、先ほどから

出ている教育の場として、体験学習とか、いろんなそう

いう子供たちの教育の場にも使えたら。もう一つは、観

光資源として、自然利用のイベントとか、そういうものに

積極的に使っていただければと思います。

　財産区としても、そういうことが具体的になってきた

ら、積極的に協力して前へ進めていきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。

　今日はこの機会を利用して、皆さんのほうにも意見

を聞かせていただきまして、参考にしたいと思います。

ありがとうございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　本当に非常に大事な視点というか、たくさんありまし

たよね。植物を管理する人が絶滅危惧種だという話も、

本当にいろんなところでも起こっていることでしょうし、

ただ、管理する人がということが、発言が出ること自体

が、まだ何かよくって、地域によっては、その植物が大事

だということさえもひょっとしたらもう既に忘れられてい

るかもしれない。

　それから、もう一つのことが草原が必需品じゃなく

なったという指摘の中で、守ろうという概念だけじゃ駄

目で、具体的に何かやっていかないといけない。その

中でも、やっぱりイベントとか観光というのが強いところ

なんだから、そこを進めていきたいというお話だった

と思います。

　ありがとうございます。また後から少し詳しくお聞きし

たいと思います。

　その観光とかイベントとかを中心的に担っていらっ

しゃる石島さん、続けてお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　それでは、改めましてこん

にちは。東伊豆町観光協会の石島でございます。

　お手元に、パワーポイントのほうに10ページになる、

このジャンプしている、これは私じゃございませんけれ

ども、もっと若い人なんで、こんなジャンプすると足を痛

めちゃいますので。あと、今年の「澄んだ空気と絶景

を。」という、このポスターにもあります、これがチラシで

すね。あとそのもう一つ、稲取細野高原の冊子、これを

見ながら皆さんお聞きいただければと思います。よろし

くお願いいたします。

　それでは、まず、細野高原と東伊豆町観光協会の取

組についてということでお話しさせていただきたいと思

います。

　次のページで、自己紹介ということで、私、石島専吉

という名前なんですけれども、これは本当に私もずっと

嫌だったんですけれども、やっぱり最近やっと慣れてき

まして、これおじいさんの、祖父の名前をいきなりつけ

られました。子供の頃はすごく嫌で嫌でしようがなかっ

たんですけれども、やっとアラカンになってきて慣れて

きましたけれども、私の父の出身というのが栃木県でご

ざいました。こちらに熱川温泉のほうに修行に出されて、

そこで結婚して私が生まれたということで、今はその旅

館を私も継ぎまして、熱川温泉のほうで「ふたりの湯宿

湯花満開」というところで旅館もやっております。

　私は2018年の東伊豆町観光協会に就任しまして、

ただいま４年目で、２期目でございます。2020年、昨年、

東伊豆町産業団体連絡会の会長に就任させていただ

きまして、現在に至っております。

　この右側の写真は、毎年１回、三筋山まで歩いてい

ますというふうに書いてありますけれども、これは去年

の11月１日にちょうど第一駐車場の標高400メートル

からこの三筋山山頂の821メートルまで、往復で大体

7.5キロ、時間にして約２時間で歩きました。山頂では

妻のお弁当というか、おにぎりを食べて、この小さく前に

いるカップルも、ちゃんとお弁当を２つ持ってきて食べ

ていました。その２人の歩くのが速くて速くて、本当、追

いつくのが大変だったんですけれども、本当、軽装です

んなり歩き切っちゃいますね、若い人というのは。です

から、やっぱりそういうところも一つ面白いんじゃない

かなと思いました。

らも遠足の印象が大きかった、高橋さんは三瓶山の印

象が大きかった、やっぱり子供の頃の体験、大事なん

だなというのをお二人の今の自己紹介の中からも見て

いきますけれども、じゃ次に山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　皆さん、どうもおはようござ

います。

　私は、稲取地区特別財産区運営委員会の委員長を

やらせていただいています山田と申します。

　稲取地区の特別財産区というのは、稲取地区の区長

さんとか区の役員さんの皆さんで構成されており、細野

高原の管理や運営や、そういういろいろの事業を行っ

ております。

　財産区と言うとあれですけれども、昭和34年に、この

東伊豆町というのは城東村と稲取町が合併してできま

した。そのときに稲取地区には230町歩ほどの当時の

町有地があったわけです。その２分の１を今、稲取ゴル

フ場やバイオパークに借地しております。残った部分

はどうしようかということでいろいろ、細野高原を含め

てどうしようかということで話があって、平成３年に自治

法が改正されまして、稲取地区の４区に町から無償譲

渡され、そのときにいろいろ４区で話し合って、いろん

な分配の問題とか、いろいろ話合いが出ましたけれど

も、この際、大同団結して、４区で平等でこの細野高原

の責任を持って管理や運営をしていこうということで現

在に至っております。

　今、２分の１は、バイオパークとか稲取のゴルフ場と

かに貸してありますけれども、そのうち借地料の２分の

１は町に、２分の１を財産区の財源として使わせても

らっています。そのお金で細野高原の維持や管理、また

この各４区ありますので、各区にお金を分配して、各区

の運営をやっていただいております。

　財産区の細野高原の管理としては、防火線があり、そ

してその後、防火線焼き、その後の全体の山焼き、そし

てまた春の山菜狩りは、これは財産区としてやっており

ます。そしてまた、各４か所ばかり湿原がありますけれど

も、湿原の周りの草刈りをやっております。そして、草原

の中の道路が、結構道路がありますけれども、水とか雨

とかで結構痛むもんで、その道路の補修や管理を行っ

ております。

　防火線焼き、山焼き、これは１回につき120名ぐらい

の方に、区民に出ていただいております。この他の事業

も含めて、先ほど白川さんがお話になった800万、13

年前は800万ということで、現在は節約しまして500万

ぐらいのお金で管理と運営をしております。

　そのほか、観光協会の会長もおられますけれども、

観光協会の秋のススキがこれから始まるわけですけれ

ども、ススキ狩りにも協力したりしております。また、各種

団体で、先ほど言ったパラグライダーとかラジコンの会

とかいうように、各種団体にも利用してもらうように貸

出しをしています。

　この頃ですけれども、この前もありましたが、映画や

コマーシャルの撮影等に利用したいという希望がたく

さん多くなってきまして、それにも貸出しをして、一部の

収入にさせていただいております。

　今後の問題としては、防火線刈りもそうですけれども、

焼き、山焼きこの作業員の高齢化というのが先ほど高

橋先生の中にも、当時13年前にもあったと言いますけ

れども、現在はもっと深刻で、私は昭和24年生まれで

すけれども、大体中心になっているのは昭和20年代、

30年代生まれの方が山焼きとか防火線焼きとかの中

心になっていますので、非常に高齢化が進んでいます。

それとまた産業構造の変化で、昔は、前にも言ったよう

に農家の人が中心とかそういうことが主だったんです

けれども、今は農業から観光やいろんなお勤めの方が

増えて、当日の人員確保をするのに非常に苦労してお

ります。

　またもう一つ、一番これも大きなことかもしれません。

先ほど町長のほうからもありました、原野や山に対する

関心が非常に低くなっておりまして、そういうことも含め

て原野を守っていくというのは非常に難しくなっている

のが現実です。

　また、私はよく冗談で言いますけれども、この細野に

は多くの絶滅危惧種があり、このことを、この絶滅危惧

種を守っていくのが本当に大事なことだと思うし、また

それが我々の仕事だと思いますけれども、植物はあるん

ですけれども、その管理をしていく人のほうが絶滅危惧

種の状態になっているというのが現実な問題です。昔

は、原野は農家の資源や、要するに農家の堆肥とか何

とかという資源や生活も今までのような茅葺きの生活

の資材として必要な場所でありました。そのためにみん

な非常に協力的で、いろんなことを一生懸命管理して

いただきましたけれども、正直いって時代の流れで、現

んと海はやっているのに、そういう状況です。

　ですから、私の娘なんかも夏の旅行で昼神温泉の星

を見にいったとか、やっぱりそういう高原を求めるお客

さんが多くて、夏を涼しく過ごしたいというのもあるのか

もしれません。ですから、もっとこう海だけではなくて、こ

の細野高原も売っていきたいということです。

　現在の取組なんですけれども、昨年からちょうど財産

区のほうも細野高原を考える会というのを立ち上げて

あるそうで、私たちも年間活用委員会というのを発足し

ました。これは春と秋のイベントだけじゃなく、年間で細

野高原を利活用する方向性として、ハイキングを掲げ

て整備や企画の立案を実施しています。このハイキング

というのを、やっぱりただ普通に歩いてくれというん

じゃつまらないと思いまして、ハイキングの聖地づくりに

取り組んでいるということで、今年の５月９日にはジオ

ガイドつき、そしてキッチンカーも山頂まで用意して、そ

のプレツアーを実施しました。これは25名参加で、女

性がすごく多かったんですけれども、それをやったりと

か、先週の９月19日にはインフルエンサーを呼んで、

招待してＰＲしていただいたり。今いろんな媒体に出す

とかというよりも、そういうもうやっぱりインフルエン

サーを呼んだほうがすごく効果があるんですね。これは

いろんな広告もそうなんですけれども。ですから、そうい

うことを常にやっておりました。

　あと、今年の10月17日にも、そのハイキングのガイ

ドツアーを今、インターネットのほうで参加を募集して

おりますので、またよろしくお願いしたいと思います。

　そんな形で、この右側にある写真も、これは夜の星空

観賞。これも二、三年前のＪＲのデスティネーションキャ

ンペーンのときに夜の星空観賞のツアーというのを５

月と９月かな、そういうふうにやったときもございまして、

そんなことになります。

　じゃ次の。

　活動とＳＤＧｓということで、ＳＤＧｓって何なのかなと

いうふうに私も思ったんですけれども、今やっているこ

とがそういう保全の一部を担っているんじゃないかと

いうことで、こんな表を作成しました。東伊豆町観光協

会としては、観光客、利用客から、先ほどの入山料を頂

いて、それを財産区のほうに一部、これ本当に少なくて、

微力で申し訳ないんですけれども、大体20万から30万

ぐらいですかね、毎回そんなぐらいで、一応頑張ってや

らせていただいております。

　最後のですね。

　本当に細野高原はこの町の宝でございます。細野高

原を生かしながらの利活用が観光業が主産業である

この東伊豆町にとってとても大事だと考えております。

来年度、先ほど町長もおっしゃっていたような６つの温

泉場が一つの東伊豆町観光協会に統合されるという、

一本化事業というのもございまして、観光協会が一つに

なります。これによって、ここだけの話ということでもな

いんですけれども、稲取の細野高原というよりも、東伊

豆町の細野高原というふうにしていきたいと私は思っ

ておりまして、みんなで、全町そろって細野高原をもっと

頑張って利活用を考えて生きたというふうに思っており

ます。

　最後の資料なんですけれども、これは年間のいろい

ろな、財産区と観光協会のいろんなイベントがここにあ

りますので、参考までご覧いただければと思います。

　本日はよろしくお願いします。

　以上でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　先ほど高橋さんから前回の話題になっていたという

話があった観光、それから担い手のうちの観光につい

て、随分詳しく教えていただきました。ありがとうございま

す。特に金額とかですね、人数とか見させていただいた

ら、やっぱりさすがだなと思うのは、まずきちんとこうい

う数字が出ている上に、コロナ禍でも大きくは減らずに、

むしろしっかりと継続が続いているというところが見え

ているというのがすごいなと思いました。

　高橋さん、さっき今日聞きたいなとおっしゃっていた

ことのうちの観光の話が今報告があったんですけれど

も、聞いてみてどうですか。阿蘇のほうでも観光というの

は大きな柱だとおっしゃっていたんですけれども、いろ

いろ、規模としては随分違うと思うんですけれども、比較

しながら何か感想を教えてもらえればと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　私、観光専門じゃないです

ので、何とも言いかねるんですけれども。阿蘇の場合は

地震の影響がかなりあってですね、それによって幹線

道路が寸断されたりということで大きなダメージを受け

たわけなんです。いまだもって、やはり草原の観光的な

評価というのはすごい高いですね。前もお話ししたこと

があるんです、来訪者に阿蘇の魅力を尋ねたときに一

番魅力に感じたのは、やっぱり広い草原で、多分この

国立公園に指定された頃は火山が一番人気でござい

ましたと思うんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　阿蘇の火山ですね。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。火口が見える

とか、活火山であるとか、雄大さとかあるとは思うんです

けれども、そういうふうにモータリゼーションの関係で

道路や交通機関がかなりこう発達してくると、広い草原

の魅力というのは観光客にすごく大きいんだろうなとい

感想とかもいただきたいと思います。

　もう一つ、すみません、ちょっと先ほど聞いたときに落

としちゃったんですけれども、今、４区の共有地みたい

になっているんですよね。それは何年でしたかね、何年

に話し合って、４区の共有にしようということになったん

でしたっけ。

○パネリスト（山田賢一）　合併自体は昭和34年に合

併したんですけれども、それをそれぞれ城東村が持って

いた土地、稲取町が持っていた土地、稲取町が持って

いた土地をどうするかということも議会の中でもいろい

ろお話しされて……、町長が発言します。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですね。いいで

すか、すみません。

○パネリスト（太田長八）　基本的には今言ったように

町村合併のときに稲取の地区のこの細野高原につい

て話し合いがありました。そのときは、やっぱり町が一

枚かんで、町と４区の共有の土地で、さっき言ったよう

に、ゴルフ場、そしてアニマルキングダム、動物園、これ

に関しては２分の１。今もその分配は変えませんけれど

も、使用に関しましては、私がなって多分すぐくらい、結

構４区からそういう要望があった中で、４区の所有だっ

たのが１０年くらい前かな。そのぐらいですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　10年前ぐらいですか。

○パネリスト（太田長八）　大体ね。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。

　だから、あれですよね。昭和の合併のときにそういう

話合いがまずあって、最近というか、10年前ぐらいにも

う一度、そこの所有を見直すというか、そういう流れが

あったわけですね。

○パネリスト（太田長八）　結構ね、４区のほうから、も

う前々から一応、４区の所有にしてくれといった中で、話

合いがあったんで、役場も巻き込んでそうなったと感じ

ております、あと４区の強い希望ですね。

○コーディネーター（白川勝信）　昭和33年頃といっ

たら、草の利用はどうだったんですかね。柑橘って割と

ずっと何ていうか、堅調な産業だったのかなと想像す

るんですけれども。

○パネリスト（山田賢一）　その合併する日が来てか

ら、しばらくの間は、今も町長の話の中にもありましたが、

ゴルフ場とかバイオパークも含めて、草刈り場、採草地

だったんです。そこを正直いって、今４区と言いますけ

れども、昔はほとんど一つの入谷区と言うんですけれ

ども、そこが全員ほとんど出て、それで全部で言う200

何十町歩を自分ちで管理しておりました、合併した頃、

前後ですね。そういうことでやっていまして、ここの入

谷区というところの人はほとんど全戸出て管理をして、

防火線から山焼きからやっていました。山焼きなんか

は、ひどいこと、今じゃ考えられませんけれども、朝振

れというのがありまして、朝６時頃、班長さんが今日は

山焼きやるから出て来いと言って、それは有無もなく出

なきゃならないような状況でやっていました。今日の

仕事があるとか予定なんていうのは、それはもう無視

されて、そういうことで皆さんで、入谷の皆さんが管理

してきたものです。

○コーディネーター（白川勝信）　その頃の人の意識と

随分今と違うんでしょうね。何かその地域の行事という

か、もうやることが決まっている。もう年中行事みたいな。

○パネリスト（山田賢一）　だから、先ほど言ったよう

に、あまり利用しなくなった、農家でも使っていた人が

あまり利用しなくなったというのがやっぱり一番大きな、

大きな関心がなくなってきたということじゃないかと私

は思います。今でもよく共同で山焼きの管理をしていた

だいていますけれども、この役員以外の方の中には、

何で俺んちが山の管理をしなきゃならないんだ。海岸

線のそれこそ近くとか、町の中の人には、そう言われる

ことも多々あります。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。そういう意

味では、あれですよね。前回の、前回って、13年前のこ

とを言うのもあれなんですけれども、課題だった山の価

値を共有しないと担い手もまた続かないかもねというと

ころは、まだまだ今もちょっと課題としてあるのかもしれ

ないですね。ありがとうございます。

　そんな中で、さっきバイクの、モトクロスの人が増えて

きたという話があったんですけれども、ちょっと質問を

いただいていまして、バイクも問題があると思います。マ

ウンテンバイク、モトクロスの人の利用はどうですかと

いうことで、お聞きしたいことというのは、草原管理の立

場とか観光の立場からメリット、デメリットなんで、観光

の立場のほうからちょっと、石島さん、バイクとかモトク

ロスの人たちの観光の仕方というのはどうなんですか

ね。うちのほうを見てみると、ツーリングでやって来て、

ちょっと休憩して、また次のところにずっと行くような感

じで、何か通り抜ける形の、モトクロスじゃないので、

ツーリングバイクはうちのほうもよく来るんですけれども、

モトクロスというのは林道を走っている感じなんです

か、未整備の。どんな感じで。

○パネリスト（石島専吉）　私もそのあまり詳しくはな

いですけれども、財産委員長が言われたのは、駐車場、

その第一駐車場、第二駐車場ぐらいまで来て、山を見て、

いいところだねって言って休憩して帰るんだったらい

いんですけれどもね、その400メートル以上の上の、細

野高原の山頂近くの三筋山の近くまで林道がずっとあ

うのがあるんですが、阿蘇の場合は160ぐらいある、牧

野という言い方をするんですけれども、草原が160ぐら

いあるというふうに考えてください、細野高原みたいな

草原が。そういう世界の中で、観光についての新しい取

組というのは、阿蘇はまだ畜産が盛んなので、防疫、伝

染病が大きく広がることを一番恐れています。そのため

に牛がいるところに簡単に入れないような仕組みに

なっているんですが、牛がいないときだとか、あるいは

きちんと防疫、薬剤を散布したりあれしたりして、入る人

も人を制限して、ちゃんとガイドつきで入るという仕組み

をどんどん広げています。それで、さっきお話あったよう

にガイドで回った人は、そのうちの何人かを牧野組合

のほうに渡しているという、そういう形で、大きくバスで

歩いて、とにかくいっぱいで動くというような世界ではな

くて、そういった本当の草原のよさを学んで入っていっ

て、そこのいろいろ、さっきからお話があったように、自

然だとか文化だとか、野焼きというのがこれだけ大変な

作業で、こんなにきれいに守られているんですよという

ことも一緒に含めてですね、ガイドさんとの会話の中で

そういう会話をする。

　将来的には、多分、牧野を管理している人の若い人

がガイドになっていく、そんな仕組みづくりもこれから

やっていこうかなというふうに、こういうところです。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　山田さんのさっきのお話を聞くと、随分、観光の分野

と、すごくこう、どういえばいいんですかね、連携がよく取

れているなというふうに感じたんですよ。何か阿蘇のほ

うは、やっぱり牧野ということで、牛を放牧しているんで、

防疫ということで、しっかり消毒しないと、入ってもらっ

て病気を媒介したら困るとかっていうことがあったんで、

その辺では何か、あまり地域の方とかも観光客の人が

たくさん来ることには全然抵抗がないというか、むしろ

来てほしいというような感じなんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　観光客の方が来てほしい

というか、観光地ですから、そういうことは協力はして

いかなければならないと思いますけれども、いろんなこ

とのトラブル……、先ほどちょっと言ったけれども、今年

はね、非常にオートバイの方が細野高原に入ってきて、

物すごい大きな音で何十台って連なってくるもんで、そ

ういうことをこれから少し対策を考えなきゃならないか

ということは考えていますけれども、観光地である以上、

多少はね、イノシシとか鹿しか歩かない道よりも、やっ

ぱり人が歩いてくれたり、人がいることのほうが地元と

してはありがたいもんで、それはいろんな皆さんに注意

をしてもらいながら、多くの方に来てもらうということは、

それはいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　もう一つ、ちょっと山田さん、お尋ねしたいんですけ

れども、利用の中で、観光のイベントとか利用が結構ご

紹介いただいたんですが、何かほかの農業に草を利用

するとか、そういうことは今はどういう状況なんですか。

昔は、さっきあったというふうにおっしゃっていました

けれども。

○パネリスト（山田賢一）　昔はですね、もう今から、私

たちが若い頃は、あの全山がほとんどはげ山になるぐ

らい、皆さんあそこで草を刈って、そして堆肥にしたり、

畑の中へ引き込んだり、いろんな利用をしていました。

ほとんど、だから、水際の下ぐらいからずっと、ほとんど

草を刈り取ってしまいまして、見事なはげ山みたいに

なってしまっていました。昔はそれほどあったんですけ

れども、今は数人の方が草を刈って資源にしているぐら

いで、ほとんど草を刈る人は、非常に少なくなって、昔に

比べればもう激減というか、ちょっと、というのがこちら

の柑橘が主体だったんですけれども、その産業が非常

に衰退しちゃったもんで、そういう意味もあると思います。

○コーディネーター（白川勝信）　柑橘の畑の中に、ミ

カン畑の中に草を入れていたということですね。

○パネリスト（山田賢一）　はい、それがほとんど中心

でやっておりました。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。その数人

の方が今、すごく少ない数でやっているということで、あ

まりこう、使える草はたくさんあるけれども、草を使うこと

は随分減ってしまったということですかね。

○パネリスト（山田賢一）　そうだと思います。昔はそ

れこそ部落中というか、皆さんで、私が若い頃もそうで

すけれども、取りっこというかな、朝の４時頃から草を刈

りにいって、朝明るくなって、何だおまえらそこにいたの

かというぐらいみんなで草を刈っていましたけれども、

今はそういうことはほとんどないですね。草は幾らでも

ありますけれども、持っていく方は非常に少なくなってい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。資源はあ

るけれども、使えていないということですよね。何か

ちょっともったいないなというところなんです……、そう

だ、皆さんの手元に質問用紙というのが用意されてい

ると思います。話を聞きながら、アイデアとか意見があれ

ばぜひ書いていただければと。感想でもあれば。もし書

かれた方は、ちょっと手を挙げていただくと、役場の山

田さんが集めてくださるので、できればちょっと質問を

書いてください。何か僕の聞きたいことばかり聞くのも

もったいないので、ぜひぜひちょっと皆さんのご意見と

るわけですよ、狭い。そこをがんがん走っているらしい

んですよ。ですから、そこからまた転がり落ちちゃったり

とか、いろいろそういう事故にもつながっているみたい

なんで、今ちょっと苦慮されていて、入り口にちょっと

チェーンでもやって、それは取って行けることは行ける

んですけれども、もう少し意識をしっかり持たせたほう

が、何かね、よくないんじゃないかということもあって。そ

ういうことは山田さんからこの間言われて、そうだなと

いうふうに思いました。

○コーディネーター（白川勝信）　確かに事故があっ

たりすると。

○パネリスト（石島専吉）　そうですね。やっぱり私た

ちの考えるハイキングの聖地と、そういうバイクとかっ

ていうのは、ちょっとリンクしないんですね。ハイキング

で歩いているところをばんばんこう上っていっちゃうら

しいんですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

○パネリスト（石島専吉）　ですから、ちょっとその辺

は規制しないとまずいんじゃないかなというふうには

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　その辺を規制する

道、そこは市道なんですかね、町長。そうですか、市道

ですか。どういう形の規制が考えられますかね。

○パネリスト（太田長八）　基本的に町道が抜けてい

るんですよ。その町道に関して遊歩道が続いているの

で、そういう部分に関しましても私道なので、それはすぐ

にできると思いますので。町道に関しましては制限でき

ません。やっぱり一番心配するのがこの細野高原、住宅

地を通ってくるもんで、渋滞とか住民の理解がないと活

用できませんのでね、それなので今、細野高原付近の

住宅の理解を得られるようやっております。それこそ今

度はバイクなど、これ規制できませんもんでね、そういう

なかで細野高原の活用がちょっと中座するのが困るな

というのが現状でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　マウンテンバイクとかで来る人はいるんですか。うち

のほうはスキー場があるんで、スキー場の夏のシーズ

ンにマウンテンバイクでだっと下るとか、林道を下ると

か。自転車ですよね。自転車あまりないですか。

○パネリスト（山田賢一）　ないと思うよ。

○パネリスト（太田長八）　自分が把握したのは、熱川

地区はね、比較的林道があるもんで、熱川地区が結構

マウンテンバイクが来ているのは聞いていますけれども、

細野高原に関しては、ちょっとマウンテンバイク、普通の

オートバイが結構来るんじゃないかと、これは想像です。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ちょっとまた別の質問なんですけれども、そういう意

味で、これまであった自然イベント、自然利用で、何か

細野高原に合っているものというのは山菜狩りとかス

スキ狩り以外でどんなのが、どんなイベントがいいか

なという質問が来ているんですけれども、どういう方向

性が……

○パネリスト（太田長八）　正直いって星空やったん

ですよ。星空のほうも、自分はもう最高でした。やっぱり

行ったときに、もうライトも全て消して、虫の音だけ聞くよ

うな感じで、たまたま虫の声が聞こえて、本当にすばら

しいなと思ったんですよ。しかしながら、やっぱり寒さ、

これが寒いということで、２回やってちょっと断念したん

ですけれども。そうやった中で、星空のこと、これもある

程度やったら本当、都会の人も喜ぶんじゃないかと思

います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ほかに何かアイデアがありますか。山田さんとか石

島さんのほうは。どんなイベントがいいなというのが

あれば。

○パネリスト（山田賢一）　要するに今、私が考えてい

るというか、皆さんにも細野高原を考える会の中に

ちょっと提案させています。要するに細野高原の里山づ

くりという形で、奥山じゃなくて、あそこはまだ里山だよと

いう形で、里山のよさを広げていきたいなと。そういうこ

とで今、細野高原の入り口、これは財産区の土地じゃな

いんですけれども、やっぱり入谷部落の振興会という昔

の団体がありまして、そこの土地が６町歩ぐらいありま

して、ほとんど細野高原に隣接したところですけれども、

そこを今、森林組合の組合の皆さんが今まで植林され

ていたもんで、そこを全部伐採して、そこに今、ヤマザク

ラを全部植えようかなんていうことで、ヤマザクラの里

を今、これは国とか県の補助金をもらって森林組合が

やってくれているんですけれども。それで、地主さんは振

興会というところですけれども、将来的にはそこをヤマ

ザクラの里にしようと。中は当然、材を出すのに林道を

造りましたんで、そこが散策道路になるかなと。そこが、

うちの振興会の山だけが６ヘクタールぐらいならある

んですけれども、その奥に町の山も10町歩近く、10ヘク

タールぐらいあるもんで、今、町長ともお願いしているん

だけれども、そこ全体を全部やって、いろんなことに使

えないかな。そうすれば、振興会のほうもいろんなこと

があるんじゃないか、できるんじゃないかと。

　農協さんもいろいろそこを今、あそこにも農協の施設

もありますから、これはボツになったんですけれども、

一時、あそこで、要するに地ビールの工場を造ってやり

たいという、いいな、地ビール、ビール飲みながらあの

高原でススキ眺めたらいいなというようなことで、それ

を私たちも非常に賛成して協力したんですけれども、

ちょっといろんな事情で、それはボツになりましたけれ

ども。

　そういういろんなことで、あの高原をいろんな方面で

楽しんでもらえるような、これから設備というか、利用し

ている団体とか企業があったらいいな、私は考えてい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　何かいろんなことが、道路がやっぱり中まで通ってい

るというのがいろいろ、シャトルバスが行けるようなとか、

そういう整備ができているなというのがすごいんだろう

なと思います。

　片方でちょっと管理のほうの質問も来ているんです

けれども、担い手の問題というのも先ほどありましたが、

もう一つ、省力化という関係で、これ僕の話の中なんで

しょうね、山焼きの道路の防火帯に沿って軽トラが入れ

るようにするような話が蒜山でも聞いたことがあるけれ

ども、細野高原でも何かそういうことができる部分が

あったらコメントをお願いしますということなんですけ

れども、これどなた……、そういうのが可能そうなところ

というのはあるんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　防火帯、先ほど今、白川先

生の言った、あそこの防火線沿いにパイプを引くかとい

う案も去年出ました。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。やっぱ

り一晩で考えるようなら大体考えているんですね。

○パネリスト（山田賢一）　やって、水道屋さんに見積

りを取らせてやってみてはどうかなと思ったら、距離が

長過ぎてちょっとそのままやるんじゃ難しくないかという

ことで、それはボツになりました。

　もう一つ、今、いろんな林業試験場とかなんとかでお

話を聞いているのは、内山さんが専門ですけれども、あ

の防火線に防火林を植えて、要するに火の広がらない

ような防火林を植えて、それがただの面白くない木じゃ、

何も観光資源になりませんから、将来的に防火林であ

りながら観光資源の一助になれるような、例えばいい

んじゃないかって、内山さんが専門ですけれども、サザ

ンカとかツバキとか、一番強いのはサンゴジュなんて

いうのがあるらしいんですけれども。それらを防火帯に

10メートルぐらい、本当の火が出るところじゃなくて、火

があまりばんと燃えないようなところは防火林で防火帯

みたいなものを設置したらどうかなというようなことも

皆さんとは議論していますけれども、まだ実現はしてい

ません。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

　やっぱり結論というか、ちょっとすぐには出ないんで

しょうね。どこの地域でもいろいろそういう山焼きの省

力化とか安全性というのは出されているんですけれども、

高橋さん、何かその辺で、阿蘇のほうでは物すごいたく

さんの山焼きやっていますし、工夫されている部分もあ

ると思うんですけれども、人数も多いですが。ちょっとど

ういう、事故のほうの部分ですし、省力化の工夫で何か

あれば教えてもらえますか。

○パネリスト（高橋佳孝）　やっぱり事故は、毎年とは

言わないけれども、数年に１回必ず出ているんですね。

事故が起きると、もうやめてしまうという、そういった一

つ大きな問題が２つあって、１つはもう担い手がいない

で、いつやめるかを考えず、ただやめてしまう。責任者が

責任を取るなんて無理。例えば阿蘇の場合では、区長さ

んが火入れの責任者。

○コーディネーター（白川勝信）　火入れ責任者。

○パネリスト（高橋佳孝）　であれば、区長さんという

のは、例えば２年、３年で替わっていきますよね。そうす

ると、もう区長になりたくないという人が出てくるんです

よ。しかも、それ裁判ざたになったりとか、いろいろ面倒

くさいというのがあって、それで、多分この阿蘇の分科

会で相談される南阿蘇の村長さんがいて、南阿蘇村は

地震による被害によって野焼きができなくなったところ

が多いけれども、もともとそういう構造的な問題で、いつ

もどうなるか分からないというから、どんどんやめる、や

める、やめるというのが出てきていたんですね。そこで

少なくとも火入れ責任者は首長がなるということで、実

は安心して野焼きを再開した牧野参加者。ただ、それは

もちろん責任者だけの問題じゃなくて、そこに県や、ある

いはボランティアや市町村の協議会みたいなものをつ

くってみんなで応援してそこを再開するわけです。なぜ

再開するかというのは、これも多分、分科会で論議され

るように、熊本市民にとっては水源の源である草原の水

源涵養力というのは、実は阿蘇のほうは森林よりはる

かに高いんです。もしかしたら東伊豆もそうかもしれな

い。そういう草原の価値をみんなで共有して、それを

守っていくために役所も汗をかくし、お金も出しましょう

ということでやっている例が１つあります。

　もう一つは、牧野ごとに、さっき白川さんがおっしゃっ

たように車が通れる防火帯をやっぱり造りたいという

のが物すごく強いみたいですね。鉄鋼スラグの廃材み

たいなものが簡易的にですね、舗装までいかなくてもか

なり強い道が造れるということがあって、そういうものを

り保全という中で、首都圏から来る人が結構多いので、

500円、それくらいのお金ですけれども、地元の人に

とっては500円高いなと言いますけれども、首都圏から

来れば取りあえずそれが妥当ではないか。しかし、やっ

ぱり行くまでは結構ブーブー、周りを見ますと、現地に行

きますと、やっぱりすばらしい景色を見た中で、それは

当然当たり前の話だということを聞きますのでで、町と

してはそれがいいんじゃないかとは確認しております。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　入山料の話をしたら、先ほ

ど言った、今ススキがあるだけじゃなくて、今年、去年は

コロナのことでやらなかったんですけれども、山菜狩り

でも、私たち財産区で、入り口のところでお金を頂いて

います。あそこの入り口のところで来て、町民の方とよそ

から来た人はちょっと金額を変えて頂いております。

○コーディネーター（白川勝信）　細かい対応をして

いるんですね。

○パネリスト（山田賢一）　そうですね。それはいろん

な観光協会さんのご指導でいろいろやっていまして、町

外の方とか宿泊した方、地元の方ということで、３段階

ぐらいに値段を分けてやって、財産区の役員があそこ

でガードしてやっております。

○コーディネーター（白川勝信）　なかなか結構ね、お

金を頂くというのは勇気の要ることで、お金出したけれ

ども、こんなかってなっちゃう……

○パネリスト（山田賢一）　文句が出ますけれども、こ

れは富士山のあれと一緒だから、この山も管理するお

金ですからということで頂いています。

○コーディネーター（白川勝信）　そういう意味じゃ、

草原の価値を知っていないと、お金下さいとは言えな

いわけですから、それだけ価値を認識しているというこ

とですよね、地域の皆さんが。

○パネリスト（山田賢一）　何回かは、あそこまで来て、

ゲートのところで帰っていく方も結構います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。帰っていく

方もおられるんですね。

　草原の価値という中で、さっきちょっと質問とかを後

に、教育のことについて、町長もおっしゃったし、高橋さ

んもおっしゃっていたんですが、幾つか質問が来てい

るんですけれども、まず、高橋さんに、全体的なことだと

思うんですけれども、草原の価値の教育的効果につい

てのことの質問で、草原で子供たちに何を伝えられる

のかというのと、火入れとか野焼きを体験すること、伝

統的な作業としてそういうことを体験することの意義み

たいなところは、大きな話ですけれども、どういうところ

にあると思いますかという質問なんです。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原、教育者じゃないんで、

偉そうに語ることはできないんですけれども、価値と言

うまでもなく、大きく２つあると。１つは体験、五感で体験

したり、野焼きを体験したり、自然の雰囲気を体験した

り、草花を観察したりということと、それからやっぱり仕

組みづくりを学ぶというところですね、文化も含めてで

すね。体験に関しては、学校の中では語れないし、教え

ることができないことが屋外でできる。

　阿蘇の場合、全部の小学校で草原の学習をすること

が今できています。それで、発展性というか、私たちもそ

のほうがいいなと思ったのは、それを端緒にして、今度

はそれが公民館活動に地域活動にいく。そうすると、地

域の関わってくれる人たち、大人の人たちも増えていく

し、景観も入ってくるし、公民館として地域の草原を守っ

たり、上で寒いんですが、阿蘇の場合、草泊まりという、

草刈りをして、地元の集落と草刈り場の集落まで500

メートル以上の標高差があって、毎日通うの大変だか

ら、家族みんなで山の上に行って、草で作ったテントで

２週間ぐらい泊まって草刈りするという文化があったん

ですけれども、その中で子供たちを泊まらせて体験させ

たりというようなこともできている。

　だから、端緒は学校教育からだったんだけれども、

今は地域教育というか、教育という言い方がいいのか

悪いのか分からないんだけれども、地域の文化や歴史

や、その成り立ちや技術や意識や知識というものです

ね、子供たちに引き継いでいくと同時に、家族やその関

わる人たちにも広がっていくというものがいいですね。

少しずつ何か所かに広がっていく。そこのほうが私は

大事になってくるかなと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ＳＤＧｓの地域版とい

うか、そういうこと……

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。そんな感じに

なるのがいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　先ほど石島さんから

も、最後のスライドでＳＤＧｓという言葉があったんです

けれども、観光コンテンツそのものとしてのＳＤＧｓとか、

そういう学習のニーズというのはあるんですかね。ＳＤ

Ｇｓを学ぼうとか、そういう草原の自然、先ほどでの説明

だと、観光での収入が草原の保全に行くということだっ

たんですけれども、阿蘇ではボランティアの人は年間

2,000人以上来るし、実はうちのほうも木を切ったりと

か草刈りの体験を教育ツアーとして、一応プログラムと

いうのはあるんですけれども、そういうのは、こちらのほ

うではそういうニーズみたいなものというのはあるもん

ですか。

導入することで、野焼きを再開したり、そういう、向こうで

は恒久防火帯という言い方をするんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　恒久、ああずっと使

えるもの。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうです、ずっと使える防火

帯。道路さえあれば何とかなる。そういうものに対しても

県の事業として、導入するところにはそういう必要な経

費を出すというふうなこともでてきています。

　やっぱり今の方向性としては、恒久防火帯ですね。

　もう一つは、以前、草を刈っていて、もう裸になるよう

な状態がありました。阿蘇も秋吉台も全くそういう状態

ですね。その頃はですね、こんなに広く防火帯を切らな

くても安全だったんですよ。草がもう持ち出されている

から、火をつけてもそんなに大きくならない。今は雄大

でもう映像に入るとものすごくいいように見えるかもし

れないけれども、まさに危険な状態にあるわけですね。

25メートルぐらいまで炎が上がったりします。そんなに

危ないんじゃ、もう野焼きができないという話があった

んですが、最近、カヤ刈りとして、冬場の枯れた草をい

ろいろな方が刈っているんですよ。牧野さんにもお願い

をして、そこに入らせていただいて、たくさん刈るように。

牧野さんがそれで一番喜んだのは、野焼きが楽にな

るって。もともとあの草原の価値があって、それを維持し

ようとすることも重要ではあるんですけれども、実は、そ

れを維持するためには草をうまく利用することがそれに

もまた役に立っている。もちろんお金という点もあるかも

しれないし、材として文化財の保全に役立ったりするこ

ともあるかもしれないけれども、利用することで、実は管

理の省略化や安全性にも物すごく貢献できているとい

う、そういう仕組みづくりをみんなで共有していって、

やっぱり何か草を利用する算段と創意工夫によってひ

とつひとつやっていかれたらいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　そもそも利用してい

たから草原なのであってというところに立ち返るという

ことですね。

　ちょっと会場からの草の利用についての質問、多分、

山田さんにお答えいただいたらいいと思うんですけれ

ども、１つはミカン畑に草を使っていたときは何月ぐら

いに使っていたんですかということなんですけれども、

刈る時期というのは、決まった時期に刈っていたんで

すか。

○パネリスト（山田賢一）　刈る時期は、10月から11

月、要するにこれから秋口にかけて、もうカヤが緑がな

くなってきて、要するにそれのほうがもちがいいもんで、

青い草を刈ってやるよりも。だから、皆さん大体、草が枯

れ始めた頃から、10月から11月頃から。それで、して、

少なくとも２月に山焼きをやるもんで、山焼きのときまで

には、刈った草は持ち出してくださいよというようなこと

でやっておりました。

　だから、そうですね、大体今から、10月から11月頃

が一番多いと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　それと、かやぶき屋

根には使っていたんですか。

○パネリスト（山田賢一）　僕の記憶というか、前は

使っていたという話も聞きますけれども、実際、私は見

ていないもんで、何とも言えません。使っていたと思い

ますよ。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。使って

いたとしても、大分昔、古い時期ということですね。なる

ほど。ありがとうございます。

　ちょっと別のユーチューブのほうからの質問、すごい

いっぱい来ています。何か皆さんやっぱり、これはです

ね、シャトルバスのほうなんで、石島さんにお伺いした

いんですけれども、シャトルバスをやめたのに料金を

取っているのはどこで取っているんですか、どういうふ

うに徴収している、徴収方法を教えてくれませんかと書

いているんですけれども、それは何かゲートを設けたり

とか、そういうことですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。下の103台置け

る駐車場の入り口のところに受付がございまして、そこ

で一応、感染症対策でいろいろアルコールをやったり

とか、そういうときに払っていただいてパンフレットを渡

しています。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。コロナ対

策も一緒にできるしということですね。

○パネリスト（石島専吉）　はい。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　そのやり方というのは、割と最初の頃からそういう形

でやっていたんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。その期間だけな

んですけれども、ですから、１日過ぎれば無料で入れ

ちゃうんですね。ですから、最初は私も何でお金取るん

だよってものすごい言われているようなお客が多かっ

たんだけれども、やっぱり最初はそういうふうに、高橋

さんが言っていたように、入山料って何で取るのってい

うのを、無料のイベントというのはよくないという前任の

観光協会長から言われていて、そちらの前任の観光協

会長がそういうふうにして、私たちもそれを引き継いで

います。それを財産区のほうにも使用料として払えると

いう形になっております。

○コーディネーター（白川勝信）　町長、何か。

○パネリスト（太田長八）　入山料に関しては、やっぱ

秋って紅葉するところあるのかいって言われて、昔はも

う強気でしたから、もう団体客ばんばん入ってくるから、

じゃ結構ですよ、もうどこかの箱根とか北関東とか東北

で見てくださいと、紅葉は。伊豆はちょっとないんで結構

ですみたいな感じだったんですけれども、今は反対で

すから。紅葉する木はないんですけれども、やっぱりそ

ういうススキで秋を楽しんでほしいというのが１つです。

　あともう一つだけ、去年のススキのイベントで7,200

人来たわけですけれども、そのうちの350人にアン

ケートを取ったんですね。さっきの話とちょっとつなが

るかもしれないんですけれども、イベントの売りで何が

一番よかったですかというのは、やっぱり「絶景」でした。

これ断トツで絶景。それで、参加したい新企画、これは

多かったのが「１日限りの星降るキャンプ場」、あと、

「大自然をそのままに」という方もありますし、あと、「野

外コンサート」。これは今年はできないんですけれども、

一昨年まではホルンの演奏会だとか、稲取高校の吹奏

楽部の演奏会を土日にやったりとかしておりましたの

で、そういうことです。あと、細野高原に必要な施策とい

うことで、「アクセス道路の拡充」とか「絶景ポイントの

紹介の充実」とか、そういうことを書かれている方が多

かったということですね。

　ですから、伊豆というのは本当に秋も楽しめるんだと

いうことを観光客の皆さんにも知ってほしいということ

でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

秋を楽しんでほしいという、観光客の方へのメッセージ。

　山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　管理していくのがどういう

ことかということを言われてもあれですけれども、私はよ

く親戚とか友達とかなんとか来たときに、細野高原を連

れていくと、必ず言われるのは、何だ伊豆は山が深いん

だな、よく言われます。大体皆さんは海岸だけ走って

帰ってきて、伊豆半島の中のほうへ入るのは、天城道路

ぐらいのところしかないと思いますけれども、各町には

深い山が、山が深いです。だから、そういうことを楽しみ

ながらいろいろ山を楽しんでいただければありがたい

なと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　すみません、ちょっとチャイムが鳴っちゃって、時間が

来ちゃったんですけれども、コンパクトに高橋さんと町

長にもコメントいただいて終わりたいと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原は非常に懐の深い資

源だと思います。それで、将来に向けて決して暗いこと

ばかりじゃなくて、多分21世紀の持続的社会を語る、こ

れほど人と自然との関わりの仕組みが何千年も続いて

いるというのは、すごい懐の深い地域資源なんだろうと

いう。ただ、それを私たちが気づいていないような、これ

は研究者にもしかりだと思うし、行政においても多分し

かりだと思いますけれども、そういう意味では、もう一度、

草や草原の魅力をみんなでいろいろ創意工夫しなが

ら考えていく。新しい社会への土植えも可能になってく

る、そういう明るい展望を持ってみんなでぜひ協力し

合って次の世代にちゃんと続いていくようにしたいなと

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　じゃ最後に町長、お願いします。

○パネリスト（太田長八）　これは本当、ユーチューブ

を見ている全ての方に、これはもう人と地域の問題じゃ

ありません。これは全国の問題でございますので、全国

の方々、草原に対して興味を持っていただくことが私は

一番だと考えています。そういう中でこの草原、将来に

わたって保全なんかもね、やっぱり市町村の自治体で

連携してより多くの自治体に入ってもらった中で、草原

をいかに守っていくか、これをまたやっていきたいと思

います。そういう中ではまたユーチューブを見ている方、

その辺また支援と協力を賜ると大変ありがたいと思い

ますんで、よろしくお願いします。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　最後に非常に力強い、全国の方々、それから全国の

自治体に向けて草原共有を持ってまた加わっていただ

きたいというメッセージをいただきました。

　ちょっと僕の進行が不手際で12時を過ぎてしまいま

したが、これでパネルディスカッションを終わりたいと

思います。

　もう一度、４人のパネリストの方に感謝して拍手をい

ただけたらと思います。（拍手）

　どうもありがとうございました。

　じゃ、配信のほうもこれで終わらせていただきます。ど

うもありがとうございました。

○司会　皆さん、どうもありがとうございました。

　午後ですが、１時から東伊豆、阿蘇、蒜山の３会場で

分科会を開催いたします。午後１時になりましたら、そ

れぞれの会場で分科会を開始してください。よろしくお

願いいたします。

　その後の全体会のウェブ配信については、午後３時

20分からを予定しておりますので、午後も引き続きよろ

しくお願いいたします。

　午前の部につきましては、以上で終了となります。あり

がとうございました。

○パネリスト（石島専吉）　細野高原はまだそういう形

にはなっていないんですけれども、いろいろ摘果のミカ

ンの収穫を手伝うとか、いろいろそういうカーネーショ

ンの花を、そのまま結局時期が過ぎちゃって、全部それ

を捨てちゃうわけですね。そういうのを何か手伝う体験

だとか、そういうことは、農業体験のほうなんですけれ

ども、そういうのは少しずつプログラムに入れているん

です。まだ参加者は少ないんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　そうなんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そういうのは年間を通して

いろいろちょこちょこやっています。

○コーディネーター（白川勝信）　じゃ何か、これだけ

宿泊施設もあり、こういう海と山とっていう、すごく近いと

ころにあるという環境だったら、本当に、うちは体験教

育とかをすごく受け入れているので、何かメニューが

つっこんでいきそうだなと感じました。すみません、

ちょっと僕の興味のほうでちょっと質問をかぶせてし

まったんですが。

　もう一方、これも教育のことなんですけれども、次世代

に伝えていくために教育現場でできること、望むことは

どういうことがありますか。町長のほうから遠足の記憶

がっていう、高橋さんもそうだったんですけれども、遠足

以外でということということですが、教育現場でどういう

ことができるでしょうかね。どなたでもお答えください、

せっかくですから。どなたかありますか。

○パネリスト（太田長八）　まず、自分から言ったのは、

まず細野高原に対しての愛着ね。　子供のときから。そ

れがなければ、細野高原の保全はもう無理だと考えて

おります。そういう中で、まず町民が行った中で、細野高

原のよさが分かった中で、そしてやっていけば続ける方

向で、地域効果やったんです。それによってよさが分

かって、そうすれば、先生が言ったように子供が行けば、

必ず父兄が行きます。そういう中で全体的にやっていき

たい。それとやっぱり子供たちも自分で働いたお金で

いろんなことができる。そういうことができれば、子供た

ちの教育になると考えております。

　そういう長期的に考える中で、やっぱり子供が細野

高原に興味を持たせなければ、自分は細野高原の保

全は絶対無理だと考えておりますので、そういう中で、

そこが一つのいい機会じゃないかというようなことです。

　教育的効果、高橋先生がおっしゃったテントを作っ

てそこに滞在する、そこでキャンプするとかね、やっぱ

りそういうのがあると、教育的な体験になるんじゃない

かと考えています。

　何しろ小さい子が草原に対して興味をいかに持たせ

るか。それだけは私はいろいろと考えております。やっ

ぱり何事も一から小さい時からやっていくというふうに

ありますので、そこからの教育が私は一番大事じゃな

いかと考えておりますので、そういうふうに言わせてい

ただきました。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　ほかにありますか。

　ちょっとそろそろ時間が来ているんですが、いろんな

方の質問、本当にありがとうございます。

　もう１個だけ、僕に質問、これは物的なことなんで、カ

ヤが高いという話が出て、850円で売るのは高いん

じゃないかという……

○会場より　（「いや、違う、どうしたら高くできるかとい

うことを聞きたかった」と呼ぶ者あり）

○コーディネーター（白川勝信）　それはなぜですかと

いうことなんですが、これは、中間業者に販売している

んじゃなくて、カヤの施主さんに直接販売しているので、

一旦集めると安くなりますけれども、カヤぶき職人さんと

かカヤの施主さんとしっかりネットワークをつくるのが

高い価格で販売している一つかなと思います。価格に

ついてはカヤぶき職人さんに相談して決めた価格です

ね。すみません、以上です。

　いろいろお聞きしたんですが、ちょっと最後に皆さん

から一言ずつ、草原に関わる人への誰かを想定して、

子供でもいいですし、観光客の人でもいいですし、また、

ユーチューブで見ていらっしゃる方でもいいですけれ

ども、一言ずつメッセージをいただけたらと思います。

石島さんから、今度は反対にお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　４人目だと思って安心して

いたんですが、私は観光ということからちょっとお話を

させていただければ、何で秋のススキなんだという感じ

なんですよね。これはもう10年ぐらい前から団体の宴

会型のお客さんが激減しています。今まではもう団体で

バスで来て、もう20人、30人で宴会して、朝ばっと８時

頃帰っちゃうんですよね、もう朝食を食べて。ですから、

観光する場所なんていうのは全く必要なかったんです。

秋以外の春には河津桜もこうやってやっておりますし、

夏はやはり海水浴とか、そういうリゾートという感じが

ありますのでよかったんですけれども、それなもんで、秋

が全然オフシーズンになっちゃんたですね、一時期。そ

れで、やっぱり観光協会のほうも、せっかくああいう高

原のいい場所があるんだから、ススキのイベントをや

らせてくださいということで、財産区に頼んで町と協力

してやったような状況がございますので、そのような形

で、やはり春夏秋と楽しめる、そういうコンテンツが欲し

かったということがまず１つですね。

　ですから、秋によくお客さんに言われたのは、伊豆の
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維持活動に携わる一方、携わっただけの対価を受け

取る、あるいは携わった人が対価を実感しているのか

という話がありました。こちらの細野高原は、地元の集

落の方たちが山焼きをされていますので、その方たち

がちゃんと対価を実感されているのか、あるいはそこ

に税金を使っているわけですから、町民の皆さんがそ

れを実感しているのか。そういうことが前回議論に

なったと思います。それからどう変わったのかというの

は後のパネルディスカッションで聞かせていただきた

いなと思っているところです。

　前回のテーマは、忘れられた草原の再発見、その保

全と活用ということで、生物多様性、外来種、シンニュ

ウが間違っていますね、これ。広島ならではの間違い

ですね。外来種侵入……、深入山という山があるんで、

草原の山です。草原のやぶ化、森林化など、草原の質

の問題について共有されていない。草原の生物多様性

はどうなっているんだろう、景色としてはいいけれども、

本当にそこは価値があるというのが認識されているの

かというところの問いかけと、もう一つが草原を守るこ

とによる生態系サービスや経済的恩恵を享受する仕

組みがない。これについても話がありました。その後、

たしか僕が記憶しているのは、都内の電車のつり広告

に草原のことがかけられたりというＰＲをされたりとか、

あるいは入山料を早い段階から取り始めた、草原では

あまりないのかなと思いますけれども、そういう事例を

先立ってされたという記憶があります。今日はそういう

話もまた後で聞かせていただきたいなと思っていると

ころです。

　そして今年、2021年のテーマですが、今回はオンラ

イン開催ということで、ここの東伊豆町、それから阿蘇、

そして蒜山のほうでも分科会が開催されます。大きな

テーマは、未来へつなごう！壮大な海すすきの草原、そ

して、分科会のテーマは、保全・利用・継承、草原の公

益的機能について、それから、茅の利用と草原保全と

の関わりということで、どちらかというと今、草原に話題

になっているのは茅の利用とか、利用ですね、利用と

か草原の機能というところにだんだん目が移ってきた

のかなと思っています。

　先ほど課題として示されていた２つのことですね。２

つ目は、そういう利用とか、草原の価値をどう実感する

かという話だったんですが、もう１個、１個目の草原そ

のものの価値というのが果たして僕らは認識されてい

るのか、希少生物とかですね、生物多様性のほうが認

識されているのかどうかというのは、これはむしろ草原

を研究する研究者が発信できているかどうかというこ

とになるので、ここ地元でも内山さんとかを中心にいろ

んな研究が進められてますし、今から継続的にやって

いって情報を出していかないといけないだろうなとい

うふうに思っています。

　今日こちらに呼んでいただいた縁というのが、僕ら

は草原研究グループというのを組織しています。西日

本草原研究グループというのを組織して、これは蒜山

で調査しているんですね。これだけキキョウがあるとこ

ろも珍しいです。自生のキキョウがたくさん咲いている

んですね。僕たちは大体、10年前ぐらいは月に１回集

まって、あちこちで研究していました。例えば３月は学

会で岩手県に行っていたんですけれども、十和田湖畔

までちょっと車で走っていっていました。何かこんな雪

があるのに、ちょっとでも空いていれば何か探したくな

るのが僕らの常で、このときは、東北のほうに行くとフ

キが大きくなるんですね、フキノトウも大きいのでびっく

りしました。あるいは大阪の吹田というところで、町な

かで調査をしたりしています。こんな住宅地の中なん

ですが、ここの草原は、もうここの土地が売れてしまっ

たら生き物がいなくなる。こんな町なかでも希少種とい

うのはちゃんと残っているんですね。ずっと管理がされ

ていれば、何ていうかな、開けた環境があって、継続的

に管理がされていれば、そこに生き物が残っていると

いうことが分かっています。それをじゃどうするかとい

うのは次の問題なんですね。

　画面共有が止まったんですが、大丈夫ですか。

○スタッフ　一度ちょっと。

○講師（白川勝信）　共有の再開、これですね。すみま

せん。写真を今、見てもらう……、まだ、すみません、声

だけ聞こえていたみたいで申し訳ない。

　吹田の草原はこんな感じです。

　僕たちは草原研究会なんですが、僕自身は高原の

自然館という博物館に勤務しています。学芸員という

仕事をやっていまして、会場の皆さんの手元には、この

高原の自然館のパンフレットが手元にあると思います。

とてもとっても小さな建物なんですが、博物館。博物館

はこの辺には何かあるんですかね、ないですか。静岡

○司会　それでは、ただいまより白川勝信さんによる

基調講演となります。

　白川先生は、生態学をご専門とされ、2003年より広

島県北広島町の芸北高原の自然館に学芸員として勤

務されております。現在は、湿原、半自然草原、里山林

など、地域の人間活動によって維持されている生態系

の保全をテーマに活動を展開されています。子供、事

業者、行政、ボランティアなど様々な主体による自然へ

の関わり方を見直し、新たな仕組みを組み込みながら

地域と自然を将来に残していく道を模索されておりま

す。2017年には、第１回ジャパンアウトドアリーダーズ

アワード大賞を受賞されるなど、草原をはじめとする

様々な分野での活躍をされています。

　それでは、早速でございますが、基調講演のほうをよ

ろしくお願いいたします。

○講師（白川勝信）　こっちはマイク持っていていいん

ですよね。じゃちょっと話させて……、その前に写真を

撮らせてください。何ですかね、向こう側にいる人は多

分、会場の様子が分からないと思うので、ちょっと撮ら

せていただきます。今、配信はもうされているんですか。

ありがとうございます。

　よろしくお願いします。白川です。

　今日、80分くらいお話しさせていただくと思いますん

で、よろしくお願いします。

　こんな感じですね、見えますかね。見えますかねって

いうと、ライブ配信している相手の人から返事がない

んで、分からないんですが、会場にいる人はこんな感

じです。東伊豆町ですね、いろんな人が来ています。

　これは08年の東伊豆のサミットです。全国草原シン

ポジウム08ｉｎ東伊豆ということで、今年の草原サミッ

ト・シンポジウムは１年間延びたんですけれども、本当

は2008年に一度サミットをやる予定だったんですよ

ね。それがあったので、僕としては、ああようやくここの

東伊豆でサミット開催できて、本当にうれしいなと思っ

ています。今回もここに来るのを楽しみにしていまして、

駅前のキンメダイのオブジェをまた見れるかなと思っ

たら、キンメダイのオブジェがなくてですね、それで

実は自分がこうやって回している写真がなかったんで

すよ。だから、今回こそはキンメダイぐるぐるやるぞと

思って、なかったんで、ああと思っていたら、移設されて、

この役場の真向かい側の海の近くにありましたんで、ぐ

るぐる回させてもらいました。ちゃんとヒレも動きました

ので、東伊豆に来たことがない方はぜひお立ち寄りく

ださい。

　役場のすぐ横には朝市があって、前回はこの朝市に

寄らせていただいて、たくさんの海産物が売られていて、

やっぱり海の近くだなというふうに感じました。本当に

懐かしい、懐かしい町で最高でした。

　前回もこうやって細野高原の上に登って、たしかここ

は塩坂さんから教えてもらったフライトをしているとこ

ろですかね、パラグライダーが飛ぶところで、何かこん

なこともできるのかなという、草原っていろんなことが

できるんだなということをそのときに感じました。とにか

く広くて一面ススキで、上から見れば海が見えるという、

すばらしいロケーションだなというふうな記憶があり

ます。

　今日は、僕、一番最初に話させてもらうので、前回い

ろんな写真を撮っていて、どっちかというと食べ物とか、

さっきのキンメダイの写真とか草原の写真とか、花の

写真が多かったんですが、会場で１枚だけ写真を撮っ

ていました。これどなたのスライドか分からないんです

けれども、こういうことが課題の提起というスライドが

あったんですね。山焼きによって、草原という景観を維

持することだけで十分なのかという問いかけと、草原の

造ってくださいと言ったわけじゃないですね。そうやっ

て造っても多分残りません。ここを残すのは、牛を入れ

る。これが残すための策。一つ一つの景色に一つ一つ

のできてきた履歴がある。それをどう読み解いて、それ

をどうつくっていくか、これがフィールドミュージアムの

学芸員の１個の仕事です。

　美人林といって、ブナ林と言えば白神山地のブナ林

も有名ですが、日本の中で有名なブナ林を幾つか上

げていくと、出てくるのがこの新潟県の十日町市にある

美人林のブナ、ここにも博物館があるんですけれども、

その裏山です。このブナ林はブナが細いんですよね。

東北のほうとか、ブナ林って割と広島のほうだととても

珍しい、原生林というイメージなんですけれども、東北

のほうに行くと、森を伐採して何もしないとブナがこう

やって生えてくるそうです。長野県とかも結構こういう若

いブナの林があるんですね。だから、もしこの美人林

のブナ、こんなブナ林を維持しようと思ったら、ある時

期にここを全部伐採すればいいということになるんで

す。そういうふうに人間の働きかけと風景とか自然とい

うのがお互いに行ったり来たりの関係にすると。それ

を一歩ずつ読み解いていかないと、その自然をどう残

すかとか、活用するかという話に行き着かないんです

ね。例えば棚田なんかもそうですね。こういうところに

コンクリートじゃなくて、斜面を造って水路を造ると、生

き物がそこにたくさんくる。

　これは四国中央市、愛媛県の写真ですが、僕はこの

写真がとても好きです。「ウォーリーを探せ！」という絵

本をご存じですか。すごくいろんな絵が描いていて、そ

の中にたくさんの人物が描かれていて、いろんなことを

やっているんですけれども、その中にウォーリーが１人

だけいるという絵本があるんですけれども、この写真を

見ると、何かさっきの例えば棚田だったら田んぼが広

がっているし、干潟だったら水と土が広がっている。こ

の中を探していったら細かいものがたくさんあるんで

すよね。ここは四国中央市の大歩危小歩危とか、祖谷

とか、四国は急な谷が多いんですけれども、山の向こう

のほうを見てみると、隣の集落が山に張りつくように家

が建っているんですね。あそこ人が住んでいるんです。

だから、隣の家に行こうと思ったら、すごく斜面を上り

下りしないといけないし、こちらから見えるあの家まで

も、１回下まで下りて上がっていかないといけない、そ

ういう地域です。こういう傾斜の急なところでは、どうい

う農業をされているかというと、狭い中にいろんな作物

を作っていらっしゃいます。

　これ１軒のお宅でされていると思うんですが、そして

ここで特徴的というか、特産なのがお茶なんですね。

この斜面のところのきれいに植え込まれている、これが

お茶です。

　もう一つ目を引くのが画面真ん中ぐらいに三角の

立っているのがススキですね。すすきの三角の山形の

が見えますかね、これですね、これです。これはコエグ

ロと言うのかな、肥料にするための役割が１つありま

すが、もう一つ大事な役割があって、こういう斜面だと、

何もしないと、土がどんどん剝がれてきちゃうんですね。

だから、こういうススキを置きます。特にお茶畑の下に

もこうやってたくさん続いています。

　先ほど、こうやって人間が関わってつくられたフィー

ルドというのをどうやって守っていくのかなというのが

とても大変なんですが、ものすごく面白いテーマだなと

僕は思っています。どうですか、面白くないですか。草原

もその一つだってなるんですよね。

　お茶畑、静岡県の掛川市というところもとてもお茶が

有名なところで、新幹線からもよく見えるところですが、

ここでも草が使われています。茶畑があって、手前のほ

うに結構、草地がありますよね。ここ、これ見たことあり

ますか。通っていたら見える……、あそうか、ここ静岡

だよね。そうだ、何か静岡、それはそうだ、何を言ってい

るんでしょう。もちろんご存じですよね。あの「茶」という

字の近くは草が植えられていて、そこの草もちゃんと敷

き草に使われているんですよ。そうか、僕、今日、釈迦に

説法みたいな話を今からするかもしれないですね。

　静岡の茶草場農法というのは、世界農業遺産に指

定されています。その中でお茶のパッケージの裏側に

こういう葉っぱがついていて、この葉っぱが３個なら、

認証制度をつくっているんですね。生物多様性貢献制

度というのをつくって、３個だったら貢献度が高いです

よ、２個、１個ということで、そういうお茶の味とか値段

とかという別の価値をお茶につけています。そうするこ

とで、わざわざ草を刈って、そこの草地ができることで

生きる生き物を守っている農業ですよということを知ら

せながら、お茶の生産ができるようにしている、そうい

うところです。

　そうか、静岡でしたね。でも、静岡の茶草場と同じよ

うに、にし阿波の傾斜地農耕、また四国に戻ってきたん

ですが、徳島県でされている傾斜地農耕というのも、こ

れも世界農業遺産に指定されています。こういうところ

ですね、もう斜面です。さっき写真で見ていただいたよ

うな、隣の集落に行くためにものすごく行かないといけ

ないとか、家と家がもう斜面に張りつくようになってい

る。こんな感じですね。これ別にあまり誇張しているわ

けじゃないです。ここに立つと、カメラをどの角度が正

しいのか分からなくなるぐらい傾斜が急なんですけれ

の県立博物館はすばらしい大きな博物館がありますよ

ね。博物館の仕事というのは４つあります。あそうか、伊

豆にもあれがありますね、動物園がありますね。動物園

も博物館の一つですね。

　博物館というのは４つの仕事がありまして、資料を

集めて、資料を保管して、研究して、展示・公開します。

これが博物館の責務で、学芸員の仕事ですね。最近テ

レビでも割と「ブラタモリ」とかですね、学芸員の人が

出て来てしゃべったりとか、あとは何かクジラが打ち上

げられたり、リュウグウノツカイが上がったり、ダイオウ

イカが出てくると、何かよく学芸員の人出てきますよね。

ああいう人に資料をとにかく集めていって保管する、あ

るいは美術館にも学芸員というのがいます。美術品を

集めて保管して、研究して展示・公開する。この４つを

やっているのが博物館の仕事です。美術品を集める美

術館、動物を集める動物園、水族館、あるいははきもの

博物館、鉄道博物館、切っ手の博物館ですね、いろん

な博物館があるわけですが、基本的にはこの４つをや

ります。僕はフィールドミュージアムと言って、フィールド、

つまり外の、どういうんですか、野外を博物館と見立て

ているので、町全体が博物館だという言い方をしてい

るんですね。それどうなるのかというと、野外を建物の

中に集めることはできませんから、地域に関する情報

を集めて、地域を保全して、地域を研究して、地域を展

示・公開している。例えば細野高原という地域、ここに

関するいろんな情報を集めて、そこを保全して、そこを

研究しながら、そこの情報を発信していく、そういうの

が学芸員の仕事になると思います。

　今日はちょっとこの学芸員の視点というのを皆さん

と共有できたら、草原のことについて少しヒントになる

のかな。

　植物を保存するためには、例えば植物園は栽培をし

ますよね。博物館だったら押し花を標本にしたり、ため

るんですが、フィールドミュージアムはどうするかという

と、その草原をどう守るかということを常に考えていま

す。僕も頭を悩ませています。特にその場所をどうやっ

て保全するのかとか、今日のテーマでもありますが、ど

うやって展示・公開、つまりみんなに活用していくのか。

保全したり活用したりというのは、大きなテーマだし、

正解がまだないものですね。

　例えば、ここからは写真をちょっといろいろ見ながら

お話ししたいんですが、この夏、僕は八ヶ岳をちょっと

歩いていたんですけれども、八ヶ岳というフィールド、こ

れを保全しようと思ったら、どうするかな、考えると、もう

ここを例えば保護区にする。それ一つの方法ですよね。

あるいは歩く道筋を１つ決めて、ここからはみ出ないで

くださいね。そうしたら、こういうコマクサとか、チシマ

ギキョウは守られるかもしれない。人間が何も関わら

ないということですね。

　八甲田山も登ってみました。八甲田山って、名前は聞

いていたんですけれども、行ったのはこのときが初めて

でした。こんな雪の中をガイドの人と一緒に歩いたん

ですけれども、これを保全するといっても、人間がどうこ

うするレベルのものじゃない。何もしなくても、この景色

は多分残っていくんだろう、雪の上ですからね。

　こうやってエビの尻尾と呼ばれるような、これをじゃ

博物館に持って帰れるか、これ展示・公開できないで

すね。気温が低いところで風が吹きつけるからこういう

氷の形ができる。だから、人間にはまずつくれないとい

うのは、そういうところは残すといっても、そのままにし

ておくか、温暖化を止めましょうということをするしかな

いんです。片方で、今日のお話のメインは、人間がいな

いとなくなっていくフィールド、こちらのほうが、どういえ

ばいいのかな。関わりを続けるということで、やりやす

い面もあり、やりにくい面もある。本当にさっきの自然の

中というのは、禁止、禁止ってしないといけなくて、いろ

んなことを禁止したり、見守りするのはとても大変なん

ですね。でもむしろ関わり続けるということ、例えば有

明海の干潟ですね。これも自然ですけれども、ここの自

然です。遠くまで遠浅の海があって、潮の満ち引きに

よって、満ちたり引いたりしています。こんな美しいすば

らしい景色があるし、これが潮が引いたらこういう形。

ここで行われている伝統的な漁業、こういうものという

のは、じゃこの景色を、人が入っていけるこの景色をど

う残すかといったら、捕り過ぎないということもそうで

すし、捕るためのルールをつくるという、人間側でこれ

決めていけるんですね。人が関わっているところは、人

間側が関わっていけば何か可能性があるんだろうと。

　段畑って聞いたことありますか、段畑。棚田か。棚田

はよく聞きますよね。段畑っていう景色があって、これ宇

和島の先のほうに行くとこういう景色があるんですけ

れども、傾斜が激しくて、水がたまらなくて、この細い畑

を造っているんですね。これ人がずっと石垣を積んで

造った景色です。こういうものを残していこうといった

ときには、ここの農家さんが儲かれば多分この段畑の

棚田は残っていきますし、こんな関係です。

　阿蘇ですね、これは。阿蘇に行くと、山の斜面に横向

きにずっと筋がついていて、これは誰かがつけたわけ

じゃなくて、牛は草を食べるときは横に横に移動する

ので、横に横に道が勝手につきます。これがつくことで、

段畑じゃないですけれども、ああいう段々ができていく。

この景色すごくいいなと思っても、土木業者さんにこれ

だけが持っている知識があるはずなんですね。

　自然だけだったら、ここは水が勝手に湧いてくるん

です。熊本県阿蘇市の住宅地の中のほうなんですけれ

ども、もうばんばん水が湧いてくる。これは自然の力で

すよね。自然の力で地下水が湧いてくるけれども、その

自然の力を使って人間が働きかけて水田にしていくと。

水が豊かなところで水源を造る、これはいろんなところ

で造られています。

　もっと水があるところ、これは徳島県の河口近くなん

ですが、鳴門市では広いレンコン畑が広がっています。

これは南海地震という地震が起きたときに、低湿地に

なったところを、今はレンコン畑に使っている。自然に

できたものを人間がレンコン畑にして、レンコンを作っ

て。そこには地下水がしっかりありますから、これをくみ

上げて、この機械ですね、右下のほうにあるこの機械。

これは水がぷしゅーといつも出ています。これでレンコ

ンを洗っています。ちょっとなめてみたら、鉄さびと

しょっぱい塩の味がします。

　こうして人間がレンコン畑を作っていくと、水路がで

きます。その水路に、これはわらを束ねて浮かべている

んですね。スサという、建築の方はご存じですかね。僕、

なじみがなかったんです。壁を塗ったり、左官さんが使

うときに混ぜるわらというのは、そのまま混ぜているん

じゃなくて、１回こうやって漬けておいて、乾かして、そ

れを使うそうです。徳島県は、こうやってクリークをたく

さん、低湿地でレンコン作って、クリークを造って、その

クリークをまた使っている、人間が使っているわけです

ね。それで水路をもう完全に乾かしていくんじゃなくて、

もう湿地と一緒に生きていく道を選んだことで、その水

路にはこうやってオニバスが残っていると。オニバス

は、別に植えたわけじゃないんですね。人が湿地を全

部変えるんじゃなくて、湿地の環境を生かして水路とレ

ンコン畑で、そういう生活をしたから、たまたまオニバ

スが残っていた、こういう状況です。

　だから、自然への働きかけを機械的にどんどん変え

ていくとか、大きな開発じゃなくて、そこの自然に合った

生かし方をする、使い方、生き方をすることで、今度、自

然のほうもそれに反応する生態系ができていく。

　今日ずっとこんな話ばっかりしていますけれども、

いっぱいあるんですね、日本の中に。

　これは福島県の三島町というところで、連れてきても

らったのはマタギの集落です。マタギに会ったことあ

りますか。ある人いますか、東だからいるのかな。僕、全

然マタギ、マタギとか本の中の人だろうと思っていたら、

マタギの人がちゃんといたんです。日本の伝統工芸品

に指定されている、こういう編み籠、奥会津編み組細工

という技術をこの人は伝承されていて、それを作ってい

ます。材料は山で取ってきたもので、後ろのほうにはこ

ういうブドウのつるとか、クルミの皮とか、それをいつの

時期に取ったらいいかとか、どんなサイズなら取って

いいけれども、このサイズは残しておいたらまた来年

取れるとか、そういうのを全部知識として持ちながら細

工物を作っています。

　その後ろには、こういう型枠ですね、かごを作るため

の型枠と、こういうものを持っています。カラムシとかキ

ロロとか、ああいうものも使っていらっしゃいました。そ

ういう使い方をすることで、山の中にはちゃんと野ブド

ウも残るし、いろいろな植物が残る。冬には、マタギな

ので熊を撃つらしいんですね。環境がちゃんと残って

生き物が残る。生き物が残るから、それに合った暮らし

というふうに、環境と人が行ったり来たりしながら暮ら

している。だんだん……、もういいですかね、多分。

　あと、これは兵庫県の淡路市です。小山に畑とか作

物を作っているんですけれども、棚田とか段畑とよく似

ていますが、一番上のここ、ここ分かりますか、山の一

番上。これ何だかご存じですか。これは近づくとこんな

感じです。何かあるかというと、特にない、広いんです

けれども、これはお墓なんです。淡路島、淡路の人たち

はお墓を２つ持っていて、埋め墓と詣り墓と言うそうで

す。埋め墓は埋めるところ、詣り墓はお参りするところ。

だから、亡くなったらここに体を運んで、ここに埋める

と。それは同じ場所に地域のいろんな人が埋まるんで

すね。じゃここがお墓なのかというとそうじゃなくて、家

の裏に墓を別で持っておいて、お参りするのはそっち

でお参りする。そういう独特なやり方をしているんです

が、ここを管理されているので、もちろん今はないです

よ、今は火葬になっていますけれども。でも、僕が行っ

たときには、まだ地域にそういうのを知っている人がい

るよという時代でした。ここをやっぱり草刈りするんで

すね。そうすると、そこに淡路島の希少種が残っている。

　利用の仕方が、今回分科会でもカヤの利用とか、細

野高原、観光とか、いろいろ草の利用というのはあるん

ですけれども、別の目的で利用することで、そこが草原

の生き物の生き場所になるということはあります。高知

県のお墓とかも、時々お墓で生けたものを燃やすから

ボヤが起きて山火事になって、草原の生き物が残ると

いうこともあるそうです。

　これは白老村、コタン、アイヌの人たちの家です。

こっちから見ると、全部入り口が見えています。反対か

ら見ると裏口です。ちゃんと川に沿って入り口があるそ

うですね。こうやって草を使って壁まで、屋根だけじゃ

ないですね、壁まで造ることで、断熱材に使っていると。

ども、電柱の立っている方向とか、杭とかを見ていただ

くと、斜めになっているわけじゃないことが分かると思

います。こんな斜面のすごいところで農業をしているん

ですが、やっぱり見えるのがこの真ん中、コエグロで、

近づいてみるとこんな感じです。こんな畑、僕、見たこと

なかったんです。これ畑なんです。見ていただくと、石が

いっぱいありますよね。ここの農業ってすさまじくて、草

がないとできない農業をされています。

　どういうふうに草を使うかというと、草をこうやって

刻むんですね、機械で。後ろにあるこれらの道具を使っ

て、すき込んでいくんです。すき込むときの音は、ジャ

リッジャリッといって、石を砕くような音がするんですね。

大体、草の堆肥を使うときは、１回、草を置いておいて、

それが発酵して、肥料になって分解されたところで畑

に入れるのが普通ですよね。でも、ここでは、この道具、

これも地元で作られた道具ですが、こういう道具を

使ってすき込んでいく。この刃がいっぱいあるのは男

性が使っていて、３本しかないのは奥さんが使ってい

るという話をされていました。

　こんな感じで、土壌が非常に、地力が弱いところで

農業をされています。これ世界遺産になったんですけ

れども、ここでできるものというのは、ジャガイモとかヒ

エとかアワとか、タマネギも植えていますよね。そういう

もので、じゃどう戦ったらいいんだろうということなん

ですね。世界農業遺産に認定されたはいいけれども、

ここに何かの付加価値をつけるとしたら、なかなか難

しいな、そういう話をされていました。それでも、僕は何

かこの景色を見て、すごい景色だなと思います。これ全

部、本当に機械が入らないし、人の手で一つ一つすじ

を耕して作っていって、それがこのコエグロと、それか

ら周りの景色の中にあるというのは、僕は何かの価値

がここにあるんじゃないかなというふうに感じるんで

すね。だけれども、ここにこうしたら残りますよという答

えはなかなか出ない。そう思いながら帰ってきました。

　こういうフィールドのものを残したり、考えたりすると

きに、僕はなんとなくの指針を５つ持っています。これ

は別に館の決まりとか、言われたものじゃなくて、僕自

身が思っていることなんですけれども、何か働きかけて、

そこを残していきたいとか、保全しましょう、活用しま

しょうとかいうときに、１個目が後戻りができるか。これ

やりましょうってやり始めたけれども、途中でやっぱり

やめましょうというところができていないと、１回やり始

めて失敗したのにずっと進めていくというのは、地域も

一緒にやっている人も苦しくなるし、悪い方向にいっ

ちゃう。

　２つ目が暮らしに寄り添っているか。傾斜地農耕を

守るため、世界遺産なんだから、あなたやらなきゃ駄

目ですよというような形では、多分、続いていかないの

で、そういう形で残しても意味がないだろうな。

　３つ目が土地の歴史を大事にしている。傾斜地農耕

をやっていたところを今までのそこの人の暮らしとか、

その人たちが作ってきたものをやっぱり大事にしてい

きたいなというところに。

　４つ目に、野生の生き物にも優しいか。あそこを改良

していって、何らかの別のものが入ってくるとか、何か

が失われるということがないように。

　最後に、これはもう本当に何となくなんですが、美し

いかというところがあって、そこを見たときに美しいか

なと感じるかどうかというのがとても大事なんだろうと。

　これはいろんなところに行っていろんなフィールドを

見るときに、ずっとぼんやり思っていることなんですが、

細野高原に来たときも、やっぱりそこの地域の歴史っ

てどうなんだろうというのが興味がありますし、野生の

生き物がどういうふうかなとか、きれいなところだな。で

も、その表面的なというのは何が美しいんだろうなとい

うのをいつも考える。

　こういう指針なんですが、じゃあこういうもので残し

たいものは何なんだろうなというときに、今日の一つの

言葉です。もう今日は、僕は80分ぐらいかけてこの言

葉１個だけを皆さんと共有したいと思っています。言葉

としては、共創資産というものです、共創資産。多分、検

索してもあまり出てこないと思うんです。これ僕らで話

して生まれてきた言葉です。どんなものかというと、３つ

書いています。今まで僕が話してきたのは、自然と人と

の関わりという話をしましたよね。自然と社会の関わり

によって生まれて、地域に蓄積されてきた知識とか意識

とか技術です。これを共創資産と言います。細野高原で

は、あの広い草原ですけれども、地域にとってみれば、

限られた面積をどう上手に使っていくかということが

ずっと長い間かけて、知恵と、それが大事なものだとい

う意識が育ってきて、そこに火を入れるという技術とい

うのができてきたんだと思います。この知識とか意識と

か技術、これが共創資産です。

　限られた地域の自然資源を保全しながら持続的に

活用していくための共創資産が、多分、今はまだ日本

各地に残っていると思うんですね。これは自然と社会、

どっちかが失われると、共創資産も失われてしまいます。

地域の人がいなくなれば、山焼きのやり方も分からな

いし、この風ならどこから火を入れればいいかも分か

らないし、どのタイミングで入れればというのも、これ

は細野高原だけじゃなくて、僕の住んでいる芸北でも

そうですし、多分、阿蘇の原野とか蒜山でも、地域の人

か生えないので、ちょうど中海の環境が合っていて、中

海で今見られるという、何か珍しいものだそうです。そ

れをばんばん取るんですね。僕も取らせてもらいました。

長い柄のついた、何かこういうすくう道具を使って取っ

ていました。それを岸に運んで上げています。これ誰が

やっているかというと、漁師さんがやっているんですね。

　中海というのは、干拓事業で１回、干拓の事業が始

まって、それをやーめたってやめたところです。干拓の

事業のときに浚渫をしたりとか、堤防を造ったりで水の

流れが全然変わってしまいました。そのために何もし

ないでおくと、このオゴノリがたまってしまって、中でヘ

ドロになるんですね。これがヘドロになってしまうと、海

底に卵を産む魚が卵を産めなくなる。だから、漁師さん

にとっては、これを取らないといけないんですね。海の

掃除をしているわけです。

　これだけだと、何かこう、漁師さんが海の掃除をして

いるのねなんですが、この取り上げられたオゴノリは

集められて、トラックに乗せて運ばれて乾燥されます。

こうやって乾かして、こんな感じで肥料になるんですね。

塩分濃度が高いところの海藻だと、上げるとどんどん

塩が畑に入ってくるんですけれども、汽水域なので塩

分濃度が適度に低いし、これをどのくらいまいたら野

菜が育つかというのをこの地域の農業指導員の方が

すごく研究されていて、畑ごとに見ていきながら、この畑

だったら、こういう感じでまいてくださいというのを一

緒に指導している。これってすごいなと思って、海の草、

オゴノリを取ることで海もよくなるし、今度それが畑に

入っていい野菜を作る。だから、無駄がないですよね。

　草原シンポジウムでした。そろそろ草原の話を始め

ようかなと思います。

　今回のテーマは、未来へつなごう！壮大な海すすき

の草原ということで、海と草原、こんなに近くにあるとこ

ろでは、何か草原のものも使うことでできてきた草原な

ら、今の時代に合った使い方を探していけばつながる

んじゃないかというのが多分今、大分全国で考えられ

ている流れだと思います。それが使って草原がなくなる

んじゃなくて、持続的に使う方法をどうするかというの

が多分議論ですよね。

　今日はタイトル、草原を取り巻く里が教えてくれる、

持続可能な社会の未来像ということで話させてもらい

ます。

　草原を持つ自治体が全国にどれだけあるかという

のをちょっと調べてみました。全国には1,902ぐらいの

自治体があるんですけれども、草原を持っている自治

体は多分220より多い。この以上と書いているのは、ま

だ知らない草原があるので、こう書かせてもらったん

ですが、地図の上にもこんな感じです。どうなんですか

ね。10％というのは、僕は結構少ないのかなと思って

います。何かカヤぶき職人さんが300人、200人くらい、

おなじぐらいの数なんですね。でも、全部が全部カヤ

の草原じゃないので、これは全国草原再生ネットワー

クが持っている資料を基に作った地図なので、まだこ

こから落ちている草原もあるでしょうし、ちょっと性質の

違う、例えば牧草地みたいなものも入っているので、

はっきりした数はちょっと出てこないんですが、そう遠

くない数かなというふうに思います。全国にありますよ

ね。全国にあります。

　この草原の数だけ多分、共創資産というものが残っ

ていて、今日の一つの結論的なところなんですが、今

回の件はどうやって伝えていくかという話の中で、草原

を伝えていくために必要なもの、もう大分見えてきたと

思うんですけれども、１つ目は適切な方法、２つ目は適

切な方法を実行する力、力というのはお金かもしれな

いし、人力かも、ヒト・モノ・カネとよく言われますが、そ

ういうものですね。その実行する力を今度は継続する

ための仕組み、ある１年間だけ山焼きができたね、あ

あよかった、よかったじゃなくて、翌年も翌年も、もっと

言えば10年後も、ここに僕らがいなくなる100年後ぐ

らいもできれば続いてほしいなと思えば、継続する仕

組みを何か考えないといけない。

　それから、方法とか力とか仕組みを可能にする法令

ですね。これはもう行政の仕事です。北広島町では、過

去に野焼き条例というのがありまして、その中で山焼き

ができない書き方になっていたんですね。なので、書き

換えました。草原サミットがあったのを機に条例を見

直して、ちゃんと条例の中で焼けるようにというふうに

見直しました。こういう本当細かいところではあるんで

すが、社会の中で残していくためにはこういうものもと

ても大事です。

　最後の１つが上の全てを共有して伝えるための普

及、あるいは教育というものです。今日この後、具体的

に少しこの部分もお話ししようと思います。

　ちょっと先に条例の話なんですが、北広島町は条例

をつくっています。生物多様性の保全に関する条例と

いうのをつくっていて、それについてはこのパンフレッ

トの中に載っています。一番最初にお話ししたような自

然の保護というと、入らないでくださいとか取らないで

ください、そういうことももちろん規定はできるんですが、

もう一つは、里山のようなところを守る活動を町が応援

しますよということもこの条例の中に書かれています。

そういう形で、役場の職員、僕、役場の職員です。町民

さんとかから役場はなかなか動いてくれんという見方

ちゃんとこういうふうな機能があるからこういうふうに

使っていく中で、でも、片方でそれが自然に働きかけに

なるということです。

　もう１個だけ、ちょっと話をしましょう。

　これは新温泉町、前に草原サミットをやっていた上

山高原ですが、集落が使える草原の自然は限られてい

ます。その中で一家族ごと毎日順番に刈るんですよね、

草を刈る時期は。その順番というのは毎年替わるそう

です。前日まで知らされなくて、次、あんたの番よって言

われたら、急いで準備して、家族総出で下の集落から

この山に上がってくる。１日山で草刈りをして、集落み

んなが公平に草を刈る。これ全部ススキです。そして、

ここの草原が守られてきたそうです。

　そういうふうに共創資産の特性というのは、ちょっと

まとめると、多分、設計図があったわけじゃないんです

ね。いろんなやり方で、けんかが起きたりとか、何か使

い過ぎたりとか失敗したりとかということを繰り返しな

がら、地域の中でそういうルールが多分、決められてき

た。さっきも書いていたんですが、自然と人、どっちが

欠けてもこれは維持できないもので、自然があるから

人が暮らせて、人の活動があるから、その自然が残っ

ているという、その「共に」という文字です。

　それから、生み出されるためには、多分すごく時間が

かかります。１回なくなったらできないですよね。それで、

時間による検証、時間をかけて、いいものだけが多分

今残っているので、今残っている共創資産というのは

信頼性が高いんだろうなと思います。

　ちょっと一息つきますか。大丈夫ですか。

　これ何かずっと１人でしゃべっていると、不安になっ

てくるんですけれども、大丈夫ですかね。

　じゃ、続けますよ、ありがとうございます。何か、うんう

んとかうなずいていただいたりするととてもありがたい

です。何かこう聞いている人の顔も見えないので、なか

なか難しいですね。

　これは与論島です。

　じゃあ共創資産というのは過去のものなのかなとい

う話をしていたんですが、これは与論島の与論民俗村

と言って、昔の暮らしを展示しているところです。この辺

は台風がとてもたくさん来るところなので、家は小さい

部屋の雰囲気ですね。今だと大きな部屋に居間とか食

堂とか、子供部屋とか造りますけれども、何か人が増え

たら小さな建物を１個造るみたいな説明をたしか読ん

だような記憶があります。

　これは就職して間もなく、僕は自転車で旅をしたん

ですけれども、そのときに見て、多分、自分はこういうこ

とに興味があるんだなと気づいたのがこのときだった

のかなと、今思い返すと思います。道路に街路樹として

ヤシが植えられていたんですけれども、ヤシに全部袋

がかかっているんですよ。これは多分、ヤシの実を取っ

て何かにするんだろうと思うんです、これ調べていない

んですけれども。ギンナンが、イチョウ並木ってギンナ

ンが落ちたらみんなが拾いに行きますよね。あれの先

手を打って、ヤシはこういうふうに実がつくんで、もう先

に取っている。多分これがずっと未来になると、こうい

うのが共創資産の生まれるときなのかなというふうに、

今思うと思います。こんな感じですね。ちゃんと実が集

まっているし、後から掃除しなくて済む。ヤシは植えた

ものなので、自然物ではないんですが、こんな感じで

いろんな知恵が時代時代で出てくるんだなと思います。

　今、高知県の大月町では、備長炭が生産されていま

す。もともと四国の南のほうから和歌山にかけて生育

するウバメガシというカシの木を使うのが備長炭で、

その場所じゃないとできないんですけれども、ここの大

月町では、こういうやり方では炭は焼いていなかった

そうです。それを生産者をつくろう、高知県の県の事業

で、高知の中で雇用を増やそうという事業があったん

ですね。その一つで備長炭の作り方を、親方を呼んで

きて、窯の作り方から教えてもらうというやり方を始め

ました。こうして窯をついて、生産者を１人ずつ増やし

ていって、生産をしている。これが窯の外ですね。もの

すごく大きいものです。２週間で木を詰めて、２週間で

焼き上げるという、とても時間のかかるものが備長炭な

んですが、大がかりです。芸北の山の中でやっているよ

うな小さい窯とは全然違いますね。

　こういうところも共創資産が今生まれるところなんだ

ろうなと。なぜかというと、今は、町内にある森全部の

木の量を量ることができますから、計画的にもう窯は

30基までというふうに決めているそうです。それ以上

窯を作っても、木を取り過ぎてしまうから、持続的な生

産ができない。なので、先にもう量を量ってですね。昔

はそういうことできなかったんですけれども、今はそん

な生産とか利用ができる時代になったということかな

と思います。

　事例としては、これ最後になるのかな。いいなと思っ

た事例です。

　これは中海ですね、松江市の。真ん中のほう、何台

か船が出ていて何かやっているんですけれども、こう

やって山盛り、海からすくっています、中海。これはオゴ

ノリという海藻を取っているんですね。オゴノリ、聞いた

ことありますか。多分ないと思うんですよ。オゴノリって、

汽水域にしか生えないそうです。海水と淡水が混ざる

のが汽水域ですよね。しかも、ある一定の塩分濃度し

の予算を聞いて800万円、びっくりした記憶がありまし

た。すごいお金が山に吸い込まれているなというふう

に感じたところです。でも、これは全国で起きていること

ですし、草原に限らず、先ほど見ていただいた里山とか、

いろいろな自然に僕らの税金が吸い取られているわ

けですね。そういう社会資本の喪失がいろんな草原で

起きている。これをどうにか変えていきたいなと考える

わけです。

　今までの草原サミットでも、草原を守るための労働

力をどうしようかとか、資金をどうやって集めようかとい

う話も過去にはありました。僕が初めて草原サミットに

参加したのは、たしか2007年の蒜山の大会のとき

だったんですが、岡山県の蒜山では、その当時、どう

やったらそういう資金が集まるかなという会話をした

覚えがあります。

　ただ、少し変わってきたのは、こういうふうなどう

やって労働力や資金を集めるかという話から、今は放

置された草原をもっと利用しようという議論に変わっ

てきましたよね。今回のメインテーマもそうですし、各会

場での分科会のテーマもそうなんですが、利用という

のがキーワードにもう既になっています。その利用が１

つの利用方法じゃなくて、前半で見ていただいたよう

な生態系との関係でもものすごくたくさんあるんですね。

よそでやっている利用をそのままぽんと持ってくるん

じゃなくて、まずはそこでの利用を考えていくのが大事

なんだろうと考えています。

　芸北では、こんなことを始めています。今までもボラ

ンティアで草刈り、ここにはカヤ刈りと書いていますが、

もともとは草刈りをしていたんです。草原を守るために

火入れ、山焼きができない草原をみんなで草刈りをし

ていたんですね。やぶになっていると刈り払っていたん

ですが、ここ数年は秋にはカヤを刈るようになりました。

そのときには子供たち、ついてきた子たちがこんな感

じで、もうすごく楽しそうに遊んでいます。最近の子はイ

ンスタグラムもやっているので、こういう映え写真を

撮ったりして遊んでいます。このときは子供が撮ったん

じゃないですね、カメラマンが撮ってくれました。

　こうして集めたカヤがどこに行くかというと、すぐに

屋根に行くんじゃなくて、市場に集めるようにしました。

これ名前、茅金市場と言います。カヤがお金になるので、

茅金市場。単純な名前ですね。こういう市場をつくって、

そこに出荷している。これはボランティアの人だけじゃ

なくて、地域の住民の方ならどなたでも、地域住民と

いっても、もう持って来ていただける方からどなたでも、

この日のこの決まった時間に持ってきてくださいという

ことで、１年に１回だけ市場を開けています。この日に

地域の人がみんなでカヤを運んで持ってくるわけです。

　この建物は、もともと小学校の体育館でした。学校の

統廃合によって、ここは閉校になったので、そこの中に

鋼管を組んでカヤを置けるような場所を作りました。こ

れを持っていくとお金がもらえます。だから、地域の人

は持ってきてくれるんですね。

　もらえるお金は日本円じゃないんです。せどやま券と

いう地域通貨なんですね。この地域通貨、名前はせど

やま券です。単位は石、１石が１円なので、この見えて

いる券は千石、1,000円として地域の中で使われます。

有効期限もあります。６か月以内に使わないといけな

い。６か月の間ずっと持ったままだと、これ紙切れに

なっちゃうんですね。だから、みんな使います。しかも、

地域の中で使いますから、地域の商店にお金が入る

わけですね。こんな感じです、使用例ですね。こんな感

じです。地域のみんなで集めたせどやま券でちょっと１

杯やりましょうかというところですね。最初はガソリンと

か農機具とか、農機具屋さんとかいろいろなところで

使えます。アイスクリームを食べたり、温泉にも入ったり

できます。

　集まったカヤは、屋根の修復に使われます。北広島

町内、数は少ないですが、かやぶき屋根の民家と、あと

展示しているカヤぶき建物があるので、そこに使われ

ますね。地元のカヤを使って、地元の屋根が張れる。

　これ広島県には、国の文化財になっている建物もあ

るんですけれども、町外にこうしてカヤが運ばれて使わ

れることもあります。

　ちょっとまとめてみますね。

　草原、ススキの草原からカヤが集められて、そこに

地域通貨を支払うと、地域の中をお金が循環していく。

そして、集まったカヤはかやぶき屋根の現場に出荷さ

れて、そこから収入が入ってきます。その収入の中から

地域通貨の交換としてお金が支払われます。収入のほ

うが買入れのカヤより多い……、仕入れの値段よりも

販売の値段のほうが高くしてあるので、これは茅金市

場のボランティア事業ではなくて、ちゃんと収益を上げ

ている活動になります。具体的には、３束持ってきてく

れたら1,000円、20センチだったかな。規格はこのパ

ンフレットの中の１ページ目に書いています。３ページ

目ですね。藝州茅の規格ということで、こんなカヤを

持ってきてください、こんなカヤを持ってきてくれたら、

今の値段は３束でせどやま券１枚ですね。販売のほう

は基本価格が１束850円です。高いですか……、そん

な感じで流通しています。

　こういう仕組みが回ることで何が起きるかというと、

草原ですね。先ほどから話になっている野生生物、草

もあるかもしれないですが、動く根拠がないと、僕らは

動いちゃうと、税金使ってお仕事しているので、皆さん

のお金を適当に使うわけにはいかないので、なので、

まずは条例をつくってみて、こういうことをしていきます

よというのを考えました。

　そういうものとか、あとはこの画面の真ん中にあるの

が町の全部の生物のデータを調べました。静岡県は博

物館があるんですが、広島県は博物館はないんです

ね。静岡県の博物館に行くと、どこにどの植物があるか

というのが全部データとして調べられています。もちろ

んここの東伊豆町も残っているので、それをもう１回、

町レベルの資料として１回起こしてみることはとても大

事なことかなと思います。北広島町はなかったので、実

際に何年もかけて調査をしました。

　それでもう一つがレッドデータブックです。これは、

レッドデータブックというのは環境省も取りまとめてい

ますし、県も取りまとめていますが、町は町として取りま

とめました。この理由はなぜかというと、国とか県では

一般的な種類であっても、町の中では希少な種という

のはあるんですね。ほかのところではたくさんあるけれ

ども、うちの町にはほとんどいないよ。あるいは逆によ

そには希少かもしれないけれども、うちにはたくさんい

るよ。そういうものをちゃんと見るためには、町レベル

でこういう資料とか、あるいは条例というのをきちんと

整備していくことが大事だろうなと思っています。そう

いうことで作りました。

　じゃその北広島町、どんなところかというと、西日本

ですね。面積は646平方キロメートル、標高が200か

ら1,223メートルなんで、海がありません。人口は１万

7,937人です。東伊豆町と比べてみますと、面積が東

伊豆町77.8平方キロメートル、これはホームページ

で見させてもらいました。標高は、海があるゼロメート

ルから、万三郎岳が一番高いんですか、これ合ってい

ますか、地図で見たんですけれども。1,400メートルあ

るんですね。何かこれを見て、おおってやっぱりちょっ

と興奮しました。噴火と造山運動でぐいっとこんなに海

から近いところで高い山もあるんだな。あと、人口は１

万1,701人です。北広島町はもともと４つの町が合併

してできたんですが、今日お話しする事例は芸北地域

という一部地域のお話です。この高原の自然館がある

のも芸北地域です。

　芸北地域の面積は253.6平方キロメートル、それで

もやっぱりちょっと広いですね。標高は420メートルか

ら、一番高い山があるところです。人口は2,011人、も

のすごく少ないですね。東伊豆町よりも面積としては３

倍ちょっと、3.5倍ぐらいあるのに、人口は５分の１以

下。もう本当に過疎のところです。

　その中で、まずは町同士の植生、植物の様子を見て

みると、北広島、これ実際の大きさの比率を同じにして

います。イメージが湧くかなと思います。でかい町です。

こんなに大きいのに市じゃなくて町ですね。全国平均

と比べてみると、特徴的なのは、まずどちらも森林が多

いですね。自然林は北広島町が多いです。東伊豆町は

どちらかというと植林の比率が北広島町よりも多くなっ

ている。二次草原、これはいろいろなものが混ざってい

るんであれですが、これはどちらの町も全国平均よりも

少し多くなっていて、農耕地が全国平均より少ない。市

街地、このグレーのところが市街地ですが、市街地は

東伊豆町は全国平均に近いような形ですけれども、北

広島町は市街地はあまりないという違いがあります。

海もないんですね。山の中の町です。

　そこで行われている芸北茅プロジェクトというのを

紹介します。これは多分、ちょっといろいろ参考になる

のかなと思って、このプロジェクトがあったので、今日

しゃべりなさいと言われたのかなと思っています。

　芸北にはこういう山があります。ここは山焼きをして

いるところですね。ずっと昔から放牧とか、草を取った

り採草が行われていた山で、雲月山と言います。この山

はササユリというこのユリが咲いて、これは町の花にも

なっています。隣町の花にもなっています。そのぐらいこ

の地域ではササユリが愛されていて、身近な花なんで

すね。

　こういう草原は何であったかというと、ここの草原が

利用されていた時代があって、例えば堆肥とか山菜と

か、飼料、敷き草、屋根材、それからここで遊んだり、薬

草を取ったりという、いろんな恵みを山から受け取っ

ている。だから、毎年地元の人はこの山を焼いていた

わけなんですね。

　ところが、今、山が放置されています。この雲月山も

半分以上が放置されています、一部で山焼きを始めた

んですけれどもね。放置されるとどういうことが起きてく

るかというと、これは一般的な話ですが、まず、生態系

サービスが低下していく。草原から得られていたもの

が得られなくなるし、景観も悪くなるし、絶滅危惧種の

増加、増加という意味は、今までは普通にいたものが

絶滅危惧種になっていくという意味です。

　そこで何とかしないといけないということで、例えば

ボランティアという形で労働力を集めてみて、みんなで

山を何とかしましょうということをしてみたり、あるいは、

そこに行政などから資金を投入して、補助金によってこ

れを解決しようということが各地で行われています。た

しか前回、こちらの東伊豆に来たときに、年間の山焼き

　次をお願いします。

　細野高原を利用した東伊豆町観光協会の取組とい

うことで、私たちにとっての細野高原とは～観光の観点

から～ということで、東伊豆町、ひいては伊豆を代表す

る資源であるというふうに思っております。ですけれども、

いまだ資源であり、目的となる場所ではない、こちらは

財産区長もいるのに失礼なんですけれども、そういう状

況が続いております。

　ですから、また下を見ると、私たちが考える魅力とい

うことで、圧倒的なスケール、これは町長もドーム26個

分、箱根の仙石原が知名度が高いんですけれども、そこ

の７倍になります。ですから、もっともっと本当は来てほ

しいという状況にございます。

　絶景ということで、草原の先には太平洋、そして伊豆

大島がぽっこり浮かんでいるように見えます。そして、伊

豆諸島も見えて、後ろには、私も中学のときに遠足で天

城連山、万二郎、万三郎の遠足というのを８時間かけて

行きまして、それは本当にもうつらくて、忘れられない思

い出となりました。

　そういう状況の中で、三筋山山頂というのが標高

821メートルございます。

　次をお願いします。

　その取組の２番になりますが、先ほども財産区長が

おっしゃったように、春の山菜狩りというのは財産区が

中心になって行われておりまして、私たち観光協会とし

ては、パンフレットとかチラシを作って協力して、そして

少し受付を手伝うという形になっておりますが、秋のス

スキのイベントに関しましては、東伊豆町観光協会が

主催で行っております。ここで、細野高原でしか味わえ

ない景色・体験を売りにしたイベントを企画・運営して

いるということで、こちらの詳細は次ページをお願いし

ます。

　ここで表が出てきたんですけれども、ちょうど白川先

生がいらっしゃった13年前ということで、その後からこ

の細野高原のススキイベントが始まりました。ちょうど平

成23年度から始まりまして、2011年かな。それで、今回

の秋、これから10月８日から予定しておりますが、これ

が第11回になります。ですから、10年ぐらいやってきて

いるんですが、私のイメージとしては、もっと20年以上

やっているような気がしているんですけれども、こんなも

のなんですね、まだ11回目ということで。

　これさっき高橋先生もおっしゃっていたんですが、入

山料を取るようになったのが第３回から。第３回の平成

25年度から500円取るようにしました。そして、第５回

の27年度から600円に上げました。来たお客さんは何

か、何でこんなところでお金取るのよなんていう人も多

いんですけれども、一応そういう保全のために使わせて

いただきますと言うと、やっぱりちゃんと払っていただ

けます。

　それで、第10回、昨年の第10回にはシャトルバスを

やめたんですね。第一駐車場から、400メートルのとこ

ろから山頂の手前の駐車場までのシャトルバスを回し

ていたんですが、それをやめて、それがコロナでやっぱ

りバスの中が密になるということで、町の指導も受けま

したので、それをやめて、昨年からは300円にしました、

シャトルバスなしで。中に入山していただいた後は、自

分たちで頂上に行く方も、さっき言ったように２時間か

けて行く方もいますし、その辺を散策して帰る方もい

らっしゃるということで、そういう形にしておりますので、

今年の予定も一応300円で、シャトルバスなしというこ

とで行おうと思っています。

　このシャトルバスの運営だけで、この期間中、毎年大

体300万ぐらいかかっているんですね。ですから、それ

をやらないことによって、足の不自由な方とかご高齢の

方とか、山頂まで行けなくて残念だったという話もあっ

たんですけれども、意外とこの表を見ていただくように

人数は増えているんですね、去年より。ですから、その辺

で、今年ももう一回そういう形で挑戦しようということで

今考えております。

　その下の資料２は、これはもう財産区の方々がやら

れている山菜狩りの人数でございますので、細かく書い

てありますけれども、大体このぐらいの人数で、大体25

年ぐらい前からこの山菜狩りはやっておるということを

聞いております。

　その次で、細野高原を利用した東伊豆の観光協会の

取組の３でございますね。

　私たちの課題としては、目的となる場所へのブラン

ディグや宣伝、イベントに依存しない観光地としての整

備、特にソフト面、サービス面の企画ということで、やは

りどうしても今までは花火大会などのイベントで、一過

性なんですけれども、その日にがっと集めて、もうお金

をぱっと使って集客するという形だったんですけれども、

常に東伊豆というのは海があって、高原があるというこ

とをもっと売っていきたいということで考えております。

　この二、三年、コロナもそうなんですけれども、この二、

三年、夏がすごい猛暑なんですね。ですから、海水浴に

は暑くて行かないというお客さんが夏は増えてきており

ます。私も海の近くに旅館がありますので、夏になれば

必ずお客さんが来て、海水浴に行くというふうに思って

いたんですけれども、一昨年ぐらいのときというのは、暑

いから行きませんという、海水浴に行ったお客さん、本

当に数件だったですね。目の前は海なんですよ。ちゃ

○司会　それでは、ただいまよりパネルディスカッショ

ンを開催いたします。

　コーディネーターは基調講演に引き続き白川先生に

お願いをいたします。

それぞれのパネリストの方を私のほうからご紹介をさ

せていただきます。

　まず初めに、太田長八東伊豆町長。

○パネリスト（太田長八）　太田です。よろしくお願いし

ます。

○司会　続きまして、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋佳孝様。

○パネリスト（高橋佳孝）　高橋です。よろしくお願いし

ます。

○司会　稲取地区特別財産運営委員会委員長の山田

賢一様。

○パネリスト（山田賢一）　山田です。よろしくお願いし

ます

○司会　東伊豆町観光協会会長の石島専吉様。

○パネリスト（石島専吉）　石島です。よろしくお願いし

ます。

○司会　それでは、白川先生、よろしくお願いいたします。

○コーディネーター（白川勝信）　また白川です。よろ

しくお願いします。

　ここからはパネルディスカッションということで、先ほ

どは僕のほうから一方的にたくさんお話をさせていた

だいたんですが、今日は４人の方に来ていただいてい

るので、僕はここからは進行役で、４人の方それぞれの

話を聞いていきたいと思います。皆さんそれぞれに各

分野で活躍されている人ばかりが集まっていますし、

お一人お一人の話もじっくり聞きたいんですが、多分

ここでお互いに話していただくと、面白いものが何か

生まれていくんだろうなと思って楽しみにしています。

　それでは、最初に少しお一人ずつ、８分くらいかな

とお伝えしていたんですが、自己紹介とか活動とかを

教えていただければいいと思います。特に肩書のほう

なんですけれども、ここの細野高原の場合、東伊豆町

との関わりとか、そういうことも含めてよろしくお願いし

ます。

○パネリスト（太田長八）　そうですね、先ほど挨拶し

た町長の太田と言います。

　ちょっと私のほうから町をちょっと紹介させていただ

きたいと思います。

　まず、面積とかそういう人口、先ほど白川先生からご

紹介いただきました。場所っていうのはね、静岡県の伊

豆半島の東海岸に位置しております。そして、伊東市、

下田市、この中間でございまして、東京からは本当に２

時間ほどで来られますので、このコロナが収まりました

らば、ぜひとも皆さん方、この東伊豆町においでいただ

きまして、このすばらしい細野高原を見ていただけたら

大変ありがたいと思います。

　まず、私たちの町、全国的には珍しいんですけれども、

６温泉郷から成り立っております。東京方面の大川地

区、そして北川地区、熱川地区、片瀬地区、白田地区、こ

れらが熱川地区と言います。熱川地区は一応５地区あ

ります。そして稲取地区。全部で６温泉郷。稲取地区に

おきましては、４つの地区、東区、田町区、西区、入谷区

が存在しています。細野高原の保全に関しましては、こ

の稲取地区に細野高原がありますので、この稲取地区

の４区の皆さん方にこの保全につきましてやっていた

だいております。この場にいますので、本当４区に厚く

御礼申し上げたいと思います。

　この町は気候も温暖で過ごしやすいです。この海と

山に囲まれました、この豊かな自然、今回は皆さん方に

東伊豆町に来ていただきまして、細野高原、そしていろ

あと、カヤプロ銀行というのもやっていて、３年生の授

業ではバザー活動をするんですが、最初に商品の仕

入れとかにお金が要るので、貸付けをやっているそう

です。それから、豪雨災害の被災地に寄附をしたり、こ

れを子供たちは自分たちが草原の資源を使って稼い

だお金でやっているということですね。

　こんなふうに共創資産というのは、多分、全国各地

でつくられていますし、それをまねしていくことが大事

なんだろうなと思うんです。小さいことですけれども、例

えば阿蘇で使っている火ぼてというのも、これをボラン

ティアの人たちが自分たちで作って、自分たちが使える

ようにならないと、阿蘇の火入れには参加できないん

ですね。野焼き講習がたしか２日間あるんでしたよね。

○会場より　（「今１日」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　今１日ですか。ちゃんと講座を受

けて作って参加していくことで、共創資産が受け継がれ

ている。

　あるいは、上ノ原のほうに行ったときには、茅刈り講

習会というのに参加させてもらいました。大学生とかい

ろんな人が参加していたんですけれども、そこで今度

は御殿場のほうから……

○会場より　（「ここからがこういう感じで、大体うち

のほうじゃ足でやっちゃうもんで。これで１束ですね、う

ちのほうでは。この一番下の目盛りが一番小さい束の

位置で、これで１束。ちょうど……」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　この人、なかなかほどけなくて、

結んでくれなかったんですけれども。こういう形で受け

継がれていたり、地域から地域に共創資産が技術移転

されていますよね。

　あるいは、これはカヤぶき技術の伝習施設、大内宿

というところ、福島県ですね。そこでは、廃校になった

学校の中にこういう屋根ふきの、屋根を小さいのを

作って、こうやってカヤをふく方法を体験したりしてい

ます。地域にはカヤぶき職人がたくさん生まれているそ

うです。こういう景色が残っているところで、観光客が

たくさん来るところですね。それを支えるための倉庫も

きちんと造っていて、下を空気が通るようになっていた

りとか、カヤのサイズに合った高さにしていたりとか、

いろいろな工夫が見られました。

　これは和歌山県の大学生がやっている、生石高原の

人たちがクラウドファンディングで350万集めています。

これでカヤを刈ったりする資金にしたいという活動を

しています、大学のサークル。

　そろそろちょっと事例としては最後になるんですが、

これは諫早市の岩谷口の草原です。この草原、ちょっと

写真があれで見にくいんですが、この煙が出ていると

ころからずっと全部斜面が草原です。ここもすごいです

ね。ここの火入れはすごく珍しくて、ちょっと写真で見て

いただくと、集落の人たちが作っているのは火をつけ

るための道具です。竹の筒に１つの節だけ穴を開けて、

中に油を入れています。そこにわらを刺しているんです

ね。そのわらを刺して、これを軽トラに乗せて持ってい

くと。こんな感じで火をつけています。何か油をぴゅ

ぴゅっと出しながら火をつけています。これが火入れ

の風景ですね。

　でも、ここで注目すべきなのは、この火のつけ方も面

白いなと思ったんですが、こっちの動噴です。軽トラに

乗せられた動力噴霧器。火入れのときには、この動噴

がついていって、ずるずるっと引っ張って、この水槽か

ら水をまくと。つけて、ちょっとでも広がりそうだったら、

すぐ消していくんですね。これが非常に効率的で、ここ

の集落は十六、七人で火入れをしていました。たった

十六、七人であの広さができるのは、こうやって軽トラ

が道路のほう、これは斜面の下部の道路ですが、そっ

ちの道路はもちろん、斜面の上にもこういう軽トラが入

れるところがついていて、山と、ここまで木が出ている

んですよね。炎が上がったら燃えそうになるわけです

けれども、もうすぐばあっとかけて消せる体制にあると。

だから、少人数で山焼きができるわけですね。

　ここには多分、ヒントが詰まっていて、誰でも焼ける

ようにならないのかなといつも僕は考えているわけで

すけれども、秋に防火帯、焼いていない草原は防火帯

焼きを始めてみるかな、これはうちのほうのことです。う

ちのほうは防火帯は焼かずに、当日、草刈りをするだ

けなんですが、これ防火帯焼きも、安全にするために

は大事なことかなとか。あるいは防火帯に車両が入れ

るようにしてみるというのが今のことです。

　もう１個、これは何か昨日、夜に思いついたんです

が、車両が入れる道路は難しいけれども、水が回せる

パイプを通しておいて、山水を引くのに黒いパイプとか、

農業用に売っていますよね。あれを回しておいて、何か

所かに蛇口じゃないですけれども、出るところをつけて

おいて、山焼きの日だけポンプでばあっと水が回るよ

うな仕組みにしておけば、ここはちょっと、細野高原は

広いですけれども、うちのほうにある山ぐらいだったら、

全部回すのにそんなに広くないなとか思ってみたりし

ました。とにかく山焼きをどうするかというのはとても大

事なことだろうなと思っています。

　事例について最後だったんですが、東お多福山の

保全ですごく僕が影響を受けたというかびっくりしたと

ころです。ここは都市の中にある草原なんですけれども、

みんなこれしゃがんで、鎌とかはさみでちょきちょきサ

サを刈っているんですね。この光景を見たときに、僕は

すごいなと思いました。でも、ちゃんと人間の力で刈り

切れました。作業が終わったらこんなきれいになって

いたんですけれども、その一角で何かやっている人が

いたんです。この人が何かしゃがみ込んで、ススキを

ずっと集めていたんですね。このカヤを、たったこの日

はこのぐらいでしたけれども、みんなで持って帰りまし

た、カヤぶきにするんだと言っていました。何年前だっ

たかな、随分前だったと思います。サガラさんという人

なんですけれども。それで、なるほど小っちゃくても、地

域でこうやって使い始めることがまず大事なんだなと

思って、たった数束であるんですが、その数束はきちん

と集めればちゃんと屋根の上で何年も役割を果たす。

そのときに、今のサガラさんの風景もそうなんですが、

もう１個気になったのが……

（保全活動中の太鼓の音）

これだけなんですけれども、何か愉快だなと思って、こ

ういうのっていいなと思いました。でも、これを言葉に

するには、何かうまく言えないし、何かのためということ

でやったわけでもないんだけれども、多分、人間ってこ

ういう浮かび出てくるものがあるし、そういうところが草

原の中に出てきたというのがすごくいいなと思ったとこ

ろです。

　そういう草原がいろんなところにあって、景色だけ見

ても、とてもきれいですよね、曽爾高原、奈良です。今か

ら分科会がある真庭の蒜山、遠くに大山を臨んでいる

広い広い草原ですね。それから、もちろん阿蘇、とても

広くて、阿蘇の中にもいろんな草原があるし、東伊豆町、

懐かしい草原で、僕は明日行くのをとても楽しみにして

います。オンライン参加ですよね。ここには大事な湿地

もある。

　こういう草原が全国にあって、そんな話ができて、ま

たどこかで太鼓の音が聞けるのかなとちょっと楽しみ

にしてるところです。

　まとめます。

　あまり大したまとめじゃないんですけれども、草原で

は地域の自然と人が互いに関わりながら、共創資産が

生み出されてきました。これが今日の話の主なところで

す。これは草原だけじゃなくて、いろんな生態系といろ

んなその地域とが関わりながら、その地域に独特の知

恵や技術がある。

　２番目に、その時代ごとに知識や技術を集めながら

積み重ねていくものが共創資産で、その知識や技術を

交換するのが多分、今日なのだろうなと思っています。

各地で話がありましたし、今日は皆さんに芸北の茅プ

ロをはじめいろんなことを聞いていただきました。

　その最後に見てきたような、人間だからこそ生み出

せる美しさというのが一つ草原を体現してくれている

のかなと思って、大事にして生かしていきたいですよね。

　以上で終わります。

　最後に、いろんな方に今日のスライドを作るにあ

たって協力いただいています。特に今回の大会を開い

ていただいた東伊豆町と、それから日本の各地の草

原の方に感謝します。どうもありがとうございました。

（拍手）

○司会　白川先生、どうもありがとうございました。

　学芸員のお仕事の視点での全国の事例のご紹介で

すとか、あとは自然と人間、自然と社会の関わりから生

まれる、今日初めて聞きましたが、共創資産というお言

葉ですとか、中学生の取組ですとかいろいろ興味深い

お話をしていただきました。

　ちょっと時間があまりありませんが、お一人でもお二

人でも、もし今日お話しいただいたことでご質問等あり

ましたらいかがでしょうか。

　この後もですね、この次のパネルディスカッションの

ほうも、白川先生にコーディネートをしていただきます。

お手元には質問の用紙もお配りしてありますので、今

の基調講演のことも含めてで構いませんので、そうしま

したら、次のパネルディスカッションで質問等をしてい

ただければというふうに思います。

　先生、ありがとうございました。

　改めまして、感謝の拍手をお願いいたします。（拍手）

○講師（白川勝信）　どうもありがとうございました。

○司会　それでは、続きまして、休憩を取りまして、10

時35分からパネルディスカッションのほうを始めたい

と思います。準備の関係もございますので、35分まで休

憩とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

原の生物の保護とか草原の景観の保全とか、獣害抑

止といったような多面的機能が山で発掘される。お店

にそのお金が行きますので、地域経済が少しでも活性

化する。そして、文化の面で言えば、カヤぶき建築がそ

れぞれ保存されたり、技術が伝承されたり、村落の景

観が保全されるという文化の伝承があります。

　どのくらいのこれ金額回っているかというのを見て

みると、そんなに大勢ではないですよね。2015年から

始まって、最初は持ってきてくれる人が５人で、集まった

カヤも100束でした。２年目は６人になって200束に

なりました。すごい増えましたね。３年目は９人で234

束、８人、10人、14人と増えていって、持ってきてくれる

人がどんどん増えている。2,000人、約1,000戸の集

落ですから、10戸で１％なんですよね。1.4％の人が

持ってきてくれるということになります。それで集まった

カヤを販売して、売上げが下のほうに書いてあります。

この売上げの金額は、ばらばらなんですけれども、実

は最初の年はカヤの束をすごく大きくしていたんです

ね。それで、すごく束数が少ないけれども、金額が大きく

なっています。

　この下に１行ちょっと付け足しますね。

　現在の学年と書かれています。これ何かというと、茅

金市場は中学校の活動としてやっています。中学校２

年生が茅金市場を運営しているんですね。今、その子

たちが学年で何年生になっているかというと、一番最

初に茅金市場を実行した子は今、大学２年生になって

います。この時間間隔って結構大事だと思うんですよ

ね。子供はずっと子供じゃなくて、これを知った子が今

何歳か。

　ちょっと茅プロを通じた中学生の学びを見ていただ

きたいと思います。

　茅プロ、事業としては最初こんな感じです。これ中学

生ですね、もう大人みたいですけれども。カヤを刈りま

す。みんなで束ねます。最初は下手くそですけれども、だ

んだん上手になります。途中でカヤぶき職人さんから

指導を受けて、こんな曲がったのは駄目だとか、ちょっ

と細過ぎるとか、先がそろっていないとか、束ね方を

ちゃんと指導を受けるんですね。それを運びます。実際

に自分たちでも刈るんですが、大事なのは受入れのほ

うなんですね。茅金市場での運営は、中学生がやって

いますと言いました。中学生が地域の人にチラシを

配ったり、声をかけたりして、家の近くにあるカヤ持っ

て来てくださいねというふうに言うんですね。そうした

ら軽トラに積んで持って来てくれるので受け入れます。

みんなで運びます。規格に合っているかどうかをちゃん

と調べながら受け入れています。曲がったカヤは使え

ませんから、これは駄目ですよっていうのはちゃんと言

わないといけないんですね。これ結構ハードルが高い

んですが、先生に手伝ってもらったりしながら、こうい

うのは駄目ですよということをちゃんと言う、これも学

習です。こうして何束あるかというのをちゃんと数えて

いる役割の子もいて、それぞれの子がそれぞれ役割分

担しています。車の誘導をする子もいます。

　こうして受け入れたカヤをどんどん並べていくわけ

ですが、もう当日は先生たちも総出で、総出じゃないか、

先生たちもやってきて、なかなかあまりない光景かなと

思います。

　せどやま券の発券も中学生がやりますね。ちゃんと

数を間違えないように数えて、券の枚数をカウントして

いきます。これ中学生の側が券を支払うほうですね。こ

れを渡していくと。地域の人に渡っていく。何かほっこ

りしますよね。地域の人が持って来て。

　実際に子供たちがお金を触ることで、先ほどのこの

全体像にもう一つ、教育の側面が加わるんですね。地

域資源への気づきとか、カヤってお金になるんだな。

あんなどこでも生えている草なのに、草原ってそんなに

価値があるものなのとか、あるいはお金をちゃんと

使って、商品とお金をやり取りする、あるいはカヤを販

売するとかっていう話を通じて、ちゃんと経済に関わる

んですね。これが大きな学びになります。これが次世代

の担い手育成につながる。

　今、大学２年生の年齢になっていますから、これから

どうなるかというのがちょっと楽しみなところです。

　実際の成果としては、昨年は14人から591束受け

入れて19万7,000円を、約20万円分発券しました。授

業やＰＴＡ活動で自分たちで250束を収穫したので、

71万円余りで販売したいなと思っているところです。ま

だこれは販売中ですね。その差額の50万円ぐらいは

自分たちの収益になって、教育活動に使うと。刈った

カヤは文化財建築の補修なんかに使われて、結果とし

て草原も守られる。僕がやりたかったのは草原の保全

なわけですが、仕組みをつくることで、その草原が守ら

れるという、そういう形になっています。

　ちなみにお金、何に使っているかなんですけれども、

まずは中学校に冷水機を設置したりとか、最近暑いで

すからね。ウォーターサーバーを自分たちで買ったり、

修学旅行に資金助成として、これはＰＴＡのほうから保

護者に対して１万円ずつだったかな、去年は。お金が

支払われます。修学旅行で校長から給与が支給されま

す。これはちょっと内緒にしておいてください。サプライ

ズでバスの中で給料袋が配られるんですね。自分たち

が働いて稼いだお金が自分たちのところに戻ってくる。

　私と草原の関わりもということなんですが、私は福岡

県の小倉市というところの出身です。当時、山々に行くと、

植林地の防火帯として草原がいくつかあった。あれ面

白いなと思って、むしろ焼けて大変だろうと思うんです

けれども、そこを２年に１回ぐらい、ずっと帯状に何キ

ロも草原があって、そこが私の遊び場だったんですね。

そういう原体験もあったり、あるいは南のほうで平尾台

という有名なカルスト台地。秋吉台と同じように山焼き

をやっている。やっぱり遠足に行ったり、遊びに行った

り。その原体験の下に草原に関わってきたわけですけ

れども、一番のきっかけは、実は私の高校は修学旅行

のない高校でして、いわゆる受験ばかりという、面白く

ない、非常に面白くない高校だったんですけれども。

ちょうど大阪万博の年、私が高校２年のとき、そのとき

だけ万博に修学旅行に行こうやという話が出て、その

ときに山陰地方を何泊かして大阪までバスで移動した

んですね。そのとき２日目に泊まった三瓶山という山が

とてもきれいな草原があって、牛や馬が放牧されている。

これは都会育ちの私にとってはすごい感激して、それ

をきっかけに畜産の道に興味を持ち、大学は農学部を

選んだという経緯があるわけです。

　そうこうしているうち、いろんな方と出会うことがあっ

て、今回13回目を迎える全国草原サミットの第１回目

から担当させていただいているんですよね。そういう関

係もあって、サミットのお手伝いをするような全国草原

再生ネットワークというのを立ち上げたと。

　それと時期を同じくして、さっき最初に白川さんが紹

介していただいた草原研究会、日本草原研究グループ

というのも立ち上げていただき、そのときに白川さんと

あと二、三人の方で相談して、とにかく毎月１回、どこか

草原を調査して、そこでディスカッションして回ってみよ

うや、あるいは調査の手伝いをしようやと。そうやって

中国地方を中心にいろんな草原を若い研究者を募っ

て現場のフィールドを歩きながらぐるぐるぐるぐる回って

いたという、そういうこともいろいろ重ねるうちに、今は

阿蘇に携わって、草原再生協議会、阿蘇は約２万２,000

ヘクタールの牧野があって、山焼きをやっているのが

１万6,000ヘクタールあります。その利用形態、極めて

多様でして、土地所有も多様なんですけれども、利用面

も畜産で利用されたり、カヤに利用されたり、あるいは

草刈りをして堆肥として利用されたりとやっているんで

すが、大きな観光資源にもなっていて、阿蘇の。そういう

意味では東伊豆とも共通したものがあるかもしれませ

んけれども。阿蘇においても、すごく担い手の問題とい

うのも深刻で、これをどうするかということで、年間約

2,300人のボラティアが山焼きや牧野体験に参加して

いるという仕組みづくりもちょっとやっているところです。

　前回、この東伊豆でシンポジウムがあったときに、大

きくそうですね、利用の面では観光利用、あるいはパラ

グライダーの利用というのが当時あって、新しい利用形

態どうするかという模索もさせていただいた。それから、

当時からやはり山焼きの担い手の問題というのはかな

り深刻で、東伊豆町のほうでもボランティア等の関わり

をどうやって考えていくかというようなことも論議したよ

うな記憶があります。

　それから、さっきもお話があったように、教育とか普

及の面で、子供たちをどうやって、昔は遠足で当たり前

に行っていたし、地元の人たちの草原についての実感

もあったし、誇りも多分あった。今はいろんな文化が増

えているし、全体的にも様 と々いうことで、いろんな問題

を抱えているんだというような、そういう記憶をしており

ます。この13年間でどういうふうに変わってきたのかな

というのも今日いろいろお聞きしながら、課題の共有を

できたら、いろいろ協力ができることがあろうかと思い

ますけれども。

　１つ、稲取高原で面白いなと思ったのは、何年か前

からやっている入山料ですね。草原をただで利用する

人たちは、やっぱりちゃんとそれなりの対価を払って、

ボランタリーでいいから払ってくださいという、そういう

ふうに位置づけている。これはこれからの一つの観光

行政の自然を守る形の一つの選択肢として、効果的で

はあるけれども、画期的な出来事だったのかなという

印象を持っております。

　以上です。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　高橋さんは、僕はよくよく知っているんですけれども、

会場の方も知らない方も、それから、インターネットでご

覧になっている方も、知らない方もおられると思うんで

す。先ほどあったように、日本の草原を本当にいろいろ

なところを見ている方です。草原に入って遭難したこと

もあるんでしたよね、たしか。そういう方ですが、町長か

いろな観光地を見ていただければ、町としては本当に

よかったんですけれども、このコロナ禍では本当大変、

自分自身はもう大変残念に感じております。

　そういう中で、町の基幹産業は観光でありまして、以

前は100万人以上の方が当町に来ておりましたけれど

も、今は本当、コロナ禍においてですけれども、減少し

ちゃいまして、今、去年で40万ぐらいですかね。早くこ

のコロナ禍が収まって、何とか経済を活性化していき

たいと思います。

　そういう観光以外には、やっぱりこの海、さっき言っ

たようにゼロメートルから1,400メートル、本当、傾斜

がこういうふうにありますので、本当、海と山、これを全

て満喫できますので、大変すばらしいロケーションでご

ざいます。

　そういう中で、農業、教育も盛んであります。まず、漁

業におきましたはキンメダイ、こちらはもう地域ブラン

ドになりまして、味はもう日本一でございますので、ぜひ

とも皆さん方も稲取のキンメダイ、これを味わっていた

だきたいと思います。さらに伊勢海老も取れますし、結

構豊富でございます。

　さらに農業、これにおきましても、カーネーション、こ

れはもう私も全国で一番ではないかと思います。基本

的には農林水産大臣賞、これはもう過去３回も受賞し

ておりますので、この辺はもう自信を持って、また皆さん

に進めていますし、さらにミカン、かんきつ類には

ニューサマーオレンジがあります。やはりこれも香りも

大変良く、これも東伊豆町の名産でございます。これま

た季節がありますので、町が自慢できるものがあります

ので、四季を通じて、この東伊豆町、楽しめますので、よ

ろしくお願いします。さらにスポーツにおきましてもダイ

ビングとかゴルフ、そしてパラグライダー。このパラグラ

イダー、今言った細野高原でできますので、ぜひとも海・

山・空のスポーツ、年間を通じて楽しめる、本当に四季

を通じて東伊豆町、大変すばらしいところでございます

ので、ぜひともまたご来町願いたいと思います。

　このようなことが東伊豆町ではまちづくりの目標、こ

れを満点の海・山・空は東伊豆と掲げております。この

細野高原につきましても、このまちづくりの目標の一つ

でありますので、このパネルディスカッションにおきまし

て貴重なご意見をいただければ大変ありがたいと感じ

ております。そういう中で、このあと稲取財産区の山田

委員長から保全、さらには観光協会長のほうから、この

利活用につきまして説明があると思いますので、よろし

くお願いいたします。

　私は細野高原の思い出というのは、やっぱり遠足で

ございます。当時小学生のとき、必ず遠足で細野高原に

行きました。そのときはやっぱり全学年で行きましたの

で、６年生が１年生の手を引いて行った思い出があり

ます。そういう意味でもすばらしいなと。まだ子供でした

から、草原はすばらしいなというだけで、それがですね、

やっぱり先代とその山焼きなどの苦労によってこの山

が守られていることを感じましたので、自分としてはこ

の子供たちが細野高原に子供たちが行く機会がないも

のですから、子供たちに細野高原のすばらしさを知っ

てもらった中で、さっき言った芸北の取組、これもまた

後 で 聞 き た い と 思 い ま す 。

　そういう中で、やっぱり私は遠足といった中で、今度、

富永さんとか言っていた、鹿、猪　が増えた中で、

ちょっとダニの問題が出てきました。しかし、ススキのイ

ベントをやっている中で、それに対しては十分対応して

おります。ある程度、受付において案内をして対応して

おりますので。細野高原は安全ですばらしいところです

から、よろしくお願いいたしたいと。

　私の考えはそういうことでございますもんで、またよ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　今のお話の中にもいろいろと何か視点があるんだと

思いました。

　ちょっと１つだけ、町長は地元出身なんですよね、ど

の地区。

○パネリスト（太田長八）　僕は、今は結婚して熱川地

区に住んでいますけれども、幼少期は、小さいときは稲

取地区でございまして、稲取小学校に入りまして、やっ

ぱり春と秋になると何しろその遠足が楽しみで、細野高

原に対する思い出、それが大変強いです。

○コーディネーター（白川勝信）　もう本当に地元なん

ですね。ありがとうございます。

　次に、高橋佳孝さん、自己紹介と、ご自身と草原の関

わりとか、高橋佳孝さんは東伊豆町の方ではないです

が、今日は全国草原再生ネットワークの代表理事とい

うことで参加いただいていますんで、自己紹介からお

願いします。

○パネリスト（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは。高橋

でございます。

　今、白川さんから紹介いただいたように、私は外者、

よそ者で、細野高原とそんなに深い関わりがほとんどな

いのにここに登壇していいんだろうかというね。今日そ

こにいらっしゃる内山さんはまさに稲取のご出身で、草

原に関する研究をされていると、まさにここは内山さん

がいなきゃいけない場所だと思うんです。いろいろと理

由があって、ここに出させてもらっています。

在ではあまり生活に必要と思われていないもので、い

ろんな考え方もあるでしょうけれども、自然を守るという

哲学とか概念だけでは、どうしてもこれから守っていく

のは非常に難しくなるんじゃないかなというのが私の

考えです。だから、保全していくにはどうしたらいいかと

いうと、これから地域や町にどうしても必要な場所に、

この細野高原を認知してもらうことが、認知していくこと

が重要なことじゃないかなと思います。

　その中で、先ほど白川さんのお話の中で、非常に参

考になりました。その一つとしては、あそこは水の水源

地としてもやっていますけれども、もっと水源地を広げ

て、そこにいろんな花木などを植えて、植林して、それを

観光に使ってもいいのかなと。もう一つは、先ほどから

出ている教育の場として、体験学習とか、いろんなそう

いう子供たちの教育の場にも使えたら。もう一つは、観

光資源として、自然利用のイベントとか、そういうものに

積極的に使っていただければと思います。

　財産区としても、そういうことが具体的になってきた

ら、積極的に協力して前へ進めていきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。

　今日はこの機会を利用して、皆さんのほうにも意見

を聞かせていただきまして、参考にしたいと思います。

ありがとうございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　本当に非常に大事な視点というか、たくさんありまし

たよね。植物を管理する人が絶滅危惧種だという話も、

本当にいろんなところでも起こっていることでしょうし、

ただ、管理する人がということが、発言が出ること自体

が、まだ何かよくって、地域によっては、その植物が大事

だということさえもひょっとしたらもう既に忘れられてい

るかもしれない。

　それから、もう一つのことが草原が必需品じゃなく

なったという指摘の中で、守ろうという概念だけじゃ駄

目で、具体的に何かやっていかないといけない。その

中でも、やっぱりイベントとか観光というのが強いところ

なんだから、そこを進めていきたいというお話だった

と思います。

　ありがとうございます。また後から少し詳しくお聞きし

たいと思います。

　その観光とかイベントとかを中心的に担っていらっ

しゃる石島さん、続けてお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　それでは、改めましてこん

にちは。東伊豆町観光協会の石島でございます。

　お手元に、パワーポイントのほうに10ページになる、

このジャンプしている、これは私じゃございませんけれ

ども、もっと若い人なんで、こんなジャンプすると足を痛

めちゃいますので。あと、今年の「澄んだ空気と絶景

を。」という、このポスターにもあります、これがチラシで

すね。あとそのもう一つ、稲取細野高原の冊子、これを

見ながら皆さんお聞きいただければと思います。よろし

くお願いいたします。

　それでは、まず、細野高原と東伊豆町観光協会の取

組についてということでお話しさせていただきたいと思

います。

　次のページで、自己紹介ということで、私、石島専吉

という名前なんですけれども、これは本当に私もずっと

嫌だったんですけれども、やっぱり最近やっと慣れてき

まして、これおじいさんの、祖父の名前をいきなりつけ

られました。子供の頃はすごく嫌で嫌でしようがなかっ

たんですけれども、やっとアラカンになってきて慣れて

きましたけれども、私の父の出身というのが栃木県でご

ざいました。こちらに熱川温泉のほうに修行に出されて、

そこで結婚して私が生まれたということで、今はその旅

館を私も継ぎまして、熱川温泉のほうで「ふたりの湯宿

湯花満開」というところで旅館もやっております。

　私は2018年の東伊豆町観光協会に就任しまして、

ただいま４年目で、２期目でございます。2020年、昨年、

東伊豆町産業団体連絡会の会長に就任させていただ

きまして、現在に至っております。

　この右側の写真は、毎年１回、三筋山まで歩いてい

ますというふうに書いてありますけれども、これは去年

の11月１日にちょうど第一駐車場の標高400メートル

からこの三筋山山頂の821メートルまで、往復で大体

7.5キロ、時間にして約２時間で歩きました。山頂では

妻のお弁当というか、おにぎりを食べて、この小さく前に

いるカップルも、ちゃんとお弁当を２つ持ってきて食べ

ていました。その２人の歩くのが速くて速くて、本当、追

いつくのが大変だったんですけれども、本当、軽装です

んなり歩き切っちゃいますね、若い人というのは。です

から、やっぱりそういうところも一つ面白いんじゃない

かなと思いました。

らも遠足の印象が大きかった、高橋さんは三瓶山の印

象が大きかった、やっぱり子供の頃の体験、大事なん

だなというのをお二人の今の自己紹介の中からも見て

いきますけれども、じゃ次に山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　皆さん、どうもおはようござ

います。

　私は、稲取地区特別財産区運営委員会の委員長を

やらせていただいています山田と申します。

　稲取地区の特別財産区というのは、稲取地区の区長

さんとか区の役員さんの皆さんで構成されており、細野

高原の管理や運営や、そういういろいろの事業を行っ

ております。

　財産区と言うとあれですけれども、昭和34年に、この

東伊豆町というのは城東村と稲取町が合併してできま

した。そのときに稲取地区には230町歩ほどの当時の

町有地があったわけです。その２分の１を今、稲取ゴル

フ場やバイオパークに借地しております。残った部分

はどうしようかということでいろいろ、細野高原を含め

てどうしようかということで話があって、平成３年に自治

法が改正されまして、稲取地区の４区に町から無償譲

渡され、そのときにいろいろ４区で話し合って、いろん

な分配の問題とか、いろいろ話合いが出ましたけれど

も、この際、大同団結して、４区で平等でこの細野高原

の責任を持って管理や運営をしていこうということで現

在に至っております。

　今、２分の１は、バイオパークとか稲取のゴルフ場と

かに貸してありますけれども、そのうち借地料の２分の

１は町に、２分の１を財産区の財源として使わせても

らっています。そのお金で細野高原の維持や管理、また

この各４区ありますので、各区にお金を分配して、各区

の運営をやっていただいております。

　財産区の細野高原の管理としては、防火線があり、そ

してその後、防火線焼き、その後の全体の山焼き、そし

てまた春の山菜狩りは、これは財産区としてやっており

ます。そしてまた、各４か所ばかり湿原がありますけれど

も、湿原の周りの草刈りをやっております。そして、草原

の中の道路が、結構道路がありますけれども、水とか雨

とかで結構痛むもんで、その道路の補修や管理を行っ

ております。

　防火線焼き、山焼き、これは１回につき120名ぐらい

の方に、区民に出ていただいております。この他の事業

も含めて、先ほど白川さんがお話になった800万、13

年前は800万ということで、現在は節約しまして500万

ぐらいのお金で管理と運営をしております。

　そのほか、観光協会の会長もおられますけれども、

観光協会の秋のススキがこれから始まるわけですけれ

ども、ススキ狩りにも協力したりしております。また、各種

団体で、先ほど言ったパラグライダーとかラジコンの会

とかいうように、各種団体にも利用してもらうように貸

出しをしています。

　この頃ですけれども、この前もありましたが、映画や

コマーシャルの撮影等に利用したいという希望がたく

さん多くなってきまして、それにも貸出しをして、一部の

収入にさせていただいております。

　今後の問題としては、防火線刈りもそうですけれども、

焼き、山焼きこの作業員の高齢化というのが先ほど高

橋先生の中にも、当時13年前にもあったと言いますけ

れども、現在はもっと深刻で、私は昭和24年生まれで

すけれども、大体中心になっているのは昭和20年代、

30年代生まれの方が山焼きとか防火線焼きとかの中

心になっていますので、非常に高齢化が進んでいます。

それとまた産業構造の変化で、昔は、前にも言ったよう

に農家の人が中心とかそういうことが主だったんです

けれども、今は農業から観光やいろんなお勤めの方が

増えて、当日の人員確保をするのに非常に苦労してお

ります。

　またもう一つ、一番これも大きなことかもしれません。

先ほど町長のほうからもありました、原野や山に対する

関心が非常に低くなっておりまして、そういうことも含め

て原野を守っていくというのは非常に難しくなっている

のが現実です。

　また、私はよく冗談で言いますけれども、この細野に

は多くの絶滅危惧種があり、このことを、この絶滅危惧

種を守っていくのが本当に大事なことだと思うし、また

それが我々の仕事だと思いますけれども、植物はあるん

ですけれども、その管理をしていく人のほうが絶滅危惧

種の状態になっているというのが現実な問題です。昔

は、原野は農家の資源や、要するに農家の堆肥とか何

とかという資源や生活も今までのような茅葺きの生活

の資材として必要な場所でありました。そのためにみん

な非常に協力的で、いろんなことを一生懸命管理して

いただきましたけれども、正直いって時代の流れで、現

んと海はやっているのに、そういう状況です。

　ですから、私の娘なんかも夏の旅行で昼神温泉の星

を見にいったとか、やっぱりそういう高原を求めるお客

さんが多くて、夏を涼しく過ごしたいというのもあるのか

もしれません。ですから、もっとこう海だけではなくて、こ

の細野高原も売っていきたいということです。

　現在の取組なんですけれども、昨年からちょうど財産

区のほうも細野高原を考える会というのを立ち上げて

あるそうで、私たちも年間活用委員会というのを発足し

ました。これは春と秋のイベントだけじゃなく、年間で細

野高原を利活用する方向性として、ハイキングを掲げ

て整備や企画の立案を実施しています。このハイキング

というのを、やっぱりただ普通に歩いてくれというん

じゃつまらないと思いまして、ハイキングの聖地づくりに

取り組んでいるということで、今年の５月９日にはジオ

ガイドつき、そしてキッチンカーも山頂まで用意して、そ

のプレツアーを実施しました。これは25名参加で、女

性がすごく多かったんですけれども、それをやったりと

か、先週の９月19日にはインフルエンサーを呼んで、

招待してＰＲしていただいたり。今いろんな媒体に出す

とかというよりも、そういうもうやっぱりインフルエン

サーを呼んだほうがすごく効果があるんですね。これは

いろんな広告もそうなんですけれども。ですから、そうい

うことを常にやっておりました。

　あと、今年の10月17日にも、そのハイキングのガイ

ドツアーを今、インターネットのほうで参加を募集して

おりますので、またよろしくお願いしたいと思います。

　そんな形で、この右側にある写真も、これは夜の星空

観賞。これも二、三年前のＪＲのデスティネーションキャ

ンペーンのときに夜の星空観賞のツアーというのを５

月と９月かな、そういうふうにやったときもございまして、

そんなことになります。

　じゃ次の。

　活動とＳＤＧｓということで、ＳＤＧｓって何なのかなと

いうふうに私も思ったんですけれども、今やっているこ

とがそういう保全の一部を担っているんじゃないかと

いうことで、こんな表を作成しました。東伊豆町観光協

会としては、観光客、利用客から、先ほどの入山料を頂

いて、それを財産区のほうに一部、これ本当に少なくて、

微力で申し訳ないんですけれども、大体20万から30万

ぐらいですかね、毎回そんなぐらいで、一応頑張ってや

らせていただいております。

　最後のですね。

　本当に細野高原はこの町の宝でございます。細野高

原を生かしながらの利活用が観光業が主産業である

この東伊豆町にとってとても大事だと考えております。

来年度、先ほど町長もおっしゃっていたような６つの温

泉場が一つの東伊豆町観光協会に統合されるという、

一本化事業というのもございまして、観光協会が一つに

なります。これによって、ここだけの話ということでもな

いんですけれども、稲取の細野高原というよりも、東伊

豆町の細野高原というふうにしていきたいと私は思っ

ておりまして、みんなで、全町そろって細野高原をもっと

頑張って利活用を考えて生きたというふうに思っており

ます。

　最後の資料なんですけれども、これは年間のいろい

ろな、財産区と観光協会のいろんなイベントがここにあ

りますので、参考までご覧いただければと思います。

　本日はよろしくお願いします。

　以上でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　先ほど高橋さんから前回の話題になっていたという

話があった観光、それから担い手のうちの観光につい

て、随分詳しく教えていただきました。ありがとうございま

す。特に金額とかですね、人数とか見させていただいた

ら、やっぱりさすがだなと思うのは、まずきちんとこうい

う数字が出ている上に、コロナ禍でも大きくは減らずに、

むしろしっかりと継続が続いているというところが見え

ているというのがすごいなと思いました。

　高橋さん、さっき今日聞きたいなとおっしゃっていた

ことのうちの観光の話が今報告があったんですけれど

も、聞いてみてどうですか。阿蘇のほうでも観光というの

は大きな柱だとおっしゃっていたんですけれども、いろ

いろ、規模としては随分違うと思うんですけれども、比較

しながら何か感想を教えてもらえればと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　私、観光専門じゃないです

ので、何とも言いかねるんですけれども。阿蘇の場合は

地震の影響がかなりあってですね、それによって幹線

道路が寸断されたりということで大きなダメージを受け

たわけなんです。いまだもって、やはり草原の観光的な

評価というのはすごい高いですね。前もお話ししたこと

があるんです、来訪者に阿蘇の魅力を尋ねたときに一

番魅力に感じたのは、やっぱり広い草原で、多分この

国立公園に指定された頃は火山が一番人気でござい

ましたと思うんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　阿蘇の火山ですね。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。火口が見える

とか、活火山であるとか、雄大さとかあるとは思うんです

けれども、そういうふうにモータリゼーションの関係で

道路や交通機関がかなりこう発達してくると、広い草原

の魅力というのは観光客にすごく大きいんだろうなとい

感想とかもいただきたいと思います。

　もう一つ、すみません、ちょっと先ほど聞いたときに落

としちゃったんですけれども、今、４区の共有地みたい

になっているんですよね。それは何年でしたかね、何年

に話し合って、４区の共有にしようということになったん

でしたっけ。

○パネリスト（山田賢一）　合併自体は昭和34年に合

併したんですけれども、それをそれぞれ城東村が持って

いた土地、稲取町が持っていた土地、稲取町が持って

いた土地をどうするかということも議会の中でもいろい

ろお話しされて……、町長が発言します。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですね。いいで

すか、すみません。

○パネリスト（太田長八）　基本的には今言ったように

町村合併のときに稲取の地区のこの細野高原につい

て話し合いがありました。そのときは、やっぱり町が一

枚かんで、町と４区の共有の土地で、さっき言ったよう

に、ゴルフ場、そしてアニマルキングダム、動物園、これ

に関しては２分の１。今もその分配は変えませんけれど

も、使用に関しましては、私がなって多分すぐくらい、結

構４区からそういう要望があった中で、４区の所有だっ

たのが１０年くらい前かな。そのぐらいですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　10年前ぐらいですか。

○パネリスト（太田長八）　大体ね。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。

　だから、あれですよね。昭和の合併のときにそういう

話合いがまずあって、最近というか、10年前ぐらいにも

う一度、そこの所有を見直すというか、そういう流れが

あったわけですね。

○パネリスト（太田長八）　結構ね、４区のほうから、も

う前々から一応、４区の所有にしてくれといった中で、話

合いがあったんで、役場も巻き込んでそうなったと感じ

ております、あと４区の強い希望ですね。

○コーディネーター（白川勝信）　昭和33年頃といっ

たら、草の利用はどうだったんですかね。柑橘って割と

ずっと何ていうか、堅調な産業だったのかなと想像す

るんですけれども。

○パネリスト（山田賢一）　その合併する日が来てか

ら、しばらくの間は、今も町長の話の中にもありましたが、

ゴルフ場とかバイオパークも含めて、草刈り場、採草地

だったんです。そこを正直いって、今４区と言いますけ

れども、昔はほとんど一つの入谷区と言うんですけれ

ども、そこが全員ほとんど出て、それで全部で言う200

何十町歩を自分ちで管理しておりました、合併した頃、

前後ですね。そういうことでやっていまして、ここの入

谷区というところの人はほとんど全戸出て管理をして、

防火線から山焼きからやっていました。山焼きなんか

は、ひどいこと、今じゃ考えられませんけれども、朝振

れというのがありまして、朝６時頃、班長さんが今日は

山焼きやるから出て来いと言って、それは有無もなく出

なきゃならないような状況でやっていました。今日の

仕事があるとか予定なんていうのは、それはもう無視

されて、そういうことで皆さんで、入谷の皆さんが管理

してきたものです。

○コーディネーター（白川勝信）　その頃の人の意識と

随分今と違うんでしょうね。何かその地域の行事という

か、もうやることが決まっている。もう年中行事みたいな。

○パネリスト（山田賢一）　だから、先ほど言ったよう

に、あまり利用しなくなった、農家でも使っていた人が

あまり利用しなくなったというのがやっぱり一番大きな、

大きな関心がなくなってきたということじゃないかと私

は思います。今でもよく共同で山焼きの管理をしていた

だいていますけれども、この役員以外の方の中には、

何で俺んちが山の管理をしなきゃならないんだ。海岸

線のそれこそ近くとか、町の中の人には、そう言われる

ことも多々あります。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。そういう意

味では、あれですよね。前回の、前回って、13年前のこ

とを言うのもあれなんですけれども、課題だった山の価

値を共有しないと担い手もまた続かないかもねというと

ころは、まだまだ今もちょっと課題としてあるのかもしれ

ないですね。ありがとうございます。

　そんな中で、さっきバイクの、モトクロスの人が増えて

きたという話があったんですけれども、ちょっと質問を

いただいていまして、バイクも問題があると思います。マ

ウンテンバイク、モトクロスの人の利用はどうですかと

いうことで、お聞きしたいことというのは、草原管理の立

場とか観光の立場からメリット、デメリットなんで、観光

の立場のほうからちょっと、石島さん、バイクとかモトク

ロスの人たちの観光の仕方というのはどうなんですか

ね。うちのほうを見てみると、ツーリングでやって来て、

ちょっと休憩して、また次のところにずっと行くような感

じで、何か通り抜ける形の、モトクロスじゃないので、

ツーリングバイクはうちのほうもよく来るんですけれども、

モトクロスというのは林道を走っている感じなんです

か、未整備の。どんな感じで。

○パネリスト（石島専吉）　私もそのあまり詳しくはな

いですけれども、財産委員長が言われたのは、駐車場、

その第一駐車場、第二駐車場ぐらいまで来て、山を見て、

いいところだねって言って休憩して帰るんだったらい

いんですけれどもね、その400メートル以上の上の、細

野高原の山頂近くの三筋山の近くまで林道がずっとあ

うのがあるんですが、阿蘇の場合は160ぐらいある、牧

野という言い方をするんですけれども、草原が160ぐら

いあるというふうに考えてください、細野高原みたいな

草原が。そういう世界の中で、観光についての新しい取

組というのは、阿蘇はまだ畜産が盛んなので、防疫、伝

染病が大きく広がることを一番恐れています。そのため

に牛がいるところに簡単に入れないような仕組みに

なっているんですが、牛がいないときだとか、あるいは

きちんと防疫、薬剤を散布したりあれしたりして、入る人

も人を制限して、ちゃんとガイドつきで入るという仕組み

をどんどん広げています。それで、さっきお話あったよう

にガイドで回った人は、そのうちの何人かを牧野組合

のほうに渡しているという、そういう形で、大きくバスで

歩いて、とにかくいっぱいで動くというような世界ではな

くて、そういった本当の草原のよさを学んで入っていっ

て、そこのいろいろ、さっきからお話があったように、自

然だとか文化だとか、野焼きというのがこれだけ大変な

作業で、こんなにきれいに守られているんですよという

ことも一緒に含めてですね、ガイドさんとの会話の中で

そういう会話をする。

　将来的には、多分、牧野を管理している人の若い人

がガイドになっていく、そんな仕組みづくりもこれから

やっていこうかなというふうに、こういうところです。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　山田さんのさっきのお話を聞くと、随分、観光の分野

と、すごくこう、どういえばいいんですかね、連携がよく取

れているなというふうに感じたんですよ。何か阿蘇のほ

うは、やっぱり牧野ということで、牛を放牧しているんで、

防疫ということで、しっかり消毒しないと、入ってもらっ

て病気を媒介したら困るとかっていうことがあったんで、

その辺では何か、あまり地域の方とかも観光客の人が

たくさん来ることには全然抵抗がないというか、むしろ

来てほしいというような感じなんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　観光客の方が来てほしい

というか、観光地ですから、そういうことは協力はして

いかなければならないと思いますけれども、いろんなこ

とのトラブル……、先ほどちょっと言ったけれども、今年

はね、非常にオートバイの方が細野高原に入ってきて、

物すごい大きな音で何十台って連なってくるもんで、そ

ういうことをこれから少し対策を考えなきゃならないか

ということは考えていますけれども、観光地である以上、

多少はね、イノシシとか鹿しか歩かない道よりも、やっ

ぱり人が歩いてくれたり、人がいることのほうが地元と

してはありがたいもんで、それはいろんな皆さんに注意

をしてもらいながら、多くの方に来てもらうということは、

それはいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　もう一つ、ちょっと山田さん、お尋ねしたいんですけ

れども、利用の中で、観光のイベントとか利用が結構ご

紹介いただいたんですが、何かほかの農業に草を利用

するとか、そういうことは今はどういう状況なんですか。

昔は、さっきあったというふうにおっしゃっていました

けれども。

○パネリスト（山田賢一）　昔はですね、もう今から、私

たちが若い頃は、あの全山がほとんどはげ山になるぐ

らい、皆さんあそこで草を刈って、そして堆肥にしたり、

畑の中へ引き込んだり、いろんな利用をしていました。

ほとんど、だから、水際の下ぐらいからずっと、ほとんど

草を刈り取ってしまいまして、見事なはげ山みたいに

なってしまっていました。昔はそれほどあったんですけ

れども、今は数人の方が草を刈って資源にしているぐら

いで、ほとんど草を刈る人は、非常に少なくなって、昔に

比べればもう激減というか、ちょっと、というのがこちら

の柑橘が主体だったんですけれども、その産業が非常

に衰退しちゃったもんで、そういう意味もあると思います。

○コーディネーター（白川勝信）　柑橘の畑の中に、ミ

カン畑の中に草を入れていたということですね。

○パネリスト（山田賢一）　はい、それがほとんど中心

でやっておりました。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。その数人

の方が今、すごく少ない数でやっているということで、あ

まりこう、使える草はたくさんあるけれども、草を使うこと

は随分減ってしまったということですかね。

○パネリスト（山田賢一）　そうだと思います。昔はそ

れこそ部落中というか、皆さんで、私が若い頃もそうで

すけれども、取りっこというかな、朝の４時頃から草を刈

りにいって、朝明るくなって、何だおまえらそこにいたの

かというぐらいみんなで草を刈っていましたけれども、

今はそういうことはほとんどないですね。草は幾らでも

ありますけれども、持っていく方は非常に少なくなってい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。資源はあ

るけれども、使えていないということですよね。何か

ちょっともったいないなというところなんです……、そう

だ、皆さんの手元に質問用紙というのが用意されてい

ると思います。話を聞きながら、アイデアとか意見があれ

ばぜひ書いていただければと。感想でもあれば。もし書

かれた方は、ちょっと手を挙げていただくと、役場の山

田さんが集めてくださるので、できればちょっと質問を

書いてください。何か僕の聞きたいことばかり聞くのも

もったいないので、ぜひぜひちょっと皆さんのご意見と

るわけですよ、狭い。そこをがんがん走っているらしい

んですよ。ですから、そこからまた転がり落ちちゃったり

とか、いろいろそういう事故にもつながっているみたい

なんで、今ちょっと苦慮されていて、入り口にちょっと

チェーンでもやって、それは取って行けることは行ける

んですけれども、もう少し意識をしっかり持たせたほう

が、何かね、よくないんじゃないかということもあって。そ

ういうことは山田さんからこの間言われて、そうだなと

いうふうに思いました。

○コーディネーター（白川勝信）　確かに事故があっ

たりすると。

○パネリスト（石島専吉）　そうですね。やっぱり私た

ちの考えるハイキングの聖地と、そういうバイクとかっ

ていうのは、ちょっとリンクしないんですね。ハイキング

で歩いているところをばんばんこう上っていっちゃうら

しいんですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

○パネリスト（石島専吉）　ですから、ちょっとその辺

は規制しないとまずいんじゃないかなというふうには

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　その辺を規制する

道、そこは市道なんですかね、町長。そうですか、市道

ですか。どういう形の規制が考えられますかね。

○パネリスト（太田長八）　基本的に町道が抜けてい

るんですよ。その町道に関して遊歩道が続いているの

で、そういう部分に関しましても私道なので、それはすぐ

にできると思いますので。町道に関しましては制限でき

ません。やっぱり一番心配するのがこの細野高原、住宅

地を通ってくるもんで、渋滞とか住民の理解がないと活

用できませんのでね、それなので今、細野高原付近の

住宅の理解を得られるようやっております。それこそ今

度はバイクなど、これ規制できませんもんでね、そういう

なかで細野高原の活用がちょっと中座するのが困るな

というのが現状でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　マウンテンバイクとかで来る人はいるんですか。うち

のほうはスキー場があるんで、スキー場の夏のシーズ

ンにマウンテンバイクでだっと下るとか、林道を下ると

か。自転車ですよね。自転車あまりないですか。

○パネリスト（山田賢一）　ないと思うよ。

○パネリスト（太田長八）　自分が把握したのは、熱川

地区はね、比較的林道があるもんで、熱川地区が結構

マウンテンバイクが来ているのは聞いていますけれども、

細野高原に関しては、ちょっとマウンテンバイク、普通の

オートバイが結構来るんじゃないかと、これは想像です。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ちょっとまた別の質問なんですけれども、そういう意

味で、これまであった自然イベント、自然利用で、何か

細野高原に合っているものというのは山菜狩りとかス

スキ狩り以外でどんなのが、どんなイベントがいいか

なという質問が来ているんですけれども、どういう方向

性が……

○パネリスト（太田長八）　正直いって星空やったん

ですよ。星空のほうも、自分はもう最高でした。やっぱり

行ったときに、もうライトも全て消して、虫の音だけ聞くよ

うな感じで、たまたま虫の声が聞こえて、本当にすばら

しいなと思ったんですよ。しかしながら、やっぱり寒さ、

これが寒いということで、２回やってちょっと断念したん

ですけれども。そうやった中で、星空のこと、これもある

程度やったら本当、都会の人も喜ぶんじゃないかと思

います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ほかに何かアイデアがありますか。山田さんとか石

島さんのほうは。どんなイベントがいいなというのが

あれば。

○パネリスト（山田賢一）　要するに今、私が考えてい

るというか、皆さんにも細野高原を考える会の中に

ちょっと提案させています。要するに細野高原の里山づ

くりという形で、奥山じゃなくて、あそこはまだ里山だよと

いう形で、里山のよさを広げていきたいなと。そういうこ

とで今、細野高原の入り口、これは財産区の土地じゃな

いんですけれども、やっぱり入谷部落の振興会という昔

の団体がありまして、そこの土地が６町歩ぐらいありま

して、ほとんど細野高原に隣接したところですけれども、

そこを今、森林組合の組合の皆さんが今まで植林され

ていたもんで、そこを全部伐採して、そこに今、ヤマザク

ラを全部植えようかなんていうことで、ヤマザクラの里

を今、これは国とか県の補助金をもらって森林組合が

やってくれているんですけれども。それで、地主さんは振

興会というところですけれども、将来的にはそこをヤマ

ザクラの里にしようと。中は当然、材を出すのに林道を

造りましたんで、そこが散策道路になるかなと。そこが、

うちの振興会の山だけが６ヘクタールぐらいならある

んですけれども、その奥に町の山も10町歩近く、10ヘク

タールぐらいあるもんで、今、町長ともお願いしているん

だけれども、そこ全体を全部やって、いろんなことに使

えないかな。そうすれば、振興会のほうもいろんなこと

があるんじゃないか、できるんじゃないかと。

　農協さんもいろいろそこを今、あそこにも農協の施設

もありますから、これはボツになったんですけれども、

一時、あそこで、要するに地ビールの工場を造ってやり

たいという、いいな、地ビール、ビール飲みながらあの

高原でススキ眺めたらいいなというようなことで、それ

を私たちも非常に賛成して協力したんですけれども、

ちょっといろんな事情で、それはボツになりましたけれ

ども。

　そういういろんなことで、あの高原をいろんな方面で

楽しんでもらえるような、これから設備というか、利用し

ている団体とか企業があったらいいな、私は考えてい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　何かいろんなことが、道路がやっぱり中まで通ってい

るというのがいろいろ、シャトルバスが行けるようなとか、

そういう整備ができているなというのがすごいんだろう

なと思います。

　片方でちょっと管理のほうの質問も来ているんです

けれども、担い手の問題というのも先ほどありましたが、

もう一つ、省力化という関係で、これ僕の話の中なんで

しょうね、山焼きの道路の防火帯に沿って軽トラが入れ

るようにするような話が蒜山でも聞いたことがあるけれ

ども、細野高原でも何かそういうことができる部分が

あったらコメントをお願いしますということなんですけ

れども、これどなた……、そういうのが可能そうなところ

というのはあるんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　防火帯、先ほど今、白川先

生の言った、あそこの防火線沿いにパイプを引くかとい

う案も去年出ました。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。やっぱ

り一晩で考えるようなら大体考えているんですね。

○パネリスト（山田賢一）　やって、水道屋さんに見積

りを取らせてやってみてはどうかなと思ったら、距離が

長過ぎてちょっとそのままやるんじゃ難しくないかという

ことで、それはボツになりました。

　もう一つ、今、いろんな林業試験場とかなんとかでお

話を聞いているのは、内山さんが専門ですけれども、あ

の防火線に防火林を植えて、要するに火の広がらない

ような防火林を植えて、それがただの面白くない木じゃ、

何も観光資源になりませんから、将来的に防火林であ

りながら観光資源の一助になれるような、例えばいい

んじゃないかって、内山さんが専門ですけれども、サザ

ンカとかツバキとか、一番強いのはサンゴジュなんて

いうのがあるらしいんですけれども。それらを防火帯に

10メートルぐらい、本当の火が出るところじゃなくて、火

があまりばんと燃えないようなところは防火林で防火帯

みたいなものを設置したらどうかなというようなことも

皆さんとは議論していますけれども、まだ実現はしてい

ません。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

　やっぱり結論というか、ちょっとすぐには出ないんで

しょうね。どこの地域でもいろいろそういう山焼きの省

力化とか安全性というのは出されているんですけれども、

高橋さん、何かその辺で、阿蘇のほうでは物すごいたく

さんの山焼きやっていますし、工夫されている部分もあ

ると思うんですけれども、人数も多いですが。ちょっとど

ういう、事故のほうの部分ですし、省力化の工夫で何か

あれば教えてもらえますか。

○パネリスト（高橋佳孝）　やっぱり事故は、毎年とは

言わないけれども、数年に１回必ず出ているんですね。

事故が起きると、もうやめてしまうという、そういった一

つ大きな問題が２つあって、１つはもう担い手がいない

で、いつやめるかを考えず、ただやめてしまう。責任者が

責任を取るなんて無理。例えば阿蘇の場合では、区長さ

んが火入れの責任者。

○コーディネーター（白川勝信）　火入れ責任者。

○パネリスト（高橋佳孝）　であれば、区長さんという

のは、例えば２年、３年で替わっていきますよね。そうす

ると、もう区長になりたくないという人が出てくるんです

よ。しかも、それ裁判ざたになったりとか、いろいろ面倒

くさいというのがあって、それで、多分この阿蘇の分科

会で相談される南阿蘇の村長さんがいて、南阿蘇村は

地震による被害によって野焼きができなくなったところ

が多いけれども、もともとそういう構造的な問題で、いつ

もどうなるか分からないというから、どんどんやめる、や

める、やめるというのが出てきていたんですね。そこで

少なくとも火入れ責任者は首長がなるということで、実

は安心して野焼きを再開した牧野参加者。ただ、それは

もちろん責任者だけの問題じゃなくて、そこに県や、ある

いはボランティアや市町村の協議会みたいなものをつ

くってみんなで応援してそこを再開するわけです。なぜ

再開するかというのは、これも多分、分科会で論議され

るように、熊本市民にとっては水源の源である草原の水

源涵養力というのは、実は阿蘇のほうは森林よりはる

かに高いんです。もしかしたら東伊豆もそうかもしれな

い。そういう草原の価値をみんなで共有して、それを

守っていくために役所も汗をかくし、お金も出しましょう

ということでやっている例が１つあります。

　もう一つは、牧野ごとに、さっき白川さんがおっしゃっ

たように車が通れる防火帯をやっぱり造りたいという

のが物すごく強いみたいですね。鉄鋼スラグの廃材み

たいなものが簡易的にですね、舗装までいかなくてもか

なり強い道が造れるということがあって、そういうものを

り保全という中で、首都圏から来る人が結構多いので、

500円、それくらいのお金ですけれども、地元の人に

とっては500円高いなと言いますけれども、首都圏から

来れば取りあえずそれが妥当ではないか。しかし、やっ

ぱり行くまでは結構ブーブー、周りを見ますと、現地に行

きますと、やっぱりすばらしい景色を見た中で、それは

当然当たり前の話だということを聞きますのでで、町と

してはそれがいいんじゃないかとは確認しております。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　入山料の話をしたら、先ほ

ど言った、今ススキがあるだけじゃなくて、今年、去年は

コロナのことでやらなかったんですけれども、山菜狩り

でも、私たち財産区で、入り口のところでお金を頂いて

います。あそこの入り口のところで来て、町民の方とよそ

から来た人はちょっと金額を変えて頂いております。

○コーディネーター（白川勝信）　細かい対応をして

いるんですね。

○パネリスト（山田賢一）　そうですね。それはいろん

な観光協会さんのご指導でいろいろやっていまして、町

外の方とか宿泊した方、地元の方ということで、３段階

ぐらいに値段を分けてやって、財産区の役員があそこ

でガードしてやっております。

○コーディネーター（白川勝信）　なかなか結構ね、お

金を頂くというのは勇気の要ることで、お金出したけれ

ども、こんなかってなっちゃう……

○パネリスト（山田賢一）　文句が出ますけれども、こ

れは富士山のあれと一緒だから、この山も管理するお

金ですからということで頂いています。

○コーディネーター（白川勝信）　そういう意味じゃ、

草原の価値を知っていないと、お金下さいとは言えな

いわけですから、それだけ価値を認識しているというこ

とですよね、地域の皆さんが。

○パネリスト（山田賢一）　何回かは、あそこまで来て、

ゲートのところで帰っていく方も結構います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。帰っていく

方もおられるんですね。

　草原の価値という中で、さっきちょっと質問とかを後

に、教育のことについて、町長もおっしゃったし、高橋さ

んもおっしゃっていたんですが、幾つか質問が来てい

るんですけれども、まず、高橋さんに、全体的なことだと

思うんですけれども、草原の価値の教育的効果につい

てのことの質問で、草原で子供たちに何を伝えられる

のかというのと、火入れとか野焼きを体験すること、伝

統的な作業としてそういうことを体験することの意義み

たいなところは、大きな話ですけれども、どういうところ

にあると思いますかという質問なんです。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原、教育者じゃないんで、

偉そうに語ることはできないんですけれども、価値と言

うまでもなく、大きく２つあると。１つは体験、五感で体験

したり、野焼きを体験したり、自然の雰囲気を体験した

り、草花を観察したりということと、それからやっぱり仕

組みづくりを学ぶというところですね、文化も含めてで

すね。体験に関しては、学校の中では語れないし、教え

ることができないことが屋外でできる。

　阿蘇の場合、全部の小学校で草原の学習をすること

が今できています。それで、発展性というか、私たちもそ

のほうがいいなと思ったのは、それを端緒にして、今度

はそれが公民館活動に地域活動にいく。そうすると、地

域の関わってくれる人たち、大人の人たちも増えていく

し、景観も入ってくるし、公民館として地域の草原を守っ

たり、上で寒いんですが、阿蘇の場合、草泊まりという、

草刈りをして、地元の集落と草刈り場の集落まで500

メートル以上の標高差があって、毎日通うの大変だか

ら、家族みんなで山の上に行って、草で作ったテントで

２週間ぐらい泊まって草刈りするという文化があったん

ですけれども、その中で子供たちを泊まらせて体験させ

たりというようなこともできている。

　だから、端緒は学校教育からだったんだけれども、

今は地域教育というか、教育という言い方がいいのか

悪いのか分からないんだけれども、地域の文化や歴史

や、その成り立ちや技術や意識や知識というものです

ね、子供たちに引き継いでいくと同時に、家族やその関

わる人たちにも広がっていくというものがいいですね。

少しずつ何か所かに広がっていく。そこのほうが私は

大事になってくるかなと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ＳＤＧｓの地域版とい

うか、そういうこと……

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。そんな感じに

なるのがいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　先ほど石島さんから

も、最後のスライドでＳＤＧｓという言葉があったんです

けれども、観光コンテンツそのものとしてのＳＤＧｓとか、

そういう学習のニーズというのはあるんですかね。ＳＤ

Ｇｓを学ぼうとか、そういう草原の自然、先ほどでの説明

だと、観光での収入が草原の保全に行くということだっ

たんですけれども、阿蘇ではボランティアの人は年間

2,000人以上来るし、実はうちのほうも木を切ったりと

か草刈りの体験を教育ツアーとして、一応プログラムと

いうのはあるんですけれども、そういうのは、こちらのほ

うではそういうニーズみたいなものというのはあるもん

ですか。

導入することで、野焼きを再開したり、そういう、向こうで

は恒久防火帯という言い方をするんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　恒久、ああずっと使

えるもの。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうです、ずっと使える防火

帯。道路さえあれば何とかなる。そういうものに対しても

県の事業として、導入するところにはそういう必要な経

費を出すというふうなこともでてきています。

　やっぱり今の方向性としては、恒久防火帯ですね。

　もう一つは、以前、草を刈っていて、もう裸になるよう

な状態がありました。阿蘇も秋吉台も全くそういう状態

ですね。その頃はですね、こんなに広く防火帯を切らな

くても安全だったんですよ。草がもう持ち出されている

から、火をつけてもそんなに大きくならない。今は雄大

でもう映像に入るとものすごくいいように見えるかもし

れないけれども、まさに危険な状態にあるわけですね。

25メートルぐらいまで炎が上がったりします。そんなに

危ないんじゃ、もう野焼きができないという話があった

んですが、最近、カヤ刈りとして、冬場の枯れた草をい

ろいろな方が刈っているんですよ。牧野さんにもお願い

をして、そこに入らせていただいて、たくさん刈るように。

牧野さんがそれで一番喜んだのは、野焼きが楽にな

るって。もともとあの草原の価値があって、それを維持し

ようとすることも重要ではあるんですけれども、実は、そ

れを維持するためには草をうまく利用することがそれに

もまた役に立っている。もちろんお金という点もあるかも

しれないし、材として文化財の保全に役立ったりするこ

ともあるかもしれないけれども、利用することで、実は管

理の省略化や安全性にも物すごく貢献できているとい

う、そういう仕組みづくりをみんなで共有していって、

やっぱり何か草を利用する算段と創意工夫によってひ

とつひとつやっていかれたらいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　そもそも利用してい

たから草原なのであってというところに立ち返るという

ことですね。

　ちょっと会場からの草の利用についての質問、多分、

山田さんにお答えいただいたらいいと思うんですけれ

ども、１つはミカン畑に草を使っていたときは何月ぐら

いに使っていたんですかということなんですけれども、

刈る時期というのは、決まった時期に刈っていたんで

すか。

○パネリスト（山田賢一）　刈る時期は、10月から11

月、要するにこれから秋口にかけて、もうカヤが緑がな

くなってきて、要するにそれのほうがもちがいいもんで、

青い草を刈ってやるよりも。だから、皆さん大体、草が枯

れ始めた頃から、10月から11月頃から。それで、して、

少なくとも２月に山焼きをやるもんで、山焼きのときまで

には、刈った草は持ち出してくださいよというようなこと

でやっておりました。

　だから、そうですね、大体今から、10月から11月頃

が一番多いと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　それと、かやぶき屋

根には使っていたんですか。

○パネリスト（山田賢一）　僕の記憶というか、前は

使っていたという話も聞きますけれども、実際、私は見

ていないもんで、何とも言えません。使っていたと思い

ますよ。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。使って

いたとしても、大分昔、古い時期ということですね。なる

ほど。ありがとうございます。

　ちょっと別のユーチューブのほうからの質問、すごい

いっぱい来ています。何か皆さんやっぱり、これはです

ね、シャトルバスのほうなんで、石島さんにお伺いした

いんですけれども、シャトルバスをやめたのに料金を

取っているのはどこで取っているんですか、どういうふ

うに徴収している、徴収方法を教えてくれませんかと書

いているんですけれども、それは何かゲートを設けたり

とか、そういうことですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。下の103台置け

る駐車場の入り口のところに受付がございまして、そこ

で一応、感染症対策でいろいろアルコールをやったり

とか、そういうときに払っていただいてパンフレットを渡

しています。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。コロナ対

策も一緒にできるしということですね。

○パネリスト（石島専吉）　はい。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　そのやり方というのは、割と最初の頃からそういう形

でやっていたんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。その期間だけな

んですけれども、ですから、１日過ぎれば無料で入れ

ちゃうんですね。ですから、最初は私も何でお金取るん

だよってものすごい言われているようなお客が多かっ

たんだけれども、やっぱり最初はそういうふうに、高橋

さんが言っていたように、入山料って何で取るのってい

うのを、無料のイベントというのはよくないという前任の

観光協会長から言われていて、そちらの前任の観光協

会長がそういうふうにして、私たちもそれを引き継いで

います。それを財産区のほうにも使用料として払えると

いう形になっております。

○コーディネーター（白川勝信）　町長、何か。

○パネリスト（太田長八）　入山料に関しては、やっぱ

秋って紅葉するところあるのかいって言われて、昔はも

う強気でしたから、もう団体客ばんばん入ってくるから、

じゃ結構ですよ、もうどこかの箱根とか北関東とか東北

で見てくださいと、紅葉は。伊豆はちょっとないんで結構

ですみたいな感じだったんですけれども、今は反対で

すから。紅葉する木はないんですけれども、やっぱりそ

ういうススキで秋を楽しんでほしいというのが１つです。

　あともう一つだけ、去年のススキのイベントで7,200

人来たわけですけれども、そのうちの350人にアン

ケートを取ったんですね。さっきの話とちょっとつなが

るかもしれないんですけれども、イベントの売りで何が

一番よかったですかというのは、やっぱり「絶景」でした。

これ断トツで絶景。それで、参加したい新企画、これは

多かったのが「１日限りの星降るキャンプ場」、あと、

「大自然をそのままに」という方もありますし、あと、「野

外コンサート」。これは今年はできないんですけれども、

一昨年まではホルンの演奏会だとか、稲取高校の吹奏

楽部の演奏会を土日にやったりとかしておりましたの

で、そういうことです。あと、細野高原に必要な施策とい

うことで、「アクセス道路の拡充」とか「絶景ポイントの

紹介の充実」とか、そういうことを書かれている方が多

かったということですね。

　ですから、伊豆というのは本当に秋も楽しめるんだと

いうことを観光客の皆さんにも知ってほしいということ

でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

秋を楽しんでほしいという、観光客の方へのメッセージ。

　山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　管理していくのがどういう

ことかということを言われてもあれですけれども、私はよ

く親戚とか友達とかなんとか来たときに、細野高原を連

れていくと、必ず言われるのは、何だ伊豆は山が深いん

だな、よく言われます。大体皆さんは海岸だけ走って

帰ってきて、伊豆半島の中のほうへ入るのは、天城道路

ぐらいのところしかないと思いますけれども、各町には

深い山が、山が深いです。だから、そういうことを楽しみ

ながらいろいろ山を楽しんでいただければありがたい

なと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　すみません、ちょっとチャイムが鳴っちゃって、時間が

来ちゃったんですけれども、コンパクトに高橋さんと町

長にもコメントいただいて終わりたいと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原は非常に懐の深い資

源だと思います。それで、将来に向けて決して暗いこと

ばかりじゃなくて、多分21世紀の持続的社会を語る、こ

れほど人と自然との関わりの仕組みが何千年も続いて

いるというのは、すごい懐の深い地域資源なんだろうと

いう。ただ、それを私たちが気づいていないような、これ

は研究者にもしかりだと思うし、行政においても多分し

かりだと思いますけれども、そういう意味では、もう一度、

草や草原の魅力をみんなでいろいろ創意工夫しなが

ら考えていく。新しい社会への土植えも可能になってく

る、そういう明るい展望を持ってみんなでぜひ協力し

合って次の世代にちゃんと続いていくようにしたいなと

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　じゃ最後に町長、お願いします。

○パネリスト（太田長八）　これは本当、ユーチューブ

を見ている全ての方に、これはもう人と地域の問題じゃ

ありません。これは全国の問題でございますので、全国

の方々、草原に対して興味を持っていただくことが私は

一番だと考えています。そういう中でこの草原、将来に

わたって保全なんかもね、やっぱり市町村の自治体で

連携してより多くの自治体に入ってもらった中で、草原

をいかに守っていくか、これをまたやっていきたいと思

います。そういう中ではまたユーチューブを見ている方、

その辺また支援と協力を賜ると大変ありがたいと思い

ますんで、よろしくお願いします。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　最後に非常に力強い、全国の方々、それから全国の

自治体に向けて草原共有を持ってまた加わっていただ

きたいというメッセージをいただきました。

　ちょっと僕の進行が不手際で12時を過ぎてしまいま

したが、これでパネルディスカッションを終わりたいと

思います。

　もう一度、４人のパネリストの方に感謝して拍手をい

ただけたらと思います。（拍手）

　どうもありがとうございました。

　じゃ、配信のほうもこれで終わらせていただきます。ど

うもありがとうございました。

○司会　皆さん、どうもありがとうございました。

　午後ですが、１時から東伊豆、阿蘇、蒜山の３会場で

分科会を開催いたします。午後１時になりましたら、そ

れぞれの会場で分科会を開始してください。よろしくお

願いいたします。

　その後の全体会のウェブ配信については、午後３時

20分からを予定しておりますので、午後も引き続きよろ

しくお願いいたします。

　午前の部につきましては、以上で終了となります。あり

がとうございました。

○パネリスト（石島専吉）　細野高原はまだそういう形

にはなっていないんですけれども、いろいろ摘果のミカ

ンの収穫を手伝うとか、いろいろそういうカーネーショ

ンの花を、そのまま結局時期が過ぎちゃって、全部それ

を捨てちゃうわけですね。そういうのを何か手伝う体験

だとか、そういうことは、農業体験のほうなんですけれ

ども、そういうのは少しずつプログラムに入れているん

です。まだ参加者は少ないんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　そうなんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そういうのは年間を通して

いろいろちょこちょこやっています。

○コーディネーター（白川勝信）　じゃ何か、これだけ

宿泊施設もあり、こういう海と山とっていう、すごく近いと

ころにあるという環境だったら、本当に、うちは体験教

育とかをすごく受け入れているので、何かメニューが

つっこんでいきそうだなと感じました。すみません、

ちょっと僕の興味のほうでちょっと質問をかぶせてし

まったんですが。

　もう一方、これも教育のことなんですけれども、次世代

に伝えていくために教育現場でできること、望むことは

どういうことがありますか。町長のほうから遠足の記憶

がっていう、高橋さんもそうだったんですけれども、遠足

以外でということということですが、教育現場でどういう

ことができるでしょうかね。どなたでもお答えください、

せっかくですから。どなたかありますか。

○パネリスト（太田長八）　まず、自分から言ったのは、

まず細野高原に対しての愛着ね。　子供のときから。そ

れがなければ、細野高原の保全はもう無理だと考えて

おります。そういう中で、まず町民が行った中で、細野高

原のよさが分かった中で、そしてやっていけば続ける方

向で、地域効果やったんです。それによってよさが分

かって、そうすれば、先生が言ったように子供が行けば、

必ず父兄が行きます。そういう中で全体的にやっていき

たい。それとやっぱり子供たちも自分で働いたお金で

いろんなことができる。そういうことができれば、子供た

ちの教育になると考えております。

　そういう長期的に考える中で、やっぱり子供が細野

高原に興味を持たせなければ、自分は細野高原の保

全は絶対無理だと考えておりますので、そういう中で、

そこが一つのいい機会じゃないかというようなことです。

　教育的効果、高橋先生がおっしゃったテントを作っ

てそこに滞在する、そこでキャンプするとかね、やっぱ

りそういうのがあると、教育的な体験になるんじゃない

かと考えています。

　何しろ小さい子が草原に対して興味をいかに持たせ

るか。それだけは私はいろいろと考えております。やっ

ぱり何事も一から小さい時からやっていくというふうに

ありますので、そこからの教育が私は一番大事じゃな

いかと考えておりますので、そういうふうに言わせてい

ただきました。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　ほかにありますか。

　ちょっとそろそろ時間が来ているんですが、いろんな

方の質問、本当にありがとうございます。

　もう１個だけ、僕に質問、これは物的なことなんで、カ

ヤが高いという話が出て、850円で売るのは高いん

じゃないかという……

○会場より　（「いや、違う、どうしたら高くできるかとい

うことを聞きたかった」と呼ぶ者あり）

○コーディネーター（白川勝信）　それはなぜですかと

いうことなんですが、これは、中間業者に販売している

んじゃなくて、カヤの施主さんに直接販売しているので、

一旦集めると安くなりますけれども、カヤぶき職人さんと

かカヤの施主さんとしっかりネットワークをつくるのが

高い価格で販売している一つかなと思います。価格に

ついてはカヤぶき職人さんに相談して決めた価格です

ね。すみません、以上です。

　いろいろお聞きしたんですが、ちょっと最後に皆さん

から一言ずつ、草原に関わる人への誰かを想定して、

子供でもいいですし、観光客の人でもいいですし、また、

ユーチューブで見ていらっしゃる方でもいいですけれ

ども、一言ずつメッセージをいただけたらと思います。

石島さんから、今度は反対にお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　４人目だと思って安心して

いたんですが、私は観光ということからちょっとお話を

させていただければ、何で秋のススキなんだという感じ

なんですよね。これはもう10年ぐらい前から団体の宴

会型のお客さんが激減しています。今まではもう団体で

バスで来て、もう20人、30人で宴会して、朝ばっと８時

頃帰っちゃうんですよね、もう朝食を食べて。ですから、

観光する場所なんていうのは全く必要なかったんです。

秋以外の春には河津桜もこうやってやっておりますし、

夏はやはり海水浴とか、そういうリゾートという感じが

ありますのでよかったんですけれども、それなもんで、秋

が全然オフシーズンになっちゃんたですね、一時期。そ

れで、やっぱり観光協会のほうも、せっかくああいう高

原のいい場所があるんだから、ススキのイベントをや

らせてくださいということで、財産区に頼んで町と協力

してやったような状況がございますので、そのような形

で、やはり春夏秋と楽しめる、そういうコンテンツが欲し

かったということがまず１つですね。

　ですから、秋によくお客さんに言われたのは、伊豆の
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維持活動に携わる一方、携わっただけの対価を受け

取る、あるいは携わった人が対価を実感しているのか

という話がありました。こちらの細野高原は、地元の集

落の方たちが山焼きをされていますので、その方たち

がちゃんと対価を実感されているのか、あるいはそこ

に税金を使っているわけですから、町民の皆さんがそ

れを実感しているのか。そういうことが前回議論に

なったと思います。それからどう変わったのかというの

は後のパネルディスカッションで聞かせていただきた

いなと思っているところです。

　前回のテーマは、忘れられた草原の再発見、その保

全と活用ということで、生物多様性、外来種、シンニュ

ウが間違っていますね、これ。広島ならではの間違い

ですね。外来種侵入……、深入山という山があるんで、

草原の山です。草原のやぶ化、森林化など、草原の質

の問題について共有されていない。草原の生物多様性

はどうなっているんだろう、景色としてはいいけれども、

本当にそこは価値があるというのが認識されているの

かというところの問いかけと、もう一つが草原を守るこ

とによる生態系サービスや経済的恩恵を享受する仕

組みがない。これについても話がありました。その後、

たしか僕が記憶しているのは、都内の電車のつり広告

に草原のことがかけられたりというＰＲをされたりとか、

あるいは入山料を早い段階から取り始めた、草原では

あまりないのかなと思いますけれども、そういう事例を

先立ってされたという記憶があります。今日はそういう

話もまた後で聞かせていただきたいなと思っていると

ころです。

　そして今年、2021年のテーマですが、今回はオンラ

イン開催ということで、ここの東伊豆町、それから阿蘇、

そして蒜山のほうでも分科会が開催されます。大きな

テーマは、未来へつなごう！壮大な海すすきの草原、そ

して、分科会のテーマは、保全・利用・継承、草原の公

益的機能について、それから、茅の利用と草原保全と

の関わりということで、どちらかというと今、草原に話題

になっているのは茅の利用とか、利用ですね、利用と

か草原の機能というところにだんだん目が移ってきた

のかなと思っています。

　先ほど課題として示されていた２つのことですね。２

つ目は、そういう利用とか、草原の価値をどう実感する

かという話だったんですが、もう１個、１個目の草原そ

のものの価値というのが果たして僕らは認識されてい

るのか、希少生物とかですね、生物多様性のほうが認

識されているのかどうかというのは、これはむしろ草原

を研究する研究者が発信できているかどうかというこ

とになるので、ここ地元でも内山さんとかを中心にいろ

んな研究が進められてますし、今から継続的にやって

いって情報を出していかないといけないだろうなとい

うふうに思っています。

　今日こちらに呼んでいただいた縁というのが、僕ら

は草原研究グループというのを組織しています。西日

本草原研究グループというのを組織して、これは蒜山

で調査しているんですね。これだけキキョウがあるとこ

ろも珍しいです。自生のキキョウがたくさん咲いている

んですね。僕たちは大体、10年前ぐらいは月に１回集

まって、あちこちで研究していました。例えば３月は学

会で岩手県に行っていたんですけれども、十和田湖畔

までちょっと車で走っていっていました。何かこんな雪

があるのに、ちょっとでも空いていれば何か探したくな

るのが僕らの常で、このときは、東北のほうに行くとフ

キが大きくなるんですね、フキノトウも大きいのでびっく

りしました。あるいは大阪の吹田というところで、町な

かで調査をしたりしています。こんな住宅地の中なん

ですが、ここの草原は、もうここの土地が売れてしまっ

たら生き物がいなくなる。こんな町なかでも希少種とい

うのはちゃんと残っているんですね。ずっと管理がされ

ていれば、何ていうかな、開けた環境があって、継続的

に管理がされていれば、そこに生き物が残っていると

いうことが分かっています。それをじゃどうするかとい

うのは次の問題なんですね。

　画面共有が止まったんですが、大丈夫ですか。

○スタッフ　一度ちょっと。

○講師（白川勝信）　共有の再開、これですね。すみま

せん。写真を今、見てもらう……、まだ、すみません、声

だけ聞こえていたみたいで申し訳ない。

　吹田の草原はこんな感じです。

　僕たちは草原研究会なんですが、僕自身は高原の

自然館という博物館に勤務しています。学芸員という

仕事をやっていまして、会場の皆さんの手元には、この

高原の自然館のパンフレットが手元にあると思います。

とてもとっても小さな建物なんですが、博物館。博物館

はこの辺には何かあるんですかね、ないですか。静岡

○司会　それでは、ただいまより白川勝信さんによる

基調講演となります。

　白川先生は、生態学をご専門とされ、2003年より広

島県北広島町の芸北高原の自然館に学芸員として勤

務されております。現在は、湿原、半自然草原、里山林

など、地域の人間活動によって維持されている生態系

の保全をテーマに活動を展開されています。子供、事

業者、行政、ボランティアなど様々な主体による自然へ

の関わり方を見直し、新たな仕組みを組み込みながら

地域と自然を将来に残していく道を模索されておりま

す。2017年には、第１回ジャパンアウトドアリーダーズ

アワード大賞を受賞されるなど、草原をはじめとする

様々な分野での活躍をされています。

　それでは、早速でございますが、基調講演のほうをよ

ろしくお願いいたします。

○講師（白川勝信）　こっちはマイク持っていていいん

ですよね。じゃちょっと話させて……、その前に写真を

撮らせてください。何ですかね、向こう側にいる人は多

分、会場の様子が分からないと思うので、ちょっと撮ら

せていただきます。今、配信はもうされているんですか。

ありがとうございます。

　よろしくお願いします。白川です。

　今日、80分くらいお話しさせていただくと思いますん

で、よろしくお願いします。

　こんな感じですね、見えますかね。見えますかねって

いうと、ライブ配信している相手の人から返事がない

んで、分からないんですが、会場にいる人はこんな感

じです。東伊豆町ですね、いろんな人が来ています。

　これは08年の東伊豆のサミットです。全国草原シン

ポジウム08ｉｎ東伊豆ということで、今年の草原サミッ

ト・シンポジウムは１年間延びたんですけれども、本当

は2008年に一度サミットをやる予定だったんですよ

ね。それがあったので、僕としては、ああようやくここの

東伊豆でサミット開催できて、本当にうれしいなと思っ

ています。今回もここに来るのを楽しみにしていまして、

駅前のキンメダイのオブジェをまた見れるかなと思っ

たら、キンメダイのオブジェがなくてですね、それで

実は自分がこうやって回している写真がなかったんで

すよ。だから、今回こそはキンメダイぐるぐるやるぞと

思って、なかったんで、ああと思っていたら、移設されて、

この役場の真向かい側の海の近くにありましたんで、ぐ

るぐる回させてもらいました。ちゃんとヒレも動きました

ので、東伊豆に来たことがない方はぜひお立ち寄りく

ださい。

　役場のすぐ横には朝市があって、前回はこの朝市に

寄らせていただいて、たくさんの海産物が売られていて、

やっぱり海の近くだなというふうに感じました。本当に

懐かしい、懐かしい町で最高でした。

　前回もこうやって細野高原の上に登って、たしかここ

は塩坂さんから教えてもらったフライトをしているとこ

ろですかね、パラグライダーが飛ぶところで、何かこん

なこともできるのかなという、草原っていろんなことが

できるんだなということをそのときに感じました。とにか

く広くて一面ススキで、上から見れば海が見えるという、

すばらしいロケーションだなというふうな記憶があり

ます。

　今日は、僕、一番最初に話させてもらうので、前回い

ろんな写真を撮っていて、どっちかというと食べ物とか、

さっきのキンメダイの写真とか草原の写真とか、花の

写真が多かったんですが、会場で１枚だけ写真を撮っ

ていました。これどなたのスライドか分からないんです

けれども、こういうことが課題の提起というスライドが

あったんですね。山焼きによって、草原という景観を維

持することだけで十分なのかという問いかけと、草原の

造ってくださいと言ったわけじゃないですね。そうやっ

て造っても多分残りません。ここを残すのは、牛を入れ

る。これが残すための策。一つ一つの景色に一つ一つ

のできてきた履歴がある。それをどう読み解いて、それ

をどうつくっていくか、これがフィールドミュージアムの

学芸員の１個の仕事です。

　美人林といって、ブナ林と言えば白神山地のブナ林

も有名ですが、日本の中で有名なブナ林を幾つか上

げていくと、出てくるのがこの新潟県の十日町市にある

美人林のブナ、ここにも博物館があるんですけれども、

その裏山です。このブナ林はブナが細いんですよね。

東北のほうとか、ブナ林って割と広島のほうだととても

珍しい、原生林というイメージなんですけれども、東北

のほうに行くと、森を伐採して何もしないとブナがこう

やって生えてくるそうです。長野県とかも結構こういう若

いブナの林があるんですね。だから、もしこの美人林

のブナ、こんなブナ林を維持しようと思ったら、ある時

期にここを全部伐採すればいいということになるんで

す。そういうふうに人間の働きかけと風景とか自然とい

うのがお互いに行ったり来たりの関係にすると。それ

を一歩ずつ読み解いていかないと、その自然をどう残

すかとか、活用するかという話に行き着かないんです

ね。例えば棚田なんかもそうですね。こういうところに

コンクリートじゃなくて、斜面を造って水路を造ると、生

き物がそこにたくさんくる。

　これは四国中央市、愛媛県の写真ですが、僕はこの

写真がとても好きです。「ウォーリーを探せ！」という絵

本をご存じですか。すごくいろんな絵が描いていて、そ

の中にたくさんの人物が描かれていて、いろんなことを

やっているんですけれども、その中にウォーリーが１人

だけいるという絵本があるんですけれども、この写真を

見ると、何かさっきの例えば棚田だったら田んぼが広

がっているし、干潟だったら水と土が広がっている。こ

の中を探していったら細かいものがたくさんあるんで

すよね。ここは四国中央市の大歩危小歩危とか、祖谷

とか、四国は急な谷が多いんですけれども、山の向こう

のほうを見てみると、隣の集落が山に張りつくように家

が建っているんですね。あそこ人が住んでいるんです。

だから、隣の家に行こうと思ったら、すごく斜面を上り

下りしないといけないし、こちらから見えるあの家まで

も、１回下まで下りて上がっていかないといけない、そ

ういう地域です。こういう傾斜の急なところでは、どうい

う農業をされているかというと、狭い中にいろんな作物

を作っていらっしゃいます。

　これ１軒のお宅でされていると思うんですが、そして

ここで特徴的というか、特産なのがお茶なんですね。

この斜面のところのきれいに植え込まれている、これが

お茶です。

　もう一つ目を引くのが画面真ん中ぐらいに三角の

立っているのがススキですね。すすきの三角の山形の

が見えますかね、これですね、これです。これはコエグ

ロと言うのかな、肥料にするための役割が１つありま

すが、もう一つ大事な役割があって、こういう斜面だと、

何もしないと、土がどんどん剝がれてきちゃうんですね。

だから、こういうススキを置きます。特にお茶畑の下に

もこうやってたくさん続いています。

　先ほど、こうやって人間が関わってつくられたフィー

ルドというのをどうやって守っていくのかなというのが

とても大変なんですが、ものすごく面白いテーマだなと

僕は思っています。どうですか、面白くないですか。草原

もその一つだってなるんですよね。

　お茶畑、静岡県の掛川市というところもとてもお茶が

有名なところで、新幹線からもよく見えるところですが、

ここでも草が使われています。茶畑があって、手前のほ

うに結構、草地がありますよね。ここ、これ見たことあり

ますか。通っていたら見える……、あそうか、ここ静岡

だよね。そうだ、何か静岡、それはそうだ、何を言ってい

るんでしょう。もちろんご存じですよね。あの「茶」という

字の近くは草が植えられていて、そこの草もちゃんと敷

き草に使われているんですよ。そうか、僕、今日、釈迦に

説法みたいな話を今からするかもしれないですね。

　静岡の茶草場農法というのは、世界農業遺産に指

定されています。その中でお茶のパッケージの裏側に

こういう葉っぱがついていて、この葉っぱが３個なら、

認証制度をつくっているんですね。生物多様性貢献制

度というのをつくって、３個だったら貢献度が高いです

よ、２個、１個ということで、そういうお茶の味とか値段

とかという別の価値をお茶につけています。そうするこ

とで、わざわざ草を刈って、そこの草地ができることで

生きる生き物を守っている農業ですよということを知ら

せながら、お茶の生産ができるようにしている、そうい

うところです。

　そうか、静岡でしたね。でも、静岡の茶草場と同じよ

うに、にし阿波の傾斜地農耕、また四国に戻ってきたん

ですが、徳島県でされている傾斜地農耕というのも、こ

れも世界農業遺産に指定されています。こういうところ

ですね、もう斜面です。さっき写真で見ていただいたよ

うな、隣の集落に行くためにものすごく行かないといけ

ないとか、家と家がもう斜面に張りつくようになってい

る。こんな感じですね。これ別にあまり誇張しているわ

けじゃないです。ここに立つと、カメラをどの角度が正

しいのか分からなくなるぐらい傾斜が急なんですけれ

の県立博物館はすばらしい大きな博物館がありますよ

ね。博物館の仕事というのは４つあります。あそうか、伊

豆にもあれがありますね、動物園がありますね。動物園

も博物館の一つですね。

　博物館というのは４つの仕事がありまして、資料を

集めて、資料を保管して、研究して、展示・公開します。

これが博物館の責務で、学芸員の仕事ですね。最近テ

レビでも割と「ブラタモリ」とかですね、学芸員の人が

出て来てしゃべったりとか、あとは何かクジラが打ち上

げられたり、リュウグウノツカイが上がったり、ダイオウ

イカが出てくると、何かよく学芸員の人出てきますよね。

ああいう人に資料をとにかく集めていって保管する、あ

るいは美術館にも学芸員というのがいます。美術品を

集めて保管して、研究して展示・公開する。この４つを

やっているのが博物館の仕事です。美術品を集める美

術館、動物を集める動物園、水族館、あるいははきもの

博物館、鉄道博物館、切っ手の博物館ですね、いろん

な博物館があるわけですが、基本的にはこの４つをや

ります。僕はフィールドミュージアムと言って、フィールド、

つまり外の、どういうんですか、野外を博物館と見立て

ているので、町全体が博物館だという言い方をしてい

るんですね。それどうなるのかというと、野外を建物の

中に集めることはできませんから、地域に関する情報

を集めて、地域を保全して、地域を研究して、地域を展

示・公開している。例えば細野高原という地域、ここに

関するいろんな情報を集めて、そこを保全して、そこを

研究しながら、そこの情報を発信していく、そういうの

が学芸員の仕事になると思います。

　今日はちょっとこの学芸員の視点というのを皆さん

と共有できたら、草原のことについて少しヒントになる

のかな。

　植物を保存するためには、例えば植物園は栽培をし

ますよね。博物館だったら押し花を標本にしたり、ため

るんですが、フィールドミュージアムはどうするかという

と、その草原をどう守るかということを常に考えていま

す。僕も頭を悩ませています。特にその場所をどうやっ

て保全するのかとか、今日のテーマでもありますが、ど

うやって展示・公開、つまりみんなに活用していくのか。

保全したり活用したりというのは、大きなテーマだし、

正解がまだないものですね。

　例えば、ここからは写真をちょっといろいろ見ながら

お話ししたいんですが、この夏、僕は八ヶ岳をちょっと

歩いていたんですけれども、八ヶ岳というフィールド、こ

れを保全しようと思ったら、どうするかな、考えると、もう

ここを例えば保護区にする。それ一つの方法ですよね。

あるいは歩く道筋を１つ決めて、ここからはみ出ないで

くださいね。そうしたら、こういうコマクサとか、チシマ

ギキョウは守られるかもしれない。人間が何も関わら

ないということですね。

　八甲田山も登ってみました。八甲田山って、名前は聞

いていたんですけれども、行ったのはこのときが初めて

でした。こんな雪の中をガイドの人と一緒に歩いたん

ですけれども、これを保全するといっても、人間がどうこ

うするレベルのものじゃない。何もしなくても、この景色

は多分残っていくんだろう、雪の上ですからね。

　こうやってエビの尻尾と呼ばれるような、これをじゃ

博物館に持って帰れるか、これ展示・公開できないで

すね。気温が低いところで風が吹きつけるからこういう

氷の形ができる。だから、人間にはまずつくれないとい

うのは、そういうところは残すといっても、そのままにし

ておくか、温暖化を止めましょうということをするしかな

いんです。片方で、今日のお話のメインは、人間がいな

いとなくなっていくフィールド、こちらのほうが、どういえ

ばいいのかな。関わりを続けるということで、やりやす

い面もあり、やりにくい面もある。本当にさっきの自然の

中というのは、禁止、禁止ってしないといけなくて、いろ

んなことを禁止したり、見守りするのはとても大変なん

ですね。でもむしろ関わり続けるということ、例えば有

明海の干潟ですね。これも自然ですけれども、ここの自

然です。遠くまで遠浅の海があって、潮の満ち引きに

よって、満ちたり引いたりしています。こんな美しいすば

らしい景色があるし、これが潮が引いたらこういう形。

ここで行われている伝統的な漁業、こういうものという

のは、じゃこの景色を、人が入っていけるこの景色をど

う残すかといったら、捕り過ぎないということもそうで

すし、捕るためのルールをつくるという、人間側でこれ

決めていけるんですね。人が関わっているところは、人

間側が関わっていけば何か可能性があるんだろうと。

　段畑って聞いたことありますか、段畑。棚田か。棚田

はよく聞きますよね。段畑っていう景色があって、これ宇

和島の先のほうに行くとこういう景色があるんですけ

れども、傾斜が激しくて、水がたまらなくて、この細い畑

を造っているんですね。これ人がずっと石垣を積んで

造った景色です。こういうものを残していこうといった

ときには、ここの農家さんが儲かれば多分この段畑の

棚田は残っていきますし、こんな関係です。

　阿蘇ですね、これは。阿蘇に行くと、山の斜面に横向

きにずっと筋がついていて、これは誰かがつけたわけ

じゃなくて、牛は草を食べるときは横に横に移動する

ので、横に横に道が勝手につきます。これがつくことで、

段畑じゃないですけれども、ああいう段々ができていく。

この景色すごくいいなと思っても、土木業者さんにこれ

だけが持っている知識があるはずなんですね。

　自然だけだったら、ここは水が勝手に湧いてくるん

です。熊本県阿蘇市の住宅地の中のほうなんですけれ

ども、もうばんばん水が湧いてくる。これは自然の力で

すよね。自然の力で地下水が湧いてくるけれども、その

自然の力を使って人間が働きかけて水田にしていくと。

水が豊かなところで水源を造る、これはいろんなところ

で造られています。

　もっと水があるところ、これは徳島県の河口近くなん

ですが、鳴門市では広いレンコン畑が広がっています。

これは南海地震という地震が起きたときに、低湿地に

なったところを、今はレンコン畑に使っている。自然に

できたものを人間がレンコン畑にして、レンコンを作っ

て。そこには地下水がしっかりありますから、これをくみ

上げて、この機械ですね、右下のほうにあるこの機械。

これは水がぷしゅーといつも出ています。これでレンコ

ンを洗っています。ちょっとなめてみたら、鉄さびと

しょっぱい塩の味がします。

　こうして人間がレンコン畑を作っていくと、水路がで

きます。その水路に、これはわらを束ねて浮かべている

んですね。スサという、建築の方はご存じですかね。僕、

なじみがなかったんです。壁を塗ったり、左官さんが使

うときに混ぜるわらというのは、そのまま混ぜているん

じゃなくて、１回こうやって漬けておいて、乾かして、そ

れを使うそうです。徳島県は、こうやってクリークをたく

さん、低湿地でレンコン作って、クリークを造って、その

クリークをまた使っている、人間が使っているわけです

ね。それで水路をもう完全に乾かしていくんじゃなくて、

もう湿地と一緒に生きていく道を選んだことで、その水

路にはこうやってオニバスが残っていると。オニバス

は、別に植えたわけじゃないんですね。人が湿地を全

部変えるんじゃなくて、湿地の環境を生かして水路とレ

ンコン畑で、そういう生活をしたから、たまたまオニバ

スが残っていた、こういう状況です。

　だから、自然への働きかけを機械的にどんどん変え

ていくとか、大きな開発じゃなくて、そこの自然に合った

生かし方をする、使い方、生き方をすることで、今度、自

然のほうもそれに反応する生態系ができていく。

　今日ずっとこんな話ばっかりしていますけれども、

いっぱいあるんですね、日本の中に。

　これは福島県の三島町というところで、連れてきても

らったのはマタギの集落です。マタギに会ったことあ

りますか。ある人いますか、東だからいるのかな。僕、全

然マタギ、マタギとか本の中の人だろうと思っていたら、

マタギの人がちゃんといたんです。日本の伝統工芸品

に指定されている、こういう編み籠、奥会津編み組細工

という技術をこの人は伝承されていて、それを作ってい

ます。材料は山で取ってきたもので、後ろのほうにはこ

ういうブドウのつるとか、クルミの皮とか、それをいつの

時期に取ったらいいかとか、どんなサイズなら取って

いいけれども、このサイズは残しておいたらまた来年

取れるとか、そういうのを全部知識として持ちながら細

工物を作っています。

　その後ろには、こういう型枠ですね、かごを作るため

の型枠と、こういうものを持っています。カラムシとかキ

ロロとか、ああいうものも使っていらっしゃいました。そ

ういう使い方をすることで、山の中にはちゃんと野ブド

ウも残るし、いろいろな植物が残る。冬には、マタギな

ので熊を撃つらしいんですね。環境がちゃんと残って

生き物が残る。生き物が残るから、それに合った暮らし

というふうに、環境と人が行ったり来たりしながら暮ら

している。だんだん……、もういいですかね、多分。

　あと、これは兵庫県の淡路市です。小山に畑とか作

物を作っているんですけれども、棚田とか段畑とよく似

ていますが、一番上のここ、ここ分かりますか、山の一

番上。これ何だかご存じですか。これは近づくとこんな

感じです。何かあるかというと、特にない、広いんです

けれども、これはお墓なんです。淡路島、淡路の人たち

はお墓を２つ持っていて、埋め墓と詣り墓と言うそうで

す。埋め墓は埋めるところ、詣り墓はお参りするところ。

だから、亡くなったらここに体を運んで、ここに埋める

と。それは同じ場所に地域のいろんな人が埋まるんで

すね。じゃここがお墓なのかというとそうじゃなくて、家

の裏に墓を別で持っておいて、お参りするのはそっち

でお参りする。そういう独特なやり方をしているんです

が、ここを管理されているので、もちろん今はないです

よ、今は火葬になっていますけれども。でも、僕が行っ

たときには、まだ地域にそういうのを知っている人がい

るよという時代でした。ここをやっぱり草刈りするんで

すね。そうすると、そこに淡路島の希少種が残っている。

　利用の仕方が、今回分科会でもカヤの利用とか、細

野高原、観光とか、いろいろ草の利用というのはあるん

ですけれども、別の目的で利用することで、そこが草原

の生き物の生き場所になるということはあります。高知

県のお墓とかも、時々お墓で生けたものを燃やすから

ボヤが起きて山火事になって、草原の生き物が残ると

いうこともあるそうです。

　これは白老村、コタン、アイヌの人たちの家です。

こっちから見ると、全部入り口が見えています。反対か

ら見ると裏口です。ちゃんと川に沿って入り口があるそ

うですね。こうやって草を使って壁まで、屋根だけじゃ

ないですね、壁まで造ることで、断熱材に使っていると。

ども、電柱の立っている方向とか、杭とかを見ていただ

くと、斜めになっているわけじゃないことが分かると思

います。こんな斜面のすごいところで農業をしているん

ですが、やっぱり見えるのがこの真ん中、コエグロで、

近づいてみるとこんな感じです。こんな畑、僕、見たこと

なかったんです。これ畑なんです。見ていただくと、石が

いっぱいありますよね。ここの農業ってすさまじくて、草

がないとできない農業をされています。

　どういうふうに草を使うかというと、草をこうやって

刻むんですね、機械で。後ろにあるこれらの道具を使っ

て、すき込んでいくんです。すき込むときの音は、ジャ

リッジャリッといって、石を砕くような音がするんですね。

大体、草の堆肥を使うときは、１回、草を置いておいて、

それが発酵して、肥料になって分解されたところで畑

に入れるのが普通ですよね。でも、ここでは、この道具、

これも地元で作られた道具ですが、こういう道具を

使ってすき込んでいく。この刃がいっぱいあるのは男

性が使っていて、３本しかないのは奥さんが使ってい

るという話をされていました。

　こんな感じで、土壌が非常に、地力が弱いところで

農業をされています。これ世界遺産になったんですけ

れども、ここでできるものというのは、ジャガイモとかヒ

エとかアワとか、タマネギも植えていますよね。そういう

もので、じゃどう戦ったらいいんだろうということなん

ですね。世界農業遺産に認定されたはいいけれども、

ここに何かの付加価値をつけるとしたら、なかなか難

しいな、そういう話をされていました。それでも、僕は何

かこの景色を見て、すごい景色だなと思います。これ全

部、本当に機械が入らないし、人の手で一つ一つすじ

を耕して作っていって、それがこのコエグロと、それか

ら周りの景色の中にあるというのは、僕は何かの価値

がここにあるんじゃないかなというふうに感じるんで

すね。だけれども、ここにこうしたら残りますよという答

えはなかなか出ない。そう思いながら帰ってきました。

　こういうフィールドのものを残したり、考えたりすると

きに、僕はなんとなくの指針を５つ持っています。これ

は別に館の決まりとか、言われたものじゃなくて、僕自

身が思っていることなんですけれども、何か働きかけて、

そこを残していきたいとか、保全しましょう、活用しま

しょうとかいうときに、１個目が後戻りができるか。これ

やりましょうってやり始めたけれども、途中でやっぱり

やめましょうというところができていないと、１回やり始

めて失敗したのにずっと進めていくというのは、地域も

一緒にやっている人も苦しくなるし、悪い方向にいっ

ちゃう。

　２つ目が暮らしに寄り添っているか。傾斜地農耕を

守るため、世界遺産なんだから、あなたやらなきゃ駄

目ですよというような形では、多分、続いていかないの

で、そういう形で残しても意味がないだろうな。

　３つ目が土地の歴史を大事にしている。傾斜地農耕

をやっていたところを今までのそこの人の暮らしとか、

その人たちが作ってきたものをやっぱり大事にしてい

きたいなというところに。

　４つ目に、野生の生き物にも優しいか。あそこを改良

していって、何らかの別のものが入ってくるとか、何か

が失われるということがないように。

　最後に、これはもう本当に何となくなんですが、美し

いかというところがあって、そこを見たときに美しいか

なと感じるかどうかというのがとても大事なんだろうと。

　これはいろんなところに行っていろんなフィールドを

見るときに、ずっとぼんやり思っていることなんですが、

細野高原に来たときも、やっぱりそこの地域の歴史っ

てどうなんだろうというのが興味がありますし、野生の

生き物がどういうふうかなとか、きれいなところだな。で

も、その表面的なというのは何が美しいんだろうなとい

うのをいつも考える。

　こういう指針なんですが、じゃあこういうもので残し

たいものは何なんだろうなというときに、今日の一つの

言葉です。もう今日は、僕は80分ぐらいかけてこの言

葉１個だけを皆さんと共有したいと思っています。言葉

としては、共創資産というものです、共創資産。多分、検

索してもあまり出てこないと思うんです。これ僕らで話

して生まれてきた言葉です。どんなものかというと、３つ

書いています。今まで僕が話してきたのは、自然と人と

の関わりという話をしましたよね。自然と社会の関わり

によって生まれて、地域に蓄積されてきた知識とか意識

とか技術です。これを共創資産と言います。細野高原で

は、あの広い草原ですけれども、地域にとってみれば、

限られた面積をどう上手に使っていくかということが

ずっと長い間かけて、知恵と、それが大事なものだとい

う意識が育ってきて、そこに火を入れるという技術とい

うのができてきたんだと思います。この知識とか意識と

か技術、これが共創資産です。

　限られた地域の自然資源を保全しながら持続的に

活用していくための共創資産が、多分、今はまだ日本

各地に残っていると思うんですね。これは自然と社会、

どっちかが失われると、共創資産も失われてしまいます。

地域の人がいなくなれば、山焼きのやり方も分からな

いし、この風ならどこから火を入れればいいかも分か

らないし、どのタイミングで入れればというのも、これ

は細野高原だけじゃなくて、僕の住んでいる芸北でも

そうですし、多分、阿蘇の原野とか蒜山でも、地域の人

か生えないので、ちょうど中海の環境が合っていて、中

海で今見られるという、何か珍しいものだそうです。そ

れをばんばん取るんですね。僕も取らせてもらいました。

長い柄のついた、何かこういうすくう道具を使って取っ

ていました。それを岸に運んで上げています。これ誰が

やっているかというと、漁師さんがやっているんですね。

　中海というのは、干拓事業で１回、干拓の事業が始

まって、それをやーめたってやめたところです。干拓の

事業のときに浚渫をしたりとか、堤防を造ったりで水の

流れが全然変わってしまいました。そのために何もし

ないでおくと、このオゴノリがたまってしまって、中でヘ

ドロになるんですね。これがヘドロになってしまうと、海

底に卵を産む魚が卵を産めなくなる。だから、漁師さん

にとっては、これを取らないといけないんですね。海の

掃除をしているわけです。

　これだけだと、何かこう、漁師さんが海の掃除をして

いるのねなんですが、この取り上げられたオゴノリは

集められて、トラックに乗せて運ばれて乾燥されます。

こうやって乾かして、こんな感じで肥料になるんですね。

塩分濃度が高いところの海藻だと、上げるとどんどん

塩が畑に入ってくるんですけれども、汽水域なので塩

分濃度が適度に低いし、これをどのくらいまいたら野

菜が育つかというのをこの地域の農業指導員の方が

すごく研究されていて、畑ごとに見ていきながら、この畑

だったら、こういう感じでまいてくださいというのを一

緒に指導している。これってすごいなと思って、海の草、

オゴノリを取ることで海もよくなるし、今度それが畑に

入っていい野菜を作る。だから、無駄がないですよね。

　草原シンポジウムでした。そろそろ草原の話を始め

ようかなと思います。

　今回のテーマは、未来へつなごう！壮大な海すすき

の草原ということで、海と草原、こんなに近くにあるとこ

ろでは、何か草原のものも使うことでできてきた草原な

ら、今の時代に合った使い方を探していけばつながる

んじゃないかというのが多分今、大分全国で考えられ

ている流れだと思います。それが使って草原がなくなる

んじゃなくて、持続的に使う方法をどうするかというの

が多分議論ですよね。

　今日はタイトル、草原を取り巻く里が教えてくれる、

持続可能な社会の未来像ということで話させてもらい

ます。

　草原を持つ自治体が全国にどれだけあるかという

のをちょっと調べてみました。全国には1,902ぐらいの

自治体があるんですけれども、草原を持っている自治

体は多分220より多い。この以上と書いているのは、ま

だ知らない草原があるので、こう書かせてもらったん

ですが、地図の上にもこんな感じです。どうなんですか

ね。10％というのは、僕は結構少ないのかなと思って

います。何かカヤぶき職人さんが300人、200人くらい、

おなじぐらいの数なんですね。でも、全部が全部カヤ

の草原じゃないので、これは全国草原再生ネットワー

クが持っている資料を基に作った地図なので、まだこ

こから落ちている草原もあるでしょうし、ちょっと性質の

違う、例えば牧草地みたいなものも入っているので、

はっきりした数はちょっと出てこないんですが、そう遠

くない数かなというふうに思います。全国にありますよ

ね。全国にあります。

　この草原の数だけ多分、共創資産というものが残っ

ていて、今日の一つの結論的なところなんですが、今

回の件はどうやって伝えていくかという話の中で、草原

を伝えていくために必要なもの、もう大分見えてきたと

思うんですけれども、１つ目は適切な方法、２つ目は適

切な方法を実行する力、力というのはお金かもしれな

いし、人力かも、ヒト・モノ・カネとよく言われますが、そ

ういうものですね。その実行する力を今度は継続する

ための仕組み、ある１年間だけ山焼きができたね、あ

あよかった、よかったじゃなくて、翌年も翌年も、もっと

言えば10年後も、ここに僕らがいなくなる100年後ぐ

らいもできれば続いてほしいなと思えば、継続する仕

組みを何か考えないといけない。

　それから、方法とか力とか仕組みを可能にする法令

ですね。これはもう行政の仕事です。北広島町では、過

去に野焼き条例というのがありまして、その中で山焼き

ができない書き方になっていたんですね。なので、書き

換えました。草原サミットがあったのを機に条例を見

直して、ちゃんと条例の中で焼けるようにというふうに

見直しました。こういう本当細かいところではあるんで

すが、社会の中で残していくためにはこういうものもと

ても大事です。

　最後の１つが上の全てを共有して伝えるための普

及、あるいは教育というものです。今日この後、具体的

に少しこの部分もお話ししようと思います。

　ちょっと先に条例の話なんですが、北広島町は条例

をつくっています。生物多様性の保全に関する条例と

いうのをつくっていて、それについてはこのパンフレッ

トの中に載っています。一番最初にお話ししたような自

然の保護というと、入らないでくださいとか取らないで

ください、そういうことももちろん規定はできるんですが、

もう一つは、里山のようなところを守る活動を町が応援

しますよということもこの条例の中に書かれています。

そういう形で、役場の職員、僕、役場の職員です。町民

さんとかから役場はなかなか動いてくれんという見方

ちゃんとこういうふうな機能があるからこういうふうに

使っていく中で、でも、片方でそれが自然に働きかけに

なるということです。

　もう１個だけ、ちょっと話をしましょう。

　これは新温泉町、前に草原サミットをやっていた上

山高原ですが、集落が使える草原の自然は限られてい

ます。その中で一家族ごと毎日順番に刈るんですよね、

草を刈る時期は。その順番というのは毎年替わるそう

です。前日まで知らされなくて、次、あんたの番よって言

われたら、急いで準備して、家族総出で下の集落から

この山に上がってくる。１日山で草刈りをして、集落み

んなが公平に草を刈る。これ全部ススキです。そして、

ここの草原が守られてきたそうです。

　そういうふうに共創資産の特性というのは、ちょっと

まとめると、多分、設計図があったわけじゃないんです

ね。いろんなやり方で、けんかが起きたりとか、何か使

い過ぎたりとか失敗したりとかということを繰り返しな

がら、地域の中でそういうルールが多分、決められてき

た。さっきも書いていたんですが、自然と人、どっちが

欠けてもこれは維持できないもので、自然があるから

人が暮らせて、人の活動があるから、その自然が残っ

ているという、その「共に」という文字です。

　それから、生み出されるためには、多分すごく時間が

かかります。１回なくなったらできないですよね。それで、

時間による検証、時間をかけて、いいものだけが多分

今残っているので、今残っている共創資産というのは

信頼性が高いんだろうなと思います。

　ちょっと一息つきますか。大丈夫ですか。

　これ何かずっと１人でしゃべっていると、不安になっ

てくるんですけれども、大丈夫ですかね。

　じゃ、続けますよ、ありがとうございます。何か、うんう

んとかうなずいていただいたりするととてもありがたい

です。何かこう聞いている人の顔も見えないので、なか

なか難しいですね。

　これは与論島です。

　じゃあ共創資産というのは過去のものなのかなとい

う話をしていたんですが、これは与論島の与論民俗村

と言って、昔の暮らしを展示しているところです。この辺

は台風がとてもたくさん来るところなので、家は小さい

部屋の雰囲気ですね。今だと大きな部屋に居間とか食

堂とか、子供部屋とか造りますけれども、何か人が増え

たら小さな建物を１個造るみたいな説明をたしか読ん

だような記憶があります。

　これは就職して間もなく、僕は自転車で旅をしたん

ですけれども、そのときに見て、多分、自分はこういうこ

とに興味があるんだなと気づいたのがこのときだった

のかなと、今思い返すと思います。道路に街路樹として

ヤシが植えられていたんですけれども、ヤシに全部袋

がかかっているんですよ。これは多分、ヤシの実を取っ

て何かにするんだろうと思うんです、これ調べていない

んですけれども。ギンナンが、イチョウ並木ってギンナ

ンが落ちたらみんなが拾いに行きますよね。あれの先

手を打って、ヤシはこういうふうに実がつくんで、もう先

に取っている。多分これがずっと未来になると、こうい

うのが共創資産の生まれるときなのかなというふうに、

今思うと思います。こんな感じですね。ちゃんと実が集

まっているし、後から掃除しなくて済む。ヤシは植えた

ものなので、自然物ではないんですが、こんな感じで

いろんな知恵が時代時代で出てくるんだなと思います。

　今、高知県の大月町では、備長炭が生産されていま

す。もともと四国の南のほうから和歌山にかけて生育

するウバメガシというカシの木を使うのが備長炭で、

その場所じゃないとできないんですけれども、ここの大

月町では、こういうやり方では炭は焼いていなかった

そうです。それを生産者をつくろう、高知県の県の事業

で、高知の中で雇用を増やそうという事業があったん

ですね。その一つで備長炭の作り方を、親方を呼んで

きて、窯の作り方から教えてもらうというやり方を始め

ました。こうして窯をついて、生産者を１人ずつ増やし

ていって、生産をしている。これが窯の外ですね。もの

すごく大きいものです。２週間で木を詰めて、２週間で

焼き上げるという、とても時間のかかるものが備長炭な

んですが、大がかりです。芸北の山の中でやっているよ

うな小さい窯とは全然違いますね。

　こういうところも共創資産が今生まれるところなんだ

ろうなと。なぜかというと、今は、町内にある森全部の

木の量を量ることができますから、計画的にもう窯は

30基までというふうに決めているそうです。それ以上

窯を作っても、木を取り過ぎてしまうから、持続的な生

産ができない。なので、先にもう量を量ってですね。昔

はそういうことできなかったんですけれども、今はそん

な生産とか利用ができる時代になったということかな

と思います。

　事例としては、これ最後になるのかな。いいなと思っ

た事例です。

　これは中海ですね、松江市の。真ん中のほう、何台

か船が出ていて何かやっているんですけれども、こう

やって山盛り、海からすくっています、中海。これはオゴ

ノリという海藻を取っているんですね。オゴノリ、聞いた

ことありますか。多分ないと思うんですよ。オゴノリって、

汽水域にしか生えないそうです。海水と淡水が混ざる

のが汽水域ですよね。しかも、ある一定の塩分濃度し

の予算を聞いて800万円、びっくりした記憶がありまし

た。すごいお金が山に吸い込まれているなというふう

に感じたところです。でも、これは全国で起きていること

ですし、草原に限らず、先ほど見ていただいた里山とか、

いろいろな自然に僕らの税金が吸い取られているわ

けですね。そういう社会資本の喪失がいろんな草原で

起きている。これをどうにか変えていきたいなと考える

わけです。

　今までの草原サミットでも、草原を守るための労働

力をどうしようかとか、資金をどうやって集めようかとい

う話も過去にはありました。僕が初めて草原サミットに

参加したのは、たしか2007年の蒜山の大会のとき

だったんですが、岡山県の蒜山では、その当時、どう

やったらそういう資金が集まるかなという会話をした

覚えがあります。

　ただ、少し変わってきたのは、こういうふうなどう

やって労働力や資金を集めるかという話から、今は放

置された草原をもっと利用しようという議論に変わっ

てきましたよね。今回のメインテーマもそうですし、各会

場での分科会のテーマもそうなんですが、利用という

のがキーワードにもう既になっています。その利用が１

つの利用方法じゃなくて、前半で見ていただいたよう

な生態系との関係でもものすごくたくさんあるんですね。

よそでやっている利用をそのままぽんと持ってくるん

じゃなくて、まずはそこでの利用を考えていくのが大事

なんだろうと考えています。

　芸北では、こんなことを始めています。今までもボラ

ンティアで草刈り、ここにはカヤ刈りと書いていますが、

もともとは草刈りをしていたんです。草原を守るために

火入れ、山焼きができない草原をみんなで草刈りをし

ていたんですね。やぶになっていると刈り払っていたん

ですが、ここ数年は秋にはカヤを刈るようになりました。

そのときには子供たち、ついてきた子たちがこんな感

じで、もうすごく楽しそうに遊んでいます。最近の子はイ

ンスタグラムもやっているので、こういう映え写真を

撮ったりして遊んでいます。このときは子供が撮ったん

じゃないですね、カメラマンが撮ってくれました。

　こうして集めたカヤがどこに行くかというと、すぐに

屋根に行くんじゃなくて、市場に集めるようにしました。

これ名前、茅金市場と言います。カヤがお金になるので、

茅金市場。単純な名前ですね。こういう市場をつくって、

そこに出荷している。これはボランティアの人だけじゃ

なくて、地域の住民の方ならどなたでも、地域住民と

いっても、もう持って来ていただける方からどなたでも、

この日のこの決まった時間に持ってきてくださいという

ことで、１年に１回だけ市場を開けています。この日に

地域の人がみんなでカヤを運んで持ってくるわけです。

　この建物は、もともと小学校の体育館でした。学校の

統廃合によって、ここは閉校になったので、そこの中に

鋼管を組んでカヤを置けるような場所を作りました。こ

れを持っていくとお金がもらえます。だから、地域の人

は持ってきてくれるんですね。

　もらえるお金は日本円じゃないんです。せどやま券と

いう地域通貨なんですね。この地域通貨、名前はせど

やま券です。単位は石、１石が１円なので、この見えて

いる券は千石、1,000円として地域の中で使われます。

有効期限もあります。６か月以内に使わないといけな

い。６か月の間ずっと持ったままだと、これ紙切れに

なっちゃうんですね。だから、みんな使います。しかも、

地域の中で使いますから、地域の商店にお金が入る

わけですね。こんな感じです、使用例ですね。こんな感

じです。地域のみんなで集めたせどやま券でちょっと１

杯やりましょうかというところですね。最初はガソリンと

か農機具とか、農機具屋さんとかいろいろなところで

使えます。アイスクリームを食べたり、温泉にも入ったり

できます。

　集まったカヤは、屋根の修復に使われます。北広島

町内、数は少ないですが、かやぶき屋根の民家と、あと

展示しているカヤぶき建物があるので、そこに使われ

ますね。地元のカヤを使って、地元の屋根が張れる。

　これ広島県には、国の文化財になっている建物もあ

るんですけれども、町外にこうしてカヤが運ばれて使わ

れることもあります。

　ちょっとまとめてみますね。

　草原、ススキの草原からカヤが集められて、そこに

地域通貨を支払うと、地域の中をお金が循環していく。

そして、集まったカヤはかやぶき屋根の現場に出荷さ

れて、そこから収入が入ってきます。その収入の中から

地域通貨の交換としてお金が支払われます。収入のほ

うが買入れのカヤより多い……、仕入れの値段よりも

販売の値段のほうが高くしてあるので、これは茅金市

場のボランティア事業ではなくて、ちゃんと収益を上げ

ている活動になります。具体的には、３束持ってきてく

れたら1,000円、20センチだったかな。規格はこのパ

ンフレットの中の１ページ目に書いています。３ページ

目ですね。藝州茅の規格ということで、こんなカヤを

持ってきてください、こんなカヤを持ってきてくれたら、

今の値段は３束でせどやま券１枚ですね。販売のほう

は基本価格が１束850円です。高いですか……、そん

な感じで流通しています。

　こういう仕組みが回ることで何が起きるかというと、

草原ですね。先ほどから話になっている野生生物、草

もあるかもしれないですが、動く根拠がないと、僕らは

動いちゃうと、税金使ってお仕事しているので、皆さん

のお金を適当に使うわけにはいかないので、なので、

まずは条例をつくってみて、こういうことをしていきます

よというのを考えました。

　そういうものとか、あとはこの画面の真ん中にあるの

が町の全部の生物のデータを調べました。静岡県は博

物館があるんですが、広島県は博物館はないんです

ね。静岡県の博物館に行くと、どこにどの植物があるか

というのが全部データとして調べられています。もちろ

んここの東伊豆町も残っているので、それをもう１回、

町レベルの資料として１回起こしてみることはとても大

事なことかなと思います。北広島町はなかったので、実

際に何年もかけて調査をしました。

　それでもう一つがレッドデータブックです。これは、

レッドデータブックというのは環境省も取りまとめてい

ますし、県も取りまとめていますが、町は町として取りま

とめました。この理由はなぜかというと、国とか県では

一般的な種類であっても、町の中では希少な種という

のはあるんですね。ほかのところではたくさんあるけれ

ども、うちの町にはほとんどいないよ。あるいは逆によ

そには希少かもしれないけれども、うちにはたくさんい

るよ。そういうものをちゃんと見るためには、町レベル

でこういう資料とか、あるいは条例というのをきちんと

整備していくことが大事だろうなと思っています。そう

いうことで作りました。

　じゃその北広島町、どんなところかというと、西日本

ですね。面積は646平方キロメートル、標高が200か

ら1,223メートルなんで、海がありません。人口は１万

7,937人です。東伊豆町と比べてみますと、面積が東

伊豆町77.8平方キロメートル、これはホームページ

で見させてもらいました。標高は、海があるゼロメート

ルから、万三郎岳が一番高いんですか、これ合ってい

ますか、地図で見たんですけれども。1,400メートルあ

るんですね。何かこれを見て、おおってやっぱりちょっ

と興奮しました。噴火と造山運動でぐいっとこんなに海

から近いところで高い山もあるんだな。あと、人口は１

万1,701人です。北広島町はもともと４つの町が合併

してできたんですが、今日お話しする事例は芸北地域

という一部地域のお話です。この高原の自然館がある

のも芸北地域です。

　芸北地域の面積は253.6平方キロメートル、それで

もやっぱりちょっと広いですね。標高は420メートルか

ら、一番高い山があるところです。人口は2,011人、も

のすごく少ないですね。東伊豆町よりも面積としては３

倍ちょっと、3.5倍ぐらいあるのに、人口は５分の１以

下。もう本当に過疎のところです。

　その中で、まずは町同士の植生、植物の様子を見て

みると、北広島、これ実際の大きさの比率を同じにして

います。イメージが湧くかなと思います。でかい町です。

こんなに大きいのに市じゃなくて町ですね。全国平均

と比べてみると、特徴的なのは、まずどちらも森林が多

いですね。自然林は北広島町が多いです。東伊豆町は

どちらかというと植林の比率が北広島町よりも多くなっ

ている。二次草原、これはいろいろなものが混ざってい

るんであれですが、これはどちらの町も全国平均よりも

少し多くなっていて、農耕地が全国平均より少ない。市

街地、このグレーのところが市街地ですが、市街地は

東伊豆町は全国平均に近いような形ですけれども、北

広島町は市街地はあまりないという違いがあります。

海もないんですね。山の中の町です。

　そこで行われている芸北茅プロジェクトというのを

紹介します。これは多分、ちょっといろいろ参考になる

のかなと思って、このプロジェクトがあったので、今日

しゃべりなさいと言われたのかなと思っています。

　芸北にはこういう山があります。ここは山焼きをして

いるところですね。ずっと昔から放牧とか、草を取った

り採草が行われていた山で、雲月山と言います。この山

はササユリというこのユリが咲いて、これは町の花にも

なっています。隣町の花にもなっています。そのぐらいこ

の地域ではササユリが愛されていて、身近な花なんで

すね。

　こういう草原は何であったかというと、ここの草原が

利用されていた時代があって、例えば堆肥とか山菜と

か、飼料、敷き草、屋根材、それからここで遊んだり、薬

草を取ったりという、いろんな恵みを山から受け取っ

ている。だから、毎年地元の人はこの山を焼いていた

わけなんですね。

　ところが、今、山が放置されています。この雲月山も

半分以上が放置されています、一部で山焼きを始めた

んですけれどもね。放置されるとどういうことが起きてく

るかというと、これは一般的な話ですが、まず、生態系

サービスが低下していく。草原から得られていたもの

が得られなくなるし、景観も悪くなるし、絶滅危惧種の

増加、増加という意味は、今までは普通にいたものが

絶滅危惧種になっていくという意味です。

　そこで何とかしないといけないということで、例えば

ボランティアという形で労働力を集めてみて、みんなで

山を何とかしましょうということをしてみたり、あるいは、

そこに行政などから資金を投入して、補助金によってこ

れを解決しようということが各地で行われています。た

しか前回、こちらの東伊豆に来たときに、年間の山焼き

　次をお願いします。

　細野高原を利用した東伊豆町観光協会の取組とい

うことで、私たちにとっての細野高原とは～観光の観点

から～ということで、東伊豆町、ひいては伊豆を代表す

る資源であるというふうに思っております。ですけれども、

いまだ資源であり、目的となる場所ではない、こちらは

財産区長もいるのに失礼なんですけれども、そういう状

況が続いております。

　ですから、また下を見ると、私たちが考える魅力とい

うことで、圧倒的なスケール、これは町長もドーム26個

分、箱根の仙石原が知名度が高いんですけれども、そこ

の７倍になります。ですから、もっともっと本当は来てほ

しいという状況にございます。

　絶景ということで、草原の先には太平洋、そして伊豆

大島がぽっこり浮かんでいるように見えます。そして、伊

豆諸島も見えて、後ろには、私も中学のときに遠足で天

城連山、万二郎、万三郎の遠足というのを８時間かけて

行きまして、それは本当にもうつらくて、忘れられない思

い出となりました。

　そういう状況の中で、三筋山山頂というのが標高

821メートルございます。

　次をお願いします。

　その取組の２番になりますが、先ほども財産区長が

おっしゃったように、春の山菜狩りというのは財産区が

中心になって行われておりまして、私たち観光協会とし

ては、パンフレットとかチラシを作って協力して、そして

少し受付を手伝うという形になっておりますが、秋のス

スキのイベントに関しましては、東伊豆町観光協会が

主催で行っております。ここで、細野高原でしか味わえ

ない景色・体験を売りにしたイベントを企画・運営して

いるということで、こちらの詳細は次ページをお願いし

ます。

　ここで表が出てきたんですけれども、ちょうど白川先

生がいらっしゃった13年前ということで、その後からこ

の細野高原のススキイベントが始まりました。ちょうど平

成23年度から始まりまして、2011年かな。それで、今回

の秋、これから10月８日から予定しておりますが、これ

が第11回になります。ですから、10年ぐらいやってきて

いるんですが、私のイメージとしては、もっと20年以上

やっているような気がしているんですけれども、こんなも

のなんですね、まだ11回目ということで。

　これさっき高橋先生もおっしゃっていたんですが、入

山料を取るようになったのが第３回から。第３回の平成

25年度から500円取るようにしました。そして、第５回

の27年度から600円に上げました。来たお客さんは何

か、何でこんなところでお金取るのよなんていう人も多

いんですけれども、一応そういう保全のために使わせて

いただきますと言うと、やっぱりちゃんと払っていただ

けます。

　それで、第10回、昨年の第10回にはシャトルバスを

やめたんですね。第一駐車場から、400メートルのとこ

ろから山頂の手前の駐車場までのシャトルバスを回し

ていたんですが、それをやめて、それがコロナでやっぱ

りバスの中が密になるということで、町の指導も受けま

したので、それをやめて、昨年からは300円にしました、

シャトルバスなしで。中に入山していただいた後は、自

分たちで頂上に行く方も、さっき言ったように２時間か

けて行く方もいますし、その辺を散策して帰る方もい

らっしゃるということで、そういう形にしておりますので、

今年の予定も一応300円で、シャトルバスなしというこ

とで行おうと思っています。

　このシャトルバスの運営だけで、この期間中、毎年大

体300万ぐらいかかっているんですね。ですから、それ

をやらないことによって、足の不自由な方とかご高齢の

方とか、山頂まで行けなくて残念だったという話もあっ

たんですけれども、意外とこの表を見ていただくように

人数は増えているんですね、去年より。ですから、その辺

で、今年ももう一回そういう形で挑戦しようということで

今考えております。

　その下の資料２は、これはもう財産区の方々がやら

れている山菜狩りの人数でございますので、細かく書い

てありますけれども、大体このぐらいの人数で、大体25

年ぐらい前からこの山菜狩りはやっておるということを

聞いております。

　その次で、細野高原を利用した東伊豆の観光協会の

取組の３でございますね。

　私たちの課題としては、目的となる場所へのブラン

ディグや宣伝、イベントに依存しない観光地としての整

備、特にソフト面、サービス面の企画ということで、やは

りどうしても今までは花火大会などのイベントで、一過

性なんですけれども、その日にがっと集めて、もうお金

をぱっと使って集客するという形だったんですけれども、

常に東伊豆というのは海があって、高原があるというこ

とをもっと売っていきたいということで考えております。

　この二、三年、コロナもそうなんですけれども、この二、

三年、夏がすごい猛暑なんですね。ですから、海水浴に

は暑くて行かないというお客さんが夏は増えてきており

ます。私も海の近くに旅館がありますので、夏になれば

必ずお客さんが来て、海水浴に行くというふうに思って

いたんですけれども、一昨年ぐらいのときというのは、暑

いから行きませんという、海水浴に行ったお客さん、本

当に数件だったですね。目の前は海なんですよ。ちゃ

○司会　それでは、ただいまよりパネルディスカッショ

ンを開催いたします。

　コーディネーターは基調講演に引き続き白川先生に

お願いをいたします。

それぞれのパネリストの方を私のほうからご紹介をさ

せていただきます。

　まず初めに、太田長八東伊豆町長。

○パネリスト（太田長八）　太田です。よろしくお願いし

ます。

○司会　続きまして、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋佳孝様。

○パネリスト（高橋佳孝）　高橋です。よろしくお願いし

ます。

○司会　稲取地区特別財産運営委員会委員長の山田

賢一様。

○パネリスト（山田賢一）　山田です。よろしくお願いし

ます

○司会　東伊豆町観光協会会長の石島専吉様。

○パネリスト（石島専吉）　石島です。よろしくお願いし

ます。

○司会　それでは、白川先生、よろしくお願いいたします。

○コーディネーター（白川勝信）　また白川です。よろ

しくお願いします。

　ここからはパネルディスカッションということで、先ほ

どは僕のほうから一方的にたくさんお話をさせていた

だいたんですが、今日は４人の方に来ていただいてい

るので、僕はここからは進行役で、４人の方それぞれの

話を聞いていきたいと思います。皆さんそれぞれに各

分野で活躍されている人ばかりが集まっていますし、

お一人お一人の話もじっくり聞きたいんですが、多分

ここでお互いに話していただくと、面白いものが何か

生まれていくんだろうなと思って楽しみにしています。

　それでは、最初に少しお一人ずつ、８分くらいかな

とお伝えしていたんですが、自己紹介とか活動とかを

教えていただければいいと思います。特に肩書のほう

なんですけれども、ここの細野高原の場合、東伊豆町

との関わりとか、そういうことも含めてよろしくお願いし

ます。

○パネリスト（太田長八）　そうですね、先ほど挨拶し

た町長の太田と言います。

　ちょっと私のほうから町をちょっと紹介させていただ

きたいと思います。

　まず、面積とかそういう人口、先ほど白川先生からご

紹介いただきました。場所っていうのはね、静岡県の伊

豆半島の東海岸に位置しております。そして、伊東市、

下田市、この中間でございまして、東京からは本当に２

時間ほどで来られますので、このコロナが収まりました

らば、ぜひとも皆さん方、この東伊豆町においでいただ

きまして、このすばらしい細野高原を見ていただけたら

大変ありがたいと思います。

　まず、私たちの町、全国的には珍しいんですけれども、

６温泉郷から成り立っております。東京方面の大川地

区、そして北川地区、熱川地区、片瀬地区、白田地区、こ

れらが熱川地区と言います。熱川地区は一応５地区あ

ります。そして稲取地区。全部で６温泉郷。稲取地区に

おきましては、４つの地区、東区、田町区、西区、入谷区

が存在しています。細野高原の保全に関しましては、こ

の稲取地区に細野高原がありますので、この稲取地区

の４区の皆さん方にこの保全につきましてやっていた

だいております。この場にいますので、本当４区に厚く

御礼申し上げたいと思います。

　この町は気候も温暖で過ごしやすいです。この海と

山に囲まれました、この豊かな自然、今回は皆さん方に

東伊豆町に来ていただきまして、細野高原、そしていろ

あと、カヤプロ銀行というのもやっていて、３年生の授

業ではバザー活動をするんですが、最初に商品の仕

入れとかにお金が要るので、貸付けをやっているそう

です。それから、豪雨災害の被災地に寄附をしたり、こ

れを子供たちは自分たちが草原の資源を使って稼い

だお金でやっているということですね。

　こんなふうに共創資産というのは、多分、全国各地

でつくられていますし、それをまねしていくことが大事

なんだろうなと思うんです。小さいことですけれども、例

えば阿蘇で使っている火ぼてというのも、これをボラン

ティアの人たちが自分たちで作って、自分たちが使える

ようにならないと、阿蘇の火入れには参加できないん

ですね。野焼き講習がたしか２日間あるんでしたよね。

○会場より　（「今１日」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　今１日ですか。ちゃんと講座を受

けて作って参加していくことで、共創資産が受け継がれ

ている。

　あるいは、上ノ原のほうに行ったときには、茅刈り講

習会というのに参加させてもらいました。大学生とかい

ろんな人が参加していたんですけれども、そこで今度

は御殿場のほうから……

○会場より　（「ここからがこういう感じで、大体うち

のほうじゃ足でやっちゃうもんで。これで１束ですね、う

ちのほうでは。この一番下の目盛りが一番小さい束の

位置で、これで１束。ちょうど……」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　この人、なかなかほどけなくて、

結んでくれなかったんですけれども。こういう形で受け

継がれていたり、地域から地域に共創資産が技術移転

されていますよね。

　あるいは、これはカヤぶき技術の伝習施設、大内宿

というところ、福島県ですね。そこでは、廃校になった

学校の中にこういう屋根ふきの、屋根を小さいのを

作って、こうやってカヤをふく方法を体験したりしてい

ます。地域にはカヤぶき職人がたくさん生まれているそ

うです。こういう景色が残っているところで、観光客が

たくさん来るところですね。それを支えるための倉庫も

きちんと造っていて、下を空気が通るようになっていた

りとか、カヤのサイズに合った高さにしていたりとか、

いろいろな工夫が見られました。

　これは和歌山県の大学生がやっている、生石高原の

人たちがクラウドファンディングで350万集めています。

これでカヤを刈ったりする資金にしたいという活動を

しています、大学のサークル。

　そろそろちょっと事例としては最後になるんですが、

これは諫早市の岩谷口の草原です。この草原、ちょっと

写真があれで見にくいんですが、この煙が出ていると

ころからずっと全部斜面が草原です。ここもすごいです

ね。ここの火入れはすごく珍しくて、ちょっと写真で見て

いただくと、集落の人たちが作っているのは火をつけ

るための道具です。竹の筒に１つの節だけ穴を開けて、

中に油を入れています。そこにわらを刺しているんです

ね。そのわらを刺して、これを軽トラに乗せて持ってい

くと。こんな感じで火をつけています。何か油をぴゅ

ぴゅっと出しながら火をつけています。これが火入れ

の風景ですね。

　でも、ここで注目すべきなのは、この火のつけ方も面

白いなと思ったんですが、こっちの動噴です。軽トラに

乗せられた動力噴霧器。火入れのときには、この動噴

がついていって、ずるずるっと引っ張って、この水槽か

ら水をまくと。つけて、ちょっとでも広がりそうだったら、

すぐ消していくんですね。これが非常に効率的で、ここ

の集落は十六、七人で火入れをしていました。たった

十六、七人であの広さができるのは、こうやって軽トラ

が道路のほう、これは斜面の下部の道路ですが、そっ

ちの道路はもちろん、斜面の上にもこういう軽トラが入

れるところがついていて、山と、ここまで木が出ている

んですよね。炎が上がったら燃えそうになるわけです

けれども、もうすぐばあっとかけて消せる体制にあると。

だから、少人数で山焼きができるわけですね。

　ここには多分、ヒントが詰まっていて、誰でも焼ける

ようにならないのかなといつも僕は考えているわけで

すけれども、秋に防火帯、焼いていない草原は防火帯

焼きを始めてみるかな、これはうちのほうのことです。う

ちのほうは防火帯は焼かずに、当日、草刈りをするだ

けなんですが、これ防火帯焼きも、安全にするために

は大事なことかなとか。あるいは防火帯に車両が入れ

るようにしてみるというのが今のことです。

　もう１個、これは何か昨日、夜に思いついたんです

が、車両が入れる道路は難しいけれども、水が回せる

パイプを通しておいて、山水を引くのに黒いパイプとか、

農業用に売っていますよね。あれを回しておいて、何か

所かに蛇口じゃないですけれども、出るところをつけて

おいて、山焼きの日だけポンプでばあっと水が回るよ

うな仕組みにしておけば、ここはちょっと、細野高原は

広いですけれども、うちのほうにある山ぐらいだったら、

全部回すのにそんなに広くないなとか思ってみたりし

ました。とにかく山焼きをどうするかというのはとても大

事なことだろうなと思っています。

　事例について最後だったんですが、東お多福山の

保全ですごく僕が影響を受けたというかびっくりしたと

ころです。ここは都市の中にある草原なんですけれども、

みんなこれしゃがんで、鎌とかはさみでちょきちょきサ

サを刈っているんですね。この光景を見たときに、僕は

すごいなと思いました。でも、ちゃんと人間の力で刈り

切れました。作業が終わったらこんなきれいになって

いたんですけれども、その一角で何かやっている人が

いたんです。この人が何かしゃがみ込んで、ススキを

ずっと集めていたんですね。このカヤを、たったこの日

はこのぐらいでしたけれども、みんなで持って帰りまし

た、カヤぶきにするんだと言っていました。何年前だっ

たかな、随分前だったと思います。サガラさんという人

なんですけれども。それで、なるほど小っちゃくても、地

域でこうやって使い始めることがまず大事なんだなと

思って、たった数束であるんですが、その数束はきちん

と集めればちゃんと屋根の上で何年も役割を果たす。

そのときに、今のサガラさんの風景もそうなんですが、

もう１個気になったのが……

（保全活動中の太鼓の音）

これだけなんですけれども、何か愉快だなと思って、こ

ういうのっていいなと思いました。でも、これを言葉に

するには、何かうまく言えないし、何かのためということ

でやったわけでもないんだけれども、多分、人間ってこ

ういう浮かび出てくるものがあるし、そういうところが草

原の中に出てきたというのがすごくいいなと思ったとこ

ろです。

　そういう草原がいろんなところにあって、景色だけ見

ても、とてもきれいですよね、曽爾高原、奈良です。今か

ら分科会がある真庭の蒜山、遠くに大山を臨んでいる

広い広い草原ですね。それから、もちろん阿蘇、とても

広くて、阿蘇の中にもいろんな草原があるし、東伊豆町、

懐かしい草原で、僕は明日行くのをとても楽しみにして

います。オンライン参加ですよね。ここには大事な湿地

もある。

　こういう草原が全国にあって、そんな話ができて、ま

たどこかで太鼓の音が聞けるのかなとちょっと楽しみ

にしてるところです。

　まとめます。

　あまり大したまとめじゃないんですけれども、草原で

は地域の自然と人が互いに関わりながら、共創資産が

生み出されてきました。これが今日の話の主なところで

す。これは草原だけじゃなくて、いろんな生態系といろ

んなその地域とが関わりながら、その地域に独特の知

恵や技術がある。

　２番目に、その時代ごとに知識や技術を集めながら

積み重ねていくものが共創資産で、その知識や技術を

交換するのが多分、今日なのだろうなと思っています。

各地で話がありましたし、今日は皆さんに芸北の茅プ

ロをはじめいろんなことを聞いていただきました。

　その最後に見てきたような、人間だからこそ生み出

せる美しさというのが一つ草原を体現してくれている

のかなと思って、大事にして生かしていきたいですよね。

　以上で終わります。

　最後に、いろんな方に今日のスライドを作るにあ

たって協力いただいています。特に今回の大会を開い

ていただいた東伊豆町と、それから日本の各地の草

原の方に感謝します。どうもありがとうございました。

（拍手）

○司会　白川先生、どうもありがとうございました。

　学芸員のお仕事の視点での全国の事例のご紹介で

すとか、あとは自然と人間、自然と社会の関わりから生

まれる、今日初めて聞きましたが、共創資産というお言

葉ですとか、中学生の取組ですとかいろいろ興味深い

お話をしていただきました。

　ちょっと時間があまりありませんが、お一人でもお二

人でも、もし今日お話しいただいたことでご質問等あり

ましたらいかがでしょうか。

　この後もですね、この次のパネルディスカッションの

ほうも、白川先生にコーディネートをしていただきます。

お手元には質問の用紙もお配りしてありますので、今

の基調講演のことも含めてで構いませんので、そうしま

したら、次のパネルディスカッションで質問等をしてい

ただければというふうに思います。

　先生、ありがとうございました。

　改めまして、感謝の拍手をお願いいたします。（拍手）

○講師（白川勝信）　どうもありがとうございました。

○司会　それでは、続きまして、休憩を取りまして、10

時35分からパネルディスカッションのほうを始めたい

と思います。準備の関係もございますので、35分まで休

憩とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

原の生物の保護とか草原の景観の保全とか、獣害抑

止といったような多面的機能が山で発掘される。お店

にそのお金が行きますので、地域経済が少しでも活性

化する。そして、文化の面で言えば、カヤぶき建築がそ

れぞれ保存されたり、技術が伝承されたり、村落の景

観が保全されるという文化の伝承があります。

　どのくらいのこれ金額回っているかというのを見て

みると、そんなに大勢ではないですよね。2015年から

始まって、最初は持ってきてくれる人が５人で、集まった

カヤも100束でした。２年目は６人になって200束に

なりました。すごい増えましたね。３年目は９人で234

束、８人、10人、14人と増えていって、持ってきてくれる

人がどんどん増えている。2,000人、約1,000戸の集

落ですから、10戸で１％なんですよね。1.4％の人が

持ってきてくれるということになります。それで集まった

カヤを販売して、売上げが下のほうに書いてあります。

この売上げの金額は、ばらばらなんですけれども、実

は最初の年はカヤの束をすごく大きくしていたんです

ね。それで、すごく束数が少ないけれども、金額が大きく

なっています。

　この下に１行ちょっと付け足しますね。

　現在の学年と書かれています。これ何かというと、茅

金市場は中学校の活動としてやっています。中学校２

年生が茅金市場を運営しているんですね。今、その子

たちが学年で何年生になっているかというと、一番最

初に茅金市場を実行した子は今、大学２年生になって

います。この時間間隔って結構大事だと思うんですよ

ね。子供はずっと子供じゃなくて、これを知った子が今

何歳か。

　ちょっと茅プロを通じた中学生の学びを見ていただ

きたいと思います。

　茅プロ、事業としては最初こんな感じです。これ中学

生ですね、もう大人みたいですけれども。カヤを刈りま

す。みんなで束ねます。最初は下手くそですけれども、だ

んだん上手になります。途中でカヤぶき職人さんから

指導を受けて、こんな曲がったのは駄目だとか、ちょっ

と細過ぎるとか、先がそろっていないとか、束ね方を

ちゃんと指導を受けるんですね。それを運びます。実際

に自分たちでも刈るんですが、大事なのは受入れのほ

うなんですね。茅金市場での運営は、中学生がやって

いますと言いました。中学生が地域の人にチラシを

配ったり、声をかけたりして、家の近くにあるカヤ持っ

て来てくださいねというふうに言うんですね。そうした

ら軽トラに積んで持って来てくれるので受け入れます。

みんなで運びます。規格に合っているかどうかをちゃん

と調べながら受け入れています。曲がったカヤは使え

ませんから、これは駄目ですよっていうのはちゃんと言

わないといけないんですね。これ結構ハードルが高い

んですが、先生に手伝ってもらったりしながら、こうい

うのは駄目ですよということをちゃんと言う、これも学

習です。こうして何束あるかというのをちゃんと数えて

いる役割の子もいて、それぞれの子がそれぞれ役割分

担しています。車の誘導をする子もいます。

　こうして受け入れたカヤをどんどん並べていくわけ

ですが、もう当日は先生たちも総出で、総出じゃないか、

先生たちもやってきて、なかなかあまりない光景かなと

思います。

　せどやま券の発券も中学生がやりますね。ちゃんと

数を間違えないように数えて、券の枚数をカウントして

いきます。これ中学生の側が券を支払うほうですね。こ

れを渡していくと。地域の人に渡っていく。何かほっこ

りしますよね。地域の人が持って来て。

　実際に子供たちがお金を触ることで、先ほどのこの

全体像にもう一つ、教育の側面が加わるんですね。地

域資源への気づきとか、カヤってお金になるんだな。

あんなどこでも生えている草なのに、草原ってそんなに

価値があるものなのとか、あるいはお金をちゃんと

使って、商品とお金をやり取りする、あるいはカヤを販

売するとかっていう話を通じて、ちゃんと経済に関わる

んですね。これが大きな学びになります。これが次世代

の担い手育成につながる。

　今、大学２年生の年齢になっていますから、これから

どうなるかというのがちょっと楽しみなところです。

　実際の成果としては、昨年は14人から591束受け

入れて19万7,000円を、約20万円分発券しました。授

業やＰＴＡ活動で自分たちで250束を収穫したので、

71万円余りで販売したいなと思っているところです。ま

だこれは販売中ですね。その差額の50万円ぐらいは

自分たちの収益になって、教育活動に使うと。刈った

カヤは文化財建築の補修なんかに使われて、結果とし

て草原も守られる。僕がやりたかったのは草原の保全

なわけですが、仕組みをつくることで、その草原が守ら

れるという、そういう形になっています。

　ちなみにお金、何に使っているかなんですけれども、

まずは中学校に冷水機を設置したりとか、最近暑いで

すからね。ウォーターサーバーを自分たちで買ったり、

修学旅行に資金助成として、これはＰＴＡのほうから保

護者に対して１万円ずつだったかな、去年は。お金が

支払われます。修学旅行で校長から給与が支給されま

す。これはちょっと内緒にしておいてください。サプライ

ズでバスの中で給料袋が配られるんですね。自分たち

が働いて稼いだお金が自分たちのところに戻ってくる。

　私と草原の関わりもということなんですが、私は福岡

県の小倉市というところの出身です。当時、山々に行くと、

植林地の防火帯として草原がいくつかあった。あれ面

白いなと思って、むしろ焼けて大変だろうと思うんです

けれども、そこを２年に１回ぐらい、ずっと帯状に何キ

ロも草原があって、そこが私の遊び場だったんですね。

そういう原体験もあったり、あるいは南のほうで平尾台

という有名なカルスト台地。秋吉台と同じように山焼き

をやっている。やっぱり遠足に行ったり、遊びに行った

り。その原体験の下に草原に関わってきたわけですけ

れども、一番のきっかけは、実は私の高校は修学旅行

のない高校でして、いわゆる受験ばかりという、面白く

ない、非常に面白くない高校だったんですけれども。

ちょうど大阪万博の年、私が高校２年のとき、そのとき

だけ万博に修学旅行に行こうやという話が出て、その

ときに山陰地方を何泊かして大阪までバスで移動した

んですね。そのとき２日目に泊まった三瓶山という山が

とてもきれいな草原があって、牛や馬が放牧されている。

これは都会育ちの私にとってはすごい感激して、それ

をきっかけに畜産の道に興味を持ち、大学は農学部を

選んだという経緯があるわけです。

　そうこうしているうち、いろんな方と出会うことがあっ

て、今回13回目を迎える全国草原サミットの第１回目

から担当させていただいているんですよね。そういう関

係もあって、サミットのお手伝いをするような全国草原

再生ネットワークというのを立ち上げたと。

　それと時期を同じくして、さっき最初に白川さんが紹

介していただいた草原研究会、日本草原研究グループ

というのも立ち上げていただき、そのときに白川さんと

あと二、三人の方で相談して、とにかく毎月１回、どこか

草原を調査して、そこでディスカッションして回ってみよ

うや、あるいは調査の手伝いをしようやと。そうやって

中国地方を中心にいろんな草原を若い研究者を募っ

て現場のフィールドを歩きながらぐるぐるぐるぐる回って

いたという、そういうこともいろいろ重ねるうちに、今は

阿蘇に携わって、草原再生協議会、阿蘇は約２万２,000

ヘクタールの牧野があって、山焼きをやっているのが

１万6,000ヘクタールあります。その利用形態、極めて

多様でして、土地所有も多様なんですけれども、利用面

も畜産で利用されたり、カヤに利用されたり、あるいは

草刈りをして堆肥として利用されたりとやっているんで

すが、大きな観光資源にもなっていて、阿蘇の。そういう

意味では東伊豆とも共通したものがあるかもしれませ

んけれども。阿蘇においても、すごく担い手の問題とい

うのも深刻で、これをどうするかということで、年間約

2,300人のボラティアが山焼きや牧野体験に参加して

いるという仕組みづくりもちょっとやっているところです。

　前回、この東伊豆でシンポジウムがあったときに、大

きくそうですね、利用の面では観光利用、あるいはパラ

グライダーの利用というのが当時あって、新しい利用形

態どうするかという模索もさせていただいた。それから、

当時からやはり山焼きの担い手の問題というのはかな

り深刻で、東伊豆町のほうでもボランティア等の関わり

をどうやって考えていくかというようなことも論議したよ

うな記憶があります。

　それから、さっきもお話があったように、教育とか普

及の面で、子供たちをどうやって、昔は遠足で当たり前

に行っていたし、地元の人たちの草原についての実感

もあったし、誇りも多分あった。今はいろんな文化が増

えているし、全体的にも様 と々いうことで、いろんな問題

を抱えているんだというような、そういう記憶をしており

ます。この13年間でどういうふうに変わってきたのかな

というのも今日いろいろお聞きしながら、課題の共有を

できたら、いろいろ協力ができることがあろうかと思い

ますけれども。

　１つ、稲取高原で面白いなと思ったのは、何年か前

からやっている入山料ですね。草原をただで利用する

人たちは、やっぱりちゃんとそれなりの対価を払って、

ボランタリーでいいから払ってくださいという、そういう

ふうに位置づけている。これはこれからの一つの観光

行政の自然を守る形の一つの選択肢として、効果的で

はあるけれども、画期的な出来事だったのかなという

印象を持っております。

　以上です。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　高橋さんは、僕はよくよく知っているんですけれども、

会場の方も知らない方も、それから、インターネットでご

覧になっている方も、知らない方もおられると思うんで

す。先ほどあったように、日本の草原を本当にいろいろ

なところを見ている方です。草原に入って遭難したこと

もあるんでしたよね、たしか。そういう方ですが、町長か

いろな観光地を見ていただければ、町としては本当に

よかったんですけれども、このコロナ禍では本当大変、

自分自身はもう大変残念に感じております。

　そういう中で、町の基幹産業は観光でありまして、以

前は100万人以上の方が当町に来ておりましたけれど

も、今は本当、コロナ禍においてですけれども、減少し

ちゃいまして、今、去年で40万ぐらいですかね。早くこ

のコロナ禍が収まって、何とか経済を活性化していき

たいと思います。

　そういう観光以外には、やっぱりこの海、さっき言っ

たようにゼロメートルから1,400メートル、本当、傾斜

がこういうふうにありますので、本当、海と山、これを全

て満喫できますので、大変すばらしいロケーションでご

ざいます。

　そういう中で、農業、教育も盛んであります。まず、漁

業におきましたはキンメダイ、こちらはもう地域ブラン

ドになりまして、味はもう日本一でございますので、ぜひ

とも皆さん方も稲取のキンメダイ、これを味わっていた

だきたいと思います。さらに伊勢海老も取れますし、結

構豊富でございます。

　さらに農業、これにおきましても、カーネーション、こ

れはもう私も全国で一番ではないかと思います。基本

的には農林水産大臣賞、これはもう過去３回も受賞し

ておりますので、この辺はもう自信を持って、また皆さん

に進めていますし、さらにミカン、かんきつ類には

ニューサマーオレンジがあります。やはりこれも香りも

大変良く、これも東伊豆町の名産でございます。これま

た季節がありますので、町が自慢できるものがあります

ので、四季を通じて、この東伊豆町、楽しめますので、よ

ろしくお願いします。さらにスポーツにおきましてもダイ

ビングとかゴルフ、そしてパラグライダー。このパラグラ

イダー、今言った細野高原でできますので、ぜひとも海・

山・空のスポーツ、年間を通じて楽しめる、本当に四季

を通じて東伊豆町、大変すばらしいところでございます

ので、ぜひともまたご来町願いたいと思います。

　このようなことが東伊豆町ではまちづくりの目標、こ

れを満点の海・山・空は東伊豆と掲げております。この

細野高原につきましても、このまちづくりの目標の一つ

でありますので、このパネルディスカッションにおきまし

て貴重なご意見をいただければ大変ありがたいと感じ

ております。そういう中で、このあと稲取財産区の山田

委員長から保全、さらには観光協会長のほうから、この

利活用につきまして説明があると思いますので、よろし

くお願いいたします。

　私は細野高原の思い出というのは、やっぱり遠足で

ございます。当時小学生のとき、必ず遠足で細野高原に

行きました。そのときはやっぱり全学年で行きましたの

で、６年生が１年生の手を引いて行った思い出があり

ます。そういう意味でもすばらしいなと。まだ子供でした

から、草原はすばらしいなというだけで、それがですね、

やっぱり先代とその山焼きなどの苦労によってこの山

が守られていることを感じましたので、自分としてはこ

の子供たちが細野高原に子供たちが行く機会がないも

のですから、子供たちに細野高原のすばらしさを知っ

てもらった中で、さっき言った芸北の取組、これもまた

後 で 聞 き た い と 思 い ま す 。

　そういう中で、やっぱり私は遠足といった中で、今度、

富永さんとか言っていた、鹿、猪　が増えた中で、

ちょっとダニの問題が出てきました。しかし、ススキのイ

ベントをやっている中で、それに対しては十分対応して

おります。ある程度、受付において案内をして対応して

おりますので。細野高原は安全ですばらしいところです

から、よろしくお願いいたしたいと。

　私の考えはそういうことでございますもんで、またよ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　今のお話の中にもいろいろと何か視点があるんだと

思いました。

　ちょっと１つだけ、町長は地元出身なんですよね、ど

の地区。

○パネリスト（太田長八）　僕は、今は結婚して熱川地

区に住んでいますけれども、幼少期は、小さいときは稲

取地区でございまして、稲取小学校に入りまして、やっ

ぱり春と秋になると何しろその遠足が楽しみで、細野高

原に対する思い出、それが大変強いです。

○コーディネーター（白川勝信）　もう本当に地元なん

ですね。ありがとうございます。

　次に、高橋佳孝さん、自己紹介と、ご自身と草原の関

わりとか、高橋佳孝さんは東伊豆町の方ではないです

が、今日は全国草原再生ネットワークの代表理事とい

うことで参加いただいていますんで、自己紹介からお

願いします。

○パネリスト（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは。高橋

でございます。

　今、白川さんから紹介いただいたように、私は外者、

よそ者で、細野高原とそんなに深い関わりがほとんどな

いのにここに登壇していいんだろうかというね。今日そ

こにいらっしゃる内山さんはまさに稲取のご出身で、草

原に関する研究をされていると、まさにここは内山さん

がいなきゃいけない場所だと思うんです。いろいろと理

由があって、ここに出させてもらっています。

在ではあまり生活に必要と思われていないもので、い

ろんな考え方もあるでしょうけれども、自然を守るという

哲学とか概念だけでは、どうしてもこれから守っていく

のは非常に難しくなるんじゃないかなというのが私の

考えです。だから、保全していくにはどうしたらいいかと

いうと、これから地域や町にどうしても必要な場所に、

この細野高原を認知してもらうことが、認知していくこと

が重要なことじゃないかなと思います。

　その中で、先ほど白川さんのお話の中で、非常に参

考になりました。その一つとしては、あそこは水の水源

地としてもやっていますけれども、もっと水源地を広げ

て、そこにいろんな花木などを植えて、植林して、それを

観光に使ってもいいのかなと。もう一つは、先ほどから

出ている教育の場として、体験学習とか、いろんなそう

いう子供たちの教育の場にも使えたら。もう一つは、観

光資源として、自然利用のイベントとか、そういうものに

積極的に使っていただければと思います。

　財産区としても、そういうことが具体的になってきた

ら、積極的に協力して前へ進めていきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。

　今日はこの機会を利用して、皆さんのほうにも意見

を聞かせていただきまして、参考にしたいと思います。

ありがとうございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　本当に非常に大事な視点というか、たくさんありまし

たよね。植物を管理する人が絶滅危惧種だという話も、

本当にいろんなところでも起こっていることでしょうし、

ただ、管理する人がということが、発言が出ること自体

が、まだ何かよくって、地域によっては、その植物が大事

だということさえもひょっとしたらもう既に忘れられてい

るかもしれない。

　それから、もう一つのことが草原が必需品じゃなく

なったという指摘の中で、守ろうという概念だけじゃ駄

目で、具体的に何かやっていかないといけない。その

中でも、やっぱりイベントとか観光というのが強いところ

なんだから、そこを進めていきたいというお話だった

と思います。

　ありがとうございます。また後から少し詳しくお聞きし

たいと思います。

　その観光とかイベントとかを中心的に担っていらっ

しゃる石島さん、続けてお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　それでは、改めましてこん

にちは。東伊豆町観光協会の石島でございます。

　お手元に、パワーポイントのほうに10ページになる、

このジャンプしている、これは私じゃございませんけれ

ども、もっと若い人なんで、こんなジャンプすると足を痛

めちゃいますので。あと、今年の「澄んだ空気と絶景

を。」という、このポスターにもあります、これがチラシで

すね。あとそのもう一つ、稲取細野高原の冊子、これを

見ながら皆さんお聞きいただければと思います。よろし

くお願いいたします。

　それでは、まず、細野高原と東伊豆町観光協会の取

組についてということでお話しさせていただきたいと思

います。

　次のページで、自己紹介ということで、私、石島専吉

という名前なんですけれども、これは本当に私もずっと

嫌だったんですけれども、やっぱり最近やっと慣れてき

まして、これおじいさんの、祖父の名前をいきなりつけ

られました。子供の頃はすごく嫌で嫌でしようがなかっ

たんですけれども、やっとアラカンになってきて慣れて

きましたけれども、私の父の出身というのが栃木県でご

ざいました。こちらに熱川温泉のほうに修行に出されて、

そこで結婚して私が生まれたということで、今はその旅

館を私も継ぎまして、熱川温泉のほうで「ふたりの湯宿

湯花満開」というところで旅館もやっております。

　私は2018年の東伊豆町観光協会に就任しまして、

ただいま４年目で、２期目でございます。2020年、昨年、

東伊豆町産業団体連絡会の会長に就任させていただ

きまして、現在に至っております。

　この右側の写真は、毎年１回、三筋山まで歩いてい

ますというふうに書いてありますけれども、これは去年

の11月１日にちょうど第一駐車場の標高400メートル

からこの三筋山山頂の821メートルまで、往復で大体

7.5キロ、時間にして約２時間で歩きました。山頂では

妻のお弁当というか、おにぎりを食べて、この小さく前に

いるカップルも、ちゃんとお弁当を２つ持ってきて食べ

ていました。その２人の歩くのが速くて速くて、本当、追

いつくのが大変だったんですけれども、本当、軽装です

んなり歩き切っちゃいますね、若い人というのは。です

から、やっぱりそういうところも一つ面白いんじゃない

かなと思いました。

らも遠足の印象が大きかった、高橋さんは三瓶山の印

象が大きかった、やっぱり子供の頃の体験、大事なん

だなというのをお二人の今の自己紹介の中からも見て

いきますけれども、じゃ次に山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　皆さん、どうもおはようござ

います。

　私は、稲取地区特別財産区運営委員会の委員長を

やらせていただいています山田と申します。

　稲取地区の特別財産区というのは、稲取地区の区長

さんとか区の役員さんの皆さんで構成されており、細野

高原の管理や運営や、そういういろいろの事業を行っ

ております。

　財産区と言うとあれですけれども、昭和34年に、この

東伊豆町というのは城東村と稲取町が合併してできま

した。そのときに稲取地区には230町歩ほどの当時の

町有地があったわけです。その２分の１を今、稲取ゴル

フ場やバイオパークに借地しております。残った部分

はどうしようかということでいろいろ、細野高原を含め

てどうしようかということで話があって、平成３年に自治

法が改正されまして、稲取地区の４区に町から無償譲

渡され、そのときにいろいろ４区で話し合って、いろん

な分配の問題とか、いろいろ話合いが出ましたけれど

も、この際、大同団結して、４区で平等でこの細野高原

の責任を持って管理や運営をしていこうということで現

在に至っております。

　今、２分の１は、バイオパークとか稲取のゴルフ場と

かに貸してありますけれども、そのうち借地料の２分の

１は町に、２分の１を財産区の財源として使わせても

らっています。そのお金で細野高原の維持や管理、また

この各４区ありますので、各区にお金を分配して、各区

の運営をやっていただいております。

　財産区の細野高原の管理としては、防火線があり、そ

してその後、防火線焼き、その後の全体の山焼き、そし

てまた春の山菜狩りは、これは財産区としてやっており

ます。そしてまた、各４か所ばかり湿原がありますけれど

も、湿原の周りの草刈りをやっております。そして、草原

の中の道路が、結構道路がありますけれども、水とか雨

とかで結構痛むもんで、その道路の補修や管理を行っ

ております。

　防火線焼き、山焼き、これは１回につき120名ぐらい

の方に、区民に出ていただいております。この他の事業

も含めて、先ほど白川さんがお話になった800万、13

年前は800万ということで、現在は節約しまして500万

ぐらいのお金で管理と運営をしております。

　そのほか、観光協会の会長もおられますけれども、

観光協会の秋のススキがこれから始まるわけですけれ

ども、ススキ狩りにも協力したりしております。また、各種

団体で、先ほど言ったパラグライダーとかラジコンの会

とかいうように、各種団体にも利用してもらうように貸

出しをしています。

　この頃ですけれども、この前もありましたが、映画や

コマーシャルの撮影等に利用したいという希望がたく

さん多くなってきまして、それにも貸出しをして、一部の

収入にさせていただいております。

　今後の問題としては、防火線刈りもそうですけれども、

焼き、山焼きこの作業員の高齢化というのが先ほど高

橋先生の中にも、当時13年前にもあったと言いますけ

れども、現在はもっと深刻で、私は昭和24年生まれで

すけれども、大体中心になっているのは昭和20年代、

30年代生まれの方が山焼きとか防火線焼きとかの中

心になっていますので、非常に高齢化が進んでいます。

それとまた産業構造の変化で、昔は、前にも言ったよう

に農家の人が中心とかそういうことが主だったんです

けれども、今は農業から観光やいろんなお勤めの方が

増えて、当日の人員確保をするのに非常に苦労してお

ります。

　またもう一つ、一番これも大きなことかもしれません。

先ほど町長のほうからもありました、原野や山に対する

関心が非常に低くなっておりまして、そういうことも含め

て原野を守っていくというのは非常に難しくなっている

のが現実です。

　また、私はよく冗談で言いますけれども、この細野に

は多くの絶滅危惧種があり、このことを、この絶滅危惧

種を守っていくのが本当に大事なことだと思うし、また

それが我々の仕事だと思いますけれども、植物はあるん

ですけれども、その管理をしていく人のほうが絶滅危惧

種の状態になっているというのが現実な問題です。昔

は、原野は農家の資源や、要するに農家の堆肥とか何

とかという資源や生活も今までのような茅葺きの生活

の資材として必要な場所でありました。そのためにみん

な非常に協力的で、いろんなことを一生懸命管理して

いただきましたけれども、正直いって時代の流れで、現

んと海はやっているのに、そういう状況です。

　ですから、私の娘なんかも夏の旅行で昼神温泉の星

を見にいったとか、やっぱりそういう高原を求めるお客

さんが多くて、夏を涼しく過ごしたいというのもあるのか

もしれません。ですから、もっとこう海だけではなくて、こ

の細野高原も売っていきたいということです。

　現在の取組なんですけれども、昨年からちょうど財産

区のほうも細野高原を考える会というのを立ち上げて

あるそうで、私たちも年間活用委員会というのを発足し

ました。これは春と秋のイベントだけじゃなく、年間で細

野高原を利活用する方向性として、ハイキングを掲げ

て整備や企画の立案を実施しています。このハイキング

というのを、やっぱりただ普通に歩いてくれというん

じゃつまらないと思いまして、ハイキングの聖地づくりに

取り組んでいるということで、今年の５月９日にはジオ

ガイドつき、そしてキッチンカーも山頂まで用意して、そ

のプレツアーを実施しました。これは25名参加で、女

性がすごく多かったんですけれども、それをやったりと

か、先週の９月19日にはインフルエンサーを呼んで、

招待してＰＲしていただいたり。今いろんな媒体に出す

とかというよりも、そういうもうやっぱりインフルエン

サーを呼んだほうがすごく効果があるんですね。これは

いろんな広告もそうなんですけれども。ですから、そうい

うことを常にやっておりました。

　あと、今年の10月17日にも、そのハイキングのガイ

ドツアーを今、インターネットのほうで参加を募集して

おりますので、またよろしくお願いしたいと思います。

　そんな形で、この右側にある写真も、これは夜の星空

観賞。これも二、三年前のＪＲのデスティネーションキャ

ンペーンのときに夜の星空観賞のツアーというのを５

月と９月かな、そういうふうにやったときもございまして、

そんなことになります。

　じゃ次の。

　活動とＳＤＧｓということで、ＳＤＧｓって何なのかなと

いうふうに私も思ったんですけれども、今やっているこ

とがそういう保全の一部を担っているんじゃないかと

いうことで、こんな表を作成しました。東伊豆町観光協

会としては、観光客、利用客から、先ほどの入山料を頂

いて、それを財産区のほうに一部、これ本当に少なくて、

微力で申し訳ないんですけれども、大体20万から30万

ぐらいですかね、毎回そんなぐらいで、一応頑張ってや

らせていただいております。

　最後のですね。

　本当に細野高原はこの町の宝でございます。細野高

原を生かしながらの利活用が観光業が主産業である

この東伊豆町にとってとても大事だと考えております。

来年度、先ほど町長もおっしゃっていたような６つの温

泉場が一つの東伊豆町観光協会に統合されるという、

一本化事業というのもございまして、観光協会が一つに

なります。これによって、ここだけの話ということでもな

いんですけれども、稲取の細野高原というよりも、東伊

豆町の細野高原というふうにしていきたいと私は思っ

ておりまして、みんなで、全町そろって細野高原をもっと

頑張って利活用を考えて生きたというふうに思っており

ます。

　最後の資料なんですけれども、これは年間のいろい

ろな、財産区と観光協会のいろんなイベントがここにあ

りますので、参考までご覧いただければと思います。

　本日はよろしくお願いします。

　以上でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　先ほど高橋さんから前回の話題になっていたという

話があった観光、それから担い手のうちの観光につい

て、随分詳しく教えていただきました。ありがとうございま

す。特に金額とかですね、人数とか見させていただいた

ら、やっぱりさすがだなと思うのは、まずきちんとこうい

う数字が出ている上に、コロナ禍でも大きくは減らずに、

むしろしっかりと継続が続いているというところが見え

ているというのがすごいなと思いました。

　高橋さん、さっき今日聞きたいなとおっしゃっていた

ことのうちの観光の話が今報告があったんですけれど

も、聞いてみてどうですか。阿蘇のほうでも観光というの

は大きな柱だとおっしゃっていたんですけれども、いろ

いろ、規模としては随分違うと思うんですけれども、比較

しながら何か感想を教えてもらえればと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　私、観光専門じゃないです

ので、何とも言いかねるんですけれども。阿蘇の場合は

地震の影響がかなりあってですね、それによって幹線

道路が寸断されたりということで大きなダメージを受け

たわけなんです。いまだもって、やはり草原の観光的な

評価というのはすごい高いですね。前もお話ししたこと

があるんです、来訪者に阿蘇の魅力を尋ねたときに一

番魅力に感じたのは、やっぱり広い草原で、多分この

国立公園に指定された頃は火山が一番人気でござい

ましたと思うんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　阿蘇の火山ですね。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。火口が見える

とか、活火山であるとか、雄大さとかあるとは思うんです

けれども、そういうふうにモータリゼーションの関係で

道路や交通機関がかなりこう発達してくると、広い草原

の魅力というのは観光客にすごく大きいんだろうなとい

感想とかもいただきたいと思います。

　もう一つ、すみません、ちょっと先ほど聞いたときに落

としちゃったんですけれども、今、４区の共有地みたい

になっているんですよね。それは何年でしたかね、何年

に話し合って、４区の共有にしようということになったん

でしたっけ。

○パネリスト（山田賢一）　合併自体は昭和34年に合

併したんですけれども、それをそれぞれ城東村が持って

いた土地、稲取町が持っていた土地、稲取町が持って

いた土地をどうするかということも議会の中でもいろい

ろお話しされて……、町長が発言します。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですね。いいで

すか、すみません。

○パネリスト（太田長八）　基本的には今言ったように

町村合併のときに稲取の地区のこの細野高原につい

て話し合いがありました。そのときは、やっぱり町が一

枚かんで、町と４区の共有の土地で、さっき言ったよう

に、ゴルフ場、そしてアニマルキングダム、動物園、これ

に関しては２分の１。今もその分配は変えませんけれど

も、使用に関しましては、私がなって多分すぐくらい、結

構４区からそういう要望があった中で、４区の所有だっ

たのが１０年くらい前かな。そのぐらいですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　10年前ぐらいですか。

○パネリスト（太田長八）　大体ね。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。

　だから、あれですよね。昭和の合併のときにそういう

話合いがまずあって、最近というか、10年前ぐらいにも

う一度、そこの所有を見直すというか、そういう流れが

あったわけですね。

○パネリスト（太田長八）　結構ね、４区のほうから、も

う前々から一応、４区の所有にしてくれといった中で、話

合いがあったんで、役場も巻き込んでそうなったと感じ

ております、あと４区の強い希望ですね。

○コーディネーター（白川勝信）　昭和33年頃といっ

たら、草の利用はどうだったんですかね。柑橘って割と

ずっと何ていうか、堅調な産業だったのかなと想像す

るんですけれども。

○パネリスト（山田賢一）　その合併する日が来てか

ら、しばらくの間は、今も町長の話の中にもありましたが、

ゴルフ場とかバイオパークも含めて、草刈り場、採草地

だったんです。そこを正直いって、今４区と言いますけ

れども、昔はほとんど一つの入谷区と言うんですけれ

ども、そこが全員ほとんど出て、それで全部で言う200

何十町歩を自分ちで管理しておりました、合併した頃、

前後ですね。そういうことでやっていまして、ここの入

谷区というところの人はほとんど全戸出て管理をして、

防火線から山焼きからやっていました。山焼きなんか

は、ひどいこと、今じゃ考えられませんけれども、朝振

れというのがありまして、朝６時頃、班長さんが今日は

山焼きやるから出て来いと言って、それは有無もなく出

なきゃならないような状況でやっていました。今日の

仕事があるとか予定なんていうのは、それはもう無視

されて、そういうことで皆さんで、入谷の皆さんが管理

してきたものです。

○コーディネーター（白川勝信）　その頃の人の意識と

随分今と違うんでしょうね。何かその地域の行事という

か、もうやることが決まっている。もう年中行事みたいな。

○パネリスト（山田賢一）　だから、先ほど言ったよう

に、あまり利用しなくなった、農家でも使っていた人が

あまり利用しなくなったというのがやっぱり一番大きな、

大きな関心がなくなってきたということじゃないかと私

は思います。今でもよく共同で山焼きの管理をしていた

だいていますけれども、この役員以外の方の中には、

何で俺んちが山の管理をしなきゃならないんだ。海岸

線のそれこそ近くとか、町の中の人には、そう言われる

ことも多々あります。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。そういう意

味では、あれですよね。前回の、前回って、13年前のこ

とを言うのもあれなんですけれども、課題だった山の価

値を共有しないと担い手もまた続かないかもねというと

ころは、まだまだ今もちょっと課題としてあるのかもしれ

ないですね。ありがとうございます。

　そんな中で、さっきバイクの、モトクロスの人が増えて

きたという話があったんですけれども、ちょっと質問を

いただいていまして、バイクも問題があると思います。マ

ウンテンバイク、モトクロスの人の利用はどうですかと

いうことで、お聞きしたいことというのは、草原管理の立

場とか観光の立場からメリット、デメリットなんで、観光

の立場のほうからちょっと、石島さん、バイクとかモトク

ロスの人たちの観光の仕方というのはどうなんですか

ね。うちのほうを見てみると、ツーリングでやって来て、

ちょっと休憩して、また次のところにずっと行くような感

じで、何か通り抜ける形の、モトクロスじゃないので、

ツーリングバイクはうちのほうもよく来るんですけれども、

モトクロスというのは林道を走っている感じなんです

か、未整備の。どんな感じで。

○パネリスト（石島専吉）　私もそのあまり詳しくはな

いですけれども、財産委員長が言われたのは、駐車場、

その第一駐車場、第二駐車場ぐらいまで来て、山を見て、

いいところだねって言って休憩して帰るんだったらい

いんですけれどもね、その400メートル以上の上の、細

野高原の山頂近くの三筋山の近くまで林道がずっとあ

うのがあるんですが、阿蘇の場合は160ぐらいある、牧

野という言い方をするんですけれども、草原が160ぐら

いあるというふうに考えてください、細野高原みたいな

草原が。そういう世界の中で、観光についての新しい取

組というのは、阿蘇はまだ畜産が盛んなので、防疫、伝

染病が大きく広がることを一番恐れています。そのため

に牛がいるところに簡単に入れないような仕組みに

なっているんですが、牛がいないときだとか、あるいは

きちんと防疫、薬剤を散布したりあれしたりして、入る人

も人を制限して、ちゃんとガイドつきで入るという仕組み

をどんどん広げています。それで、さっきお話あったよう

にガイドで回った人は、そのうちの何人かを牧野組合

のほうに渡しているという、そういう形で、大きくバスで

歩いて、とにかくいっぱいで動くというような世界ではな

くて、そういった本当の草原のよさを学んで入っていっ

て、そこのいろいろ、さっきからお話があったように、自

然だとか文化だとか、野焼きというのがこれだけ大変な

作業で、こんなにきれいに守られているんですよという

ことも一緒に含めてですね、ガイドさんとの会話の中で

そういう会話をする。

　将来的には、多分、牧野を管理している人の若い人

がガイドになっていく、そんな仕組みづくりもこれから

やっていこうかなというふうに、こういうところです。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　山田さんのさっきのお話を聞くと、随分、観光の分野

と、すごくこう、どういえばいいんですかね、連携がよく取

れているなというふうに感じたんですよ。何か阿蘇のほ

うは、やっぱり牧野ということで、牛を放牧しているんで、

防疫ということで、しっかり消毒しないと、入ってもらっ

て病気を媒介したら困るとかっていうことがあったんで、

その辺では何か、あまり地域の方とかも観光客の人が

たくさん来ることには全然抵抗がないというか、むしろ

来てほしいというような感じなんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　観光客の方が来てほしい

というか、観光地ですから、そういうことは協力はして

いかなければならないと思いますけれども、いろんなこ

とのトラブル……、先ほどちょっと言ったけれども、今年

はね、非常にオートバイの方が細野高原に入ってきて、

物すごい大きな音で何十台って連なってくるもんで、そ

ういうことをこれから少し対策を考えなきゃならないか

ということは考えていますけれども、観光地である以上、

多少はね、イノシシとか鹿しか歩かない道よりも、やっ

ぱり人が歩いてくれたり、人がいることのほうが地元と

してはありがたいもんで、それはいろんな皆さんに注意

をしてもらいながら、多くの方に来てもらうということは、

それはいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　もう一つ、ちょっと山田さん、お尋ねしたいんですけ

れども、利用の中で、観光のイベントとか利用が結構ご

紹介いただいたんですが、何かほかの農業に草を利用

するとか、そういうことは今はどういう状況なんですか。

昔は、さっきあったというふうにおっしゃっていました

けれども。

○パネリスト（山田賢一）　昔はですね、もう今から、私

たちが若い頃は、あの全山がほとんどはげ山になるぐ

らい、皆さんあそこで草を刈って、そして堆肥にしたり、

畑の中へ引き込んだり、いろんな利用をしていました。

ほとんど、だから、水際の下ぐらいからずっと、ほとんど

草を刈り取ってしまいまして、見事なはげ山みたいに

なってしまっていました。昔はそれほどあったんですけ

れども、今は数人の方が草を刈って資源にしているぐら

いで、ほとんど草を刈る人は、非常に少なくなって、昔に

比べればもう激減というか、ちょっと、というのがこちら

の柑橘が主体だったんですけれども、その産業が非常

に衰退しちゃったもんで、そういう意味もあると思います。

○コーディネーター（白川勝信）　柑橘の畑の中に、ミ

カン畑の中に草を入れていたということですね。

○パネリスト（山田賢一）　はい、それがほとんど中心

でやっておりました。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。その数人

の方が今、すごく少ない数でやっているということで、あ

まりこう、使える草はたくさんあるけれども、草を使うこと

は随分減ってしまったということですかね。

○パネリスト（山田賢一）　そうだと思います。昔はそ

れこそ部落中というか、皆さんで、私が若い頃もそうで

すけれども、取りっこというかな、朝の４時頃から草を刈

りにいって、朝明るくなって、何だおまえらそこにいたの

かというぐらいみんなで草を刈っていましたけれども、

今はそういうことはほとんどないですね。草は幾らでも

ありますけれども、持っていく方は非常に少なくなってい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。資源はあ

るけれども、使えていないということですよね。何か

ちょっともったいないなというところなんです……、そう

だ、皆さんの手元に質問用紙というのが用意されてい

ると思います。話を聞きながら、アイデアとか意見があれ

ばぜひ書いていただければと。感想でもあれば。もし書

かれた方は、ちょっと手を挙げていただくと、役場の山

田さんが集めてくださるので、できればちょっと質問を

書いてください。何か僕の聞きたいことばかり聞くのも

もったいないので、ぜひぜひちょっと皆さんのご意見と

るわけですよ、狭い。そこをがんがん走っているらしい

んですよ。ですから、そこからまた転がり落ちちゃったり

とか、いろいろそういう事故にもつながっているみたい

なんで、今ちょっと苦慮されていて、入り口にちょっと

チェーンでもやって、それは取って行けることは行ける

んですけれども、もう少し意識をしっかり持たせたほう

が、何かね、よくないんじゃないかということもあって。そ

ういうことは山田さんからこの間言われて、そうだなと

いうふうに思いました。

○コーディネーター（白川勝信）　確かに事故があっ

たりすると。

○パネリスト（石島専吉）　そうですね。やっぱり私た

ちの考えるハイキングの聖地と、そういうバイクとかっ

ていうのは、ちょっとリンクしないんですね。ハイキング

で歩いているところをばんばんこう上っていっちゃうら

しいんですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

○パネリスト（石島専吉）　ですから、ちょっとその辺

は規制しないとまずいんじゃないかなというふうには

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　その辺を規制する

道、そこは市道なんですかね、町長。そうですか、市道

ですか。どういう形の規制が考えられますかね。

○パネリスト（太田長八）　基本的に町道が抜けてい

るんですよ。その町道に関して遊歩道が続いているの

で、そういう部分に関しましても私道なので、それはすぐ

にできると思いますので。町道に関しましては制限でき

ません。やっぱり一番心配するのがこの細野高原、住宅

地を通ってくるもんで、渋滞とか住民の理解がないと活

用できませんのでね、それなので今、細野高原付近の

住宅の理解を得られるようやっております。それこそ今

度はバイクなど、これ規制できませんもんでね、そういう

なかで細野高原の活用がちょっと中座するのが困るな

というのが現状でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　マウンテンバイクとかで来る人はいるんですか。うち

のほうはスキー場があるんで、スキー場の夏のシーズ

ンにマウンテンバイクでだっと下るとか、林道を下ると

か。自転車ですよね。自転車あまりないですか。

○パネリスト（山田賢一）　ないと思うよ。

○パネリスト（太田長八）　自分が把握したのは、熱川

地区はね、比較的林道があるもんで、熱川地区が結構

マウンテンバイクが来ているのは聞いていますけれども、

細野高原に関しては、ちょっとマウンテンバイク、普通の

オートバイが結構来るんじゃないかと、これは想像です。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ちょっとまた別の質問なんですけれども、そういう意

味で、これまであった自然イベント、自然利用で、何か

細野高原に合っているものというのは山菜狩りとかス

スキ狩り以外でどんなのが、どんなイベントがいいか

なという質問が来ているんですけれども、どういう方向

性が……

○パネリスト（太田長八）　正直いって星空やったん

ですよ。星空のほうも、自分はもう最高でした。やっぱり

行ったときに、もうライトも全て消して、虫の音だけ聞くよ

うな感じで、たまたま虫の声が聞こえて、本当にすばら

しいなと思ったんですよ。しかしながら、やっぱり寒さ、

これが寒いということで、２回やってちょっと断念したん

ですけれども。そうやった中で、星空のこと、これもある

程度やったら本当、都会の人も喜ぶんじゃないかと思

います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ほかに何かアイデアがありますか。山田さんとか石

島さんのほうは。どんなイベントがいいなというのが

あれば。

○パネリスト（山田賢一）　要するに今、私が考えてい

るというか、皆さんにも細野高原を考える会の中に

ちょっと提案させています。要するに細野高原の里山づ

くりという形で、奥山じゃなくて、あそこはまだ里山だよと

いう形で、里山のよさを広げていきたいなと。そういうこ

とで今、細野高原の入り口、これは財産区の土地じゃな

いんですけれども、やっぱり入谷部落の振興会という昔

の団体がありまして、そこの土地が６町歩ぐらいありま

して、ほとんど細野高原に隣接したところですけれども、

そこを今、森林組合の組合の皆さんが今まで植林され

ていたもんで、そこを全部伐採して、そこに今、ヤマザク

ラを全部植えようかなんていうことで、ヤマザクラの里

を今、これは国とか県の補助金をもらって森林組合が

やってくれているんですけれども。それで、地主さんは振

興会というところですけれども、将来的にはそこをヤマ

ザクラの里にしようと。中は当然、材を出すのに林道を

造りましたんで、そこが散策道路になるかなと。そこが、

うちの振興会の山だけが６ヘクタールぐらいならある

んですけれども、その奥に町の山も10町歩近く、10ヘク

タールぐらいあるもんで、今、町長ともお願いしているん

だけれども、そこ全体を全部やって、いろんなことに使

えないかな。そうすれば、振興会のほうもいろんなこと

があるんじゃないか、できるんじゃないかと。

　農協さんもいろいろそこを今、あそこにも農協の施設

もありますから、これはボツになったんですけれども、

一時、あそこで、要するに地ビールの工場を造ってやり

たいという、いいな、地ビール、ビール飲みながらあの

高原でススキ眺めたらいいなというようなことで、それ

を私たちも非常に賛成して協力したんですけれども、

ちょっといろんな事情で、それはボツになりましたけれ

ども。

　そういういろんなことで、あの高原をいろんな方面で

楽しんでもらえるような、これから設備というか、利用し

ている団体とか企業があったらいいな、私は考えてい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　何かいろんなことが、道路がやっぱり中まで通ってい

るというのがいろいろ、シャトルバスが行けるようなとか、

そういう整備ができているなというのがすごいんだろう

なと思います。

　片方でちょっと管理のほうの質問も来ているんです

けれども、担い手の問題というのも先ほどありましたが、

もう一つ、省力化という関係で、これ僕の話の中なんで

しょうね、山焼きの道路の防火帯に沿って軽トラが入れ

るようにするような話が蒜山でも聞いたことがあるけれ

ども、細野高原でも何かそういうことができる部分が

あったらコメントをお願いしますということなんですけ

れども、これどなた……、そういうのが可能そうなところ

というのはあるんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　防火帯、先ほど今、白川先

生の言った、あそこの防火線沿いにパイプを引くかとい

う案も去年出ました。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。やっぱ

り一晩で考えるようなら大体考えているんですね。

○パネリスト（山田賢一）　やって、水道屋さんに見積

りを取らせてやってみてはどうかなと思ったら、距離が

長過ぎてちょっとそのままやるんじゃ難しくないかという

ことで、それはボツになりました。

　もう一つ、今、いろんな林業試験場とかなんとかでお

話を聞いているのは、内山さんが専門ですけれども、あ

の防火線に防火林を植えて、要するに火の広がらない

ような防火林を植えて、それがただの面白くない木じゃ、

何も観光資源になりませんから、将来的に防火林であ

りながら観光資源の一助になれるような、例えばいい

んじゃないかって、内山さんが専門ですけれども、サザ

ンカとかツバキとか、一番強いのはサンゴジュなんて

いうのがあるらしいんですけれども。それらを防火帯に

10メートルぐらい、本当の火が出るところじゃなくて、火

があまりばんと燃えないようなところは防火林で防火帯

みたいなものを設置したらどうかなというようなことも

皆さんとは議論していますけれども、まだ実現はしてい

ません。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

　やっぱり結論というか、ちょっとすぐには出ないんで

しょうね。どこの地域でもいろいろそういう山焼きの省

力化とか安全性というのは出されているんですけれども、

高橋さん、何かその辺で、阿蘇のほうでは物すごいたく

さんの山焼きやっていますし、工夫されている部分もあ

ると思うんですけれども、人数も多いですが。ちょっとど

ういう、事故のほうの部分ですし、省力化の工夫で何か

あれば教えてもらえますか。

○パネリスト（高橋佳孝）　やっぱり事故は、毎年とは

言わないけれども、数年に１回必ず出ているんですね。

事故が起きると、もうやめてしまうという、そういった一

つ大きな問題が２つあって、１つはもう担い手がいない

で、いつやめるかを考えず、ただやめてしまう。責任者が

責任を取るなんて無理。例えば阿蘇の場合では、区長さ

んが火入れの責任者。

○コーディネーター（白川勝信）　火入れ責任者。

○パネリスト（高橋佳孝）　であれば、区長さんという

のは、例えば２年、３年で替わっていきますよね。そうす

ると、もう区長になりたくないという人が出てくるんです

よ。しかも、それ裁判ざたになったりとか、いろいろ面倒

くさいというのがあって、それで、多分この阿蘇の分科

会で相談される南阿蘇の村長さんがいて、南阿蘇村は

地震による被害によって野焼きができなくなったところ

が多いけれども、もともとそういう構造的な問題で、いつ

もどうなるか分からないというから、どんどんやめる、や

める、やめるというのが出てきていたんですね。そこで

少なくとも火入れ責任者は首長がなるということで、実

は安心して野焼きを再開した牧野参加者。ただ、それは

もちろん責任者だけの問題じゃなくて、そこに県や、ある

いはボランティアや市町村の協議会みたいなものをつ

くってみんなで応援してそこを再開するわけです。なぜ

再開するかというのは、これも多分、分科会で論議され

るように、熊本市民にとっては水源の源である草原の水

源涵養力というのは、実は阿蘇のほうは森林よりはる

かに高いんです。もしかしたら東伊豆もそうかもしれな

い。そういう草原の価値をみんなで共有して、それを

守っていくために役所も汗をかくし、お金も出しましょう

ということでやっている例が１つあります。

　もう一つは、牧野ごとに、さっき白川さんがおっしゃっ

たように車が通れる防火帯をやっぱり造りたいという

のが物すごく強いみたいですね。鉄鋼スラグの廃材み

たいなものが簡易的にですね、舗装までいかなくてもか

なり強い道が造れるということがあって、そういうものを

り保全という中で、首都圏から来る人が結構多いので、

500円、それくらいのお金ですけれども、地元の人に

とっては500円高いなと言いますけれども、首都圏から

来れば取りあえずそれが妥当ではないか。しかし、やっ

ぱり行くまでは結構ブーブー、周りを見ますと、現地に行

きますと、やっぱりすばらしい景色を見た中で、それは

当然当たり前の話だということを聞きますのでで、町と

してはそれがいいんじゃないかとは確認しております。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　入山料の話をしたら、先ほ

ど言った、今ススキがあるだけじゃなくて、今年、去年は

コロナのことでやらなかったんですけれども、山菜狩り

でも、私たち財産区で、入り口のところでお金を頂いて

います。あそこの入り口のところで来て、町民の方とよそ

から来た人はちょっと金額を変えて頂いております。

○コーディネーター（白川勝信）　細かい対応をして

いるんですね。

○パネリスト（山田賢一）　そうですね。それはいろん

な観光協会さんのご指導でいろいろやっていまして、町

外の方とか宿泊した方、地元の方ということで、３段階

ぐらいに値段を分けてやって、財産区の役員があそこ

でガードしてやっております。

○コーディネーター（白川勝信）　なかなか結構ね、お

金を頂くというのは勇気の要ることで、お金出したけれ

ども、こんなかってなっちゃう……

○パネリスト（山田賢一）　文句が出ますけれども、こ

れは富士山のあれと一緒だから、この山も管理するお

金ですからということで頂いています。

○コーディネーター（白川勝信）　そういう意味じゃ、

草原の価値を知っていないと、お金下さいとは言えな

いわけですから、それだけ価値を認識しているというこ

とですよね、地域の皆さんが。

○パネリスト（山田賢一）　何回かは、あそこまで来て、

ゲートのところで帰っていく方も結構います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。帰っていく

方もおられるんですね。

　草原の価値という中で、さっきちょっと質問とかを後

に、教育のことについて、町長もおっしゃったし、高橋さ

んもおっしゃっていたんですが、幾つか質問が来てい

るんですけれども、まず、高橋さんに、全体的なことだと

思うんですけれども、草原の価値の教育的効果につい

てのことの質問で、草原で子供たちに何を伝えられる

のかというのと、火入れとか野焼きを体験すること、伝

統的な作業としてそういうことを体験することの意義み

たいなところは、大きな話ですけれども、どういうところ

にあると思いますかという質問なんです。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原、教育者じゃないんで、

偉そうに語ることはできないんですけれども、価値と言

うまでもなく、大きく２つあると。１つは体験、五感で体験

したり、野焼きを体験したり、自然の雰囲気を体験した

り、草花を観察したりということと、それからやっぱり仕

組みづくりを学ぶというところですね、文化も含めてで

すね。体験に関しては、学校の中では語れないし、教え

ることができないことが屋外でできる。

　阿蘇の場合、全部の小学校で草原の学習をすること

が今できています。それで、発展性というか、私たちもそ

のほうがいいなと思ったのは、それを端緒にして、今度

はそれが公民館活動に地域活動にいく。そうすると、地

域の関わってくれる人たち、大人の人たちも増えていく

し、景観も入ってくるし、公民館として地域の草原を守っ

たり、上で寒いんですが、阿蘇の場合、草泊まりという、

草刈りをして、地元の集落と草刈り場の集落まで500

メートル以上の標高差があって、毎日通うの大変だか

ら、家族みんなで山の上に行って、草で作ったテントで

２週間ぐらい泊まって草刈りするという文化があったん

ですけれども、その中で子供たちを泊まらせて体験させ

たりというようなこともできている。

　だから、端緒は学校教育からだったんだけれども、

今は地域教育というか、教育という言い方がいいのか

悪いのか分からないんだけれども、地域の文化や歴史

や、その成り立ちや技術や意識や知識というものです

ね、子供たちに引き継いでいくと同時に、家族やその関

わる人たちにも広がっていくというものがいいですね。

少しずつ何か所かに広がっていく。そこのほうが私は

大事になってくるかなと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ＳＤＧｓの地域版とい

うか、そういうこと……

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。そんな感じに

なるのがいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　先ほど石島さんから

も、最後のスライドでＳＤＧｓという言葉があったんです

けれども、観光コンテンツそのものとしてのＳＤＧｓとか、

そういう学習のニーズというのはあるんですかね。ＳＤ

Ｇｓを学ぼうとか、そういう草原の自然、先ほどでの説明

だと、観光での収入が草原の保全に行くということだっ

たんですけれども、阿蘇ではボランティアの人は年間

2,000人以上来るし、実はうちのほうも木を切ったりと

か草刈りの体験を教育ツアーとして、一応プログラムと

いうのはあるんですけれども、そういうのは、こちらのほ

うではそういうニーズみたいなものというのはあるもん

ですか。

導入することで、野焼きを再開したり、そういう、向こうで

は恒久防火帯という言い方をするんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　恒久、ああずっと使

えるもの。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうです、ずっと使える防火

帯。道路さえあれば何とかなる。そういうものに対しても

県の事業として、導入するところにはそういう必要な経

費を出すというふうなこともでてきています。

　やっぱり今の方向性としては、恒久防火帯ですね。

　もう一つは、以前、草を刈っていて、もう裸になるよう

な状態がありました。阿蘇も秋吉台も全くそういう状態

ですね。その頃はですね、こんなに広く防火帯を切らな

くても安全だったんですよ。草がもう持ち出されている

から、火をつけてもそんなに大きくならない。今は雄大

でもう映像に入るとものすごくいいように見えるかもし

れないけれども、まさに危険な状態にあるわけですね。

25メートルぐらいまで炎が上がったりします。そんなに

危ないんじゃ、もう野焼きができないという話があった

んですが、最近、カヤ刈りとして、冬場の枯れた草をい

ろいろな方が刈っているんですよ。牧野さんにもお願い

をして、そこに入らせていただいて、たくさん刈るように。

牧野さんがそれで一番喜んだのは、野焼きが楽にな

るって。もともとあの草原の価値があって、それを維持し

ようとすることも重要ではあるんですけれども、実は、そ

れを維持するためには草をうまく利用することがそれに

もまた役に立っている。もちろんお金という点もあるかも

しれないし、材として文化財の保全に役立ったりするこ

ともあるかもしれないけれども、利用することで、実は管

理の省略化や安全性にも物すごく貢献できているとい

う、そういう仕組みづくりをみんなで共有していって、

やっぱり何か草を利用する算段と創意工夫によってひ

とつひとつやっていかれたらいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　そもそも利用してい

たから草原なのであってというところに立ち返るという

ことですね。

　ちょっと会場からの草の利用についての質問、多分、

山田さんにお答えいただいたらいいと思うんですけれ

ども、１つはミカン畑に草を使っていたときは何月ぐら

いに使っていたんですかということなんですけれども、

刈る時期というのは、決まった時期に刈っていたんで

すか。

○パネリスト（山田賢一）　刈る時期は、10月から11

月、要するにこれから秋口にかけて、もうカヤが緑がな

くなってきて、要するにそれのほうがもちがいいもんで、

青い草を刈ってやるよりも。だから、皆さん大体、草が枯

れ始めた頃から、10月から11月頃から。それで、して、

少なくとも２月に山焼きをやるもんで、山焼きのときまで

には、刈った草は持ち出してくださいよというようなこと

でやっておりました。

　だから、そうですね、大体今から、10月から11月頃

が一番多いと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　それと、かやぶき屋

根には使っていたんですか。

○パネリスト（山田賢一）　僕の記憶というか、前は

使っていたという話も聞きますけれども、実際、私は見

ていないもんで、何とも言えません。使っていたと思い

ますよ。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。使って

いたとしても、大分昔、古い時期ということですね。なる

ほど。ありがとうございます。

　ちょっと別のユーチューブのほうからの質問、すごい

いっぱい来ています。何か皆さんやっぱり、これはです

ね、シャトルバスのほうなんで、石島さんにお伺いした

いんですけれども、シャトルバスをやめたのに料金を

取っているのはどこで取っているんですか、どういうふ

うに徴収している、徴収方法を教えてくれませんかと書

いているんですけれども、それは何かゲートを設けたり

とか、そういうことですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。下の103台置け

る駐車場の入り口のところに受付がございまして、そこ

で一応、感染症対策でいろいろアルコールをやったり

とか、そういうときに払っていただいてパンフレットを渡

しています。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。コロナ対

策も一緒にできるしということですね。

○パネリスト（石島専吉）　はい。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　そのやり方というのは、割と最初の頃からそういう形

でやっていたんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。その期間だけな

んですけれども、ですから、１日過ぎれば無料で入れ

ちゃうんですね。ですから、最初は私も何でお金取るん

だよってものすごい言われているようなお客が多かっ

たんだけれども、やっぱり最初はそういうふうに、高橋

さんが言っていたように、入山料って何で取るのってい

うのを、無料のイベントというのはよくないという前任の

観光協会長から言われていて、そちらの前任の観光協

会長がそういうふうにして、私たちもそれを引き継いで

います。それを財産区のほうにも使用料として払えると

いう形になっております。

○コーディネーター（白川勝信）　町長、何か。

○パネリスト（太田長八）　入山料に関しては、やっぱ

秋って紅葉するところあるのかいって言われて、昔はも

う強気でしたから、もう団体客ばんばん入ってくるから、

じゃ結構ですよ、もうどこかの箱根とか北関東とか東北

で見てくださいと、紅葉は。伊豆はちょっとないんで結構

ですみたいな感じだったんですけれども、今は反対で

すから。紅葉する木はないんですけれども、やっぱりそ

ういうススキで秋を楽しんでほしいというのが１つです。

　あともう一つだけ、去年のススキのイベントで7,200

人来たわけですけれども、そのうちの350人にアン

ケートを取ったんですね。さっきの話とちょっとつなが

るかもしれないんですけれども、イベントの売りで何が

一番よかったですかというのは、やっぱり「絶景」でした。

これ断トツで絶景。それで、参加したい新企画、これは

多かったのが「１日限りの星降るキャンプ場」、あと、

「大自然をそのままに」という方もありますし、あと、「野

外コンサート」。これは今年はできないんですけれども、

一昨年まではホルンの演奏会だとか、稲取高校の吹奏

楽部の演奏会を土日にやったりとかしておりましたの

で、そういうことです。あと、細野高原に必要な施策とい

うことで、「アクセス道路の拡充」とか「絶景ポイントの

紹介の充実」とか、そういうことを書かれている方が多

かったということですね。

　ですから、伊豆というのは本当に秋も楽しめるんだと

いうことを観光客の皆さんにも知ってほしいということ

でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

秋を楽しんでほしいという、観光客の方へのメッセージ。

　山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　管理していくのがどういう

ことかということを言われてもあれですけれども、私はよ

く親戚とか友達とかなんとか来たときに、細野高原を連

れていくと、必ず言われるのは、何だ伊豆は山が深いん

だな、よく言われます。大体皆さんは海岸だけ走って

帰ってきて、伊豆半島の中のほうへ入るのは、天城道路

ぐらいのところしかないと思いますけれども、各町には

深い山が、山が深いです。だから、そういうことを楽しみ

ながらいろいろ山を楽しんでいただければありがたい

なと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　すみません、ちょっとチャイムが鳴っちゃって、時間が

来ちゃったんですけれども、コンパクトに高橋さんと町

長にもコメントいただいて終わりたいと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原は非常に懐の深い資

源だと思います。それで、将来に向けて決して暗いこと

ばかりじゃなくて、多分21世紀の持続的社会を語る、こ

れほど人と自然との関わりの仕組みが何千年も続いて

いるというのは、すごい懐の深い地域資源なんだろうと

いう。ただ、それを私たちが気づいていないような、これ

は研究者にもしかりだと思うし、行政においても多分し

かりだと思いますけれども、そういう意味では、もう一度、

草や草原の魅力をみんなでいろいろ創意工夫しなが

ら考えていく。新しい社会への土植えも可能になってく

る、そういう明るい展望を持ってみんなでぜひ協力し

合って次の世代にちゃんと続いていくようにしたいなと

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　じゃ最後に町長、お願いします。

○パネリスト（太田長八）　これは本当、ユーチューブ

を見ている全ての方に、これはもう人と地域の問題じゃ

ありません。これは全国の問題でございますので、全国

の方々、草原に対して興味を持っていただくことが私は

一番だと考えています。そういう中でこの草原、将来に

わたって保全なんかもね、やっぱり市町村の自治体で

連携してより多くの自治体に入ってもらった中で、草原

をいかに守っていくか、これをまたやっていきたいと思

います。そういう中ではまたユーチューブを見ている方、

その辺また支援と協力を賜ると大変ありがたいと思い

ますんで、よろしくお願いします。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　最後に非常に力強い、全国の方々、それから全国の

自治体に向けて草原共有を持ってまた加わっていただ

きたいというメッセージをいただきました。

　ちょっと僕の進行が不手際で12時を過ぎてしまいま

したが、これでパネルディスカッションを終わりたいと

思います。

　もう一度、４人のパネリストの方に感謝して拍手をい

ただけたらと思います。（拍手）

　どうもありがとうございました。

　じゃ、配信のほうもこれで終わらせていただきます。ど

うもありがとうございました。

○司会　皆さん、どうもありがとうございました。

　午後ですが、１時から東伊豆、阿蘇、蒜山の３会場で

分科会を開催いたします。午後１時になりましたら、そ

れぞれの会場で分科会を開始してください。よろしくお

願いいたします。

　その後の全体会のウェブ配信については、午後３時

20分からを予定しておりますので、午後も引き続きよろ

しくお願いいたします。

　午前の部につきましては、以上で終了となります。あり

がとうございました。

○パネリスト（石島専吉）　細野高原はまだそういう形

にはなっていないんですけれども、いろいろ摘果のミカ

ンの収穫を手伝うとか、いろいろそういうカーネーショ

ンの花を、そのまま結局時期が過ぎちゃって、全部それ

を捨てちゃうわけですね。そういうのを何か手伝う体験

だとか、そういうことは、農業体験のほうなんですけれ

ども、そういうのは少しずつプログラムに入れているん

です。まだ参加者は少ないんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　そうなんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そういうのは年間を通して

いろいろちょこちょこやっています。

○コーディネーター（白川勝信）　じゃ何か、これだけ

宿泊施設もあり、こういう海と山とっていう、すごく近いと

ころにあるという環境だったら、本当に、うちは体験教

育とかをすごく受け入れているので、何かメニューが

つっこんでいきそうだなと感じました。すみません、

ちょっと僕の興味のほうでちょっと質問をかぶせてし

まったんですが。

　もう一方、これも教育のことなんですけれども、次世代

に伝えていくために教育現場でできること、望むことは

どういうことがありますか。町長のほうから遠足の記憶

がっていう、高橋さんもそうだったんですけれども、遠足

以外でということということですが、教育現場でどういう

ことができるでしょうかね。どなたでもお答えください、

せっかくですから。どなたかありますか。

○パネリスト（太田長八）　まず、自分から言ったのは、

まず細野高原に対しての愛着ね。　子供のときから。そ

れがなければ、細野高原の保全はもう無理だと考えて

おります。そういう中で、まず町民が行った中で、細野高

原のよさが分かった中で、そしてやっていけば続ける方

向で、地域効果やったんです。それによってよさが分

かって、そうすれば、先生が言ったように子供が行けば、

必ず父兄が行きます。そういう中で全体的にやっていき

たい。それとやっぱり子供たちも自分で働いたお金で

いろんなことができる。そういうことができれば、子供た

ちの教育になると考えております。

　そういう長期的に考える中で、やっぱり子供が細野

高原に興味を持たせなければ、自分は細野高原の保

全は絶対無理だと考えておりますので、そういう中で、

そこが一つのいい機会じゃないかというようなことです。

　教育的効果、高橋先生がおっしゃったテントを作っ

てそこに滞在する、そこでキャンプするとかね、やっぱ

りそういうのがあると、教育的な体験になるんじゃない

かと考えています。

　何しろ小さい子が草原に対して興味をいかに持たせ

るか。それだけは私はいろいろと考えております。やっ

ぱり何事も一から小さい時からやっていくというふうに

ありますので、そこからの教育が私は一番大事じゃな

いかと考えておりますので、そういうふうに言わせてい

ただきました。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　ほかにありますか。

　ちょっとそろそろ時間が来ているんですが、いろんな

方の質問、本当にありがとうございます。

　もう１個だけ、僕に質問、これは物的なことなんで、カ

ヤが高いという話が出て、850円で売るのは高いん

じゃないかという……

○会場より　（「いや、違う、どうしたら高くできるかとい

うことを聞きたかった」と呼ぶ者あり）

○コーディネーター（白川勝信）　それはなぜですかと

いうことなんですが、これは、中間業者に販売している

んじゃなくて、カヤの施主さんに直接販売しているので、

一旦集めると安くなりますけれども、カヤぶき職人さんと

かカヤの施主さんとしっかりネットワークをつくるのが

高い価格で販売している一つかなと思います。価格に

ついてはカヤぶき職人さんに相談して決めた価格です

ね。すみません、以上です。

　いろいろお聞きしたんですが、ちょっと最後に皆さん

から一言ずつ、草原に関わる人への誰かを想定して、

子供でもいいですし、観光客の人でもいいですし、また、

ユーチューブで見ていらっしゃる方でもいいですけれ

ども、一言ずつメッセージをいただけたらと思います。

石島さんから、今度は反対にお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　４人目だと思って安心して

いたんですが、私は観光ということからちょっとお話を

させていただければ、何で秋のススキなんだという感じ

なんですよね。これはもう10年ぐらい前から団体の宴

会型のお客さんが激減しています。今まではもう団体で

バスで来て、もう20人、30人で宴会して、朝ばっと８時

頃帰っちゃうんですよね、もう朝食を食べて。ですから、

観光する場所なんていうのは全く必要なかったんです。

秋以外の春には河津桜もこうやってやっておりますし、

夏はやはり海水浴とか、そういうリゾートという感じが

ありますのでよかったんですけれども、それなもんで、秋

が全然オフシーズンになっちゃんたですね、一時期。そ

れで、やっぱり観光協会のほうも、せっかくああいう高

原のいい場所があるんだから、ススキのイベントをや

らせてくださいということで、財産区に頼んで町と協力

してやったような状況がございますので、そのような形

で、やはり春夏秋と楽しめる、そういうコンテンツが欲し

かったということがまず１つですね。

　ですから、秋によくお客さんに言われたのは、伊豆の
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維持活動に携わる一方、携わっただけの対価を受け

取る、あるいは携わった人が対価を実感しているのか

という話がありました。こちらの細野高原は、地元の集

落の方たちが山焼きをされていますので、その方たち

がちゃんと対価を実感されているのか、あるいはそこ

に税金を使っているわけですから、町民の皆さんがそ

れを実感しているのか。そういうことが前回議論に

なったと思います。それからどう変わったのかというの

は後のパネルディスカッションで聞かせていただきた

いなと思っているところです。

　前回のテーマは、忘れられた草原の再発見、その保

全と活用ということで、生物多様性、外来種、シンニュ

ウが間違っていますね、これ。広島ならではの間違い

ですね。外来種侵入……、深入山という山があるんで、

草原の山です。草原のやぶ化、森林化など、草原の質

の問題について共有されていない。草原の生物多様性

はどうなっているんだろう、景色としてはいいけれども、

本当にそこは価値があるというのが認識されているの

かというところの問いかけと、もう一つが草原を守るこ

とによる生態系サービスや経済的恩恵を享受する仕

組みがない。これについても話がありました。その後、

たしか僕が記憶しているのは、都内の電車のつり広告

に草原のことがかけられたりというＰＲをされたりとか、

あるいは入山料を早い段階から取り始めた、草原では

あまりないのかなと思いますけれども、そういう事例を

先立ってされたという記憶があります。今日はそういう

話もまた後で聞かせていただきたいなと思っていると

ころです。

　そして今年、2021年のテーマですが、今回はオンラ

イン開催ということで、ここの東伊豆町、それから阿蘇、

そして蒜山のほうでも分科会が開催されます。大きな

テーマは、未来へつなごう！壮大な海すすきの草原、そ

して、分科会のテーマは、保全・利用・継承、草原の公

益的機能について、それから、茅の利用と草原保全と

の関わりということで、どちらかというと今、草原に話題

になっているのは茅の利用とか、利用ですね、利用と

か草原の機能というところにだんだん目が移ってきた

のかなと思っています。

　先ほど課題として示されていた２つのことですね。２

つ目は、そういう利用とか、草原の価値をどう実感する

かという話だったんですが、もう１個、１個目の草原そ

のものの価値というのが果たして僕らは認識されてい

るのか、希少生物とかですね、生物多様性のほうが認

識されているのかどうかというのは、これはむしろ草原

を研究する研究者が発信できているかどうかというこ

とになるので、ここ地元でも内山さんとかを中心にいろ

んな研究が進められてますし、今から継続的にやって

いって情報を出していかないといけないだろうなとい

うふうに思っています。

　今日こちらに呼んでいただいた縁というのが、僕ら

は草原研究グループというのを組織しています。西日

本草原研究グループというのを組織して、これは蒜山

で調査しているんですね。これだけキキョウがあるとこ

ろも珍しいです。自生のキキョウがたくさん咲いている

んですね。僕たちは大体、10年前ぐらいは月に１回集

まって、あちこちで研究していました。例えば３月は学

会で岩手県に行っていたんですけれども、十和田湖畔

までちょっと車で走っていっていました。何かこんな雪

があるのに、ちょっとでも空いていれば何か探したくな

るのが僕らの常で、このときは、東北のほうに行くとフ

キが大きくなるんですね、フキノトウも大きいのでびっく

りしました。あるいは大阪の吹田というところで、町な

かで調査をしたりしています。こんな住宅地の中なん

ですが、ここの草原は、もうここの土地が売れてしまっ

たら生き物がいなくなる。こんな町なかでも希少種とい

うのはちゃんと残っているんですね。ずっと管理がされ

ていれば、何ていうかな、開けた環境があって、継続的

に管理がされていれば、そこに生き物が残っていると

いうことが分かっています。それをじゃどうするかとい

うのは次の問題なんですね。

　画面共有が止まったんですが、大丈夫ですか。

○スタッフ　一度ちょっと。

○講師（白川勝信）　共有の再開、これですね。すみま

せん。写真を今、見てもらう……、まだ、すみません、声

だけ聞こえていたみたいで申し訳ない。

　吹田の草原はこんな感じです。

　僕たちは草原研究会なんですが、僕自身は高原の

自然館という博物館に勤務しています。学芸員という

仕事をやっていまして、会場の皆さんの手元には、この

高原の自然館のパンフレットが手元にあると思います。

とてもとっても小さな建物なんですが、博物館。博物館

はこの辺には何かあるんですかね、ないですか。静岡

○司会　それでは、ただいまより白川勝信さんによる

基調講演となります。

　白川先生は、生態学をご専門とされ、2003年より広

島県北広島町の芸北高原の自然館に学芸員として勤

務されております。現在は、湿原、半自然草原、里山林

など、地域の人間活動によって維持されている生態系

の保全をテーマに活動を展開されています。子供、事

業者、行政、ボランティアなど様々な主体による自然へ

の関わり方を見直し、新たな仕組みを組み込みながら

地域と自然を将来に残していく道を模索されておりま

す。2017年には、第１回ジャパンアウトドアリーダーズ

アワード大賞を受賞されるなど、草原をはじめとする

様々な分野での活躍をされています。

　それでは、早速でございますが、基調講演のほうをよ

ろしくお願いいたします。

○講師（白川勝信）　こっちはマイク持っていていいん

ですよね。じゃちょっと話させて……、その前に写真を

撮らせてください。何ですかね、向こう側にいる人は多

分、会場の様子が分からないと思うので、ちょっと撮ら

せていただきます。今、配信はもうされているんですか。

ありがとうございます。

　よろしくお願いします。白川です。

　今日、80分くらいお話しさせていただくと思いますん

で、よろしくお願いします。

　こんな感じですね、見えますかね。見えますかねって

いうと、ライブ配信している相手の人から返事がない

んで、分からないんですが、会場にいる人はこんな感

じです。東伊豆町ですね、いろんな人が来ています。

　これは08年の東伊豆のサミットです。全国草原シン

ポジウム08ｉｎ東伊豆ということで、今年の草原サミッ

ト・シンポジウムは１年間延びたんですけれども、本当

は2008年に一度サミットをやる予定だったんですよ

ね。それがあったので、僕としては、ああようやくここの

東伊豆でサミット開催できて、本当にうれしいなと思っ

ています。今回もここに来るのを楽しみにしていまして、

駅前のキンメダイのオブジェをまた見れるかなと思っ

たら、キンメダイのオブジェがなくてですね、それで

実は自分がこうやって回している写真がなかったんで

すよ。だから、今回こそはキンメダイぐるぐるやるぞと

思って、なかったんで、ああと思っていたら、移設されて、

この役場の真向かい側の海の近くにありましたんで、ぐ

るぐる回させてもらいました。ちゃんとヒレも動きました

ので、東伊豆に来たことがない方はぜひお立ち寄りく

ださい。

　役場のすぐ横には朝市があって、前回はこの朝市に

寄らせていただいて、たくさんの海産物が売られていて、

やっぱり海の近くだなというふうに感じました。本当に

懐かしい、懐かしい町で最高でした。

　前回もこうやって細野高原の上に登って、たしかここ

は塩坂さんから教えてもらったフライトをしているとこ

ろですかね、パラグライダーが飛ぶところで、何かこん

なこともできるのかなという、草原っていろんなことが

できるんだなということをそのときに感じました。とにか

く広くて一面ススキで、上から見れば海が見えるという、

すばらしいロケーションだなというふうな記憶があり

ます。

　今日は、僕、一番最初に話させてもらうので、前回い

ろんな写真を撮っていて、どっちかというと食べ物とか、

さっきのキンメダイの写真とか草原の写真とか、花の

写真が多かったんですが、会場で１枚だけ写真を撮っ

ていました。これどなたのスライドか分からないんです

けれども、こういうことが課題の提起というスライドが

あったんですね。山焼きによって、草原という景観を維

持することだけで十分なのかという問いかけと、草原の

造ってくださいと言ったわけじゃないですね。そうやっ

て造っても多分残りません。ここを残すのは、牛を入れ

る。これが残すための策。一つ一つの景色に一つ一つ

のできてきた履歴がある。それをどう読み解いて、それ

をどうつくっていくか、これがフィールドミュージアムの

学芸員の１個の仕事です。

　美人林といって、ブナ林と言えば白神山地のブナ林

も有名ですが、日本の中で有名なブナ林を幾つか上

げていくと、出てくるのがこの新潟県の十日町市にある

美人林のブナ、ここにも博物館があるんですけれども、

その裏山です。このブナ林はブナが細いんですよね。

東北のほうとか、ブナ林って割と広島のほうだととても

珍しい、原生林というイメージなんですけれども、東北

のほうに行くと、森を伐採して何もしないとブナがこう

やって生えてくるそうです。長野県とかも結構こういう若

いブナの林があるんですね。だから、もしこの美人林

のブナ、こんなブナ林を維持しようと思ったら、ある時

期にここを全部伐採すればいいということになるんで

す。そういうふうに人間の働きかけと風景とか自然とい

うのがお互いに行ったり来たりの関係にすると。それ

を一歩ずつ読み解いていかないと、その自然をどう残

すかとか、活用するかという話に行き着かないんです

ね。例えば棚田なんかもそうですね。こういうところに

コンクリートじゃなくて、斜面を造って水路を造ると、生

き物がそこにたくさんくる。

　これは四国中央市、愛媛県の写真ですが、僕はこの

写真がとても好きです。「ウォーリーを探せ！」という絵

本をご存じですか。すごくいろんな絵が描いていて、そ

の中にたくさんの人物が描かれていて、いろんなことを

やっているんですけれども、その中にウォーリーが１人

だけいるという絵本があるんですけれども、この写真を

見ると、何かさっきの例えば棚田だったら田んぼが広

がっているし、干潟だったら水と土が広がっている。こ

の中を探していったら細かいものがたくさんあるんで

すよね。ここは四国中央市の大歩危小歩危とか、祖谷

とか、四国は急な谷が多いんですけれども、山の向こう

のほうを見てみると、隣の集落が山に張りつくように家

が建っているんですね。あそこ人が住んでいるんです。

だから、隣の家に行こうと思ったら、すごく斜面を上り

下りしないといけないし、こちらから見えるあの家まで

も、１回下まで下りて上がっていかないといけない、そ

ういう地域です。こういう傾斜の急なところでは、どうい

う農業をされているかというと、狭い中にいろんな作物

を作っていらっしゃいます。

　これ１軒のお宅でされていると思うんですが、そして

ここで特徴的というか、特産なのがお茶なんですね。

この斜面のところのきれいに植え込まれている、これが

お茶です。

　もう一つ目を引くのが画面真ん中ぐらいに三角の

立っているのがススキですね。すすきの三角の山形の

が見えますかね、これですね、これです。これはコエグ

ロと言うのかな、肥料にするための役割が１つありま

すが、もう一つ大事な役割があって、こういう斜面だと、

何もしないと、土がどんどん剝がれてきちゃうんですね。

だから、こういうススキを置きます。特にお茶畑の下に

もこうやってたくさん続いています。

　先ほど、こうやって人間が関わってつくられたフィー

ルドというのをどうやって守っていくのかなというのが

とても大変なんですが、ものすごく面白いテーマだなと

僕は思っています。どうですか、面白くないですか。草原

もその一つだってなるんですよね。

　お茶畑、静岡県の掛川市というところもとてもお茶が

有名なところで、新幹線からもよく見えるところですが、

ここでも草が使われています。茶畑があって、手前のほ

うに結構、草地がありますよね。ここ、これ見たことあり

ますか。通っていたら見える……、あそうか、ここ静岡

だよね。そうだ、何か静岡、それはそうだ、何を言ってい

るんでしょう。もちろんご存じですよね。あの「茶」という

字の近くは草が植えられていて、そこの草もちゃんと敷

き草に使われているんですよ。そうか、僕、今日、釈迦に

説法みたいな話を今からするかもしれないですね。

　静岡の茶草場農法というのは、世界農業遺産に指

定されています。その中でお茶のパッケージの裏側に

こういう葉っぱがついていて、この葉っぱが３個なら、

認証制度をつくっているんですね。生物多様性貢献制

度というのをつくって、３個だったら貢献度が高いです

よ、２個、１個ということで、そういうお茶の味とか値段

とかという別の価値をお茶につけています。そうするこ

とで、わざわざ草を刈って、そこの草地ができることで

生きる生き物を守っている農業ですよということを知ら

せながら、お茶の生産ができるようにしている、そうい

うところです。

　そうか、静岡でしたね。でも、静岡の茶草場と同じよ

うに、にし阿波の傾斜地農耕、また四国に戻ってきたん

ですが、徳島県でされている傾斜地農耕というのも、こ

れも世界農業遺産に指定されています。こういうところ

ですね、もう斜面です。さっき写真で見ていただいたよ

うな、隣の集落に行くためにものすごく行かないといけ

ないとか、家と家がもう斜面に張りつくようになってい

る。こんな感じですね。これ別にあまり誇張しているわ

けじゃないです。ここに立つと、カメラをどの角度が正

しいのか分からなくなるぐらい傾斜が急なんですけれ

の県立博物館はすばらしい大きな博物館がありますよ

ね。博物館の仕事というのは４つあります。あそうか、伊

豆にもあれがありますね、動物園がありますね。動物園

も博物館の一つですね。

　博物館というのは４つの仕事がありまして、資料を

集めて、資料を保管して、研究して、展示・公開します。

これが博物館の責務で、学芸員の仕事ですね。最近テ

レビでも割と「ブラタモリ」とかですね、学芸員の人が

出て来てしゃべったりとか、あとは何かクジラが打ち上

げられたり、リュウグウノツカイが上がったり、ダイオウ

イカが出てくると、何かよく学芸員の人出てきますよね。

ああいう人に資料をとにかく集めていって保管する、あ

るいは美術館にも学芸員というのがいます。美術品を

集めて保管して、研究して展示・公開する。この４つを

やっているのが博物館の仕事です。美術品を集める美

術館、動物を集める動物園、水族館、あるいははきもの

博物館、鉄道博物館、切っ手の博物館ですね、いろん

な博物館があるわけですが、基本的にはこの４つをや

ります。僕はフィールドミュージアムと言って、フィールド、

つまり外の、どういうんですか、野外を博物館と見立て

ているので、町全体が博物館だという言い方をしてい

るんですね。それどうなるのかというと、野外を建物の

中に集めることはできませんから、地域に関する情報

を集めて、地域を保全して、地域を研究して、地域を展

示・公開している。例えば細野高原という地域、ここに

関するいろんな情報を集めて、そこを保全して、そこを

研究しながら、そこの情報を発信していく、そういうの

が学芸員の仕事になると思います。

　今日はちょっとこの学芸員の視点というのを皆さん

と共有できたら、草原のことについて少しヒントになる

のかな。

　植物を保存するためには、例えば植物園は栽培をし

ますよね。博物館だったら押し花を標本にしたり、ため

るんですが、フィールドミュージアムはどうするかという

と、その草原をどう守るかということを常に考えていま

す。僕も頭を悩ませています。特にその場所をどうやっ

て保全するのかとか、今日のテーマでもありますが、ど

うやって展示・公開、つまりみんなに活用していくのか。

保全したり活用したりというのは、大きなテーマだし、

正解がまだないものですね。

　例えば、ここからは写真をちょっといろいろ見ながら

お話ししたいんですが、この夏、僕は八ヶ岳をちょっと

歩いていたんですけれども、八ヶ岳というフィールド、こ

れを保全しようと思ったら、どうするかな、考えると、もう

ここを例えば保護区にする。それ一つの方法ですよね。

あるいは歩く道筋を１つ決めて、ここからはみ出ないで

くださいね。そうしたら、こういうコマクサとか、チシマ

ギキョウは守られるかもしれない。人間が何も関わら

ないということですね。

　八甲田山も登ってみました。八甲田山って、名前は聞

いていたんですけれども、行ったのはこのときが初めて

でした。こんな雪の中をガイドの人と一緒に歩いたん

ですけれども、これを保全するといっても、人間がどうこ

うするレベルのものじゃない。何もしなくても、この景色

は多分残っていくんだろう、雪の上ですからね。

　こうやってエビの尻尾と呼ばれるような、これをじゃ

博物館に持って帰れるか、これ展示・公開できないで

すね。気温が低いところで風が吹きつけるからこういう

氷の形ができる。だから、人間にはまずつくれないとい

うのは、そういうところは残すといっても、そのままにし

ておくか、温暖化を止めましょうということをするしかな

いんです。片方で、今日のお話のメインは、人間がいな

いとなくなっていくフィールド、こちらのほうが、どういえ

ばいいのかな。関わりを続けるということで、やりやす

い面もあり、やりにくい面もある。本当にさっきの自然の

中というのは、禁止、禁止ってしないといけなくて、いろ

んなことを禁止したり、見守りするのはとても大変なん

ですね。でもむしろ関わり続けるということ、例えば有

明海の干潟ですね。これも自然ですけれども、ここの自

然です。遠くまで遠浅の海があって、潮の満ち引きに

よって、満ちたり引いたりしています。こんな美しいすば

らしい景色があるし、これが潮が引いたらこういう形。

ここで行われている伝統的な漁業、こういうものという

のは、じゃこの景色を、人が入っていけるこの景色をど

う残すかといったら、捕り過ぎないということもそうで

すし、捕るためのルールをつくるという、人間側でこれ

決めていけるんですね。人が関わっているところは、人

間側が関わっていけば何か可能性があるんだろうと。

　段畑って聞いたことありますか、段畑。棚田か。棚田

はよく聞きますよね。段畑っていう景色があって、これ宇

和島の先のほうに行くとこういう景色があるんですけ

れども、傾斜が激しくて、水がたまらなくて、この細い畑

を造っているんですね。これ人がずっと石垣を積んで

造った景色です。こういうものを残していこうといった

ときには、ここの農家さんが儲かれば多分この段畑の

棚田は残っていきますし、こんな関係です。

　阿蘇ですね、これは。阿蘇に行くと、山の斜面に横向

きにずっと筋がついていて、これは誰かがつけたわけ

じゃなくて、牛は草を食べるときは横に横に移動する

ので、横に横に道が勝手につきます。これがつくことで、

段畑じゃないですけれども、ああいう段々ができていく。

この景色すごくいいなと思っても、土木業者さんにこれ

だけが持っている知識があるはずなんですね。

　自然だけだったら、ここは水が勝手に湧いてくるん

です。熊本県阿蘇市の住宅地の中のほうなんですけれ

ども、もうばんばん水が湧いてくる。これは自然の力で

すよね。自然の力で地下水が湧いてくるけれども、その

自然の力を使って人間が働きかけて水田にしていくと。

水が豊かなところで水源を造る、これはいろんなところ

で造られています。

　もっと水があるところ、これは徳島県の河口近くなん

ですが、鳴門市では広いレンコン畑が広がっています。

これは南海地震という地震が起きたときに、低湿地に

なったところを、今はレンコン畑に使っている。自然に

できたものを人間がレンコン畑にして、レンコンを作っ

て。そこには地下水がしっかりありますから、これをくみ

上げて、この機械ですね、右下のほうにあるこの機械。

これは水がぷしゅーといつも出ています。これでレンコ

ンを洗っています。ちょっとなめてみたら、鉄さびと

しょっぱい塩の味がします。

　こうして人間がレンコン畑を作っていくと、水路がで

きます。その水路に、これはわらを束ねて浮かべている

んですね。スサという、建築の方はご存じですかね。僕、

なじみがなかったんです。壁を塗ったり、左官さんが使

うときに混ぜるわらというのは、そのまま混ぜているん

じゃなくて、１回こうやって漬けておいて、乾かして、そ

れを使うそうです。徳島県は、こうやってクリークをたく

さん、低湿地でレンコン作って、クリークを造って、その

クリークをまた使っている、人間が使っているわけです

ね。それで水路をもう完全に乾かしていくんじゃなくて、

もう湿地と一緒に生きていく道を選んだことで、その水

路にはこうやってオニバスが残っていると。オニバス

は、別に植えたわけじゃないんですね。人が湿地を全

部変えるんじゃなくて、湿地の環境を生かして水路とレ

ンコン畑で、そういう生活をしたから、たまたまオニバ

スが残っていた、こういう状況です。

　だから、自然への働きかけを機械的にどんどん変え

ていくとか、大きな開発じゃなくて、そこの自然に合った

生かし方をする、使い方、生き方をすることで、今度、自

然のほうもそれに反応する生態系ができていく。

　今日ずっとこんな話ばっかりしていますけれども、

いっぱいあるんですね、日本の中に。

　これは福島県の三島町というところで、連れてきても

らったのはマタギの集落です。マタギに会ったことあ

りますか。ある人いますか、東だからいるのかな。僕、全

然マタギ、マタギとか本の中の人だろうと思っていたら、

マタギの人がちゃんといたんです。日本の伝統工芸品

に指定されている、こういう編み籠、奥会津編み組細工

という技術をこの人は伝承されていて、それを作ってい

ます。材料は山で取ってきたもので、後ろのほうにはこ

ういうブドウのつるとか、クルミの皮とか、それをいつの

時期に取ったらいいかとか、どんなサイズなら取って

いいけれども、このサイズは残しておいたらまた来年

取れるとか、そういうのを全部知識として持ちながら細

工物を作っています。

　その後ろには、こういう型枠ですね、かごを作るため

の型枠と、こういうものを持っています。カラムシとかキ

ロロとか、ああいうものも使っていらっしゃいました。そ

ういう使い方をすることで、山の中にはちゃんと野ブド

ウも残るし、いろいろな植物が残る。冬には、マタギな

ので熊を撃つらしいんですね。環境がちゃんと残って

生き物が残る。生き物が残るから、それに合った暮らし

というふうに、環境と人が行ったり来たりしながら暮ら

している。だんだん……、もういいですかね、多分。

　あと、これは兵庫県の淡路市です。小山に畑とか作

物を作っているんですけれども、棚田とか段畑とよく似

ていますが、一番上のここ、ここ分かりますか、山の一

番上。これ何だかご存じですか。これは近づくとこんな

感じです。何かあるかというと、特にない、広いんです

けれども、これはお墓なんです。淡路島、淡路の人たち

はお墓を２つ持っていて、埋め墓と詣り墓と言うそうで

す。埋め墓は埋めるところ、詣り墓はお参りするところ。

だから、亡くなったらここに体を運んで、ここに埋める

と。それは同じ場所に地域のいろんな人が埋まるんで

すね。じゃここがお墓なのかというとそうじゃなくて、家

の裏に墓を別で持っておいて、お参りするのはそっち

でお参りする。そういう独特なやり方をしているんです

が、ここを管理されているので、もちろん今はないです

よ、今は火葬になっていますけれども。でも、僕が行っ

たときには、まだ地域にそういうのを知っている人がい

るよという時代でした。ここをやっぱり草刈りするんで

すね。そうすると、そこに淡路島の希少種が残っている。

　利用の仕方が、今回分科会でもカヤの利用とか、細

野高原、観光とか、いろいろ草の利用というのはあるん

ですけれども、別の目的で利用することで、そこが草原

の生き物の生き場所になるということはあります。高知

県のお墓とかも、時々お墓で生けたものを燃やすから

ボヤが起きて山火事になって、草原の生き物が残ると

いうこともあるそうです。

　これは白老村、コタン、アイヌの人たちの家です。

こっちから見ると、全部入り口が見えています。反対か

ら見ると裏口です。ちゃんと川に沿って入り口があるそ

うですね。こうやって草を使って壁まで、屋根だけじゃ

ないですね、壁まで造ることで、断熱材に使っていると。

ども、電柱の立っている方向とか、杭とかを見ていただ

くと、斜めになっているわけじゃないことが分かると思

います。こんな斜面のすごいところで農業をしているん

ですが、やっぱり見えるのがこの真ん中、コエグロで、

近づいてみるとこんな感じです。こんな畑、僕、見たこと

なかったんです。これ畑なんです。見ていただくと、石が

いっぱいありますよね。ここの農業ってすさまじくて、草

がないとできない農業をされています。

　どういうふうに草を使うかというと、草をこうやって

刻むんですね、機械で。後ろにあるこれらの道具を使っ

て、すき込んでいくんです。すき込むときの音は、ジャ

リッジャリッといって、石を砕くような音がするんですね。

大体、草の堆肥を使うときは、１回、草を置いておいて、

それが発酵して、肥料になって分解されたところで畑

に入れるのが普通ですよね。でも、ここでは、この道具、

これも地元で作られた道具ですが、こういう道具を

使ってすき込んでいく。この刃がいっぱいあるのは男

性が使っていて、３本しかないのは奥さんが使ってい

るという話をされていました。

　こんな感じで、土壌が非常に、地力が弱いところで

農業をされています。これ世界遺産になったんですけ

れども、ここでできるものというのは、ジャガイモとかヒ

エとかアワとか、タマネギも植えていますよね。そういう

もので、じゃどう戦ったらいいんだろうということなん

ですね。世界農業遺産に認定されたはいいけれども、

ここに何かの付加価値をつけるとしたら、なかなか難

しいな、そういう話をされていました。それでも、僕は何

かこの景色を見て、すごい景色だなと思います。これ全

部、本当に機械が入らないし、人の手で一つ一つすじ

を耕して作っていって、それがこのコエグロと、それか

ら周りの景色の中にあるというのは、僕は何かの価値

がここにあるんじゃないかなというふうに感じるんで

すね。だけれども、ここにこうしたら残りますよという答

えはなかなか出ない。そう思いながら帰ってきました。

　こういうフィールドのものを残したり、考えたりすると

きに、僕はなんとなくの指針を５つ持っています。これ

は別に館の決まりとか、言われたものじゃなくて、僕自

身が思っていることなんですけれども、何か働きかけて、

そこを残していきたいとか、保全しましょう、活用しま

しょうとかいうときに、１個目が後戻りができるか。これ

やりましょうってやり始めたけれども、途中でやっぱり

やめましょうというところができていないと、１回やり始

めて失敗したのにずっと進めていくというのは、地域も

一緒にやっている人も苦しくなるし、悪い方向にいっ

ちゃう。

　２つ目が暮らしに寄り添っているか。傾斜地農耕を

守るため、世界遺産なんだから、あなたやらなきゃ駄

目ですよというような形では、多分、続いていかないの

で、そういう形で残しても意味がないだろうな。

　３つ目が土地の歴史を大事にしている。傾斜地農耕

をやっていたところを今までのそこの人の暮らしとか、

その人たちが作ってきたものをやっぱり大事にしてい

きたいなというところに。

　４つ目に、野生の生き物にも優しいか。あそこを改良

していって、何らかの別のものが入ってくるとか、何か

が失われるということがないように。

　最後に、これはもう本当に何となくなんですが、美し

いかというところがあって、そこを見たときに美しいか

なと感じるかどうかというのがとても大事なんだろうと。

　これはいろんなところに行っていろんなフィールドを

見るときに、ずっとぼんやり思っていることなんですが、

細野高原に来たときも、やっぱりそこの地域の歴史っ

てどうなんだろうというのが興味がありますし、野生の

生き物がどういうふうかなとか、きれいなところだな。で

も、その表面的なというのは何が美しいんだろうなとい

うのをいつも考える。

　こういう指針なんですが、じゃあこういうもので残し

たいものは何なんだろうなというときに、今日の一つの

言葉です。もう今日は、僕は80分ぐらいかけてこの言

葉１個だけを皆さんと共有したいと思っています。言葉

としては、共創資産というものです、共創資産。多分、検

索してもあまり出てこないと思うんです。これ僕らで話

して生まれてきた言葉です。どんなものかというと、３つ

書いています。今まで僕が話してきたのは、自然と人と

の関わりという話をしましたよね。自然と社会の関わり

によって生まれて、地域に蓄積されてきた知識とか意識

とか技術です。これを共創資産と言います。細野高原で

は、あの広い草原ですけれども、地域にとってみれば、

限られた面積をどう上手に使っていくかということが

ずっと長い間かけて、知恵と、それが大事なものだとい

う意識が育ってきて、そこに火を入れるという技術とい

うのができてきたんだと思います。この知識とか意識と

か技術、これが共創資産です。

　限られた地域の自然資源を保全しながら持続的に

活用していくための共創資産が、多分、今はまだ日本

各地に残っていると思うんですね。これは自然と社会、

どっちかが失われると、共創資産も失われてしまいます。

地域の人がいなくなれば、山焼きのやり方も分からな

いし、この風ならどこから火を入れればいいかも分か

らないし、どのタイミングで入れればというのも、これ

は細野高原だけじゃなくて、僕の住んでいる芸北でも

そうですし、多分、阿蘇の原野とか蒜山でも、地域の人

か生えないので、ちょうど中海の環境が合っていて、中

海で今見られるという、何か珍しいものだそうです。そ

れをばんばん取るんですね。僕も取らせてもらいました。

長い柄のついた、何かこういうすくう道具を使って取っ

ていました。それを岸に運んで上げています。これ誰が

やっているかというと、漁師さんがやっているんですね。

　中海というのは、干拓事業で１回、干拓の事業が始

まって、それをやーめたってやめたところです。干拓の

事業のときに浚渫をしたりとか、堤防を造ったりで水の

流れが全然変わってしまいました。そのために何もし

ないでおくと、このオゴノリがたまってしまって、中でヘ

ドロになるんですね。これがヘドロになってしまうと、海

底に卵を産む魚が卵を産めなくなる。だから、漁師さん

にとっては、これを取らないといけないんですね。海の

掃除をしているわけです。

　これだけだと、何かこう、漁師さんが海の掃除をして

いるのねなんですが、この取り上げられたオゴノリは

集められて、トラックに乗せて運ばれて乾燥されます。

こうやって乾かして、こんな感じで肥料になるんですね。

塩分濃度が高いところの海藻だと、上げるとどんどん

塩が畑に入ってくるんですけれども、汽水域なので塩

分濃度が適度に低いし、これをどのくらいまいたら野

菜が育つかというのをこの地域の農業指導員の方が

すごく研究されていて、畑ごとに見ていきながら、この畑

だったら、こういう感じでまいてくださいというのを一

緒に指導している。これってすごいなと思って、海の草、

オゴノリを取ることで海もよくなるし、今度それが畑に

入っていい野菜を作る。だから、無駄がないですよね。

　草原シンポジウムでした。そろそろ草原の話を始め

ようかなと思います。

　今回のテーマは、未来へつなごう！壮大な海すすき

の草原ということで、海と草原、こんなに近くにあるとこ

ろでは、何か草原のものも使うことでできてきた草原な

ら、今の時代に合った使い方を探していけばつながる

んじゃないかというのが多分今、大分全国で考えられ

ている流れだと思います。それが使って草原がなくなる

んじゃなくて、持続的に使う方法をどうするかというの

が多分議論ですよね。

　今日はタイトル、草原を取り巻く里が教えてくれる、

持続可能な社会の未来像ということで話させてもらい

ます。

　草原を持つ自治体が全国にどれだけあるかという

のをちょっと調べてみました。全国には1,902ぐらいの

自治体があるんですけれども、草原を持っている自治

体は多分220より多い。この以上と書いているのは、ま

だ知らない草原があるので、こう書かせてもらったん

ですが、地図の上にもこんな感じです。どうなんですか

ね。10％というのは、僕は結構少ないのかなと思って

います。何かカヤぶき職人さんが300人、200人くらい、

おなじぐらいの数なんですね。でも、全部が全部カヤ

の草原じゃないので、これは全国草原再生ネットワー

クが持っている資料を基に作った地図なので、まだこ

こから落ちている草原もあるでしょうし、ちょっと性質の

違う、例えば牧草地みたいなものも入っているので、

はっきりした数はちょっと出てこないんですが、そう遠

くない数かなというふうに思います。全国にありますよ

ね。全国にあります。

　この草原の数だけ多分、共創資産というものが残っ

ていて、今日の一つの結論的なところなんですが、今

回の件はどうやって伝えていくかという話の中で、草原

を伝えていくために必要なもの、もう大分見えてきたと

思うんですけれども、１つ目は適切な方法、２つ目は適

切な方法を実行する力、力というのはお金かもしれな

いし、人力かも、ヒト・モノ・カネとよく言われますが、そ

ういうものですね。その実行する力を今度は継続する

ための仕組み、ある１年間だけ山焼きができたね、あ

あよかった、よかったじゃなくて、翌年も翌年も、もっと

言えば10年後も、ここに僕らがいなくなる100年後ぐ

らいもできれば続いてほしいなと思えば、継続する仕

組みを何か考えないといけない。

　それから、方法とか力とか仕組みを可能にする法令

ですね。これはもう行政の仕事です。北広島町では、過

去に野焼き条例というのがありまして、その中で山焼き

ができない書き方になっていたんですね。なので、書き

換えました。草原サミットがあったのを機に条例を見

直して、ちゃんと条例の中で焼けるようにというふうに

見直しました。こういう本当細かいところではあるんで

すが、社会の中で残していくためにはこういうものもと

ても大事です。

　最後の１つが上の全てを共有して伝えるための普

及、あるいは教育というものです。今日この後、具体的

に少しこの部分もお話ししようと思います。

　ちょっと先に条例の話なんですが、北広島町は条例

をつくっています。生物多様性の保全に関する条例と

いうのをつくっていて、それについてはこのパンフレッ

トの中に載っています。一番最初にお話ししたような自

然の保護というと、入らないでくださいとか取らないで

ください、そういうことももちろん規定はできるんですが、

もう一つは、里山のようなところを守る活動を町が応援

しますよということもこの条例の中に書かれています。

そういう形で、役場の職員、僕、役場の職員です。町民

さんとかから役場はなかなか動いてくれんという見方

ちゃんとこういうふうな機能があるからこういうふうに

使っていく中で、でも、片方でそれが自然に働きかけに

なるということです。

　もう１個だけ、ちょっと話をしましょう。

　これは新温泉町、前に草原サミットをやっていた上

山高原ですが、集落が使える草原の自然は限られてい

ます。その中で一家族ごと毎日順番に刈るんですよね、

草を刈る時期は。その順番というのは毎年替わるそう

です。前日まで知らされなくて、次、あんたの番よって言

われたら、急いで準備して、家族総出で下の集落から

この山に上がってくる。１日山で草刈りをして、集落み

んなが公平に草を刈る。これ全部ススキです。そして、

ここの草原が守られてきたそうです。

　そういうふうに共創資産の特性というのは、ちょっと

まとめると、多分、設計図があったわけじゃないんです

ね。いろんなやり方で、けんかが起きたりとか、何か使

い過ぎたりとか失敗したりとかということを繰り返しな

がら、地域の中でそういうルールが多分、決められてき

た。さっきも書いていたんですが、自然と人、どっちが

欠けてもこれは維持できないもので、自然があるから

人が暮らせて、人の活動があるから、その自然が残っ

ているという、その「共に」という文字です。

　それから、生み出されるためには、多分すごく時間が

かかります。１回なくなったらできないですよね。それで、

時間による検証、時間をかけて、いいものだけが多分

今残っているので、今残っている共創資産というのは

信頼性が高いんだろうなと思います。

　ちょっと一息つきますか。大丈夫ですか。

　これ何かずっと１人でしゃべっていると、不安になっ

てくるんですけれども、大丈夫ですかね。

　じゃ、続けますよ、ありがとうございます。何か、うんう

んとかうなずいていただいたりするととてもありがたい

です。何かこう聞いている人の顔も見えないので、なか

なか難しいですね。

　これは与論島です。

　じゃあ共創資産というのは過去のものなのかなとい

う話をしていたんですが、これは与論島の与論民俗村

と言って、昔の暮らしを展示しているところです。この辺

は台風がとてもたくさん来るところなので、家は小さい

部屋の雰囲気ですね。今だと大きな部屋に居間とか食

堂とか、子供部屋とか造りますけれども、何か人が増え

たら小さな建物を１個造るみたいな説明をたしか読ん

だような記憶があります。

　これは就職して間もなく、僕は自転車で旅をしたん

ですけれども、そのときに見て、多分、自分はこういうこ

とに興味があるんだなと気づいたのがこのときだった

のかなと、今思い返すと思います。道路に街路樹として

ヤシが植えられていたんですけれども、ヤシに全部袋

がかかっているんですよ。これは多分、ヤシの実を取っ

て何かにするんだろうと思うんです、これ調べていない

んですけれども。ギンナンが、イチョウ並木ってギンナ

ンが落ちたらみんなが拾いに行きますよね。あれの先

手を打って、ヤシはこういうふうに実がつくんで、もう先

に取っている。多分これがずっと未来になると、こうい

うのが共創資産の生まれるときなのかなというふうに、

今思うと思います。こんな感じですね。ちゃんと実が集

まっているし、後から掃除しなくて済む。ヤシは植えた

ものなので、自然物ではないんですが、こんな感じで

いろんな知恵が時代時代で出てくるんだなと思います。

　今、高知県の大月町では、備長炭が生産されていま

す。もともと四国の南のほうから和歌山にかけて生育

するウバメガシというカシの木を使うのが備長炭で、

その場所じゃないとできないんですけれども、ここの大

月町では、こういうやり方では炭は焼いていなかった

そうです。それを生産者をつくろう、高知県の県の事業

で、高知の中で雇用を増やそうという事業があったん

ですね。その一つで備長炭の作り方を、親方を呼んで

きて、窯の作り方から教えてもらうというやり方を始め

ました。こうして窯をついて、生産者を１人ずつ増やし

ていって、生産をしている。これが窯の外ですね。もの

すごく大きいものです。２週間で木を詰めて、２週間で

焼き上げるという、とても時間のかかるものが備長炭な

んですが、大がかりです。芸北の山の中でやっているよ

うな小さい窯とは全然違いますね。

　こういうところも共創資産が今生まれるところなんだ

ろうなと。なぜかというと、今は、町内にある森全部の

木の量を量ることができますから、計画的にもう窯は

30基までというふうに決めているそうです。それ以上

窯を作っても、木を取り過ぎてしまうから、持続的な生

産ができない。なので、先にもう量を量ってですね。昔

はそういうことできなかったんですけれども、今はそん

な生産とか利用ができる時代になったということかな

と思います。

　事例としては、これ最後になるのかな。いいなと思っ

た事例です。

　これは中海ですね、松江市の。真ん中のほう、何台

か船が出ていて何かやっているんですけれども、こう

やって山盛り、海からすくっています、中海。これはオゴ

ノリという海藻を取っているんですね。オゴノリ、聞いた

ことありますか。多分ないと思うんですよ。オゴノリって、

汽水域にしか生えないそうです。海水と淡水が混ざる

のが汽水域ですよね。しかも、ある一定の塩分濃度し

の予算を聞いて800万円、びっくりした記憶がありまし

た。すごいお金が山に吸い込まれているなというふう

に感じたところです。でも、これは全国で起きていること

ですし、草原に限らず、先ほど見ていただいた里山とか、

いろいろな自然に僕らの税金が吸い取られているわ

けですね。そういう社会資本の喪失がいろんな草原で

起きている。これをどうにか変えていきたいなと考える

わけです。

　今までの草原サミットでも、草原を守るための労働

力をどうしようかとか、資金をどうやって集めようかとい

う話も過去にはありました。僕が初めて草原サミットに

参加したのは、たしか2007年の蒜山の大会のとき

だったんですが、岡山県の蒜山では、その当時、どう

やったらそういう資金が集まるかなという会話をした

覚えがあります。

　ただ、少し変わってきたのは、こういうふうなどう

やって労働力や資金を集めるかという話から、今は放

置された草原をもっと利用しようという議論に変わっ

てきましたよね。今回のメインテーマもそうですし、各会

場での分科会のテーマもそうなんですが、利用という

のがキーワードにもう既になっています。その利用が１

つの利用方法じゃなくて、前半で見ていただいたよう

な生態系との関係でもものすごくたくさんあるんですね。

よそでやっている利用をそのままぽんと持ってくるん

じゃなくて、まずはそこでの利用を考えていくのが大事

なんだろうと考えています。

　芸北では、こんなことを始めています。今までもボラ

ンティアで草刈り、ここにはカヤ刈りと書いていますが、

もともとは草刈りをしていたんです。草原を守るために

火入れ、山焼きができない草原をみんなで草刈りをし

ていたんですね。やぶになっていると刈り払っていたん

ですが、ここ数年は秋にはカヤを刈るようになりました。

そのときには子供たち、ついてきた子たちがこんな感

じで、もうすごく楽しそうに遊んでいます。最近の子はイ

ンスタグラムもやっているので、こういう映え写真を

撮ったりして遊んでいます。このときは子供が撮ったん

じゃないですね、カメラマンが撮ってくれました。

　こうして集めたカヤがどこに行くかというと、すぐに

屋根に行くんじゃなくて、市場に集めるようにしました。

これ名前、茅金市場と言います。カヤがお金になるので、

茅金市場。単純な名前ですね。こういう市場をつくって、

そこに出荷している。これはボランティアの人だけじゃ

なくて、地域の住民の方ならどなたでも、地域住民と

いっても、もう持って来ていただける方からどなたでも、

この日のこの決まった時間に持ってきてくださいという

ことで、１年に１回だけ市場を開けています。この日に

地域の人がみんなでカヤを運んで持ってくるわけです。

　この建物は、もともと小学校の体育館でした。学校の

統廃合によって、ここは閉校になったので、そこの中に

鋼管を組んでカヤを置けるような場所を作りました。こ

れを持っていくとお金がもらえます。だから、地域の人

は持ってきてくれるんですね。

　もらえるお金は日本円じゃないんです。せどやま券と

いう地域通貨なんですね。この地域通貨、名前はせど

やま券です。単位は石、１石が１円なので、この見えて

いる券は千石、1,000円として地域の中で使われます。

有効期限もあります。６か月以内に使わないといけな

い。６か月の間ずっと持ったままだと、これ紙切れに

なっちゃうんですね。だから、みんな使います。しかも、

地域の中で使いますから、地域の商店にお金が入る

わけですね。こんな感じです、使用例ですね。こんな感

じです。地域のみんなで集めたせどやま券でちょっと１

杯やりましょうかというところですね。最初はガソリンと

か農機具とか、農機具屋さんとかいろいろなところで

使えます。アイスクリームを食べたり、温泉にも入ったり

できます。

　集まったカヤは、屋根の修復に使われます。北広島

町内、数は少ないですが、かやぶき屋根の民家と、あと

展示しているカヤぶき建物があるので、そこに使われ

ますね。地元のカヤを使って、地元の屋根が張れる。

　これ広島県には、国の文化財になっている建物もあ

るんですけれども、町外にこうしてカヤが運ばれて使わ

れることもあります。

　ちょっとまとめてみますね。

　草原、ススキの草原からカヤが集められて、そこに

地域通貨を支払うと、地域の中をお金が循環していく。

そして、集まったカヤはかやぶき屋根の現場に出荷さ

れて、そこから収入が入ってきます。その収入の中から

地域通貨の交換としてお金が支払われます。収入のほ

うが買入れのカヤより多い……、仕入れの値段よりも

販売の値段のほうが高くしてあるので、これは茅金市

場のボランティア事業ではなくて、ちゃんと収益を上げ

ている活動になります。具体的には、３束持ってきてく

れたら1,000円、20センチだったかな。規格はこのパ

ンフレットの中の１ページ目に書いています。３ページ

目ですね。藝州茅の規格ということで、こんなカヤを

持ってきてください、こんなカヤを持ってきてくれたら、

今の値段は３束でせどやま券１枚ですね。販売のほう

は基本価格が１束850円です。高いですか……、そん

な感じで流通しています。

　こういう仕組みが回ることで何が起きるかというと、

草原ですね。先ほどから話になっている野生生物、草

もあるかもしれないですが、動く根拠がないと、僕らは

動いちゃうと、税金使ってお仕事しているので、皆さん

のお金を適当に使うわけにはいかないので、なので、

まずは条例をつくってみて、こういうことをしていきます

よというのを考えました。

　そういうものとか、あとはこの画面の真ん中にあるの

が町の全部の生物のデータを調べました。静岡県は博

物館があるんですが、広島県は博物館はないんです

ね。静岡県の博物館に行くと、どこにどの植物があるか

というのが全部データとして調べられています。もちろ

んここの東伊豆町も残っているので、それをもう１回、

町レベルの資料として１回起こしてみることはとても大

事なことかなと思います。北広島町はなかったので、実

際に何年もかけて調査をしました。

　それでもう一つがレッドデータブックです。これは、

レッドデータブックというのは環境省も取りまとめてい

ますし、県も取りまとめていますが、町は町として取りま

とめました。この理由はなぜかというと、国とか県では

一般的な種類であっても、町の中では希少な種という

のはあるんですね。ほかのところではたくさんあるけれ

ども、うちの町にはほとんどいないよ。あるいは逆によ

そには希少かもしれないけれども、うちにはたくさんい

るよ。そういうものをちゃんと見るためには、町レベル

でこういう資料とか、あるいは条例というのをきちんと

整備していくことが大事だろうなと思っています。そう

いうことで作りました。

　じゃその北広島町、どんなところかというと、西日本

ですね。面積は646平方キロメートル、標高が200か

ら1,223メートルなんで、海がありません。人口は１万

7,937人です。東伊豆町と比べてみますと、面積が東

伊豆町77.8平方キロメートル、これはホームページ

で見させてもらいました。標高は、海があるゼロメート

ルから、万三郎岳が一番高いんですか、これ合ってい

ますか、地図で見たんですけれども。1,400メートルあ

るんですね。何かこれを見て、おおってやっぱりちょっ

と興奮しました。噴火と造山運動でぐいっとこんなに海

から近いところで高い山もあるんだな。あと、人口は１

万1,701人です。北広島町はもともと４つの町が合併

してできたんですが、今日お話しする事例は芸北地域

という一部地域のお話です。この高原の自然館がある

のも芸北地域です。

　芸北地域の面積は253.6平方キロメートル、それで

もやっぱりちょっと広いですね。標高は420メートルか

ら、一番高い山があるところです。人口は2,011人、も

のすごく少ないですね。東伊豆町よりも面積としては３

倍ちょっと、3.5倍ぐらいあるのに、人口は５分の１以

下。もう本当に過疎のところです。

　その中で、まずは町同士の植生、植物の様子を見て

みると、北広島、これ実際の大きさの比率を同じにして

います。イメージが湧くかなと思います。でかい町です。

こんなに大きいのに市じゃなくて町ですね。全国平均

と比べてみると、特徴的なのは、まずどちらも森林が多

いですね。自然林は北広島町が多いです。東伊豆町は

どちらかというと植林の比率が北広島町よりも多くなっ

ている。二次草原、これはいろいろなものが混ざってい

るんであれですが、これはどちらの町も全国平均よりも

少し多くなっていて、農耕地が全国平均より少ない。市

街地、このグレーのところが市街地ですが、市街地は

東伊豆町は全国平均に近いような形ですけれども、北

広島町は市街地はあまりないという違いがあります。

海もないんですね。山の中の町です。

　そこで行われている芸北茅プロジェクトというのを

紹介します。これは多分、ちょっといろいろ参考になる

のかなと思って、このプロジェクトがあったので、今日

しゃべりなさいと言われたのかなと思っています。

　芸北にはこういう山があります。ここは山焼きをして

いるところですね。ずっと昔から放牧とか、草を取った

り採草が行われていた山で、雲月山と言います。この山

はササユリというこのユリが咲いて、これは町の花にも

なっています。隣町の花にもなっています。そのぐらいこ

の地域ではササユリが愛されていて、身近な花なんで

すね。

　こういう草原は何であったかというと、ここの草原が

利用されていた時代があって、例えば堆肥とか山菜と

か、飼料、敷き草、屋根材、それからここで遊んだり、薬

草を取ったりという、いろんな恵みを山から受け取っ

ている。だから、毎年地元の人はこの山を焼いていた

わけなんですね。

　ところが、今、山が放置されています。この雲月山も

半分以上が放置されています、一部で山焼きを始めた

んですけれどもね。放置されるとどういうことが起きてく

るかというと、これは一般的な話ですが、まず、生態系

サービスが低下していく。草原から得られていたもの

が得られなくなるし、景観も悪くなるし、絶滅危惧種の

増加、増加という意味は、今までは普通にいたものが

絶滅危惧種になっていくという意味です。

　そこで何とかしないといけないということで、例えば

ボランティアという形で労働力を集めてみて、みんなで

山を何とかしましょうということをしてみたり、あるいは、

そこに行政などから資金を投入して、補助金によってこ

れを解決しようということが各地で行われています。た

しか前回、こちらの東伊豆に来たときに、年間の山焼き

　次をお願いします。

　細野高原を利用した東伊豆町観光協会の取組とい

うことで、私たちにとっての細野高原とは～観光の観点

から～ということで、東伊豆町、ひいては伊豆を代表す

る資源であるというふうに思っております。ですけれども、

いまだ資源であり、目的となる場所ではない、こちらは

財産区長もいるのに失礼なんですけれども、そういう状

況が続いております。

　ですから、また下を見ると、私たちが考える魅力とい

うことで、圧倒的なスケール、これは町長もドーム26個

分、箱根の仙石原が知名度が高いんですけれども、そこ

の７倍になります。ですから、もっともっと本当は来てほ

しいという状況にございます。

　絶景ということで、草原の先には太平洋、そして伊豆

大島がぽっこり浮かんでいるように見えます。そして、伊

豆諸島も見えて、後ろには、私も中学のときに遠足で天

城連山、万二郎、万三郎の遠足というのを８時間かけて

行きまして、それは本当にもうつらくて、忘れられない思

い出となりました。

　そういう状況の中で、三筋山山頂というのが標高

821メートルございます。

　次をお願いします。

　その取組の２番になりますが、先ほども財産区長が

おっしゃったように、春の山菜狩りというのは財産区が

中心になって行われておりまして、私たち観光協会とし

ては、パンフレットとかチラシを作って協力して、そして

少し受付を手伝うという形になっておりますが、秋のス

スキのイベントに関しましては、東伊豆町観光協会が

主催で行っております。ここで、細野高原でしか味わえ

ない景色・体験を売りにしたイベントを企画・運営して

いるということで、こちらの詳細は次ページをお願いし

ます。

　ここで表が出てきたんですけれども、ちょうど白川先

生がいらっしゃった13年前ということで、その後からこ

の細野高原のススキイベントが始まりました。ちょうど平

成23年度から始まりまして、2011年かな。それで、今回

の秋、これから10月８日から予定しておりますが、これ

が第11回になります。ですから、10年ぐらいやってきて

いるんですが、私のイメージとしては、もっと20年以上

やっているような気がしているんですけれども、こんなも

のなんですね、まだ11回目ということで。

　これさっき高橋先生もおっしゃっていたんですが、入

山料を取るようになったのが第３回から。第３回の平成

25年度から500円取るようにしました。そして、第５回

の27年度から600円に上げました。来たお客さんは何

か、何でこんなところでお金取るのよなんていう人も多

いんですけれども、一応そういう保全のために使わせて

いただきますと言うと、やっぱりちゃんと払っていただ

けます。

　それで、第10回、昨年の第10回にはシャトルバスを

やめたんですね。第一駐車場から、400メートルのとこ

ろから山頂の手前の駐車場までのシャトルバスを回し

ていたんですが、それをやめて、それがコロナでやっぱ

りバスの中が密になるということで、町の指導も受けま

したので、それをやめて、昨年からは300円にしました、

シャトルバスなしで。中に入山していただいた後は、自

分たちで頂上に行く方も、さっき言ったように２時間か

けて行く方もいますし、その辺を散策して帰る方もい

らっしゃるということで、そういう形にしておりますので、

今年の予定も一応300円で、シャトルバスなしというこ

とで行おうと思っています。

　このシャトルバスの運営だけで、この期間中、毎年大

体300万ぐらいかかっているんですね。ですから、それ

をやらないことによって、足の不自由な方とかご高齢の

方とか、山頂まで行けなくて残念だったという話もあっ

たんですけれども、意外とこの表を見ていただくように

人数は増えているんですね、去年より。ですから、その辺

で、今年ももう一回そういう形で挑戦しようということで

今考えております。

　その下の資料２は、これはもう財産区の方々がやら

れている山菜狩りの人数でございますので、細かく書い

てありますけれども、大体このぐらいの人数で、大体25

年ぐらい前からこの山菜狩りはやっておるということを

聞いております。

　その次で、細野高原を利用した東伊豆の観光協会の

取組の３でございますね。

　私たちの課題としては、目的となる場所へのブラン

ディグや宣伝、イベントに依存しない観光地としての整

備、特にソフト面、サービス面の企画ということで、やは

りどうしても今までは花火大会などのイベントで、一過

性なんですけれども、その日にがっと集めて、もうお金

をぱっと使って集客するという形だったんですけれども、

常に東伊豆というのは海があって、高原があるというこ

とをもっと売っていきたいということで考えております。

　この二、三年、コロナもそうなんですけれども、この二、

三年、夏がすごい猛暑なんですね。ですから、海水浴に

は暑くて行かないというお客さんが夏は増えてきており

ます。私も海の近くに旅館がありますので、夏になれば

必ずお客さんが来て、海水浴に行くというふうに思って

いたんですけれども、一昨年ぐらいのときというのは、暑

いから行きませんという、海水浴に行ったお客さん、本

当に数件だったですね。目の前は海なんですよ。ちゃ

○司会　それでは、ただいまよりパネルディスカッショ

ンを開催いたします。

　コーディネーターは基調講演に引き続き白川先生に

お願いをいたします。

それぞれのパネリストの方を私のほうからご紹介をさ

せていただきます。

　まず初めに、太田長八東伊豆町長。

○パネリスト（太田長八）　太田です。よろしくお願いし

ます。

○司会　続きまして、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋佳孝様。

○パネリスト（高橋佳孝）　高橋です。よろしくお願いし

ます。

○司会　稲取地区特別財産運営委員会委員長の山田

賢一様。

○パネリスト（山田賢一）　山田です。よろしくお願いし

ます

○司会　東伊豆町観光協会会長の石島専吉様。

○パネリスト（石島専吉）　石島です。よろしくお願いし

ます。

○司会　それでは、白川先生、よろしくお願いいたします。

○コーディネーター（白川勝信）　また白川です。よろ

しくお願いします。

　ここからはパネルディスカッションということで、先ほ

どは僕のほうから一方的にたくさんお話をさせていた

だいたんですが、今日は４人の方に来ていただいてい

るので、僕はここからは進行役で、４人の方それぞれの

話を聞いていきたいと思います。皆さんそれぞれに各

分野で活躍されている人ばかりが集まっていますし、

お一人お一人の話もじっくり聞きたいんですが、多分

ここでお互いに話していただくと、面白いものが何か

生まれていくんだろうなと思って楽しみにしています。

　それでは、最初に少しお一人ずつ、８分くらいかな

とお伝えしていたんですが、自己紹介とか活動とかを

教えていただければいいと思います。特に肩書のほう

なんですけれども、ここの細野高原の場合、東伊豆町

との関わりとか、そういうことも含めてよろしくお願いし

ます。

○パネリスト（太田長八）　そうですね、先ほど挨拶し

た町長の太田と言います。

　ちょっと私のほうから町をちょっと紹介させていただ

きたいと思います。

　まず、面積とかそういう人口、先ほど白川先生からご

紹介いただきました。場所っていうのはね、静岡県の伊

豆半島の東海岸に位置しております。そして、伊東市、

下田市、この中間でございまして、東京からは本当に２

時間ほどで来られますので、このコロナが収まりました

らば、ぜひとも皆さん方、この東伊豆町においでいただ

きまして、このすばらしい細野高原を見ていただけたら

大変ありがたいと思います。

　まず、私たちの町、全国的には珍しいんですけれども、

６温泉郷から成り立っております。東京方面の大川地

区、そして北川地区、熱川地区、片瀬地区、白田地区、こ

れらが熱川地区と言います。熱川地区は一応５地区あ

ります。そして稲取地区。全部で６温泉郷。稲取地区に

おきましては、４つの地区、東区、田町区、西区、入谷区

が存在しています。細野高原の保全に関しましては、こ

の稲取地区に細野高原がありますので、この稲取地区

の４区の皆さん方にこの保全につきましてやっていた

だいております。この場にいますので、本当４区に厚く

御礼申し上げたいと思います。

　この町は気候も温暖で過ごしやすいです。この海と

山に囲まれました、この豊かな自然、今回は皆さん方に

東伊豆町に来ていただきまして、細野高原、そしていろ

あと、カヤプロ銀行というのもやっていて、３年生の授

業ではバザー活動をするんですが、最初に商品の仕

入れとかにお金が要るので、貸付けをやっているそう

です。それから、豪雨災害の被災地に寄附をしたり、こ

れを子供たちは自分たちが草原の資源を使って稼い

だお金でやっているということですね。

　こんなふうに共創資産というのは、多分、全国各地

でつくられていますし、それをまねしていくことが大事

なんだろうなと思うんです。小さいことですけれども、例

えば阿蘇で使っている火ぼてというのも、これをボラン

ティアの人たちが自分たちで作って、自分たちが使える

ようにならないと、阿蘇の火入れには参加できないん

ですね。野焼き講習がたしか２日間あるんでしたよね。

○会場より　（「今１日」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　今１日ですか。ちゃんと講座を受

けて作って参加していくことで、共創資産が受け継がれ

ている。

　あるいは、上ノ原のほうに行ったときには、茅刈り講

習会というのに参加させてもらいました。大学生とかい

ろんな人が参加していたんですけれども、そこで今度

は御殿場のほうから……

○会場より　（「ここからがこういう感じで、大体うち

のほうじゃ足でやっちゃうもんで。これで１束ですね、う

ちのほうでは。この一番下の目盛りが一番小さい束の

位置で、これで１束。ちょうど……」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　この人、なかなかほどけなくて、

結んでくれなかったんですけれども。こういう形で受け

継がれていたり、地域から地域に共創資産が技術移転

されていますよね。

　あるいは、これはカヤぶき技術の伝習施設、大内宿

というところ、福島県ですね。そこでは、廃校になった

学校の中にこういう屋根ふきの、屋根を小さいのを

作って、こうやってカヤをふく方法を体験したりしてい

ます。地域にはカヤぶき職人がたくさん生まれているそ

うです。こういう景色が残っているところで、観光客が

たくさん来るところですね。それを支えるための倉庫も

きちんと造っていて、下を空気が通るようになっていた

りとか、カヤのサイズに合った高さにしていたりとか、

いろいろな工夫が見られました。

　これは和歌山県の大学生がやっている、生石高原の

人たちがクラウドファンディングで350万集めています。

これでカヤを刈ったりする資金にしたいという活動を

しています、大学のサークル。

　そろそろちょっと事例としては最後になるんですが、

これは諫早市の岩谷口の草原です。この草原、ちょっと

写真があれで見にくいんですが、この煙が出ていると

ころからずっと全部斜面が草原です。ここもすごいです

ね。ここの火入れはすごく珍しくて、ちょっと写真で見て

いただくと、集落の人たちが作っているのは火をつけ

るための道具です。竹の筒に１つの節だけ穴を開けて、

中に油を入れています。そこにわらを刺しているんです

ね。そのわらを刺して、これを軽トラに乗せて持ってい

くと。こんな感じで火をつけています。何か油をぴゅ

ぴゅっと出しながら火をつけています。これが火入れ

の風景ですね。

　でも、ここで注目すべきなのは、この火のつけ方も面

白いなと思ったんですが、こっちの動噴です。軽トラに

乗せられた動力噴霧器。火入れのときには、この動噴

がついていって、ずるずるっと引っ張って、この水槽か

ら水をまくと。つけて、ちょっとでも広がりそうだったら、

すぐ消していくんですね。これが非常に効率的で、ここ

の集落は十六、七人で火入れをしていました。たった

十六、七人であの広さができるのは、こうやって軽トラ

が道路のほう、これは斜面の下部の道路ですが、そっ

ちの道路はもちろん、斜面の上にもこういう軽トラが入

れるところがついていて、山と、ここまで木が出ている

んですよね。炎が上がったら燃えそうになるわけです

けれども、もうすぐばあっとかけて消せる体制にあると。

だから、少人数で山焼きができるわけですね。

　ここには多分、ヒントが詰まっていて、誰でも焼ける

ようにならないのかなといつも僕は考えているわけで

すけれども、秋に防火帯、焼いていない草原は防火帯

焼きを始めてみるかな、これはうちのほうのことです。う

ちのほうは防火帯は焼かずに、当日、草刈りをするだ

けなんですが、これ防火帯焼きも、安全にするために

は大事なことかなとか。あるいは防火帯に車両が入れ

るようにしてみるというのが今のことです。

　もう１個、これは何か昨日、夜に思いついたんです

が、車両が入れる道路は難しいけれども、水が回せる

パイプを通しておいて、山水を引くのに黒いパイプとか、

農業用に売っていますよね。あれを回しておいて、何か

所かに蛇口じゃないですけれども、出るところをつけて

おいて、山焼きの日だけポンプでばあっと水が回るよ

うな仕組みにしておけば、ここはちょっと、細野高原は

広いですけれども、うちのほうにある山ぐらいだったら、

全部回すのにそんなに広くないなとか思ってみたりし

ました。とにかく山焼きをどうするかというのはとても大

事なことだろうなと思っています。

　事例について最後だったんですが、東お多福山の

保全ですごく僕が影響を受けたというかびっくりしたと

ころです。ここは都市の中にある草原なんですけれども、

みんなこれしゃがんで、鎌とかはさみでちょきちょきサ

サを刈っているんですね。この光景を見たときに、僕は

すごいなと思いました。でも、ちゃんと人間の力で刈り

切れました。作業が終わったらこんなきれいになって

いたんですけれども、その一角で何かやっている人が

いたんです。この人が何かしゃがみ込んで、ススキを

ずっと集めていたんですね。このカヤを、たったこの日

はこのぐらいでしたけれども、みんなで持って帰りまし

た、カヤぶきにするんだと言っていました。何年前だっ

たかな、随分前だったと思います。サガラさんという人

なんですけれども。それで、なるほど小っちゃくても、地

域でこうやって使い始めることがまず大事なんだなと

思って、たった数束であるんですが、その数束はきちん

と集めればちゃんと屋根の上で何年も役割を果たす。

そのときに、今のサガラさんの風景もそうなんですが、

もう１個気になったのが……

（保全活動中の太鼓の音）

これだけなんですけれども、何か愉快だなと思って、こ

ういうのっていいなと思いました。でも、これを言葉に

するには、何かうまく言えないし、何かのためということ

でやったわけでもないんだけれども、多分、人間ってこ

ういう浮かび出てくるものがあるし、そういうところが草

原の中に出てきたというのがすごくいいなと思ったとこ

ろです。

　そういう草原がいろんなところにあって、景色だけ見

ても、とてもきれいですよね、曽爾高原、奈良です。今か

ら分科会がある真庭の蒜山、遠くに大山を臨んでいる

広い広い草原ですね。それから、もちろん阿蘇、とても

広くて、阿蘇の中にもいろんな草原があるし、東伊豆町、

懐かしい草原で、僕は明日行くのをとても楽しみにして

います。オンライン参加ですよね。ここには大事な湿地

もある。

　こういう草原が全国にあって、そんな話ができて、ま

たどこかで太鼓の音が聞けるのかなとちょっと楽しみ

にしてるところです。

　まとめます。

　あまり大したまとめじゃないんですけれども、草原で

は地域の自然と人が互いに関わりながら、共創資産が

生み出されてきました。これが今日の話の主なところで

す。これは草原だけじゃなくて、いろんな生態系といろ

んなその地域とが関わりながら、その地域に独特の知

恵や技術がある。

　２番目に、その時代ごとに知識や技術を集めながら

積み重ねていくものが共創資産で、その知識や技術を

交換するのが多分、今日なのだろうなと思っています。

各地で話がありましたし、今日は皆さんに芸北の茅プ

ロをはじめいろんなことを聞いていただきました。

　その最後に見てきたような、人間だからこそ生み出

せる美しさというのが一つ草原を体現してくれている

のかなと思って、大事にして生かしていきたいですよね。

　以上で終わります。

　最後に、いろんな方に今日のスライドを作るにあ

たって協力いただいています。特に今回の大会を開い

ていただいた東伊豆町と、それから日本の各地の草

原の方に感謝します。どうもありがとうございました。

（拍手）

○司会　白川先生、どうもありがとうございました。

　学芸員のお仕事の視点での全国の事例のご紹介で

すとか、あとは自然と人間、自然と社会の関わりから生

まれる、今日初めて聞きましたが、共創資産というお言

葉ですとか、中学生の取組ですとかいろいろ興味深い

お話をしていただきました。

　ちょっと時間があまりありませんが、お一人でもお二

人でも、もし今日お話しいただいたことでご質問等あり

ましたらいかがでしょうか。

　この後もですね、この次のパネルディスカッションの

ほうも、白川先生にコーディネートをしていただきます。

お手元には質問の用紙もお配りしてありますので、今

の基調講演のことも含めてで構いませんので、そうしま

したら、次のパネルディスカッションで質問等をしてい

ただければというふうに思います。

　先生、ありがとうございました。

　改めまして、感謝の拍手をお願いいたします。（拍手）

○講師（白川勝信）　どうもありがとうございました。

○司会　それでは、続きまして、休憩を取りまして、10

時35分からパネルディスカッションのほうを始めたい

と思います。準備の関係もございますので、35分まで休

憩とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

原の生物の保護とか草原の景観の保全とか、獣害抑

止といったような多面的機能が山で発掘される。お店

にそのお金が行きますので、地域経済が少しでも活性

化する。そして、文化の面で言えば、カヤぶき建築がそ

れぞれ保存されたり、技術が伝承されたり、村落の景

観が保全されるという文化の伝承があります。

　どのくらいのこれ金額回っているかというのを見て

みると、そんなに大勢ではないですよね。2015年から

始まって、最初は持ってきてくれる人が５人で、集まった

カヤも100束でした。２年目は６人になって200束に

なりました。すごい増えましたね。３年目は９人で234

束、８人、10人、14人と増えていって、持ってきてくれる

人がどんどん増えている。2,000人、約1,000戸の集

落ですから、10戸で１％なんですよね。1.4％の人が

持ってきてくれるということになります。それで集まった

カヤを販売して、売上げが下のほうに書いてあります。

この売上げの金額は、ばらばらなんですけれども、実

は最初の年はカヤの束をすごく大きくしていたんです

ね。それで、すごく束数が少ないけれども、金額が大きく

なっています。

　この下に１行ちょっと付け足しますね。

　現在の学年と書かれています。これ何かというと、茅

金市場は中学校の活動としてやっています。中学校２

年生が茅金市場を運営しているんですね。今、その子

たちが学年で何年生になっているかというと、一番最

初に茅金市場を実行した子は今、大学２年生になって

います。この時間間隔って結構大事だと思うんですよ

ね。子供はずっと子供じゃなくて、これを知った子が今

何歳か。

　ちょっと茅プロを通じた中学生の学びを見ていただ

きたいと思います。

　茅プロ、事業としては最初こんな感じです。これ中学

生ですね、もう大人みたいですけれども。カヤを刈りま

す。みんなで束ねます。最初は下手くそですけれども、だ

んだん上手になります。途中でカヤぶき職人さんから

指導を受けて、こんな曲がったのは駄目だとか、ちょっ

と細過ぎるとか、先がそろっていないとか、束ね方を

ちゃんと指導を受けるんですね。それを運びます。実際

に自分たちでも刈るんですが、大事なのは受入れのほ

うなんですね。茅金市場での運営は、中学生がやって

いますと言いました。中学生が地域の人にチラシを

配ったり、声をかけたりして、家の近くにあるカヤ持っ

て来てくださいねというふうに言うんですね。そうした

ら軽トラに積んで持って来てくれるので受け入れます。

みんなで運びます。規格に合っているかどうかをちゃん

と調べながら受け入れています。曲がったカヤは使え

ませんから、これは駄目ですよっていうのはちゃんと言

わないといけないんですね。これ結構ハードルが高い

んですが、先生に手伝ってもらったりしながら、こうい

うのは駄目ですよということをちゃんと言う、これも学

習です。こうして何束あるかというのをちゃんと数えて

いる役割の子もいて、それぞれの子がそれぞれ役割分

担しています。車の誘導をする子もいます。

　こうして受け入れたカヤをどんどん並べていくわけ

ですが、もう当日は先生たちも総出で、総出じゃないか、

先生たちもやってきて、なかなかあまりない光景かなと

思います。

　せどやま券の発券も中学生がやりますね。ちゃんと

数を間違えないように数えて、券の枚数をカウントして

いきます。これ中学生の側が券を支払うほうですね。こ

れを渡していくと。地域の人に渡っていく。何かほっこ

りしますよね。地域の人が持って来て。

　実際に子供たちがお金を触ることで、先ほどのこの

全体像にもう一つ、教育の側面が加わるんですね。地

域資源への気づきとか、カヤってお金になるんだな。

あんなどこでも生えている草なのに、草原ってそんなに

価値があるものなのとか、あるいはお金をちゃんと

使って、商品とお金をやり取りする、あるいはカヤを販

売するとかっていう話を通じて、ちゃんと経済に関わる

んですね。これが大きな学びになります。これが次世代

の担い手育成につながる。

　今、大学２年生の年齢になっていますから、これから

どうなるかというのがちょっと楽しみなところです。

　実際の成果としては、昨年は14人から591束受け

入れて19万7,000円を、約20万円分発券しました。授

業やＰＴＡ活動で自分たちで250束を収穫したので、

71万円余りで販売したいなと思っているところです。ま

だこれは販売中ですね。その差額の50万円ぐらいは

自分たちの収益になって、教育活動に使うと。刈った

カヤは文化財建築の補修なんかに使われて、結果とし

て草原も守られる。僕がやりたかったのは草原の保全

なわけですが、仕組みをつくることで、その草原が守ら

れるという、そういう形になっています。

　ちなみにお金、何に使っているかなんですけれども、

まずは中学校に冷水機を設置したりとか、最近暑いで

すからね。ウォーターサーバーを自分たちで買ったり、

修学旅行に資金助成として、これはＰＴＡのほうから保

護者に対して１万円ずつだったかな、去年は。お金が

支払われます。修学旅行で校長から給与が支給されま

す。これはちょっと内緒にしておいてください。サプライ

ズでバスの中で給料袋が配られるんですね。自分たち

が働いて稼いだお金が自分たちのところに戻ってくる。

　私と草原の関わりもということなんですが、私は福岡

県の小倉市というところの出身です。当時、山々に行くと、

植林地の防火帯として草原がいくつかあった。あれ面

白いなと思って、むしろ焼けて大変だろうと思うんです

けれども、そこを２年に１回ぐらい、ずっと帯状に何キ

ロも草原があって、そこが私の遊び場だったんですね。

そういう原体験もあったり、あるいは南のほうで平尾台

という有名なカルスト台地。秋吉台と同じように山焼き

をやっている。やっぱり遠足に行ったり、遊びに行った

り。その原体験の下に草原に関わってきたわけですけ

れども、一番のきっかけは、実は私の高校は修学旅行

のない高校でして、いわゆる受験ばかりという、面白く

ない、非常に面白くない高校だったんですけれども。

ちょうど大阪万博の年、私が高校２年のとき、そのとき

だけ万博に修学旅行に行こうやという話が出て、その

ときに山陰地方を何泊かして大阪までバスで移動した

んですね。そのとき２日目に泊まった三瓶山という山が

とてもきれいな草原があって、牛や馬が放牧されている。

これは都会育ちの私にとってはすごい感激して、それ

をきっかけに畜産の道に興味を持ち、大学は農学部を

選んだという経緯があるわけです。

　そうこうしているうち、いろんな方と出会うことがあっ

て、今回13回目を迎える全国草原サミットの第１回目

から担当させていただいているんですよね。そういう関

係もあって、サミットのお手伝いをするような全国草原

再生ネットワークというのを立ち上げたと。

　それと時期を同じくして、さっき最初に白川さんが紹

介していただいた草原研究会、日本草原研究グループ

というのも立ち上げていただき、そのときに白川さんと

あと二、三人の方で相談して、とにかく毎月１回、どこか

草原を調査して、そこでディスカッションして回ってみよ

うや、あるいは調査の手伝いをしようやと。そうやって

中国地方を中心にいろんな草原を若い研究者を募っ

て現場のフィールドを歩きながらぐるぐるぐるぐる回って

いたという、そういうこともいろいろ重ねるうちに、今は

阿蘇に携わって、草原再生協議会、阿蘇は約２万２,000

ヘクタールの牧野があって、山焼きをやっているのが

１万6,000ヘクタールあります。その利用形態、極めて

多様でして、土地所有も多様なんですけれども、利用面

も畜産で利用されたり、カヤに利用されたり、あるいは

草刈りをして堆肥として利用されたりとやっているんで

すが、大きな観光資源にもなっていて、阿蘇の。そういう

意味では東伊豆とも共通したものがあるかもしれませ

んけれども。阿蘇においても、すごく担い手の問題とい

うのも深刻で、これをどうするかということで、年間約

2,300人のボラティアが山焼きや牧野体験に参加して

いるという仕組みづくりもちょっとやっているところです。

　前回、この東伊豆でシンポジウムがあったときに、大

きくそうですね、利用の面では観光利用、あるいはパラ

グライダーの利用というのが当時あって、新しい利用形

態どうするかという模索もさせていただいた。それから、

当時からやはり山焼きの担い手の問題というのはかな

り深刻で、東伊豆町のほうでもボランティア等の関わり

をどうやって考えていくかというようなことも論議したよ

うな記憶があります。

　それから、さっきもお話があったように、教育とか普

及の面で、子供たちをどうやって、昔は遠足で当たり前

に行っていたし、地元の人たちの草原についての実感

もあったし、誇りも多分あった。今はいろんな文化が増

えているし、全体的にも様 と々いうことで、いろんな問題

を抱えているんだというような、そういう記憶をしており

ます。この13年間でどういうふうに変わってきたのかな

というのも今日いろいろお聞きしながら、課題の共有を

できたら、いろいろ協力ができることがあろうかと思い

ますけれども。

　１つ、稲取高原で面白いなと思ったのは、何年か前

からやっている入山料ですね。草原をただで利用する

人たちは、やっぱりちゃんとそれなりの対価を払って、

ボランタリーでいいから払ってくださいという、そういう

ふうに位置づけている。これはこれからの一つの観光

行政の自然を守る形の一つの選択肢として、効果的で

はあるけれども、画期的な出来事だったのかなという

印象を持っております。

　以上です。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　高橋さんは、僕はよくよく知っているんですけれども、

会場の方も知らない方も、それから、インターネットでご

覧になっている方も、知らない方もおられると思うんで

す。先ほどあったように、日本の草原を本当にいろいろ

なところを見ている方です。草原に入って遭難したこと

もあるんでしたよね、たしか。そういう方ですが、町長か

いろな観光地を見ていただければ、町としては本当に

よかったんですけれども、このコロナ禍では本当大変、

自分自身はもう大変残念に感じております。

　そういう中で、町の基幹産業は観光でありまして、以

前は100万人以上の方が当町に来ておりましたけれど

も、今は本当、コロナ禍においてですけれども、減少し

ちゃいまして、今、去年で40万ぐらいですかね。早くこ

のコロナ禍が収まって、何とか経済を活性化していき

たいと思います。

　そういう観光以外には、やっぱりこの海、さっき言っ

たようにゼロメートルから1,400メートル、本当、傾斜

がこういうふうにありますので、本当、海と山、これを全

て満喫できますので、大変すばらしいロケーションでご

ざいます。

　そういう中で、農業、教育も盛んであります。まず、漁

業におきましたはキンメダイ、こちらはもう地域ブラン

ドになりまして、味はもう日本一でございますので、ぜひ

とも皆さん方も稲取のキンメダイ、これを味わっていた

だきたいと思います。さらに伊勢海老も取れますし、結

構豊富でございます。

　さらに農業、これにおきましても、カーネーション、こ

れはもう私も全国で一番ではないかと思います。基本

的には農林水産大臣賞、これはもう過去３回も受賞し

ておりますので、この辺はもう自信を持って、また皆さん

に進めていますし、さらにミカン、かんきつ類には

ニューサマーオレンジがあります。やはりこれも香りも

大変良く、これも東伊豆町の名産でございます。これま

た季節がありますので、町が自慢できるものがあります

ので、四季を通じて、この東伊豆町、楽しめますので、よ

ろしくお願いします。さらにスポーツにおきましてもダイ

ビングとかゴルフ、そしてパラグライダー。このパラグラ

イダー、今言った細野高原でできますので、ぜひとも海・

山・空のスポーツ、年間を通じて楽しめる、本当に四季

を通じて東伊豆町、大変すばらしいところでございます

ので、ぜひともまたご来町願いたいと思います。

　このようなことが東伊豆町ではまちづくりの目標、こ

れを満点の海・山・空は東伊豆と掲げております。この

細野高原につきましても、このまちづくりの目標の一つ

でありますので、このパネルディスカッションにおきまし

て貴重なご意見をいただければ大変ありがたいと感じ

ております。そういう中で、このあと稲取財産区の山田

委員長から保全、さらには観光協会長のほうから、この

利活用につきまして説明があると思いますので、よろし

くお願いいたします。

　私は細野高原の思い出というのは、やっぱり遠足で

ございます。当時小学生のとき、必ず遠足で細野高原に

行きました。そのときはやっぱり全学年で行きましたの

で、６年生が１年生の手を引いて行った思い出があり

ます。そういう意味でもすばらしいなと。まだ子供でした

から、草原はすばらしいなというだけで、それがですね、

やっぱり先代とその山焼きなどの苦労によってこの山

が守られていることを感じましたので、自分としてはこ

の子供たちが細野高原に子供たちが行く機会がないも

のですから、子供たちに細野高原のすばらしさを知っ

てもらった中で、さっき言った芸北の取組、これもまた

後 で 聞 き た い と 思 い ま す 。

　そういう中で、やっぱり私は遠足といった中で、今度、

富永さんとか言っていた、鹿、猪　が増えた中で、

ちょっとダニの問題が出てきました。しかし、ススキのイ

ベントをやっている中で、それに対しては十分対応して

おります。ある程度、受付において案内をして対応して

おりますので。細野高原は安全ですばらしいところです

から、よろしくお願いいたしたいと。

　私の考えはそういうことでございますもんで、またよ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　今のお話の中にもいろいろと何か視点があるんだと

思いました。

　ちょっと１つだけ、町長は地元出身なんですよね、ど

の地区。

○パネリスト（太田長八）　僕は、今は結婚して熱川地

区に住んでいますけれども、幼少期は、小さいときは稲

取地区でございまして、稲取小学校に入りまして、やっ

ぱり春と秋になると何しろその遠足が楽しみで、細野高

原に対する思い出、それが大変強いです。

○コーディネーター（白川勝信）　もう本当に地元なん

ですね。ありがとうございます。

　次に、高橋佳孝さん、自己紹介と、ご自身と草原の関

わりとか、高橋佳孝さんは東伊豆町の方ではないです

が、今日は全国草原再生ネットワークの代表理事とい

うことで参加いただいていますんで、自己紹介からお

願いします。

○パネリスト（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは。高橋

でございます。

　今、白川さんから紹介いただいたように、私は外者、

よそ者で、細野高原とそんなに深い関わりがほとんどな

いのにここに登壇していいんだろうかというね。今日そ

こにいらっしゃる内山さんはまさに稲取のご出身で、草

原に関する研究をされていると、まさにここは内山さん

がいなきゃいけない場所だと思うんです。いろいろと理

由があって、ここに出させてもらっています。

在ではあまり生活に必要と思われていないもので、い

ろんな考え方もあるでしょうけれども、自然を守るという

哲学とか概念だけでは、どうしてもこれから守っていく

のは非常に難しくなるんじゃないかなというのが私の

考えです。だから、保全していくにはどうしたらいいかと

いうと、これから地域や町にどうしても必要な場所に、

この細野高原を認知してもらうことが、認知していくこと

が重要なことじゃないかなと思います。

　その中で、先ほど白川さんのお話の中で、非常に参

考になりました。その一つとしては、あそこは水の水源

地としてもやっていますけれども、もっと水源地を広げ

て、そこにいろんな花木などを植えて、植林して、それを

観光に使ってもいいのかなと。もう一つは、先ほどから

出ている教育の場として、体験学習とか、いろんなそう

いう子供たちの教育の場にも使えたら。もう一つは、観

光資源として、自然利用のイベントとか、そういうものに

積極的に使っていただければと思います。

　財産区としても、そういうことが具体的になってきた

ら、積極的に協力して前へ進めていきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。

　今日はこの機会を利用して、皆さんのほうにも意見

を聞かせていただきまして、参考にしたいと思います。

ありがとうございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　本当に非常に大事な視点というか、たくさんありまし

たよね。植物を管理する人が絶滅危惧種だという話も、

本当にいろんなところでも起こっていることでしょうし、

ただ、管理する人がということが、発言が出ること自体

が、まだ何かよくって、地域によっては、その植物が大事

だということさえもひょっとしたらもう既に忘れられてい

るかもしれない。

　それから、もう一つのことが草原が必需品じゃなく

なったという指摘の中で、守ろうという概念だけじゃ駄

目で、具体的に何かやっていかないといけない。その

中でも、やっぱりイベントとか観光というのが強いところ

なんだから、そこを進めていきたいというお話だった

と思います。

　ありがとうございます。また後から少し詳しくお聞きし

たいと思います。

　その観光とかイベントとかを中心的に担っていらっ

しゃる石島さん、続けてお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　それでは、改めましてこん

にちは。東伊豆町観光協会の石島でございます。

　お手元に、パワーポイントのほうに10ページになる、

このジャンプしている、これは私じゃございませんけれ

ども、もっと若い人なんで、こんなジャンプすると足を痛

めちゃいますので。あと、今年の「澄んだ空気と絶景

を。」という、このポスターにもあります、これがチラシで

すね。あとそのもう一つ、稲取細野高原の冊子、これを

見ながら皆さんお聞きいただければと思います。よろし

くお願いいたします。

　それでは、まず、細野高原と東伊豆町観光協会の取

組についてということでお話しさせていただきたいと思

います。

　次のページで、自己紹介ということで、私、石島専吉

という名前なんですけれども、これは本当に私もずっと

嫌だったんですけれども、やっぱり最近やっと慣れてき

まして、これおじいさんの、祖父の名前をいきなりつけ

られました。子供の頃はすごく嫌で嫌でしようがなかっ

たんですけれども、やっとアラカンになってきて慣れて

きましたけれども、私の父の出身というのが栃木県でご

ざいました。こちらに熱川温泉のほうに修行に出されて、

そこで結婚して私が生まれたということで、今はその旅

館を私も継ぎまして、熱川温泉のほうで「ふたりの湯宿

湯花満開」というところで旅館もやっております。

　私は2018年の東伊豆町観光協会に就任しまして、

ただいま４年目で、２期目でございます。2020年、昨年、

東伊豆町産業団体連絡会の会長に就任させていただ

きまして、現在に至っております。

　この右側の写真は、毎年１回、三筋山まで歩いてい

ますというふうに書いてありますけれども、これは去年

の11月１日にちょうど第一駐車場の標高400メートル

からこの三筋山山頂の821メートルまで、往復で大体

7.5キロ、時間にして約２時間で歩きました。山頂では

妻のお弁当というか、おにぎりを食べて、この小さく前に

いるカップルも、ちゃんとお弁当を２つ持ってきて食べ

ていました。その２人の歩くのが速くて速くて、本当、追

いつくのが大変だったんですけれども、本当、軽装です

んなり歩き切っちゃいますね、若い人というのは。です

から、やっぱりそういうところも一つ面白いんじゃない

かなと思いました。

らも遠足の印象が大きかった、高橋さんは三瓶山の印

象が大きかった、やっぱり子供の頃の体験、大事なん

だなというのをお二人の今の自己紹介の中からも見て

いきますけれども、じゃ次に山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　皆さん、どうもおはようござ

います。

　私は、稲取地区特別財産区運営委員会の委員長を

やらせていただいています山田と申します。

　稲取地区の特別財産区というのは、稲取地区の区長

さんとか区の役員さんの皆さんで構成されており、細野

高原の管理や運営や、そういういろいろの事業を行っ

ております。

　財産区と言うとあれですけれども、昭和34年に、この

東伊豆町というのは城東村と稲取町が合併してできま

した。そのときに稲取地区には230町歩ほどの当時の

町有地があったわけです。その２分の１を今、稲取ゴル

フ場やバイオパークに借地しております。残った部分

はどうしようかということでいろいろ、細野高原を含め

てどうしようかということで話があって、平成３年に自治

法が改正されまして、稲取地区の４区に町から無償譲

渡され、そのときにいろいろ４区で話し合って、いろん

な分配の問題とか、いろいろ話合いが出ましたけれど

も、この際、大同団結して、４区で平等でこの細野高原

の責任を持って管理や運営をしていこうということで現

在に至っております。

　今、２分の１は、バイオパークとか稲取のゴルフ場と

かに貸してありますけれども、そのうち借地料の２分の

１は町に、２分の１を財産区の財源として使わせても

らっています。そのお金で細野高原の維持や管理、また

この各４区ありますので、各区にお金を分配して、各区

の運営をやっていただいております。

　財産区の細野高原の管理としては、防火線があり、そ

してその後、防火線焼き、その後の全体の山焼き、そし

てまた春の山菜狩りは、これは財産区としてやっており

ます。そしてまた、各４か所ばかり湿原がありますけれど

も、湿原の周りの草刈りをやっております。そして、草原

の中の道路が、結構道路がありますけれども、水とか雨

とかで結構痛むもんで、その道路の補修や管理を行っ

ております。

　防火線焼き、山焼き、これは１回につき120名ぐらい

の方に、区民に出ていただいております。この他の事業

も含めて、先ほど白川さんがお話になった800万、13

年前は800万ということで、現在は節約しまして500万

ぐらいのお金で管理と運営をしております。

　そのほか、観光協会の会長もおられますけれども、

観光協会の秋のススキがこれから始まるわけですけれ

ども、ススキ狩りにも協力したりしております。また、各種

団体で、先ほど言ったパラグライダーとかラジコンの会

とかいうように、各種団体にも利用してもらうように貸

出しをしています。

　この頃ですけれども、この前もありましたが、映画や

コマーシャルの撮影等に利用したいという希望がたく

さん多くなってきまして、それにも貸出しをして、一部の

収入にさせていただいております。

　今後の問題としては、防火線刈りもそうですけれども、

焼き、山焼きこの作業員の高齢化というのが先ほど高

橋先生の中にも、当時13年前にもあったと言いますけ

れども、現在はもっと深刻で、私は昭和24年生まれで

すけれども、大体中心になっているのは昭和20年代、

30年代生まれの方が山焼きとか防火線焼きとかの中

心になっていますので、非常に高齢化が進んでいます。

それとまた産業構造の変化で、昔は、前にも言ったよう

に農家の人が中心とかそういうことが主だったんです

けれども、今は農業から観光やいろんなお勤めの方が

増えて、当日の人員確保をするのに非常に苦労してお

ります。

　またもう一つ、一番これも大きなことかもしれません。

先ほど町長のほうからもありました、原野や山に対する

関心が非常に低くなっておりまして、そういうことも含め

て原野を守っていくというのは非常に難しくなっている

のが現実です。

　また、私はよく冗談で言いますけれども、この細野に

は多くの絶滅危惧種があり、このことを、この絶滅危惧

種を守っていくのが本当に大事なことだと思うし、また

それが我々の仕事だと思いますけれども、植物はあるん

ですけれども、その管理をしていく人のほうが絶滅危惧

種の状態になっているというのが現実な問題です。昔

は、原野は農家の資源や、要するに農家の堆肥とか何

とかという資源や生活も今までのような茅葺きの生活

の資材として必要な場所でありました。そのためにみん

な非常に協力的で、いろんなことを一生懸命管理して

いただきましたけれども、正直いって時代の流れで、現

んと海はやっているのに、そういう状況です。

　ですから、私の娘なんかも夏の旅行で昼神温泉の星

を見にいったとか、やっぱりそういう高原を求めるお客

さんが多くて、夏を涼しく過ごしたいというのもあるのか

もしれません。ですから、もっとこう海だけではなくて、こ

の細野高原も売っていきたいということです。

　現在の取組なんですけれども、昨年からちょうど財産

区のほうも細野高原を考える会というのを立ち上げて

あるそうで、私たちも年間活用委員会というのを発足し

ました。これは春と秋のイベントだけじゃなく、年間で細

野高原を利活用する方向性として、ハイキングを掲げ

て整備や企画の立案を実施しています。このハイキング

というのを、やっぱりただ普通に歩いてくれというん

じゃつまらないと思いまして、ハイキングの聖地づくりに

取り組んでいるということで、今年の５月９日にはジオ

ガイドつき、そしてキッチンカーも山頂まで用意して、そ

のプレツアーを実施しました。これは25名参加で、女

性がすごく多かったんですけれども、それをやったりと

か、先週の９月19日にはインフルエンサーを呼んで、

招待してＰＲしていただいたり。今いろんな媒体に出す

とかというよりも、そういうもうやっぱりインフルエン

サーを呼んだほうがすごく効果があるんですね。これは

いろんな広告もそうなんですけれども。ですから、そうい

うことを常にやっておりました。

　あと、今年の10月17日にも、そのハイキングのガイ

ドツアーを今、インターネットのほうで参加を募集して

おりますので、またよろしくお願いしたいと思います。

　そんな形で、この右側にある写真も、これは夜の星空

観賞。これも二、三年前のＪＲのデスティネーションキャ

ンペーンのときに夜の星空観賞のツアーというのを５

月と９月かな、そういうふうにやったときもございまして、

そんなことになります。

　じゃ次の。

　活動とＳＤＧｓということで、ＳＤＧｓって何なのかなと

いうふうに私も思ったんですけれども、今やっているこ

とがそういう保全の一部を担っているんじゃないかと

いうことで、こんな表を作成しました。東伊豆町観光協

会としては、観光客、利用客から、先ほどの入山料を頂

いて、それを財産区のほうに一部、これ本当に少なくて、

微力で申し訳ないんですけれども、大体20万から30万

ぐらいですかね、毎回そんなぐらいで、一応頑張ってや

らせていただいております。

　最後のですね。

　本当に細野高原はこの町の宝でございます。細野高

原を生かしながらの利活用が観光業が主産業である

この東伊豆町にとってとても大事だと考えております。

来年度、先ほど町長もおっしゃっていたような６つの温

泉場が一つの東伊豆町観光協会に統合されるという、

一本化事業というのもございまして、観光協会が一つに

なります。これによって、ここだけの話ということでもな

いんですけれども、稲取の細野高原というよりも、東伊

豆町の細野高原というふうにしていきたいと私は思っ

ておりまして、みんなで、全町そろって細野高原をもっと

頑張って利活用を考えて生きたというふうに思っており

ます。

　最後の資料なんですけれども、これは年間のいろい

ろな、財産区と観光協会のいろんなイベントがここにあ

りますので、参考までご覧いただければと思います。

　本日はよろしくお願いします。

　以上でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　先ほど高橋さんから前回の話題になっていたという

話があった観光、それから担い手のうちの観光につい

て、随分詳しく教えていただきました。ありがとうございま

す。特に金額とかですね、人数とか見させていただいた

ら、やっぱりさすがだなと思うのは、まずきちんとこうい

う数字が出ている上に、コロナ禍でも大きくは減らずに、

むしろしっかりと継続が続いているというところが見え

ているというのがすごいなと思いました。

　高橋さん、さっき今日聞きたいなとおっしゃっていた

ことのうちの観光の話が今報告があったんですけれど

も、聞いてみてどうですか。阿蘇のほうでも観光というの

は大きな柱だとおっしゃっていたんですけれども、いろ

いろ、規模としては随分違うと思うんですけれども、比較

しながら何か感想を教えてもらえればと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　私、観光専門じゃないです

ので、何とも言いかねるんですけれども。阿蘇の場合は

地震の影響がかなりあってですね、それによって幹線

道路が寸断されたりということで大きなダメージを受け

たわけなんです。いまだもって、やはり草原の観光的な

評価というのはすごい高いですね。前もお話ししたこと

があるんです、来訪者に阿蘇の魅力を尋ねたときに一

番魅力に感じたのは、やっぱり広い草原で、多分この

国立公園に指定された頃は火山が一番人気でござい

ましたと思うんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　阿蘇の火山ですね。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。火口が見える

とか、活火山であるとか、雄大さとかあるとは思うんです

けれども、そういうふうにモータリゼーションの関係で

道路や交通機関がかなりこう発達してくると、広い草原

の魅力というのは観光客にすごく大きいんだろうなとい

感想とかもいただきたいと思います。

　もう一つ、すみません、ちょっと先ほど聞いたときに落

としちゃったんですけれども、今、４区の共有地みたい

になっているんですよね。それは何年でしたかね、何年

に話し合って、４区の共有にしようということになったん

でしたっけ。

○パネリスト（山田賢一）　合併自体は昭和34年に合

併したんですけれども、それをそれぞれ城東村が持って

いた土地、稲取町が持っていた土地、稲取町が持って

いた土地をどうするかということも議会の中でもいろい

ろお話しされて……、町長が発言します。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですね。いいで

すか、すみません。

○パネリスト（太田長八）　基本的には今言ったように

町村合併のときに稲取の地区のこの細野高原につい

て話し合いがありました。そのときは、やっぱり町が一

枚かんで、町と４区の共有の土地で、さっき言ったよう

に、ゴルフ場、そしてアニマルキングダム、動物園、これ

に関しては２分の１。今もその分配は変えませんけれど

も、使用に関しましては、私がなって多分すぐくらい、結

構４区からそういう要望があった中で、４区の所有だっ

たのが１０年くらい前かな。そのぐらいですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　10年前ぐらいですか。

○パネリスト（太田長八）　大体ね。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。

　だから、あれですよね。昭和の合併のときにそういう

話合いがまずあって、最近というか、10年前ぐらいにも

う一度、そこの所有を見直すというか、そういう流れが

あったわけですね。

○パネリスト（太田長八）　結構ね、４区のほうから、も

う前々から一応、４区の所有にしてくれといった中で、話

合いがあったんで、役場も巻き込んでそうなったと感じ

ております、あと４区の強い希望ですね。

○コーディネーター（白川勝信）　昭和33年頃といっ

たら、草の利用はどうだったんですかね。柑橘って割と

ずっと何ていうか、堅調な産業だったのかなと想像す

るんですけれども。

○パネリスト（山田賢一）　その合併する日が来てか

ら、しばらくの間は、今も町長の話の中にもありましたが、

ゴルフ場とかバイオパークも含めて、草刈り場、採草地

だったんです。そこを正直いって、今４区と言いますけ

れども、昔はほとんど一つの入谷区と言うんですけれ

ども、そこが全員ほとんど出て、それで全部で言う200

何十町歩を自分ちで管理しておりました、合併した頃、

前後ですね。そういうことでやっていまして、ここの入

谷区というところの人はほとんど全戸出て管理をして、

防火線から山焼きからやっていました。山焼きなんか

は、ひどいこと、今じゃ考えられませんけれども、朝振

れというのがありまして、朝６時頃、班長さんが今日は

山焼きやるから出て来いと言って、それは有無もなく出

なきゃならないような状況でやっていました。今日の

仕事があるとか予定なんていうのは、それはもう無視

されて、そういうことで皆さんで、入谷の皆さんが管理

してきたものです。

○コーディネーター（白川勝信）　その頃の人の意識と

随分今と違うんでしょうね。何かその地域の行事という

か、もうやることが決まっている。もう年中行事みたいな。

○パネリスト（山田賢一）　だから、先ほど言ったよう

に、あまり利用しなくなった、農家でも使っていた人が

あまり利用しなくなったというのがやっぱり一番大きな、

大きな関心がなくなってきたということじゃないかと私

は思います。今でもよく共同で山焼きの管理をしていた

だいていますけれども、この役員以外の方の中には、

何で俺んちが山の管理をしなきゃならないんだ。海岸

線のそれこそ近くとか、町の中の人には、そう言われる

ことも多々あります。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。そういう意

味では、あれですよね。前回の、前回って、13年前のこ

とを言うのもあれなんですけれども、課題だった山の価

値を共有しないと担い手もまた続かないかもねというと

ころは、まだまだ今もちょっと課題としてあるのかもしれ

ないですね。ありがとうございます。

　そんな中で、さっきバイクの、モトクロスの人が増えて

きたという話があったんですけれども、ちょっと質問を

いただいていまして、バイクも問題があると思います。マ

ウンテンバイク、モトクロスの人の利用はどうですかと

いうことで、お聞きしたいことというのは、草原管理の立

場とか観光の立場からメリット、デメリットなんで、観光

の立場のほうからちょっと、石島さん、バイクとかモトク

ロスの人たちの観光の仕方というのはどうなんですか

ね。うちのほうを見てみると、ツーリングでやって来て、

ちょっと休憩して、また次のところにずっと行くような感

じで、何か通り抜ける形の、モトクロスじゃないので、

ツーリングバイクはうちのほうもよく来るんですけれども、

モトクロスというのは林道を走っている感じなんです

か、未整備の。どんな感じで。

○パネリスト（石島専吉）　私もそのあまり詳しくはな

いですけれども、財産委員長が言われたのは、駐車場、

その第一駐車場、第二駐車場ぐらいまで来て、山を見て、

いいところだねって言って休憩して帰るんだったらい

いんですけれどもね、その400メートル以上の上の、細

野高原の山頂近くの三筋山の近くまで林道がずっとあ

うのがあるんですが、阿蘇の場合は160ぐらいある、牧

野という言い方をするんですけれども、草原が160ぐら

いあるというふうに考えてください、細野高原みたいな

草原が。そういう世界の中で、観光についての新しい取

組というのは、阿蘇はまだ畜産が盛んなので、防疫、伝

染病が大きく広がることを一番恐れています。そのため

に牛がいるところに簡単に入れないような仕組みに

なっているんですが、牛がいないときだとか、あるいは

きちんと防疫、薬剤を散布したりあれしたりして、入る人

も人を制限して、ちゃんとガイドつきで入るという仕組み

をどんどん広げています。それで、さっきお話あったよう

にガイドで回った人は、そのうちの何人かを牧野組合

のほうに渡しているという、そういう形で、大きくバスで

歩いて、とにかくいっぱいで動くというような世界ではな

くて、そういった本当の草原のよさを学んで入っていっ

て、そこのいろいろ、さっきからお話があったように、自

然だとか文化だとか、野焼きというのがこれだけ大変な

作業で、こんなにきれいに守られているんですよという

ことも一緒に含めてですね、ガイドさんとの会話の中で

そういう会話をする。

　将来的には、多分、牧野を管理している人の若い人

がガイドになっていく、そんな仕組みづくりもこれから

やっていこうかなというふうに、こういうところです。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　山田さんのさっきのお話を聞くと、随分、観光の分野

と、すごくこう、どういえばいいんですかね、連携がよく取

れているなというふうに感じたんですよ。何か阿蘇のほ

うは、やっぱり牧野ということで、牛を放牧しているんで、

防疫ということで、しっかり消毒しないと、入ってもらっ

て病気を媒介したら困るとかっていうことがあったんで、

その辺では何か、あまり地域の方とかも観光客の人が

たくさん来ることには全然抵抗がないというか、むしろ

来てほしいというような感じなんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　観光客の方が来てほしい

というか、観光地ですから、そういうことは協力はして

いかなければならないと思いますけれども、いろんなこ

とのトラブル……、先ほどちょっと言ったけれども、今年

はね、非常にオートバイの方が細野高原に入ってきて、

物すごい大きな音で何十台って連なってくるもんで、そ

ういうことをこれから少し対策を考えなきゃならないか

ということは考えていますけれども、観光地である以上、

多少はね、イノシシとか鹿しか歩かない道よりも、やっ

ぱり人が歩いてくれたり、人がいることのほうが地元と

してはありがたいもんで、それはいろんな皆さんに注意

をしてもらいながら、多くの方に来てもらうということは、

それはいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　もう一つ、ちょっと山田さん、お尋ねしたいんですけ

れども、利用の中で、観光のイベントとか利用が結構ご

紹介いただいたんですが、何かほかの農業に草を利用

するとか、そういうことは今はどういう状況なんですか。

昔は、さっきあったというふうにおっしゃっていました

けれども。

○パネリスト（山田賢一）　昔はですね、もう今から、私

たちが若い頃は、あの全山がほとんどはげ山になるぐ

らい、皆さんあそこで草を刈って、そして堆肥にしたり、

畑の中へ引き込んだり、いろんな利用をしていました。

ほとんど、だから、水際の下ぐらいからずっと、ほとんど

草を刈り取ってしまいまして、見事なはげ山みたいに

なってしまっていました。昔はそれほどあったんですけ

れども、今は数人の方が草を刈って資源にしているぐら

いで、ほとんど草を刈る人は、非常に少なくなって、昔に

比べればもう激減というか、ちょっと、というのがこちら

の柑橘が主体だったんですけれども、その産業が非常

に衰退しちゃったもんで、そういう意味もあると思います。

○コーディネーター（白川勝信）　柑橘の畑の中に、ミ

カン畑の中に草を入れていたということですね。

○パネリスト（山田賢一）　はい、それがほとんど中心

でやっておりました。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。その数人

の方が今、すごく少ない数でやっているということで、あ

まりこう、使える草はたくさんあるけれども、草を使うこと

は随分減ってしまったということですかね。

○パネリスト（山田賢一）　そうだと思います。昔はそ

れこそ部落中というか、皆さんで、私が若い頃もそうで

すけれども、取りっこというかな、朝の４時頃から草を刈

りにいって、朝明るくなって、何だおまえらそこにいたの

かというぐらいみんなで草を刈っていましたけれども、

今はそういうことはほとんどないですね。草は幾らでも

ありますけれども、持っていく方は非常に少なくなってい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。資源はあ

るけれども、使えていないということですよね。何か

ちょっともったいないなというところなんです……、そう

だ、皆さんの手元に質問用紙というのが用意されてい

ると思います。話を聞きながら、アイデアとか意見があれ

ばぜひ書いていただければと。感想でもあれば。もし書

かれた方は、ちょっと手を挙げていただくと、役場の山

田さんが集めてくださるので、できればちょっと質問を

書いてください。何か僕の聞きたいことばかり聞くのも

もったいないので、ぜひぜひちょっと皆さんのご意見と

るわけですよ、狭い。そこをがんがん走っているらしい

んですよ。ですから、そこからまた転がり落ちちゃったり

とか、いろいろそういう事故にもつながっているみたい

なんで、今ちょっと苦慮されていて、入り口にちょっと

チェーンでもやって、それは取って行けることは行ける

んですけれども、もう少し意識をしっかり持たせたほう

が、何かね、よくないんじゃないかということもあって。そ

ういうことは山田さんからこの間言われて、そうだなと

いうふうに思いました。

○コーディネーター（白川勝信）　確かに事故があっ

たりすると。

○パネリスト（石島専吉）　そうですね。やっぱり私た

ちの考えるハイキングの聖地と、そういうバイクとかっ

ていうのは、ちょっとリンクしないんですね。ハイキング

で歩いているところをばんばんこう上っていっちゃうら

しいんですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

○パネリスト（石島専吉）　ですから、ちょっとその辺

は規制しないとまずいんじゃないかなというふうには

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　その辺を規制する

道、そこは市道なんですかね、町長。そうですか、市道

ですか。どういう形の規制が考えられますかね。

○パネリスト（太田長八）　基本的に町道が抜けてい

るんですよ。その町道に関して遊歩道が続いているの

で、そういう部分に関しましても私道なので、それはすぐ

にできると思いますので。町道に関しましては制限でき

ません。やっぱり一番心配するのがこの細野高原、住宅

地を通ってくるもんで、渋滞とか住民の理解がないと活

用できませんのでね、それなので今、細野高原付近の

住宅の理解を得られるようやっております。それこそ今

度はバイクなど、これ規制できませんもんでね、そういう

なかで細野高原の活用がちょっと中座するのが困るな

というのが現状でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　マウンテンバイクとかで来る人はいるんですか。うち

のほうはスキー場があるんで、スキー場の夏のシーズ

ンにマウンテンバイクでだっと下るとか、林道を下ると

か。自転車ですよね。自転車あまりないですか。

○パネリスト（山田賢一）　ないと思うよ。

○パネリスト（太田長八）　自分が把握したのは、熱川

地区はね、比較的林道があるもんで、熱川地区が結構

マウンテンバイクが来ているのは聞いていますけれども、

細野高原に関しては、ちょっとマウンテンバイク、普通の

オートバイが結構来るんじゃないかと、これは想像です。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ちょっとまた別の質問なんですけれども、そういう意

味で、これまであった自然イベント、自然利用で、何か

細野高原に合っているものというのは山菜狩りとかス

スキ狩り以外でどんなのが、どんなイベントがいいか

なという質問が来ているんですけれども、どういう方向

性が……

○パネリスト（太田長八）　正直いって星空やったん

ですよ。星空のほうも、自分はもう最高でした。やっぱり

行ったときに、もうライトも全て消して、虫の音だけ聞くよ

うな感じで、たまたま虫の声が聞こえて、本当にすばら

しいなと思ったんですよ。しかしながら、やっぱり寒さ、

これが寒いということで、２回やってちょっと断念したん

ですけれども。そうやった中で、星空のこと、これもある

程度やったら本当、都会の人も喜ぶんじゃないかと思

います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ほかに何かアイデアがありますか。山田さんとか石

島さんのほうは。どんなイベントがいいなというのが

あれば。

○パネリスト（山田賢一）　要するに今、私が考えてい

るというか、皆さんにも細野高原を考える会の中に

ちょっと提案させています。要するに細野高原の里山づ

くりという形で、奥山じゃなくて、あそこはまだ里山だよと

いう形で、里山のよさを広げていきたいなと。そういうこ

とで今、細野高原の入り口、これは財産区の土地じゃな

いんですけれども、やっぱり入谷部落の振興会という昔

の団体がありまして、そこの土地が６町歩ぐらいありま

して、ほとんど細野高原に隣接したところですけれども、

そこを今、森林組合の組合の皆さんが今まで植林され

ていたもんで、そこを全部伐採して、そこに今、ヤマザク

ラを全部植えようかなんていうことで、ヤマザクラの里

を今、これは国とか県の補助金をもらって森林組合が

やってくれているんですけれども。それで、地主さんは振

興会というところですけれども、将来的にはそこをヤマ

ザクラの里にしようと。中は当然、材を出すのに林道を

造りましたんで、そこが散策道路になるかなと。そこが、

うちの振興会の山だけが６ヘクタールぐらいならある

んですけれども、その奥に町の山も10町歩近く、10ヘク

タールぐらいあるもんで、今、町長ともお願いしているん

だけれども、そこ全体を全部やって、いろんなことに使

えないかな。そうすれば、振興会のほうもいろんなこと

があるんじゃないか、できるんじゃないかと。

　農協さんもいろいろそこを今、あそこにも農協の施設

もありますから、これはボツになったんですけれども、

一時、あそこで、要するに地ビールの工場を造ってやり

たいという、いいな、地ビール、ビール飲みながらあの

高原でススキ眺めたらいいなというようなことで、それ

を私たちも非常に賛成して協力したんですけれども、

ちょっといろんな事情で、それはボツになりましたけれ

ども。

　そういういろんなことで、あの高原をいろんな方面で

楽しんでもらえるような、これから設備というか、利用し

ている団体とか企業があったらいいな、私は考えてい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　何かいろんなことが、道路がやっぱり中まで通ってい

るというのがいろいろ、シャトルバスが行けるようなとか、

そういう整備ができているなというのがすごいんだろう

なと思います。

　片方でちょっと管理のほうの質問も来ているんです

けれども、担い手の問題というのも先ほどありましたが、

もう一つ、省力化という関係で、これ僕の話の中なんで

しょうね、山焼きの道路の防火帯に沿って軽トラが入れ

るようにするような話が蒜山でも聞いたことがあるけれ

ども、細野高原でも何かそういうことができる部分が

あったらコメントをお願いしますということなんですけ

れども、これどなた……、そういうのが可能そうなところ

というのはあるんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　防火帯、先ほど今、白川先

生の言った、あそこの防火線沿いにパイプを引くかとい

う案も去年出ました。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。やっぱ

り一晩で考えるようなら大体考えているんですね。

○パネリスト（山田賢一）　やって、水道屋さんに見積

りを取らせてやってみてはどうかなと思ったら、距離が

長過ぎてちょっとそのままやるんじゃ難しくないかという

ことで、それはボツになりました。

　もう一つ、今、いろんな林業試験場とかなんとかでお

話を聞いているのは、内山さんが専門ですけれども、あ

の防火線に防火林を植えて、要するに火の広がらない

ような防火林を植えて、それがただの面白くない木じゃ、

何も観光資源になりませんから、将来的に防火林であ

りながら観光資源の一助になれるような、例えばいい

んじゃないかって、内山さんが専門ですけれども、サザ

ンカとかツバキとか、一番強いのはサンゴジュなんて

いうのがあるらしいんですけれども。それらを防火帯に

10メートルぐらい、本当の火が出るところじゃなくて、火

があまりばんと燃えないようなところは防火林で防火帯

みたいなものを設置したらどうかなというようなことも

皆さんとは議論していますけれども、まだ実現はしてい

ません。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

　やっぱり結論というか、ちょっとすぐには出ないんで

しょうね。どこの地域でもいろいろそういう山焼きの省

力化とか安全性というのは出されているんですけれども、

高橋さん、何かその辺で、阿蘇のほうでは物すごいたく

さんの山焼きやっていますし、工夫されている部分もあ

ると思うんですけれども、人数も多いですが。ちょっとど

ういう、事故のほうの部分ですし、省力化の工夫で何か

あれば教えてもらえますか。

○パネリスト（高橋佳孝）　やっぱり事故は、毎年とは

言わないけれども、数年に１回必ず出ているんですね。

事故が起きると、もうやめてしまうという、そういった一

つ大きな問題が２つあって、１つはもう担い手がいない

で、いつやめるかを考えず、ただやめてしまう。責任者が

責任を取るなんて無理。例えば阿蘇の場合では、区長さ

んが火入れの責任者。

○コーディネーター（白川勝信）　火入れ責任者。

○パネリスト（高橋佳孝）　であれば、区長さんという

のは、例えば２年、３年で替わっていきますよね。そうす

ると、もう区長になりたくないという人が出てくるんです

よ。しかも、それ裁判ざたになったりとか、いろいろ面倒

くさいというのがあって、それで、多分この阿蘇の分科

会で相談される南阿蘇の村長さんがいて、南阿蘇村は

地震による被害によって野焼きができなくなったところ

が多いけれども、もともとそういう構造的な問題で、いつ

もどうなるか分からないというから、どんどんやめる、や

める、やめるというのが出てきていたんですね。そこで

少なくとも火入れ責任者は首長がなるということで、実

は安心して野焼きを再開した牧野参加者。ただ、それは

もちろん責任者だけの問題じゃなくて、そこに県や、ある

いはボランティアや市町村の協議会みたいなものをつ

くってみんなで応援してそこを再開するわけです。なぜ

再開するかというのは、これも多分、分科会で論議され

るように、熊本市民にとっては水源の源である草原の水

源涵養力というのは、実は阿蘇のほうは森林よりはる

かに高いんです。もしかしたら東伊豆もそうかもしれな

い。そういう草原の価値をみんなで共有して、それを

守っていくために役所も汗をかくし、お金も出しましょう

ということでやっている例が１つあります。

　もう一つは、牧野ごとに、さっき白川さんがおっしゃっ

たように車が通れる防火帯をやっぱり造りたいという

のが物すごく強いみたいですね。鉄鋼スラグの廃材み

たいなものが簡易的にですね、舗装までいかなくてもか

なり強い道が造れるということがあって、そういうものを

り保全という中で、首都圏から来る人が結構多いので、

500円、それくらいのお金ですけれども、地元の人に

とっては500円高いなと言いますけれども、首都圏から

来れば取りあえずそれが妥当ではないか。しかし、やっ

ぱり行くまでは結構ブーブー、周りを見ますと、現地に行

きますと、やっぱりすばらしい景色を見た中で、それは

当然当たり前の話だということを聞きますのでで、町と

してはそれがいいんじゃないかとは確認しております。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　入山料の話をしたら、先ほ

ど言った、今ススキがあるだけじゃなくて、今年、去年は

コロナのことでやらなかったんですけれども、山菜狩り

でも、私たち財産区で、入り口のところでお金を頂いて

います。あそこの入り口のところで来て、町民の方とよそ

から来た人はちょっと金額を変えて頂いております。

○コーディネーター（白川勝信）　細かい対応をして

いるんですね。

○パネリスト（山田賢一）　そうですね。それはいろん

な観光協会さんのご指導でいろいろやっていまして、町

外の方とか宿泊した方、地元の方ということで、３段階

ぐらいに値段を分けてやって、財産区の役員があそこ

でガードしてやっております。

○コーディネーター（白川勝信）　なかなか結構ね、お

金を頂くというのは勇気の要ることで、お金出したけれ

ども、こんなかってなっちゃう……

○パネリスト（山田賢一）　文句が出ますけれども、こ

れは富士山のあれと一緒だから、この山も管理するお

金ですからということで頂いています。

○コーディネーター（白川勝信）　そういう意味じゃ、

草原の価値を知っていないと、お金下さいとは言えな

いわけですから、それだけ価値を認識しているというこ

とですよね、地域の皆さんが。

○パネリスト（山田賢一）　何回かは、あそこまで来て、

ゲートのところで帰っていく方も結構います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。帰っていく

方もおられるんですね。

　草原の価値という中で、さっきちょっと質問とかを後

に、教育のことについて、町長もおっしゃったし、高橋さ

んもおっしゃっていたんですが、幾つか質問が来てい

るんですけれども、まず、高橋さんに、全体的なことだと

思うんですけれども、草原の価値の教育的効果につい

てのことの質問で、草原で子供たちに何を伝えられる

のかというのと、火入れとか野焼きを体験すること、伝

統的な作業としてそういうことを体験することの意義み

たいなところは、大きな話ですけれども、どういうところ

にあると思いますかという質問なんです。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原、教育者じゃないんで、

偉そうに語ることはできないんですけれども、価値と言

うまでもなく、大きく２つあると。１つは体験、五感で体験

したり、野焼きを体験したり、自然の雰囲気を体験した

り、草花を観察したりということと、それからやっぱり仕

組みづくりを学ぶというところですね、文化も含めてで

すね。体験に関しては、学校の中では語れないし、教え

ることができないことが屋外でできる。

　阿蘇の場合、全部の小学校で草原の学習をすること

が今できています。それで、発展性というか、私たちもそ

のほうがいいなと思ったのは、それを端緒にして、今度

はそれが公民館活動に地域活動にいく。そうすると、地

域の関わってくれる人たち、大人の人たちも増えていく

し、景観も入ってくるし、公民館として地域の草原を守っ

たり、上で寒いんですが、阿蘇の場合、草泊まりという、

草刈りをして、地元の集落と草刈り場の集落まで500

メートル以上の標高差があって、毎日通うの大変だか

ら、家族みんなで山の上に行って、草で作ったテントで

２週間ぐらい泊まって草刈りするという文化があったん

ですけれども、その中で子供たちを泊まらせて体験させ

たりというようなこともできている。

　だから、端緒は学校教育からだったんだけれども、

今は地域教育というか、教育という言い方がいいのか

悪いのか分からないんだけれども、地域の文化や歴史

や、その成り立ちや技術や意識や知識というものです

ね、子供たちに引き継いでいくと同時に、家族やその関

わる人たちにも広がっていくというものがいいですね。

少しずつ何か所かに広がっていく。そこのほうが私は

大事になってくるかなと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ＳＤＧｓの地域版とい

うか、そういうこと……

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。そんな感じに

なるのがいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　先ほど石島さんから

も、最後のスライドでＳＤＧｓという言葉があったんです

けれども、観光コンテンツそのものとしてのＳＤＧｓとか、

そういう学習のニーズというのはあるんですかね。ＳＤ

Ｇｓを学ぼうとか、そういう草原の自然、先ほどでの説明

だと、観光での収入が草原の保全に行くということだっ

たんですけれども、阿蘇ではボランティアの人は年間

2,000人以上来るし、実はうちのほうも木を切ったりと

か草刈りの体験を教育ツアーとして、一応プログラムと

いうのはあるんですけれども、そういうのは、こちらのほ

うではそういうニーズみたいなものというのはあるもん

ですか。

導入することで、野焼きを再開したり、そういう、向こうで

は恒久防火帯という言い方をするんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　恒久、ああずっと使

えるもの。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうです、ずっと使える防火

帯。道路さえあれば何とかなる。そういうものに対しても

県の事業として、導入するところにはそういう必要な経

費を出すというふうなこともでてきています。

　やっぱり今の方向性としては、恒久防火帯ですね。

　もう一つは、以前、草を刈っていて、もう裸になるよう

な状態がありました。阿蘇も秋吉台も全くそういう状態

ですね。その頃はですね、こんなに広く防火帯を切らな

くても安全だったんですよ。草がもう持ち出されている

から、火をつけてもそんなに大きくならない。今は雄大

でもう映像に入るとものすごくいいように見えるかもし

れないけれども、まさに危険な状態にあるわけですね。

25メートルぐらいまで炎が上がったりします。そんなに

危ないんじゃ、もう野焼きができないという話があった

んですが、最近、カヤ刈りとして、冬場の枯れた草をい

ろいろな方が刈っているんですよ。牧野さんにもお願い

をして、そこに入らせていただいて、たくさん刈るように。

牧野さんがそれで一番喜んだのは、野焼きが楽にな

るって。もともとあの草原の価値があって、それを維持し

ようとすることも重要ではあるんですけれども、実は、そ

れを維持するためには草をうまく利用することがそれに

もまた役に立っている。もちろんお金という点もあるかも

しれないし、材として文化財の保全に役立ったりするこ

ともあるかもしれないけれども、利用することで、実は管

理の省略化や安全性にも物すごく貢献できているとい

う、そういう仕組みづくりをみんなで共有していって、

やっぱり何か草を利用する算段と創意工夫によってひ

とつひとつやっていかれたらいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　そもそも利用してい

たから草原なのであってというところに立ち返るという

ことですね。

　ちょっと会場からの草の利用についての質問、多分、

山田さんにお答えいただいたらいいと思うんですけれ

ども、１つはミカン畑に草を使っていたときは何月ぐら

いに使っていたんですかということなんですけれども、

刈る時期というのは、決まった時期に刈っていたんで

すか。

○パネリスト（山田賢一）　刈る時期は、10月から11

月、要するにこれから秋口にかけて、もうカヤが緑がな

くなってきて、要するにそれのほうがもちがいいもんで、

青い草を刈ってやるよりも。だから、皆さん大体、草が枯

れ始めた頃から、10月から11月頃から。それで、して、

少なくとも２月に山焼きをやるもんで、山焼きのときまで

には、刈った草は持ち出してくださいよというようなこと

でやっておりました。

　だから、そうですね、大体今から、10月から11月頃

が一番多いと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　それと、かやぶき屋

根には使っていたんですか。

○パネリスト（山田賢一）　僕の記憶というか、前は

使っていたという話も聞きますけれども、実際、私は見

ていないもんで、何とも言えません。使っていたと思い

ますよ。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。使って

いたとしても、大分昔、古い時期ということですね。なる

ほど。ありがとうございます。

　ちょっと別のユーチューブのほうからの質問、すごい

いっぱい来ています。何か皆さんやっぱり、これはです

ね、シャトルバスのほうなんで、石島さんにお伺いした

いんですけれども、シャトルバスをやめたのに料金を

取っているのはどこで取っているんですか、どういうふ

うに徴収している、徴収方法を教えてくれませんかと書

いているんですけれども、それは何かゲートを設けたり

とか、そういうことですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。下の103台置け

る駐車場の入り口のところに受付がございまして、そこ

で一応、感染症対策でいろいろアルコールをやったり

とか、そういうときに払っていただいてパンフレットを渡

しています。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。コロナ対

策も一緒にできるしということですね。

○パネリスト（石島専吉）　はい。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　そのやり方というのは、割と最初の頃からそういう形

でやっていたんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。その期間だけな

んですけれども、ですから、１日過ぎれば無料で入れ

ちゃうんですね。ですから、最初は私も何でお金取るん

だよってものすごい言われているようなお客が多かっ

たんだけれども、やっぱり最初はそういうふうに、高橋

さんが言っていたように、入山料って何で取るのってい

うのを、無料のイベントというのはよくないという前任の

観光協会長から言われていて、そちらの前任の観光協

会長がそういうふうにして、私たちもそれを引き継いで

います。それを財産区のほうにも使用料として払えると

いう形になっております。

○コーディネーター（白川勝信）　町長、何か。

○パネリスト（太田長八）　入山料に関しては、やっぱ

秋って紅葉するところあるのかいって言われて、昔はも

う強気でしたから、もう団体客ばんばん入ってくるから、

じゃ結構ですよ、もうどこかの箱根とか北関東とか東北

で見てくださいと、紅葉は。伊豆はちょっとないんで結構

ですみたいな感じだったんですけれども、今は反対で

すから。紅葉する木はないんですけれども、やっぱりそ

ういうススキで秋を楽しんでほしいというのが１つです。

　あともう一つだけ、去年のススキのイベントで7,200

人来たわけですけれども、そのうちの350人にアン

ケートを取ったんですね。さっきの話とちょっとつなが

るかもしれないんですけれども、イベントの売りで何が

一番よかったですかというのは、やっぱり「絶景」でした。

これ断トツで絶景。それで、参加したい新企画、これは

多かったのが「１日限りの星降るキャンプ場」、あと、

「大自然をそのままに」という方もありますし、あと、「野

外コンサート」。これは今年はできないんですけれども、

一昨年まではホルンの演奏会だとか、稲取高校の吹奏

楽部の演奏会を土日にやったりとかしておりましたの

で、そういうことです。あと、細野高原に必要な施策とい

うことで、「アクセス道路の拡充」とか「絶景ポイントの

紹介の充実」とか、そういうことを書かれている方が多

かったということですね。

　ですから、伊豆というのは本当に秋も楽しめるんだと

いうことを観光客の皆さんにも知ってほしいということ

でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

秋を楽しんでほしいという、観光客の方へのメッセージ。

　山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　管理していくのがどういう

ことかということを言われてもあれですけれども、私はよ

く親戚とか友達とかなんとか来たときに、細野高原を連

れていくと、必ず言われるのは、何だ伊豆は山が深いん

だな、よく言われます。大体皆さんは海岸だけ走って

帰ってきて、伊豆半島の中のほうへ入るのは、天城道路

ぐらいのところしかないと思いますけれども、各町には

深い山が、山が深いです。だから、そういうことを楽しみ

ながらいろいろ山を楽しんでいただければありがたい

なと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　すみません、ちょっとチャイムが鳴っちゃって、時間が

来ちゃったんですけれども、コンパクトに高橋さんと町

長にもコメントいただいて終わりたいと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原は非常に懐の深い資

源だと思います。それで、将来に向けて決して暗いこと

ばかりじゃなくて、多分21世紀の持続的社会を語る、こ

れほど人と自然との関わりの仕組みが何千年も続いて

いるというのは、すごい懐の深い地域資源なんだろうと

いう。ただ、それを私たちが気づいていないような、これ

は研究者にもしかりだと思うし、行政においても多分し

かりだと思いますけれども、そういう意味では、もう一度、

草や草原の魅力をみんなでいろいろ創意工夫しなが

ら考えていく。新しい社会への土植えも可能になってく

る、そういう明るい展望を持ってみんなでぜひ協力し

合って次の世代にちゃんと続いていくようにしたいなと

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　じゃ最後に町長、お願いします。

○パネリスト（太田長八）　これは本当、ユーチューブ

を見ている全ての方に、これはもう人と地域の問題じゃ

ありません。これは全国の問題でございますので、全国

の方々、草原に対して興味を持っていただくことが私は

一番だと考えています。そういう中でこの草原、将来に

わたって保全なんかもね、やっぱり市町村の自治体で

連携してより多くの自治体に入ってもらった中で、草原

をいかに守っていくか、これをまたやっていきたいと思

います。そういう中ではまたユーチューブを見ている方、

その辺また支援と協力を賜ると大変ありがたいと思い

ますんで、よろしくお願いします。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　最後に非常に力強い、全国の方々、それから全国の

自治体に向けて草原共有を持ってまた加わっていただ

きたいというメッセージをいただきました。

　ちょっと僕の進行が不手際で12時を過ぎてしまいま

したが、これでパネルディスカッションを終わりたいと

思います。

　もう一度、４人のパネリストの方に感謝して拍手をい

ただけたらと思います。（拍手）

　どうもありがとうございました。

　じゃ、配信のほうもこれで終わらせていただきます。ど

うもありがとうございました。

○司会　皆さん、どうもありがとうございました。

　午後ですが、１時から東伊豆、阿蘇、蒜山の３会場で

分科会を開催いたします。午後１時になりましたら、そ

れぞれの会場で分科会を開始してください。よろしくお

願いいたします。

　その後の全体会のウェブ配信については、午後３時

20分からを予定しておりますので、午後も引き続きよろ

しくお願いいたします。

　午前の部につきましては、以上で終了となります。あり

がとうございました。

○パネリスト（石島専吉）　細野高原はまだそういう形

にはなっていないんですけれども、いろいろ摘果のミカ

ンの収穫を手伝うとか、いろいろそういうカーネーショ

ンの花を、そのまま結局時期が過ぎちゃって、全部それ

を捨てちゃうわけですね。そういうのを何か手伝う体験

だとか、そういうことは、農業体験のほうなんですけれ

ども、そういうのは少しずつプログラムに入れているん

です。まだ参加者は少ないんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　そうなんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そういうのは年間を通して

いろいろちょこちょこやっています。

○コーディネーター（白川勝信）　じゃ何か、これだけ

宿泊施設もあり、こういう海と山とっていう、すごく近いと

ころにあるという環境だったら、本当に、うちは体験教

育とかをすごく受け入れているので、何かメニューが

つっこんでいきそうだなと感じました。すみません、

ちょっと僕の興味のほうでちょっと質問をかぶせてし

まったんですが。

　もう一方、これも教育のことなんですけれども、次世代

に伝えていくために教育現場でできること、望むことは

どういうことがありますか。町長のほうから遠足の記憶

がっていう、高橋さんもそうだったんですけれども、遠足

以外でということということですが、教育現場でどういう

ことができるでしょうかね。どなたでもお答えください、

せっかくですから。どなたかありますか。

○パネリスト（太田長八）　まず、自分から言ったのは、

まず細野高原に対しての愛着ね。　子供のときから。そ

れがなければ、細野高原の保全はもう無理だと考えて

おります。そういう中で、まず町民が行った中で、細野高

原のよさが分かった中で、そしてやっていけば続ける方

向で、地域効果やったんです。それによってよさが分

かって、そうすれば、先生が言ったように子供が行けば、

必ず父兄が行きます。そういう中で全体的にやっていき

たい。それとやっぱり子供たちも自分で働いたお金で

いろんなことができる。そういうことができれば、子供た

ちの教育になると考えております。

　そういう長期的に考える中で、やっぱり子供が細野

高原に興味を持たせなければ、自分は細野高原の保

全は絶対無理だと考えておりますので、そういう中で、

そこが一つのいい機会じゃないかというようなことです。

　教育的効果、高橋先生がおっしゃったテントを作っ

てそこに滞在する、そこでキャンプするとかね、やっぱ

りそういうのがあると、教育的な体験になるんじゃない

かと考えています。

　何しろ小さい子が草原に対して興味をいかに持たせ

るか。それだけは私はいろいろと考えております。やっ

ぱり何事も一から小さい時からやっていくというふうに

ありますので、そこからの教育が私は一番大事じゃな

いかと考えておりますので、そういうふうに言わせてい

ただきました。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　ほかにありますか。

　ちょっとそろそろ時間が来ているんですが、いろんな

方の質問、本当にありがとうございます。

　もう１個だけ、僕に質問、これは物的なことなんで、カ

ヤが高いという話が出て、850円で売るのは高いん

じゃないかという……

○会場より　（「いや、違う、どうしたら高くできるかとい

うことを聞きたかった」と呼ぶ者あり）

○コーディネーター（白川勝信）　それはなぜですかと

いうことなんですが、これは、中間業者に販売している

んじゃなくて、カヤの施主さんに直接販売しているので、

一旦集めると安くなりますけれども、カヤぶき職人さんと

かカヤの施主さんとしっかりネットワークをつくるのが

高い価格で販売している一つかなと思います。価格に

ついてはカヤぶき職人さんに相談して決めた価格です

ね。すみません、以上です。

　いろいろお聞きしたんですが、ちょっと最後に皆さん

から一言ずつ、草原に関わる人への誰かを想定して、

子供でもいいですし、観光客の人でもいいですし、また、

ユーチューブで見ていらっしゃる方でもいいですけれ

ども、一言ずつメッセージをいただけたらと思います。

石島さんから、今度は反対にお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　４人目だと思って安心して

いたんですが、私は観光ということからちょっとお話を

させていただければ、何で秋のススキなんだという感じ

なんですよね。これはもう10年ぐらい前から団体の宴

会型のお客さんが激減しています。今まではもう団体で

バスで来て、もう20人、30人で宴会して、朝ばっと８時

頃帰っちゃうんですよね、もう朝食を食べて。ですから、

観光する場所なんていうのは全く必要なかったんです。

秋以外の春には河津桜もこうやってやっておりますし、

夏はやはり海水浴とか、そういうリゾートという感じが

ありますのでよかったんですけれども、それなもんで、秋

が全然オフシーズンになっちゃんたですね、一時期。そ

れで、やっぱり観光協会のほうも、せっかくああいう高

原のいい場所があるんだから、ススキのイベントをや

らせてくださいということで、財産区に頼んで町と協力

してやったような状況がございますので、そのような形

で、やはり春夏秋と楽しめる、そういうコンテンツが欲し

かったということがまず１つですね。

　ですから、秋によくお客さんに言われたのは、伊豆の
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維持活動に携わる一方、携わっただけの対価を受け

取る、あるいは携わった人が対価を実感しているのか

という話がありました。こちらの細野高原は、地元の集

落の方たちが山焼きをされていますので、その方たち

がちゃんと対価を実感されているのか、あるいはそこ

に税金を使っているわけですから、町民の皆さんがそ

れを実感しているのか。そういうことが前回議論に

なったと思います。それからどう変わったのかというの

は後のパネルディスカッションで聞かせていただきた

いなと思っているところです。

　前回のテーマは、忘れられた草原の再発見、その保

全と活用ということで、生物多様性、外来種、シンニュ

ウが間違っていますね、これ。広島ならではの間違い

ですね。外来種侵入……、深入山という山があるんで、

草原の山です。草原のやぶ化、森林化など、草原の質

の問題について共有されていない。草原の生物多様性

はどうなっているんだろう、景色としてはいいけれども、

本当にそこは価値があるというのが認識されているの

かというところの問いかけと、もう一つが草原を守るこ

とによる生態系サービスや経済的恩恵を享受する仕

組みがない。これについても話がありました。その後、

たしか僕が記憶しているのは、都内の電車のつり広告

に草原のことがかけられたりというＰＲをされたりとか、

あるいは入山料を早い段階から取り始めた、草原では

あまりないのかなと思いますけれども、そういう事例を

先立ってされたという記憶があります。今日はそういう

話もまた後で聞かせていただきたいなと思っていると

ころです。

　そして今年、2021年のテーマですが、今回はオンラ

イン開催ということで、ここの東伊豆町、それから阿蘇、

そして蒜山のほうでも分科会が開催されます。大きな

テーマは、未来へつなごう！壮大な海すすきの草原、そ

して、分科会のテーマは、保全・利用・継承、草原の公

益的機能について、それから、茅の利用と草原保全と

の関わりということで、どちらかというと今、草原に話題

になっているのは茅の利用とか、利用ですね、利用と

か草原の機能というところにだんだん目が移ってきた

のかなと思っています。

　先ほど課題として示されていた２つのことですね。２

つ目は、そういう利用とか、草原の価値をどう実感する

かという話だったんですが、もう１個、１個目の草原そ

のものの価値というのが果たして僕らは認識されてい

るのか、希少生物とかですね、生物多様性のほうが認

識されているのかどうかというのは、これはむしろ草原

を研究する研究者が発信できているかどうかというこ

とになるので、ここ地元でも内山さんとかを中心にいろ

んな研究が進められてますし、今から継続的にやって

いって情報を出していかないといけないだろうなとい

うふうに思っています。

　今日こちらに呼んでいただいた縁というのが、僕ら

は草原研究グループというのを組織しています。西日

本草原研究グループというのを組織して、これは蒜山

で調査しているんですね。これだけキキョウがあるとこ

ろも珍しいです。自生のキキョウがたくさん咲いている

んですね。僕たちは大体、10年前ぐらいは月に１回集

まって、あちこちで研究していました。例えば３月は学

会で岩手県に行っていたんですけれども、十和田湖畔

までちょっと車で走っていっていました。何かこんな雪

があるのに、ちょっとでも空いていれば何か探したくな

るのが僕らの常で、このときは、東北のほうに行くとフ

キが大きくなるんですね、フキノトウも大きいのでびっく

りしました。あるいは大阪の吹田というところで、町な

かで調査をしたりしています。こんな住宅地の中なん

ですが、ここの草原は、もうここの土地が売れてしまっ

たら生き物がいなくなる。こんな町なかでも希少種とい

うのはちゃんと残っているんですね。ずっと管理がされ

ていれば、何ていうかな、開けた環境があって、継続的

に管理がされていれば、そこに生き物が残っていると

いうことが分かっています。それをじゃどうするかとい

うのは次の問題なんですね。

　画面共有が止まったんですが、大丈夫ですか。

○スタッフ　一度ちょっと。

○講師（白川勝信）　共有の再開、これですね。すみま

せん。写真を今、見てもらう……、まだ、すみません、声

だけ聞こえていたみたいで申し訳ない。

　吹田の草原はこんな感じです。

　僕たちは草原研究会なんですが、僕自身は高原の

自然館という博物館に勤務しています。学芸員という

仕事をやっていまして、会場の皆さんの手元には、この

高原の自然館のパンフレットが手元にあると思います。

とてもとっても小さな建物なんですが、博物館。博物館

はこの辺には何かあるんですかね、ないですか。静岡

○司会　それでは、ただいまより白川勝信さんによる

基調講演となります。

　白川先生は、生態学をご専門とされ、2003年より広

島県北広島町の芸北高原の自然館に学芸員として勤

務されております。現在は、湿原、半自然草原、里山林

など、地域の人間活動によって維持されている生態系

の保全をテーマに活動を展開されています。子供、事

業者、行政、ボランティアなど様々な主体による自然へ

の関わり方を見直し、新たな仕組みを組み込みながら

地域と自然を将来に残していく道を模索されておりま

す。2017年には、第１回ジャパンアウトドアリーダーズ

アワード大賞を受賞されるなど、草原をはじめとする

様々な分野での活躍をされています。

　それでは、早速でございますが、基調講演のほうをよ

ろしくお願いいたします。

○講師（白川勝信）　こっちはマイク持っていていいん

ですよね。じゃちょっと話させて……、その前に写真を

撮らせてください。何ですかね、向こう側にいる人は多

分、会場の様子が分からないと思うので、ちょっと撮ら

せていただきます。今、配信はもうされているんですか。

ありがとうございます。

　よろしくお願いします。白川です。

　今日、80分くらいお話しさせていただくと思いますん

で、よろしくお願いします。

　こんな感じですね、見えますかね。見えますかねって

いうと、ライブ配信している相手の人から返事がない

んで、分からないんですが、会場にいる人はこんな感

じです。東伊豆町ですね、いろんな人が来ています。

　これは08年の東伊豆のサミットです。全国草原シン

ポジウム08ｉｎ東伊豆ということで、今年の草原サミッ

ト・シンポジウムは１年間延びたんですけれども、本当

は2008年に一度サミットをやる予定だったんですよ

ね。それがあったので、僕としては、ああようやくここの

東伊豆でサミット開催できて、本当にうれしいなと思っ

ています。今回もここに来るのを楽しみにしていまして、

駅前のキンメダイのオブジェをまた見れるかなと思っ

たら、キンメダイのオブジェがなくてですね、それで

実は自分がこうやって回している写真がなかったんで

すよ。だから、今回こそはキンメダイぐるぐるやるぞと

思って、なかったんで、ああと思っていたら、移設されて、

この役場の真向かい側の海の近くにありましたんで、ぐ

るぐる回させてもらいました。ちゃんとヒレも動きました

ので、東伊豆に来たことがない方はぜひお立ち寄りく

ださい。

　役場のすぐ横には朝市があって、前回はこの朝市に

寄らせていただいて、たくさんの海産物が売られていて、

やっぱり海の近くだなというふうに感じました。本当に

懐かしい、懐かしい町で最高でした。

　前回もこうやって細野高原の上に登って、たしかここ

は塩坂さんから教えてもらったフライトをしているとこ

ろですかね、パラグライダーが飛ぶところで、何かこん

なこともできるのかなという、草原っていろんなことが

できるんだなということをそのときに感じました。とにか

く広くて一面ススキで、上から見れば海が見えるという、

すばらしいロケーションだなというふうな記憶があり

ます。

　今日は、僕、一番最初に話させてもらうので、前回い

ろんな写真を撮っていて、どっちかというと食べ物とか、

さっきのキンメダイの写真とか草原の写真とか、花の

写真が多かったんですが、会場で１枚だけ写真を撮っ

ていました。これどなたのスライドか分からないんです

けれども、こういうことが課題の提起というスライドが

あったんですね。山焼きによって、草原という景観を維

持することだけで十分なのかという問いかけと、草原の

造ってくださいと言ったわけじゃないですね。そうやっ

て造っても多分残りません。ここを残すのは、牛を入れ

る。これが残すための策。一つ一つの景色に一つ一つ

のできてきた履歴がある。それをどう読み解いて、それ

をどうつくっていくか、これがフィールドミュージアムの

学芸員の１個の仕事です。

　美人林といって、ブナ林と言えば白神山地のブナ林

も有名ですが、日本の中で有名なブナ林を幾つか上

げていくと、出てくるのがこの新潟県の十日町市にある

美人林のブナ、ここにも博物館があるんですけれども、

その裏山です。このブナ林はブナが細いんですよね。

東北のほうとか、ブナ林って割と広島のほうだととても

珍しい、原生林というイメージなんですけれども、東北

のほうに行くと、森を伐採して何もしないとブナがこう

やって生えてくるそうです。長野県とかも結構こういう若

いブナの林があるんですね。だから、もしこの美人林

のブナ、こんなブナ林を維持しようと思ったら、ある時

期にここを全部伐採すればいいということになるんで

す。そういうふうに人間の働きかけと風景とか自然とい

うのがお互いに行ったり来たりの関係にすると。それ

を一歩ずつ読み解いていかないと、その自然をどう残

すかとか、活用するかという話に行き着かないんです

ね。例えば棚田なんかもそうですね。こういうところに

コンクリートじゃなくて、斜面を造って水路を造ると、生

き物がそこにたくさんくる。

　これは四国中央市、愛媛県の写真ですが、僕はこの

写真がとても好きです。「ウォーリーを探せ！」という絵

本をご存じですか。すごくいろんな絵が描いていて、そ

の中にたくさんの人物が描かれていて、いろんなことを

やっているんですけれども、その中にウォーリーが１人

だけいるという絵本があるんですけれども、この写真を

見ると、何かさっきの例えば棚田だったら田んぼが広

がっているし、干潟だったら水と土が広がっている。こ

の中を探していったら細かいものがたくさんあるんで

すよね。ここは四国中央市の大歩危小歩危とか、祖谷

とか、四国は急な谷が多いんですけれども、山の向こう

のほうを見てみると、隣の集落が山に張りつくように家

が建っているんですね。あそこ人が住んでいるんです。

だから、隣の家に行こうと思ったら、すごく斜面を上り

下りしないといけないし、こちらから見えるあの家まで

も、１回下まで下りて上がっていかないといけない、そ

ういう地域です。こういう傾斜の急なところでは、どうい

う農業をされているかというと、狭い中にいろんな作物

を作っていらっしゃいます。

　これ１軒のお宅でされていると思うんですが、そして

ここで特徴的というか、特産なのがお茶なんですね。

この斜面のところのきれいに植え込まれている、これが

お茶です。

　もう一つ目を引くのが画面真ん中ぐらいに三角の

立っているのがススキですね。すすきの三角の山形の

が見えますかね、これですね、これです。これはコエグ

ロと言うのかな、肥料にするための役割が１つありま

すが、もう一つ大事な役割があって、こういう斜面だと、

何もしないと、土がどんどん剝がれてきちゃうんですね。

だから、こういうススキを置きます。特にお茶畑の下に

もこうやってたくさん続いています。

　先ほど、こうやって人間が関わってつくられたフィー

ルドというのをどうやって守っていくのかなというのが

とても大変なんですが、ものすごく面白いテーマだなと

僕は思っています。どうですか、面白くないですか。草原

もその一つだってなるんですよね。

　お茶畑、静岡県の掛川市というところもとてもお茶が

有名なところで、新幹線からもよく見えるところですが、

ここでも草が使われています。茶畑があって、手前のほ

うに結構、草地がありますよね。ここ、これ見たことあり

ますか。通っていたら見える……、あそうか、ここ静岡

だよね。そうだ、何か静岡、それはそうだ、何を言ってい

るんでしょう。もちろんご存じですよね。あの「茶」という

字の近くは草が植えられていて、そこの草もちゃんと敷

き草に使われているんですよ。そうか、僕、今日、釈迦に

説法みたいな話を今からするかもしれないですね。

　静岡の茶草場農法というのは、世界農業遺産に指

定されています。その中でお茶のパッケージの裏側に

こういう葉っぱがついていて、この葉っぱが３個なら、

認証制度をつくっているんですね。生物多様性貢献制

度というのをつくって、３個だったら貢献度が高いです

よ、２個、１個ということで、そういうお茶の味とか値段

とかという別の価値をお茶につけています。そうするこ

とで、わざわざ草を刈って、そこの草地ができることで

生きる生き物を守っている農業ですよということを知ら

せながら、お茶の生産ができるようにしている、そうい

うところです。

　そうか、静岡でしたね。でも、静岡の茶草場と同じよ

うに、にし阿波の傾斜地農耕、また四国に戻ってきたん

ですが、徳島県でされている傾斜地農耕というのも、こ

れも世界農業遺産に指定されています。こういうところ

ですね、もう斜面です。さっき写真で見ていただいたよ

うな、隣の集落に行くためにものすごく行かないといけ

ないとか、家と家がもう斜面に張りつくようになってい

る。こんな感じですね。これ別にあまり誇張しているわ

けじゃないです。ここに立つと、カメラをどの角度が正

しいのか分からなくなるぐらい傾斜が急なんですけれ

の県立博物館はすばらしい大きな博物館がありますよ

ね。博物館の仕事というのは４つあります。あそうか、伊

豆にもあれがありますね、動物園がありますね。動物園

も博物館の一つですね。

　博物館というのは４つの仕事がありまして、資料を

集めて、資料を保管して、研究して、展示・公開します。

これが博物館の責務で、学芸員の仕事ですね。最近テ

レビでも割と「ブラタモリ」とかですね、学芸員の人が

出て来てしゃべったりとか、あとは何かクジラが打ち上

げられたり、リュウグウノツカイが上がったり、ダイオウ

イカが出てくると、何かよく学芸員の人出てきますよね。

ああいう人に資料をとにかく集めていって保管する、あ

るいは美術館にも学芸員というのがいます。美術品を

集めて保管して、研究して展示・公開する。この４つを

やっているのが博物館の仕事です。美術品を集める美

術館、動物を集める動物園、水族館、あるいははきもの

博物館、鉄道博物館、切っ手の博物館ですね、いろん

な博物館があるわけですが、基本的にはこの４つをや

ります。僕はフィールドミュージアムと言って、フィールド、

つまり外の、どういうんですか、野外を博物館と見立て

ているので、町全体が博物館だという言い方をしてい

るんですね。それどうなるのかというと、野外を建物の

中に集めることはできませんから、地域に関する情報

を集めて、地域を保全して、地域を研究して、地域を展

示・公開している。例えば細野高原という地域、ここに

関するいろんな情報を集めて、そこを保全して、そこを

研究しながら、そこの情報を発信していく、そういうの

が学芸員の仕事になると思います。

　今日はちょっとこの学芸員の視点というのを皆さん

と共有できたら、草原のことについて少しヒントになる

のかな。

　植物を保存するためには、例えば植物園は栽培をし

ますよね。博物館だったら押し花を標本にしたり、ため

るんですが、フィールドミュージアムはどうするかという

と、その草原をどう守るかということを常に考えていま

す。僕も頭を悩ませています。特にその場所をどうやっ

て保全するのかとか、今日のテーマでもありますが、ど

うやって展示・公開、つまりみんなに活用していくのか。

保全したり活用したりというのは、大きなテーマだし、

正解がまだないものですね。

　例えば、ここからは写真をちょっといろいろ見ながら

お話ししたいんですが、この夏、僕は八ヶ岳をちょっと

歩いていたんですけれども、八ヶ岳というフィールド、こ

れを保全しようと思ったら、どうするかな、考えると、もう

ここを例えば保護区にする。それ一つの方法ですよね。

あるいは歩く道筋を１つ決めて、ここからはみ出ないで

くださいね。そうしたら、こういうコマクサとか、チシマ

ギキョウは守られるかもしれない。人間が何も関わら

ないということですね。

　八甲田山も登ってみました。八甲田山って、名前は聞

いていたんですけれども、行ったのはこのときが初めて

でした。こんな雪の中をガイドの人と一緒に歩いたん

ですけれども、これを保全するといっても、人間がどうこ

うするレベルのものじゃない。何もしなくても、この景色

は多分残っていくんだろう、雪の上ですからね。

　こうやってエビの尻尾と呼ばれるような、これをじゃ

博物館に持って帰れるか、これ展示・公開できないで

すね。気温が低いところで風が吹きつけるからこういう

氷の形ができる。だから、人間にはまずつくれないとい

うのは、そういうところは残すといっても、そのままにし

ておくか、温暖化を止めましょうということをするしかな

いんです。片方で、今日のお話のメインは、人間がいな

いとなくなっていくフィールド、こちらのほうが、どういえ

ばいいのかな。関わりを続けるということで、やりやす

い面もあり、やりにくい面もある。本当にさっきの自然の

中というのは、禁止、禁止ってしないといけなくて、いろ

んなことを禁止したり、見守りするのはとても大変なん

ですね。でもむしろ関わり続けるということ、例えば有

明海の干潟ですね。これも自然ですけれども、ここの自

然です。遠くまで遠浅の海があって、潮の満ち引きに

よって、満ちたり引いたりしています。こんな美しいすば

らしい景色があるし、これが潮が引いたらこういう形。

ここで行われている伝統的な漁業、こういうものという

のは、じゃこの景色を、人が入っていけるこの景色をど

う残すかといったら、捕り過ぎないということもそうで

すし、捕るためのルールをつくるという、人間側でこれ

決めていけるんですね。人が関わっているところは、人

間側が関わっていけば何か可能性があるんだろうと。

　段畑って聞いたことありますか、段畑。棚田か。棚田

はよく聞きますよね。段畑っていう景色があって、これ宇

和島の先のほうに行くとこういう景色があるんですけ

れども、傾斜が激しくて、水がたまらなくて、この細い畑

を造っているんですね。これ人がずっと石垣を積んで

造った景色です。こういうものを残していこうといった

ときには、ここの農家さんが儲かれば多分この段畑の

棚田は残っていきますし、こんな関係です。

　阿蘇ですね、これは。阿蘇に行くと、山の斜面に横向

きにずっと筋がついていて、これは誰かがつけたわけ

じゃなくて、牛は草を食べるときは横に横に移動する

ので、横に横に道が勝手につきます。これがつくことで、

段畑じゃないですけれども、ああいう段々ができていく。

この景色すごくいいなと思っても、土木業者さんにこれ

だけが持っている知識があるはずなんですね。

　自然だけだったら、ここは水が勝手に湧いてくるん

です。熊本県阿蘇市の住宅地の中のほうなんですけれ

ども、もうばんばん水が湧いてくる。これは自然の力で

すよね。自然の力で地下水が湧いてくるけれども、その

自然の力を使って人間が働きかけて水田にしていくと。

水が豊かなところで水源を造る、これはいろんなところ

で造られています。

　もっと水があるところ、これは徳島県の河口近くなん

ですが、鳴門市では広いレンコン畑が広がっています。

これは南海地震という地震が起きたときに、低湿地に

なったところを、今はレンコン畑に使っている。自然に

できたものを人間がレンコン畑にして、レンコンを作っ

て。そこには地下水がしっかりありますから、これをくみ

上げて、この機械ですね、右下のほうにあるこの機械。

これは水がぷしゅーといつも出ています。これでレンコ

ンを洗っています。ちょっとなめてみたら、鉄さびと

しょっぱい塩の味がします。

　こうして人間がレンコン畑を作っていくと、水路がで

きます。その水路に、これはわらを束ねて浮かべている

んですね。スサという、建築の方はご存じですかね。僕、

なじみがなかったんです。壁を塗ったり、左官さんが使

うときに混ぜるわらというのは、そのまま混ぜているん

じゃなくて、１回こうやって漬けておいて、乾かして、そ

れを使うそうです。徳島県は、こうやってクリークをたく

さん、低湿地でレンコン作って、クリークを造って、その

クリークをまた使っている、人間が使っているわけです

ね。それで水路をもう完全に乾かしていくんじゃなくて、

もう湿地と一緒に生きていく道を選んだことで、その水

路にはこうやってオニバスが残っていると。オニバス

は、別に植えたわけじゃないんですね。人が湿地を全

部変えるんじゃなくて、湿地の環境を生かして水路とレ

ンコン畑で、そういう生活をしたから、たまたまオニバ

スが残っていた、こういう状況です。

　だから、自然への働きかけを機械的にどんどん変え

ていくとか、大きな開発じゃなくて、そこの自然に合った

生かし方をする、使い方、生き方をすることで、今度、自

然のほうもそれに反応する生態系ができていく。

　今日ずっとこんな話ばっかりしていますけれども、

いっぱいあるんですね、日本の中に。

　これは福島県の三島町というところで、連れてきても

らったのはマタギの集落です。マタギに会ったことあ

りますか。ある人いますか、東だからいるのかな。僕、全

然マタギ、マタギとか本の中の人だろうと思っていたら、

マタギの人がちゃんといたんです。日本の伝統工芸品

に指定されている、こういう編み籠、奥会津編み組細工

という技術をこの人は伝承されていて、それを作ってい

ます。材料は山で取ってきたもので、後ろのほうにはこ

ういうブドウのつるとか、クルミの皮とか、それをいつの

時期に取ったらいいかとか、どんなサイズなら取って

いいけれども、このサイズは残しておいたらまた来年

取れるとか、そういうのを全部知識として持ちながら細

工物を作っています。

　その後ろには、こういう型枠ですね、かごを作るため

の型枠と、こういうものを持っています。カラムシとかキ

ロロとか、ああいうものも使っていらっしゃいました。そ

ういう使い方をすることで、山の中にはちゃんと野ブド

ウも残るし、いろいろな植物が残る。冬には、マタギな

ので熊を撃つらしいんですね。環境がちゃんと残って

生き物が残る。生き物が残るから、それに合った暮らし

というふうに、環境と人が行ったり来たりしながら暮ら

している。だんだん……、もういいですかね、多分。

　あと、これは兵庫県の淡路市です。小山に畑とか作

物を作っているんですけれども、棚田とか段畑とよく似

ていますが、一番上のここ、ここ分かりますか、山の一

番上。これ何だかご存じですか。これは近づくとこんな

感じです。何かあるかというと、特にない、広いんです

けれども、これはお墓なんです。淡路島、淡路の人たち

はお墓を２つ持っていて、埋め墓と詣り墓と言うそうで

す。埋め墓は埋めるところ、詣り墓はお参りするところ。

だから、亡くなったらここに体を運んで、ここに埋める

と。それは同じ場所に地域のいろんな人が埋まるんで

すね。じゃここがお墓なのかというとそうじゃなくて、家

の裏に墓を別で持っておいて、お参りするのはそっち

でお参りする。そういう独特なやり方をしているんです

が、ここを管理されているので、もちろん今はないです

よ、今は火葬になっていますけれども。でも、僕が行っ

たときには、まだ地域にそういうのを知っている人がい

るよという時代でした。ここをやっぱり草刈りするんで

すね。そうすると、そこに淡路島の希少種が残っている。

　利用の仕方が、今回分科会でもカヤの利用とか、細

野高原、観光とか、いろいろ草の利用というのはあるん

ですけれども、別の目的で利用することで、そこが草原

の生き物の生き場所になるということはあります。高知

県のお墓とかも、時々お墓で生けたものを燃やすから

ボヤが起きて山火事になって、草原の生き物が残ると

いうこともあるそうです。

　これは白老村、コタン、アイヌの人たちの家です。

こっちから見ると、全部入り口が見えています。反対か

ら見ると裏口です。ちゃんと川に沿って入り口があるそ

うですね。こうやって草を使って壁まで、屋根だけじゃ

ないですね、壁まで造ることで、断熱材に使っていると。

ども、電柱の立っている方向とか、杭とかを見ていただ

くと、斜めになっているわけじゃないことが分かると思

います。こんな斜面のすごいところで農業をしているん

ですが、やっぱり見えるのがこの真ん中、コエグロで、

近づいてみるとこんな感じです。こんな畑、僕、見たこと

なかったんです。これ畑なんです。見ていただくと、石が

いっぱいありますよね。ここの農業ってすさまじくて、草

がないとできない農業をされています。

　どういうふうに草を使うかというと、草をこうやって

刻むんですね、機械で。後ろにあるこれらの道具を使っ

て、すき込んでいくんです。すき込むときの音は、ジャ

リッジャリッといって、石を砕くような音がするんですね。

大体、草の堆肥を使うときは、１回、草を置いておいて、

それが発酵して、肥料になって分解されたところで畑

に入れるのが普通ですよね。でも、ここでは、この道具、

これも地元で作られた道具ですが、こういう道具を

使ってすき込んでいく。この刃がいっぱいあるのは男

性が使っていて、３本しかないのは奥さんが使ってい

るという話をされていました。

　こんな感じで、土壌が非常に、地力が弱いところで

農業をされています。これ世界遺産になったんですけ

れども、ここでできるものというのは、ジャガイモとかヒ

エとかアワとか、タマネギも植えていますよね。そういう

もので、じゃどう戦ったらいいんだろうということなん

ですね。世界農業遺産に認定されたはいいけれども、

ここに何かの付加価値をつけるとしたら、なかなか難

しいな、そういう話をされていました。それでも、僕は何

かこの景色を見て、すごい景色だなと思います。これ全

部、本当に機械が入らないし、人の手で一つ一つすじ

を耕して作っていって、それがこのコエグロと、それか

ら周りの景色の中にあるというのは、僕は何かの価値

がここにあるんじゃないかなというふうに感じるんで

すね。だけれども、ここにこうしたら残りますよという答

えはなかなか出ない。そう思いながら帰ってきました。

　こういうフィールドのものを残したり、考えたりすると

きに、僕はなんとなくの指針を５つ持っています。これ

は別に館の決まりとか、言われたものじゃなくて、僕自

身が思っていることなんですけれども、何か働きかけて、

そこを残していきたいとか、保全しましょう、活用しま

しょうとかいうときに、１個目が後戻りができるか。これ

やりましょうってやり始めたけれども、途中でやっぱり

やめましょうというところができていないと、１回やり始

めて失敗したのにずっと進めていくというのは、地域も

一緒にやっている人も苦しくなるし、悪い方向にいっ

ちゃう。

　２つ目が暮らしに寄り添っているか。傾斜地農耕を

守るため、世界遺産なんだから、あなたやらなきゃ駄

目ですよというような形では、多分、続いていかないの

で、そういう形で残しても意味がないだろうな。

　３つ目が土地の歴史を大事にしている。傾斜地農耕

をやっていたところを今までのそこの人の暮らしとか、

その人たちが作ってきたものをやっぱり大事にしてい

きたいなというところに。

　４つ目に、野生の生き物にも優しいか。あそこを改良

していって、何らかの別のものが入ってくるとか、何か

が失われるということがないように。

　最後に、これはもう本当に何となくなんですが、美し

いかというところがあって、そこを見たときに美しいか

なと感じるかどうかというのがとても大事なんだろうと。

　これはいろんなところに行っていろんなフィールドを

見るときに、ずっとぼんやり思っていることなんですが、

細野高原に来たときも、やっぱりそこの地域の歴史っ

てどうなんだろうというのが興味がありますし、野生の

生き物がどういうふうかなとか、きれいなところだな。で

も、その表面的なというのは何が美しいんだろうなとい

うのをいつも考える。

　こういう指針なんですが、じゃあこういうもので残し

たいものは何なんだろうなというときに、今日の一つの

言葉です。もう今日は、僕は80分ぐらいかけてこの言

葉１個だけを皆さんと共有したいと思っています。言葉

としては、共創資産というものです、共創資産。多分、検

索してもあまり出てこないと思うんです。これ僕らで話

して生まれてきた言葉です。どんなものかというと、３つ

書いています。今まで僕が話してきたのは、自然と人と

の関わりという話をしましたよね。自然と社会の関わり

によって生まれて、地域に蓄積されてきた知識とか意識

とか技術です。これを共創資産と言います。細野高原で

は、あの広い草原ですけれども、地域にとってみれば、

限られた面積をどう上手に使っていくかということが

ずっと長い間かけて、知恵と、それが大事なものだとい

う意識が育ってきて、そこに火を入れるという技術とい

うのができてきたんだと思います。この知識とか意識と

か技術、これが共創資産です。

　限られた地域の自然資源を保全しながら持続的に

活用していくための共創資産が、多分、今はまだ日本

各地に残っていると思うんですね。これは自然と社会、

どっちかが失われると、共創資産も失われてしまいます。

地域の人がいなくなれば、山焼きのやり方も分からな

いし、この風ならどこから火を入れればいいかも分か

らないし、どのタイミングで入れればというのも、これ

は細野高原だけじゃなくて、僕の住んでいる芸北でも

そうですし、多分、阿蘇の原野とか蒜山でも、地域の人

か生えないので、ちょうど中海の環境が合っていて、中

海で今見られるという、何か珍しいものだそうです。そ

れをばんばん取るんですね。僕も取らせてもらいました。

長い柄のついた、何かこういうすくう道具を使って取っ

ていました。それを岸に運んで上げています。これ誰が

やっているかというと、漁師さんがやっているんですね。

　中海というのは、干拓事業で１回、干拓の事業が始

まって、それをやーめたってやめたところです。干拓の

事業のときに浚渫をしたりとか、堤防を造ったりで水の

流れが全然変わってしまいました。そのために何もし

ないでおくと、このオゴノリがたまってしまって、中でヘ

ドロになるんですね。これがヘドロになってしまうと、海

底に卵を産む魚が卵を産めなくなる。だから、漁師さん

にとっては、これを取らないといけないんですね。海の

掃除をしているわけです。

　これだけだと、何かこう、漁師さんが海の掃除をして

いるのねなんですが、この取り上げられたオゴノリは

集められて、トラックに乗せて運ばれて乾燥されます。

こうやって乾かして、こんな感じで肥料になるんですね。

塩分濃度が高いところの海藻だと、上げるとどんどん

塩が畑に入ってくるんですけれども、汽水域なので塩

分濃度が適度に低いし、これをどのくらいまいたら野

菜が育つかというのをこの地域の農業指導員の方が

すごく研究されていて、畑ごとに見ていきながら、この畑

だったら、こういう感じでまいてくださいというのを一

緒に指導している。これってすごいなと思って、海の草、

オゴノリを取ることで海もよくなるし、今度それが畑に

入っていい野菜を作る。だから、無駄がないですよね。

　草原シンポジウムでした。そろそろ草原の話を始め

ようかなと思います。

　今回のテーマは、未来へつなごう！壮大な海すすき

の草原ということで、海と草原、こんなに近くにあるとこ

ろでは、何か草原のものも使うことでできてきた草原な

ら、今の時代に合った使い方を探していけばつながる

んじゃないかというのが多分今、大分全国で考えられ

ている流れだと思います。それが使って草原がなくなる

んじゃなくて、持続的に使う方法をどうするかというの

が多分議論ですよね。

　今日はタイトル、草原を取り巻く里が教えてくれる、

持続可能な社会の未来像ということで話させてもらい

ます。

　草原を持つ自治体が全国にどれだけあるかという

のをちょっと調べてみました。全国には1,902ぐらいの

自治体があるんですけれども、草原を持っている自治

体は多分220より多い。この以上と書いているのは、ま

だ知らない草原があるので、こう書かせてもらったん

ですが、地図の上にもこんな感じです。どうなんですか

ね。10％というのは、僕は結構少ないのかなと思って

います。何かカヤぶき職人さんが300人、200人くらい、

おなじぐらいの数なんですね。でも、全部が全部カヤ

の草原じゃないので、これは全国草原再生ネットワー

クが持っている資料を基に作った地図なので、まだこ

こから落ちている草原もあるでしょうし、ちょっと性質の

違う、例えば牧草地みたいなものも入っているので、

はっきりした数はちょっと出てこないんですが、そう遠

くない数かなというふうに思います。全国にありますよ

ね。全国にあります。

　この草原の数だけ多分、共創資産というものが残っ

ていて、今日の一つの結論的なところなんですが、今

回の件はどうやって伝えていくかという話の中で、草原

を伝えていくために必要なもの、もう大分見えてきたと

思うんですけれども、１つ目は適切な方法、２つ目は適

切な方法を実行する力、力というのはお金かもしれな

いし、人力かも、ヒト・モノ・カネとよく言われますが、そ

ういうものですね。その実行する力を今度は継続する

ための仕組み、ある１年間だけ山焼きができたね、あ

あよかった、よかったじゃなくて、翌年も翌年も、もっと

言えば10年後も、ここに僕らがいなくなる100年後ぐ

らいもできれば続いてほしいなと思えば、継続する仕

組みを何か考えないといけない。

　それから、方法とか力とか仕組みを可能にする法令

ですね。これはもう行政の仕事です。北広島町では、過

去に野焼き条例というのがありまして、その中で山焼き

ができない書き方になっていたんですね。なので、書き

換えました。草原サミットがあったのを機に条例を見

直して、ちゃんと条例の中で焼けるようにというふうに

見直しました。こういう本当細かいところではあるんで

すが、社会の中で残していくためにはこういうものもと

ても大事です。

　最後の１つが上の全てを共有して伝えるための普

及、あるいは教育というものです。今日この後、具体的

に少しこの部分もお話ししようと思います。

　ちょっと先に条例の話なんですが、北広島町は条例

をつくっています。生物多様性の保全に関する条例と

いうのをつくっていて、それについてはこのパンフレッ

トの中に載っています。一番最初にお話ししたような自

然の保護というと、入らないでくださいとか取らないで

ください、そういうことももちろん規定はできるんですが、

もう一つは、里山のようなところを守る活動を町が応援

しますよということもこの条例の中に書かれています。

そういう形で、役場の職員、僕、役場の職員です。町民

さんとかから役場はなかなか動いてくれんという見方

ちゃんとこういうふうな機能があるからこういうふうに

使っていく中で、でも、片方でそれが自然に働きかけに

なるということです。

　もう１個だけ、ちょっと話をしましょう。

　これは新温泉町、前に草原サミットをやっていた上

山高原ですが、集落が使える草原の自然は限られてい

ます。その中で一家族ごと毎日順番に刈るんですよね、

草を刈る時期は。その順番というのは毎年替わるそう

です。前日まで知らされなくて、次、あんたの番よって言

われたら、急いで準備して、家族総出で下の集落から

この山に上がってくる。１日山で草刈りをして、集落み

んなが公平に草を刈る。これ全部ススキです。そして、

ここの草原が守られてきたそうです。

　そういうふうに共創資産の特性というのは、ちょっと

まとめると、多分、設計図があったわけじゃないんです

ね。いろんなやり方で、けんかが起きたりとか、何か使

い過ぎたりとか失敗したりとかということを繰り返しな

がら、地域の中でそういうルールが多分、決められてき

た。さっきも書いていたんですが、自然と人、どっちが

欠けてもこれは維持できないもので、自然があるから

人が暮らせて、人の活動があるから、その自然が残っ

ているという、その「共に」という文字です。

　それから、生み出されるためには、多分すごく時間が

かかります。１回なくなったらできないですよね。それで、

時間による検証、時間をかけて、いいものだけが多分

今残っているので、今残っている共創資産というのは

信頼性が高いんだろうなと思います。

　ちょっと一息つきますか。大丈夫ですか。

　これ何かずっと１人でしゃべっていると、不安になっ

てくるんですけれども、大丈夫ですかね。

　じゃ、続けますよ、ありがとうございます。何か、うんう

んとかうなずいていただいたりするととてもありがたい

です。何かこう聞いている人の顔も見えないので、なか

なか難しいですね。

　これは与論島です。

　じゃあ共創資産というのは過去のものなのかなとい

う話をしていたんですが、これは与論島の与論民俗村

と言って、昔の暮らしを展示しているところです。この辺

は台風がとてもたくさん来るところなので、家は小さい

部屋の雰囲気ですね。今だと大きな部屋に居間とか食

堂とか、子供部屋とか造りますけれども、何か人が増え

たら小さな建物を１個造るみたいな説明をたしか読ん

だような記憶があります。

　これは就職して間もなく、僕は自転車で旅をしたん

ですけれども、そのときに見て、多分、自分はこういうこ

とに興味があるんだなと気づいたのがこのときだった

のかなと、今思い返すと思います。道路に街路樹として

ヤシが植えられていたんですけれども、ヤシに全部袋

がかかっているんですよ。これは多分、ヤシの実を取っ

て何かにするんだろうと思うんです、これ調べていない

んですけれども。ギンナンが、イチョウ並木ってギンナ

ンが落ちたらみんなが拾いに行きますよね。あれの先

手を打って、ヤシはこういうふうに実がつくんで、もう先

に取っている。多分これがずっと未来になると、こうい

うのが共創資産の生まれるときなのかなというふうに、

今思うと思います。こんな感じですね。ちゃんと実が集

まっているし、後から掃除しなくて済む。ヤシは植えた

ものなので、自然物ではないんですが、こんな感じで

いろんな知恵が時代時代で出てくるんだなと思います。

　今、高知県の大月町では、備長炭が生産されていま

す。もともと四国の南のほうから和歌山にかけて生育

するウバメガシというカシの木を使うのが備長炭で、

その場所じゃないとできないんですけれども、ここの大

月町では、こういうやり方では炭は焼いていなかった

そうです。それを生産者をつくろう、高知県の県の事業

で、高知の中で雇用を増やそうという事業があったん

ですね。その一つで備長炭の作り方を、親方を呼んで

きて、窯の作り方から教えてもらうというやり方を始め

ました。こうして窯をついて、生産者を１人ずつ増やし

ていって、生産をしている。これが窯の外ですね。もの

すごく大きいものです。２週間で木を詰めて、２週間で

焼き上げるという、とても時間のかかるものが備長炭な

んですが、大がかりです。芸北の山の中でやっているよ

うな小さい窯とは全然違いますね。

　こういうところも共創資産が今生まれるところなんだ

ろうなと。なぜかというと、今は、町内にある森全部の

木の量を量ることができますから、計画的にもう窯は

30基までというふうに決めているそうです。それ以上

窯を作っても、木を取り過ぎてしまうから、持続的な生

産ができない。なので、先にもう量を量ってですね。昔

はそういうことできなかったんですけれども、今はそん

な生産とか利用ができる時代になったということかな

と思います。

　事例としては、これ最後になるのかな。いいなと思っ

た事例です。

　これは中海ですね、松江市の。真ん中のほう、何台

か船が出ていて何かやっているんですけれども、こう

やって山盛り、海からすくっています、中海。これはオゴ

ノリという海藻を取っているんですね。オゴノリ、聞いた

ことありますか。多分ないと思うんですよ。オゴノリって、

汽水域にしか生えないそうです。海水と淡水が混ざる

のが汽水域ですよね。しかも、ある一定の塩分濃度し

の予算を聞いて800万円、びっくりした記憶がありまし

た。すごいお金が山に吸い込まれているなというふう

に感じたところです。でも、これは全国で起きていること

ですし、草原に限らず、先ほど見ていただいた里山とか、

いろいろな自然に僕らの税金が吸い取られているわ

けですね。そういう社会資本の喪失がいろんな草原で

起きている。これをどうにか変えていきたいなと考える

わけです。

　今までの草原サミットでも、草原を守るための労働

力をどうしようかとか、資金をどうやって集めようかとい

う話も過去にはありました。僕が初めて草原サミットに

参加したのは、たしか2007年の蒜山の大会のとき

だったんですが、岡山県の蒜山では、その当時、どう

やったらそういう資金が集まるかなという会話をした

覚えがあります。

　ただ、少し変わってきたのは、こういうふうなどう

やって労働力や資金を集めるかという話から、今は放

置された草原をもっと利用しようという議論に変わっ

てきましたよね。今回のメインテーマもそうですし、各会

場での分科会のテーマもそうなんですが、利用という

のがキーワードにもう既になっています。その利用が１

つの利用方法じゃなくて、前半で見ていただいたよう

な生態系との関係でもものすごくたくさんあるんですね。

よそでやっている利用をそのままぽんと持ってくるん

じゃなくて、まずはそこでの利用を考えていくのが大事

なんだろうと考えています。

　芸北では、こんなことを始めています。今までもボラ

ンティアで草刈り、ここにはカヤ刈りと書いていますが、

もともとは草刈りをしていたんです。草原を守るために

火入れ、山焼きができない草原をみんなで草刈りをし

ていたんですね。やぶになっていると刈り払っていたん

ですが、ここ数年は秋にはカヤを刈るようになりました。

そのときには子供たち、ついてきた子たちがこんな感

じで、もうすごく楽しそうに遊んでいます。最近の子はイ

ンスタグラムもやっているので、こういう映え写真を

撮ったりして遊んでいます。このときは子供が撮ったん

じゃないですね、カメラマンが撮ってくれました。

　こうして集めたカヤがどこに行くかというと、すぐに

屋根に行くんじゃなくて、市場に集めるようにしました。

これ名前、茅金市場と言います。カヤがお金になるので、

茅金市場。単純な名前ですね。こういう市場をつくって、

そこに出荷している。これはボランティアの人だけじゃ

なくて、地域の住民の方ならどなたでも、地域住民と

いっても、もう持って来ていただける方からどなたでも、

この日のこの決まった時間に持ってきてくださいという

ことで、１年に１回だけ市場を開けています。この日に

地域の人がみんなでカヤを運んで持ってくるわけです。

　この建物は、もともと小学校の体育館でした。学校の

統廃合によって、ここは閉校になったので、そこの中に

鋼管を組んでカヤを置けるような場所を作りました。こ

れを持っていくとお金がもらえます。だから、地域の人

は持ってきてくれるんですね。

　もらえるお金は日本円じゃないんです。せどやま券と

いう地域通貨なんですね。この地域通貨、名前はせど

やま券です。単位は石、１石が１円なので、この見えて

いる券は千石、1,000円として地域の中で使われます。

有効期限もあります。６か月以内に使わないといけな

い。６か月の間ずっと持ったままだと、これ紙切れに

なっちゃうんですね。だから、みんな使います。しかも、

地域の中で使いますから、地域の商店にお金が入る

わけですね。こんな感じです、使用例ですね。こんな感

じです。地域のみんなで集めたせどやま券でちょっと１

杯やりましょうかというところですね。最初はガソリンと

か農機具とか、農機具屋さんとかいろいろなところで

使えます。アイスクリームを食べたり、温泉にも入ったり

できます。

　集まったカヤは、屋根の修復に使われます。北広島

町内、数は少ないですが、かやぶき屋根の民家と、あと

展示しているカヤぶき建物があるので、そこに使われ

ますね。地元のカヤを使って、地元の屋根が張れる。

　これ広島県には、国の文化財になっている建物もあ

るんですけれども、町外にこうしてカヤが運ばれて使わ

れることもあります。

　ちょっとまとめてみますね。

　草原、ススキの草原からカヤが集められて、そこに

地域通貨を支払うと、地域の中をお金が循環していく。

そして、集まったカヤはかやぶき屋根の現場に出荷さ

れて、そこから収入が入ってきます。その収入の中から

地域通貨の交換としてお金が支払われます。収入のほ

うが買入れのカヤより多い……、仕入れの値段よりも

販売の値段のほうが高くしてあるので、これは茅金市

場のボランティア事業ではなくて、ちゃんと収益を上げ

ている活動になります。具体的には、３束持ってきてく

れたら1,000円、20センチだったかな。規格はこのパ

ンフレットの中の１ページ目に書いています。３ページ

目ですね。藝州茅の規格ということで、こんなカヤを

持ってきてください、こんなカヤを持ってきてくれたら、

今の値段は３束でせどやま券１枚ですね。販売のほう

は基本価格が１束850円です。高いですか……、そん

な感じで流通しています。

　こういう仕組みが回ることで何が起きるかというと、

草原ですね。先ほどから話になっている野生生物、草

もあるかもしれないですが、動く根拠がないと、僕らは

動いちゃうと、税金使ってお仕事しているので、皆さん

のお金を適当に使うわけにはいかないので、なので、

まずは条例をつくってみて、こういうことをしていきます

よというのを考えました。

　そういうものとか、あとはこの画面の真ん中にあるの

が町の全部の生物のデータを調べました。静岡県は博

物館があるんですが、広島県は博物館はないんです

ね。静岡県の博物館に行くと、どこにどの植物があるか

というのが全部データとして調べられています。もちろ

んここの東伊豆町も残っているので、それをもう１回、

町レベルの資料として１回起こしてみることはとても大

事なことかなと思います。北広島町はなかったので、実

際に何年もかけて調査をしました。

　それでもう一つがレッドデータブックです。これは、

レッドデータブックというのは環境省も取りまとめてい

ますし、県も取りまとめていますが、町は町として取りま

とめました。この理由はなぜかというと、国とか県では

一般的な種類であっても、町の中では希少な種という

のはあるんですね。ほかのところではたくさんあるけれ

ども、うちの町にはほとんどいないよ。あるいは逆によ

そには希少かもしれないけれども、うちにはたくさんい

るよ。そういうものをちゃんと見るためには、町レベル

でこういう資料とか、あるいは条例というのをきちんと

整備していくことが大事だろうなと思っています。そう

いうことで作りました。

　じゃその北広島町、どんなところかというと、西日本

ですね。面積は646平方キロメートル、標高が200か

ら1,223メートルなんで、海がありません。人口は１万

7,937人です。東伊豆町と比べてみますと、面積が東

伊豆町77.8平方キロメートル、これはホームページ

で見させてもらいました。標高は、海があるゼロメート

ルから、万三郎岳が一番高いんですか、これ合ってい

ますか、地図で見たんですけれども。1,400メートルあ

るんですね。何かこれを見て、おおってやっぱりちょっ

と興奮しました。噴火と造山運動でぐいっとこんなに海

から近いところで高い山もあるんだな。あと、人口は１

万1,701人です。北広島町はもともと４つの町が合併

してできたんですが、今日お話しする事例は芸北地域

という一部地域のお話です。この高原の自然館がある

のも芸北地域です。

　芸北地域の面積は253.6平方キロメートル、それで

もやっぱりちょっと広いですね。標高は420メートルか

ら、一番高い山があるところです。人口は2,011人、も

のすごく少ないですね。東伊豆町よりも面積としては３

倍ちょっと、3.5倍ぐらいあるのに、人口は５分の１以

下。もう本当に過疎のところです。

　その中で、まずは町同士の植生、植物の様子を見て

みると、北広島、これ実際の大きさの比率を同じにして

います。イメージが湧くかなと思います。でかい町です。

こんなに大きいのに市じゃなくて町ですね。全国平均

と比べてみると、特徴的なのは、まずどちらも森林が多

いですね。自然林は北広島町が多いです。東伊豆町は

どちらかというと植林の比率が北広島町よりも多くなっ

ている。二次草原、これはいろいろなものが混ざってい

るんであれですが、これはどちらの町も全国平均よりも

少し多くなっていて、農耕地が全国平均より少ない。市

街地、このグレーのところが市街地ですが、市街地は

東伊豆町は全国平均に近いような形ですけれども、北

広島町は市街地はあまりないという違いがあります。

海もないんですね。山の中の町です。

　そこで行われている芸北茅プロジェクトというのを

紹介します。これは多分、ちょっといろいろ参考になる

のかなと思って、このプロジェクトがあったので、今日

しゃべりなさいと言われたのかなと思っています。

　芸北にはこういう山があります。ここは山焼きをして

いるところですね。ずっと昔から放牧とか、草を取った

り採草が行われていた山で、雲月山と言います。この山

はササユリというこのユリが咲いて、これは町の花にも

なっています。隣町の花にもなっています。そのぐらいこ

の地域ではササユリが愛されていて、身近な花なんで

すね。

　こういう草原は何であったかというと、ここの草原が

利用されていた時代があって、例えば堆肥とか山菜と

か、飼料、敷き草、屋根材、それからここで遊んだり、薬

草を取ったりという、いろんな恵みを山から受け取っ

ている。だから、毎年地元の人はこの山を焼いていた

わけなんですね。

　ところが、今、山が放置されています。この雲月山も

半分以上が放置されています、一部で山焼きを始めた

んですけれどもね。放置されるとどういうことが起きてく

るかというと、これは一般的な話ですが、まず、生態系

サービスが低下していく。草原から得られていたもの

が得られなくなるし、景観も悪くなるし、絶滅危惧種の

増加、増加という意味は、今までは普通にいたものが

絶滅危惧種になっていくという意味です。

　そこで何とかしないといけないということで、例えば

ボランティアという形で労働力を集めてみて、みんなで

山を何とかしましょうということをしてみたり、あるいは、

そこに行政などから資金を投入して、補助金によってこ

れを解決しようということが各地で行われています。た

しか前回、こちらの東伊豆に来たときに、年間の山焼き

　次をお願いします。

　細野高原を利用した東伊豆町観光協会の取組とい

うことで、私たちにとっての細野高原とは～観光の観点

から～ということで、東伊豆町、ひいては伊豆を代表す

る資源であるというふうに思っております。ですけれども、

いまだ資源であり、目的となる場所ではない、こちらは

財産区長もいるのに失礼なんですけれども、そういう状

況が続いております。

　ですから、また下を見ると、私たちが考える魅力とい

うことで、圧倒的なスケール、これは町長もドーム26個

分、箱根の仙石原が知名度が高いんですけれども、そこ

の７倍になります。ですから、もっともっと本当は来てほ

しいという状況にございます。

　絶景ということで、草原の先には太平洋、そして伊豆

大島がぽっこり浮かんでいるように見えます。そして、伊

豆諸島も見えて、後ろには、私も中学のときに遠足で天

城連山、万二郎、万三郎の遠足というのを８時間かけて

行きまして、それは本当にもうつらくて、忘れられない思

い出となりました。

　そういう状況の中で、三筋山山頂というのが標高

821メートルございます。

　次をお願いします。

　その取組の２番になりますが、先ほども財産区長が

おっしゃったように、春の山菜狩りというのは財産区が

中心になって行われておりまして、私たち観光協会とし

ては、パンフレットとかチラシを作って協力して、そして

少し受付を手伝うという形になっておりますが、秋のス

スキのイベントに関しましては、東伊豆町観光協会が

主催で行っております。ここで、細野高原でしか味わえ

ない景色・体験を売りにしたイベントを企画・運営して

いるということで、こちらの詳細は次ページをお願いし

ます。

　ここで表が出てきたんですけれども、ちょうど白川先

生がいらっしゃった13年前ということで、その後からこ

の細野高原のススキイベントが始まりました。ちょうど平

成23年度から始まりまして、2011年かな。それで、今回

の秋、これから10月８日から予定しておりますが、これ

が第11回になります。ですから、10年ぐらいやってきて

いるんですが、私のイメージとしては、もっと20年以上

やっているような気がしているんですけれども、こんなも

のなんですね、まだ11回目ということで。

　これさっき高橋先生もおっしゃっていたんですが、入

山料を取るようになったのが第３回から。第３回の平成

25年度から500円取るようにしました。そして、第５回

の27年度から600円に上げました。来たお客さんは何

か、何でこんなところでお金取るのよなんていう人も多

いんですけれども、一応そういう保全のために使わせて

いただきますと言うと、やっぱりちゃんと払っていただ

けます。

　それで、第10回、昨年の第10回にはシャトルバスを

やめたんですね。第一駐車場から、400メートルのとこ

ろから山頂の手前の駐車場までのシャトルバスを回し

ていたんですが、それをやめて、それがコロナでやっぱ

りバスの中が密になるということで、町の指導も受けま

したので、それをやめて、昨年からは300円にしました、

シャトルバスなしで。中に入山していただいた後は、自

分たちで頂上に行く方も、さっき言ったように２時間か

けて行く方もいますし、その辺を散策して帰る方もい

らっしゃるということで、そういう形にしておりますので、

今年の予定も一応300円で、シャトルバスなしというこ

とで行おうと思っています。

　このシャトルバスの運営だけで、この期間中、毎年大

体300万ぐらいかかっているんですね。ですから、それ

をやらないことによって、足の不自由な方とかご高齢の

方とか、山頂まで行けなくて残念だったという話もあっ

たんですけれども、意外とこの表を見ていただくように

人数は増えているんですね、去年より。ですから、その辺

で、今年ももう一回そういう形で挑戦しようということで

今考えております。

　その下の資料２は、これはもう財産区の方々がやら

れている山菜狩りの人数でございますので、細かく書い

てありますけれども、大体このぐらいの人数で、大体25

年ぐらい前からこの山菜狩りはやっておるということを

聞いております。

　その次で、細野高原を利用した東伊豆の観光協会の

取組の３でございますね。

　私たちの課題としては、目的となる場所へのブラン

ディグや宣伝、イベントに依存しない観光地としての整

備、特にソフト面、サービス面の企画ということで、やは

りどうしても今までは花火大会などのイベントで、一過

性なんですけれども、その日にがっと集めて、もうお金

をぱっと使って集客するという形だったんですけれども、

常に東伊豆というのは海があって、高原があるというこ

とをもっと売っていきたいということで考えております。

　この二、三年、コロナもそうなんですけれども、この二、

三年、夏がすごい猛暑なんですね。ですから、海水浴に

は暑くて行かないというお客さんが夏は増えてきており

ます。私も海の近くに旅館がありますので、夏になれば

必ずお客さんが来て、海水浴に行くというふうに思って

いたんですけれども、一昨年ぐらいのときというのは、暑

いから行きませんという、海水浴に行ったお客さん、本

当に数件だったですね。目の前は海なんですよ。ちゃ

○司会　それでは、ただいまよりパネルディスカッショ

ンを開催いたします。

　コーディネーターは基調講演に引き続き白川先生に

お願いをいたします。

それぞれのパネリストの方を私のほうからご紹介をさ

せていただきます。

　まず初めに、太田長八東伊豆町長。

○パネリスト（太田長八）　太田です。よろしくお願いし

ます。

○司会　続きまして、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋佳孝様。

○パネリスト（高橋佳孝）　高橋です。よろしくお願いし

ます。

○司会　稲取地区特別財産運営委員会委員長の山田

賢一様。

○パネリスト（山田賢一）　山田です。よろしくお願いし

ます

○司会　東伊豆町観光協会会長の石島専吉様。

○パネリスト（石島専吉）　石島です。よろしくお願いし

ます。

○司会　それでは、白川先生、よろしくお願いいたします。

○コーディネーター（白川勝信）　また白川です。よろ

しくお願いします。

　ここからはパネルディスカッションということで、先ほ

どは僕のほうから一方的にたくさんお話をさせていた

だいたんですが、今日は４人の方に来ていただいてい

るので、僕はここからは進行役で、４人の方それぞれの

話を聞いていきたいと思います。皆さんそれぞれに各

分野で活躍されている人ばかりが集まっていますし、

お一人お一人の話もじっくり聞きたいんですが、多分

ここでお互いに話していただくと、面白いものが何か

生まれていくんだろうなと思って楽しみにしています。

　それでは、最初に少しお一人ずつ、８分くらいかな

とお伝えしていたんですが、自己紹介とか活動とかを

教えていただければいいと思います。特に肩書のほう

なんですけれども、ここの細野高原の場合、東伊豆町

との関わりとか、そういうことも含めてよろしくお願いし

ます。

○パネリスト（太田長八）　そうですね、先ほど挨拶し

た町長の太田と言います。

　ちょっと私のほうから町をちょっと紹介させていただ

きたいと思います。

　まず、面積とかそういう人口、先ほど白川先生からご

紹介いただきました。場所っていうのはね、静岡県の伊

豆半島の東海岸に位置しております。そして、伊東市、

下田市、この中間でございまして、東京からは本当に２

時間ほどで来られますので、このコロナが収まりました

らば、ぜひとも皆さん方、この東伊豆町においでいただ

きまして、このすばらしい細野高原を見ていただけたら

大変ありがたいと思います。

　まず、私たちの町、全国的には珍しいんですけれども、

６温泉郷から成り立っております。東京方面の大川地

区、そして北川地区、熱川地区、片瀬地区、白田地区、こ

れらが熱川地区と言います。熱川地区は一応５地区あ

ります。そして稲取地区。全部で６温泉郷。稲取地区に

おきましては、４つの地区、東区、田町区、西区、入谷区

が存在しています。細野高原の保全に関しましては、こ

の稲取地区に細野高原がありますので、この稲取地区

の４区の皆さん方にこの保全につきましてやっていた

だいております。この場にいますので、本当４区に厚く

御礼申し上げたいと思います。

　この町は気候も温暖で過ごしやすいです。この海と

山に囲まれました、この豊かな自然、今回は皆さん方に

東伊豆町に来ていただきまして、細野高原、そしていろ

あと、カヤプロ銀行というのもやっていて、３年生の授

業ではバザー活動をするんですが、最初に商品の仕

入れとかにお金が要るので、貸付けをやっているそう

です。それから、豪雨災害の被災地に寄附をしたり、こ

れを子供たちは自分たちが草原の資源を使って稼い

だお金でやっているということですね。

　こんなふうに共創資産というのは、多分、全国各地

でつくられていますし、それをまねしていくことが大事

なんだろうなと思うんです。小さいことですけれども、例

えば阿蘇で使っている火ぼてというのも、これをボラン

ティアの人たちが自分たちで作って、自分たちが使える

ようにならないと、阿蘇の火入れには参加できないん

ですね。野焼き講習がたしか２日間あるんでしたよね。

○会場より　（「今１日」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　今１日ですか。ちゃんと講座を受

けて作って参加していくことで、共創資産が受け継がれ

ている。

　あるいは、上ノ原のほうに行ったときには、茅刈り講

習会というのに参加させてもらいました。大学生とかい

ろんな人が参加していたんですけれども、そこで今度

は御殿場のほうから……

○会場より　（「ここからがこういう感じで、大体うち

のほうじゃ足でやっちゃうもんで。これで１束ですね、う

ちのほうでは。この一番下の目盛りが一番小さい束の

位置で、これで１束。ちょうど……」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　この人、なかなかほどけなくて、

結んでくれなかったんですけれども。こういう形で受け

継がれていたり、地域から地域に共創資産が技術移転

されていますよね。

　あるいは、これはカヤぶき技術の伝習施設、大内宿

というところ、福島県ですね。そこでは、廃校になった

学校の中にこういう屋根ふきの、屋根を小さいのを

作って、こうやってカヤをふく方法を体験したりしてい

ます。地域にはカヤぶき職人がたくさん生まれているそ

うです。こういう景色が残っているところで、観光客が

たくさん来るところですね。それを支えるための倉庫も

きちんと造っていて、下を空気が通るようになっていた

りとか、カヤのサイズに合った高さにしていたりとか、

いろいろな工夫が見られました。

　これは和歌山県の大学生がやっている、生石高原の

人たちがクラウドファンディングで350万集めています。

これでカヤを刈ったりする資金にしたいという活動を

しています、大学のサークル。

　そろそろちょっと事例としては最後になるんですが、

これは諫早市の岩谷口の草原です。この草原、ちょっと

写真があれで見にくいんですが、この煙が出ていると

ころからずっと全部斜面が草原です。ここもすごいです

ね。ここの火入れはすごく珍しくて、ちょっと写真で見て

いただくと、集落の人たちが作っているのは火をつけ

るための道具です。竹の筒に１つの節だけ穴を開けて、

中に油を入れています。そこにわらを刺しているんです

ね。そのわらを刺して、これを軽トラに乗せて持ってい

くと。こんな感じで火をつけています。何か油をぴゅ

ぴゅっと出しながら火をつけています。これが火入れ

の風景ですね。

　でも、ここで注目すべきなのは、この火のつけ方も面

白いなと思ったんですが、こっちの動噴です。軽トラに

乗せられた動力噴霧器。火入れのときには、この動噴

がついていって、ずるずるっと引っ張って、この水槽か

ら水をまくと。つけて、ちょっとでも広がりそうだったら、

すぐ消していくんですね。これが非常に効率的で、ここ

の集落は十六、七人で火入れをしていました。たった

十六、七人であの広さができるのは、こうやって軽トラ

が道路のほう、これは斜面の下部の道路ですが、そっ

ちの道路はもちろん、斜面の上にもこういう軽トラが入

れるところがついていて、山と、ここまで木が出ている

んですよね。炎が上がったら燃えそうになるわけです

けれども、もうすぐばあっとかけて消せる体制にあると。

だから、少人数で山焼きができるわけですね。

　ここには多分、ヒントが詰まっていて、誰でも焼ける

ようにならないのかなといつも僕は考えているわけで

すけれども、秋に防火帯、焼いていない草原は防火帯

焼きを始めてみるかな、これはうちのほうのことです。う

ちのほうは防火帯は焼かずに、当日、草刈りをするだ

けなんですが、これ防火帯焼きも、安全にするために

は大事なことかなとか。あるいは防火帯に車両が入れ

るようにしてみるというのが今のことです。

　もう１個、これは何か昨日、夜に思いついたんです

が、車両が入れる道路は難しいけれども、水が回せる

パイプを通しておいて、山水を引くのに黒いパイプとか、

農業用に売っていますよね。あれを回しておいて、何か

所かに蛇口じゃないですけれども、出るところをつけて

おいて、山焼きの日だけポンプでばあっと水が回るよ

うな仕組みにしておけば、ここはちょっと、細野高原は

広いですけれども、うちのほうにある山ぐらいだったら、

全部回すのにそんなに広くないなとか思ってみたりし

ました。とにかく山焼きをどうするかというのはとても大

事なことだろうなと思っています。

　事例について最後だったんですが、東お多福山の

保全ですごく僕が影響を受けたというかびっくりしたと

ころです。ここは都市の中にある草原なんですけれども、

みんなこれしゃがんで、鎌とかはさみでちょきちょきサ

サを刈っているんですね。この光景を見たときに、僕は

すごいなと思いました。でも、ちゃんと人間の力で刈り

切れました。作業が終わったらこんなきれいになって

いたんですけれども、その一角で何かやっている人が

いたんです。この人が何かしゃがみ込んで、ススキを

ずっと集めていたんですね。このカヤを、たったこの日

はこのぐらいでしたけれども、みんなで持って帰りまし

た、カヤぶきにするんだと言っていました。何年前だっ

たかな、随分前だったと思います。サガラさんという人

なんですけれども。それで、なるほど小っちゃくても、地

域でこうやって使い始めることがまず大事なんだなと

思って、たった数束であるんですが、その数束はきちん

と集めればちゃんと屋根の上で何年も役割を果たす。

そのときに、今のサガラさんの風景もそうなんですが、

もう１個気になったのが……

（保全活動中の太鼓の音）

これだけなんですけれども、何か愉快だなと思って、こ

ういうのっていいなと思いました。でも、これを言葉に

するには、何かうまく言えないし、何かのためということ

でやったわけでもないんだけれども、多分、人間ってこ

ういう浮かび出てくるものがあるし、そういうところが草

原の中に出てきたというのがすごくいいなと思ったとこ

ろです。

　そういう草原がいろんなところにあって、景色だけ見

ても、とてもきれいですよね、曽爾高原、奈良です。今か

ら分科会がある真庭の蒜山、遠くに大山を臨んでいる

広い広い草原ですね。それから、もちろん阿蘇、とても

広くて、阿蘇の中にもいろんな草原があるし、東伊豆町、

懐かしい草原で、僕は明日行くのをとても楽しみにして

います。オンライン参加ですよね。ここには大事な湿地

もある。

　こういう草原が全国にあって、そんな話ができて、ま

たどこかで太鼓の音が聞けるのかなとちょっと楽しみ

にしてるところです。

　まとめます。

　あまり大したまとめじゃないんですけれども、草原で

は地域の自然と人が互いに関わりながら、共創資産が

生み出されてきました。これが今日の話の主なところで

す。これは草原だけじゃなくて、いろんな生態系といろ

んなその地域とが関わりながら、その地域に独特の知

恵や技術がある。

　２番目に、その時代ごとに知識や技術を集めながら

積み重ねていくものが共創資産で、その知識や技術を

交換するのが多分、今日なのだろうなと思っています。

各地で話がありましたし、今日は皆さんに芸北の茅プ

ロをはじめいろんなことを聞いていただきました。

　その最後に見てきたような、人間だからこそ生み出

せる美しさというのが一つ草原を体現してくれている

のかなと思って、大事にして生かしていきたいですよね。

　以上で終わります。

　最後に、いろんな方に今日のスライドを作るにあ

たって協力いただいています。特に今回の大会を開い

ていただいた東伊豆町と、それから日本の各地の草

原の方に感謝します。どうもありがとうございました。

（拍手）

○司会　白川先生、どうもありがとうございました。

　学芸員のお仕事の視点での全国の事例のご紹介で

すとか、あとは自然と人間、自然と社会の関わりから生

まれる、今日初めて聞きましたが、共創資産というお言

葉ですとか、中学生の取組ですとかいろいろ興味深い

お話をしていただきました。

　ちょっと時間があまりありませんが、お一人でもお二

人でも、もし今日お話しいただいたことでご質問等あり

ましたらいかがでしょうか。

　この後もですね、この次のパネルディスカッションの

ほうも、白川先生にコーディネートをしていただきます。

お手元には質問の用紙もお配りしてありますので、今

の基調講演のことも含めてで構いませんので、そうしま

したら、次のパネルディスカッションで質問等をしてい

ただければというふうに思います。

　先生、ありがとうございました。

　改めまして、感謝の拍手をお願いいたします。（拍手）

○講師（白川勝信）　どうもありがとうございました。

○司会　それでは、続きまして、休憩を取りまして、10

時35分からパネルディスカッションのほうを始めたい

と思います。準備の関係もございますので、35分まで休

憩とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

原の生物の保護とか草原の景観の保全とか、獣害抑

止といったような多面的機能が山で発掘される。お店

にそのお金が行きますので、地域経済が少しでも活性

化する。そして、文化の面で言えば、カヤぶき建築がそ

れぞれ保存されたり、技術が伝承されたり、村落の景

観が保全されるという文化の伝承があります。

　どのくらいのこれ金額回っているかというのを見て

みると、そんなに大勢ではないですよね。2015年から

始まって、最初は持ってきてくれる人が５人で、集まった

カヤも100束でした。２年目は６人になって200束に

なりました。すごい増えましたね。３年目は９人で234

束、８人、10人、14人と増えていって、持ってきてくれる

人がどんどん増えている。2,000人、約1,000戸の集

落ですから、10戸で１％なんですよね。1.4％の人が

持ってきてくれるということになります。それで集まった

カヤを販売して、売上げが下のほうに書いてあります。

この売上げの金額は、ばらばらなんですけれども、実

は最初の年はカヤの束をすごく大きくしていたんです

ね。それで、すごく束数が少ないけれども、金額が大きく

なっています。

　この下に１行ちょっと付け足しますね。

　現在の学年と書かれています。これ何かというと、茅

金市場は中学校の活動としてやっています。中学校２

年生が茅金市場を運営しているんですね。今、その子

たちが学年で何年生になっているかというと、一番最

初に茅金市場を実行した子は今、大学２年生になって

います。この時間間隔って結構大事だと思うんですよ

ね。子供はずっと子供じゃなくて、これを知った子が今

何歳か。

　ちょっと茅プロを通じた中学生の学びを見ていただ

きたいと思います。

　茅プロ、事業としては最初こんな感じです。これ中学

生ですね、もう大人みたいですけれども。カヤを刈りま

す。みんなで束ねます。最初は下手くそですけれども、だ

んだん上手になります。途中でカヤぶき職人さんから

指導を受けて、こんな曲がったのは駄目だとか、ちょっ

と細過ぎるとか、先がそろっていないとか、束ね方を

ちゃんと指導を受けるんですね。それを運びます。実際

に自分たちでも刈るんですが、大事なのは受入れのほ

うなんですね。茅金市場での運営は、中学生がやって

いますと言いました。中学生が地域の人にチラシを

配ったり、声をかけたりして、家の近くにあるカヤ持っ

て来てくださいねというふうに言うんですね。そうした

ら軽トラに積んで持って来てくれるので受け入れます。

みんなで運びます。規格に合っているかどうかをちゃん

と調べながら受け入れています。曲がったカヤは使え

ませんから、これは駄目ですよっていうのはちゃんと言

わないといけないんですね。これ結構ハードルが高い

んですが、先生に手伝ってもらったりしながら、こうい

うのは駄目ですよということをちゃんと言う、これも学

習です。こうして何束あるかというのをちゃんと数えて

いる役割の子もいて、それぞれの子がそれぞれ役割分

担しています。車の誘導をする子もいます。

　こうして受け入れたカヤをどんどん並べていくわけ

ですが、もう当日は先生たちも総出で、総出じゃないか、

先生たちもやってきて、なかなかあまりない光景かなと

思います。

　せどやま券の発券も中学生がやりますね。ちゃんと

数を間違えないように数えて、券の枚数をカウントして

いきます。これ中学生の側が券を支払うほうですね。こ

れを渡していくと。地域の人に渡っていく。何かほっこ

りしますよね。地域の人が持って来て。

　実際に子供たちがお金を触ることで、先ほどのこの

全体像にもう一つ、教育の側面が加わるんですね。地

域資源への気づきとか、カヤってお金になるんだな。

あんなどこでも生えている草なのに、草原ってそんなに

価値があるものなのとか、あるいはお金をちゃんと

使って、商品とお金をやり取りする、あるいはカヤを販

売するとかっていう話を通じて、ちゃんと経済に関わる

んですね。これが大きな学びになります。これが次世代

の担い手育成につながる。

　今、大学２年生の年齢になっていますから、これから

どうなるかというのがちょっと楽しみなところです。

　実際の成果としては、昨年は14人から591束受け

入れて19万7,000円を、約20万円分発券しました。授

業やＰＴＡ活動で自分たちで250束を収穫したので、

71万円余りで販売したいなと思っているところです。ま

だこれは販売中ですね。その差額の50万円ぐらいは

自分たちの収益になって、教育活動に使うと。刈った

カヤは文化財建築の補修なんかに使われて、結果とし

て草原も守られる。僕がやりたかったのは草原の保全

なわけですが、仕組みをつくることで、その草原が守ら

れるという、そういう形になっています。

　ちなみにお金、何に使っているかなんですけれども、

まずは中学校に冷水機を設置したりとか、最近暑いで

すからね。ウォーターサーバーを自分たちで買ったり、

修学旅行に資金助成として、これはＰＴＡのほうから保

護者に対して１万円ずつだったかな、去年は。お金が

支払われます。修学旅行で校長から給与が支給されま

す。これはちょっと内緒にしておいてください。サプライ

ズでバスの中で給料袋が配られるんですね。自分たち

が働いて稼いだお金が自分たちのところに戻ってくる。

　私と草原の関わりもということなんですが、私は福岡

県の小倉市というところの出身です。当時、山々に行くと、

植林地の防火帯として草原がいくつかあった。あれ面

白いなと思って、むしろ焼けて大変だろうと思うんです

けれども、そこを２年に１回ぐらい、ずっと帯状に何キ

ロも草原があって、そこが私の遊び場だったんですね。

そういう原体験もあったり、あるいは南のほうで平尾台

という有名なカルスト台地。秋吉台と同じように山焼き

をやっている。やっぱり遠足に行ったり、遊びに行った

り。その原体験の下に草原に関わってきたわけですけ

れども、一番のきっかけは、実は私の高校は修学旅行

のない高校でして、いわゆる受験ばかりという、面白く

ない、非常に面白くない高校だったんですけれども。

ちょうど大阪万博の年、私が高校２年のとき、そのとき

だけ万博に修学旅行に行こうやという話が出て、その

ときに山陰地方を何泊かして大阪までバスで移動した

んですね。そのとき２日目に泊まった三瓶山という山が

とてもきれいな草原があって、牛や馬が放牧されている。

これは都会育ちの私にとってはすごい感激して、それ

をきっかけに畜産の道に興味を持ち、大学は農学部を

選んだという経緯があるわけです。

　そうこうしているうち、いろんな方と出会うことがあっ

て、今回13回目を迎える全国草原サミットの第１回目

から担当させていただいているんですよね。そういう関

係もあって、サミットのお手伝いをするような全国草原

再生ネットワークというのを立ち上げたと。

　それと時期を同じくして、さっき最初に白川さんが紹

介していただいた草原研究会、日本草原研究グループ

というのも立ち上げていただき、そのときに白川さんと

あと二、三人の方で相談して、とにかく毎月１回、どこか

草原を調査して、そこでディスカッションして回ってみよ

うや、あるいは調査の手伝いをしようやと。そうやって

中国地方を中心にいろんな草原を若い研究者を募っ

て現場のフィールドを歩きながらぐるぐるぐるぐる回って

いたという、そういうこともいろいろ重ねるうちに、今は

阿蘇に携わって、草原再生協議会、阿蘇は約２万２,000

ヘクタールの牧野があって、山焼きをやっているのが

１万6,000ヘクタールあります。その利用形態、極めて

多様でして、土地所有も多様なんですけれども、利用面

も畜産で利用されたり、カヤに利用されたり、あるいは

草刈りをして堆肥として利用されたりとやっているんで

すが、大きな観光資源にもなっていて、阿蘇の。そういう

意味では東伊豆とも共通したものがあるかもしれませ

んけれども。阿蘇においても、すごく担い手の問題とい

うのも深刻で、これをどうするかということで、年間約

2,300人のボラティアが山焼きや牧野体験に参加して

いるという仕組みづくりもちょっとやっているところです。

　前回、この東伊豆でシンポジウムがあったときに、大

きくそうですね、利用の面では観光利用、あるいはパラ

グライダーの利用というのが当時あって、新しい利用形

態どうするかという模索もさせていただいた。それから、

当時からやはり山焼きの担い手の問題というのはかな

り深刻で、東伊豆町のほうでもボランティア等の関わり

をどうやって考えていくかというようなことも論議したよ

うな記憶があります。

　それから、さっきもお話があったように、教育とか普

及の面で、子供たちをどうやって、昔は遠足で当たり前

に行っていたし、地元の人たちの草原についての実感

もあったし、誇りも多分あった。今はいろんな文化が増

えているし、全体的にも様 と々いうことで、いろんな問題

を抱えているんだというような、そういう記憶をしており

ます。この13年間でどういうふうに変わってきたのかな

というのも今日いろいろお聞きしながら、課題の共有を

できたら、いろいろ協力ができることがあろうかと思い

ますけれども。

　１つ、稲取高原で面白いなと思ったのは、何年か前

からやっている入山料ですね。草原をただで利用する

人たちは、やっぱりちゃんとそれなりの対価を払って、

ボランタリーでいいから払ってくださいという、そういう

ふうに位置づけている。これはこれからの一つの観光

行政の自然を守る形の一つの選択肢として、効果的で

はあるけれども、画期的な出来事だったのかなという

印象を持っております。

　以上です。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　高橋さんは、僕はよくよく知っているんですけれども、

会場の方も知らない方も、それから、インターネットでご

覧になっている方も、知らない方もおられると思うんで

す。先ほどあったように、日本の草原を本当にいろいろ

なところを見ている方です。草原に入って遭難したこと

もあるんでしたよね、たしか。そういう方ですが、町長か

いろな観光地を見ていただければ、町としては本当に

よかったんですけれども、このコロナ禍では本当大変、

自分自身はもう大変残念に感じております。

　そういう中で、町の基幹産業は観光でありまして、以

前は100万人以上の方が当町に来ておりましたけれど

も、今は本当、コロナ禍においてですけれども、減少し

ちゃいまして、今、去年で40万ぐらいですかね。早くこ

のコロナ禍が収まって、何とか経済を活性化していき

たいと思います。

　そういう観光以外には、やっぱりこの海、さっき言っ

たようにゼロメートルから1,400メートル、本当、傾斜

がこういうふうにありますので、本当、海と山、これを全

て満喫できますので、大変すばらしいロケーションでご

ざいます。

　そういう中で、農業、教育も盛んであります。まず、漁

業におきましたはキンメダイ、こちらはもう地域ブラン

ドになりまして、味はもう日本一でございますので、ぜひ

とも皆さん方も稲取のキンメダイ、これを味わっていた

だきたいと思います。さらに伊勢海老も取れますし、結

構豊富でございます。

　さらに農業、これにおきましても、カーネーション、こ

れはもう私も全国で一番ではないかと思います。基本

的には農林水産大臣賞、これはもう過去３回も受賞し

ておりますので、この辺はもう自信を持って、また皆さん

に進めていますし、さらにミカン、かんきつ類には

ニューサマーオレンジがあります。やはりこれも香りも

大変良く、これも東伊豆町の名産でございます。これま

た季節がありますので、町が自慢できるものがあります

ので、四季を通じて、この東伊豆町、楽しめますので、よ

ろしくお願いします。さらにスポーツにおきましてもダイ

ビングとかゴルフ、そしてパラグライダー。このパラグラ

イダー、今言った細野高原でできますので、ぜひとも海・

山・空のスポーツ、年間を通じて楽しめる、本当に四季

を通じて東伊豆町、大変すばらしいところでございます

ので、ぜひともまたご来町願いたいと思います。

　このようなことが東伊豆町ではまちづくりの目標、こ

れを満点の海・山・空は東伊豆と掲げております。この

細野高原につきましても、このまちづくりの目標の一つ

でありますので、このパネルディスカッションにおきまし

て貴重なご意見をいただければ大変ありがたいと感じ

ております。そういう中で、このあと稲取財産区の山田

委員長から保全、さらには観光協会長のほうから、この

利活用につきまして説明があると思いますので、よろし

くお願いいたします。

　私は細野高原の思い出というのは、やっぱり遠足で

ございます。当時小学生のとき、必ず遠足で細野高原に

行きました。そのときはやっぱり全学年で行きましたの

で、６年生が１年生の手を引いて行った思い出があり

ます。そういう意味でもすばらしいなと。まだ子供でした

から、草原はすばらしいなというだけで、それがですね、

やっぱり先代とその山焼きなどの苦労によってこの山

が守られていることを感じましたので、自分としてはこ

の子供たちが細野高原に子供たちが行く機会がないも

のですから、子供たちに細野高原のすばらしさを知っ

てもらった中で、さっき言った芸北の取組、これもまた

後 で 聞 き た い と 思 い ま す 。

　そういう中で、やっぱり私は遠足といった中で、今度、

富永さんとか言っていた、鹿、猪　が増えた中で、

ちょっとダニの問題が出てきました。しかし、ススキのイ

ベントをやっている中で、それに対しては十分対応して

おります。ある程度、受付において案内をして対応して

おりますので。細野高原は安全ですばらしいところです

から、よろしくお願いいたしたいと。

　私の考えはそういうことでございますもんで、またよ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　今のお話の中にもいろいろと何か視点があるんだと

思いました。

　ちょっと１つだけ、町長は地元出身なんですよね、ど

の地区。

○パネリスト（太田長八）　僕は、今は結婚して熱川地

区に住んでいますけれども、幼少期は、小さいときは稲

取地区でございまして、稲取小学校に入りまして、やっ

ぱり春と秋になると何しろその遠足が楽しみで、細野高

原に対する思い出、それが大変強いです。

○コーディネーター（白川勝信）　もう本当に地元なん

ですね。ありがとうございます。

　次に、高橋佳孝さん、自己紹介と、ご自身と草原の関

わりとか、高橋佳孝さんは東伊豆町の方ではないです

が、今日は全国草原再生ネットワークの代表理事とい

うことで参加いただいていますんで、自己紹介からお

願いします。

○パネリスト（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは。高橋

でございます。

　今、白川さんから紹介いただいたように、私は外者、

よそ者で、細野高原とそんなに深い関わりがほとんどな

いのにここに登壇していいんだろうかというね。今日そ

こにいらっしゃる内山さんはまさに稲取のご出身で、草

原に関する研究をされていると、まさにここは内山さん

がいなきゃいけない場所だと思うんです。いろいろと理

由があって、ここに出させてもらっています。

在ではあまり生活に必要と思われていないもので、い

ろんな考え方もあるでしょうけれども、自然を守るという

哲学とか概念だけでは、どうしてもこれから守っていく

のは非常に難しくなるんじゃないかなというのが私の

考えです。だから、保全していくにはどうしたらいいかと

いうと、これから地域や町にどうしても必要な場所に、

この細野高原を認知してもらうことが、認知していくこと

が重要なことじゃないかなと思います。

　その中で、先ほど白川さんのお話の中で、非常に参

考になりました。その一つとしては、あそこは水の水源

地としてもやっていますけれども、もっと水源地を広げ

て、そこにいろんな花木などを植えて、植林して、それを

観光に使ってもいいのかなと。もう一つは、先ほどから

出ている教育の場として、体験学習とか、いろんなそう

いう子供たちの教育の場にも使えたら。もう一つは、観

光資源として、自然利用のイベントとか、そういうものに

積極的に使っていただければと思います。

　財産区としても、そういうことが具体的になってきた

ら、積極的に協力して前へ進めていきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。

　今日はこの機会を利用して、皆さんのほうにも意見

を聞かせていただきまして、参考にしたいと思います。

ありがとうございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　本当に非常に大事な視点というか、たくさんありまし

たよね。植物を管理する人が絶滅危惧種だという話も、

本当にいろんなところでも起こっていることでしょうし、

ただ、管理する人がということが、発言が出ること自体

が、まだ何かよくって、地域によっては、その植物が大事

だということさえもひょっとしたらもう既に忘れられてい

るかもしれない。

　それから、もう一つのことが草原が必需品じゃなく

なったという指摘の中で、守ろうという概念だけじゃ駄

目で、具体的に何かやっていかないといけない。その

中でも、やっぱりイベントとか観光というのが強いところ

なんだから、そこを進めていきたいというお話だった

と思います。

　ありがとうございます。また後から少し詳しくお聞きし

たいと思います。

　その観光とかイベントとかを中心的に担っていらっ

しゃる石島さん、続けてお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　それでは、改めましてこん

にちは。東伊豆町観光協会の石島でございます。

　お手元に、パワーポイントのほうに10ページになる、

このジャンプしている、これは私じゃございませんけれ

ども、もっと若い人なんで、こんなジャンプすると足を痛

めちゃいますので。あと、今年の「澄んだ空気と絶景

を。」という、このポスターにもあります、これがチラシで

すね。あとそのもう一つ、稲取細野高原の冊子、これを

見ながら皆さんお聞きいただければと思います。よろし

くお願いいたします。

　それでは、まず、細野高原と東伊豆町観光協会の取

組についてということでお話しさせていただきたいと思

います。

　次のページで、自己紹介ということで、私、石島専吉

という名前なんですけれども、これは本当に私もずっと

嫌だったんですけれども、やっぱり最近やっと慣れてき

まして、これおじいさんの、祖父の名前をいきなりつけ

られました。子供の頃はすごく嫌で嫌でしようがなかっ

たんですけれども、やっとアラカンになってきて慣れて

きましたけれども、私の父の出身というのが栃木県でご

ざいました。こちらに熱川温泉のほうに修行に出されて、

そこで結婚して私が生まれたということで、今はその旅

館を私も継ぎまして、熱川温泉のほうで「ふたりの湯宿

湯花満開」というところで旅館もやっております。

　私は2018年の東伊豆町観光協会に就任しまして、

ただいま４年目で、２期目でございます。2020年、昨年、

東伊豆町産業団体連絡会の会長に就任させていただ

きまして、現在に至っております。

　この右側の写真は、毎年１回、三筋山まで歩いてい

ますというふうに書いてありますけれども、これは去年

の11月１日にちょうど第一駐車場の標高400メートル

からこの三筋山山頂の821メートルまで、往復で大体

7.5キロ、時間にして約２時間で歩きました。山頂では

妻のお弁当というか、おにぎりを食べて、この小さく前に

いるカップルも、ちゃんとお弁当を２つ持ってきて食べ

ていました。その２人の歩くのが速くて速くて、本当、追

いつくのが大変だったんですけれども、本当、軽装です

んなり歩き切っちゃいますね、若い人というのは。です

から、やっぱりそういうところも一つ面白いんじゃない

かなと思いました。

らも遠足の印象が大きかった、高橋さんは三瓶山の印

象が大きかった、やっぱり子供の頃の体験、大事なん

だなというのをお二人の今の自己紹介の中からも見て

いきますけれども、じゃ次に山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　皆さん、どうもおはようござ

います。

　私は、稲取地区特別財産区運営委員会の委員長を

やらせていただいています山田と申します。

　稲取地区の特別財産区というのは、稲取地区の区長

さんとか区の役員さんの皆さんで構成されており、細野

高原の管理や運営や、そういういろいろの事業を行っ

ております。

　財産区と言うとあれですけれども、昭和34年に、この

東伊豆町というのは城東村と稲取町が合併してできま

した。そのときに稲取地区には230町歩ほどの当時の

町有地があったわけです。その２分の１を今、稲取ゴル

フ場やバイオパークに借地しております。残った部分

はどうしようかということでいろいろ、細野高原を含め

てどうしようかということで話があって、平成３年に自治

法が改正されまして、稲取地区の４区に町から無償譲

渡され、そのときにいろいろ４区で話し合って、いろん

な分配の問題とか、いろいろ話合いが出ましたけれど

も、この際、大同団結して、４区で平等でこの細野高原

の責任を持って管理や運営をしていこうということで現

在に至っております。

　今、２分の１は、バイオパークとか稲取のゴルフ場と

かに貸してありますけれども、そのうち借地料の２分の

１は町に、２分の１を財産区の財源として使わせても

らっています。そのお金で細野高原の維持や管理、また

この各４区ありますので、各区にお金を分配して、各区

の運営をやっていただいております。

　財産区の細野高原の管理としては、防火線があり、そ

してその後、防火線焼き、その後の全体の山焼き、そし

てまた春の山菜狩りは、これは財産区としてやっており

ます。そしてまた、各４か所ばかり湿原がありますけれど

も、湿原の周りの草刈りをやっております。そして、草原

の中の道路が、結構道路がありますけれども、水とか雨

とかで結構痛むもんで、その道路の補修や管理を行っ

ております。

　防火線焼き、山焼き、これは１回につき120名ぐらい

の方に、区民に出ていただいております。この他の事業

も含めて、先ほど白川さんがお話になった800万、13

年前は800万ということで、現在は節約しまして500万

ぐらいのお金で管理と運営をしております。

　そのほか、観光協会の会長もおられますけれども、

観光協会の秋のススキがこれから始まるわけですけれ

ども、ススキ狩りにも協力したりしております。また、各種

団体で、先ほど言ったパラグライダーとかラジコンの会

とかいうように、各種団体にも利用してもらうように貸

出しをしています。

　この頃ですけれども、この前もありましたが、映画や

コマーシャルの撮影等に利用したいという希望がたく

さん多くなってきまして、それにも貸出しをして、一部の

収入にさせていただいております。

　今後の問題としては、防火線刈りもそうですけれども、

焼き、山焼きこの作業員の高齢化というのが先ほど高

橋先生の中にも、当時13年前にもあったと言いますけ

れども、現在はもっと深刻で、私は昭和24年生まれで

すけれども、大体中心になっているのは昭和20年代、

30年代生まれの方が山焼きとか防火線焼きとかの中

心になっていますので、非常に高齢化が進んでいます。

それとまた産業構造の変化で、昔は、前にも言ったよう

に農家の人が中心とかそういうことが主だったんです

けれども、今は農業から観光やいろんなお勤めの方が

増えて、当日の人員確保をするのに非常に苦労してお

ります。

　またもう一つ、一番これも大きなことかもしれません。

先ほど町長のほうからもありました、原野や山に対する

関心が非常に低くなっておりまして、そういうことも含め

て原野を守っていくというのは非常に難しくなっている

のが現実です。

　また、私はよく冗談で言いますけれども、この細野に

は多くの絶滅危惧種があり、このことを、この絶滅危惧

種を守っていくのが本当に大事なことだと思うし、また

それが我々の仕事だと思いますけれども、植物はあるん

ですけれども、その管理をしていく人のほうが絶滅危惧

種の状態になっているというのが現実な問題です。昔

は、原野は農家の資源や、要するに農家の堆肥とか何

とかという資源や生活も今までのような茅葺きの生活

の資材として必要な場所でありました。そのためにみん

な非常に協力的で、いろんなことを一生懸命管理して

いただきましたけれども、正直いって時代の流れで、現

んと海はやっているのに、そういう状況です。

　ですから、私の娘なんかも夏の旅行で昼神温泉の星

を見にいったとか、やっぱりそういう高原を求めるお客

さんが多くて、夏を涼しく過ごしたいというのもあるのか

もしれません。ですから、もっとこう海だけではなくて、こ

の細野高原も売っていきたいということです。

　現在の取組なんですけれども、昨年からちょうど財産

区のほうも細野高原を考える会というのを立ち上げて

あるそうで、私たちも年間活用委員会というのを発足し

ました。これは春と秋のイベントだけじゃなく、年間で細

野高原を利活用する方向性として、ハイキングを掲げ

て整備や企画の立案を実施しています。このハイキング

というのを、やっぱりただ普通に歩いてくれというん

じゃつまらないと思いまして、ハイキングの聖地づくりに

取り組んでいるということで、今年の５月９日にはジオ

ガイドつき、そしてキッチンカーも山頂まで用意して、そ

のプレツアーを実施しました。これは25名参加で、女

性がすごく多かったんですけれども、それをやったりと

か、先週の９月19日にはインフルエンサーを呼んで、

招待してＰＲしていただいたり。今いろんな媒体に出す

とかというよりも、そういうもうやっぱりインフルエン

サーを呼んだほうがすごく効果があるんですね。これは

いろんな広告もそうなんですけれども。ですから、そうい

うことを常にやっておりました。

　あと、今年の10月17日にも、そのハイキングのガイ

ドツアーを今、インターネットのほうで参加を募集して

おりますので、またよろしくお願いしたいと思います。

　そんな形で、この右側にある写真も、これは夜の星空

観賞。これも二、三年前のＪＲのデスティネーションキャ

ンペーンのときに夜の星空観賞のツアーというのを５

月と９月かな、そういうふうにやったときもございまして、

そんなことになります。

　じゃ次の。

　活動とＳＤＧｓということで、ＳＤＧｓって何なのかなと

いうふうに私も思ったんですけれども、今やっているこ

とがそういう保全の一部を担っているんじゃないかと

いうことで、こんな表を作成しました。東伊豆町観光協

会としては、観光客、利用客から、先ほどの入山料を頂

いて、それを財産区のほうに一部、これ本当に少なくて、

微力で申し訳ないんですけれども、大体20万から30万

ぐらいですかね、毎回そんなぐらいで、一応頑張ってや

らせていただいております。

　最後のですね。

　本当に細野高原はこの町の宝でございます。細野高

原を生かしながらの利活用が観光業が主産業である

この東伊豆町にとってとても大事だと考えております。

来年度、先ほど町長もおっしゃっていたような６つの温

泉場が一つの東伊豆町観光協会に統合されるという、

一本化事業というのもございまして、観光協会が一つに

なります。これによって、ここだけの話ということでもな

いんですけれども、稲取の細野高原というよりも、東伊

豆町の細野高原というふうにしていきたいと私は思っ

ておりまして、みんなで、全町そろって細野高原をもっと

頑張って利活用を考えて生きたというふうに思っており

ます。

　最後の資料なんですけれども、これは年間のいろい

ろな、財産区と観光協会のいろんなイベントがここにあ

りますので、参考までご覧いただければと思います。

　本日はよろしくお願いします。

　以上でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　先ほど高橋さんから前回の話題になっていたという

話があった観光、それから担い手のうちの観光につい

て、随分詳しく教えていただきました。ありがとうございま

す。特に金額とかですね、人数とか見させていただいた

ら、やっぱりさすがだなと思うのは、まずきちんとこうい

う数字が出ている上に、コロナ禍でも大きくは減らずに、

むしろしっかりと継続が続いているというところが見え

ているというのがすごいなと思いました。

　高橋さん、さっき今日聞きたいなとおっしゃっていた

ことのうちの観光の話が今報告があったんですけれど

も、聞いてみてどうですか。阿蘇のほうでも観光というの

は大きな柱だとおっしゃっていたんですけれども、いろ

いろ、規模としては随分違うと思うんですけれども、比較

しながら何か感想を教えてもらえればと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　私、観光専門じゃないです

ので、何とも言いかねるんですけれども。阿蘇の場合は

地震の影響がかなりあってですね、それによって幹線

道路が寸断されたりということで大きなダメージを受け

たわけなんです。いまだもって、やはり草原の観光的な

評価というのはすごい高いですね。前もお話ししたこと

があるんです、来訪者に阿蘇の魅力を尋ねたときに一

番魅力に感じたのは、やっぱり広い草原で、多分この

国立公園に指定された頃は火山が一番人気でござい

ましたと思うんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　阿蘇の火山ですね。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。火口が見える

とか、活火山であるとか、雄大さとかあるとは思うんです

けれども、そういうふうにモータリゼーションの関係で

道路や交通機関がかなりこう発達してくると、広い草原

の魅力というのは観光客にすごく大きいんだろうなとい

感想とかもいただきたいと思います。

　もう一つ、すみません、ちょっと先ほど聞いたときに落

としちゃったんですけれども、今、４区の共有地みたい

になっているんですよね。それは何年でしたかね、何年

に話し合って、４区の共有にしようということになったん

でしたっけ。

○パネリスト（山田賢一）　合併自体は昭和34年に合

併したんですけれども、それをそれぞれ城東村が持って

いた土地、稲取町が持っていた土地、稲取町が持って

いた土地をどうするかということも議会の中でもいろい

ろお話しされて……、町長が発言します。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですね。いいで

すか、すみません。

○パネリスト（太田長八）　基本的には今言ったように

町村合併のときに稲取の地区のこの細野高原につい

て話し合いがありました。そのときは、やっぱり町が一

枚かんで、町と４区の共有の土地で、さっき言ったよう

に、ゴルフ場、そしてアニマルキングダム、動物園、これ

に関しては２分の１。今もその分配は変えませんけれど

も、使用に関しましては、私がなって多分すぐくらい、結

構４区からそういう要望があった中で、４区の所有だっ

たのが１０年くらい前かな。そのぐらいですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　10年前ぐらいですか。

○パネリスト（太田長八）　大体ね。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。

　だから、あれですよね。昭和の合併のときにそういう

話合いがまずあって、最近というか、10年前ぐらいにも

う一度、そこの所有を見直すというか、そういう流れが

あったわけですね。

○パネリスト（太田長八）　結構ね、４区のほうから、も

う前々から一応、４区の所有にしてくれといった中で、話

合いがあったんで、役場も巻き込んでそうなったと感じ

ております、あと４区の強い希望ですね。

○コーディネーター（白川勝信）　昭和33年頃といっ

たら、草の利用はどうだったんですかね。柑橘って割と

ずっと何ていうか、堅調な産業だったのかなと想像す

るんですけれども。

○パネリスト（山田賢一）　その合併する日が来てか

ら、しばらくの間は、今も町長の話の中にもありましたが、

ゴルフ場とかバイオパークも含めて、草刈り場、採草地

だったんです。そこを正直いって、今４区と言いますけ

れども、昔はほとんど一つの入谷区と言うんですけれ

ども、そこが全員ほとんど出て、それで全部で言う200

何十町歩を自分ちで管理しておりました、合併した頃、

前後ですね。そういうことでやっていまして、ここの入

谷区というところの人はほとんど全戸出て管理をして、

防火線から山焼きからやっていました。山焼きなんか

は、ひどいこと、今じゃ考えられませんけれども、朝振

れというのがありまして、朝６時頃、班長さんが今日は

山焼きやるから出て来いと言って、それは有無もなく出

なきゃならないような状況でやっていました。今日の

仕事があるとか予定なんていうのは、それはもう無視

されて、そういうことで皆さんで、入谷の皆さんが管理

してきたものです。

○コーディネーター（白川勝信）　その頃の人の意識と

随分今と違うんでしょうね。何かその地域の行事という

か、もうやることが決まっている。もう年中行事みたいな。

○パネリスト（山田賢一）　だから、先ほど言ったよう

に、あまり利用しなくなった、農家でも使っていた人が

あまり利用しなくなったというのがやっぱり一番大きな、

大きな関心がなくなってきたということじゃないかと私

は思います。今でもよく共同で山焼きの管理をしていた

だいていますけれども、この役員以外の方の中には、

何で俺んちが山の管理をしなきゃならないんだ。海岸

線のそれこそ近くとか、町の中の人には、そう言われる

ことも多々あります。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。そういう意

味では、あれですよね。前回の、前回って、13年前のこ

とを言うのもあれなんですけれども、課題だった山の価

値を共有しないと担い手もまた続かないかもねというと

ころは、まだまだ今もちょっと課題としてあるのかもしれ

ないですね。ありがとうございます。

　そんな中で、さっきバイクの、モトクロスの人が増えて

きたという話があったんですけれども、ちょっと質問を

いただいていまして、バイクも問題があると思います。マ

ウンテンバイク、モトクロスの人の利用はどうですかと

いうことで、お聞きしたいことというのは、草原管理の立

場とか観光の立場からメリット、デメリットなんで、観光

の立場のほうからちょっと、石島さん、バイクとかモトク

ロスの人たちの観光の仕方というのはどうなんですか

ね。うちのほうを見てみると、ツーリングでやって来て、

ちょっと休憩して、また次のところにずっと行くような感

じで、何か通り抜ける形の、モトクロスじゃないので、

ツーリングバイクはうちのほうもよく来るんですけれども、

モトクロスというのは林道を走っている感じなんです

か、未整備の。どんな感じで。

○パネリスト（石島専吉）　私もそのあまり詳しくはな

いですけれども、財産委員長が言われたのは、駐車場、

その第一駐車場、第二駐車場ぐらいまで来て、山を見て、

いいところだねって言って休憩して帰るんだったらい

いんですけれどもね、その400メートル以上の上の、細

野高原の山頂近くの三筋山の近くまで林道がずっとあ

うのがあるんですが、阿蘇の場合は160ぐらいある、牧

野という言い方をするんですけれども、草原が160ぐら

いあるというふうに考えてください、細野高原みたいな

草原が。そういう世界の中で、観光についての新しい取

組というのは、阿蘇はまだ畜産が盛んなので、防疫、伝

染病が大きく広がることを一番恐れています。そのため

に牛がいるところに簡単に入れないような仕組みに

なっているんですが、牛がいないときだとか、あるいは

きちんと防疫、薬剤を散布したりあれしたりして、入る人

も人を制限して、ちゃんとガイドつきで入るという仕組み

をどんどん広げています。それで、さっきお話あったよう

にガイドで回った人は、そのうちの何人かを牧野組合

のほうに渡しているという、そういう形で、大きくバスで

歩いて、とにかくいっぱいで動くというような世界ではな

くて、そういった本当の草原のよさを学んで入っていっ

て、そこのいろいろ、さっきからお話があったように、自

然だとか文化だとか、野焼きというのがこれだけ大変な

作業で、こんなにきれいに守られているんですよという

ことも一緒に含めてですね、ガイドさんとの会話の中で

そういう会話をする。

　将来的には、多分、牧野を管理している人の若い人

がガイドになっていく、そんな仕組みづくりもこれから

やっていこうかなというふうに、こういうところです。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　山田さんのさっきのお話を聞くと、随分、観光の分野

と、すごくこう、どういえばいいんですかね、連携がよく取

れているなというふうに感じたんですよ。何か阿蘇のほ

うは、やっぱり牧野ということで、牛を放牧しているんで、

防疫ということで、しっかり消毒しないと、入ってもらっ

て病気を媒介したら困るとかっていうことがあったんで、

その辺では何か、あまり地域の方とかも観光客の人が

たくさん来ることには全然抵抗がないというか、むしろ

来てほしいというような感じなんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　観光客の方が来てほしい

というか、観光地ですから、そういうことは協力はして

いかなければならないと思いますけれども、いろんなこ

とのトラブル……、先ほどちょっと言ったけれども、今年

はね、非常にオートバイの方が細野高原に入ってきて、

物すごい大きな音で何十台って連なってくるもんで、そ

ういうことをこれから少し対策を考えなきゃならないか

ということは考えていますけれども、観光地である以上、

多少はね、イノシシとか鹿しか歩かない道よりも、やっ

ぱり人が歩いてくれたり、人がいることのほうが地元と

してはありがたいもんで、それはいろんな皆さんに注意

をしてもらいながら、多くの方に来てもらうということは、

それはいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　もう一つ、ちょっと山田さん、お尋ねしたいんですけ

れども、利用の中で、観光のイベントとか利用が結構ご

紹介いただいたんですが、何かほかの農業に草を利用

するとか、そういうことは今はどういう状況なんですか。

昔は、さっきあったというふうにおっしゃっていました

けれども。

○パネリスト（山田賢一）　昔はですね、もう今から、私

たちが若い頃は、あの全山がほとんどはげ山になるぐ

らい、皆さんあそこで草を刈って、そして堆肥にしたり、

畑の中へ引き込んだり、いろんな利用をしていました。

ほとんど、だから、水際の下ぐらいからずっと、ほとんど

草を刈り取ってしまいまして、見事なはげ山みたいに

なってしまっていました。昔はそれほどあったんですけ

れども、今は数人の方が草を刈って資源にしているぐら

いで、ほとんど草を刈る人は、非常に少なくなって、昔に

比べればもう激減というか、ちょっと、というのがこちら

の柑橘が主体だったんですけれども、その産業が非常

に衰退しちゃったもんで、そういう意味もあると思います。

○コーディネーター（白川勝信）　柑橘の畑の中に、ミ

カン畑の中に草を入れていたということですね。

○パネリスト（山田賢一）　はい、それがほとんど中心

でやっておりました。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。その数人

の方が今、すごく少ない数でやっているということで、あ

まりこう、使える草はたくさんあるけれども、草を使うこと

は随分減ってしまったということですかね。

○パネリスト（山田賢一）　そうだと思います。昔はそ

れこそ部落中というか、皆さんで、私が若い頃もそうで

すけれども、取りっこというかな、朝の４時頃から草を刈

りにいって、朝明るくなって、何だおまえらそこにいたの

かというぐらいみんなで草を刈っていましたけれども、

今はそういうことはほとんどないですね。草は幾らでも

ありますけれども、持っていく方は非常に少なくなってい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。資源はあ

るけれども、使えていないということですよね。何か

ちょっともったいないなというところなんです……、そう

だ、皆さんの手元に質問用紙というのが用意されてい

ると思います。話を聞きながら、アイデアとか意見があれ

ばぜひ書いていただければと。感想でもあれば。もし書

かれた方は、ちょっと手を挙げていただくと、役場の山

田さんが集めてくださるので、できればちょっと質問を

書いてください。何か僕の聞きたいことばかり聞くのも

もったいないので、ぜひぜひちょっと皆さんのご意見と

るわけですよ、狭い。そこをがんがん走っているらしい

んですよ。ですから、そこからまた転がり落ちちゃったり

とか、いろいろそういう事故にもつながっているみたい

なんで、今ちょっと苦慮されていて、入り口にちょっと

チェーンでもやって、それは取って行けることは行ける

んですけれども、もう少し意識をしっかり持たせたほう

が、何かね、よくないんじゃないかということもあって。そ

ういうことは山田さんからこの間言われて、そうだなと

いうふうに思いました。

○コーディネーター（白川勝信）　確かに事故があっ

たりすると。

○パネリスト（石島専吉）　そうですね。やっぱり私た

ちの考えるハイキングの聖地と、そういうバイクとかっ

ていうのは、ちょっとリンクしないんですね。ハイキング

で歩いているところをばんばんこう上っていっちゃうら

しいんですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

○パネリスト（石島専吉）　ですから、ちょっとその辺

は規制しないとまずいんじゃないかなというふうには

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　その辺を規制する

道、そこは市道なんですかね、町長。そうですか、市道

ですか。どういう形の規制が考えられますかね。

○パネリスト（太田長八）　基本的に町道が抜けてい

るんですよ。その町道に関して遊歩道が続いているの

で、そういう部分に関しましても私道なので、それはすぐ

にできると思いますので。町道に関しましては制限でき

ません。やっぱり一番心配するのがこの細野高原、住宅

地を通ってくるもんで、渋滞とか住民の理解がないと活

用できませんのでね、それなので今、細野高原付近の

住宅の理解を得られるようやっております。それこそ今

度はバイクなど、これ規制できませんもんでね、そういう

なかで細野高原の活用がちょっと中座するのが困るな

というのが現状でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　マウンテンバイクとかで来る人はいるんですか。うち

のほうはスキー場があるんで、スキー場の夏のシーズ

ンにマウンテンバイクでだっと下るとか、林道を下ると

か。自転車ですよね。自転車あまりないですか。

○パネリスト（山田賢一）　ないと思うよ。

○パネリスト（太田長八）　自分が把握したのは、熱川

地区はね、比較的林道があるもんで、熱川地区が結構

マウンテンバイクが来ているのは聞いていますけれども、

細野高原に関しては、ちょっとマウンテンバイク、普通の

オートバイが結構来るんじゃないかと、これは想像です。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ちょっとまた別の質問なんですけれども、そういう意

味で、これまであった自然イベント、自然利用で、何か

細野高原に合っているものというのは山菜狩りとかス

スキ狩り以外でどんなのが、どんなイベントがいいか

なという質問が来ているんですけれども、どういう方向

性が……

○パネリスト（太田長八）　正直いって星空やったん

ですよ。星空のほうも、自分はもう最高でした。やっぱり

行ったときに、もうライトも全て消して、虫の音だけ聞くよ

うな感じで、たまたま虫の声が聞こえて、本当にすばら

しいなと思ったんですよ。しかしながら、やっぱり寒さ、

これが寒いということで、２回やってちょっと断念したん

ですけれども。そうやった中で、星空のこと、これもある

程度やったら本当、都会の人も喜ぶんじゃないかと思

います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ほかに何かアイデアがありますか。山田さんとか石

島さんのほうは。どんなイベントがいいなというのが

あれば。

○パネリスト（山田賢一）　要するに今、私が考えてい

るというか、皆さんにも細野高原を考える会の中に

ちょっと提案させています。要するに細野高原の里山づ

くりという形で、奥山じゃなくて、あそこはまだ里山だよと

いう形で、里山のよさを広げていきたいなと。そういうこ

とで今、細野高原の入り口、これは財産区の土地じゃな

いんですけれども、やっぱり入谷部落の振興会という昔

の団体がありまして、そこの土地が６町歩ぐらいありま

して、ほとんど細野高原に隣接したところですけれども、

そこを今、森林組合の組合の皆さんが今まで植林され

ていたもんで、そこを全部伐採して、そこに今、ヤマザク

ラを全部植えようかなんていうことで、ヤマザクラの里

を今、これは国とか県の補助金をもらって森林組合が

やってくれているんですけれども。それで、地主さんは振

興会というところですけれども、将来的にはそこをヤマ

ザクラの里にしようと。中は当然、材を出すのに林道を

造りましたんで、そこが散策道路になるかなと。そこが、

うちの振興会の山だけが６ヘクタールぐらいならある

んですけれども、その奥に町の山も10町歩近く、10ヘク

タールぐらいあるもんで、今、町長ともお願いしているん

だけれども、そこ全体を全部やって、いろんなことに使

えないかな。そうすれば、振興会のほうもいろんなこと

があるんじゃないか、できるんじゃないかと。

　農協さんもいろいろそこを今、あそこにも農協の施設

もありますから、これはボツになったんですけれども、

一時、あそこで、要するに地ビールの工場を造ってやり

たいという、いいな、地ビール、ビール飲みながらあの

高原でススキ眺めたらいいなというようなことで、それ

を私たちも非常に賛成して協力したんですけれども、

ちょっといろんな事情で、それはボツになりましたけれ

ども。

　そういういろんなことで、あの高原をいろんな方面で

楽しんでもらえるような、これから設備というか、利用し

ている団体とか企業があったらいいな、私は考えてい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　何かいろんなことが、道路がやっぱり中まで通ってい

るというのがいろいろ、シャトルバスが行けるようなとか、

そういう整備ができているなというのがすごいんだろう

なと思います。

　片方でちょっと管理のほうの質問も来ているんです

けれども、担い手の問題というのも先ほどありましたが、

もう一つ、省力化という関係で、これ僕の話の中なんで

しょうね、山焼きの道路の防火帯に沿って軽トラが入れ

るようにするような話が蒜山でも聞いたことがあるけれ

ども、細野高原でも何かそういうことができる部分が

あったらコメントをお願いしますということなんですけ

れども、これどなた……、そういうのが可能そうなところ

というのはあるんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　防火帯、先ほど今、白川先

生の言った、あそこの防火線沿いにパイプを引くかとい

う案も去年出ました。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。やっぱ

り一晩で考えるようなら大体考えているんですね。

○パネリスト（山田賢一）　やって、水道屋さんに見積

りを取らせてやってみてはどうかなと思ったら、距離が

長過ぎてちょっとそのままやるんじゃ難しくないかという

ことで、それはボツになりました。

　もう一つ、今、いろんな林業試験場とかなんとかでお

話を聞いているのは、内山さんが専門ですけれども、あ

の防火線に防火林を植えて、要するに火の広がらない

ような防火林を植えて、それがただの面白くない木じゃ、

何も観光資源になりませんから、将来的に防火林であ

りながら観光資源の一助になれるような、例えばいい

んじゃないかって、内山さんが専門ですけれども、サザ

ンカとかツバキとか、一番強いのはサンゴジュなんて

いうのがあるらしいんですけれども。それらを防火帯に

10メートルぐらい、本当の火が出るところじゃなくて、火

があまりばんと燃えないようなところは防火林で防火帯

みたいなものを設置したらどうかなというようなことも

皆さんとは議論していますけれども、まだ実現はしてい

ません。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

　やっぱり結論というか、ちょっとすぐには出ないんで

しょうね。どこの地域でもいろいろそういう山焼きの省

力化とか安全性というのは出されているんですけれども、

高橋さん、何かその辺で、阿蘇のほうでは物すごいたく

さんの山焼きやっていますし、工夫されている部分もあ

ると思うんですけれども、人数も多いですが。ちょっとど

ういう、事故のほうの部分ですし、省力化の工夫で何か

あれば教えてもらえますか。

○パネリスト（高橋佳孝）　やっぱり事故は、毎年とは

言わないけれども、数年に１回必ず出ているんですね。

事故が起きると、もうやめてしまうという、そういった一

つ大きな問題が２つあって、１つはもう担い手がいない

で、いつやめるかを考えず、ただやめてしまう。責任者が

責任を取るなんて無理。例えば阿蘇の場合では、区長さ

んが火入れの責任者。

○コーディネーター（白川勝信）　火入れ責任者。

○パネリスト（高橋佳孝）　であれば、区長さんという

のは、例えば２年、３年で替わっていきますよね。そうす

ると、もう区長になりたくないという人が出てくるんです

よ。しかも、それ裁判ざたになったりとか、いろいろ面倒

くさいというのがあって、それで、多分この阿蘇の分科

会で相談される南阿蘇の村長さんがいて、南阿蘇村は

地震による被害によって野焼きができなくなったところ

が多いけれども、もともとそういう構造的な問題で、いつ

もどうなるか分からないというから、どんどんやめる、や

める、やめるというのが出てきていたんですね。そこで

少なくとも火入れ責任者は首長がなるということで、実

は安心して野焼きを再開した牧野参加者。ただ、それは

もちろん責任者だけの問題じゃなくて、そこに県や、ある

いはボランティアや市町村の協議会みたいなものをつ

くってみんなで応援してそこを再開するわけです。なぜ

再開するかというのは、これも多分、分科会で論議され

るように、熊本市民にとっては水源の源である草原の水

源涵養力というのは、実は阿蘇のほうは森林よりはる

かに高いんです。もしかしたら東伊豆もそうかもしれな

い。そういう草原の価値をみんなで共有して、それを

守っていくために役所も汗をかくし、お金も出しましょう

ということでやっている例が１つあります。

　もう一つは、牧野ごとに、さっき白川さんがおっしゃっ

たように車が通れる防火帯をやっぱり造りたいという

のが物すごく強いみたいですね。鉄鋼スラグの廃材み

たいなものが簡易的にですね、舗装までいかなくてもか

なり強い道が造れるということがあって、そういうものを

り保全という中で、首都圏から来る人が結構多いので、

500円、それくらいのお金ですけれども、地元の人に

とっては500円高いなと言いますけれども、首都圏から

来れば取りあえずそれが妥当ではないか。しかし、やっ

ぱり行くまでは結構ブーブー、周りを見ますと、現地に行

きますと、やっぱりすばらしい景色を見た中で、それは

当然当たり前の話だということを聞きますのでで、町と

してはそれがいいんじゃないかとは確認しております。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　入山料の話をしたら、先ほ

ど言った、今ススキがあるだけじゃなくて、今年、去年は

コロナのことでやらなかったんですけれども、山菜狩り

でも、私たち財産区で、入り口のところでお金を頂いて

います。あそこの入り口のところで来て、町民の方とよそ

から来た人はちょっと金額を変えて頂いております。

○コーディネーター（白川勝信）　細かい対応をして

いるんですね。

○パネリスト（山田賢一）　そうですね。それはいろん

な観光協会さんのご指導でいろいろやっていまして、町

外の方とか宿泊した方、地元の方ということで、３段階

ぐらいに値段を分けてやって、財産区の役員があそこ

でガードしてやっております。

○コーディネーター（白川勝信）　なかなか結構ね、お

金を頂くというのは勇気の要ることで、お金出したけれ

ども、こんなかってなっちゃう……

○パネリスト（山田賢一）　文句が出ますけれども、こ

れは富士山のあれと一緒だから、この山も管理するお

金ですからということで頂いています。

○コーディネーター（白川勝信）　そういう意味じゃ、

草原の価値を知っていないと、お金下さいとは言えな

いわけですから、それだけ価値を認識しているというこ

とですよね、地域の皆さんが。

○パネリスト（山田賢一）　何回かは、あそこまで来て、

ゲートのところで帰っていく方も結構います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。帰っていく

方もおられるんですね。

　草原の価値という中で、さっきちょっと質問とかを後

に、教育のことについて、町長もおっしゃったし、高橋さ

んもおっしゃっていたんですが、幾つか質問が来てい

るんですけれども、まず、高橋さんに、全体的なことだと

思うんですけれども、草原の価値の教育的効果につい

てのことの質問で、草原で子供たちに何を伝えられる

のかというのと、火入れとか野焼きを体験すること、伝

統的な作業としてそういうことを体験することの意義み

たいなところは、大きな話ですけれども、どういうところ

にあると思いますかという質問なんです。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原、教育者じゃないんで、

偉そうに語ることはできないんですけれども、価値と言

うまでもなく、大きく２つあると。１つは体験、五感で体験

したり、野焼きを体験したり、自然の雰囲気を体験した

り、草花を観察したりということと、それからやっぱり仕

組みづくりを学ぶというところですね、文化も含めてで

すね。体験に関しては、学校の中では語れないし、教え

ることができないことが屋外でできる。

　阿蘇の場合、全部の小学校で草原の学習をすること

が今できています。それで、発展性というか、私たちもそ

のほうがいいなと思ったのは、それを端緒にして、今度

はそれが公民館活動に地域活動にいく。そうすると、地

域の関わってくれる人たち、大人の人たちも増えていく

し、景観も入ってくるし、公民館として地域の草原を守っ

たり、上で寒いんですが、阿蘇の場合、草泊まりという、

草刈りをして、地元の集落と草刈り場の集落まで500

メートル以上の標高差があって、毎日通うの大変だか

ら、家族みんなで山の上に行って、草で作ったテントで

２週間ぐらい泊まって草刈りするという文化があったん

ですけれども、その中で子供たちを泊まらせて体験させ

たりというようなこともできている。

　だから、端緒は学校教育からだったんだけれども、

今は地域教育というか、教育という言い方がいいのか

悪いのか分からないんだけれども、地域の文化や歴史

や、その成り立ちや技術や意識や知識というものです

ね、子供たちに引き継いでいくと同時に、家族やその関

わる人たちにも広がっていくというものがいいですね。

少しずつ何か所かに広がっていく。そこのほうが私は

大事になってくるかなと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ＳＤＧｓの地域版とい

うか、そういうこと……

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。そんな感じに

なるのがいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　先ほど石島さんから

も、最後のスライドでＳＤＧｓという言葉があったんです

けれども、観光コンテンツそのものとしてのＳＤＧｓとか、

そういう学習のニーズというのはあるんですかね。ＳＤ

Ｇｓを学ぼうとか、そういう草原の自然、先ほどでの説明

だと、観光での収入が草原の保全に行くということだっ

たんですけれども、阿蘇ではボランティアの人は年間

2,000人以上来るし、実はうちのほうも木を切ったりと

か草刈りの体験を教育ツアーとして、一応プログラムと

いうのはあるんですけれども、そういうのは、こちらのほ

うではそういうニーズみたいなものというのはあるもん

ですか。

導入することで、野焼きを再開したり、そういう、向こうで

は恒久防火帯という言い方をするんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　恒久、ああずっと使

えるもの。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうです、ずっと使える防火

帯。道路さえあれば何とかなる。そういうものに対しても

県の事業として、導入するところにはそういう必要な経

費を出すというふうなこともでてきています。

　やっぱり今の方向性としては、恒久防火帯ですね。

　もう一つは、以前、草を刈っていて、もう裸になるよう

な状態がありました。阿蘇も秋吉台も全くそういう状態

ですね。その頃はですね、こんなに広く防火帯を切らな

くても安全だったんですよ。草がもう持ち出されている

から、火をつけてもそんなに大きくならない。今は雄大

でもう映像に入るとものすごくいいように見えるかもし

れないけれども、まさに危険な状態にあるわけですね。

25メートルぐらいまで炎が上がったりします。そんなに

危ないんじゃ、もう野焼きができないという話があった

んですが、最近、カヤ刈りとして、冬場の枯れた草をい

ろいろな方が刈っているんですよ。牧野さんにもお願い

をして、そこに入らせていただいて、たくさん刈るように。

牧野さんがそれで一番喜んだのは、野焼きが楽にな

るって。もともとあの草原の価値があって、それを維持し

ようとすることも重要ではあるんですけれども、実は、そ

れを維持するためには草をうまく利用することがそれに

もまた役に立っている。もちろんお金という点もあるかも

しれないし、材として文化財の保全に役立ったりするこ

ともあるかもしれないけれども、利用することで、実は管

理の省略化や安全性にも物すごく貢献できているとい

う、そういう仕組みづくりをみんなで共有していって、

やっぱり何か草を利用する算段と創意工夫によってひ

とつひとつやっていかれたらいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　そもそも利用してい

たから草原なのであってというところに立ち返るという

ことですね。

　ちょっと会場からの草の利用についての質問、多分、

山田さんにお答えいただいたらいいと思うんですけれ

ども、１つはミカン畑に草を使っていたときは何月ぐら

いに使っていたんですかということなんですけれども、

刈る時期というのは、決まった時期に刈っていたんで

すか。

○パネリスト（山田賢一）　刈る時期は、10月から11

月、要するにこれから秋口にかけて、もうカヤが緑がな

くなってきて、要するにそれのほうがもちがいいもんで、

青い草を刈ってやるよりも。だから、皆さん大体、草が枯

れ始めた頃から、10月から11月頃から。それで、して、

少なくとも２月に山焼きをやるもんで、山焼きのときまで

には、刈った草は持ち出してくださいよというようなこと

でやっておりました。

　だから、そうですね、大体今から、10月から11月頃

が一番多いと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　それと、かやぶき屋

根には使っていたんですか。

○パネリスト（山田賢一）　僕の記憶というか、前は

使っていたという話も聞きますけれども、実際、私は見

ていないもんで、何とも言えません。使っていたと思い

ますよ。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。使って

いたとしても、大分昔、古い時期ということですね。なる

ほど。ありがとうございます。

　ちょっと別のユーチューブのほうからの質問、すごい

いっぱい来ています。何か皆さんやっぱり、これはです

ね、シャトルバスのほうなんで、石島さんにお伺いした

いんですけれども、シャトルバスをやめたのに料金を

取っているのはどこで取っているんですか、どういうふ

うに徴収している、徴収方法を教えてくれませんかと書

いているんですけれども、それは何かゲートを設けたり

とか、そういうことですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。下の103台置け

る駐車場の入り口のところに受付がございまして、そこ

で一応、感染症対策でいろいろアルコールをやったり

とか、そういうときに払っていただいてパンフレットを渡

しています。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。コロナ対

策も一緒にできるしということですね。

○パネリスト（石島専吉）　はい。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　そのやり方というのは、割と最初の頃からそういう形

でやっていたんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。その期間だけな

んですけれども、ですから、１日過ぎれば無料で入れ

ちゃうんですね。ですから、最初は私も何でお金取るん

だよってものすごい言われているようなお客が多かっ

たんだけれども、やっぱり最初はそういうふうに、高橋

さんが言っていたように、入山料って何で取るのってい

うのを、無料のイベントというのはよくないという前任の

観光協会長から言われていて、そちらの前任の観光協

会長がそういうふうにして、私たちもそれを引き継いで

います。それを財産区のほうにも使用料として払えると

いう形になっております。

○コーディネーター（白川勝信）　町長、何か。

○パネリスト（太田長八）　入山料に関しては、やっぱ

秋って紅葉するところあるのかいって言われて、昔はも

う強気でしたから、もう団体客ばんばん入ってくるから、

じゃ結構ですよ、もうどこかの箱根とか北関東とか東北

で見てくださいと、紅葉は。伊豆はちょっとないんで結構

ですみたいな感じだったんですけれども、今は反対で

すから。紅葉する木はないんですけれども、やっぱりそ

ういうススキで秋を楽しんでほしいというのが１つです。

　あともう一つだけ、去年のススキのイベントで7,200

人来たわけですけれども、そのうちの350人にアン

ケートを取ったんですね。さっきの話とちょっとつなが

るかもしれないんですけれども、イベントの売りで何が

一番よかったですかというのは、やっぱり「絶景」でした。

これ断トツで絶景。それで、参加したい新企画、これは

多かったのが「１日限りの星降るキャンプ場」、あと、

「大自然をそのままに」という方もありますし、あと、「野

外コンサート」。これは今年はできないんですけれども、

一昨年まではホルンの演奏会だとか、稲取高校の吹奏

楽部の演奏会を土日にやったりとかしておりましたの

で、そういうことです。あと、細野高原に必要な施策とい

うことで、「アクセス道路の拡充」とか「絶景ポイントの

紹介の充実」とか、そういうことを書かれている方が多

かったということですね。

　ですから、伊豆というのは本当に秋も楽しめるんだと

いうことを観光客の皆さんにも知ってほしいということ

でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

秋を楽しんでほしいという、観光客の方へのメッセージ。

　山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　管理していくのがどういう

ことかということを言われてもあれですけれども、私はよ

く親戚とか友達とかなんとか来たときに、細野高原を連

れていくと、必ず言われるのは、何だ伊豆は山が深いん

だな、よく言われます。大体皆さんは海岸だけ走って

帰ってきて、伊豆半島の中のほうへ入るのは、天城道路

ぐらいのところしかないと思いますけれども、各町には

深い山が、山が深いです。だから、そういうことを楽しみ

ながらいろいろ山を楽しんでいただければありがたい

なと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　すみません、ちょっとチャイムが鳴っちゃって、時間が

来ちゃったんですけれども、コンパクトに高橋さんと町

長にもコメントいただいて終わりたいと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原は非常に懐の深い資

源だと思います。それで、将来に向けて決して暗いこと

ばかりじゃなくて、多分21世紀の持続的社会を語る、こ

れほど人と自然との関わりの仕組みが何千年も続いて

いるというのは、すごい懐の深い地域資源なんだろうと

いう。ただ、それを私たちが気づいていないような、これ

は研究者にもしかりだと思うし、行政においても多分し

かりだと思いますけれども、そういう意味では、もう一度、

草や草原の魅力をみんなでいろいろ創意工夫しなが

ら考えていく。新しい社会への土植えも可能になってく

る、そういう明るい展望を持ってみんなでぜひ協力し

合って次の世代にちゃんと続いていくようにしたいなと

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　じゃ最後に町長、お願いします。

○パネリスト（太田長八）　これは本当、ユーチューブ

を見ている全ての方に、これはもう人と地域の問題じゃ

ありません。これは全国の問題でございますので、全国

の方々、草原に対して興味を持っていただくことが私は

一番だと考えています。そういう中でこの草原、将来に

わたって保全なんかもね、やっぱり市町村の自治体で

連携してより多くの自治体に入ってもらった中で、草原

をいかに守っていくか、これをまたやっていきたいと思

います。そういう中ではまたユーチューブを見ている方、

その辺また支援と協力を賜ると大変ありがたいと思い

ますんで、よろしくお願いします。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　最後に非常に力強い、全国の方々、それから全国の

自治体に向けて草原共有を持ってまた加わっていただ

きたいというメッセージをいただきました。

　ちょっと僕の進行が不手際で12時を過ぎてしまいま

したが、これでパネルディスカッションを終わりたいと

思います。

　もう一度、４人のパネリストの方に感謝して拍手をい

ただけたらと思います。（拍手）

　どうもありがとうございました。

　じゃ、配信のほうもこれで終わらせていただきます。ど

うもありがとうございました。

○司会　皆さん、どうもありがとうございました。

　午後ですが、１時から東伊豆、阿蘇、蒜山の３会場で

分科会を開催いたします。午後１時になりましたら、そ

れぞれの会場で分科会を開始してください。よろしくお

願いいたします。

　その後の全体会のウェブ配信については、午後３時

20分からを予定しておりますので、午後も引き続きよろ

しくお願いいたします。

　午前の部につきましては、以上で終了となります。あり

がとうございました。

○パネリスト（石島専吉）　細野高原はまだそういう形

にはなっていないんですけれども、いろいろ摘果のミカ

ンの収穫を手伝うとか、いろいろそういうカーネーショ

ンの花を、そのまま結局時期が過ぎちゃって、全部それ

を捨てちゃうわけですね。そういうのを何か手伝う体験

だとか、そういうことは、農業体験のほうなんですけれ

ども、そういうのは少しずつプログラムに入れているん

です。まだ参加者は少ないんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　そうなんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そういうのは年間を通して

いろいろちょこちょこやっています。

○コーディネーター（白川勝信）　じゃ何か、これだけ

宿泊施設もあり、こういう海と山とっていう、すごく近いと

ころにあるという環境だったら、本当に、うちは体験教

育とかをすごく受け入れているので、何かメニューが

つっこんでいきそうだなと感じました。すみません、

ちょっと僕の興味のほうでちょっと質問をかぶせてし

まったんですが。

　もう一方、これも教育のことなんですけれども、次世代

に伝えていくために教育現場でできること、望むことは

どういうことがありますか。町長のほうから遠足の記憶

がっていう、高橋さんもそうだったんですけれども、遠足

以外でということということですが、教育現場でどういう

ことができるでしょうかね。どなたでもお答えください、

せっかくですから。どなたかありますか。

○パネリスト（太田長八）　まず、自分から言ったのは、

まず細野高原に対しての愛着ね。　子供のときから。そ

れがなければ、細野高原の保全はもう無理だと考えて

おります。そういう中で、まず町民が行った中で、細野高

原のよさが分かった中で、そしてやっていけば続ける方

向で、地域効果やったんです。それによってよさが分

かって、そうすれば、先生が言ったように子供が行けば、

必ず父兄が行きます。そういう中で全体的にやっていき

たい。それとやっぱり子供たちも自分で働いたお金で

いろんなことができる。そういうことができれば、子供た

ちの教育になると考えております。

　そういう長期的に考える中で、やっぱり子供が細野

高原に興味を持たせなければ、自分は細野高原の保

全は絶対無理だと考えておりますので、そういう中で、

そこが一つのいい機会じゃないかというようなことです。

　教育的効果、高橋先生がおっしゃったテントを作っ

てそこに滞在する、そこでキャンプするとかね、やっぱ

りそういうのがあると、教育的な体験になるんじゃない

かと考えています。

　何しろ小さい子が草原に対して興味をいかに持たせ

るか。それだけは私はいろいろと考えております。やっ

ぱり何事も一から小さい時からやっていくというふうに

ありますので、そこからの教育が私は一番大事じゃな

いかと考えておりますので、そういうふうに言わせてい

ただきました。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　ほかにありますか。

　ちょっとそろそろ時間が来ているんですが、いろんな

方の質問、本当にありがとうございます。

　もう１個だけ、僕に質問、これは物的なことなんで、カ

ヤが高いという話が出て、850円で売るのは高いん

じゃないかという……

○会場より　（「いや、違う、どうしたら高くできるかとい

うことを聞きたかった」と呼ぶ者あり）

○コーディネーター（白川勝信）　それはなぜですかと

いうことなんですが、これは、中間業者に販売している

んじゃなくて、カヤの施主さんに直接販売しているので、

一旦集めると安くなりますけれども、カヤぶき職人さんと

かカヤの施主さんとしっかりネットワークをつくるのが

高い価格で販売している一つかなと思います。価格に

ついてはカヤぶき職人さんに相談して決めた価格です

ね。すみません、以上です。

　いろいろお聞きしたんですが、ちょっと最後に皆さん

から一言ずつ、草原に関わる人への誰かを想定して、

子供でもいいですし、観光客の人でもいいですし、また、

ユーチューブで見ていらっしゃる方でもいいですけれ

ども、一言ずつメッセージをいただけたらと思います。

石島さんから、今度は反対にお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　４人目だと思って安心して

いたんですが、私は観光ということからちょっとお話を

させていただければ、何で秋のススキなんだという感じ

なんですよね。これはもう10年ぐらい前から団体の宴

会型のお客さんが激減しています。今まではもう団体で

バスで来て、もう20人、30人で宴会して、朝ばっと８時

頃帰っちゃうんですよね、もう朝食を食べて。ですから、

観光する場所なんていうのは全く必要なかったんです。

秋以外の春には河津桜もこうやってやっておりますし、

夏はやはり海水浴とか、そういうリゾートという感じが

ありますのでよかったんですけれども、それなもんで、秋

が全然オフシーズンになっちゃんたですね、一時期。そ

れで、やっぱり観光協会のほうも、せっかくああいう高

原のいい場所があるんだから、ススキのイベントをや

らせてくださいということで、財産区に頼んで町と協力

してやったような状況がございますので、そのような形

で、やはり春夏秋と楽しめる、そういうコンテンツが欲し

かったということがまず１つですね。

　ですから、秋によくお客さんに言われたのは、伊豆の
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維持活動に携わる一方、携わっただけの対価を受け

取る、あるいは携わった人が対価を実感しているのか

という話がありました。こちらの細野高原は、地元の集

落の方たちが山焼きをされていますので、その方たち

がちゃんと対価を実感されているのか、あるいはそこ

に税金を使っているわけですから、町民の皆さんがそ

れを実感しているのか。そういうことが前回議論に

なったと思います。それからどう変わったのかというの

は後のパネルディスカッションで聞かせていただきた

いなと思っているところです。

　前回のテーマは、忘れられた草原の再発見、その保

全と活用ということで、生物多様性、外来種、シンニュ

ウが間違っていますね、これ。広島ならではの間違い

ですね。外来種侵入……、深入山という山があるんで、

草原の山です。草原のやぶ化、森林化など、草原の質

の問題について共有されていない。草原の生物多様性

はどうなっているんだろう、景色としてはいいけれども、

本当にそこは価値があるというのが認識されているの

かというところの問いかけと、もう一つが草原を守るこ

とによる生態系サービスや経済的恩恵を享受する仕

組みがない。これについても話がありました。その後、

たしか僕が記憶しているのは、都内の電車のつり広告

に草原のことがかけられたりというＰＲをされたりとか、

あるいは入山料を早い段階から取り始めた、草原では

あまりないのかなと思いますけれども、そういう事例を

先立ってされたという記憶があります。今日はそういう

話もまた後で聞かせていただきたいなと思っていると

ころです。

　そして今年、2021年のテーマですが、今回はオンラ

イン開催ということで、ここの東伊豆町、それから阿蘇、

そして蒜山のほうでも分科会が開催されます。大きな

テーマは、未来へつなごう！壮大な海すすきの草原、そ

して、分科会のテーマは、保全・利用・継承、草原の公

益的機能について、それから、茅の利用と草原保全と

の関わりということで、どちらかというと今、草原に話題

になっているのは茅の利用とか、利用ですね、利用と

か草原の機能というところにだんだん目が移ってきた

のかなと思っています。

　先ほど課題として示されていた２つのことですね。２

つ目は、そういう利用とか、草原の価値をどう実感する

かという話だったんですが、もう１個、１個目の草原そ

のものの価値というのが果たして僕らは認識されてい

るのか、希少生物とかですね、生物多様性のほうが認

識されているのかどうかというのは、これはむしろ草原

を研究する研究者が発信できているかどうかというこ

とになるので、ここ地元でも内山さんとかを中心にいろ

んな研究が進められてますし、今から継続的にやって

いって情報を出していかないといけないだろうなとい

うふうに思っています。

　今日こちらに呼んでいただいた縁というのが、僕ら

は草原研究グループというのを組織しています。西日

本草原研究グループというのを組織して、これは蒜山

で調査しているんですね。これだけキキョウがあるとこ

ろも珍しいです。自生のキキョウがたくさん咲いている

んですね。僕たちは大体、10年前ぐらいは月に１回集

まって、あちこちで研究していました。例えば３月は学

会で岩手県に行っていたんですけれども、十和田湖畔

までちょっと車で走っていっていました。何かこんな雪

があるのに、ちょっとでも空いていれば何か探したくな

るのが僕らの常で、このときは、東北のほうに行くとフ

キが大きくなるんですね、フキノトウも大きいのでびっく

りしました。あるいは大阪の吹田というところで、町な

かで調査をしたりしています。こんな住宅地の中なん

ですが、ここの草原は、もうここの土地が売れてしまっ

たら生き物がいなくなる。こんな町なかでも希少種とい

うのはちゃんと残っているんですね。ずっと管理がされ

ていれば、何ていうかな、開けた環境があって、継続的

に管理がされていれば、そこに生き物が残っていると

いうことが分かっています。それをじゃどうするかとい

うのは次の問題なんですね。

　画面共有が止まったんですが、大丈夫ですか。

○スタッフ　一度ちょっと。

○講師（白川勝信）　共有の再開、これですね。すみま

せん。写真を今、見てもらう……、まだ、すみません、声

だけ聞こえていたみたいで申し訳ない。

　吹田の草原はこんな感じです。

　僕たちは草原研究会なんですが、僕自身は高原の

自然館という博物館に勤務しています。学芸員という

仕事をやっていまして、会場の皆さんの手元には、この

高原の自然館のパンフレットが手元にあると思います。

とてもとっても小さな建物なんですが、博物館。博物館

はこの辺には何かあるんですかね、ないですか。静岡

○司会　それでは、ただいまより白川勝信さんによる

基調講演となります。

　白川先生は、生態学をご専門とされ、2003年より広

島県北広島町の芸北高原の自然館に学芸員として勤

務されております。現在は、湿原、半自然草原、里山林

など、地域の人間活動によって維持されている生態系

の保全をテーマに活動を展開されています。子供、事

業者、行政、ボランティアなど様々な主体による自然へ

の関わり方を見直し、新たな仕組みを組み込みながら

地域と自然を将来に残していく道を模索されておりま

す。2017年には、第１回ジャパンアウトドアリーダーズ

アワード大賞を受賞されるなど、草原をはじめとする

様々な分野での活躍をされています。

　それでは、早速でございますが、基調講演のほうをよ

ろしくお願いいたします。

○講師（白川勝信）　こっちはマイク持っていていいん

ですよね。じゃちょっと話させて……、その前に写真を

撮らせてください。何ですかね、向こう側にいる人は多

分、会場の様子が分からないと思うので、ちょっと撮ら

せていただきます。今、配信はもうされているんですか。

ありがとうございます。

　よろしくお願いします。白川です。

　今日、80分くらいお話しさせていただくと思いますん

で、よろしくお願いします。

　こんな感じですね、見えますかね。見えますかねって

いうと、ライブ配信している相手の人から返事がない

んで、分からないんですが、会場にいる人はこんな感

じです。東伊豆町ですね、いろんな人が来ています。

　これは08年の東伊豆のサミットです。全国草原シン

ポジウム08ｉｎ東伊豆ということで、今年の草原サミッ

ト・シンポジウムは１年間延びたんですけれども、本当

は2008年に一度サミットをやる予定だったんですよ

ね。それがあったので、僕としては、ああようやくここの

東伊豆でサミット開催できて、本当にうれしいなと思っ

ています。今回もここに来るのを楽しみにしていまして、

駅前のキンメダイのオブジェをまた見れるかなと思っ

たら、キンメダイのオブジェがなくてですね、それで

実は自分がこうやって回している写真がなかったんで

すよ。だから、今回こそはキンメダイぐるぐるやるぞと

思って、なかったんで、ああと思っていたら、移設されて、

この役場の真向かい側の海の近くにありましたんで、ぐ

るぐる回させてもらいました。ちゃんとヒレも動きました

ので、東伊豆に来たことがない方はぜひお立ち寄りく

ださい。

　役場のすぐ横には朝市があって、前回はこの朝市に

寄らせていただいて、たくさんの海産物が売られていて、

やっぱり海の近くだなというふうに感じました。本当に

懐かしい、懐かしい町で最高でした。

　前回もこうやって細野高原の上に登って、たしかここ

は塩坂さんから教えてもらったフライトをしているとこ

ろですかね、パラグライダーが飛ぶところで、何かこん

なこともできるのかなという、草原っていろんなことが

できるんだなということをそのときに感じました。とにか

く広くて一面ススキで、上から見れば海が見えるという、

すばらしいロケーションだなというふうな記憶があり

ます。

　今日は、僕、一番最初に話させてもらうので、前回い

ろんな写真を撮っていて、どっちかというと食べ物とか、

さっきのキンメダイの写真とか草原の写真とか、花の

写真が多かったんですが、会場で１枚だけ写真を撮っ

ていました。これどなたのスライドか分からないんです

けれども、こういうことが課題の提起というスライドが

あったんですね。山焼きによって、草原という景観を維

持することだけで十分なのかという問いかけと、草原の

造ってくださいと言ったわけじゃないですね。そうやっ

て造っても多分残りません。ここを残すのは、牛を入れ

る。これが残すための策。一つ一つの景色に一つ一つ

のできてきた履歴がある。それをどう読み解いて、それ

をどうつくっていくか、これがフィールドミュージアムの

学芸員の１個の仕事です。

　美人林といって、ブナ林と言えば白神山地のブナ林

も有名ですが、日本の中で有名なブナ林を幾つか上

げていくと、出てくるのがこの新潟県の十日町市にある

美人林のブナ、ここにも博物館があるんですけれども、

その裏山です。このブナ林はブナが細いんですよね。

東北のほうとか、ブナ林って割と広島のほうだととても

珍しい、原生林というイメージなんですけれども、東北

のほうに行くと、森を伐採して何もしないとブナがこう

やって生えてくるそうです。長野県とかも結構こういう若

いブナの林があるんですね。だから、もしこの美人林

のブナ、こんなブナ林を維持しようと思ったら、ある時

期にここを全部伐採すればいいということになるんで

す。そういうふうに人間の働きかけと風景とか自然とい

うのがお互いに行ったり来たりの関係にすると。それ

を一歩ずつ読み解いていかないと、その自然をどう残

すかとか、活用するかという話に行き着かないんです

ね。例えば棚田なんかもそうですね。こういうところに

コンクリートじゃなくて、斜面を造って水路を造ると、生

き物がそこにたくさんくる。

　これは四国中央市、愛媛県の写真ですが、僕はこの

写真がとても好きです。「ウォーリーを探せ！」という絵

本をご存じですか。すごくいろんな絵が描いていて、そ

の中にたくさんの人物が描かれていて、いろんなことを

やっているんですけれども、その中にウォーリーが１人

だけいるという絵本があるんですけれども、この写真を

見ると、何かさっきの例えば棚田だったら田んぼが広

がっているし、干潟だったら水と土が広がっている。こ

の中を探していったら細かいものがたくさんあるんで

すよね。ここは四国中央市の大歩危小歩危とか、祖谷

とか、四国は急な谷が多いんですけれども、山の向こう

のほうを見てみると、隣の集落が山に張りつくように家

が建っているんですね。あそこ人が住んでいるんです。

だから、隣の家に行こうと思ったら、すごく斜面を上り

下りしないといけないし、こちらから見えるあの家まで

も、１回下まで下りて上がっていかないといけない、そ

ういう地域です。こういう傾斜の急なところでは、どうい

う農業をされているかというと、狭い中にいろんな作物

を作っていらっしゃいます。

　これ１軒のお宅でされていると思うんですが、そして

ここで特徴的というか、特産なのがお茶なんですね。

この斜面のところのきれいに植え込まれている、これが

お茶です。

　もう一つ目を引くのが画面真ん中ぐらいに三角の

立っているのがススキですね。すすきの三角の山形の

が見えますかね、これですね、これです。これはコエグ

ロと言うのかな、肥料にするための役割が１つありま

すが、もう一つ大事な役割があって、こういう斜面だと、

何もしないと、土がどんどん剝がれてきちゃうんですね。

だから、こういうススキを置きます。特にお茶畑の下に

もこうやってたくさん続いています。

　先ほど、こうやって人間が関わってつくられたフィー

ルドというのをどうやって守っていくのかなというのが

とても大変なんですが、ものすごく面白いテーマだなと

僕は思っています。どうですか、面白くないですか。草原

もその一つだってなるんですよね。

　お茶畑、静岡県の掛川市というところもとてもお茶が

有名なところで、新幹線からもよく見えるところですが、

ここでも草が使われています。茶畑があって、手前のほ

うに結構、草地がありますよね。ここ、これ見たことあり

ますか。通っていたら見える……、あそうか、ここ静岡

だよね。そうだ、何か静岡、それはそうだ、何を言ってい

るんでしょう。もちろんご存じですよね。あの「茶」という

字の近くは草が植えられていて、そこの草もちゃんと敷

き草に使われているんですよ。そうか、僕、今日、釈迦に

説法みたいな話を今からするかもしれないですね。

　静岡の茶草場農法というのは、世界農業遺産に指

定されています。その中でお茶のパッケージの裏側に

こういう葉っぱがついていて、この葉っぱが３個なら、

認証制度をつくっているんですね。生物多様性貢献制

度というのをつくって、３個だったら貢献度が高いです

よ、２個、１個ということで、そういうお茶の味とか値段

とかという別の価値をお茶につけています。そうするこ

とで、わざわざ草を刈って、そこの草地ができることで

生きる生き物を守っている農業ですよということを知ら

せながら、お茶の生産ができるようにしている、そうい

うところです。

　そうか、静岡でしたね。でも、静岡の茶草場と同じよ

うに、にし阿波の傾斜地農耕、また四国に戻ってきたん

ですが、徳島県でされている傾斜地農耕というのも、こ

れも世界農業遺産に指定されています。こういうところ

ですね、もう斜面です。さっき写真で見ていただいたよ

うな、隣の集落に行くためにものすごく行かないといけ

ないとか、家と家がもう斜面に張りつくようになってい

る。こんな感じですね。これ別にあまり誇張しているわ

けじゃないです。ここに立つと、カメラをどの角度が正

しいのか分からなくなるぐらい傾斜が急なんですけれ

の県立博物館はすばらしい大きな博物館がありますよ

ね。博物館の仕事というのは４つあります。あそうか、伊

豆にもあれがありますね、動物園がありますね。動物園

も博物館の一つですね。

　博物館というのは４つの仕事がありまして、資料を

集めて、資料を保管して、研究して、展示・公開します。

これが博物館の責務で、学芸員の仕事ですね。最近テ

レビでも割と「ブラタモリ」とかですね、学芸員の人が

出て来てしゃべったりとか、あとは何かクジラが打ち上

げられたり、リュウグウノツカイが上がったり、ダイオウ

イカが出てくると、何かよく学芸員の人出てきますよね。

ああいう人に資料をとにかく集めていって保管する、あ

るいは美術館にも学芸員というのがいます。美術品を

集めて保管して、研究して展示・公開する。この４つを

やっているのが博物館の仕事です。美術品を集める美

術館、動物を集める動物園、水族館、あるいははきもの

博物館、鉄道博物館、切っ手の博物館ですね、いろん

な博物館があるわけですが、基本的にはこの４つをや

ります。僕はフィールドミュージアムと言って、フィールド、

つまり外の、どういうんですか、野外を博物館と見立て

ているので、町全体が博物館だという言い方をしてい

るんですね。それどうなるのかというと、野外を建物の

中に集めることはできませんから、地域に関する情報

を集めて、地域を保全して、地域を研究して、地域を展

示・公開している。例えば細野高原という地域、ここに

関するいろんな情報を集めて、そこを保全して、そこを

研究しながら、そこの情報を発信していく、そういうの

が学芸員の仕事になると思います。

　今日はちょっとこの学芸員の視点というのを皆さん

と共有できたら、草原のことについて少しヒントになる

のかな。

　植物を保存するためには、例えば植物園は栽培をし

ますよね。博物館だったら押し花を標本にしたり、ため

るんですが、フィールドミュージアムはどうするかという

と、その草原をどう守るかということを常に考えていま

す。僕も頭を悩ませています。特にその場所をどうやっ

て保全するのかとか、今日のテーマでもありますが、ど

うやって展示・公開、つまりみんなに活用していくのか。

保全したり活用したりというのは、大きなテーマだし、

正解がまだないものですね。

　例えば、ここからは写真をちょっといろいろ見ながら

お話ししたいんですが、この夏、僕は八ヶ岳をちょっと

歩いていたんですけれども、八ヶ岳というフィールド、こ

れを保全しようと思ったら、どうするかな、考えると、もう

ここを例えば保護区にする。それ一つの方法ですよね。

あるいは歩く道筋を１つ決めて、ここからはみ出ないで

くださいね。そうしたら、こういうコマクサとか、チシマ

ギキョウは守られるかもしれない。人間が何も関わら

ないということですね。

　八甲田山も登ってみました。八甲田山って、名前は聞

いていたんですけれども、行ったのはこのときが初めて

でした。こんな雪の中をガイドの人と一緒に歩いたん

ですけれども、これを保全するといっても、人間がどうこ

うするレベルのものじゃない。何もしなくても、この景色

は多分残っていくんだろう、雪の上ですからね。

　こうやってエビの尻尾と呼ばれるような、これをじゃ

博物館に持って帰れるか、これ展示・公開できないで

すね。気温が低いところで風が吹きつけるからこういう

氷の形ができる。だから、人間にはまずつくれないとい

うのは、そういうところは残すといっても、そのままにし

ておくか、温暖化を止めましょうということをするしかな

いんです。片方で、今日のお話のメインは、人間がいな

いとなくなっていくフィールド、こちらのほうが、どういえ

ばいいのかな。関わりを続けるということで、やりやす

い面もあり、やりにくい面もある。本当にさっきの自然の

中というのは、禁止、禁止ってしないといけなくて、いろ

んなことを禁止したり、見守りするのはとても大変なん

ですね。でもむしろ関わり続けるということ、例えば有

明海の干潟ですね。これも自然ですけれども、ここの自

然です。遠くまで遠浅の海があって、潮の満ち引きに

よって、満ちたり引いたりしています。こんな美しいすば

らしい景色があるし、これが潮が引いたらこういう形。

ここで行われている伝統的な漁業、こういうものという

のは、じゃこの景色を、人が入っていけるこの景色をど

う残すかといったら、捕り過ぎないということもそうで

すし、捕るためのルールをつくるという、人間側でこれ

決めていけるんですね。人が関わっているところは、人

間側が関わっていけば何か可能性があるんだろうと。

　段畑って聞いたことありますか、段畑。棚田か。棚田

はよく聞きますよね。段畑っていう景色があって、これ宇

和島の先のほうに行くとこういう景色があるんですけ

れども、傾斜が激しくて、水がたまらなくて、この細い畑

を造っているんですね。これ人がずっと石垣を積んで

造った景色です。こういうものを残していこうといった

ときには、ここの農家さんが儲かれば多分この段畑の

棚田は残っていきますし、こんな関係です。

　阿蘇ですね、これは。阿蘇に行くと、山の斜面に横向

きにずっと筋がついていて、これは誰かがつけたわけ

じゃなくて、牛は草を食べるときは横に横に移動する

ので、横に横に道が勝手につきます。これがつくことで、

段畑じゃないですけれども、ああいう段々ができていく。

この景色すごくいいなと思っても、土木業者さんにこれ

だけが持っている知識があるはずなんですね。

　自然だけだったら、ここは水が勝手に湧いてくるん

です。熊本県阿蘇市の住宅地の中のほうなんですけれ

ども、もうばんばん水が湧いてくる。これは自然の力で

すよね。自然の力で地下水が湧いてくるけれども、その

自然の力を使って人間が働きかけて水田にしていくと。

水が豊かなところで水源を造る、これはいろんなところ

で造られています。

　もっと水があるところ、これは徳島県の河口近くなん

ですが、鳴門市では広いレンコン畑が広がっています。

これは南海地震という地震が起きたときに、低湿地に

なったところを、今はレンコン畑に使っている。自然に

できたものを人間がレンコン畑にして、レンコンを作っ

て。そこには地下水がしっかりありますから、これをくみ

上げて、この機械ですね、右下のほうにあるこの機械。

これは水がぷしゅーといつも出ています。これでレンコ

ンを洗っています。ちょっとなめてみたら、鉄さびと

しょっぱい塩の味がします。

　こうして人間がレンコン畑を作っていくと、水路がで

きます。その水路に、これはわらを束ねて浮かべている

んですね。スサという、建築の方はご存じですかね。僕、

なじみがなかったんです。壁を塗ったり、左官さんが使

うときに混ぜるわらというのは、そのまま混ぜているん

じゃなくて、１回こうやって漬けておいて、乾かして、そ

れを使うそうです。徳島県は、こうやってクリークをたく

さん、低湿地でレンコン作って、クリークを造って、その

クリークをまた使っている、人間が使っているわけです

ね。それで水路をもう完全に乾かしていくんじゃなくて、

もう湿地と一緒に生きていく道を選んだことで、その水

路にはこうやってオニバスが残っていると。オニバス

は、別に植えたわけじゃないんですね。人が湿地を全

部変えるんじゃなくて、湿地の環境を生かして水路とレ

ンコン畑で、そういう生活をしたから、たまたまオニバ

スが残っていた、こういう状況です。

　だから、自然への働きかけを機械的にどんどん変え

ていくとか、大きな開発じゃなくて、そこの自然に合った

生かし方をする、使い方、生き方をすることで、今度、自

然のほうもそれに反応する生態系ができていく。

　今日ずっとこんな話ばっかりしていますけれども、

いっぱいあるんですね、日本の中に。

　これは福島県の三島町というところで、連れてきても

らったのはマタギの集落です。マタギに会ったことあ

りますか。ある人いますか、東だからいるのかな。僕、全

然マタギ、マタギとか本の中の人だろうと思っていたら、

マタギの人がちゃんといたんです。日本の伝統工芸品

に指定されている、こういう編み籠、奥会津編み組細工

という技術をこの人は伝承されていて、それを作ってい

ます。材料は山で取ってきたもので、後ろのほうにはこ

ういうブドウのつるとか、クルミの皮とか、それをいつの

時期に取ったらいいかとか、どんなサイズなら取って

いいけれども、このサイズは残しておいたらまた来年

取れるとか、そういうのを全部知識として持ちながら細

工物を作っています。

　その後ろには、こういう型枠ですね、かごを作るため

の型枠と、こういうものを持っています。カラムシとかキ

ロロとか、ああいうものも使っていらっしゃいました。そ

ういう使い方をすることで、山の中にはちゃんと野ブド

ウも残るし、いろいろな植物が残る。冬には、マタギな

ので熊を撃つらしいんですね。環境がちゃんと残って

生き物が残る。生き物が残るから、それに合った暮らし

というふうに、環境と人が行ったり来たりしながら暮ら

している。だんだん……、もういいですかね、多分。

　あと、これは兵庫県の淡路市です。小山に畑とか作

物を作っているんですけれども、棚田とか段畑とよく似

ていますが、一番上のここ、ここ分かりますか、山の一

番上。これ何だかご存じですか。これは近づくとこんな

感じです。何かあるかというと、特にない、広いんです

けれども、これはお墓なんです。淡路島、淡路の人たち

はお墓を２つ持っていて、埋め墓と詣り墓と言うそうで

す。埋め墓は埋めるところ、詣り墓はお参りするところ。

だから、亡くなったらここに体を運んで、ここに埋める

と。それは同じ場所に地域のいろんな人が埋まるんで

すね。じゃここがお墓なのかというとそうじゃなくて、家

の裏に墓を別で持っておいて、お参りするのはそっち

でお参りする。そういう独特なやり方をしているんです

が、ここを管理されているので、もちろん今はないです

よ、今は火葬になっていますけれども。でも、僕が行っ

たときには、まだ地域にそういうのを知っている人がい

るよという時代でした。ここをやっぱり草刈りするんで

すね。そうすると、そこに淡路島の希少種が残っている。

　利用の仕方が、今回分科会でもカヤの利用とか、細

野高原、観光とか、いろいろ草の利用というのはあるん

ですけれども、別の目的で利用することで、そこが草原

の生き物の生き場所になるということはあります。高知

県のお墓とかも、時々お墓で生けたものを燃やすから

ボヤが起きて山火事になって、草原の生き物が残ると

いうこともあるそうです。

　これは白老村、コタン、アイヌの人たちの家です。

こっちから見ると、全部入り口が見えています。反対か

ら見ると裏口です。ちゃんと川に沿って入り口があるそ

うですね。こうやって草を使って壁まで、屋根だけじゃ

ないですね、壁まで造ることで、断熱材に使っていると。

ども、電柱の立っている方向とか、杭とかを見ていただ

くと、斜めになっているわけじゃないことが分かると思

います。こんな斜面のすごいところで農業をしているん

ですが、やっぱり見えるのがこの真ん中、コエグロで、

近づいてみるとこんな感じです。こんな畑、僕、見たこと

なかったんです。これ畑なんです。見ていただくと、石が

いっぱいありますよね。ここの農業ってすさまじくて、草

がないとできない農業をされています。

　どういうふうに草を使うかというと、草をこうやって

刻むんですね、機械で。後ろにあるこれらの道具を使っ

て、すき込んでいくんです。すき込むときの音は、ジャ

リッジャリッといって、石を砕くような音がするんですね。

大体、草の堆肥を使うときは、１回、草を置いておいて、

それが発酵して、肥料になって分解されたところで畑

に入れるのが普通ですよね。でも、ここでは、この道具、

これも地元で作られた道具ですが、こういう道具を

使ってすき込んでいく。この刃がいっぱいあるのは男

性が使っていて、３本しかないのは奥さんが使ってい

るという話をされていました。

　こんな感じで、土壌が非常に、地力が弱いところで

農業をされています。これ世界遺産になったんですけ

れども、ここでできるものというのは、ジャガイモとかヒ

エとかアワとか、タマネギも植えていますよね。そういう

もので、じゃどう戦ったらいいんだろうということなん

ですね。世界農業遺産に認定されたはいいけれども、

ここに何かの付加価値をつけるとしたら、なかなか難

しいな、そういう話をされていました。それでも、僕は何

かこの景色を見て、すごい景色だなと思います。これ全

部、本当に機械が入らないし、人の手で一つ一つすじ

を耕して作っていって、それがこのコエグロと、それか

ら周りの景色の中にあるというのは、僕は何かの価値

がここにあるんじゃないかなというふうに感じるんで

すね。だけれども、ここにこうしたら残りますよという答

えはなかなか出ない。そう思いながら帰ってきました。

　こういうフィールドのものを残したり、考えたりすると

きに、僕はなんとなくの指針を５つ持っています。これ

は別に館の決まりとか、言われたものじゃなくて、僕自

身が思っていることなんですけれども、何か働きかけて、

そこを残していきたいとか、保全しましょう、活用しま

しょうとかいうときに、１個目が後戻りができるか。これ

やりましょうってやり始めたけれども、途中でやっぱり

やめましょうというところができていないと、１回やり始

めて失敗したのにずっと進めていくというのは、地域も

一緒にやっている人も苦しくなるし、悪い方向にいっ

ちゃう。

　２つ目が暮らしに寄り添っているか。傾斜地農耕を

守るため、世界遺産なんだから、あなたやらなきゃ駄

目ですよというような形では、多分、続いていかないの

で、そういう形で残しても意味がないだろうな。

　３つ目が土地の歴史を大事にしている。傾斜地農耕

をやっていたところを今までのそこの人の暮らしとか、

その人たちが作ってきたものをやっぱり大事にしてい

きたいなというところに。

　４つ目に、野生の生き物にも優しいか。あそこを改良

していって、何らかの別のものが入ってくるとか、何か

が失われるということがないように。

　最後に、これはもう本当に何となくなんですが、美し

いかというところがあって、そこを見たときに美しいか

なと感じるかどうかというのがとても大事なんだろうと。

　これはいろんなところに行っていろんなフィールドを

見るときに、ずっとぼんやり思っていることなんですが、

細野高原に来たときも、やっぱりそこの地域の歴史っ

てどうなんだろうというのが興味がありますし、野生の

生き物がどういうふうかなとか、きれいなところだな。で

も、その表面的なというのは何が美しいんだろうなとい

うのをいつも考える。

　こういう指針なんですが、じゃあこういうもので残し

たいものは何なんだろうなというときに、今日の一つの

言葉です。もう今日は、僕は80分ぐらいかけてこの言

葉１個だけを皆さんと共有したいと思っています。言葉

としては、共創資産というものです、共創資産。多分、検

索してもあまり出てこないと思うんです。これ僕らで話

して生まれてきた言葉です。どんなものかというと、３つ

書いています。今まで僕が話してきたのは、自然と人と

の関わりという話をしましたよね。自然と社会の関わり

によって生まれて、地域に蓄積されてきた知識とか意識

とか技術です。これを共創資産と言います。細野高原で

は、あの広い草原ですけれども、地域にとってみれば、

限られた面積をどう上手に使っていくかということが

ずっと長い間かけて、知恵と、それが大事なものだとい

う意識が育ってきて、そこに火を入れるという技術とい

うのができてきたんだと思います。この知識とか意識と

か技術、これが共創資産です。

　限られた地域の自然資源を保全しながら持続的に

活用していくための共創資産が、多分、今はまだ日本

各地に残っていると思うんですね。これは自然と社会、

どっちかが失われると、共創資産も失われてしまいます。

地域の人がいなくなれば、山焼きのやり方も分からな

いし、この風ならどこから火を入れればいいかも分か

らないし、どのタイミングで入れればというのも、これ

は細野高原だけじゃなくて、僕の住んでいる芸北でも

そうですし、多分、阿蘇の原野とか蒜山でも、地域の人

か生えないので、ちょうど中海の環境が合っていて、中

海で今見られるという、何か珍しいものだそうです。そ

れをばんばん取るんですね。僕も取らせてもらいました。

長い柄のついた、何かこういうすくう道具を使って取っ

ていました。それを岸に運んで上げています。これ誰が

やっているかというと、漁師さんがやっているんですね。

　中海というのは、干拓事業で１回、干拓の事業が始

まって、それをやーめたってやめたところです。干拓の

事業のときに浚渫をしたりとか、堤防を造ったりで水の

流れが全然変わってしまいました。そのために何もし

ないでおくと、このオゴノリがたまってしまって、中でヘ

ドロになるんですね。これがヘドロになってしまうと、海

底に卵を産む魚が卵を産めなくなる。だから、漁師さん

にとっては、これを取らないといけないんですね。海の

掃除をしているわけです。

　これだけだと、何かこう、漁師さんが海の掃除をして

いるのねなんですが、この取り上げられたオゴノリは

集められて、トラックに乗せて運ばれて乾燥されます。

こうやって乾かして、こんな感じで肥料になるんですね。

塩分濃度が高いところの海藻だと、上げるとどんどん

塩が畑に入ってくるんですけれども、汽水域なので塩

分濃度が適度に低いし、これをどのくらいまいたら野

菜が育つかというのをこの地域の農業指導員の方が

すごく研究されていて、畑ごとに見ていきながら、この畑

だったら、こういう感じでまいてくださいというのを一

緒に指導している。これってすごいなと思って、海の草、

オゴノリを取ることで海もよくなるし、今度それが畑に

入っていい野菜を作る。だから、無駄がないですよね。

　草原シンポジウムでした。そろそろ草原の話を始め

ようかなと思います。

　今回のテーマは、未来へつなごう！壮大な海すすき

の草原ということで、海と草原、こんなに近くにあるとこ

ろでは、何か草原のものも使うことでできてきた草原な

ら、今の時代に合った使い方を探していけばつながる

んじゃないかというのが多分今、大分全国で考えられ

ている流れだと思います。それが使って草原がなくなる

んじゃなくて、持続的に使う方法をどうするかというの

が多分議論ですよね。

　今日はタイトル、草原を取り巻く里が教えてくれる、

持続可能な社会の未来像ということで話させてもらい

ます。

　草原を持つ自治体が全国にどれだけあるかという

のをちょっと調べてみました。全国には1,902ぐらいの

自治体があるんですけれども、草原を持っている自治

体は多分220より多い。この以上と書いているのは、ま

だ知らない草原があるので、こう書かせてもらったん

ですが、地図の上にもこんな感じです。どうなんですか

ね。10％というのは、僕は結構少ないのかなと思って

います。何かカヤぶき職人さんが300人、200人くらい、

おなじぐらいの数なんですね。でも、全部が全部カヤ

の草原じゃないので、これは全国草原再生ネットワー

クが持っている資料を基に作った地図なので、まだこ

こから落ちている草原もあるでしょうし、ちょっと性質の

違う、例えば牧草地みたいなものも入っているので、

はっきりした数はちょっと出てこないんですが、そう遠

くない数かなというふうに思います。全国にありますよ

ね。全国にあります。

　この草原の数だけ多分、共創資産というものが残っ

ていて、今日の一つの結論的なところなんですが、今

回の件はどうやって伝えていくかという話の中で、草原

を伝えていくために必要なもの、もう大分見えてきたと

思うんですけれども、１つ目は適切な方法、２つ目は適

切な方法を実行する力、力というのはお金かもしれな

いし、人力かも、ヒト・モノ・カネとよく言われますが、そ

ういうものですね。その実行する力を今度は継続する

ための仕組み、ある１年間だけ山焼きができたね、あ

あよかった、よかったじゃなくて、翌年も翌年も、もっと

言えば10年後も、ここに僕らがいなくなる100年後ぐ

らいもできれば続いてほしいなと思えば、継続する仕

組みを何か考えないといけない。

　それから、方法とか力とか仕組みを可能にする法令

ですね。これはもう行政の仕事です。北広島町では、過

去に野焼き条例というのがありまして、その中で山焼き

ができない書き方になっていたんですね。なので、書き

換えました。草原サミットがあったのを機に条例を見

直して、ちゃんと条例の中で焼けるようにというふうに

見直しました。こういう本当細かいところではあるんで

すが、社会の中で残していくためにはこういうものもと

ても大事です。

　最後の１つが上の全てを共有して伝えるための普

及、あるいは教育というものです。今日この後、具体的

に少しこの部分もお話ししようと思います。

　ちょっと先に条例の話なんですが、北広島町は条例

をつくっています。生物多様性の保全に関する条例と

いうのをつくっていて、それについてはこのパンフレッ

トの中に載っています。一番最初にお話ししたような自

然の保護というと、入らないでくださいとか取らないで

ください、そういうことももちろん規定はできるんですが、

もう一つは、里山のようなところを守る活動を町が応援

しますよということもこの条例の中に書かれています。

そういう形で、役場の職員、僕、役場の職員です。町民

さんとかから役場はなかなか動いてくれんという見方

ちゃんとこういうふうな機能があるからこういうふうに

使っていく中で、でも、片方でそれが自然に働きかけに

なるということです。

　もう１個だけ、ちょっと話をしましょう。

　これは新温泉町、前に草原サミットをやっていた上

山高原ですが、集落が使える草原の自然は限られてい

ます。その中で一家族ごと毎日順番に刈るんですよね、

草を刈る時期は。その順番というのは毎年替わるそう

です。前日まで知らされなくて、次、あんたの番よって言

われたら、急いで準備して、家族総出で下の集落から

この山に上がってくる。１日山で草刈りをして、集落み

んなが公平に草を刈る。これ全部ススキです。そして、

ここの草原が守られてきたそうです。

　そういうふうに共創資産の特性というのは、ちょっと

まとめると、多分、設計図があったわけじゃないんです

ね。いろんなやり方で、けんかが起きたりとか、何か使

い過ぎたりとか失敗したりとかということを繰り返しな

がら、地域の中でそういうルールが多分、決められてき

た。さっきも書いていたんですが、自然と人、どっちが

欠けてもこれは維持できないもので、自然があるから

人が暮らせて、人の活動があるから、その自然が残っ

ているという、その「共に」という文字です。

　それから、生み出されるためには、多分すごく時間が

かかります。１回なくなったらできないですよね。それで、

時間による検証、時間をかけて、いいものだけが多分

今残っているので、今残っている共創資産というのは

信頼性が高いんだろうなと思います。

　ちょっと一息つきますか。大丈夫ですか。

　これ何かずっと１人でしゃべっていると、不安になっ

てくるんですけれども、大丈夫ですかね。

　じゃ、続けますよ、ありがとうございます。何か、うんう

んとかうなずいていただいたりするととてもありがたい

です。何かこう聞いている人の顔も見えないので、なか

なか難しいですね。

　これは与論島です。

　じゃあ共創資産というのは過去のものなのかなとい

う話をしていたんですが、これは与論島の与論民俗村

と言って、昔の暮らしを展示しているところです。この辺

は台風がとてもたくさん来るところなので、家は小さい

部屋の雰囲気ですね。今だと大きな部屋に居間とか食

堂とか、子供部屋とか造りますけれども、何か人が増え

たら小さな建物を１個造るみたいな説明をたしか読ん

だような記憶があります。

　これは就職して間もなく、僕は自転車で旅をしたん

ですけれども、そのときに見て、多分、自分はこういうこ

とに興味があるんだなと気づいたのがこのときだった

のかなと、今思い返すと思います。道路に街路樹として

ヤシが植えられていたんですけれども、ヤシに全部袋

がかかっているんですよ。これは多分、ヤシの実を取っ

て何かにするんだろうと思うんです、これ調べていない

んですけれども。ギンナンが、イチョウ並木ってギンナ

ンが落ちたらみんなが拾いに行きますよね。あれの先

手を打って、ヤシはこういうふうに実がつくんで、もう先

に取っている。多分これがずっと未来になると、こうい

うのが共創資産の生まれるときなのかなというふうに、

今思うと思います。こんな感じですね。ちゃんと実が集

まっているし、後から掃除しなくて済む。ヤシは植えた

ものなので、自然物ではないんですが、こんな感じで

いろんな知恵が時代時代で出てくるんだなと思います。

　今、高知県の大月町では、備長炭が生産されていま

す。もともと四国の南のほうから和歌山にかけて生育

するウバメガシというカシの木を使うのが備長炭で、

その場所じゃないとできないんですけれども、ここの大

月町では、こういうやり方では炭は焼いていなかった

そうです。それを生産者をつくろう、高知県の県の事業

で、高知の中で雇用を増やそうという事業があったん

ですね。その一つで備長炭の作り方を、親方を呼んで

きて、窯の作り方から教えてもらうというやり方を始め

ました。こうして窯をついて、生産者を１人ずつ増やし

ていって、生産をしている。これが窯の外ですね。もの

すごく大きいものです。２週間で木を詰めて、２週間で

焼き上げるという、とても時間のかかるものが備長炭な

んですが、大がかりです。芸北の山の中でやっているよ

うな小さい窯とは全然違いますね。

　こういうところも共創資産が今生まれるところなんだ

ろうなと。なぜかというと、今は、町内にある森全部の

木の量を量ることができますから、計画的にもう窯は

30基までというふうに決めているそうです。それ以上

窯を作っても、木を取り過ぎてしまうから、持続的な生

産ができない。なので、先にもう量を量ってですね。昔

はそういうことできなかったんですけれども、今はそん

な生産とか利用ができる時代になったということかな

と思います。

　事例としては、これ最後になるのかな。いいなと思っ

た事例です。

　これは中海ですね、松江市の。真ん中のほう、何台

か船が出ていて何かやっているんですけれども、こう

やって山盛り、海からすくっています、中海。これはオゴ

ノリという海藻を取っているんですね。オゴノリ、聞いた

ことありますか。多分ないと思うんですよ。オゴノリって、

汽水域にしか生えないそうです。海水と淡水が混ざる

のが汽水域ですよね。しかも、ある一定の塩分濃度し

の予算を聞いて800万円、びっくりした記憶がありまし

た。すごいお金が山に吸い込まれているなというふう

に感じたところです。でも、これは全国で起きていること

ですし、草原に限らず、先ほど見ていただいた里山とか、

いろいろな自然に僕らの税金が吸い取られているわ

けですね。そういう社会資本の喪失がいろんな草原で

起きている。これをどうにか変えていきたいなと考える

わけです。

　今までの草原サミットでも、草原を守るための労働

力をどうしようかとか、資金をどうやって集めようかとい

う話も過去にはありました。僕が初めて草原サミットに

参加したのは、たしか2007年の蒜山の大会のとき

だったんですが、岡山県の蒜山では、その当時、どう

やったらそういう資金が集まるかなという会話をした

覚えがあります。

　ただ、少し変わってきたのは、こういうふうなどう

やって労働力や資金を集めるかという話から、今は放

置された草原をもっと利用しようという議論に変わっ

てきましたよね。今回のメインテーマもそうですし、各会

場での分科会のテーマもそうなんですが、利用という

のがキーワードにもう既になっています。その利用が１

つの利用方法じゃなくて、前半で見ていただいたよう

な生態系との関係でもものすごくたくさんあるんですね。

よそでやっている利用をそのままぽんと持ってくるん

じゃなくて、まずはそこでの利用を考えていくのが大事

なんだろうと考えています。

　芸北では、こんなことを始めています。今までもボラ

ンティアで草刈り、ここにはカヤ刈りと書いていますが、

もともとは草刈りをしていたんです。草原を守るために

火入れ、山焼きができない草原をみんなで草刈りをし

ていたんですね。やぶになっていると刈り払っていたん

ですが、ここ数年は秋にはカヤを刈るようになりました。

そのときには子供たち、ついてきた子たちがこんな感

じで、もうすごく楽しそうに遊んでいます。最近の子はイ

ンスタグラムもやっているので、こういう映え写真を

撮ったりして遊んでいます。このときは子供が撮ったん

じゃないですね、カメラマンが撮ってくれました。

　こうして集めたカヤがどこに行くかというと、すぐに

屋根に行くんじゃなくて、市場に集めるようにしました。

これ名前、茅金市場と言います。カヤがお金になるので、

茅金市場。単純な名前ですね。こういう市場をつくって、

そこに出荷している。これはボランティアの人だけじゃ

なくて、地域の住民の方ならどなたでも、地域住民と

いっても、もう持って来ていただける方からどなたでも、

この日のこの決まった時間に持ってきてくださいという

ことで、１年に１回だけ市場を開けています。この日に

地域の人がみんなでカヤを運んで持ってくるわけです。

　この建物は、もともと小学校の体育館でした。学校の

統廃合によって、ここは閉校になったので、そこの中に

鋼管を組んでカヤを置けるような場所を作りました。こ

れを持っていくとお金がもらえます。だから、地域の人

は持ってきてくれるんですね。

　もらえるお金は日本円じゃないんです。せどやま券と

いう地域通貨なんですね。この地域通貨、名前はせど

やま券です。単位は石、１石が１円なので、この見えて

いる券は千石、1,000円として地域の中で使われます。

有効期限もあります。６か月以内に使わないといけな

い。６か月の間ずっと持ったままだと、これ紙切れに

なっちゃうんですね。だから、みんな使います。しかも、

地域の中で使いますから、地域の商店にお金が入る

わけですね。こんな感じです、使用例ですね。こんな感

じです。地域のみんなで集めたせどやま券でちょっと１

杯やりましょうかというところですね。最初はガソリンと

か農機具とか、農機具屋さんとかいろいろなところで

使えます。アイスクリームを食べたり、温泉にも入ったり

できます。

　集まったカヤは、屋根の修復に使われます。北広島

町内、数は少ないですが、かやぶき屋根の民家と、あと

展示しているカヤぶき建物があるので、そこに使われ

ますね。地元のカヤを使って、地元の屋根が張れる。

　これ広島県には、国の文化財になっている建物もあ

るんですけれども、町外にこうしてカヤが運ばれて使わ

れることもあります。

　ちょっとまとめてみますね。

　草原、ススキの草原からカヤが集められて、そこに

地域通貨を支払うと、地域の中をお金が循環していく。

そして、集まったカヤはかやぶき屋根の現場に出荷さ

れて、そこから収入が入ってきます。その収入の中から

地域通貨の交換としてお金が支払われます。収入のほ

うが買入れのカヤより多い……、仕入れの値段よりも

販売の値段のほうが高くしてあるので、これは茅金市

場のボランティア事業ではなくて、ちゃんと収益を上げ

ている活動になります。具体的には、３束持ってきてく

れたら1,000円、20センチだったかな。規格はこのパ

ンフレットの中の１ページ目に書いています。３ページ

目ですね。藝州茅の規格ということで、こんなカヤを

持ってきてください、こんなカヤを持ってきてくれたら、

今の値段は３束でせどやま券１枚ですね。販売のほう

は基本価格が１束850円です。高いですか……、そん

な感じで流通しています。

　こういう仕組みが回ることで何が起きるかというと、

草原ですね。先ほどから話になっている野生生物、草

もあるかもしれないですが、動く根拠がないと、僕らは

動いちゃうと、税金使ってお仕事しているので、皆さん

のお金を適当に使うわけにはいかないので、なので、

まずは条例をつくってみて、こういうことをしていきます

よというのを考えました。

　そういうものとか、あとはこの画面の真ん中にあるの

が町の全部の生物のデータを調べました。静岡県は博

物館があるんですが、広島県は博物館はないんです

ね。静岡県の博物館に行くと、どこにどの植物があるか

というのが全部データとして調べられています。もちろ

んここの東伊豆町も残っているので、それをもう１回、

町レベルの資料として１回起こしてみることはとても大

事なことかなと思います。北広島町はなかったので、実

際に何年もかけて調査をしました。

　それでもう一つがレッドデータブックです。これは、

レッドデータブックというのは環境省も取りまとめてい

ますし、県も取りまとめていますが、町は町として取りま

とめました。この理由はなぜかというと、国とか県では

一般的な種類であっても、町の中では希少な種という

のはあるんですね。ほかのところではたくさんあるけれ

ども、うちの町にはほとんどいないよ。あるいは逆によ

そには希少かもしれないけれども、うちにはたくさんい

るよ。そういうものをちゃんと見るためには、町レベル

でこういう資料とか、あるいは条例というのをきちんと

整備していくことが大事だろうなと思っています。そう

いうことで作りました。

　じゃその北広島町、どんなところかというと、西日本

ですね。面積は646平方キロメートル、標高が200か

ら1,223メートルなんで、海がありません。人口は１万

7,937人です。東伊豆町と比べてみますと、面積が東

伊豆町77.8平方キロメートル、これはホームページ

で見させてもらいました。標高は、海があるゼロメート

ルから、万三郎岳が一番高いんですか、これ合ってい

ますか、地図で見たんですけれども。1,400メートルあ

るんですね。何かこれを見て、おおってやっぱりちょっ

と興奮しました。噴火と造山運動でぐいっとこんなに海

から近いところで高い山もあるんだな。あと、人口は１

万1,701人です。北広島町はもともと４つの町が合併

してできたんですが、今日お話しする事例は芸北地域

という一部地域のお話です。この高原の自然館がある

のも芸北地域です。

　芸北地域の面積は253.6平方キロメートル、それで

もやっぱりちょっと広いですね。標高は420メートルか

ら、一番高い山があるところです。人口は2,011人、も

のすごく少ないですね。東伊豆町よりも面積としては３

倍ちょっと、3.5倍ぐらいあるのに、人口は５分の１以

下。もう本当に過疎のところです。

　その中で、まずは町同士の植生、植物の様子を見て

みると、北広島、これ実際の大きさの比率を同じにして

います。イメージが湧くかなと思います。でかい町です。

こんなに大きいのに市じゃなくて町ですね。全国平均

と比べてみると、特徴的なのは、まずどちらも森林が多

いですね。自然林は北広島町が多いです。東伊豆町は

どちらかというと植林の比率が北広島町よりも多くなっ

ている。二次草原、これはいろいろなものが混ざってい

るんであれですが、これはどちらの町も全国平均よりも

少し多くなっていて、農耕地が全国平均より少ない。市

街地、このグレーのところが市街地ですが、市街地は

東伊豆町は全国平均に近いような形ですけれども、北

広島町は市街地はあまりないという違いがあります。

海もないんですね。山の中の町です。

　そこで行われている芸北茅プロジェクトというのを

紹介します。これは多分、ちょっといろいろ参考になる

のかなと思って、このプロジェクトがあったので、今日

しゃべりなさいと言われたのかなと思っています。

　芸北にはこういう山があります。ここは山焼きをして

いるところですね。ずっと昔から放牧とか、草を取った

り採草が行われていた山で、雲月山と言います。この山

はササユリというこのユリが咲いて、これは町の花にも

なっています。隣町の花にもなっています。そのぐらいこ

の地域ではササユリが愛されていて、身近な花なんで

すね。

　こういう草原は何であったかというと、ここの草原が

利用されていた時代があって、例えば堆肥とか山菜と

か、飼料、敷き草、屋根材、それからここで遊んだり、薬

草を取ったりという、いろんな恵みを山から受け取っ

ている。だから、毎年地元の人はこの山を焼いていた

わけなんですね。

　ところが、今、山が放置されています。この雲月山も

半分以上が放置されています、一部で山焼きを始めた

んですけれどもね。放置されるとどういうことが起きてく

るかというと、これは一般的な話ですが、まず、生態系

サービスが低下していく。草原から得られていたもの

が得られなくなるし、景観も悪くなるし、絶滅危惧種の

増加、増加という意味は、今までは普通にいたものが

絶滅危惧種になっていくという意味です。

　そこで何とかしないといけないということで、例えば

ボランティアという形で労働力を集めてみて、みんなで

山を何とかしましょうということをしてみたり、あるいは、

そこに行政などから資金を投入して、補助金によってこ

れを解決しようということが各地で行われています。た

しか前回、こちらの東伊豆に来たときに、年間の山焼き

　次をお願いします。

　細野高原を利用した東伊豆町観光協会の取組とい

うことで、私たちにとっての細野高原とは～観光の観点

から～ということで、東伊豆町、ひいては伊豆を代表す

る資源であるというふうに思っております。ですけれども、

いまだ資源であり、目的となる場所ではない、こちらは

財産区長もいるのに失礼なんですけれども、そういう状

況が続いております。

　ですから、また下を見ると、私たちが考える魅力とい

うことで、圧倒的なスケール、これは町長もドーム26個

分、箱根の仙石原が知名度が高いんですけれども、そこ

の７倍になります。ですから、もっともっと本当は来てほ

しいという状況にございます。

　絶景ということで、草原の先には太平洋、そして伊豆

大島がぽっこり浮かんでいるように見えます。そして、伊

豆諸島も見えて、後ろには、私も中学のときに遠足で天

城連山、万二郎、万三郎の遠足というのを８時間かけて

行きまして、それは本当にもうつらくて、忘れられない思

い出となりました。

　そういう状況の中で、三筋山山頂というのが標高

821メートルございます。

　次をお願いします。

　その取組の２番になりますが、先ほども財産区長が

おっしゃったように、春の山菜狩りというのは財産区が

中心になって行われておりまして、私たち観光協会とし

ては、パンフレットとかチラシを作って協力して、そして

少し受付を手伝うという形になっておりますが、秋のス

スキのイベントに関しましては、東伊豆町観光協会が

主催で行っております。ここで、細野高原でしか味わえ

ない景色・体験を売りにしたイベントを企画・運営して

いるということで、こちらの詳細は次ページをお願いし

ます。

　ここで表が出てきたんですけれども、ちょうど白川先

生がいらっしゃった13年前ということで、その後からこ

の細野高原のススキイベントが始まりました。ちょうど平

成23年度から始まりまして、2011年かな。それで、今回

の秋、これから10月８日から予定しておりますが、これ

が第11回になります。ですから、10年ぐらいやってきて

いるんですが、私のイメージとしては、もっと20年以上

やっているような気がしているんですけれども、こんなも

のなんですね、まだ11回目ということで。

　これさっき高橋先生もおっしゃっていたんですが、入

山料を取るようになったのが第３回から。第３回の平成

25年度から500円取るようにしました。そして、第５回

の27年度から600円に上げました。来たお客さんは何

か、何でこんなところでお金取るのよなんていう人も多

いんですけれども、一応そういう保全のために使わせて

いただきますと言うと、やっぱりちゃんと払っていただ

けます。

　それで、第10回、昨年の第10回にはシャトルバスを

やめたんですね。第一駐車場から、400メートルのとこ

ろから山頂の手前の駐車場までのシャトルバスを回し

ていたんですが、それをやめて、それがコロナでやっぱ

りバスの中が密になるということで、町の指導も受けま

したので、それをやめて、昨年からは300円にしました、

シャトルバスなしで。中に入山していただいた後は、自

分たちで頂上に行く方も、さっき言ったように２時間か

けて行く方もいますし、その辺を散策して帰る方もい

らっしゃるということで、そういう形にしておりますので、

今年の予定も一応300円で、シャトルバスなしというこ

とで行おうと思っています。

　このシャトルバスの運営だけで、この期間中、毎年大

体300万ぐらいかかっているんですね。ですから、それ

をやらないことによって、足の不自由な方とかご高齢の

方とか、山頂まで行けなくて残念だったという話もあっ

たんですけれども、意外とこの表を見ていただくように

人数は増えているんですね、去年より。ですから、その辺

で、今年ももう一回そういう形で挑戦しようということで

今考えております。

　その下の資料２は、これはもう財産区の方々がやら

れている山菜狩りの人数でございますので、細かく書い

てありますけれども、大体このぐらいの人数で、大体25

年ぐらい前からこの山菜狩りはやっておるということを

聞いております。

　その次で、細野高原を利用した東伊豆の観光協会の

取組の３でございますね。

　私たちの課題としては、目的となる場所へのブラン

ディグや宣伝、イベントに依存しない観光地としての整

備、特にソフト面、サービス面の企画ということで、やは

りどうしても今までは花火大会などのイベントで、一過

性なんですけれども、その日にがっと集めて、もうお金

をぱっと使って集客するという形だったんですけれども、

常に東伊豆というのは海があって、高原があるというこ

とをもっと売っていきたいということで考えております。

　この二、三年、コロナもそうなんですけれども、この二、

三年、夏がすごい猛暑なんですね。ですから、海水浴に

は暑くて行かないというお客さんが夏は増えてきており

ます。私も海の近くに旅館がありますので、夏になれば

必ずお客さんが来て、海水浴に行くというふうに思って

いたんですけれども、一昨年ぐらいのときというのは、暑

いから行きませんという、海水浴に行ったお客さん、本

当に数件だったですね。目の前は海なんですよ。ちゃ

○司会　それでは、ただいまよりパネルディスカッショ

ンを開催いたします。

　コーディネーターは基調講演に引き続き白川先生に

お願いをいたします。

それぞれのパネリストの方を私のほうからご紹介をさ

せていただきます。

　まず初めに、太田長八東伊豆町長。

○パネリスト（太田長八）　太田です。よろしくお願いし

ます。

○司会　続きまして、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋佳孝様。

○パネリスト（高橋佳孝）　高橋です。よろしくお願いし

ます。

○司会　稲取地区特別財産運営委員会委員長の山田

賢一様。

○パネリスト（山田賢一）　山田です。よろしくお願いし

ます

○司会　東伊豆町観光協会会長の石島専吉様。

○パネリスト（石島専吉）　石島です。よろしくお願いし

ます。

○司会　それでは、白川先生、よろしくお願いいたします。

○コーディネーター（白川勝信）　また白川です。よろ

しくお願いします。

　ここからはパネルディスカッションということで、先ほ

どは僕のほうから一方的にたくさんお話をさせていた

だいたんですが、今日は４人の方に来ていただいてい

るので、僕はここからは進行役で、４人の方それぞれの

話を聞いていきたいと思います。皆さんそれぞれに各

分野で活躍されている人ばかりが集まっていますし、

お一人お一人の話もじっくり聞きたいんですが、多分

ここでお互いに話していただくと、面白いものが何か

生まれていくんだろうなと思って楽しみにしています。

　それでは、最初に少しお一人ずつ、８分くらいかな

とお伝えしていたんですが、自己紹介とか活動とかを

教えていただければいいと思います。特に肩書のほう

なんですけれども、ここの細野高原の場合、東伊豆町

との関わりとか、そういうことも含めてよろしくお願いし

ます。

○パネリスト（太田長八）　そうですね、先ほど挨拶し

た町長の太田と言います。

　ちょっと私のほうから町をちょっと紹介させていただ

きたいと思います。

　まず、面積とかそういう人口、先ほど白川先生からご

紹介いただきました。場所っていうのはね、静岡県の伊

豆半島の東海岸に位置しております。そして、伊東市、

下田市、この中間でございまして、東京からは本当に２

時間ほどで来られますので、このコロナが収まりました

らば、ぜひとも皆さん方、この東伊豆町においでいただ

きまして、このすばらしい細野高原を見ていただけたら

大変ありがたいと思います。

　まず、私たちの町、全国的には珍しいんですけれども、

６温泉郷から成り立っております。東京方面の大川地

区、そして北川地区、熱川地区、片瀬地区、白田地区、こ

れらが熱川地区と言います。熱川地区は一応５地区あ

ります。そして稲取地区。全部で６温泉郷。稲取地区に

おきましては、４つの地区、東区、田町区、西区、入谷区

が存在しています。細野高原の保全に関しましては、こ

の稲取地区に細野高原がありますので、この稲取地区

の４区の皆さん方にこの保全につきましてやっていた

だいております。この場にいますので、本当４区に厚く

御礼申し上げたいと思います。

　この町は気候も温暖で過ごしやすいです。この海と

山に囲まれました、この豊かな自然、今回は皆さん方に

東伊豆町に来ていただきまして、細野高原、そしていろ

あと、カヤプロ銀行というのもやっていて、３年生の授

業ではバザー活動をするんですが、最初に商品の仕

入れとかにお金が要るので、貸付けをやっているそう

です。それから、豪雨災害の被災地に寄附をしたり、こ

れを子供たちは自分たちが草原の資源を使って稼い

だお金でやっているということですね。

　こんなふうに共創資産というのは、多分、全国各地

でつくられていますし、それをまねしていくことが大事

なんだろうなと思うんです。小さいことですけれども、例

えば阿蘇で使っている火ぼてというのも、これをボラン

ティアの人たちが自分たちで作って、自分たちが使える

ようにならないと、阿蘇の火入れには参加できないん

ですね。野焼き講習がたしか２日間あるんでしたよね。

○会場より　（「今１日」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　今１日ですか。ちゃんと講座を受

けて作って参加していくことで、共創資産が受け継がれ

ている。

　あるいは、上ノ原のほうに行ったときには、茅刈り講

習会というのに参加させてもらいました。大学生とかい

ろんな人が参加していたんですけれども、そこで今度

は御殿場のほうから……

○会場より　（「ここからがこういう感じで、大体うち

のほうじゃ足でやっちゃうもんで。これで１束ですね、う

ちのほうでは。この一番下の目盛りが一番小さい束の

位置で、これで１束。ちょうど……」と呼ぶ者あり）

○講師（白川勝信）　この人、なかなかほどけなくて、

結んでくれなかったんですけれども。こういう形で受け

継がれていたり、地域から地域に共創資産が技術移転

されていますよね。

　あるいは、これはカヤぶき技術の伝習施設、大内宿

というところ、福島県ですね。そこでは、廃校になった

学校の中にこういう屋根ふきの、屋根を小さいのを

作って、こうやってカヤをふく方法を体験したりしてい

ます。地域にはカヤぶき職人がたくさん生まれているそ

うです。こういう景色が残っているところで、観光客が

たくさん来るところですね。それを支えるための倉庫も

きちんと造っていて、下を空気が通るようになっていた

りとか、カヤのサイズに合った高さにしていたりとか、

いろいろな工夫が見られました。

　これは和歌山県の大学生がやっている、生石高原の

人たちがクラウドファンディングで350万集めています。

これでカヤを刈ったりする資金にしたいという活動を

しています、大学のサークル。

　そろそろちょっと事例としては最後になるんですが、

これは諫早市の岩谷口の草原です。この草原、ちょっと

写真があれで見にくいんですが、この煙が出ていると

ころからずっと全部斜面が草原です。ここもすごいです

ね。ここの火入れはすごく珍しくて、ちょっと写真で見て

いただくと、集落の人たちが作っているのは火をつけ

るための道具です。竹の筒に１つの節だけ穴を開けて、

中に油を入れています。そこにわらを刺しているんです

ね。そのわらを刺して、これを軽トラに乗せて持ってい

くと。こんな感じで火をつけています。何か油をぴゅ

ぴゅっと出しながら火をつけています。これが火入れ

の風景ですね。

　でも、ここで注目すべきなのは、この火のつけ方も面

白いなと思ったんですが、こっちの動噴です。軽トラに

乗せられた動力噴霧器。火入れのときには、この動噴

がついていって、ずるずるっと引っ張って、この水槽か

ら水をまくと。つけて、ちょっとでも広がりそうだったら、

すぐ消していくんですね。これが非常に効率的で、ここ

の集落は十六、七人で火入れをしていました。たった

十六、七人であの広さができるのは、こうやって軽トラ

が道路のほう、これは斜面の下部の道路ですが、そっ

ちの道路はもちろん、斜面の上にもこういう軽トラが入

れるところがついていて、山と、ここまで木が出ている

んですよね。炎が上がったら燃えそうになるわけです

けれども、もうすぐばあっとかけて消せる体制にあると。

だから、少人数で山焼きができるわけですね。

　ここには多分、ヒントが詰まっていて、誰でも焼ける

ようにならないのかなといつも僕は考えているわけで

すけれども、秋に防火帯、焼いていない草原は防火帯

焼きを始めてみるかな、これはうちのほうのことです。う

ちのほうは防火帯は焼かずに、当日、草刈りをするだ

けなんですが、これ防火帯焼きも、安全にするために

は大事なことかなとか。あるいは防火帯に車両が入れ

るようにしてみるというのが今のことです。

　もう１個、これは何か昨日、夜に思いついたんです

が、車両が入れる道路は難しいけれども、水が回せる

パイプを通しておいて、山水を引くのに黒いパイプとか、

農業用に売っていますよね。あれを回しておいて、何か

所かに蛇口じゃないですけれども、出るところをつけて

おいて、山焼きの日だけポンプでばあっと水が回るよ

うな仕組みにしておけば、ここはちょっと、細野高原は

広いですけれども、うちのほうにある山ぐらいだったら、

全部回すのにそんなに広くないなとか思ってみたりし

ました。とにかく山焼きをどうするかというのはとても大

事なことだろうなと思っています。

　事例について最後だったんですが、東お多福山の

保全ですごく僕が影響を受けたというかびっくりしたと

ころです。ここは都市の中にある草原なんですけれども、

みんなこれしゃがんで、鎌とかはさみでちょきちょきサ

サを刈っているんですね。この光景を見たときに、僕は

すごいなと思いました。でも、ちゃんと人間の力で刈り

切れました。作業が終わったらこんなきれいになって

いたんですけれども、その一角で何かやっている人が

いたんです。この人が何かしゃがみ込んで、ススキを

ずっと集めていたんですね。このカヤを、たったこの日

はこのぐらいでしたけれども、みんなで持って帰りまし

た、カヤぶきにするんだと言っていました。何年前だっ

たかな、随分前だったと思います。サガラさんという人

なんですけれども。それで、なるほど小っちゃくても、地

域でこうやって使い始めることがまず大事なんだなと

思って、たった数束であるんですが、その数束はきちん

と集めればちゃんと屋根の上で何年も役割を果たす。

そのときに、今のサガラさんの風景もそうなんですが、

もう１個気になったのが……

（保全活動中の太鼓の音）

これだけなんですけれども、何か愉快だなと思って、こ

ういうのっていいなと思いました。でも、これを言葉に

するには、何かうまく言えないし、何かのためということ

でやったわけでもないんだけれども、多分、人間ってこ

ういう浮かび出てくるものがあるし、そういうところが草

原の中に出てきたというのがすごくいいなと思ったとこ

ろです。

　そういう草原がいろんなところにあって、景色だけ見

ても、とてもきれいですよね、曽爾高原、奈良です。今か

ら分科会がある真庭の蒜山、遠くに大山を臨んでいる

広い広い草原ですね。それから、もちろん阿蘇、とても

広くて、阿蘇の中にもいろんな草原があるし、東伊豆町、

懐かしい草原で、僕は明日行くのをとても楽しみにして

います。オンライン参加ですよね。ここには大事な湿地

もある。

　こういう草原が全国にあって、そんな話ができて、ま

たどこかで太鼓の音が聞けるのかなとちょっと楽しみ

にしてるところです。

　まとめます。

　あまり大したまとめじゃないんですけれども、草原で

は地域の自然と人が互いに関わりながら、共創資産が

生み出されてきました。これが今日の話の主なところで

す。これは草原だけじゃなくて、いろんな生態系といろ

んなその地域とが関わりながら、その地域に独特の知

恵や技術がある。

　２番目に、その時代ごとに知識や技術を集めながら

積み重ねていくものが共創資産で、その知識や技術を

交換するのが多分、今日なのだろうなと思っています。

各地で話がありましたし、今日は皆さんに芸北の茅プ

ロをはじめいろんなことを聞いていただきました。

　その最後に見てきたような、人間だからこそ生み出

せる美しさというのが一つ草原を体現してくれている

のかなと思って、大事にして生かしていきたいですよね。

　以上で終わります。

　最後に、いろんな方に今日のスライドを作るにあ

たって協力いただいています。特に今回の大会を開い

ていただいた東伊豆町と、それから日本の各地の草

原の方に感謝します。どうもありがとうございました。

（拍手）

○司会　白川先生、どうもありがとうございました。

　学芸員のお仕事の視点での全国の事例のご紹介で

すとか、あとは自然と人間、自然と社会の関わりから生

まれる、今日初めて聞きましたが、共創資産というお言

葉ですとか、中学生の取組ですとかいろいろ興味深い

お話をしていただきました。

　ちょっと時間があまりありませんが、お一人でもお二

人でも、もし今日お話しいただいたことでご質問等あり

ましたらいかがでしょうか。

　この後もですね、この次のパネルディスカッションの

ほうも、白川先生にコーディネートをしていただきます。

お手元には質問の用紙もお配りしてありますので、今

の基調講演のことも含めてで構いませんので、そうしま

したら、次のパネルディスカッションで質問等をしてい

ただければというふうに思います。

　先生、ありがとうございました。

　改めまして、感謝の拍手をお願いいたします。（拍手）

○講師（白川勝信）　どうもありがとうございました。

○司会　それでは、続きまして、休憩を取りまして、10

時35分からパネルディスカッションのほうを始めたい

と思います。準備の関係もございますので、35分まで休

憩とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

原の生物の保護とか草原の景観の保全とか、獣害抑

止といったような多面的機能が山で発掘される。お店

にそのお金が行きますので、地域経済が少しでも活性

化する。そして、文化の面で言えば、カヤぶき建築がそ

れぞれ保存されたり、技術が伝承されたり、村落の景

観が保全されるという文化の伝承があります。

　どのくらいのこれ金額回っているかというのを見て

みると、そんなに大勢ではないですよね。2015年から

始まって、最初は持ってきてくれる人が５人で、集まった

カヤも100束でした。２年目は６人になって200束に

なりました。すごい増えましたね。３年目は９人で234

束、８人、10人、14人と増えていって、持ってきてくれる

人がどんどん増えている。2,000人、約1,000戸の集

落ですから、10戸で１％なんですよね。1.4％の人が

持ってきてくれるということになります。それで集まった

カヤを販売して、売上げが下のほうに書いてあります。

この売上げの金額は、ばらばらなんですけれども、実

は最初の年はカヤの束をすごく大きくしていたんです

ね。それで、すごく束数が少ないけれども、金額が大きく

なっています。

　この下に１行ちょっと付け足しますね。

　現在の学年と書かれています。これ何かというと、茅

金市場は中学校の活動としてやっています。中学校２

年生が茅金市場を運営しているんですね。今、その子

たちが学年で何年生になっているかというと、一番最

初に茅金市場を実行した子は今、大学２年生になって

います。この時間間隔って結構大事だと思うんですよ

ね。子供はずっと子供じゃなくて、これを知った子が今

何歳か。

　ちょっと茅プロを通じた中学生の学びを見ていただ

きたいと思います。

　茅プロ、事業としては最初こんな感じです。これ中学

生ですね、もう大人みたいですけれども。カヤを刈りま

す。みんなで束ねます。最初は下手くそですけれども、だ

んだん上手になります。途中でカヤぶき職人さんから

指導を受けて、こんな曲がったのは駄目だとか、ちょっ

と細過ぎるとか、先がそろっていないとか、束ね方を

ちゃんと指導を受けるんですね。それを運びます。実際

に自分たちでも刈るんですが、大事なのは受入れのほ

うなんですね。茅金市場での運営は、中学生がやって

いますと言いました。中学生が地域の人にチラシを

配ったり、声をかけたりして、家の近くにあるカヤ持っ

て来てくださいねというふうに言うんですね。そうした

ら軽トラに積んで持って来てくれるので受け入れます。

みんなで運びます。規格に合っているかどうかをちゃん

と調べながら受け入れています。曲がったカヤは使え

ませんから、これは駄目ですよっていうのはちゃんと言

わないといけないんですね。これ結構ハードルが高い

んですが、先生に手伝ってもらったりしながら、こうい

うのは駄目ですよということをちゃんと言う、これも学

習です。こうして何束あるかというのをちゃんと数えて

いる役割の子もいて、それぞれの子がそれぞれ役割分

担しています。車の誘導をする子もいます。

　こうして受け入れたカヤをどんどん並べていくわけ

ですが、もう当日は先生たちも総出で、総出じゃないか、

先生たちもやってきて、なかなかあまりない光景かなと

思います。

　せどやま券の発券も中学生がやりますね。ちゃんと

数を間違えないように数えて、券の枚数をカウントして

いきます。これ中学生の側が券を支払うほうですね。こ

れを渡していくと。地域の人に渡っていく。何かほっこ

りしますよね。地域の人が持って来て。

　実際に子供たちがお金を触ることで、先ほどのこの

全体像にもう一つ、教育の側面が加わるんですね。地

域資源への気づきとか、カヤってお金になるんだな。

あんなどこでも生えている草なのに、草原ってそんなに

価値があるものなのとか、あるいはお金をちゃんと

使って、商品とお金をやり取りする、あるいはカヤを販

売するとかっていう話を通じて、ちゃんと経済に関わる

んですね。これが大きな学びになります。これが次世代

の担い手育成につながる。

　今、大学２年生の年齢になっていますから、これから

どうなるかというのがちょっと楽しみなところです。

　実際の成果としては、昨年は14人から591束受け

入れて19万7,000円を、約20万円分発券しました。授

業やＰＴＡ活動で自分たちで250束を収穫したので、

71万円余りで販売したいなと思っているところです。ま

だこれは販売中ですね。その差額の50万円ぐらいは

自分たちの収益になって、教育活動に使うと。刈った

カヤは文化財建築の補修なんかに使われて、結果とし

て草原も守られる。僕がやりたかったのは草原の保全

なわけですが、仕組みをつくることで、その草原が守ら

れるという、そういう形になっています。

　ちなみにお金、何に使っているかなんですけれども、

まずは中学校に冷水機を設置したりとか、最近暑いで

すからね。ウォーターサーバーを自分たちで買ったり、

修学旅行に資金助成として、これはＰＴＡのほうから保

護者に対して１万円ずつだったかな、去年は。お金が

支払われます。修学旅行で校長から給与が支給されま

す。これはちょっと内緒にしておいてください。サプライ

ズでバスの中で給料袋が配られるんですね。自分たち

が働いて稼いだお金が自分たちのところに戻ってくる。

　私と草原の関わりもということなんですが、私は福岡

県の小倉市というところの出身です。当時、山々に行くと、

植林地の防火帯として草原がいくつかあった。あれ面

白いなと思って、むしろ焼けて大変だろうと思うんです

けれども、そこを２年に１回ぐらい、ずっと帯状に何キ

ロも草原があって、そこが私の遊び場だったんですね。

そういう原体験もあったり、あるいは南のほうで平尾台

という有名なカルスト台地。秋吉台と同じように山焼き

をやっている。やっぱり遠足に行ったり、遊びに行った

り。その原体験の下に草原に関わってきたわけですけ

れども、一番のきっかけは、実は私の高校は修学旅行

のない高校でして、いわゆる受験ばかりという、面白く

ない、非常に面白くない高校だったんですけれども。

ちょうど大阪万博の年、私が高校２年のとき、そのとき

だけ万博に修学旅行に行こうやという話が出て、その

ときに山陰地方を何泊かして大阪までバスで移動した

んですね。そのとき２日目に泊まった三瓶山という山が

とてもきれいな草原があって、牛や馬が放牧されている。

これは都会育ちの私にとってはすごい感激して、それ

をきっかけに畜産の道に興味を持ち、大学は農学部を

選んだという経緯があるわけです。

　そうこうしているうち、いろんな方と出会うことがあっ

て、今回13回目を迎える全国草原サミットの第１回目

から担当させていただいているんですよね。そういう関

係もあって、サミットのお手伝いをするような全国草原

再生ネットワークというのを立ち上げたと。

　それと時期を同じくして、さっき最初に白川さんが紹

介していただいた草原研究会、日本草原研究グループ

というのも立ち上げていただき、そのときに白川さんと

あと二、三人の方で相談して、とにかく毎月１回、どこか

草原を調査して、そこでディスカッションして回ってみよ

うや、あるいは調査の手伝いをしようやと。そうやって

中国地方を中心にいろんな草原を若い研究者を募っ

て現場のフィールドを歩きながらぐるぐるぐるぐる回って

いたという、そういうこともいろいろ重ねるうちに、今は

阿蘇に携わって、草原再生協議会、阿蘇は約２万２,000

ヘクタールの牧野があって、山焼きをやっているのが

１万6,000ヘクタールあります。その利用形態、極めて

多様でして、土地所有も多様なんですけれども、利用面

も畜産で利用されたり、カヤに利用されたり、あるいは

草刈りをして堆肥として利用されたりとやっているんで

すが、大きな観光資源にもなっていて、阿蘇の。そういう

意味では東伊豆とも共通したものがあるかもしれませ

んけれども。阿蘇においても、すごく担い手の問題とい

うのも深刻で、これをどうするかということで、年間約

2,300人のボラティアが山焼きや牧野体験に参加して

いるという仕組みづくりもちょっとやっているところです。

　前回、この東伊豆でシンポジウムがあったときに、大

きくそうですね、利用の面では観光利用、あるいはパラ

グライダーの利用というのが当時あって、新しい利用形

態どうするかという模索もさせていただいた。それから、

当時からやはり山焼きの担い手の問題というのはかな

り深刻で、東伊豆町のほうでもボランティア等の関わり

をどうやって考えていくかというようなことも論議したよ

うな記憶があります。

　それから、さっきもお話があったように、教育とか普

及の面で、子供たちをどうやって、昔は遠足で当たり前

に行っていたし、地元の人たちの草原についての実感

もあったし、誇りも多分あった。今はいろんな文化が増

えているし、全体的にも様 と々いうことで、いろんな問題

を抱えているんだというような、そういう記憶をしており

ます。この13年間でどういうふうに変わってきたのかな

というのも今日いろいろお聞きしながら、課題の共有を

できたら、いろいろ協力ができることがあろうかと思い

ますけれども。

　１つ、稲取高原で面白いなと思ったのは、何年か前

からやっている入山料ですね。草原をただで利用する

人たちは、やっぱりちゃんとそれなりの対価を払って、

ボランタリーでいいから払ってくださいという、そういう

ふうに位置づけている。これはこれからの一つの観光

行政の自然を守る形の一つの選択肢として、効果的で

はあるけれども、画期的な出来事だったのかなという

印象を持っております。

　以上です。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　高橋さんは、僕はよくよく知っているんですけれども、

会場の方も知らない方も、それから、インターネットでご

覧になっている方も、知らない方もおられると思うんで

す。先ほどあったように、日本の草原を本当にいろいろ

なところを見ている方です。草原に入って遭難したこと

もあるんでしたよね、たしか。そういう方ですが、町長か

いろな観光地を見ていただければ、町としては本当に

よかったんですけれども、このコロナ禍では本当大変、

自分自身はもう大変残念に感じております。

　そういう中で、町の基幹産業は観光でありまして、以

前は100万人以上の方が当町に来ておりましたけれど

も、今は本当、コロナ禍においてですけれども、減少し

ちゃいまして、今、去年で40万ぐらいですかね。早くこ

のコロナ禍が収まって、何とか経済を活性化していき

たいと思います。

　そういう観光以外には、やっぱりこの海、さっき言っ

たようにゼロメートルから1,400メートル、本当、傾斜

がこういうふうにありますので、本当、海と山、これを全

て満喫できますので、大変すばらしいロケーションでご

ざいます。

　そういう中で、農業、教育も盛んであります。まず、漁

業におきましたはキンメダイ、こちらはもう地域ブラン

ドになりまして、味はもう日本一でございますので、ぜひ

とも皆さん方も稲取のキンメダイ、これを味わっていた

だきたいと思います。さらに伊勢海老も取れますし、結

構豊富でございます。

　さらに農業、これにおきましても、カーネーション、こ

れはもう私も全国で一番ではないかと思います。基本

的には農林水産大臣賞、これはもう過去３回も受賞し

ておりますので、この辺はもう自信を持って、また皆さん

に進めていますし、さらにミカン、かんきつ類には

ニューサマーオレンジがあります。やはりこれも香りも

大変良く、これも東伊豆町の名産でございます。これま

た季節がありますので、町が自慢できるものがあります

ので、四季を通じて、この東伊豆町、楽しめますので、よ

ろしくお願いします。さらにスポーツにおきましてもダイ

ビングとかゴルフ、そしてパラグライダー。このパラグラ

イダー、今言った細野高原でできますので、ぜひとも海・

山・空のスポーツ、年間を通じて楽しめる、本当に四季

を通じて東伊豆町、大変すばらしいところでございます

ので、ぜひともまたご来町願いたいと思います。

　このようなことが東伊豆町ではまちづくりの目標、こ

れを満点の海・山・空は東伊豆と掲げております。この

細野高原につきましても、このまちづくりの目標の一つ

でありますので、このパネルディスカッションにおきまし

て貴重なご意見をいただければ大変ありがたいと感じ

ております。そういう中で、このあと稲取財産区の山田

委員長から保全、さらには観光協会長のほうから、この

利活用につきまして説明があると思いますので、よろし

くお願いいたします。

　私は細野高原の思い出というのは、やっぱり遠足で

ございます。当時小学生のとき、必ず遠足で細野高原に

行きました。そのときはやっぱり全学年で行きましたの

で、６年生が１年生の手を引いて行った思い出があり

ます。そういう意味でもすばらしいなと。まだ子供でした

から、草原はすばらしいなというだけで、それがですね、

やっぱり先代とその山焼きなどの苦労によってこの山

が守られていることを感じましたので、自分としてはこ

の子供たちが細野高原に子供たちが行く機会がないも

のですから、子供たちに細野高原のすばらしさを知っ

てもらった中で、さっき言った芸北の取組、これもまた

後 で 聞 き た い と 思 い ま す 。

　そういう中で、やっぱり私は遠足といった中で、今度、

富永さんとか言っていた、鹿、猪　が増えた中で、

ちょっとダニの問題が出てきました。しかし、ススキのイ

ベントをやっている中で、それに対しては十分対応して

おります。ある程度、受付において案内をして対応して

おりますので。細野高原は安全ですばらしいところです

から、よろしくお願いいたしたいと。

　私の考えはそういうことでございますもんで、またよ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　今のお話の中にもいろいろと何か視点があるんだと

思いました。

　ちょっと１つだけ、町長は地元出身なんですよね、ど

の地区。

○パネリスト（太田長八）　僕は、今は結婚して熱川地

区に住んでいますけれども、幼少期は、小さいときは稲

取地区でございまして、稲取小学校に入りまして、やっ

ぱり春と秋になると何しろその遠足が楽しみで、細野高

原に対する思い出、それが大変強いです。

○コーディネーター（白川勝信）　もう本当に地元なん

ですね。ありがとうございます。

　次に、高橋佳孝さん、自己紹介と、ご自身と草原の関

わりとか、高橋佳孝さんは東伊豆町の方ではないです

が、今日は全国草原再生ネットワークの代表理事とい

うことで参加いただいていますんで、自己紹介からお

願いします。

○パネリスト（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは。高橋

でございます。

　今、白川さんから紹介いただいたように、私は外者、

よそ者で、細野高原とそんなに深い関わりがほとんどな

いのにここに登壇していいんだろうかというね。今日そ

こにいらっしゃる内山さんはまさに稲取のご出身で、草

原に関する研究をされていると、まさにここは内山さん

がいなきゃいけない場所だと思うんです。いろいろと理

由があって、ここに出させてもらっています。

在ではあまり生活に必要と思われていないもので、い

ろんな考え方もあるでしょうけれども、自然を守るという

哲学とか概念だけでは、どうしてもこれから守っていく

のは非常に難しくなるんじゃないかなというのが私の

考えです。だから、保全していくにはどうしたらいいかと

いうと、これから地域や町にどうしても必要な場所に、

この細野高原を認知してもらうことが、認知していくこと

が重要なことじゃないかなと思います。

　その中で、先ほど白川さんのお話の中で、非常に参

考になりました。その一つとしては、あそこは水の水源

地としてもやっていますけれども、もっと水源地を広げ

て、そこにいろんな花木などを植えて、植林して、それを

観光に使ってもいいのかなと。もう一つは、先ほどから

出ている教育の場として、体験学習とか、いろんなそう

いう子供たちの教育の場にも使えたら。もう一つは、観

光資源として、自然利用のイベントとか、そういうものに

積極的に使っていただければと思います。

　財産区としても、そういうことが具体的になってきた

ら、積極的に協力して前へ進めていきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。

　今日はこの機会を利用して、皆さんのほうにも意見

を聞かせていただきまして、参考にしたいと思います。

ありがとうございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　本当に非常に大事な視点というか、たくさんありまし

たよね。植物を管理する人が絶滅危惧種だという話も、

本当にいろんなところでも起こっていることでしょうし、

ただ、管理する人がということが、発言が出ること自体

が、まだ何かよくって、地域によっては、その植物が大事

だということさえもひょっとしたらもう既に忘れられてい

るかもしれない。

　それから、もう一つのことが草原が必需品じゃなく

なったという指摘の中で、守ろうという概念だけじゃ駄

目で、具体的に何かやっていかないといけない。その

中でも、やっぱりイベントとか観光というのが強いところ

なんだから、そこを進めていきたいというお話だった

と思います。

　ありがとうございます。また後から少し詳しくお聞きし

たいと思います。

　その観光とかイベントとかを中心的に担っていらっ

しゃる石島さん、続けてお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　それでは、改めましてこん

にちは。東伊豆町観光協会の石島でございます。

　お手元に、パワーポイントのほうに10ページになる、

このジャンプしている、これは私じゃございませんけれ

ども、もっと若い人なんで、こんなジャンプすると足を痛

めちゃいますので。あと、今年の「澄んだ空気と絶景

を。」という、このポスターにもあります、これがチラシで

すね。あとそのもう一つ、稲取細野高原の冊子、これを

見ながら皆さんお聞きいただければと思います。よろし

くお願いいたします。

　それでは、まず、細野高原と東伊豆町観光協会の取

組についてということでお話しさせていただきたいと思

います。

　次のページで、自己紹介ということで、私、石島専吉

という名前なんですけれども、これは本当に私もずっと

嫌だったんですけれども、やっぱり最近やっと慣れてき

まして、これおじいさんの、祖父の名前をいきなりつけ

られました。子供の頃はすごく嫌で嫌でしようがなかっ

たんですけれども、やっとアラカンになってきて慣れて

きましたけれども、私の父の出身というのが栃木県でご

ざいました。こちらに熱川温泉のほうに修行に出されて、

そこで結婚して私が生まれたということで、今はその旅

館を私も継ぎまして、熱川温泉のほうで「ふたりの湯宿

湯花満開」というところで旅館もやっております。

　私は2018年の東伊豆町観光協会に就任しまして、

ただいま４年目で、２期目でございます。2020年、昨年、

東伊豆町産業団体連絡会の会長に就任させていただ

きまして、現在に至っております。

　この右側の写真は、毎年１回、三筋山まで歩いてい

ますというふうに書いてありますけれども、これは去年

の11月１日にちょうど第一駐車場の標高400メートル

からこの三筋山山頂の821メートルまで、往復で大体

7.5キロ、時間にして約２時間で歩きました。山頂では

妻のお弁当というか、おにぎりを食べて、この小さく前に

いるカップルも、ちゃんとお弁当を２つ持ってきて食べ

ていました。その２人の歩くのが速くて速くて、本当、追

いつくのが大変だったんですけれども、本当、軽装です

んなり歩き切っちゃいますね、若い人というのは。です

から、やっぱりそういうところも一つ面白いんじゃない

かなと思いました。

らも遠足の印象が大きかった、高橋さんは三瓶山の印

象が大きかった、やっぱり子供の頃の体験、大事なん

だなというのをお二人の今の自己紹介の中からも見て

いきますけれども、じゃ次に山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　皆さん、どうもおはようござ

います。

　私は、稲取地区特別財産区運営委員会の委員長を

やらせていただいています山田と申します。

　稲取地区の特別財産区というのは、稲取地区の区長

さんとか区の役員さんの皆さんで構成されており、細野

高原の管理や運営や、そういういろいろの事業を行っ

ております。

　財産区と言うとあれですけれども、昭和34年に、この

東伊豆町というのは城東村と稲取町が合併してできま

した。そのときに稲取地区には230町歩ほどの当時の

町有地があったわけです。その２分の１を今、稲取ゴル

フ場やバイオパークに借地しております。残った部分

はどうしようかということでいろいろ、細野高原を含め

てどうしようかということで話があって、平成３年に自治

法が改正されまして、稲取地区の４区に町から無償譲

渡され、そのときにいろいろ４区で話し合って、いろん

な分配の問題とか、いろいろ話合いが出ましたけれど

も、この際、大同団結して、４区で平等でこの細野高原

の責任を持って管理や運営をしていこうということで現

在に至っております。

　今、２分の１は、バイオパークとか稲取のゴルフ場と

かに貸してありますけれども、そのうち借地料の２分の

１は町に、２分の１を財産区の財源として使わせても

らっています。そのお金で細野高原の維持や管理、また

この各４区ありますので、各区にお金を分配して、各区

の運営をやっていただいております。

　財産区の細野高原の管理としては、防火線があり、そ

してその後、防火線焼き、その後の全体の山焼き、そし

てまた春の山菜狩りは、これは財産区としてやっており

ます。そしてまた、各４か所ばかり湿原がありますけれど

も、湿原の周りの草刈りをやっております。そして、草原

の中の道路が、結構道路がありますけれども、水とか雨

とかで結構痛むもんで、その道路の補修や管理を行っ

ております。

　防火線焼き、山焼き、これは１回につき120名ぐらい

の方に、区民に出ていただいております。この他の事業

も含めて、先ほど白川さんがお話になった800万、13

年前は800万ということで、現在は節約しまして500万

ぐらいのお金で管理と運営をしております。

　そのほか、観光協会の会長もおられますけれども、

観光協会の秋のススキがこれから始まるわけですけれ

ども、ススキ狩りにも協力したりしております。また、各種

団体で、先ほど言ったパラグライダーとかラジコンの会

とかいうように、各種団体にも利用してもらうように貸

出しをしています。

　この頃ですけれども、この前もありましたが、映画や

コマーシャルの撮影等に利用したいという希望がたく

さん多くなってきまして、それにも貸出しをして、一部の

収入にさせていただいております。

　今後の問題としては、防火線刈りもそうですけれども、

焼き、山焼きこの作業員の高齢化というのが先ほど高

橋先生の中にも、当時13年前にもあったと言いますけ

れども、現在はもっと深刻で、私は昭和24年生まれで

すけれども、大体中心になっているのは昭和20年代、

30年代生まれの方が山焼きとか防火線焼きとかの中

心になっていますので、非常に高齢化が進んでいます。

それとまた産業構造の変化で、昔は、前にも言ったよう

に農家の人が中心とかそういうことが主だったんです

けれども、今は農業から観光やいろんなお勤めの方が

増えて、当日の人員確保をするのに非常に苦労してお

ります。

　またもう一つ、一番これも大きなことかもしれません。

先ほど町長のほうからもありました、原野や山に対する

関心が非常に低くなっておりまして、そういうことも含め

て原野を守っていくというのは非常に難しくなっている

のが現実です。

　また、私はよく冗談で言いますけれども、この細野に

は多くの絶滅危惧種があり、このことを、この絶滅危惧

種を守っていくのが本当に大事なことだと思うし、また

それが我々の仕事だと思いますけれども、植物はあるん

ですけれども、その管理をしていく人のほうが絶滅危惧

種の状態になっているというのが現実な問題です。昔

は、原野は農家の資源や、要するに農家の堆肥とか何

とかという資源や生活も今までのような茅葺きの生活

の資材として必要な場所でありました。そのためにみん

な非常に協力的で、いろんなことを一生懸命管理して

いただきましたけれども、正直いって時代の流れで、現

んと海はやっているのに、そういう状況です。

　ですから、私の娘なんかも夏の旅行で昼神温泉の星

を見にいったとか、やっぱりそういう高原を求めるお客

さんが多くて、夏を涼しく過ごしたいというのもあるのか

もしれません。ですから、もっとこう海だけではなくて、こ

の細野高原も売っていきたいということです。

　現在の取組なんですけれども、昨年からちょうど財産

区のほうも細野高原を考える会というのを立ち上げて

あるそうで、私たちも年間活用委員会というのを発足し

ました。これは春と秋のイベントだけじゃなく、年間で細

野高原を利活用する方向性として、ハイキングを掲げ

て整備や企画の立案を実施しています。このハイキング

というのを、やっぱりただ普通に歩いてくれというん

じゃつまらないと思いまして、ハイキングの聖地づくりに

取り組んでいるということで、今年の５月９日にはジオ

ガイドつき、そしてキッチンカーも山頂まで用意して、そ

のプレツアーを実施しました。これは25名参加で、女

性がすごく多かったんですけれども、それをやったりと

か、先週の９月19日にはインフルエンサーを呼んで、

招待してＰＲしていただいたり。今いろんな媒体に出す

とかというよりも、そういうもうやっぱりインフルエン

サーを呼んだほうがすごく効果があるんですね。これは

いろんな広告もそうなんですけれども。ですから、そうい

うことを常にやっておりました。

　あと、今年の10月17日にも、そのハイキングのガイ

ドツアーを今、インターネットのほうで参加を募集して

おりますので、またよろしくお願いしたいと思います。

　そんな形で、この右側にある写真も、これは夜の星空

観賞。これも二、三年前のＪＲのデスティネーションキャ

ンペーンのときに夜の星空観賞のツアーというのを５

月と９月かな、そういうふうにやったときもございまして、

そんなことになります。

　じゃ次の。

　活動とＳＤＧｓということで、ＳＤＧｓって何なのかなと

いうふうに私も思ったんですけれども、今やっているこ

とがそういう保全の一部を担っているんじゃないかと

いうことで、こんな表を作成しました。東伊豆町観光協

会としては、観光客、利用客から、先ほどの入山料を頂

いて、それを財産区のほうに一部、これ本当に少なくて、

微力で申し訳ないんですけれども、大体20万から30万

ぐらいですかね、毎回そんなぐらいで、一応頑張ってや

らせていただいております。

　最後のですね。

　本当に細野高原はこの町の宝でございます。細野高

原を生かしながらの利活用が観光業が主産業である

この東伊豆町にとってとても大事だと考えております。

来年度、先ほど町長もおっしゃっていたような６つの温

泉場が一つの東伊豆町観光協会に統合されるという、

一本化事業というのもございまして、観光協会が一つに

なります。これによって、ここだけの話ということでもな

いんですけれども、稲取の細野高原というよりも、東伊

豆町の細野高原というふうにしていきたいと私は思っ

ておりまして、みんなで、全町そろって細野高原をもっと

頑張って利活用を考えて生きたというふうに思っており

ます。

　最後の資料なんですけれども、これは年間のいろい

ろな、財産区と観光協会のいろんなイベントがここにあ

りますので、参考までご覧いただければと思います。

　本日はよろしくお願いします。

　以上でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　先ほど高橋さんから前回の話題になっていたという

話があった観光、それから担い手のうちの観光につい

て、随分詳しく教えていただきました。ありがとうございま

す。特に金額とかですね、人数とか見させていただいた

ら、やっぱりさすがだなと思うのは、まずきちんとこうい

う数字が出ている上に、コロナ禍でも大きくは減らずに、

むしろしっかりと継続が続いているというところが見え

ているというのがすごいなと思いました。

　高橋さん、さっき今日聞きたいなとおっしゃっていた

ことのうちの観光の話が今報告があったんですけれど

も、聞いてみてどうですか。阿蘇のほうでも観光というの

は大きな柱だとおっしゃっていたんですけれども、いろ

いろ、規模としては随分違うと思うんですけれども、比較

しながら何か感想を教えてもらえればと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　私、観光専門じゃないです

ので、何とも言いかねるんですけれども。阿蘇の場合は

地震の影響がかなりあってですね、それによって幹線

道路が寸断されたりということで大きなダメージを受け

たわけなんです。いまだもって、やはり草原の観光的な

評価というのはすごい高いですね。前もお話ししたこと

があるんです、来訪者に阿蘇の魅力を尋ねたときに一

番魅力に感じたのは、やっぱり広い草原で、多分この

国立公園に指定された頃は火山が一番人気でござい

ましたと思うんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　阿蘇の火山ですね。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。火口が見える

とか、活火山であるとか、雄大さとかあるとは思うんです

けれども、そういうふうにモータリゼーションの関係で

道路や交通機関がかなりこう発達してくると、広い草原

の魅力というのは観光客にすごく大きいんだろうなとい

感想とかもいただきたいと思います。

　もう一つ、すみません、ちょっと先ほど聞いたときに落

としちゃったんですけれども、今、４区の共有地みたい

になっているんですよね。それは何年でしたかね、何年

に話し合って、４区の共有にしようということになったん

でしたっけ。

○パネリスト（山田賢一）　合併自体は昭和34年に合

併したんですけれども、それをそれぞれ城東村が持って

いた土地、稲取町が持っていた土地、稲取町が持って

いた土地をどうするかということも議会の中でもいろい

ろお話しされて……、町長が発言します。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですね。いいで

すか、すみません。

○パネリスト（太田長八）　基本的には今言ったように

町村合併のときに稲取の地区のこの細野高原につい

て話し合いがありました。そのときは、やっぱり町が一

枚かんで、町と４区の共有の土地で、さっき言ったよう

に、ゴルフ場、そしてアニマルキングダム、動物園、これ

に関しては２分の１。今もその分配は変えませんけれど

も、使用に関しましては、私がなって多分すぐくらい、結

構４区からそういう要望があった中で、４区の所有だっ

たのが１０年くらい前かな。そのぐらいですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　10年前ぐらいですか。

○パネリスト（太田長八）　大体ね。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。

　だから、あれですよね。昭和の合併のときにそういう

話合いがまずあって、最近というか、10年前ぐらいにも

う一度、そこの所有を見直すというか、そういう流れが

あったわけですね。

○パネリスト（太田長八）　結構ね、４区のほうから、も

う前々から一応、４区の所有にしてくれといった中で、話

合いがあったんで、役場も巻き込んでそうなったと感じ

ております、あと４区の強い希望ですね。

○コーディネーター（白川勝信）　昭和33年頃といっ

たら、草の利用はどうだったんですかね。柑橘って割と

ずっと何ていうか、堅調な産業だったのかなと想像す

るんですけれども。

○パネリスト（山田賢一）　その合併する日が来てか

ら、しばらくの間は、今も町長の話の中にもありましたが、

ゴルフ場とかバイオパークも含めて、草刈り場、採草地

だったんです。そこを正直いって、今４区と言いますけ

れども、昔はほとんど一つの入谷区と言うんですけれ

ども、そこが全員ほとんど出て、それで全部で言う200

何十町歩を自分ちで管理しておりました、合併した頃、

前後ですね。そういうことでやっていまして、ここの入

谷区というところの人はほとんど全戸出て管理をして、

防火線から山焼きからやっていました。山焼きなんか

は、ひどいこと、今じゃ考えられませんけれども、朝振

れというのがありまして、朝６時頃、班長さんが今日は

山焼きやるから出て来いと言って、それは有無もなく出

なきゃならないような状況でやっていました。今日の

仕事があるとか予定なんていうのは、それはもう無視

されて、そういうことで皆さんで、入谷の皆さんが管理

してきたものです。

○コーディネーター（白川勝信）　その頃の人の意識と

随分今と違うんでしょうね。何かその地域の行事という

か、もうやることが決まっている。もう年中行事みたいな。

○パネリスト（山田賢一）　だから、先ほど言ったよう

に、あまり利用しなくなった、農家でも使っていた人が

あまり利用しなくなったというのがやっぱり一番大きな、

大きな関心がなくなってきたということじゃないかと私

は思います。今でもよく共同で山焼きの管理をしていた

だいていますけれども、この役員以外の方の中には、

何で俺んちが山の管理をしなきゃならないんだ。海岸

線のそれこそ近くとか、町の中の人には、そう言われる

ことも多々あります。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。そういう意

味では、あれですよね。前回の、前回って、13年前のこ

とを言うのもあれなんですけれども、課題だった山の価

値を共有しないと担い手もまた続かないかもねというと

ころは、まだまだ今もちょっと課題としてあるのかもしれ

ないですね。ありがとうございます。

　そんな中で、さっきバイクの、モトクロスの人が増えて

きたという話があったんですけれども、ちょっと質問を

いただいていまして、バイクも問題があると思います。マ

ウンテンバイク、モトクロスの人の利用はどうですかと

いうことで、お聞きしたいことというのは、草原管理の立

場とか観光の立場からメリット、デメリットなんで、観光

の立場のほうからちょっと、石島さん、バイクとかモトク

ロスの人たちの観光の仕方というのはどうなんですか

ね。うちのほうを見てみると、ツーリングでやって来て、

ちょっと休憩して、また次のところにずっと行くような感

じで、何か通り抜ける形の、モトクロスじゃないので、

ツーリングバイクはうちのほうもよく来るんですけれども、

モトクロスというのは林道を走っている感じなんです

か、未整備の。どんな感じで。

○パネリスト（石島専吉）　私もそのあまり詳しくはな

いですけれども、財産委員長が言われたのは、駐車場、

その第一駐車場、第二駐車場ぐらいまで来て、山を見て、

いいところだねって言って休憩して帰るんだったらい

いんですけれどもね、その400メートル以上の上の、細

野高原の山頂近くの三筋山の近くまで林道がずっとあ

うのがあるんですが、阿蘇の場合は160ぐらいある、牧

野という言い方をするんですけれども、草原が160ぐら

いあるというふうに考えてください、細野高原みたいな

草原が。そういう世界の中で、観光についての新しい取

組というのは、阿蘇はまだ畜産が盛んなので、防疫、伝

染病が大きく広がることを一番恐れています。そのため

に牛がいるところに簡単に入れないような仕組みに

なっているんですが、牛がいないときだとか、あるいは

きちんと防疫、薬剤を散布したりあれしたりして、入る人

も人を制限して、ちゃんとガイドつきで入るという仕組み

をどんどん広げています。それで、さっきお話あったよう

にガイドで回った人は、そのうちの何人かを牧野組合

のほうに渡しているという、そういう形で、大きくバスで

歩いて、とにかくいっぱいで動くというような世界ではな

くて、そういった本当の草原のよさを学んで入っていっ

て、そこのいろいろ、さっきからお話があったように、自

然だとか文化だとか、野焼きというのがこれだけ大変な

作業で、こんなにきれいに守られているんですよという

ことも一緒に含めてですね、ガイドさんとの会話の中で

そういう会話をする。

　将来的には、多分、牧野を管理している人の若い人

がガイドになっていく、そんな仕組みづくりもこれから

やっていこうかなというふうに、こういうところです。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　山田さんのさっきのお話を聞くと、随分、観光の分野

と、すごくこう、どういえばいいんですかね、連携がよく取

れているなというふうに感じたんですよ。何か阿蘇のほ

うは、やっぱり牧野ということで、牛を放牧しているんで、

防疫ということで、しっかり消毒しないと、入ってもらっ

て病気を媒介したら困るとかっていうことがあったんで、

その辺では何か、あまり地域の方とかも観光客の人が

たくさん来ることには全然抵抗がないというか、むしろ

来てほしいというような感じなんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　観光客の方が来てほしい

というか、観光地ですから、そういうことは協力はして

いかなければならないと思いますけれども、いろんなこ

とのトラブル……、先ほどちょっと言ったけれども、今年

はね、非常にオートバイの方が細野高原に入ってきて、

物すごい大きな音で何十台って連なってくるもんで、そ

ういうことをこれから少し対策を考えなきゃならないか

ということは考えていますけれども、観光地である以上、

多少はね、イノシシとか鹿しか歩かない道よりも、やっ

ぱり人が歩いてくれたり、人がいることのほうが地元と

してはありがたいもんで、それはいろんな皆さんに注意

をしてもらいながら、多くの方に来てもらうということは、

それはいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　もう一つ、ちょっと山田さん、お尋ねしたいんですけ

れども、利用の中で、観光のイベントとか利用が結構ご

紹介いただいたんですが、何かほかの農業に草を利用

するとか、そういうことは今はどういう状況なんですか。

昔は、さっきあったというふうにおっしゃっていました

けれども。

○パネリスト（山田賢一）　昔はですね、もう今から、私

たちが若い頃は、あの全山がほとんどはげ山になるぐ

らい、皆さんあそこで草を刈って、そして堆肥にしたり、

畑の中へ引き込んだり、いろんな利用をしていました。

ほとんど、だから、水際の下ぐらいからずっと、ほとんど

草を刈り取ってしまいまして、見事なはげ山みたいに

なってしまっていました。昔はそれほどあったんですけ

れども、今は数人の方が草を刈って資源にしているぐら

いで、ほとんど草を刈る人は、非常に少なくなって、昔に

比べればもう激減というか、ちょっと、というのがこちら

の柑橘が主体だったんですけれども、その産業が非常

に衰退しちゃったもんで、そういう意味もあると思います。

○コーディネーター（白川勝信）　柑橘の畑の中に、ミ

カン畑の中に草を入れていたということですね。

○パネリスト（山田賢一）　はい、それがほとんど中心

でやっておりました。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。その数人

の方が今、すごく少ない数でやっているということで、あ

まりこう、使える草はたくさんあるけれども、草を使うこと

は随分減ってしまったということですかね。

○パネリスト（山田賢一）　そうだと思います。昔はそ

れこそ部落中というか、皆さんで、私が若い頃もそうで

すけれども、取りっこというかな、朝の４時頃から草を刈

りにいって、朝明るくなって、何だおまえらそこにいたの

かというぐらいみんなで草を刈っていましたけれども、

今はそういうことはほとんどないですね。草は幾らでも

ありますけれども、持っていく方は非常に少なくなってい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。資源はあ

るけれども、使えていないということですよね。何か

ちょっともったいないなというところなんです……、そう

だ、皆さんの手元に質問用紙というのが用意されてい

ると思います。話を聞きながら、アイデアとか意見があれ

ばぜひ書いていただければと。感想でもあれば。もし書

かれた方は、ちょっと手を挙げていただくと、役場の山

田さんが集めてくださるので、できればちょっと質問を

書いてください。何か僕の聞きたいことばかり聞くのも

もったいないので、ぜひぜひちょっと皆さんのご意見と

るわけですよ、狭い。そこをがんがん走っているらしい

んですよ。ですから、そこからまた転がり落ちちゃったり

とか、いろいろそういう事故にもつながっているみたい

なんで、今ちょっと苦慮されていて、入り口にちょっと

チェーンでもやって、それは取って行けることは行ける

んですけれども、もう少し意識をしっかり持たせたほう

が、何かね、よくないんじゃないかということもあって。そ

ういうことは山田さんからこの間言われて、そうだなと

いうふうに思いました。

○コーディネーター（白川勝信）　確かに事故があっ

たりすると。

○パネリスト（石島専吉）　そうですね。やっぱり私た

ちの考えるハイキングの聖地と、そういうバイクとかっ

ていうのは、ちょっとリンクしないんですね。ハイキング

で歩いているところをばんばんこう上っていっちゃうら

しいんですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

○パネリスト（石島専吉）　ですから、ちょっとその辺

は規制しないとまずいんじゃないかなというふうには

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　その辺を規制する

道、そこは市道なんですかね、町長。そうですか、市道

ですか。どういう形の規制が考えられますかね。

○パネリスト（太田長八）　基本的に町道が抜けてい

るんですよ。その町道に関して遊歩道が続いているの

で、そういう部分に関しましても私道なので、それはすぐ

にできると思いますので。町道に関しましては制限でき

ません。やっぱり一番心配するのがこの細野高原、住宅

地を通ってくるもんで、渋滞とか住民の理解がないと活

用できませんのでね、それなので今、細野高原付近の

住宅の理解を得られるようやっております。それこそ今

度はバイクなど、これ規制できませんもんでね、そういう

なかで細野高原の活用がちょっと中座するのが困るな

というのが現状でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　マウンテンバイクとかで来る人はいるんですか。うち

のほうはスキー場があるんで、スキー場の夏のシーズ

ンにマウンテンバイクでだっと下るとか、林道を下ると

か。自転車ですよね。自転車あまりないですか。

○パネリスト（山田賢一）　ないと思うよ。

○パネリスト（太田長八）　自分が把握したのは、熱川

地区はね、比較的林道があるもんで、熱川地区が結構

マウンテンバイクが来ているのは聞いていますけれども、

細野高原に関しては、ちょっとマウンテンバイク、普通の

オートバイが結構来るんじゃないかと、これは想像です。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ちょっとまた別の質問なんですけれども、そういう意

味で、これまであった自然イベント、自然利用で、何か

細野高原に合っているものというのは山菜狩りとかス

スキ狩り以外でどんなのが、どんなイベントがいいか

なという質問が来ているんですけれども、どういう方向

性が……

○パネリスト（太田長八）　正直いって星空やったん

ですよ。星空のほうも、自分はもう最高でした。やっぱり

行ったときに、もうライトも全て消して、虫の音だけ聞くよ

うな感じで、たまたま虫の声が聞こえて、本当にすばら

しいなと思ったんですよ。しかしながら、やっぱり寒さ、

これが寒いということで、２回やってちょっと断念したん

ですけれども。そうやった中で、星空のこと、これもある

程度やったら本当、都会の人も喜ぶんじゃないかと思

います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ほかに何かアイデアがありますか。山田さんとか石

島さんのほうは。どんなイベントがいいなというのが

あれば。

○パネリスト（山田賢一）　要するに今、私が考えてい

るというか、皆さんにも細野高原を考える会の中に

ちょっと提案させています。要するに細野高原の里山づ

くりという形で、奥山じゃなくて、あそこはまだ里山だよと

いう形で、里山のよさを広げていきたいなと。そういうこ

とで今、細野高原の入り口、これは財産区の土地じゃな

いんですけれども、やっぱり入谷部落の振興会という昔

の団体がありまして、そこの土地が６町歩ぐらいありま

して、ほとんど細野高原に隣接したところですけれども、

そこを今、森林組合の組合の皆さんが今まで植林され

ていたもんで、そこを全部伐採して、そこに今、ヤマザク

ラを全部植えようかなんていうことで、ヤマザクラの里

を今、これは国とか県の補助金をもらって森林組合が

やってくれているんですけれども。それで、地主さんは振

興会というところですけれども、将来的にはそこをヤマ

ザクラの里にしようと。中は当然、材を出すのに林道を

造りましたんで、そこが散策道路になるかなと。そこが、

うちの振興会の山だけが６ヘクタールぐらいならある

んですけれども、その奥に町の山も10町歩近く、10ヘク

タールぐらいあるもんで、今、町長ともお願いしているん

だけれども、そこ全体を全部やって、いろんなことに使

えないかな。そうすれば、振興会のほうもいろんなこと

があるんじゃないか、できるんじゃないかと。

　農協さんもいろいろそこを今、あそこにも農協の施設

もありますから、これはボツになったんですけれども、

一時、あそこで、要するに地ビールの工場を造ってやり

たいという、いいな、地ビール、ビール飲みながらあの

高原でススキ眺めたらいいなというようなことで、それ

を私たちも非常に賛成して協力したんですけれども、

ちょっといろんな事情で、それはボツになりましたけれ

ども。

　そういういろんなことで、あの高原をいろんな方面で

楽しんでもらえるような、これから設備というか、利用し

ている団体とか企業があったらいいな、私は考えてい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　何かいろんなことが、道路がやっぱり中まで通ってい

るというのがいろいろ、シャトルバスが行けるようなとか、

そういう整備ができているなというのがすごいんだろう

なと思います。

　片方でちょっと管理のほうの質問も来ているんです

けれども、担い手の問題というのも先ほどありましたが、

もう一つ、省力化という関係で、これ僕の話の中なんで

しょうね、山焼きの道路の防火帯に沿って軽トラが入れ

るようにするような話が蒜山でも聞いたことがあるけれ

ども、細野高原でも何かそういうことができる部分が

あったらコメントをお願いしますということなんですけ

れども、これどなた……、そういうのが可能そうなところ

というのはあるんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　防火帯、先ほど今、白川先

生の言った、あそこの防火線沿いにパイプを引くかとい

う案も去年出ました。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。やっぱ

り一晩で考えるようなら大体考えているんですね。

○パネリスト（山田賢一）　やって、水道屋さんに見積

りを取らせてやってみてはどうかなと思ったら、距離が

長過ぎてちょっとそのままやるんじゃ難しくないかという

ことで、それはボツになりました。

　もう一つ、今、いろんな林業試験場とかなんとかでお

話を聞いているのは、内山さんが専門ですけれども、あ

の防火線に防火林を植えて、要するに火の広がらない

ような防火林を植えて、それがただの面白くない木じゃ、

何も観光資源になりませんから、将来的に防火林であ

りながら観光資源の一助になれるような、例えばいい

んじゃないかって、内山さんが専門ですけれども、サザ

ンカとかツバキとか、一番強いのはサンゴジュなんて

いうのがあるらしいんですけれども。それらを防火帯に

10メートルぐらい、本当の火が出るところじゃなくて、火

があまりばんと燃えないようなところは防火林で防火帯

みたいなものを設置したらどうかなというようなことも

皆さんとは議論していますけれども、まだ実現はしてい

ません。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

　やっぱり結論というか、ちょっとすぐには出ないんで

しょうね。どこの地域でもいろいろそういう山焼きの省

力化とか安全性というのは出されているんですけれども、

高橋さん、何かその辺で、阿蘇のほうでは物すごいたく

さんの山焼きやっていますし、工夫されている部分もあ

ると思うんですけれども、人数も多いですが。ちょっとど

ういう、事故のほうの部分ですし、省力化の工夫で何か

あれば教えてもらえますか。

○パネリスト（高橋佳孝）　やっぱり事故は、毎年とは

言わないけれども、数年に１回必ず出ているんですね。

事故が起きると、もうやめてしまうという、そういった一

つ大きな問題が２つあって、１つはもう担い手がいない

で、いつやめるかを考えず、ただやめてしまう。責任者が

責任を取るなんて無理。例えば阿蘇の場合では、区長さ

んが火入れの責任者。

○コーディネーター（白川勝信）　火入れ責任者。

○パネリスト（高橋佳孝）　であれば、区長さんという

のは、例えば２年、３年で替わっていきますよね。そうす

ると、もう区長になりたくないという人が出てくるんです

よ。しかも、それ裁判ざたになったりとか、いろいろ面倒

くさいというのがあって、それで、多分この阿蘇の分科

会で相談される南阿蘇の村長さんがいて、南阿蘇村は

地震による被害によって野焼きができなくなったところ

が多いけれども、もともとそういう構造的な問題で、いつ

もどうなるか分からないというから、どんどんやめる、や

める、やめるというのが出てきていたんですね。そこで

少なくとも火入れ責任者は首長がなるということで、実

は安心して野焼きを再開した牧野参加者。ただ、それは

もちろん責任者だけの問題じゃなくて、そこに県や、ある

いはボランティアや市町村の協議会みたいなものをつ

くってみんなで応援してそこを再開するわけです。なぜ

再開するかというのは、これも多分、分科会で論議され

るように、熊本市民にとっては水源の源である草原の水

源涵養力というのは、実は阿蘇のほうは森林よりはる

かに高いんです。もしかしたら東伊豆もそうかもしれな

い。そういう草原の価値をみんなで共有して、それを

守っていくために役所も汗をかくし、お金も出しましょう

ということでやっている例が１つあります。

　もう一つは、牧野ごとに、さっき白川さんがおっしゃっ

たように車が通れる防火帯をやっぱり造りたいという

のが物すごく強いみたいですね。鉄鋼スラグの廃材み

たいなものが簡易的にですね、舗装までいかなくてもか

なり強い道が造れるということがあって、そういうものを

り保全という中で、首都圏から来る人が結構多いので、

500円、それくらいのお金ですけれども、地元の人に

とっては500円高いなと言いますけれども、首都圏から

来れば取りあえずそれが妥当ではないか。しかし、やっ

ぱり行くまでは結構ブーブー、周りを見ますと、現地に行

きますと、やっぱりすばらしい景色を見た中で、それは

当然当たり前の話だということを聞きますのでで、町と

してはそれがいいんじゃないかとは確認しております。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　入山料の話をしたら、先ほ

ど言った、今ススキがあるだけじゃなくて、今年、去年は

コロナのことでやらなかったんですけれども、山菜狩り

でも、私たち財産区で、入り口のところでお金を頂いて

います。あそこの入り口のところで来て、町民の方とよそ

から来た人はちょっと金額を変えて頂いております。

○コーディネーター（白川勝信）　細かい対応をして

いるんですね。

○パネリスト（山田賢一）　そうですね。それはいろん

な観光協会さんのご指導でいろいろやっていまして、町

外の方とか宿泊した方、地元の方ということで、３段階

ぐらいに値段を分けてやって、財産区の役員があそこ

でガードしてやっております。

○コーディネーター（白川勝信）　なかなか結構ね、お

金を頂くというのは勇気の要ることで、お金出したけれ

ども、こんなかってなっちゃう……

○パネリスト（山田賢一）　文句が出ますけれども、こ

れは富士山のあれと一緒だから、この山も管理するお

金ですからということで頂いています。

○コーディネーター（白川勝信）　そういう意味じゃ、

草原の価値を知っていないと、お金下さいとは言えな

いわけですから、それだけ価値を認識しているというこ

とですよね、地域の皆さんが。

○パネリスト（山田賢一）　何回かは、あそこまで来て、

ゲートのところで帰っていく方も結構います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。帰っていく

方もおられるんですね。

　草原の価値という中で、さっきちょっと質問とかを後

に、教育のことについて、町長もおっしゃったし、高橋さ

んもおっしゃっていたんですが、幾つか質問が来てい

るんですけれども、まず、高橋さんに、全体的なことだと

思うんですけれども、草原の価値の教育的効果につい

てのことの質問で、草原で子供たちに何を伝えられる

のかというのと、火入れとか野焼きを体験すること、伝

統的な作業としてそういうことを体験することの意義み

たいなところは、大きな話ですけれども、どういうところ

にあると思いますかという質問なんです。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原、教育者じゃないんで、

偉そうに語ることはできないんですけれども、価値と言

うまでもなく、大きく２つあると。１つは体験、五感で体験

したり、野焼きを体験したり、自然の雰囲気を体験した

り、草花を観察したりということと、それからやっぱり仕

組みづくりを学ぶというところですね、文化も含めてで

すね。体験に関しては、学校の中では語れないし、教え

ることができないことが屋外でできる。

　阿蘇の場合、全部の小学校で草原の学習をすること

が今できています。それで、発展性というか、私たちもそ

のほうがいいなと思ったのは、それを端緒にして、今度

はそれが公民館活動に地域活動にいく。そうすると、地

域の関わってくれる人たち、大人の人たちも増えていく

し、景観も入ってくるし、公民館として地域の草原を守っ

たり、上で寒いんですが、阿蘇の場合、草泊まりという、

草刈りをして、地元の集落と草刈り場の集落まで500

メートル以上の標高差があって、毎日通うの大変だか

ら、家族みんなで山の上に行って、草で作ったテントで

２週間ぐらい泊まって草刈りするという文化があったん

ですけれども、その中で子供たちを泊まらせて体験させ

たりというようなこともできている。

　だから、端緒は学校教育からだったんだけれども、

今は地域教育というか、教育という言い方がいいのか

悪いのか分からないんだけれども、地域の文化や歴史

や、その成り立ちや技術や意識や知識というものです

ね、子供たちに引き継いでいくと同時に、家族やその関

わる人たちにも広がっていくというものがいいですね。

少しずつ何か所かに広がっていく。そこのほうが私は

大事になってくるかなと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ＳＤＧｓの地域版とい

うか、そういうこと……

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。そんな感じに

なるのがいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　先ほど石島さんから

も、最後のスライドでＳＤＧｓという言葉があったんです

けれども、観光コンテンツそのものとしてのＳＤＧｓとか、

そういう学習のニーズというのはあるんですかね。ＳＤ

Ｇｓを学ぼうとか、そういう草原の自然、先ほどでの説明

だと、観光での収入が草原の保全に行くということだっ

たんですけれども、阿蘇ではボランティアの人は年間

2,000人以上来るし、実はうちのほうも木を切ったりと

か草刈りの体験を教育ツアーとして、一応プログラムと

いうのはあるんですけれども、そういうのは、こちらのほ

うではそういうニーズみたいなものというのはあるもん

ですか。

導入することで、野焼きを再開したり、そういう、向こうで

は恒久防火帯という言い方をするんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　恒久、ああずっと使

えるもの。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうです、ずっと使える防火

帯。道路さえあれば何とかなる。そういうものに対しても

県の事業として、導入するところにはそういう必要な経

費を出すというふうなこともでてきています。

　やっぱり今の方向性としては、恒久防火帯ですね。

　もう一つは、以前、草を刈っていて、もう裸になるよう

な状態がありました。阿蘇も秋吉台も全くそういう状態

ですね。その頃はですね、こんなに広く防火帯を切らな

くても安全だったんですよ。草がもう持ち出されている

から、火をつけてもそんなに大きくならない。今は雄大

でもう映像に入るとものすごくいいように見えるかもし

れないけれども、まさに危険な状態にあるわけですね。

25メートルぐらいまで炎が上がったりします。そんなに

危ないんじゃ、もう野焼きができないという話があった

んですが、最近、カヤ刈りとして、冬場の枯れた草をい

ろいろな方が刈っているんですよ。牧野さんにもお願い

をして、そこに入らせていただいて、たくさん刈るように。

牧野さんがそれで一番喜んだのは、野焼きが楽にな

るって。もともとあの草原の価値があって、それを維持し

ようとすることも重要ではあるんですけれども、実は、そ

れを維持するためには草をうまく利用することがそれに

もまた役に立っている。もちろんお金という点もあるかも

しれないし、材として文化財の保全に役立ったりするこ

ともあるかもしれないけれども、利用することで、実は管

理の省略化や安全性にも物すごく貢献できているとい

う、そういう仕組みづくりをみんなで共有していって、

やっぱり何か草を利用する算段と創意工夫によってひ

とつひとつやっていかれたらいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　そもそも利用してい

たから草原なのであってというところに立ち返るという

ことですね。

　ちょっと会場からの草の利用についての質問、多分、

山田さんにお答えいただいたらいいと思うんですけれ

ども、１つはミカン畑に草を使っていたときは何月ぐら

いに使っていたんですかということなんですけれども、

刈る時期というのは、決まった時期に刈っていたんで

すか。

○パネリスト（山田賢一）　刈る時期は、10月から11

月、要するにこれから秋口にかけて、もうカヤが緑がな

くなってきて、要するにそれのほうがもちがいいもんで、

青い草を刈ってやるよりも。だから、皆さん大体、草が枯

れ始めた頃から、10月から11月頃から。それで、して、

少なくとも２月に山焼きをやるもんで、山焼きのときまで

には、刈った草は持ち出してくださいよというようなこと

でやっておりました。

　だから、そうですね、大体今から、10月から11月頃

が一番多いと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　それと、かやぶき屋

根には使っていたんですか。

○パネリスト（山田賢一）　僕の記憶というか、前は

使っていたという話も聞きますけれども、実際、私は見

ていないもんで、何とも言えません。使っていたと思い

ますよ。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。使って

いたとしても、大分昔、古い時期ということですね。なる

ほど。ありがとうございます。

　ちょっと別のユーチューブのほうからの質問、すごい

いっぱい来ています。何か皆さんやっぱり、これはです

ね、シャトルバスのほうなんで、石島さんにお伺いした

いんですけれども、シャトルバスをやめたのに料金を

取っているのはどこで取っているんですか、どういうふ

うに徴収している、徴収方法を教えてくれませんかと書

いているんですけれども、それは何かゲートを設けたり

とか、そういうことですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。下の103台置け

る駐車場の入り口のところに受付がございまして、そこ

で一応、感染症対策でいろいろアルコールをやったり

とか、そういうときに払っていただいてパンフレットを渡

しています。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。コロナ対

策も一緒にできるしということですね。

○パネリスト（石島専吉）　はい。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　そのやり方というのは、割と最初の頃からそういう形

でやっていたんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。その期間だけな

んですけれども、ですから、１日過ぎれば無料で入れ

ちゃうんですね。ですから、最初は私も何でお金取るん

だよってものすごい言われているようなお客が多かっ

たんだけれども、やっぱり最初はそういうふうに、高橋

さんが言っていたように、入山料って何で取るのってい

うのを、無料のイベントというのはよくないという前任の

観光協会長から言われていて、そちらの前任の観光協

会長がそういうふうにして、私たちもそれを引き継いで

います。それを財産区のほうにも使用料として払えると

いう形になっております。

○コーディネーター（白川勝信）　町長、何か。

○パネリスト（太田長八）　入山料に関しては、やっぱ

秋って紅葉するところあるのかいって言われて、昔はも

う強気でしたから、もう団体客ばんばん入ってくるから、

じゃ結構ですよ、もうどこかの箱根とか北関東とか東北

で見てくださいと、紅葉は。伊豆はちょっとないんで結構

ですみたいな感じだったんですけれども、今は反対で

すから。紅葉する木はないんですけれども、やっぱりそ

ういうススキで秋を楽しんでほしいというのが１つです。

　あともう一つだけ、去年のススキのイベントで7,200

人来たわけですけれども、そのうちの350人にアン

ケートを取ったんですね。さっきの話とちょっとつなが

るかもしれないんですけれども、イベントの売りで何が

一番よかったですかというのは、やっぱり「絶景」でした。

これ断トツで絶景。それで、参加したい新企画、これは

多かったのが「１日限りの星降るキャンプ場」、あと、

「大自然をそのままに」という方もありますし、あと、「野

外コンサート」。これは今年はできないんですけれども、

一昨年まではホルンの演奏会だとか、稲取高校の吹奏

楽部の演奏会を土日にやったりとかしておりましたの

で、そういうことです。あと、細野高原に必要な施策とい

うことで、「アクセス道路の拡充」とか「絶景ポイントの

紹介の充実」とか、そういうことを書かれている方が多

かったということですね。

　ですから、伊豆というのは本当に秋も楽しめるんだと

いうことを観光客の皆さんにも知ってほしいということ

でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

秋を楽しんでほしいという、観光客の方へのメッセージ。

　山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　管理していくのがどういう

ことかということを言われてもあれですけれども、私はよ

く親戚とか友達とかなんとか来たときに、細野高原を連

れていくと、必ず言われるのは、何だ伊豆は山が深いん

だな、よく言われます。大体皆さんは海岸だけ走って

帰ってきて、伊豆半島の中のほうへ入るのは、天城道路

ぐらいのところしかないと思いますけれども、各町には

深い山が、山が深いです。だから、そういうことを楽しみ

ながらいろいろ山を楽しんでいただければありがたい

なと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　すみません、ちょっとチャイムが鳴っちゃって、時間が

来ちゃったんですけれども、コンパクトに高橋さんと町

長にもコメントいただいて終わりたいと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原は非常に懐の深い資

源だと思います。それで、将来に向けて決して暗いこと

ばかりじゃなくて、多分21世紀の持続的社会を語る、こ

れほど人と自然との関わりの仕組みが何千年も続いて

いるというのは、すごい懐の深い地域資源なんだろうと

いう。ただ、それを私たちが気づいていないような、これ

は研究者にもしかりだと思うし、行政においても多分し

かりだと思いますけれども、そういう意味では、もう一度、

草や草原の魅力をみんなでいろいろ創意工夫しなが

ら考えていく。新しい社会への土植えも可能になってく

る、そういう明るい展望を持ってみんなでぜひ協力し

合って次の世代にちゃんと続いていくようにしたいなと

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　じゃ最後に町長、お願いします。

○パネリスト（太田長八）　これは本当、ユーチューブ

を見ている全ての方に、これはもう人と地域の問題じゃ

ありません。これは全国の問題でございますので、全国

の方々、草原に対して興味を持っていただくことが私は

一番だと考えています。そういう中でこの草原、将来に

わたって保全なんかもね、やっぱり市町村の自治体で

連携してより多くの自治体に入ってもらった中で、草原

をいかに守っていくか、これをまたやっていきたいと思

います。そういう中ではまたユーチューブを見ている方、

その辺また支援と協力を賜ると大変ありがたいと思い

ますんで、よろしくお願いします。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　最後に非常に力強い、全国の方々、それから全国の

自治体に向けて草原共有を持ってまた加わっていただ

きたいというメッセージをいただきました。

　ちょっと僕の進行が不手際で12時を過ぎてしまいま

したが、これでパネルディスカッションを終わりたいと

思います。

　もう一度、４人のパネリストの方に感謝して拍手をい

ただけたらと思います。（拍手）

　どうもありがとうございました。

　じゃ、配信のほうもこれで終わらせていただきます。ど

うもありがとうございました。

○司会　皆さん、どうもありがとうございました。

　午後ですが、１時から東伊豆、阿蘇、蒜山の３会場で

分科会を開催いたします。午後１時になりましたら、そ

れぞれの会場で分科会を開始してください。よろしくお

願いいたします。

　その後の全体会のウェブ配信については、午後３時

20分からを予定しておりますので、午後も引き続きよろ

しくお願いいたします。

　午前の部につきましては、以上で終了となります。あり

がとうございました。

○パネリスト（石島専吉）　細野高原はまだそういう形

にはなっていないんですけれども、いろいろ摘果のミカ

ンの収穫を手伝うとか、いろいろそういうカーネーショ

ンの花を、そのまま結局時期が過ぎちゃって、全部それ

を捨てちゃうわけですね。そういうのを何か手伝う体験

だとか、そういうことは、農業体験のほうなんですけれ

ども、そういうのは少しずつプログラムに入れているん

です。まだ参加者は少ないんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　そうなんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そういうのは年間を通して

いろいろちょこちょこやっています。

○コーディネーター（白川勝信）　じゃ何か、これだけ

宿泊施設もあり、こういう海と山とっていう、すごく近いと

ころにあるという環境だったら、本当に、うちは体験教

育とかをすごく受け入れているので、何かメニューが

つっこんでいきそうだなと感じました。すみません、

ちょっと僕の興味のほうでちょっと質問をかぶせてし

まったんですが。

　もう一方、これも教育のことなんですけれども、次世代

に伝えていくために教育現場でできること、望むことは

どういうことがありますか。町長のほうから遠足の記憶

がっていう、高橋さんもそうだったんですけれども、遠足

以外でということということですが、教育現場でどういう

ことができるでしょうかね。どなたでもお答えください、

せっかくですから。どなたかありますか。

○パネリスト（太田長八）　まず、自分から言ったのは、

まず細野高原に対しての愛着ね。　子供のときから。そ

れがなければ、細野高原の保全はもう無理だと考えて

おります。そういう中で、まず町民が行った中で、細野高

原のよさが分かった中で、そしてやっていけば続ける方

向で、地域効果やったんです。それによってよさが分

かって、そうすれば、先生が言ったように子供が行けば、

必ず父兄が行きます。そういう中で全体的にやっていき

たい。それとやっぱり子供たちも自分で働いたお金で

いろんなことができる。そういうことができれば、子供た

ちの教育になると考えております。

　そういう長期的に考える中で、やっぱり子供が細野

高原に興味を持たせなければ、自分は細野高原の保

全は絶対無理だと考えておりますので、そういう中で、

そこが一つのいい機会じゃないかというようなことです。

　教育的効果、高橋先生がおっしゃったテントを作っ

てそこに滞在する、そこでキャンプするとかね、やっぱ

りそういうのがあると、教育的な体験になるんじゃない

かと考えています。

　何しろ小さい子が草原に対して興味をいかに持たせ

るか。それだけは私はいろいろと考えております。やっ

ぱり何事も一から小さい時からやっていくというふうに

ありますので、そこからの教育が私は一番大事じゃな

いかと考えておりますので、そういうふうに言わせてい

ただきました。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　ほかにありますか。

　ちょっとそろそろ時間が来ているんですが、いろんな

方の質問、本当にありがとうございます。

　もう１個だけ、僕に質問、これは物的なことなんで、カ

ヤが高いという話が出て、850円で売るのは高いん

じゃないかという……

○会場より　（「いや、違う、どうしたら高くできるかとい

うことを聞きたかった」と呼ぶ者あり）

○コーディネーター（白川勝信）　それはなぜですかと

いうことなんですが、これは、中間業者に販売している

んじゃなくて、カヤの施主さんに直接販売しているので、

一旦集めると安くなりますけれども、カヤぶき職人さんと

かカヤの施主さんとしっかりネットワークをつくるのが

高い価格で販売している一つかなと思います。価格に

ついてはカヤぶき職人さんに相談して決めた価格です

ね。すみません、以上です。

　いろいろお聞きしたんですが、ちょっと最後に皆さん

から一言ずつ、草原に関わる人への誰かを想定して、

子供でもいいですし、観光客の人でもいいですし、また、

ユーチューブで見ていらっしゃる方でもいいですけれ

ども、一言ずつメッセージをいただけたらと思います。

石島さんから、今度は反対にお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　４人目だと思って安心して

いたんですが、私は観光ということからちょっとお話を

させていただければ、何で秋のススキなんだという感じ

なんですよね。これはもう10年ぐらい前から団体の宴

会型のお客さんが激減しています。今まではもう団体で

バスで来て、もう20人、30人で宴会して、朝ばっと８時

頃帰っちゃうんですよね、もう朝食を食べて。ですから、

観光する場所なんていうのは全く必要なかったんです。

秋以外の春には河津桜もこうやってやっておりますし、

夏はやはり海水浴とか、そういうリゾートという感じが

ありますのでよかったんですけれども、それなもんで、秋

が全然オフシーズンになっちゃんたですね、一時期。そ

れで、やっぱり観光協会のほうも、せっかくああいう高

原のいい場所があるんだから、ススキのイベントをや

らせてくださいということで、財産区に頼んで町と協力

してやったような状況がございますので、そのような形

で、やはり春夏秋と楽しめる、そういうコンテンツが欲し

かったということがまず１つですね。

　ですから、秋によくお客さんに言われたのは、伊豆の
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　次をお願いします。

　細野高原を利用した東伊豆町観光協会の取組とい

うことで、私たちにとっての細野高原とは～観光の観点

から～ということで、東伊豆町、ひいては伊豆を代表す

る資源であるというふうに思っております。ですけれども、

いまだ資源であり、目的となる場所ではない、こちらは

財産区長もいるのに失礼なんですけれども、そういう状

況が続いております。

　ですから、また下を見ると、私たちが考える魅力とい

うことで、圧倒的なスケール、これは町長もドーム26個

分、箱根の仙石原が知名度が高いんですけれども、そこ

の７倍になります。ですから、もっともっと本当は来てほ

しいという状況にございます。

　絶景ということで、草原の先には太平洋、そして伊豆

大島がぽっこり浮かんでいるように見えます。そして、伊

豆諸島も見えて、後ろには、私も中学のときに遠足で天

城連山、万二郎、万三郎の遠足というのを８時間かけて

行きまして、それは本当にもうつらくて、忘れられない思

い出となりました。

　そういう状況の中で、三筋山山頂というのが標高

821メートルございます。

　次をお願いします。

　その取組の２番になりますが、先ほども財産区長が

おっしゃったように、春の山菜狩りというのは財産区が

中心になって行われておりまして、私たち観光協会とし

ては、パンフレットとかチラシを作って協力して、そして

少し受付を手伝うという形になっておりますが、秋のス

スキのイベントに関しましては、東伊豆町観光協会が

主催で行っております。ここで、細野高原でしか味わえ

ない景色・体験を売りにしたイベントを企画・運営して

いるということで、こちらの詳細は次ページをお願いし

ます。

　ここで表が出てきたんですけれども、ちょうど白川先

生がいらっしゃった13年前ということで、その後からこ

の細野高原のススキイベントが始まりました。ちょうど平

成23年度から始まりまして、2011年かな。それで、今回

の秋、これから10月８日から予定しておりますが、これ

が第11回になります。ですから、10年ぐらいやってきて

いるんですが、私のイメージとしては、もっと20年以上

やっているような気がしているんですけれども、こんなも

のなんですね、まだ11回目ということで。

　これさっき高橋先生もおっしゃっていたんですが、入

山料を取るようになったのが第３回から。第３回の平成

25年度から500円取るようにしました。そして、第５回

の27年度から600円に上げました。来たお客さんは何

か、何でこんなところでお金取るのよなんていう人も多

いんですけれども、一応そういう保全のために使わせて

いただきますと言うと、やっぱりちゃんと払っていただ

けます。

　それで、第10回、昨年の第10回にはシャトルバスを

やめたんですね。第一駐車場から、400メートルのとこ

ろから山頂の手前の駐車場までのシャトルバスを回し

ていたんですが、それをやめて、それがコロナでやっぱ

りバスの中が密になるということで、町の指導も受けま

したので、それをやめて、昨年からは300円にしました、

シャトルバスなしで。中に入山していただいた後は、自

分たちで頂上に行く方も、さっき言ったように２時間か

けて行く方もいますし、その辺を散策して帰る方もい

らっしゃるということで、そういう形にしておりますので、

今年の予定も一応300円で、シャトルバスなしというこ

とで行おうと思っています。

　このシャトルバスの運営だけで、この期間中、毎年大

体300万ぐらいかかっているんですね。ですから、それ

をやらないことによって、足の不自由な方とかご高齢の

方とか、山頂まで行けなくて残念だったという話もあっ

たんですけれども、意外とこの表を見ていただくように

人数は増えているんですね、去年より。ですから、その辺

で、今年ももう一回そういう形で挑戦しようということで

今考えております。

　その下の資料２は、これはもう財産区の方々がやら

れている山菜狩りの人数でございますので、細かく書い

てありますけれども、大体このぐらいの人数で、大体25

年ぐらい前からこの山菜狩りはやっておるということを

聞いております。

　その次で、細野高原を利用した東伊豆の観光協会の

取組の３でございますね。

　私たちの課題としては、目的となる場所へのブラン

ディグや宣伝、イベントに依存しない観光地としての整

備、特にソフト面、サービス面の企画ということで、やは

りどうしても今までは花火大会などのイベントで、一過

性なんですけれども、その日にがっと集めて、もうお金

をぱっと使って集客するという形だったんですけれども、

常に東伊豆というのは海があって、高原があるというこ

とをもっと売っていきたいということで考えております。

　この二、三年、コロナもそうなんですけれども、この二、

三年、夏がすごい猛暑なんですね。ですから、海水浴に

は暑くて行かないというお客さんが夏は増えてきており

ます。私も海の近くに旅館がありますので、夏になれば

必ずお客さんが来て、海水浴に行くというふうに思って

いたんですけれども、一昨年ぐらいのときというのは、暑

いから行きませんという、海水浴に行ったお客さん、本

当に数件だったですね。目の前は海なんですよ。ちゃ

○司会　それでは、ただいまよりパネルディスカッショ

ンを開催いたします。

　コーディネーターは基調講演に引き続き白川先生に

お願いをいたします。

それぞれのパネリストの方を私のほうからご紹介をさ

せていただきます。

　まず初めに、太田長八東伊豆町長。

○パネリスト（太田長八）　太田です。よろしくお願いし

ます。

○司会　続きまして、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋佳孝様。

○パネリスト（高橋佳孝）　高橋です。よろしくお願いし

ます。

○司会　稲取地区特別財産運営委員会委員長の山田

賢一様。

○パネリスト（山田賢一）　山田です。よろしくお願いし

ます

○司会　東伊豆町観光協会会長の石島専吉様。

○パネリスト（石島専吉）　石島です。よろしくお願いし

ます。

○司会　それでは、白川先生、よろしくお願いいたします。

○コーディネーター（白川勝信）　また白川です。よろ

しくお願いします。

　ここからはパネルディスカッションということで、先ほ

どは僕のほうから一方的にたくさんお話をさせていた

だいたんですが、今日は４人の方に来ていただいてい

るので、僕はここからは進行役で、４人の方それぞれの

話を聞いていきたいと思います。皆さんそれぞれに各

分野で活躍されている人ばかりが集まっていますし、

お一人お一人の話もじっくり聞きたいんですが、多分

ここでお互いに話していただくと、面白いものが何か

生まれていくんだろうなと思って楽しみにしています。

　それでは、最初に少しお一人ずつ、８分くらいかな

とお伝えしていたんですが、自己紹介とか活動とかを

教えていただければいいと思います。特に肩書のほう

なんですけれども、ここの細野高原の場合、東伊豆町

との関わりとか、そういうことも含めてよろしくお願いし

ます。

○パネリスト（太田長八）　そうですね、先ほど挨拶し

た町長の太田と言います。

　ちょっと私のほうから町をちょっと紹介させていただ

きたいと思います。

　まず、面積とかそういう人口、先ほど白川先生からご

紹介いただきました。場所っていうのはね、静岡県の伊

豆半島の東海岸に位置しております。そして、伊東市、

下田市、この中間でございまして、東京からは本当に２

時間ほどで来られますので、このコロナが収まりました

らば、ぜひとも皆さん方、この東伊豆町においでいただ

きまして、このすばらしい細野高原を見ていただけたら

大変ありがたいと思います。

　まず、私たちの町、全国的には珍しいんですけれども、

６温泉郷から成り立っております。東京方面の大川地

区、そして北川地区、熱川地区、片瀬地区、白田地区、こ

れらが熱川地区と言います。熱川地区は一応５地区あ

ります。そして稲取地区。全部で６温泉郷。稲取地区に

おきましては、４つの地区、東区、田町区、西区、入谷区

が存在しています。細野高原の保全に関しましては、こ

の稲取地区に細野高原がありますので、この稲取地区

の４区の皆さん方にこの保全につきましてやっていた

だいております。この場にいますので、本当４区に厚く

御礼申し上げたいと思います。

　この町は気候も温暖で過ごしやすいです。この海と

山に囲まれました、この豊かな自然、今回は皆さん方に

東伊豆町に来ていただきまして、細野高原、そしていろ

　私と草原の関わりもということなんですが、私は福岡

県の小倉市というところの出身です。当時、山々に行くと、

植林地の防火帯として草原がいくつかあった。あれ面

白いなと思って、むしろ焼けて大変だろうと思うんです

けれども、そこを２年に１回ぐらい、ずっと帯状に何キ

ロも草原があって、そこが私の遊び場だったんですね。

そういう原体験もあったり、あるいは南のほうで平尾台

という有名なカルスト台地。秋吉台と同じように山焼き

をやっている。やっぱり遠足に行ったり、遊びに行った

り。その原体験の下に草原に関わってきたわけですけ

れども、一番のきっかけは、実は私の高校は修学旅行

のない高校でして、いわゆる受験ばかりという、面白く

ない、非常に面白くない高校だったんですけれども。

ちょうど大阪万博の年、私が高校２年のとき、そのとき

だけ万博に修学旅行に行こうやという話が出て、その

ときに山陰地方を何泊かして大阪までバスで移動した

んですね。そのとき２日目に泊まった三瓶山という山が

とてもきれいな草原があって、牛や馬が放牧されている。

これは都会育ちの私にとってはすごい感激して、それ

をきっかけに畜産の道に興味を持ち、大学は農学部を

選んだという経緯があるわけです。

　そうこうしているうち、いろんな方と出会うことがあっ

て、今回13回目を迎える全国草原サミットの第１回目

から担当させていただいているんですよね。そういう関

係もあって、サミットのお手伝いをするような全国草原

再生ネットワークというのを立ち上げたと。

　それと時期を同じくして、さっき最初に白川さんが紹

介していただいた草原研究会、日本草原研究グループ

というのも立ち上げていただき、そのときに白川さんと

あと二、三人の方で相談して、とにかく毎月１回、どこか

草原を調査して、そこでディスカッションして回ってみよ

うや、あるいは調査の手伝いをしようやと。そうやって

中国地方を中心にいろんな草原を若い研究者を募っ

て現場のフィールドを歩きながらぐるぐるぐるぐる回って

いたという、そういうこともいろいろ重ねるうちに、今は

阿蘇に携わって、草原再生協議会、阿蘇は約２万２,000

ヘクタールの牧野があって、山焼きをやっているのが

１万6,000ヘクタールあります。その利用形態、極めて

多様でして、土地所有も多様なんですけれども、利用面

も畜産で利用されたり、カヤに利用されたり、あるいは

草刈りをして堆肥として利用されたりとやっているんで

すが、大きな観光資源にもなっていて、阿蘇の。そういう

意味では東伊豆とも共通したものがあるかもしれませ

んけれども。阿蘇においても、すごく担い手の問題とい

うのも深刻で、これをどうするかということで、年間約

2,300人のボラティアが山焼きや牧野体験に参加して

いるという仕組みづくりもちょっとやっているところです。

　前回、この東伊豆でシンポジウムがあったときに、大

きくそうですね、利用の面では観光利用、あるいはパラ

グライダーの利用というのが当時あって、新しい利用形

態どうするかという模索もさせていただいた。それから、

当時からやはり山焼きの担い手の問題というのはかな

り深刻で、東伊豆町のほうでもボランティア等の関わり

をどうやって考えていくかというようなことも論議したよ

うな記憶があります。

　それから、さっきもお話があったように、教育とか普

及の面で、子供たちをどうやって、昔は遠足で当たり前

に行っていたし、地元の人たちの草原についての実感

もあったし、誇りも多分あった。今はいろんな文化が増

えているし、全体的にも様 と々いうことで、いろんな問題

を抱えているんだというような、そういう記憶をしており

ます。この13年間でどういうふうに変わってきたのかな

というのも今日いろいろお聞きしながら、課題の共有を

できたら、いろいろ協力ができることがあろうかと思い

ますけれども。

　１つ、稲取高原で面白いなと思ったのは、何年か前

からやっている入山料ですね。草原をただで利用する

人たちは、やっぱりちゃんとそれなりの対価を払って、

ボランタリーでいいから払ってくださいという、そういう

ふうに位置づけている。これはこれからの一つの観光

行政の自然を守る形の一つの選択肢として、効果的で

はあるけれども、画期的な出来事だったのかなという

印象を持っております。

　以上です。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　高橋さんは、僕はよくよく知っているんですけれども、

会場の方も知らない方も、それから、インターネットでご

覧になっている方も、知らない方もおられると思うんで

す。先ほどあったように、日本の草原を本当にいろいろ

なところを見ている方です。草原に入って遭難したこと

もあるんでしたよね、たしか。そういう方ですが、町長か

いろな観光地を見ていただければ、町としては本当に

よかったんですけれども、このコロナ禍では本当大変、

自分自身はもう大変残念に感じております。

　そういう中で、町の基幹産業は観光でありまして、以

前は100万人以上の方が当町に来ておりましたけれど

も、今は本当、コロナ禍においてですけれども、減少し

ちゃいまして、今、去年で40万ぐらいですかね。早くこ

のコロナ禍が収まって、何とか経済を活性化していき

たいと思います。

　そういう観光以外には、やっぱりこの海、さっき言っ

たようにゼロメートルから1,400メートル、本当、傾斜

がこういうふうにありますので、本当、海と山、これを全

て満喫できますので、大変すばらしいロケーションでご

ざいます。

　そういう中で、農業、教育も盛んであります。まず、漁

業におきましたはキンメダイ、こちらはもう地域ブラン

ドになりまして、味はもう日本一でございますので、ぜひ

とも皆さん方も稲取のキンメダイ、これを味わっていた

だきたいと思います。さらに伊勢海老も取れますし、結

構豊富でございます。

　さらに農業、これにおきましても、カーネーション、こ

れはもう私も全国で一番ではないかと思います。基本

的には農林水産大臣賞、これはもう過去３回も受賞し

ておりますので、この辺はもう自信を持って、また皆さん

に進めていますし、さらにミカン、かんきつ類には

ニューサマーオレンジがあります。やはりこれも香りも

大変良く、これも東伊豆町の名産でございます。これま

た季節がありますので、町が自慢できるものがあります

ので、四季を通じて、この東伊豆町、楽しめますので、よ

ろしくお願いします。さらにスポーツにおきましてもダイ

ビングとかゴルフ、そしてパラグライダー。このパラグラ

イダー、今言った細野高原でできますので、ぜひとも海・

山・空のスポーツ、年間を通じて楽しめる、本当に四季

を通じて東伊豆町、大変すばらしいところでございます

ので、ぜひともまたご来町願いたいと思います。

　このようなことが東伊豆町ではまちづくりの目標、こ

れを満点の海・山・空は東伊豆と掲げております。この

細野高原につきましても、このまちづくりの目標の一つ

でありますので、このパネルディスカッションにおきまし

て貴重なご意見をいただければ大変ありがたいと感じ

ております。そういう中で、このあと稲取財産区の山田

委員長から保全、さらには観光協会長のほうから、この

利活用につきまして説明があると思いますので、よろし

くお願いいたします。

　私は細野高原の思い出というのは、やっぱり遠足で

ございます。当時小学生のとき、必ず遠足で細野高原に

行きました。そのときはやっぱり全学年で行きましたの

で、６年生が１年生の手を引いて行った思い出があり

ます。そういう意味でもすばらしいなと。まだ子供でした

から、草原はすばらしいなというだけで、それがですね、

やっぱり先代とその山焼きなどの苦労によってこの山

が守られていることを感じましたので、自分としてはこ

の子供たちが細野高原に子供たちが行く機会がないも

のですから、子供たちに細野高原のすばらしさを知っ

てもらった中で、さっき言った芸北の取組、これもまた

後 で 聞 き た い と 思 い ま す 。

　そういう中で、やっぱり私は遠足といった中で、今度、

富永さんとか言っていた、鹿、猪　が増えた中で、

ちょっとダニの問題が出てきました。しかし、ススキのイ

ベントをやっている中で、それに対しては十分対応して

おります。ある程度、受付において案内をして対応して

おりますので。細野高原は安全ですばらしいところです

から、よろしくお願いいたしたいと。

　私の考えはそういうことでございますもんで、またよ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　今のお話の中にもいろいろと何か視点があるんだと

思いました。

　ちょっと１つだけ、町長は地元出身なんですよね、ど

の地区。

○パネリスト（太田長八）　僕は、今は結婚して熱川地

区に住んでいますけれども、幼少期は、小さいときは稲

取地区でございまして、稲取小学校に入りまして、やっ

ぱり春と秋になると何しろその遠足が楽しみで、細野高

原に対する思い出、それが大変強いです。

○コーディネーター（白川勝信）　もう本当に地元なん

ですね。ありがとうございます。

　次に、高橋佳孝さん、自己紹介と、ご自身と草原の関

わりとか、高橋佳孝さんは東伊豆町の方ではないです

が、今日は全国草原再生ネットワークの代表理事とい

うことで参加いただいていますんで、自己紹介からお

願いします。

○パネリスト（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは。高橋

でございます。

　今、白川さんから紹介いただいたように、私は外者、

よそ者で、細野高原とそんなに深い関わりがほとんどな

いのにここに登壇していいんだろうかというね。今日そ

こにいらっしゃる内山さんはまさに稲取のご出身で、草

原に関する研究をされていると、まさにここは内山さん

がいなきゃいけない場所だと思うんです。いろいろと理

由があって、ここに出させてもらっています。

在ではあまり生活に必要と思われていないもので、い

ろんな考え方もあるでしょうけれども、自然を守るという

哲学とか概念だけでは、どうしてもこれから守っていく

のは非常に難しくなるんじゃないかなというのが私の

考えです。だから、保全していくにはどうしたらいいかと

いうと、これから地域や町にどうしても必要な場所に、

この細野高原を認知してもらうことが、認知していくこと

が重要なことじゃないかなと思います。

　その中で、先ほど白川さんのお話の中で、非常に参

考になりました。その一つとしては、あそこは水の水源

地としてもやっていますけれども、もっと水源地を広げ

て、そこにいろんな花木などを植えて、植林して、それを

観光に使ってもいいのかなと。もう一つは、先ほどから

出ている教育の場として、体験学習とか、いろんなそう

いう子供たちの教育の場にも使えたら。もう一つは、観

光資源として、自然利用のイベントとか、そういうものに

積極的に使っていただければと思います。

　財産区としても、そういうことが具体的になってきた

ら、積極的に協力して前へ進めていきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。

　今日はこの機会を利用して、皆さんのほうにも意見

を聞かせていただきまして、参考にしたいと思います。

ありがとうございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　本当に非常に大事な視点というか、たくさんありまし

たよね。植物を管理する人が絶滅危惧種だという話も、

本当にいろんなところでも起こっていることでしょうし、

ただ、管理する人がということが、発言が出ること自体

が、まだ何かよくって、地域によっては、その植物が大事

だということさえもひょっとしたらもう既に忘れられてい

るかもしれない。

　それから、もう一つのことが草原が必需品じゃなく

なったという指摘の中で、守ろうという概念だけじゃ駄

目で、具体的に何かやっていかないといけない。その

中でも、やっぱりイベントとか観光というのが強いところ

なんだから、そこを進めていきたいというお話だった

と思います。

　ありがとうございます。また後から少し詳しくお聞きし

たいと思います。

　その観光とかイベントとかを中心的に担っていらっ

しゃる石島さん、続けてお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　それでは、改めましてこん

にちは。東伊豆町観光協会の石島でございます。

　お手元に、パワーポイントのほうに10ページになる、

このジャンプしている、これは私じゃございませんけれ

ども、もっと若い人なんで、こんなジャンプすると足を痛

めちゃいますので。あと、今年の「澄んだ空気と絶景

を。」という、このポスターにもあります、これがチラシで

すね。あとそのもう一つ、稲取細野高原の冊子、これを

見ながら皆さんお聞きいただければと思います。よろし

くお願いいたします。

　それでは、まず、細野高原と東伊豆町観光協会の取

組についてということでお話しさせていただきたいと思

います。

　次のページで、自己紹介ということで、私、石島専吉

という名前なんですけれども、これは本当に私もずっと

嫌だったんですけれども、やっぱり最近やっと慣れてき

まして、これおじいさんの、祖父の名前をいきなりつけ

られました。子供の頃はすごく嫌で嫌でしようがなかっ

たんですけれども、やっとアラカンになってきて慣れて

きましたけれども、私の父の出身というのが栃木県でご

ざいました。こちらに熱川温泉のほうに修行に出されて、

そこで結婚して私が生まれたということで、今はその旅

館を私も継ぎまして、熱川温泉のほうで「ふたりの湯宿

湯花満開」というところで旅館もやっております。

　私は2018年の東伊豆町観光協会に就任しまして、

ただいま４年目で、２期目でございます。2020年、昨年、

東伊豆町産業団体連絡会の会長に就任させていただ

きまして、現在に至っております。

　この右側の写真は、毎年１回、三筋山まで歩いてい

ますというふうに書いてありますけれども、これは去年

の11月１日にちょうど第一駐車場の標高400メートル

からこの三筋山山頂の821メートルまで、往復で大体

7.5キロ、時間にして約２時間で歩きました。山頂では

妻のお弁当というか、おにぎりを食べて、この小さく前に

いるカップルも、ちゃんとお弁当を２つ持ってきて食べ

ていました。その２人の歩くのが速くて速くて、本当、追

いつくのが大変だったんですけれども、本当、軽装です

んなり歩き切っちゃいますね、若い人というのは。です

から、やっぱりそういうところも一つ面白いんじゃない

かなと思いました。

らも遠足の印象が大きかった、高橋さんは三瓶山の印

象が大きかった、やっぱり子供の頃の体験、大事なん

だなというのをお二人の今の自己紹介の中からも見て

いきますけれども、じゃ次に山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　皆さん、どうもおはようござ

います。

　私は、稲取地区特別財産区運営委員会の委員長を

やらせていただいています山田と申します。

　稲取地区の特別財産区というのは、稲取地区の区長

さんとか区の役員さんの皆さんで構成されており、細野

高原の管理や運営や、そういういろいろの事業を行っ

ております。

　財産区と言うとあれですけれども、昭和34年に、この

東伊豆町というのは城東村と稲取町が合併してできま

した。そのときに稲取地区には230町歩ほどの当時の

町有地があったわけです。その２分の１を今、稲取ゴル

フ場やバイオパークに借地しております。残った部分

はどうしようかということでいろいろ、細野高原を含め

てどうしようかということで話があって、平成３年に自治

法が改正されまして、稲取地区の４区に町から無償譲

渡され、そのときにいろいろ４区で話し合って、いろん

な分配の問題とか、いろいろ話合いが出ましたけれど

も、この際、大同団結して、４区で平等でこの細野高原

の責任を持って管理や運営をしていこうということで現

在に至っております。

　今、２分の１は、バイオパークとか稲取のゴルフ場と

かに貸してありますけれども、そのうち借地料の２分の

１は町に、２分の１を財産区の財源として使わせても

らっています。そのお金で細野高原の維持や管理、また

この各４区ありますので、各区にお金を分配して、各区

の運営をやっていただいております。

　財産区の細野高原の管理としては、防火線があり、そ

してその後、防火線焼き、その後の全体の山焼き、そし

てまた春の山菜狩りは、これは財産区としてやっており

ます。そしてまた、各４か所ばかり湿原がありますけれど

も、湿原の周りの草刈りをやっております。そして、草原

の中の道路が、結構道路がありますけれども、水とか雨

とかで結構痛むもんで、その道路の補修や管理を行っ

ております。

　防火線焼き、山焼き、これは１回につき120名ぐらい

の方に、区民に出ていただいております。この他の事業

も含めて、先ほど白川さんがお話になった800万、13

年前は800万ということで、現在は節約しまして500万

ぐらいのお金で管理と運営をしております。

　そのほか、観光協会の会長もおられますけれども、

観光協会の秋のススキがこれから始まるわけですけれ

ども、ススキ狩りにも協力したりしております。また、各種

団体で、先ほど言ったパラグライダーとかラジコンの会

とかいうように、各種団体にも利用してもらうように貸

出しをしています。

　この頃ですけれども、この前もありましたが、映画や

コマーシャルの撮影等に利用したいという希望がたく

さん多くなってきまして、それにも貸出しをして、一部の

収入にさせていただいております。

　今後の問題としては、防火線刈りもそうですけれども、

焼き、山焼きこの作業員の高齢化というのが先ほど高

橋先生の中にも、当時13年前にもあったと言いますけ

れども、現在はもっと深刻で、私は昭和24年生まれで

すけれども、大体中心になっているのは昭和20年代、

30年代生まれの方が山焼きとか防火線焼きとかの中

心になっていますので、非常に高齢化が進んでいます。

それとまた産業構造の変化で、昔は、前にも言ったよう

に農家の人が中心とかそういうことが主だったんです

けれども、今は農業から観光やいろんなお勤めの方が

増えて、当日の人員確保をするのに非常に苦労してお

ります。

　またもう一つ、一番これも大きなことかもしれません。

先ほど町長のほうからもありました、原野や山に対する

関心が非常に低くなっておりまして、そういうことも含め

て原野を守っていくというのは非常に難しくなっている

のが現実です。

　また、私はよく冗談で言いますけれども、この細野に

は多くの絶滅危惧種があり、このことを、この絶滅危惧

種を守っていくのが本当に大事なことだと思うし、また

それが我々の仕事だと思いますけれども、植物はあるん

ですけれども、その管理をしていく人のほうが絶滅危惧

種の状態になっているというのが現実な問題です。昔

は、原野は農家の資源や、要するに農家の堆肥とか何

とかという資源や生活も今までのような茅葺きの生活

の資材として必要な場所でありました。そのためにみん

な非常に協力的で、いろんなことを一生懸命管理して

いただきましたけれども、正直いって時代の流れで、現

んと海はやっているのに、そういう状況です。

　ですから、私の娘なんかも夏の旅行で昼神温泉の星

を見にいったとか、やっぱりそういう高原を求めるお客

さんが多くて、夏を涼しく過ごしたいというのもあるのか

もしれません。ですから、もっとこう海だけではなくて、こ

の細野高原も売っていきたいということです。

　現在の取組なんですけれども、昨年からちょうど財産

区のほうも細野高原を考える会というのを立ち上げて

あるそうで、私たちも年間活用委員会というのを発足し

ました。これは春と秋のイベントだけじゃなく、年間で細

野高原を利活用する方向性として、ハイキングを掲げ

て整備や企画の立案を実施しています。このハイキング

というのを、やっぱりただ普通に歩いてくれというん

じゃつまらないと思いまして、ハイキングの聖地づくりに

取り組んでいるということで、今年の５月９日にはジオ

ガイドつき、そしてキッチンカーも山頂まで用意して、そ

のプレツアーを実施しました。これは25名参加で、女

性がすごく多かったんですけれども、それをやったりと

か、先週の９月19日にはインフルエンサーを呼んで、

招待してＰＲしていただいたり。今いろんな媒体に出す

とかというよりも、そういうもうやっぱりインフルエン

サーを呼んだほうがすごく効果があるんですね。これは

いろんな広告もそうなんですけれども。ですから、そうい

うことを常にやっておりました。

　あと、今年の10月17日にも、そのハイキングのガイ

ドツアーを今、インターネットのほうで参加を募集して

おりますので、またよろしくお願いしたいと思います。

　そんな形で、この右側にある写真も、これは夜の星空

観賞。これも二、三年前のＪＲのデスティネーションキャ

ンペーンのときに夜の星空観賞のツアーというのを５

月と９月かな、そういうふうにやったときもございまして、

そんなことになります。

　じゃ次の。

　活動とＳＤＧｓということで、ＳＤＧｓって何なのかなと

いうふうに私も思ったんですけれども、今やっているこ

とがそういう保全の一部を担っているんじゃないかと

いうことで、こんな表を作成しました。東伊豆町観光協

会としては、観光客、利用客から、先ほどの入山料を頂

いて、それを財産区のほうに一部、これ本当に少なくて、

微力で申し訳ないんですけれども、大体20万から30万

ぐらいですかね、毎回そんなぐらいで、一応頑張ってや

らせていただいております。

　最後のですね。

　本当に細野高原はこの町の宝でございます。細野高

原を生かしながらの利活用が観光業が主産業である

この東伊豆町にとってとても大事だと考えております。

来年度、先ほど町長もおっしゃっていたような６つの温

泉場が一つの東伊豆町観光協会に統合されるという、

一本化事業というのもございまして、観光協会が一つに

なります。これによって、ここだけの話ということでもな

いんですけれども、稲取の細野高原というよりも、東伊

豆町の細野高原というふうにしていきたいと私は思っ

ておりまして、みんなで、全町そろって細野高原をもっと

頑張って利活用を考えて生きたというふうに思っており

ます。

　最後の資料なんですけれども、これは年間のいろい

ろな、財産区と観光協会のいろんなイベントがここにあ

りますので、参考までご覧いただければと思います。

　本日はよろしくお願いします。

　以上でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　先ほど高橋さんから前回の話題になっていたという

話があった観光、それから担い手のうちの観光につい

て、随分詳しく教えていただきました。ありがとうございま

す。特に金額とかですね、人数とか見させていただいた

ら、やっぱりさすがだなと思うのは、まずきちんとこうい

う数字が出ている上に、コロナ禍でも大きくは減らずに、

むしろしっかりと継続が続いているというところが見え

ているというのがすごいなと思いました。

　高橋さん、さっき今日聞きたいなとおっしゃっていた

ことのうちの観光の話が今報告があったんですけれど

も、聞いてみてどうですか。阿蘇のほうでも観光というの

は大きな柱だとおっしゃっていたんですけれども、いろ

いろ、規模としては随分違うと思うんですけれども、比較

しながら何か感想を教えてもらえればと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　私、観光専門じゃないです

ので、何とも言いかねるんですけれども。阿蘇の場合は

地震の影響がかなりあってですね、それによって幹線

道路が寸断されたりということで大きなダメージを受け

たわけなんです。いまだもって、やはり草原の観光的な

評価というのはすごい高いですね。前もお話ししたこと

があるんです、来訪者に阿蘇の魅力を尋ねたときに一

番魅力に感じたのは、やっぱり広い草原で、多分この

国立公園に指定された頃は火山が一番人気でござい

ましたと思うんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　阿蘇の火山ですね。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。火口が見える

とか、活火山であるとか、雄大さとかあるとは思うんです

けれども、そういうふうにモータリゼーションの関係で

道路や交通機関がかなりこう発達してくると、広い草原

の魅力というのは観光客にすごく大きいんだろうなとい

感想とかもいただきたいと思います。

　もう一つ、すみません、ちょっと先ほど聞いたときに落

としちゃったんですけれども、今、４区の共有地みたい

になっているんですよね。それは何年でしたかね、何年

に話し合って、４区の共有にしようということになったん

でしたっけ。

○パネリスト（山田賢一）　合併自体は昭和34年に合

併したんですけれども、それをそれぞれ城東村が持って

いた土地、稲取町が持っていた土地、稲取町が持って

いた土地をどうするかということも議会の中でもいろい

ろお話しされて……、町長が発言します。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですね。いいで

すか、すみません。

○パネリスト（太田長八）　基本的には今言ったように

町村合併のときに稲取の地区のこの細野高原につい

て話し合いがありました。そのときは、やっぱり町が一

枚かんで、町と４区の共有の土地で、さっき言ったよう

に、ゴルフ場、そしてアニマルキングダム、動物園、これ

に関しては２分の１。今もその分配は変えませんけれど

も、使用に関しましては、私がなって多分すぐくらい、結

構４区からそういう要望があった中で、４区の所有だっ

たのが１０年くらい前かな。そのぐらいですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　10年前ぐらいですか。

○パネリスト（太田長八）　大体ね。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。

　だから、あれですよね。昭和の合併のときにそういう

話合いがまずあって、最近というか、10年前ぐらいにも

う一度、そこの所有を見直すというか、そういう流れが

あったわけですね。

○パネリスト（太田長八）　結構ね、４区のほうから、も

う前々から一応、４区の所有にしてくれといった中で、話

合いがあったんで、役場も巻き込んでそうなったと感じ

ております、あと４区の強い希望ですね。

○コーディネーター（白川勝信）　昭和33年頃といっ

たら、草の利用はどうだったんですかね。柑橘って割と

ずっと何ていうか、堅調な産業だったのかなと想像す

るんですけれども。

○パネリスト（山田賢一）　その合併する日が来てか

ら、しばらくの間は、今も町長の話の中にもありましたが、

ゴルフ場とかバイオパークも含めて、草刈り場、採草地

だったんです。そこを正直いって、今４区と言いますけ

れども、昔はほとんど一つの入谷区と言うんですけれ

ども、そこが全員ほとんど出て、それで全部で言う200

何十町歩を自分ちで管理しておりました、合併した頃、

前後ですね。そういうことでやっていまして、ここの入

谷区というところの人はほとんど全戸出て管理をして、

防火線から山焼きからやっていました。山焼きなんか

は、ひどいこと、今じゃ考えられませんけれども、朝振

れというのがありまして、朝６時頃、班長さんが今日は

山焼きやるから出て来いと言って、それは有無もなく出

なきゃならないような状況でやっていました。今日の

仕事があるとか予定なんていうのは、それはもう無視

されて、そういうことで皆さんで、入谷の皆さんが管理

してきたものです。

○コーディネーター（白川勝信）　その頃の人の意識と

随分今と違うんでしょうね。何かその地域の行事という

か、もうやることが決まっている。もう年中行事みたいな。

○パネリスト（山田賢一）　だから、先ほど言ったよう

に、あまり利用しなくなった、農家でも使っていた人が

あまり利用しなくなったというのがやっぱり一番大きな、

大きな関心がなくなってきたということじゃないかと私

は思います。今でもよく共同で山焼きの管理をしていた

だいていますけれども、この役員以外の方の中には、

何で俺んちが山の管理をしなきゃならないんだ。海岸

線のそれこそ近くとか、町の中の人には、そう言われる

ことも多々あります。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。そういう意

味では、あれですよね。前回の、前回って、13年前のこ

とを言うのもあれなんですけれども、課題だった山の価

値を共有しないと担い手もまた続かないかもねというと

ころは、まだまだ今もちょっと課題としてあるのかもしれ

ないですね。ありがとうございます。

　そんな中で、さっきバイクの、モトクロスの人が増えて

きたという話があったんですけれども、ちょっと質問を

いただいていまして、バイクも問題があると思います。マ

ウンテンバイク、モトクロスの人の利用はどうですかと

いうことで、お聞きしたいことというのは、草原管理の立

場とか観光の立場からメリット、デメリットなんで、観光

の立場のほうからちょっと、石島さん、バイクとかモトク

ロスの人たちの観光の仕方というのはどうなんですか

ね。うちのほうを見てみると、ツーリングでやって来て、

ちょっと休憩して、また次のところにずっと行くような感

じで、何か通り抜ける形の、モトクロスじゃないので、

ツーリングバイクはうちのほうもよく来るんですけれども、

モトクロスというのは林道を走っている感じなんです

か、未整備の。どんな感じで。

○パネリスト（石島専吉）　私もそのあまり詳しくはな

いですけれども、財産委員長が言われたのは、駐車場、

その第一駐車場、第二駐車場ぐらいまで来て、山を見て、

いいところだねって言って休憩して帰るんだったらい

いんですけれどもね、その400メートル以上の上の、細

野高原の山頂近くの三筋山の近くまで林道がずっとあ

うのがあるんですが、阿蘇の場合は160ぐらいある、牧

野という言い方をするんですけれども、草原が160ぐら

いあるというふうに考えてください、細野高原みたいな

草原が。そういう世界の中で、観光についての新しい取

組というのは、阿蘇はまだ畜産が盛んなので、防疫、伝

染病が大きく広がることを一番恐れています。そのため

に牛がいるところに簡単に入れないような仕組みに

なっているんですが、牛がいないときだとか、あるいは

きちんと防疫、薬剤を散布したりあれしたりして、入る人

も人を制限して、ちゃんとガイドつきで入るという仕組み

をどんどん広げています。それで、さっきお話あったよう

にガイドで回った人は、そのうちの何人かを牧野組合

のほうに渡しているという、そういう形で、大きくバスで

歩いて、とにかくいっぱいで動くというような世界ではな

くて、そういった本当の草原のよさを学んで入っていっ

て、そこのいろいろ、さっきからお話があったように、自

然だとか文化だとか、野焼きというのがこれだけ大変な

作業で、こんなにきれいに守られているんですよという

ことも一緒に含めてですね、ガイドさんとの会話の中で

そういう会話をする。

　将来的には、多分、牧野を管理している人の若い人

がガイドになっていく、そんな仕組みづくりもこれから

やっていこうかなというふうに、こういうところです。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　山田さんのさっきのお話を聞くと、随分、観光の分野

と、すごくこう、どういえばいいんですかね、連携がよく取

れているなというふうに感じたんですよ。何か阿蘇のほ

うは、やっぱり牧野ということで、牛を放牧しているんで、

防疫ということで、しっかり消毒しないと、入ってもらっ

て病気を媒介したら困るとかっていうことがあったんで、

その辺では何か、あまり地域の方とかも観光客の人が

たくさん来ることには全然抵抗がないというか、むしろ

来てほしいというような感じなんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　観光客の方が来てほしい

というか、観光地ですから、そういうことは協力はして

いかなければならないと思いますけれども、いろんなこ

とのトラブル……、先ほどちょっと言ったけれども、今年

はね、非常にオートバイの方が細野高原に入ってきて、

物すごい大きな音で何十台って連なってくるもんで、そ

ういうことをこれから少し対策を考えなきゃならないか

ということは考えていますけれども、観光地である以上、

多少はね、イノシシとか鹿しか歩かない道よりも、やっ

ぱり人が歩いてくれたり、人がいることのほうが地元と

してはありがたいもんで、それはいろんな皆さんに注意

をしてもらいながら、多くの方に来てもらうということは、

それはいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　もう一つ、ちょっと山田さん、お尋ねしたいんですけ

れども、利用の中で、観光のイベントとか利用が結構ご

紹介いただいたんですが、何かほかの農業に草を利用

するとか、そういうことは今はどういう状況なんですか。

昔は、さっきあったというふうにおっしゃっていました

けれども。

○パネリスト（山田賢一）　昔はですね、もう今から、私

たちが若い頃は、あの全山がほとんどはげ山になるぐ

らい、皆さんあそこで草を刈って、そして堆肥にしたり、

畑の中へ引き込んだり、いろんな利用をしていました。

ほとんど、だから、水際の下ぐらいからずっと、ほとんど

草を刈り取ってしまいまして、見事なはげ山みたいに

なってしまっていました。昔はそれほどあったんですけ

れども、今は数人の方が草を刈って資源にしているぐら

いで、ほとんど草を刈る人は、非常に少なくなって、昔に

比べればもう激減というか、ちょっと、というのがこちら

の柑橘が主体だったんですけれども、その産業が非常

に衰退しちゃったもんで、そういう意味もあると思います。

○コーディネーター（白川勝信）　柑橘の畑の中に、ミ

カン畑の中に草を入れていたということですね。

○パネリスト（山田賢一）　はい、それがほとんど中心

でやっておりました。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。その数人

の方が今、すごく少ない数でやっているということで、あ

まりこう、使える草はたくさんあるけれども、草を使うこと

は随分減ってしまったということですかね。

○パネリスト（山田賢一）　そうだと思います。昔はそ

れこそ部落中というか、皆さんで、私が若い頃もそうで

すけれども、取りっこというかな、朝の４時頃から草を刈

りにいって、朝明るくなって、何だおまえらそこにいたの

かというぐらいみんなで草を刈っていましたけれども、

今はそういうことはほとんどないですね。草は幾らでも

ありますけれども、持っていく方は非常に少なくなってい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。資源はあ

るけれども、使えていないということですよね。何か

ちょっともったいないなというところなんです……、そう

だ、皆さんの手元に質問用紙というのが用意されてい

ると思います。話を聞きながら、アイデアとか意見があれ

ばぜひ書いていただければと。感想でもあれば。もし書

かれた方は、ちょっと手を挙げていただくと、役場の山

田さんが集めてくださるので、できればちょっと質問を

書いてください。何か僕の聞きたいことばかり聞くのも

もったいないので、ぜひぜひちょっと皆さんのご意見と

るわけですよ、狭い。そこをがんがん走っているらしい

んですよ。ですから、そこからまた転がり落ちちゃったり

とか、いろいろそういう事故にもつながっているみたい

なんで、今ちょっと苦慮されていて、入り口にちょっと

チェーンでもやって、それは取って行けることは行ける

んですけれども、もう少し意識をしっかり持たせたほう

が、何かね、よくないんじゃないかということもあって。そ

ういうことは山田さんからこの間言われて、そうだなと

いうふうに思いました。

○コーディネーター（白川勝信）　確かに事故があっ

たりすると。

○パネリスト（石島専吉）　そうですね。やっぱり私た

ちの考えるハイキングの聖地と、そういうバイクとかっ

ていうのは、ちょっとリンクしないんですね。ハイキング

で歩いているところをばんばんこう上っていっちゃうら

しいんですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

○パネリスト（石島専吉）　ですから、ちょっとその辺

は規制しないとまずいんじゃないかなというふうには

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　その辺を規制する

道、そこは市道なんですかね、町長。そうですか、市道

ですか。どういう形の規制が考えられますかね。

○パネリスト（太田長八）　基本的に町道が抜けてい

るんですよ。その町道に関して遊歩道が続いているの

で、そういう部分に関しましても私道なので、それはすぐ

にできると思いますので。町道に関しましては制限でき

ません。やっぱり一番心配するのがこの細野高原、住宅

地を通ってくるもんで、渋滞とか住民の理解がないと活

用できませんのでね、それなので今、細野高原付近の

住宅の理解を得られるようやっております。それこそ今

度はバイクなど、これ規制できませんもんでね、そういう

なかで細野高原の活用がちょっと中座するのが困るな

というのが現状でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　マウンテンバイクとかで来る人はいるんですか。うち

のほうはスキー場があるんで、スキー場の夏のシーズ

ンにマウンテンバイクでだっと下るとか、林道を下ると

か。自転車ですよね。自転車あまりないですか。

○パネリスト（山田賢一）　ないと思うよ。

○パネリスト（太田長八）　自分が把握したのは、熱川

地区はね、比較的林道があるもんで、熱川地区が結構

マウンテンバイクが来ているのは聞いていますけれども、

細野高原に関しては、ちょっとマウンテンバイク、普通の

オートバイが結構来るんじゃないかと、これは想像です。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ちょっとまた別の質問なんですけれども、そういう意

味で、これまであった自然イベント、自然利用で、何か

細野高原に合っているものというのは山菜狩りとかス

スキ狩り以外でどんなのが、どんなイベントがいいか

なという質問が来ているんですけれども、どういう方向

性が……

○パネリスト（太田長八）　正直いって星空やったん

ですよ。星空のほうも、自分はもう最高でした。やっぱり

行ったときに、もうライトも全て消して、虫の音だけ聞くよ

うな感じで、たまたま虫の声が聞こえて、本当にすばら

しいなと思ったんですよ。しかしながら、やっぱり寒さ、

これが寒いということで、２回やってちょっと断念したん

ですけれども。そうやった中で、星空のこと、これもある

程度やったら本当、都会の人も喜ぶんじゃないかと思

います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ほかに何かアイデアがありますか。山田さんとか石

島さんのほうは。どんなイベントがいいなというのが

あれば。

○パネリスト（山田賢一）　要するに今、私が考えてい

るというか、皆さんにも細野高原を考える会の中に

ちょっと提案させています。要するに細野高原の里山づ

くりという形で、奥山じゃなくて、あそこはまだ里山だよと

いう形で、里山のよさを広げていきたいなと。そういうこ

とで今、細野高原の入り口、これは財産区の土地じゃな

いんですけれども、やっぱり入谷部落の振興会という昔

の団体がありまして、そこの土地が６町歩ぐらいありま

して、ほとんど細野高原に隣接したところですけれども、

そこを今、森林組合の組合の皆さんが今まで植林され

ていたもんで、そこを全部伐採して、そこに今、ヤマザク

ラを全部植えようかなんていうことで、ヤマザクラの里

を今、これは国とか県の補助金をもらって森林組合が

やってくれているんですけれども。それで、地主さんは振

興会というところですけれども、将来的にはそこをヤマ

ザクラの里にしようと。中は当然、材を出すのに林道を

造りましたんで、そこが散策道路になるかなと。そこが、

うちの振興会の山だけが６ヘクタールぐらいならある

んですけれども、その奥に町の山も10町歩近く、10ヘク

タールぐらいあるもんで、今、町長ともお願いしているん

だけれども、そこ全体を全部やって、いろんなことに使

えないかな。そうすれば、振興会のほうもいろんなこと

があるんじゃないか、できるんじゃないかと。

　農協さんもいろいろそこを今、あそこにも農協の施設

もありますから、これはボツになったんですけれども、

一時、あそこで、要するに地ビールの工場を造ってやり

たいという、いいな、地ビール、ビール飲みながらあの

高原でススキ眺めたらいいなというようなことで、それ

を私たちも非常に賛成して協力したんですけれども、

ちょっといろんな事情で、それはボツになりましたけれ

ども。

　そういういろんなことで、あの高原をいろんな方面で

楽しんでもらえるような、これから設備というか、利用し

ている団体とか企業があったらいいな、私は考えてい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　何かいろんなことが、道路がやっぱり中まで通ってい

るというのがいろいろ、シャトルバスが行けるようなとか、

そういう整備ができているなというのがすごいんだろう

なと思います。

　片方でちょっと管理のほうの質問も来ているんです

けれども、担い手の問題というのも先ほどありましたが、

もう一つ、省力化という関係で、これ僕の話の中なんで

しょうね、山焼きの道路の防火帯に沿って軽トラが入れ

るようにするような話が蒜山でも聞いたことがあるけれ

ども、細野高原でも何かそういうことができる部分が

あったらコメントをお願いしますということなんですけ

れども、これどなた……、そういうのが可能そうなところ

というのはあるんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　防火帯、先ほど今、白川先

生の言った、あそこの防火線沿いにパイプを引くかとい

う案も去年出ました。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。やっぱ

り一晩で考えるようなら大体考えているんですね。

○パネリスト（山田賢一）　やって、水道屋さんに見積

りを取らせてやってみてはどうかなと思ったら、距離が

長過ぎてちょっとそのままやるんじゃ難しくないかという

ことで、それはボツになりました。

　もう一つ、今、いろんな林業試験場とかなんとかでお

話を聞いているのは、内山さんが専門ですけれども、あ

の防火線に防火林を植えて、要するに火の広がらない

ような防火林を植えて、それがただの面白くない木じゃ、

何も観光資源になりませんから、将来的に防火林であ

りながら観光資源の一助になれるような、例えばいい

んじゃないかって、内山さんが専門ですけれども、サザ

ンカとかツバキとか、一番強いのはサンゴジュなんて

いうのがあるらしいんですけれども。それらを防火帯に

10メートルぐらい、本当の火が出るところじゃなくて、火

があまりばんと燃えないようなところは防火林で防火帯

みたいなものを設置したらどうかなというようなことも

皆さんとは議論していますけれども、まだ実現はしてい

ません。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

　やっぱり結論というか、ちょっとすぐには出ないんで

しょうね。どこの地域でもいろいろそういう山焼きの省

力化とか安全性というのは出されているんですけれども、

高橋さん、何かその辺で、阿蘇のほうでは物すごいたく

さんの山焼きやっていますし、工夫されている部分もあ

ると思うんですけれども、人数も多いですが。ちょっとど

ういう、事故のほうの部分ですし、省力化の工夫で何か

あれば教えてもらえますか。

○パネリスト（高橋佳孝）　やっぱり事故は、毎年とは

言わないけれども、数年に１回必ず出ているんですね。

事故が起きると、もうやめてしまうという、そういった一

つ大きな問題が２つあって、１つはもう担い手がいない

で、いつやめるかを考えず、ただやめてしまう。責任者が

責任を取るなんて無理。例えば阿蘇の場合では、区長さ

んが火入れの責任者。

○コーディネーター（白川勝信）　火入れ責任者。

○パネリスト（高橋佳孝）　であれば、区長さんという

のは、例えば２年、３年で替わっていきますよね。そうす

ると、もう区長になりたくないという人が出てくるんです

よ。しかも、それ裁判ざたになったりとか、いろいろ面倒

くさいというのがあって、それで、多分この阿蘇の分科

会で相談される南阿蘇の村長さんがいて、南阿蘇村は

地震による被害によって野焼きができなくなったところ

が多いけれども、もともとそういう構造的な問題で、いつ

もどうなるか分からないというから、どんどんやめる、や

める、やめるというのが出てきていたんですね。そこで

少なくとも火入れ責任者は首長がなるということで、実

は安心して野焼きを再開した牧野参加者。ただ、それは

もちろん責任者だけの問題じゃなくて、そこに県や、ある

いはボランティアや市町村の協議会みたいなものをつ

くってみんなで応援してそこを再開するわけです。なぜ

再開するかというのは、これも多分、分科会で論議され

るように、熊本市民にとっては水源の源である草原の水

源涵養力というのは、実は阿蘇のほうは森林よりはる

かに高いんです。もしかしたら東伊豆もそうかもしれな

い。そういう草原の価値をみんなで共有して、それを

守っていくために役所も汗をかくし、お金も出しましょう

ということでやっている例が１つあります。

　もう一つは、牧野ごとに、さっき白川さんがおっしゃっ

たように車が通れる防火帯をやっぱり造りたいという

のが物すごく強いみたいですね。鉄鋼スラグの廃材み

たいなものが簡易的にですね、舗装までいかなくてもか

なり強い道が造れるということがあって、そういうものを

り保全という中で、首都圏から来る人が結構多いので、

500円、それくらいのお金ですけれども、地元の人に

とっては500円高いなと言いますけれども、首都圏から

来れば取りあえずそれが妥当ではないか。しかし、やっ

ぱり行くまでは結構ブーブー、周りを見ますと、現地に行

きますと、やっぱりすばらしい景色を見た中で、それは

当然当たり前の話だということを聞きますのでで、町と

してはそれがいいんじゃないかとは確認しております。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　入山料の話をしたら、先ほ

ど言った、今ススキがあるだけじゃなくて、今年、去年は

コロナのことでやらなかったんですけれども、山菜狩り

でも、私たち財産区で、入り口のところでお金を頂いて

います。あそこの入り口のところで来て、町民の方とよそ

から来た人はちょっと金額を変えて頂いております。

○コーディネーター（白川勝信）　細かい対応をして

いるんですね。

○パネリスト（山田賢一）　そうですね。それはいろん

な観光協会さんのご指導でいろいろやっていまして、町

外の方とか宿泊した方、地元の方ということで、３段階

ぐらいに値段を分けてやって、財産区の役員があそこ

でガードしてやっております。

○コーディネーター（白川勝信）　なかなか結構ね、お

金を頂くというのは勇気の要ることで、お金出したけれ

ども、こんなかってなっちゃう……

○パネリスト（山田賢一）　文句が出ますけれども、こ

れは富士山のあれと一緒だから、この山も管理するお

金ですからということで頂いています。

○コーディネーター（白川勝信）　そういう意味じゃ、

草原の価値を知っていないと、お金下さいとは言えな

いわけですから、それだけ価値を認識しているというこ

とですよね、地域の皆さんが。

○パネリスト（山田賢一）　何回かは、あそこまで来て、

ゲートのところで帰っていく方も結構います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。帰っていく

方もおられるんですね。

　草原の価値という中で、さっきちょっと質問とかを後

に、教育のことについて、町長もおっしゃったし、高橋さ

んもおっしゃっていたんですが、幾つか質問が来てい

るんですけれども、まず、高橋さんに、全体的なことだと

思うんですけれども、草原の価値の教育的効果につい

てのことの質問で、草原で子供たちに何を伝えられる

のかというのと、火入れとか野焼きを体験すること、伝

統的な作業としてそういうことを体験することの意義み

たいなところは、大きな話ですけれども、どういうところ

にあると思いますかという質問なんです。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原、教育者じゃないんで、

偉そうに語ることはできないんですけれども、価値と言

うまでもなく、大きく２つあると。１つは体験、五感で体験

したり、野焼きを体験したり、自然の雰囲気を体験した

り、草花を観察したりということと、それからやっぱり仕

組みづくりを学ぶというところですね、文化も含めてで

すね。体験に関しては、学校の中では語れないし、教え

ることができないことが屋外でできる。

　阿蘇の場合、全部の小学校で草原の学習をすること

が今できています。それで、発展性というか、私たちもそ

のほうがいいなと思ったのは、それを端緒にして、今度

はそれが公民館活動に地域活動にいく。そうすると、地

域の関わってくれる人たち、大人の人たちも増えていく

し、景観も入ってくるし、公民館として地域の草原を守っ

たり、上で寒いんですが、阿蘇の場合、草泊まりという、

草刈りをして、地元の集落と草刈り場の集落まで500

メートル以上の標高差があって、毎日通うの大変だか

ら、家族みんなで山の上に行って、草で作ったテントで

２週間ぐらい泊まって草刈りするという文化があったん

ですけれども、その中で子供たちを泊まらせて体験させ

たりというようなこともできている。

　だから、端緒は学校教育からだったんだけれども、

今は地域教育というか、教育という言い方がいいのか

悪いのか分からないんだけれども、地域の文化や歴史

や、その成り立ちや技術や意識や知識というものです

ね、子供たちに引き継いでいくと同時に、家族やその関

わる人たちにも広がっていくというものがいいですね。

少しずつ何か所かに広がっていく。そこのほうが私は

大事になってくるかなと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ＳＤＧｓの地域版とい

うか、そういうこと……

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。そんな感じに

なるのがいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　先ほど石島さんから

も、最後のスライドでＳＤＧｓという言葉があったんです

けれども、観光コンテンツそのものとしてのＳＤＧｓとか、

そういう学習のニーズというのはあるんですかね。ＳＤ

Ｇｓを学ぼうとか、そういう草原の自然、先ほどでの説明

だと、観光での収入が草原の保全に行くということだっ

たんですけれども、阿蘇ではボランティアの人は年間

2,000人以上来るし、実はうちのほうも木を切ったりと

か草刈りの体験を教育ツアーとして、一応プログラムと

いうのはあるんですけれども、そういうのは、こちらのほ

うではそういうニーズみたいなものというのはあるもん

ですか。

導入することで、野焼きを再開したり、そういう、向こうで

は恒久防火帯という言い方をするんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　恒久、ああずっと使

えるもの。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうです、ずっと使える防火

帯。道路さえあれば何とかなる。そういうものに対しても

県の事業として、導入するところにはそういう必要な経

費を出すというふうなこともでてきています。

　やっぱり今の方向性としては、恒久防火帯ですね。

　もう一つは、以前、草を刈っていて、もう裸になるよう

な状態がありました。阿蘇も秋吉台も全くそういう状態

ですね。その頃はですね、こんなに広く防火帯を切らな

くても安全だったんですよ。草がもう持ち出されている

から、火をつけてもそんなに大きくならない。今は雄大

でもう映像に入るとものすごくいいように見えるかもし

れないけれども、まさに危険な状態にあるわけですね。

25メートルぐらいまで炎が上がったりします。そんなに

危ないんじゃ、もう野焼きができないという話があった

んですが、最近、カヤ刈りとして、冬場の枯れた草をい

ろいろな方が刈っているんですよ。牧野さんにもお願い

をして、そこに入らせていただいて、たくさん刈るように。

牧野さんがそれで一番喜んだのは、野焼きが楽にな

るって。もともとあの草原の価値があって、それを維持し

ようとすることも重要ではあるんですけれども、実は、そ

れを維持するためには草をうまく利用することがそれに

もまた役に立っている。もちろんお金という点もあるかも

しれないし、材として文化財の保全に役立ったりするこ

ともあるかもしれないけれども、利用することで、実は管

理の省略化や安全性にも物すごく貢献できているとい

う、そういう仕組みづくりをみんなで共有していって、

やっぱり何か草を利用する算段と創意工夫によってひ

とつひとつやっていかれたらいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　そもそも利用してい

たから草原なのであってというところに立ち返るという

ことですね。

　ちょっと会場からの草の利用についての質問、多分、

山田さんにお答えいただいたらいいと思うんですけれ

ども、１つはミカン畑に草を使っていたときは何月ぐら

いに使っていたんですかということなんですけれども、

刈る時期というのは、決まった時期に刈っていたんで

すか。

○パネリスト（山田賢一）　刈る時期は、10月から11

月、要するにこれから秋口にかけて、もうカヤが緑がな

くなってきて、要するにそれのほうがもちがいいもんで、

青い草を刈ってやるよりも。だから、皆さん大体、草が枯

れ始めた頃から、10月から11月頃から。それで、して、

少なくとも２月に山焼きをやるもんで、山焼きのときまで

には、刈った草は持ち出してくださいよというようなこと

でやっておりました。

　だから、そうですね、大体今から、10月から11月頃

が一番多いと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　それと、かやぶき屋

根には使っていたんですか。

○パネリスト（山田賢一）　僕の記憶というか、前は

使っていたという話も聞きますけれども、実際、私は見

ていないもんで、何とも言えません。使っていたと思い

ますよ。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。使って

いたとしても、大分昔、古い時期ということですね。なる

ほど。ありがとうございます。

　ちょっと別のユーチューブのほうからの質問、すごい

いっぱい来ています。何か皆さんやっぱり、これはです

ね、シャトルバスのほうなんで、石島さんにお伺いした

いんですけれども、シャトルバスをやめたのに料金を

取っているのはどこで取っているんですか、どういうふ

うに徴収している、徴収方法を教えてくれませんかと書

いているんですけれども、それは何かゲートを設けたり

とか、そういうことですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。下の103台置け

る駐車場の入り口のところに受付がございまして、そこ

で一応、感染症対策でいろいろアルコールをやったり

とか、そういうときに払っていただいてパンフレットを渡

しています。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。コロナ対

策も一緒にできるしということですね。

○パネリスト（石島専吉）　はい。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　そのやり方というのは、割と最初の頃からそういう形

でやっていたんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。その期間だけな

んですけれども、ですから、１日過ぎれば無料で入れ

ちゃうんですね。ですから、最初は私も何でお金取るん

だよってものすごい言われているようなお客が多かっ

たんだけれども、やっぱり最初はそういうふうに、高橋

さんが言っていたように、入山料って何で取るのってい

うのを、無料のイベントというのはよくないという前任の

観光協会長から言われていて、そちらの前任の観光協

会長がそういうふうにして、私たちもそれを引き継いで

います。それを財産区のほうにも使用料として払えると

いう形になっております。

○コーディネーター（白川勝信）　町長、何か。

○パネリスト（太田長八）　入山料に関しては、やっぱ

秋って紅葉するところあるのかいって言われて、昔はも

う強気でしたから、もう団体客ばんばん入ってくるから、

じゃ結構ですよ、もうどこかの箱根とか北関東とか東北

で見てくださいと、紅葉は。伊豆はちょっとないんで結構

ですみたいな感じだったんですけれども、今は反対で

すから。紅葉する木はないんですけれども、やっぱりそ

ういうススキで秋を楽しんでほしいというのが１つです。

　あともう一つだけ、去年のススキのイベントで7,200

人来たわけですけれども、そのうちの350人にアン

ケートを取ったんですね。さっきの話とちょっとつなが

るかもしれないんですけれども、イベントの売りで何が

一番よかったですかというのは、やっぱり「絶景」でした。

これ断トツで絶景。それで、参加したい新企画、これは

多かったのが「１日限りの星降るキャンプ場」、あと、

「大自然をそのままに」という方もありますし、あと、「野

外コンサート」。これは今年はできないんですけれども、

一昨年まではホルンの演奏会だとか、稲取高校の吹奏

楽部の演奏会を土日にやったりとかしておりましたの

で、そういうことです。あと、細野高原に必要な施策とい

うことで、「アクセス道路の拡充」とか「絶景ポイントの

紹介の充実」とか、そういうことを書かれている方が多

かったということですね。

　ですから、伊豆というのは本当に秋も楽しめるんだと

いうことを観光客の皆さんにも知ってほしいということ

でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

秋を楽しんでほしいという、観光客の方へのメッセージ。

　山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　管理していくのがどういう

ことかということを言われてもあれですけれども、私はよ

く親戚とか友達とかなんとか来たときに、細野高原を連

れていくと、必ず言われるのは、何だ伊豆は山が深いん

だな、よく言われます。大体皆さんは海岸だけ走って

帰ってきて、伊豆半島の中のほうへ入るのは、天城道路

ぐらいのところしかないと思いますけれども、各町には

深い山が、山が深いです。だから、そういうことを楽しみ

ながらいろいろ山を楽しんでいただければありがたい

なと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　すみません、ちょっとチャイムが鳴っちゃって、時間が

来ちゃったんですけれども、コンパクトに高橋さんと町

長にもコメントいただいて終わりたいと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原は非常に懐の深い資

源だと思います。それで、将来に向けて決して暗いこと

ばかりじゃなくて、多分21世紀の持続的社会を語る、こ

れほど人と自然との関わりの仕組みが何千年も続いて

いるというのは、すごい懐の深い地域資源なんだろうと

いう。ただ、それを私たちが気づいていないような、これ

は研究者にもしかりだと思うし、行政においても多分し

かりだと思いますけれども、そういう意味では、もう一度、

草や草原の魅力をみんなでいろいろ創意工夫しなが

ら考えていく。新しい社会への土植えも可能になってく

る、そういう明るい展望を持ってみんなでぜひ協力し

合って次の世代にちゃんと続いていくようにしたいなと

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　じゃ最後に町長、お願いします。

○パネリスト（太田長八）　これは本当、ユーチューブ

を見ている全ての方に、これはもう人と地域の問題じゃ

ありません。これは全国の問題でございますので、全国

の方々、草原に対して興味を持っていただくことが私は

一番だと考えています。そういう中でこの草原、将来に

わたって保全なんかもね、やっぱり市町村の自治体で

連携してより多くの自治体に入ってもらった中で、草原

をいかに守っていくか、これをまたやっていきたいと思

います。そういう中ではまたユーチューブを見ている方、

その辺また支援と協力を賜ると大変ありがたいと思い

ますんで、よろしくお願いします。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　最後に非常に力強い、全国の方々、それから全国の

自治体に向けて草原共有を持ってまた加わっていただ

きたいというメッセージをいただきました。

　ちょっと僕の進行が不手際で12時を過ぎてしまいま

したが、これでパネルディスカッションを終わりたいと

思います。

　もう一度、４人のパネリストの方に感謝して拍手をい

ただけたらと思います。（拍手）

　どうもありがとうございました。

　じゃ、配信のほうもこれで終わらせていただきます。ど

うもありがとうございました。

○司会　皆さん、どうもありがとうございました。

　午後ですが、１時から東伊豆、阿蘇、蒜山の３会場で

分科会を開催いたします。午後１時になりましたら、そ

れぞれの会場で分科会を開始してください。よろしくお

願いいたします。

　その後の全体会のウェブ配信については、午後３時

20分からを予定しておりますので、午後も引き続きよろ

しくお願いいたします。

　午前の部につきましては、以上で終了となります。あり

がとうございました。

○パネリスト（石島専吉）　細野高原はまだそういう形

にはなっていないんですけれども、いろいろ摘果のミカ

ンの収穫を手伝うとか、いろいろそういうカーネーショ

ンの花を、そのまま結局時期が過ぎちゃって、全部それ

を捨てちゃうわけですね。そういうのを何か手伝う体験

だとか、そういうことは、農業体験のほうなんですけれ

ども、そういうのは少しずつプログラムに入れているん

です。まだ参加者は少ないんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　そうなんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そういうのは年間を通して

いろいろちょこちょこやっています。

○コーディネーター（白川勝信）　じゃ何か、これだけ

宿泊施設もあり、こういう海と山とっていう、すごく近いと

ころにあるという環境だったら、本当に、うちは体験教

育とかをすごく受け入れているので、何かメニューが

つっこんでいきそうだなと感じました。すみません、

ちょっと僕の興味のほうでちょっと質問をかぶせてし

まったんですが。

　もう一方、これも教育のことなんですけれども、次世代

に伝えていくために教育現場でできること、望むことは

どういうことがありますか。町長のほうから遠足の記憶

がっていう、高橋さんもそうだったんですけれども、遠足

以外でということということですが、教育現場でどういう

ことができるでしょうかね。どなたでもお答えください、

せっかくですから。どなたかありますか。

○パネリスト（太田長八）　まず、自分から言ったのは、

まず細野高原に対しての愛着ね。　子供のときから。そ

れがなければ、細野高原の保全はもう無理だと考えて

おります。そういう中で、まず町民が行った中で、細野高

原のよさが分かった中で、そしてやっていけば続ける方

向で、地域効果やったんです。それによってよさが分

かって、そうすれば、先生が言ったように子供が行けば、

必ず父兄が行きます。そういう中で全体的にやっていき

たい。それとやっぱり子供たちも自分で働いたお金で

いろんなことができる。そういうことができれば、子供た

ちの教育になると考えております。

　そういう長期的に考える中で、やっぱり子供が細野

高原に興味を持たせなければ、自分は細野高原の保

全は絶対無理だと考えておりますので、そういう中で、

そこが一つのいい機会じゃないかというようなことです。

　教育的効果、高橋先生がおっしゃったテントを作っ

てそこに滞在する、そこでキャンプするとかね、やっぱ

りそういうのがあると、教育的な体験になるんじゃない

かと考えています。

　何しろ小さい子が草原に対して興味をいかに持たせ

るか。それだけは私はいろいろと考えております。やっ

ぱり何事も一から小さい時からやっていくというふうに

ありますので、そこからの教育が私は一番大事じゃな

いかと考えておりますので、そういうふうに言わせてい

ただきました。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　ほかにありますか。

　ちょっとそろそろ時間が来ているんですが、いろんな

方の質問、本当にありがとうございます。

　もう１個だけ、僕に質問、これは物的なことなんで、カ

ヤが高いという話が出て、850円で売るのは高いん

じゃないかという……

○会場より　（「いや、違う、どうしたら高くできるかとい

うことを聞きたかった」と呼ぶ者あり）

○コーディネーター（白川勝信）　それはなぜですかと

いうことなんですが、これは、中間業者に販売している

んじゃなくて、カヤの施主さんに直接販売しているので、

一旦集めると安くなりますけれども、カヤぶき職人さんと

かカヤの施主さんとしっかりネットワークをつくるのが

高い価格で販売している一つかなと思います。価格に

ついてはカヤぶき職人さんに相談して決めた価格です

ね。すみません、以上です。

　いろいろお聞きしたんですが、ちょっと最後に皆さん

から一言ずつ、草原に関わる人への誰かを想定して、

子供でもいいですし、観光客の人でもいいですし、また、

ユーチューブで見ていらっしゃる方でもいいですけれ

ども、一言ずつメッセージをいただけたらと思います。

石島さんから、今度は反対にお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　４人目だと思って安心して

いたんですが、私は観光ということからちょっとお話を

させていただければ、何で秋のススキなんだという感じ

なんですよね。これはもう10年ぐらい前から団体の宴

会型のお客さんが激減しています。今まではもう団体で

バスで来て、もう20人、30人で宴会して、朝ばっと８時

頃帰っちゃうんですよね、もう朝食を食べて。ですから、

観光する場所なんていうのは全く必要なかったんです。

秋以外の春には河津桜もこうやってやっておりますし、

夏はやはり海水浴とか、そういうリゾートという感じが

ありますのでよかったんですけれども、それなもんで、秋

が全然オフシーズンになっちゃんたですね、一時期。そ

れで、やっぱり観光協会のほうも、せっかくああいう高

原のいい場所があるんだから、ススキのイベントをや

らせてくださいということで、財産区に頼んで町と協力

してやったような状況がございますので、そのような形

で、やはり春夏秋と楽しめる、そういうコンテンツが欲し

かったということがまず１つですね。

　ですから、秋によくお客さんに言われたのは、伊豆の
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　次をお願いします。

　細野高原を利用した東伊豆町観光協会の取組とい

うことで、私たちにとっての細野高原とは～観光の観点

から～ということで、東伊豆町、ひいては伊豆を代表す

る資源であるというふうに思っております。ですけれども、

いまだ資源であり、目的となる場所ではない、こちらは

財産区長もいるのに失礼なんですけれども、そういう状

況が続いております。

　ですから、また下を見ると、私たちが考える魅力とい

うことで、圧倒的なスケール、これは町長もドーム26個

分、箱根の仙石原が知名度が高いんですけれども、そこ

の７倍になります。ですから、もっともっと本当は来てほ

しいという状況にございます。

　絶景ということで、草原の先には太平洋、そして伊豆

大島がぽっこり浮かんでいるように見えます。そして、伊

豆諸島も見えて、後ろには、私も中学のときに遠足で天

城連山、万二郎、万三郎の遠足というのを８時間かけて

行きまして、それは本当にもうつらくて、忘れられない思

い出となりました。

　そういう状況の中で、三筋山山頂というのが標高

821メートルございます。

　次をお願いします。

　その取組の２番になりますが、先ほども財産区長が

おっしゃったように、春の山菜狩りというのは財産区が

中心になって行われておりまして、私たち観光協会とし

ては、パンフレットとかチラシを作って協力して、そして

少し受付を手伝うという形になっておりますが、秋のス

スキのイベントに関しましては、東伊豆町観光協会が

主催で行っております。ここで、細野高原でしか味わえ

ない景色・体験を売りにしたイベントを企画・運営して

いるということで、こちらの詳細は次ページをお願いし

ます。

　ここで表が出てきたんですけれども、ちょうど白川先

生がいらっしゃった13年前ということで、その後からこ

の細野高原のススキイベントが始まりました。ちょうど平

成23年度から始まりまして、2011年かな。それで、今回

の秋、これから10月８日から予定しておりますが、これ

が第11回になります。ですから、10年ぐらいやってきて

いるんですが、私のイメージとしては、もっと20年以上

やっているような気がしているんですけれども、こんなも

のなんですね、まだ11回目ということで。

　これさっき高橋先生もおっしゃっていたんですが、入

山料を取るようになったのが第３回から。第３回の平成

25年度から500円取るようにしました。そして、第５回

の27年度から600円に上げました。来たお客さんは何

か、何でこんなところでお金取るのよなんていう人も多

いんですけれども、一応そういう保全のために使わせて

いただきますと言うと、やっぱりちゃんと払っていただ

けます。

　それで、第10回、昨年の第10回にはシャトルバスを

やめたんですね。第一駐車場から、400メートルのとこ

ろから山頂の手前の駐車場までのシャトルバスを回し

ていたんですが、それをやめて、それがコロナでやっぱ

りバスの中が密になるということで、町の指導も受けま

したので、それをやめて、昨年からは300円にしました、

シャトルバスなしで。中に入山していただいた後は、自

分たちで頂上に行く方も、さっき言ったように２時間か

けて行く方もいますし、その辺を散策して帰る方もい

らっしゃるということで、そういう形にしておりますので、

今年の予定も一応300円で、シャトルバスなしというこ

とで行おうと思っています。

　このシャトルバスの運営だけで、この期間中、毎年大

体300万ぐらいかかっているんですね。ですから、それ

をやらないことによって、足の不自由な方とかご高齢の

方とか、山頂まで行けなくて残念だったという話もあっ

たんですけれども、意外とこの表を見ていただくように

人数は増えているんですね、去年より。ですから、その辺

で、今年ももう一回そういう形で挑戦しようということで

今考えております。

　その下の資料２は、これはもう財産区の方々がやら

れている山菜狩りの人数でございますので、細かく書い

てありますけれども、大体このぐらいの人数で、大体25

年ぐらい前からこの山菜狩りはやっておるということを

聞いております。

　その次で、細野高原を利用した東伊豆の観光協会の

取組の３でございますね。

　私たちの課題としては、目的となる場所へのブラン

ディグや宣伝、イベントに依存しない観光地としての整

備、特にソフト面、サービス面の企画ということで、やは

りどうしても今までは花火大会などのイベントで、一過

性なんですけれども、その日にがっと集めて、もうお金

をぱっと使って集客するという形だったんですけれども、

常に東伊豆というのは海があって、高原があるというこ

とをもっと売っていきたいということで考えております。

　この二、三年、コロナもそうなんですけれども、この二、

三年、夏がすごい猛暑なんですね。ですから、海水浴に

は暑くて行かないというお客さんが夏は増えてきており

ます。私も海の近くに旅館がありますので、夏になれば

必ずお客さんが来て、海水浴に行くというふうに思って

いたんですけれども、一昨年ぐらいのときというのは、暑

いから行きませんという、海水浴に行ったお客さん、本

当に数件だったですね。目の前は海なんですよ。ちゃ

○司会　それでは、ただいまよりパネルディスカッショ

ンを開催いたします。

　コーディネーターは基調講演に引き続き白川先生に

お願いをいたします。

それぞれのパネリストの方を私のほうからご紹介をさ

せていただきます。

　まず初めに、太田長八東伊豆町長。

○パネリスト（太田長八）　太田です。よろしくお願いし

ます。

○司会　続きまして、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋佳孝様。

○パネリスト（高橋佳孝）　高橋です。よろしくお願いし

ます。

○司会　稲取地区特別財産運営委員会委員長の山田

賢一様。

○パネリスト（山田賢一）　山田です。よろしくお願いし

ます

○司会　東伊豆町観光協会会長の石島専吉様。

○パネリスト（石島専吉）　石島です。よろしくお願いし

ます。

○司会　それでは、白川先生、よろしくお願いいたします。

○コーディネーター（白川勝信）　また白川です。よろ

しくお願いします。

　ここからはパネルディスカッションということで、先ほ

どは僕のほうから一方的にたくさんお話をさせていた

だいたんですが、今日は４人の方に来ていただいてい

るので、僕はここからは進行役で、４人の方それぞれの

話を聞いていきたいと思います。皆さんそれぞれに各

分野で活躍されている人ばかりが集まっていますし、

お一人お一人の話もじっくり聞きたいんですが、多分

ここでお互いに話していただくと、面白いものが何か

生まれていくんだろうなと思って楽しみにしています。

　それでは、最初に少しお一人ずつ、８分くらいかな

とお伝えしていたんですが、自己紹介とか活動とかを

教えていただければいいと思います。特に肩書のほう

なんですけれども、ここの細野高原の場合、東伊豆町

との関わりとか、そういうことも含めてよろしくお願いし

ます。

○パネリスト（太田長八）　そうですね、先ほど挨拶し

た町長の太田と言います。

　ちょっと私のほうから町をちょっと紹介させていただ

きたいと思います。

　まず、面積とかそういう人口、先ほど白川先生からご

紹介いただきました。場所っていうのはね、静岡県の伊

豆半島の東海岸に位置しております。そして、伊東市、

下田市、この中間でございまして、東京からは本当に２

時間ほどで来られますので、このコロナが収まりました

らば、ぜひとも皆さん方、この東伊豆町においでいただ

きまして、このすばらしい細野高原を見ていただけたら

大変ありがたいと思います。

　まず、私たちの町、全国的には珍しいんですけれども、

６温泉郷から成り立っております。東京方面の大川地

区、そして北川地区、熱川地区、片瀬地区、白田地区、こ

れらが熱川地区と言います。熱川地区は一応５地区あ

ります。そして稲取地区。全部で６温泉郷。稲取地区に

おきましては、４つの地区、東区、田町区、西区、入谷区

が存在しています。細野高原の保全に関しましては、こ

の稲取地区に細野高原がありますので、この稲取地区

の４区の皆さん方にこの保全につきましてやっていた

だいております。この場にいますので、本当４区に厚く

御礼申し上げたいと思います。

　この町は気候も温暖で過ごしやすいです。この海と

山に囲まれました、この豊かな自然、今回は皆さん方に

東伊豆町に来ていただきまして、細野高原、そしていろ

　私と草原の関わりもということなんですが、私は福岡

県の小倉市というところの出身です。当時、山々に行くと、

植林地の防火帯として草原がいくつかあった。あれ面

白いなと思って、むしろ焼けて大変だろうと思うんです

けれども、そこを２年に１回ぐらい、ずっと帯状に何キ

ロも草原があって、そこが私の遊び場だったんですね。

そういう原体験もあったり、あるいは南のほうで平尾台

という有名なカルスト台地。秋吉台と同じように山焼き

をやっている。やっぱり遠足に行ったり、遊びに行った

り。その原体験の下に草原に関わってきたわけですけ

れども、一番のきっかけは、実は私の高校は修学旅行

のない高校でして、いわゆる受験ばかりという、面白く

ない、非常に面白くない高校だったんですけれども。

ちょうど大阪万博の年、私が高校２年のとき、そのとき

だけ万博に修学旅行に行こうやという話が出て、その

ときに山陰地方を何泊かして大阪までバスで移動した

んですね。そのとき２日目に泊まった三瓶山という山が

とてもきれいな草原があって、牛や馬が放牧されている。

これは都会育ちの私にとってはすごい感激して、それ

をきっかけに畜産の道に興味を持ち、大学は農学部を

選んだという経緯があるわけです。

　そうこうしているうち、いろんな方と出会うことがあっ

て、今回13回目を迎える全国草原サミットの第１回目

から担当させていただいているんですよね。そういう関

係もあって、サミットのお手伝いをするような全国草原

再生ネットワークというのを立ち上げたと。

　それと時期を同じくして、さっき最初に白川さんが紹

介していただいた草原研究会、日本草原研究グループ

というのも立ち上げていただき、そのときに白川さんと

あと二、三人の方で相談して、とにかく毎月１回、どこか

草原を調査して、そこでディスカッションして回ってみよ

うや、あるいは調査の手伝いをしようやと。そうやって

中国地方を中心にいろんな草原を若い研究者を募っ

て現場のフィールドを歩きながらぐるぐるぐるぐる回って

いたという、そういうこともいろいろ重ねるうちに、今は

阿蘇に携わって、草原再生協議会、阿蘇は約２万２,000

ヘクタールの牧野があって、山焼きをやっているのが

１万6,000ヘクタールあります。その利用形態、極めて

多様でして、土地所有も多様なんですけれども、利用面

も畜産で利用されたり、カヤに利用されたり、あるいは

草刈りをして堆肥として利用されたりとやっているんで

すが、大きな観光資源にもなっていて、阿蘇の。そういう

意味では東伊豆とも共通したものがあるかもしれませ

んけれども。阿蘇においても、すごく担い手の問題とい

うのも深刻で、これをどうするかということで、年間約

2,300人のボラティアが山焼きや牧野体験に参加して

いるという仕組みづくりもちょっとやっているところです。

　前回、この東伊豆でシンポジウムがあったときに、大

きくそうですね、利用の面では観光利用、あるいはパラ

グライダーの利用というのが当時あって、新しい利用形

態どうするかという模索もさせていただいた。それから、

当時からやはり山焼きの担い手の問題というのはかな

り深刻で、東伊豆町のほうでもボランティア等の関わり

をどうやって考えていくかというようなことも論議したよ

うな記憶があります。

　それから、さっきもお話があったように、教育とか普

及の面で、子供たちをどうやって、昔は遠足で当たり前

に行っていたし、地元の人たちの草原についての実感

もあったし、誇りも多分あった。今はいろんな文化が増

えているし、全体的にも様 と々いうことで、いろんな問題

を抱えているんだというような、そういう記憶をしており

ます。この13年間でどういうふうに変わってきたのかな

というのも今日いろいろお聞きしながら、課題の共有を

できたら、いろいろ協力ができることがあろうかと思い

ますけれども。

　１つ、稲取高原で面白いなと思ったのは、何年か前

からやっている入山料ですね。草原をただで利用する

人たちは、やっぱりちゃんとそれなりの対価を払って、

ボランタリーでいいから払ってくださいという、そういう

ふうに位置づけている。これはこれからの一つの観光

行政の自然を守る形の一つの選択肢として、効果的で

はあるけれども、画期的な出来事だったのかなという

印象を持っております。

　以上です。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　高橋さんは、僕はよくよく知っているんですけれども、

会場の方も知らない方も、それから、インターネットでご

覧になっている方も、知らない方もおられると思うんで

す。先ほどあったように、日本の草原を本当にいろいろ

なところを見ている方です。草原に入って遭難したこと

もあるんでしたよね、たしか。そういう方ですが、町長か

いろな観光地を見ていただければ、町としては本当に

よかったんですけれども、このコロナ禍では本当大変、

自分自身はもう大変残念に感じております。

　そういう中で、町の基幹産業は観光でありまして、以

前は100万人以上の方が当町に来ておりましたけれど

も、今は本当、コロナ禍においてですけれども、減少し

ちゃいまして、今、去年で40万ぐらいですかね。早くこ

のコロナ禍が収まって、何とか経済を活性化していき

たいと思います。

　そういう観光以外には、やっぱりこの海、さっき言っ

たようにゼロメートルから1,400メートル、本当、傾斜

がこういうふうにありますので、本当、海と山、これを全

て満喫できますので、大変すばらしいロケーションでご

ざいます。

　そういう中で、農業、教育も盛んであります。まず、漁

業におきましたはキンメダイ、こちらはもう地域ブラン

ドになりまして、味はもう日本一でございますので、ぜひ

とも皆さん方も稲取のキンメダイ、これを味わっていた

だきたいと思います。さらに伊勢海老も取れますし、結

構豊富でございます。

　さらに農業、これにおきましても、カーネーション、こ

れはもう私も全国で一番ではないかと思います。基本

的には農林水産大臣賞、これはもう過去３回も受賞し

ておりますので、この辺はもう自信を持って、また皆さん

に進めていますし、さらにミカン、かんきつ類には

ニューサマーオレンジがあります。やはりこれも香りも

大変良く、これも東伊豆町の名産でございます。これま

た季節がありますので、町が自慢できるものがあります

ので、四季を通じて、この東伊豆町、楽しめますので、よ

ろしくお願いします。さらにスポーツにおきましてもダイ

ビングとかゴルフ、そしてパラグライダー。このパラグラ

イダー、今言った細野高原でできますので、ぜひとも海・

山・空のスポーツ、年間を通じて楽しめる、本当に四季

を通じて東伊豆町、大変すばらしいところでございます

ので、ぜひともまたご来町願いたいと思います。

　このようなことが東伊豆町ではまちづくりの目標、こ

れを満点の海・山・空は東伊豆と掲げております。この

細野高原につきましても、このまちづくりの目標の一つ

でありますので、このパネルディスカッションにおきまし

て貴重なご意見をいただければ大変ありがたいと感じ

ております。そういう中で、このあと稲取財産区の山田

委員長から保全、さらには観光協会長のほうから、この

利活用につきまして説明があると思いますので、よろし

くお願いいたします。

　私は細野高原の思い出というのは、やっぱり遠足で

ございます。当時小学生のとき、必ず遠足で細野高原に

行きました。そのときはやっぱり全学年で行きましたの

で、６年生が１年生の手を引いて行った思い出があり

ます。そういう意味でもすばらしいなと。まだ子供でした

から、草原はすばらしいなというだけで、それがですね、

やっぱり先代とその山焼きなどの苦労によってこの山

が守られていることを感じましたので、自分としてはこ

の子供たちが細野高原に子供たちが行く機会がないも

のですから、子供たちに細野高原のすばらしさを知っ

てもらった中で、さっき言った芸北の取組、これもまた

後 で 聞 き た い と 思 い ま す 。

　そういう中で、やっぱり私は遠足といった中で、今度、

富永さんとか言っていた、鹿、猪　が増えた中で、

ちょっとダニの問題が出てきました。しかし、ススキのイ

ベントをやっている中で、それに対しては十分対応して

おります。ある程度、受付において案内をして対応して

おりますので。細野高原は安全ですばらしいところです

から、よろしくお願いいたしたいと。

　私の考えはそういうことでございますもんで、またよ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　今のお話の中にもいろいろと何か視点があるんだと

思いました。

　ちょっと１つだけ、町長は地元出身なんですよね、ど

の地区。

○パネリスト（太田長八）　僕は、今は結婚して熱川地

区に住んでいますけれども、幼少期は、小さいときは稲

取地区でございまして、稲取小学校に入りまして、やっ

ぱり春と秋になると何しろその遠足が楽しみで、細野高

原に対する思い出、それが大変強いです。

○コーディネーター（白川勝信）　もう本当に地元なん

ですね。ありがとうございます。

　次に、高橋佳孝さん、自己紹介と、ご自身と草原の関

わりとか、高橋佳孝さんは東伊豆町の方ではないです

が、今日は全国草原再生ネットワークの代表理事とい

うことで参加いただいていますんで、自己紹介からお

願いします。

○パネリスト（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは。高橋

でございます。

　今、白川さんから紹介いただいたように、私は外者、

よそ者で、細野高原とそんなに深い関わりがほとんどな

いのにここに登壇していいんだろうかというね。今日そ

こにいらっしゃる内山さんはまさに稲取のご出身で、草

原に関する研究をされていると、まさにここは内山さん

がいなきゃいけない場所だと思うんです。いろいろと理

由があって、ここに出させてもらっています。

在ではあまり生活に必要と思われていないもので、い

ろんな考え方もあるでしょうけれども、自然を守るという

哲学とか概念だけでは、どうしてもこれから守っていく

のは非常に難しくなるんじゃないかなというのが私の

考えです。だから、保全していくにはどうしたらいいかと

いうと、これから地域や町にどうしても必要な場所に、

この細野高原を認知してもらうことが、認知していくこと

が重要なことじゃないかなと思います。

　その中で、先ほど白川さんのお話の中で、非常に参

考になりました。その一つとしては、あそこは水の水源

地としてもやっていますけれども、もっと水源地を広げ

て、そこにいろんな花木などを植えて、植林して、それを

観光に使ってもいいのかなと。もう一つは、先ほどから

出ている教育の場として、体験学習とか、いろんなそう

いう子供たちの教育の場にも使えたら。もう一つは、観

光資源として、自然利用のイベントとか、そういうものに

積極的に使っていただければと思います。

　財産区としても、そういうことが具体的になってきた

ら、積極的に協力して前へ進めていきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。

　今日はこの機会を利用して、皆さんのほうにも意見

を聞かせていただきまして、参考にしたいと思います。

ありがとうございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　本当に非常に大事な視点というか、たくさんありまし

たよね。植物を管理する人が絶滅危惧種だという話も、

本当にいろんなところでも起こっていることでしょうし、

ただ、管理する人がということが、発言が出ること自体

が、まだ何かよくって、地域によっては、その植物が大事

だということさえもひょっとしたらもう既に忘れられてい

るかもしれない。

　それから、もう一つのことが草原が必需品じゃなく

なったという指摘の中で、守ろうという概念だけじゃ駄

目で、具体的に何かやっていかないといけない。その

中でも、やっぱりイベントとか観光というのが強いところ

なんだから、そこを進めていきたいというお話だった

と思います。

　ありがとうございます。また後から少し詳しくお聞きし

たいと思います。

　その観光とかイベントとかを中心的に担っていらっ

しゃる石島さん、続けてお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　それでは、改めましてこん

にちは。東伊豆町観光協会の石島でございます。

　お手元に、パワーポイントのほうに10ページになる、

このジャンプしている、これは私じゃございませんけれ

ども、もっと若い人なんで、こんなジャンプすると足を痛

めちゃいますので。あと、今年の「澄んだ空気と絶景

を。」という、このポスターにもあります、これがチラシで

すね。あとそのもう一つ、稲取細野高原の冊子、これを

見ながら皆さんお聞きいただければと思います。よろし

くお願いいたします。

　それでは、まず、細野高原と東伊豆町観光協会の取

組についてということでお話しさせていただきたいと思

います。

　次のページで、自己紹介ということで、私、石島専吉

という名前なんですけれども、これは本当に私もずっと

嫌だったんですけれども、やっぱり最近やっと慣れてき

まして、これおじいさんの、祖父の名前をいきなりつけ

られました。子供の頃はすごく嫌で嫌でしようがなかっ

たんですけれども、やっとアラカンになってきて慣れて

きましたけれども、私の父の出身というのが栃木県でご

ざいました。こちらに熱川温泉のほうに修行に出されて、

そこで結婚して私が生まれたということで、今はその旅

館を私も継ぎまして、熱川温泉のほうで「ふたりの湯宿

湯花満開」というところで旅館もやっております。

　私は2018年の東伊豆町観光協会に就任しまして、

ただいま４年目で、２期目でございます。2020年、昨年、

東伊豆町産業団体連絡会の会長に就任させていただ

きまして、現在に至っております。

　この右側の写真は、毎年１回、三筋山まで歩いてい

ますというふうに書いてありますけれども、これは去年

の11月１日にちょうど第一駐車場の標高400メートル

からこの三筋山山頂の821メートルまで、往復で大体

7.5キロ、時間にして約２時間で歩きました。山頂では

妻のお弁当というか、おにぎりを食べて、この小さく前に

いるカップルも、ちゃんとお弁当を２つ持ってきて食べ

ていました。その２人の歩くのが速くて速くて、本当、追

いつくのが大変だったんですけれども、本当、軽装です

んなり歩き切っちゃいますね、若い人というのは。です

から、やっぱりそういうところも一つ面白いんじゃない

かなと思いました。

らも遠足の印象が大きかった、高橋さんは三瓶山の印

象が大きかった、やっぱり子供の頃の体験、大事なん

だなというのをお二人の今の自己紹介の中からも見て

いきますけれども、じゃ次に山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　皆さん、どうもおはようござ

います。

　私は、稲取地区特別財産区運営委員会の委員長を

やらせていただいています山田と申します。

　稲取地区の特別財産区というのは、稲取地区の区長

さんとか区の役員さんの皆さんで構成されており、細野

高原の管理や運営や、そういういろいろの事業を行っ

ております。

　財産区と言うとあれですけれども、昭和34年に、この

東伊豆町というのは城東村と稲取町が合併してできま

した。そのときに稲取地区には230町歩ほどの当時の

町有地があったわけです。その２分の１を今、稲取ゴル

フ場やバイオパークに借地しております。残った部分

はどうしようかということでいろいろ、細野高原を含め

てどうしようかということで話があって、平成３年に自治

法が改正されまして、稲取地区の４区に町から無償譲

渡され、そのときにいろいろ４区で話し合って、いろん

な分配の問題とか、いろいろ話合いが出ましたけれど

も、この際、大同団結して、４区で平等でこの細野高原

の責任を持って管理や運営をしていこうということで現

在に至っております。

　今、２分の１は、バイオパークとか稲取のゴルフ場と

かに貸してありますけれども、そのうち借地料の２分の

１は町に、２分の１を財産区の財源として使わせても

らっています。そのお金で細野高原の維持や管理、また

この各４区ありますので、各区にお金を分配して、各区

の運営をやっていただいております。

　財産区の細野高原の管理としては、防火線があり、そ

してその後、防火線焼き、その後の全体の山焼き、そし

てまた春の山菜狩りは、これは財産区としてやっており

ます。そしてまた、各４か所ばかり湿原がありますけれど

も、湿原の周りの草刈りをやっております。そして、草原

の中の道路が、結構道路がありますけれども、水とか雨

とかで結構痛むもんで、その道路の補修や管理を行っ

ております。

　防火線焼き、山焼き、これは１回につき120名ぐらい

の方に、区民に出ていただいております。この他の事業

も含めて、先ほど白川さんがお話になった800万、13

年前は800万ということで、現在は節約しまして500万

ぐらいのお金で管理と運営をしております。

　そのほか、観光協会の会長もおられますけれども、

観光協会の秋のススキがこれから始まるわけですけれ

ども、ススキ狩りにも協力したりしております。また、各種

団体で、先ほど言ったパラグライダーとかラジコンの会

とかいうように、各種団体にも利用してもらうように貸

出しをしています。

　この頃ですけれども、この前もありましたが、映画や

コマーシャルの撮影等に利用したいという希望がたく

さん多くなってきまして、それにも貸出しをして、一部の

収入にさせていただいております。

　今後の問題としては、防火線刈りもそうですけれども、

焼き、山焼きこの作業員の高齢化というのが先ほど高

橋先生の中にも、当時13年前にもあったと言いますけ

れども、現在はもっと深刻で、私は昭和24年生まれで

すけれども、大体中心になっているのは昭和20年代、

30年代生まれの方が山焼きとか防火線焼きとかの中

心になっていますので、非常に高齢化が進んでいます。

それとまた産業構造の変化で、昔は、前にも言ったよう

に農家の人が中心とかそういうことが主だったんです

けれども、今は農業から観光やいろんなお勤めの方が

増えて、当日の人員確保をするのに非常に苦労してお

ります。

　またもう一つ、一番これも大きなことかもしれません。

先ほど町長のほうからもありました、原野や山に対する

関心が非常に低くなっておりまして、そういうことも含め

て原野を守っていくというのは非常に難しくなっている

のが現実です。

　また、私はよく冗談で言いますけれども、この細野に

は多くの絶滅危惧種があり、このことを、この絶滅危惧

種を守っていくのが本当に大事なことだと思うし、また

それが我々の仕事だと思いますけれども、植物はあるん

ですけれども、その管理をしていく人のほうが絶滅危惧

種の状態になっているというのが現実な問題です。昔

は、原野は農家の資源や、要するに農家の堆肥とか何

とかという資源や生活も今までのような茅葺きの生活

の資材として必要な場所でありました。そのためにみん

な非常に協力的で、いろんなことを一生懸命管理して

いただきましたけれども、正直いって時代の流れで、現

んと海はやっているのに、そういう状況です。

　ですから、私の娘なんかも夏の旅行で昼神温泉の星

を見にいったとか、やっぱりそういう高原を求めるお客

さんが多くて、夏を涼しく過ごしたいというのもあるのか

もしれません。ですから、もっとこう海だけではなくて、こ

の細野高原も売っていきたいということです。

　現在の取組なんですけれども、昨年からちょうど財産

区のほうも細野高原を考える会というのを立ち上げて

あるそうで、私たちも年間活用委員会というのを発足し

ました。これは春と秋のイベントだけじゃなく、年間で細

野高原を利活用する方向性として、ハイキングを掲げ

て整備や企画の立案を実施しています。このハイキング

というのを、やっぱりただ普通に歩いてくれというん

じゃつまらないと思いまして、ハイキングの聖地づくりに

取り組んでいるということで、今年の５月９日にはジオ

ガイドつき、そしてキッチンカーも山頂まで用意して、そ

のプレツアーを実施しました。これは25名参加で、女

性がすごく多かったんですけれども、それをやったりと

か、先週の９月19日にはインフルエンサーを呼んで、

招待してＰＲしていただいたり。今いろんな媒体に出す

とかというよりも、そういうもうやっぱりインフルエン

サーを呼んだほうがすごく効果があるんですね。これは

いろんな広告もそうなんですけれども。ですから、そうい

うことを常にやっておりました。

　あと、今年の10月17日にも、そのハイキングのガイ

ドツアーを今、インターネットのほうで参加を募集して

おりますので、またよろしくお願いしたいと思います。

　そんな形で、この右側にある写真も、これは夜の星空

観賞。これも二、三年前のＪＲのデスティネーションキャ

ンペーンのときに夜の星空観賞のツアーというのを５

月と９月かな、そういうふうにやったときもございまして、

そんなことになります。

　じゃ次の。

　活動とＳＤＧｓということで、ＳＤＧｓって何なのかなと

いうふうに私も思ったんですけれども、今やっているこ

とがそういう保全の一部を担っているんじゃないかと

いうことで、こんな表を作成しました。東伊豆町観光協

会としては、観光客、利用客から、先ほどの入山料を頂

いて、それを財産区のほうに一部、これ本当に少なくて、

微力で申し訳ないんですけれども、大体20万から30万

ぐらいですかね、毎回そんなぐらいで、一応頑張ってや

らせていただいております。

　最後のですね。

　本当に細野高原はこの町の宝でございます。細野高

原を生かしながらの利活用が観光業が主産業である

この東伊豆町にとってとても大事だと考えております。

来年度、先ほど町長もおっしゃっていたような６つの温

泉場が一つの東伊豆町観光協会に統合されるという、

一本化事業というのもございまして、観光協会が一つに

なります。これによって、ここだけの話ということでもな

いんですけれども、稲取の細野高原というよりも、東伊

豆町の細野高原というふうにしていきたいと私は思っ

ておりまして、みんなで、全町そろって細野高原をもっと

頑張って利活用を考えて生きたというふうに思っており

ます。

　最後の資料なんですけれども、これは年間のいろい

ろな、財産区と観光協会のいろんなイベントがここにあ

りますので、参考までご覧いただければと思います。

　本日はよろしくお願いします。

　以上でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　先ほど高橋さんから前回の話題になっていたという

話があった観光、それから担い手のうちの観光につい

て、随分詳しく教えていただきました。ありがとうございま

す。特に金額とかですね、人数とか見させていただいた

ら、やっぱりさすがだなと思うのは、まずきちんとこうい

う数字が出ている上に、コロナ禍でも大きくは減らずに、

むしろしっかりと継続が続いているというところが見え

ているというのがすごいなと思いました。

　高橋さん、さっき今日聞きたいなとおっしゃっていた

ことのうちの観光の話が今報告があったんですけれど

も、聞いてみてどうですか。阿蘇のほうでも観光というの

は大きな柱だとおっしゃっていたんですけれども、いろ

いろ、規模としては随分違うと思うんですけれども、比較

しながら何か感想を教えてもらえればと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　私、観光専門じゃないです

ので、何とも言いかねるんですけれども。阿蘇の場合は

地震の影響がかなりあってですね、それによって幹線

道路が寸断されたりということで大きなダメージを受け

たわけなんです。いまだもって、やはり草原の観光的な

評価というのはすごい高いですね。前もお話ししたこと

があるんです、来訪者に阿蘇の魅力を尋ねたときに一

番魅力に感じたのは、やっぱり広い草原で、多分この

国立公園に指定された頃は火山が一番人気でござい

ましたと思うんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　阿蘇の火山ですね。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。火口が見える

とか、活火山であるとか、雄大さとかあるとは思うんです

けれども、そういうふうにモータリゼーションの関係で

道路や交通機関がかなりこう発達してくると、広い草原

の魅力というのは観光客にすごく大きいんだろうなとい

感想とかもいただきたいと思います。

　もう一つ、すみません、ちょっと先ほど聞いたときに落

としちゃったんですけれども、今、４区の共有地みたい

になっているんですよね。それは何年でしたかね、何年

に話し合って、４区の共有にしようということになったん

でしたっけ。

○パネリスト（山田賢一）　合併自体は昭和34年に合

併したんですけれども、それをそれぞれ城東村が持って

いた土地、稲取町が持っていた土地、稲取町が持って

いた土地をどうするかということも議会の中でもいろい

ろお話しされて……、町長が発言します。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですね。いいで

すか、すみません。

○パネリスト（太田長八）　基本的には今言ったように

町村合併のときに稲取の地区のこの細野高原につい

て話し合いがありました。そのときは、やっぱり町が一

枚かんで、町と４区の共有の土地で、さっき言ったよう

に、ゴルフ場、そしてアニマルキングダム、動物園、これ

に関しては２分の１。今もその分配は変えませんけれど

も、使用に関しましては、私がなって多分すぐくらい、結

構４区からそういう要望があった中で、４区の所有だっ

たのが１０年くらい前かな。そのぐらいですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　10年前ぐらいですか。

○パネリスト（太田長八）　大体ね。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。

　だから、あれですよね。昭和の合併のときにそういう

話合いがまずあって、最近というか、10年前ぐらいにも

う一度、そこの所有を見直すというか、そういう流れが

あったわけですね。

○パネリスト（太田長八）　結構ね、４区のほうから、も

う前々から一応、４区の所有にしてくれといった中で、話

合いがあったんで、役場も巻き込んでそうなったと感じ

ております、あと４区の強い希望ですね。

○コーディネーター（白川勝信）　昭和33年頃といっ

たら、草の利用はどうだったんですかね。柑橘って割と

ずっと何ていうか、堅調な産業だったのかなと想像す

るんですけれども。

○パネリスト（山田賢一）　その合併する日が来てか

ら、しばらくの間は、今も町長の話の中にもありましたが、

ゴルフ場とかバイオパークも含めて、草刈り場、採草地

だったんです。そこを正直いって、今４区と言いますけ

れども、昔はほとんど一つの入谷区と言うんですけれ

ども、そこが全員ほとんど出て、それで全部で言う200

何十町歩を自分ちで管理しておりました、合併した頃、

前後ですね。そういうことでやっていまして、ここの入

谷区というところの人はほとんど全戸出て管理をして、

防火線から山焼きからやっていました。山焼きなんか

は、ひどいこと、今じゃ考えられませんけれども、朝振

れというのがありまして、朝６時頃、班長さんが今日は

山焼きやるから出て来いと言って、それは有無もなく出

なきゃならないような状況でやっていました。今日の

仕事があるとか予定なんていうのは、それはもう無視

されて、そういうことで皆さんで、入谷の皆さんが管理

してきたものです。

○コーディネーター（白川勝信）　その頃の人の意識と

随分今と違うんでしょうね。何かその地域の行事という

か、もうやることが決まっている。もう年中行事みたいな。

○パネリスト（山田賢一）　だから、先ほど言ったよう

に、あまり利用しなくなった、農家でも使っていた人が

あまり利用しなくなったというのがやっぱり一番大きな、

大きな関心がなくなってきたということじゃないかと私

は思います。今でもよく共同で山焼きの管理をしていた

だいていますけれども、この役員以外の方の中には、

何で俺んちが山の管理をしなきゃならないんだ。海岸

線のそれこそ近くとか、町の中の人には、そう言われる

ことも多々あります。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。そういう意

味では、あれですよね。前回の、前回って、13年前のこ

とを言うのもあれなんですけれども、課題だった山の価

値を共有しないと担い手もまた続かないかもねというと

ころは、まだまだ今もちょっと課題としてあるのかもしれ

ないですね。ありがとうございます。

　そんな中で、さっきバイクの、モトクロスの人が増えて

きたという話があったんですけれども、ちょっと質問を

いただいていまして、バイクも問題があると思います。マ

ウンテンバイク、モトクロスの人の利用はどうですかと

いうことで、お聞きしたいことというのは、草原管理の立

場とか観光の立場からメリット、デメリットなんで、観光

の立場のほうからちょっと、石島さん、バイクとかモトク

ロスの人たちの観光の仕方というのはどうなんですか

ね。うちのほうを見てみると、ツーリングでやって来て、

ちょっと休憩して、また次のところにずっと行くような感

じで、何か通り抜ける形の、モトクロスじゃないので、

ツーリングバイクはうちのほうもよく来るんですけれども、

モトクロスというのは林道を走っている感じなんです

か、未整備の。どんな感じで。

○パネリスト（石島専吉）　私もそのあまり詳しくはな

いですけれども、財産委員長が言われたのは、駐車場、

その第一駐車場、第二駐車場ぐらいまで来て、山を見て、

いいところだねって言って休憩して帰るんだったらい

いんですけれどもね、その400メートル以上の上の、細

野高原の山頂近くの三筋山の近くまで林道がずっとあ

うのがあるんですが、阿蘇の場合は160ぐらいある、牧

野という言い方をするんですけれども、草原が160ぐら

いあるというふうに考えてください、細野高原みたいな

草原が。そういう世界の中で、観光についての新しい取

組というのは、阿蘇はまだ畜産が盛んなので、防疫、伝

染病が大きく広がることを一番恐れています。そのため

に牛がいるところに簡単に入れないような仕組みに

なっているんですが、牛がいないときだとか、あるいは

きちんと防疫、薬剤を散布したりあれしたりして、入る人

も人を制限して、ちゃんとガイドつきで入るという仕組み

をどんどん広げています。それで、さっきお話あったよう

にガイドで回った人は、そのうちの何人かを牧野組合

のほうに渡しているという、そういう形で、大きくバスで

歩いて、とにかくいっぱいで動くというような世界ではな

くて、そういった本当の草原のよさを学んで入っていっ

て、そこのいろいろ、さっきからお話があったように、自

然だとか文化だとか、野焼きというのがこれだけ大変な

作業で、こんなにきれいに守られているんですよという

ことも一緒に含めてですね、ガイドさんとの会話の中で

そういう会話をする。

　将来的には、多分、牧野を管理している人の若い人

がガイドになっていく、そんな仕組みづくりもこれから

やっていこうかなというふうに、こういうところです。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　山田さんのさっきのお話を聞くと、随分、観光の分野

と、すごくこう、どういえばいいんですかね、連携がよく取

れているなというふうに感じたんですよ。何か阿蘇のほ

うは、やっぱり牧野ということで、牛を放牧しているんで、

防疫ということで、しっかり消毒しないと、入ってもらっ

て病気を媒介したら困るとかっていうことがあったんで、

その辺では何か、あまり地域の方とかも観光客の人が

たくさん来ることには全然抵抗がないというか、むしろ

来てほしいというような感じなんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　観光客の方が来てほしい

というか、観光地ですから、そういうことは協力はして

いかなければならないと思いますけれども、いろんなこ

とのトラブル……、先ほどちょっと言ったけれども、今年

はね、非常にオートバイの方が細野高原に入ってきて、

物すごい大きな音で何十台って連なってくるもんで、そ

ういうことをこれから少し対策を考えなきゃならないか

ということは考えていますけれども、観光地である以上、

多少はね、イノシシとか鹿しか歩かない道よりも、やっ

ぱり人が歩いてくれたり、人がいることのほうが地元と

してはありがたいもんで、それはいろんな皆さんに注意

をしてもらいながら、多くの方に来てもらうということは、

それはいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　もう一つ、ちょっと山田さん、お尋ねしたいんですけ

れども、利用の中で、観光のイベントとか利用が結構ご

紹介いただいたんですが、何かほかの農業に草を利用

するとか、そういうことは今はどういう状況なんですか。

昔は、さっきあったというふうにおっしゃっていました

けれども。

○パネリスト（山田賢一）　昔はですね、もう今から、私

たちが若い頃は、あの全山がほとんどはげ山になるぐ

らい、皆さんあそこで草を刈って、そして堆肥にしたり、

畑の中へ引き込んだり、いろんな利用をしていました。

ほとんど、だから、水際の下ぐらいからずっと、ほとんど

草を刈り取ってしまいまして、見事なはげ山みたいに

なってしまっていました。昔はそれほどあったんですけ

れども、今は数人の方が草を刈って資源にしているぐら

いで、ほとんど草を刈る人は、非常に少なくなって、昔に

比べればもう激減というか、ちょっと、というのがこちら

の柑橘が主体だったんですけれども、その産業が非常

に衰退しちゃったもんで、そういう意味もあると思います。

○コーディネーター（白川勝信）　柑橘の畑の中に、ミ

カン畑の中に草を入れていたということですね。

○パネリスト（山田賢一）　はい、それがほとんど中心

でやっておりました。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。その数人

の方が今、すごく少ない数でやっているということで、あ

まりこう、使える草はたくさんあるけれども、草を使うこと

は随分減ってしまったということですかね。

○パネリスト（山田賢一）　そうだと思います。昔はそ

れこそ部落中というか、皆さんで、私が若い頃もそうで

すけれども、取りっこというかな、朝の４時頃から草を刈

りにいって、朝明るくなって、何だおまえらそこにいたの

かというぐらいみんなで草を刈っていましたけれども、

今はそういうことはほとんどないですね。草は幾らでも

ありますけれども、持っていく方は非常に少なくなってい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。資源はあ

るけれども、使えていないということですよね。何か

ちょっともったいないなというところなんです……、そう

だ、皆さんの手元に質問用紙というのが用意されてい

ると思います。話を聞きながら、アイデアとか意見があれ

ばぜひ書いていただければと。感想でもあれば。もし書

かれた方は、ちょっと手を挙げていただくと、役場の山

田さんが集めてくださるので、できればちょっと質問を

書いてください。何か僕の聞きたいことばかり聞くのも

もったいないので、ぜひぜひちょっと皆さんのご意見と

るわけですよ、狭い。そこをがんがん走っているらしい

んですよ。ですから、そこからまた転がり落ちちゃったり

とか、いろいろそういう事故にもつながっているみたい

なんで、今ちょっと苦慮されていて、入り口にちょっと

チェーンでもやって、それは取って行けることは行ける

んですけれども、もう少し意識をしっかり持たせたほう

が、何かね、よくないんじゃないかということもあって。そ

ういうことは山田さんからこの間言われて、そうだなと

いうふうに思いました。

○コーディネーター（白川勝信）　確かに事故があっ

たりすると。

○パネリスト（石島専吉）　そうですね。やっぱり私た

ちの考えるハイキングの聖地と、そういうバイクとかっ

ていうのは、ちょっとリンクしないんですね。ハイキング

で歩いているところをばんばんこう上っていっちゃうら

しいんですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

○パネリスト（石島専吉）　ですから、ちょっとその辺

は規制しないとまずいんじゃないかなというふうには

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　その辺を規制する

道、そこは市道なんですかね、町長。そうですか、市道

ですか。どういう形の規制が考えられますかね。

○パネリスト（太田長八）　基本的に町道が抜けてい

るんですよ。その町道に関して遊歩道が続いているの

で、そういう部分に関しましても私道なので、それはすぐ

にできると思いますので。町道に関しましては制限でき

ません。やっぱり一番心配するのがこの細野高原、住宅

地を通ってくるもんで、渋滞とか住民の理解がないと活

用できませんのでね、それなので今、細野高原付近の

住宅の理解を得られるようやっております。それこそ今

度はバイクなど、これ規制できませんもんでね、そういう

なかで細野高原の活用がちょっと中座するのが困るな

というのが現状でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　マウンテンバイクとかで来る人はいるんですか。うち

のほうはスキー場があるんで、スキー場の夏のシーズ

ンにマウンテンバイクでだっと下るとか、林道を下ると

か。自転車ですよね。自転車あまりないですか。

○パネリスト（山田賢一）　ないと思うよ。

○パネリスト（太田長八）　自分が把握したのは、熱川

地区はね、比較的林道があるもんで、熱川地区が結構

マウンテンバイクが来ているのは聞いていますけれども、

細野高原に関しては、ちょっとマウンテンバイク、普通の

オートバイが結構来るんじゃないかと、これは想像です。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ちょっとまた別の質問なんですけれども、そういう意

味で、これまであった自然イベント、自然利用で、何か

細野高原に合っているものというのは山菜狩りとかス

スキ狩り以外でどんなのが、どんなイベントがいいか

なという質問が来ているんですけれども、どういう方向

性が……

○パネリスト（太田長八）　正直いって星空やったん

ですよ。星空のほうも、自分はもう最高でした。やっぱり

行ったときに、もうライトも全て消して、虫の音だけ聞くよ

うな感じで、たまたま虫の声が聞こえて、本当にすばら

しいなと思ったんですよ。しかしながら、やっぱり寒さ、

これが寒いということで、２回やってちょっと断念したん

ですけれども。そうやった中で、星空のこと、これもある

程度やったら本当、都会の人も喜ぶんじゃないかと思

います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ほかに何かアイデアがありますか。山田さんとか石

島さんのほうは。どんなイベントがいいなというのが

あれば。

○パネリスト（山田賢一）　要するに今、私が考えてい

るというか、皆さんにも細野高原を考える会の中に

ちょっと提案させています。要するに細野高原の里山づ

くりという形で、奥山じゃなくて、あそこはまだ里山だよと

いう形で、里山のよさを広げていきたいなと。そういうこ

とで今、細野高原の入り口、これは財産区の土地じゃな

いんですけれども、やっぱり入谷部落の振興会という昔

の団体がありまして、そこの土地が６町歩ぐらいありま

して、ほとんど細野高原に隣接したところですけれども、

そこを今、森林組合の組合の皆さんが今まで植林され

ていたもんで、そこを全部伐採して、そこに今、ヤマザク

ラを全部植えようかなんていうことで、ヤマザクラの里

を今、これは国とか県の補助金をもらって森林組合が

やってくれているんですけれども。それで、地主さんは振

興会というところですけれども、将来的にはそこをヤマ

ザクラの里にしようと。中は当然、材を出すのに林道を

造りましたんで、そこが散策道路になるかなと。そこが、

うちの振興会の山だけが６ヘクタールぐらいならある

んですけれども、その奥に町の山も10町歩近く、10ヘク

タールぐらいあるもんで、今、町長ともお願いしているん

だけれども、そこ全体を全部やって、いろんなことに使

えないかな。そうすれば、振興会のほうもいろんなこと

があるんじゃないか、できるんじゃないかと。

　農協さんもいろいろそこを今、あそこにも農協の施設

もありますから、これはボツになったんですけれども、

一時、あそこで、要するに地ビールの工場を造ってやり

たいという、いいな、地ビール、ビール飲みながらあの

高原でススキ眺めたらいいなというようなことで、それ

を私たちも非常に賛成して協力したんですけれども、

ちょっといろんな事情で、それはボツになりましたけれ

ども。

　そういういろんなことで、あの高原をいろんな方面で

楽しんでもらえるような、これから設備というか、利用し

ている団体とか企業があったらいいな、私は考えてい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　何かいろんなことが、道路がやっぱり中まで通ってい

るというのがいろいろ、シャトルバスが行けるようなとか、

そういう整備ができているなというのがすごいんだろう

なと思います。

　片方でちょっと管理のほうの質問も来ているんです

けれども、担い手の問題というのも先ほどありましたが、

もう一つ、省力化という関係で、これ僕の話の中なんで

しょうね、山焼きの道路の防火帯に沿って軽トラが入れ

るようにするような話が蒜山でも聞いたことがあるけれ

ども、細野高原でも何かそういうことができる部分が

あったらコメントをお願いしますということなんですけ

れども、これどなた……、そういうのが可能そうなところ

というのはあるんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　防火帯、先ほど今、白川先

生の言った、あそこの防火線沿いにパイプを引くかとい

う案も去年出ました。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。やっぱ

り一晩で考えるようなら大体考えているんですね。

○パネリスト（山田賢一）　やって、水道屋さんに見積

りを取らせてやってみてはどうかなと思ったら、距離が

長過ぎてちょっとそのままやるんじゃ難しくないかという

ことで、それはボツになりました。

　もう一つ、今、いろんな林業試験場とかなんとかでお

話を聞いているのは、内山さんが専門ですけれども、あ

の防火線に防火林を植えて、要するに火の広がらない

ような防火林を植えて、それがただの面白くない木じゃ、

何も観光資源になりませんから、将来的に防火林であ

りながら観光資源の一助になれるような、例えばいい

んじゃないかって、内山さんが専門ですけれども、サザ

ンカとかツバキとか、一番強いのはサンゴジュなんて

いうのがあるらしいんですけれども。それらを防火帯に

10メートルぐらい、本当の火が出るところじゃなくて、火

があまりばんと燃えないようなところは防火林で防火帯

みたいなものを設置したらどうかなというようなことも

皆さんとは議論していますけれども、まだ実現はしてい

ません。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

　やっぱり結論というか、ちょっとすぐには出ないんで

しょうね。どこの地域でもいろいろそういう山焼きの省

力化とか安全性というのは出されているんですけれども、

高橋さん、何かその辺で、阿蘇のほうでは物すごいたく

さんの山焼きやっていますし、工夫されている部分もあ

ると思うんですけれども、人数も多いですが。ちょっとど

ういう、事故のほうの部分ですし、省力化の工夫で何か

あれば教えてもらえますか。

○パネリスト（高橋佳孝）　やっぱり事故は、毎年とは

言わないけれども、数年に１回必ず出ているんですね。

事故が起きると、もうやめてしまうという、そういった一

つ大きな問題が２つあって、１つはもう担い手がいない

で、いつやめるかを考えず、ただやめてしまう。責任者が

責任を取るなんて無理。例えば阿蘇の場合では、区長さ

んが火入れの責任者。

○コーディネーター（白川勝信）　火入れ責任者。

○パネリスト（高橋佳孝）　であれば、区長さんという

のは、例えば２年、３年で替わっていきますよね。そうす

ると、もう区長になりたくないという人が出てくるんです

よ。しかも、それ裁判ざたになったりとか、いろいろ面倒

くさいというのがあって、それで、多分この阿蘇の分科

会で相談される南阿蘇の村長さんがいて、南阿蘇村は

地震による被害によって野焼きができなくなったところ

が多いけれども、もともとそういう構造的な問題で、いつ

もどうなるか分からないというから、どんどんやめる、や

める、やめるというのが出てきていたんですね。そこで

少なくとも火入れ責任者は首長がなるということで、実

は安心して野焼きを再開した牧野参加者。ただ、それは

もちろん責任者だけの問題じゃなくて、そこに県や、ある

いはボランティアや市町村の協議会みたいなものをつ

くってみんなで応援してそこを再開するわけです。なぜ

再開するかというのは、これも多分、分科会で論議され

るように、熊本市民にとっては水源の源である草原の水

源涵養力というのは、実は阿蘇のほうは森林よりはる

かに高いんです。もしかしたら東伊豆もそうかもしれな

い。そういう草原の価値をみんなで共有して、それを

守っていくために役所も汗をかくし、お金も出しましょう

ということでやっている例が１つあります。

　もう一つは、牧野ごとに、さっき白川さんがおっしゃっ

たように車が通れる防火帯をやっぱり造りたいという

のが物すごく強いみたいですね。鉄鋼スラグの廃材み

たいなものが簡易的にですね、舗装までいかなくてもか

なり強い道が造れるということがあって、そういうものを

り保全という中で、首都圏から来る人が結構多いので、

500円、それくらいのお金ですけれども、地元の人に

とっては500円高いなと言いますけれども、首都圏から

来れば取りあえずそれが妥当ではないか。しかし、やっ

ぱり行くまでは結構ブーブー、周りを見ますと、現地に行

きますと、やっぱりすばらしい景色を見た中で、それは

当然当たり前の話だということを聞きますのでで、町と

してはそれがいいんじゃないかとは確認しております。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　入山料の話をしたら、先ほ

ど言った、今ススキがあるだけじゃなくて、今年、去年は

コロナのことでやらなかったんですけれども、山菜狩り

でも、私たち財産区で、入り口のところでお金を頂いて

います。あそこの入り口のところで来て、町民の方とよそ

から来た人はちょっと金額を変えて頂いております。

○コーディネーター（白川勝信）　細かい対応をして

いるんですね。

○パネリスト（山田賢一）　そうですね。それはいろん

な観光協会さんのご指導でいろいろやっていまして、町

外の方とか宿泊した方、地元の方ということで、３段階

ぐらいに値段を分けてやって、財産区の役員があそこ

でガードしてやっております。

○コーディネーター（白川勝信）　なかなか結構ね、お

金を頂くというのは勇気の要ることで、お金出したけれ

ども、こんなかってなっちゃう……

○パネリスト（山田賢一）　文句が出ますけれども、こ

れは富士山のあれと一緒だから、この山も管理するお

金ですからということで頂いています。

○コーディネーター（白川勝信）　そういう意味じゃ、

草原の価値を知っていないと、お金下さいとは言えな

いわけですから、それだけ価値を認識しているというこ

とですよね、地域の皆さんが。

○パネリスト（山田賢一）　何回かは、あそこまで来て、

ゲートのところで帰っていく方も結構います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。帰っていく

方もおられるんですね。

　草原の価値という中で、さっきちょっと質問とかを後

に、教育のことについて、町長もおっしゃったし、高橋さ

んもおっしゃっていたんですが、幾つか質問が来てい

るんですけれども、まず、高橋さんに、全体的なことだと

思うんですけれども、草原の価値の教育的効果につい

てのことの質問で、草原で子供たちに何を伝えられる

のかというのと、火入れとか野焼きを体験すること、伝

統的な作業としてそういうことを体験することの意義み

たいなところは、大きな話ですけれども、どういうところ

にあると思いますかという質問なんです。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原、教育者じゃないんで、

偉そうに語ることはできないんですけれども、価値と言

うまでもなく、大きく２つあると。１つは体験、五感で体験

したり、野焼きを体験したり、自然の雰囲気を体験した

り、草花を観察したりということと、それからやっぱり仕

組みづくりを学ぶというところですね、文化も含めてで

すね。体験に関しては、学校の中では語れないし、教え

ることができないことが屋外でできる。

　阿蘇の場合、全部の小学校で草原の学習をすること

が今できています。それで、発展性というか、私たちもそ

のほうがいいなと思ったのは、それを端緒にして、今度

はそれが公民館活動に地域活動にいく。そうすると、地

域の関わってくれる人たち、大人の人たちも増えていく

し、景観も入ってくるし、公民館として地域の草原を守っ

たり、上で寒いんですが、阿蘇の場合、草泊まりという、

草刈りをして、地元の集落と草刈り場の集落まで500

メートル以上の標高差があって、毎日通うの大変だか

ら、家族みんなで山の上に行って、草で作ったテントで

２週間ぐらい泊まって草刈りするという文化があったん

ですけれども、その中で子供たちを泊まらせて体験させ

たりというようなこともできている。

　だから、端緒は学校教育からだったんだけれども、

今は地域教育というか、教育という言い方がいいのか

悪いのか分からないんだけれども、地域の文化や歴史

や、その成り立ちや技術や意識や知識というものです

ね、子供たちに引き継いでいくと同時に、家族やその関

わる人たちにも広がっていくというものがいいですね。

少しずつ何か所かに広がっていく。そこのほうが私は

大事になってくるかなと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ＳＤＧｓの地域版とい

うか、そういうこと……

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。そんな感じに

なるのがいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　先ほど石島さんから

も、最後のスライドでＳＤＧｓという言葉があったんです

けれども、観光コンテンツそのものとしてのＳＤＧｓとか、

そういう学習のニーズというのはあるんですかね。ＳＤ

Ｇｓを学ぼうとか、そういう草原の自然、先ほどでの説明

だと、観光での収入が草原の保全に行くということだっ

たんですけれども、阿蘇ではボランティアの人は年間

2,000人以上来るし、実はうちのほうも木を切ったりと

か草刈りの体験を教育ツアーとして、一応プログラムと

いうのはあるんですけれども、そういうのは、こちらのほ

うではそういうニーズみたいなものというのはあるもん

ですか。

導入することで、野焼きを再開したり、そういう、向こうで

は恒久防火帯という言い方をするんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　恒久、ああずっと使

えるもの。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうです、ずっと使える防火

帯。道路さえあれば何とかなる。そういうものに対しても

県の事業として、導入するところにはそういう必要な経

費を出すというふうなこともでてきています。

　やっぱり今の方向性としては、恒久防火帯ですね。

　もう一つは、以前、草を刈っていて、もう裸になるよう

な状態がありました。阿蘇も秋吉台も全くそういう状態

ですね。その頃はですね、こんなに広く防火帯を切らな

くても安全だったんですよ。草がもう持ち出されている

から、火をつけてもそんなに大きくならない。今は雄大

でもう映像に入るとものすごくいいように見えるかもし

れないけれども、まさに危険な状態にあるわけですね。

25メートルぐらいまで炎が上がったりします。そんなに

危ないんじゃ、もう野焼きができないという話があった

んですが、最近、カヤ刈りとして、冬場の枯れた草をい

ろいろな方が刈っているんですよ。牧野さんにもお願い

をして、そこに入らせていただいて、たくさん刈るように。

牧野さんがそれで一番喜んだのは、野焼きが楽にな

るって。もともとあの草原の価値があって、それを維持し

ようとすることも重要ではあるんですけれども、実は、そ

れを維持するためには草をうまく利用することがそれに

もまた役に立っている。もちろんお金という点もあるかも

しれないし、材として文化財の保全に役立ったりするこ

ともあるかもしれないけれども、利用することで、実は管

理の省略化や安全性にも物すごく貢献できているとい

う、そういう仕組みづくりをみんなで共有していって、

やっぱり何か草を利用する算段と創意工夫によってひ

とつひとつやっていかれたらいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　そもそも利用してい

たから草原なのであってというところに立ち返るという

ことですね。

　ちょっと会場からの草の利用についての質問、多分、

山田さんにお答えいただいたらいいと思うんですけれ

ども、１つはミカン畑に草を使っていたときは何月ぐら

いに使っていたんですかということなんですけれども、

刈る時期というのは、決まった時期に刈っていたんで

すか。

○パネリスト（山田賢一）　刈る時期は、10月から11

月、要するにこれから秋口にかけて、もうカヤが緑がな

くなってきて、要するにそれのほうがもちがいいもんで、

青い草を刈ってやるよりも。だから、皆さん大体、草が枯

れ始めた頃から、10月から11月頃から。それで、して、

少なくとも２月に山焼きをやるもんで、山焼きのときまで

には、刈った草は持ち出してくださいよというようなこと

でやっておりました。

　だから、そうですね、大体今から、10月から11月頃

が一番多いと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　それと、かやぶき屋

根には使っていたんですか。

○パネリスト（山田賢一）　僕の記憶というか、前は

使っていたという話も聞きますけれども、実際、私は見

ていないもんで、何とも言えません。使っていたと思い

ますよ。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。使って

いたとしても、大分昔、古い時期ということですね。なる

ほど。ありがとうございます。

　ちょっと別のユーチューブのほうからの質問、すごい

いっぱい来ています。何か皆さんやっぱり、これはです

ね、シャトルバスのほうなんで、石島さんにお伺いした

いんですけれども、シャトルバスをやめたのに料金を

取っているのはどこで取っているんですか、どういうふ

うに徴収している、徴収方法を教えてくれませんかと書

いているんですけれども、それは何かゲートを設けたり

とか、そういうことですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。下の103台置け

る駐車場の入り口のところに受付がございまして、そこ

で一応、感染症対策でいろいろアルコールをやったり

とか、そういうときに払っていただいてパンフレットを渡

しています。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。コロナ対

策も一緒にできるしということですね。

○パネリスト（石島専吉）　はい。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　そのやり方というのは、割と最初の頃からそういう形

でやっていたんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。その期間だけな

んですけれども、ですから、１日過ぎれば無料で入れ

ちゃうんですね。ですから、最初は私も何でお金取るん

だよってものすごい言われているようなお客が多かっ

たんだけれども、やっぱり最初はそういうふうに、高橋

さんが言っていたように、入山料って何で取るのってい

うのを、無料のイベントというのはよくないという前任の

観光協会長から言われていて、そちらの前任の観光協

会長がそういうふうにして、私たちもそれを引き継いで

います。それを財産区のほうにも使用料として払えると

いう形になっております。

○コーディネーター（白川勝信）　町長、何か。

○パネリスト（太田長八）　入山料に関しては、やっぱ

秋って紅葉するところあるのかいって言われて、昔はも

う強気でしたから、もう団体客ばんばん入ってくるから、

じゃ結構ですよ、もうどこかの箱根とか北関東とか東北

で見てくださいと、紅葉は。伊豆はちょっとないんで結構

ですみたいな感じだったんですけれども、今は反対で

すから。紅葉する木はないんですけれども、やっぱりそ

ういうススキで秋を楽しんでほしいというのが１つです。

　あともう一つだけ、去年のススキのイベントで7,200

人来たわけですけれども、そのうちの350人にアン

ケートを取ったんですね。さっきの話とちょっとつなが

るかもしれないんですけれども、イベントの売りで何が

一番よかったですかというのは、やっぱり「絶景」でした。

これ断トツで絶景。それで、参加したい新企画、これは

多かったのが「１日限りの星降るキャンプ場」、あと、

「大自然をそのままに」という方もありますし、あと、「野

外コンサート」。これは今年はできないんですけれども、

一昨年まではホルンの演奏会だとか、稲取高校の吹奏

楽部の演奏会を土日にやったりとかしておりましたの

で、そういうことです。あと、細野高原に必要な施策とい

うことで、「アクセス道路の拡充」とか「絶景ポイントの

紹介の充実」とか、そういうことを書かれている方が多

かったということですね。

　ですから、伊豆というのは本当に秋も楽しめるんだと

いうことを観光客の皆さんにも知ってほしいということ

でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

秋を楽しんでほしいという、観光客の方へのメッセージ。

　山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　管理していくのがどういう

ことかということを言われてもあれですけれども、私はよ

く親戚とか友達とかなんとか来たときに、細野高原を連

れていくと、必ず言われるのは、何だ伊豆は山が深いん

だな、よく言われます。大体皆さんは海岸だけ走って

帰ってきて、伊豆半島の中のほうへ入るのは、天城道路

ぐらいのところしかないと思いますけれども、各町には

深い山が、山が深いです。だから、そういうことを楽しみ

ながらいろいろ山を楽しんでいただければありがたい

なと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　すみません、ちょっとチャイムが鳴っちゃって、時間が

来ちゃったんですけれども、コンパクトに高橋さんと町

長にもコメントいただいて終わりたいと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原は非常に懐の深い資

源だと思います。それで、将来に向けて決して暗いこと

ばかりじゃなくて、多分21世紀の持続的社会を語る、こ

れほど人と自然との関わりの仕組みが何千年も続いて

いるというのは、すごい懐の深い地域資源なんだろうと

いう。ただ、それを私たちが気づいていないような、これ

は研究者にもしかりだと思うし、行政においても多分し

かりだと思いますけれども、そういう意味では、もう一度、

草や草原の魅力をみんなでいろいろ創意工夫しなが

ら考えていく。新しい社会への土植えも可能になってく

る、そういう明るい展望を持ってみんなでぜひ協力し

合って次の世代にちゃんと続いていくようにしたいなと

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　じゃ最後に町長、お願いします。

○パネリスト（太田長八）　これは本当、ユーチューブ

を見ている全ての方に、これはもう人と地域の問題じゃ

ありません。これは全国の問題でございますので、全国

の方々、草原に対して興味を持っていただくことが私は

一番だと考えています。そういう中でこの草原、将来に

わたって保全なんかもね、やっぱり市町村の自治体で

連携してより多くの自治体に入ってもらった中で、草原

をいかに守っていくか、これをまたやっていきたいと思

います。そういう中ではまたユーチューブを見ている方、

その辺また支援と協力を賜ると大変ありがたいと思い

ますんで、よろしくお願いします。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　最後に非常に力強い、全国の方々、それから全国の

自治体に向けて草原共有を持ってまた加わっていただ

きたいというメッセージをいただきました。

　ちょっと僕の進行が不手際で12時を過ぎてしまいま

したが、これでパネルディスカッションを終わりたいと

思います。

　もう一度、４人のパネリストの方に感謝して拍手をい

ただけたらと思います。（拍手）

　どうもありがとうございました。

　じゃ、配信のほうもこれで終わらせていただきます。ど

うもありがとうございました。

○司会　皆さん、どうもありがとうございました。

　午後ですが、１時から東伊豆、阿蘇、蒜山の３会場で

分科会を開催いたします。午後１時になりましたら、そ

れぞれの会場で分科会を開始してください。よろしくお

願いいたします。

　その後の全体会のウェブ配信については、午後３時

20分からを予定しておりますので、午後も引き続きよろ

しくお願いいたします。

　午前の部につきましては、以上で終了となります。あり

がとうございました。

○パネリスト（石島専吉）　細野高原はまだそういう形

にはなっていないんですけれども、いろいろ摘果のミカ

ンの収穫を手伝うとか、いろいろそういうカーネーショ

ンの花を、そのまま結局時期が過ぎちゃって、全部それ

を捨てちゃうわけですね。そういうのを何か手伝う体験

だとか、そういうことは、農業体験のほうなんですけれ

ども、そういうのは少しずつプログラムに入れているん

です。まだ参加者は少ないんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　そうなんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そういうのは年間を通して

いろいろちょこちょこやっています。

○コーディネーター（白川勝信）　じゃ何か、これだけ

宿泊施設もあり、こういう海と山とっていう、すごく近いと

ころにあるという環境だったら、本当に、うちは体験教

育とかをすごく受け入れているので、何かメニューが

つっこんでいきそうだなと感じました。すみません、

ちょっと僕の興味のほうでちょっと質問をかぶせてし

まったんですが。

　もう一方、これも教育のことなんですけれども、次世代

に伝えていくために教育現場でできること、望むことは

どういうことがありますか。町長のほうから遠足の記憶

がっていう、高橋さんもそうだったんですけれども、遠足

以外でということということですが、教育現場でどういう

ことができるでしょうかね。どなたでもお答えください、

せっかくですから。どなたかありますか。

○パネリスト（太田長八）　まず、自分から言ったのは、

まず細野高原に対しての愛着ね。　子供のときから。そ

れがなければ、細野高原の保全はもう無理だと考えて

おります。そういう中で、まず町民が行った中で、細野高

原のよさが分かった中で、そしてやっていけば続ける方

向で、地域効果やったんです。それによってよさが分

かって、そうすれば、先生が言ったように子供が行けば、

必ず父兄が行きます。そういう中で全体的にやっていき

たい。それとやっぱり子供たちも自分で働いたお金で

いろんなことができる。そういうことができれば、子供た

ちの教育になると考えております。

　そういう長期的に考える中で、やっぱり子供が細野

高原に興味を持たせなければ、自分は細野高原の保

全は絶対無理だと考えておりますので、そういう中で、

そこが一つのいい機会じゃないかというようなことです。

　教育的効果、高橋先生がおっしゃったテントを作っ

てそこに滞在する、そこでキャンプするとかね、やっぱ

りそういうのがあると、教育的な体験になるんじゃない

かと考えています。

　何しろ小さい子が草原に対して興味をいかに持たせ

るか。それだけは私はいろいろと考えております。やっ

ぱり何事も一から小さい時からやっていくというふうに

ありますので、そこからの教育が私は一番大事じゃな

いかと考えておりますので、そういうふうに言わせてい

ただきました。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　ほかにありますか。

　ちょっとそろそろ時間が来ているんですが、いろんな

方の質問、本当にありがとうございます。

　もう１個だけ、僕に質問、これは物的なことなんで、カ

ヤが高いという話が出て、850円で売るのは高いん

じゃないかという……

○会場より　（「いや、違う、どうしたら高くできるかとい

うことを聞きたかった」と呼ぶ者あり）

○コーディネーター（白川勝信）　それはなぜですかと

いうことなんですが、これは、中間業者に販売している

んじゃなくて、カヤの施主さんに直接販売しているので、

一旦集めると安くなりますけれども、カヤぶき職人さんと

かカヤの施主さんとしっかりネットワークをつくるのが

高い価格で販売している一つかなと思います。価格に

ついてはカヤぶき職人さんに相談して決めた価格です

ね。すみません、以上です。

　いろいろお聞きしたんですが、ちょっと最後に皆さん

から一言ずつ、草原に関わる人への誰かを想定して、

子供でもいいですし、観光客の人でもいいですし、また、

ユーチューブで見ていらっしゃる方でもいいですけれ

ども、一言ずつメッセージをいただけたらと思います。

石島さんから、今度は反対にお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　４人目だと思って安心して

いたんですが、私は観光ということからちょっとお話を

させていただければ、何で秋のススキなんだという感じ

なんですよね。これはもう10年ぐらい前から団体の宴

会型のお客さんが激減しています。今まではもう団体で

バスで来て、もう20人、30人で宴会して、朝ばっと８時

頃帰っちゃうんですよね、もう朝食を食べて。ですから、

観光する場所なんていうのは全く必要なかったんです。

秋以外の春には河津桜もこうやってやっておりますし、

夏はやはり海水浴とか、そういうリゾートという感じが

ありますのでよかったんですけれども、それなもんで、秋

が全然オフシーズンになっちゃんたですね、一時期。そ

れで、やっぱり観光協会のほうも、せっかくああいう高

原のいい場所があるんだから、ススキのイベントをや

らせてくださいということで、財産区に頼んで町と協力

してやったような状況がございますので、そのような形

で、やはり春夏秋と楽しめる、そういうコンテンツが欲し

かったということがまず１つですね。

　ですから、秋によくお客さんに言われたのは、伊豆の
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　次をお願いします。

　細野高原を利用した東伊豆町観光協会の取組とい

うことで、私たちにとっての細野高原とは～観光の観点

から～ということで、東伊豆町、ひいては伊豆を代表す

る資源であるというふうに思っております。ですけれども、

いまだ資源であり、目的となる場所ではない、こちらは

財産区長もいるのに失礼なんですけれども、そういう状

況が続いております。

　ですから、また下を見ると、私たちが考える魅力とい

うことで、圧倒的なスケール、これは町長もドーム26個

分、箱根の仙石原が知名度が高いんですけれども、そこ

の７倍になります。ですから、もっともっと本当は来てほ

しいという状況にございます。

　絶景ということで、草原の先には太平洋、そして伊豆

大島がぽっこり浮かんでいるように見えます。そして、伊

豆諸島も見えて、後ろには、私も中学のときに遠足で天

城連山、万二郎、万三郎の遠足というのを８時間かけて

行きまして、それは本当にもうつらくて、忘れられない思

い出となりました。

　そういう状況の中で、三筋山山頂というのが標高

821メートルございます。

　次をお願いします。

　その取組の２番になりますが、先ほども財産区長が

おっしゃったように、春の山菜狩りというのは財産区が

中心になって行われておりまして、私たち観光協会とし

ては、パンフレットとかチラシを作って協力して、そして

少し受付を手伝うという形になっておりますが、秋のス

スキのイベントに関しましては、東伊豆町観光協会が

主催で行っております。ここで、細野高原でしか味わえ

ない景色・体験を売りにしたイベントを企画・運営して

いるということで、こちらの詳細は次ページをお願いし

ます。

　ここで表が出てきたんですけれども、ちょうど白川先

生がいらっしゃった13年前ということで、その後からこ

の細野高原のススキイベントが始まりました。ちょうど平

成23年度から始まりまして、2011年かな。それで、今回

の秋、これから10月８日から予定しておりますが、これ

が第11回になります。ですから、10年ぐらいやってきて

いるんですが、私のイメージとしては、もっと20年以上

やっているような気がしているんですけれども、こんなも

のなんですね、まだ11回目ということで。

　これさっき高橋先生もおっしゃっていたんですが、入

山料を取るようになったのが第３回から。第３回の平成

25年度から500円取るようにしました。そして、第５回

の27年度から600円に上げました。来たお客さんは何

か、何でこんなところでお金取るのよなんていう人も多

いんですけれども、一応そういう保全のために使わせて

いただきますと言うと、やっぱりちゃんと払っていただ

けます。

　それで、第10回、昨年の第10回にはシャトルバスを

やめたんですね。第一駐車場から、400メートルのとこ

ろから山頂の手前の駐車場までのシャトルバスを回し

ていたんですが、それをやめて、それがコロナでやっぱ

りバスの中が密になるということで、町の指導も受けま

したので、それをやめて、昨年からは300円にしました、

シャトルバスなしで。中に入山していただいた後は、自

分たちで頂上に行く方も、さっき言ったように２時間か

けて行く方もいますし、その辺を散策して帰る方もい

らっしゃるということで、そういう形にしておりますので、

今年の予定も一応300円で、シャトルバスなしというこ

とで行おうと思っています。

　このシャトルバスの運営だけで、この期間中、毎年大

体300万ぐらいかかっているんですね。ですから、それ

をやらないことによって、足の不自由な方とかご高齢の

方とか、山頂まで行けなくて残念だったという話もあっ

たんですけれども、意外とこの表を見ていただくように

人数は増えているんですね、去年より。ですから、その辺

で、今年ももう一回そういう形で挑戦しようということで

今考えております。

　その下の資料２は、これはもう財産区の方々がやら

れている山菜狩りの人数でございますので、細かく書い

てありますけれども、大体このぐらいの人数で、大体25

年ぐらい前からこの山菜狩りはやっておるということを

聞いております。

　その次で、細野高原を利用した東伊豆の観光協会の

取組の３でございますね。

　私たちの課題としては、目的となる場所へのブラン

ディグや宣伝、イベントに依存しない観光地としての整

備、特にソフト面、サービス面の企画ということで、やは

りどうしても今までは花火大会などのイベントで、一過

性なんですけれども、その日にがっと集めて、もうお金

をぱっと使って集客するという形だったんですけれども、

常に東伊豆というのは海があって、高原があるというこ

とをもっと売っていきたいということで考えております。

　この二、三年、コロナもそうなんですけれども、この二、

三年、夏がすごい猛暑なんですね。ですから、海水浴に

は暑くて行かないというお客さんが夏は増えてきており

ます。私も海の近くに旅館がありますので、夏になれば

必ずお客さんが来て、海水浴に行くというふうに思って

いたんですけれども、一昨年ぐらいのときというのは、暑

いから行きませんという、海水浴に行ったお客さん、本

当に数件だったですね。目の前は海なんですよ。ちゃ

○司会　それでは、ただいまよりパネルディスカッショ

ンを開催いたします。

　コーディネーターは基調講演に引き続き白川先生に

お願いをいたします。

それぞれのパネリストの方を私のほうからご紹介をさ

せていただきます。

　まず初めに、太田長八東伊豆町長。

○パネリスト（太田長八）　太田です。よろしくお願いし

ます。

○司会　続きまして、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋佳孝様。

○パネリスト（高橋佳孝）　高橋です。よろしくお願いし

ます。

○司会　稲取地区特別財産運営委員会委員長の山田

賢一様。

○パネリスト（山田賢一）　山田です。よろしくお願いし

ます

○司会　東伊豆町観光協会会長の石島専吉様。

○パネリスト（石島専吉）　石島です。よろしくお願いし

ます。

○司会　それでは、白川先生、よろしくお願いいたします。

○コーディネーター（白川勝信）　また白川です。よろ

しくお願いします。

　ここからはパネルディスカッションということで、先ほ

どは僕のほうから一方的にたくさんお話をさせていた

だいたんですが、今日は４人の方に来ていただいてい

るので、僕はここからは進行役で、４人の方それぞれの

話を聞いていきたいと思います。皆さんそれぞれに各

分野で活躍されている人ばかりが集まっていますし、

お一人お一人の話もじっくり聞きたいんですが、多分

ここでお互いに話していただくと、面白いものが何か

生まれていくんだろうなと思って楽しみにしています。

　それでは、最初に少しお一人ずつ、８分くらいかな

とお伝えしていたんですが、自己紹介とか活動とかを

教えていただければいいと思います。特に肩書のほう

なんですけれども、ここの細野高原の場合、東伊豆町

との関わりとか、そういうことも含めてよろしくお願いし

ます。

○パネリスト（太田長八）　そうですね、先ほど挨拶し

た町長の太田と言います。

　ちょっと私のほうから町をちょっと紹介させていただ

きたいと思います。

　まず、面積とかそういう人口、先ほど白川先生からご

紹介いただきました。場所っていうのはね、静岡県の伊

豆半島の東海岸に位置しております。そして、伊東市、

下田市、この中間でございまして、東京からは本当に２

時間ほどで来られますので、このコロナが収まりました

らば、ぜひとも皆さん方、この東伊豆町においでいただ

きまして、このすばらしい細野高原を見ていただけたら

大変ありがたいと思います。

　まず、私たちの町、全国的には珍しいんですけれども、

６温泉郷から成り立っております。東京方面の大川地

区、そして北川地区、熱川地区、片瀬地区、白田地区、こ

れらが熱川地区と言います。熱川地区は一応５地区あ

ります。そして稲取地区。全部で６温泉郷。稲取地区に

おきましては、４つの地区、東区、田町区、西区、入谷区

が存在しています。細野高原の保全に関しましては、こ

の稲取地区に細野高原がありますので、この稲取地区

の４区の皆さん方にこの保全につきましてやっていた

だいております。この場にいますので、本当４区に厚く

御礼申し上げたいと思います。

　この町は気候も温暖で過ごしやすいです。この海と

山に囲まれました、この豊かな自然、今回は皆さん方に

東伊豆町に来ていただきまして、細野高原、そしていろ

　私と草原の関わりもということなんですが、私は福岡

県の小倉市というところの出身です。当時、山々に行くと、

植林地の防火帯として草原がいくつかあった。あれ面

白いなと思って、むしろ焼けて大変だろうと思うんです

けれども、そこを２年に１回ぐらい、ずっと帯状に何キ

ロも草原があって、そこが私の遊び場だったんですね。

そういう原体験もあったり、あるいは南のほうで平尾台

という有名なカルスト台地。秋吉台と同じように山焼き

をやっている。やっぱり遠足に行ったり、遊びに行った

り。その原体験の下に草原に関わってきたわけですけ

れども、一番のきっかけは、実は私の高校は修学旅行

のない高校でして、いわゆる受験ばかりという、面白く

ない、非常に面白くない高校だったんですけれども。

ちょうど大阪万博の年、私が高校２年のとき、そのとき

だけ万博に修学旅行に行こうやという話が出て、その

ときに山陰地方を何泊かして大阪までバスで移動した

んですね。そのとき２日目に泊まった三瓶山という山が

とてもきれいな草原があって、牛や馬が放牧されている。

これは都会育ちの私にとってはすごい感激して、それ

をきっかけに畜産の道に興味を持ち、大学は農学部を

選んだという経緯があるわけです。

　そうこうしているうち、いろんな方と出会うことがあっ

て、今回13回目を迎える全国草原サミットの第１回目

から担当させていただいているんですよね。そういう関

係もあって、サミットのお手伝いをするような全国草原

再生ネットワークというのを立ち上げたと。

　それと時期を同じくして、さっき最初に白川さんが紹

介していただいた草原研究会、日本草原研究グループ

というのも立ち上げていただき、そのときに白川さんと

あと二、三人の方で相談して、とにかく毎月１回、どこか

草原を調査して、そこでディスカッションして回ってみよ

うや、あるいは調査の手伝いをしようやと。そうやって

中国地方を中心にいろんな草原を若い研究者を募っ

て現場のフィールドを歩きながらぐるぐるぐるぐる回って

いたという、そういうこともいろいろ重ねるうちに、今は

阿蘇に携わって、草原再生協議会、阿蘇は約２万２,000

ヘクタールの牧野があって、山焼きをやっているのが

１万6,000ヘクタールあります。その利用形態、極めて

多様でして、土地所有も多様なんですけれども、利用面

も畜産で利用されたり、カヤに利用されたり、あるいは

草刈りをして堆肥として利用されたりとやっているんで

すが、大きな観光資源にもなっていて、阿蘇の。そういう

意味では東伊豆とも共通したものがあるかもしれませ

んけれども。阿蘇においても、すごく担い手の問題とい

うのも深刻で、これをどうするかということで、年間約

2,300人のボラティアが山焼きや牧野体験に参加して

いるという仕組みづくりもちょっとやっているところです。

　前回、この東伊豆でシンポジウムがあったときに、大

きくそうですね、利用の面では観光利用、あるいはパラ

グライダーの利用というのが当時あって、新しい利用形

態どうするかという模索もさせていただいた。それから、

当時からやはり山焼きの担い手の問題というのはかな

り深刻で、東伊豆町のほうでもボランティア等の関わり

をどうやって考えていくかというようなことも論議したよ

うな記憶があります。

　それから、さっきもお話があったように、教育とか普

及の面で、子供たちをどうやって、昔は遠足で当たり前

に行っていたし、地元の人たちの草原についての実感

もあったし、誇りも多分あった。今はいろんな文化が増

えているし、全体的にも様 と々いうことで、いろんな問題

を抱えているんだというような、そういう記憶をしており

ます。この13年間でどういうふうに変わってきたのかな

というのも今日いろいろお聞きしながら、課題の共有を

できたら、いろいろ協力ができることがあろうかと思い

ますけれども。

　１つ、稲取高原で面白いなと思ったのは、何年か前

からやっている入山料ですね。草原をただで利用する

人たちは、やっぱりちゃんとそれなりの対価を払って、

ボランタリーでいいから払ってくださいという、そういう

ふうに位置づけている。これはこれからの一つの観光

行政の自然を守る形の一つの選択肢として、効果的で

はあるけれども、画期的な出来事だったのかなという

印象を持っております。

　以上です。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　高橋さんは、僕はよくよく知っているんですけれども、

会場の方も知らない方も、それから、インターネットでご

覧になっている方も、知らない方もおられると思うんで

す。先ほどあったように、日本の草原を本当にいろいろ

なところを見ている方です。草原に入って遭難したこと

もあるんでしたよね、たしか。そういう方ですが、町長か

いろな観光地を見ていただければ、町としては本当に

よかったんですけれども、このコロナ禍では本当大変、

自分自身はもう大変残念に感じております。

　そういう中で、町の基幹産業は観光でありまして、以

前は100万人以上の方が当町に来ておりましたけれど

も、今は本当、コロナ禍においてですけれども、減少し

ちゃいまして、今、去年で40万ぐらいですかね。早くこ

のコロナ禍が収まって、何とか経済を活性化していき

たいと思います。

　そういう観光以外には、やっぱりこの海、さっき言っ

たようにゼロメートルから1,400メートル、本当、傾斜

がこういうふうにありますので、本当、海と山、これを全

て満喫できますので、大変すばらしいロケーションでご

ざいます。

　そういう中で、農業、教育も盛んであります。まず、漁

業におきましたはキンメダイ、こちらはもう地域ブラン

ドになりまして、味はもう日本一でございますので、ぜひ

とも皆さん方も稲取のキンメダイ、これを味わっていた

だきたいと思います。さらに伊勢海老も取れますし、結

構豊富でございます。

　さらに農業、これにおきましても、カーネーション、こ

れはもう私も全国で一番ではないかと思います。基本

的には農林水産大臣賞、これはもう過去３回も受賞し

ておりますので、この辺はもう自信を持って、また皆さん

に進めていますし、さらにミカン、かんきつ類には

ニューサマーオレンジがあります。やはりこれも香りも

大変良く、これも東伊豆町の名産でございます。これま

た季節がありますので、町が自慢できるものがあります

ので、四季を通じて、この東伊豆町、楽しめますので、よ

ろしくお願いします。さらにスポーツにおきましてもダイ

ビングとかゴルフ、そしてパラグライダー。このパラグラ

イダー、今言った細野高原でできますので、ぜひとも海・

山・空のスポーツ、年間を通じて楽しめる、本当に四季

を通じて東伊豆町、大変すばらしいところでございます

ので、ぜひともまたご来町願いたいと思います。

　このようなことが東伊豆町ではまちづくりの目標、こ

れを満点の海・山・空は東伊豆と掲げております。この

細野高原につきましても、このまちづくりの目標の一つ

でありますので、このパネルディスカッションにおきまし

て貴重なご意見をいただければ大変ありがたいと感じ

ております。そういう中で、このあと稲取財産区の山田

委員長から保全、さらには観光協会長のほうから、この

利活用につきまして説明があると思いますので、よろし

くお願いいたします。

　私は細野高原の思い出というのは、やっぱり遠足で

ございます。当時小学生のとき、必ず遠足で細野高原に

行きました。そのときはやっぱり全学年で行きましたの

で、６年生が１年生の手を引いて行った思い出があり

ます。そういう意味でもすばらしいなと。まだ子供でした

から、草原はすばらしいなというだけで、それがですね、

やっぱり先代とその山焼きなどの苦労によってこの山

が守られていることを感じましたので、自分としてはこ

の子供たちが細野高原に子供たちが行く機会がないも

のですから、子供たちに細野高原のすばらしさを知っ

てもらった中で、さっき言った芸北の取組、これもまた

後 で 聞 き た い と 思 い ま す 。

　そういう中で、やっぱり私は遠足といった中で、今度、

富永さんとか言っていた、鹿、猪　が増えた中で、

ちょっとダニの問題が出てきました。しかし、ススキのイ

ベントをやっている中で、それに対しては十分対応して

おります。ある程度、受付において案内をして対応して

おりますので。細野高原は安全ですばらしいところです

から、よろしくお願いいたしたいと。

　私の考えはそういうことでございますもんで、またよ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　今のお話の中にもいろいろと何か視点があるんだと

思いました。

　ちょっと１つだけ、町長は地元出身なんですよね、ど

の地区。

○パネリスト（太田長八）　僕は、今は結婚して熱川地

区に住んでいますけれども、幼少期は、小さいときは稲

取地区でございまして、稲取小学校に入りまして、やっ

ぱり春と秋になると何しろその遠足が楽しみで、細野高

原に対する思い出、それが大変強いです。

○コーディネーター（白川勝信）　もう本当に地元なん

ですね。ありがとうございます。

　次に、高橋佳孝さん、自己紹介と、ご自身と草原の関

わりとか、高橋佳孝さんは東伊豆町の方ではないです

が、今日は全国草原再生ネットワークの代表理事とい

うことで参加いただいていますんで、自己紹介からお

願いします。

○パネリスト（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは。高橋

でございます。

　今、白川さんから紹介いただいたように、私は外者、

よそ者で、細野高原とそんなに深い関わりがほとんどな

いのにここに登壇していいんだろうかというね。今日そ

こにいらっしゃる内山さんはまさに稲取のご出身で、草

原に関する研究をされていると、まさにここは内山さん

がいなきゃいけない場所だと思うんです。いろいろと理

由があって、ここに出させてもらっています。

在ではあまり生活に必要と思われていないもので、い

ろんな考え方もあるでしょうけれども、自然を守るという

哲学とか概念だけでは、どうしてもこれから守っていく

のは非常に難しくなるんじゃないかなというのが私の

考えです。だから、保全していくにはどうしたらいいかと

いうと、これから地域や町にどうしても必要な場所に、

この細野高原を認知してもらうことが、認知していくこと

が重要なことじゃないかなと思います。

　その中で、先ほど白川さんのお話の中で、非常に参

考になりました。その一つとしては、あそこは水の水源

地としてもやっていますけれども、もっと水源地を広げ

て、そこにいろんな花木などを植えて、植林して、それを

観光に使ってもいいのかなと。もう一つは、先ほどから

出ている教育の場として、体験学習とか、いろんなそう

いう子供たちの教育の場にも使えたら。もう一つは、観

光資源として、自然利用のイベントとか、そういうものに

積極的に使っていただければと思います。

　財産区としても、そういうことが具体的になってきた

ら、積極的に協力して前へ進めていきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。

　今日はこの機会を利用して、皆さんのほうにも意見

を聞かせていただきまして、参考にしたいと思います。

ありがとうございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　本当に非常に大事な視点というか、たくさんありまし

たよね。植物を管理する人が絶滅危惧種だという話も、

本当にいろんなところでも起こっていることでしょうし、

ただ、管理する人がということが、発言が出ること自体

が、まだ何かよくって、地域によっては、その植物が大事

だということさえもひょっとしたらもう既に忘れられてい

るかもしれない。

　それから、もう一つのことが草原が必需品じゃなく

なったという指摘の中で、守ろうという概念だけじゃ駄

目で、具体的に何かやっていかないといけない。その

中でも、やっぱりイベントとか観光というのが強いところ

なんだから、そこを進めていきたいというお話だった

と思います。

　ありがとうございます。また後から少し詳しくお聞きし

たいと思います。

　その観光とかイベントとかを中心的に担っていらっ

しゃる石島さん、続けてお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　それでは、改めましてこん

にちは。東伊豆町観光協会の石島でございます。

　お手元に、パワーポイントのほうに10ページになる、

このジャンプしている、これは私じゃございませんけれ

ども、もっと若い人なんで、こんなジャンプすると足を痛

めちゃいますので。あと、今年の「澄んだ空気と絶景

を。」という、このポスターにもあります、これがチラシで

すね。あとそのもう一つ、稲取細野高原の冊子、これを

見ながら皆さんお聞きいただければと思います。よろし

くお願いいたします。

　それでは、まず、細野高原と東伊豆町観光協会の取

組についてということでお話しさせていただきたいと思

います。

　次のページで、自己紹介ということで、私、石島専吉

という名前なんですけれども、これは本当に私もずっと

嫌だったんですけれども、やっぱり最近やっと慣れてき

まして、これおじいさんの、祖父の名前をいきなりつけ

られました。子供の頃はすごく嫌で嫌でしようがなかっ

たんですけれども、やっとアラカンになってきて慣れて

きましたけれども、私の父の出身というのが栃木県でご

ざいました。こちらに熱川温泉のほうに修行に出されて、

そこで結婚して私が生まれたということで、今はその旅

館を私も継ぎまして、熱川温泉のほうで「ふたりの湯宿

湯花満開」というところで旅館もやっております。

　私は2018年の東伊豆町観光協会に就任しまして、

ただいま４年目で、２期目でございます。2020年、昨年、

東伊豆町産業団体連絡会の会長に就任させていただ

きまして、現在に至っております。

　この右側の写真は、毎年１回、三筋山まで歩いてい

ますというふうに書いてありますけれども、これは去年

の11月１日にちょうど第一駐車場の標高400メートル

からこの三筋山山頂の821メートルまで、往復で大体

7.5キロ、時間にして約２時間で歩きました。山頂では

妻のお弁当というか、おにぎりを食べて、この小さく前に

いるカップルも、ちゃんとお弁当を２つ持ってきて食べ

ていました。その２人の歩くのが速くて速くて、本当、追

いつくのが大変だったんですけれども、本当、軽装です

んなり歩き切っちゃいますね、若い人というのは。です

から、やっぱりそういうところも一つ面白いんじゃない

かなと思いました。

らも遠足の印象が大きかった、高橋さんは三瓶山の印

象が大きかった、やっぱり子供の頃の体験、大事なん

だなというのをお二人の今の自己紹介の中からも見て

いきますけれども、じゃ次に山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　皆さん、どうもおはようござ

います。

　私は、稲取地区特別財産区運営委員会の委員長を

やらせていただいています山田と申します。

　稲取地区の特別財産区というのは、稲取地区の区長

さんとか区の役員さんの皆さんで構成されており、細野

高原の管理や運営や、そういういろいろの事業を行っ

ております。

　財産区と言うとあれですけれども、昭和34年に、この

東伊豆町というのは城東村と稲取町が合併してできま

した。そのときに稲取地区には230町歩ほどの当時の

町有地があったわけです。その２分の１を今、稲取ゴル

フ場やバイオパークに借地しております。残った部分

はどうしようかということでいろいろ、細野高原を含め

てどうしようかということで話があって、平成３年に自治

法が改正されまして、稲取地区の４区に町から無償譲

渡され、そのときにいろいろ４区で話し合って、いろん

な分配の問題とか、いろいろ話合いが出ましたけれど

も、この際、大同団結して、４区で平等でこの細野高原

の責任を持って管理や運営をしていこうということで現

在に至っております。

　今、２分の１は、バイオパークとか稲取のゴルフ場と

かに貸してありますけれども、そのうち借地料の２分の

１は町に、２分の１を財産区の財源として使わせても

らっています。そのお金で細野高原の維持や管理、また

この各４区ありますので、各区にお金を分配して、各区

の運営をやっていただいております。

　財産区の細野高原の管理としては、防火線があり、そ

してその後、防火線焼き、その後の全体の山焼き、そし

てまた春の山菜狩りは、これは財産区としてやっており

ます。そしてまた、各４か所ばかり湿原がありますけれど

も、湿原の周りの草刈りをやっております。そして、草原

の中の道路が、結構道路がありますけれども、水とか雨

とかで結構痛むもんで、その道路の補修や管理を行っ

ております。

　防火線焼き、山焼き、これは１回につき120名ぐらい

の方に、区民に出ていただいております。この他の事業

も含めて、先ほど白川さんがお話になった800万、13

年前は800万ということで、現在は節約しまして500万

ぐらいのお金で管理と運営をしております。

　そのほか、観光協会の会長もおられますけれども、

観光協会の秋のススキがこれから始まるわけですけれ

ども、ススキ狩りにも協力したりしております。また、各種

団体で、先ほど言ったパラグライダーとかラジコンの会

とかいうように、各種団体にも利用してもらうように貸

出しをしています。

　この頃ですけれども、この前もありましたが、映画や

コマーシャルの撮影等に利用したいという希望がたく

さん多くなってきまして、それにも貸出しをして、一部の

収入にさせていただいております。

　今後の問題としては、防火線刈りもそうですけれども、

焼き、山焼きこの作業員の高齢化というのが先ほど高

橋先生の中にも、当時13年前にもあったと言いますけ

れども、現在はもっと深刻で、私は昭和24年生まれで

すけれども、大体中心になっているのは昭和20年代、

30年代生まれの方が山焼きとか防火線焼きとかの中

心になっていますので、非常に高齢化が進んでいます。

それとまた産業構造の変化で、昔は、前にも言ったよう

に農家の人が中心とかそういうことが主だったんです

けれども、今は農業から観光やいろんなお勤めの方が

増えて、当日の人員確保をするのに非常に苦労してお

ります。

　またもう一つ、一番これも大きなことかもしれません。

先ほど町長のほうからもありました、原野や山に対する

関心が非常に低くなっておりまして、そういうことも含め

て原野を守っていくというのは非常に難しくなっている

のが現実です。

　また、私はよく冗談で言いますけれども、この細野に

は多くの絶滅危惧種があり、このことを、この絶滅危惧

種を守っていくのが本当に大事なことだと思うし、また

それが我々の仕事だと思いますけれども、植物はあるん

ですけれども、その管理をしていく人のほうが絶滅危惧

種の状態になっているというのが現実な問題です。昔

は、原野は農家の資源や、要するに農家の堆肥とか何

とかという資源や生活も今までのような茅葺きの生活

の資材として必要な場所でありました。そのためにみん

な非常に協力的で、いろんなことを一生懸命管理して

いただきましたけれども、正直いって時代の流れで、現

んと海はやっているのに、そういう状況です。

　ですから、私の娘なんかも夏の旅行で昼神温泉の星

を見にいったとか、やっぱりそういう高原を求めるお客

さんが多くて、夏を涼しく過ごしたいというのもあるのか

もしれません。ですから、もっとこう海だけではなくて、こ

の細野高原も売っていきたいということです。

　現在の取組なんですけれども、昨年からちょうど財産

区のほうも細野高原を考える会というのを立ち上げて

あるそうで、私たちも年間活用委員会というのを発足し

ました。これは春と秋のイベントだけじゃなく、年間で細

野高原を利活用する方向性として、ハイキングを掲げ

て整備や企画の立案を実施しています。このハイキング

というのを、やっぱりただ普通に歩いてくれというん

じゃつまらないと思いまして、ハイキングの聖地づくりに

取り組んでいるということで、今年の５月９日にはジオ

ガイドつき、そしてキッチンカーも山頂まで用意して、そ

のプレツアーを実施しました。これは25名参加で、女

性がすごく多かったんですけれども、それをやったりと

か、先週の９月19日にはインフルエンサーを呼んで、

招待してＰＲしていただいたり。今いろんな媒体に出す

とかというよりも、そういうもうやっぱりインフルエン

サーを呼んだほうがすごく効果があるんですね。これは

いろんな広告もそうなんですけれども。ですから、そうい

うことを常にやっておりました。

　あと、今年の10月17日にも、そのハイキングのガイ

ドツアーを今、インターネットのほうで参加を募集して

おりますので、またよろしくお願いしたいと思います。

　そんな形で、この右側にある写真も、これは夜の星空

観賞。これも二、三年前のＪＲのデスティネーションキャ

ンペーンのときに夜の星空観賞のツアーというのを５

月と９月かな、そういうふうにやったときもございまして、

そんなことになります。

　じゃ次の。

　活動とＳＤＧｓということで、ＳＤＧｓって何なのかなと

いうふうに私も思ったんですけれども、今やっているこ

とがそういう保全の一部を担っているんじゃないかと

いうことで、こんな表を作成しました。東伊豆町観光協

会としては、観光客、利用客から、先ほどの入山料を頂

いて、それを財産区のほうに一部、これ本当に少なくて、

微力で申し訳ないんですけれども、大体20万から30万

ぐらいですかね、毎回そんなぐらいで、一応頑張ってや

らせていただいております。

　最後のですね。

　本当に細野高原はこの町の宝でございます。細野高

原を生かしながらの利活用が観光業が主産業である

この東伊豆町にとってとても大事だと考えております。

来年度、先ほど町長もおっしゃっていたような６つの温

泉場が一つの東伊豆町観光協会に統合されるという、

一本化事業というのもございまして、観光協会が一つに

なります。これによって、ここだけの話ということでもな

いんですけれども、稲取の細野高原というよりも、東伊

豆町の細野高原というふうにしていきたいと私は思っ

ておりまして、みんなで、全町そろって細野高原をもっと

頑張って利活用を考えて生きたというふうに思っており

ます。

　最後の資料なんですけれども、これは年間のいろい

ろな、財産区と観光協会のいろんなイベントがここにあ

りますので、参考までご覧いただければと思います。

　本日はよろしくお願いします。

　以上でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　先ほど高橋さんから前回の話題になっていたという

話があった観光、それから担い手のうちの観光につい

て、随分詳しく教えていただきました。ありがとうございま

す。特に金額とかですね、人数とか見させていただいた

ら、やっぱりさすがだなと思うのは、まずきちんとこうい

う数字が出ている上に、コロナ禍でも大きくは減らずに、

むしろしっかりと継続が続いているというところが見え

ているというのがすごいなと思いました。

　高橋さん、さっき今日聞きたいなとおっしゃっていた

ことのうちの観光の話が今報告があったんですけれど

も、聞いてみてどうですか。阿蘇のほうでも観光というの

は大きな柱だとおっしゃっていたんですけれども、いろ

いろ、規模としては随分違うと思うんですけれども、比較

しながら何か感想を教えてもらえればと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　私、観光専門じゃないです

ので、何とも言いかねるんですけれども。阿蘇の場合は

地震の影響がかなりあってですね、それによって幹線

道路が寸断されたりということで大きなダメージを受け

たわけなんです。いまだもって、やはり草原の観光的な

評価というのはすごい高いですね。前もお話ししたこと

があるんです、来訪者に阿蘇の魅力を尋ねたときに一

番魅力に感じたのは、やっぱり広い草原で、多分この

国立公園に指定された頃は火山が一番人気でござい

ましたと思うんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　阿蘇の火山ですね。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。火口が見える

とか、活火山であるとか、雄大さとかあるとは思うんです

けれども、そういうふうにモータリゼーションの関係で

道路や交通機関がかなりこう発達してくると、広い草原

の魅力というのは観光客にすごく大きいんだろうなとい

感想とかもいただきたいと思います。

　もう一つ、すみません、ちょっと先ほど聞いたときに落

としちゃったんですけれども、今、４区の共有地みたい

になっているんですよね。それは何年でしたかね、何年

に話し合って、４区の共有にしようということになったん

でしたっけ。

○パネリスト（山田賢一）　合併自体は昭和34年に合

併したんですけれども、それをそれぞれ城東村が持って

いた土地、稲取町が持っていた土地、稲取町が持って

いた土地をどうするかということも議会の中でもいろい

ろお話しされて……、町長が発言します。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですね。いいで

すか、すみません。

○パネリスト（太田長八）　基本的には今言ったように

町村合併のときに稲取の地区のこの細野高原につい

て話し合いがありました。そのときは、やっぱり町が一

枚かんで、町と４区の共有の土地で、さっき言ったよう

に、ゴルフ場、そしてアニマルキングダム、動物園、これ

に関しては２分の１。今もその分配は変えませんけれど

も、使用に関しましては、私がなって多分すぐくらい、結

構４区からそういう要望があった中で、４区の所有だっ

たのが１０年くらい前かな。そのぐらいですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　10年前ぐらいですか。

○パネリスト（太田長八）　大体ね。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。

　だから、あれですよね。昭和の合併のときにそういう

話合いがまずあって、最近というか、10年前ぐらいにも

う一度、そこの所有を見直すというか、そういう流れが

あったわけですね。

○パネリスト（太田長八）　結構ね、４区のほうから、も

う前々から一応、４区の所有にしてくれといった中で、話

合いがあったんで、役場も巻き込んでそうなったと感じ

ております、あと４区の強い希望ですね。

○コーディネーター（白川勝信）　昭和33年頃といっ

たら、草の利用はどうだったんですかね。柑橘って割と

ずっと何ていうか、堅調な産業だったのかなと想像す

るんですけれども。

○パネリスト（山田賢一）　その合併する日が来てか

ら、しばらくの間は、今も町長の話の中にもありましたが、

ゴルフ場とかバイオパークも含めて、草刈り場、採草地

だったんです。そこを正直いって、今４区と言いますけ

れども、昔はほとんど一つの入谷区と言うんですけれ

ども、そこが全員ほとんど出て、それで全部で言う200

何十町歩を自分ちで管理しておりました、合併した頃、

前後ですね。そういうことでやっていまして、ここの入

谷区というところの人はほとんど全戸出て管理をして、

防火線から山焼きからやっていました。山焼きなんか

は、ひどいこと、今じゃ考えられませんけれども、朝振

れというのがありまして、朝６時頃、班長さんが今日は

山焼きやるから出て来いと言って、それは有無もなく出

なきゃならないような状況でやっていました。今日の

仕事があるとか予定なんていうのは、それはもう無視

されて、そういうことで皆さんで、入谷の皆さんが管理

してきたものです。

○コーディネーター（白川勝信）　その頃の人の意識と

随分今と違うんでしょうね。何かその地域の行事という

か、もうやることが決まっている。もう年中行事みたいな。

○パネリスト（山田賢一）　だから、先ほど言ったよう

に、あまり利用しなくなった、農家でも使っていた人が

あまり利用しなくなったというのがやっぱり一番大きな、

大きな関心がなくなってきたということじゃないかと私

は思います。今でもよく共同で山焼きの管理をしていた

だいていますけれども、この役員以外の方の中には、

何で俺んちが山の管理をしなきゃならないんだ。海岸

線のそれこそ近くとか、町の中の人には、そう言われる

ことも多々あります。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。そういう意

味では、あれですよね。前回の、前回って、13年前のこ

とを言うのもあれなんですけれども、課題だった山の価

値を共有しないと担い手もまた続かないかもねというと

ころは、まだまだ今もちょっと課題としてあるのかもしれ

ないですね。ありがとうございます。

　そんな中で、さっきバイクの、モトクロスの人が増えて

きたという話があったんですけれども、ちょっと質問を

いただいていまして、バイクも問題があると思います。マ

ウンテンバイク、モトクロスの人の利用はどうですかと

いうことで、お聞きしたいことというのは、草原管理の立

場とか観光の立場からメリット、デメリットなんで、観光

の立場のほうからちょっと、石島さん、バイクとかモトク

ロスの人たちの観光の仕方というのはどうなんですか

ね。うちのほうを見てみると、ツーリングでやって来て、

ちょっと休憩して、また次のところにずっと行くような感

じで、何か通り抜ける形の、モトクロスじゃないので、

ツーリングバイクはうちのほうもよく来るんですけれども、

モトクロスというのは林道を走っている感じなんです

か、未整備の。どんな感じで。

○パネリスト（石島専吉）　私もそのあまり詳しくはな

いですけれども、財産委員長が言われたのは、駐車場、

その第一駐車場、第二駐車場ぐらいまで来て、山を見て、

いいところだねって言って休憩して帰るんだったらい

いんですけれどもね、その400メートル以上の上の、細

野高原の山頂近くの三筋山の近くまで林道がずっとあ

うのがあるんですが、阿蘇の場合は160ぐらいある、牧

野という言い方をするんですけれども、草原が160ぐら

いあるというふうに考えてください、細野高原みたいな

草原が。そういう世界の中で、観光についての新しい取

組というのは、阿蘇はまだ畜産が盛んなので、防疫、伝

染病が大きく広がることを一番恐れています。そのため

に牛がいるところに簡単に入れないような仕組みに

なっているんですが、牛がいないときだとか、あるいは

きちんと防疫、薬剤を散布したりあれしたりして、入る人

も人を制限して、ちゃんとガイドつきで入るという仕組み

をどんどん広げています。それで、さっきお話あったよう

にガイドで回った人は、そのうちの何人かを牧野組合

のほうに渡しているという、そういう形で、大きくバスで

歩いて、とにかくいっぱいで動くというような世界ではな

くて、そういった本当の草原のよさを学んで入っていっ

て、そこのいろいろ、さっきからお話があったように、自

然だとか文化だとか、野焼きというのがこれだけ大変な

作業で、こんなにきれいに守られているんですよという

ことも一緒に含めてですね、ガイドさんとの会話の中で

そういう会話をする。

　将来的には、多分、牧野を管理している人の若い人

がガイドになっていく、そんな仕組みづくりもこれから

やっていこうかなというふうに、こういうところです。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　山田さんのさっきのお話を聞くと、随分、観光の分野

と、すごくこう、どういえばいいんですかね、連携がよく取

れているなというふうに感じたんですよ。何か阿蘇のほ

うは、やっぱり牧野ということで、牛を放牧しているんで、

防疫ということで、しっかり消毒しないと、入ってもらっ

て病気を媒介したら困るとかっていうことがあったんで、

その辺では何か、あまり地域の方とかも観光客の人が

たくさん来ることには全然抵抗がないというか、むしろ

来てほしいというような感じなんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　観光客の方が来てほしい

というか、観光地ですから、そういうことは協力はして

いかなければならないと思いますけれども、いろんなこ

とのトラブル……、先ほどちょっと言ったけれども、今年

はね、非常にオートバイの方が細野高原に入ってきて、

物すごい大きな音で何十台って連なってくるもんで、そ

ういうことをこれから少し対策を考えなきゃならないか

ということは考えていますけれども、観光地である以上、

多少はね、イノシシとか鹿しか歩かない道よりも、やっ

ぱり人が歩いてくれたり、人がいることのほうが地元と

してはありがたいもんで、それはいろんな皆さんに注意

をしてもらいながら、多くの方に来てもらうということは、

それはいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　もう一つ、ちょっと山田さん、お尋ねしたいんですけ

れども、利用の中で、観光のイベントとか利用が結構ご

紹介いただいたんですが、何かほかの農業に草を利用

するとか、そういうことは今はどういう状況なんですか。

昔は、さっきあったというふうにおっしゃっていました

けれども。

○パネリスト（山田賢一）　昔はですね、もう今から、私

たちが若い頃は、あの全山がほとんどはげ山になるぐ

らい、皆さんあそこで草を刈って、そして堆肥にしたり、

畑の中へ引き込んだり、いろんな利用をしていました。

ほとんど、だから、水際の下ぐらいからずっと、ほとんど

草を刈り取ってしまいまして、見事なはげ山みたいに

なってしまっていました。昔はそれほどあったんですけ

れども、今は数人の方が草を刈って資源にしているぐら

いで、ほとんど草を刈る人は、非常に少なくなって、昔に

比べればもう激減というか、ちょっと、というのがこちら

の柑橘が主体だったんですけれども、その産業が非常

に衰退しちゃったもんで、そういう意味もあると思います。

○コーディネーター（白川勝信）　柑橘の畑の中に、ミ

カン畑の中に草を入れていたということですね。

○パネリスト（山田賢一）　はい、それがほとんど中心

でやっておりました。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。その数人

の方が今、すごく少ない数でやっているということで、あ

まりこう、使える草はたくさんあるけれども、草を使うこと

は随分減ってしまったということですかね。

○パネリスト（山田賢一）　そうだと思います。昔はそ

れこそ部落中というか、皆さんで、私が若い頃もそうで

すけれども、取りっこというかな、朝の４時頃から草を刈

りにいって、朝明るくなって、何だおまえらそこにいたの

かというぐらいみんなで草を刈っていましたけれども、

今はそういうことはほとんどないですね。草は幾らでも

ありますけれども、持っていく方は非常に少なくなってい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。資源はあ

るけれども、使えていないということですよね。何か

ちょっともったいないなというところなんです……、そう

だ、皆さんの手元に質問用紙というのが用意されてい

ると思います。話を聞きながら、アイデアとか意見があれ

ばぜひ書いていただければと。感想でもあれば。もし書

かれた方は、ちょっと手を挙げていただくと、役場の山

田さんが集めてくださるので、できればちょっと質問を

書いてください。何か僕の聞きたいことばかり聞くのも

もったいないので、ぜひぜひちょっと皆さんのご意見と

るわけですよ、狭い。そこをがんがん走っているらしい

んですよ。ですから、そこからまた転がり落ちちゃったり

とか、いろいろそういう事故にもつながっているみたい

なんで、今ちょっと苦慮されていて、入り口にちょっと

チェーンでもやって、それは取って行けることは行ける

んですけれども、もう少し意識をしっかり持たせたほう

が、何かね、よくないんじゃないかということもあって。そ

ういうことは山田さんからこの間言われて、そうだなと

いうふうに思いました。

○コーディネーター（白川勝信）　確かに事故があっ

たりすると。

○パネリスト（石島専吉）　そうですね。やっぱり私た

ちの考えるハイキングの聖地と、そういうバイクとかっ

ていうのは、ちょっとリンクしないんですね。ハイキング

で歩いているところをばんばんこう上っていっちゃうら

しいんですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

○パネリスト（石島専吉）　ですから、ちょっとその辺

は規制しないとまずいんじゃないかなというふうには

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　その辺を規制する

道、そこは市道なんですかね、町長。そうですか、市道

ですか。どういう形の規制が考えられますかね。

○パネリスト（太田長八）　基本的に町道が抜けてい

るんですよ。その町道に関して遊歩道が続いているの

で、そういう部分に関しましても私道なので、それはすぐ

にできると思いますので。町道に関しましては制限でき

ません。やっぱり一番心配するのがこの細野高原、住宅

地を通ってくるもんで、渋滞とか住民の理解がないと活

用できませんのでね、それなので今、細野高原付近の

住宅の理解を得られるようやっております。それこそ今

度はバイクなど、これ規制できませんもんでね、そういう

なかで細野高原の活用がちょっと中座するのが困るな

というのが現状でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　マウンテンバイクとかで来る人はいるんですか。うち

のほうはスキー場があるんで、スキー場の夏のシーズ

ンにマウンテンバイクでだっと下るとか、林道を下ると

か。自転車ですよね。自転車あまりないですか。

○パネリスト（山田賢一）　ないと思うよ。

○パネリスト（太田長八）　自分が把握したのは、熱川

地区はね、比較的林道があるもんで、熱川地区が結構

マウンテンバイクが来ているのは聞いていますけれども、

細野高原に関しては、ちょっとマウンテンバイク、普通の

オートバイが結構来るんじゃないかと、これは想像です。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ちょっとまた別の質問なんですけれども、そういう意

味で、これまであった自然イベント、自然利用で、何か

細野高原に合っているものというのは山菜狩りとかス

スキ狩り以外でどんなのが、どんなイベントがいいか

なという質問が来ているんですけれども、どういう方向

性が……

○パネリスト（太田長八）　正直いって星空やったん

ですよ。星空のほうも、自分はもう最高でした。やっぱり

行ったときに、もうライトも全て消して、虫の音だけ聞くよ

うな感じで、たまたま虫の声が聞こえて、本当にすばら

しいなと思ったんですよ。しかしながら、やっぱり寒さ、

これが寒いということで、２回やってちょっと断念したん

ですけれども。そうやった中で、星空のこと、これもある

程度やったら本当、都会の人も喜ぶんじゃないかと思

います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ほかに何かアイデアがありますか。山田さんとか石

島さんのほうは。どんなイベントがいいなというのが

あれば。

○パネリスト（山田賢一）　要するに今、私が考えてい

るというか、皆さんにも細野高原を考える会の中に

ちょっと提案させています。要するに細野高原の里山づ

くりという形で、奥山じゃなくて、あそこはまだ里山だよと

いう形で、里山のよさを広げていきたいなと。そういうこ

とで今、細野高原の入り口、これは財産区の土地じゃな

いんですけれども、やっぱり入谷部落の振興会という昔

の団体がありまして、そこの土地が６町歩ぐらいありま

して、ほとんど細野高原に隣接したところですけれども、

そこを今、森林組合の組合の皆さんが今まで植林され

ていたもんで、そこを全部伐採して、そこに今、ヤマザク

ラを全部植えようかなんていうことで、ヤマザクラの里

を今、これは国とか県の補助金をもらって森林組合が

やってくれているんですけれども。それで、地主さんは振

興会というところですけれども、将来的にはそこをヤマ

ザクラの里にしようと。中は当然、材を出すのに林道を

造りましたんで、そこが散策道路になるかなと。そこが、

うちの振興会の山だけが６ヘクタールぐらいならある

んですけれども、その奥に町の山も10町歩近く、10ヘク

タールぐらいあるもんで、今、町長ともお願いしているん

だけれども、そこ全体を全部やって、いろんなことに使

えないかな。そうすれば、振興会のほうもいろんなこと

があるんじゃないか、できるんじゃないかと。

　農協さんもいろいろそこを今、あそこにも農協の施設

もありますから、これはボツになったんですけれども、

一時、あそこで、要するに地ビールの工場を造ってやり

たいという、いいな、地ビール、ビール飲みながらあの

高原でススキ眺めたらいいなというようなことで、それ

を私たちも非常に賛成して協力したんですけれども、

ちょっといろんな事情で、それはボツになりましたけれ

ども。

　そういういろんなことで、あの高原をいろんな方面で

楽しんでもらえるような、これから設備というか、利用し

ている団体とか企業があったらいいな、私は考えてい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　何かいろんなことが、道路がやっぱり中まで通ってい

るというのがいろいろ、シャトルバスが行けるようなとか、

そういう整備ができているなというのがすごいんだろう

なと思います。

　片方でちょっと管理のほうの質問も来ているんです

けれども、担い手の問題というのも先ほどありましたが、

もう一つ、省力化という関係で、これ僕の話の中なんで

しょうね、山焼きの道路の防火帯に沿って軽トラが入れ

るようにするような話が蒜山でも聞いたことがあるけれ

ども、細野高原でも何かそういうことができる部分が

あったらコメントをお願いしますということなんですけ

れども、これどなた……、そういうのが可能そうなところ

というのはあるんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　防火帯、先ほど今、白川先

生の言った、あそこの防火線沿いにパイプを引くかとい

う案も去年出ました。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。やっぱ

り一晩で考えるようなら大体考えているんですね。

○パネリスト（山田賢一）　やって、水道屋さんに見積

りを取らせてやってみてはどうかなと思ったら、距離が

長過ぎてちょっとそのままやるんじゃ難しくないかという

ことで、それはボツになりました。

　もう一つ、今、いろんな林業試験場とかなんとかでお

話を聞いているのは、内山さんが専門ですけれども、あ

の防火線に防火林を植えて、要するに火の広がらない

ような防火林を植えて、それがただの面白くない木じゃ、

何も観光資源になりませんから、将来的に防火林であ

りながら観光資源の一助になれるような、例えばいい

んじゃないかって、内山さんが専門ですけれども、サザ

ンカとかツバキとか、一番強いのはサンゴジュなんて

いうのがあるらしいんですけれども。それらを防火帯に

10メートルぐらい、本当の火が出るところじゃなくて、火

があまりばんと燃えないようなところは防火林で防火帯

みたいなものを設置したらどうかなというようなことも

皆さんとは議論していますけれども、まだ実現はしてい

ません。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

　やっぱり結論というか、ちょっとすぐには出ないんで

しょうね。どこの地域でもいろいろそういう山焼きの省

力化とか安全性というのは出されているんですけれども、

高橋さん、何かその辺で、阿蘇のほうでは物すごいたく

さんの山焼きやっていますし、工夫されている部分もあ

ると思うんですけれども、人数も多いですが。ちょっとど

ういう、事故のほうの部分ですし、省力化の工夫で何か

あれば教えてもらえますか。

○パネリスト（高橋佳孝）　やっぱり事故は、毎年とは

言わないけれども、数年に１回必ず出ているんですね。

事故が起きると、もうやめてしまうという、そういった一

つ大きな問題が２つあって、１つはもう担い手がいない

で、いつやめるかを考えず、ただやめてしまう。責任者が

責任を取るなんて無理。例えば阿蘇の場合では、区長さ

んが火入れの責任者。

○コーディネーター（白川勝信）　火入れ責任者。

○パネリスト（高橋佳孝）　であれば、区長さんという

のは、例えば２年、３年で替わっていきますよね。そうす

ると、もう区長になりたくないという人が出てくるんです

よ。しかも、それ裁判ざたになったりとか、いろいろ面倒

くさいというのがあって、それで、多分この阿蘇の分科

会で相談される南阿蘇の村長さんがいて、南阿蘇村は

地震による被害によって野焼きができなくなったところ

が多いけれども、もともとそういう構造的な問題で、いつ

もどうなるか分からないというから、どんどんやめる、や

める、やめるというのが出てきていたんですね。そこで

少なくとも火入れ責任者は首長がなるということで、実

は安心して野焼きを再開した牧野参加者。ただ、それは

もちろん責任者だけの問題じゃなくて、そこに県や、ある

いはボランティアや市町村の協議会みたいなものをつ

くってみんなで応援してそこを再開するわけです。なぜ

再開するかというのは、これも多分、分科会で論議され

るように、熊本市民にとっては水源の源である草原の水

源涵養力というのは、実は阿蘇のほうは森林よりはる

かに高いんです。もしかしたら東伊豆もそうかもしれな

い。そういう草原の価値をみんなで共有して、それを

守っていくために役所も汗をかくし、お金も出しましょう

ということでやっている例が１つあります。

　もう一つは、牧野ごとに、さっき白川さんがおっしゃっ

たように車が通れる防火帯をやっぱり造りたいという

のが物すごく強いみたいですね。鉄鋼スラグの廃材み

たいなものが簡易的にですね、舗装までいかなくてもか

なり強い道が造れるということがあって、そういうものを

り保全という中で、首都圏から来る人が結構多いので、

500円、それくらいのお金ですけれども、地元の人に

とっては500円高いなと言いますけれども、首都圏から

来れば取りあえずそれが妥当ではないか。しかし、やっ

ぱり行くまでは結構ブーブー、周りを見ますと、現地に行

きますと、やっぱりすばらしい景色を見た中で、それは

当然当たり前の話だということを聞きますのでで、町と

してはそれがいいんじゃないかとは確認しております。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　入山料の話をしたら、先ほ

ど言った、今ススキがあるだけじゃなくて、今年、去年は

コロナのことでやらなかったんですけれども、山菜狩り

でも、私たち財産区で、入り口のところでお金を頂いて

います。あそこの入り口のところで来て、町民の方とよそ

から来た人はちょっと金額を変えて頂いております。

○コーディネーター（白川勝信）　細かい対応をして

いるんですね。

○パネリスト（山田賢一）　そうですね。それはいろん

な観光協会さんのご指導でいろいろやっていまして、町

外の方とか宿泊した方、地元の方ということで、３段階

ぐらいに値段を分けてやって、財産区の役員があそこ

でガードしてやっております。

○コーディネーター（白川勝信）　なかなか結構ね、お

金を頂くというのは勇気の要ることで、お金出したけれ

ども、こんなかってなっちゃう……

○パネリスト（山田賢一）　文句が出ますけれども、こ

れは富士山のあれと一緒だから、この山も管理するお

金ですからということで頂いています。

○コーディネーター（白川勝信）　そういう意味じゃ、

草原の価値を知っていないと、お金下さいとは言えな

いわけですから、それだけ価値を認識しているというこ

とですよね、地域の皆さんが。

○パネリスト（山田賢一）　何回かは、あそこまで来て、

ゲートのところで帰っていく方も結構います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。帰っていく

方もおられるんですね。

　草原の価値という中で、さっきちょっと質問とかを後

に、教育のことについて、町長もおっしゃったし、高橋さ

んもおっしゃっていたんですが、幾つか質問が来てい

るんですけれども、まず、高橋さんに、全体的なことだと

思うんですけれども、草原の価値の教育的効果につい

てのことの質問で、草原で子供たちに何を伝えられる

のかというのと、火入れとか野焼きを体験すること、伝

統的な作業としてそういうことを体験することの意義み

たいなところは、大きな話ですけれども、どういうところ

にあると思いますかという質問なんです。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原、教育者じゃないんで、

偉そうに語ることはできないんですけれども、価値と言

うまでもなく、大きく２つあると。１つは体験、五感で体験

したり、野焼きを体験したり、自然の雰囲気を体験した

り、草花を観察したりということと、それからやっぱり仕

組みづくりを学ぶというところですね、文化も含めてで

すね。体験に関しては、学校の中では語れないし、教え

ることができないことが屋外でできる。

　阿蘇の場合、全部の小学校で草原の学習をすること

が今できています。それで、発展性というか、私たちもそ

のほうがいいなと思ったのは、それを端緒にして、今度

はそれが公民館活動に地域活動にいく。そうすると、地

域の関わってくれる人たち、大人の人たちも増えていく

し、景観も入ってくるし、公民館として地域の草原を守っ

たり、上で寒いんですが、阿蘇の場合、草泊まりという、

草刈りをして、地元の集落と草刈り場の集落まで500

メートル以上の標高差があって、毎日通うの大変だか

ら、家族みんなで山の上に行って、草で作ったテントで

２週間ぐらい泊まって草刈りするという文化があったん

ですけれども、その中で子供たちを泊まらせて体験させ

たりというようなこともできている。

　だから、端緒は学校教育からだったんだけれども、

今は地域教育というか、教育という言い方がいいのか

悪いのか分からないんだけれども、地域の文化や歴史

や、その成り立ちや技術や意識や知識というものです

ね、子供たちに引き継いでいくと同時に、家族やその関

わる人たちにも広がっていくというものがいいですね。

少しずつ何か所かに広がっていく。そこのほうが私は

大事になってくるかなと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ＳＤＧｓの地域版とい

うか、そういうこと……

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。そんな感じに

なるのがいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　先ほど石島さんから

も、最後のスライドでＳＤＧｓという言葉があったんです

けれども、観光コンテンツそのものとしてのＳＤＧｓとか、

そういう学習のニーズというのはあるんですかね。ＳＤ

Ｇｓを学ぼうとか、そういう草原の自然、先ほどでの説明

だと、観光での収入が草原の保全に行くということだっ

たんですけれども、阿蘇ではボランティアの人は年間

2,000人以上来るし、実はうちのほうも木を切ったりと

か草刈りの体験を教育ツアーとして、一応プログラムと

いうのはあるんですけれども、そういうのは、こちらのほ

うではそういうニーズみたいなものというのはあるもん

ですか。

導入することで、野焼きを再開したり、そういう、向こうで

は恒久防火帯という言い方をするんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　恒久、ああずっと使

えるもの。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうです、ずっと使える防火

帯。道路さえあれば何とかなる。そういうものに対しても

県の事業として、導入するところにはそういう必要な経

費を出すというふうなこともでてきています。

　やっぱり今の方向性としては、恒久防火帯ですね。

　もう一つは、以前、草を刈っていて、もう裸になるよう

な状態がありました。阿蘇も秋吉台も全くそういう状態

ですね。その頃はですね、こんなに広く防火帯を切らな

くても安全だったんですよ。草がもう持ち出されている

から、火をつけてもそんなに大きくならない。今は雄大

でもう映像に入るとものすごくいいように見えるかもし

れないけれども、まさに危険な状態にあるわけですね。

25メートルぐらいまで炎が上がったりします。そんなに

危ないんじゃ、もう野焼きができないという話があった

んですが、最近、カヤ刈りとして、冬場の枯れた草をい

ろいろな方が刈っているんですよ。牧野さんにもお願い

をして、そこに入らせていただいて、たくさん刈るように。

牧野さんがそれで一番喜んだのは、野焼きが楽にな

るって。もともとあの草原の価値があって、それを維持し

ようとすることも重要ではあるんですけれども、実は、そ

れを維持するためには草をうまく利用することがそれに

もまた役に立っている。もちろんお金という点もあるかも

しれないし、材として文化財の保全に役立ったりするこ

ともあるかもしれないけれども、利用することで、実は管

理の省略化や安全性にも物すごく貢献できているとい

う、そういう仕組みづくりをみんなで共有していって、

やっぱり何か草を利用する算段と創意工夫によってひ

とつひとつやっていかれたらいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　そもそも利用してい

たから草原なのであってというところに立ち返るという

ことですね。

　ちょっと会場からの草の利用についての質問、多分、

山田さんにお答えいただいたらいいと思うんですけれ

ども、１つはミカン畑に草を使っていたときは何月ぐら

いに使っていたんですかということなんですけれども、

刈る時期というのは、決まった時期に刈っていたんで

すか。

○パネリスト（山田賢一）　刈る時期は、10月から11

月、要するにこれから秋口にかけて、もうカヤが緑がな

くなってきて、要するにそれのほうがもちがいいもんで、

青い草を刈ってやるよりも。だから、皆さん大体、草が枯

れ始めた頃から、10月から11月頃から。それで、して、

少なくとも２月に山焼きをやるもんで、山焼きのときまで

には、刈った草は持ち出してくださいよというようなこと

でやっておりました。

　だから、そうですね、大体今から、10月から11月頃

が一番多いと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　それと、かやぶき屋

根には使っていたんですか。

○パネリスト（山田賢一）　僕の記憶というか、前は

使っていたという話も聞きますけれども、実際、私は見

ていないもんで、何とも言えません。使っていたと思い

ますよ。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。使って

いたとしても、大分昔、古い時期ということですね。なる

ほど。ありがとうございます。

　ちょっと別のユーチューブのほうからの質問、すごい

いっぱい来ています。何か皆さんやっぱり、これはです

ね、シャトルバスのほうなんで、石島さんにお伺いした

いんですけれども、シャトルバスをやめたのに料金を

取っているのはどこで取っているんですか、どういうふ

うに徴収している、徴収方法を教えてくれませんかと書

いているんですけれども、それは何かゲートを設けたり

とか、そういうことですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。下の103台置け

る駐車場の入り口のところに受付がございまして、そこ

で一応、感染症対策でいろいろアルコールをやったり

とか、そういうときに払っていただいてパンフレットを渡

しています。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。コロナ対

策も一緒にできるしということですね。

○パネリスト（石島専吉）　はい。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　そのやり方というのは、割と最初の頃からそういう形

でやっていたんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。その期間だけな

んですけれども、ですから、１日過ぎれば無料で入れ

ちゃうんですね。ですから、最初は私も何でお金取るん

だよってものすごい言われているようなお客が多かっ

たんだけれども、やっぱり最初はそういうふうに、高橋

さんが言っていたように、入山料って何で取るのってい

うのを、無料のイベントというのはよくないという前任の

観光協会長から言われていて、そちらの前任の観光協

会長がそういうふうにして、私たちもそれを引き継いで

います。それを財産区のほうにも使用料として払えると

いう形になっております。

○コーディネーター（白川勝信）　町長、何か。

○パネリスト（太田長八）　入山料に関しては、やっぱ

秋って紅葉するところあるのかいって言われて、昔はも

う強気でしたから、もう団体客ばんばん入ってくるから、

じゃ結構ですよ、もうどこかの箱根とか北関東とか東北

で見てくださいと、紅葉は。伊豆はちょっとないんで結構

ですみたいな感じだったんですけれども、今は反対で

すから。紅葉する木はないんですけれども、やっぱりそ

ういうススキで秋を楽しんでほしいというのが１つです。

　あともう一つだけ、去年のススキのイベントで7,200

人来たわけですけれども、そのうちの350人にアン

ケートを取ったんですね。さっきの話とちょっとつなが

るかもしれないんですけれども、イベントの売りで何が

一番よかったですかというのは、やっぱり「絶景」でした。

これ断トツで絶景。それで、参加したい新企画、これは

多かったのが「１日限りの星降るキャンプ場」、あと、

「大自然をそのままに」という方もありますし、あと、「野

外コンサート」。これは今年はできないんですけれども、

一昨年まではホルンの演奏会だとか、稲取高校の吹奏

楽部の演奏会を土日にやったりとかしておりましたの

で、そういうことです。あと、細野高原に必要な施策とい

うことで、「アクセス道路の拡充」とか「絶景ポイントの

紹介の充実」とか、そういうことを書かれている方が多

かったということですね。

　ですから、伊豆というのは本当に秋も楽しめるんだと

いうことを観光客の皆さんにも知ってほしいということ

でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

秋を楽しんでほしいという、観光客の方へのメッセージ。

　山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　管理していくのがどういう

ことかということを言われてもあれですけれども、私はよ

く親戚とか友達とかなんとか来たときに、細野高原を連

れていくと、必ず言われるのは、何だ伊豆は山が深いん

だな、よく言われます。大体皆さんは海岸だけ走って

帰ってきて、伊豆半島の中のほうへ入るのは、天城道路

ぐらいのところしかないと思いますけれども、各町には

深い山が、山が深いです。だから、そういうことを楽しみ

ながらいろいろ山を楽しんでいただければありがたい

なと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　すみません、ちょっとチャイムが鳴っちゃって、時間が

来ちゃったんですけれども、コンパクトに高橋さんと町

長にもコメントいただいて終わりたいと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原は非常に懐の深い資

源だと思います。それで、将来に向けて決して暗いこと

ばかりじゃなくて、多分21世紀の持続的社会を語る、こ

れほど人と自然との関わりの仕組みが何千年も続いて

いるというのは、すごい懐の深い地域資源なんだろうと

いう。ただ、それを私たちが気づいていないような、これ

は研究者にもしかりだと思うし、行政においても多分し

かりだと思いますけれども、そういう意味では、もう一度、

草や草原の魅力をみんなでいろいろ創意工夫しなが

ら考えていく。新しい社会への土植えも可能になってく

る、そういう明るい展望を持ってみんなでぜひ協力し

合って次の世代にちゃんと続いていくようにしたいなと

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　じゃ最後に町長、お願いします。

○パネリスト（太田長八）　これは本当、ユーチューブ

を見ている全ての方に、これはもう人と地域の問題じゃ

ありません。これは全国の問題でございますので、全国

の方々、草原に対して興味を持っていただくことが私は

一番だと考えています。そういう中でこの草原、将来に

わたって保全なんかもね、やっぱり市町村の自治体で

連携してより多くの自治体に入ってもらった中で、草原

をいかに守っていくか、これをまたやっていきたいと思

います。そういう中ではまたユーチューブを見ている方、

その辺また支援と協力を賜ると大変ありがたいと思い

ますんで、よろしくお願いします。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　最後に非常に力強い、全国の方々、それから全国の

自治体に向けて草原共有を持ってまた加わっていただ

きたいというメッセージをいただきました。

　ちょっと僕の進行が不手際で12時を過ぎてしまいま

したが、これでパネルディスカッションを終わりたいと

思います。

　もう一度、４人のパネリストの方に感謝して拍手をい

ただけたらと思います。（拍手）

　どうもありがとうございました。

　じゃ、配信のほうもこれで終わらせていただきます。ど

うもありがとうございました。

○司会　皆さん、どうもありがとうございました。

　午後ですが、１時から東伊豆、阿蘇、蒜山の３会場で

分科会を開催いたします。午後１時になりましたら、そ

れぞれの会場で分科会を開始してください。よろしくお

願いいたします。

　その後の全体会のウェブ配信については、午後３時

20分からを予定しておりますので、午後も引き続きよろ

しくお願いいたします。

　午前の部につきましては、以上で終了となります。あり

がとうございました。

○パネリスト（石島専吉）　細野高原はまだそういう形

にはなっていないんですけれども、いろいろ摘果のミカ

ンの収穫を手伝うとか、いろいろそういうカーネーショ

ンの花を、そのまま結局時期が過ぎちゃって、全部それ

を捨てちゃうわけですね。そういうのを何か手伝う体験

だとか、そういうことは、農業体験のほうなんですけれ

ども、そういうのは少しずつプログラムに入れているん

です。まだ参加者は少ないんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　そうなんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そういうのは年間を通して

いろいろちょこちょこやっています。

○コーディネーター（白川勝信）　じゃ何か、これだけ

宿泊施設もあり、こういう海と山とっていう、すごく近いと

ころにあるという環境だったら、本当に、うちは体験教

育とかをすごく受け入れているので、何かメニューが

つっこんでいきそうだなと感じました。すみません、

ちょっと僕の興味のほうでちょっと質問をかぶせてし

まったんですが。

　もう一方、これも教育のことなんですけれども、次世代

に伝えていくために教育現場でできること、望むことは

どういうことがありますか。町長のほうから遠足の記憶

がっていう、高橋さんもそうだったんですけれども、遠足

以外でということということですが、教育現場でどういう

ことができるでしょうかね。どなたでもお答えください、

せっかくですから。どなたかありますか。

○パネリスト（太田長八）　まず、自分から言ったのは、

まず細野高原に対しての愛着ね。　子供のときから。そ

れがなければ、細野高原の保全はもう無理だと考えて

おります。そういう中で、まず町民が行った中で、細野高

原のよさが分かった中で、そしてやっていけば続ける方

向で、地域効果やったんです。それによってよさが分

かって、そうすれば、先生が言ったように子供が行けば、

必ず父兄が行きます。そういう中で全体的にやっていき

たい。それとやっぱり子供たちも自分で働いたお金で

いろんなことができる。そういうことができれば、子供た

ちの教育になると考えております。

　そういう長期的に考える中で、やっぱり子供が細野

高原に興味を持たせなければ、自分は細野高原の保

全は絶対無理だと考えておりますので、そういう中で、

そこが一つのいい機会じゃないかというようなことです。

　教育的効果、高橋先生がおっしゃったテントを作っ

てそこに滞在する、そこでキャンプするとかね、やっぱ

りそういうのがあると、教育的な体験になるんじゃない

かと考えています。

　何しろ小さい子が草原に対して興味をいかに持たせ

るか。それだけは私はいろいろと考えております。やっ

ぱり何事も一から小さい時からやっていくというふうに

ありますので、そこからの教育が私は一番大事じゃな

いかと考えておりますので、そういうふうに言わせてい

ただきました。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　ほかにありますか。

　ちょっとそろそろ時間が来ているんですが、いろんな

方の質問、本当にありがとうございます。

　もう１個だけ、僕に質問、これは物的なことなんで、カ

ヤが高いという話が出て、850円で売るのは高いん

じゃないかという……

○会場より　（「いや、違う、どうしたら高くできるかとい

うことを聞きたかった」と呼ぶ者あり）

○コーディネーター（白川勝信）　それはなぜですかと

いうことなんですが、これは、中間業者に販売している

んじゃなくて、カヤの施主さんに直接販売しているので、

一旦集めると安くなりますけれども、カヤぶき職人さんと

かカヤの施主さんとしっかりネットワークをつくるのが

高い価格で販売している一つかなと思います。価格に

ついてはカヤぶき職人さんに相談して決めた価格です

ね。すみません、以上です。

　いろいろお聞きしたんですが、ちょっと最後に皆さん

から一言ずつ、草原に関わる人への誰かを想定して、

子供でもいいですし、観光客の人でもいいですし、また、

ユーチューブで見ていらっしゃる方でもいいですけれ

ども、一言ずつメッセージをいただけたらと思います。

石島さんから、今度は反対にお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　４人目だと思って安心して

いたんですが、私は観光ということからちょっとお話を

させていただければ、何で秋のススキなんだという感じ

なんですよね。これはもう10年ぐらい前から団体の宴

会型のお客さんが激減しています。今まではもう団体で

バスで来て、もう20人、30人で宴会して、朝ばっと８時

頃帰っちゃうんですよね、もう朝食を食べて。ですから、

観光する場所なんていうのは全く必要なかったんです。

秋以外の春には河津桜もこうやってやっておりますし、

夏はやはり海水浴とか、そういうリゾートという感じが

ありますのでよかったんですけれども、それなもんで、秋

が全然オフシーズンになっちゃんたですね、一時期。そ

れで、やっぱり観光協会のほうも、せっかくああいう高

原のいい場所があるんだから、ススキのイベントをや

らせてくださいということで、財産区に頼んで町と協力

してやったような状況がございますので、そのような形

で、やはり春夏秋と楽しめる、そういうコンテンツが欲し

かったということがまず１つですね。

　ですから、秋によくお客さんに言われたのは、伊豆の
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　次をお願いします。

　細野高原を利用した東伊豆町観光協会の取組とい

うことで、私たちにとっての細野高原とは～観光の観点

から～ということで、東伊豆町、ひいては伊豆を代表す

る資源であるというふうに思っております。ですけれども、

いまだ資源であり、目的となる場所ではない、こちらは

財産区長もいるのに失礼なんですけれども、そういう状

況が続いております。

　ですから、また下を見ると、私たちが考える魅力とい

うことで、圧倒的なスケール、これは町長もドーム26個

分、箱根の仙石原が知名度が高いんですけれども、そこ

の７倍になります。ですから、もっともっと本当は来てほ

しいという状況にございます。

　絶景ということで、草原の先には太平洋、そして伊豆

大島がぽっこり浮かんでいるように見えます。そして、伊

豆諸島も見えて、後ろには、私も中学のときに遠足で天

城連山、万二郎、万三郎の遠足というのを８時間かけて

行きまして、それは本当にもうつらくて、忘れられない思

い出となりました。

　そういう状況の中で、三筋山山頂というのが標高

821メートルございます。

　次をお願いします。

　その取組の２番になりますが、先ほども財産区長が

おっしゃったように、春の山菜狩りというのは財産区が

中心になって行われておりまして、私たち観光協会とし

ては、パンフレットとかチラシを作って協力して、そして

少し受付を手伝うという形になっておりますが、秋のス

スキのイベントに関しましては、東伊豆町観光協会が

主催で行っております。ここで、細野高原でしか味わえ

ない景色・体験を売りにしたイベントを企画・運営して

いるということで、こちらの詳細は次ページをお願いし

ます。

　ここで表が出てきたんですけれども、ちょうど白川先

生がいらっしゃった13年前ということで、その後からこ

の細野高原のススキイベントが始まりました。ちょうど平

成23年度から始まりまして、2011年かな。それで、今回

の秋、これから10月８日から予定しておりますが、これ

が第11回になります。ですから、10年ぐらいやってきて

いるんですが、私のイメージとしては、もっと20年以上

やっているような気がしているんですけれども、こんなも

のなんですね、まだ11回目ということで。

　これさっき高橋先生もおっしゃっていたんですが、入

山料を取るようになったのが第３回から。第３回の平成

25年度から500円取るようにしました。そして、第５回

の27年度から600円に上げました。来たお客さんは何

か、何でこんなところでお金取るのよなんていう人も多

いんですけれども、一応そういう保全のために使わせて

いただきますと言うと、やっぱりちゃんと払っていただ

けます。

　それで、第10回、昨年の第10回にはシャトルバスを

やめたんですね。第一駐車場から、400メートルのとこ

ろから山頂の手前の駐車場までのシャトルバスを回し

ていたんですが、それをやめて、それがコロナでやっぱ

りバスの中が密になるということで、町の指導も受けま

したので、それをやめて、昨年からは300円にしました、

シャトルバスなしで。中に入山していただいた後は、自

分たちで頂上に行く方も、さっき言ったように２時間か

けて行く方もいますし、その辺を散策して帰る方もい

らっしゃるということで、そういう形にしておりますので、

今年の予定も一応300円で、シャトルバスなしというこ

とで行おうと思っています。

　このシャトルバスの運営だけで、この期間中、毎年大

体300万ぐらいかかっているんですね。ですから、それ

をやらないことによって、足の不自由な方とかご高齢の

方とか、山頂まで行けなくて残念だったという話もあっ

たんですけれども、意外とこの表を見ていただくように

人数は増えているんですね、去年より。ですから、その辺

で、今年ももう一回そういう形で挑戦しようということで

今考えております。

　その下の資料２は、これはもう財産区の方々がやら

れている山菜狩りの人数でございますので、細かく書い

てありますけれども、大体このぐらいの人数で、大体25

年ぐらい前からこの山菜狩りはやっておるということを

聞いております。

　その次で、細野高原を利用した東伊豆の観光協会の

取組の３でございますね。

　私たちの課題としては、目的となる場所へのブラン

ディグや宣伝、イベントに依存しない観光地としての整

備、特にソフト面、サービス面の企画ということで、やは

りどうしても今までは花火大会などのイベントで、一過

性なんですけれども、その日にがっと集めて、もうお金

をぱっと使って集客するという形だったんですけれども、

常に東伊豆というのは海があって、高原があるというこ

とをもっと売っていきたいということで考えております。

　この二、三年、コロナもそうなんですけれども、この二、

三年、夏がすごい猛暑なんですね。ですから、海水浴に

は暑くて行かないというお客さんが夏は増えてきており

ます。私も海の近くに旅館がありますので、夏になれば

必ずお客さんが来て、海水浴に行くというふうに思って

いたんですけれども、一昨年ぐらいのときというのは、暑

いから行きませんという、海水浴に行ったお客さん、本

当に数件だったですね。目の前は海なんですよ。ちゃ

○司会　それでは、ただいまよりパネルディスカッショ

ンを開催いたします。

　コーディネーターは基調講演に引き続き白川先生に

お願いをいたします。

それぞれのパネリストの方を私のほうからご紹介をさ

せていただきます。

　まず初めに、太田長八東伊豆町長。

○パネリスト（太田長八）　太田です。よろしくお願いし

ます。

○司会　続きまして、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋佳孝様。

○パネリスト（高橋佳孝）　高橋です。よろしくお願いし

ます。

○司会　稲取地区特別財産運営委員会委員長の山田

賢一様。

○パネリスト（山田賢一）　山田です。よろしくお願いし

ます

○司会　東伊豆町観光協会会長の石島専吉様。

○パネリスト（石島専吉）　石島です。よろしくお願いし

ます。

○司会　それでは、白川先生、よろしくお願いいたします。

○コーディネーター（白川勝信）　また白川です。よろ

しくお願いします。

　ここからはパネルディスカッションということで、先ほ

どは僕のほうから一方的にたくさんお話をさせていた

だいたんですが、今日は４人の方に来ていただいてい

るので、僕はここからは進行役で、４人の方それぞれの

話を聞いていきたいと思います。皆さんそれぞれに各

分野で活躍されている人ばかりが集まっていますし、

お一人お一人の話もじっくり聞きたいんですが、多分

ここでお互いに話していただくと、面白いものが何か

生まれていくんだろうなと思って楽しみにしています。

　それでは、最初に少しお一人ずつ、８分くらいかな

とお伝えしていたんですが、自己紹介とか活動とかを

教えていただければいいと思います。特に肩書のほう

なんですけれども、ここの細野高原の場合、東伊豆町

との関わりとか、そういうことも含めてよろしくお願いし

ます。

○パネリスト（太田長八）　そうですね、先ほど挨拶し

た町長の太田と言います。

　ちょっと私のほうから町をちょっと紹介させていただ

きたいと思います。

　まず、面積とかそういう人口、先ほど白川先生からご

紹介いただきました。場所っていうのはね、静岡県の伊

豆半島の東海岸に位置しております。そして、伊東市、

下田市、この中間でございまして、東京からは本当に２

時間ほどで来られますので、このコロナが収まりました

らば、ぜひとも皆さん方、この東伊豆町においでいただ

きまして、このすばらしい細野高原を見ていただけたら

大変ありがたいと思います。

　まず、私たちの町、全国的には珍しいんですけれども、

６温泉郷から成り立っております。東京方面の大川地

区、そして北川地区、熱川地区、片瀬地区、白田地区、こ

れらが熱川地区と言います。熱川地区は一応５地区あ

ります。そして稲取地区。全部で６温泉郷。稲取地区に

おきましては、４つの地区、東区、田町区、西区、入谷区

が存在しています。細野高原の保全に関しましては、こ

の稲取地区に細野高原がありますので、この稲取地区

の４区の皆さん方にこの保全につきましてやっていた

だいております。この場にいますので、本当４区に厚く

御礼申し上げたいと思います。

　この町は気候も温暖で過ごしやすいです。この海と

山に囲まれました、この豊かな自然、今回は皆さん方に

東伊豆町に来ていただきまして、細野高原、そしていろ

　私と草原の関わりもということなんですが、私は福岡

県の小倉市というところの出身です。当時、山々に行くと、

植林地の防火帯として草原がいくつかあった。あれ面

白いなと思って、むしろ焼けて大変だろうと思うんです

けれども、そこを２年に１回ぐらい、ずっと帯状に何キ

ロも草原があって、そこが私の遊び場だったんですね。

そういう原体験もあったり、あるいは南のほうで平尾台

という有名なカルスト台地。秋吉台と同じように山焼き

をやっている。やっぱり遠足に行ったり、遊びに行った

り。その原体験の下に草原に関わってきたわけですけ

れども、一番のきっかけは、実は私の高校は修学旅行

のない高校でして、いわゆる受験ばかりという、面白く

ない、非常に面白くない高校だったんですけれども。

ちょうど大阪万博の年、私が高校２年のとき、そのとき

だけ万博に修学旅行に行こうやという話が出て、その

ときに山陰地方を何泊かして大阪までバスで移動した

んですね。そのとき２日目に泊まった三瓶山という山が

とてもきれいな草原があって、牛や馬が放牧されている。

これは都会育ちの私にとってはすごい感激して、それ

をきっかけに畜産の道に興味を持ち、大学は農学部を

選んだという経緯があるわけです。

　そうこうしているうち、いろんな方と出会うことがあっ

て、今回13回目を迎える全国草原サミットの第１回目

から担当させていただいているんですよね。そういう関

係もあって、サミットのお手伝いをするような全国草原

再生ネットワークというのを立ち上げたと。

　それと時期を同じくして、さっき最初に白川さんが紹

介していただいた草原研究会、日本草原研究グループ

というのも立ち上げていただき、そのときに白川さんと

あと二、三人の方で相談して、とにかく毎月１回、どこか

草原を調査して、そこでディスカッションして回ってみよ

うや、あるいは調査の手伝いをしようやと。そうやって

中国地方を中心にいろんな草原を若い研究者を募っ

て現場のフィールドを歩きながらぐるぐるぐるぐる回って

いたという、そういうこともいろいろ重ねるうちに、今は

阿蘇に携わって、草原再生協議会、阿蘇は約２万２,000

ヘクタールの牧野があって、山焼きをやっているのが

１万6,000ヘクタールあります。その利用形態、極めて

多様でして、土地所有も多様なんですけれども、利用面

も畜産で利用されたり、カヤに利用されたり、あるいは

草刈りをして堆肥として利用されたりとやっているんで

すが、大きな観光資源にもなっていて、阿蘇の。そういう

意味では東伊豆とも共通したものがあるかもしれませ

んけれども。阿蘇においても、すごく担い手の問題とい

うのも深刻で、これをどうするかということで、年間約

2,300人のボラティアが山焼きや牧野体験に参加して

いるという仕組みづくりもちょっとやっているところです。

　前回、この東伊豆でシンポジウムがあったときに、大

きくそうですね、利用の面では観光利用、あるいはパラ

グライダーの利用というのが当時あって、新しい利用形

態どうするかという模索もさせていただいた。それから、

当時からやはり山焼きの担い手の問題というのはかな

り深刻で、東伊豆町のほうでもボランティア等の関わり

をどうやって考えていくかというようなことも論議したよ

うな記憶があります。

　それから、さっきもお話があったように、教育とか普

及の面で、子供たちをどうやって、昔は遠足で当たり前

に行っていたし、地元の人たちの草原についての実感

もあったし、誇りも多分あった。今はいろんな文化が増

えているし、全体的にも様 と々いうことで、いろんな問題

を抱えているんだというような、そういう記憶をしており

ます。この13年間でどういうふうに変わってきたのかな

というのも今日いろいろお聞きしながら、課題の共有を

できたら、いろいろ協力ができることがあろうかと思い

ますけれども。

　１つ、稲取高原で面白いなと思ったのは、何年か前

からやっている入山料ですね。草原をただで利用する

人たちは、やっぱりちゃんとそれなりの対価を払って、

ボランタリーでいいから払ってくださいという、そういう

ふうに位置づけている。これはこれからの一つの観光

行政の自然を守る形の一つの選択肢として、効果的で

はあるけれども、画期的な出来事だったのかなという

印象を持っております。

　以上です。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　高橋さんは、僕はよくよく知っているんですけれども、

会場の方も知らない方も、それから、インターネットでご

覧になっている方も、知らない方もおられると思うんで

す。先ほどあったように、日本の草原を本当にいろいろ

なところを見ている方です。草原に入って遭難したこと

もあるんでしたよね、たしか。そういう方ですが、町長か

いろな観光地を見ていただければ、町としては本当に

よかったんですけれども、このコロナ禍では本当大変、

自分自身はもう大変残念に感じております。

　そういう中で、町の基幹産業は観光でありまして、以

前は100万人以上の方が当町に来ておりましたけれど

も、今は本当、コロナ禍においてですけれども、減少し

ちゃいまして、今、去年で40万ぐらいですかね。早くこ

のコロナ禍が収まって、何とか経済を活性化していき

たいと思います。

　そういう観光以外には、やっぱりこの海、さっき言っ

たようにゼロメートルから1,400メートル、本当、傾斜

がこういうふうにありますので、本当、海と山、これを全

て満喫できますので、大変すばらしいロケーションでご

ざいます。

　そういう中で、農業、教育も盛んであります。まず、漁

業におきましたはキンメダイ、こちらはもう地域ブラン

ドになりまして、味はもう日本一でございますので、ぜひ

とも皆さん方も稲取のキンメダイ、これを味わっていた

だきたいと思います。さらに伊勢海老も取れますし、結

構豊富でございます。

　さらに農業、これにおきましても、カーネーション、こ

れはもう私も全国で一番ではないかと思います。基本

的には農林水産大臣賞、これはもう過去３回も受賞し

ておりますので、この辺はもう自信を持って、また皆さん

に進めていますし、さらにミカン、かんきつ類には

ニューサマーオレンジがあります。やはりこれも香りも

大変良く、これも東伊豆町の名産でございます。これま

た季節がありますので、町が自慢できるものがあります

ので、四季を通じて、この東伊豆町、楽しめますので、よ

ろしくお願いします。さらにスポーツにおきましてもダイ

ビングとかゴルフ、そしてパラグライダー。このパラグラ

イダー、今言った細野高原でできますので、ぜひとも海・

山・空のスポーツ、年間を通じて楽しめる、本当に四季

を通じて東伊豆町、大変すばらしいところでございます

ので、ぜひともまたご来町願いたいと思います。

　このようなことが東伊豆町ではまちづくりの目標、こ

れを満点の海・山・空は東伊豆と掲げております。この

細野高原につきましても、このまちづくりの目標の一つ

でありますので、このパネルディスカッションにおきまし

て貴重なご意見をいただければ大変ありがたいと感じ

ております。そういう中で、このあと稲取財産区の山田

委員長から保全、さらには観光協会長のほうから、この

利活用につきまして説明があると思いますので、よろし

くお願いいたします。

　私は細野高原の思い出というのは、やっぱり遠足で

ございます。当時小学生のとき、必ず遠足で細野高原に

行きました。そのときはやっぱり全学年で行きましたの

で、６年生が１年生の手を引いて行った思い出があり

ます。そういう意味でもすばらしいなと。まだ子供でした

から、草原はすばらしいなというだけで、それがですね、

やっぱり先代とその山焼きなどの苦労によってこの山

が守られていることを感じましたので、自分としてはこ

の子供たちが細野高原に子供たちが行く機会がないも

のですから、子供たちに細野高原のすばらしさを知っ

てもらった中で、さっき言った芸北の取組、これもまた

後 で 聞 き た い と 思 い ま す 。

　そういう中で、やっぱり私は遠足といった中で、今度、

富永さんとか言っていた、鹿、猪　が増えた中で、

ちょっとダニの問題が出てきました。しかし、ススキのイ

ベントをやっている中で、それに対しては十分対応して

おります。ある程度、受付において案内をして対応して

おりますので。細野高原は安全ですばらしいところです

から、よろしくお願いいたしたいと。

　私の考えはそういうことでございますもんで、またよ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　今のお話の中にもいろいろと何か視点があるんだと

思いました。

　ちょっと１つだけ、町長は地元出身なんですよね、ど

の地区。

○パネリスト（太田長八）　僕は、今は結婚して熱川地

区に住んでいますけれども、幼少期は、小さいときは稲

取地区でございまして、稲取小学校に入りまして、やっ

ぱり春と秋になると何しろその遠足が楽しみで、細野高

原に対する思い出、それが大変強いです。

○コーディネーター（白川勝信）　もう本当に地元なん

ですね。ありがとうございます。

　次に、高橋佳孝さん、自己紹介と、ご自身と草原の関

わりとか、高橋佳孝さんは東伊豆町の方ではないです

が、今日は全国草原再生ネットワークの代表理事とい

うことで参加いただいていますんで、自己紹介からお

願いします。

○パネリスト（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは。高橋

でございます。

　今、白川さんから紹介いただいたように、私は外者、

よそ者で、細野高原とそんなに深い関わりがほとんどな

いのにここに登壇していいんだろうかというね。今日そ

こにいらっしゃる内山さんはまさに稲取のご出身で、草

原に関する研究をされていると、まさにここは内山さん

がいなきゃいけない場所だと思うんです。いろいろと理

由があって、ここに出させてもらっています。

在ではあまり生活に必要と思われていないもので、い

ろんな考え方もあるでしょうけれども、自然を守るという

哲学とか概念だけでは、どうしてもこれから守っていく

のは非常に難しくなるんじゃないかなというのが私の

考えです。だから、保全していくにはどうしたらいいかと

いうと、これから地域や町にどうしても必要な場所に、

この細野高原を認知してもらうことが、認知していくこと

が重要なことじゃないかなと思います。

　その中で、先ほど白川さんのお話の中で、非常に参

考になりました。その一つとしては、あそこは水の水源

地としてもやっていますけれども、もっと水源地を広げ

て、そこにいろんな花木などを植えて、植林して、それを

観光に使ってもいいのかなと。もう一つは、先ほどから

出ている教育の場として、体験学習とか、いろんなそう

いう子供たちの教育の場にも使えたら。もう一つは、観

光資源として、自然利用のイベントとか、そういうものに

積極的に使っていただければと思います。

　財産区としても、そういうことが具体的になってきた

ら、積極的に協力して前へ進めていきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。

　今日はこの機会を利用して、皆さんのほうにも意見

を聞かせていただきまして、参考にしたいと思います。

ありがとうございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　本当に非常に大事な視点というか、たくさんありまし

たよね。植物を管理する人が絶滅危惧種だという話も、

本当にいろんなところでも起こっていることでしょうし、

ただ、管理する人がということが、発言が出ること自体

が、まだ何かよくって、地域によっては、その植物が大事

だということさえもひょっとしたらもう既に忘れられてい

るかもしれない。

　それから、もう一つのことが草原が必需品じゃなく

なったという指摘の中で、守ろうという概念だけじゃ駄

目で、具体的に何かやっていかないといけない。その

中でも、やっぱりイベントとか観光というのが強いところ

なんだから、そこを進めていきたいというお話だった

と思います。

　ありがとうございます。また後から少し詳しくお聞きし

たいと思います。

　その観光とかイベントとかを中心的に担っていらっ

しゃる石島さん、続けてお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　それでは、改めましてこん

にちは。東伊豆町観光協会の石島でございます。

　お手元に、パワーポイントのほうに10ページになる、

このジャンプしている、これは私じゃございませんけれ

ども、もっと若い人なんで、こんなジャンプすると足を痛

めちゃいますので。あと、今年の「澄んだ空気と絶景

を。」という、このポスターにもあります、これがチラシで

すね。あとそのもう一つ、稲取細野高原の冊子、これを

見ながら皆さんお聞きいただければと思います。よろし

くお願いいたします。

　それでは、まず、細野高原と東伊豆町観光協会の取

組についてということでお話しさせていただきたいと思

います。

　次のページで、自己紹介ということで、私、石島専吉

という名前なんですけれども、これは本当に私もずっと

嫌だったんですけれども、やっぱり最近やっと慣れてき

まして、これおじいさんの、祖父の名前をいきなりつけ

られました。子供の頃はすごく嫌で嫌でしようがなかっ

たんですけれども、やっとアラカンになってきて慣れて

きましたけれども、私の父の出身というのが栃木県でご

ざいました。こちらに熱川温泉のほうに修行に出されて、

そこで結婚して私が生まれたということで、今はその旅

館を私も継ぎまして、熱川温泉のほうで「ふたりの湯宿

湯花満開」というところで旅館もやっております。

　私は2018年の東伊豆町観光協会に就任しまして、

ただいま４年目で、２期目でございます。2020年、昨年、

東伊豆町産業団体連絡会の会長に就任させていただ

きまして、現在に至っております。

　この右側の写真は、毎年１回、三筋山まで歩いてい

ますというふうに書いてありますけれども、これは去年

の11月１日にちょうど第一駐車場の標高400メートル

からこの三筋山山頂の821メートルまで、往復で大体

7.5キロ、時間にして約２時間で歩きました。山頂では

妻のお弁当というか、おにぎりを食べて、この小さく前に

いるカップルも、ちゃんとお弁当を２つ持ってきて食べ

ていました。その２人の歩くのが速くて速くて、本当、追

いつくのが大変だったんですけれども、本当、軽装です

んなり歩き切っちゃいますね、若い人というのは。です

から、やっぱりそういうところも一つ面白いんじゃない

かなと思いました。

らも遠足の印象が大きかった、高橋さんは三瓶山の印

象が大きかった、やっぱり子供の頃の体験、大事なん

だなというのをお二人の今の自己紹介の中からも見て

いきますけれども、じゃ次に山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　皆さん、どうもおはようござ

います。

　私は、稲取地区特別財産区運営委員会の委員長を

やらせていただいています山田と申します。

　稲取地区の特別財産区というのは、稲取地区の区長

さんとか区の役員さんの皆さんで構成されており、細野

高原の管理や運営や、そういういろいろの事業を行っ

ております。

　財産区と言うとあれですけれども、昭和34年に、この

東伊豆町というのは城東村と稲取町が合併してできま

した。そのときに稲取地区には230町歩ほどの当時の

町有地があったわけです。その２分の１を今、稲取ゴル

フ場やバイオパークに借地しております。残った部分

はどうしようかということでいろいろ、細野高原を含め

てどうしようかということで話があって、平成３年に自治

法が改正されまして、稲取地区の４区に町から無償譲

渡され、そのときにいろいろ４区で話し合って、いろん

な分配の問題とか、いろいろ話合いが出ましたけれど

も、この際、大同団結して、４区で平等でこの細野高原

の責任を持って管理や運営をしていこうということで現

在に至っております。

　今、２分の１は、バイオパークとか稲取のゴルフ場と

かに貸してありますけれども、そのうち借地料の２分の

１は町に、２分の１を財産区の財源として使わせても

らっています。そのお金で細野高原の維持や管理、また

この各４区ありますので、各区にお金を分配して、各区

の運営をやっていただいております。

　財産区の細野高原の管理としては、防火線があり、そ

してその後、防火線焼き、その後の全体の山焼き、そし

てまた春の山菜狩りは、これは財産区としてやっており

ます。そしてまた、各４か所ばかり湿原がありますけれど

も、湿原の周りの草刈りをやっております。そして、草原

の中の道路が、結構道路がありますけれども、水とか雨

とかで結構痛むもんで、その道路の補修や管理を行っ

ております。

　防火線焼き、山焼き、これは１回につき120名ぐらい

の方に、区民に出ていただいております。この他の事業

も含めて、先ほど白川さんがお話になった800万、13

年前は800万ということで、現在は節約しまして500万

ぐらいのお金で管理と運営をしております。

　そのほか、観光協会の会長もおられますけれども、

観光協会の秋のススキがこれから始まるわけですけれ

ども、ススキ狩りにも協力したりしております。また、各種

団体で、先ほど言ったパラグライダーとかラジコンの会

とかいうように、各種団体にも利用してもらうように貸

出しをしています。

　この頃ですけれども、この前もありましたが、映画や

コマーシャルの撮影等に利用したいという希望がたく

さん多くなってきまして、それにも貸出しをして、一部の

収入にさせていただいております。

　今後の問題としては、防火線刈りもそうですけれども、

焼き、山焼きこの作業員の高齢化というのが先ほど高

橋先生の中にも、当時13年前にもあったと言いますけ

れども、現在はもっと深刻で、私は昭和24年生まれで

すけれども、大体中心になっているのは昭和20年代、

30年代生まれの方が山焼きとか防火線焼きとかの中

心になっていますので、非常に高齢化が進んでいます。

それとまた産業構造の変化で、昔は、前にも言ったよう

に農家の人が中心とかそういうことが主だったんです

けれども、今は農業から観光やいろんなお勤めの方が

増えて、当日の人員確保をするのに非常に苦労してお

ります。

　またもう一つ、一番これも大きなことかもしれません。

先ほど町長のほうからもありました、原野や山に対する

関心が非常に低くなっておりまして、そういうことも含め

て原野を守っていくというのは非常に難しくなっている

のが現実です。

　また、私はよく冗談で言いますけれども、この細野に

は多くの絶滅危惧種があり、このことを、この絶滅危惧

種を守っていくのが本当に大事なことだと思うし、また

それが我々の仕事だと思いますけれども、植物はあるん

ですけれども、その管理をしていく人のほうが絶滅危惧

種の状態になっているというのが現実な問題です。昔

は、原野は農家の資源や、要するに農家の堆肥とか何

とかという資源や生活も今までのような茅葺きの生活

の資材として必要な場所でありました。そのためにみん

な非常に協力的で、いろんなことを一生懸命管理して

いただきましたけれども、正直いって時代の流れで、現

んと海はやっているのに、そういう状況です。

　ですから、私の娘なんかも夏の旅行で昼神温泉の星

を見にいったとか、やっぱりそういう高原を求めるお客

さんが多くて、夏を涼しく過ごしたいというのもあるのか

もしれません。ですから、もっとこう海だけではなくて、こ

の細野高原も売っていきたいということです。

　現在の取組なんですけれども、昨年からちょうど財産

区のほうも細野高原を考える会というのを立ち上げて

あるそうで、私たちも年間活用委員会というのを発足し

ました。これは春と秋のイベントだけじゃなく、年間で細

野高原を利活用する方向性として、ハイキングを掲げ

て整備や企画の立案を実施しています。このハイキング

というのを、やっぱりただ普通に歩いてくれというん

じゃつまらないと思いまして、ハイキングの聖地づくりに

取り組んでいるということで、今年の５月９日にはジオ

ガイドつき、そしてキッチンカーも山頂まで用意して、そ

のプレツアーを実施しました。これは25名参加で、女

性がすごく多かったんですけれども、それをやったりと

か、先週の９月19日にはインフルエンサーを呼んで、

招待してＰＲしていただいたり。今いろんな媒体に出す

とかというよりも、そういうもうやっぱりインフルエン

サーを呼んだほうがすごく効果があるんですね。これは

いろんな広告もそうなんですけれども。ですから、そうい

うことを常にやっておりました。

　あと、今年の10月17日にも、そのハイキングのガイ

ドツアーを今、インターネットのほうで参加を募集して

おりますので、またよろしくお願いしたいと思います。

　そんな形で、この右側にある写真も、これは夜の星空

観賞。これも二、三年前のＪＲのデスティネーションキャ

ンペーンのときに夜の星空観賞のツアーというのを５

月と９月かな、そういうふうにやったときもございまして、

そんなことになります。

　じゃ次の。

　活動とＳＤＧｓということで、ＳＤＧｓって何なのかなと

いうふうに私も思ったんですけれども、今やっているこ

とがそういう保全の一部を担っているんじゃないかと

いうことで、こんな表を作成しました。東伊豆町観光協

会としては、観光客、利用客から、先ほどの入山料を頂

いて、それを財産区のほうに一部、これ本当に少なくて、

微力で申し訳ないんですけれども、大体20万から30万

ぐらいですかね、毎回そんなぐらいで、一応頑張ってや

らせていただいております。

　最後のですね。

　本当に細野高原はこの町の宝でございます。細野高

原を生かしながらの利活用が観光業が主産業である

この東伊豆町にとってとても大事だと考えております。

来年度、先ほど町長もおっしゃっていたような６つの温

泉場が一つの東伊豆町観光協会に統合されるという、

一本化事業というのもございまして、観光協会が一つに

なります。これによって、ここだけの話ということでもな

いんですけれども、稲取の細野高原というよりも、東伊

豆町の細野高原というふうにしていきたいと私は思っ

ておりまして、みんなで、全町そろって細野高原をもっと

頑張って利活用を考えて生きたというふうに思っており

ます。

　最後の資料なんですけれども、これは年間のいろい

ろな、財産区と観光協会のいろんなイベントがここにあ

りますので、参考までご覧いただければと思います。

　本日はよろしくお願いします。

　以上でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　先ほど高橋さんから前回の話題になっていたという

話があった観光、それから担い手のうちの観光につい

て、随分詳しく教えていただきました。ありがとうございま

す。特に金額とかですね、人数とか見させていただいた

ら、やっぱりさすがだなと思うのは、まずきちんとこうい

う数字が出ている上に、コロナ禍でも大きくは減らずに、

むしろしっかりと継続が続いているというところが見え

ているというのがすごいなと思いました。

　高橋さん、さっき今日聞きたいなとおっしゃっていた

ことのうちの観光の話が今報告があったんですけれど

も、聞いてみてどうですか。阿蘇のほうでも観光というの

は大きな柱だとおっしゃっていたんですけれども、いろ

いろ、規模としては随分違うと思うんですけれども、比較

しながら何か感想を教えてもらえればと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　私、観光専門じゃないです

ので、何とも言いかねるんですけれども。阿蘇の場合は

地震の影響がかなりあってですね、それによって幹線

道路が寸断されたりということで大きなダメージを受け

たわけなんです。いまだもって、やはり草原の観光的な

評価というのはすごい高いですね。前もお話ししたこと

があるんです、来訪者に阿蘇の魅力を尋ねたときに一

番魅力に感じたのは、やっぱり広い草原で、多分この

国立公園に指定された頃は火山が一番人気でござい

ましたと思うんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　阿蘇の火山ですね。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。火口が見える

とか、活火山であるとか、雄大さとかあるとは思うんです

けれども、そういうふうにモータリゼーションの関係で

道路や交通機関がかなりこう発達してくると、広い草原

の魅力というのは観光客にすごく大きいんだろうなとい

感想とかもいただきたいと思います。

　もう一つ、すみません、ちょっと先ほど聞いたときに落

としちゃったんですけれども、今、４区の共有地みたい

になっているんですよね。それは何年でしたかね、何年

に話し合って、４区の共有にしようということになったん

でしたっけ。

○パネリスト（山田賢一）　合併自体は昭和34年に合

併したんですけれども、それをそれぞれ城東村が持って

いた土地、稲取町が持っていた土地、稲取町が持って

いた土地をどうするかということも議会の中でもいろい

ろお話しされて……、町長が発言します。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですね。いいで

すか、すみません。

○パネリスト（太田長八）　基本的には今言ったように

町村合併のときに稲取の地区のこの細野高原につい

て話し合いがありました。そのときは、やっぱり町が一

枚かんで、町と４区の共有の土地で、さっき言ったよう

に、ゴルフ場、そしてアニマルキングダム、動物園、これ

に関しては２分の１。今もその分配は変えませんけれど

も、使用に関しましては、私がなって多分すぐくらい、結

構４区からそういう要望があった中で、４区の所有だっ

たのが１０年くらい前かな。そのぐらいですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　10年前ぐらいですか。

○パネリスト（太田長八）　大体ね。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。

　だから、あれですよね。昭和の合併のときにそういう

話合いがまずあって、最近というか、10年前ぐらいにも

う一度、そこの所有を見直すというか、そういう流れが

あったわけですね。

○パネリスト（太田長八）　結構ね、４区のほうから、も

う前々から一応、４区の所有にしてくれといった中で、話

合いがあったんで、役場も巻き込んでそうなったと感じ

ております、あと４区の強い希望ですね。

○コーディネーター（白川勝信）　昭和33年頃といっ

たら、草の利用はどうだったんですかね。柑橘って割と

ずっと何ていうか、堅調な産業だったのかなと想像す

るんですけれども。

○パネリスト（山田賢一）　その合併する日が来てか

ら、しばらくの間は、今も町長の話の中にもありましたが、

ゴルフ場とかバイオパークも含めて、草刈り場、採草地

だったんです。そこを正直いって、今４区と言いますけ

れども、昔はほとんど一つの入谷区と言うんですけれ

ども、そこが全員ほとんど出て、それで全部で言う200

何十町歩を自分ちで管理しておりました、合併した頃、

前後ですね。そういうことでやっていまして、ここの入

谷区というところの人はほとんど全戸出て管理をして、

防火線から山焼きからやっていました。山焼きなんか

は、ひどいこと、今じゃ考えられませんけれども、朝振

れというのがありまして、朝６時頃、班長さんが今日は

山焼きやるから出て来いと言って、それは有無もなく出

なきゃならないような状況でやっていました。今日の

仕事があるとか予定なんていうのは、それはもう無視

されて、そういうことで皆さんで、入谷の皆さんが管理

してきたものです。

○コーディネーター（白川勝信）　その頃の人の意識と

随分今と違うんでしょうね。何かその地域の行事という

か、もうやることが決まっている。もう年中行事みたいな。

○パネリスト（山田賢一）　だから、先ほど言ったよう

に、あまり利用しなくなった、農家でも使っていた人が

あまり利用しなくなったというのがやっぱり一番大きな、

大きな関心がなくなってきたということじゃないかと私

は思います。今でもよく共同で山焼きの管理をしていた

だいていますけれども、この役員以外の方の中には、

何で俺んちが山の管理をしなきゃならないんだ。海岸

線のそれこそ近くとか、町の中の人には、そう言われる

ことも多々あります。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。そういう意

味では、あれですよね。前回の、前回って、13年前のこ

とを言うのもあれなんですけれども、課題だった山の価

値を共有しないと担い手もまた続かないかもねというと

ころは、まだまだ今もちょっと課題としてあるのかもしれ

ないですね。ありがとうございます。

　そんな中で、さっきバイクの、モトクロスの人が増えて

きたという話があったんですけれども、ちょっと質問を

いただいていまして、バイクも問題があると思います。マ

ウンテンバイク、モトクロスの人の利用はどうですかと

いうことで、お聞きしたいことというのは、草原管理の立

場とか観光の立場からメリット、デメリットなんで、観光

の立場のほうからちょっと、石島さん、バイクとかモトク

ロスの人たちの観光の仕方というのはどうなんですか

ね。うちのほうを見てみると、ツーリングでやって来て、

ちょっと休憩して、また次のところにずっと行くような感

じで、何か通り抜ける形の、モトクロスじゃないので、

ツーリングバイクはうちのほうもよく来るんですけれども、

モトクロスというのは林道を走っている感じなんです

か、未整備の。どんな感じで。

○パネリスト（石島専吉）　私もそのあまり詳しくはな

いですけれども、財産委員長が言われたのは、駐車場、

その第一駐車場、第二駐車場ぐらいまで来て、山を見て、

いいところだねって言って休憩して帰るんだったらい

いんですけれどもね、その400メートル以上の上の、細

野高原の山頂近くの三筋山の近くまで林道がずっとあ

うのがあるんですが、阿蘇の場合は160ぐらいある、牧

野という言い方をするんですけれども、草原が160ぐら

いあるというふうに考えてください、細野高原みたいな

草原が。そういう世界の中で、観光についての新しい取

組というのは、阿蘇はまだ畜産が盛んなので、防疫、伝

染病が大きく広がることを一番恐れています。そのため

に牛がいるところに簡単に入れないような仕組みに

なっているんですが、牛がいないときだとか、あるいは

きちんと防疫、薬剤を散布したりあれしたりして、入る人

も人を制限して、ちゃんとガイドつきで入るという仕組み

をどんどん広げています。それで、さっきお話あったよう

にガイドで回った人は、そのうちの何人かを牧野組合

のほうに渡しているという、そういう形で、大きくバスで

歩いて、とにかくいっぱいで動くというような世界ではな

くて、そういった本当の草原のよさを学んで入っていっ

て、そこのいろいろ、さっきからお話があったように、自

然だとか文化だとか、野焼きというのがこれだけ大変な

作業で、こんなにきれいに守られているんですよという

ことも一緒に含めてですね、ガイドさんとの会話の中で

そういう会話をする。

　将来的には、多分、牧野を管理している人の若い人

がガイドになっていく、そんな仕組みづくりもこれから

やっていこうかなというふうに、こういうところです。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　山田さんのさっきのお話を聞くと、随分、観光の分野

と、すごくこう、どういえばいいんですかね、連携がよく取

れているなというふうに感じたんですよ。何か阿蘇のほ

うは、やっぱり牧野ということで、牛を放牧しているんで、

防疫ということで、しっかり消毒しないと、入ってもらっ

て病気を媒介したら困るとかっていうことがあったんで、

その辺では何か、あまり地域の方とかも観光客の人が

たくさん来ることには全然抵抗がないというか、むしろ

来てほしいというような感じなんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　観光客の方が来てほしい

というか、観光地ですから、そういうことは協力はして

いかなければならないと思いますけれども、いろんなこ

とのトラブル……、先ほどちょっと言ったけれども、今年

はね、非常にオートバイの方が細野高原に入ってきて、

物すごい大きな音で何十台って連なってくるもんで、そ

ういうことをこれから少し対策を考えなきゃならないか

ということは考えていますけれども、観光地である以上、

多少はね、イノシシとか鹿しか歩かない道よりも、やっ

ぱり人が歩いてくれたり、人がいることのほうが地元と

してはありがたいもんで、それはいろんな皆さんに注意

をしてもらいながら、多くの方に来てもらうということは、

それはいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　もう一つ、ちょっと山田さん、お尋ねしたいんですけ

れども、利用の中で、観光のイベントとか利用が結構ご

紹介いただいたんですが、何かほかの農業に草を利用

するとか、そういうことは今はどういう状況なんですか。

昔は、さっきあったというふうにおっしゃっていました

けれども。

○パネリスト（山田賢一）　昔はですね、もう今から、私

たちが若い頃は、あの全山がほとんどはげ山になるぐ

らい、皆さんあそこで草を刈って、そして堆肥にしたり、

畑の中へ引き込んだり、いろんな利用をしていました。

ほとんど、だから、水際の下ぐらいからずっと、ほとんど

草を刈り取ってしまいまして、見事なはげ山みたいに

なってしまっていました。昔はそれほどあったんですけ

れども、今は数人の方が草を刈って資源にしているぐら

いで、ほとんど草を刈る人は、非常に少なくなって、昔に

比べればもう激減というか、ちょっと、というのがこちら

の柑橘が主体だったんですけれども、その産業が非常

に衰退しちゃったもんで、そういう意味もあると思います。

○コーディネーター（白川勝信）　柑橘の畑の中に、ミ

カン畑の中に草を入れていたということですね。

○パネリスト（山田賢一）　はい、それがほとんど中心

でやっておりました。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。その数人

の方が今、すごく少ない数でやっているということで、あ

まりこう、使える草はたくさんあるけれども、草を使うこと

は随分減ってしまったということですかね。

○パネリスト（山田賢一）　そうだと思います。昔はそ

れこそ部落中というか、皆さんで、私が若い頃もそうで

すけれども、取りっこというかな、朝の４時頃から草を刈

りにいって、朝明るくなって、何だおまえらそこにいたの

かというぐらいみんなで草を刈っていましたけれども、

今はそういうことはほとんどないですね。草は幾らでも

ありますけれども、持っていく方は非常に少なくなってい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。資源はあ

るけれども、使えていないということですよね。何か

ちょっともったいないなというところなんです……、そう

だ、皆さんの手元に質問用紙というのが用意されてい

ると思います。話を聞きながら、アイデアとか意見があれ

ばぜひ書いていただければと。感想でもあれば。もし書

かれた方は、ちょっと手を挙げていただくと、役場の山

田さんが集めてくださるので、できればちょっと質問を

書いてください。何か僕の聞きたいことばかり聞くのも

もったいないので、ぜひぜひちょっと皆さんのご意見と

るわけですよ、狭い。そこをがんがん走っているらしい

んですよ。ですから、そこからまた転がり落ちちゃったり

とか、いろいろそういう事故にもつながっているみたい

なんで、今ちょっと苦慮されていて、入り口にちょっと

チェーンでもやって、それは取って行けることは行ける

んですけれども、もう少し意識をしっかり持たせたほう

が、何かね、よくないんじゃないかということもあって。そ

ういうことは山田さんからこの間言われて、そうだなと

いうふうに思いました。

○コーディネーター（白川勝信）　確かに事故があっ

たりすると。

○パネリスト（石島専吉）　そうですね。やっぱり私た

ちの考えるハイキングの聖地と、そういうバイクとかっ

ていうのは、ちょっとリンクしないんですね。ハイキング

で歩いているところをばんばんこう上っていっちゃうら

しいんですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

○パネリスト（石島専吉）　ですから、ちょっとその辺

は規制しないとまずいんじゃないかなというふうには

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　その辺を規制する

道、そこは市道なんですかね、町長。そうですか、市道

ですか。どういう形の規制が考えられますかね。

○パネリスト（太田長八）　基本的に町道が抜けてい

るんですよ。その町道に関して遊歩道が続いているの

で、そういう部分に関しましても私道なので、それはすぐ

にできると思いますので。町道に関しましては制限でき

ません。やっぱり一番心配するのがこの細野高原、住宅

地を通ってくるもんで、渋滞とか住民の理解がないと活

用できませんのでね、それなので今、細野高原付近の

住宅の理解を得られるようやっております。それこそ今

度はバイクなど、これ規制できませんもんでね、そういう

なかで細野高原の活用がちょっと中座するのが困るな

というのが現状でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　マウンテンバイクとかで来る人はいるんですか。うち

のほうはスキー場があるんで、スキー場の夏のシーズ

ンにマウンテンバイクでだっと下るとか、林道を下ると

か。自転車ですよね。自転車あまりないですか。

○パネリスト（山田賢一）　ないと思うよ。

○パネリスト（太田長八）　自分が把握したのは、熱川

地区はね、比較的林道があるもんで、熱川地区が結構

マウンテンバイクが来ているのは聞いていますけれども、

細野高原に関しては、ちょっとマウンテンバイク、普通の

オートバイが結構来るんじゃないかと、これは想像です。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ちょっとまた別の質問なんですけれども、そういう意

味で、これまであった自然イベント、自然利用で、何か

細野高原に合っているものというのは山菜狩りとかス

スキ狩り以外でどんなのが、どんなイベントがいいか

なという質問が来ているんですけれども、どういう方向

性が……

○パネリスト（太田長八）　正直いって星空やったん

ですよ。星空のほうも、自分はもう最高でした。やっぱり

行ったときに、もうライトも全て消して、虫の音だけ聞くよ

うな感じで、たまたま虫の声が聞こえて、本当にすばら

しいなと思ったんですよ。しかしながら、やっぱり寒さ、

これが寒いということで、２回やってちょっと断念したん

ですけれども。そうやった中で、星空のこと、これもある

程度やったら本当、都会の人も喜ぶんじゃないかと思

います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ほかに何かアイデアがありますか。山田さんとか石

島さんのほうは。どんなイベントがいいなというのが

あれば。

○パネリスト（山田賢一）　要するに今、私が考えてい

るというか、皆さんにも細野高原を考える会の中に

ちょっと提案させています。要するに細野高原の里山づ

くりという形で、奥山じゃなくて、あそこはまだ里山だよと

いう形で、里山のよさを広げていきたいなと。そういうこ

とで今、細野高原の入り口、これは財産区の土地じゃな

いんですけれども、やっぱり入谷部落の振興会という昔

の団体がありまして、そこの土地が６町歩ぐらいありま

して、ほとんど細野高原に隣接したところですけれども、

そこを今、森林組合の組合の皆さんが今まで植林され

ていたもんで、そこを全部伐採して、そこに今、ヤマザク

ラを全部植えようかなんていうことで、ヤマザクラの里

を今、これは国とか県の補助金をもらって森林組合が

やってくれているんですけれども。それで、地主さんは振

興会というところですけれども、将来的にはそこをヤマ

ザクラの里にしようと。中は当然、材を出すのに林道を

造りましたんで、そこが散策道路になるかなと。そこが、

うちの振興会の山だけが６ヘクタールぐらいならある

んですけれども、その奥に町の山も10町歩近く、10ヘク

タールぐらいあるもんで、今、町長ともお願いしているん

だけれども、そこ全体を全部やって、いろんなことに使

えないかな。そうすれば、振興会のほうもいろんなこと

があるんじゃないか、できるんじゃないかと。

　農協さんもいろいろそこを今、あそこにも農協の施設

もありますから、これはボツになったんですけれども、

一時、あそこで、要するに地ビールの工場を造ってやり

たいという、いいな、地ビール、ビール飲みながらあの

高原でススキ眺めたらいいなというようなことで、それ

を私たちも非常に賛成して協力したんですけれども、

ちょっといろんな事情で、それはボツになりましたけれ

ども。

　そういういろんなことで、あの高原をいろんな方面で

楽しんでもらえるような、これから設備というか、利用し

ている団体とか企業があったらいいな、私は考えてい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　何かいろんなことが、道路がやっぱり中まで通ってい

るというのがいろいろ、シャトルバスが行けるようなとか、

そういう整備ができているなというのがすごいんだろう

なと思います。

　片方でちょっと管理のほうの質問も来ているんです

けれども、担い手の問題というのも先ほどありましたが、

もう一つ、省力化という関係で、これ僕の話の中なんで

しょうね、山焼きの道路の防火帯に沿って軽トラが入れ

るようにするような話が蒜山でも聞いたことがあるけれ

ども、細野高原でも何かそういうことができる部分が

あったらコメントをお願いしますということなんですけ

れども、これどなた……、そういうのが可能そうなところ

というのはあるんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　防火帯、先ほど今、白川先

生の言った、あそこの防火線沿いにパイプを引くかとい

う案も去年出ました。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。やっぱ

り一晩で考えるようなら大体考えているんですね。

○パネリスト（山田賢一）　やって、水道屋さんに見積

りを取らせてやってみてはどうかなと思ったら、距離が

長過ぎてちょっとそのままやるんじゃ難しくないかという

ことで、それはボツになりました。

　もう一つ、今、いろんな林業試験場とかなんとかでお

話を聞いているのは、内山さんが専門ですけれども、あ

の防火線に防火林を植えて、要するに火の広がらない

ような防火林を植えて、それがただの面白くない木じゃ、

何も観光資源になりませんから、将来的に防火林であ

りながら観光資源の一助になれるような、例えばいい

んじゃないかって、内山さんが専門ですけれども、サザ

ンカとかツバキとか、一番強いのはサンゴジュなんて

いうのがあるらしいんですけれども。それらを防火帯に

10メートルぐらい、本当の火が出るところじゃなくて、火

があまりばんと燃えないようなところは防火林で防火帯

みたいなものを設置したらどうかなというようなことも

皆さんとは議論していますけれども、まだ実現はしてい

ません。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

　やっぱり結論というか、ちょっとすぐには出ないんで

しょうね。どこの地域でもいろいろそういう山焼きの省

力化とか安全性というのは出されているんですけれども、

高橋さん、何かその辺で、阿蘇のほうでは物すごいたく

さんの山焼きやっていますし、工夫されている部分もあ

ると思うんですけれども、人数も多いですが。ちょっとど

ういう、事故のほうの部分ですし、省力化の工夫で何か

あれば教えてもらえますか。

○パネリスト（高橋佳孝）　やっぱり事故は、毎年とは

言わないけれども、数年に１回必ず出ているんですね。

事故が起きると、もうやめてしまうという、そういった一

つ大きな問題が２つあって、１つはもう担い手がいない

で、いつやめるかを考えず、ただやめてしまう。責任者が

責任を取るなんて無理。例えば阿蘇の場合では、区長さ

んが火入れの責任者。

○コーディネーター（白川勝信）　火入れ責任者。

○パネリスト（高橋佳孝）　であれば、区長さんという

のは、例えば２年、３年で替わっていきますよね。そうす

ると、もう区長になりたくないという人が出てくるんです

よ。しかも、それ裁判ざたになったりとか、いろいろ面倒

くさいというのがあって、それで、多分この阿蘇の分科

会で相談される南阿蘇の村長さんがいて、南阿蘇村は

地震による被害によって野焼きができなくなったところ

が多いけれども、もともとそういう構造的な問題で、いつ

もどうなるか分からないというから、どんどんやめる、や

める、やめるというのが出てきていたんですね。そこで

少なくとも火入れ責任者は首長がなるということで、実

は安心して野焼きを再開した牧野参加者。ただ、それは

もちろん責任者だけの問題じゃなくて、そこに県や、ある

いはボランティアや市町村の協議会みたいなものをつ

くってみんなで応援してそこを再開するわけです。なぜ

再開するかというのは、これも多分、分科会で論議され

るように、熊本市民にとっては水源の源である草原の水

源涵養力というのは、実は阿蘇のほうは森林よりはる

かに高いんです。もしかしたら東伊豆もそうかもしれな

い。そういう草原の価値をみんなで共有して、それを

守っていくために役所も汗をかくし、お金も出しましょう

ということでやっている例が１つあります。

　もう一つは、牧野ごとに、さっき白川さんがおっしゃっ

たように車が通れる防火帯をやっぱり造りたいという

のが物すごく強いみたいですね。鉄鋼スラグの廃材み

たいなものが簡易的にですね、舗装までいかなくてもか

なり強い道が造れるということがあって、そういうものを

り保全という中で、首都圏から来る人が結構多いので、

500円、それくらいのお金ですけれども、地元の人に

とっては500円高いなと言いますけれども、首都圏から

来れば取りあえずそれが妥当ではないか。しかし、やっ

ぱり行くまでは結構ブーブー、周りを見ますと、現地に行

きますと、やっぱりすばらしい景色を見た中で、それは

当然当たり前の話だということを聞きますのでで、町と

してはそれがいいんじゃないかとは確認しております。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　入山料の話をしたら、先ほ

ど言った、今ススキがあるだけじゃなくて、今年、去年は

コロナのことでやらなかったんですけれども、山菜狩り

でも、私たち財産区で、入り口のところでお金を頂いて

います。あそこの入り口のところで来て、町民の方とよそ

から来た人はちょっと金額を変えて頂いております。

○コーディネーター（白川勝信）　細かい対応をして

いるんですね。

○パネリスト（山田賢一）　そうですね。それはいろん

な観光協会さんのご指導でいろいろやっていまして、町

外の方とか宿泊した方、地元の方ということで、３段階

ぐらいに値段を分けてやって、財産区の役員があそこ

でガードしてやっております。

○コーディネーター（白川勝信）　なかなか結構ね、お

金を頂くというのは勇気の要ることで、お金出したけれ

ども、こんなかってなっちゃう……

○パネリスト（山田賢一）　文句が出ますけれども、こ

れは富士山のあれと一緒だから、この山も管理するお

金ですからということで頂いています。

○コーディネーター（白川勝信）　そういう意味じゃ、

草原の価値を知っていないと、お金下さいとは言えな

いわけですから、それだけ価値を認識しているというこ

とですよね、地域の皆さんが。

○パネリスト（山田賢一）　何回かは、あそこまで来て、

ゲートのところで帰っていく方も結構います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。帰っていく

方もおられるんですね。

　草原の価値という中で、さっきちょっと質問とかを後

に、教育のことについて、町長もおっしゃったし、高橋さ

んもおっしゃっていたんですが、幾つか質問が来てい

るんですけれども、まず、高橋さんに、全体的なことだと

思うんですけれども、草原の価値の教育的効果につい

てのことの質問で、草原で子供たちに何を伝えられる

のかというのと、火入れとか野焼きを体験すること、伝

統的な作業としてそういうことを体験することの意義み

たいなところは、大きな話ですけれども、どういうところ

にあると思いますかという質問なんです。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原、教育者じゃないんで、

偉そうに語ることはできないんですけれども、価値と言

うまでもなく、大きく２つあると。１つは体験、五感で体験

したり、野焼きを体験したり、自然の雰囲気を体験した

り、草花を観察したりということと、それからやっぱり仕

組みづくりを学ぶというところですね、文化も含めてで

すね。体験に関しては、学校の中では語れないし、教え

ることができないことが屋外でできる。

　阿蘇の場合、全部の小学校で草原の学習をすること

が今できています。それで、発展性というか、私たちもそ

のほうがいいなと思ったのは、それを端緒にして、今度

はそれが公民館活動に地域活動にいく。そうすると、地

域の関わってくれる人たち、大人の人たちも増えていく

し、景観も入ってくるし、公民館として地域の草原を守っ

たり、上で寒いんですが、阿蘇の場合、草泊まりという、

草刈りをして、地元の集落と草刈り場の集落まで500

メートル以上の標高差があって、毎日通うの大変だか

ら、家族みんなで山の上に行って、草で作ったテントで

２週間ぐらい泊まって草刈りするという文化があったん

ですけれども、その中で子供たちを泊まらせて体験させ

たりというようなこともできている。

　だから、端緒は学校教育からだったんだけれども、

今は地域教育というか、教育という言い方がいいのか

悪いのか分からないんだけれども、地域の文化や歴史

や、その成り立ちや技術や意識や知識というものです

ね、子供たちに引き継いでいくと同時に、家族やその関

わる人たちにも広がっていくというものがいいですね。

少しずつ何か所かに広がっていく。そこのほうが私は

大事になってくるかなと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ＳＤＧｓの地域版とい

うか、そういうこと……

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。そんな感じに

なるのがいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　先ほど石島さんから

も、最後のスライドでＳＤＧｓという言葉があったんです

けれども、観光コンテンツそのものとしてのＳＤＧｓとか、

そういう学習のニーズというのはあるんですかね。ＳＤ

Ｇｓを学ぼうとか、そういう草原の自然、先ほどでの説明

だと、観光での収入が草原の保全に行くということだっ

たんですけれども、阿蘇ではボランティアの人は年間

2,000人以上来るし、実はうちのほうも木を切ったりと

か草刈りの体験を教育ツアーとして、一応プログラムと

いうのはあるんですけれども、そういうのは、こちらのほ

うではそういうニーズみたいなものというのはあるもん

ですか。

導入することで、野焼きを再開したり、そういう、向こうで

は恒久防火帯という言い方をするんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　恒久、ああずっと使

えるもの。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうです、ずっと使える防火

帯。道路さえあれば何とかなる。そういうものに対しても

県の事業として、導入するところにはそういう必要な経

費を出すというふうなこともでてきています。

　やっぱり今の方向性としては、恒久防火帯ですね。

　もう一つは、以前、草を刈っていて、もう裸になるよう

な状態がありました。阿蘇も秋吉台も全くそういう状態

ですね。その頃はですね、こんなに広く防火帯を切らな

くても安全だったんですよ。草がもう持ち出されている

から、火をつけてもそんなに大きくならない。今は雄大

でもう映像に入るとものすごくいいように見えるかもし

れないけれども、まさに危険な状態にあるわけですね。

25メートルぐらいまで炎が上がったりします。そんなに

危ないんじゃ、もう野焼きができないという話があった

んですが、最近、カヤ刈りとして、冬場の枯れた草をい

ろいろな方が刈っているんですよ。牧野さんにもお願い

をして、そこに入らせていただいて、たくさん刈るように。

牧野さんがそれで一番喜んだのは、野焼きが楽にな

るって。もともとあの草原の価値があって、それを維持し

ようとすることも重要ではあるんですけれども、実は、そ

れを維持するためには草をうまく利用することがそれに

もまた役に立っている。もちろんお金という点もあるかも

しれないし、材として文化財の保全に役立ったりするこ

ともあるかもしれないけれども、利用することで、実は管

理の省略化や安全性にも物すごく貢献できているとい

う、そういう仕組みづくりをみんなで共有していって、

やっぱり何か草を利用する算段と創意工夫によってひ

とつひとつやっていかれたらいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　そもそも利用してい

たから草原なのであってというところに立ち返るという

ことですね。

　ちょっと会場からの草の利用についての質問、多分、

山田さんにお答えいただいたらいいと思うんですけれ

ども、１つはミカン畑に草を使っていたときは何月ぐら

いに使っていたんですかということなんですけれども、

刈る時期というのは、決まった時期に刈っていたんで

すか。

○パネリスト（山田賢一）　刈る時期は、10月から11

月、要するにこれから秋口にかけて、もうカヤが緑がな

くなってきて、要するにそれのほうがもちがいいもんで、

青い草を刈ってやるよりも。だから、皆さん大体、草が枯

れ始めた頃から、10月から11月頃から。それで、して、

少なくとも２月に山焼きをやるもんで、山焼きのときまで

には、刈った草は持ち出してくださいよというようなこと

でやっておりました。

　だから、そうですね、大体今から、10月から11月頃

が一番多いと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　それと、かやぶき屋

根には使っていたんですか。

○パネリスト（山田賢一）　僕の記憶というか、前は

使っていたという話も聞きますけれども、実際、私は見

ていないもんで、何とも言えません。使っていたと思い

ますよ。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。使って

いたとしても、大分昔、古い時期ということですね。なる

ほど。ありがとうございます。

　ちょっと別のユーチューブのほうからの質問、すごい

いっぱい来ています。何か皆さんやっぱり、これはです

ね、シャトルバスのほうなんで、石島さんにお伺いした

いんですけれども、シャトルバスをやめたのに料金を

取っているのはどこで取っているんですか、どういうふ

うに徴収している、徴収方法を教えてくれませんかと書

いているんですけれども、それは何かゲートを設けたり

とか、そういうことですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。下の103台置け

る駐車場の入り口のところに受付がございまして、そこ

で一応、感染症対策でいろいろアルコールをやったり

とか、そういうときに払っていただいてパンフレットを渡

しています。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。コロナ対

策も一緒にできるしということですね。

○パネリスト（石島専吉）　はい。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　そのやり方というのは、割と最初の頃からそういう形

でやっていたんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。その期間だけな

んですけれども、ですから、１日過ぎれば無料で入れ

ちゃうんですね。ですから、最初は私も何でお金取るん

だよってものすごい言われているようなお客が多かっ

たんだけれども、やっぱり最初はそういうふうに、高橋

さんが言っていたように、入山料って何で取るのってい

うのを、無料のイベントというのはよくないという前任の

観光協会長から言われていて、そちらの前任の観光協

会長がそういうふうにして、私たちもそれを引き継いで

います。それを財産区のほうにも使用料として払えると

いう形になっております。

○コーディネーター（白川勝信）　町長、何か。

○パネリスト（太田長八）　入山料に関しては、やっぱ

秋って紅葉するところあるのかいって言われて、昔はも

う強気でしたから、もう団体客ばんばん入ってくるから、

じゃ結構ですよ、もうどこかの箱根とか北関東とか東北

で見てくださいと、紅葉は。伊豆はちょっとないんで結構

ですみたいな感じだったんですけれども、今は反対で

すから。紅葉する木はないんですけれども、やっぱりそ

ういうススキで秋を楽しんでほしいというのが１つです。

　あともう一つだけ、去年のススキのイベントで7,200

人来たわけですけれども、そのうちの350人にアン

ケートを取ったんですね。さっきの話とちょっとつなが

るかもしれないんですけれども、イベントの売りで何が

一番よかったですかというのは、やっぱり「絶景」でした。

これ断トツで絶景。それで、参加したい新企画、これは

多かったのが「１日限りの星降るキャンプ場」、あと、

「大自然をそのままに」という方もありますし、あと、「野

外コンサート」。これは今年はできないんですけれども、

一昨年まではホルンの演奏会だとか、稲取高校の吹奏

楽部の演奏会を土日にやったりとかしておりましたの

で、そういうことです。あと、細野高原に必要な施策とい

うことで、「アクセス道路の拡充」とか「絶景ポイントの

紹介の充実」とか、そういうことを書かれている方が多

かったということですね。

　ですから、伊豆というのは本当に秋も楽しめるんだと

いうことを観光客の皆さんにも知ってほしいということ

でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

秋を楽しんでほしいという、観光客の方へのメッセージ。

　山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　管理していくのがどういう

ことかということを言われてもあれですけれども、私はよ

く親戚とか友達とかなんとか来たときに、細野高原を連

れていくと、必ず言われるのは、何だ伊豆は山が深いん

だな、よく言われます。大体皆さんは海岸だけ走って

帰ってきて、伊豆半島の中のほうへ入るのは、天城道路

ぐらいのところしかないと思いますけれども、各町には

深い山が、山が深いです。だから、そういうことを楽しみ

ながらいろいろ山を楽しんでいただければありがたい

なと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　すみません、ちょっとチャイムが鳴っちゃって、時間が

来ちゃったんですけれども、コンパクトに高橋さんと町

長にもコメントいただいて終わりたいと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原は非常に懐の深い資

源だと思います。それで、将来に向けて決して暗いこと

ばかりじゃなくて、多分21世紀の持続的社会を語る、こ

れほど人と自然との関わりの仕組みが何千年も続いて

いるというのは、すごい懐の深い地域資源なんだろうと

いう。ただ、それを私たちが気づいていないような、これ

は研究者にもしかりだと思うし、行政においても多分し

かりだと思いますけれども、そういう意味では、もう一度、

草や草原の魅力をみんなでいろいろ創意工夫しなが

ら考えていく。新しい社会への土植えも可能になってく

る、そういう明るい展望を持ってみんなでぜひ協力し

合って次の世代にちゃんと続いていくようにしたいなと

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　じゃ最後に町長、お願いします。

○パネリスト（太田長八）　これは本当、ユーチューブ

を見ている全ての方に、これはもう人と地域の問題じゃ

ありません。これは全国の問題でございますので、全国

の方々、草原に対して興味を持っていただくことが私は

一番だと考えています。そういう中でこの草原、将来に

わたって保全なんかもね、やっぱり市町村の自治体で

連携してより多くの自治体に入ってもらった中で、草原

をいかに守っていくか、これをまたやっていきたいと思

います。そういう中ではまたユーチューブを見ている方、

その辺また支援と協力を賜ると大変ありがたいと思い

ますんで、よろしくお願いします。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　最後に非常に力強い、全国の方々、それから全国の

自治体に向けて草原共有を持ってまた加わっていただ

きたいというメッセージをいただきました。

　ちょっと僕の進行が不手際で12時を過ぎてしまいま

したが、これでパネルディスカッションを終わりたいと

思います。

　もう一度、４人のパネリストの方に感謝して拍手をい

ただけたらと思います。（拍手）

　どうもありがとうございました。

　じゃ、配信のほうもこれで終わらせていただきます。ど

うもありがとうございました。

○司会　皆さん、どうもありがとうございました。

　午後ですが、１時から東伊豆、阿蘇、蒜山の３会場で

分科会を開催いたします。午後１時になりましたら、そ

れぞれの会場で分科会を開始してください。よろしくお

願いいたします。

　その後の全体会のウェブ配信については、午後３時

20分からを予定しておりますので、午後も引き続きよろ

しくお願いいたします。

　午前の部につきましては、以上で終了となります。あり

がとうございました。

○パネリスト（石島専吉）　細野高原はまだそういう形

にはなっていないんですけれども、いろいろ摘果のミカ

ンの収穫を手伝うとか、いろいろそういうカーネーショ

ンの花を、そのまま結局時期が過ぎちゃって、全部それ

を捨てちゃうわけですね。そういうのを何か手伝う体験

だとか、そういうことは、農業体験のほうなんですけれ

ども、そういうのは少しずつプログラムに入れているん

です。まだ参加者は少ないんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　そうなんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そういうのは年間を通して

いろいろちょこちょこやっています。

○コーディネーター（白川勝信）　じゃ何か、これだけ

宿泊施設もあり、こういう海と山とっていう、すごく近いと

ころにあるという環境だったら、本当に、うちは体験教

育とかをすごく受け入れているので、何かメニューが

つっこんでいきそうだなと感じました。すみません、

ちょっと僕の興味のほうでちょっと質問をかぶせてし

まったんですが。

　もう一方、これも教育のことなんですけれども、次世代

に伝えていくために教育現場でできること、望むことは

どういうことがありますか。町長のほうから遠足の記憶

がっていう、高橋さんもそうだったんですけれども、遠足

以外でということということですが、教育現場でどういう

ことができるでしょうかね。どなたでもお答えください、

せっかくですから。どなたかありますか。

○パネリスト（太田長八）　まず、自分から言ったのは、

まず細野高原に対しての愛着ね。　子供のときから。そ

れがなければ、細野高原の保全はもう無理だと考えて

おります。そういう中で、まず町民が行った中で、細野高

原のよさが分かった中で、そしてやっていけば続ける方

向で、地域効果やったんです。それによってよさが分

かって、そうすれば、先生が言ったように子供が行けば、

必ず父兄が行きます。そういう中で全体的にやっていき

たい。それとやっぱり子供たちも自分で働いたお金で

いろんなことができる。そういうことができれば、子供た

ちの教育になると考えております。

　そういう長期的に考える中で、やっぱり子供が細野

高原に興味を持たせなければ、自分は細野高原の保

全は絶対無理だと考えておりますので、そういう中で、

そこが一つのいい機会じゃないかというようなことです。

　教育的効果、高橋先生がおっしゃったテントを作っ

てそこに滞在する、そこでキャンプするとかね、やっぱ

りそういうのがあると、教育的な体験になるんじゃない

かと考えています。

　何しろ小さい子が草原に対して興味をいかに持たせ

るか。それだけは私はいろいろと考えております。やっ

ぱり何事も一から小さい時からやっていくというふうに

ありますので、そこからの教育が私は一番大事じゃな

いかと考えておりますので、そういうふうに言わせてい

ただきました。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　ほかにありますか。

　ちょっとそろそろ時間が来ているんですが、いろんな

方の質問、本当にありがとうございます。

　もう１個だけ、僕に質問、これは物的なことなんで、カ

ヤが高いという話が出て、850円で売るのは高いん

じゃないかという……

○会場より　（「いや、違う、どうしたら高くできるかとい

うことを聞きたかった」と呼ぶ者あり）

○コーディネーター（白川勝信）　それはなぜですかと

いうことなんですが、これは、中間業者に販売している

んじゃなくて、カヤの施主さんに直接販売しているので、

一旦集めると安くなりますけれども、カヤぶき職人さんと

かカヤの施主さんとしっかりネットワークをつくるのが

高い価格で販売している一つかなと思います。価格に

ついてはカヤぶき職人さんに相談して決めた価格です

ね。すみません、以上です。

　いろいろお聞きしたんですが、ちょっと最後に皆さん

から一言ずつ、草原に関わる人への誰かを想定して、

子供でもいいですし、観光客の人でもいいですし、また、

ユーチューブで見ていらっしゃる方でもいいですけれ

ども、一言ずつメッセージをいただけたらと思います。

石島さんから、今度は反対にお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　４人目だと思って安心して

いたんですが、私は観光ということからちょっとお話を

させていただければ、何で秋のススキなんだという感じ

なんですよね。これはもう10年ぐらい前から団体の宴

会型のお客さんが激減しています。今まではもう団体で

バスで来て、もう20人、30人で宴会して、朝ばっと８時

頃帰っちゃうんですよね、もう朝食を食べて。ですから、

観光する場所なんていうのは全く必要なかったんです。

秋以外の春には河津桜もこうやってやっておりますし、

夏はやはり海水浴とか、そういうリゾートという感じが

ありますのでよかったんですけれども、それなもんで、秋

が全然オフシーズンになっちゃんたですね、一時期。そ

れで、やっぱり観光協会のほうも、せっかくああいう高

原のいい場所があるんだから、ススキのイベントをや

らせてくださいということで、財産区に頼んで町と協力

してやったような状況がございますので、そのような形

で、やはり春夏秋と楽しめる、そういうコンテンツが欲し

かったということがまず１つですね。

　ですから、秋によくお客さんに言われたのは、伊豆の
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　次をお願いします。

　細野高原を利用した東伊豆町観光協会の取組とい

うことで、私たちにとっての細野高原とは～観光の観点

から～ということで、東伊豆町、ひいては伊豆を代表す

る資源であるというふうに思っております。ですけれども、

いまだ資源であり、目的となる場所ではない、こちらは

財産区長もいるのに失礼なんですけれども、そういう状

況が続いております。

　ですから、また下を見ると、私たちが考える魅力とい

うことで、圧倒的なスケール、これは町長もドーム26個

分、箱根の仙石原が知名度が高いんですけれども、そこ

の７倍になります。ですから、もっともっと本当は来てほ

しいという状況にございます。

　絶景ということで、草原の先には太平洋、そして伊豆

大島がぽっこり浮かんでいるように見えます。そして、伊

豆諸島も見えて、後ろには、私も中学のときに遠足で天

城連山、万二郎、万三郎の遠足というのを８時間かけて

行きまして、それは本当にもうつらくて、忘れられない思

い出となりました。

　そういう状況の中で、三筋山山頂というのが標高

821メートルございます。

　次をお願いします。

　その取組の２番になりますが、先ほども財産区長が

おっしゃったように、春の山菜狩りというのは財産区が

中心になって行われておりまして、私たち観光協会とし

ては、パンフレットとかチラシを作って協力して、そして

少し受付を手伝うという形になっておりますが、秋のス

スキのイベントに関しましては、東伊豆町観光協会が

主催で行っております。ここで、細野高原でしか味わえ

ない景色・体験を売りにしたイベントを企画・運営して

いるということで、こちらの詳細は次ページをお願いし

ます。

　ここで表が出てきたんですけれども、ちょうど白川先

生がいらっしゃった13年前ということで、その後からこ

の細野高原のススキイベントが始まりました。ちょうど平

成23年度から始まりまして、2011年かな。それで、今回

の秋、これから10月８日から予定しておりますが、これ

が第11回になります。ですから、10年ぐらいやってきて

いるんですが、私のイメージとしては、もっと20年以上

やっているような気がしているんですけれども、こんなも

のなんですね、まだ11回目ということで。

　これさっき高橋先生もおっしゃっていたんですが、入

山料を取るようになったのが第３回から。第３回の平成

25年度から500円取るようにしました。そして、第５回

の27年度から600円に上げました。来たお客さんは何

か、何でこんなところでお金取るのよなんていう人も多

いんですけれども、一応そういう保全のために使わせて

いただきますと言うと、やっぱりちゃんと払っていただ

けます。

　それで、第10回、昨年の第10回にはシャトルバスを

やめたんですね。第一駐車場から、400メートルのとこ

ろから山頂の手前の駐車場までのシャトルバスを回し

ていたんですが、それをやめて、それがコロナでやっぱ

りバスの中が密になるということで、町の指導も受けま

したので、それをやめて、昨年からは300円にしました、

シャトルバスなしで。中に入山していただいた後は、自

分たちで頂上に行く方も、さっき言ったように２時間か

けて行く方もいますし、その辺を散策して帰る方もい

らっしゃるということで、そういう形にしておりますので、

今年の予定も一応300円で、シャトルバスなしというこ

とで行おうと思っています。

　このシャトルバスの運営だけで、この期間中、毎年大

体300万ぐらいかかっているんですね。ですから、それ

をやらないことによって、足の不自由な方とかご高齢の

方とか、山頂まで行けなくて残念だったという話もあっ

たんですけれども、意外とこの表を見ていただくように

人数は増えているんですね、去年より。ですから、その辺

で、今年ももう一回そういう形で挑戦しようということで

今考えております。

　その下の資料２は、これはもう財産区の方々がやら

れている山菜狩りの人数でございますので、細かく書い

てありますけれども、大体このぐらいの人数で、大体25

年ぐらい前からこの山菜狩りはやっておるということを

聞いております。

　その次で、細野高原を利用した東伊豆の観光協会の

取組の３でございますね。

　私たちの課題としては、目的となる場所へのブラン

ディグや宣伝、イベントに依存しない観光地としての整

備、特にソフト面、サービス面の企画ということで、やは

りどうしても今までは花火大会などのイベントで、一過

性なんですけれども、その日にがっと集めて、もうお金

をぱっと使って集客するという形だったんですけれども、

常に東伊豆というのは海があって、高原があるというこ

とをもっと売っていきたいということで考えております。

　この二、三年、コロナもそうなんですけれども、この二、

三年、夏がすごい猛暑なんですね。ですから、海水浴に

は暑くて行かないというお客さんが夏は増えてきており

ます。私も海の近くに旅館がありますので、夏になれば

必ずお客さんが来て、海水浴に行くというふうに思って

いたんですけれども、一昨年ぐらいのときというのは、暑

いから行きませんという、海水浴に行ったお客さん、本

当に数件だったですね。目の前は海なんですよ。ちゃ

○司会　それでは、ただいまよりパネルディスカッショ

ンを開催いたします。

　コーディネーターは基調講演に引き続き白川先生に

お願いをいたします。

それぞれのパネリストの方を私のほうからご紹介をさ

せていただきます。

　まず初めに、太田長八東伊豆町長。

○パネリスト（太田長八）　太田です。よろしくお願いし

ます。

○司会　続きまして、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋佳孝様。

○パネリスト（高橋佳孝）　高橋です。よろしくお願いし

ます。

○司会　稲取地区特別財産運営委員会委員長の山田

賢一様。

○パネリスト（山田賢一）　山田です。よろしくお願いし

ます

○司会　東伊豆町観光協会会長の石島専吉様。

○パネリスト（石島専吉）　石島です。よろしくお願いし

ます。

○司会　それでは、白川先生、よろしくお願いいたします。

○コーディネーター（白川勝信）　また白川です。よろ

しくお願いします。

　ここからはパネルディスカッションということで、先ほ

どは僕のほうから一方的にたくさんお話をさせていた

だいたんですが、今日は４人の方に来ていただいてい

るので、僕はここからは進行役で、４人の方それぞれの

話を聞いていきたいと思います。皆さんそれぞれに各

分野で活躍されている人ばかりが集まっていますし、

お一人お一人の話もじっくり聞きたいんですが、多分

ここでお互いに話していただくと、面白いものが何か

生まれていくんだろうなと思って楽しみにしています。

　それでは、最初に少しお一人ずつ、８分くらいかな

とお伝えしていたんですが、自己紹介とか活動とかを

教えていただければいいと思います。特に肩書のほう

なんですけれども、ここの細野高原の場合、東伊豆町

との関わりとか、そういうことも含めてよろしくお願いし

ます。

○パネリスト（太田長八）　そうですね、先ほど挨拶し

た町長の太田と言います。

　ちょっと私のほうから町をちょっと紹介させていただ

きたいと思います。

　まず、面積とかそういう人口、先ほど白川先生からご

紹介いただきました。場所っていうのはね、静岡県の伊

豆半島の東海岸に位置しております。そして、伊東市、

下田市、この中間でございまして、東京からは本当に２

時間ほどで来られますので、このコロナが収まりました

らば、ぜひとも皆さん方、この東伊豆町においでいただ

きまして、このすばらしい細野高原を見ていただけたら

大変ありがたいと思います。

　まず、私たちの町、全国的には珍しいんですけれども、

６温泉郷から成り立っております。東京方面の大川地

区、そして北川地区、熱川地区、片瀬地区、白田地区、こ

れらが熱川地区と言います。熱川地区は一応５地区あ

ります。そして稲取地区。全部で６温泉郷。稲取地区に

おきましては、４つの地区、東区、田町区、西区、入谷区

が存在しています。細野高原の保全に関しましては、こ

の稲取地区に細野高原がありますので、この稲取地区

の４区の皆さん方にこの保全につきましてやっていた

だいております。この場にいますので、本当４区に厚く

御礼申し上げたいと思います。

　この町は気候も温暖で過ごしやすいです。この海と

山に囲まれました、この豊かな自然、今回は皆さん方に

東伊豆町に来ていただきまして、細野高原、そしていろ

　私と草原の関わりもということなんですが、私は福岡

県の小倉市というところの出身です。当時、山々に行くと、

植林地の防火帯として草原がいくつかあった。あれ面

白いなと思って、むしろ焼けて大変だろうと思うんです

けれども、そこを２年に１回ぐらい、ずっと帯状に何キ

ロも草原があって、そこが私の遊び場だったんですね。

そういう原体験もあったり、あるいは南のほうで平尾台

という有名なカルスト台地。秋吉台と同じように山焼き

をやっている。やっぱり遠足に行ったり、遊びに行った

り。その原体験の下に草原に関わってきたわけですけ

れども、一番のきっかけは、実は私の高校は修学旅行

のない高校でして、いわゆる受験ばかりという、面白く

ない、非常に面白くない高校だったんですけれども。

ちょうど大阪万博の年、私が高校２年のとき、そのとき

だけ万博に修学旅行に行こうやという話が出て、その

ときに山陰地方を何泊かして大阪までバスで移動した

んですね。そのとき２日目に泊まった三瓶山という山が

とてもきれいな草原があって、牛や馬が放牧されている。

これは都会育ちの私にとってはすごい感激して、それ

をきっかけに畜産の道に興味を持ち、大学は農学部を

選んだという経緯があるわけです。

　そうこうしているうち、いろんな方と出会うことがあっ

て、今回13回目を迎える全国草原サミットの第１回目

から担当させていただいているんですよね。そういう関

係もあって、サミットのお手伝いをするような全国草原

再生ネットワークというのを立ち上げたと。

　それと時期を同じくして、さっき最初に白川さんが紹

介していただいた草原研究会、日本草原研究グループ

というのも立ち上げていただき、そのときに白川さんと

あと二、三人の方で相談して、とにかく毎月１回、どこか

草原を調査して、そこでディスカッションして回ってみよ

うや、あるいは調査の手伝いをしようやと。そうやって

中国地方を中心にいろんな草原を若い研究者を募っ

て現場のフィールドを歩きながらぐるぐるぐるぐる回って

いたという、そういうこともいろいろ重ねるうちに、今は

阿蘇に携わって、草原再生協議会、阿蘇は約２万２,000

ヘクタールの牧野があって、山焼きをやっているのが

１万6,000ヘクタールあります。その利用形態、極めて

多様でして、土地所有も多様なんですけれども、利用面

も畜産で利用されたり、カヤに利用されたり、あるいは

草刈りをして堆肥として利用されたりとやっているんで

すが、大きな観光資源にもなっていて、阿蘇の。そういう

意味では東伊豆とも共通したものがあるかもしれませ

んけれども。阿蘇においても、すごく担い手の問題とい

うのも深刻で、これをどうするかということで、年間約

2,300人のボラティアが山焼きや牧野体験に参加して

いるという仕組みづくりもちょっとやっているところです。

　前回、この東伊豆でシンポジウムがあったときに、大

きくそうですね、利用の面では観光利用、あるいはパラ

グライダーの利用というのが当時あって、新しい利用形

態どうするかという模索もさせていただいた。それから、

当時からやはり山焼きの担い手の問題というのはかな

り深刻で、東伊豆町のほうでもボランティア等の関わり

をどうやって考えていくかというようなことも論議したよ

うな記憶があります。

　それから、さっきもお話があったように、教育とか普

及の面で、子供たちをどうやって、昔は遠足で当たり前

に行っていたし、地元の人たちの草原についての実感

もあったし、誇りも多分あった。今はいろんな文化が増

えているし、全体的にも様 と々いうことで、いろんな問題

を抱えているんだというような、そういう記憶をしており

ます。この13年間でどういうふうに変わってきたのかな

というのも今日いろいろお聞きしながら、課題の共有を

できたら、いろいろ協力ができることがあろうかと思い

ますけれども。

　１つ、稲取高原で面白いなと思ったのは、何年か前

からやっている入山料ですね。草原をただで利用する

人たちは、やっぱりちゃんとそれなりの対価を払って、

ボランタリーでいいから払ってくださいという、そういう

ふうに位置づけている。これはこれからの一つの観光

行政の自然を守る形の一つの選択肢として、効果的で

はあるけれども、画期的な出来事だったのかなという

印象を持っております。

　以上です。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　高橋さんは、僕はよくよく知っているんですけれども、

会場の方も知らない方も、それから、インターネットでご

覧になっている方も、知らない方もおられると思うんで

す。先ほどあったように、日本の草原を本当にいろいろ

なところを見ている方です。草原に入って遭難したこと

もあるんでしたよね、たしか。そういう方ですが、町長か

いろな観光地を見ていただければ、町としては本当に

よかったんですけれども、このコロナ禍では本当大変、

自分自身はもう大変残念に感じております。

　そういう中で、町の基幹産業は観光でありまして、以

前は100万人以上の方が当町に来ておりましたけれど

も、今は本当、コロナ禍においてですけれども、減少し

ちゃいまして、今、去年で40万ぐらいですかね。早くこ

のコロナ禍が収まって、何とか経済を活性化していき

たいと思います。

　そういう観光以外には、やっぱりこの海、さっき言っ

たようにゼロメートルから1,400メートル、本当、傾斜

がこういうふうにありますので、本当、海と山、これを全

て満喫できますので、大変すばらしいロケーションでご

ざいます。

　そういう中で、農業、教育も盛んであります。まず、漁

業におきましたはキンメダイ、こちらはもう地域ブラン

ドになりまして、味はもう日本一でございますので、ぜひ

とも皆さん方も稲取のキンメダイ、これを味わっていた

だきたいと思います。さらに伊勢海老も取れますし、結

構豊富でございます。

　さらに農業、これにおきましても、カーネーション、こ

れはもう私も全国で一番ではないかと思います。基本

的には農林水産大臣賞、これはもう過去３回も受賞し

ておりますので、この辺はもう自信を持って、また皆さん

に進めていますし、さらにミカン、かんきつ類には

ニューサマーオレンジがあります。やはりこれも香りも

大変良く、これも東伊豆町の名産でございます。これま

た季節がありますので、町が自慢できるものがあります

ので、四季を通じて、この東伊豆町、楽しめますので、よ

ろしくお願いします。さらにスポーツにおきましてもダイ

ビングとかゴルフ、そしてパラグライダー。このパラグラ

イダー、今言った細野高原でできますので、ぜひとも海・

山・空のスポーツ、年間を通じて楽しめる、本当に四季

を通じて東伊豆町、大変すばらしいところでございます

ので、ぜひともまたご来町願いたいと思います。

　このようなことが東伊豆町ではまちづくりの目標、こ

れを満点の海・山・空は東伊豆と掲げております。この

細野高原につきましても、このまちづくりの目標の一つ

でありますので、このパネルディスカッションにおきまし

て貴重なご意見をいただければ大変ありがたいと感じ

ております。そういう中で、このあと稲取財産区の山田

委員長から保全、さらには観光協会長のほうから、この

利活用につきまして説明があると思いますので、よろし

くお願いいたします。

　私は細野高原の思い出というのは、やっぱり遠足で

ございます。当時小学生のとき、必ず遠足で細野高原に

行きました。そのときはやっぱり全学年で行きましたの

で、６年生が１年生の手を引いて行った思い出があり

ます。そういう意味でもすばらしいなと。まだ子供でした

から、草原はすばらしいなというだけで、それがですね、

やっぱり先代とその山焼きなどの苦労によってこの山

が守られていることを感じましたので、自分としてはこ

の子供たちが細野高原に子供たちが行く機会がないも

のですから、子供たちに細野高原のすばらしさを知っ

てもらった中で、さっき言った芸北の取組、これもまた

後 で 聞 き た い と 思 い ま す 。

　そういう中で、やっぱり私は遠足といった中で、今度、

富永さんとか言っていた、鹿、猪　が増えた中で、

ちょっとダニの問題が出てきました。しかし、ススキのイ

ベントをやっている中で、それに対しては十分対応して

おります。ある程度、受付において案内をして対応して

おりますので。細野高原は安全ですばらしいところです

から、よろしくお願いいたしたいと。

　私の考えはそういうことでございますもんで、またよ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　今のお話の中にもいろいろと何か視点があるんだと

思いました。

　ちょっと１つだけ、町長は地元出身なんですよね、ど

の地区。

○パネリスト（太田長八）　僕は、今は結婚して熱川地

区に住んでいますけれども、幼少期は、小さいときは稲

取地区でございまして、稲取小学校に入りまして、やっ

ぱり春と秋になると何しろその遠足が楽しみで、細野高

原に対する思い出、それが大変強いです。

○コーディネーター（白川勝信）　もう本当に地元なん

ですね。ありがとうございます。

　次に、高橋佳孝さん、自己紹介と、ご自身と草原の関

わりとか、高橋佳孝さんは東伊豆町の方ではないです

が、今日は全国草原再生ネットワークの代表理事とい

うことで参加いただいていますんで、自己紹介からお

願いします。

○パネリスト（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは。高橋

でございます。

　今、白川さんから紹介いただいたように、私は外者、

よそ者で、細野高原とそんなに深い関わりがほとんどな

いのにここに登壇していいんだろうかというね。今日そ

こにいらっしゃる内山さんはまさに稲取のご出身で、草

原に関する研究をされていると、まさにここは内山さん

がいなきゃいけない場所だと思うんです。いろいろと理

由があって、ここに出させてもらっています。

在ではあまり生活に必要と思われていないもので、い

ろんな考え方もあるでしょうけれども、自然を守るという

哲学とか概念だけでは、どうしてもこれから守っていく

のは非常に難しくなるんじゃないかなというのが私の

考えです。だから、保全していくにはどうしたらいいかと

いうと、これから地域や町にどうしても必要な場所に、

この細野高原を認知してもらうことが、認知していくこと

が重要なことじゃないかなと思います。

　その中で、先ほど白川さんのお話の中で、非常に参

考になりました。その一つとしては、あそこは水の水源

地としてもやっていますけれども、もっと水源地を広げ

て、そこにいろんな花木などを植えて、植林して、それを

観光に使ってもいいのかなと。もう一つは、先ほどから

出ている教育の場として、体験学習とか、いろんなそう

いう子供たちの教育の場にも使えたら。もう一つは、観

光資源として、自然利用のイベントとか、そういうものに

積極的に使っていただければと思います。

　財産区としても、そういうことが具体的になってきた

ら、積極的に協力して前へ進めていきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。

　今日はこの機会を利用して、皆さんのほうにも意見

を聞かせていただきまして、参考にしたいと思います。

ありがとうございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　本当に非常に大事な視点というか、たくさんありまし

たよね。植物を管理する人が絶滅危惧種だという話も、

本当にいろんなところでも起こっていることでしょうし、

ただ、管理する人がということが、発言が出ること自体

が、まだ何かよくって、地域によっては、その植物が大事

だということさえもひょっとしたらもう既に忘れられてい

るかもしれない。

　それから、もう一つのことが草原が必需品じゃなく

なったという指摘の中で、守ろうという概念だけじゃ駄

目で、具体的に何かやっていかないといけない。その

中でも、やっぱりイベントとか観光というのが強いところ

なんだから、そこを進めていきたいというお話だった

と思います。

　ありがとうございます。また後から少し詳しくお聞きし

たいと思います。

　その観光とかイベントとかを中心的に担っていらっ

しゃる石島さん、続けてお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　それでは、改めましてこん

にちは。東伊豆町観光協会の石島でございます。

　お手元に、パワーポイントのほうに10ページになる、

このジャンプしている、これは私じゃございませんけれ

ども、もっと若い人なんで、こんなジャンプすると足を痛

めちゃいますので。あと、今年の「澄んだ空気と絶景

を。」という、このポスターにもあります、これがチラシで

すね。あとそのもう一つ、稲取細野高原の冊子、これを

見ながら皆さんお聞きいただければと思います。よろし

くお願いいたします。

　それでは、まず、細野高原と東伊豆町観光協会の取

組についてということでお話しさせていただきたいと思

います。

　次のページで、自己紹介ということで、私、石島専吉

という名前なんですけれども、これは本当に私もずっと

嫌だったんですけれども、やっぱり最近やっと慣れてき

まして、これおじいさんの、祖父の名前をいきなりつけ

られました。子供の頃はすごく嫌で嫌でしようがなかっ

たんですけれども、やっとアラカンになってきて慣れて

きましたけれども、私の父の出身というのが栃木県でご

ざいました。こちらに熱川温泉のほうに修行に出されて、

そこで結婚して私が生まれたということで、今はその旅

館を私も継ぎまして、熱川温泉のほうで「ふたりの湯宿

湯花満開」というところで旅館もやっております。

　私は2018年の東伊豆町観光協会に就任しまして、

ただいま４年目で、２期目でございます。2020年、昨年、

東伊豆町産業団体連絡会の会長に就任させていただ

きまして、現在に至っております。

　この右側の写真は、毎年１回、三筋山まで歩いてい

ますというふうに書いてありますけれども、これは去年

の11月１日にちょうど第一駐車場の標高400メートル

からこの三筋山山頂の821メートルまで、往復で大体

7.5キロ、時間にして約２時間で歩きました。山頂では

妻のお弁当というか、おにぎりを食べて、この小さく前に

いるカップルも、ちゃんとお弁当を２つ持ってきて食べ

ていました。その２人の歩くのが速くて速くて、本当、追

いつくのが大変だったんですけれども、本当、軽装です

んなり歩き切っちゃいますね、若い人というのは。です

から、やっぱりそういうところも一つ面白いんじゃない

かなと思いました。

らも遠足の印象が大きかった、高橋さんは三瓶山の印

象が大きかった、やっぱり子供の頃の体験、大事なん

だなというのをお二人の今の自己紹介の中からも見て

いきますけれども、じゃ次に山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　皆さん、どうもおはようござ

います。

　私は、稲取地区特別財産区運営委員会の委員長を

やらせていただいています山田と申します。

　稲取地区の特別財産区というのは、稲取地区の区長

さんとか区の役員さんの皆さんで構成されており、細野

高原の管理や運営や、そういういろいろの事業を行っ

ております。

　財産区と言うとあれですけれども、昭和34年に、この

東伊豆町というのは城東村と稲取町が合併してできま

した。そのときに稲取地区には230町歩ほどの当時の

町有地があったわけです。その２分の１を今、稲取ゴル

フ場やバイオパークに借地しております。残った部分

はどうしようかということでいろいろ、細野高原を含め

てどうしようかということで話があって、平成３年に自治

法が改正されまして、稲取地区の４区に町から無償譲

渡され、そのときにいろいろ４区で話し合って、いろん

な分配の問題とか、いろいろ話合いが出ましたけれど

も、この際、大同団結して、４区で平等でこの細野高原

の責任を持って管理や運営をしていこうということで現

在に至っております。

　今、２分の１は、バイオパークとか稲取のゴルフ場と

かに貸してありますけれども、そのうち借地料の２分の

１は町に、２分の１を財産区の財源として使わせても

らっています。そのお金で細野高原の維持や管理、また

この各４区ありますので、各区にお金を分配して、各区

の運営をやっていただいております。

　財産区の細野高原の管理としては、防火線があり、そ

してその後、防火線焼き、その後の全体の山焼き、そし

てまた春の山菜狩りは、これは財産区としてやっており

ます。そしてまた、各４か所ばかり湿原がありますけれど

も、湿原の周りの草刈りをやっております。そして、草原

の中の道路が、結構道路がありますけれども、水とか雨

とかで結構痛むもんで、その道路の補修や管理を行っ

ております。

　防火線焼き、山焼き、これは１回につき120名ぐらい

の方に、区民に出ていただいております。この他の事業

も含めて、先ほど白川さんがお話になった800万、13

年前は800万ということで、現在は節約しまして500万

ぐらいのお金で管理と運営をしております。

　そのほか、観光協会の会長もおられますけれども、

観光協会の秋のススキがこれから始まるわけですけれ

ども、ススキ狩りにも協力したりしております。また、各種

団体で、先ほど言ったパラグライダーとかラジコンの会

とかいうように、各種団体にも利用してもらうように貸

出しをしています。

　この頃ですけれども、この前もありましたが、映画や

コマーシャルの撮影等に利用したいという希望がたく

さん多くなってきまして、それにも貸出しをして、一部の

収入にさせていただいております。

　今後の問題としては、防火線刈りもそうですけれども、

焼き、山焼きこの作業員の高齢化というのが先ほど高

橋先生の中にも、当時13年前にもあったと言いますけ

れども、現在はもっと深刻で、私は昭和24年生まれで

すけれども、大体中心になっているのは昭和20年代、

30年代生まれの方が山焼きとか防火線焼きとかの中

心になっていますので、非常に高齢化が進んでいます。

それとまた産業構造の変化で、昔は、前にも言ったよう

に農家の人が中心とかそういうことが主だったんです

けれども、今は農業から観光やいろんなお勤めの方が

増えて、当日の人員確保をするのに非常に苦労してお

ります。

　またもう一つ、一番これも大きなことかもしれません。

先ほど町長のほうからもありました、原野や山に対する

関心が非常に低くなっておりまして、そういうことも含め

て原野を守っていくというのは非常に難しくなっている

のが現実です。

　また、私はよく冗談で言いますけれども、この細野に

は多くの絶滅危惧種があり、このことを、この絶滅危惧

種を守っていくのが本当に大事なことだと思うし、また

それが我々の仕事だと思いますけれども、植物はあるん

ですけれども、その管理をしていく人のほうが絶滅危惧

種の状態になっているというのが現実な問題です。昔

は、原野は農家の資源や、要するに農家の堆肥とか何

とかという資源や生活も今までのような茅葺きの生活

の資材として必要な場所でありました。そのためにみん

な非常に協力的で、いろんなことを一生懸命管理して

いただきましたけれども、正直いって時代の流れで、現

んと海はやっているのに、そういう状況です。

　ですから、私の娘なんかも夏の旅行で昼神温泉の星

を見にいったとか、やっぱりそういう高原を求めるお客

さんが多くて、夏を涼しく過ごしたいというのもあるのか

もしれません。ですから、もっとこう海だけではなくて、こ

の細野高原も売っていきたいということです。

　現在の取組なんですけれども、昨年からちょうど財産

区のほうも細野高原を考える会というのを立ち上げて

あるそうで、私たちも年間活用委員会というのを発足し

ました。これは春と秋のイベントだけじゃなく、年間で細

野高原を利活用する方向性として、ハイキングを掲げ

て整備や企画の立案を実施しています。このハイキング

というのを、やっぱりただ普通に歩いてくれというん

じゃつまらないと思いまして、ハイキングの聖地づくりに

取り組んでいるということで、今年の５月９日にはジオ

ガイドつき、そしてキッチンカーも山頂まで用意して、そ

のプレツアーを実施しました。これは25名参加で、女

性がすごく多かったんですけれども、それをやったりと

か、先週の９月19日にはインフルエンサーを呼んで、

招待してＰＲしていただいたり。今いろんな媒体に出す

とかというよりも、そういうもうやっぱりインフルエン

サーを呼んだほうがすごく効果があるんですね。これは

いろんな広告もそうなんですけれども。ですから、そうい

うことを常にやっておりました。

　あと、今年の10月17日にも、そのハイキングのガイ

ドツアーを今、インターネットのほうで参加を募集して

おりますので、またよろしくお願いしたいと思います。

　そんな形で、この右側にある写真も、これは夜の星空

観賞。これも二、三年前のＪＲのデスティネーションキャ

ンペーンのときに夜の星空観賞のツアーというのを５

月と９月かな、そういうふうにやったときもございまして、

そんなことになります。

　じゃ次の。

　活動とＳＤＧｓということで、ＳＤＧｓって何なのかなと

いうふうに私も思ったんですけれども、今やっているこ

とがそういう保全の一部を担っているんじゃないかと

いうことで、こんな表を作成しました。東伊豆町観光協

会としては、観光客、利用客から、先ほどの入山料を頂

いて、それを財産区のほうに一部、これ本当に少なくて、

微力で申し訳ないんですけれども、大体20万から30万

ぐらいですかね、毎回そんなぐらいで、一応頑張ってや

らせていただいております。

　最後のですね。

　本当に細野高原はこの町の宝でございます。細野高

原を生かしながらの利活用が観光業が主産業である

この東伊豆町にとってとても大事だと考えております。

来年度、先ほど町長もおっしゃっていたような６つの温

泉場が一つの東伊豆町観光協会に統合されるという、

一本化事業というのもございまして、観光協会が一つに

なります。これによって、ここだけの話ということでもな

いんですけれども、稲取の細野高原というよりも、東伊

豆町の細野高原というふうにしていきたいと私は思っ

ておりまして、みんなで、全町そろって細野高原をもっと

頑張って利活用を考えて生きたというふうに思っており

ます。

　最後の資料なんですけれども、これは年間のいろい

ろな、財産区と観光協会のいろんなイベントがここにあ

りますので、参考までご覧いただければと思います。

　本日はよろしくお願いします。

　以上でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　先ほど高橋さんから前回の話題になっていたという

話があった観光、それから担い手のうちの観光につい

て、随分詳しく教えていただきました。ありがとうございま

す。特に金額とかですね、人数とか見させていただいた

ら、やっぱりさすがだなと思うのは、まずきちんとこうい

う数字が出ている上に、コロナ禍でも大きくは減らずに、

むしろしっかりと継続が続いているというところが見え

ているというのがすごいなと思いました。

　高橋さん、さっき今日聞きたいなとおっしゃっていた

ことのうちの観光の話が今報告があったんですけれど

も、聞いてみてどうですか。阿蘇のほうでも観光というの

は大きな柱だとおっしゃっていたんですけれども、いろ

いろ、規模としては随分違うと思うんですけれども、比較

しながら何か感想を教えてもらえればと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　私、観光専門じゃないです

ので、何とも言いかねるんですけれども。阿蘇の場合は

地震の影響がかなりあってですね、それによって幹線

道路が寸断されたりということで大きなダメージを受け

たわけなんです。いまだもって、やはり草原の観光的な

評価というのはすごい高いですね。前もお話ししたこと

があるんです、来訪者に阿蘇の魅力を尋ねたときに一

番魅力に感じたのは、やっぱり広い草原で、多分この

国立公園に指定された頃は火山が一番人気でござい

ましたと思うんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　阿蘇の火山ですね。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。火口が見える

とか、活火山であるとか、雄大さとかあるとは思うんです

けれども、そういうふうにモータリゼーションの関係で

道路や交通機関がかなりこう発達してくると、広い草原

の魅力というのは観光客にすごく大きいんだろうなとい

感想とかもいただきたいと思います。

　もう一つ、すみません、ちょっと先ほど聞いたときに落

としちゃったんですけれども、今、４区の共有地みたい

になっているんですよね。それは何年でしたかね、何年

に話し合って、４区の共有にしようということになったん

でしたっけ。

○パネリスト（山田賢一）　合併自体は昭和34年に合

併したんですけれども、それをそれぞれ城東村が持って

いた土地、稲取町が持っていた土地、稲取町が持って

いた土地をどうするかということも議会の中でもいろい

ろお話しされて……、町長が発言します。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですね。いいで

すか、すみません。

○パネリスト（太田長八）　基本的には今言ったように

町村合併のときに稲取の地区のこの細野高原につい

て話し合いがありました。そのときは、やっぱり町が一

枚かんで、町と４区の共有の土地で、さっき言ったよう

に、ゴルフ場、そしてアニマルキングダム、動物園、これ

に関しては２分の１。今もその分配は変えませんけれど

も、使用に関しましては、私がなって多分すぐくらい、結

構４区からそういう要望があった中で、４区の所有だっ

たのが１０年くらい前かな。そのぐらいですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　10年前ぐらいですか。

○パネリスト（太田長八）　大体ね。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。

　だから、あれですよね。昭和の合併のときにそういう

話合いがまずあって、最近というか、10年前ぐらいにも

う一度、そこの所有を見直すというか、そういう流れが

あったわけですね。

○パネリスト（太田長八）　結構ね、４区のほうから、も

う前々から一応、４区の所有にしてくれといった中で、話

合いがあったんで、役場も巻き込んでそうなったと感じ

ております、あと４区の強い希望ですね。

○コーディネーター（白川勝信）　昭和33年頃といっ

たら、草の利用はどうだったんですかね。柑橘って割と

ずっと何ていうか、堅調な産業だったのかなと想像す

るんですけれども。

○パネリスト（山田賢一）　その合併する日が来てか

ら、しばらくの間は、今も町長の話の中にもありましたが、

ゴルフ場とかバイオパークも含めて、草刈り場、採草地

だったんです。そこを正直いって、今４区と言いますけ

れども、昔はほとんど一つの入谷区と言うんですけれ

ども、そこが全員ほとんど出て、それで全部で言う200

何十町歩を自分ちで管理しておりました、合併した頃、

前後ですね。そういうことでやっていまして、ここの入

谷区というところの人はほとんど全戸出て管理をして、

防火線から山焼きからやっていました。山焼きなんか

は、ひどいこと、今じゃ考えられませんけれども、朝振

れというのがありまして、朝６時頃、班長さんが今日は

山焼きやるから出て来いと言って、それは有無もなく出

なきゃならないような状況でやっていました。今日の

仕事があるとか予定なんていうのは、それはもう無視

されて、そういうことで皆さんで、入谷の皆さんが管理

してきたものです。

○コーディネーター（白川勝信）　その頃の人の意識と

随分今と違うんでしょうね。何かその地域の行事という

か、もうやることが決まっている。もう年中行事みたいな。

○パネリスト（山田賢一）　だから、先ほど言ったよう

に、あまり利用しなくなった、農家でも使っていた人が

あまり利用しなくなったというのがやっぱり一番大きな、

大きな関心がなくなってきたということじゃないかと私

は思います。今でもよく共同で山焼きの管理をしていた

だいていますけれども、この役員以外の方の中には、

何で俺んちが山の管理をしなきゃならないんだ。海岸

線のそれこそ近くとか、町の中の人には、そう言われる

ことも多々あります。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。そういう意

味では、あれですよね。前回の、前回って、13年前のこ

とを言うのもあれなんですけれども、課題だった山の価

値を共有しないと担い手もまた続かないかもねというと

ころは、まだまだ今もちょっと課題としてあるのかもしれ

ないですね。ありがとうございます。

　そんな中で、さっきバイクの、モトクロスの人が増えて

きたという話があったんですけれども、ちょっと質問を

いただいていまして、バイクも問題があると思います。マ

ウンテンバイク、モトクロスの人の利用はどうですかと

いうことで、お聞きしたいことというのは、草原管理の立

場とか観光の立場からメリット、デメリットなんで、観光

の立場のほうからちょっと、石島さん、バイクとかモトク

ロスの人たちの観光の仕方というのはどうなんですか

ね。うちのほうを見てみると、ツーリングでやって来て、

ちょっと休憩して、また次のところにずっと行くような感

じで、何か通り抜ける形の、モトクロスじゃないので、

ツーリングバイクはうちのほうもよく来るんですけれども、

モトクロスというのは林道を走っている感じなんです

か、未整備の。どんな感じで。

○パネリスト（石島専吉）　私もそのあまり詳しくはな

いですけれども、財産委員長が言われたのは、駐車場、

その第一駐車場、第二駐車場ぐらいまで来て、山を見て、

いいところだねって言って休憩して帰るんだったらい

いんですけれどもね、その400メートル以上の上の、細

野高原の山頂近くの三筋山の近くまで林道がずっとあ

うのがあるんですが、阿蘇の場合は160ぐらいある、牧

野という言い方をするんですけれども、草原が160ぐら

いあるというふうに考えてください、細野高原みたいな

草原が。そういう世界の中で、観光についての新しい取

組というのは、阿蘇はまだ畜産が盛んなので、防疫、伝

染病が大きく広がることを一番恐れています。そのため

に牛がいるところに簡単に入れないような仕組みに

なっているんですが、牛がいないときだとか、あるいは

きちんと防疫、薬剤を散布したりあれしたりして、入る人

も人を制限して、ちゃんとガイドつきで入るという仕組み

をどんどん広げています。それで、さっきお話あったよう

にガイドで回った人は、そのうちの何人かを牧野組合

のほうに渡しているという、そういう形で、大きくバスで

歩いて、とにかくいっぱいで動くというような世界ではな

くて、そういった本当の草原のよさを学んで入っていっ

て、そこのいろいろ、さっきからお話があったように、自

然だとか文化だとか、野焼きというのがこれだけ大変な

作業で、こんなにきれいに守られているんですよという

ことも一緒に含めてですね、ガイドさんとの会話の中で

そういう会話をする。

　将来的には、多分、牧野を管理している人の若い人

がガイドになっていく、そんな仕組みづくりもこれから

やっていこうかなというふうに、こういうところです。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　山田さんのさっきのお話を聞くと、随分、観光の分野

と、すごくこう、どういえばいいんですかね、連携がよく取

れているなというふうに感じたんですよ。何か阿蘇のほ

うは、やっぱり牧野ということで、牛を放牧しているんで、

防疫ということで、しっかり消毒しないと、入ってもらっ

て病気を媒介したら困るとかっていうことがあったんで、

その辺では何か、あまり地域の方とかも観光客の人が

たくさん来ることには全然抵抗がないというか、むしろ

来てほしいというような感じなんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　観光客の方が来てほしい

というか、観光地ですから、そういうことは協力はして

いかなければならないと思いますけれども、いろんなこ

とのトラブル……、先ほどちょっと言ったけれども、今年

はね、非常にオートバイの方が細野高原に入ってきて、

物すごい大きな音で何十台って連なってくるもんで、そ

ういうことをこれから少し対策を考えなきゃならないか

ということは考えていますけれども、観光地である以上、

多少はね、イノシシとか鹿しか歩かない道よりも、やっ

ぱり人が歩いてくれたり、人がいることのほうが地元と

してはありがたいもんで、それはいろんな皆さんに注意

をしてもらいながら、多くの方に来てもらうということは、

それはいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　もう一つ、ちょっと山田さん、お尋ねしたいんですけ

れども、利用の中で、観光のイベントとか利用が結構ご

紹介いただいたんですが、何かほかの農業に草を利用

するとか、そういうことは今はどういう状況なんですか。

昔は、さっきあったというふうにおっしゃっていました

けれども。

○パネリスト（山田賢一）　昔はですね、もう今から、私

たちが若い頃は、あの全山がほとんどはげ山になるぐ

らい、皆さんあそこで草を刈って、そして堆肥にしたり、

畑の中へ引き込んだり、いろんな利用をしていました。

ほとんど、だから、水際の下ぐらいからずっと、ほとんど

草を刈り取ってしまいまして、見事なはげ山みたいに

なってしまっていました。昔はそれほどあったんですけ

れども、今は数人の方が草を刈って資源にしているぐら

いで、ほとんど草を刈る人は、非常に少なくなって、昔に

比べればもう激減というか、ちょっと、というのがこちら

の柑橘が主体だったんですけれども、その産業が非常

に衰退しちゃったもんで、そういう意味もあると思います。

○コーディネーター（白川勝信）　柑橘の畑の中に、ミ

カン畑の中に草を入れていたということですね。

○パネリスト（山田賢一）　はい、それがほとんど中心

でやっておりました。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。その数人

の方が今、すごく少ない数でやっているということで、あ

まりこう、使える草はたくさんあるけれども、草を使うこと

は随分減ってしまったということですかね。

○パネリスト（山田賢一）　そうだと思います。昔はそ

れこそ部落中というか、皆さんで、私が若い頃もそうで

すけれども、取りっこというかな、朝の４時頃から草を刈

りにいって、朝明るくなって、何だおまえらそこにいたの

かというぐらいみんなで草を刈っていましたけれども、

今はそういうことはほとんどないですね。草は幾らでも

ありますけれども、持っていく方は非常に少なくなってい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。資源はあ

るけれども、使えていないということですよね。何か

ちょっともったいないなというところなんです……、そう

だ、皆さんの手元に質問用紙というのが用意されてい

ると思います。話を聞きながら、アイデアとか意見があれ

ばぜひ書いていただければと。感想でもあれば。もし書

かれた方は、ちょっと手を挙げていただくと、役場の山

田さんが集めてくださるので、できればちょっと質問を

書いてください。何か僕の聞きたいことばかり聞くのも

もったいないので、ぜひぜひちょっと皆さんのご意見と

るわけですよ、狭い。そこをがんがん走っているらしい

んですよ。ですから、そこからまた転がり落ちちゃったり

とか、いろいろそういう事故にもつながっているみたい

なんで、今ちょっと苦慮されていて、入り口にちょっと

チェーンでもやって、それは取って行けることは行ける

んですけれども、もう少し意識をしっかり持たせたほう

が、何かね、よくないんじゃないかということもあって。そ

ういうことは山田さんからこの間言われて、そうだなと

いうふうに思いました。

○コーディネーター（白川勝信）　確かに事故があっ

たりすると。

○パネリスト（石島専吉）　そうですね。やっぱり私た

ちの考えるハイキングの聖地と、そういうバイクとかっ

ていうのは、ちょっとリンクしないんですね。ハイキング

で歩いているところをばんばんこう上っていっちゃうら

しいんですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

○パネリスト（石島専吉）　ですから、ちょっとその辺

は規制しないとまずいんじゃないかなというふうには

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　その辺を規制する

道、そこは市道なんですかね、町長。そうですか、市道

ですか。どういう形の規制が考えられますかね。

○パネリスト（太田長八）　基本的に町道が抜けてい

るんですよ。その町道に関して遊歩道が続いているの

で、そういう部分に関しましても私道なので、それはすぐ

にできると思いますので。町道に関しましては制限でき

ません。やっぱり一番心配するのがこの細野高原、住宅

地を通ってくるもんで、渋滞とか住民の理解がないと活

用できませんのでね、それなので今、細野高原付近の

住宅の理解を得られるようやっております。それこそ今

度はバイクなど、これ規制できませんもんでね、そういう

なかで細野高原の活用がちょっと中座するのが困るな

というのが現状でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　マウンテンバイクとかで来る人はいるんですか。うち

のほうはスキー場があるんで、スキー場の夏のシーズ

ンにマウンテンバイクでだっと下るとか、林道を下ると

か。自転車ですよね。自転車あまりないですか。

○パネリスト（山田賢一）　ないと思うよ。

○パネリスト（太田長八）　自分が把握したのは、熱川

地区はね、比較的林道があるもんで、熱川地区が結構

マウンテンバイクが来ているのは聞いていますけれども、

細野高原に関しては、ちょっとマウンテンバイク、普通の

オートバイが結構来るんじゃないかと、これは想像です。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ちょっとまた別の質問なんですけれども、そういう意

味で、これまであった自然イベント、自然利用で、何か

細野高原に合っているものというのは山菜狩りとかス

スキ狩り以外でどんなのが、どんなイベントがいいか

なという質問が来ているんですけれども、どういう方向

性が……

○パネリスト（太田長八）　正直いって星空やったん

ですよ。星空のほうも、自分はもう最高でした。やっぱり

行ったときに、もうライトも全て消して、虫の音だけ聞くよ

うな感じで、たまたま虫の声が聞こえて、本当にすばら

しいなと思ったんですよ。しかしながら、やっぱり寒さ、

これが寒いということで、２回やってちょっと断念したん

ですけれども。そうやった中で、星空のこと、これもある

程度やったら本当、都会の人も喜ぶんじゃないかと思

います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ほかに何かアイデアがありますか。山田さんとか石

島さんのほうは。どんなイベントがいいなというのが

あれば。

○パネリスト（山田賢一）　要するに今、私が考えてい

るというか、皆さんにも細野高原を考える会の中に

ちょっと提案させています。要するに細野高原の里山づ

くりという形で、奥山じゃなくて、あそこはまだ里山だよと

いう形で、里山のよさを広げていきたいなと。そういうこ

とで今、細野高原の入り口、これは財産区の土地じゃな

いんですけれども、やっぱり入谷部落の振興会という昔

の団体がありまして、そこの土地が６町歩ぐらいありま

して、ほとんど細野高原に隣接したところですけれども、

そこを今、森林組合の組合の皆さんが今まで植林され

ていたもんで、そこを全部伐採して、そこに今、ヤマザク

ラを全部植えようかなんていうことで、ヤマザクラの里

を今、これは国とか県の補助金をもらって森林組合が

やってくれているんですけれども。それで、地主さんは振

興会というところですけれども、将来的にはそこをヤマ

ザクラの里にしようと。中は当然、材を出すのに林道を

造りましたんで、そこが散策道路になるかなと。そこが、

うちの振興会の山だけが６ヘクタールぐらいならある

んですけれども、その奥に町の山も10町歩近く、10ヘク

タールぐらいあるもんで、今、町長ともお願いしているん

だけれども、そこ全体を全部やって、いろんなことに使

えないかな。そうすれば、振興会のほうもいろんなこと

があるんじゃないか、できるんじゃないかと。

　農協さんもいろいろそこを今、あそこにも農協の施設

もありますから、これはボツになったんですけれども、

一時、あそこで、要するに地ビールの工場を造ってやり

たいという、いいな、地ビール、ビール飲みながらあの

高原でススキ眺めたらいいなというようなことで、それ

を私たちも非常に賛成して協力したんですけれども、

ちょっといろんな事情で、それはボツになりましたけれ

ども。

　そういういろんなことで、あの高原をいろんな方面で

楽しんでもらえるような、これから設備というか、利用し

ている団体とか企業があったらいいな、私は考えてい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　何かいろんなことが、道路がやっぱり中まで通ってい

るというのがいろいろ、シャトルバスが行けるようなとか、

そういう整備ができているなというのがすごいんだろう

なと思います。

　片方でちょっと管理のほうの質問も来ているんです

けれども、担い手の問題というのも先ほどありましたが、

もう一つ、省力化という関係で、これ僕の話の中なんで

しょうね、山焼きの道路の防火帯に沿って軽トラが入れ

るようにするような話が蒜山でも聞いたことがあるけれ

ども、細野高原でも何かそういうことができる部分が

あったらコメントをお願いしますということなんですけ

れども、これどなた……、そういうのが可能そうなところ

というのはあるんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　防火帯、先ほど今、白川先

生の言った、あそこの防火線沿いにパイプを引くかとい

う案も去年出ました。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。やっぱ

り一晩で考えるようなら大体考えているんですね。

○パネリスト（山田賢一）　やって、水道屋さんに見積

りを取らせてやってみてはどうかなと思ったら、距離が

長過ぎてちょっとそのままやるんじゃ難しくないかという

ことで、それはボツになりました。

　もう一つ、今、いろんな林業試験場とかなんとかでお

話を聞いているのは、内山さんが専門ですけれども、あ

の防火線に防火林を植えて、要するに火の広がらない

ような防火林を植えて、それがただの面白くない木じゃ、

何も観光資源になりませんから、将来的に防火林であ

りながら観光資源の一助になれるような、例えばいい

んじゃないかって、内山さんが専門ですけれども、サザ

ンカとかツバキとか、一番強いのはサンゴジュなんて

いうのがあるらしいんですけれども。それらを防火帯に

10メートルぐらい、本当の火が出るところじゃなくて、火

があまりばんと燃えないようなところは防火林で防火帯

みたいなものを設置したらどうかなというようなことも

皆さんとは議論していますけれども、まだ実現はしてい

ません。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

　やっぱり結論というか、ちょっとすぐには出ないんで

しょうね。どこの地域でもいろいろそういう山焼きの省

力化とか安全性というのは出されているんですけれども、

高橋さん、何かその辺で、阿蘇のほうでは物すごいたく

さんの山焼きやっていますし、工夫されている部分もあ

ると思うんですけれども、人数も多いですが。ちょっとど

ういう、事故のほうの部分ですし、省力化の工夫で何か

あれば教えてもらえますか。

○パネリスト（高橋佳孝）　やっぱり事故は、毎年とは

言わないけれども、数年に１回必ず出ているんですね。

事故が起きると、もうやめてしまうという、そういった一

つ大きな問題が２つあって、１つはもう担い手がいない

で、いつやめるかを考えず、ただやめてしまう。責任者が

責任を取るなんて無理。例えば阿蘇の場合では、区長さ

んが火入れの責任者。

○コーディネーター（白川勝信）　火入れ責任者。

○パネリスト（高橋佳孝）　であれば、区長さんという

のは、例えば２年、３年で替わっていきますよね。そうす

ると、もう区長になりたくないという人が出てくるんです

よ。しかも、それ裁判ざたになったりとか、いろいろ面倒

くさいというのがあって、それで、多分この阿蘇の分科

会で相談される南阿蘇の村長さんがいて、南阿蘇村は

地震による被害によって野焼きができなくなったところ

が多いけれども、もともとそういう構造的な問題で、いつ

もどうなるか分からないというから、どんどんやめる、や

める、やめるというのが出てきていたんですね。そこで

少なくとも火入れ責任者は首長がなるということで、実

は安心して野焼きを再開した牧野参加者。ただ、それは

もちろん責任者だけの問題じゃなくて、そこに県や、ある

いはボランティアや市町村の協議会みたいなものをつ

くってみんなで応援してそこを再開するわけです。なぜ

再開するかというのは、これも多分、分科会で論議され

るように、熊本市民にとっては水源の源である草原の水

源涵養力というのは、実は阿蘇のほうは森林よりはる

かに高いんです。もしかしたら東伊豆もそうかもしれな

い。そういう草原の価値をみんなで共有して、それを

守っていくために役所も汗をかくし、お金も出しましょう

ということでやっている例が１つあります。

　もう一つは、牧野ごとに、さっき白川さんがおっしゃっ

たように車が通れる防火帯をやっぱり造りたいという

のが物すごく強いみたいですね。鉄鋼スラグの廃材み

たいなものが簡易的にですね、舗装までいかなくてもか

なり強い道が造れるということがあって、そういうものを

り保全という中で、首都圏から来る人が結構多いので、

500円、それくらいのお金ですけれども、地元の人に

とっては500円高いなと言いますけれども、首都圏から

来れば取りあえずそれが妥当ではないか。しかし、やっ

ぱり行くまでは結構ブーブー、周りを見ますと、現地に行

きますと、やっぱりすばらしい景色を見た中で、それは

当然当たり前の話だということを聞きますのでで、町と

してはそれがいいんじゃないかとは確認しております。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　入山料の話をしたら、先ほ

ど言った、今ススキがあるだけじゃなくて、今年、去年は

コロナのことでやらなかったんですけれども、山菜狩り

でも、私たち財産区で、入り口のところでお金を頂いて

います。あそこの入り口のところで来て、町民の方とよそ

から来た人はちょっと金額を変えて頂いております。

○コーディネーター（白川勝信）　細かい対応をして

いるんですね。

○パネリスト（山田賢一）　そうですね。それはいろん

な観光協会さんのご指導でいろいろやっていまして、町

外の方とか宿泊した方、地元の方ということで、３段階

ぐらいに値段を分けてやって、財産区の役員があそこ

でガードしてやっております。

○コーディネーター（白川勝信）　なかなか結構ね、お

金を頂くというのは勇気の要ることで、お金出したけれ

ども、こんなかってなっちゃう……

○パネリスト（山田賢一）　文句が出ますけれども、こ

れは富士山のあれと一緒だから、この山も管理するお

金ですからということで頂いています。

○コーディネーター（白川勝信）　そういう意味じゃ、

草原の価値を知っていないと、お金下さいとは言えな

いわけですから、それだけ価値を認識しているというこ

とですよね、地域の皆さんが。

○パネリスト（山田賢一）　何回かは、あそこまで来て、

ゲートのところで帰っていく方も結構います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。帰っていく

方もおられるんですね。

　草原の価値という中で、さっきちょっと質問とかを後

に、教育のことについて、町長もおっしゃったし、高橋さ

んもおっしゃっていたんですが、幾つか質問が来てい

るんですけれども、まず、高橋さんに、全体的なことだと

思うんですけれども、草原の価値の教育的効果につい

てのことの質問で、草原で子供たちに何を伝えられる

のかというのと、火入れとか野焼きを体験すること、伝

統的な作業としてそういうことを体験することの意義み

たいなところは、大きな話ですけれども、どういうところ

にあると思いますかという質問なんです。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原、教育者じゃないんで、

偉そうに語ることはできないんですけれども、価値と言

うまでもなく、大きく２つあると。１つは体験、五感で体験

したり、野焼きを体験したり、自然の雰囲気を体験した

り、草花を観察したりということと、それからやっぱり仕

組みづくりを学ぶというところですね、文化も含めてで

すね。体験に関しては、学校の中では語れないし、教え

ることができないことが屋外でできる。

　阿蘇の場合、全部の小学校で草原の学習をすること

が今できています。それで、発展性というか、私たちもそ

のほうがいいなと思ったのは、それを端緒にして、今度

はそれが公民館活動に地域活動にいく。そうすると、地

域の関わってくれる人たち、大人の人たちも増えていく

し、景観も入ってくるし、公民館として地域の草原を守っ

たり、上で寒いんですが、阿蘇の場合、草泊まりという、

草刈りをして、地元の集落と草刈り場の集落まで500

メートル以上の標高差があって、毎日通うの大変だか

ら、家族みんなで山の上に行って、草で作ったテントで

２週間ぐらい泊まって草刈りするという文化があったん

ですけれども、その中で子供たちを泊まらせて体験させ

たりというようなこともできている。

　だから、端緒は学校教育からだったんだけれども、

今は地域教育というか、教育という言い方がいいのか

悪いのか分からないんだけれども、地域の文化や歴史

や、その成り立ちや技術や意識や知識というものです

ね、子供たちに引き継いでいくと同時に、家族やその関

わる人たちにも広がっていくというものがいいですね。

少しずつ何か所かに広がっていく。そこのほうが私は

大事になってくるかなと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ＳＤＧｓの地域版とい

うか、そういうこと……

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。そんな感じに

なるのがいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　先ほど石島さんから

も、最後のスライドでＳＤＧｓという言葉があったんです

けれども、観光コンテンツそのものとしてのＳＤＧｓとか、

そういう学習のニーズというのはあるんですかね。ＳＤ

Ｇｓを学ぼうとか、そういう草原の自然、先ほどでの説明

だと、観光での収入が草原の保全に行くということだっ

たんですけれども、阿蘇ではボランティアの人は年間

2,000人以上来るし、実はうちのほうも木を切ったりと

か草刈りの体験を教育ツアーとして、一応プログラムと

いうのはあるんですけれども、そういうのは、こちらのほ

うではそういうニーズみたいなものというのはあるもん

ですか。

導入することで、野焼きを再開したり、そういう、向こうで

は恒久防火帯という言い方をするんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　恒久、ああずっと使

えるもの。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうです、ずっと使える防火

帯。道路さえあれば何とかなる。そういうものに対しても

県の事業として、導入するところにはそういう必要な経

費を出すというふうなこともでてきています。

　やっぱり今の方向性としては、恒久防火帯ですね。

　もう一つは、以前、草を刈っていて、もう裸になるよう

な状態がありました。阿蘇も秋吉台も全くそういう状態

ですね。その頃はですね、こんなに広く防火帯を切らな

くても安全だったんですよ。草がもう持ち出されている

から、火をつけてもそんなに大きくならない。今は雄大

でもう映像に入るとものすごくいいように見えるかもし

れないけれども、まさに危険な状態にあるわけですね。

25メートルぐらいまで炎が上がったりします。そんなに

危ないんじゃ、もう野焼きができないという話があった

んですが、最近、カヤ刈りとして、冬場の枯れた草をい

ろいろな方が刈っているんですよ。牧野さんにもお願い

をして、そこに入らせていただいて、たくさん刈るように。

牧野さんがそれで一番喜んだのは、野焼きが楽にな

るって。もともとあの草原の価値があって、それを維持し

ようとすることも重要ではあるんですけれども、実は、そ

れを維持するためには草をうまく利用することがそれに

もまた役に立っている。もちろんお金という点もあるかも

しれないし、材として文化財の保全に役立ったりするこ

ともあるかもしれないけれども、利用することで、実は管

理の省略化や安全性にも物すごく貢献できているとい

う、そういう仕組みづくりをみんなで共有していって、

やっぱり何か草を利用する算段と創意工夫によってひ

とつひとつやっていかれたらいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　そもそも利用してい

たから草原なのであってというところに立ち返るという

ことですね。

　ちょっと会場からの草の利用についての質問、多分、

山田さんにお答えいただいたらいいと思うんですけれ

ども、１つはミカン畑に草を使っていたときは何月ぐら

いに使っていたんですかということなんですけれども、

刈る時期というのは、決まった時期に刈っていたんで

すか。

○パネリスト（山田賢一）　刈る時期は、10月から11

月、要するにこれから秋口にかけて、もうカヤが緑がな

くなってきて、要するにそれのほうがもちがいいもんで、

青い草を刈ってやるよりも。だから、皆さん大体、草が枯

れ始めた頃から、10月から11月頃から。それで、して、

少なくとも２月に山焼きをやるもんで、山焼きのときまで

には、刈った草は持ち出してくださいよというようなこと

でやっておりました。

　だから、そうですね、大体今から、10月から11月頃

が一番多いと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　それと、かやぶき屋

根には使っていたんですか。

○パネリスト（山田賢一）　僕の記憶というか、前は

使っていたという話も聞きますけれども、実際、私は見

ていないもんで、何とも言えません。使っていたと思い

ますよ。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。使って

いたとしても、大分昔、古い時期ということですね。なる

ほど。ありがとうございます。

　ちょっと別のユーチューブのほうからの質問、すごい

いっぱい来ています。何か皆さんやっぱり、これはです

ね、シャトルバスのほうなんで、石島さんにお伺いした

いんですけれども、シャトルバスをやめたのに料金を

取っているのはどこで取っているんですか、どういうふ

うに徴収している、徴収方法を教えてくれませんかと書

いているんですけれども、それは何かゲートを設けたり

とか、そういうことですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。下の103台置け

る駐車場の入り口のところに受付がございまして、そこ

で一応、感染症対策でいろいろアルコールをやったり

とか、そういうときに払っていただいてパンフレットを渡

しています。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。コロナ対

策も一緒にできるしということですね。

○パネリスト（石島専吉）　はい。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　そのやり方というのは、割と最初の頃からそういう形

でやっていたんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。その期間だけな

んですけれども、ですから、１日過ぎれば無料で入れ

ちゃうんですね。ですから、最初は私も何でお金取るん

だよってものすごい言われているようなお客が多かっ

たんだけれども、やっぱり最初はそういうふうに、高橋

さんが言っていたように、入山料って何で取るのってい

うのを、無料のイベントというのはよくないという前任の

観光協会長から言われていて、そちらの前任の観光協

会長がそういうふうにして、私たちもそれを引き継いで

います。それを財産区のほうにも使用料として払えると

いう形になっております。

○コーディネーター（白川勝信）　町長、何か。

○パネリスト（太田長八）　入山料に関しては、やっぱ

秋って紅葉するところあるのかいって言われて、昔はも

う強気でしたから、もう団体客ばんばん入ってくるから、

じゃ結構ですよ、もうどこかの箱根とか北関東とか東北

で見てくださいと、紅葉は。伊豆はちょっとないんで結構

ですみたいな感じだったんですけれども、今は反対で

すから。紅葉する木はないんですけれども、やっぱりそ

ういうススキで秋を楽しんでほしいというのが１つです。

　あともう一つだけ、去年のススキのイベントで7,200

人来たわけですけれども、そのうちの350人にアン

ケートを取ったんですね。さっきの話とちょっとつなが

るかもしれないんですけれども、イベントの売りで何が

一番よかったですかというのは、やっぱり「絶景」でした。

これ断トツで絶景。それで、参加したい新企画、これは

多かったのが「１日限りの星降るキャンプ場」、あと、

「大自然をそのままに」という方もありますし、あと、「野

外コンサート」。これは今年はできないんですけれども、

一昨年まではホルンの演奏会だとか、稲取高校の吹奏

楽部の演奏会を土日にやったりとかしておりましたの

で、そういうことです。あと、細野高原に必要な施策とい

うことで、「アクセス道路の拡充」とか「絶景ポイントの

紹介の充実」とか、そういうことを書かれている方が多

かったということですね。

　ですから、伊豆というのは本当に秋も楽しめるんだと

いうことを観光客の皆さんにも知ってほしいということ

でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

秋を楽しんでほしいという、観光客の方へのメッセージ。

　山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　管理していくのがどういう

ことかということを言われてもあれですけれども、私はよ

く親戚とか友達とかなんとか来たときに、細野高原を連

れていくと、必ず言われるのは、何だ伊豆は山が深いん

だな、よく言われます。大体皆さんは海岸だけ走って

帰ってきて、伊豆半島の中のほうへ入るのは、天城道路

ぐらいのところしかないと思いますけれども、各町には

深い山が、山が深いです。だから、そういうことを楽しみ

ながらいろいろ山を楽しんでいただければありがたい

なと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　すみません、ちょっとチャイムが鳴っちゃって、時間が

来ちゃったんですけれども、コンパクトに高橋さんと町

長にもコメントいただいて終わりたいと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原は非常に懐の深い資

源だと思います。それで、将来に向けて決して暗いこと

ばかりじゃなくて、多分21世紀の持続的社会を語る、こ

れほど人と自然との関わりの仕組みが何千年も続いて

いるというのは、すごい懐の深い地域資源なんだろうと

いう。ただ、それを私たちが気づいていないような、これ

は研究者にもしかりだと思うし、行政においても多分し

かりだと思いますけれども、そういう意味では、もう一度、

草や草原の魅力をみんなでいろいろ創意工夫しなが

ら考えていく。新しい社会への土植えも可能になってく

る、そういう明るい展望を持ってみんなでぜひ協力し

合って次の世代にちゃんと続いていくようにしたいなと

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　じゃ最後に町長、お願いします。

○パネリスト（太田長八）　これは本当、ユーチューブ

を見ている全ての方に、これはもう人と地域の問題じゃ

ありません。これは全国の問題でございますので、全国

の方々、草原に対して興味を持っていただくことが私は

一番だと考えています。そういう中でこの草原、将来に

わたって保全なんかもね、やっぱり市町村の自治体で

連携してより多くの自治体に入ってもらった中で、草原

をいかに守っていくか、これをまたやっていきたいと思

います。そういう中ではまたユーチューブを見ている方、

その辺また支援と協力を賜ると大変ありがたいと思い

ますんで、よろしくお願いします。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　最後に非常に力強い、全国の方々、それから全国の

自治体に向けて草原共有を持ってまた加わっていただ

きたいというメッセージをいただきました。

　ちょっと僕の進行が不手際で12時を過ぎてしまいま

したが、これでパネルディスカッションを終わりたいと

思います。

　もう一度、４人のパネリストの方に感謝して拍手をい

ただけたらと思います。（拍手）

　どうもありがとうございました。

　じゃ、配信のほうもこれで終わらせていただきます。ど

うもありがとうございました。

○司会　皆さん、どうもありがとうございました。

　午後ですが、１時から東伊豆、阿蘇、蒜山の３会場で

分科会を開催いたします。午後１時になりましたら、そ

れぞれの会場で分科会を開始してください。よろしくお

願いいたします。

　その後の全体会のウェブ配信については、午後３時

20分からを予定しておりますので、午後も引き続きよろ

しくお願いいたします。

　午前の部につきましては、以上で終了となります。あり

がとうございました。

○パネリスト（石島専吉）　細野高原はまだそういう形

にはなっていないんですけれども、いろいろ摘果のミカ

ンの収穫を手伝うとか、いろいろそういうカーネーショ

ンの花を、そのまま結局時期が過ぎちゃって、全部それ

を捨てちゃうわけですね。そういうのを何か手伝う体験

だとか、そういうことは、農業体験のほうなんですけれ

ども、そういうのは少しずつプログラムに入れているん

です。まだ参加者は少ないんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　そうなんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そういうのは年間を通して

いろいろちょこちょこやっています。

○コーディネーター（白川勝信）　じゃ何か、これだけ

宿泊施設もあり、こういう海と山とっていう、すごく近いと

ころにあるという環境だったら、本当に、うちは体験教

育とかをすごく受け入れているので、何かメニューが

つっこんでいきそうだなと感じました。すみません、

ちょっと僕の興味のほうでちょっと質問をかぶせてし

まったんですが。

　もう一方、これも教育のことなんですけれども、次世代

に伝えていくために教育現場でできること、望むことは

どういうことがありますか。町長のほうから遠足の記憶

がっていう、高橋さんもそうだったんですけれども、遠足

以外でということということですが、教育現場でどういう

ことができるでしょうかね。どなたでもお答えください、

せっかくですから。どなたかありますか。

○パネリスト（太田長八）　まず、自分から言ったのは、

まず細野高原に対しての愛着ね。　子供のときから。そ

れがなければ、細野高原の保全はもう無理だと考えて

おります。そういう中で、まず町民が行った中で、細野高

原のよさが分かった中で、そしてやっていけば続ける方

向で、地域効果やったんです。それによってよさが分

かって、そうすれば、先生が言ったように子供が行けば、

必ず父兄が行きます。そういう中で全体的にやっていき

たい。それとやっぱり子供たちも自分で働いたお金で

いろんなことができる。そういうことができれば、子供た

ちの教育になると考えております。

　そういう長期的に考える中で、やっぱり子供が細野

高原に興味を持たせなければ、自分は細野高原の保

全は絶対無理だと考えておりますので、そういう中で、

そこが一つのいい機会じゃないかというようなことです。

　教育的効果、高橋先生がおっしゃったテントを作っ

てそこに滞在する、そこでキャンプするとかね、やっぱ

りそういうのがあると、教育的な体験になるんじゃない

かと考えています。

　何しろ小さい子が草原に対して興味をいかに持たせ

るか。それだけは私はいろいろと考えております。やっ

ぱり何事も一から小さい時からやっていくというふうに

ありますので、そこからの教育が私は一番大事じゃな

いかと考えておりますので、そういうふうに言わせてい

ただきました。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　ほかにありますか。

　ちょっとそろそろ時間が来ているんですが、いろんな

方の質問、本当にありがとうございます。

　もう１個だけ、僕に質問、これは物的なことなんで、カ

ヤが高いという話が出て、850円で売るのは高いん

じゃないかという……

○会場より　（「いや、違う、どうしたら高くできるかとい

うことを聞きたかった」と呼ぶ者あり）

○コーディネーター（白川勝信）　それはなぜですかと

いうことなんですが、これは、中間業者に販売している

んじゃなくて、カヤの施主さんに直接販売しているので、

一旦集めると安くなりますけれども、カヤぶき職人さんと

かカヤの施主さんとしっかりネットワークをつくるのが

高い価格で販売している一つかなと思います。価格に

ついてはカヤぶき職人さんに相談して決めた価格です

ね。すみません、以上です。

　いろいろお聞きしたんですが、ちょっと最後に皆さん

から一言ずつ、草原に関わる人への誰かを想定して、

子供でもいいですし、観光客の人でもいいですし、また、

ユーチューブで見ていらっしゃる方でもいいですけれ

ども、一言ずつメッセージをいただけたらと思います。

石島さんから、今度は反対にお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　４人目だと思って安心して

いたんですが、私は観光ということからちょっとお話を

させていただければ、何で秋のススキなんだという感じ

なんですよね。これはもう10年ぐらい前から団体の宴

会型のお客さんが激減しています。今まではもう団体で

バスで来て、もう20人、30人で宴会して、朝ばっと８時

頃帰っちゃうんですよね、もう朝食を食べて。ですから、

観光する場所なんていうのは全く必要なかったんです。

秋以外の春には河津桜もこうやってやっておりますし、

夏はやはり海水浴とか、そういうリゾートという感じが

ありますのでよかったんですけれども、それなもんで、秋

が全然オフシーズンになっちゃんたですね、一時期。そ

れで、やっぱり観光協会のほうも、せっかくああいう高

原のいい場所があるんだから、ススキのイベントをや

らせてくださいということで、財産区に頼んで町と協力

してやったような状況がございますので、そのような形

で、やはり春夏秋と楽しめる、そういうコンテンツが欲し

かったということがまず１つですね。

　ですから、秋によくお客さんに言われたのは、伊豆の
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　次をお願いします。

　細野高原を利用した東伊豆町観光協会の取組とい

うことで、私たちにとっての細野高原とは～観光の観点

から～ということで、東伊豆町、ひいては伊豆を代表す

る資源であるというふうに思っております。ですけれども、

いまだ資源であり、目的となる場所ではない、こちらは

財産区長もいるのに失礼なんですけれども、そういう状

況が続いております。

　ですから、また下を見ると、私たちが考える魅力とい

うことで、圧倒的なスケール、これは町長もドーム26個

分、箱根の仙石原が知名度が高いんですけれども、そこ

の７倍になります。ですから、もっともっと本当は来てほ

しいという状況にございます。

　絶景ということで、草原の先には太平洋、そして伊豆

大島がぽっこり浮かんでいるように見えます。そして、伊

豆諸島も見えて、後ろには、私も中学のときに遠足で天

城連山、万二郎、万三郎の遠足というのを８時間かけて

行きまして、それは本当にもうつらくて、忘れられない思

い出となりました。

　そういう状況の中で、三筋山山頂というのが標高

821メートルございます。

　次をお願いします。

　その取組の２番になりますが、先ほども財産区長が

おっしゃったように、春の山菜狩りというのは財産区が

中心になって行われておりまして、私たち観光協会とし

ては、パンフレットとかチラシを作って協力して、そして

少し受付を手伝うという形になっておりますが、秋のス

スキのイベントに関しましては、東伊豆町観光協会が

主催で行っております。ここで、細野高原でしか味わえ

ない景色・体験を売りにしたイベントを企画・運営して

いるということで、こちらの詳細は次ページをお願いし

ます。

　ここで表が出てきたんですけれども、ちょうど白川先

生がいらっしゃった13年前ということで、その後からこ

の細野高原のススキイベントが始まりました。ちょうど平

成23年度から始まりまして、2011年かな。それで、今回

の秋、これから10月８日から予定しておりますが、これ

が第11回になります。ですから、10年ぐらいやってきて

いるんですが、私のイメージとしては、もっと20年以上

やっているような気がしているんですけれども、こんなも

のなんですね、まだ11回目ということで。

　これさっき高橋先生もおっしゃっていたんですが、入

山料を取るようになったのが第３回から。第３回の平成

25年度から500円取るようにしました。そして、第５回

の27年度から600円に上げました。来たお客さんは何

か、何でこんなところでお金取るのよなんていう人も多

いんですけれども、一応そういう保全のために使わせて

いただきますと言うと、やっぱりちゃんと払っていただ

けます。

　それで、第10回、昨年の第10回にはシャトルバスを

やめたんですね。第一駐車場から、400メートルのとこ

ろから山頂の手前の駐車場までのシャトルバスを回し

ていたんですが、それをやめて、それがコロナでやっぱ

りバスの中が密になるということで、町の指導も受けま

したので、それをやめて、昨年からは300円にしました、

シャトルバスなしで。中に入山していただいた後は、自

分たちで頂上に行く方も、さっき言ったように２時間か

けて行く方もいますし、その辺を散策して帰る方もい

らっしゃるということで、そういう形にしておりますので、

今年の予定も一応300円で、シャトルバスなしというこ

とで行おうと思っています。

　このシャトルバスの運営だけで、この期間中、毎年大

体300万ぐらいかかっているんですね。ですから、それ

をやらないことによって、足の不自由な方とかご高齢の

方とか、山頂まで行けなくて残念だったという話もあっ

たんですけれども、意外とこの表を見ていただくように

人数は増えているんですね、去年より。ですから、その辺

で、今年ももう一回そういう形で挑戦しようということで

今考えております。

　その下の資料２は、これはもう財産区の方々がやら

れている山菜狩りの人数でございますので、細かく書い

てありますけれども、大体このぐらいの人数で、大体25

年ぐらい前からこの山菜狩りはやっておるということを

聞いております。

　その次で、細野高原を利用した東伊豆の観光協会の

取組の３でございますね。

　私たちの課題としては、目的となる場所へのブラン

ディグや宣伝、イベントに依存しない観光地としての整

備、特にソフト面、サービス面の企画ということで、やは

りどうしても今までは花火大会などのイベントで、一過

性なんですけれども、その日にがっと集めて、もうお金

をぱっと使って集客するという形だったんですけれども、

常に東伊豆というのは海があって、高原があるというこ

とをもっと売っていきたいということで考えております。

　この二、三年、コロナもそうなんですけれども、この二、

三年、夏がすごい猛暑なんですね。ですから、海水浴に

は暑くて行かないというお客さんが夏は増えてきており

ます。私も海の近くに旅館がありますので、夏になれば

必ずお客さんが来て、海水浴に行くというふうに思って

いたんですけれども、一昨年ぐらいのときというのは、暑

いから行きませんという、海水浴に行ったお客さん、本

当に数件だったですね。目の前は海なんですよ。ちゃ

○司会　それでは、ただいまよりパネルディスカッショ

ンを開催いたします。

　コーディネーターは基調講演に引き続き白川先生に

お願いをいたします。

それぞれのパネリストの方を私のほうからご紹介をさ

せていただきます。

　まず初めに、太田長八東伊豆町長。

○パネリスト（太田長八）　太田です。よろしくお願いし

ます。

○司会　続きまして、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋佳孝様。

○パネリスト（高橋佳孝）　高橋です。よろしくお願いし

ます。

○司会　稲取地区特別財産運営委員会委員長の山田

賢一様。

○パネリスト（山田賢一）　山田です。よろしくお願いし

ます

○司会　東伊豆町観光協会会長の石島専吉様。

○パネリスト（石島専吉）　石島です。よろしくお願いし

ます。

○司会　それでは、白川先生、よろしくお願いいたします。

○コーディネーター（白川勝信）　また白川です。よろ

しくお願いします。

　ここからはパネルディスカッションということで、先ほ

どは僕のほうから一方的にたくさんお話をさせていた

だいたんですが、今日は４人の方に来ていただいてい

るので、僕はここからは進行役で、４人の方それぞれの

話を聞いていきたいと思います。皆さんそれぞれに各

分野で活躍されている人ばかりが集まっていますし、

お一人お一人の話もじっくり聞きたいんですが、多分

ここでお互いに話していただくと、面白いものが何か

生まれていくんだろうなと思って楽しみにしています。

　それでは、最初に少しお一人ずつ、８分くらいかな

とお伝えしていたんですが、自己紹介とか活動とかを

教えていただければいいと思います。特に肩書のほう

なんですけれども、ここの細野高原の場合、東伊豆町

との関わりとか、そういうことも含めてよろしくお願いし

ます。

○パネリスト（太田長八）　そうですね、先ほど挨拶し

た町長の太田と言います。

　ちょっと私のほうから町をちょっと紹介させていただ

きたいと思います。

　まず、面積とかそういう人口、先ほど白川先生からご

紹介いただきました。場所っていうのはね、静岡県の伊

豆半島の東海岸に位置しております。そして、伊東市、

下田市、この中間でございまして、東京からは本当に２

時間ほどで来られますので、このコロナが収まりました

らば、ぜひとも皆さん方、この東伊豆町においでいただ

きまして、このすばらしい細野高原を見ていただけたら

大変ありがたいと思います。

　まず、私たちの町、全国的には珍しいんですけれども、

６温泉郷から成り立っております。東京方面の大川地

区、そして北川地区、熱川地区、片瀬地区、白田地区、こ

れらが熱川地区と言います。熱川地区は一応５地区あ

ります。そして稲取地区。全部で６温泉郷。稲取地区に

おきましては、４つの地区、東区、田町区、西区、入谷区

が存在しています。細野高原の保全に関しましては、こ

の稲取地区に細野高原がありますので、この稲取地区

の４区の皆さん方にこの保全につきましてやっていた

だいております。この場にいますので、本当４区に厚く

御礼申し上げたいと思います。

　この町は気候も温暖で過ごしやすいです。この海と

山に囲まれました、この豊かな自然、今回は皆さん方に

東伊豆町に来ていただきまして、細野高原、そしていろ

　私と草原の関わりもということなんですが、私は福岡

県の小倉市というところの出身です。当時、山々に行くと、

植林地の防火帯として草原がいくつかあった。あれ面

白いなと思って、むしろ焼けて大変だろうと思うんです

けれども、そこを２年に１回ぐらい、ずっと帯状に何キ

ロも草原があって、そこが私の遊び場だったんですね。

そういう原体験もあったり、あるいは南のほうで平尾台

という有名なカルスト台地。秋吉台と同じように山焼き

をやっている。やっぱり遠足に行ったり、遊びに行った

り。その原体験の下に草原に関わってきたわけですけ

れども、一番のきっかけは、実は私の高校は修学旅行

のない高校でして、いわゆる受験ばかりという、面白く

ない、非常に面白くない高校だったんですけれども。

ちょうど大阪万博の年、私が高校２年のとき、そのとき

だけ万博に修学旅行に行こうやという話が出て、その

ときに山陰地方を何泊かして大阪までバスで移動した

んですね。そのとき２日目に泊まった三瓶山という山が

とてもきれいな草原があって、牛や馬が放牧されている。

これは都会育ちの私にとってはすごい感激して、それ

をきっかけに畜産の道に興味を持ち、大学は農学部を

選んだという経緯があるわけです。

　そうこうしているうち、いろんな方と出会うことがあっ

て、今回13回目を迎える全国草原サミットの第１回目

から担当させていただいているんですよね。そういう関

係もあって、サミットのお手伝いをするような全国草原

再生ネットワークというのを立ち上げたと。

　それと時期を同じくして、さっき最初に白川さんが紹

介していただいた草原研究会、日本草原研究グループ

というのも立ち上げていただき、そのときに白川さんと

あと二、三人の方で相談して、とにかく毎月１回、どこか

草原を調査して、そこでディスカッションして回ってみよ

うや、あるいは調査の手伝いをしようやと。そうやって

中国地方を中心にいろんな草原を若い研究者を募っ

て現場のフィールドを歩きながらぐるぐるぐるぐる回って

いたという、そういうこともいろいろ重ねるうちに、今は

阿蘇に携わって、草原再生協議会、阿蘇は約２万２,000

ヘクタールの牧野があって、山焼きをやっているのが

１万6,000ヘクタールあります。その利用形態、極めて

多様でして、土地所有も多様なんですけれども、利用面

も畜産で利用されたり、カヤに利用されたり、あるいは

草刈りをして堆肥として利用されたりとやっているんで

すが、大きな観光資源にもなっていて、阿蘇の。そういう

意味では東伊豆とも共通したものがあるかもしれませ

んけれども。阿蘇においても、すごく担い手の問題とい

うのも深刻で、これをどうするかということで、年間約

2,300人のボラティアが山焼きや牧野体験に参加して

いるという仕組みづくりもちょっとやっているところです。

　前回、この東伊豆でシンポジウムがあったときに、大

きくそうですね、利用の面では観光利用、あるいはパラ

グライダーの利用というのが当時あって、新しい利用形

態どうするかという模索もさせていただいた。それから、

当時からやはり山焼きの担い手の問題というのはかな

り深刻で、東伊豆町のほうでもボランティア等の関わり

をどうやって考えていくかというようなことも論議したよ

うな記憶があります。

　それから、さっきもお話があったように、教育とか普

及の面で、子供たちをどうやって、昔は遠足で当たり前

に行っていたし、地元の人たちの草原についての実感

もあったし、誇りも多分あった。今はいろんな文化が増

えているし、全体的にも様 と々いうことで、いろんな問題

を抱えているんだというような、そういう記憶をしており

ます。この13年間でどういうふうに変わってきたのかな

というのも今日いろいろお聞きしながら、課題の共有を

できたら、いろいろ協力ができることがあろうかと思い

ますけれども。

　１つ、稲取高原で面白いなと思ったのは、何年か前

からやっている入山料ですね。草原をただで利用する

人たちは、やっぱりちゃんとそれなりの対価を払って、

ボランタリーでいいから払ってくださいという、そういう

ふうに位置づけている。これはこれからの一つの観光

行政の自然を守る形の一つの選択肢として、効果的で

はあるけれども、画期的な出来事だったのかなという

印象を持っております。

　以上です。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　高橋さんは、僕はよくよく知っているんですけれども、

会場の方も知らない方も、それから、インターネットでご

覧になっている方も、知らない方もおられると思うんで

す。先ほどあったように、日本の草原を本当にいろいろ

なところを見ている方です。草原に入って遭難したこと

もあるんでしたよね、たしか。そういう方ですが、町長か

いろな観光地を見ていただければ、町としては本当に

よかったんですけれども、このコロナ禍では本当大変、

自分自身はもう大変残念に感じております。

　そういう中で、町の基幹産業は観光でありまして、以

前は100万人以上の方が当町に来ておりましたけれど

も、今は本当、コロナ禍においてですけれども、減少し

ちゃいまして、今、去年で40万ぐらいですかね。早くこ

のコロナ禍が収まって、何とか経済を活性化していき

たいと思います。

　そういう観光以外には、やっぱりこの海、さっき言っ

たようにゼロメートルから1,400メートル、本当、傾斜

がこういうふうにありますので、本当、海と山、これを全

て満喫できますので、大変すばらしいロケーションでご

ざいます。

　そういう中で、農業、教育も盛んであります。まず、漁

業におきましたはキンメダイ、こちらはもう地域ブラン

ドになりまして、味はもう日本一でございますので、ぜひ

とも皆さん方も稲取のキンメダイ、これを味わっていた

だきたいと思います。さらに伊勢海老も取れますし、結

構豊富でございます。

　さらに農業、これにおきましても、カーネーション、こ

れはもう私も全国で一番ではないかと思います。基本

的には農林水産大臣賞、これはもう過去３回も受賞し

ておりますので、この辺はもう自信を持って、また皆さん

に進めていますし、さらにミカン、かんきつ類には

ニューサマーオレンジがあります。やはりこれも香りも

大変良く、これも東伊豆町の名産でございます。これま

た季節がありますので、町が自慢できるものがあります

ので、四季を通じて、この東伊豆町、楽しめますので、よ

ろしくお願いします。さらにスポーツにおきましてもダイ

ビングとかゴルフ、そしてパラグライダー。このパラグラ

イダー、今言った細野高原でできますので、ぜひとも海・

山・空のスポーツ、年間を通じて楽しめる、本当に四季

を通じて東伊豆町、大変すばらしいところでございます

ので、ぜひともまたご来町願いたいと思います。

　このようなことが東伊豆町ではまちづくりの目標、こ

れを満点の海・山・空は東伊豆と掲げております。この

細野高原につきましても、このまちづくりの目標の一つ

でありますので、このパネルディスカッションにおきまし

て貴重なご意見をいただければ大変ありがたいと感じ

ております。そういう中で、このあと稲取財産区の山田

委員長から保全、さらには観光協会長のほうから、この

利活用につきまして説明があると思いますので、よろし

くお願いいたします。

　私は細野高原の思い出というのは、やっぱり遠足で

ございます。当時小学生のとき、必ず遠足で細野高原に

行きました。そのときはやっぱり全学年で行きましたの

で、６年生が１年生の手を引いて行った思い出があり

ます。そういう意味でもすばらしいなと。まだ子供でした

から、草原はすばらしいなというだけで、それがですね、

やっぱり先代とその山焼きなどの苦労によってこの山

が守られていることを感じましたので、自分としてはこ

の子供たちが細野高原に子供たちが行く機会がないも

のですから、子供たちに細野高原のすばらしさを知っ

てもらった中で、さっき言った芸北の取組、これもまた

後 で 聞 き た い と 思 い ま す 。

　そういう中で、やっぱり私は遠足といった中で、今度、

富永さんとか言っていた、鹿、猪　が増えた中で、

ちょっとダニの問題が出てきました。しかし、ススキのイ

ベントをやっている中で、それに対しては十分対応して

おります。ある程度、受付において案内をして対応して

おりますので。細野高原は安全ですばらしいところです

から、よろしくお願いいたしたいと。

　私の考えはそういうことでございますもんで、またよ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　今のお話の中にもいろいろと何か視点があるんだと

思いました。

　ちょっと１つだけ、町長は地元出身なんですよね、ど

の地区。

○パネリスト（太田長八）　僕は、今は結婚して熱川地

区に住んでいますけれども、幼少期は、小さいときは稲

取地区でございまして、稲取小学校に入りまして、やっ

ぱり春と秋になると何しろその遠足が楽しみで、細野高

原に対する思い出、それが大変強いです。

○コーディネーター（白川勝信）　もう本当に地元なん

ですね。ありがとうございます。

　次に、高橋佳孝さん、自己紹介と、ご自身と草原の関

わりとか、高橋佳孝さんは東伊豆町の方ではないです

が、今日は全国草原再生ネットワークの代表理事とい

うことで参加いただいていますんで、自己紹介からお

願いします。

○パネリスト（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは。高橋

でございます。

　今、白川さんから紹介いただいたように、私は外者、

よそ者で、細野高原とそんなに深い関わりがほとんどな

いのにここに登壇していいんだろうかというね。今日そ

こにいらっしゃる内山さんはまさに稲取のご出身で、草

原に関する研究をされていると、まさにここは内山さん

がいなきゃいけない場所だと思うんです。いろいろと理

由があって、ここに出させてもらっています。

在ではあまり生活に必要と思われていないもので、い

ろんな考え方もあるでしょうけれども、自然を守るという

哲学とか概念だけでは、どうしてもこれから守っていく

のは非常に難しくなるんじゃないかなというのが私の

考えです。だから、保全していくにはどうしたらいいかと

いうと、これから地域や町にどうしても必要な場所に、

この細野高原を認知してもらうことが、認知していくこと

が重要なことじゃないかなと思います。

　その中で、先ほど白川さんのお話の中で、非常に参

考になりました。その一つとしては、あそこは水の水源

地としてもやっていますけれども、もっと水源地を広げ

て、そこにいろんな花木などを植えて、植林して、それを

観光に使ってもいいのかなと。もう一つは、先ほどから

出ている教育の場として、体験学習とか、いろんなそう

いう子供たちの教育の場にも使えたら。もう一つは、観

光資源として、自然利用のイベントとか、そういうものに

積極的に使っていただければと思います。

　財産区としても、そういうことが具体的になってきた

ら、積極的に協力して前へ進めていきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。

　今日はこの機会を利用して、皆さんのほうにも意見

を聞かせていただきまして、参考にしたいと思います。

ありがとうございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　本当に非常に大事な視点というか、たくさんありまし

たよね。植物を管理する人が絶滅危惧種だという話も、

本当にいろんなところでも起こっていることでしょうし、

ただ、管理する人がということが、発言が出ること自体

が、まだ何かよくって、地域によっては、その植物が大事

だということさえもひょっとしたらもう既に忘れられてい

るかもしれない。

　それから、もう一つのことが草原が必需品じゃなく

なったという指摘の中で、守ろうという概念だけじゃ駄

目で、具体的に何かやっていかないといけない。その

中でも、やっぱりイベントとか観光というのが強いところ

なんだから、そこを進めていきたいというお話だった

と思います。

　ありがとうございます。また後から少し詳しくお聞きし

たいと思います。

　その観光とかイベントとかを中心的に担っていらっ

しゃる石島さん、続けてお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　それでは、改めましてこん

にちは。東伊豆町観光協会の石島でございます。

　お手元に、パワーポイントのほうに10ページになる、

このジャンプしている、これは私じゃございませんけれ

ども、もっと若い人なんで、こんなジャンプすると足を痛

めちゃいますので。あと、今年の「澄んだ空気と絶景

を。」という、このポスターにもあります、これがチラシで

すね。あとそのもう一つ、稲取細野高原の冊子、これを

見ながら皆さんお聞きいただければと思います。よろし

くお願いいたします。

　それでは、まず、細野高原と東伊豆町観光協会の取

組についてということでお話しさせていただきたいと思

います。

　次のページで、自己紹介ということで、私、石島専吉

という名前なんですけれども、これは本当に私もずっと

嫌だったんですけれども、やっぱり最近やっと慣れてき

まして、これおじいさんの、祖父の名前をいきなりつけ

られました。子供の頃はすごく嫌で嫌でしようがなかっ

たんですけれども、やっとアラカンになってきて慣れて

きましたけれども、私の父の出身というのが栃木県でご

ざいました。こちらに熱川温泉のほうに修行に出されて、

そこで結婚して私が生まれたということで、今はその旅

館を私も継ぎまして、熱川温泉のほうで「ふたりの湯宿

湯花満開」というところで旅館もやっております。

　私は2018年の東伊豆町観光協会に就任しまして、

ただいま４年目で、２期目でございます。2020年、昨年、

東伊豆町産業団体連絡会の会長に就任させていただ

きまして、現在に至っております。

　この右側の写真は、毎年１回、三筋山まで歩いてい

ますというふうに書いてありますけれども、これは去年

の11月１日にちょうど第一駐車場の標高400メートル

からこの三筋山山頂の821メートルまで、往復で大体

7.5キロ、時間にして約２時間で歩きました。山頂では

妻のお弁当というか、おにぎりを食べて、この小さく前に

いるカップルも、ちゃんとお弁当を２つ持ってきて食べ

ていました。その２人の歩くのが速くて速くて、本当、追

いつくのが大変だったんですけれども、本当、軽装です

んなり歩き切っちゃいますね、若い人というのは。です

から、やっぱりそういうところも一つ面白いんじゃない

かなと思いました。

らも遠足の印象が大きかった、高橋さんは三瓶山の印

象が大きかった、やっぱり子供の頃の体験、大事なん

だなというのをお二人の今の自己紹介の中からも見て

いきますけれども、じゃ次に山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　皆さん、どうもおはようござ

います。

　私は、稲取地区特別財産区運営委員会の委員長を

やらせていただいています山田と申します。

　稲取地区の特別財産区というのは、稲取地区の区長

さんとか区の役員さんの皆さんで構成されており、細野

高原の管理や運営や、そういういろいろの事業を行っ

ております。

　財産区と言うとあれですけれども、昭和34年に、この

東伊豆町というのは城東村と稲取町が合併してできま

した。そのときに稲取地区には230町歩ほどの当時の

町有地があったわけです。その２分の１を今、稲取ゴル

フ場やバイオパークに借地しております。残った部分

はどうしようかということでいろいろ、細野高原を含め

てどうしようかということで話があって、平成３年に自治

法が改正されまして、稲取地区の４区に町から無償譲

渡され、そのときにいろいろ４区で話し合って、いろん

な分配の問題とか、いろいろ話合いが出ましたけれど

も、この際、大同団結して、４区で平等でこの細野高原

の責任を持って管理や運営をしていこうということで現

在に至っております。

　今、２分の１は、バイオパークとか稲取のゴルフ場と

かに貸してありますけれども、そのうち借地料の２分の

１は町に、２分の１を財産区の財源として使わせても

らっています。そのお金で細野高原の維持や管理、また

この各４区ありますので、各区にお金を分配して、各区

の運営をやっていただいております。

　財産区の細野高原の管理としては、防火線があり、そ

してその後、防火線焼き、その後の全体の山焼き、そし

てまた春の山菜狩りは、これは財産区としてやっており

ます。そしてまた、各４か所ばかり湿原がありますけれど

も、湿原の周りの草刈りをやっております。そして、草原

の中の道路が、結構道路がありますけれども、水とか雨

とかで結構痛むもんで、その道路の補修や管理を行っ

ております。

　防火線焼き、山焼き、これは１回につき120名ぐらい

の方に、区民に出ていただいております。この他の事業

も含めて、先ほど白川さんがお話になった800万、13

年前は800万ということで、現在は節約しまして500万

ぐらいのお金で管理と運営をしております。

　そのほか、観光協会の会長もおられますけれども、

観光協会の秋のススキがこれから始まるわけですけれ

ども、ススキ狩りにも協力したりしております。また、各種

団体で、先ほど言ったパラグライダーとかラジコンの会

とかいうように、各種団体にも利用してもらうように貸

出しをしています。

　この頃ですけれども、この前もありましたが、映画や

コマーシャルの撮影等に利用したいという希望がたく

さん多くなってきまして、それにも貸出しをして、一部の

収入にさせていただいております。

　今後の問題としては、防火線刈りもそうですけれども、

焼き、山焼きこの作業員の高齢化というのが先ほど高

橋先生の中にも、当時13年前にもあったと言いますけ

れども、現在はもっと深刻で、私は昭和24年生まれで

すけれども、大体中心になっているのは昭和20年代、

30年代生まれの方が山焼きとか防火線焼きとかの中

心になっていますので、非常に高齢化が進んでいます。

それとまた産業構造の変化で、昔は、前にも言ったよう

に農家の人が中心とかそういうことが主だったんです

けれども、今は農業から観光やいろんなお勤めの方が

増えて、当日の人員確保をするのに非常に苦労してお

ります。

　またもう一つ、一番これも大きなことかもしれません。

先ほど町長のほうからもありました、原野や山に対する

関心が非常に低くなっておりまして、そういうことも含め

て原野を守っていくというのは非常に難しくなっている

のが現実です。

　また、私はよく冗談で言いますけれども、この細野に

は多くの絶滅危惧種があり、このことを、この絶滅危惧

種を守っていくのが本当に大事なことだと思うし、また

それが我々の仕事だと思いますけれども、植物はあるん

ですけれども、その管理をしていく人のほうが絶滅危惧

種の状態になっているというのが現実な問題です。昔

は、原野は農家の資源や、要するに農家の堆肥とか何

とかという資源や生活も今までのような茅葺きの生活

の資材として必要な場所でありました。そのためにみん

な非常に協力的で、いろんなことを一生懸命管理して

いただきましたけれども、正直いって時代の流れで、現

んと海はやっているのに、そういう状況です。

　ですから、私の娘なんかも夏の旅行で昼神温泉の星

を見にいったとか、やっぱりそういう高原を求めるお客

さんが多くて、夏を涼しく過ごしたいというのもあるのか

もしれません。ですから、もっとこう海だけではなくて、こ

の細野高原も売っていきたいということです。

　現在の取組なんですけれども、昨年からちょうど財産

区のほうも細野高原を考える会というのを立ち上げて

あるそうで、私たちも年間活用委員会というのを発足し

ました。これは春と秋のイベントだけじゃなく、年間で細

野高原を利活用する方向性として、ハイキングを掲げ

て整備や企画の立案を実施しています。このハイキング

というのを、やっぱりただ普通に歩いてくれというん

じゃつまらないと思いまして、ハイキングの聖地づくりに

取り組んでいるということで、今年の５月９日にはジオ

ガイドつき、そしてキッチンカーも山頂まで用意して、そ

のプレツアーを実施しました。これは25名参加で、女

性がすごく多かったんですけれども、それをやったりと

か、先週の９月19日にはインフルエンサーを呼んで、

招待してＰＲしていただいたり。今いろんな媒体に出す

とかというよりも、そういうもうやっぱりインフルエン

サーを呼んだほうがすごく効果があるんですね。これは

いろんな広告もそうなんですけれども。ですから、そうい

うことを常にやっておりました。

　あと、今年の10月17日にも、そのハイキングのガイ

ドツアーを今、インターネットのほうで参加を募集して

おりますので、またよろしくお願いしたいと思います。

　そんな形で、この右側にある写真も、これは夜の星空

観賞。これも二、三年前のＪＲのデスティネーションキャ

ンペーンのときに夜の星空観賞のツアーというのを５

月と９月かな、そういうふうにやったときもございまして、

そんなことになります。

　じゃ次の。

　活動とＳＤＧｓということで、ＳＤＧｓって何なのかなと

いうふうに私も思ったんですけれども、今やっているこ

とがそういう保全の一部を担っているんじゃないかと

いうことで、こんな表を作成しました。東伊豆町観光協

会としては、観光客、利用客から、先ほどの入山料を頂

いて、それを財産区のほうに一部、これ本当に少なくて、

微力で申し訳ないんですけれども、大体20万から30万

ぐらいですかね、毎回そんなぐらいで、一応頑張ってや

らせていただいております。

　最後のですね。

　本当に細野高原はこの町の宝でございます。細野高

原を生かしながらの利活用が観光業が主産業である

この東伊豆町にとってとても大事だと考えております。

来年度、先ほど町長もおっしゃっていたような６つの温

泉場が一つの東伊豆町観光協会に統合されるという、

一本化事業というのもございまして、観光協会が一つに

なります。これによって、ここだけの話ということでもな

いんですけれども、稲取の細野高原というよりも、東伊

豆町の細野高原というふうにしていきたいと私は思っ

ておりまして、みんなで、全町そろって細野高原をもっと

頑張って利活用を考えて生きたというふうに思っており

ます。

　最後の資料なんですけれども、これは年間のいろい

ろな、財産区と観光協会のいろんなイベントがここにあ

りますので、参考までご覧いただければと思います。

　本日はよろしくお願いします。

　以上でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　先ほど高橋さんから前回の話題になっていたという

話があった観光、それから担い手のうちの観光につい

て、随分詳しく教えていただきました。ありがとうございま

す。特に金額とかですね、人数とか見させていただいた

ら、やっぱりさすがだなと思うのは、まずきちんとこうい

う数字が出ている上に、コロナ禍でも大きくは減らずに、

むしろしっかりと継続が続いているというところが見え

ているというのがすごいなと思いました。

　高橋さん、さっき今日聞きたいなとおっしゃっていた

ことのうちの観光の話が今報告があったんですけれど

も、聞いてみてどうですか。阿蘇のほうでも観光というの

は大きな柱だとおっしゃっていたんですけれども、いろ

いろ、規模としては随分違うと思うんですけれども、比較

しながら何か感想を教えてもらえればと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　私、観光専門じゃないです

ので、何とも言いかねるんですけれども。阿蘇の場合は

地震の影響がかなりあってですね、それによって幹線

道路が寸断されたりということで大きなダメージを受け

たわけなんです。いまだもって、やはり草原の観光的な

評価というのはすごい高いですね。前もお話ししたこと

があるんです、来訪者に阿蘇の魅力を尋ねたときに一

番魅力に感じたのは、やっぱり広い草原で、多分この

国立公園に指定された頃は火山が一番人気でござい

ましたと思うんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　阿蘇の火山ですね。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。火口が見える

とか、活火山であるとか、雄大さとかあるとは思うんです

けれども、そういうふうにモータリゼーションの関係で

道路や交通機関がかなりこう発達してくると、広い草原

の魅力というのは観光客にすごく大きいんだろうなとい

感想とかもいただきたいと思います。

　もう一つ、すみません、ちょっと先ほど聞いたときに落

としちゃったんですけれども、今、４区の共有地みたい

になっているんですよね。それは何年でしたかね、何年

に話し合って、４区の共有にしようということになったん

でしたっけ。

○パネリスト（山田賢一）　合併自体は昭和34年に合

併したんですけれども、それをそれぞれ城東村が持って

いた土地、稲取町が持っていた土地、稲取町が持って

いた土地をどうするかということも議会の中でもいろい

ろお話しされて……、町長が発言します。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですね。いいで

すか、すみません。

○パネリスト（太田長八）　基本的には今言ったように

町村合併のときに稲取の地区のこの細野高原につい

て話し合いがありました。そのときは、やっぱり町が一

枚かんで、町と４区の共有の土地で、さっき言ったよう

に、ゴルフ場、そしてアニマルキングダム、動物園、これ

に関しては２分の１。今もその分配は変えませんけれど

も、使用に関しましては、私がなって多分すぐくらい、結

構４区からそういう要望があった中で、４区の所有だっ

たのが１０年くらい前かな。そのぐらいですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　10年前ぐらいですか。

○パネリスト（太田長八）　大体ね。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。

　だから、あれですよね。昭和の合併のときにそういう

話合いがまずあって、最近というか、10年前ぐらいにも

う一度、そこの所有を見直すというか、そういう流れが

あったわけですね。

○パネリスト（太田長八）　結構ね、４区のほうから、も

う前々から一応、４区の所有にしてくれといった中で、話

合いがあったんで、役場も巻き込んでそうなったと感じ

ております、あと４区の強い希望ですね。

○コーディネーター（白川勝信）　昭和33年頃といっ

たら、草の利用はどうだったんですかね。柑橘って割と

ずっと何ていうか、堅調な産業だったのかなと想像す

るんですけれども。

○パネリスト（山田賢一）　その合併する日が来てか

ら、しばらくの間は、今も町長の話の中にもありましたが、

ゴルフ場とかバイオパークも含めて、草刈り場、採草地

だったんです。そこを正直いって、今４区と言いますけ

れども、昔はほとんど一つの入谷区と言うんですけれ

ども、そこが全員ほとんど出て、それで全部で言う200

何十町歩を自分ちで管理しておりました、合併した頃、

前後ですね。そういうことでやっていまして、ここの入

谷区というところの人はほとんど全戸出て管理をして、

防火線から山焼きからやっていました。山焼きなんか

は、ひどいこと、今じゃ考えられませんけれども、朝振

れというのがありまして、朝６時頃、班長さんが今日は

山焼きやるから出て来いと言って、それは有無もなく出

なきゃならないような状況でやっていました。今日の

仕事があるとか予定なんていうのは、それはもう無視

されて、そういうことで皆さんで、入谷の皆さんが管理

してきたものです。

○コーディネーター（白川勝信）　その頃の人の意識と

随分今と違うんでしょうね。何かその地域の行事という

か、もうやることが決まっている。もう年中行事みたいな。

○パネリスト（山田賢一）　だから、先ほど言ったよう

に、あまり利用しなくなった、農家でも使っていた人が

あまり利用しなくなったというのがやっぱり一番大きな、

大きな関心がなくなってきたということじゃないかと私

は思います。今でもよく共同で山焼きの管理をしていた

だいていますけれども、この役員以外の方の中には、

何で俺んちが山の管理をしなきゃならないんだ。海岸

線のそれこそ近くとか、町の中の人には、そう言われる

ことも多々あります。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。そういう意

味では、あれですよね。前回の、前回って、13年前のこ

とを言うのもあれなんですけれども、課題だった山の価

値を共有しないと担い手もまた続かないかもねというと

ころは、まだまだ今もちょっと課題としてあるのかもしれ

ないですね。ありがとうございます。

　そんな中で、さっきバイクの、モトクロスの人が増えて

きたという話があったんですけれども、ちょっと質問を

いただいていまして、バイクも問題があると思います。マ

ウンテンバイク、モトクロスの人の利用はどうですかと

いうことで、お聞きしたいことというのは、草原管理の立

場とか観光の立場からメリット、デメリットなんで、観光

の立場のほうからちょっと、石島さん、バイクとかモトク

ロスの人たちの観光の仕方というのはどうなんですか

ね。うちのほうを見てみると、ツーリングでやって来て、

ちょっと休憩して、また次のところにずっと行くような感

じで、何か通り抜ける形の、モトクロスじゃないので、

ツーリングバイクはうちのほうもよく来るんですけれども、

モトクロスというのは林道を走っている感じなんです

か、未整備の。どんな感じで。

○パネリスト（石島専吉）　私もそのあまり詳しくはな

いですけれども、財産委員長が言われたのは、駐車場、

その第一駐車場、第二駐車場ぐらいまで来て、山を見て、

いいところだねって言って休憩して帰るんだったらい

いんですけれどもね、その400メートル以上の上の、細

野高原の山頂近くの三筋山の近くまで林道がずっとあ

うのがあるんですが、阿蘇の場合は160ぐらいある、牧

野という言い方をするんですけれども、草原が160ぐら

いあるというふうに考えてください、細野高原みたいな

草原が。そういう世界の中で、観光についての新しい取

組というのは、阿蘇はまだ畜産が盛んなので、防疫、伝

染病が大きく広がることを一番恐れています。そのため

に牛がいるところに簡単に入れないような仕組みに

なっているんですが、牛がいないときだとか、あるいは

きちんと防疫、薬剤を散布したりあれしたりして、入る人

も人を制限して、ちゃんとガイドつきで入るという仕組み

をどんどん広げています。それで、さっきお話あったよう

にガイドで回った人は、そのうちの何人かを牧野組合

のほうに渡しているという、そういう形で、大きくバスで

歩いて、とにかくいっぱいで動くというような世界ではな

くて、そういった本当の草原のよさを学んで入っていっ

て、そこのいろいろ、さっきからお話があったように、自

然だとか文化だとか、野焼きというのがこれだけ大変な

作業で、こんなにきれいに守られているんですよという

ことも一緒に含めてですね、ガイドさんとの会話の中で

そういう会話をする。

　将来的には、多分、牧野を管理している人の若い人

がガイドになっていく、そんな仕組みづくりもこれから

やっていこうかなというふうに、こういうところです。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　山田さんのさっきのお話を聞くと、随分、観光の分野

と、すごくこう、どういえばいいんですかね、連携がよく取

れているなというふうに感じたんですよ。何か阿蘇のほ

うは、やっぱり牧野ということで、牛を放牧しているんで、

防疫ということで、しっかり消毒しないと、入ってもらっ

て病気を媒介したら困るとかっていうことがあったんで、

その辺では何か、あまり地域の方とかも観光客の人が

たくさん来ることには全然抵抗がないというか、むしろ

来てほしいというような感じなんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　観光客の方が来てほしい

というか、観光地ですから、そういうことは協力はして

いかなければならないと思いますけれども、いろんなこ

とのトラブル……、先ほどちょっと言ったけれども、今年

はね、非常にオートバイの方が細野高原に入ってきて、

物すごい大きな音で何十台って連なってくるもんで、そ

ういうことをこれから少し対策を考えなきゃならないか

ということは考えていますけれども、観光地である以上、

多少はね、イノシシとか鹿しか歩かない道よりも、やっ

ぱり人が歩いてくれたり、人がいることのほうが地元と

してはありがたいもんで、それはいろんな皆さんに注意

をしてもらいながら、多くの方に来てもらうということは、

それはいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　もう一つ、ちょっと山田さん、お尋ねしたいんですけ

れども、利用の中で、観光のイベントとか利用が結構ご

紹介いただいたんですが、何かほかの農業に草を利用

するとか、そういうことは今はどういう状況なんですか。

昔は、さっきあったというふうにおっしゃっていました

けれども。

○パネリスト（山田賢一）　昔はですね、もう今から、私

たちが若い頃は、あの全山がほとんどはげ山になるぐ

らい、皆さんあそこで草を刈って、そして堆肥にしたり、

畑の中へ引き込んだり、いろんな利用をしていました。

ほとんど、だから、水際の下ぐらいからずっと、ほとんど

草を刈り取ってしまいまして、見事なはげ山みたいに

なってしまっていました。昔はそれほどあったんですけ

れども、今は数人の方が草を刈って資源にしているぐら

いで、ほとんど草を刈る人は、非常に少なくなって、昔に

比べればもう激減というか、ちょっと、というのがこちら

の柑橘が主体だったんですけれども、その産業が非常

に衰退しちゃったもんで、そういう意味もあると思います。

○コーディネーター（白川勝信）　柑橘の畑の中に、ミ

カン畑の中に草を入れていたということですね。

○パネリスト（山田賢一）　はい、それがほとんど中心

でやっておりました。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。その数人

の方が今、すごく少ない数でやっているということで、あ

まりこう、使える草はたくさんあるけれども、草を使うこと

は随分減ってしまったということですかね。

○パネリスト（山田賢一）　そうだと思います。昔はそ

れこそ部落中というか、皆さんで、私が若い頃もそうで

すけれども、取りっこというかな、朝の４時頃から草を刈

りにいって、朝明るくなって、何だおまえらそこにいたの

かというぐらいみんなで草を刈っていましたけれども、

今はそういうことはほとんどないですね。草は幾らでも

ありますけれども、持っていく方は非常に少なくなってい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。資源はあ

るけれども、使えていないということですよね。何か

ちょっともったいないなというところなんです……、そう

だ、皆さんの手元に質問用紙というのが用意されてい

ると思います。話を聞きながら、アイデアとか意見があれ

ばぜひ書いていただければと。感想でもあれば。もし書

かれた方は、ちょっと手を挙げていただくと、役場の山

田さんが集めてくださるので、できればちょっと質問を

書いてください。何か僕の聞きたいことばかり聞くのも

もったいないので、ぜひぜひちょっと皆さんのご意見と

るわけですよ、狭い。そこをがんがん走っているらしい

んですよ。ですから、そこからまた転がり落ちちゃったり

とか、いろいろそういう事故にもつながっているみたい

なんで、今ちょっと苦慮されていて、入り口にちょっと

チェーンでもやって、それは取って行けることは行ける

んですけれども、もう少し意識をしっかり持たせたほう

が、何かね、よくないんじゃないかということもあって。そ

ういうことは山田さんからこの間言われて、そうだなと

いうふうに思いました。

○コーディネーター（白川勝信）　確かに事故があっ

たりすると。

○パネリスト（石島専吉）　そうですね。やっぱり私た

ちの考えるハイキングの聖地と、そういうバイクとかっ

ていうのは、ちょっとリンクしないんですね。ハイキング

で歩いているところをばんばんこう上っていっちゃうら

しいんですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

○パネリスト（石島専吉）　ですから、ちょっとその辺

は規制しないとまずいんじゃないかなというふうには

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　その辺を規制する

道、そこは市道なんですかね、町長。そうですか、市道

ですか。どういう形の規制が考えられますかね。

○パネリスト（太田長八）　基本的に町道が抜けてい

るんですよ。その町道に関して遊歩道が続いているの

で、そういう部分に関しましても私道なので、それはすぐ

にできると思いますので。町道に関しましては制限でき

ません。やっぱり一番心配するのがこの細野高原、住宅

地を通ってくるもんで、渋滞とか住民の理解がないと活

用できませんのでね、それなので今、細野高原付近の

住宅の理解を得られるようやっております。それこそ今

度はバイクなど、これ規制できませんもんでね、そういう

なかで細野高原の活用がちょっと中座するのが困るな

というのが現状でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　マウンテンバイクとかで来る人はいるんですか。うち

のほうはスキー場があるんで、スキー場の夏のシーズ

ンにマウンテンバイクでだっと下るとか、林道を下ると

か。自転車ですよね。自転車あまりないですか。

○パネリスト（山田賢一）　ないと思うよ。

○パネリスト（太田長八）　自分が把握したのは、熱川

地区はね、比較的林道があるもんで、熱川地区が結構

マウンテンバイクが来ているのは聞いていますけれども、

細野高原に関しては、ちょっとマウンテンバイク、普通の

オートバイが結構来るんじゃないかと、これは想像です。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ちょっとまた別の質問なんですけれども、そういう意

味で、これまであった自然イベント、自然利用で、何か

細野高原に合っているものというのは山菜狩りとかス

スキ狩り以外でどんなのが、どんなイベントがいいか

なという質問が来ているんですけれども、どういう方向

性が……

○パネリスト（太田長八）　正直いって星空やったん

ですよ。星空のほうも、自分はもう最高でした。やっぱり

行ったときに、もうライトも全て消して、虫の音だけ聞くよ

うな感じで、たまたま虫の声が聞こえて、本当にすばら

しいなと思ったんですよ。しかしながら、やっぱり寒さ、

これが寒いということで、２回やってちょっと断念したん

ですけれども。そうやった中で、星空のこと、これもある

程度やったら本当、都会の人も喜ぶんじゃないかと思

います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ほかに何かアイデアがありますか。山田さんとか石

島さんのほうは。どんなイベントがいいなというのが

あれば。

○パネリスト（山田賢一）　要するに今、私が考えてい

るというか、皆さんにも細野高原を考える会の中に

ちょっと提案させています。要するに細野高原の里山づ

くりという形で、奥山じゃなくて、あそこはまだ里山だよと

いう形で、里山のよさを広げていきたいなと。そういうこ

とで今、細野高原の入り口、これは財産区の土地じゃな

いんですけれども、やっぱり入谷部落の振興会という昔

の団体がありまして、そこの土地が６町歩ぐらいありま

して、ほとんど細野高原に隣接したところですけれども、

そこを今、森林組合の組合の皆さんが今まで植林され

ていたもんで、そこを全部伐採して、そこに今、ヤマザク

ラを全部植えようかなんていうことで、ヤマザクラの里

を今、これは国とか県の補助金をもらって森林組合が

やってくれているんですけれども。それで、地主さんは振

興会というところですけれども、将来的にはそこをヤマ

ザクラの里にしようと。中は当然、材を出すのに林道を

造りましたんで、そこが散策道路になるかなと。そこが、

うちの振興会の山だけが６ヘクタールぐらいならある

んですけれども、その奥に町の山も10町歩近く、10ヘク

タールぐらいあるもんで、今、町長ともお願いしているん

だけれども、そこ全体を全部やって、いろんなことに使

えないかな。そうすれば、振興会のほうもいろんなこと

があるんじゃないか、できるんじゃないかと。

　農協さんもいろいろそこを今、あそこにも農協の施設

もありますから、これはボツになったんですけれども、

一時、あそこで、要するに地ビールの工場を造ってやり

たいという、いいな、地ビール、ビール飲みながらあの

高原でススキ眺めたらいいなというようなことで、それ

を私たちも非常に賛成して協力したんですけれども、

ちょっといろんな事情で、それはボツになりましたけれ

ども。

　そういういろんなことで、あの高原をいろんな方面で

楽しんでもらえるような、これから設備というか、利用し

ている団体とか企業があったらいいな、私は考えてい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　何かいろんなことが、道路がやっぱり中まで通ってい

るというのがいろいろ、シャトルバスが行けるようなとか、

そういう整備ができているなというのがすごいんだろう

なと思います。

　片方でちょっと管理のほうの質問も来ているんです

けれども、担い手の問題というのも先ほどありましたが、

もう一つ、省力化という関係で、これ僕の話の中なんで

しょうね、山焼きの道路の防火帯に沿って軽トラが入れ

るようにするような話が蒜山でも聞いたことがあるけれ

ども、細野高原でも何かそういうことができる部分が

あったらコメントをお願いしますということなんですけ

れども、これどなた……、そういうのが可能そうなところ

というのはあるんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　防火帯、先ほど今、白川先

生の言った、あそこの防火線沿いにパイプを引くかとい

う案も去年出ました。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。やっぱ

り一晩で考えるようなら大体考えているんですね。

○パネリスト（山田賢一）　やって、水道屋さんに見積

りを取らせてやってみてはどうかなと思ったら、距離が

長過ぎてちょっとそのままやるんじゃ難しくないかという

ことで、それはボツになりました。

　もう一つ、今、いろんな林業試験場とかなんとかでお

話を聞いているのは、内山さんが専門ですけれども、あ

の防火線に防火林を植えて、要するに火の広がらない

ような防火林を植えて、それがただの面白くない木じゃ、

何も観光資源になりませんから、将来的に防火林であ

りながら観光資源の一助になれるような、例えばいい

んじゃないかって、内山さんが専門ですけれども、サザ

ンカとかツバキとか、一番強いのはサンゴジュなんて

いうのがあるらしいんですけれども。それらを防火帯に

10メートルぐらい、本当の火が出るところじゃなくて、火

があまりばんと燃えないようなところは防火林で防火帯

みたいなものを設置したらどうかなというようなことも

皆さんとは議論していますけれども、まだ実現はしてい

ません。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

　やっぱり結論というか、ちょっとすぐには出ないんで

しょうね。どこの地域でもいろいろそういう山焼きの省

力化とか安全性というのは出されているんですけれども、

高橋さん、何かその辺で、阿蘇のほうでは物すごいたく

さんの山焼きやっていますし、工夫されている部分もあ

ると思うんですけれども、人数も多いですが。ちょっとど

ういう、事故のほうの部分ですし、省力化の工夫で何か

あれば教えてもらえますか。

○パネリスト（高橋佳孝）　やっぱり事故は、毎年とは

言わないけれども、数年に１回必ず出ているんですね。

事故が起きると、もうやめてしまうという、そういった一

つ大きな問題が２つあって、１つはもう担い手がいない

で、いつやめるかを考えず、ただやめてしまう。責任者が

責任を取るなんて無理。例えば阿蘇の場合では、区長さ

んが火入れの責任者。

○コーディネーター（白川勝信）　火入れ責任者。

○パネリスト（高橋佳孝）　であれば、区長さんという

のは、例えば２年、３年で替わっていきますよね。そうす

ると、もう区長になりたくないという人が出てくるんです

よ。しかも、それ裁判ざたになったりとか、いろいろ面倒

くさいというのがあって、それで、多分この阿蘇の分科

会で相談される南阿蘇の村長さんがいて、南阿蘇村は

地震による被害によって野焼きができなくなったところ

が多いけれども、もともとそういう構造的な問題で、いつ

もどうなるか分からないというから、どんどんやめる、や

める、やめるというのが出てきていたんですね。そこで

少なくとも火入れ責任者は首長がなるということで、実

は安心して野焼きを再開した牧野参加者。ただ、それは

もちろん責任者だけの問題じゃなくて、そこに県や、ある

いはボランティアや市町村の協議会みたいなものをつ

くってみんなで応援してそこを再開するわけです。なぜ

再開するかというのは、これも多分、分科会で論議され

るように、熊本市民にとっては水源の源である草原の水

源涵養力というのは、実は阿蘇のほうは森林よりはる

かに高いんです。もしかしたら東伊豆もそうかもしれな

い。そういう草原の価値をみんなで共有して、それを

守っていくために役所も汗をかくし、お金も出しましょう

ということでやっている例が１つあります。

　もう一つは、牧野ごとに、さっき白川さんがおっしゃっ

たように車が通れる防火帯をやっぱり造りたいという

のが物すごく強いみたいですね。鉄鋼スラグの廃材み

たいなものが簡易的にですね、舗装までいかなくてもか

なり強い道が造れるということがあって、そういうものを

り保全という中で、首都圏から来る人が結構多いので、

500円、それくらいのお金ですけれども、地元の人に

とっては500円高いなと言いますけれども、首都圏から

来れば取りあえずそれが妥当ではないか。しかし、やっ

ぱり行くまでは結構ブーブー、周りを見ますと、現地に行

きますと、やっぱりすばらしい景色を見た中で、それは

当然当たり前の話だということを聞きますのでで、町と

してはそれがいいんじゃないかとは確認しております。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　入山料の話をしたら、先ほ

ど言った、今ススキがあるだけじゃなくて、今年、去年は

コロナのことでやらなかったんですけれども、山菜狩り

でも、私たち財産区で、入り口のところでお金を頂いて

います。あそこの入り口のところで来て、町民の方とよそ

から来た人はちょっと金額を変えて頂いております。

○コーディネーター（白川勝信）　細かい対応をして

いるんですね。

○パネリスト（山田賢一）　そうですね。それはいろん

な観光協会さんのご指導でいろいろやっていまして、町

外の方とか宿泊した方、地元の方ということで、３段階

ぐらいに値段を分けてやって、財産区の役員があそこ

でガードしてやっております。

○コーディネーター（白川勝信）　なかなか結構ね、お

金を頂くというのは勇気の要ることで、お金出したけれ

ども、こんなかってなっちゃう……

○パネリスト（山田賢一）　文句が出ますけれども、こ

れは富士山のあれと一緒だから、この山も管理するお

金ですからということで頂いています。

○コーディネーター（白川勝信）　そういう意味じゃ、

草原の価値を知っていないと、お金下さいとは言えな

いわけですから、それだけ価値を認識しているというこ

とですよね、地域の皆さんが。

○パネリスト（山田賢一）　何回かは、あそこまで来て、

ゲートのところで帰っていく方も結構います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。帰っていく

方もおられるんですね。

　草原の価値という中で、さっきちょっと質問とかを後

に、教育のことについて、町長もおっしゃったし、高橋さ

んもおっしゃっていたんですが、幾つか質問が来てい

るんですけれども、まず、高橋さんに、全体的なことだと

思うんですけれども、草原の価値の教育的効果につい

てのことの質問で、草原で子供たちに何を伝えられる

のかというのと、火入れとか野焼きを体験すること、伝

統的な作業としてそういうことを体験することの意義み

たいなところは、大きな話ですけれども、どういうところ

にあると思いますかという質問なんです。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原、教育者じゃないんで、

偉そうに語ることはできないんですけれども、価値と言

うまでもなく、大きく２つあると。１つは体験、五感で体験

したり、野焼きを体験したり、自然の雰囲気を体験した

り、草花を観察したりということと、それからやっぱり仕

組みづくりを学ぶというところですね、文化も含めてで

すね。体験に関しては、学校の中では語れないし、教え

ることができないことが屋外でできる。

　阿蘇の場合、全部の小学校で草原の学習をすること

が今できています。それで、発展性というか、私たちもそ

のほうがいいなと思ったのは、それを端緒にして、今度

はそれが公民館活動に地域活動にいく。そうすると、地

域の関わってくれる人たち、大人の人たちも増えていく

し、景観も入ってくるし、公民館として地域の草原を守っ

たり、上で寒いんですが、阿蘇の場合、草泊まりという、

草刈りをして、地元の集落と草刈り場の集落まで500

メートル以上の標高差があって、毎日通うの大変だか

ら、家族みんなで山の上に行って、草で作ったテントで

２週間ぐらい泊まって草刈りするという文化があったん

ですけれども、その中で子供たちを泊まらせて体験させ

たりというようなこともできている。

　だから、端緒は学校教育からだったんだけれども、

今は地域教育というか、教育という言い方がいいのか

悪いのか分からないんだけれども、地域の文化や歴史

や、その成り立ちや技術や意識や知識というものです

ね、子供たちに引き継いでいくと同時に、家族やその関

わる人たちにも広がっていくというものがいいですね。

少しずつ何か所かに広がっていく。そこのほうが私は

大事になってくるかなと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ＳＤＧｓの地域版とい

うか、そういうこと……

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。そんな感じに

なるのがいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　先ほど石島さんから

も、最後のスライドでＳＤＧｓという言葉があったんです

けれども、観光コンテンツそのものとしてのＳＤＧｓとか、

そういう学習のニーズというのはあるんですかね。ＳＤ

Ｇｓを学ぼうとか、そういう草原の自然、先ほどでの説明

だと、観光での収入が草原の保全に行くということだっ

たんですけれども、阿蘇ではボランティアの人は年間

2,000人以上来るし、実はうちのほうも木を切ったりと

か草刈りの体験を教育ツアーとして、一応プログラムと

いうのはあるんですけれども、そういうのは、こちらのほ

うではそういうニーズみたいなものというのはあるもん

ですか。

導入することで、野焼きを再開したり、そういう、向こうで

は恒久防火帯という言い方をするんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　恒久、ああずっと使

えるもの。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうです、ずっと使える防火

帯。道路さえあれば何とかなる。そういうものに対しても

県の事業として、導入するところにはそういう必要な経

費を出すというふうなこともでてきています。

　やっぱり今の方向性としては、恒久防火帯ですね。

　もう一つは、以前、草を刈っていて、もう裸になるよう

な状態がありました。阿蘇も秋吉台も全くそういう状態

ですね。その頃はですね、こんなに広く防火帯を切らな

くても安全だったんですよ。草がもう持ち出されている

から、火をつけてもそんなに大きくならない。今は雄大

でもう映像に入るとものすごくいいように見えるかもし

れないけれども、まさに危険な状態にあるわけですね。

25メートルぐらいまで炎が上がったりします。そんなに

危ないんじゃ、もう野焼きができないという話があった

んですが、最近、カヤ刈りとして、冬場の枯れた草をい

ろいろな方が刈っているんですよ。牧野さんにもお願い

をして、そこに入らせていただいて、たくさん刈るように。

牧野さんがそれで一番喜んだのは、野焼きが楽にな

るって。もともとあの草原の価値があって、それを維持し

ようとすることも重要ではあるんですけれども、実は、そ

れを維持するためには草をうまく利用することがそれに

もまた役に立っている。もちろんお金という点もあるかも

しれないし、材として文化財の保全に役立ったりするこ

ともあるかもしれないけれども、利用することで、実は管

理の省略化や安全性にも物すごく貢献できているとい

う、そういう仕組みづくりをみんなで共有していって、

やっぱり何か草を利用する算段と創意工夫によってひ

とつひとつやっていかれたらいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　そもそも利用してい

たから草原なのであってというところに立ち返るという

ことですね。

　ちょっと会場からの草の利用についての質問、多分、

山田さんにお答えいただいたらいいと思うんですけれ

ども、１つはミカン畑に草を使っていたときは何月ぐら

いに使っていたんですかということなんですけれども、

刈る時期というのは、決まった時期に刈っていたんで

すか。

○パネリスト（山田賢一）　刈る時期は、10月から11

月、要するにこれから秋口にかけて、もうカヤが緑がな

くなってきて、要するにそれのほうがもちがいいもんで、

青い草を刈ってやるよりも。だから、皆さん大体、草が枯

れ始めた頃から、10月から11月頃から。それで、して、

少なくとも２月に山焼きをやるもんで、山焼きのときまで

には、刈った草は持ち出してくださいよというようなこと

でやっておりました。

　だから、そうですね、大体今から、10月から11月頃

が一番多いと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　それと、かやぶき屋

根には使っていたんですか。

○パネリスト（山田賢一）　僕の記憶というか、前は

使っていたという話も聞きますけれども、実際、私は見

ていないもんで、何とも言えません。使っていたと思い

ますよ。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。使って

いたとしても、大分昔、古い時期ということですね。なる

ほど。ありがとうございます。

　ちょっと別のユーチューブのほうからの質問、すごい

いっぱい来ています。何か皆さんやっぱり、これはです

ね、シャトルバスのほうなんで、石島さんにお伺いした

いんですけれども、シャトルバスをやめたのに料金を

取っているのはどこで取っているんですか、どういうふ

うに徴収している、徴収方法を教えてくれませんかと書

いているんですけれども、それは何かゲートを設けたり

とか、そういうことですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。下の103台置け

る駐車場の入り口のところに受付がございまして、そこ

で一応、感染症対策でいろいろアルコールをやったり

とか、そういうときに払っていただいてパンフレットを渡

しています。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。コロナ対

策も一緒にできるしということですね。

○パネリスト（石島専吉）　はい。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　そのやり方というのは、割と最初の頃からそういう形

でやっていたんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。その期間だけな

んですけれども、ですから、１日過ぎれば無料で入れ

ちゃうんですね。ですから、最初は私も何でお金取るん

だよってものすごい言われているようなお客が多かっ

たんだけれども、やっぱり最初はそういうふうに、高橋

さんが言っていたように、入山料って何で取るのってい

うのを、無料のイベントというのはよくないという前任の

観光協会長から言われていて、そちらの前任の観光協

会長がそういうふうにして、私たちもそれを引き継いで

います。それを財産区のほうにも使用料として払えると

いう形になっております。

○コーディネーター（白川勝信）　町長、何か。

○パネリスト（太田長八）　入山料に関しては、やっぱ

秋って紅葉するところあるのかいって言われて、昔はも

う強気でしたから、もう団体客ばんばん入ってくるから、

じゃ結構ですよ、もうどこかの箱根とか北関東とか東北

で見てくださいと、紅葉は。伊豆はちょっとないんで結構

ですみたいな感じだったんですけれども、今は反対で

すから。紅葉する木はないんですけれども、やっぱりそ

ういうススキで秋を楽しんでほしいというのが１つです。

　あともう一つだけ、去年のススキのイベントで7,200

人来たわけですけれども、そのうちの350人にアン

ケートを取ったんですね。さっきの話とちょっとつなが

るかもしれないんですけれども、イベントの売りで何が

一番よかったですかというのは、やっぱり「絶景」でした。

これ断トツで絶景。それで、参加したい新企画、これは

多かったのが「１日限りの星降るキャンプ場」、あと、

「大自然をそのままに」という方もありますし、あと、「野

外コンサート」。これは今年はできないんですけれども、

一昨年まではホルンの演奏会だとか、稲取高校の吹奏

楽部の演奏会を土日にやったりとかしておりましたの

で、そういうことです。あと、細野高原に必要な施策とい

うことで、「アクセス道路の拡充」とか「絶景ポイントの

紹介の充実」とか、そういうことを書かれている方が多

かったということですね。

　ですから、伊豆というのは本当に秋も楽しめるんだと

いうことを観光客の皆さんにも知ってほしいということ

でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

秋を楽しんでほしいという、観光客の方へのメッセージ。

　山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　管理していくのがどういう

ことかということを言われてもあれですけれども、私はよ

く親戚とか友達とかなんとか来たときに、細野高原を連

れていくと、必ず言われるのは、何だ伊豆は山が深いん

だな、よく言われます。大体皆さんは海岸だけ走って

帰ってきて、伊豆半島の中のほうへ入るのは、天城道路

ぐらいのところしかないと思いますけれども、各町には

深い山が、山が深いです。だから、そういうことを楽しみ

ながらいろいろ山を楽しんでいただければありがたい

なと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　すみません、ちょっとチャイムが鳴っちゃって、時間が

来ちゃったんですけれども、コンパクトに高橋さんと町

長にもコメントいただいて終わりたいと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原は非常に懐の深い資

源だと思います。それで、将来に向けて決して暗いこと

ばかりじゃなくて、多分21世紀の持続的社会を語る、こ

れほど人と自然との関わりの仕組みが何千年も続いて

いるというのは、すごい懐の深い地域資源なんだろうと

いう。ただ、それを私たちが気づいていないような、これ

は研究者にもしかりだと思うし、行政においても多分し

かりだと思いますけれども、そういう意味では、もう一度、

草や草原の魅力をみんなでいろいろ創意工夫しなが

ら考えていく。新しい社会への土植えも可能になってく

る、そういう明るい展望を持ってみんなでぜひ協力し

合って次の世代にちゃんと続いていくようにしたいなと

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　じゃ最後に町長、お願いします。

○パネリスト（太田長八）　これは本当、ユーチューブ

を見ている全ての方に、これはもう人と地域の問題じゃ

ありません。これは全国の問題でございますので、全国

の方々、草原に対して興味を持っていただくことが私は

一番だと考えています。そういう中でこの草原、将来に

わたって保全なんかもね、やっぱり市町村の自治体で

連携してより多くの自治体に入ってもらった中で、草原

をいかに守っていくか、これをまたやっていきたいと思

います。そういう中ではまたユーチューブを見ている方、

その辺また支援と協力を賜ると大変ありがたいと思い

ますんで、よろしくお願いします。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　最後に非常に力強い、全国の方々、それから全国の

自治体に向けて草原共有を持ってまた加わっていただ

きたいというメッセージをいただきました。

　ちょっと僕の進行が不手際で12時を過ぎてしまいま

したが、これでパネルディスカッションを終わりたいと

思います。

　もう一度、４人のパネリストの方に感謝して拍手をい

ただけたらと思います。（拍手）

　どうもありがとうございました。

　じゃ、配信のほうもこれで終わらせていただきます。ど

うもありがとうございました。

○司会　皆さん、どうもありがとうございました。

　午後ですが、１時から東伊豆、阿蘇、蒜山の３会場で

分科会を開催いたします。午後１時になりましたら、そ

れぞれの会場で分科会を開始してください。よろしくお

願いいたします。

　その後の全体会のウェブ配信については、午後３時

20分からを予定しておりますので、午後も引き続きよろ

しくお願いいたします。

　午前の部につきましては、以上で終了となります。あり

がとうございました。

○パネリスト（石島専吉）　細野高原はまだそういう形

にはなっていないんですけれども、いろいろ摘果のミカ

ンの収穫を手伝うとか、いろいろそういうカーネーショ

ンの花を、そのまま結局時期が過ぎちゃって、全部それ

を捨てちゃうわけですね。そういうのを何か手伝う体験

だとか、そういうことは、農業体験のほうなんですけれ

ども、そういうのは少しずつプログラムに入れているん

です。まだ参加者は少ないんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　そうなんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そういうのは年間を通して

いろいろちょこちょこやっています。

○コーディネーター（白川勝信）　じゃ何か、これだけ

宿泊施設もあり、こういう海と山とっていう、すごく近いと

ころにあるという環境だったら、本当に、うちは体験教

育とかをすごく受け入れているので、何かメニューが

つっこんでいきそうだなと感じました。すみません、

ちょっと僕の興味のほうでちょっと質問をかぶせてし

まったんですが。

　もう一方、これも教育のことなんですけれども、次世代

に伝えていくために教育現場でできること、望むことは

どういうことがありますか。町長のほうから遠足の記憶

がっていう、高橋さんもそうだったんですけれども、遠足

以外でということということですが、教育現場でどういう

ことができるでしょうかね。どなたでもお答えください、

せっかくですから。どなたかありますか。

○パネリスト（太田長八）　まず、自分から言ったのは、

まず細野高原に対しての愛着ね。　子供のときから。そ

れがなければ、細野高原の保全はもう無理だと考えて

おります。そういう中で、まず町民が行った中で、細野高

原のよさが分かった中で、そしてやっていけば続ける方

向で、地域効果やったんです。それによってよさが分

かって、そうすれば、先生が言ったように子供が行けば、

必ず父兄が行きます。そういう中で全体的にやっていき

たい。それとやっぱり子供たちも自分で働いたお金で

いろんなことができる。そういうことができれば、子供た

ちの教育になると考えております。

　そういう長期的に考える中で、やっぱり子供が細野

高原に興味を持たせなければ、自分は細野高原の保

全は絶対無理だと考えておりますので、そういう中で、

そこが一つのいい機会じゃないかというようなことです。

　教育的効果、高橋先生がおっしゃったテントを作っ

てそこに滞在する、そこでキャンプするとかね、やっぱ

りそういうのがあると、教育的な体験になるんじゃない

かと考えています。

　何しろ小さい子が草原に対して興味をいかに持たせ

るか。それだけは私はいろいろと考えております。やっ

ぱり何事も一から小さい時からやっていくというふうに

ありますので、そこからの教育が私は一番大事じゃな

いかと考えておりますので、そういうふうに言わせてい

ただきました。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　ほかにありますか。

　ちょっとそろそろ時間が来ているんですが、いろんな

方の質問、本当にありがとうございます。

　もう１個だけ、僕に質問、これは物的なことなんで、カ

ヤが高いという話が出て、850円で売るのは高いん

じゃないかという……

○会場より　（「いや、違う、どうしたら高くできるかとい

うことを聞きたかった」と呼ぶ者あり）

○コーディネーター（白川勝信）　それはなぜですかと

いうことなんですが、これは、中間業者に販売している

んじゃなくて、カヤの施主さんに直接販売しているので、

一旦集めると安くなりますけれども、カヤぶき職人さんと

かカヤの施主さんとしっかりネットワークをつくるのが

高い価格で販売している一つかなと思います。価格に

ついてはカヤぶき職人さんに相談して決めた価格です

ね。すみません、以上です。

　いろいろお聞きしたんですが、ちょっと最後に皆さん

から一言ずつ、草原に関わる人への誰かを想定して、

子供でもいいですし、観光客の人でもいいですし、また、

ユーチューブで見ていらっしゃる方でもいいですけれ

ども、一言ずつメッセージをいただけたらと思います。

石島さんから、今度は反対にお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　４人目だと思って安心して

いたんですが、私は観光ということからちょっとお話を

させていただければ、何で秋のススキなんだという感じ

なんですよね。これはもう10年ぐらい前から団体の宴

会型のお客さんが激減しています。今まではもう団体で

バスで来て、もう20人、30人で宴会して、朝ばっと８時

頃帰っちゃうんですよね、もう朝食を食べて。ですから、

観光する場所なんていうのは全く必要なかったんです。

秋以外の春には河津桜もこうやってやっておりますし、

夏はやはり海水浴とか、そういうリゾートという感じが

ありますのでよかったんですけれども、それなもんで、秋

が全然オフシーズンになっちゃんたですね、一時期。そ

れで、やっぱり観光協会のほうも、せっかくああいう高

原のいい場所があるんだから、ススキのイベントをや

らせてくださいということで、財産区に頼んで町と協力

してやったような状況がございますので、そのような形

で、やはり春夏秋と楽しめる、そういうコンテンツが欲し

かったということがまず１つですね。

　ですから、秋によくお客さんに言われたのは、伊豆の
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　次をお願いします。

　細野高原を利用した東伊豆町観光協会の取組とい

うことで、私たちにとっての細野高原とは～観光の観点

から～ということで、東伊豆町、ひいては伊豆を代表す

る資源であるというふうに思っております。ですけれども、

いまだ資源であり、目的となる場所ではない、こちらは

財産区長もいるのに失礼なんですけれども、そういう状

況が続いております。

　ですから、また下を見ると、私たちが考える魅力とい

うことで、圧倒的なスケール、これは町長もドーム26個

分、箱根の仙石原が知名度が高いんですけれども、そこ

の７倍になります。ですから、もっともっと本当は来てほ

しいという状況にございます。

　絶景ということで、草原の先には太平洋、そして伊豆

大島がぽっこり浮かんでいるように見えます。そして、伊

豆諸島も見えて、後ろには、私も中学のときに遠足で天

城連山、万二郎、万三郎の遠足というのを８時間かけて

行きまして、それは本当にもうつらくて、忘れられない思

い出となりました。

　そういう状況の中で、三筋山山頂というのが標高

821メートルございます。

　次をお願いします。

　その取組の２番になりますが、先ほども財産区長が

おっしゃったように、春の山菜狩りというのは財産区が

中心になって行われておりまして、私たち観光協会とし

ては、パンフレットとかチラシを作って協力して、そして

少し受付を手伝うという形になっておりますが、秋のス

スキのイベントに関しましては、東伊豆町観光協会が

主催で行っております。ここで、細野高原でしか味わえ

ない景色・体験を売りにしたイベントを企画・運営して

いるということで、こちらの詳細は次ページをお願いし

ます。

　ここで表が出てきたんですけれども、ちょうど白川先

生がいらっしゃった13年前ということで、その後からこ

の細野高原のススキイベントが始まりました。ちょうど平

成23年度から始まりまして、2011年かな。それで、今回

の秋、これから10月８日から予定しておりますが、これ

が第11回になります。ですから、10年ぐらいやってきて

いるんですが、私のイメージとしては、もっと20年以上

やっているような気がしているんですけれども、こんなも

のなんですね、まだ11回目ということで。

　これさっき高橋先生もおっしゃっていたんですが、入

山料を取るようになったのが第３回から。第３回の平成

25年度から500円取るようにしました。そして、第５回

の27年度から600円に上げました。来たお客さんは何

か、何でこんなところでお金取るのよなんていう人も多

いんですけれども、一応そういう保全のために使わせて

いただきますと言うと、やっぱりちゃんと払っていただ

けます。

　それで、第10回、昨年の第10回にはシャトルバスを

やめたんですね。第一駐車場から、400メートルのとこ

ろから山頂の手前の駐車場までのシャトルバスを回し

ていたんですが、それをやめて、それがコロナでやっぱ

りバスの中が密になるということで、町の指導も受けま

したので、それをやめて、昨年からは300円にしました、

シャトルバスなしで。中に入山していただいた後は、自

分たちで頂上に行く方も、さっき言ったように２時間か

けて行く方もいますし、その辺を散策して帰る方もい

らっしゃるということで、そういう形にしておりますので、

今年の予定も一応300円で、シャトルバスなしというこ

とで行おうと思っています。

　このシャトルバスの運営だけで、この期間中、毎年大

体300万ぐらいかかっているんですね。ですから、それ

をやらないことによって、足の不自由な方とかご高齢の

方とか、山頂まで行けなくて残念だったという話もあっ

たんですけれども、意外とこの表を見ていただくように

人数は増えているんですね、去年より。ですから、その辺

で、今年ももう一回そういう形で挑戦しようということで

今考えております。

　その下の資料２は、これはもう財産区の方々がやら

れている山菜狩りの人数でございますので、細かく書い

てありますけれども、大体このぐらいの人数で、大体25

年ぐらい前からこの山菜狩りはやっておるということを

聞いております。

　その次で、細野高原を利用した東伊豆の観光協会の

取組の３でございますね。

　私たちの課題としては、目的となる場所へのブラン

ディグや宣伝、イベントに依存しない観光地としての整

備、特にソフト面、サービス面の企画ということで、やは

りどうしても今までは花火大会などのイベントで、一過

性なんですけれども、その日にがっと集めて、もうお金

をぱっと使って集客するという形だったんですけれども、

常に東伊豆というのは海があって、高原があるというこ

とをもっと売っていきたいということで考えております。

　この二、三年、コロナもそうなんですけれども、この二、

三年、夏がすごい猛暑なんですね。ですから、海水浴に

は暑くて行かないというお客さんが夏は増えてきており

ます。私も海の近くに旅館がありますので、夏になれば

必ずお客さんが来て、海水浴に行くというふうに思って

いたんですけれども、一昨年ぐらいのときというのは、暑

いから行きませんという、海水浴に行ったお客さん、本

当に数件だったですね。目の前は海なんですよ。ちゃ

○司会　それでは、ただいまよりパネルディスカッショ

ンを開催いたします。

　コーディネーターは基調講演に引き続き白川先生に

お願いをいたします。

それぞれのパネリストの方を私のほうからご紹介をさ

せていただきます。

　まず初めに、太田長八東伊豆町長。

○パネリスト（太田長八）　太田です。よろしくお願いし

ます。

○司会　続きまして、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋佳孝様。

○パネリスト（高橋佳孝）　高橋です。よろしくお願いし

ます。

○司会　稲取地区特別財産運営委員会委員長の山田

賢一様。

○パネリスト（山田賢一）　山田です。よろしくお願いし

ます

○司会　東伊豆町観光協会会長の石島専吉様。

○パネリスト（石島専吉）　石島です。よろしくお願いし

ます。

○司会　それでは、白川先生、よろしくお願いいたします。

○コーディネーター（白川勝信）　また白川です。よろ

しくお願いします。

　ここからはパネルディスカッションということで、先ほ

どは僕のほうから一方的にたくさんお話をさせていた

だいたんですが、今日は４人の方に来ていただいてい

るので、僕はここからは進行役で、４人の方それぞれの

話を聞いていきたいと思います。皆さんそれぞれに各

分野で活躍されている人ばかりが集まっていますし、

お一人お一人の話もじっくり聞きたいんですが、多分

ここでお互いに話していただくと、面白いものが何か

生まれていくんだろうなと思って楽しみにしています。

　それでは、最初に少しお一人ずつ、８分くらいかな

とお伝えしていたんですが、自己紹介とか活動とかを

教えていただければいいと思います。特に肩書のほう

なんですけれども、ここの細野高原の場合、東伊豆町

との関わりとか、そういうことも含めてよろしくお願いし

ます。

○パネリスト（太田長八）　そうですね、先ほど挨拶し

た町長の太田と言います。

　ちょっと私のほうから町をちょっと紹介させていただ

きたいと思います。

　まず、面積とかそういう人口、先ほど白川先生からご

紹介いただきました。場所っていうのはね、静岡県の伊

豆半島の東海岸に位置しております。そして、伊東市、

下田市、この中間でございまして、東京からは本当に２

時間ほどで来られますので、このコロナが収まりました

らば、ぜひとも皆さん方、この東伊豆町においでいただ

きまして、このすばらしい細野高原を見ていただけたら

大変ありがたいと思います。

　まず、私たちの町、全国的には珍しいんですけれども、

６温泉郷から成り立っております。東京方面の大川地

区、そして北川地区、熱川地区、片瀬地区、白田地区、こ

れらが熱川地区と言います。熱川地区は一応５地区あ

ります。そして稲取地区。全部で６温泉郷。稲取地区に

おきましては、４つの地区、東区、田町区、西区、入谷区

が存在しています。細野高原の保全に関しましては、こ

の稲取地区に細野高原がありますので、この稲取地区

の４区の皆さん方にこの保全につきましてやっていた

だいております。この場にいますので、本当４区に厚く

御礼申し上げたいと思います。

　この町は気候も温暖で過ごしやすいです。この海と

山に囲まれました、この豊かな自然、今回は皆さん方に

東伊豆町に来ていただきまして、細野高原、そしていろ

　私と草原の関わりもということなんですが、私は福岡

県の小倉市というところの出身です。当時、山々に行くと、

植林地の防火帯として草原がいくつかあった。あれ面

白いなと思って、むしろ焼けて大変だろうと思うんです

けれども、そこを２年に１回ぐらい、ずっと帯状に何キ

ロも草原があって、そこが私の遊び場だったんですね。

そういう原体験もあったり、あるいは南のほうで平尾台

という有名なカルスト台地。秋吉台と同じように山焼き

をやっている。やっぱり遠足に行ったり、遊びに行った

り。その原体験の下に草原に関わってきたわけですけ

れども、一番のきっかけは、実は私の高校は修学旅行

のない高校でして、いわゆる受験ばかりという、面白く

ない、非常に面白くない高校だったんですけれども。

ちょうど大阪万博の年、私が高校２年のとき、そのとき

だけ万博に修学旅行に行こうやという話が出て、その

ときに山陰地方を何泊かして大阪までバスで移動した

んですね。そのとき２日目に泊まった三瓶山という山が

とてもきれいな草原があって、牛や馬が放牧されている。

これは都会育ちの私にとってはすごい感激して、それ

をきっかけに畜産の道に興味を持ち、大学は農学部を

選んだという経緯があるわけです。

　そうこうしているうち、いろんな方と出会うことがあっ

て、今回13回目を迎える全国草原サミットの第１回目

から担当させていただいているんですよね。そういう関

係もあって、サミットのお手伝いをするような全国草原

再生ネットワークというのを立ち上げたと。

　それと時期を同じくして、さっき最初に白川さんが紹

介していただいた草原研究会、日本草原研究グループ

というのも立ち上げていただき、そのときに白川さんと

あと二、三人の方で相談して、とにかく毎月１回、どこか

草原を調査して、そこでディスカッションして回ってみよ

うや、あるいは調査の手伝いをしようやと。そうやって

中国地方を中心にいろんな草原を若い研究者を募っ

て現場のフィールドを歩きながらぐるぐるぐるぐる回って

いたという、そういうこともいろいろ重ねるうちに、今は

阿蘇に携わって、草原再生協議会、阿蘇は約２万２,000

ヘクタールの牧野があって、山焼きをやっているのが

１万6,000ヘクタールあります。その利用形態、極めて

多様でして、土地所有も多様なんですけれども、利用面

も畜産で利用されたり、カヤに利用されたり、あるいは

草刈りをして堆肥として利用されたりとやっているんで

すが、大きな観光資源にもなっていて、阿蘇の。そういう

意味では東伊豆とも共通したものがあるかもしれませ

んけれども。阿蘇においても、すごく担い手の問題とい

うのも深刻で、これをどうするかということで、年間約

2,300人のボラティアが山焼きや牧野体験に参加して

いるという仕組みづくりもちょっとやっているところです。

　前回、この東伊豆でシンポジウムがあったときに、大

きくそうですね、利用の面では観光利用、あるいはパラ

グライダーの利用というのが当時あって、新しい利用形

態どうするかという模索もさせていただいた。それから、

当時からやはり山焼きの担い手の問題というのはかな

り深刻で、東伊豆町のほうでもボランティア等の関わり

をどうやって考えていくかというようなことも論議したよ

うな記憶があります。

　それから、さっきもお話があったように、教育とか普

及の面で、子供たちをどうやって、昔は遠足で当たり前

に行っていたし、地元の人たちの草原についての実感

もあったし、誇りも多分あった。今はいろんな文化が増

えているし、全体的にも様 と々いうことで、いろんな問題

を抱えているんだというような、そういう記憶をしており

ます。この13年間でどういうふうに変わってきたのかな

というのも今日いろいろお聞きしながら、課題の共有を

できたら、いろいろ協力ができることがあろうかと思い

ますけれども。

　１つ、稲取高原で面白いなと思ったのは、何年か前

からやっている入山料ですね。草原をただで利用する

人たちは、やっぱりちゃんとそれなりの対価を払って、

ボランタリーでいいから払ってくださいという、そういう

ふうに位置づけている。これはこれからの一つの観光

行政の自然を守る形の一つの選択肢として、効果的で

はあるけれども、画期的な出来事だったのかなという

印象を持っております。

　以上です。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　高橋さんは、僕はよくよく知っているんですけれども、

会場の方も知らない方も、それから、インターネットでご

覧になっている方も、知らない方もおられると思うんで

す。先ほどあったように、日本の草原を本当にいろいろ

なところを見ている方です。草原に入って遭難したこと

もあるんでしたよね、たしか。そういう方ですが、町長か

いろな観光地を見ていただければ、町としては本当に

よかったんですけれども、このコロナ禍では本当大変、

自分自身はもう大変残念に感じております。

　そういう中で、町の基幹産業は観光でありまして、以

前は100万人以上の方が当町に来ておりましたけれど

も、今は本当、コロナ禍においてですけれども、減少し

ちゃいまして、今、去年で40万ぐらいですかね。早くこ

のコロナ禍が収まって、何とか経済を活性化していき

たいと思います。

　そういう観光以外には、やっぱりこの海、さっき言っ

たようにゼロメートルから1,400メートル、本当、傾斜

がこういうふうにありますので、本当、海と山、これを全

て満喫できますので、大変すばらしいロケーションでご

ざいます。

　そういう中で、農業、教育も盛んであります。まず、漁

業におきましたはキンメダイ、こちらはもう地域ブラン

ドになりまして、味はもう日本一でございますので、ぜひ

とも皆さん方も稲取のキンメダイ、これを味わっていた

だきたいと思います。さらに伊勢海老も取れますし、結

構豊富でございます。

　さらに農業、これにおきましても、カーネーション、こ

れはもう私も全国で一番ではないかと思います。基本

的には農林水産大臣賞、これはもう過去３回も受賞し

ておりますので、この辺はもう自信を持って、また皆さん

に進めていますし、さらにミカン、かんきつ類には

ニューサマーオレンジがあります。やはりこれも香りも

大変良く、これも東伊豆町の名産でございます。これま

た季節がありますので、町が自慢できるものがあります

ので、四季を通じて、この東伊豆町、楽しめますので、よ

ろしくお願いします。さらにスポーツにおきましてもダイ

ビングとかゴルフ、そしてパラグライダー。このパラグラ

イダー、今言った細野高原でできますので、ぜひとも海・

山・空のスポーツ、年間を通じて楽しめる、本当に四季

を通じて東伊豆町、大変すばらしいところでございます

ので、ぜひともまたご来町願いたいと思います。

　このようなことが東伊豆町ではまちづくりの目標、こ

れを満点の海・山・空は東伊豆と掲げております。この

細野高原につきましても、このまちづくりの目標の一つ

でありますので、このパネルディスカッションにおきまし

て貴重なご意見をいただければ大変ありがたいと感じ

ております。そういう中で、このあと稲取財産区の山田

委員長から保全、さらには観光協会長のほうから、この

利活用につきまして説明があると思いますので、よろし

くお願いいたします。

　私は細野高原の思い出というのは、やっぱり遠足で

ございます。当時小学生のとき、必ず遠足で細野高原に

行きました。そのときはやっぱり全学年で行きましたの

で、６年生が１年生の手を引いて行った思い出があり

ます。そういう意味でもすばらしいなと。まだ子供でした

から、草原はすばらしいなというだけで、それがですね、

やっぱり先代とその山焼きなどの苦労によってこの山

が守られていることを感じましたので、自分としてはこ

の子供たちが細野高原に子供たちが行く機会がないも

のですから、子供たちに細野高原のすばらしさを知っ

てもらった中で、さっき言った芸北の取組、これもまた

後 で 聞 き た い と 思 い ま す 。

　そういう中で、やっぱり私は遠足といった中で、今度、

富永さんとか言っていた、鹿、猪　が増えた中で、

ちょっとダニの問題が出てきました。しかし、ススキのイ

ベントをやっている中で、それに対しては十分対応して

おります。ある程度、受付において案内をして対応して

おりますので。細野高原は安全ですばらしいところです

から、よろしくお願いいたしたいと。

　私の考えはそういうことでございますもんで、またよ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　今のお話の中にもいろいろと何か視点があるんだと

思いました。

　ちょっと１つだけ、町長は地元出身なんですよね、ど

の地区。

○パネリスト（太田長八）　僕は、今は結婚して熱川地

区に住んでいますけれども、幼少期は、小さいときは稲

取地区でございまして、稲取小学校に入りまして、やっ

ぱり春と秋になると何しろその遠足が楽しみで、細野高

原に対する思い出、それが大変強いです。

○コーディネーター（白川勝信）　もう本当に地元なん

ですね。ありがとうございます。

　次に、高橋佳孝さん、自己紹介と、ご自身と草原の関

わりとか、高橋佳孝さんは東伊豆町の方ではないです

が、今日は全国草原再生ネットワークの代表理事とい

うことで参加いただいていますんで、自己紹介からお

願いします。

○パネリスト（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは。高橋

でございます。

　今、白川さんから紹介いただいたように、私は外者、

よそ者で、細野高原とそんなに深い関わりがほとんどな

いのにここに登壇していいんだろうかというね。今日そ

こにいらっしゃる内山さんはまさに稲取のご出身で、草

原に関する研究をされていると、まさにここは内山さん

がいなきゃいけない場所だと思うんです。いろいろと理

由があって、ここに出させてもらっています。

在ではあまり生活に必要と思われていないもので、い

ろんな考え方もあるでしょうけれども、自然を守るという

哲学とか概念だけでは、どうしてもこれから守っていく

のは非常に難しくなるんじゃないかなというのが私の

考えです。だから、保全していくにはどうしたらいいかと

いうと、これから地域や町にどうしても必要な場所に、

この細野高原を認知してもらうことが、認知していくこと

が重要なことじゃないかなと思います。

　その中で、先ほど白川さんのお話の中で、非常に参

考になりました。その一つとしては、あそこは水の水源

地としてもやっていますけれども、もっと水源地を広げ

て、そこにいろんな花木などを植えて、植林して、それを

観光に使ってもいいのかなと。もう一つは、先ほどから

出ている教育の場として、体験学習とか、いろんなそう

いう子供たちの教育の場にも使えたら。もう一つは、観

光資源として、自然利用のイベントとか、そういうものに

積極的に使っていただければと思います。

　財産区としても、そういうことが具体的になってきた

ら、積極的に協力して前へ進めていきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。

　今日はこの機会を利用して、皆さんのほうにも意見

を聞かせていただきまして、参考にしたいと思います。

ありがとうございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　本当に非常に大事な視点というか、たくさんありまし

たよね。植物を管理する人が絶滅危惧種だという話も、

本当にいろんなところでも起こっていることでしょうし、

ただ、管理する人がということが、発言が出ること自体

が、まだ何かよくって、地域によっては、その植物が大事

だということさえもひょっとしたらもう既に忘れられてい

るかもしれない。

　それから、もう一つのことが草原が必需品じゃなく

なったという指摘の中で、守ろうという概念だけじゃ駄

目で、具体的に何かやっていかないといけない。その

中でも、やっぱりイベントとか観光というのが強いところ

なんだから、そこを進めていきたいというお話だった

と思います。

　ありがとうございます。また後から少し詳しくお聞きし

たいと思います。

　その観光とかイベントとかを中心的に担っていらっ

しゃる石島さん、続けてお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　それでは、改めましてこん

にちは。東伊豆町観光協会の石島でございます。

　お手元に、パワーポイントのほうに10ページになる、

このジャンプしている、これは私じゃございませんけれ

ども、もっと若い人なんで、こんなジャンプすると足を痛

めちゃいますので。あと、今年の「澄んだ空気と絶景

を。」という、このポスターにもあります、これがチラシで

すね。あとそのもう一つ、稲取細野高原の冊子、これを

見ながら皆さんお聞きいただければと思います。よろし

くお願いいたします。

　それでは、まず、細野高原と東伊豆町観光協会の取

組についてということでお話しさせていただきたいと思

います。

　次のページで、自己紹介ということで、私、石島専吉

という名前なんですけれども、これは本当に私もずっと

嫌だったんですけれども、やっぱり最近やっと慣れてき

まして、これおじいさんの、祖父の名前をいきなりつけ

られました。子供の頃はすごく嫌で嫌でしようがなかっ

たんですけれども、やっとアラカンになってきて慣れて

きましたけれども、私の父の出身というのが栃木県でご

ざいました。こちらに熱川温泉のほうに修行に出されて、

そこで結婚して私が生まれたということで、今はその旅

館を私も継ぎまして、熱川温泉のほうで「ふたりの湯宿

湯花満開」というところで旅館もやっております。

　私は2018年の東伊豆町観光協会に就任しまして、

ただいま４年目で、２期目でございます。2020年、昨年、

東伊豆町産業団体連絡会の会長に就任させていただ

きまして、現在に至っております。

　この右側の写真は、毎年１回、三筋山まで歩いてい

ますというふうに書いてありますけれども、これは去年

の11月１日にちょうど第一駐車場の標高400メートル

からこの三筋山山頂の821メートルまで、往復で大体

7.5キロ、時間にして約２時間で歩きました。山頂では

妻のお弁当というか、おにぎりを食べて、この小さく前に

いるカップルも、ちゃんとお弁当を２つ持ってきて食べ

ていました。その２人の歩くのが速くて速くて、本当、追

いつくのが大変だったんですけれども、本当、軽装です

んなり歩き切っちゃいますね、若い人というのは。です

から、やっぱりそういうところも一つ面白いんじゃない

かなと思いました。

らも遠足の印象が大きかった、高橋さんは三瓶山の印

象が大きかった、やっぱり子供の頃の体験、大事なん

だなというのをお二人の今の自己紹介の中からも見て

いきますけれども、じゃ次に山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　皆さん、どうもおはようござ

います。

　私は、稲取地区特別財産区運営委員会の委員長を

やらせていただいています山田と申します。

　稲取地区の特別財産区というのは、稲取地区の区長

さんとか区の役員さんの皆さんで構成されており、細野

高原の管理や運営や、そういういろいろの事業を行っ

ております。

　財産区と言うとあれですけれども、昭和34年に、この

東伊豆町というのは城東村と稲取町が合併してできま

した。そのときに稲取地区には230町歩ほどの当時の

町有地があったわけです。その２分の１を今、稲取ゴル

フ場やバイオパークに借地しております。残った部分

はどうしようかということでいろいろ、細野高原を含め

てどうしようかということで話があって、平成３年に自治

法が改正されまして、稲取地区の４区に町から無償譲

渡され、そのときにいろいろ４区で話し合って、いろん

な分配の問題とか、いろいろ話合いが出ましたけれど

も、この際、大同団結して、４区で平等でこの細野高原

の責任を持って管理や運営をしていこうということで現

在に至っております。

　今、２分の１は、バイオパークとか稲取のゴルフ場と

かに貸してありますけれども、そのうち借地料の２分の

１は町に、２分の１を財産区の財源として使わせても

らっています。そのお金で細野高原の維持や管理、また

この各４区ありますので、各区にお金を分配して、各区

の運営をやっていただいております。

　財産区の細野高原の管理としては、防火線があり、そ

してその後、防火線焼き、その後の全体の山焼き、そし

てまた春の山菜狩りは、これは財産区としてやっており

ます。そしてまた、各４か所ばかり湿原がありますけれど

も、湿原の周りの草刈りをやっております。そして、草原

の中の道路が、結構道路がありますけれども、水とか雨

とかで結構痛むもんで、その道路の補修や管理を行っ

ております。

　防火線焼き、山焼き、これは１回につき120名ぐらい

の方に、区民に出ていただいております。この他の事業

も含めて、先ほど白川さんがお話になった800万、13

年前は800万ということで、現在は節約しまして500万

ぐらいのお金で管理と運営をしております。

　そのほか、観光協会の会長もおられますけれども、

観光協会の秋のススキがこれから始まるわけですけれ

ども、ススキ狩りにも協力したりしております。また、各種

団体で、先ほど言ったパラグライダーとかラジコンの会

とかいうように、各種団体にも利用してもらうように貸

出しをしています。

　この頃ですけれども、この前もありましたが、映画や

コマーシャルの撮影等に利用したいという希望がたく

さん多くなってきまして、それにも貸出しをして、一部の

収入にさせていただいております。

　今後の問題としては、防火線刈りもそうですけれども、

焼き、山焼きこの作業員の高齢化というのが先ほど高

橋先生の中にも、当時13年前にもあったと言いますけ

れども、現在はもっと深刻で、私は昭和24年生まれで

すけれども、大体中心になっているのは昭和20年代、

30年代生まれの方が山焼きとか防火線焼きとかの中

心になっていますので、非常に高齢化が進んでいます。

それとまた産業構造の変化で、昔は、前にも言ったよう

に農家の人が中心とかそういうことが主だったんです

けれども、今は農業から観光やいろんなお勤めの方が

増えて、当日の人員確保をするのに非常に苦労してお

ります。

　またもう一つ、一番これも大きなことかもしれません。

先ほど町長のほうからもありました、原野や山に対する

関心が非常に低くなっておりまして、そういうことも含め

て原野を守っていくというのは非常に難しくなっている

のが現実です。

　また、私はよく冗談で言いますけれども、この細野に

は多くの絶滅危惧種があり、このことを、この絶滅危惧

種を守っていくのが本当に大事なことだと思うし、また

それが我々の仕事だと思いますけれども、植物はあるん

ですけれども、その管理をしていく人のほうが絶滅危惧

種の状態になっているというのが現実な問題です。昔

は、原野は農家の資源や、要するに農家の堆肥とか何

とかという資源や生活も今までのような茅葺きの生活

の資材として必要な場所でありました。そのためにみん

な非常に協力的で、いろんなことを一生懸命管理して

いただきましたけれども、正直いって時代の流れで、現

んと海はやっているのに、そういう状況です。

　ですから、私の娘なんかも夏の旅行で昼神温泉の星

を見にいったとか、やっぱりそういう高原を求めるお客

さんが多くて、夏を涼しく過ごしたいというのもあるのか

もしれません。ですから、もっとこう海だけではなくて、こ

の細野高原も売っていきたいということです。

　現在の取組なんですけれども、昨年からちょうど財産

区のほうも細野高原を考える会というのを立ち上げて

あるそうで、私たちも年間活用委員会というのを発足し

ました。これは春と秋のイベントだけじゃなく、年間で細

野高原を利活用する方向性として、ハイキングを掲げ

て整備や企画の立案を実施しています。このハイキング

というのを、やっぱりただ普通に歩いてくれというん

じゃつまらないと思いまして、ハイキングの聖地づくりに

取り組んでいるということで、今年の５月９日にはジオ

ガイドつき、そしてキッチンカーも山頂まで用意して、そ

のプレツアーを実施しました。これは25名参加で、女

性がすごく多かったんですけれども、それをやったりと

か、先週の９月19日にはインフルエンサーを呼んで、

招待してＰＲしていただいたり。今いろんな媒体に出す

とかというよりも、そういうもうやっぱりインフルエン

サーを呼んだほうがすごく効果があるんですね。これは

いろんな広告もそうなんですけれども。ですから、そうい

うことを常にやっておりました。

　あと、今年の10月17日にも、そのハイキングのガイ

ドツアーを今、インターネットのほうで参加を募集して

おりますので、またよろしくお願いしたいと思います。

　そんな形で、この右側にある写真も、これは夜の星空

観賞。これも二、三年前のＪＲのデスティネーションキャ

ンペーンのときに夜の星空観賞のツアーというのを５

月と９月かな、そういうふうにやったときもございまして、

そんなことになります。

　じゃ次の。

　活動とＳＤＧｓということで、ＳＤＧｓって何なのかなと

いうふうに私も思ったんですけれども、今やっているこ

とがそういう保全の一部を担っているんじゃないかと

いうことで、こんな表を作成しました。東伊豆町観光協

会としては、観光客、利用客から、先ほどの入山料を頂

いて、それを財産区のほうに一部、これ本当に少なくて、

微力で申し訳ないんですけれども、大体20万から30万

ぐらいですかね、毎回そんなぐらいで、一応頑張ってや

らせていただいております。

　最後のですね。

　本当に細野高原はこの町の宝でございます。細野高

原を生かしながらの利活用が観光業が主産業である

この東伊豆町にとってとても大事だと考えております。

来年度、先ほど町長もおっしゃっていたような６つの温

泉場が一つの東伊豆町観光協会に統合されるという、

一本化事業というのもございまして、観光協会が一つに

なります。これによって、ここだけの話ということでもな

いんですけれども、稲取の細野高原というよりも、東伊

豆町の細野高原というふうにしていきたいと私は思っ

ておりまして、みんなで、全町そろって細野高原をもっと

頑張って利活用を考えて生きたというふうに思っており

ます。

　最後の資料なんですけれども、これは年間のいろい

ろな、財産区と観光協会のいろんなイベントがここにあ

りますので、参考までご覧いただければと思います。

　本日はよろしくお願いします。

　以上でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　先ほど高橋さんから前回の話題になっていたという

話があった観光、それから担い手のうちの観光につい

て、随分詳しく教えていただきました。ありがとうございま

す。特に金額とかですね、人数とか見させていただいた

ら、やっぱりさすがだなと思うのは、まずきちんとこうい

う数字が出ている上に、コロナ禍でも大きくは減らずに、

むしろしっかりと継続が続いているというところが見え

ているというのがすごいなと思いました。

　高橋さん、さっき今日聞きたいなとおっしゃっていた

ことのうちの観光の話が今報告があったんですけれど

も、聞いてみてどうですか。阿蘇のほうでも観光というの

は大きな柱だとおっしゃっていたんですけれども、いろ

いろ、規模としては随分違うと思うんですけれども、比較

しながら何か感想を教えてもらえればと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　私、観光専門じゃないです

ので、何とも言いかねるんですけれども。阿蘇の場合は

地震の影響がかなりあってですね、それによって幹線

道路が寸断されたりということで大きなダメージを受け

たわけなんです。いまだもって、やはり草原の観光的な

評価というのはすごい高いですね。前もお話ししたこと

があるんです、来訪者に阿蘇の魅力を尋ねたときに一

番魅力に感じたのは、やっぱり広い草原で、多分この

国立公園に指定された頃は火山が一番人気でござい

ましたと思うんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　阿蘇の火山ですね。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。火口が見える

とか、活火山であるとか、雄大さとかあるとは思うんです

けれども、そういうふうにモータリゼーションの関係で

道路や交通機関がかなりこう発達してくると、広い草原

の魅力というのは観光客にすごく大きいんだろうなとい

感想とかもいただきたいと思います。

　もう一つ、すみません、ちょっと先ほど聞いたときに落

としちゃったんですけれども、今、４区の共有地みたい

になっているんですよね。それは何年でしたかね、何年

に話し合って、４区の共有にしようということになったん

でしたっけ。

○パネリスト（山田賢一）　合併自体は昭和34年に合

併したんですけれども、それをそれぞれ城東村が持って

いた土地、稲取町が持っていた土地、稲取町が持って

いた土地をどうするかということも議会の中でもいろい

ろお話しされて……、町長が発言します。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですね。いいで

すか、すみません。

○パネリスト（太田長八）　基本的には今言ったように

町村合併のときに稲取の地区のこの細野高原につい

て話し合いがありました。そのときは、やっぱり町が一

枚かんで、町と４区の共有の土地で、さっき言ったよう

に、ゴルフ場、そしてアニマルキングダム、動物園、これ

に関しては２分の１。今もその分配は変えませんけれど

も、使用に関しましては、私がなって多分すぐくらい、結

構４区からそういう要望があった中で、４区の所有だっ

たのが１０年くらい前かな。そのぐらいですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　10年前ぐらいですか。

○パネリスト（太田長八）　大体ね。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。

　だから、あれですよね。昭和の合併のときにそういう

話合いがまずあって、最近というか、10年前ぐらいにも

う一度、そこの所有を見直すというか、そういう流れが

あったわけですね。

○パネリスト（太田長八）　結構ね、４区のほうから、も

う前々から一応、４区の所有にしてくれといった中で、話

合いがあったんで、役場も巻き込んでそうなったと感じ

ております、あと４区の強い希望ですね。

○コーディネーター（白川勝信）　昭和33年頃といっ

たら、草の利用はどうだったんですかね。柑橘って割と

ずっと何ていうか、堅調な産業だったのかなと想像す

るんですけれども。

○パネリスト（山田賢一）　その合併する日が来てか

ら、しばらくの間は、今も町長の話の中にもありましたが、

ゴルフ場とかバイオパークも含めて、草刈り場、採草地

だったんです。そこを正直いって、今４区と言いますけ

れども、昔はほとんど一つの入谷区と言うんですけれ

ども、そこが全員ほとんど出て、それで全部で言う200

何十町歩を自分ちで管理しておりました、合併した頃、

前後ですね。そういうことでやっていまして、ここの入

谷区というところの人はほとんど全戸出て管理をして、

防火線から山焼きからやっていました。山焼きなんか

は、ひどいこと、今じゃ考えられませんけれども、朝振

れというのがありまして、朝６時頃、班長さんが今日は

山焼きやるから出て来いと言って、それは有無もなく出

なきゃならないような状況でやっていました。今日の

仕事があるとか予定なんていうのは、それはもう無視

されて、そういうことで皆さんで、入谷の皆さんが管理

してきたものです。

○コーディネーター（白川勝信）　その頃の人の意識と

随分今と違うんでしょうね。何かその地域の行事という

か、もうやることが決まっている。もう年中行事みたいな。

○パネリスト（山田賢一）　だから、先ほど言ったよう

に、あまり利用しなくなった、農家でも使っていた人が

あまり利用しなくなったというのがやっぱり一番大きな、

大きな関心がなくなってきたということじゃないかと私

は思います。今でもよく共同で山焼きの管理をしていた

だいていますけれども、この役員以外の方の中には、

何で俺んちが山の管理をしなきゃならないんだ。海岸

線のそれこそ近くとか、町の中の人には、そう言われる

ことも多々あります。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。そういう意

味では、あれですよね。前回の、前回って、13年前のこ

とを言うのもあれなんですけれども、課題だった山の価

値を共有しないと担い手もまた続かないかもねというと

ころは、まだまだ今もちょっと課題としてあるのかもしれ

ないですね。ありがとうございます。

　そんな中で、さっきバイクの、モトクロスの人が増えて

きたという話があったんですけれども、ちょっと質問を

いただいていまして、バイクも問題があると思います。マ

ウンテンバイク、モトクロスの人の利用はどうですかと

いうことで、お聞きしたいことというのは、草原管理の立

場とか観光の立場からメリット、デメリットなんで、観光

の立場のほうからちょっと、石島さん、バイクとかモトク

ロスの人たちの観光の仕方というのはどうなんですか

ね。うちのほうを見てみると、ツーリングでやって来て、

ちょっと休憩して、また次のところにずっと行くような感

じで、何か通り抜ける形の、モトクロスじゃないので、

ツーリングバイクはうちのほうもよく来るんですけれども、

モトクロスというのは林道を走っている感じなんです

か、未整備の。どんな感じで。

○パネリスト（石島専吉）　私もそのあまり詳しくはな

いですけれども、財産委員長が言われたのは、駐車場、

その第一駐車場、第二駐車場ぐらいまで来て、山を見て、

いいところだねって言って休憩して帰るんだったらい

いんですけれどもね、その400メートル以上の上の、細

野高原の山頂近くの三筋山の近くまで林道がずっとあ

うのがあるんですが、阿蘇の場合は160ぐらいある、牧

野という言い方をするんですけれども、草原が160ぐら

いあるというふうに考えてください、細野高原みたいな

草原が。そういう世界の中で、観光についての新しい取

組というのは、阿蘇はまだ畜産が盛んなので、防疫、伝

染病が大きく広がることを一番恐れています。そのため

に牛がいるところに簡単に入れないような仕組みに

なっているんですが、牛がいないときだとか、あるいは

きちんと防疫、薬剤を散布したりあれしたりして、入る人

も人を制限して、ちゃんとガイドつきで入るという仕組み

をどんどん広げています。それで、さっきお話あったよう

にガイドで回った人は、そのうちの何人かを牧野組合

のほうに渡しているという、そういう形で、大きくバスで

歩いて、とにかくいっぱいで動くというような世界ではな

くて、そういった本当の草原のよさを学んで入っていっ

て、そこのいろいろ、さっきからお話があったように、自

然だとか文化だとか、野焼きというのがこれだけ大変な

作業で、こんなにきれいに守られているんですよという

ことも一緒に含めてですね、ガイドさんとの会話の中で

そういう会話をする。

　将来的には、多分、牧野を管理している人の若い人

がガイドになっていく、そんな仕組みづくりもこれから

やっていこうかなというふうに、こういうところです。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　山田さんのさっきのお話を聞くと、随分、観光の分野

と、すごくこう、どういえばいいんですかね、連携がよく取

れているなというふうに感じたんですよ。何か阿蘇のほ

うは、やっぱり牧野ということで、牛を放牧しているんで、

防疫ということで、しっかり消毒しないと、入ってもらっ

て病気を媒介したら困るとかっていうことがあったんで、

その辺では何か、あまり地域の方とかも観光客の人が

たくさん来ることには全然抵抗がないというか、むしろ

来てほしいというような感じなんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　観光客の方が来てほしい

というか、観光地ですから、そういうことは協力はして

いかなければならないと思いますけれども、いろんなこ

とのトラブル……、先ほどちょっと言ったけれども、今年

はね、非常にオートバイの方が細野高原に入ってきて、

物すごい大きな音で何十台って連なってくるもんで、そ

ういうことをこれから少し対策を考えなきゃならないか

ということは考えていますけれども、観光地である以上、

多少はね、イノシシとか鹿しか歩かない道よりも、やっ

ぱり人が歩いてくれたり、人がいることのほうが地元と

してはありがたいもんで、それはいろんな皆さんに注意

をしてもらいながら、多くの方に来てもらうということは、

それはいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　もう一つ、ちょっと山田さん、お尋ねしたいんですけ

れども、利用の中で、観光のイベントとか利用が結構ご

紹介いただいたんですが、何かほかの農業に草を利用

するとか、そういうことは今はどういう状況なんですか。

昔は、さっきあったというふうにおっしゃっていました

けれども。

○パネリスト（山田賢一）　昔はですね、もう今から、私

たちが若い頃は、あの全山がほとんどはげ山になるぐ

らい、皆さんあそこで草を刈って、そして堆肥にしたり、

畑の中へ引き込んだり、いろんな利用をしていました。

ほとんど、だから、水際の下ぐらいからずっと、ほとんど

草を刈り取ってしまいまして、見事なはげ山みたいに

なってしまっていました。昔はそれほどあったんですけ

れども、今は数人の方が草を刈って資源にしているぐら

いで、ほとんど草を刈る人は、非常に少なくなって、昔に

比べればもう激減というか、ちょっと、というのがこちら

の柑橘が主体だったんですけれども、その産業が非常

に衰退しちゃったもんで、そういう意味もあると思います。

○コーディネーター（白川勝信）　柑橘の畑の中に、ミ

カン畑の中に草を入れていたということですね。

○パネリスト（山田賢一）　はい、それがほとんど中心

でやっておりました。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。その数人

の方が今、すごく少ない数でやっているということで、あ

まりこう、使える草はたくさんあるけれども、草を使うこと

は随分減ってしまったということですかね。

○パネリスト（山田賢一）　そうだと思います。昔はそ

れこそ部落中というか、皆さんで、私が若い頃もそうで

すけれども、取りっこというかな、朝の４時頃から草を刈

りにいって、朝明るくなって、何だおまえらそこにいたの

かというぐらいみんなで草を刈っていましたけれども、

今はそういうことはほとんどないですね。草は幾らでも

ありますけれども、持っていく方は非常に少なくなってい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。資源はあ

るけれども、使えていないということですよね。何か

ちょっともったいないなというところなんです……、そう

だ、皆さんの手元に質問用紙というのが用意されてい

ると思います。話を聞きながら、アイデアとか意見があれ

ばぜひ書いていただければと。感想でもあれば。もし書

かれた方は、ちょっと手を挙げていただくと、役場の山

田さんが集めてくださるので、できればちょっと質問を

書いてください。何か僕の聞きたいことばかり聞くのも

もったいないので、ぜひぜひちょっと皆さんのご意見と

るわけですよ、狭い。そこをがんがん走っているらしい

んですよ。ですから、そこからまた転がり落ちちゃったり

とか、いろいろそういう事故にもつながっているみたい

なんで、今ちょっと苦慮されていて、入り口にちょっと

チェーンでもやって、それは取って行けることは行ける

んですけれども、もう少し意識をしっかり持たせたほう

が、何かね、よくないんじゃないかということもあって。そ

ういうことは山田さんからこの間言われて、そうだなと

いうふうに思いました。

○コーディネーター（白川勝信）　確かに事故があっ

たりすると。

○パネリスト（石島専吉）　そうですね。やっぱり私た

ちの考えるハイキングの聖地と、そういうバイクとかっ

ていうのは、ちょっとリンクしないんですね。ハイキング

で歩いているところをばんばんこう上っていっちゃうら

しいんですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

○パネリスト（石島専吉）　ですから、ちょっとその辺

は規制しないとまずいんじゃないかなというふうには

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　その辺を規制する

道、そこは市道なんですかね、町長。そうですか、市道

ですか。どういう形の規制が考えられますかね。

○パネリスト（太田長八）　基本的に町道が抜けてい

るんですよ。その町道に関して遊歩道が続いているの

で、そういう部分に関しましても私道なので、それはすぐ

にできると思いますので。町道に関しましては制限でき

ません。やっぱり一番心配するのがこの細野高原、住宅

地を通ってくるもんで、渋滞とか住民の理解がないと活

用できませんのでね、それなので今、細野高原付近の

住宅の理解を得られるようやっております。それこそ今

度はバイクなど、これ規制できませんもんでね、そういう

なかで細野高原の活用がちょっと中座するのが困るな

というのが現状でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　マウンテンバイクとかで来る人はいるんですか。うち

のほうはスキー場があるんで、スキー場の夏のシーズ

ンにマウンテンバイクでだっと下るとか、林道を下ると

か。自転車ですよね。自転車あまりないですか。

○パネリスト（山田賢一）　ないと思うよ。

○パネリスト（太田長八）　自分が把握したのは、熱川

地区はね、比較的林道があるもんで、熱川地区が結構

マウンテンバイクが来ているのは聞いていますけれども、

細野高原に関しては、ちょっとマウンテンバイク、普通の

オートバイが結構来るんじゃないかと、これは想像です。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ちょっとまた別の質問なんですけれども、そういう意

味で、これまであった自然イベント、自然利用で、何か

細野高原に合っているものというのは山菜狩りとかス

スキ狩り以外でどんなのが、どんなイベントがいいか

なという質問が来ているんですけれども、どういう方向

性が……

○パネリスト（太田長八）　正直いって星空やったん

ですよ。星空のほうも、自分はもう最高でした。やっぱり

行ったときに、もうライトも全て消して、虫の音だけ聞くよ

うな感じで、たまたま虫の声が聞こえて、本当にすばら

しいなと思ったんですよ。しかしながら、やっぱり寒さ、

これが寒いということで、２回やってちょっと断念したん

ですけれども。そうやった中で、星空のこと、これもある

程度やったら本当、都会の人も喜ぶんじゃないかと思

います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ほかに何かアイデアがありますか。山田さんとか石

島さんのほうは。どんなイベントがいいなというのが

あれば。

○パネリスト（山田賢一）　要するに今、私が考えてい

るというか、皆さんにも細野高原を考える会の中に

ちょっと提案させています。要するに細野高原の里山づ

くりという形で、奥山じゃなくて、あそこはまだ里山だよと

いう形で、里山のよさを広げていきたいなと。そういうこ

とで今、細野高原の入り口、これは財産区の土地じゃな

いんですけれども、やっぱり入谷部落の振興会という昔

の団体がありまして、そこの土地が６町歩ぐらいありま

して、ほとんど細野高原に隣接したところですけれども、

そこを今、森林組合の組合の皆さんが今まで植林され

ていたもんで、そこを全部伐採して、そこに今、ヤマザク

ラを全部植えようかなんていうことで、ヤマザクラの里

を今、これは国とか県の補助金をもらって森林組合が

やってくれているんですけれども。それで、地主さんは振

興会というところですけれども、将来的にはそこをヤマ

ザクラの里にしようと。中は当然、材を出すのに林道を

造りましたんで、そこが散策道路になるかなと。そこが、

うちの振興会の山だけが６ヘクタールぐらいならある

んですけれども、その奥に町の山も10町歩近く、10ヘク

タールぐらいあるもんで、今、町長ともお願いしているん

だけれども、そこ全体を全部やって、いろんなことに使

えないかな。そうすれば、振興会のほうもいろんなこと

があるんじゃないか、できるんじゃないかと。

　農協さんもいろいろそこを今、あそこにも農協の施設

もありますから、これはボツになったんですけれども、

一時、あそこで、要するに地ビールの工場を造ってやり

たいという、いいな、地ビール、ビール飲みながらあの

高原でススキ眺めたらいいなというようなことで、それ

を私たちも非常に賛成して協力したんですけれども、

ちょっといろんな事情で、それはボツになりましたけれ

ども。

　そういういろんなことで、あの高原をいろんな方面で

楽しんでもらえるような、これから設備というか、利用し

ている団体とか企業があったらいいな、私は考えてい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　何かいろんなことが、道路がやっぱり中まで通ってい

るというのがいろいろ、シャトルバスが行けるようなとか、

そういう整備ができているなというのがすごいんだろう

なと思います。

　片方でちょっと管理のほうの質問も来ているんです

けれども、担い手の問題というのも先ほどありましたが、

もう一つ、省力化という関係で、これ僕の話の中なんで

しょうね、山焼きの道路の防火帯に沿って軽トラが入れ

るようにするような話が蒜山でも聞いたことがあるけれ

ども、細野高原でも何かそういうことができる部分が

あったらコメントをお願いしますということなんですけ

れども、これどなた……、そういうのが可能そうなところ

というのはあるんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　防火帯、先ほど今、白川先

生の言った、あそこの防火線沿いにパイプを引くかとい

う案も去年出ました。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。やっぱ

り一晩で考えるようなら大体考えているんですね。

○パネリスト（山田賢一）　やって、水道屋さんに見積

りを取らせてやってみてはどうかなと思ったら、距離が

長過ぎてちょっとそのままやるんじゃ難しくないかという

ことで、それはボツになりました。

　もう一つ、今、いろんな林業試験場とかなんとかでお

話を聞いているのは、内山さんが専門ですけれども、あ

の防火線に防火林を植えて、要するに火の広がらない

ような防火林を植えて、それがただの面白くない木じゃ、

何も観光資源になりませんから、将来的に防火林であ

りながら観光資源の一助になれるような、例えばいい

んじゃないかって、内山さんが専門ですけれども、サザ

ンカとかツバキとか、一番強いのはサンゴジュなんて

いうのがあるらしいんですけれども。それらを防火帯に

10メートルぐらい、本当の火が出るところじゃなくて、火

があまりばんと燃えないようなところは防火林で防火帯

みたいなものを設置したらどうかなというようなことも

皆さんとは議論していますけれども、まだ実現はしてい

ません。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

　やっぱり結論というか、ちょっとすぐには出ないんで

しょうね。どこの地域でもいろいろそういう山焼きの省

力化とか安全性というのは出されているんですけれども、

高橋さん、何かその辺で、阿蘇のほうでは物すごいたく

さんの山焼きやっていますし、工夫されている部分もあ

ると思うんですけれども、人数も多いですが。ちょっとど

ういう、事故のほうの部分ですし、省力化の工夫で何か

あれば教えてもらえますか。

○パネリスト（高橋佳孝）　やっぱり事故は、毎年とは

言わないけれども、数年に１回必ず出ているんですね。

事故が起きると、もうやめてしまうという、そういった一

つ大きな問題が２つあって、１つはもう担い手がいない

で、いつやめるかを考えず、ただやめてしまう。責任者が

責任を取るなんて無理。例えば阿蘇の場合では、区長さ

んが火入れの責任者。

○コーディネーター（白川勝信）　火入れ責任者。

○パネリスト（高橋佳孝）　であれば、区長さんという

のは、例えば２年、３年で替わっていきますよね。そうす

ると、もう区長になりたくないという人が出てくるんです

よ。しかも、それ裁判ざたになったりとか、いろいろ面倒

くさいというのがあって、それで、多分この阿蘇の分科

会で相談される南阿蘇の村長さんがいて、南阿蘇村は

地震による被害によって野焼きができなくなったところ

が多いけれども、もともとそういう構造的な問題で、いつ

もどうなるか分からないというから、どんどんやめる、や

める、やめるというのが出てきていたんですね。そこで

少なくとも火入れ責任者は首長がなるということで、実

は安心して野焼きを再開した牧野参加者。ただ、それは

もちろん責任者だけの問題じゃなくて、そこに県や、ある

いはボランティアや市町村の協議会みたいなものをつ

くってみんなで応援してそこを再開するわけです。なぜ

再開するかというのは、これも多分、分科会で論議され

るように、熊本市民にとっては水源の源である草原の水

源涵養力というのは、実は阿蘇のほうは森林よりはる

かに高いんです。もしかしたら東伊豆もそうかもしれな

い。そういう草原の価値をみんなで共有して、それを

守っていくために役所も汗をかくし、お金も出しましょう

ということでやっている例が１つあります。

　もう一つは、牧野ごとに、さっき白川さんがおっしゃっ

たように車が通れる防火帯をやっぱり造りたいという

のが物すごく強いみたいですね。鉄鋼スラグの廃材み

たいなものが簡易的にですね、舗装までいかなくてもか

なり強い道が造れるということがあって、そういうものを

り保全という中で、首都圏から来る人が結構多いので、

500円、それくらいのお金ですけれども、地元の人に

とっては500円高いなと言いますけれども、首都圏から

来れば取りあえずそれが妥当ではないか。しかし、やっ

ぱり行くまでは結構ブーブー、周りを見ますと、現地に行

きますと、やっぱりすばらしい景色を見た中で、それは

当然当たり前の話だということを聞きますのでで、町と

してはそれがいいんじゃないかとは確認しております。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　入山料の話をしたら、先ほ

ど言った、今ススキがあるだけじゃなくて、今年、去年は

コロナのことでやらなかったんですけれども、山菜狩り

でも、私たち財産区で、入り口のところでお金を頂いて

います。あそこの入り口のところで来て、町民の方とよそ

から来た人はちょっと金額を変えて頂いております。

○コーディネーター（白川勝信）　細かい対応をして

いるんですね。

○パネリスト（山田賢一）　そうですね。それはいろん

な観光協会さんのご指導でいろいろやっていまして、町

外の方とか宿泊した方、地元の方ということで、３段階

ぐらいに値段を分けてやって、財産区の役員があそこ

でガードしてやっております。

○コーディネーター（白川勝信）　なかなか結構ね、お

金を頂くというのは勇気の要ることで、お金出したけれ

ども、こんなかってなっちゃう……

○パネリスト（山田賢一）　文句が出ますけれども、こ

れは富士山のあれと一緒だから、この山も管理するお

金ですからということで頂いています。

○コーディネーター（白川勝信）　そういう意味じゃ、

草原の価値を知っていないと、お金下さいとは言えな

いわけですから、それだけ価値を認識しているというこ

とですよね、地域の皆さんが。

○パネリスト（山田賢一）　何回かは、あそこまで来て、

ゲートのところで帰っていく方も結構います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。帰っていく

方もおられるんですね。

　草原の価値という中で、さっきちょっと質問とかを後

に、教育のことについて、町長もおっしゃったし、高橋さ

んもおっしゃっていたんですが、幾つか質問が来てい

るんですけれども、まず、高橋さんに、全体的なことだと

思うんですけれども、草原の価値の教育的効果につい

てのことの質問で、草原で子供たちに何を伝えられる

のかというのと、火入れとか野焼きを体験すること、伝

統的な作業としてそういうことを体験することの意義み

たいなところは、大きな話ですけれども、どういうところ

にあると思いますかという質問なんです。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原、教育者じゃないんで、

偉そうに語ることはできないんですけれども、価値と言

うまでもなく、大きく２つあると。１つは体験、五感で体験

したり、野焼きを体験したり、自然の雰囲気を体験した

り、草花を観察したりということと、それからやっぱり仕

組みづくりを学ぶというところですね、文化も含めてで

すね。体験に関しては、学校の中では語れないし、教え

ることができないことが屋外でできる。

　阿蘇の場合、全部の小学校で草原の学習をすること

が今できています。それで、発展性というか、私たちもそ

のほうがいいなと思ったのは、それを端緒にして、今度

はそれが公民館活動に地域活動にいく。そうすると、地

域の関わってくれる人たち、大人の人たちも増えていく

し、景観も入ってくるし、公民館として地域の草原を守っ

たり、上で寒いんですが、阿蘇の場合、草泊まりという、

草刈りをして、地元の集落と草刈り場の集落まで500

メートル以上の標高差があって、毎日通うの大変だか

ら、家族みんなで山の上に行って、草で作ったテントで

２週間ぐらい泊まって草刈りするという文化があったん

ですけれども、その中で子供たちを泊まらせて体験させ

たりというようなこともできている。

　だから、端緒は学校教育からだったんだけれども、

今は地域教育というか、教育という言い方がいいのか

悪いのか分からないんだけれども、地域の文化や歴史

や、その成り立ちや技術や意識や知識というものです

ね、子供たちに引き継いでいくと同時に、家族やその関

わる人たちにも広がっていくというものがいいですね。

少しずつ何か所かに広がっていく。そこのほうが私は

大事になってくるかなと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ＳＤＧｓの地域版とい

うか、そういうこと……

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。そんな感じに

なるのがいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　先ほど石島さんから

も、最後のスライドでＳＤＧｓという言葉があったんです

けれども、観光コンテンツそのものとしてのＳＤＧｓとか、

そういう学習のニーズというのはあるんですかね。ＳＤ

Ｇｓを学ぼうとか、そういう草原の自然、先ほどでの説明

だと、観光での収入が草原の保全に行くということだっ

たんですけれども、阿蘇ではボランティアの人は年間

2,000人以上来るし、実はうちのほうも木を切ったりと

か草刈りの体験を教育ツアーとして、一応プログラムと

いうのはあるんですけれども、そういうのは、こちらのほ

うではそういうニーズみたいなものというのはあるもん

ですか。

導入することで、野焼きを再開したり、そういう、向こうで

は恒久防火帯という言い方をするんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　恒久、ああずっと使

えるもの。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうです、ずっと使える防火

帯。道路さえあれば何とかなる。そういうものに対しても

県の事業として、導入するところにはそういう必要な経

費を出すというふうなこともでてきています。

　やっぱり今の方向性としては、恒久防火帯ですね。

　もう一つは、以前、草を刈っていて、もう裸になるよう

な状態がありました。阿蘇も秋吉台も全くそういう状態

ですね。その頃はですね、こんなに広く防火帯を切らな

くても安全だったんですよ。草がもう持ち出されている

から、火をつけてもそんなに大きくならない。今は雄大

でもう映像に入るとものすごくいいように見えるかもし

れないけれども、まさに危険な状態にあるわけですね。

25メートルぐらいまで炎が上がったりします。そんなに

危ないんじゃ、もう野焼きができないという話があった

んですが、最近、カヤ刈りとして、冬場の枯れた草をい

ろいろな方が刈っているんですよ。牧野さんにもお願い

をして、そこに入らせていただいて、たくさん刈るように。

牧野さんがそれで一番喜んだのは、野焼きが楽にな

るって。もともとあの草原の価値があって、それを維持し

ようとすることも重要ではあるんですけれども、実は、そ

れを維持するためには草をうまく利用することがそれに

もまた役に立っている。もちろんお金という点もあるかも

しれないし、材として文化財の保全に役立ったりするこ

ともあるかもしれないけれども、利用することで、実は管

理の省略化や安全性にも物すごく貢献できているとい

う、そういう仕組みづくりをみんなで共有していって、

やっぱり何か草を利用する算段と創意工夫によってひ

とつひとつやっていかれたらいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　そもそも利用してい

たから草原なのであってというところに立ち返るという

ことですね。

　ちょっと会場からの草の利用についての質問、多分、

山田さんにお答えいただいたらいいと思うんですけれ

ども、１つはミカン畑に草を使っていたときは何月ぐら

いに使っていたんですかということなんですけれども、

刈る時期というのは、決まった時期に刈っていたんで

すか。

○パネリスト（山田賢一）　刈る時期は、10月から11

月、要するにこれから秋口にかけて、もうカヤが緑がな

くなってきて、要するにそれのほうがもちがいいもんで、

青い草を刈ってやるよりも。だから、皆さん大体、草が枯

れ始めた頃から、10月から11月頃から。それで、して、

少なくとも２月に山焼きをやるもんで、山焼きのときまで

には、刈った草は持ち出してくださいよというようなこと

でやっておりました。

　だから、そうですね、大体今から、10月から11月頃

が一番多いと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　それと、かやぶき屋

根には使っていたんですか。

○パネリスト（山田賢一）　僕の記憶というか、前は

使っていたという話も聞きますけれども、実際、私は見

ていないもんで、何とも言えません。使っていたと思い

ますよ。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。使って

いたとしても、大分昔、古い時期ということですね。なる

ほど。ありがとうございます。

　ちょっと別のユーチューブのほうからの質問、すごい

いっぱい来ています。何か皆さんやっぱり、これはです

ね、シャトルバスのほうなんで、石島さんにお伺いした

いんですけれども、シャトルバスをやめたのに料金を

取っているのはどこで取っているんですか、どういうふ

うに徴収している、徴収方法を教えてくれませんかと書

いているんですけれども、それは何かゲートを設けたり

とか、そういうことですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。下の103台置け

る駐車場の入り口のところに受付がございまして、そこ

で一応、感染症対策でいろいろアルコールをやったり

とか、そういうときに払っていただいてパンフレットを渡

しています。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。コロナ対

策も一緒にできるしということですね。

○パネリスト（石島専吉）　はい。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　そのやり方というのは、割と最初の頃からそういう形

でやっていたんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。その期間だけな

んですけれども、ですから、１日過ぎれば無料で入れ

ちゃうんですね。ですから、最初は私も何でお金取るん

だよってものすごい言われているようなお客が多かっ

たんだけれども、やっぱり最初はそういうふうに、高橋

さんが言っていたように、入山料って何で取るのってい

うのを、無料のイベントというのはよくないという前任の

観光協会長から言われていて、そちらの前任の観光協

会長がそういうふうにして、私たちもそれを引き継いで

います。それを財産区のほうにも使用料として払えると

いう形になっております。

○コーディネーター（白川勝信）　町長、何か。

○パネリスト（太田長八）　入山料に関しては、やっぱ

秋って紅葉するところあるのかいって言われて、昔はも

う強気でしたから、もう団体客ばんばん入ってくるから、

じゃ結構ですよ、もうどこかの箱根とか北関東とか東北

で見てくださいと、紅葉は。伊豆はちょっとないんで結構

ですみたいな感じだったんですけれども、今は反対で

すから。紅葉する木はないんですけれども、やっぱりそ

ういうススキで秋を楽しんでほしいというのが１つです。

　あともう一つだけ、去年のススキのイベントで7,200

人来たわけですけれども、そのうちの350人にアン

ケートを取ったんですね。さっきの話とちょっとつなが

るかもしれないんですけれども、イベントの売りで何が

一番よかったですかというのは、やっぱり「絶景」でした。

これ断トツで絶景。それで、参加したい新企画、これは

多かったのが「１日限りの星降るキャンプ場」、あと、

「大自然をそのままに」という方もありますし、あと、「野

外コンサート」。これは今年はできないんですけれども、

一昨年まではホルンの演奏会だとか、稲取高校の吹奏

楽部の演奏会を土日にやったりとかしておりましたの

で、そういうことです。あと、細野高原に必要な施策とい

うことで、「アクセス道路の拡充」とか「絶景ポイントの

紹介の充実」とか、そういうことを書かれている方が多

かったということですね。

　ですから、伊豆というのは本当に秋も楽しめるんだと

いうことを観光客の皆さんにも知ってほしいということ

でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

秋を楽しんでほしいという、観光客の方へのメッセージ。

　山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　管理していくのがどういう

ことかということを言われてもあれですけれども、私はよ

く親戚とか友達とかなんとか来たときに、細野高原を連

れていくと、必ず言われるのは、何だ伊豆は山が深いん

だな、よく言われます。大体皆さんは海岸だけ走って

帰ってきて、伊豆半島の中のほうへ入るのは、天城道路

ぐらいのところしかないと思いますけれども、各町には

深い山が、山が深いです。だから、そういうことを楽しみ

ながらいろいろ山を楽しんでいただければありがたい

なと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　すみません、ちょっとチャイムが鳴っちゃって、時間が

来ちゃったんですけれども、コンパクトに高橋さんと町

長にもコメントいただいて終わりたいと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原は非常に懐の深い資

源だと思います。それで、将来に向けて決して暗いこと

ばかりじゃなくて、多分21世紀の持続的社会を語る、こ

れほど人と自然との関わりの仕組みが何千年も続いて

いるというのは、すごい懐の深い地域資源なんだろうと

いう。ただ、それを私たちが気づいていないような、これ

は研究者にもしかりだと思うし、行政においても多分し

かりだと思いますけれども、そういう意味では、もう一度、

草や草原の魅力をみんなでいろいろ創意工夫しなが

ら考えていく。新しい社会への土植えも可能になってく

る、そういう明るい展望を持ってみんなでぜひ協力し

合って次の世代にちゃんと続いていくようにしたいなと

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　じゃ最後に町長、お願いします。

○パネリスト（太田長八）　これは本当、ユーチューブ

を見ている全ての方に、これはもう人と地域の問題じゃ

ありません。これは全国の問題でございますので、全国

の方々、草原に対して興味を持っていただくことが私は

一番だと考えています。そういう中でこの草原、将来に

わたって保全なんかもね、やっぱり市町村の自治体で

連携してより多くの自治体に入ってもらった中で、草原

をいかに守っていくか、これをまたやっていきたいと思

います。そういう中ではまたユーチューブを見ている方、

その辺また支援と協力を賜ると大変ありがたいと思い

ますんで、よろしくお願いします。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　最後に非常に力強い、全国の方々、それから全国の

自治体に向けて草原共有を持ってまた加わっていただ

きたいというメッセージをいただきました。

　ちょっと僕の進行が不手際で12時を過ぎてしまいま

したが、これでパネルディスカッションを終わりたいと

思います。

　もう一度、４人のパネリストの方に感謝して拍手をい

ただけたらと思います。（拍手）

　どうもありがとうございました。

　じゃ、配信のほうもこれで終わらせていただきます。ど

うもありがとうございました。

○司会　皆さん、どうもありがとうございました。

　午後ですが、１時から東伊豆、阿蘇、蒜山の３会場で

分科会を開催いたします。午後１時になりましたら、そ

れぞれの会場で分科会を開始してください。よろしくお

願いいたします。

　その後の全体会のウェブ配信については、午後３時

20分からを予定しておりますので、午後も引き続きよろ

しくお願いいたします。

　午前の部につきましては、以上で終了となります。あり

がとうございました。

○パネリスト（石島専吉）　細野高原はまだそういう形

にはなっていないんですけれども、いろいろ摘果のミカ

ンの収穫を手伝うとか、いろいろそういうカーネーショ

ンの花を、そのまま結局時期が過ぎちゃって、全部それ

を捨てちゃうわけですね。そういうのを何か手伝う体験

だとか、そういうことは、農業体験のほうなんですけれ

ども、そういうのは少しずつプログラムに入れているん

です。まだ参加者は少ないんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　そうなんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そういうのは年間を通して

いろいろちょこちょこやっています。

○コーディネーター（白川勝信）　じゃ何か、これだけ

宿泊施設もあり、こういう海と山とっていう、すごく近いと

ころにあるという環境だったら、本当に、うちは体験教

育とかをすごく受け入れているので、何かメニューが

つっこんでいきそうだなと感じました。すみません、

ちょっと僕の興味のほうでちょっと質問をかぶせてし

まったんですが。

　もう一方、これも教育のことなんですけれども、次世代

に伝えていくために教育現場でできること、望むことは

どういうことがありますか。町長のほうから遠足の記憶

がっていう、高橋さんもそうだったんですけれども、遠足

以外でということということですが、教育現場でどういう

ことができるでしょうかね。どなたでもお答えください、

せっかくですから。どなたかありますか。

○パネリスト（太田長八）　まず、自分から言ったのは、

まず細野高原に対しての愛着ね。　子供のときから。そ

れがなければ、細野高原の保全はもう無理だと考えて

おります。そういう中で、まず町民が行った中で、細野高

原のよさが分かった中で、そしてやっていけば続ける方

向で、地域効果やったんです。それによってよさが分

かって、そうすれば、先生が言ったように子供が行けば、

必ず父兄が行きます。そういう中で全体的にやっていき

たい。それとやっぱり子供たちも自分で働いたお金で

いろんなことができる。そういうことができれば、子供た

ちの教育になると考えております。

　そういう長期的に考える中で、やっぱり子供が細野

高原に興味を持たせなければ、自分は細野高原の保

全は絶対無理だと考えておりますので、そういう中で、

そこが一つのいい機会じゃないかというようなことです。

　教育的効果、高橋先生がおっしゃったテントを作っ

てそこに滞在する、そこでキャンプするとかね、やっぱ

りそういうのがあると、教育的な体験になるんじゃない

かと考えています。

　何しろ小さい子が草原に対して興味をいかに持たせ

るか。それだけは私はいろいろと考えております。やっ

ぱり何事も一から小さい時からやっていくというふうに

ありますので、そこからの教育が私は一番大事じゃな

いかと考えておりますので、そういうふうに言わせてい

ただきました。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　ほかにありますか。

　ちょっとそろそろ時間が来ているんですが、いろんな

方の質問、本当にありがとうございます。

　もう１個だけ、僕に質問、これは物的なことなんで、カ

ヤが高いという話が出て、850円で売るのは高いん

じゃないかという……

○会場より　（「いや、違う、どうしたら高くできるかとい

うことを聞きたかった」と呼ぶ者あり）

○コーディネーター（白川勝信）　それはなぜですかと

いうことなんですが、これは、中間業者に販売している

んじゃなくて、カヤの施主さんに直接販売しているので、

一旦集めると安くなりますけれども、カヤぶき職人さんと

かカヤの施主さんとしっかりネットワークをつくるのが

高い価格で販売している一つかなと思います。価格に

ついてはカヤぶき職人さんに相談して決めた価格です

ね。すみません、以上です。

　いろいろお聞きしたんですが、ちょっと最後に皆さん

から一言ずつ、草原に関わる人への誰かを想定して、

子供でもいいですし、観光客の人でもいいですし、また、

ユーチューブで見ていらっしゃる方でもいいですけれ

ども、一言ずつメッセージをいただけたらと思います。

石島さんから、今度は反対にお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　４人目だと思って安心して

いたんですが、私は観光ということからちょっとお話を

させていただければ、何で秋のススキなんだという感じ

なんですよね。これはもう10年ぐらい前から団体の宴

会型のお客さんが激減しています。今まではもう団体で

バスで来て、もう20人、30人で宴会して、朝ばっと８時

頃帰っちゃうんですよね、もう朝食を食べて。ですから、

観光する場所なんていうのは全く必要なかったんです。

秋以外の春には河津桜もこうやってやっておりますし、

夏はやはり海水浴とか、そういうリゾートという感じが

ありますのでよかったんですけれども、それなもんで、秋

が全然オフシーズンになっちゃんたですね、一時期。そ

れで、やっぱり観光協会のほうも、せっかくああいう高

原のいい場所があるんだから、ススキのイベントをや

らせてくださいということで、財産区に頼んで町と協力

してやったような状況がございますので、そのような形

で、やはり春夏秋と楽しめる、そういうコンテンツが欲し

かったということがまず１つですね。

　ですから、秋によくお客さんに言われたのは、伊豆の
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　次をお願いします。

　細野高原を利用した東伊豆町観光協会の取組とい

うことで、私たちにとっての細野高原とは～観光の観点

から～ということで、東伊豆町、ひいては伊豆を代表す

る資源であるというふうに思っております。ですけれども、

いまだ資源であり、目的となる場所ではない、こちらは

財産区長もいるのに失礼なんですけれども、そういう状

況が続いております。

　ですから、また下を見ると、私たちが考える魅力とい

うことで、圧倒的なスケール、これは町長もドーム26個

分、箱根の仙石原が知名度が高いんですけれども、そこ

の７倍になります。ですから、もっともっと本当は来てほ

しいという状況にございます。

　絶景ということで、草原の先には太平洋、そして伊豆

大島がぽっこり浮かんでいるように見えます。そして、伊

豆諸島も見えて、後ろには、私も中学のときに遠足で天

城連山、万二郎、万三郎の遠足というのを８時間かけて

行きまして、それは本当にもうつらくて、忘れられない思

い出となりました。

　そういう状況の中で、三筋山山頂というのが標高

821メートルございます。

　次をお願いします。

　その取組の２番になりますが、先ほども財産区長が

おっしゃったように、春の山菜狩りというのは財産区が

中心になって行われておりまして、私たち観光協会とし

ては、パンフレットとかチラシを作って協力して、そして

少し受付を手伝うという形になっておりますが、秋のス

スキのイベントに関しましては、東伊豆町観光協会が

主催で行っております。ここで、細野高原でしか味わえ

ない景色・体験を売りにしたイベントを企画・運営して

いるということで、こちらの詳細は次ページをお願いし

ます。

　ここで表が出てきたんですけれども、ちょうど白川先

生がいらっしゃった13年前ということで、その後からこ

の細野高原のススキイベントが始まりました。ちょうど平

成23年度から始まりまして、2011年かな。それで、今回

の秋、これから10月８日から予定しておりますが、これ

が第11回になります。ですから、10年ぐらいやってきて

いるんですが、私のイメージとしては、もっと20年以上

やっているような気がしているんですけれども、こんなも

のなんですね、まだ11回目ということで。

　これさっき高橋先生もおっしゃっていたんですが、入

山料を取るようになったのが第３回から。第３回の平成

25年度から500円取るようにしました。そして、第５回

の27年度から600円に上げました。来たお客さんは何

か、何でこんなところでお金取るのよなんていう人も多

いんですけれども、一応そういう保全のために使わせて

いただきますと言うと、やっぱりちゃんと払っていただ

けます。

　それで、第10回、昨年の第10回にはシャトルバスを

やめたんですね。第一駐車場から、400メートルのとこ

ろから山頂の手前の駐車場までのシャトルバスを回し

ていたんですが、それをやめて、それがコロナでやっぱ

りバスの中が密になるということで、町の指導も受けま

したので、それをやめて、昨年からは300円にしました、

シャトルバスなしで。中に入山していただいた後は、自

分たちで頂上に行く方も、さっき言ったように２時間か

けて行く方もいますし、その辺を散策して帰る方もい

らっしゃるということで、そういう形にしておりますので、

今年の予定も一応300円で、シャトルバスなしというこ

とで行おうと思っています。

　このシャトルバスの運営だけで、この期間中、毎年大

体300万ぐらいかかっているんですね。ですから、それ

をやらないことによって、足の不自由な方とかご高齢の

方とか、山頂まで行けなくて残念だったという話もあっ

たんですけれども、意外とこの表を見ていただくように

人数は増えているんですね、去年より。ですから、その辺

で、今年ももう一回そういう形で挑戦しようということで

今考えております。

　その下の資料２は、これはもう財産区の方々がやら

れている山菜狩りの人数でございますので、細かく書い

てありますけれども、大体このぐらいの人数で、大体25

年ぐらい前からこの山菜狩りはやっておるということを

聞いております。

　その次で、細野高原を利用した東伊豆の観光協会の

取組の３でございますね。

　私たちの課題としては、目的となる場所へのブラン

ディグや宣伝、イベントに依存しない観光地としての整

備、特にソフト面、サービス面の企画ということで、やは

りどうしても今までは花火大会などのイベントで、一過

性なんですけれども、その日にがっと集めて、もうお金

をぱっと使って集客するという形だったんですけれども、

常に東伊豆というのは海があって、高原があるというこ

とをもっと売っていきたいということで考えております。

　この二、三年、コロナもそうなんですけれども、この二、

三年、夏がすごい猛暑なんですね。ですから、海水浴に

は暑くて行かないというお客さんが夏は増えてきており

ます。私も海の近くに旅館がありますので、夏になれば

必ずお客さんが来て、海水浴に行くというふうに思って

いたんですけれども、一昨年ぐらいのときというのは、暑

いから行きませんという、海水浴に行ったお客さん、本

当に数件だったですね。目の前は海なんですよ。ちゃ

○司会　それでは、ただいまよりパネルディスカッショ

ンを開催いたします。

　コーディネーターは基調講演に引き続き白川先生に

お願いをいたします。

それぞれのパネリストの方を私のほうからご紹介をさ

せていただきます。

　まず初めに、太田長八東伊豆町長。

○パネリスト（太田長八）　太田です。よろしくお願いし

ます。

○司会　続きまして、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋佳孝様。

○パネリスト（高橋佳孝）　高橋です。よろしくお願いし

ます。

○司会　稲取地区特別財産運営委員会委員長の山田

賢一様。

○パネリスト（山田賢一）　山田です。よろしくお願いし

ます

○司会　東伊豆町観光協会会長の石島専吉様。

○パネリスト（石島専吉）　石島です。よろしくお願いし

ます。

○司会　それでは、白川先生、よろしくお願いいたします。

○コーディネーター（白川勝信）　また白川です。よろ

しくお願いします。

　ここからはパネルディスカッションということで、先ほ

どは僕のほうから一方的にたくさんお話をさせていた

だいたんですが、今日は４人の方に来ていただいてい

るので、僕はここからは進行役で、４人の方それぞれの

話を聞いていきたいと思います。皆さんそれぞれに各

分野で活躍されている人ばかりが集まっていますし、

お一人お一人の話もじっくり聞きたいんですが、多分

ここでお互いに話していただくと、面白いものが何か

生まれていくんだろうなと思って楽しみにしています。

　それでは、最初に少しお一人ずつ、８分くらいかな

とお伝えしていたんですが、自己紹介とか活動とかを

教えていただければいいと思います。特に肩書のほう

なんですけれども、ここの細野高原の場合、東伊豆町

との関わりとか、そういうことも含めてよろしくお願いし

ます。

○パネリスト（太田長八）　そうですね、先ほど挨拶し

た町長の太田と言います。

　ちょっと私のほうから町をちょっと紹介させていただ

きたいと思います。

　まず、面積とかそういう人口、先ほど白川先生からご

紹介いただきました。場所っていうのはね、静岡県の伊

豆半島の東海岸に位置しております。そして、伊東市、

下田市、この中間でございまして、東京からは本当に２

時間ほどで来られますので、このコロナが収まりました

らば、ぜひとも皆さん方、この東伊豆町においでいただ

きまして、このすばらしい細野高原を見ていただけたら

大変ありがたいと思います。

　まず、私たちの町、全国的には珍しいんですけれども、

６温泉郷から成り立っております。東京方面の大川地

区、そして北川地区、熱川地区、片瀬地区、白田地区、こ

れらが熱川地区と言います。熱川地区は一応５地区あ

ります。そして稲取地区。全部で６温泉郷。稲取地区に

おきましては、４つの地区、東区、田町区、西区、入谷区

が存在しています。細野高原の保全に関しましては、こ

の稲取地区に細野高原がありますので、この稲取地区

の４区の皆さん方にこの保全につきましてやっていた

だいております。この場にいますので、本当４区に厚く

御礼申し上げたいと思います。

　この町は気候も温暖で過ごしやすいです。この海と

山に囲まれました、この豊かな自然、今回は皆さん方に

東伊豆町に来ていただきまして、細野高原、そしていろ

　私と草原の関わりもということなんですが、私は福岡

県の小倉市というところの出身です。当時、山々に行くと、

植林地の防火帯として草原がいくつかあった。あれ面

白いなと思って、むしろ焼けて大変だろうと思うんです

けれども、そこを２年に１回ぐらい、ずっと帯状に何キ

ロも草原があって、そこが私の遊び場だったんですね。

そういう原体験もあったり、あるいは南のほうで平尾台

という有名なカルスト台地。秋吉台と同じように山焼き

をやっている。やっぱり遠足に行ったり、遊びに行った

り。その原体験の下に草原に関わってきたわけですけ

れども、一番のきっかけは、実は私の高校は修学旅行

のない高校でして、いわゆる受験ばかりという、面白く

ない、非常に面白くない高校だったんですけれども。

ちょうど大阪万博の年、私が高校２年のとき、そのとき

だけ万博に修学旅行に行こうやという話が出て、その

ときに山陰地方を何泊かして大阪までバスで移動した

んですね。そのとき２日目に泊まった三瓶山という山が

とてもきれいな草原があって、牛や馬が放牧されている。

これは都会育ちの私にとってはすごい感激して、それ

をきっかけに畜産の道に興味を持ち、大学は農学部を

選んだという経緯があるわけです。

　そうこうしているうち、いろんな方と出会うことがあっ

て、今回13回目を迎える全国草原サミットの第１回目

から担当させていただいているんですよね。そういう関

係もあって、サミットのお手伝いをするような全国草原

再生ネットワークというのを立ち上げたと。

　それと時期を同じくして、さっき最初に白川さんが紹

介していただいた草原研究会、日本草原研究グループ

というのも立ち上げていただき、そのときに白川さんと

あと二、三人の方で相談して、とにかく毎月１回、どこか

草原を調査して、そこでディスカッションして回ってみよ

うや、あるいは調査の手伝いをしようやと。そうやって

中国地方を中心にいろんな草原を若い研究者を募っ

て現場のフィールドを歩きながらぐるぐるぐるぐる回って

いたという、そういうこともいろいろ重ねるうちに、今は

阿蘇に携わって、草原再生協議会、阿蘇は約２万２,000

ヘクタールの牧野があって、山焼きをやっているのが

１万6,000ヘクタールあります。その利用形態、極めて

多様でして、土地所有も多様なんですけれども、利用面

も畜産で利用されたり、カヤに利用されたり、あるいは

草刈りをして堆肥として利用されたりとやっているんで

すが、大きな観光資源にもなっていて、阿蘇の。そういう

意味では東伊豆とも共通したものがあるかもしれませ

んけれども。阿蘇においても、すごく担い手の問題とい

うのも深刻で、これをどうするかということで、年間約

2,300人のボラティアが山焼きや牧野体験に参加して

いるという仕組みづくりもちょっとやっているところです。

　前回、この東伊豆でシンポジウムがあったときに、大

きくそうですね、利用の面では観光利用、あるいはパラ

グライダーの利用というのが当時あって、新しい利用形

態どうするかという模索もさせていただいた。それから、

当時からやはり山焼きの担い手の問題というのはかな

り深刻で、東伊豆町のほうでもボランティア等の関わり

をどうやって考えていくかというようなことも論議したよ

うな記憶があります。

　それから、さっきもお話があったように、教育とか普

及の面で、子供たちをどうやって、昔は遠足で当たり前

に行っていたし、地元の人たちの草原についての実感

もあったし、誇りも多分あった。今はいろんな文化が増

えているし、全体的にも様 と々いうことで、いろんな問題

を抱えているんだというような、そういう記憶をしており

ます。この13年間でどういうふうに変わってきたのかな

というのも今日いろいろお聞きしながら、課題の共有を

できたら、いろいろ協力ができることがあろうかと思い

ますけれども。

　１つ、稲取高原で面白いなと思ったのは、何年か前

からやっている入山料ですね。草原をただで利用する

人たちは、やっぱりちゃんとそれなりの対価を払って、

ボランタリーでいいから払ってくださいという、そういう

ふうに位置づけている。これはこれからの一つの観光

行政の自然を守る形の一つの選択肢として、効果的で

はあるけれども、画期的な出来事だったのかなという

印象を持っております。

　以上です。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　高橋さんは、僕はよくよく知っているんですけれども、

会場の方も知らない方も、それから、インターネットでご

覧になっている方も、知らない方もおられると思うんで

す。先ほどあったように、日本の草原を本当にいろいろ

なところを見ている方です。草原に入って遭難したこと

もあるんでしたよね、たしか。そういう方ですが、町長か

いろな観光地を見ていただければ、町としては本当に

よかったんですけれども、このコロナ禍では本当大変、

自分自身はもう大変残念に感じております。

　そういう中で、町の基幹産業は観光でありまして、以

前は100万人以上の方が当町に来ておりましたけれど

も、今は本当、コロナ禍においてですけれども、減少し

ちゃいまして、今、去年で40万ぐらいですかね。早くこ

のコロナ禍が収まって、何とか経済を活性化していき

たいと思います。

　そういう観光以外には、やっぱりこの海、さっき言っ

たようにゼロメートルから1,400メートル、本当、傾斜

がこういうふうにありますので、本当、海と山、これを全

て満喫できますので、大変すばらしいロケーションでご

ざいます。

　そういう中で、農業、教育も盛んであります。まず、漁

業におきましたはキンメダイ、こちらはもう地域ブラン

ドになりまして、味はもう日本一でございますので、ぜひ

とも皆さん方も稲取のキンメダイ、これを味わっていた

だきたいと思います。さらに伊勢海老も取れますし、結

構豊富でございます。

　さらに農業、これにおきましても、カーネーション、こ

れはもう私も全国で一番ではないかと思います。基本

的には農林水産大臣賞、これはもう過去３回も受賞し

ておりますので、この辺はもう自信を持って、また皆さん

に進めていますし、さらにミカン、かんきつ類には

ニューサマーオレンジがあります。やはりこれも香りも

大変良く、これも東伊豆町の名産でございます。これま

た季節がありますので、町が自慢できるものがあります

ので、四季を通じて、この東伊豆町、楽しめますので、よ

ろしくお願いします。さらにスポーツにおきましてもダイ

ビングとかゴルフ、そしてパラグライダー。このパラグラ

イダー、今言った細野高原でできますので、ぜひとも海・

山・空のスポーツ、年間を通じて楽しめる、本当に四季

を通じて東伊豆町、大変すばらしいところでございます

ので、ぜひともまたご来町願いたいと思います。

　このようなことが東伊豆町ではまちづくりの目標、こ

れを満点の海・山・空は東伊豆と掲げております。この

細野高原につきましても、このまちづくりの目標の一つ

でありますので、このパネルディスカッションにおきまし

て貴重なご意見をいただければ大変ありがたいと感じ

ております。そういう中で、このあと稲取財産区の山田

委員長から保全、さらには観光協会長のほうから、この

利活用につきまして説明があると思いますので、よろし

くお願いいたします。

　私は細野高原の思い出というのは、やっぱり遠足で

ございます。当時小学生のとき、必ず遠足で細野高原に

行きました。そのときはやっぱり全学年で行きましたの

で、６年生が１年生の手を引いて行った思い出があり

ます。そういう意味でもすばらしいなと。まだ子供でした

から、草原はすばらしいなというだけで、それがですね、

やっぱり先代とその山焼きなどの苦労によってこの山

が守られていることを感じましたので、自分としてはこ

の子供たちが細野高原に子供たちが行く機会がないも

のですから、子供たちに細野高原のすばらしさを知っ

てもらった中で、さっき言った芸北の取組、これもまた

後 で 聞 き た い と 思 い ま す 。

　そういう中で、やっぱり私は遠足といった中で、今度、

富永さんとか言っていた、鹿、猪　が増えた中で、

ちょっとダニの問題が出てきました。しかし、ススキのイ

ベントをやっている中で、それに対しては十分対応して

おります。ある程度、受付において案内をして対応して

おりますので。細野高原は安全ですばらしいところです

から、よろしくお願いいたしたいと。

　私の考えはそういうことでございますもんで、またよ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　今のお話の中にもいろいろと何か視点があるんだと

思いました。

　ちょっと１つだけ、町長は地元出身なんですよね、ど

の地区。

○パネリスト（太田長八）　僕は、今は結婚して熱川地

区に住んでいますけれども、幼少期は、小さいときは稲

取地区でございまして、稲取小学校に入りまして、やっ

ぱり春と秋になると何しろその遠足が楽しみで、細野高

原に対する思い出、それが大変強いです。

○コーディネーター（白川勝信）　もう本当に地元なん

ですね。ありがとうございます。

　次に、高橋佳孝さん、自己紹介と、ご自身と草原の関

わりとか、高橋佳孝さんは東伊豆町の方ではないです

が、今日は全国草原再生ネットワークの代表理事とい

うことで参加いただいていますんで、自己紹介からお

願いします。

○パネリスト（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは。高橋

でございます。

　今、白川さんから紹介いただいたように、私は外者、

よそ者で、細野高原とそんなに深い関わりがほとんどな

いのにここに登壇していいんだろうかというね。今日そ

こにいらっしゃる内山さんはまさに稲取のご出身で、草

原に関する研究をされていると、まさにここは内山さん

がいなきゃいけない場所だと思うんです。いろいろと理

由があって、ここに出させてもらっています。

在ではあまり生活に必要と思われていないもので、い

ろんな考え方もあるでしょうけれども、自然を守るという

哲学とか概念だけでは、どうしてもこれから守っていく

のは非常に難しくなるんじゃないかなというのが私の

考えです。だから、保全していくにはどうしたらいいかと

いうと、これから地域や町にどうしても必要な場所に、

この細野高原を認知してもらうことが、認知していくこと

が重要なことじゃないかなと思います。

　その中で、先ほど白川さんのお話の中で、非常に参

考になりました。その一つとしては、あそこは水の水源

地としてもやっていますけれども、もっと水源地を広げ

て、そこにいろんな花木などを植えて、植林して、それを

観光に使ってもいいのかなと。もう一つは、先ほどから

出ている教育の場として、体験学習とか、いろんなそう

いう子供たちの教育の場にも使えたら。もう一つは、観

光資源として、自然利用のイベントとか、そういうものに

積極的に使っていただければと思います。

　財産区としても、そういうことが具体的になってきた

ら、積極的に協力して前へ進めていきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。

　今日はこの機会を利用して、皆さんのほうにも意見

を聞かせていただきまして、参考にしたいと思います。

ありがとうございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　本当に非常に大事な視点というか、たくさんありまし

たよね。植物を管理する人が絶滅危惧種だという話も、

本当にいろんなところでも起こっていることでしょうし、

ただ、管理する人がということが、発言が出ること自体

が、まだ何かよくって、地域によっては、その植物が大事

だということさえもひょっとしたらもう既に忘れられてい

るかもしれない。

　それから、もう一つのことが草原が必需品じゃなく

なったという指摘の中で、守ろうという概念だけじゃ駄

目で、具体的に何かやっていかないといけない。その

中でも、やっぱりイベントとか観光というのが強いところ

なんだから、そこを進めていきたいというお話だった

と思います。

　ありがとうございます。また後から少し詳しくお聞きし

たいと思います。

　その観光とかイベントとかを中心的に担っていらっ

しゃる石島さん、続けてお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　それでは、改めましてこん

にちは。東伊豆町観光協会の石島でございます。

　お手元に、パワーポイントのほうに10ページになる、

このジャンプしている、これは私じゃございませんけれ

ども、もっと若い人なんで、こんなジャンプすると足を痛

めちゃいますので。あと、今年の「澄んだ空気と絶景

を。」という、このポスターにもあります、これがチラシで

すね。あとそのもう一つ、稲取細野高原の冊子、これを

見ながら皆さんお聞きいただければと思います。よろし

くお願いいたします。

　それでは、まず、細野高原と東伊豆町観光協会の取

組についてということでお話しさせていただきたいと思

います。

　次のページで、自己紹介ということで、私、石島専吉

という名前なんですけれども、これは本当に私もずっと

嫌だったんですけれども、やっぱり最近やっと慣れてき

まして、これおじいさんの、祖父の名前をいきなりつけ

られました。子供の頃はすごく嫌で嫌でしようがなかっ

たんですけれども、やっとアラカンになってきて慣れて

きましたけれども、私の父の出身というのが栃木県でご

ざいました。こちらに熱川温泉のほうに修行に出されて、

そこで結婚して私が生まれたということで、今はその旅

館を私も継ぎまして、熱川温泉のほうで「ふたりの湯宿

湯花満開」というところで旅館もやっております。

　私は2018年の東伊豆町観光協会に就任しまして、

ただいま４年目で、２期目でございます。2020年、昨年、

東伊豆町産業団体連絡会の会長に就任させていただ

きまして、現在に至っております。

　この右側の写真は、毎年１回、三筋山まで歩いてい

ますというふうに書いてありますけれども、これは去年

の11月１日にちょうど第一駐車場の標高400メートル

からこの三筋山山頂の821メートルまで、往復で大体

7.5キロ、時間にして約２時間で歩きました。山頂では

妻のお弁当というか、おにぎりを食べて、この小さく前に

いるカップルも、ちゃんとお弁当を２つ持ってきて食べ

ていました。その２人の歩くのが速くて速くて、本当、追

いつくのが大変だったんですけれども、本当、軽装です

んなり歩き切っちゃいますね、若い人というのは。です

から、やっぱりそういうところも一つ面白いんじゃない

かなと思いました。

らも遠足の印象が大きかった、高橋さんは三瓶山の印

象が大きかった、やっぱり子供の頃の体験、大事なん

だなというのをお二人の今の自己紹介の中からも見て

いきますけれども、じゃ次に山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　皆さん、どうもおはようござ

います。

　私は、稲取地区特別財産区運営委員会の委員長を

やらせていただいています山田と申します。

　稲取地区の特別財産区というのは、稲取地区の区長

さんとか区の役員さんの皆さんで構成されており、細野

高原の管理や運営や、そういういろいろの事業を行っ

ております。

　財産区と言うとあれですけれども、昭和34年に、この

東伊豆町というのは城東村と稲取町が合併してできま

した。そのときに稲取地区には230町歩ほどの当時の

町有地があったわけです。その２分の１を今、稲取ゴル

フ場やバイオパークに借地しております。残った部分

はどうしようかということでいろいろ、細野高原を含め

てどうしようかということで話があって、平成３年に自治

法が改正されまして、稲取地区の４区に町から無償譲

渡され、そのときにいろいろ４区で話し合って、いろん

な分配の問題とか、いろいろ話合いが出ましたけれど

も、この際、大同団結して、４区で平等でこの細野高原

の責任を持って管理や運営をしていこうということで現

在に至っております。

　今、２分の１は、バイオパークとか稲取のゴルフ場と

かに貸してありますけれども、そのうち借地料の２分の

１は町に、２分の１を財産区の財源として使わせても

らっています。そのお金で細野高原の維持や管理、また

この各４区ありますので、各区にお金を分配して、各区

の運営をやっていただいております。

　財産区の細野高原の管理としては、防火線があり、そ

してその後、防火線焼き、その後の全体の山焼き、そし

てまた春の山菜狩りは、これは財産区としてやっており

ます。そしてまた、各４か所ばかり湿原がありますけれど

も、湿原の周りの草刈りをやっております。そして、草原

の中の道路が、結構道路がありますけれども、水とか雨

とかで結構痛むもんで、その道路の補修や管理を行っ

ております。

　防火線焼き、山焼き、これは１回につき120名ぐらい

の方に、区民に出ていただいております。この他の事業

も含めて、先ほど白川さんがお話になった800万、13

年前は800万ということで、現在は節約しまして500万

ぐらいのお金で管理と運営をしております。

　そのほか、観光協会の会長もおられますけれども、

観光協会の秋のススキがこれから始まるわけですけれ

ども、ススキ狩りにも協力したりしております。また、各種

団体で、先ほど言ったパラグライダーとかラジコンの会

とかいうように、各種団体にも利用してもらうように貸

出しをしています。

　この頃ですけれども、この前もありましたが、映画や

コマーシャルの撮影等に利用したいという希望がたく

さん多くなってきまして、それにも貸出しをして、一部の

収入にさせていただいております。

　今後の問題としては、防火線刈りもそうですけれども、

焼き、山焼きこの作業員の高齢化というのが先ほど高

橋先生の中にも、当時13年前にもあったと言いますけ

れども、現在はもっと深刻で、私は昭和24年生まれで

すけれども、大体中心になっているのは昭和20年代、

30年代生まれの方が山焼きとか防火線焼きとかの中

心になっていますので、非常に高齢化が進んでいます。

それとまた産業構造の変化で、昔は、前にも言ったよう

に農家の人が中心とかそういうことが主だったんです

けれども、今は農業から観光やいろんなお勤めの方が

増えて、当日の人員確保をするのに非常に苦労してお

ります。

　またもう一つ、一番これも大きなことかもしれません。

先ほど町長のほうからもありました、原野や山に対する

関心が非常に低くなっておりまして、そういうことも含め

て原野を守っていくというのは非常に難しくなっている

のが現実です。

　また、私はよく冗談で言いますけれども、この細野に

は多くの絶滅危惧種があり、このことを、この絶滅危惧

種を守っていくのが本当に大事なことだと思うし、また

それが我々の仕事だと思いますけれども、植物はあるん

ですけれども、その管理をしていく人のほうが絶滅危惧

種の状態になっているというのが現実な問題です。昔

は、原野は農家の資源や、要するに農家の堆肥とか何

とかという資源や生活も今までのような茅葺きの生活

の資材として必要な場所でありました。そのためにみん

な非常に協力的で、いろんなことを一生懸命管理して

いただきましたけれども、正直いって時代の流れで、現

んと海はやっているのに、そういう状況です。

　ですから、私の娘なんかも夏の旅行で昼神温泉の星

を見にいったとか、やっぱりそういう高原を求めるお客

さんが多くて、夏を涼しく過ごしたいというのもあるのか

もしれません。ですから、もっとこう海だけではなくて、こ

の細野高原も売っていきたいということです。

　現在の取組なんですけれども、昨年からちょうど財産

区のほうも細野高原を考える会というのを立ち上げて

あるそうで、私たちも年間活用委員会というのを発足し

ました。これは春と秋のイベントだけじゃなく、年間で細

野高原を利活用する方向性として、ハイキングを掲げ

て整備や企画の立案を実施しています。このハイキング

というのを、やっぱりただ普通に歩いてくれというん

じゃつまらないと思いまして、ハイキングの聖地づくりに

取り組んでいるということで、今年の５月９日にはジオ

ガイドつき、そしてキッチンカーも山頂まで用意して、そ

のプレツアーを実施しました。これは25名参加で、女

性がすごく多かったんですけれども、それをやったりと

か、先週の９月19日にはインフルエンサーを呼んで、

招待してＰＲしていただいたり。今いろんな媒体に出す

とかというよりも、そういうもうやっぱりインフルエン

サーを呼んだほうがすごく効果があるんですね。これは

いろんな広告もそうなんですけれども。ですから、そうい

うことを常にやっておりました。

　あと、今年の10月17日にも、そのハイキングのガイ

ドツアーを今、インターネットのほうで参加を募集して

おりますので、またよろしくお願いしたいと思います。

　そんな形で、この右側にある写真も、これは夜の星空

観賞。これも二、三年前のＪＲのデスティネーションキャ

ンペーンのときに夜の星空観賞のツアーというのを５

月と９月かな、そういうふうにやったときもございまして、

そんなことになります。

　じゃ次の。

　活動とＳＤＧｓということで、ＳＤＧｓって何なのかなと

いうふうに私も思ったんですけれども、今やっているこ

とがそういう保全の一部を担っているんじゃないかと

いうことで、こんな表を作成しました。東伊豆町観光協

会としては、観光客、利用客から、先ほどの入山料を頂

いて、それを財産区のほうに一部、これ本当に少なくて、

微力で申し訳ないんですけれども、大体20万から30万

ぐらいですかね、毎回そんなぐらいで、一応頑張ってや

らせていただいております。

　最後のですね。

　本当に細野高原はこの町の宝でございます。細野高

原を生かしながらの利活用が観光業が主産業である

この東伊豆町にとってとても大事だと考えております。

来年度、先ほど町長もおっしゃっていたような６つの温

泉場が一つの東伊豆町観光協会に統合されるという、

一本化事業というのもございまして、観光協会が一つに

なります。これによって、ここだけの話ということでもな

いんですけれども、稲取の細野高原というよりも、東伊

豆町の細野高原というふうにしていきたいと私は思っ

ておりまして、みんなで、全町そろって細野高原をもっと

頑張って利活用を考えて生きたというふうに思っており

ます。

　最後の資料なんですけれども、これは年間のいろい

ろな、財産区と観光協会のいろんなイベントがここにあ

りますので、参考までご覧いただければと思います。

　本日はよろしくお願いします。

　以上でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　先ほど高橋さんから前回の話題になっていたという

話があった観光、それから担い手のうちの観光につい

て、随分詳しく教えていただきました。ありがとうございま

す。特に金額とかですね、人数とか見させていただいた

ら、やっぱりさすがだなと思うのは、まずきちんとこうい

う数字が出ている上に、コロナ禍でも大きくは減らずに、

むしろしっかりと継続が続いているというところが見え

ているというのがすごいなと思いました。

　高橋さん、さっき今日聞きたいなとおっしゃっていた

ことのうちの観光の話が今報告があったんですけれど

も、聞いてみてどうですか。阿蘇のほうでも観光というの

は大きな柱だとおっしゃっていたんですけれども、いろ

いろ、規模としては随分違うと思うんですけれども、比較

しながら何か感想を教えてもらえればと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　私、観光専門じゃないです

ので、何とも言いかねるんですけれども。阿蘇の場合は

地震の影響がかなりあってですね、それによって幹線

道路が寸断されたりということで大きなダメージを受け

たわけなんです。いまだもって、やはり草原の観光的な

評価というのはすごい高いですね。前もお話ししたこと

があるんです、来訪者に阿蘇の魅力を尋ねたときに一

番魅力に感じたのは、やっぱり広い草原で、多分この

国立公園に指定された頃は火山が一番人気でござい

ましたと思うんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　阿蘇の火山ですね。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。火口が見える

とか、活火山であるとか、雄大さとかあるとは思うんです

けれども、そういうふうにモータリゼーションの関係で

道路や交通機関がかなりこう発達してくると、広い草原

の魅力というのは観光客にすごく大きいんだろうなとい

感想とかもいただきたいと思います。

　もう一つ、すみません、ちょっと先ほど聞いたときに落

としちゃったんですけれども、今、４区の共有地みたい

になっているんですよね。それは何年でしたかね、何年

に話し合って、４区の共有にしようということになったん

でしたっけ。

○パネリスト（山田賢一）　合併自体は昭和34年に合

併したんですけれども、それをそれぞれ城東村が持って

いた土地、稲取町が持っていた土地、稲取町が持って

いた土地をどうするかということも議会の中でもいろい

ろお話しされて……、町長が発言します。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですね。いいで

すか、すみません。

○パネリスト（太田長八）　基本的には今言ったように

町村合併のときに稲取の地区のこの細野高原につい

て話し合いがありました。そのときは、やっぱり町が一

枚かんで、町と４区の共有の土地で、さっき言ったよう

に、ゴルフ場、そしてアニマルキングダム、動物園、これ

に関しては２分の１。今もその分配は変えませんけれど

も、使用に関しましては、私がなって多分すぐくらい、結

構４区からそういう要望があった中で、４区の所有だっ

たのが１０年くらい前かな。そのぐらいですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　10年前ぐらいですか。

○パネリスト（太田長八）　大体ね。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。

　だから、あれですよね。昭和の合併のときにそういう

話合いがまずあって、最近というか、10年前ぐらいにも

う一度、そこの所有を見直すというか、そういう流れが

あったわけですね。

○パネリスト（太田長八）　結構ね、４区のほうから、も

う前々から一応、４区の所有にしてくれといった中で、話

合いがあったんで、役場も巻き込んでそうなったと感じ

ております、あと４区の強い希望ですね。

○コーディネーター（白川勝信）　昭和33年頃といっ

たら、草の利用はどうだったんですかね。柑橘って割と

ずっと何ていうか、堅調な産業だったのかなと想像す

るんですけれども。

○パネリスト（山田賢一）　その合併する日が来てか

ら、しばらくの間は、今も町長の話の中にもありましたが、

ゴルフ場とかバイオパークも含めて、草刈り場、採草地

だったんです。そこを正直いって、今４区と言いますけ

れども、昔はほとんど一つの入谷区と言うんですけれ

ども、そこが全員ほとんど出て、それで全部で言う200

何十町歩を自分ちで管理しておりました、合併した頃、

前後ですね。そういうことでやっていまして、ここの入

谷区というところの人はほとんど全戸出て管理をして、

防火線から山焼きからやっていました。山焼きなんか

は、ひどいこと、今じゃ考えられませんけれども、朝振

れというのがありまして、朝６時頃、班長さんが今日は

山焼きやるから出て来いと言って、それは有無もなく出

なきゃならないような状況でやっていました。今日の

仕事があるとか予定なんていうのは、それはもう無視

されて、そういうことで皆さんで、入谷の皆さんが管理

してきたものです。

○コーディネーター（白川勝信）　その頃の人の意識と

随分今と違うんでしょうね。何かその地域の行事という

か、もうやることが決まっている。もう年中行事みたいな。

○パネリスト（山田賢一）　だから、先ほど言ったよう

に、あまり利用しなくなった、農家でも使っていた人が

あまり利用しなくなったというのがやっぱり一番大きな、

大きな関心がなくなってきたということじゃないかと私

は思います。今でもよく共同で山焼きの管理をしていた

だいていますけれども、この役員以外の方の中には、

何で俺んちが山の管理をしなきゃならないんだ。海岸

線のそれこそ近くとか、町の中の人には、そう言われる

ことも多々あります。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。そういう意

味では、あれですよね。前回の、前回って、13年前のこ

とを言うのもあれなんですけれども、課題だった山の価

値を共有しないと担い手もまた続かないかもねというと

ころは、まだまだ今もちょっと課題としてあるのかもしれ

ないですね。ありがとうございます。

　そんな中で、さっきバイクの、モトクロスの人が増えて

きたという話があったんですけれども、ちょっと質問を

いただいていまして、バイクも問題があると思います。マ

ウンテンバイク、モトクロスの人の利用はどうですかと

いうことで、お聞きしたいことというのは、草原管理の立

場とか観光の立場からメリット、デメリットなんで、観光

の立場のほうからちょっと、石島さん、バイクとかモトク

ロスの人たちの観光の仕方というのはどうなんですか

ね。うちのほうを見てみると、ツーリングでやって来て、

ちょっと休憩して、また次のところにずっと行くような感

じで、何か通り抜ける形の、モトクロスじゃないので、

ツーリングバイクはうちのほうもよく来るんですけれども、

モトクロスというのは林道を走っている感じなんです

か、未整備の。どんな感じで。

○パネリスト（石島専吉）　私もそのあまり詳しくはな

いですけれども、財産委員長が言われたのは、駐車場、

その第一駐車場、第二駐車場ぐらいまで来て、山を見て、

いいところだねって言って休憩して帰るんだったらい

いんですけれどもね、その400メートル以上の上の、細

野高原の山頂近くの三筋山の近くまで林道がずっとあ

うのがあるんですが、阿蘇の場合は160ぐらいある、牧

野という言い方をするんですけれども、草原が160ぐら

いあるというふうに考えてください、細野高原みたいな

草原が。そういう世界の中で、観光についての新しい取

組というのは、阿蘇はまだ畜産が盛んなので、防疫、伝

染病が大きく広がることを一番恐れています。そのため

に牛がいるところに簡単に入れないような仕組みに

なっているんですが、牛がいないときだとか、あるいは

きちんと防疫、薬剤を散布したりあれしたりして、入る人

も人を制限して、ちゃんとガイドつきで入るという仕組み

をどんどん広げています。それで、さっきお話あったよう

にガイドで回った人は、そのうちの何人かを牧野組合

のほうに渡しているという、そういう形で、大きくバスで

歩いて、とにかくいっぱいで動くというような世界ではな

くて、そういった本当の草原のよさを学んで入っていっ

て、そこのいろいろ、さっきからお話があったように、自

然だとか文化だとか、野焼きというのがこれだけ大変な

作業で、こんなにきれいに守られているんですよという

ことも一緒に含めてですね、ガイドさんとの会話の中で

そういう会話をする。

　将来的には、多分、牧野を管理している人の若い人

がガイドになっていく、そんな仕組みづくりもこれから

やっていこうかなというふうに、こういうところです。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　山田さんのさっきのお話を聞くと、随分、観光の分野

と、すごくこう、どういえばいいんですかね、連携がよく取

れているなというふうに感じたんですよ。何か阿蘇のほ

うは、やっぱり牧野ということで、牛を放牧しているんで、

防疫ということで、しっかり消毒しないと、入ってもらっ

て病気を媒介したら困るとかっていうことがあったんで、

その辺では何か、あまり地域の方とかも観光客の人が

たくさん来ることには全然抵抗がないというか、むしろ

来てほしいというような感じなんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　観光客の方が来てほしい

というか、観光地ですから、そういうことは協力はして

いかなければならないと思いますけれども、いろんなこ

とのトラブル……、先ほどちょっと言ったけれども、今年

はね、非常にオートバイの方が細野高原に入ってきて、

物すごい大きな音で何十台って連なってくるもんで、そ

ういうことをこれから少し対策を考えなきゃならないか

ということは考えていますけれども、観光地である以上、

多少はね、イノシシとか鹿しか歩かない道よりも、やっ

ぱり人が歩いてくれたり、人がいることのほうが地元と

してはありがたいもんで、それはいろんな皆さんに注意

をしてもらいながら、多くの方に来てもらうということは、

それはいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　もう一つ、ちょっと山田さん、お尋ねしたいんですけ

れども、利用の中で、観光のイベントとか利用が結構ご

紹介いただいたんですが、何かほかの農業に草を利用

するとか、そういうことは今はどういう状況なんですか。

昔は、さっきあったというふうにおっしゃっていました

けれども。

○パネリスト（山田賢一）　昔はですね、もう今から、私

たちが若い頃は、あの全山がほとんどはげ山になるぐ

らい、皆さんあそこで草を刈って、そして堆肥にしたり、

畑の中へ引き込んだり、いろんな利用をしていました。

ほとんど、だから、水際の下ぐらいからずっと、ほとんど

草を刈り取ってしまいまして、見事なはげ山みたいに

なってしまっていました。昔はそれほどあったんですけ

れども、今は数人の方が草を刈って資源にしているぐら

いで、ほとんど草を刈る人は、非常に少なくなって、昔に

比べればもう激減というか、ちょっと、というのがこちら

の柑橘が主体だったんですけれども、その産業が非常

に衰退しちゃったもんで、そういう意味もあると思います。

○コーディネーター（白川勝信）　柑橘の畑の中に、ミ

カン畑の中に草を入れていたということですね。

○パネリスト（山田賢一）　はい、それがほとんど中心

でやっておりました。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。その数人

の方が今、すごく少ない数でやっているということで、あ

まりこう、使える草はたくさんあるけれども、草を使うこと

は随分減ってしまったということですかね。

○パネリスト（山田賢一）　そうだと思います。昔はそ

れこそ部落中というか、皆さんで、私が若い頃もそうで

すけれども、取りっこというかな、朝の４時頃から草を刈

りにいって、朝明るくなって、何だおまえらそこにいたの

かというぐらいみんなで草を刈っていましたけれども、

今はそういうことはほとんどないですね。草は幾らでも

ありますけれども、持っていく方は非常に少なくなってい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。資源はあ

るけれども、使えていないということですよね。何か

ちょっともったいないなというところなんです……、そう

だ、皆さんの手元に質問用紙というのが用意されてい

ると思います。話を聞きながら、アイデアとか意見があれ

ばぜひ書いていただければと。感想でもあれば。もし書

かれた方は、ちょっと手を挙げていただくと、役場の山

田さんが集めてくださるので、できればちょっと質問を

書いてください。何か僕の聞きたいことばかり聞くのも

もったいないので、ぜひぜひちょっと皆さんのご意見と

るわけですよ、狭い。そこをがんがん走っているらしい

んですよ。ですから、そこからまた転がり落ちちゃったり

とか、いろいろそういう事故にもつながっているみたい

なんで、今ちょっと苦慮されていて、入り口にちょっと

チェーンでもやって、それは取って行けることは行ける

んですけれども、もう少し意識をしっかり持たせたほう

が、何かね、よくないんじゃないかということもあって。そ

ういうことは山田さんからこの間言われて、そうだなと

いうふうに思いました。

○コーディネーター（白川勝信）　確かに事故があっ

たりすると。

○パネリスト（石島専吉）　そうですね。やっぱり私た

ちの考えるハイキングの聖地と、そういうバイクとかっ

ていうのは、ちょっとリンクしないんですね。ハイキング

で歩いているところをばんばんこう上っていっちゃうら

しいんですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

○パネリスト（石島専吉）　ですから、ちょっとその辺

は規制しないとまずいんじゃないかなというふうには

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　その辺を規制する

道、そこは市道なんですかね、町長。そうですか、市道

ですか。どういう形の規制が考えられますかね。

○パネリスト（太田長八）　基本的に町道が抜けてい

るんですよ。その町道に関して遊歩道が続いているの

で、そういう部分に関しましても私道なので、それはすぐ

にできると思いますので。町道に関しましては制限でき

ません。やっぱり一番心配するのがこの細野高原、住宅

地を通ってくるもんで、渋滞とか住民の理解がないと活

用できませんのでね、それなので今、細野高原付近の

住宅の理解を得られるようやっております。それこそ今

度はバイクなど、これ規制できませんもんでね、そういう

なかで細野高原の活用がちょっと中座するのが困るな

というのが現状でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　マウンテンバイクとかで来る人はいるんですか。うち

のほうはスキー場があるんで、スキー場の夏のシーズ

ンにマウンテンバイクでだっと下るとか、林道を下ると

か。自転車ですよね。自転車あまりないですか。

○パネリスト（山田賢一）　ないと思うよ。

○パネリスト（太田長八）　自分が把握したのは、熱川

地区はね、比較的林道があるもんで、熱川地区が結構

マウンテンバイクが来ているのは聞いていますけれども、

細野高原に関しては、ちょっとマウンテンバイク、普通の

オートバイが結構来るんじゃないかと、これは想像です。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ちょっとまた別の質問なんですけれども、そういう意

味で、これまであった自然イベント、自然利用で、何か

細野高原に合っているものというのは山菜狩りとかス

スキ狩り以外でどんなのが、どんなイベントがいいか

なという質問が来ているんですけれども、どういう方向

性が……

○パネリスト（太田長八）　正直いって星空やったん

ですよ。星空のほうも、自分はもう最高でした。やっぱり

行ったときに、もうライトも全て消して、虫の音だけ聞くよ

うな感じで、たまたま虫の声が聞こえて、本当にすばら

しいなと思ったんですよ。しかしながら、やっぱり寒さ、

これが寒いということで、２回やってちょっと断念したん

ですけれども。そうやった中で、星空のこと、これもある

程度やったら本当、都会の人も喜ぶんじゃないかと思

います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ほかに何かアイデアがありますか。山田さんとか石

島さんのほうは。どんなイベントがいいなというのが

あれば。

○パネリスト（山田賢一）　要するに今、私が考えてい

るというか、皆さんにも細野高原を考える会の中に

ちょっと提案させています。要するに細野高原の里山づ

くりという形で、奥山じゃなくて、あそこはまだ里山だよと

いう形で、里山のよさを広げていきたいなと。そういうこ

とで今、細野高原の入り口、これは財産区の土地じゃな

いんですけれども、やっぱり入谷部落の振興会という昔

の団体がありまして、そこの土地が６町歩ぐらいありま

して、ほとんど細野高原に隣接したところですけれども、

そこを今、森林組合の組合の皆さんが今まで植林され

ていたもんで、そこを全部伐採して、そこに今、ヤマザク

ラを全部植えようかなんていうことで、ヤマザクラの里

を今、これは国とか県の補助金をもらって森林組合が

やってくれているんですけれども。それで、地主さんは振

興会というところですけれども、将来的にはそこをヤマ

ザクラの里にしようと。中は当然、材を出すのに林道を

造りましたんで、そこが散策道路になるかなと。そこが、

うちの振興会の山だけが６ヘクタールぐらいならある

んですけれども、その奥に町の山も10町歩近く、10ヘク

タールぐらいあるもんで、今、町長ともお願いしているん

だけれども、そこ全体を全部やって、いろんなことに使

えないかな。そうすれば、振興会のほうもいろんなこと

があるんじゃないか、できるんじゃないかと。

　農協さんもいろいろそこを今、あそこにも農協の施設

もありますから、これはボツになったんですけれども、

一時、あそこで、要するに地ビールの工場を造ってやり

たいという、いいな、地ビール、ビール飲みながらあの

高原でススキ眺めたらいいなというようなことで、それ

を私たちも非常に賛成して協力したんですけれども、

ちょっといろんな事情で、それはボツになりましたけれ

ども。

　そういういろんなことで、あの高原をいろんな方面で

楽しんでもらえるような、これから設備というか、利用し

ている団体とか企業があったらいいな、私は考えてい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　何かいろんなことが、道路がやっぱり中まで通ってい

るというのがいろいろ、シャトルバスが行けるようなとか、

そういう整備ができているなというのがすごいんだろう

なと思います。

　片方でちょっと管理のほうの質問も来ているんです

けれども、担い手の問題というのも先ほどありましたが、

もう一つ、省力化という関係で、これ僕の話の中なんで

しょうね、山焼きの道路の防火帯に沿って軽トラが入れ

るようにするような話が蒜山でも聞いたことがあるけれ

ども、細野高原でも何かそういうことができる部分が

あったらコメントをお願いしますということなんですけ

れども、これどなた……、そういうのが可能そうなところ

というのはあるんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　防火帯、先ほど今、白川先

生の言った、あそこの防火線沿いにパイプを引くかとい

う案も去年出ました。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。やっぱ

り一晩で考えるようなら大体考えているんですね。

○パネリスト（山田賢一）　やって、水道屋さんに見積

りを取らせてやってみてはどうかなと思ったら、距離が

長過ぎてちょっとそのままやるんじゃ難しくないかという

ことで、それはボツになりました。

　もう一つ、今、いろんな林業試験場とかなんとかでお

話を聞いているのは、内山さんが専門ですけれども、あ

の防火線に防火林を植えて、要するに火の広がらない

ような防火林を植えて、それがただの面白くない木じゃ、

何も観光資源になりませんから、将来的に防火林であ

りながら観光資源の一助になれるような、例えばいい

んじゃないかって、内山さんが専門ですけれども、サザ

ンカとかツバキとか、一番強いのはサンゴジュなんて

いうのがあるらしいんですけれども。それらを防火帯に

10メートルぐらい、本当の火が出るところじゃなくて、火

があまりばんと燃えないようなところは防火林で防火帯

みたいなものを設置したらどうかなというようなことも

皆さんとは議論していますけれども、まだ実現はしてい

ません。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

　やっぱり結論というか、ちょっとすぐには出ないんで

しょうね。どこの地域でもいろいろそういう山焼きの省

力化とか安全性というのは出されているんですけれども、

高橋さん、何かその辺で、阿蘇のほうでは物すごいたく

さんの山焼きやっていますし、工夫されている部分もあ

ると思うんですけれども、人数も多いですが。ちょっとど

ういう、事故のほうの部分ですし、省力化の工夫で何か

あれば教えてもらえますか。

○パネリスト（高橋佳孝）　やっぱり事故は、毎年とは

言わないけれども、数年に１回必ず出ているんですね。

事故が起きると、もうやめてしまうという、そういった一

つ大きな問題が２つあって、１つはもう担い手がいない

で、いつやめるかを考えず、ただやめてしまう。責任者が

責任を取るなんて無理。例えば阿蘇の場合では、区長さ

んが火入れの責任者。

○コーディネーター（白川勝信）　火入れ責任者。

○パネリスト（高橋佳孝）　であれば、区長さんという

のは、例えば２年、３年で替わっていきますよね。そうす

ると、もう区長になりたくないという人が出てくるんです

よ。しかも、それ裁判ざたになったりとか、いろいろ面倒

くさいというのがあって、それで、多分この阿蘇の分科

会で相談される南阿蘇の村長さんがいて、南阿蘇村は

地震による被害によって野焼きができなくなったところ

が多いけれども、もともとそういう構造的な問題で、いつ

もどうなるか分からないというから、どんどんやめる、や

める、やめるというのが出てきていたんですね。そこで

少なくとも火入れ責任者は首長がなるということで、実

は安心して野焼きを再開した牧野参加者。ただ、それは

もちろん責任者だけの問題じゃなくて、そこに県や、ある

いはボランティアや市町村の協議会みたいなものをつ

くってみんなで応援してそこを再開するわけです。なぜ

再開するかというのは、これも多分、分科会で論議され

るように、熊本市民にとっては水源の源である草原の水

源涵養力というのは、実は阿蘇のほうは森林よりはる

かに高いんです。もしかしたら東伊豆もそうかもしれな

い。そういう草原の価値をみんなで共有して、それを

守っていくために役所も汗をかくし、お金も出しましょう

ということでやっている例が１つあります。

　もう一つは、牧野ごとに、さっき白川さんがおっしゃっ

たように車が通れる防火帯をやっぱり造りたいという

のが物すごく強いみたいですね。鉄鋼スラグの廃材み

たいなものが簡易的にですね、舗装までいかなくてもか

なり強い道が造れるということがあって、そういうものを

り保全という中で、首都圏から来る人が結構多いので、

500円、それくらいのお金ですけれども、地元の人に

とっては500円高いなと言いますけれども、首都圏から

来れば取りあえずそれが妥当ではないか。しかし、やっ

ぱり行くまでは結構ブーブー、周りを見ますと、現地に行

きますと、やっぱりすばらしい景色を見た中で、それは

当然当たり前の話だということを聞きますのでで、町と

してはそれがいいんじゃないかとは確認しております。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　入山料の話をしたら、先ほ

ど言った、今ススキがあるだけじゃなくて、今年、去年は

コロナのことでやらなかったんですけれども、山菜狩り

でも、私たち財産区で、入り口のところでお金を頂いて

います。あそこの入り口のところで来て、町民の方とよそ

から来た人はちょっと金額を変えて頂いております。

○コーディネーター（白川勝信）　細かい対応をして

いるんですね。

○パネリスト（山田賢一）　そうですね。それはいろん

な観光協会さんのご指導でいろいろやっていまして、町

外の方とか宿泊した方、地元の方ということで、３段階

ぐらいに値段を分けてやって、財産区の役員があそこ

でガードしてやっております。

○コーディネーター（白川勝信）　なかなか結構ね、お

金を頂くというのは勇気の要ることで、お金出したけれ

ども、こんなかってなっちゃう……

○パネリスト（山田賢一）　文句が出ますけれども、こ

れは富士山のあれと一緒だから、この山も管理するお

金ですからということで頂いています。

○コーディネーター（白川勝信）　そういう意味じゃ、

草原の価値を知っていないと、お金下さいとは言えな

いわけですから、それだけ価値を認識しているというこ

とですよね、地域の皆さんが。

○パネリスト（山田賢一）　何回かは、あそこまで来て、

ゲートのところで帰っていく方も結構います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。帰っていく

方もおられるんですね。

　草原の価値という中で、さっきちょっと質問とかを後

に、教育のことについて、町長もおっしゃったし、高橋さ

んもおっしゃっていたんですが、幾つか質問が来てい

るんですけれども、まず、高橋さんに、全体的なことだと

思うんですけれども、草原の価値の教育的効果につい

てのことの質問で、草原で子供たちに何を伝えられる

のかというのと、火入れとか野焼きを体験すること、伝

統的な作業としてそういうことを体験することの意義み

たいなところは、大きな話ですけれども、どういうところ

にあると思いますかという質問なんです。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原、教育者じゃないんで、

偉そうに語ることはできないんですけれども、価値と言

うまでもなく、大きく２つあると。１つは体験、五感で体験

したり、野焼きを体験したり、自然の雰囲気を体験した

り、草花を観察したりということと、それからやっぱり仕

組みづくりを学ぶというところですね、文化も含めてで

すね。体験に関しては、学校の中では語れないし、教え

ることができないことが屋外でできる。

　阿蘇の場合、全部の小学校で草原の学習をすること

が今できています。それで、発展性というか、私たちもそ

のほうがいいなと思ったのは、それを端緒にして、今度

はそれが公民館活動に地域活動にいく。そうすると、地

域の関わってくれる人たち、大人の人たちも増えていく

し、景観も入ってくるし、公民館として地域の草原を守っ

たり、上で寒いんですが、阿蘇の場合、草泊まりという、

草刈りをして、地元の集落と草刈り場の集落まで500

メートル以上の標高差があって、毎日通うの大変だか

ら、家族みんなで山の上に行って、草で作ったテントで

２週間ぐらい泊まって草刈りするという文化があったん

ですけれども、その中で子供たちを泊まらせて体験させ

たりというようなこともできている。

　だから、端緒は学校教育からだったんだけれども、

今は地域教育というか、教育という言い方がいいのか

悪いのか分からないんだけれども、地域の文化や歴史

や、その成り立ちや技術や意識や知識というものです

ね、子供たちに引き継いでいくと同時に、家族やその関

わる人たちにも広がっていくというものがいいですね。

少しずつ何か所かに広がっていく。そこのほうが私は

大事になってくるかなと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ＳＤＧｓの地域版とい

うか、そういうこと……

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。そんな感じに

なるのがいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　先ほど石島さんから

も、最後のスライドでＳＤＧｓという言葉があったんです

けれども、観光コンテンツそのものとしてのＳＤＧｓとか、

そういう学習のニーズというのはあるんですかね。ＳＤ

Ｇｓを学ぼうとか、そういう草原の自然、先ほどでの説明

だと、観光での収入が草原の保全に行くということだっ

たんですけれども、阿蘇ではボランティアの人は年間

2,000人以上来るし、実はうちのほうも木を切ったりと

か草刈りの体験を教育ツアーとして、一応プログラムと

いうのはあるんですけれども、そういうのは、こちらのほ

うではそういうニーズみたいなものというのはあるもん

ですか。

導入することで、野焼きを再開したり、そういう、向こうで

は恒久防火帯という言い方をするんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　恒久、ああずっと使

えるもの。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうです、ずっと使える防火

帯。道路さえあれば何とかなる。そういうものに対しても

県の事業として、導入するところにはそういう必要な経

費を出すというふうなこともでてきています。

　やっぱり今の方向性としては、恒久防火帯ですね。

　もう一つは、以前、草を刈っていて、もう裸になるよう

な状態がありました。阿蘇も秋吉台も全くそういう状態

ですね。その頃はですね、こんなに広く防火帯を切らな

くても安全だったんですよ。草がもう持ち出されている

から、火をつけてもそんなに大きくならない。今は雄大

でもう映像に入るとものすごくいいように見えるかもし

れないけれども、まさに危険な状態にあるわけですね。

25メートルぐらいまで炎が上がったりします。そんなに

危ないんじゃ、もう野焼きができないという話があった

んですが、最近、カヤ刈りとして、冬場の枯れた草をい

ろいろな方が刈っているんですよ。牧野さんにもお願い

をして、そこに入らせていただいて、たくさん刈るように。

牧野さんがそれで一番喜んだのは、野焼きが楽にな

るって。もともとあの草原の価値があって、それを維持し

ようとすることも重要ではあるんですけれども、実は、そ

れを維持するためには草をうまく利用することがそれに

もまた役に立っている。もちろんお金という点もあるかも

しれないし、材として文化財の保全に役立ったりするこ

ともあるかもしれないけれども、利用することで、実は管

理の省略化や安全性にも物すごく貢献できているとい

う、そういう仕組みづくりをみんなで共有していって、

やっぱり何か草を利用する算段と創意工夫によってひ

とつひとつやっていかれたらいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　そもそも利用してい

たから草原なのであってというところに立ち返るという

ことですね。

　ちょっと会場からの草の利用についての質問、多分、

山田さんにお答えいただいたらいいと思うんですけれ

ども、１つはミカン畑に草を使っていたときは何月ぐら

いに使っていたんですかということなんですけれども、

刈る時期というのは、決まった時期に刈っていたんで

すか。

○パネリスト（山田賢一）　刈る時期は、10月から11

月、要するにこれから秋口にかけて、もうカヤが緑がな

くなってきて、要するにそれのほうがもちがいいもんで、

青い草を刈ってやるよりも。だから、皆さん大体、草が枯

れ始めた頃から、10月から11月頃から。それで、して、

少なくとも２月に山焼きをやるもんで、山焼きのときまで

には、刈った草は持ち出してくださいよというようなこと

でやっておりました。

　だから、そうですね、大体今から、10月から11月頃

が一番多いと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　それと、かやぶき屋

根には使っていたんですか。

○パネリスト（山田賢一）　僕の記憶というか、前は

使っていたという話も聞きますけれども、実際、私は見

ていないもんで、何とも言えません。使っていたと思い

ますよ。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。使って

いたとしても、大分昔、古い時期ということですね。なる

ほど。ありがとうございます。

　ちょっと別のユーチューブのほうからの質問、すごい

いっぱい来ています。何か皆さんやっぱり、これはです

ね、シャトルバスのほうなんで、石島さんにお伺いした

いんですけれども、シャトルバスをやめたのに料金を

取っているのはどこで取っているんですか、どういうふ

うに徴収している、徴収方法を教えてくれませんかと書

いているんですけれども、それは何かゲートを設けたり

とか、そういうことですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。下の103台置け

る駐車場の入り口のところに受付がございまして、そこ

で一応、感染症対策でいろいろアルコールをやったり

とか、そういうときに払っていただいてパンフレットを渡

しています。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。コロナ対

策も一緒にできるしということですね。

○パネリスト（石島専吉）　はい。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　そのやり方というのは、割と最初の頃からそういう形

でやっていたんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。その期間だけな

んですけれども、ですから、１日過ぎれば無料で入れ

ちゃうんですね。ですから、最初は私も何でお金取るん

だよってものすごい言われているようなお客が多かっ

たんだけれども、やっぱり最初はそういうふうに、高橋

さんが言っていたように、入山料って何で取るのってい

うのを、無料のイベントというのはよくないという前任の

観光協会長から言われていて、そちらの前任の観光協

会長がそういうふうにして、私たちもそれを引き継いで

います。それを財産区のほうにも使用料として払えると

いう形になっております。

○コーディネーター（白川勝信）　町長、何か。

○パネリスト（太田長八）　入山料に関しては、やっぱ

秋って紅葉するところあるのかいって言われて、昔はも

う強気でしたから、もう団体客ばんばん入ってくるから、

じゃ結構ですよ、もうどこかの箱根とか北関東とか東北

で見てくださいと、紅葉は。伊豆はちょっとないんで結構

ですみたいな感じだったんですけれども、今は反対で

すから。紅葉する木はないんですけれども、やっぱりそ

ういうススキで秋を楽しんでほしいというのが１つです。

　あともう一つだけ、去年のススキのイベントで7,200

人来たわけですけれども、そのうちの350人にアン

ケートを取ったんですね。さっきの話とちょっとつなが

るかもしれないんですけれども、イベントの売りで何が

一番よかったですかというのは、やっぱり「絶景」でした。

これ断トツで絶景。それで、参加したい新企画、これは

多かったのが「１日限りの星降るキャンプ場」、あと、

「大自然をそのままに」という方もありますし、あと、「野

外コンサート」。これは今年はできないんですけれども、

一昨年まではホルンの演奏会だとか、稲取高校の吹奏

楽部の演奏会を土日にやったりとかしておりましたの

で、そういうことです。あと、細野高原に必要な施策とい

うことで、「アクセス道路の拡充」とか「絶景ポイントの

紹介の充実」とか、そういうことを書かれている方が多

かったということですね。

　ですから、伊豆というのは本当に秋も楽しめるんだと

いうことを観光客の皆さんにも知ってほしいということ

でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

秋を楽しんでほしいという、観光客の方へのメッセージ。

　山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　管理していくのがどういう

ことかということを言われてもあれですけれども、私はよ

く親戚とか友達とかなんとか来たときに、細野高原を連

れていくと、必ず言われるのは、何だ伊豆は山が深いん

だな、よく言われます。大体皆さんは海岸だけ走って

帰ってきて、伊豆半島の中のほうへ入るのは、天城道路

ぐらいのところしかないと思いますけれども、各町には

深い山が、山が深いです。だから、そういうことを楽しみ

ながらいろいろ山を楽しんでいただければありがたい

なと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　すみません、ちょっとチャイムが鳴っちゃって、時間が

来ちゃったんですけれども、コンパクトに高橋さんと町

長にもコメントいただいて終わりたいと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原は非常に懐の深い資

源だと思います。それで、将来に向けて決して暗いこと

ばかりじゃなくて、多分21世紀の持続的社会を語る、こ

れほど人と自然との関わりの仕組みが何千年も続いて

いるというのは、すごい懐の深い地域資源なんだろうと

いう。ただ、それを私たちが気づいていないような、これ

は研究者にもしかりだと思うし、行政においても多分し

かりだと思いますけれども、そういう意味では、もう一度、

草や草原の魅力をみんなでいろいろ創意工夫しなが

ら考えていく。新しい社会への土植えも可能になってく

る、そういう明るい展望を持ってみんなでぜひ協力し

合って次の世代にちゃんと続いていくようにしたいなと

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　じゃ最後に町長、お願いします。

○パネリスト（太田長八）　これは本当、ユーチューブ

を見ている全ての方に、これはもう人と地域の問題じゃ

ありません。これは全国の問題でございますので、全国

の方々、草原に対して興味を持っていただくことが私は

一番だと考えています。そういう中でこの草原、将来に

わたって保全なんかもね、やっぱり市町村の自治体で

連携してより多くの自治体に入ってもらった中で、草原

をいかに守っていくか、これをまたやっていきたいと思

います。そういう中ではまたユーチューブを見ている方、

その辺また支援と協力を賜ると大変ありがたいと思い

ますんで、よろしくお願いします。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　最後に非常に力強い、全国の方々、それから全国の

自治体に向けて草原共有を持ってまた加わっていただ

きたいというメッセージをいただきました。

　ちょっと僕の進行が不手際で12時を過ぎてしまいま

したが、これでパネルディスカッションを終わりたいと

思います。

　もう一度、４人のパネリストの方に感謝して拍手をい

ただけたらと思います。（拍手）

　どうもありがとうございました。

　じゃ、配信のほうもこれで終わらせていただきます。ど

うもありがとうございました。

○司会　皆さん、どうもありがとうございました。

　午後ですが、１時から東伊豆、阿蘇、蒜山の３会場で

分科会を開催いたします。午後１時になりましたら、そ

れぞれの会場で分科会を開始してください。よろしくお

願いいたします。

　その後の全体会のウェブ配信については、午後３時

20分からを予定しておりますので、午後も引き続きよろ

しくお願いいたします。

　午前の部につきましては、以上で終了となります。あり

がとうございました。

○パネリスト（石島専吉）　細野高原はまだそういう形

にはなっていないんですけれども、いろいろ摘果のミカ

ンの収穫を手伝うとか、いろいろそういうカーネーショ

ンの花を、そのまま結局時期が過ぎちゃって、全部それ

を捨てちゃうわけですね。そういうのを何か手伝う体験

だとか、そういうことは、農業体験のほうなんですけれ

ども、そういうのは少しずつプログラムに入れているん

です。まだ参加者は少ないんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　そうなんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そういうのは年間を通して

いろいろちょこちょこやっています。

○コーディネーター（白川勝信）　じゃ何か、これだけ

宿泊施設もあり、こういう海と山とっていう、すごく近いと

ころにあるという環境だったら、本当に、うちは体験教

育とかをすごく受け入れているので、何かメニューが

つっこんでいきそうだなと感じました。すみません、

ちょっと僕の興味のほうでちょっと質問をかぶせてし

まったんですが。

　もう一方、これも教育のことなんですけれども、次世代

に伝えていくために教育現場でできること、望むことは

どういうことがありますか。町長のほうから遠足の記憶

がっていう、高橋さんもそうだったんですけれども、遠足

以外でということということですが、教育現場でどういう

ことができるでしょうかね。どなたでもお答えください、

せっかくですから。どなたかありますか。

○パネリスト（太田長八）　まず、自分から言ったのは、

まず細野高原に対しての愛着ね。　子供のときから。そ

れがなければ、細野高原の保全はもう無理だと考えて

おります。そういう中で、まず町民が行った中で、細野高

原のよさが分かった中で、そしてやっていけば続ける方

向で、地域効果やったんです。それによってよさが分

かって、そうすれば、先生が言ったように子供が行けば、

必ず父兄が行きます。そういう中で全体的にやっていき

たい。それとやっぱり子供たちも自分で働いたお金で

いろんなことができる。そういうことができれば、子供た

ちの教育になると考えております。

　そういう長期的に考える中で、やっぱり子供が細野

高原に興味を持たせなければ、自分は細野高原の保

全は絶対無理だと考えておりますので、そういう中で、

そこが一つのいい機会じゃないかというようなことです。

　教育的効果、高橋先生がおっしゃったテントを作っ

てそこに滞在する、そこでキャンプするとかね、やっぱ

りそういうのがあると、教育的な体験になるんじゃない

かと考えています。

　何しろ小さい子が草原に対して興味をいかに持たせ

るか。それだけは私はいろいろと考えております。やっ

ぱり何事も一から小さい時からやっていくというふうに

ありますので、そこからの教育が私は一番大事じゃな

いかと考えておりますので、そういうふうに言わせてい

ただきました。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　ほかにありますか。

　ちょっとそろそろ時間が来ているんですが、いろんな

方の質問、本当にありがとうございます。

　もう１個だけ、僕に質問、これは物的なことなんで、カ

ヤが高いという話が出て、850円で売るのは高いん

じゃないかという……

○会場より　（「いや、違う、どうしたら高くできるかとい

うことを聞きたかった」と呼ぶ者あり）

○コーディネーター（白川勝信）　それはなぜですかと

いうことなんですが、これは、中間業者に販売している

んじゃなくて、カヤの施主さんに直接販売しているので、

一旦集めると安くなりますけれども、カヤぶき職人さんと

かカヤの施主さんとしっかりネットワークをつくるのが

高い価格で販売している一つかなと思います。価格に

ついてはカヤぶき職人さんに相談して決めた価格です

ね。すみません、以上です。

　いろいろお聞きしたんですが、ちょっと最後に皆さん

から一言ずつ、草原に関わる人への誰かを想定して、

子供でもいいですし、観光客の人でもいいですし、また、

ユーチューブで見ていらっしゃる方でもいいですけれ

ども、一言ずつメッセージをいただけたらと思います。

石島さんから、今度は反対にお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　４人目だと思って安心して

いたんですが、私は観光ということからちょっとお話を

させていただければ、何で秋のススキなんだという感じ

なんですよね。これはもう10年ぐらい前から団体の宴

会型のお客さんが激減しています。今まではもう団体で

バスで来て、もう20人、30人で宴会して、朝ばっと８時

頃帰っちゃうんですよね、もう朝食を食べて。ですから、

観光する場所なんていうのは全く必要なかったんです。

秋以外の春には河津桜もこうやってやっておりますし、

夏はやはり海水浴とか、そういうリゾートという感じが

ありますのでよかったんですけれども、それなもんで、秋

が全然オフシーズンになっちゃんたですね、一時期。そ

れで、やっぱり観光協会のほうも、せっかくああいう高

原のいい場所があるんだから、ススキのイベントをや

らせてくださいということで、財産区に頼んで町と協力

してやったような状況がございますので、そのような形

で、やはり春夏秋と楽しめる、そういうコンテンツが欲し

かったということがまず１つですね。

　ですから、秋によくお客さんに言われたのは、伊豆の
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　次をお願いします。

　細野高原を利用した東伊豆町観光協会の取組とい

うことで、私たちにとっての細野高原とは～観光の観点

から～ということで、東伊豆町、ひいては伊豆を代表す

る資源であるというふうに思っております。ですけれども、

いまだ資源であり、目的となる場所ではない、こちらは

財産区長もいるのに失礼なんですけれども、そういう状

況が続いております。

　ですから、また下を見ると、私たちが考える魅力とい

うことで、圧倒的なスケール、これは町長もドーム26個

分、箱根の仙石原が知名度が高いんですけれども、そこ

の７倍になります。ですから、もっともっと本当は来てほ

しいという状況にございます。

　絶景ということで、草原の先には太平洋、そして伊豆

大島がぽっこり浮かんでいるように見えます。そして、伊

豆諸島も見えて、後ろには、私も中学のときに遠足で天

城連山、万二郎、万三郎の遠足というのを８時間かけて

行きまして、それは本当にもうつらくて、忘れられない思

い出となりました。

　そういう状況の中で、三筋山山頂というのが標高

821メートルございます。

　次をお願いします。

　その取組の２番になりますが、先ほども財産区長が

おっしゃったように、春の山菜狩りというのは財産区が

中心になって行われておりまして、私たち観光協会とし

ては、パンフレットとかチラシを作って協力して、そして

少し受付を手伝うという形になっておりますが、秋のス

スキのイベントに関しましては、東伊豆町観光協会が

主催で行っております。ここで、細野高原でしか味わえ

ない景色・体験を売りにしたイベントを企画・運営して

いるということで、こちらの詳細は次ページをお願いし

ます。

　ここで表が出てきたんですけれども、ちょうど白川先

生がいらっしゃった13年前ということで、その後からこ

の細野高原のススキイベントが始まりました。ちょうど平

成23年度から始まりまして、2011年かな。それで、今回

の秋、これから10月８日から予定しておりますが、これ

が第11回になります。ですから、10年ぐらいやってきて

いるんですが、私のイメージとしては、もっと20年以上

やっているような気がしているんですけれども、こんなも

のなんですね、まだ11回目ということで。

　これさっき高橋先生もおっしゃっていたんですが、入

山料を取るようになったのが第３回から。第３回の平成

25年度から500円取るようにしました。そして、第５回

の27年度から600円に上げました。来たお客さんは何

か、何でこんなところでお金取るのよなんていう人も多

いんですけれども、一応そういう保全のために使わせて

いただきますと言うと、やっぱりちゃんと払っていただ

けます。

　それで、第10回、昨年の第10回にはシャトルバスを

やめたんですね。第一駐車場から、400メートルのとこ

ろから山頂の手前の駐車場までのシャトルバスを回し

ていたんですが、それをやめて、それがコロナでやっぱ

りバスの中が密になるということで、町の指導も受けま

したので、それをやめて、昨年からは300円にしました、

シャトルバスなしで。中に入山していただいた後は、自

分たちで頂上に行く方も、さっき言ったように２時間か

けて行く方もいますし、その辺を散策して帰る方もい

らっしゃるということで、そういう形にしておりますので、

今年の予定も一応300円で、シャトルバスなしというこ

とで行おうと思っています。

　このシャトルバスの運営だけで、この期間中、毎年大

体300万ぐらいかかっているんですね。ですから、それ

をやらないことによって、足の不自由な方とかご高齢の

方とか、山頂まで行けなくて残念だったという話もあっ

たんですけれども、意外とこの表を見ていただくように

人数は増えているんですね、去年より。ですから、その辺

で、今年ももう一回そういう形で挑戦しようということで

今考えております。

　その下の資料２は、これはもう財産区の方々がやら

れている山菜狩りの人数でございますので、細かく書い

てありますけれども、大体このぐらいの人数で、大体25

年ぐらい前からこの山菜狩りはやっておるということを

聞いております。

　その次で、細野高原を利用した東伊豆の観光協会の

取組の３でございますね。

　私たちの課題としては、目的となる場所へのブラン

ディグや宣伝、イベントに依存しない観光地としての整

備、特にソフト面、サービス面の企画ということで、やは

りどうしても今までは花火大会などのイベントで、一過

性なんですけれども、その日にがっと集めて、もうお金

をぱっと使って集客するという形だったんですけれども、

常に東伊豆というのは海があって、高原があるというこ

とをもっと売っていきたいということで考えております。

　この二、三年、コロナもそうなんですけれども、この二、

三年、夏がすごい猛暑なんですね。ですから、海水浴に

は暑くて行かないというお客さんが夏は増えてきており

ます。私も海の近くに旅館がありますので、夏になれば

必ずお客さんが来て、海水浴に行くというふうに思って

いたんですけれども、一昨年ぐらいのときというのは、暑

いから行きませんという、海水浴に行ったお客さん、本

当に数件だったですね。目の前は海なんですよ。ちゃ

○司会　それでは、ただいまよりパネルディスカッショ

ンを開催いたします。

　コーディネーターは基調講演に引き続き白川先生に

お願いをいたします。

それぞれのパネリストの方を私のほうからご紹介をさ

せていただきます。

　まず初めに、太田長八東伊豆町長。

○パネリスト（太田長八）　太田です。よろしくお願いし

ます。

○司会　続きまして、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋佳孝様。

○パネリスト（高橋佳孝）　高橋です。よろしくお願いし

ます。

○司会　稲取地区特別財産運営委員会委員長の山田

賢一様。

○パネリスト（山田賢一）　山田です。よろしくお願いし

ます

○司会　東伊豆町観光協会会長の石島専吉様。

○パネリスト（石島専吉）　石島です。よろしくお願いし

ます。

○司会　それでは、白川先生、よろしくお願いいたします。

○コーディネーター（白川勝信）　また白川です。よろ

しくお願いします。

　ここからはパネルディスカッションということで、先ほ

どは僕のほうから一方的にたくさんお話をさせていた

だいたんですが、今日は４人の方に来ていただいてい

るので、僕はここからは進行役で、４人の方それぞれの

話を聞いていきたいと思います。皆さんそれぞれに各

分野で活躍されている人ばかりが集まっていますし、

お一人お一人の話もじっくり聞きたいんですが、多分

ここでお互いに話していただくと、面白いものが何か

生まれていくんだろうなと思って楽しみにしています。

　それでは、最初に少しお一人ずつ、８分くらいかな

とお伝えしていたんですが、自己紹介とか活動とかを

教えていただければいいと思います。特に肩書のほう

なんですけれども、ここの細野高原の場合、東伊豆町

との関わりとか、そういうことも含めてよろしくお願いし

ます。

○パネリスト（太田長八）　そうですね、先ほど挨拶し

た町長の太田と言います。

　ちょっと私のほうから町をちょっと紹介させていただ

きたいと思います。

　まず、面積とかそういう人口、先ほど白川先生からご

紹介いただきました。場所っていうのはね、静岡県の伊

豆半島の東海岸に位置しております。そして、伊東市、

下田市、この中間でございまして、東京からは本当に２

時間ほどで来られますので、このコロナが収まりました

らば、ぜひとも皆さん方、この東伊豆町においでいただ

きまして、このすばらしい細野高原を見ていただけたら

大変ありがたいと思います。

　まず、私たちの町、全国的には珍しいんですけれども、

６温泉郷から成り立っております。東京方面の大川地

区、そして北川地区、熱川地区、片瀬地区、白田地区、こ

れらが熱川地区と言います。熱川地区は一応５地区あ

ります。そして稲取地区。全部で６温泉郷。稲取地区に

おきましては、４つの地区、東区、田町区、西区、入谷区

が存在しています。細野高原の保全に関しましては、こ

の稲取地区に細野高原がありますので、この稲取地区

の４区の皆さん方にこの保全につきましてやっていた

だいております。この場にいますので、本当４区に厚く

御礼申し上げたいと思います。

　この町は気候も温暖で過ごしやすいです。この海と

山に囲まれました、この豊かな自然、今回は皆さん方に

東伊豆町に来ていただきまして、細野高原、そしていろ

　私と草原の関わりもということなんですが、私は福岡

県の小倉市というところの出身です。当時、山々に行くと、

植林地の防火帯として草原がいくつかあった。あれ面

白いなと思って、むしろ焼けて大変だろうと思うんです

けれども、そこを２年に１回ぐらい、ずっと帯状に何キ

ロも草原があって、そこが私の遊び場だったんですね。

そういう原体験もあったり、あるいは南のほうで平尾台

という有名なカルスト台地。秋吉台と同じように山焼き

をやっている。やっぱり遠足に行ったり、遊びに行った

り。その原体験の下に草原に関わってきたわけですけ

れども、一番のきっかけは、実は私の高校は修学旅行

のない高校でして、いわゆる受験ばかりという、面白く

ない、非常に面白くない高校だったんですけれども。

ちょうど大阪万博の年、私が高校２年のとき、そのとき

だけ万博に修学旅行に行こうやという話が出て、その

ときに山陰地方を何泊かして大阪までバスで移動した

んですね。そのとき２日目に泊まった三瓶山という山が

とてもきれいな草原があって、牛や馬が放牧されている。

これは都会育ちの私にとってはすごい感激して、それ

をきっかけに畜産の道に興味を持ち、大学は農学部を

選んだという経緯があるわけです。

　そうこうしているうち、いろんな方と出会うことがあっ

て、今回13回目を迎える全国草原サミットの第１回目

から担当させていただいているんですよね。そういう関

係もあって、サミットのお手伝いをするような全国草原

再生ネットワークというのを立ち上げたと。

　それと時期を同じくして、さっき最初に白川さんが紹

介していただいた草原研究会、日本草原研究グループ

というのも立ち上げていただき、そのときに白川さんと

あと二、三人の方で相談して、とにかく毎月１回、どこか

草原を調査して、そこでディスカッションして回ってみよ

うや、あるいは調査の手伝いをしようやと。そうやって

中国地方を中心にいろんな草原を若い研究者を募っ

て現場のフィールドを歩きながらぐるぐるぐるぐる回って

いたという、そういうこともいろいろ重ねるうちに、今は

阿蘇に携わって、草原再生協議会、阿蘇は約２万２,000

ヘクタールの牧野があって、山焼きをやっているのが

１万6,000ヘクタールあります。その利用形態、極めて

多様でして、土地所有も多様なんですけれども、利用面

も畜産で利用されたり、カヤに利用されたり、あるいは

草刈りをして堆肥として利用されたりとやっているんで

すが、大きな観光資源にもなっていて、阿蘇の。そういう

意味では東伊豆とも共通したものがあるかもしれませ

んけれども。阿蘇においても、すごく担い手の問題とい

うのも深刻で、これをどうするかということで、年間約

2,300人のボラティアが山焼きや牧野体験に参加して

いるという仕組みづくりもちょっとやっているところです。

　前回、この東伊豆でシンポジウムがあったときに、大

きくそうですね、利用の面では観光利用、あるいはパラ

グライダーの利用というのが当時あって、新しい利用形

態どうするかという模索もさせていただいた。それから、

当時からやはり山焼きの担い手の問題というのはかな

り深刻で、東伊豆町のほうでもボランティア等の関わり

をどうやって考えていくかというようなことも論議したよ

うな記憶があります。

　それから、さっきもお話があったように、教育とか普

及の面で、子供たちをどうやって、昔は遠足で当たり前

に行っていたし、地元の人たちの草原についての実感

もあったし、誇りも多分あった。今はいろんな文化が増

えているし、全体的にも様 と々いうことで、いろんな問題

を抱えているんだというような、そういう記憶をしており

ます。この13年間でどういうふうに変わってきたのかな

というのも今日いろいろお聞きしながら、課題の共有を

できたら、いろいろ協力ができることがあろうかと思い

ますけれども。

　１つ、稲取高原で面白いなと思ったのは、何年か前

からやっている入山料ですね。草原をただで利用する

人たちは、やっぱりちゃんとそれなりの対価を払って、

ボランタリーでいいから払ってくださいという、そういう

ふうに位置づけている。これはこれからの一つの観光

行政の自然を守る形の一つの選択肢として、効果的で

はあるけれども、画期的な出来事だったのかなという

印象を持っております。

　以上です。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　高橋さんは、僕はよくよく知っているんですけれども、

会場の方も知らない方も、それから、インターネットでご

覧になっている方も、知らない方もおられると思うんで

す。先ほどあったように、日本の草原を本当にいろいろ

なところを見ている方です。草原に入って遭難したこと

もあるんでしたよね、たしか。そういう方ですが、町長か

いろな観光地を見ていただければ、町としては本当に

よかったんですけれども、このコロナ禍では本当大変、

自分自身はもう大変残念に感じております。

　そういう中で、町の基幹産業は観光でありまして、以

前は100万人以上の方が当町に来ておりましたけれど

も、今は本当、コロナ禍においてですけれども、減少し

ちゃいまして、今、去年で40万ぐらいですかね。早くこ

のコロナ禍が収まって、何とか経済を活性化していき

たいと思います。

　そういう観光以外には、やっぱりこの海、さっき言っ

たようにゼロメートルから1,400メートル、本当、傾斜

がこういうふうにありますので、本当、海と山、これを全

て満喫できますので、大変すばらしいロケーションでご

ざいます。

　そういう中で、農業、教育も盛んであります。まず、漁

業におきましたはキンメダイ、こちらはもう地域ブラン

ドになりまして、味はもう日本一でございますので、ぜひ

とも皆さん方も稲取のキンメダイ、これを味わっていた

だきたいと思います。さらに伊勢海老も取れますし、結

構豊富でございます。

　さらに農業、これにおきましても、カーネーション、こ

れはもう私も全国で一番ではないかと思います。基本

的には農林水産大臣賞、これはもう過去３回も受賞し

ておりますので、この辺はもう自信を持って、また皆さん

に進めていますし、さらにミカン、かんきつ類には

ニューサマーオレンジがあります。やはりこれも香りも

大変良く、これも東伊豆町の名産でございます。これま

た季節がありますので、町が自慢できるものがあります

ので、四季を通じて、この東伊豆町、楽しめますので、よ

ろしくお願いします。さらにスポーツにおきましてもダイ

ビングとかゴルフ、そしてパラグライダー。このパラグラ

イダー、今言った細野高原でできますので、ぜひとも海・

山・空のスポーツ、年間を通じて楽しめる、本当に四季

を通じて東伊豆町、大変すばらしいところでございます

ので、ぜひともまたご来町願いたいと思います。

　このようなことが東伊豆町ではまちづくりの目標、こ

れを満点の海・山・空は東伊豆と掲げております。この

細野高原につきましても、このまちづくりの目標の一つ

でありますので、このパネルディスカッションにおきまし

て貴重なご意見をいただければ大変ありがたいと感じ

ております。そういう中で、このあと稲取財産区の山田

委員長から保全、さらには観光協会長のほうから、この

利活用につきまして説明があると思いますので、よろし

くお願いいたします。

　私は細野高原の思い出というのは、やっぱり遠足で

ございます。当時小学生のとき、必ず遠足で細野高原に

行きました。そのときはやっぱり全学年で行きましたの

で、６年生が１年生の手を引いて行った思い出があり

ます。そういう意味でもすばらしいなと。まだ子供でした

から、草原はすばらしいなというだけで、それがですね、

やっぱり先代とその山焼きなどの苦労によってこの山

が守られていることを感じましたので、自分としてはこ

の子供たちが細野高原に子供たちが行く機会がないも

のですから、子供たちに細野高原のすばらしさを知っ

てもらった中で、さっき言った芸北の取組、これもまた

後 で 聞 き た い と 思 い ま す 。

　そういう中で、やっぱり私は遠足といった中で、今度、

富永さんとか言っていた、鹿、猪　が増えた中で、

ちょっとダニの問題が出てきました。しかし、ススキのイ

ベントをやっている中で、それに対しては十分対応して

おります。ある程度、受付において案内をして対応して

おりますので。細野高原は安全ですばらしいところです

から、よろしくお願いいたしたいと。

　私の考えはそういうことでございますもんで、またよ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　今のお話の中にもいろいろと何か視点があるんだと

思いました。

　ちょっと１つだけ、町長は地元出身なんですよね、ど

の地区。

○パネリスト（太田長八）　僕は、今は結婚して熱川地

区に住んでいますけれども、幼少期は、小さいときは稲

取地区でございまして、稲取小学校に入りまして、やっ

ぱり春と秋になると何しろその遠足が楽しみで、細野高

原に対する思い出、それが大変強いです。

○コーディネーター（白川勝信）　もう本当に地元なん

ですね。ありがとうございます。

　次に、高橋佳孝さん、自己紹介と、ご自身と草原の関

わりとか、高橋佳孝さんは東伊豆町の方ではないです

が、今日は全国草原再生ネットワークの代表理事とい

うことで参加いただいていますんで、自己紹介からお

願いします。

○パネリスト（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは。高橋

でございます。

　今、白川さんから紹介いただいたように、私は外者、

よそ者で、細野高原とそんなに深い関わりがほとんどな

いのにここに登壇していいんだろうかというね。今日そ

こにいらっしゃる内山さんはまさに稲取のご出身で、草

原に関する研究をされていると、まさにここは内山さん

がいなきゃいけない場所だと思うんです。いろいろと理

由があって、ここに出させてもらっています。

在ではあまり生活に必要と思われていないもので、い

ろんな考え方もあるでしょうけれども、自然を守るという

哲学とか概念だけでは、どうしてもこれから守っていく

のは非常に難しくなるんじゃないかなというのが私の

考えです。だから、保全していくにはどうしたらいいかと

いうと、これから地域や町にどうしても必要な場所に、

この細野高原を認知してもらうことが、認知していくこと

が重要なことじゃないかなと思います。

　その中で、先ほど白川さんのお話の中で、非常に参

考になりました。その一つとしては、あそこは水の水源

地としてもやっていますけれども、もっと水源地を広げ

て、そこにいろんな花木などを植えて、植林して、それを

観光に使ってもいいのかなと。もう一つは、先ほどから

出ている教育の場として、体験学習とか、いろんなそう

いう子供たちの教育の場にも使えたら。もう一つは、観

光資源として、自然利用のイベントとか、そういうものに

積極的に使っていただければと思います。

　財産区としても、そういうことが具体的になってきた

ら、積極的に協力して前へ進めていきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。

　今日はこの機会を利用して、皆さんのほうにも意見

を聞かせていただきまして、参考にしたいと思います。

ありがとうございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　本当に非常に大事な視点というか、たくさんありまし

たよね。植物を管理する人が絶滅危惧種だという話も、

本当にいろんなところでも起こっていることでしょうし、

ただ、管理する人がということが、発言が出ること自体

が、まだ何かよくって、地域によっては、その植物が大事

だということさえもひょっとしたらもう既に忘れられてい

るかもしれない。

　それから、もう一つのことが草原が必需品じゃなく

なったという指摘の中で、守ろうという概念だけじゃ駄

目で、具体的に何かやっていかないといけない。その

中でも、やっぱりイベントとか観光というのが強いところ

なんだから、そこを進めていきたいというお話だった

と思います。

　ありがとうございます。また後から少し詳しくお聞きし

たいと思います。

　その観光とかイベントとかを中心的に担っていらっ

しゃる石島さん、続けてお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　それでは、改めましてこん

にちは。東伊豆町観光協会の石島でございます。

　お手元に、パワーポイントのほうに10ページになる、

このジャンプしている、これは私じゃございませんけれ

ども、もっと若い人なんで、こんなジャンプすると足を痛

めちゃいますので。あと、今年の「澄んだ空気と絶景

を。」という、このポスターにもあります、これがチラシで

すね。あとそのもう一つ、稲取細野高原の冊子、これを

見ながら皆さんお聞きいただければと思います。よろし

くお願いいたします。

　それでは、まず、細野高原と東伊豆町観光協会の取

組についてということでお話しさせていただきたいと思

います。

　次のページで、自己紹介ということで、私、石島専吉

という名前なんですけれども、これは本当に私もずっと

嫌だったんですけれども、やっぱり最近やっと慣れてき

まして、これおじいさんの、祖父の名前をいきなりつけ

られました。子供の頃はすごく嫌で嫌でしようがなかっ

たんですけれども、やっとアラカンになってきて慣れて

きましたけれども、私の父の出身というのが栃木県でご

ざいました。こちらに熱川温泉のほうに修行に出されて、

そこで結婚して私が生まれたということで、今はその旅

館を私も継ぎまして、熱川温泉のほうで「ふたりの湯宿

湯花満開」というところで旅館もやっております。

　私は2018年の東伊豆町観光協会に就任しまして、

ただいま４年目で、２期目でございます。2020年、昨年、

東伊豆町産業団体連絡会の会長に就任させていただ

きまして、現在に至っております。

　この右側の写真は、毎年１回、三筋山まで歩いてい

ますというふうに書いてありますけれども、これは去年

の11月１日にちょうど第一駐車場の標高400メートル

からこの三筋山山頂の821メートルまで、往復で大体

7.5キロ、時間にして約２時間で歩きました。山頂では

妻のお弁当というか、おにぎりを食べて、この小さく前に

いるカップルも、ちゃんとお弁当を２つ持ってきて食べ

ていました。その２人の歩くのが速くて速くて、本当、追

いつくのが大変だったんですけれども、本当、軽装です

んなり歩き切っちゃいますね、若い人というのは。です

から、やっぱりそういうところも一つ面白いんじゃない

かなと思いました。

らも遠足の印象が大きかった、高橋さんは三瓶山の印

象が大きかった、やっぱり子供の頃の体験、大事なん

だなというのをお二人の今の自己紹介の中からも見て

いきますけれども、じゃ次に山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　皆さん、どうもおはようござ

います。

　私は、稲取地区特別財産区運営委員会の委員長を

やらせていただいています山田と申します。

　稲取地区の特別財産区というのは、稲取地区の区長

さんとか区の役員さんの皆さんで構成されており、細野

高原の管理や運営や、そういういろいろの事業を行っ

ております。

　財産区と言うとあれですけれども、昭和34年に、この

東伊豆町というのは城東村と稲取町が合併してできま

した。そのときに稲取地区には230町歩ほどの当時の

町有地があったわけです。その２分の１を今、稲取ゴル

フ場やバイオパークに借地しております。残った部分

はどうしようかということでいろいろ、細野高原を含め

てどうしようかということで話があって、平成３年に自治

法が改正されまして、稲取地区の４区に町から無償譲

渡され、そのときにいろいろ４区で話し合って、いろん

な分配の問題とか、いろいろ話合いが出ましたけれど

も、この際、大同団結して、４区で平等でこの細野高原

の責任を持って管理や運営をしていこうということで現

在に至っております。

　今、２分の１は、バイオパークとか稲取のゴルフ場と

かに貸してありますけれども、そのうち借地料の２分の

１は町に、２分の１を財産区の財源として使わせても

らっています。そのお金で細野高原の維持や管理、また

この各４区ありますので、各区にお金を分配して、各区

の運営をやっていただいております。

　財産区の細野高原の管理としては、防火線があり、そ

してその後、防火線焼き、その後の全体の山焼き、そし

てまた春の山菜狩りは、これは財産区としてやっており

ます。そしてまた、各４か所ばかり湿原がありますけれど

も、湿原の周りの草刈りをやっております。そして、草原

の中の道路が、結構道路がありますけれども、水とか雨

とかで結構痛むもんで、その道路の補修や管理を行っ

ております。

　防火線焼き、山焼き、これは１回につき120名ぐらい

の方に、区民に出ていただいております。この他の事業

も含めて、先ほど白川さんがお話になった800万、13

年前は800万ということで、現在は節約しまして500万

ぐらいのお金で管理と運営をしております。

　そのほか、観光協会の会長もおられますけれども、

観光協会の秋のススキがこれから始まるわけですけれ

ども、ススキ狩りにも協力したりしております。また、各種

団体で、先ほど言ったパラグライダーとかラジコンの会

とかいうように、各種団体にも利用してもらうように貸

出しをしています。

　この頃ですけれども、この前もありましたが、映画や

コマーシャルの撮影等に利用したいという希望がたく

さん多くなってきまして、それにも貸出しをして、一部の

収入にさせていただいております。

　今後の問題としては、防火線刈りもそうですけれども、

焼き、山焼きこの作業員の高齢化というのが先ほど高

橋先生の中にも、当時13年前にもあったと言いますけ

れども、現在はもっと深刻で、私は昭和24年生まれで

すけれども、大体中心になっているのは昭和20年代、

30年代生まれの方が山焼きとか防火線焼きとかの中

心になっていますので、非常に高齢化が進んでいます。

それとまた産業構造の変化で、昔は、前にも言ったよう

に農家の人が中心とかそういうことが主だったんです

けれども、今は農業から観光やいろんなお勤めの方が

増えて、当日の人員確保をするのに非常に苦労してお

ります。

　またもう一つ、一番これも大きなことかもしれません。

先ほど町長のほうからもありました、原野や山に対する

関心が非常に低くなっておりまして、そういうことも含め

て原野を守っていくというのは非常に難しくなっている

のが現実です。

　また、私はよく冗談で言いますけれども、この細野に

は多くの絶滅危惧種があり、このことを、この絶滅危惧

種を守っていくのが本当に大事なことだと思うし、また

それが我々の仕事だと思いますけれども、植物はあるん

ですけれども、その管理をしていく人のほうが絶滅危惧

種の状態になっているというのが現実な問題です。昔

は、原野は農家の資源や、要するに農家の堆肥とか何

とかという資源や生活も今までのような茅葺きの生活

の資材として必要な場所でありました。そのためにみん

な非常に協力的で、いろんなことを一生懸命管理して

いただきましたけれども、正直いって時代の流れで、現

んと海はやっているのに、そういう状況です。

　ですから、私の娘なんかも夏の旅行で昼神温泉の星

を見にいったとか、やっぱりそういう高原を求めるお客

さんが多くて、夏を涼しく過ごしたいというのもあるのか

もしれません。ですから、もっとこう海だけではなくて、こ

の細野高原も売っていきたいということです。

　現在の取組なんですけれども、昨年からちょうど財産

区のほうも細野高原を考える会というのを立ち上げて

あるそうで、私たちも年間活用委員会というのを発足し

ました。これは春と秋のイベントだけじゃなく、年間で細

野高原を利活用する方向性として、ハイキングを掲げ

て整備や企画の立案を実施しています。このハイキング

というのを、やっぱりただ普通に歩いてくれというん

じゃつまらないと思いまして、ハイキングの聖地づくりに

取り組んでいるということで、今年の５月９日にはジオ

ガイドつき、そしてキッチンカーも山頂まで用意して、そ

のプレツアーを実施しました。これは25名参加で、女

性がすごく多かったんですけれども、それをやったりと

か、先週の９月19日にはインフルエンサーを呼んで、

招待してＰＲしていただいたり。今いろんな媒体に出す

とかというよりも、そういうもうやっぱりインフルエン

サーを呼んだほうがすごく効果があるんですね。これは

いろんな広告もそうなんですけれども。ですから、そうい

うことを常にやっておりました。

　あと、今年の10月17日にも、そのハイキングのガイ

ドツアーを今、インターネットのほうで参加を募集して

おりますので、またよろしくお願いしたいと思います。

　そんな形で、この右側にある写真も、これは夜の星空

観賞。これも二、三年前のＪＲのデスティネーションキャ

ンペーンのときに夜の星空観賞のツアーというのを５

月と９月かな、そういうふうにやったときもございまして、

そんなことになります。

　じゃ次の。

　活動とＳＤＧｓということで、ＳＤＧｓって何なのかなと

いうふうに私も思ったんですけれども、今やっているこ

とがそういう保全の一部を担っているんじゃないかと

いうことで、こんな表を作成しました。東伊豆町観光協

会としては、観光客、利用客から、先ほどの入山料を頂

いて、それを財産区のほうに一部、これ本当に少なくて、

微力で申し訳ないんですけれども、大体20万から30万

ぐらいですかね、毎回そんなぐらいで、一応頑張ってや

らせていただいております。

　最後のですね。

　本当に細野高原はこの町の宝でございます。細野高

原を生かしながらの利活用が観光業が主産業である

この東伊豆町にとってとても大事だと考えております。

来年度、先ほど町長もおっしゃっていたような６つの温

泉場が一つの東伊豆町観光協会に統合されるという、

一本化事業というのもございまして、観光協会が一つに

なります。これによって、ここだけの話ということでもな

いんですけれども、稲取の細野高原というよりも、東伊

豆町の細野高原というふうにしていきたいと私は思っ

ておりまして、みんなで、全町そろって細野高原をもっと

頑張って利活用を考えて生きたというふうに思っており

ます。

　最後の資料なんですけれども、これは年間のいろい

ろな、財産区と観光協会のいろんなイベントがここにあ

りますので、参考までご覧いただければと思います。

　本日はよろしくお願いします。

　以上でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　先ほど高橋さんから前回の話題になっていたという

話があった観光、それから担い手のうちの観光につい

て、随分詳しく教えていただきました。ありがとうございま

す。特に金額とかですね、人数とか見させていただいた

ら、やっぱりさすがだなと思うのは、まずきちんとこうい

う数字が出ている上に、コロナ禍でも大きくは減らずに、

むしろしっかりと継続が続いているというところが見え

ているというのがすごいなと思いました。

　高橋さん、さっき今日聞きたいなとおっしゃっていた

ことのうちの観光の話が今報告があったんですけれど

も、聞いてみてどうですか。阿蘇のほうでも観光というの

は大きな柱だとおっしゃっていたんですけれども、いろ

いろ、規模としては随分違うと思うんですけれども、比較

しながら何か感想を教えてもらえればと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　私、観光専門じゃないです

ので、何とも言いかねるんですけれども。阿蘇の場合は

地震の影響がかなりあってですね、それによって幹線

道路が寸断されたりということで大きなダメージを受け

たわけなんです。いまだもって、やはり草原の観光的な

評価というのはすごい高いですね。前もお話ししたこと

があるんです、来訪者に阿蘇の魅力を尋ねたときに一

番魅力に感じたのは、やっぱり広い草原で、多分この

国立公園に指定された頃は火山が一番人気でござい

ましたと思うんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　阿蘇の火山ですね。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。火口が見える

とか、活火山であるとか、雄大さとかあるとは思うんです

けれども、そういうふうにモータリゼーションの関係で

道路や交通機関がかなりこう発達してくると、広い草原

の魅力というのは観光客にすごく大きいんだろうなとい

感想とかもいただきたいと思います。

　もう一つ、すみません、ちょっと先ほど聞いたときに落

としちゃったんですけれども、今、４区の共有地みたい

になっているんですよね。それは何年でしたかね、何年

に話し合って、４区の共有にしようということになったん

でしたっけ。

○パネリスト（山田賢一）　合併自体は昭和34年に合

併したんですけれども、それをそれぞれ城東村が持って

いた土地、稲取町が持っていた土地、稲取町が持って

いた土地をどうするかということも議会の中でもいろい

ろお話しされて……、町長が発言します。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですね。いいで

すか、すみません。

○パネリスト（太田長八）　基本的には今言ったように

町村合併のときに稲取の地区のこの細野高原につい

て話し合いがありました。そのときは、やっぱり町が一

枚かんで、町と４区の共有の土地で、さっき言ったよう

に、ゴルフ場、そしてアニマルキングダム、動物園、これ

に関しては２分の１。今もその分配は変えませんけれど

も、使用に関しましては、私がなって多分すぐくらい、結

構４区からそういう要望があった中で、４区の所有だっ

たのが１０年くらい前かな。そのぐらいですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　10年前ぐらいですか。

○パネリスト（太田長八）　大体ね。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。

　だから、あれですよね。昭和の合併のときにそういう

話合いがまずあって、最近というか、10年前ぐらいにも

う一度、そこの所有を見直すというか、そういう流れが

あったわけですね。

○パネリスト（太田長八）　結構ね、４区のほうから、も

う前々から一応、４区の所有にしてくれといった中で、話

合いがあったんで、役場も巻き込んでそうなったと感じ

ております、あと４区の強い希望ですね。

○コーディネーター（白川勝信）　昭和33年頃といっ

たら、草の利用はどうだったんですかね。柑橘って割と

ずっと何ていうか、堅調な産業だったのかなと想像す

るんですけれども。

○パネリスト（山田賢一）　その合併する日が来てか

ら、しばらくの間は、今も町長の話の中にもありましたが、

ゴルフ場とかバイオパークも含めて、草刈り場、採草地

だったんです。そこを正直いって、今４区と言いますけ

れども、昔はほとんど一つの入谷区と言うんですけれ

ども、そこが全員ほとんど出て、それで全部で言う200

何十町歩を自分ちで管理しておりました、合併した頃、

前後ですね。そういうことでやっていまして、ここの入

谷区というところの人はほとんど全戸出て管理をして、

防火線から山焼きからやっていました。山焼きなんか

は、ひどいこと、今じゃ考えられませんけれども、朝振

れというのがありまして、朝６時頃、班長さんが今日は

山焼きやるから出て来いと言って、それは有無もなく出

なきゃならないような状況でやっていました。今日の

仕事があるとか予定なんていうのは、それはもう無視

されて、そういうことで皆さんで、入谷の皆さんが管理

してきたものです。

○コーディネーター（白川勝信）　その頃の人の意識と

随分今と違うんでしょうね。何かその地域の行事という

か、もうやることが決まっている。もう年中行事みたいな。

○パネリスト（山田賢一）　だから、先ほど言ったよう

に、あまり利用しなくなった、農家でも使っていた人が

あまり利用しなくなったというのがやっぱり一番大きな、

大きな関心がなくなってきたということじゃないかと私

は思います。今でもよく共同で山焼きの管理をしていた

だいていますけれども、この役員以外の方の中には、

何で俺んちが山の管理をしなきゃならないんだ。海岸

線のそれこそ近くとか、町の中の人には、そう言われる

ことも多々あります。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。そういう意

味では、あれですよね。前回の、前回って、13年前のこ

とを言うのもあれなんですけれども、課題だった山の価

値を共有しないと担い手もまた続かないかもねというと

ころは、まだまだ今もちょっと課題としてあるのかもしれ

ないですね。ありがとうございます。

　そんな中で、さっきバイクの、モトクロスの人が増えて

きたという話があったんですけれども、ちょっと質問を

いただいていまして、バイクも問題があると思います。マ

ウンテンバイク、モトクロスの人の利用はどうですかと

いうことで、お聞きしたいことというのは、草原管理の立

場とか観光の立場からメリット、デメリットなんで、観光

の立場のほうからちょっと、石島さん、バイクとかモトク

ロスの人たちの観光の仕方というのはどうなんですか

ね。うちのほうを見てみると、ツーリングでやって来て、

ちょっと休憩して、また次のところにずっと行くような感

じで、何か通り抜ける形の、モトクロスじゃないので、

ツーリングバイクはうちのほうもよく来るんですけれども、

モトクロスというのは林道を走っている感じなんです

か、未整備の。どんな感じで。

○パネリスト（石島専吉）　私もそのあまり詳しくはな

いですけれども、財産委員長が言われたのは、駐車場、

その第一駐車場、第二駐車場ぐらいまで来て、山を見て、

いいところだねって言って休憩して帰るんだったらい

いんですけれどもね、その400メートル以上の上の、細

野高原の山頂近くの三筋山の近くまで林道がずっとあ

うのがあるんですが、阿蘇の場合は160ぐらいある、牧

野という言い方をするんですけれども、草原が160ぐら

いあるというふうに考えてください、細野高原みたいな

草原が。そういう世界の中で、観光についての新しい取

組というのは、阿蘇はまだ畜産が盛んなので、防疫、伝

染病が大きく広がることを一番恐れています。そのため

に牛がいるところに簡単に入れないような仕組みに

なっているんですが、牛がいないときだとか、あるいは

きちんと防疫、薬剤を散布したりあれしたりして、入る人

も人を制限して、ちゃんとガイドつきで入るという仕組み

をどんどん広げています。それで、さっきお話あったよう

にガイドで回った人は、そのうちの何人かを牧野組合

のほうに渡しているという、そういう形で、大きくバスで

歩いて、とにかくいっぱいで動くというような世界ではな

くて、そういった本当の草原のよさを学んで入っていっ

て、そこのいろいろ、さっきからお話があったように、自

然だとか文化だとか、野焼きというのがこれだけ大変な

作業で、こんなにきれいに守られているんですよという

ことも一緒に含めてですね、ガイドさんとの会話の中で

そういう会話をする。

　将来的には、多分、牧野を管理している人の若い人

がガイドになっていく、そんな仕組みづくりもこれから

やっていこうかなというふうに、こういうところです。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　山田さんのさっきのお話を聞くと、随分、観光の分野

と、すごくこう、どういえばいいんですかね、連携がよく取

れているなというふうに感じたんですよ。何か阿蘇のほ

うは、やっぱり牧野ということで、牛を放牧しているんで、

防疫ということで、しっかり消毒しないと、入ってもらっ

て病気を媒介したら困るとかっていうことがあったんで、

その辺では何か、あまり地域の方とかも観光客の人が

たくさん来ることには全然抵抗がないというか、むしろ

来てほしいというような感じなんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　観光客の方が来てほしい

というか、観光地ですから、そういうことは協力はして

いかなければならないと思いますけれども、いろんなこ

とのトラブル……、先ほどちょっと言ったけれども、今年

はね、非常にオートバイの方が細野高原に入ってきて、

物すごい大きな音で何十台って連なってくるもんで、そ

ういうことをこれから少し対策を考えなきゃならないか

ということは考えていますけれども、観光地である以上、

多少はね、イノシシとか鹿しか歩かない道よりも、やっ

ぱり人が歩いてくれたり、人がいることのほうが地元と

してはありがたいもんで、それはいろんな皆さんに注意

をしてもらいながら、多くの方に来てもらうということは、

それはいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　もう一つ、ちょっと山田さん、お尋ねしたいんですけ

れども、利用の中で、観光のイベントとか利用が結構ご

紹介いただいたんですが、何かほかの農業に草を利用

するとか、そういうことは今はどういう状況なんですか。

昔は、さっきあったというふうにおっしゃっていました

けれども。

○パネリスト（山田賢一）　昔はですね、もう今から、私

たちが若い頃は、あの全山がほとんどはげ山になるぐ

らい、皆さんあそこで草を刈って、そして堆肥にしたり、

畑の中へ引き込んだり、いろんな利用をしていました。

ほとんど、だから、水際の下ぐらいからずっと、ほとんど

草を刈り取ってしまいまして、見事なはげ山みたいに

なってしまっていました。昔はそれほどあったんですけ

れども、今は数人の方が草を刈って資源にしているぐら

いで、ほとんど草を刈る人は、非常に少なくなって、昔に

比べればもう激減というか、ちょっと、というのがこちら

の柑橘が主体だったんですけれども、その産業が非常

に衰退しちゃったもんで、そういう意味もあると思います。

○コーディネーター（白川勝信）　柑橘の畑の中に、ミ

カン畑の中に草を入れていたということですね。

○パネリスト（山田賢一）　はい、それがほとんど中心

でやっておりました。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。その数人

の方が今、すごく少ない数でやっているということで、あ

まりこう、使える草はたくさんあるけれども、草を使うこと

は随分減ってしまったということですかね。

○パネリスト（山田賢一）　そうだと思います。昔はそ

れこそ部落中というか、皆さんで、私が若い頃もそうで

すけれども、取りっこというかな、朝の４時頃から草を刈

りにいって、朝明るくなって、何だおまえらそこにいたの

かというぐらいみんなで草を刈っていましたけれども、

今はそういうことはほとんどないですね。草は幾らでも

ありますけれども、持っていく方は非常に少なくなってい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。資源はあ

るけれども、使えていないということですよね。何か

ちょっともったいないなというところなんです……、そう

だ、皆さんの手元に質問用紙というのが用意されてい

ると思います。話を聞きながら、アイデアとか意見があれ

ばぜひ書いていただければと。感想でもあれば。もし書

かれた方は、ちょっと手を挙げていただくと、役場の山

田さんが集めてくださるので、できればちょっと質問を

書いてください。何か僕の聞きたいことばかり聞くのも

もったいないので、ぜひぜひちょっと皆さんのご意見と

るわけですよ、狭い。そこをがんがん走っているらしい

んですよ。ですから、そこからまた転がり落ちちゃったり

とか、いろいろそういう事故にもつながっているみたい

なんで、今ちょっと苦慮されていて、入り口にちょっと

チェーンでもやって、それは取って行けることは行ける

んですけれども、もう少し意識をしっかり持たせたほう

が、何かね、よくないんじゃないかということもあって。そ

ういうことは山田さんからこの間言われて、そうだなと

いうふうに思いました。

○コーディネーター（白川勝信）　確かに事故があっ

たりすると。

○パネリスト（石島専吉）　そうですね。やっぱり私た

ちの考えるハイキングの聖地と、そういうバイクとかっ

ていうのは、ちょっとリンクしないんですね。ハイキング

で歩いているところをばんばんこう上っていっちゃうら

しいんですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

○パネリスト（石島専吉）　ですから、ちょっとその辺

は規制しないとまずいんじゃないかなというふうには

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　その辺を規制する

道、そこは市道なんですかね、町長。そうですか、市道

ですか。どういう形の規制が考えられますかね。

○パネリスト（太田長八）　基本的に町道が抜けてい

るんですよ。その町道に関して遊歩道が続いているの

で、そういう部分に関しましても私道なので、それはすぐ

にできると思いますので。町道に関しましては制限でき

ません。やっぱり一番心配するのがこの細野高原、住宅

地を通ってくるもんで、渋滞とか住民の理解がないと活

用できませんのでね、それなので今、細野高原付近の

住宅の理解を得られるようやっております。それこそ今

度はバイクなど、これ規制できませんもんでね、そういう

なかで細野高原の活用がちょっと中座するのが困るな

というのが現状でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　マウンテンバイクとかで来る人はいるんですか。うち

のほうはスキー場があるんで、スキー場の夏のシーズ

ンにマウンテンバイクでだっと下るとか、林道を下ると

か。自転車ですよね。自転車あまりないですか。

○パネリスト（山田賢一）　ないと思うよ。

○パネリスト（太田長八）　自分が把握したのは、熱川

地区はね、比較的林道があるもんで、熱川地区が結構

マウンテンバイクが来ているのは聞いていますけれども、

細野高原に関しては、ちょっとマウンテンバイク、普通の

オートバイが結構来るんじゃないかと、これは想像です。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ちょっとまた別の質問なんですけれども、そういう意

味で、これまであった自然イベント、自然利用で、何か

細野高原に合っているものというのは山菜狩りとかス

スキ狩り以外でどんなのが、どんなイベントがいいか

なという質問が来ているんですけれども、どういう方向

性が……

○パネリスト（太田長八）　正直いって星空やったん

ですよ。星空のほうも、自分はもう最高でした。やっぱり

行ったときに、もうライトも全て消して、虫の音だけ聞くよ

うな感じで、たまたま虫の声が聞こえて、本当にすばら

しいなと思ったんですよ。しかしながら、やっぱり寒さ、

これが寒いということで、２回やってちょっと断念したん

ですけれども。そうやった中で、星空のこと、これもある

程度やったら本当、都会の人も喜ぶんじゃないかと思

います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ほかに何かアイデアがありますか。山田さんとか石

島さんのほうは。どんなイベントがいいなというのが

あれば。

○パネリスト（山田賢一）　要するに今、私が考えてい

るというか、皆さんにも細野高原を考える会の中に

ちょっと提案させています。要するに細野高原の里山づ

くりという形で、奥山じゃなくて、あそこはまだ里山だよと

いう形で、里山のよさを広げていきたいなと。そういうこ

とで今、細野高原の入り口、これは財産区の土地じゃな

いんですけれども、やっぱり入谷部落の振興会という昔

の団体がありまして、そこの土地が６町歩ぐらいありま

して、ほとんど細野高原に隣接したところですけれども、

そこを今、森林組合の組合の皆さんが今まで植林され

ていたもんで、そこを全部伐採して、そこに今、ヤマザク

ラを全部植えようかなんていうことで、ヤマザクラの里

を今、これは国とか県の補助金をもらって森林組合が

やってくれているんですけれども。それで、地主さんは振

興会というところですけれども、将来的にはそこをヤマ

ザクラの里にしようと。中は当然、材を出すのに林道を

造りましたんで、そこが散策道路になるかなと。そこが、

うちの振興会の山だけが６ヘクタールぐらいならある

んですけれども、その奥に町の山も10町歩近く、10ヘク

タールぐらいあるもんで、今、町長ともお願いしているん

だけれども、そこ全体を全部やって、いろんなことに使

えないかな。そうすれば、振興会のほうもいろんなこと

があるんじゃないか、できるんじゃないかと。

　農協さんもいろいろそこを今、あそこにも農協の施設

もありますから、これはボツになったんですけれども、

一時、あそこで、要するに地ビールの工場を造ってやり

たいという、いいな、地ビール、ビール飲みながらあの

高原でススキ眺めたらいいなというようなことで、それ

を私たちも非常に賛成して協力したんですけれども、

ちょっといろんな事情で、それはボツになりましたけれ

ども。

　そういういろんなことで、あの高原をいろんな方面で

楽しんでもらえるような、これから設備というか、利用し

ている団体とか企業があったらいいな、私は考えてい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　何かいろんなことが、道路がやっぱり中まで通ってい

るというのがいろいろ、シャトルバスが行けるようなとか、

そういう整備ができているなというのがすごいんだろう

なと思います。

　片方でちょっと管理のほうの質問も来ているんです

けれども、担い手の問題というのも先ほどありましたが、

もう一つ、省力化という関係で、これ僕の話の中なんで

しょうね、山焼きの道路の防火帯に沿って軽トラが入れ

るようにするような話が蒜山でも聞いたことがあるけれ

ども、細野高原でも何かそういうことができる部分が

あったらコメントをお願いしますということなんですけ

れども、これどなた……、そういうのが可能そうなところ

というのはあるんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　防火帯、先ほど今、白川先

生の言った、あそこの防火線沿いにパイプを引くかとい

う案も去年出ました。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。やっぱ

り一晩で考えるようなら大体考えているんですね。

○パネリスト（山田賢一）　やって、水道屋さんに見積

りを取らせてやってみてはどうかなと思ったら、距離が

長過ぎてちょっとそのままやるんじゃ難しくないかという

ことで、それはボツになりました。

　もう一つ、今、いろんな林業試験場とかなんとかでお

話を聞いているのは、内山さんが専門ですけれども、あ

の防火線に防火林を植えて、要するに火の広がらない

ような防火林を植えて、それがただの面白くない木じゃ、

何も観光資源になりませんから、将来的に防火林であ

りながら観光資源の一助になれるような、例えばいい

んじゃないかって、内山さんが専門ですけれども、サザ

ンカとかツバキとか、一番強いのはサンゴジュなんて

いうのがあるらしいんですけれども。それらを防火帯に

10メートルぐらい、本当の火が出るところじゃなくて、火

があまりばんと燃えないようなところは防火林で防火帯

みたいなものを設置したらどうかなというようなことも

皆さんとは議論していますけれども、まだ実現はしてい

ません。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

　やっぱり結論というか、ちょっとすぐには出ないんで

しょうね。どこの地域でもいろいろそういう山焼きの省

力化とか安全性というのは出されているんですけれども、

高橋さん、何かその辺で、阿蘇のほうでは物すごいたく

さんの山焼きやっていますし、工夫されている部分もあ

ると思うんですけれども、人数も多いですが。ちょっとど

ういう、事故のほうの部分ですし、省力化の工夫で何か

あれば教えてもらえますか。

○パネリスト（高橋佳孝）　やっぱり事故は、毎年とは

言わないけれども、数年に１回必ず出ているんですね。

事故が起きると、もうやめてしまうという、そういった一

つ大きな問題が２つあって、１つはもう担い手がいない

で、いつやめるかを考えず、ただやめてしまう。責任者が

責任を取るなんて無理。例えば阿蘇の場合では、区長さ

んが火入れの責任者。

○コーディネーター（白川勝信）　火入れ責任者。

○パネリスト（高橋佳孝）　であれば、区長さんという

のは、例えば２年、３年で替わっていきますよね。そうす

ると、もう区長になりたくないという人が出てくるんです

よ。しかも、それ裁判ざたになったりとか、いろいろ面倒

くさいというのがあって、それで、多分この阿蘇の分科

会で相談される南阿蘇の村長さんがいて、南阿蘇村は

地震による被害によって野焼きができなくなったところ

が多いけれども、もともとそういう構造的な問題で、いつ

もどうなるか分からないというから、どんどんやめる、や

める、やめるというのが出てきていたんですね。そこで

少なくとも火入れ責任者は首長がなるということで、実

は安心して野焼きを再開した牧野参加者。ただ、それは

もちろん責任者だけの問題じゃなくて、そこに県や、ある

いはボランティアや市町村の協議会みたいなものをつ

くってみんなで応援してそこを再開するわけです。なぜ

再開するかというのは、これも多分、分科会で論議され

るように、熊本市民にとっては水源の源である草原の水

源涵養力というのは、実は阿蘇のほうは森林よりはる

かに高いんです。もしかしたら東伊豆もそうかもしれな

い。そういう草原の価値をみんなで共有して、それを

守っていくために役所も汗をかくし、お金も出しましょう

ということでやっている例が１つあります。

　もう一つは、牧野ごとに、さっき白川さんがおっしゃっ

たように車が通れる防火帯をやっぱり造りたいという

のが物すごく強いみたいですね。鉄鋼スラグの廃材み

たいなものが簡易的にですね、舗装までいかなくてもか

なり強い道が造れるということがあって、そういうものを

り保全という中で、首都圏から来る人が結構多いので、

500円、それくらいのお金ですけれども、地元の人に

とっては500円高いなと言いますけれども、首都圏から

来れば取りあえずそれが妥当ではないか。しかし、やっ

ぱり行くまでは結構ブーブー、周りを見ますと、現地に行

きますと、やっぱりすばらしい景色を見た中で、それは

当然当たり前の話だということを聞きますのでで、町と

してはそれがいいんじゃないかとは確認しております。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　入山料の話をしたら、先ほ

ど言った、今ススキがあるだけじゃなくて、今年、去年は

コロナのことでやらなかったんですけれども、山菜狩り

でも、私たち財産区で、入り口のところでお金を頂いて

います。あそこの入り口のところで来て、町民の方とよそ

から来た人はちょっと金額を変えて頂いております。

○コーディネーター（白川勝信）　細かい対応をして

いるんですね。

○パネリスト（山田賢一）　そうですね。それはいろん

な観光協会さんのご指導でいろいろやっていまして、町

外の方とか宿泊した方、地元の方ということで、３段階

ぐらいに値段を分けてやって、財産区の役員があそこ

でガードしてやっております。

○コーディネーター（白川勝信）　なかなか結構ね、お

金を頂くというのは勇気の要ることで、お金出したけれ

ども、こんなかってなっちゃう……

○パネリスト（山田賢一）　文句が出ますけれども、こ

れは富士山のあれと一緒だから、この山も管理するお

金ですからということで頂いています。

○コーディネーター（白川勝信）　そういう意味じゃ、

草原の価値を知っていないと、お金下さいとは言えな

いわけですから、それだけ価値を認識しているというこ

とですよね、地域の皆さんが。

○パネリスト（山田賢一）　何回かは、あそこまで来て、

ゲートのところで帰っていく方も結構います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。帰っていく

方もおられるんですね。

　草原の価値という中で、さっきちょっと質問とかを後

に、教育のことについて、町長もおっしゃったし、高橋さ

んもおっしゃっていたんですが、幾つか質問が来てい

るんですけれども、まず、高橋さんに、全体的なことだと

思うんですけれども、草原の価値の教育的効果につい

てのことの質問で、草原で子供たちに何を伝えられる

のかというのと、火入れとか野焼きを体験すること、伝

統的な作業としてそういうことを体験することの意義み

たいなところは、大きな話ですけれども、どういうところ

にあると思いますかという質問なんです。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原、教育者じゃないんで、

偉そうに語ることはできないんですけれども、価値と言

うまでもなく、大きく２つあると。１つは体験、五感で体験

したり、野焼きを体験したり、自然の雰囲気を体験した

り、草花を観察したりということと、それからやっぱり仕

組みづくりを学ぶというところですね、文化も含めてで

すね。体験に関しては、学校の中では語れないし、教え

ることができないことが屋外でできる。

　阿蘇の場合、全部の小学校で草原の学習をすること

が今できています。それで、発展性というか、私たちもそ

のほうがいいなと思ったのは、それを端緒にして、今度

はそれが公民館活動に地域活動にいく。そうすると、地

域の関わってくれる人たち、大人の人たちも増えていく

し、景観も入ってくるし、公民館として地域の草原を守っ

たり、上で寒いんですが、阿蘇の場合、草泊まりという、

草刈りをして、地元の集落と草刈り場の集落まで500

メートル以上の標高差があって、毎日通うの大変だか

ら、家族みんなで山の上に行って、草で作ったテントで

２週間ぐらい泊まって草刈りするという文化があったん

ですけれども、その中で子供たちを泊まらせて体験させ

たりというようなこともできている。

　だから、端緒は学校教育からだったんだけれども、

今は地域教育というか、教育という言い方がいいのか

悪いのか分からないんだけれども、地域の文化や歴史

や、その成り立ちや技術や意識や知識というものです

ね、子供たちに引き継いでいくと同時に、家族やその関

わる人たちにも広がっていくというものがいいですね。

少しずつ何か所かに広がっていく。そこのほうが私は

大事になってくるかなと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ＳＤＧｓの地域版とい

うか、そういうこと……

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。そんな感じに

なるのがいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　先ほど石島さんから

も、最後のスライドでＳＤＧｓという言葉があったんです

けれども、観光コンテンツそのものとしてのＳＤＧｓとか、

そういう学習のニーズというのはあるんですかね。ＳＤ

Ｇｓを学ぼうとか、そういう草原の自然、先ほどでの説明

だと、観光での収入が草原の保全に行くということだっ

たんですけれども、阿蘇ではボランティアの人は年間

2,000人以上来るし、実はうちのほうも木を切ったりと

か草刈りの体験を教育ツアーとして、一応プログラムと

いうのはあるんですけれども、そういうのは、こちらのほ

うではそういうニーズみたいなものというのはあるもん

ですか。

導入することで、野焼きを再開したり、そういう、向こうで

は恒久防火帯という言い方をするんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　恒久、ああずっと使

えるもの。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうです、ずっと使える防火

帯。道路さえあれば何とかなる。そういうものに対しても

県の事業として、導入するところにはそういう必要な経

費を出すというふうなこともでてきています。

　やっぱり今の方向性としては、恒久防火帯ですね。

　もう一つは、以前、草を刈っていて、もう裸になるよう

な状態がありました。阿蘇も秋吉台も全くそういう状態

ですね。その頃はですね、こんなに広く防火帯を切らな

くても安全だったんですよ。草がもう持ち出されている

から、火をつけてもそんなに大きくならない。今は雄大

でもう映像に入るとものすごくいいように見えるかもし

れないけれども、まさに危険な状態にあるわけですね。

25メートルぐらいまで炎が上がったりします。そんなに

危ないんじゃ、もう野焼きができないという話があった

んですが、最近、カヤ刈りとして、冬場の枯れた草をい

ろいろな方が刈っているんですよ。牧野さんにもお願い

をして、そこに入らせていただいて、たくさん刈るように。

牧野さんがそれで一番喜んだのは、野焼きが楽にな

るって。もともとあの草原の価値があって、それを維持し

ようとすることも重要ではあるんですけれども、実は、そ

れを維持するためには草をうまく利用することがそれに

もまた役に立っている。もちろんお金という点もあるかも

しれないし、材として文化財の保全に役立ったりするこ

ともあるかもしれないけれども、利用することで、実は管

理の省略化や安全性にも物すごく貢献できているとい

う、そういう仕組みづくりをみんなで共有していって、

やっぱり何か草を利用する算段と創意工夫によってひ

とつひとつやっていかれたらいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　そもそも利用してい

たから草原なのであってというところに立ち返るという

ことですね。

　ちょっと会場からの草の利用についての質問、多分、

山田さんにお答えいただいたらいいと思うんですけれ

ども、１つはミカン畑に草を使っていたときは何月ぐら

いに使っていたんですかということなんですけれども、

刈る時期というのは、決まった時期に刈っていたんで

すか。

○パネリスト（山田賢一）　刈る時期は、10月から11

月、要するにこれから秋口にかけて、もうカヤが緑がな

くなってきて、要するにそれのほうがもちがいいもんで、

青い草を刈ってやるよりも。だから、皆さん大体、草が枯

れ始めた頃から、10月から11月頃から。それで、して、

少なくとも２月に山焼きをやるもんで、山焼きのときまで

には、刈った草は持ち出してくださいよというようなこと

でやっておりました。

　だから、そうですね、大体今から、10月から11月頃

が一番多いと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　それと、かやぶき屋

根には使っていたんですか。

○パネリスト（山田賢一）　僕の記憶というか、前は

使っていたという話も聞きますけれども、実際、私は見

ていないもんで、何とも言えません。使っていたと思い

ますよ。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。使って

いたとしても、大分昔、古い時期ということですね。なる

ほど。ありがとうございます。

　ちょっと別のユーチューブのほうからの質問、すごい

いっぱい来ています。何か皆さんやっぱり、これはです

ね、シャトルバスのほうなんで、石島さんにお伺いした

いんですけれども、シャトルバスをやめたのに料金を

取っているのはどこで取っているんですか、どういうふ

うに徴収している、徴収方法を教えてくれませんかと書

いているんですけれども、それは何かゲートを設けたり

とか、そういうことですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。下の103台置け

る駐車場の入り口のところに受付がございまして、そこ

で一応、感染症対策でいろいろアルコールをやったり

とか、そういうときに払っていただいてパンフレットを渡

しています。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。コロナ対

策も一緒にできるしということですね。

○パネリスト（石島専吉）　はい。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　そのやり方というのは、割と最初の頃からそういう形

でやっていたんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。その期間だけな

んですけれども、ですから、１日過ぎれば無料で入れ

ちゃうんですね。ですから、最初は私も何でお金取るん

だよってものすごい言われているようなお客が多かっ

たんだけれども、やっぱり最初はそういうふうに、高橋

さんが言っていたように、入山料って何で取るのってい

うのを、無料のイベントというのはよくないという前任の

観光協会長から言われていて、そちらの前任の観光協

会長がそういうふうにして、私たちもそれを引き継いで

います。それを財産区のほうにも使用料として払えると

いう形になっております。

○コーディネーター（白川勝信）　町長、何か。

○パネリスト（太田長八）　入山料に関しては、やっぱ

秋って紅葉するところあるのかいって言われて、昔はも

う強気でしたから、もう団体客ばんばん入ってくるから、

じゃ結構ですよ、もうどこかの箱根とか北関東とか東北

で見てくださいと、紅葉は。伊豆はちょっとないんで結構

ですみたいな感じだったんですけれども、今は反対で

すから。紅葉する木はないんですけれども、やっぱりそ

ういうススキで秋を楽しんでほしいというのが１つです。

　あともう一つだけ、去年のススキのイベントで7,200

人来たわけですけれども、そのうちの350人にアン

ケートを取ったんですね。さっきの話とちょっとつなが

るかもしれないんですけれども、イベントの売りで何が

一番よかったですかというのは、やっぱり「絶景」でした。

これ断トツで絶景。それで、参加したい新企画、これは

多かったのが「１日限りの星降るキャンプ場」、あと、

「大自然をそのままに」という方もありますし、あと、「野

外コンサート」。これは今年はできないんですけれども、

一昨年まではホルンの演奏会だとか、稲取高校の吹奏

楽部の演奏会を土日にやったりとかしておりましたの

で、そういうことです。あと、細野高原に必要な施策とい

うことで、「アクセス道路の拡充」とか「絶景ポイントの

紹介の充実」とか、そういうことを書かれている方が多

かったということですね。

　ですから、伊豆というのは本当に秋も楽しめるんだと

いうことを観光客の皆さんにも知ってほしいということ

でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

秋を楽しんでほしいという、観光客の方へのメッセージ。

　山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　管理していくのがどういう

ことかということを言われてもあれですけれども、私はよ

く親戚とか友達とかなんとか来たときに、細野高原を連

れていくと、必ず言われるのは、何だ伊豆は山が深いん

だな、よく言われます。大体皆さんは海岸だけ走って

帰ってきて、伊豆半島の中のほうへ入るのは、天城道路

ぐらいのところしかないと思いますけれども、各町には

深い山が、山が深いです。だから、そういうことを楽しみ

ながらいろいろ山を楽しんでいただければありがたい

なと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　すみません、ちょっとチャイムが鳴っちゃって、時間が

来ちゃったんですけれども、コンパクトに高橋さんと町

長にもコメントいただいて終わりたいと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原は非常に懐の深い資

源だと思います。それで、将来に向けて決して暗いこと

ばかりじゃなくて、多分21世紀の持続的社会を語る、こ

れほど人と自然との関わりの仕組みが何千年も続いて

いるというのは、すごい懐の深い地域資源なんだろうと

いう。ただ、それを私たちが気づいていないような、これ

は研究者にもしかりだと思うし、行政においても多分し

かりだと思いますけれども、そういう意味では、もう一度、

草や草原の魅力をみんなでいろいろ創意工夫しなが

ら考えていく。新しい社会への土植えも可能になってく

る、そういう明るい展望を持ってみんなでぜひ協力し

合って次の世代にちゃんと続いていくようにしたいなと

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　じゃ最後に町長、お願いします。

○パネリスト（太田長八）　これは本当、ユーチューブ

を見ている全ての方に、これはもう人と地域の問題じゃ

ありません。これは全国の問題でございますので、全国

の方々、草原に対して興味を持っていただくことが私は

一番だと考えています。そういう中でこの草原、将来に

わたって保全なんかもね、やっぱり市町村の自治体で

連携してより多くの自治体に入ってもらった中で、草原

をいかに守っていくか、これをまたやっていきたいと思

います。そういう中ではまたユーチューブを見ている方、

その辺また支援と協力を賜ると大変ありがたいと思い

ますんで、よろしくお願いします。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　最後に非常に力強い、全国の方々、それから全国の

自治体に向けて草原共有を持ってまた加わっていただ

きたいというメッセージをいただきました。

　ちょっと僕の進行が不手際で12時を過ぎてしまいま

したが、これでパネルディスカッションを終わりたいと

思います。

　もう一度、４人のパネリストの方に感謝して拍手をい

ただけたらと思います。（拍手）

　どうもありがとうございました。

　じゃ、配信のほうもこれで終わらせていただきます。ど

うもありがとうございました。

○司会　皆さん、どうもありがとうございました。

　午後ですが、１時から東伊豆、阿蘇、蒜山の３会場で

分科会を開催いたします。午後１時になりましたら、そ

れぞれの会場で分科会を開始してください。よろしくお

願いいたします。

　その後の全体会のウェブ配信については、午後３時

20分からを予定しておりますので、午後も引き続きよろ

しくお願いいたします。

　午前の部につきましては、以上で終了となります。あり

がとうございました。

○パネリスト（石島専吉）　細野高原はまだそういう形

にはなっていないんですけれども、いろいろ摘果のミカ

ンの収穫を手伝うとか、いろいろそういうカーネーショ

ンの花を、そのまま結局時期が過ぎちゃって、全部それ

を捨てちゃうわけですね。そういうのを何か手伝う体験

だとか、そういうことは、農業体験のほうなんですけれ

ども、そういうのは少しずつプログラムに入れているん

です。まだ参加者は少ないんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　そうなんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そういうのは年間を通して

いろいろちょこちょこやっています。

○コーディネーター（白川勝信）　じゃ何か、これだけ

宿泊施設もあり、こういう海と山とっていう、すごく近いと

ころにあるという環境だったら、本当に、うちは体験教

育とかをすごく受け入れているので、何かメニューが

つっこんでいきそうだなと感じました。すみません、

ちょっと僕の興味のほうでちょっと質問をかぶせてし

まったんですが。

　もう一方、これも教育のことなんですけれども、次世代

に伝えていくために教育現場でできること、望むことは

どういうことがありますか。町長のほうから遠足の記憶

がっていう、高橋さんもそうだったんですけれども、遠足

以外でということということですが、教育現場でどういう

ことができるでしょうかね。どなたでもお答えください、

せっかくですから。どなたかありますか。

○パネリスト（太田長八）　まず、自分から言ったのは、

まず細野高原に対しての愛着ね。　子供のときから。そ

れがなければ、細野高原の保全はもう無理だと考えて

おります。そういう中で、まず町民が行った中で、細野高

原のよさが分かった中で、そしてやっていけば続ける方

向で、地域効果やったんです。それによってよさが分

かって、そうすれば、先生が言ったように子供が行けば、

必ず父兄が行きます。そういう中で全体的にやっていき

たい。それとやっぱり子供たちも自分で働いたお金で

いろんなことができる。そういうことができれば、子供た

ちの教育になると考えております。

　そういう長期的に考える中で、やっぱり子供が細野

高原に興味を持たせなければ、自分は細野高原の保

全は絶対無理だと考えておりますので、そういう中で、

そこが一つのいい機会じゃないかというようなことです。

　教育的効果、高橋先生がおっしゃったテントを作っ

てそこに滞在する、そこでキャンプするとかね、やっぱ

りそういうのがあると、教育的な体験になるんじゃない

かと考えています。

　何しろ小さい子が草原に対して興味をいかに持たせ

るか。それだけは私はいろいろと考えております。やっ

ぱり何事も一から小さい時からやっていくというふうに

ありますので、そこからの教育が私は一番大事じゃな

いかと考えておりますので、そういうふうに言わせてい

ただきました。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　ほかにありますか。

　ちょっとそろそろ時間が来ているんですが、いろんな

方の質問、本当にありがとうございます。

　もう１個だけ、僕に質問、これは物的なことなんで、カ

ヤが高いという話が出て、850円で売るのは高いん

じゃないかという……

○会場より　（「いや、違う、どうしたら高くできるかとい

うことを聞きたかった」と呼ぶ者あり）

○コーディネーター（白川勝信）　それはなぜですかと

いうことなんですが、これは、中間業者に販売している

んじゃなくて、カヤの施主さんに直接販売しているので、

一旦集めると安くなりますけれども、カヤぶき職人さんと

かカヤの施主さんとしっかりネットワークをつくるのが

高い価格で販売している一つかなと思います。価格に

ついてはカヤぶき職人さんに相談して決めた価格です

ね。すみません、以上です。

　いろいろお聞きしたんですが、ちょっと最後に皆さん

から一言ずつ、草原に関わる人への誰かを想定して、

子供でもいいですし、観光客の人でもいいですし、また、

ユーチューブで見ていらっしゃる方でもいいですけれ

ども、一言ずつメッセージをいただけたらと思います。

石島さんから、今度は反対にお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　４人目だと思って安心して

いたんですが、私は観光ということからちょっとお話を

させていただければ、何で秋のススキなんだという感じ

なんですよね。これはもう10年ぐらい前から団体の宴

会型のお客さんが激減しています。今まではもう団体で

バスで来て、もう20人、30人で宴会して、朝ばっと８時

頃帰っちゃうんですよね、もう朝食を食べて。ですから、

観光する場所なんていうのは全く必要なかったんです。

秋以外の春には河津桜もこうやってやっておりますし、

夏はやはり海水浴とか、そういうリゾートという感じが

ありますのでよかったんですけれども、それなもんで、秋

が全然オフシーズンになっちゃんたですね、一時期。そ

れで、やっぱり観光協会のほうも、せっかくああいう高

原のいい場所があるんだから、ススキのイベントをや

らせてくださいということで、財産区に頼んで町と協力

してやったような状況がございますので、そのような形

で、やはり春夏秋と楽しめる、そういうコンテンツが欲し

かったということがまず１つですね。

　ですから、秋によくお客さんに言われたのは、伊豆の



��

原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

　次をお願いします。

　細野高原を利用した東伊豆町観光協会の取組とい

うことで、私たちにとっての細野高原とは～観光の観点

から～ということで、東伊豆町、ひいては伊豆を代表す

る資源であるというふうに思っております。ですけれども、

いまだ資源であり、目的となる場所ではない、こちらは

財産区長もいるのに失礼なんですけれども、そういう状

況が続いております。

　ですから、また下を見ると、私たちが考える魅力とい

うことで、圧倒的なスケール、これは町長もドーム26個

分、箱根の仙石原が知名度が高いんですけれども、そこ

の７倍になります。ですから、もっともっと本当は来てほ

しいという状況にございます。

　絶景ということで、草原の先には太平洋、そして伊豆

大島がぽっこり浮かんでいるように見えます。そして、伊

豆諸島も見えて、後ろには、私も中学のときに遠足で天

城連山、万二郎、万三郎の遠足というのを８時間かけて

行きまして、それは本当にもうつらくて、忘れられない思

い出となりました。

　そういう状況の中で、三筋山山頂というのが標高

821メートルございます。

　次をお願いします。

　その取組の２番になりますが、先ほども財産区長が

おっしゃったように、春の山菜狩りというのは財産区が

中心になって行われておりまして、私たち観光協会とし

ては、パンフレットとかチラシを作って協力して、そして

少し受付を手伝うという形になっておりますが、秋のス

スキのイベントに関しましては、東伊豆町観光協会が

主催で行っております。ここで、細野高原でしか味わえ

ない景色・体験を売りにしたイベントを企画・運営して

いるということで、こちらの詳細は次ページをお願いし

ます。

　ここで表が出てきたんですけれども、ちょうど白川先

生がいらっしゃった13年前ということで、その後からこ

の細野高原のススキイベントが始まりました。ちょうど平

成23年度から始まりまして、2011年かな。それで、今回

の秋、これから10月８日から予定しておりますが、これ

が第11回になります。ですから、10年ぐらいやってきて

いるんですが、私のイメージとしては、もっと20年以上

やっているような気がしているんですけれども、こんなも

のなんですね、まだ11回目ということで。

　これさっき高橋先生もおっしゃっていたんですが、入

山料を取るようになったのが第３回から。第３回の平成

25年度から500円取るようにしました。そして、第５回

の27年度から600円に上げました。来たお客さんは何

か、何でこんなところでお金取るのよなんていう人も多

いんですけれども、一応そういう保全のために使わせて

いただきますと言うと、やっぱりちゃんと払っていただ

けます。

　それで、第10回、昨年の第10回にはシャトルバスを

やめたんですね。第一駐車場から、400メートルのとこ

ろから山頂の手前の駐車場までのシャトルバスを回し

ていたんですが、それをやめて、それがコロナでやっぱ

りバスの中が密になるということで、町の指導も受けま

したので、それをやめて、昨年からは300円にしました、

シャトルバスなしで。中に入山していただいた後は、自

分たちで頂上に行く方も、さっき言ったように２時間か

けて行く方もいますし、その辺を散策して帰る方もい

らっしゃるということで、そういう形にしておりますので、

今年の予定も一応300円で、シャトルバスなしというこ

とで行おうと思っています。

　このシャトルバスの運営だけで、この期間中、毎年大

体300万ぐらいかかっているんですね。ですから、それ

をやらないことによって、足の不自由な方とかご高齢の

方とか、山頂まで行けなくて残念だったという話もあっ

たんですけれども、意外とこの表を見ていただくように

人数は増えているんですね、去年より。ですから、その辺

で、今年ももう一回そういう形で挑戦しようということで

今考えております。

　その下の資料２は、これはもう財産区の方々がやら

れている山菜狩りの人数でございますので、細かく書い

てありますけれども、大体このぐらいの人数で、大体25

年ぐらい前からこの山菜狩りはやっておるということを

聞いております。

　その次で、細野高原を利用した東伊豆の観光協会の

取組の３でございますね。

　私たちの課題としては、目的となる場所へのブラン

ディグや宣伝、イベントに依存しない観光地としての整

備、特にソフト面、サービス面の企画ということで、やは

りどうしても今までは花火大会などのイベントで、一過

性なんですけれども、その日にがっと集めて、もうお金

をぱっと使って集客するという形だったんですけれども、

常に東伊豆というのは海があって、高原があるというこ

とをもっと売っていきたいということで考えております。

　この二、三年、コロナもそうなんですけれども、この二、

三年、夏がすごい猛暑なんですね。ですから、海水浴に

は暑くて行かないというお客さんが夏は増えてきており

ます。私も海の近くに旅館がありますので、夏になれば

必ずお客さんが来て、海水浴に行くというふうに思って

いたんですけれども、一昨年ぐらいのときというのは、暑

いから行きませんという、海水浴に行ったお客さん、本

当に数件だったですね。目の前は海なんですよ。ちゃ

○司会　それでは、ただいまよりパネルディスカッショ

ンを開催いたします。

　コーディネーターは基調講演に引き続き白川先生に

お願いをいたします。

それぞれのパネリストの方を私のほうからご紹介をさ

せていただきます。

　まず初めに、太田長八東伊豆町長。

○パネリスト（太田長八）　太田です。よろしくお願いし

ます。

○司会　続きまして、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋佳孝様。

○パネリスト（高橋佳孝）　高橋です。よろしくお願いし

ます。

○司会　稲取地区特別財産運営委員会委員長の山田

賢一様。

○パネリスト（山田賢一）　山田です。よろしくお願いし

ます

○司会　東伊豆町観光協会会長の石島専吉様。

○パネリスト（石島専吉）　石島です。よろしくお願いし

ます。

○司会　それでは、白川先生、よろしくお願いいたします。

○コーディネーター（白川勝信）　また白川です。よろ

しくお願いします。

　ここからはパネルディスカッションということで、先ほ

どは僕のほうから一方的にたくさんお話をさせていた

だいたんですが、今日は４人の方に来ていただいてい

るので、僕はここからは進行役で、４人の方それぞれの

話を聞いていきたいと思います。皆さんそれぞれに各

分野で活躍されている人ばかりが集まっていますし、

お一人お一人の話もじっくり聞きたいんですが、多分

ここでお互いに話していただくと、面白いものが何か

生まれていくんだろうなと思って楽しみにしています。

　それでは、最初に少しお一人ずつ、８分くらいかな

とお伝えしていたんですが、自己紹介とか活動とかを

教えていただければいいと思います。特に肩書のほう

なんですけれども、ここの細野高原の場合、東伊豆町

との関わりとか、そういうことも含めてよろしくお願いし

ます。

○パネリスト（太田長八）　そうですね、先ほど挨拶し

た町長の太田と言います。

　ちょっと私のほうから町をちょっと紹介させていただ

きたいと思います。

　まず、面積とかそういう人口、先ほど白川先生からご

紹介いただきました。場所っていうのはね、静岡県の伊

豆半島の東海岸に位置しております。そして、伊東市、

下田市、この中間でございまして、東京からは本当に２

時間ほどで来られますので、このコロナが収まりました

らば、ぜひとも皆さん方、この東伊豆町においでいただ

きまして、このすばらしい細野高原を見ていただけたら

大変ありがたいと思います。

　まず、私たちの町、全国的には珍しいんですけれども、

６温泉郷から成り立っております。東京方面の大川地

区、そして北川地区、熱川地区、片瀬地区、白田地区、こ

れらが熱川地区と言います。熱川地区は一応５地区あ

ります。そして稲取地区。全部で６温泉郷。稲取地区に

おきましては、４つの地区、東区、田町区、西区、入谷区

が存在しています。細野高原の保全に関しましては、こ

の稲取地区に細野高原がありますので、この稲取地区

の４区の皆さん方にこの保全につきましてやっていた

だいております。この場にいますので、本当４区に厚く

御礼申し上げたいと思います。

　この町は気候も温暖で過ごしやすいです。この海と

山に囲まれました、この豊かな自然、今回は皆さん方に

東伊豆町に来ていただきまして、細野高原、そしていろ

　私と草原の関わりもということなんですが、私は福岡

県の小倉市というところの出身です。当時、山々に行くと、

植林地の防火帯として草原がいくつかあった。あれ面

白いなと思って、むしろ焼けて大変だろうと思うんです

けれども、そこを２年に１回ぐらい、ずっと帯状に何キ

ロも草原があって、そこが私の遊び場だったんですね。

そういう原体験もあったり、あるいは南のほうで平尾台

という有名なカルスト台地。秋吉台と同じように山焼き

をやっている。やっぱり遠足に行ったり、遊びに行った

り。その原体験の下に草原に関わってきたわけですけ

れども、一番のきっかけは、実は私の高校は修学旅行

のない高校でして、いわゆる受験ばかりという、面白く

ない、非常に面白くない高校だったんですけれども。

ちょうど大阪万博の年、私が高校２年のとき、そのとき

だけ万博に修学旅行に行こうやという話が出て、その

ときに山陰地方を何泊かして大阪までバスで移動した

んですね。そのとき２日目に泊まった三瓶山という山が

とてもきれいな草原があって、牛や馬が放牧されている。

これは都会育ちの私にとってはすごい感激して、それ

をきっかけに畜産の道に興味を持ち、大学は農学部を

選んだという経緯があるわけです。

　そうこうしているうち、いろんな方と出会うことがあっ

て、今回13回目を迎える全国草原サミットの第１回目

から担当させていただいているんですよね。そういう関

係もあって、サミットのお手伝いをするような全国草原

再生ネットワークというのを立ち上げたと。

　それと時期を同じくして、さっき最初に白川さんが紹

介していただいた草原研究会、日本草原研究グループ

というのも立ち上げていただき、そのときに白川さんと

あと二、三人の方で相談して、とにかく毎月１回、どこか

草原を調査して、そこでディスカッションして回ってみよ

うや、あるいは調査の手伝いをしようやと。そうやって

中国地方を中心にいろんな草原を若い研究者を募っ

て現場のフィールドを歩きながらぐるぐるぐるぐる回って

いたという、そういうこともいろいろ重ねるうちに、今は

阿蘇に携わって、草原再生協議会、阿蘇は約２万２,000

ヘクタールの牧野があって、山焼きをやっているのが

１万6,000ヘクタールあります。その利用形態、極めて

多様でして、土地所有も多様なんですけれども、利用面

も畜産で利用されたり、カヤに利用されたり、あるいは

草刈りをして堆肥として利用されたりとやっているんで

すが、大きな観光資源にもなっていて、阿蘇の。そういう

意味では東伊豆とも共通したものがあるかもしれませ

んけれども。阿蘇においても、すごく担い手の問題とい

うのも深刻で、これをどうするかということで、年間約

2,300人のボラティアが山焼きや牧野体験に参加して

いるという仕組みづくりもちょっとやっているところです。

　前回、この東伊豆でシンポジウムがあったときに、大

きくそうですね、利用の面では観光利用、あるいはパラ

グライダーの利用というのが当時あって、新しい利用形

態どうするかという模索もさせていただいた。それから、

当時からやはり山焼きの担い手の問題というのはかな

り深刻で、東伊豆町のほうでもボランティア等の関わり

をどうやって考えていくかというようなことも論議したよ

うな記憶があります。

　それから、さっきもお話があったように、教育とか普

及の面で、子供たちをどうやって、昔は遠足で当たり前

に行っていたし、地元の人たちの草原についての実感

もあったし、誇りも多分あった。今はいろんな文化が増

えているし、全体的にも様 と々いうことで、いろんな問題

を抱えているんだというような、そういう記憶をしており

ます。この13年間でどういうふうに変わってきたのかな

というのも今日いろいろお聞きしながら、課題の共有を

できたら、いろいろ協力ができることがあろうかと思い

ますけれども。

　１つ、稲取高原で面白いなと思ったのは、何年か前

からやっている入山料ですね。草原をただで利用する

人たちは、やっぱりちゃんとそれなりの対価を払って、

ボランタリーでいいから払ってくださいという、そういう

ふうに位置づけている。これはこれからの一つの観光

行政の自然を守る形の一つの選択肢として、効果的で

はあるけれども、画期的な出来事だったのかなという

印象を持っております。

　以上です。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　高橋さんは、僕はよくよく知っているんですけれども、

会場の方も知らない方も、それから、インターネットでご

覧になっている方も、知らない方もおられると思うんで

す。先ほどあったように、日本の草原を本当にいろいろ

なところを見ている方です。草原に入って遭難したこと

もあるんでしたよね、たしか。そういう方ですが、町長か

いろな観光地を見ていただければ、町としては本当に

よかったんですけれども、このコロナ禍では本当大変、

自分自身はもう大変残念に感じております。

　そういう中で、町の基幹産業は観光でありまして、以

前は100万人以上の方が当町に来ておりましたけれど

も、今は本当、コロナ禍においてですけれども、減少し

ちゃいまして、今、去年で40万ぐらいですかね。早くこ

のコロナ禍が収まって、何とか経済を活性化していき

たいと思います。

　そういう観光以外には、やっぱりこの海、さっき言っ

たようにゼロメートルから1,400メートル、本当、傾斜

がこういうふうにありますので、本当、海と山、これを全

て満喫できますので、大変すばらしいロケーションでご

ざいます。

　そういう中で、農業、教育も盛んであります。まず、漁

業におきましたはキンメダイ、こちらはもう地域ブラン

ドになりまして、味はもう日本一でございますので、ぜひ

とも皆さん方も稲取のキンメダイ、これを味わっていた

だきたいと思います。さらに伊勢海老も取れますし、結

構豊富でございます。

　さらに農業、これにおきましても、カーネーション、こ

れはもう私も全国で一番ではないかと思います。基本

的には農林水産大臣賞、これはもう過去３回も受賞し

ておりますので、この辺はもう自信を持って、また皆さん

に進めていますし、さらにミカン、かんきつ類には

ニューサマーオレンジがあります。やはりこれも香りも

大変良く、これも東伊豆町の名産でございます。これま

た季節がありますので、町が自慢できるものがあります

ので、四季を通じて、この東伊豆町、楽しめますので、よ

ろしくお願いします。さらにスポーツにおきましてもダイ

ビングとかゴルフ、そしてパラグライダー。このパラグラ

イダー、今言った細野高原でできますので、ぜひとも海・

山・空のスポーツ、年間を通じて楽しめる、本当に四季

を通じて東伊豆町、大変すばらしいところでございます

ので、ぜひともまたご来町願いたいと思います。

　このようなことが東伊豆町ではまちづくりの目標、こ

れを満点の海・山・空は東伊豆と掲げております。この

細野高原につきましても、このまちづくりの目標の一つ

でありますので、このパネルディスカッションにおきまし

て貴重なご意見をいただければ大変ありがたいと感じ

ております。そういう中で、このあと稲取財産区の山田

委員長から保全、さらには観光協会長のほうから、この

利活用につきまして説明があると思いますので、よろし

くお願いいたします。

　私は細野高原の思い出というのは、やっぱり遠足で

ございます。当時小学生のとき、必ず遠足で細野高原に

行きました。そのときはやっぱり全学年で行きましたの

で、６年生が１年生の手を引いて行った思い出があり

ます。そういう意味でもすばらしいなと。まだ子供でした

から、草原はすばらしいなというだけで、それがですね、

やっぱり先代とその山焼きなどの苦労によってこの山

が守られていることを感じましたので、自分としてはこ

の子供たちが細野高原に子供たちが行く機会がないも

のですから、子供たちに細野高原のすばらしさを知っ

てもらった中で、さっき言った芸北の取組、これもまた

後 で 聞 き た い と 思 い ま す 。

　そういう中で、やっぱり私は遠足といった中で、今度、

富永さんとか言っていた、鹿、猪　が増えた中で、

ちょっとダニの問題が出てきました。しかし、ススキのイ

ベントをやっている中で、それに対しては十分対応して

おります。ある程度、受付において案内をして対応して

おりますので。細野高原は安全ですばらしいところです

から、よろしくお願いいたしたいと。

　私の考えはそういうことでございますもんで、またよ

ろしくお願いいたしたいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうござい

ます。

　今のお話の中にもいろいろと何か視点があるんだと

思いました。

　ちょっと１つだけ、町長は地元出身なんですよね、ど

の地区。

○パネリスト（太田長八）　僕は、今は結婚して熱川地

区に住んでいますけれども、幼少期は、小さいときは稲

取地区でございまして、稲取小学校に入りまして、やっ

ぱり春と秋になると何しろその遠足が楽しみで、細野高

原に対する思い出、それが大変強いです。

○コーディネーター（白川勝信）　もう本当に地元なん

ですね。ありがとうございます。

　次に、高橋佳孝さん、自己紹介と、ご自身と草原の関

わりとか、高橋佳孝さんは東伊豆町の方ではないです

が、今日は全国草原再生ネットワークの代表理事とい

うことで参加いただいていますんで、自己紹介からお

願いします。

○パネリスト（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは。高橋

でございます。

　今、白川さんから紹介いただいたように、私は外者、

よそ者で、細野高原とそんなに深い関わりがほとんどな

いのにここに登壇していいんだろうかというね。今日そ

こにいらっしゃる内山さんはまさに稲取のご出身で、草

原に関する研究をされていると、まさにここは内山さん

がいなきゃいけない場所だと思うんです。いろいろと理

由があって、ここに出させてもらっています。

在ではあまり生活に必要と思われていないもので、い

ろんな考え方もあるでしょうけれども、自然を守るという

哲学とか概念だけでは、どうしてもこれから守っていく

のは非常に難しくなるんじゃないかなというのが私の

考えです。だから、保全していくにはどうしたらいいかと

いうと、これから地域や町にどうしても必要な場所に、

この細野高原を認知してもらうことが、認知していくこと

が重要なことじゃないかなと思います。

　その中で、先ほど白川さんのお話の中で、非常に参

考になりました。その一つとしては、あそこは水の水源

地としてもやっていますけれども、もっと水源地を広げ

て、そこにいろんな花木などを植えて、植林して、それを

観光に使ってもいいのかなと。もう一つは、先ほどから

出ている教育の場として、体験学習とか、いろんなそう

いう子供たちの教育の場にも使えたら。もう一つは、観

光資源として、自然利用のイベントとか、そういうものに

積極的に使っていただければと思います。

　財産区としても、そういうことが具体的になってきた

ら、積極的に協力して前へ進めていきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。

　今日はこの機会を利用して、皆さんのほうにも意見

を聞かせていただきまして、参考にしたいと思います。

ありがとうございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　本当に非常に大事な視点というか、たくさんありまし

たよね。植物を管理する人が絶滅危惧種だという話も、

本当にいろんなところでも起こっていることでしょうし、

ただ、管理する人がということが、発言が出ること自体

が、まだ何かよくって、地域によっては、その植物が大事

だということさえもひょっとしたらもう既に忘れられてい

るかもしれない。

　それから、もう一つのことが草原が必需品じゃなく

なったという指摘の中で、守ろうという概念だけじゃ駄

目で、具体的に何かやっていかないといけない。その

中でも、やっぱりイベントとか観光というのが強いところ

なんだから、そこを進めていきたいというお話だった

と思います。

　ありがとうございます。また後から少し詳しくお聞きし

たいと思います。

　その観光とかイベントとかを中心的に担っていらっ

しゃる石島さん、続けてお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　それでは、改めましてこん

にちは。東伊豆町観光協会の石島でございます。

　お手元に、パワーポイントのほうに10ページになる、

このジャンプしている、これは私じゃございませんけれ

ども、もっと若い人なんで、こんなジャンプすると足を痛

めちゃいますので。あと、今年の「澄んだ空気と絶景

を。」という、このポスターにもあります、これがチラシで

すね。あとそのもう一つ、稲取細野高原の冊子、これを

見ながら皆さんお聞きいただければと思います。よろし

くお願いいたします。

　それでは、まず、細野高原と東伊豆町観光協会の取

組についてということでお話しさせていただきたいと思

います。

　次のページで、自己紹介ということで、私、石島専吉

という名前なんですけれども、これは本当に私もずっと

嫌だったんですけれども、やっぱり最近やっと慣れてき

まして、これおじいさんの、祖父の名前をいきなりつけ

られました。子供の頃はすごく嫌で嫌でしようがなかっ

たんですけれども、やっとアラカンになってきて慣れて

きましたけれども、私の父の出身というのが栃木県でご

ざいました。こちらに熱川温泉のほうに修行に出されて、

そこで結婚して私が生まれたということで、今はその旅

館を私も継ぎまして、熱川温泉のほうで「ふたりの湯宿

湯花満開」というところで旅館もやっております。

　私は2018年の東伊豆町観光協会に就任しまして、

ただいま４年目で、２期目でございます。2020年、昨年、

東伊豆町産業団体連絡会の会長に就任させていただ

きまして、現在に至っております。

　この右側の写真は、毎年１回、三筋山まで歩いてい

ますというふうに書いてありますけれども、これは去年

の11月１日にちょうど第一駐車場の標高400メートル

からこの三筋山山頂の821メートルまで、往復で大体

7.5キロ、時間にして約２時間で歩きました。山頂では

妻のお弁当というか、おにぎりを食べて、この小さく前に

いるカップルも、ちゃんとお弁当を２つ持ってきて食べ

ていました。その２人の歩くのが速くて速くて、本当、追

いつくのが大変だったんですけれども、本当、軽装です

んなり歩き切っちゃいますね、若い人というのは。です

から、やっぱりそういうところも一つ面白いんじゃない

かなと思いました。

らも遠足の印象が大きかった、高橋さんは三瓶山の印

象が大きかった、やっぱり子供の頃の体験、大事なん

だなというのをお二人の今の自己紹介の中からも見て

いきますけれども、じゃ次に山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　皆さん、どうもおはようござ

います。

　私は、稲取地区特別財産区運営委員会の委員長を

やらせていただいています山田と申します。

　稲取地区の特別財産区というのは、稲取地区の区長

さんとか区の役員さんの皆さんで構成されており、細野

高原の管理や運営や、そういういろいろの事業を行っ

ております。

　財産区と言うとあれですけれども、昭和34年に、この

東伊豆町というのは城東村と稲取町が合併してできま

した。そのときに稲取地区には230町歩ほどの当時の

町有地があったわけです。その２分の１を今、稲取ゴル

フ場やバイオパークに借地しております。残った部分

はどうしようかということでいろいろ、細野高原を含め

てどうしようかということで話があって、平成３年に自治

法が改正されまして、稲取地区の４区に町から無償譲

渡され、そのときにいろいろ４区で話し合って、いろん

な分配の問題とか、いろいろ話合いが出ましたけれど

も、この際、大同団結して、４区で平等でこの細野高原

の責任を持って管理や運営をしていこうということで現

在に至っております。

　今、２分の１は、バイオパークとか稲取のゴルフ場と

かに貸してありますけれども、そのうち借地料の２分の

１は町に、２分の１を財産区の財源として使わせても

らっています。そのお金で細野高原の維持や管理、また

この各４区ありますので、各区にお金を分配して、各区

の運営をやっていただいております。

　財産区の細野高原の管理としては、防火線があり、そ

してその後、防火線焼き、その後の全体の山焼き、そし

てまた春の山菜狩りは、これは財産区としてやっており

ます。そしてまた、各４か所ばかり湿原がありますけれど

も、湿原の周りの草刈りをやっております。そして、草原

の中の道路が、結構道路がありますけれども、水とか雨

とかで結構痛むもんで、その道路の補修や管理を行っ

ております。

　防火線焼き、山焼き、これは１回につき120名ぐらい

の方に、区民に出ていただいております。この他の事業

も含めて、先ほど白川さんがお話になった800万、13

年前は800万ということで、現在は節約しまして500万

ぐらいのお金で管理と運営をしております。

　そのほか、観光協会の会長もおられますけれども、

観光協会の秋のススキがこれから始まるわけですけれ

ども、ススキ狩りにも協力したりしております。また、各種

団体で、先ほど言ったパラグライダーとかラジコンの会

とかいうように、各種団体にも利用してもらうように貸

出しをしています。

　この頃ですけれども、この前もありましたが、映画や

コマーシャルの撮影等に利用したいという希望がたく

さん多くなってきまして、それにも貸出しをして、一部の

収入にさせていただいております。

　今後の問題としては、防火線刈りもそうですけれども、

焼き、山焼きこの作業員の高齢化というのが先ほど高

橋先生の中にも、当時13年前にもあったと言いますけ

れども、現在はもっと深刻で、私は昭和24年生まれで

すけれども、大体中心になっているのは昭和20年代、

30年代生まれの方が山焼きとか防火線焼きとかの中

心になっていますので、非常に高齢化が進んでいます。

それとまた産業構造の変化で、昔は、前にも言ったよう

に農家の人が中心とかそういうことが主だったんです

けれども、今は農業から観光やいろんなお勤めの方が

増えて、当日の人員確保をするのに非常に苦労してお

ります。

　またもう一つ、一番これも大きなことかもしれません。

先ほど町長のほうからもありました、原野や山に対する

関心が非常に低くなっておりまして、そういうことも含め

て原野を守っていくというのは非常に難しくなっている

のが現実です。

　また、私はよく冗談で言いますけれども、この細野に

は多くの絶滅危惧種があり、このことを、この絶滅危惧

種を守っていくのが本当に大事なことだと思うし、また

それが我々の仕事だと思いますけれども、植物はあるん

ですけれども、その管理をしていく人のほうが絶滅危惧

種の状態になっているというのが現実な問題です。昔

は、原野は農家の資源や、要するに農家の堆肥とか何

とかという資源や生活も今までのような茅葺きの生活

の資材として必要な場所でありました。そのためにみん

な非常に協力的で、いろんなことを一生懸命管理して

いただきましたけれども、正直いって時代の流れで、現

んと海はやっているのに、そういう状況です。

　ですから、私の娘なんかも夏の旅行で昼神温泉の星

を見にいったとか、やっぱりそういう高原を求めるお客

さんが多くて、夏を涼しく過ごしたいというのもあるのか

もしれません。ですから、もっとこう海だけではなくて、こ

の細野高原も売っていきたいということです。

　現在の取組なんですけれども、昨年からちょうど財産

区のほうも細野高原を考える会というのを立ち上げて

あるそうで、私たちも年間活用委員会というのを発足し

ました。これは春と秋のイベントだけじゃなく、年間で細

野高原を利活用する方向性として、ハイキングを掲げ

て整備や企画の立案を実施しています。このハイキング

というのを、やっぱりただ普通に歩いてくれというん

じゃつまらないと思いまして、ハイキングの聖地づくりに

取り組んでいるということで、今年の５月９日にはジオ

ガイドつき、そしてキッチンカーも山頂まで用意して、そ

のプレツアーを実施しました。これは25名参加で、女

性がすごく多かったんですけれども、それをやったりと

か、先週の９月19日にはインフルエンサーを呼んで、

招待してＰＲしていただいたり。今いろんな媒体に出す

とかというよりも、そういうもうやっぱりインフルエン

サーを呼んだほうがすごく効果があるんですね。これは

いろんな広告もそうなんですけれども。ですから、そうい

うことを常にやっておりました。

　あと、今年の10月17日にも、そのハイキングのガイ

ドツアーを今、インターネットのほうで参加を募集して

おりますので、またよろしくお願いしたいと思います。

　そんな形で、この右側にある写真も、これは夜の星空

観賞。これも二、三年前のＪＲのデスティネーションキャ

ンペーンのときに夜の星空観賞のツアーというのを５

月と９月かな、そういうふうにやったときもございまして、

そんなことになります。

　じゃ次の。

　活動とＳＤＧｓということで、ＳＤＧｓって何なのかなと

いうふうに私も思ったんですけれども、今やっているこ

とがそういう保全の一部を担っているんじゃないかと

いうことで、こんな表を作成しました。東伊豆町観光協

会としては、観光客、利用客から、先ほどの入山料を頂

いて、それを財産区のほうに一部、これ本当に少なくて、

微力で申し訳ないんですけれども、大体20万から30万

ぐらいですかね、毎回そんなぐらいで、一応頑張ってや

らせていただいております。

　最後のですね。

　本当に細野高原はこの町の宝でございます。細野高

原を生かしながらの利活用が観光業が主産業である

この東伊豆町にとってとても大事だと考えております。

来年度、先ほど町長もおっしゃっていたような６つの温

泉場が一つの東伊豆町観光協会に統合されるという、

一本化事業というのもございまして、観光協会が一つに

なります。これによって、ここだけの話ということでもな

いんですけれども、稲取の細野高原というよりも、東伊

豆町の細野高原というふうにしていきたいと私は思っ

ておりまして、みんなで、全町そろって細野高原をもっと

頑張って利活用を考えて生きたというふうに思っており

ます。

　最後の資料なんですけれども、これは年間のいろい

ろな、財産区と観光協会のいろんなイベントがここにあ

りますので、参考までご覧いただければと思います。

　本日はよろしくお願いします。

　以上でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございま

した。

　先ほど高橋さんから前回の話題になっていたという

話があった観光、それから担い手のうちの観光につい

て、随分詳しく教えていただきました。ありがとうございま

す。特に金額とかですね、人数とか見させていただいた

ら、やっぱりさすがだなと思うのは、まずきちんとこうい

う数字が出ている上に、コロナ禍でも大きくは減らずに、

むしろしっかりと継続が続いているというところが見え

ているというのがすごいなと思いました。

　高橋さん、さっき今日聞きたいなとおっしゃっていた

ことのうちの観光の話が今報告があったんですけれど

も、聞いてみてどうですか。阿蘇のほうでも観光というの

は大きな柱だとおっしゃっていたんですけれども、いろ

いろ、規模としては随分違うと思うんですけれども、比較

しながら何か感想を教えてもらえればと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　私、観光専門じゃないです

ので、何とも言いかねるんですけれども。阿蘇の場合は

地震の影響がかなりあってですね、それによって幹線

道路が寸断されたりということで大きなダメージを受け

たわけなんです。いまだもって、やはり草原の観光的な

評価というのはすごい高いですね。前もお話ししたこと

があるんです、来訪者に阿蘇の魅力を尋ねたときに一

番魅力に感じたのは、やっぱり広い草原で、多分この

国立公園に指定された頃は火山が一番人気でござい

ましたと思うんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　阿蘇の火山ですね。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。火口が見える

とか、活火山であるとか、雄大さとかあるとは思うんです

けれども、そういうふうにモータリゼーションの関係で

道路や交通機関がかなりこう発達してくると、広い草原

の魅力というのは観光客にすごく大きいんだろうなとい

感想とかもいただきたいと思います。

　もう一つ、すみません、ちょっと先ほど聞いたときに落

としちゃったんですけれども、今、４区の共有地みたい

になっているんですよね。それは何年でしたかね、何年

に話し合って、４区の共有にしようということになったん

でしたっけ。

○パネリスト（山田賢一）　合併自体は昭和34年に合

併したんですけれども、それをそれぞれ城東村が持って

いた土地、稲取町が持っていた土地、稲取町が持って

いた土地をどうするかということも議会の中でもいろい

ろお話しされて……、町長が発言します。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですね。いいで

すか、すみません。

○パネリスト（太田長八）　基本的には今言ったように

町村合併のときに稲取の地区のこの細野高原につい

て話し合いがありました。そのときは、やっぱり町が一

枚かんで、町と４区の共有の土地で、さっき言ったよう

に、ゴルフ場、そしてアニマルキングダム、動物園、これ

に関しては２分の１。今もその分配は変えませんけれど

も、使用に関しましては、私がなって多分すぐくらい、結

構４区からそういう要望があった中で、４区の所有だっ

たのが１０年くらい前かな。そのぐらいですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　10年前ぐらいですか。

○パネリスト（太田長八）　大体ね。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。

　だから、あれですよね。昭和の合併のときにそういう

話合いがまずあって、最近というか、10年前ぐらいにも

う一度、そこの所有を見直すというか、そういう流れが

あったわけですね。

○パネリスト（太田長八）　結構ね、４区のほうから、も

う前々から一応、４区の所有にしてくれといった中で、話

合いがあったんで、役場も巻き込んでそうなったと感じ

ております、あと４区の強い希望ですね。

○コーディネーター（白川勝信）　昭和33年頃といっ

たら、草の利用はどうだったんですかね。柑橘って割と

ずっと何ていうか、堅調な産業だったのかなと想像す

るんですけれども。

○パネリスト（山田賢一）　その合併する日が来てか

ら、しばらくの間は、今も町長の話の中にもありましたが、

ゴルフ場とかバイオパークも含めて、草刈り場、採草地

だったんです。そこを正直いって、今４区と言いますけ

れども、昔はほとんど一つの入谷区と言うんですけれ

ども、そこが全員ほとんど出て、それで全部で言う200

何十町歩を自分ちで管理しておりました、合併した頃、

前後ですね。そういうことでやっていまして、ここの入

谷区というところの人はほとんど全戸出て管理をして、

防火線から山焼きからやっていました。山焼きなんか

は、ひどいこと、今じゃ考えられませんけれども、朝振

れというのがありまして、朝６時頃、班長さんが今日は

山焼きやるから出て来いと言って、それは有無もなく出

なきゃならないような状況でやっていました。今日の

仕事があるとか予定なんていうのは、それはもう無視

されて、そういうことで皆さんで、入谷の皆さんが管理

してきたものです。

○コーディネーター（白川勝信）　その頃の人の意識と

随分今と違うんでしょうね。何かその地域の行事という

か、もうやることが決まっている。もう年中行事みたいな。

○パネリスト（山田賢一）　だから、先ほど言ったよう

に、あまり利用しなくなった、農家でも使っていた人が

あまり利用しなくなったというのがやっぱり一番大きな、

大きな関心がなくなってきたということじゃないかと私

は思います。今でもよく共同で山焼きの管理をしていた

だいていますけれども、この役員以外の方の中には、

何で俺んちが山の管理をしなきゃならないんだ。海岸

線のそれこそ近くとか、町の中の人には、そう言われる

ことも多々あります。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。そういう意

味では、あれですよね。前回の、前回って、13年前のこ

とを言うのもあれなんですけれども、課題だった山の価

値を共有しないと担い手もまた続かないかもねというと

ころは、まだまだ今もちょっと課題としてあるのかもしれ

ないですね。ありがとうございます。

　そんな中で、さっきバイクの、モトクロスの人が増えて

きたという話があったんですけれども、ちょっと質問を

いただいていまして、バイクも問題があると思います。マ

ウンテンバイク、モトクロスの人の利用はどうですかと

いうことで、お聞きしたいことというのは、草原管理の立

場とか観光の立場からメリット、デメリットなんで、観光

の立場のほうからちょっと、石島さん、バイクとかモトク

ロスの人たちの観光の仕方というのはどうなんですか

ね。うちのほうを見てみると、ツーリングでやって来て、

ちょっと休憩して、また次のところにずっと行くような感

じで、何か通り抜ける形の、モトクロスじゃないので、

ツーリングバイクはうちのほうもよく来るんですけれども、

モトクロスというのは林道を走っている感じなんです

か、未整備の。どんな感じで。

○パネリスト（石島専吉）　私もそのあまり詳しくはな

いですけれども、財産委員長が言われたのは、駐車場、

その第一駐車場、第二駐車場ぐらいまで来て、山を見て、

いいところだねって言って休憩して帰るんだったらい

いんですけれどもね、その400メートル以上の上の、細

野高原の山頂近くの三筋山の近くまで林道がずっとあ

うのがあるんですが、阿蘇の場合は160ぐらいある、牧

野という言い方をするんですけれども、草原が160ぐら

いあるというふうに考えてください、細野高原みたいな

草原が。そういう世界の中で、観光についての新しい取

組というのは、阿蘇はまだ畜産が盛んなので、防疫、伝

染病が大きく広がることを一番恐れています。そのため

に牛がいるところに簡単に入れないような仕組みに

なっているんですが、牛がいないときだとか、あるいは

きちんと防疫、薬剤を散布したりあれしたりして、入る人

も人を制限して、ちゃんとガイドつきで入るという仕組み

をどんどん広げています。それで、さっきお話あったよう

にガイドで回った人は、そのうちの何人かを牧野組合

のほうに渡しているという、そういう形で、大きくバスで

歩いて、とにかくいっぱいで動くというような世界ではな

くて、そういった本当の草原のよさを学んで入っていっ

て、そこのいろいろ、さっきからお話があったように、自

然だとか文化だとか、野焼きというのがこれだけ大変な

作業で、こんなにきれいに守られているんですよという

ことも一緒に含めてですね、ガイドさんとの会話の中で

そういう会話をする。

　将来的には、多分、牧野を管理している人の若い人

がガイドになっていく、そんな仕組みづくりもこれから

やっていこうかなというふうに、こういうところです。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　山田さんのさっきのお話を聞くと、随分、観光の分野

と、すごくこう、どういえばいいんですかね、連携がよく取

れているなというふうに感じたんですよ。何か阿蘇のほ

うは、やっぱり牧野ということで、牛を放牧しているんで、

防疫ということで、しっかり消毒しないと、入ってもらっ

て病気を媒介したら困るとかっていうことがあったんで、

その辺では何か、あまり地域の方とかも観光客の人が

たくさん来ることには全然抵抗がないというか、むしろ

来てほしいというような感じなんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　観光客の方が来てほしい

というか、観光地ですから、そういうことは協力はして

いかなければならないと思いますけれども、いろんなこ

とのトラブル……、先ほどちょっと言ったけれども、今年

はね、非常にオートバイの方が細野高原に入ってきて、

物すごい大きな音で何十台って連なってくるもんで、そ

ういうことをこれから少し対策を考えなきゃならないか

ということは考えていますけれども、観光地である以上、

多少はね、イノシシとか鹿しか歩かない道よりも、やっ

ぱり人が歩いてくれたり、人がいることのほうが地元と

してはありがたいもんで、それはいろんな皆さんに注意

をしてもらいながら、多くの方に来てもらうということは、

それはいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　もう一つ、ちょっと山田さん、お尋ねしたいんですけ

れども、利用の中で、観光のイベントとか利用が結構ご

紹介いただいたんですが、何かほかの農業に草を利用

するとか、そういうことは今はどういう状況なんですか。

昔は、さっきあったというふうにおっしゃっていました

けれども。

○パネリスト（山田賢一）　昔はですね、もう今から、私

たちが若い頃は、あの全山がほとんどはげ山になるぐ

らい、皆さんあそこで草を刈って、そして堆肥にしたり、

畑の中へ引き込んだり、いろんな利用をしていました。

ほとんど、だから、水際の下ぐらいからずっと、ほとんど

草を刈り取ってしまいまして、見事なはげ山みたいに

なってしまっていました。昔はそれほどあったんですけ

れども、今は数人の方が草を刈って資源にしているぐら

いで、ほとんど草を刈る人は、非常に少なくなって、昔に

比べればもう激減というか、ちょっと、というのがこちら

の柑橘が主体だったんですけれども、その産業が非常

に衰退しちゃったもんで、そういう意味もあると思います。

○コーディネーター（白川勝信）　柑橘の畑の中に、ミ

カン畑の中に草を入れていたということですね。

○パネリスト（山田賢一）　はい、それがほとんど中心

でやっておりました。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。その数人

の方が今、すごく少ない数でやっているということで、あ

まりこう、使える草はたくさんあるけれども、草を使うこと

は随分減ってしまったということですかね。

○パネリスト（山田賢一）　そうだと思います。昔はそ

れこそ部落中というか、皆さんで、私が若い頃もそうで

すけれども、取りっこというかな、朝の４時頃から草を刈

りにいって、朝明るくなって、何だおまえらそこにいたの

かというぐらいみんなで草を刈っていましたけれども、

今はそういうことはほとんどないですね。草は幾らでも

ありますけれども、持っていく方は非常に少なくなってい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。資源はあ

るけれども、使えていないということですよね。何か

ちょっともったいないなというところなんです……、そう

だ、皆さんの手元に質問用紙というのが用意されてい

ると思います。話を聞きながら、アイデアとか意見があれ

ばぜひ書いていただければと。感想でもあれば。もし書

かれた方は、ちょっと手を挙げていただくと、役場の山

田さんが集めてくださるので、できればちょっと質問を

書いてください。何か僕の聞きたいことばかり聞くのも

もったいないので、ぜひぜひちょっと皆さんのご意見と

るわけですよ、狭い。そこをがんがん走っているらしい

んですよ。ですから、そこからまた転がり落ちちゃったり

とか、いろいろそういう事故にもつながっているみたい

なんで、今ちょっと苦慮されていて、入り口にちょっと

チェーンでもやって、それは取って行けることは行ける

んですけれども、もう少し意識をしっかり持たせたほう

が、何かね、よくないんじゃないかということもあって。そ

ういうことは山田さんからこの間言われて、そうだなと

いうふうに思いました。

○コーディネーター（白川勝信）　確かに事故があっ

たりすると。

○パネリスト（石島専吉）　そうですね。やっぱり私た

ちの考えるハイキングの聖地と、そういうバイクとかっ

ていうのは、ちょっとリンクしないんですね。ハイキング

で歩いているところをばんばんこう上っていっちゃうら

しいんですよ。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

○パネリスト（石島専吉）　ですから、ちょっとその辺

は規制しないとまずいんじゃないかなというふうには

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　その辺を規制する

道、そこは市道なんですかね、町長。そうですか、市道

ですか。どういう形の規制が考えられますかね。

○パネリスト（太田長八）　基本的に町道が抜けてい

るんですよ。その町道に関して遊歩道が続いているの

で、そういう部分に関しましても私道なので、それはすぐ

にできると思いますので。町道に関しましては制限でき

ません。やっぱり一番心配するのがこの細野高原、住宅

地を通ってくるもんで、渋滞とか住民の理解がないと活

用できませんのでね、それなので今、細野高原付近の

住宅の理解を得られるようやっております。それこそ今

度はバイクなど、これ規制できませんもんでね、そういう

なかで細野高原の活用がちょっと中座するのが困るな

というのが現状でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　マウンテンバイクとかで来る人はいるんですか。うち

のほうはスキー場があるんで、スキー場の夏のシーズ

ンにマウンテンバイクでだっと下るとか、林道を下ると

か。自転車ですよね。自転車あまりないですか。

○パネリスト（山田賢一）　ないと思うよ。

○パネリスト（太田長八）　自分が把握したのは、熱川

地区はね、比較的林道があるもんで、熱川地区が結構

マウンテンバイクが来ているのは聞いていますけれども、

細野高原に関しては、ちょっとマウンテンバイク、普通の

オートバイが結構来るんじゃないかと、これは想像です。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ちょっとまた別の質問なんですけれども、そういう意

味で、これまであった自然イベント、自然利用で、何か

細野高原に合っているものというのは山菜狩りとかス

スキ狩り以外でどんなのが、どんなイベントがいいか

なという質問が来ているんですけれども、どういう方向

性が……

○パネリスト（太田長八）　正直いって星空やったん

ですよ。星空のほうも、自分はもう最高でした。やっぱり

行ったときに、もうライトも全て消して、虫の音だけ聞くよ

うな感じで、たまたま虫の声が聞こえて、本当にすばら

しいなと思ったんですよ。しかしながら、やっぱり寒さ、

これが寒いということで、２回やってちょっと断念したん

ですけれども。そうやった中で、星空のこと、これもある

程度やったら本当、都会の人も喜ぶんじゃないかと思

います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。ありがとう

ございます。

　ほかに何かアイデアがありますか。山田さんとか石

島さんのほうは。どんなイベントがいいなというのが

あれば。

○パネリスト（山田賢一）　要するに今、私が考えてい

るというか、皆さんにも細野高原を考える会の中に

ちょっと提案させています。要するに細野高原の里山づ

くりという形で、奥山じゃなくて、あそこはまだ里山だよと

いう形で、里山のよさを広げていきたいなと。そういうこ

とで今、細野高原の入り口、これは財産区の土地じゃな

いんですけれども、やっぱり入谷部落の振興会という昔

の団体がありまして、そこの土地が６町歩ぐらいありま

して、ほとんど細野高原に隣接したところですけれども、

そこを今、森林組合の組合の皆さんが今まで植林され

ていたもんで、そこを全部伐採して、そこに今、ヤマザク

ラを全部植えようかなんていうことで、ヤマザクラの里

を今、これは国とか県の補助金をもらって森林組合が

やってくれているんですけれども。それで、地主さんは振

興会というところですけれども、将来的にはそこをヤマ

ザクラの里にしようと。中は当然、材を出すのに林道を

造りましたんで、そこが散策道路になるかなと。そこが、

うちの振興会の山だけが６ヘクタールぐらいならある

んですけれども、その奥に町の山も10町歩近く、10ヘク

タールぐらいあるもんで、今、町長ともお願いしているん

だけれども、そこ全体を全部やって、いろんなことに使

えないかな。そうすれば、振興会のほうもいろんなこと

があるんじゃないか、できるんじゃないかと。

　農協さんもいろいろそこを今、あそこにも農協の施設

もありますから、これはボツになったんですけれども、

一時、あそこで、要するに地ビールの工場を造ってやり

たいという、いいな、地ビール、ビール飲みながらあの

高原でススキ眺めたらいいなというようなことで、それ

を私たちも非常に賛成して協力したんですけれども、

ちょっといろんな事情で、それはボツになりましたけれ

ども。

　そういういろんなことで、あの高原をいろんな方面で

楽しんでもらえるような、これから設備というか、利用し

ている団体とか企業があったらいいな、私は考えてい

ます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　何かいろんなことが、道路がやっぱり中まで通ってい

るというのがいろいろ、シャトルバスが行けるようなとか、

そういう整備ができているなというのがすごいんだろう

なと思います。

　片方でちょっと管理のほうの質問も来ているんです

けれども、担い手の問題というのも先ほどありましたが、

もう一つ、省力化という関係で、これ僕の話の中なんで

しょうね、山焼きの道路の防火帯に沿って軽トラが入れ

るようにするような話が蒜山でも聞いたことがあるけれ

ども、細野高原でも何かそういうことができる部分が

あったらコメントをお願いしますということなんですけ

れども、これどなた……、そういうのが可能そうなところ

というのはあるんですかね。

○パネリスト（山田賢一）　防火帯、先ほど今、白川先

生の言った、あそこの防火線沿いにパイプを引くかとい

う案も去年出ました。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。やっぱ

り一晩で考えるようなら大体考えているんですね。

○パネリスト（山田賢一）　やって、水道屋さんに見積

りを取らせてやってみてはどうかなと思ったら、距離が

長過ぎてちょっとそのままやるんじゃ難しくないかという

ことで、それはボツになりました。

　もう一つ、今、いろんな林業試験場とかなんとかでお

話を聞いているのは、内山さんが専門ですけれども、あ

の防火線に防火林を植えて、要するに火の広がらない

ような防火林を植えて、それがただの面白くない木じゃ、

何も観光資源になりませんから、将来的に防火林であ

りながら観光資源の一助になれるような、例えばいい

んじゃないかって、内山さんが専門ですけれども、サザ

ンカとかツバキとか、一番強いのはサンゴジュなんて

いうのがあるらしいんですけれども。それらを防火帯に

10メートルぐらい、本当の火が出るところじゃなくて、火

があまりばんと燃えないようなところは防火林で防火帯

みたいなものを設置したらどうかなというようなことも

皆さんとは議論していますけれども、まだ実現はしてい

ません。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。

　やっぱり結論というか、ちょっとすぐには出ないんで

しょうね。どこの地域でもいろいろそういう山焼きの省

力化とか安全性というのは出されているんですけれども、

高橋さん、何かその辺で、阿蘇のほうでは物すごいたく

さんの山焼きやっていますし、工夫されている部分もあ

ると思うんですけれども、人数も多いですが。ちょっとど

ういう、事故のほうの部分ですし、省力化の工夫で何か

あれば教えてもらえますか。

○パネリスト（高橋佳孝）　やっぱり事故は、毎年とは

言わないけれども、数年に１回必ず出ているんですね。

事故が起きると、もうやめてしまうという、そういった一

つ大きな問題が２つあって、１つはもう担い手がいない

で、いつやめるかを考えず、ただやめてしまう。責任者が

責任を取るなんて無理。例えば阿蘇の場合では、区長さ

んが火入れの責任者。

○コーディネーター（白川勝信）　火入れ責任者。

○パネリスト（高橋佳孝）　であれば、区長さんという

のは、例えば２年、３年で替わっていきますよね。そうす

ると、もう区長になりたくないという人が出てくるんです

よ。しかも、それ裁判ざたになったりとか、いろいろ面倒

くさいというのがあって、それで、多分この阿蘇の分科

会で相談される南阿蘇の村長さんがいて、南阿蘇村は

地震による被害によって野焼きができなくなったところ

が多いけれども、もともとそういう構造的な問題で、いつ

もどうなるか分からないというから、どんどんやめる、や

める、やめるというのが出てきていたんですね。そこで

少なくとも火入れ責任者は首長がなるということで、実

は安心して野焼きを再開した牧野参加者。ただ、それは

もちろん責任者だけの問題じゃなくて、そこに県や、ある

いはボランティアや市町村の協議会みたいなものをつ

くってみんなで応援してそこを再開するわけです。なぜ

再開するかというのは、これも多分、分科会で論議され

るように、熊本市民にとっては水源の源である草原の水

源涵養力というのは、実は阿蘇のほうは森林よりはる

かに高いんです。もしかしたら東伊豆もそうかもしれな

い。そういう草原の価値をみんなで共有して、それを

守っていくために役所も汗をかくし、お金も出しましょう

ということでやっている例が１つあります。

　もう一つは、牧野ごとに、さっき白川さんがおっしゃっ

たように車が通れる防火帯をやっぱり造りたいという

のが物すごく強いみたいですね。鉄鋼スラグの廃材み

たいなものが簡易的にですね、舗装までいかなくてもか

なり強い道が造れるということがあって、そういうものを

り保全という中で、首都圏から来る人が結構多いので、

500円、それくらいのお金ですけれども、地元の人に

とっては500円高いなと言いますけれども、首都圏から

来れば取りあえずそれが妥当ではないか。しかし、やっ

ぱり行くまでは結構ブーブー、周りを見ますと、現地に行

きますと、やっぱりすばらしい景色を見た中で、それは

当然当たり前の話だということを聞きますのでで、町と

してはそれがいいんじゃないかとは確認しております。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　入山料の話をしたら、先ほ

ど言った、今ススキがあるだけじゃなくて、今年、去年は

コロナのことでやらなかったんですけれども、山菜狩り

でも、私たち財産区で、入り口のところでお金を頂いて

います。あそこの入り口のところで来て、町民の方とよそ

から来た人はちょっと金額を変えて頂いております。

○コーディネーター（白川勝信）　細かい対応をして

いるんですね。

○パネリスト（山田賢一）　そうですね。それはいろん

な観光協会さんのご指導でいろいろやっていまして、町

外の方とか宿泊した方、地元の方ということで、３段階

ぐらいに値段を分けてやって、財産区の役員があそこ

でガードしてやっております。

○コーディネーター（白川勝信）　なかなか結構ね、お

金を頂くというのは勇気の要ることで、お金出したけれ

ども、こんなかってなっちゃう……

○パネリスト（山田賢一）　文句が出ますけれども、こ

れは富士山のあれと一緒だから、この山も管理するお

金ですからということで頂いています。

○コーディネーター（白川勝信）　そういう意味じゃ、

草原の価値を知っていないと、お金下さいとは言えな

いわけですから、それだけ価値を認識しているというこ

とですよね、地域の皆さんが。

○パネリスト（山田賢一）　何回かは、あそこまで来て、

ゲートのところで帰っていく方も結構います。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。帰っていく

方もおられるんですね。

　草原の価値という中で、さっきちょっと質問とかを後

に、教育のことについて、町長もおっしゃったし、高橋さ

んもおっしゃっていたんですが、幾つか質問が来てい

るんですけれども、まず、高橋さんに、全体的なことだと

思うんですけれども、草原の価値の教育的効果につい

てのことの質問で、草原で子供たちに何を伝えられる

のかというのと、火入れとか野焼きを体験すること、伝

統的な作業としてそういうことを体験することの意義み

たいなところは、大きな話ですけれども、どういうところ

にあると思いますかという質問なんです。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原、教育者じゃないんで、

偉そうに語ることはできないんですけれども、価値と言

うまでもなく、大きく２つあると。１つは体験、五感で体験

したり、野焼きを体験したり、自然の雰囲気を体験した

り、草花を観察したりということと、それからやっぱり仕

組みづくりを学ぶというところですね、文化も含めてで

すね。体験に関しては、学校の中では語れないし、教え

ることができないことが屋外でできる。

　阿蘇の場合、全部の小学校で草原の学習をすること

が今できています。それで、発展性というか、私たちもそ

のほうがいいなと思ったのは、それを端緒にして、今度

はそれが公民館活動に地域活動にいく。そうすると、地

域の関わってくれる人たち、大人の人たちも増えていく

し、景観も入ってくるし、公民館として地域の草原を守っ

たり、上で寒いんですが、阿蘇の場合、草泊まりという、

草刈りをして、地元の集落と草刈り場の集落まで500

メートル以上の標高差があって、毎日通うの大変だか

ら、家族みんなで山の上に行って、草で作ったテントで

２週間ぐらい泊まって草刈りするという文化があったん

ですけれども、その中で子供たちを泊まらせて体験させ

たりというようなこともできている。

　だから、端緒は学校教育からだったんだけれども、

今は地域教育というか、教育という言い方がいいのか

悪いのか分からないんだけれども、地域の文化や歴史

や、その成り立ちや技術や意識や知識というものです

ね、子供たちに引き継いでいくと同時に、家族やその関

わる人たちにも広がっていくというものがいいですね。

少しずつ何か所かに広がっていく。そこのほうが私は

大事になってくるかなと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ＳＤＧｓの地域版とい

うか、そういうこと……

○パネリスト（高橋佳孝）　そうですね。そんな感じに

なるのがいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　先ほど石島さんから

も、最後のスライドでＳＤＧｓという言葉があったんです

けれども、観光コンテンツそのものとしてのＳＤＧｓとか、

そういう学習のニーズというのはあるんですかね。ＳＤ

Ｇｓを学ぼうとか、そういう草原の自然、先ほどでの説明

だと、観光での収入が草原の保全に行くということだっ

たんですけれども、阿蘇ではボランティアの人は年間

2,000人以上来るし、実はうちのほうも木を切ったりと

か草刈りの体験を教育ツアーとして、一応プログラムと

いうのはあるんですけれども、そういうのは、こちらのほ

うではそういうニーズみたいなものというのはあるもん

ですか。

導入することで、野焼きを再開したり、そういう、向こうで

は恒久防火帯という言い方をするんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　恒久、ああずっと使

えるもの。

○パネリスト（高橋佳孝）　そうです、ずっと使える防火

帯。道路さえあれば何とかなる。そういうものに対しても

県の事業として、導入するところにはそういう必要な経

費を出すというふうなこともでてきています。

　やっぱり今の方向性としては、恒久防火帯ですね。

　もう一つは、以前、草を刈っていて、もう裸になるよう

な状態がありました。阿蘇も秋吉台も全くそういう状態

ですね。その頃はですね、こんなに広く防火帯を切らな

くても安全だったんですよ。草がもう持ち出されている

から、火をつけてもそんなに大きくならない。今は雄大

でもう映像に入るとものすごくいいように見えるかもし

れないけれども、まさに危険な状態にあるわけですね。

25メートルぐらいまで炎が上がったりします。そんなに

危ないんじゃ、もう野焼きができないという話があった

んですが、最近、カヤ刈りとして、冬場の枯れた草をい

ろいろな方が刈っているんですよ。牧野さんにもお願い

をして、そこに入らせていただいて、たくさん刈るように。

牧野さんがそれで一番喜んだのは、野焼きが楽にな

るって。もともとあの草原の価値があって、それを維持し

ようとすることも重要ではあるんですけれども、実は、そ

れを維持するためには草をうまく利用することがそれに

もまた役に立っている。もちろんお金という点もあるかも

しれないし、材として文化財の保全に役立ったりするこ

ともあるかもしれないけれども、利用することで、実は管

理の省略化や安全性にも物すごく貢献できているとい

う、そういう仕組みづくりをみんなで共有していって、

やっぱり何か草を利用する算段と創意工夫によってひ

とつひとつやっていかれたらいいと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　そもそも利用してい

たから草原なのであってというところに立ち返るという

ことですね。

　ちょっと会場からの草の利用についての質問、多分、

山田さんにお答えいただいたらいいと思うんですけれ

ども、１つはミカン畑に草を使っていたときは何月ぐら

いに使っていたんですかということなんですけれども、

刈る時期というのは、決まった時期に刈っていたんで

すか。

○パネリスト（山田賢一）　刈る時期は、10月から11

月、要するにこれから秋口にかけて、もうカヤが緑がな

くなってきて、要するにそれのほうがもちがいいもんで、

青い草を刈ってやるよりも。だから、皆さん大体、草が枯

れ始めた頃から、10月から11月頃から。それで、して、

少なくとも２月に山焼きをやるもんで、山焼きのときまで

には、刈った草は持ち出してくださいよというようなこと

でやっておりました。

　だから、そうですね、大体今から、10月から11月頃

が一番多いと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　それと、かやぶき屋

根には使っていたんですか。

○パネリスト（山田賢一）　僕の記憶というか、前は

使っていたという話も聞きますけれども、実際、私は見

ていないもんで、何とも言えません。使っていたと思い

ますよ。

○コーディネーター（白川勝信）　そうですか。使って

いたとしても、大分昔、古い時期ということですね。なる

ほど。ありがとうございます。

　ちょっと別のユーチューブのほうからの質問、すごい

いっぱい来ています。何か皆さんやっぱり、これはです

ね、シャトルバスのほうなんで、石島さんにお伺いした

いんですけれども、シャトルバスをやめたのに料金を

取っているのはどこで取っているんですか、どういうふ

うに徴収している、徴収方法を教えてくれませんかと書

いているんですけれども、それは何かゲートを設けたり

とか、そういうことですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。下の103台置け

る駐車場の入り口のところに受付がございまして、そこ

で一応、感染症対策でいろいろアルコールをやったり

とか、そういうときに払っていただいてパンフレットを渡

しています。

○コーディネーター（白川勝信）　なるほど。コロナ対

策も一緒にできるしということですね。

○パネリスト（石島専吉）　はい。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　そのやり方というのは、割と最初の頃からそういう形

でやっていたんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そうです。その期間だけな

んですけれども、ですから、１日過ぎれば無料で入れ

ちゃうんですね。ですから、最初は私も何でお金取るん

だよってものすごい言われているようなお客が多かっ

たんだけれども、やっぱり最初はそういうふうに、高橋

さんが言っていたように、入山料って何で取るのってい

うのを、無料のイベントというのはよくないという前任の

観光協会長から言われていて、そちらの前任の観光協

会長がそういうふうにして、私たちもそれを引き継いで

います。それを財産区のほうにも使用料として払えると

いう形になっております。

○コーディネーター（白川勝信）　町長、何か。

○パネリスト（太田長八）　入山料に関しては、やっぱ

秋って紅葉するところあるのかいって言われて、昔はも

う強気でしたから、もう団体客ばんばん入ってくるから、

じゃ結構ですよ、もうどこかの箱根とか北関東とか東北

で見てくださいと、紅葉は。伊豆はちょっとないんで結構

ですみたいな感じだったんですけれども、今は反対で

すから。紅葉する木はないんですけれども、やっぱりそ

ういうススキで秋を楽しんでほしいというのが１つです。

　あともう一つだけ、去年のススキのイベントで7,200

人来たわけですけれども、そのうちの350人にアン

ケートを取ったんですね。さっきの話とちょっとつなが

るかもしれないんですけれども、イベントの売りで何が

一番よかったですかというのは、やっぱり「絶景」でした。

これ断トツで絶景。それで、参加したい新企画、これは

多かったのが「１日限りの星降るキャンプ場」、あと、

「大自然をそのままに」という方もありますし、あと、「野

外コンサート」。これは今年はできないんですけれども、

一昨年まではホルンの演奏会だとか、稲取高校の吹奏

楽部の演奏会を土日にやったりとかしておりましたの

で、そういうことです。あと、細野高原に必要な施策とい

うことで、「アクセス道路の拡充」とか「絶景ポイントの

紹介の充実」とか、そういうことを書かれている方が多

かったということですね。

　ですから、伊豆というのは本当に秋も楽しめるんだと

いうことを観光客の皆さんにも知ってほしいということ

でございます。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

秋を楽しんでほしいという、観光客の方へのメッセージ。

　山田さん、お願いします。

○パネリスト（山田賢一）　管理していくのがどういう

ことかということを言われてもあれですけれども、私はよ

く親戚とか友達とかなんとか来たときに、細野高原を連

れていくと、必ず言われるのは、何だ伊豆は山が深いん

だな、よく言われます。大体皆さんは海岸だけ走って

帰ってきて、伊豆半島の中のほうへ入るのは、天城道路

ぐらいのところしかないと思いますけれども、各町には

深い山が、山が深いです。だから、そういうことを楽しみ

ながらいろいろ山を楽しんでいただければありがたい

なと思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　すみません、ちょっとチャイムが鳴っちゃって、時間が

来ちゃったんですけれども、コンパクトに高橋さんと町

長にもコメントいただいて終わりたいと思います。

○パネリスト（高橋佳孝）　草原は非常に懐の深い資

源だと思います。それで、将来に向けて決して暗いこと

ばかりじゃなくて、多分21世紀の持続的社会を語る、こ

れほど人と自然との関わりの仕組みが何千年も続いて

いるというのは、すごい懐の深い地域資源なんだろうと

いう。ただ、それを私たちが気づいていないような、これ

は研究者にもしかりだと思うし、行政においても多分し

かりだと思いますけれども、そういう意味では、もう一度、

草や草原の魅力をみんなでいろいろ創意工夫しなが

ら考えていく。新しい社会への土植えも可能になってく

る、そういう明るい展望を持ってみんなでぜひ協力し

合って次の世代にちゃんと続いていくようにしたいなと

思います。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　じゃ最後に町長、お願いします。

○パネリスト（太田長八）　これは本当、ユーチューブ

を見ている全ての方に、これはもう人と地域の問題じゃ

ありません。これは全国の問題でございますので、全国

の方々、草原に対して興味を持っていただくことが私は

一番だと考えています。そういう中でこの草原、将来に

わたって保全なんかもね、やっぱり市町村の自治体で

連携してより多くの自治体に入ってもらった中で、草原

をいかに守っていくか、これをまたやっていきたいと思

います。そういう中ではまたユーチューブを見ている方、

その辺また支援と協力を賜ると大変ありがたいと思い

ますんで、よろしくお願いします。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　最後に非常に力強い、全国の方々、それから全国の

自治体に向けて草原共有を持ってまた加わっていただ

きたいというメッセージをいただきました。

　ちょっと僕の進行が不手際で12時を過ぎてしまいま

したが、これでパネルディスカッションを終わりたいと

思います。

　もう一度、４人のパネリストの方に感謝して拍手をい

ただけたらと思います。（拍手）

　どうもありがとうございました。

　じゃ、配信のほうもこれで終わらせていただきます。ど

うもありがとうございました。

○司会　皆さん、どうもありがとうございました。

　午後ですが、１時から東伊豆、阿蘇、蒜山の３会場で

分科会を開催いたします。午後１時になりましたら、そ

れぞれの会場で分科会を開始してください。よろしくお

願いいたします。

　その後の全体会のウェブ配信については、午後３時

20分からを予定しておりますので、午後も引き続きよろ

しくお願いいたします。

　午前の部につきましては、以上で終了となります。あり

がとうございました。

○パネリスト（石島専吉）　細野高原はまだそういう形

にはなっていないんですけれども、いろいろ摘果のミカ

ンの収穫を手伝うとか、いろいろそういうカーネーショ

ンの花を、そのまま結局時期が過ぎちゃって、全部それ

を捨てちゃうわけですね。そういうのを何か手伝う体験

だとか、そういうことは、農業体験のほうなんですけれ

ども、そういうのは少しずつプログラムに入れているん

です。まだ参加者は少ないんですけれども。

○コーディネーター（白川勝信）　そうなんですか。

○パネリスト（石島専吉）　そういうのは年間を通して

いろいろちょこちょこやっています。

○コーディネーター（白川勝信）　じゃ何か、これだけ

宿泊施設もあり、こういう海と山とっていう、すごく近いと

ころにあるという環境だったら、本当に、うちは体験教

育とかをすごく受け入れているので、何かメニューが

つっこんでいきそうだなと感じました。すみません、

ちょっと僕の興味のほうでちょっと質問をかぶせてし

まったんですが。

　もう一方、これも教育のことなんですけれども、次世代

に伝えていくために教育現場でできること、望むことは

どういうことがありますか。町長のほうから遠足の記憶

がっていう、高橋さんもそうだったんですけれども、遠足

以外でということということですが、教育現場でどういう

ことができるでしょうかね。どなたでもお答えください、

せっかくですから。どなたかありますか。

○パネリスト（太田長八）　まず、自分から言ったのは、

まず細野高原に対しての愛着ね。　子供のときから。そ

れがなければ、細野高原の保全はもう無理だと考えて

おります。そういう中で、まず町民が行った中で、細野高

原のよさが分かった中で、そしてやっていけば続ける方

向で、地域効果やったんです。それによってよさが分

かって、そうすれば、先生が言ったように子供が行けば、

必ず父兄が行きます。そういう中で全体的にやっていき

たい。それとやっぱり子供たちも自分で働いたお金で

いろんなことができる。そういうことができれば、子供た

ちの教育になると考えております。

　そういう長期的に考える中で、やっぱり子供が細野

高原に興味を持たせなければ、自分は細野高原の保

全は絶対無理だと考えておりますので、そういう中で、

そこが一つのいい機会じゃないかというようなことです。

　教育的効果、高橋先生がおっしゃったテントを作っ

てそこに滞在する、そこでキャンプするとかね、やっぱ

りそういうのがあると、教育的な体験になるんじゃない

かと考えています。

　何しろ小さい子が草原に対して興味をいかに持たせ

るか。それだけは私はいろいろと考えております。やっ

ぱり何事も一から小さい時からやっていくというふうに

ありますので、そこからの教育が私は一番大事じゃな

いかと考えておりますので、そういうふうに言わせてい

ただきました。

○コーディネーター（白川勝信）　ありがとうございます。

　ほかにありますか。

　ちょっとそろそろ時間が来ているんですが、いろんな

方の質問、本当にありがとうございます。

　もう１個だけ、僕に質問、これは物的なことなんで、カ

ヤが高いという話が出て、850円で売るのは高いん

じゃないかという……

○会場より　（「いや、違う、どうしたら高くできるかとい

うことを聞きたかった」と呼ぶ者あり）

○コーディネーター（白川勝信）　それはなぜですかと

いうことなんですが、これは、中間業者に販売している

んじゃなくて、カヤの施主さんに直接販売しているので、

一旦集めると安くなりますけれども、カヤぶき職人さんと

かカヤの施主さんとしっかりネットワークをつくるのが

高い価格で販売している一つかなと思います。価格に

ついてはカヤぶき職人さんに相談して決めた価格です

ね。すみません、以上です。

　いろいろお聞きしたんですが、ちょっと最後に皆さん

から一言ずつ、草原に関わる人への誰かを想定して、

子供でもいいですし、観光客の人でもいいですし、また、

ユーチューブで見ていらっしゃる方でもいいですけれ

ども、一言ずつメッセージをいただけたらと思います。

石島さんから、今度は反対にお願いします。

○パネリスト（石島専吉）　４人目だと思って安心して

いたんですが、私は観光ということからちょっとお話を

させていただければ、何で秋のススキなんだという感じ

なんですよね。これはもう10年ぐらい前から団体の宴

会型のお客さんが激減しています。今まではもう団体で

バスで来て、もう20人、30人で宴会して、朝ばっと８時

頃帰っちゃうんですよね、もう朝食を食べて。ですから、

観光する場所なんていうのは全く必要なかったんです。

秋以外の春には河津桜もこうやってやっておりますし、

夏はやはり海水浴とか、そういうリゾートという感じが

ありますのでよかったんですけれども、それなもんで、秋

が全然オフシーズンになっちゃんたですね、一時期。そ

れで、やっぱり観光協会のほうも、せっかくああいう高

原のいい場所があるんだから、ススキのイベントをや

らせてくださいということで、財産区に頼んで町と協力

してやったような状況がございますので、そのような形

で、やはり春夏秋と楽しめる、そういうコンテンツが欲し

かったということがまず１つですね。

　ですから、秋によくお客さんに言われたのは、伊豆の
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命的には窪地ができ、湿原ができ、それが消えていく段

階である中の現在、一断面を見ていることになりますの

で、人工的に何をしていくのかという事については、今

の時代に生きている私たちでしっかりと決めればいい

のではないかと思います。

　ただ、内山さんが先ほどおっしゃいましたけれども、

湿原という生態系が何も触れずに保存するということ

ができないものなので、例えば広いまま残そうとするの

であれば、三瓶山の姫逃池というところでは、毎年水草

をしっかり取るという作業をしています。そういうやり方

もありますので、その部分は地元に近い専門家の方な

どと一緒に、管理を考えていけばよろしいのではないか

と思います。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ご質問へのご回答は以上でよろしいでしょうか。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　ありがとうござい

ました。

○稲取地区特別財産運営委員長（山田賢一）　財産区

の山田です。

　内山さんの話を今まで聞いてきまして、細野高原の一

番古い写真をお出しいただけますでしょうか。

　この下の方に見えるのがゴルフ場ですけれども、また

ずっと上のこちらの方、河津との境界以外のところにつ

いて、私たちが学生だった昭和47年以前にはすべて

入谷区で山焼きを行っていました。真ん中に熊口の水

源がありますが、こちらの方はゴルフ場で、ここからバイ

オパーク、ゴルフ場まで草原でした。さらにもっと上の

方、そこら辺までが草原でした。40年代後半、50年代

に高山通りということで植林をしまして、現在あまりいい

山だとは言えませんが、ほとんど植林されています。

　現在は、昔から比べれば３分の１ぐらいの広さです。

そういう意味で、先輩の皆さんがそれだけ頑張って、こ

の３倍、４倍の広さを管理してきたので、私たちも管理

していかなければという気持ちがありますが、どのよう

に維持していくのか、その部分で悩んでいます。

　今年、財産区の役員の皆さんと相談して、この部分は

急傾斜地で山焼きをすると岩が落ちてくる為、来年の山

焼きからやめることになりました。放棄という形になりま

すが、管理する人の安全の為です。

　また、これも内山さんがおっしゃっていたことですが、

ここが熊口水源ですけれども、ここからここまでの部分

は大体40～50ヘクタールになります。役員の皆様と現

在考えていることが、ここから上については水源地とな

りますので手は入れないですが、こちら側の部分を将来

的に、先ほどの体験学習や観光のためのイベントなど、

自然を保護しながら利用していただくことはできるかど

うか、その部分についてご意見をいただきたいと思いま

す。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　この山の上の部分は保全を継続していくべき場所だ

というふうに、先ほど内山さんもおっしゃっていました

ので、この辺りの草原を保全していくために、利用する

方向にもっていければ良いのではないかと思いました。

○実行委員（内山義政）　特に保全すべきということで、

企業などどなたかに利用していただければという提案

であると思いますが、少しこれまでの話をまとめながら

になりますけれども、例えば観光利用、ちょっとした休憩

所や東屋を設けるとしても、茅葺きの使用やそれを体験

してもらうといった中で、防火線も含めた草刈り作業と

いうものにも触れていただき、現在、ベテランの方だけ

で頑張って維持している防火線の管理を、将来的には、

少しでも若い世代が山焼きに入っていけるようにする

ためのフィールドとして使用していくことができればい

いのではないかと私個人として受け止めましたが、会

場の皆さんはいかがでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　下側を利用

する案が出ていますけれども、湿原は現在４つあり、３

つはそのエリアに入っていますので、特に芝原湿原の

水源というのがかなり上のほうに延びてきています。

その部分が荒らされないよう、注意していただきたいと

思います。

○実行委員（内山義政）　そうしたピンポイントに保全

すべき場所というのは、ネイチャーガイドクラブの皆様

やジオガイドの皆様など、地元で見てきた人にしか分

からない場所もありますので、情報共有を行っていく必

要があるのではないかと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　皆様、ありがとうご

ざいます。

　茅葺きや環境教育としての利用、観光資源、あるいは

保全や利用の方法について、様々なことをお話しいた

だきました。

○司会　それでは、ただいまより東伊豆会場の分科会

のほうを始めさせていただきます。

　ここからの分科会の進行については、地域おこし協

力隊の藤田翔さんと実行委員の内山義政さんにお願

いをします。また、パネラーとして入谷区町内会長の鈴

木豊美様に御協力をいただきます。

　それでは、どうぞよろしくお願いいたします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　地域おこし協力隊

の藤田と申します。本日はよろしくお願いいたします。

　最初に、ご存知の方もいらっしゃると思いますが、簡

単に自己紹介をさせていただきます。

　地域おこし協力隊の藤田翔と言います。東伊豆町に

来て今年で３年目となり、地域おこし協力隊の任期が

最終年度となります。東伊豆町に来る前は、笹岡先生も

おられるのですが、東京環境工科専門学校というところ

で自然について学習していました。本日はよろしくお願

いいたします。

○実行委員（内山義政）　皆さん、こんにちは。内山で

す。私は稲取の田町区出身でして、高校卒業後、大学に

進学しまして、就職して静岡県内に戻ってきましたが、

2019年から職場の休業制度を使いまして、東京都立

大学の大学院に通わせていただいています。草原生態

系の保全を研究テーマとして研究を行っていまして、

フィールドを細野高原とし、地元に通いながら調査を続

けています。本日はよろしくお願いいたします。

○パネリスト（鈴木豊美）　皆さん、こんにちは。私は細

野高原を管理する稲取の４つの町内会の１つ、入谷区

町内会の会長で、区長を務めています鈴木です。入谷

区は細野高原に隣接しておりまして、昔から関わりが深

い町内会でございます。以上です。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それでは、東伊豆

会場分科会を開会いたします。

　東伊豆会場の分科会のテーマは、『利用・保全・継

承』の３点となります。

　まず、テーマに決めたこの３点ですが、午前中にも説

明がありましたが、それぞれがローテーションしてしっ

かり循環していかないと、細野高原というものはなく

なってしまう。若しくは、一つがマイナスの方向へ向かっ

てしまうと、その次へ次へとどんどんそのマイナスが引き

ずられ、負のスパイラルになってしまうということで、そ

れぞれの問題を全体的に考えていけたらなという思い

で、このテーマにさせていただきました。

　最初に、利用について、私、藤田がお話しさせていた

だきます。

　最初に、細野高原のこれまでの利用ということで、午

前中もお話が出ていましたが、細野高原は茅場として

利用されていました。茅は、茅葺きや、昔は畑を耕すた

めに牛などを使っていたので、そういった家畜の飼料と

して使われていました。また、ミカン畑に敷いて防寒や、

雑草が生えないようにしていたり、現在においても山菜

狩りなど、多くの需要がありました。特に昔の利用に関

しては、生活により密着した需要が多くありまして、現在

とは異なり、少子高齢化が問題視される以前のことでし

たので、担い手も十分に補充されており且つ、町民全体

で利用され、さらに町全体でしっかりと保全がされてい

ました。

　そして、現在の細野高原の利用ですが、現在は生活

というよりは観光やレジャー、体験というのが主な利用

方法になっていると感じます。他にも、ハイキングや

ツーリング、少しではありますけれども、畑、山菜狩りな

どもされています。

　昔と現在の利用の変化を見てみると、生活必需でし

たが、必需ではなくなってきているという見方ができると

思います。昔の生活にどうしても密着なものというのは

必然的に利用・保全・継承のサイクルが形成されていま

したが、その利用価値が現在は少なくなってきていると

いうことで、しっかり現在の姿に合う利用価値を見いだ

さなければならないと考えています。

　また、昔は町民、町全体で生活に必要なものでした

が、現在は担い手不足や利用価値の減少に伴い、管理

全体の費用も不足しているような状況だと思います。そ

の中で、この３つの循環をしっかり考えていかなければ

と思い、現在の利用についてですが、ハイキングやツー

リングについては、そこまでお金が落ちたりするような

ものではないと思っていまして、もっともっとその利用価

値を最大限に発揮できる何かを町全体で考えていく必

要があると考えています。

また、その利用からしっかり細野高原の背景や保全を

したいという、最近だと森づくりなどに興味関心がある

方もいらっしゃると思うので、そういった層に向けて体

験やレジャー、観光、教育、そして利用することで保全・

継承への誘導を見込んでいき、その負のスパイラルか

らいい方向へ改善していくことが必要ではないかと思

います。

　ここで、他地域における利用方法について事例を幾

つかご紹介します。

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、隣町の伊東

市の大室山ですが、大室山自体が国の天然記念物に

なっておりまして、こちらでも毎年山焼きを実施されてい

ますけれど、こちらはリフトで３分ぐらいで山頂まで上が

れるという、気楽に行けるレジャースポットになってい

ます。そこでは料金も掛かりますが、毎年山焼きの火入

れ体験ができるので、そういったところで人手を解消し

つつ、お金も落としていただいているというような場所

です。

　こちらは先ほども紹介がありましたが、生石高原でも

和歌山の大学と連携し、イベントを通じて保全や茅葺き

の文化を発信している場所です。やはり担い手不足の

解消や保全をする上では、どうしても人手が必要になり

ますが、そういった教育や、学生などと連携して学びの

場としても利用してもらいつつ、保全もしっかり手伝っ

ていただくというような場所です。先ほどもお話がありま

したけれど、クラウドファンディング、応援したい気持ち

をお金で送るというような資金集めもされています。

　こちらは阿蘇です。先ほどお話にも上がりましたが、

阿蘇では環境省との取組を進めていて、各教育機関で

教材も作成しており、地域での体験を含め、学ぶ場を作

られています。また、環境学習の講師も派遣されているな

ど、行政と町がしっかりと連携して進めている地域です。

　ほかにもエコ資源にということで、ＳＤＧｓについても

先ほどお話がありましたが、例えば茅葺きに使われた

茅というのは取替えの時期になると、いい具合にほぐれ

て柔らかくなり、畑の肥料や雑草がはえないように敷い

て利用することや、阿蘇でも利用例があったと思いまし

たが、家畜の飼料としていたり、海外の事例ですが、バ

イオマス燃料にしていたりします。こういったことは施

設や仕組みが整備されれば、幅広い活用を検討してい

けるのではないかと思います。

　利用についてまとめとなりますが、現在の利用という

のは、景色を楽しんでいただくことなどですが、そこから

もう一歩踏み込んで、例えば細野高原の山焼き文化や

山焼きすることでどういう種類の生き物が保全されるの

か、もう少し踏み込んだ部分について、少しでも関わっ

ていただく利用というのを検討していけるといいなと

思っています。例えば、教育機関での野外学習ですが、

授業の一環として細野高原の概要などを知りつつ、危

険なことはできませんが草刈りを体験していただくなど、

実際に関わるという利用方法が良いのではないかと思

います。

　また、一般の方の立ち入りはできませんが山焼きに

ついても例えば、安全地帯を設けて見学していただくこ

とや、大人の方だったら草刈りを体験していただくなど、

より深く知り、関わっていただくことが大事だなと思い

ます。

　そして、春は山菜狩り、秋はススキイベントを実施し

ていますが、一時的な、季節的なイベントではなく、通年

体験できるサービスを作るなど、知ってもらう・認知して

もらうということを意識して進めていけたらと思います。

最終的に、継続的な利用、収益化をして、継続させるこ

とが必要だと思います。これらのことは町全体で考え、

推進していくべきことではないかと思います。

　『利用・保全・継承』、このうち１つが抜けても細野高

原を守っていくことはできないので、３つともバランスよ

く循環させていくことが不可欠であると思います。以上、

「利用」についてとなります。

　続きまして、内山さんお願いします。

○実行委員（内山義政）　それでは続きまして私のほう

から、３つある『利用・保全・継承』のうち、「保全」の部

分に関して発表させていただきます。

　最初にですが、午前中もお話がありましたのでご存

じの方も多いと思いますけれども、草原をめぐる全国的

な課題をもう一度整理させていただきます。

　左の図が阿蘇ですけれども、1930年代にこの地図

で示しているグレーの部分が全て草原でしたが、2000

年、一番右側の図ではグレーの部分が入って、ほとんど

が黒の部分、森林に変わってしまっているという傾向が

筋山周辺により多く分布しているということが傾向とし

て見えてきました。

　次、お願いします。

　これと同じように重ね、こちらには植物の種がすべて

落ちていますが、代表的な種を抽出してみると、例えば

ジザゲタシ、カラナデシコ、リュウノウギクといった何種

類かの植物が、草原のこういった場所で見られる特徴

的な種類であると思います。

　こうした結果を基に考えていくと、草原特有の植物を

保全していくには、この三筋山の山頂から桃野とマナイ

タウラ、先ほど示したエリアですけれども、この周辺を今

後も確実に山焼きをして管理していくことが重要ではな

いかと思います。

　１つ、まずは保全の指標として、こうした場所だけに

分布する植物種を上げて、保全の目安として考えてみて

はどうかということ、２つ目に山焼き管理の後継者育成

という観点では、保全上特に重要な場所とそれ以外で

かつ安全、平場で作業してケガが起きないような場所

ということですけれども、そうした場所で、先ほど藤田さ

んからも話がありましたが、管理の点検、具体的には防

火線の草刈りですとか、そういうものが手鎌で、例えば

各区の作業で余ったエリアでもいいですし、そうした場

所が少しでも確保できるようになっていけばいいので

はないかと考えています。

　今回、細野は草原のほかにも湿原が４か所ありまし

て、そことその周辺に希少なラン類などの植物が見ら

れますが、こうした希少種に関しては共通のリスクもも

ちろん非常に高いものですから、財産委員会の専門員

ですとか、ネイチャーガイドグラブの方々の助言ですと

か情報交換を深めていくことが大切だと考えています。

　また、明日、現地でお時間があれば是非見ていただ

きたいのですが、富永さんにはお話をせず申し訳ござ

いませんが、駐車場の裏側の空いているところにネイ

チャーガイドクラブの皆さんでこのような細野で見られ

る希少種の種子を採取して、現場で保全をするという

試みをされております。こういう試みというのは、保全生

態学の研究者の中ではあまり聞かない話ですので、ぜ

ひ取組を進めていったほうがいいかなと私自身は考え

ております。

　私の方からは以上となります。ありがとうございました。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　保全についてですが、山焼き管理の後継者育成とい

うことで、保全の場所を限定しながらも、しっかりと希少

な植物を保全できるように、重点的に行っていくという

ことでよろしいでしょうか。

○実行委員（内山義政）　今の山焼きの範囲をしっか

りと維持していくのは大前提ですけれども、確実に保護

すべき場所というのを知っておく必要があるのではな

いかと考えています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　保全上、重要な場

所以外且つ安全な場所での管理体験というのも、保

全・利用ということで繋がりがあると思います。もう一歩

踏み込んで山焼きについても学習できるような体験が

あれば、その後もしっかりと後継者が現れてくるのでは

ないかと、利用の観点から思いました。

　それでは最後に「継承」について、鈴木さんよろしくお

願いします。

○パネリスト（鈴木豊美）　「継承」についてですけれ

ども、細野高原の景観維持とか害虫駆除、生態系の保

護のためには、山焼きが必要です。先ほども例に出てい

ましたけれども、山焼きをするには細野高原以外に燃

焼させないように管理をするため、まず20メートルぐら

いの防火帯を作ります。10月にその部分の草を刈り、

11月にそれを燃やし、2月に山焼きを行います。この作

業を現在、4区で行い、山を守っていますが、各区とも若

者が減り、高齢化が進んだことから、作業する人の確保

も難しくなってきています。先ほどお話がありましたが、

2008年に全国草原シンポジウムのときにも、山焼きを

続けるためにボランティアを募ったり、学校の総合的な

学習の時間で子供たちに野焼き体験をしてもらうことも

文化継承に必要だと言っています。ボランティアを募る

にしても、火が入ると風向きが変わります。初めは見学

するのでも経験の積み重ねが必要でしょうと思います。

　そしてまた、令和２年９月に細野高原を考える会を発

足しています。この会でもやはり細野高原の管理、山焼

き、防火帯などを今後同様に継続していくことは困難に

なりつつあるとしています。４区で細野高原の観光、産

業などの資源としての活用や周辺の地権者と協力した

新たな魅力の創出を図っていきたいということが、発足

の経緯となります。今後、どうしたら会として細野高原の

魅力を発信することができるか、良いご提案がありまし

たらご意見いただけますと幸いです。

　山との関わりがなくなりつつある今、細野高原を残し

ていくためには、守りたいと思う人を増やしながら、山

仕事を行っていくしかないと考えています。特に若者と

の連携が重要と考えます。若者は斬新なアイデア、企画

力、行動力、情報発信力、また体力など、地域活動に必

要なものを多く兼ね備えているかと思います。「継承」に

ついての私の発表については、以上となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

あります。もちろん阿蘇でも、全国のほかの地域でも再

生に向けた取組は進んでおりますが、全国の草原面積

というものを、右の図ですが、まとめてみると、1920年

代は３万から４万平方キロメートルあった草原が、

2000年頃になると5,000平方キロメートルまで大幅

に減少しているということが分かります。このことは細野

高原、全国どの草原でも同じですけれども、管理の手が

足りなかったり、土地の改変、植林であったり、開発行

為などによって面積の減少が進んできたということが原

因として上げられています。

　次、お願いします。

　植物に着目していきますけれども、草原特有に見られ

る植物への影響というものを考えてみると、今までお話

ししてきたような草原の面積の減少というものと、この

今も維持されている草原の中の管理、山焼きであったり、

草刈りであったり、この頻度が低下したり中断したりす

る。例えば細野は日本の中でも本当に珍しく、もしかし

たら中断された年もあったかもしれませんが、記録のあ

る限り、毎年山焼きをしてきているということで、非常に

貴重な草原となっています。全国的に見ると２年に一遍

だったり、例えば東日本大震災の頃に消火ヘリが飛ば

ず、仙石原では山焼きが中止になりましたけれども、そ

ういったように数年中断したり、なくなってしまったりと

いう場所も多いです。こうした２つの要因が複合的に絡

み合って、そこに出現している草原特有の植物に影響

を与えているのではないかということが近年様々な研

究で言われるようになってきました。

　今回の発表では、具体的なメカニズムですとか、専

門的な話まで踏み込みませんが、私が細野高原で植物

等のデータを取った結果を基に、どういった場所が「保

全」に適しているのかということですとか、あとは、これ

までの土地利用の変化というものを改めて航空写真で

振り返りながら、一緒に考えることができればと思って

います。

　それでは、次お願いします。

　ここが稲取の細野高原の現在の航空写真になります。

見ていただいている真ん中付近が細野高原で、右側に

ゴルフ場と伊豆アニマルキングダムがあります。

　次、お願いします。

　これと同じ2017年の写真、稲取の方はこれで分

かっていただけると思うんですが、今回初めて来ていた

だいた方は、先ほどの東伊豆町観光協会のパンフレッ

トを開いていただくと、真ん中に水源涵養保安林があっ

て、それがかなり目印として分かりやすいと思いますの

で、そこを見比べながら、過去の土地利用というものを

見比べていただければと思います。

　続いて、これが2000年です。これは今とほとんど変

わりないかと思います。

　次、お願いします。

　これが1989年ですけれども、これと先ほどの2000

年を比べると、植林が少し進み、西側の河津町のほうで

山焼きが、その前からされなくなっていたのが進んでき

たということが分かり、樹林化が進んできたということ

が分かると思います。

　これが1980年です。先ほどの水源涵養保安林の植

林がされる、外側に広がる前という感じです。

　これがかなり前になりますけれども、1964年です。こ

のあたりから多分、当時の状況をご存じの方もいらっ

しゃるかもしれませんが、まだ私が生まれていない時代

ですけれども、これと先ほどの写真を見比べていただけ

ると、今のゴルフ場の辺りですとか、茅場がかなり減った

ことが、河津町側のほうですけれども分かると思います。

　これがさらに昔の1947年ですけれども、こちらは先

ほどの写真より引いて写しているので、もう少し白田の

ほう、東側のほうまでずっと広く茅場が広がっていたと

いうことが分かると思います。

　次、お願いします。

　これをもう一回まとめてみると、1947年には、グレー

の部分が草原ですけれども、これだけ一面広がってい

たものが真ん中の水源涵養保安林の植林が進んだり、

河津町側のほうでの山焼きが中断したことによって樹

林化が進んだり、国有林、北西側のほうが山焼きしなく

なって樹林化が進んだりという傾向が分かるかと思い

ます。

　このデータを基に草原がどれぐらい減ってきたのか

というのを出しましたが、2013年から2015年に１か

月に１回程度、この遊歩道の道にほぼ沿った形になり

ますが、第１駐車場から熊口、マナイタウラというのが

真ん中の水源林ですけれども、そこから三筋山を登っ

て桃野を進んで、ＧからＨというこの区間です。パンフ

レットでいうと、６番から５番、４番に行くルートですが、

ここを歩いて道の分岐で区切った区間ごとに出てきた

植物の種類を記録しています。あとは、草刈りと山焼き

の多い区間を記録しています。

　これを統計的に解析して、詳細は省きますけれども、

山焼きと草原がどれぐらい周囲にあるのかという影響も

加味して、そこにいる植物の種類のパターンを比べて

みると、三筋山からマナイタウラのこの緑色で囲った範

囲に見られる植物と熊口の水源林の自然、青色で囲っ

た範囲で見られる植物というのは明らかに種類が違っ

てくるということが分かります。山焼きとまとまった草原、

両方の効果で維持されている植物というのが、この三

　一点ご質問よろしいでしょうか。４区一体で管理をさ

れていると思いますが、例えば小学校などの教育機関

に山焼きのやり方や、草刈りのやり方を伝えるときに、手

法については4区統一された管理等はされているので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　管理自体は財産区が指導

していますけれども、大体４区とも同じような方法で防

火線刈りをやっています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　財産区から教育機

関、子供や大人に管理体験を提供する事は可能なので

しょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　安全なところであれば可能

と思われますが、その指導を行う方を誰にお願いする

のか、要するに財産区で子どもたちを預かってやるとか、

学校のイベントとしてやることで先生も現地にきて子供

を見守ってくれるか、そのあたりの仕組みを整備してい

かないと難しいのではないかと思います。安全な場所

でそういった体験を提供できる場所はあります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　行政と連携した取

り組みとして行うことも可能なのではないでしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　可能だと思います。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　その他に、それぞれの観点からご質問など有ります

でしょうか。

○パネリスト（鈴木豊美）　内山さんにお伺いしたい

のですが、山焼きをしていかないと、この希少種という

のは絶滅してしまうのでしょうか。

○実行委員（内山義政）　先ほど、箱根で2011年に山

焼きを中断したというお話をさせていただきましたが、

実際に見かけられなくなった種がありまして、その後数

年かけて追跡しても復活しなかったという例もあります

ので、できれば毎年焼いているところは、私個人の思い

として、維持していければと思っています。

○パネリスト（鈴木豊美）　先ほどのお話で、細野高原

の山焼きは継続してやってきたという事でしたが、実は

１年だけ実施していない時がありました。その翌年は、

野ネズミやモグラ、が増え、茅が枯れたところがだいぶ

あります。やはり、動物の生態系も崩れていくという事で

しょうか。

○実行委員（内山義政）　おそらく、動物の生態系にも

及んでいるのではないかと思われますが。

○パネリスト（鈴木豊美）　ありがとうございます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）

　私共の方から、今後の『利用・保全・継承』について、

具体的にどのように進めた方が良いという事は言えな

いのですが、各視点からはこのような意見となりました。

　この後、会場の皆様からも、このような利用をしてみ

てはどうか又はこういう試みをしてみてはどうかという

ご意見がありましたら、そのことについて具体的な方針

や対策を模索していきたいと思います。

　現在、１時４０分ですので、１０分ほど休憩の時間とさ

せていただきます。休憩後に1時間ほどですが、皆様よ

り何かご意見を伺いたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

（休　憩）

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　それではご意見を

伺っていきたいと思いますが、先ほど休憩中に、細野高

原のススキを実際に茅として利用できるのかという事

で、日本茅葺き文化協会の安藤様にいろいろとお話を

伺いまして、とても興味深い内容でしたので、活用方法

等について是非お話をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　皆さん、こ

んにちは。

　先ほど１時間ぐらいのお昼休みで、細野高原を初め

て拝見させていただきました。茅の質や量について実

際に確認させていただき、そのことについて私の意見と、

茅の利用ということ、特に茅葺きということについての

この地域でのこれからの可能性についてお話しさせて

いただきます。

　茅という資材ですけれども、建築資材としてのこれか

らの利用価値や可能性ということについては意見が

幾つかあります。この細野高原の茅の質、これは茅葺

きの材料として全く問題ないと思います。丈が多少短い

ということはそのとおりですが、山頂近くですと大体２ｍ

近くのものが十分ありますし、平均して背丈ほどですか

ら、御殿場のものに比べると50ｃｍほど低いという事に

なります。平地の茅も大きなものですと３ｍぐらいにな

りますけれども、平均的には大体２メーターちょっと、

2.5ｍぐらいですから、数十センチ低いということです。

　茅の利用ということでいうと、大体４尺から５尺あれ

ば一定の茅として十分に葺くことができます。短い茅と

してカリヤスという茅がありますが、これは最も上質な

茅であり、白川の合掌造りなど、北陸方面ではほとんど

カリヤスが主となっており、この背丈は大体平均的に人

の背丈以下の1.8ｍから低いものだと1.5ｍぐらいです。

そのため小茅、小さい茅といわれています。大茅は大き

いですが太くて重さもあって扱いにくい、また、葺いた後

の耐久性も低いということもあり、小茅は最上とされて

いう利用方法を検討されているのか教えてください。

○東伊豆観光協会長（石島専吉）　今年の６月24日に

町観光産業課が主体となり、東京にあるＫａｎａｔｔａという

ドローンの体験ツアーを行っている企業と、稲取の勤

労者体育館と稲取高原、クロスカントリーを範囲に、

（一社）美しい伊豆創造センターや伊豆急行㈱の皆さ

ん２０人ほどが集まり、体験を行いました。私も体験しま

したが、自分が体験できるとは思ってもいませんでした

ので、できるのかなという気持ちでしたが、意外と簡単

に200メートル～300メートル上昇させることや、横に

スライドさせることができました。稲取高原からですと、

焼却場の先の海の方まで行くことができますし、ゴルフ

場や細野高原の近くまで操縦できてしまいます。そのた

め、この秋にドローン体験ツアーとして、１泊２日若しく

は２泊３日ぐらいで、宿泊していただいたお客様に体

験していただこうという企画がございまして、具体的な

日程は決定していませんが、そのような予定となって

います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　すみません、また少

し話題が変わってしまいますが、今回、利用と保全と継

承を繋ぐアイデアの一つとして、環境教育を上げました

が、その観点について、笹岡先生よりコメントをいただ

けますと幸いです。よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　これ

はむしろ藤田さんに返してあげたいぐらいです。例えば、

藤田さんが経験され、勉強されたことを活かし、学校の

学生たちをもし東伊豆町に呼ぶとするならば、どのよう

なことを考えているのかご意見をお伺いしたいです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

　まず、私が地域おこし協力隊になった理由ですが、専

門学校のインターンシップで北海道の黒松内にある、

「ぶなの森自然学校」というところに行ったのですが、

その時に体験したことが私の中でとても感動しました。

自然について細かく言うような自然学校ではなくて、自

然の中で思い切り遊ぶというような場所でした。１週間

単位のプログラムで、長い子は１か月、夏休み丸 と々い

う子もいましたが、やはり子供たちは日常から学ぶ姿

勢がすごく、とても成長を感じられました。最近は家庭

用ゲーム機やスマートフォンなど、外に出る機会や公園

の遊具が危険という観点で、遊ぶ環境がだんだんと少

なくなっており、両親も共働きで忙しいという事なので、

なかなか自然と触れ合いながら思うように遊ぶ、体験す

るということが少なくなってきているというふうに思いま

す。北海道でのプログラムでは、大阪や東京、中には中

国の子供が一人で飛行機に乗って北海道に来て、自然

体験をしながら一緒に遊び、学ぶというような生活をし

ていました。ほんの１週間だけでも、すごく成長を感じる

ことができます。最初は虫も怖くて、「何でこんなところに

一人で来させられたんだろう」というように悲しむ子も

いましたが、知らない地域や大きな自然に囲まれ思いっ

きり遊ぶことで、一回り大きく成長したように感じました。

　その体験がすごく印象に残っていまして、実際、今年

の夏にはオンライン上のキッズコミュニティーと繋がり

があるのですが、子供たちが伊豆稲取に遊びに来て、

海への飛び込み体験や細野高原の草原で思いっきり

走ってみるという事をしました。他にも取ってきた竹を

割り、自分たちで一から流しそうめんを作る体験を通じ

て、お家の方もお子さんが、「一回り大きく、大人の顔に

なって帰ってきた」とか、「また伊豆に行きたい」とおっ

しゃっていました。子どもたちもお家の方に、「家に帰っ

たらノコギリ買って」と、創作意欲が溢れていました。

このように、小さい時の経験はとても重要だと考えてお

りまして、学習面においても空間把握能力や創作意欲

が溢れたりと、そのようなことを推進していきたいと思

い、私はこの東伊豆町に来ました。今後もこう言った取

り組みを進めていきたいと思います。

ありがとうございました、以上です。

○全国草原再生ネットワーク理事（笹岡達男）　あり

がとうございました。

　私は笹岡と申しますが、藤田さんの卒業された専門

学校に勤務しております。この度は実行委員という立場

で出席させていただいておりますけれども、藤田さんの

アイデアは大変良いものだと思います。

　私たちの学校は、自然環境や野生生物の好きな学生

が来ていますので、そういう学生は自ら進んでテントを

張って寝たり、喜んで虫を捕まえたり、植物観察をします。

藤田さんがおっしゃっていたような、様々な地域の小学

生や中学生などの子供たちの受入れ体制を整備する

ことは非常に重要です。そのときに一番大事なのは、学

います。

　この小茅が取れる様々な条件が、現在社会的に、あ

るいはその生態的に限定的になりましたので、白川の

ほうではやむを得ずほとんどを大茅、御殿場の茅を

使っているという現状になっています。これについては

あまり好ましい状態とは言えず、ユネスコからも本来の

その地域の茅を使うべきだという意見が出されており、

代替措置ということで、将来は小茅へ戻すということは

目指されていますが、温暖化の影響などがあり、小茅の

生息域がどんどん限定的になっているのが現状です。

　それから、本来茅場であったものが一旦失われてし

まいますと、再生が非常に困難であるということ、また、

材料を刈る組織も廃れつつあり、個人で刈るにはなか

なか難しいということですが、そのような観点からも、こ

の細野高原の1.8ｍ程度の茅は、本日見た限りの感想

ですが、細くしなやかで耐久性もあり、質が良いと思わ

れます。実際に刈ってみないと分かりませんが、少なくと

も茅の材料として不足はないと言えます。ただ、量につ

いてはかなりまばらなところもありまして、全体的にスス

キが、草原が広がっているところではないと思います。

これは阿蘇も同じですが、120ヘクタールということで

すので、例えばその３分の１が茅場という事であれば、

屋根に葺くには十分な量が確保できます。このことにつ

いては実証実験を行うことで、どの場所で茅が刈りやす

く運搬がしやすいのか、また、どの程度の量が確保でき

るのかを確認することは簡単にできることかと思います。

　本来この地域では茅を屋根に葺いて、そして牛馬を

肥やして、さらに時代的に柑橘類の生育のために地域

経済を支えたことは間違いないです。その地域経済を

支える重要な資源、資材であったということが、この細

野高原の茅場が今に受け継がれている最大の理由で

す。決して生物多様性の維持をしたわけでもなく、観光

のためにしたわけでもない。皆さんが支えてきた結果、

これだけの草原が今に残され、その習慣が良いことと

して、皆さんの努力が今に続けられているということだ

と思います。

　今後、細野高原の茅場がこれだけの面積を残してい

くという事であれば、これは地域経済、産業とどのように

結びついていくかという事を明確にしていかなければ、

一部の限定的なものになりますし、ほかの土地利用と

いうことを考えることも必要なのではないかと思います。

これから東伊豆町、伊豆地域において、茅場はどのよう

に役に立つかということを議論していくことが必要です。

　そのことについて、午前中にもお話があった範囲で

いいますと、この地域では観光が大きな産業の主軸に

なっているということですので、温泉、細野高原、ビーチ

ですね、この３つが揃っている観光地は、国内はもとよ

りコロナウイルスがある程度収束すれば、海外、アジア

地域にとっては非常に大きな可能性を持っているのは

ないでしょうか。そのとき、この茅資源が役に立つのか

と考えていくことが大事ではないかと思っています。

　それでは具体的にどのように活用していくのかという

事について、茅葺きの建物を観光施設に取り入れて復

活させていくということが、私は非常に大事であり可能

性があることだと思います。茅葺きの民家は戦前ほど姿

を消したと思います。戦後間もなく、エアコン生活の中

で流れとして、茅葺きの建物を民家に戻すということは、

一部にあるかもしれませんけれども、かなり現実的では

ないです。この地域の観光として、もう少し観光の質に

変わった滞在型の、あるいは自然と親しむような、ある

いは子供たちの教育とか体験ということを重視した観

光にシフトしていくことを考えれば、観光施設も緩やか

に木造で茅葺きの施設ということが一定割合、世界的

に、あるいは日本の中でも進んでいることは間違いな

いです。ヨーロッパで茅葺きが復活しているのは、まさし

くリゾート地において、オランダやデンマーク、北欧の地

域で最も質の高い観光地は茅葺きで造られる建物群

がつくる景観やその中での生活のゆっくりとした時間を

過ごす、あるいは都市生活で非常に疲れた心身を癒や

す、そういった観光がこれからの大きな流れになると思

います。

　今どき海で泳ぐ人は非常に少なくなったと、本当にそ

う思います。なぜかといえば、ホテルの冷房の効いた室

内にいれば、海岸に出るということとは非常に落差があ

り難しいためです。昔は海の家といって、必ず海辺に日

よけをつくるような東屋などの仮設の避暑地を造り、

人々が海辺で休むような施設があってはじめて海水浴

ができていました。今は冷房の効いた施設は整備され

ていますが、海辺の本来の自然の中で昼寝をしたり、風

を楽しむような施設というのはもうないように思えます。

　ですから、例えばこの海辺に茅葺きのリゾート施設を

これからまた復活していくということを考えるのであれ

ば、細野高原で星を見るとか、別な自然を楽しむような

施設を造る必要もあると思います。そういった本来の観

光にふさわしい施設を、この伊豆にある杉という、戦後

植えた木を活用し、この無尽蔵の茅の屋根を葺くという

ことを町を挙げて、あるいはこの地域の経済を挙げて、

そしてここに集まっている草原を大切にする人たちと一

体となって風景をつくっていく、この細野高原の茅とい

うのはこれだけ素晴らしい暮らしを実現できるというこ

とが分かれば、草原を守るということも非常に意義があ

り、自分たちの生活を支えていることが明確になれば、

多くの方が協力することは間違いないと思います。そう

いった茅を用いた観光施設を造っていただきたいと思

います。

　茅葺きの建物というのは、民家に葺くような50ｃｍ～

１ｍに及ぶ、30年、50年の間立派にもつ茅葺きもできま

すけれども、例えば３か月間もたせたいということだっ

たら、もっと簡単な茅葺きの東屋などの仮設建築も現

在では可能です。様々な技術を組み合わせることもでき

ますので、茅葺きの新しい観光施設利用ということから

始まり、その茅を農業資材に２次利用する、茅葺きとい

うのは必ず屋根に葺いて、再利用するということが本来

の姿です。そういったことも一部取り戻すことによって、

茅というのは本当にありがたい恵みなのだということ

が部分的にも始まれば、もう少し農業に取り入れていく

ことや、本来の生活の中に茅がどんどん浸透していくと

いうことについて、観光施設を突破口にぜひ切り開い

ていただきたいと思います。

我々の協会としても助言や技術者・職人の教育ができ

ると思います。とにかくこの細野高原の茅というのは素

晴らしい資源であるということは、未来を必ず保証する

と思いますので、是非そういったプロジェクトを、行政を

はじめ、この地域の観光協会の方などが集まることで、

進めていっていただきたい、新しい地域が見えてくると

いうようなことでこの会で想像していただくのがとても良

いことではないかと思います。それだけの資源としての

圧倒的な質・量が本日確認できましたので、是非ともこ

の地域をまた開いていくというふうに思えてなりません。

　少し長くなりましたけれども、ありがとうございました。

何かご質問あればお答えします。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅葺きに

ついては建築的に規制があります。都市部、この密集地

域では不燃材で葺かないといけないという規制があり

ますので、街中では厳しいところがあると思います。二

十二条地域という区域になりますけれども、それは特定

行政庁が解除できます。今まで都市化ということが非常

に進んできましたので、二十二条地域の区域指定はか

なり全域に広まっておりまして、現在、様々な地域でその

解除は特定行政庁で行えるということになっております

ので、必要に応じて限定的に外すということもできます。

恐らく細野高原は二十二条地域に該当していないと思

います。もし二十二条地域があれば、その部分を解除す

るということも今はできますし、様々な観光地、茅で地域

づくりをしようとする地域は、例えば宮城県石巻市では

非常に広大なヨシ原を持っている地域がありますが、

一部の市街化区域を除いて解除しておりますし、重要

な茅葺き集落を保有する市町村の場合も、あるいは１

戸１戸の重要な民家がある場合も、その部分を部分的

に解除するということも現在進んでおりますので、そう

いうことはあまり障害にはならないと思われます。あくま

で、地域の主体的な住民の総意があれば、できるという

ことも申し上げておきます。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうございま

した。

　茅葺きの建物を観光施設として造り、お客さんに楽し

んでいただくというのは、先ほど白川先生からお話があ

りました茅プロジェクトのように、町にしっかりと還元で

きるような収益を上げられるような施設であったり、茅

を葺き替えるタイミングでそれを体験するということも、

複合した施設ができる可能性があり、個人的に色 と々

検討してみたいという風に思いました。

○パネリスト（鈴木豊美）　ただいまの茅のことですけ

れども、この細野高原の茅は屋根に葺くことについて問

題はないという事でしたが、今の細野高原は肥料とい

うものを全然やっておりません。肥料と言えば山焼きで

燃やした後の灰ぐらいです。茅に対して人為的に肥料

を与えても問題ないのでしょうか。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）　茅に人為

的に肥料を与えるということはしない方が良いと思わ

れます。また、今まで例としてはほとんどないと思います。

唯一、刈り取ることと、その後、燃やすこと、これによって

１万年間続いてきたということは最近の学説で立証さ

れておりますので、環境条件的に余程の激変がない限

り、刈り取って火入れをすることで、屋根に使う材料とし

て持続可能なことは間違いありません。そんなに心配

することはないと思います。

○パネリスト（鈴木豊美）　どうもありがとうございま

した。

　利用について一点、東伊豆町観光協会の石島さんに

お聞きしたいのですが、今後、観光協会ではドローンの

操縦体験など計画があるようですが、具体的にはどう

自分ももっと細野高原を歩き、良いところを探し、皆様

にもご紹介出来たらと感じています。以上です。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　明日のオンライン見学会にて、お二人には現地説明

会にご出演いただいております。明日ご参加される方は

楽しみお待ちいただければ幸いです。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　私もジオガイドを

持っていまして、細野高原はよくガイドツアーをしていま

す。お客さんには、ここはこういう経緯で草原になり、昔

はこういう利用をされていて、毎年山焼きを行い管理し

ているという事をお話すると、「山焼きを見ることはでき

ませんか」という方や、「私も草刈りをやってみたいで

す」という方が多くいらっしゃいます。少しでも細野高原

に携わるきっかけとして、草刈り体験や、最初から火入

れ体験をすることは難しいですので、見学できるスペー

スを設けるなど、山焼きを一般に公開してみてはどうか

と思います。

○教育委員会事務局長（梅原　巧）　突然のご質問、

申し訳ありません。東伊豆町教育委員会事務局長の梅

原と申します。

　細野高原には、県の指定文化財として湿原が何か

所かございまして、その中に桃野湿原というところがあ

ります。私も小さい頃から遠足などでそこに行っていま

すけれども、先日確認しましたら、かなり浅くなってい

るように見え、いずれ消滅してしまうのではないかと思

いました。

　文化財ですので、人の手を入れず自然のままにして

あるというのが現状です。しかし、湿原を保つために修

正すべきか、形状が変わってしまうとしても自然のままに

しておくべきか、どちらが良いのか疑問に感じています。

　また、先ほど富永さんの方からもお話がありましたが、

鹿や猪が湿原の中に入り沼田場にしているため、掘り

返されて荒れてしまっています。ワイヤーなどを用いて、

周囲を全部囲ってしまえば入れないと思いますが、金

属なので錆が出ます。文化財的な面がありますので、自

然のままにしておこうという結論に現在はなっています

が、本来の管理はどのようにあるべきか、詳しい方がい

らっしゃればご教示いただけますと幸いです。

○実行委員（内山義政）　ご質問ありがとうございます。

　まず、文化財としての保存と、観光として利用しつつ

保存していくというのは相入れないものだと思います。

湿原の乾燥化や鹿柵を設けるというのは、私も専門で

はありませんのでお答えすることが難しいですが、会

場でもし詳しい方がいらっしゃいましたらお願いいた

します。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　私は元々

湿原が専門となりますが、大学を卒業後に草原のほう

に入りました。東伊豆町の気候だとおそらく低湿で細野

高原を見ても、窪地のようなところに水が集まり、湿原に

なっているのではないかと思います。いわゆる、栄養分

の少ない水が集まりその上にミズゴケが生え、そのミズ

ゴケがスポンジの役割をし、水を溜めてできるというの

が信州や北海道のような高層湿原ですが、それらとは

全く異なる低湿地です。低湿地は有機物や土砂が入っ

ていくと、長い目で見て埋まってしまう運命にあります。

　西日本を含め、低湿地がどうして長い間保たれてき

たのかについては、一方で草原を利用してきたというと

ころがありそうです。集水域でしっかりと草刈りをして有

機物が流れ込まないようにすることが、湿原の中の植

物の成長などが抑えられ、湿原の中に枯草などがたま

る量が減っていくことになります。あるいはカンスゲなど、

昔は草がとても大事でしたので、湿原のすぐ際まで草刈

りをしていたという話をよく聞きます。そのようなこともあ

り、里地といいますか、湿原の周りが積極的に利用され

てきた方が、長い間の人と自然の関わりの中で湿原が

残されてきていると思います。細野高原の現地を確認し

ておらず、写真や記憶での推測ですが。

　猪についてはおそらく、昔はそこまでの頻度で草原

の中に入ってくるような状況ではなかったと思います。

鹿も同じだと思います。現況ですが、逆に猪が沼田場に

して荒らすというのは、大きく見て悪いことではなく、湿

原の中に眠っている種子が表に出て、芽を出すという

こともあります。但し、このことも頻度が高過ぎると悪影

響になるのではないかと思います。

　錆などの鉄分につきましては、こちらの湿原の中には

ミズゴケなどはあるのでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　あります。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　大体、酸

性のほうに偏っています。バクテリアが発生するため油

が浮いたとしても、そのことは特に自然な状態なので気

にすることではありません。やはり、現地を確認させてい

ただいてから、お話しさせていただければと思います。

よろしくお願いします。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ただ今ご説明のありました細野高原のような低層湿

原の場合は、周りが森林だと木の葉などが幹に落ち、

蒸発や木の蒸発散があり水分が失われやすいのです

が、草原ではそれがないため、直接水が流れてきて水

源としてたくさん確保できるというご説明でよろしいで

しょうか。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　はい。

　私たちの一生に比べ湿原の一生は長いですが、運

校の先生でも実際に野外活動を自ら教えた経験のある

方はなかなかいらっしゃいませんから、こちらで安全に

引率して、また宿泊場所の提供ができるような、そういう

体制ができれば細野高原は明日からでも自然学校に

なるのではないかと思います。是非、そのような支援を

町として、地元として応援していただければと思います。

ありがとうございました。

○町長（太田長八）　ありがとうございました。藤田さん

には地域おこし協力隊での３年間、本当に良く頑張っ

ていただきました。

　その中でも良い活動だと思ったのが、今回コロナ禍

の中でしたが、子供たちを自然の中で楽しませて、その

間お家の方は仕事をやるという親子ワ―ケーションの

実施です。藤田さんが子供たちを見ていてくれたからこ

そ、子供たちは楽しく自然の中で学ぶことができ、お家

の方も集中して仕事をすることができたと思います。こ

れからの東伊豆町にとって、貴重な人材だと考えていま

すので、これを機にさらにご活躍いただき、活動の幅を

広げていっていただければありがたいと思います。今後

のご活躍に期待しています。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございました。

　藤田さんには引き続き、東伊豆町の環境教育の推進

を頑張っていただきたいです。今回、我 ３々人で準備を

していく中で、環境教育という言葉を上げましたけれど、

現在、細野高原の管理を主体となって行われています

４区の役員の皆様ですとか、私は田町区の出身ですが、

田町区の場合は役員のＯＢや有志による担い手が年々

増えていっていまして、私もメンバーとして活動していま

すが、そのような形で、主体となって管理を行っていく

方 と々一般の観光客との間に立ち、一般の方々を担い

手サイドにもう一歩踏み込んで誘い込むことができれ

ばと思いました。そういった中で環境教育というのは、

引き込み方の一つなのではないか思いますので、担い

手、作り手として頑張っていただくという事と、これまで

町内でそうした活動をネイチャーガイドの皆様ですと

か、ジオガイドの皆様でされてこられましたので、１３年

前のシンポジウムや今までの経緯を踏まえ、これからこ

のようにしていけば良いのではないかというご意見な

ど有りましたら、コメントをいただけますでしょうか。

○ネイチャーガイドクラブ（富永眞弘）　ネイチャーガ

イドクラブの富永と申します。

　１３年前には会長を務めさせていただきましたけれ

ども、それから細野高原の環境として大きく変わったこ

とは、鹿の食害が増えたことです。先ほど写真が出まし

たけれども、畑のようなものを作り、絶滅しそうな植物を

植え、保護するという活動を行っています。しかしながら、

鹿の食害が増えている今、保護した植物をすぐに元の

場所に戻すことはできませんので、鹿の食害が減少す

るまでは現在の活動をやり続けていかないと、種の保

存はできないものと考えております。

　もう一つはこちらも鹿に起因することですが、マダニ

がとても増えています。そのような中で、マダニが活動的

になる時期にお子さんが芝生であっても足を踏み入れ

ることは、危険なことだと思います。以上２つの違いが

確認できました。

○実行委員（内山義政）　ありがとうございます。

　ジオガイドの鈴木さんはいかがでしょうか。

○ジオガイド（鈴木京子）　ジオガイドの鈴木と申します。

　私はジオガイドを案内して日が浅いので、この場で

特筆してお話をさせていただくのは難しいと思いますが、

やはりジオガイド協会的に細野高原はとても貴重な場

所で、ここを案内してお話ししたいというジオガイドは、

本部にも多いです。私個人といたしましては、小さい頃

からの思い出がありまして、ワラビの季節になれば家族

でワラビ刈りをし、山焼きも私の父、弟、私の主人、息子

も、みんなが体験しております。そのように、家族みんな

でずっと守ってきた細野高原でありますので、細野高原

の中に通っていますあの道路も、父たちの時代に造っ

ていました。造るたびに父が、「いい道ができたから行く

ぞ」と言い、誇らしげに細野高原に連れて行ってくれて、

素晴らしい景色が望める場所を紹介してくれました。

　学校的には遠足に行きまして、中学校の遠足では秋

の紅葉を見に出かけました。春にも行きましたが、その

時には桜の木がありましたので、後日、友達とまた歩い

て、桜を見に行こうって登ったものです。

　そしてもう一つの思い出が、夏休みに熊口まで行き、

学校でキャンプをしました。やはりそこでは綺麗な水が

出るということが先生たちも分かっていましたので、川

の水を汲みカレーを作り、飯盒でご飯を炊きました。

　そのように貴重なところですので、本当に残してい

きたいという気持ちはあります。私は残していくための

原動力の一部分になれませんので、観光の方で携

わっていますけれども、先ほどの白川先生のお話を

伺って、何か自分の経験を活かし、子供たちが思い出

作りをすることができれば、将来も大事にしていってく

れるのではないか、継承していってくれるのではない

かと考えています。自然学校もそうだと思いますが、そ

のような経験を幼い頃に積み重ねていくことが重要で

はないかと感じます。

　ジオという事ではあまり詳しくお話しできませんが、

　今後どのようにしていくのかについては、町全体で決

めていくことだと思いますが、このような会も重ねたうえ

で、しっかりとプロジェクトの推進をしていければと思

います。

　最後になりますが本日は様々な意見が出ましたので、

町長より本会のまとめをよろしくお願いいたします。

○町長（太田長八）　本日は貴重なご意見を多数いた

だきまして、ありがとうございました。

いただいたご意見を基にこれから戦略を練り、推進し

ていきたいと思います。

　そういった中で、日本茅葺き文化協会の安藤様には、

茅葺きや茅の再利用という事について、また色々なご指

導をいただけますと、大変ありがたいと思います。

　本会を通じ、皆様が細野高原について真剣に考えて

いただいていることを、一層深く感じました。今後とも皆

様とは情報共有を行っていき、保全や利用について検

討していければと思います。

　また、最も大事なのは管理を行っていく後継者、これ

が一番重要だと思います。今のままでは必ず担い手不

足となってしまいますので、今後の体制をどのように変

化させていくか、そしていかに細野高原の素晴らしい自

然を保全していくか、これこそが最大の課題です。皆様

と一体となり、この保全にしっかりと取り組んでいきた

いと考えておりますので、その際にはまたご支援とご協

力の程をよろしくお願いいたしたいと思います。

　以上です。ありがとうございました。

○（一社）日本茅葺き文化協会（安藤邦廣）  申し訳ご

ざいません。最後によろしいでしょうか。

　この茅場の維持管理について、先ほど町教育委員会

の梅原さんよりご発言があった中で思い出しましたが、

文化庁の制度で文化財を守る資材を選定する、「ふるさ

と文化財の森」というものがあります。この中に茅場が

含まれていまして、現在、全国１９か所の茅場が選定さ

れており、静岡県だと朝霧高原が数年前に選定されて

います。各県に１か所程度ありますが、文化庁の中で一

番新しい制度となっています。文化財というのは法隆寺

などの建築物、それから、それを守る職人技、無形文化

財といいますが、それに加えて資材の文化財制度が一

番新しく、１０年ほど前にできたばかりです。例えばヒバ

塗装や漆です。その中にやはり茅がとても不足している

ので、茅場を保全、管理していきましょうということで、文

化財に出荷する茅として、そのエリア選定するというこ

とができます。

　私が本日見た限り、細野高原はこれに合致する場所

だと思います。ただし条件としましては、文化財への出

荷実績が多少なりとも必要ということになります。その

ためこの地域にある文化財、市町村指定や登録文化

財でも可能ですが、茅葺きの建物が伊豆半島にはたく

さんあると思います。例えば伊豆の国市にある国指定

重要文化財の江川邸もそうですが。そういうことで２～

３年程度の実績を積み、細野高原の茅場の質、量は問

題ないと思われますので、是非、茅刈りを始めていただ

き、選別したものを出荷する取組をしていただければ、

制度の対象として選定されると思います。選定される、

文化財の森から様々な助成制度受けられます。普及啓

発事業というもので毎年助成が出ていますので、最大

２００万円の満額補助となりますが、そこに町民の方々

が参加して、皆様と一緒に環境教育を推進していきな

がら茅刈りを行い、山焼きをやること、このような環境

保全全体の取組を体験、研修することで補助が受けら

れます。

　また、選定地の整備費用にも半額補助が受けられま

す。例えば農道整備や支障木の伐採、山焼きについても

環境整備事業となります。いずれも県を通じ、文化庁へ

の申請手続や調査の依頼を行い、町の文化財関係課

から県の文化財関係課の方に連絡を行います。私も文

化財のほうの選定委員となっていますので、私の見た

限り細野高原は是非、ふるさと文化財の森に選定して

いくことを２～３年の目標にしてやっていただくと良い

のではないかと思います。

　細野高原の観光利用というのは、長期的に一歩ずつ

やっていくことが必要ですけれども、取りあえず、文化財

制度を活用していくことは非常に利点が大きいと思い

ます。是非、文化庁への問い合わせやホームページを

ご確認いただき、ふるさと文化財の森という制度を調べ

てみてください。生物多様性の維持や環境教育というこ

とを推進していくために、とてもいい制度だと思います。

以上、補足となります。

○地域おこし協力隊（藤田　翔）　ありがとうござい

ます。

○司会　この後午後３時２０分より、各分科会場の方

にご出演いただき、WEB配信にて全体会を予定してい

ます。

　藤田さん、内山さんにおかれましては、全体会での発

表に向け意見をまとめていただきますので、東伊豆会

場の分科会はこれにて終了といたします。

　藤田さん、内山さん、鈴木さん、どうもありがとうござ

いました。

　それでは全体会までお時間がありますので、休憩を

お取りください。
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